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第二 卷 初期の 著作 下 


一 本卷 は、 著者の 文筆 的 活動の 初期、 卽ち 明治 三十 三年 二 九 Co 年) 九月 『聖 

#1 之 硏究』 發 行の 以前に 於いて、 維 誌 新聞紙 上に 發 表せられ たる 諸種の 文章 を、 年代 

順に 集輯 したる ものである。  . 

一 右の 諸 文章と 同時代に 發行 せら わたる 單 行の 諸 著 * は r 初期の 著作 上」 一 及び 『英 

文 上』 に、 英文 及び 其に 關聯 する もの は 『英文 下』 に輯錄 す。 

一 本 卷は卷 末に r 第二 卷內容 年譜」 を附 す。 
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泉 等 ノ捕漁 一一 着手 スル トキ ハ 魚^ 亡 減ノ憂 無キ能 ハ ズ 已 一一 東北 諸縣下 _i 於テ 共例少 シ ト セ ズ 是ヲ以 テ 

奮^ 柘使 一一 於テハ 明治 十四 年 八月 甲 第 八十 三號ヲ 以テ薛 水器ヲ 使用 シテ ヲ漁 スル者 ハ深サ 十五 尋 

內ュ於 テ營業 スル事 ヲ禁ジ タリ 而ル 一一 爾来 漁 大其非 ヲ訴フ ル者 多キヲ 以テ該 器械 侦川规 ^制定 ノ命ァ 

リト 雖モ飽 魚-一至 テハ 其； t 殖ノ 季節 及ビ 發生ノ 如何 等ヲ知 ル者ナ キー 1 ヨリ 終 一一 右 第 項實地 取調べ ノ爲 

y 明治 十四 年 九： 四日 始メテ 其 事 一一 着手 ス 而 シ テ試 驗所ヲ 高. 祝津村 一一 定ムサ レドモ 此試驗 タル 早 

クモ 1 ケ年ノ 日月 ヲ要 スルヲ 以テ僅 カー 一 一 ヶ月 ノ能ク 研究 シ盡ス 可 キー 一 非. サレド モ玆- 一 第一 期 試驗ノ 

結果 ヲ 復命 シ餘ハ 後日 ヲ待 テ之ヲ 上申 ス ベ シ 

第 一、 飽 魚恭殖 一一 最モ 適切 ナル 海底 ノ模 樣及ビ 近傍 地形 如何 . 

港テ 海草 ノ審茂 スルハ 必ラズ 岩石 ノ 水底 ナリ故 一一 岩石 ナケレ バ 海草 ナシト 云スモ 過言 一一 非ザル 可シ已 

一 一沙 流、 阿 與路、 方面 一一 於テ 岩石 ヲ水屮 一一 投ジ 初メテ 昆布 ヲ採收 スルヲ 得シヲ 見テ知 ル可シ 故-一 鲍ノ 

生殖 ス ル ハ 必 ラ ズ 岩石 ノ 水底 一一 ァリ 高 島郡ノ 海岸 タ ル 東手宫 ョ リ 西 忍路境 一一 至 ル 迄ル： 絶壁 ノ 岩石 一一 シ 

テ 高 島、 祝 律 等 ハ僅 一一 其 凹所 一一 ァリ 海岸 岩 ナ レバ 之  一二 m ヒ タル 海底 モ亦 心ラズ 岩ナリ n: ッ 絶壁 ノ 岩石 

r 一一  ハ 海底 必ラズ 深ク其 海底 ノ模樣 凡ソ岸 一一 似 タリ 例 之 へ バ 祝津村 ^ノ 海岸 ハ 岩石 M 一色 ヲ帶ビ 

形 屛風ヲ 立 ッ ルガ 如シ 其 水底 モ之ト 同ジク 水際 ヨリ 僅 一一 三尺-一 シ テ 八尋 ノ深サ ァ リ 同村—、 ゃ叫 マ 內ノ岸 

一一 ハ 1 お， 曰 色 ヲ帶ビ 其 勾配 多 カーク ザ ルヲ以 テ八尋 ノ诲底 ハ凡ソ 陸 ヨリ 三百 問ノ外 一一 ァリ故 一一 鮑 魚 ノ審殖 

モ粗ボ 其 海岸 ノ形狀 ヲ以テ 知ルヲ 得べ シ  — 

海岸 絶壁 一一 シ テ 黑色 ヲ帶 ブル 岩 一一 沿 フ所ノ 海底-一 生殖 スル鲍 魚 ハ大ナ レドモ 少シ、 前例 ミ ナ 、「泊 ノ 鮑 

魚 ハ 高 島 郡-:? 最大 ノ名 ァリ又 海岸 ノ岩 低ク シテ 白色 ヲ帶 ブル トキ ハ 其 近 ：脚 一一 生 ズル鮑 魚 ハ 形 甚ダ小 -ー 


シテ數 多シ、 シ ュ マナイ 產ノ者 此類ナ リ右ノ 如 ク深ク シ テ暗キ 水中 一一 ハ大ナ ル鲍ヲ 蕃殖 シ淺ク シテ日 

光 ノ多ク 透 人スル 水底-一 產ス ル者ハ 小-一 シテ多 數ナル ハ其 原因 ヲ知ル 能ハズ ト雖ド モ凡テ 動物 ハ幼キ 

時ハ 成長 迅速 ナ ルガ 故 一一 多分 ノ 日光 ト 酸素 ヲ要ス ル者ナ レバ 海岸 近ク 激浪 {4i 氣ヲ 包含 シ 日光 多ク 透/、 

スル所 ヲ撰ム ナルべ シ 

熟達 セル 漁夫 《海 濱ノ景 ヲ見テ 直 一一 其 近海 一一 アル 鮑魚ノ 大小 多寡 ヲ知 ルヲ 得べ シト云 フ而シ テ 鲍魚 

ハ 草木 繁茂 セル 山林 一一 沿ヒ タル 海中 一一 多シ ト云フ 

第一 一、 鮑 魚 ハ 深 サ幾尋 ョ リ幾尋 マ デノ诲 底 一一 生息 スルャ 

前條已 一一 鲍魚ノ 生息 ス ル 水底 ノ 景況 ヲ 述べ タリ. S チ 海草 生 ゼザ レ バ 飽魚ァ ルナ シ ト是ヲ 以テ之 ヲ見レ 

バ鮑魚 生息 所ノ 區域ハ 海草 ノ 繁茂 ス ル 海底 ノ l^c 域 ヲ定ム ルヲ以 テ知ル 可 シ卽チ  一 ノ簡短 ナル法 (石 或 

、ノ 鉛 塊 ヲ索シ テ結ビ 其 下 面 一一 軟 カナ ル蠟及 ビ鬢付 ケヲ塗 リ诲底 _1 入 ル然ル 時 ハ 軟躐 一一 付着 スル者 砂 或 

ハ礫ナ レバ 其 海底 砂 或 ハ礫ト 定ム) ヲ以テ 高 島 郡 海底 ノ模樣 ヲ探ル 一一 海草 ノ 繁茂 最モ盛 ナルハ 水際 ョ 

リ 五六 尋ノ 海底 トス 八尋 一一 至 レ バ 海草 大 一一 減少 ス 十二 尋 以上 一一 至 レ バ 殆 ン ド 無 キ ガ如シ 而 シ テ 十五 零 

以上 一一 至 レ バ 大抵 砂地 ナリ 故-一 鮑 魚ノ最 モ 盛 ン 一一 生息 スル ハ三尋 ヨリ 八 尋ノ間 トス 尤モ 徑 三分 ョ リ 一 

寸位 イノ 者 ハ深サ 一 尺 ヨリ 三尺 ノ間 一一 多 シ其大 一一 シテ物 產トナ ル可キ 者ハ多 ク六尋 以上 ノ 水底 一一 ァリ 

第三、 鲍魚 落卵ノ 季節 ハ 何月 頃始リ 何月 顷 一一 終 ルャ 

此 問題 クル ャ少ク トモ 一 ケ年ノ 後一 一 非 レバ 知ル能 ハ ズト 雖ドモ 之レヲ 土人 -1 聞ク 一一 八 九月 ヲ以 テ最モ 

盛ナリ トス 尤モ 一、 二、 コー、 ノ三 ヶ月 ヲ除ク ノ外ハ 鮑 魚ハ常 一一 フケル "(方言 一丁 ンテ 落卵ヲ 形容 スル語 

ナ") 者 チリ ト云フ 

W 治 十四 年 (一八. 八 一年)  ， 九 
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m テ落卵 如何 ヲ知ル 前 一一 當テ須 ラタ 鲍魚ノ 生殖器 ハ何レ 一一 アル ャ其 卵ノ 形、 色、 質、 等ヲ 精細 研究 セ 

ザル可 カラ ズ 而 ル ュ 此等ノ 點 一一 至 テ ハ 確然 タル 說ナ キガ故 一一 先ヅ第 一 一一 鲍魚 ノ體中 一一 生殖器 ノ 位置 ヲ 

探 リ而ル 後チ其 産卵期 節 一一 於 ケル卯 子 如何 ヲ探ラ ザル可 カラ ズ 

一 、 獨乙國 生物 學士ゲ ゲン バ ー 氏 曰ク， ハリ ヲチス (卽チ 鮑 魚) 歸及 ビバ テラ 屬ニ 於テハ 雌雄 ノ 生殖 

器 ハ 肝臟 -ー 附着 ス ル 力 或 ハ 之 レ ト 接近 セル 所 一一 ァリ卜 

二、 祝津村 一一 於 テ 最 モ 熟達 セ ル 鮑 突 人 ノ 言 一一 由レ バウ 51 (方言 ュ シ テ 盱臓 ヲ 云 フ. 猶ホ 紀州 熊野邊 -ー 

テヮタ の 或シリ I の ト云ガ 如シ) ハ鮑ノ 生殖器 一一 シテ 

現 一一 該魚 ハ 淸靜ノ 時-一方 テ深サ 八丸尋 一一 ァ ル 水底 ノ岩上 

ノ 凹所 一一 於テ里 i 色 ヲ帶ビ タル 水ヲ吐 クヲ恆 一一 實視 セリ後 

之ヲ捕 フル ュ其ゥ a 縮小 ス ト 

右 ノー  一 說共 一一 能ク合 スルヲ 以テ大 二 信ズ 可 シ因 テ意ヲ 此點 

-1 注ギ試 驗セシ 一一 左ノ 結果 ヲ得 タリ 

長サ 三寸 以上 ノ飽 魚ヲ 解剖 スレ バウ U 卽チ 肝臓 ハ 鮑 魚 中：？^ 

大ノ器 一一 シテ圖 ノ如ク 鮑 魚 全體ノ 大半 ハ卽チ 肝臟ナ リ之レ 

ヲ 中斷ス レバ 眞正ノ 肝臓 ハ其屮 部 一 一分 ノ 一  ヲ占メ 粗 ナル羊 

「縱斷 /園 ！ 羹色ヲ 帶ビ肝 管 其內ヲ 通過 シ肝 縢ト異 ラザル コトヲ 知ル而 

乙 k ィ， M ん a  ^^^^Jv  ルー 一 〔口〕  ノ部 ハ全ク 前者 一一 異リ 色靑黑 一一 シテ 一れ n  ノ 通過 

1。) 生植器  ^lEIikw ス ルナ ク顯微 鏡 ヲ以テ 其 一部 ヲ見 レバ 倉 裔質ニ シ テ各离 W 


十 形體ヲ ナシ 之ヲ壓 摔スレ バ 其內 ョ リ紬粒 夥多 出ヅ ル 者十リ 如 此質ヲ 有 ス ル器ハ 生殖器 一一 非 レ バ 脂肪 一 

質 ノ外他 一一 ァラザ ル可シ 而レド モ之レ ハ是レ 脂肪質 一一 非 ザルべ シ 如何 トナ レバ 倉寫質 ノウ ヲ有 スル. 一 

臉魚ハ 十中八九 ヲ占ム ル 一一 止 リ或ハ 全 ク之ヲ 有 セザル 者 ァリ加 之 ナラズ 殼徑ー 一寸 餘ノ 大サ 一一 達セザ レー 

パ 其ゥ ノ上 一一 該質 ノ生ズ ルナ シ是 レ幼ナ ル時ハ 生殖器 ノ 露出 ス ル事ナ キー 一由 ルナ ラム 叉 漁夫 ノ說 一一 一 

ゥ 口 ハ 春季 一一 小, 1 シテ夏 一一 至テ 追々 大ヲ 加へ 八 九月 ノ頃 一一 至 テ其極 一一 達 ス且 ッ始メ 靑色ナ レドモ 日ヲー 

追 テ 黑色 ヲ帶ビ 九月 ノ 頃 一一 至レ バ 殆 ン ド 薄黑色 二 變ジ 其倉窩 ハ 形圓ク セ，^ ゥヲ ー ルハ 十分 一一 熟 シ 細 粒 

濃 カー 一 シテ已 一一 產卯 一一 達シ タル 者 ノ如シ 故 一一 獨乙國 生物 學士 ノ說及 ビ實地 漁夫 ノ 經驗ト 照合 シ テ之レ 

ヲ見 レバ 前 說ノ或 ハ眞正 一一 近キ ヲ覺ュ ルナ リ又 採牧 セル 鮑 廿個中 一一 凡 ソー側 位ィ宛 ハウ 口 黄 赤色 ヲ帶 

ビ 之 ヲ 顯微鏡 下-一照 シ見レ バ 前條 ノ 倉寫 ナ ク 膠樣質  一 了ンテ 無形 體ナリ 是レ或 ハ雄十 ラン 且ッ 其 數廿分 一 

ノー 一一  居ルヲ 以テ昆 レバ 此說稍 ャ眞ナ ラ ム ト 思考 ス 如何 トナ レ バ 下等 無脊椎動物 一一 在テ ハ雄ハ 常 一一 少ー 

シ 一一 シ テ雌ハ 常 一一 多 キ者ナ レバ ナリ  . -.  一 

第 四、 發 生後 何ケ 年-一 シテ 生殖 期 一一 達 スルャ  j 

此 問題 ハ 至極 難題 ナリ 何トナ レバ 鮑 魚 ノ性タ ル甚ダ 柔弱 一一 シ テ之レ ヲ水桶 中 二 養育 ス レバ 僅 カー 二  ニー  1 一 

時間 ヲ經過 ス レ バ 直 一一 誇 死ス故 一一 試 一一 數孔 ヲ穿テ ル 1M 內ー 一入 レ诲中 一一 浸 スト 雖 モー 一日 間ヲ經 レバ 難ル 

故 一一 其 生殖 期ノ如 3： ヲ探 ラント 欲ス レバ 多分 ノ 入費 ト 時日 トヲ要 ス可シ 今此所 一一 陳述 スル所 ハ只グ 後一 

學者 ノ參考 一一 供 センタ メノ ミ  一 

實地 漁夫 ノ說 一一 由 レバ 鮑 魚 ハ鮭魚 ト均シ ク三ケ 年 ヲ經テ 始メテ 生殖 期 一一 達 スルト 而レド モ是レ 確 證ナー 

キ說 一一 シテ 決シテ 信ズル 一一 足ラザ ルナ リ又 古人 ノロ 碑 一一 由 レバ 鮑 魚 一 ケ年 一一 一孔 ヲ增 スト 是レ大 一一 信 一 

叫 治 十 年 ( 一 八 八 一 年)  二  一 
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ズ可 キノ 說ナリ 如何 トナ レバ 飽榖 見本 中孔 巳-一成 就 スルァ リ华バ 成就 スルァ リ且ッ 貝類 ハ 一 ケ 年毎-一 

其毂ノ 一 曆ヲ增 ス者ナ レバ ーケ 年-一 一 孔ヲ增 加 スト ノ說ハ 稍ャ信 ズ可キ 一一 近シ然 リト^ モ孔數 ヲ以テ 

其 年齢 ヲ 定ムル ハ未ダ 余 ノ爲ス 能 ハザル 所ナリ 何トナ レバ 生ル 、 ャ 否ャ已 一一 幾 個 カノ 孔ヲ 有ス ル者ァ 

レバ ナリ 

前述 セ シ如 ク艇魚 ハ 徑 1 1 寸 五分 一一 達シ テ始メ テ 生殖器 ノ 現出 ス ルァ リ而シ テ 徑四寸 五分 一一 逹シ テ全ク 

熟 スサレ ドモ 何ケ年 一一 シ テ 1 一寸 五分 ノ徑 一一 達スル ヤヲ 未 ダ知ル 能 ハ ズ然 レドモ 海中 ノ淺所 一一 アル ヲ見 

レバ ニケ年 ヨリ 多 カラ ザル 可シト 思考 ス因 テ實際 規則 ヲ定ム ル 二方 テハ 徑四寸 五分 ヨリ 小ナル 者ヲ捕 

獲 スルヲ 禁ズル ヲ以テ 緊要 トス 其 他 取調 ブべキ 件数 多ァリ ト雖モ 一 々之ヲ 陳述 セズ 餘ハ 後日 ヲ待 テ更 

一一 開陳 ス ベ シ 

潜水器 使用 規律 一一 附テ 愚意 ヲ陳ゼ ン卜 ス該器 使用 規則 制定 ノ件 ハ左ノ 四ケ條 ノ^  -ー  アル 可シ 

第一 、 潜水器 使用 ヲ禁 ズ可シ 

第二、 年々 期節ヲ 定メテ 使用 ス可シ 

第三、 备郡 一一 蕃殖 地ノ區 域ヲ定 ム可シ 

第 ra、 境界 ヲ定メ 各 蕃殖 場ヲ 人民-一 貸與 ス可シ  ， 

第 一 、 潜水器 ヲ 有害 ト 見做 シ之ガ 使用 ヲ禁ズ 可シト パ 已 一一 多 クノ贊 成家ァ ル說ナ レド モ未ダ 了解 スル 

コト能 ハザル ナリ北海道ノ海濱タルャ至ル所岩石多ク隨テ水底ノ景^^モ結壁凹凸恰モ銀齒狀ヲナ ス者 

多シ 故-一 譬ヒ 潜水器 ヲ 使用 スル ト雖 モ盡ク 海底 ヲ探ル 事 能 ハズ故 一一 該器 ヲ以テ 海底 ノ鮑 魚ヲ取 リ盡ス 


.ハ 最 モ 難 力 ，し ベ シ サ レドモ 人或ハ 言 ハ ン 千葉縣 下ノ如 キハ已 一一 取 リ盡セ シ例ァ リト是 レ未ダ 北海 ノ水 

底 ヲ知ラ ザル人 ノ論ナ ラム 聞ク所 一一 由 レバ 安房 地方 ノ 海底 ハ 平坦 一一 シテ 所謂 ハ ー ドパ ンナ ル者ナ ルガ 

故 一一 捕獲 シ易ク 隨テ取 リ盡ス ハ論ヲ 待 タザ ルナ リ我ガ 北诲道 一一 在テハ 否ラズ 潜夫ノ 歩行 ス ラ 困難 二 シ 

テ恰モ 絕險ノ 山嶽 ヲ越 ユルガ 如 シ加之 ナラズ 岩 上 ノ小孔 及ビ巉 岩ノ間 一一 潜伏 スル鮑 魚 ハ潜夫 ト雖モ 之 

llN 捕 變スル 能ハザ ルナ リ 

經濟上 ヨリ 論 ズ ル モ 亦然 リ世ノ 文明 一一 進ム 一一 從ヒ 新規 ノ發明 ァリテ 先 業者 ヲ妨 グルハ 其例少 ナカラ ズ 

歐 洲諸國 一一 於 テ鐵路 建築 ノ際 馬車 營 業者が 苦情 ヲ唱 へ 北英諸 州ノ鰊 漁業 者 ガ新製 蒸汽漁 11 使用 一一 付テ 

難ヲ稱 フル 等 皆 同  一 ノ理ナ U 今 飽突營 業者 等ノ 苦情 ヲ閜 クー 一若 シ 潜水器 ノ 使用 ヲ許サ レナ バ己 レノ業 

ヲ 妨グル ト云フ 一一 過 ギズシ テ必竟 愚 味ナル 嫉妬 心 ヨリ 生ズル 苦情 ナリ 

現今 祝 津村字 山中 一一 於テ 鮑突營 業者 三十 名ァリ 一人 一 日ノ 捕獲 平均 六十 個ト 見做 シ總計 一 千 八 百個ヲ 

得べ シ今 三十 人ヲ 使役 ス レバ 四挺ノ 器械 ヲ 使用 スルヲ 得べ シ 一挺 一 日ノ 捕獲 平均 四百 五 拾 個 (fggi 

•r) ト 見做 シ 總 計 一 千 八 百 個卽チ 三十 人ノ 飽 突營 業者 ト 同量 ヲ 捕獲 スサテ 其 難易 如何 ヲ察ス レバ 器 

械 使用者 ノ易キ 素 トヨ リ論ヲ 俟タズ 故 一一 一 ^ノ 經濟上 ヨリ 誇 究ス レバ 從來ノ 飽突營 業者 ヲ シテ 盡ク潜 

水器ヲ 使用 セ シ ム ル ヲ可ト ス 

第一 一、 鮑 魚ノ 産卵期 ヲ定メ 季節 中 ハ捕魚 ヲ禁ズ ルハ實 際 不都合 ナ クシ テ最モ 便 ナル： 一 ii ナレド モ我ガ 北 

海道 沿岸 一一 於テ難 ナキ能 ハ ズ鉋魚 産卵期 ハ 未 ダ確知 ス ル能 ハ ザレド ェ- 今日 ノ 場合 一一 於テ ハ 其 季節 ヲ發 

見 スル事 ハ^ 段 緊要 -ー ハァラ ザ ル可シ 何トナ レバ 若シ 漁夫 ノ言ノ 如 ク其產 卯季ハ 七月 上旬 ヨリ 九月 下 

旬 迄 トシ 此 間 漁業 ヲ 禁 ズ レ バ 營 業者 ノ 最 モ 緊要 ナル 時日 ヲ ぉサ ヒ 殆ンド 潜水器 使用 ヲ 禁 ズル -1 均 シ 今參 
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期 Q  M 竟 

考ノ爲 メ高島 郡 一一 於テ 一 ケ年問 該器ヲ 使用 ス 


一一 適、 ン タル 日數ヲ 左 一一 揭ゲ ン 


一月 二日、 二月 五日、 

三月 五日、 四月 三日、 

五月 十日、 六月 十八 日、 

七月 十八 日、 八月 二十！：：、 

九月 二 卜 日、 十月 十日、 

十一月 六日、 卜 二月 六 n:、 

前表 ノ如ク 七、 八、 九ノ三 ヶ月 ハ營業 上最モ 緊要 ナ ル時ナ レバ 其 問 營業ヲ 禁ズル ハ恰モ 秋季 鮭 魚顯卯 

ノ爲メ 淡水 一一 溯ル 節該 漁業 ヲ 禁止 スルー 一 均 シ ケ レ バ 到底 行 ハル 可キ法 一一 ァラ ズ若シ 産卵期 ヲ S ん A 期 ト セ 

バ刖 一一 禁止 ノ令 ヲ出ス 一一 及バザ ルナ リ何 トナ レバ 前表 ノ如ク 一 箇月 僅 力 一一 五六 日 ノ營業 ハ^ ti^ 上差シ 

タ ル 支障 ァ リ 卜 ハ 思考 セ ラレ ズ故 一一 保護 說 第一 一條 モ 他縣下 一一 於テ ハ 不知 我ガ 北海道 一一 於テ ハ 實際 施行 

スル 能ハザ ルナ リ 

第三、 lEi: 域ヲ 定ムル  一二 ーッァ リー ハ水ノ 深淺ヲ 以テシ 「ハ备 蕃殖 所ノ 境界 ヲ以 テス 水ノ 深淺- 一由 テ 151! 

域 ヲ定ム ル ハ實際 上 施行 スル 一一 甚ダ困 カル 可シ 前述 セ シ如ク 本道 沿诲ノ 水底 ハ 凹凸 定 マリナ ク此所 一一 

深 所 ァリト 思 へ バ 彼ノ所 一一 淺所 ァリ故 一一 舊 開拓 使 ノ 規則 ノ如キ 十五 零以內 ュ 於 テ鲍漁 ヲ禁ズ ル ト雖モ 

正直 ナル 漁夫 ガ該 規則 ヲ 遵守 セント 欲 セバ其 不便 實 一一 察 スべシ ？仇 ンャ 剛慾 無智 ノ 漁夫 等ガ 偏 僻 無人 ノ 

海底 一一 漁 スルー 一 於テ ヲャ實 一一 規則 在 テナ キガ 如シ故 一 一聖 使徒 保 羅曰ク 無二 律法 一 罪 乃 死 ト犯シ 易 キ律ヲ 

建ッ ルハ 罪ヲ顯 出スル 一一 均シ故  一一 4" 五尋 以外 一一 鮑魚ノ 生息 ス ルャ 否ャハ チテ措 キ慈惠 行政 上 ヨリ 見ル 


濱余積 
益 市 丹 


增忍美 
毛路圃 


ト雖モ 舊開柘 使 潜水 器 使用 規則 ハ 其當 ヲ得 タル 者 ト云フ 可 カラ ズ 

各 郡 蕃殖 場ヲ定 メ之ヲ 甲、 乙、 丙、 丁 等 一一 分チ 今年 甲 一一 於 テ漁ス レバ 翌年 ハ乙 一一 轉ジ 甲ヲ 休場 ト ナサ 

シム レバ 蕃殖 保護 一一 ハ稍ャ {R; シト雖 モ前條 水/深 淺ー 一由 テ^ 域ヲ定 ムルト 均シキ 弊害 ナキ 能ハ ズ故ュ 

今 1 步ヲ進 メ縣下 一 般ノ 蕃殖 場ヲ定 メ之ヲ 3： 郡 蕃殖 場 ト名ケ 例 之へ バヤ 年 古 宇 郡 蕃殖 場 一一 漁ス レバ 翌 

年 ハ 積 丹 郡 一一 轉ジ古 宇郡ヲ シ テ 休業 ナ ラ 、ン メ且ッ 各 郡 一一 於テ 使用 ス ベ キ 潜水器 ノ 數ヲ定 メナ バ 取締 上 

大 一一 不都合 ナカ ル可シ ト 思考 ス 

第 四、 或ハ官 一一 於 テ ハ 4! 郡 蕃殖 場 ノ 捕璲 、ン 得 ベ キ 高 其 地 形等ヲ 調査 シ 潜水器 一 挺 ヲ 十分 一一 使用 スルモ 

蕃殖 上 一一 妨害 ナキ 丈ケノ 廣大 ノ 場所 ヲ人尺 一一 貨與ス ベ シ該事 タル ャ決シ テ難キ 事 一一 ハ非 ル可シ 潜水 器 

使用 上最モ 蕃殖 一一 妨害 アル ハ 數人 ノ 營 業者 ヲ シ テ 同所 一一 營業 セ シ メ 各人 相競テ 之 ヲ 捕獲 スルー ーァ ルナ 

リ今 之レヲ 一ん 一一 一 漁場 ヲ貸 與ス ル トキ ハ其 漁場 ハ恰 モ己レ ノ 所有 ノ如ク 見做 スヲ 以テ 自然 暴 漁ヲ爲 

サヾ ル可シ 

我 札幌縣 F 中 鮑 漁 ノ最モ 盛ナル 地方 ハ 西海岸 一一 、ン テ 東海岸 尸 未 ダ鲍魚 ノ 多分- 1 アル ヲ聞 カザル ナリ因 

テ左 一一 备 蕃殖 地ノ 大略 ヲ 述べ ン ，钌" K) 

岩內郡  一 挺 

古 宇 郡  同 

、 古平、  同 

、 高 島、 小 樽、 同 

、  同 
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お 期 c 义意  f 六 

禮文、 里 尻、  同 

合計 六挺ト シ テ其 餘ノ願 " 差 シ 止メ且 ッ右營 業者 ハ 自由 一一 漁 スルヲ 得べ ケレ バ 充分 ノ稅 ヲ課シ テ可ナ 

リ 

右 ノ如ク 潜水器 ヲ所々 一一 頒布 セバ 人民 一 般ノ 便利 トナル ハ赏- 一大 ナリ 漁期 - 一際 シ網 ヲ投ズ べキ水 ヲ 

掃除 セント 欲 セバ之 ヲ雇ヒ 又 漁業 中 水中 -ー据 14 置キ シ網ノ 修繕 一一 用 ヒ又ハ 新 ター 一 漁場 ヲ開 カント 欲シ 

テ之レ ガ根浚 へ-一 使用 シ叉ハ 沿海 沈 沒船等 ノア ル トキ ハ 货物ヲ 水中 ヨリ 揚 グルー-用 ヰ ル等實 一一 潜水器 

ハ 海濱 一一 於 テ 必要 ナル 器械 ナリ已 一一 石 狩 川 极俊ラ ヒノ 如キハ 其 奏功 最 モ 大ナリ 故-一人 民若シ 潜水器 ノ 

使用 ヲ知 ラバ 右 等 ノ爲メ 一一  之レヲ 購求 ス ル - 一至 ラン 然リ ト雖モ 漁期 一 一定 マリア リ 春季 睐網 ヲ立ッ レバ 

秋季 一一 至 ル迄ハ 潜水器 ノ用ナ シ而 レドモ 之レヲ 使用 ス可キ 人夫 ハ恆- 一 雇ヒ置 カザル 可 カラ ズ故 一一 六、 

七、 八、 ノ三 箇月 間 適宜 ノ 法-一由 リ 鮑漁ヲ 營マシ メナ バ 一 ッ ハ以テ 一般 ノ 公益 トナリ 一 ッ ハ以テ 海中 

得べ カラ ザルノ 水産物 ヲ得ル - 一至 ルべ シ 

右 小官 見込 上申 仕 候 間 四 ケ條中 何 レ ヲ 御撰定 一一 相 成 候 哉 御參考 -ー 供へ 候 也 

明治 十四 年 十月  內村鑑 三 

札幌縣 知事 調 所 廣丈殿 


內村生 曰 ふ、 文 は 意 を爲さ る 所 多く、 今より 之 を 見て 他人の 作を讀 むの 感 あり、 然れども余は余 

の今日の^^業に對して恁かる練習を經しを感謝す、 書中 載す る 所の 鲍 魚の 卵子 を 初めて 顯微鏡 下に 

發 見せし 時の 如き、 余は歡 .5 措く 能 はす、 感 淚滂沱 として 下り、 直ちに 祝津 村の 西方に 聳 ゆる 赤 31^ 


山の 巔に 登り 森々 たる 日本海に 臨み 獨り萬 物の 造 主たる 眞の祌 に 感謝の 祈禱を 捧げたり き 日 本官 

吏の 上申書に 聖 使徒 保 羅の言 を 引きし が 如き、 蓋し 歷史 有て 以來此 公文書 を 除て 他に 未だ 曾て 無き 

所なる べし、 山と 海と を 造り 給 ひし 神 は 此時旣 に 一 一十 七 年後の 余の 今日の 小事 業 ある を 知り 給 ひし 

が 如し。 (明治 四十 二 年 一 月刊 行 『櫟林 集』 に再錄 せられし 際の 附首— 編者) 


明治 十五 年 二 八 八 一 一年) 

北海道 鳕 漁業の 實 況 

左の 一 編 は 本年 一 月下 旬余 官命 を 以て 鍾 漁？^ 實視 の爲め 後志 國高島 郡 祝津村 出張の 際 同僚 博物 係員 

某と 共に 調査せ し 者に 係る、 該 漁場 は 當札幌 縣管ド 鱒 漁の 最も 盛なる 所たり、 而 して 余 は 決して 之 

を 以て 完全なる 者と なすに あらす、 凡て 鍵 魚 捕獲の 調査 は 已に那 威 國學士 サ，. -ス氏 等の 研究に よれ 

ば 明な り、 八/余の 報す る 所 は數十 年間 該 業に 從 事せ る 夫の 一一 一一 口にして、 大に我 北 诲道鳕 漁？^ を 察す 

るに 便 なれば、 後日の 參考に 供 せんが 爲 たり、 故に 一 も自： 說を加 ふる 事な く 隨聽隨 筆して 以て 報道 

す、 # 員 諸^ 之を諒 せよ。 
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初期の 文章  一八 

名稱 通稱 0.  土人 稱 ィレ クチ 

產地 現今 漁獲の 多き は祝津 漁場 を 以て 最 とし、 余巿、 古平、 《め內 等 之れ に亞 ぐ、 其祝津 に 於て 現 

時 一期に 漁船 を 出す は 大凡 六拾隻 なりと す、 今該場 昔時の 景況 を尋 ぬるに、 嬉漁 を專ら とする 者は少 

たく、 鰊 漁 をな す 者 は 多く、 鰊 漁業 中に 「チラ シ」 を 釣 漁し 自己の 食料に 供し 其 餘を販 資する 

者 多く、 之 を 「ァカ マジ リ」 と 云へ り、 之れ 俗諺の r ホ マチ」 仕事、 卽ち 事業 中の 間 職な り、 故に 鱸 

の 牧獲は 當時漁 人の 員に 比較 すれば 現今より 多 かりし が、 近来に 至り 專 業者 增 加し、 加 ふるに 稅 法の 

定まりし より 「ァカ マジ リ」 をな す 者 は 漁樓を 以て 漁 稅を償 ふに 足らざる が ゆ ゑ 皆な 之 を. M 止したり 

而 して 專 業者の 漁獲す る 處の漁 額 は 昔時に 比すれば 倍 すれ ども 輸出の 額 を 人員に 比例 すれば 大に 減少 

する に 至りし と 云 ふ。 

蕃殖 年々 漁 額の 增滅は 之 を 識別す る 能 は ざれ ども、 唯 漁獲の 髙 古ん， を比铰 すれば 現今 は頗 ぶる 多 

きを 加 ふ、 是れ 漁業 者の 殖增 せし に 原因す。 

大小 通常 大 魚と 稱 する 者 は 一 尺 四五寸 (朗 ll:Jr) 稀れ に は 三尺 程の 者 あるよ し、 又 九月 頃 新 鳕を製 

する 時 漁 稅に納 むる 者 は 一尺 三 四寸を 中の 上と 云 ひ、 之より 以上の 者 を 納稅に 充て、 以下 は 方言 r ピ 

ン」 と 云 ひ納稅 品と なす 能 はす。 

移轉 群集 つ) の 期 は 九月 頃より 漸々 に 始まり、 此 期に 漁瘦 せし 者に て 新鳕を 製す、 冬至より 

春分に 至り 益々 盛んに 群集し、 梅雨の 節より 漸々 散亂 す、 其 頃 fSi する 所の 魚 は眼大 にして 肉脫 し、 頭 

極めて 巨.. にして 其 味 美なら す、 方言 之 を r スケソ ゥ鳕」 と 云 ふ、 之れ 卽ち放 卵 後の 魚に して 脊筋 稍々 

黑 色を帶 ぶ、 散亂 後と 雖 ども 何れの 方面へ 去る 乎詳ら かにす る 能 はす、 然れ共 一 年中 該 魚の 水底に 絶 


ゆる ことん なく、 唯 其數を 減少す るの み、 群集 所 は 海岸に 接近し、 深さ 三十 五 尋の所 を 「モト」 と 云 ひ、 

深さ 四十 五 尋の所 を 「チラ シ」 と 云 ふ、 此水 の 影 狀は大 砂利なる を 以て 此名 あり、 此 場所へ 嬉の集 

まるの 期 は 彼岸の 候に して r ハ シリ 鰊」 を 漁す るの 頃な り、 次ぎ を r 內柳」 と 云 ふ、 深さ 五十 尋、 此 

水底に は r ャギ」 の 一種 叢生し、 其狀莞 蘭の 如く、 外面 紫色、 苔 様の 者 を 以て 包裹 さる、 次 を 「石 子」 

と 云 ふ、 深さ 六十 尋、 此 水底 小 砂利な り、 故に 繭い ふ、 次 を 「沖 柳」 と 云 ふ、 深さ 七十 尋、 此 水底に 

は r 內柳」 と 均しく  r ャギ」 叢生す、 以上 載す る 所 は總 ベて 「チラ シ」 の部內 なれ 共、 只 其 深 淺„5^ び 

水底の 異狀に 依て 名を附 する のみ、 此に 於て 漁瘦 せし 魚 を總て 「チラ シ」 の 魚と 云 ふ， 叉 進んで 深さ 

ぷ へ もと  一 0 

百 廿尋に 至る所 を 「根」 と 云 ふ、 延繩を 置く の 基と 云 ふの 義 なり、 ：： ん より 二百 尋に 至る 迄 を 「フ ケ」 

と 云 ひ、 現今 之を鳕 場と 云 ふ、 此處 にて 漁獲せ し 魚 を 沖 蟢と云 ひ、 「チラ シ」 の 魚に 比すれば 味 美な 

り、 この 水底の 狀態は 判然 識^す る 能 は ざれ 共、 釣 釣に 海草の 懸り擧 る 時に 粘土の 附着し 居る を 見る、 

漁場 深さ 四百 尋 以上に 至る とき は鳕の 鈎に 懸かる 事な し。 

食餌 鰊を教 も嗜む なれ 共 胃 中 を 解剖す るに 観杜火 魚の 類 を 見る。 

親 魚 懷胎の 間 は 大凡 一 一ヶ月 位、 放 卵の 期 は 一 月より 一 一月までに る、 彼岸の 候に 至り 體 中に 卵 塊 

あれ 共 這 は 糟賴の 如くに して 方言 「ブリコ」 と 云 ふ、 雌雄 形 色 を 異にせす、 故 卵の 場所 は 海底の 深 所 

に 在りて 陸地の _ 給澗の 如き 所な り、 之 を 方言 「フ ケ」 と稱 す。 

卵子 黃 赤色に して 放 卵の 期に 至り 黑色 を帶 ぶ。 

兒魚 一 一 三寸の 者より 小た る 者 を 見し ものな し、 故に 發 生後の 狀態は 之 を； i るに 由な し。 

疾病 體の內 外 共 腫物の 如き 者 あり、 其 色 赤く、 外面の 如き は全體 赤色 斑 をな す、 病 魚は總 て肉脫 
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期の 文 章  -5 

す-^ 

- 寄生虫 股屮露 田蟲を 生す、 色 卵白に して 長さ 三 四寸、 餌 袋の 周 園に 寄生す、 义 卵，： II& にして 細く 

長さ 一寸より 一寸 五分 位の 蟲 あり、 叉 肉 中に 赤色に して.！ き蟲 あり、 此等は 總て人 體に害 あり、 义體 

の 外面に 蛭の 如き 小蟲 あり、 長さ 一 寸許 なり、 尤も 此小蟲 は 鰭に 拘らす 他 魚に も あり。 

漁業 律 (1 れ il) 鳕漁 業に 付き 最も 肝要なる 約束 は 漁船 若し 海中に 於て 蹒風 等の 難に 揺る 時、 他 船の 

之を認 むる 者 あるとき は 直ちに 危險を 冒して 之 を 救援す るの 定規 是れ なり、 其 際 自己の 船 魚類 を 積み 

進退 自由なら ざる 時 は 其 魚類 を 海中に 擲棄し 以て 擢 難船 を 救 ふ、 然 かする 時 は 上陸の 後 無難に て 魚 を 

陸揚 せし ものより 救惠 者の 損害を^ ふ、 若し 叉 罹 難船 を 認めながら も 之れ を „1!^ ざる 眞 似して 救 按せざ 

る もの ありて 上陸の 後 其 事發覺 する 時 は 遂に は-; g 力 を 以て 殿 合の 葛藤 を riH じ、 R つ 許 多の 課 料 を 取り 

上げら る-事 あり、 叉 延繩を 吐く に 方て 過て 之 を 他 尺の 繩の 上に 配置 するとき は 過失 者の 釣に 懸 りし 

魚 を 取 上る 約束な り、 叉延 繩に附 する 石 錘 は ー兀を 一貫 六 百 ni とし、 繼 ii: を 二百 目と し、 末 を w-rcnll と 

す、 故に 延繩 紛亂 せし とき は 石 錘の 輕重を 較べ 裁決す る^ あり。 

漁法 漁 は 釣 漁の みに して 網 漁 を 用 ひす、 其方 法 は 川 崎 船と 云 ふ を 用 ひ 漁夫 六， 人 を 乘せ祝 ^村の 

北端 字 赤 岩の 岬に 目標 を 取り、 ぼ 亥の 方に 向 ひ 船を屮 3-、 延 繩は圓 形の 平らた き 目籠の &に薬 を 麻 

絲」 にて ぎら げし もの を附 け、 鉤は其 藁へ 刺し 置き 二 斗 樽 を 以て 基の 浮 子と し、 之れ に 海底の 深 淺に應 

じたる 長さの 麻 繩の稍 や 太き を 結び付け、 共 先に 基の 石 錘を附 し、 夫より 延繩の 一 尋片脇 ( 一 尋半を 

云 ふ) の 間 毎に 鉤 一 本づ &を附 し總數 四十 五本 附 けたる もの を 一 枚と し 之 を 基の 石 錘に 結び 附け 石綞 

を 海中に 沈め、 而 して 帆 を央ば 揚げ 舟の 走る に從 ひて 延繩を 吐き、 豐牧の 繼目每 に 石 錘を附 し、 總枚 


數五拾 枚 或は 七 拾 枚 を 吐き 終る に 及び、 叉 浮 子に 末の 石 錘を附 けし もの を 投じ、 舷へ 麻繩を わたす、 

之 を 建物と 云 ふ、 餌に は 鲽類鰊 等 を 用 ゆ、 最も 多く 用 ゆる 者 は 俗言 「惣 八鲽」 なる 者な り、 延繩の 置 

樣は 各自 適宜に し、 叉 漁場の 都合に て 直線に なす あり、 彎曲に なす あり。 

漁期 年々 夂 aH 土より 入梅 迄 を 期と す、 就中 群集の 多き は 一 月下 旬より 二月 中旬 迄と す、 俗に 之 を 

r シ ェン」 と 云 ふ。 

收獲高 平均 年 々 八 拾 萬 とす (f ほ冊)。 

價 概算 年 々 五萬圓 とす (仝 上)。 

使用 新 貢 IT) しみ 线，？ 呷ん 護) 棒き (に？ ま fa 一 き 頭 搾 滓 肝油 笹目 ST 餌 袋)。 

記事 しみ 鳕は 支那へ 多く 輸出す 〇 礒鳕漁 は 冬至より 小寒の 內 とす、 其危險 たる 實に 聞く 者 をして 

戰傈 せし むる 程の 業たり、 昔時 は 父子 同時に 出 づる時 は 舟 を 異にし、 父 若し 難破に 福り 溺死す ると も 

子は存 して 家 を 保ち、 又 沖に 出づ るに 際して 必す 金員 及び 鑑札 を 所持し 死體 漂着の 時の 用と なせし と 

云 ふ-  (『大日 本 水^ 會 報告』 六月) 


編者 曰 ふ、 此篇 今や 科學 的に 何の 用 あるな し、 然れ ども 歷 史的に 多少の 用な き 能 はす、 是れ 我國に 

於け る 組織的 水產 調査の 嚆 矢たり しなり、 是れ叉 筆者の 眞理 探究の 方法たり しなり、 彼 は 如斯 くに 

して 神と 人と 天然と に 就て 學び しなり、 囘 顧す、 彼が 此 調査に 從事 しつ i ありし 間に、 或る日 曜日 

の 朝、 獨り 深雪 を 冒して 祝津 村の 西方、 赤 岩山の 巔に 登り 北方 日本海に 面して 聲 高らかに 神に 祈り 

しこと を、 彼 は 其 時 面と 面と を 合して 海と 山との 造 主たる 彼の 霊魂の 父に 接したり き。 (明治 a 十三 

明治 十五 年 (了 ひ，、 二 年〕  .  ニー 


_^ 期の ズ章  ニニ 

年 一月 『聖書 之 研究』 に再錄 せられし 際の 附贯 —編者) 
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左 ノー  篇ハ 去ル 五月 九日 淺草 井生 村樓 一一 於 テ開 筵ァリ タル 日本 基督 敎 信徒 大 親睦 會ノ  i2 ぉ會 -I 於 テ^ 學士內 

村鑑 三君ガ 演述セ ラレ タル 演說ノ 筆記 ナ リ 

空ノ鳥 ト野ノ 百合 花 

北英 FT—ITS. r ノ哲 學者ァ レ 刊チ ン ドル ベ ィ ン， 氏 口 ク物體 ハ 體ト靈 ノ兩質 ヲ帶ビ タルモ ノナ リ卜此 

ノ說ノ 可否 ハ哲學 上 ノ戰場 一一 テ未ダ 決セザ ル モノ ナリ 卜雖モ 我等 基督 信徒 一一 取 テハ大 一一 用ュ可 キノ 說 

ナ ラント 思 ハル 則チ 宇宙 ノ物 體ヲ觀 ルー I 於テ僅 カー 一 其體質 卽チ其 色、 形、 量 等 ノミヲ 究メテ 之 ヲ體質 

上 ヨリ 研究 スルー 一 非 ザ レバ 未ダ其 一 ヲ知テ ニヲ知 ラザル 者ナリ 世間 往々 唯物論 ヲ唱へ 靈ノ質 ハ之ヲ 度 

外 視スル モノ ァリト 雖モ彼 論者 ガ師ト 稱シ貴 ブ所ノ 叫 ィ— ン  1 氏ハ物 一一 ハ兩質 ァリト 云 ヘリ 只々 一面 ヲノ 

ミ 見テ滿 足スル ハ僻 昆ナリ 脾見ハ 卓見 有識 ノ ベイン 氏モ忌 ム所ナ ラン 


今日 ハ 未 信徒 又 ハ 唯物論 者 一一 向テ 論鋒 ヲ試ム ルノ時 一一 ァ ラズ 今日 ハ 我等 上帝 一一 於テ 一 體 トナリ 此處- 

集合 シタ レバ 予ハ 諸君 二 示ス 一一 上帝 ノ 造化 ノ 巧妙 ヲ硏究 スル適 當ナル 方法 ヲ以テ セン トス 

此 一一 二王 子 ァリ其 父 幼年 ノ時 一一 死 シ之ヲ 二 傅 一一 委ス 王子 ソノ父 ヲ忘ル 長ズル 一一 及 ンデ其 傅ト共 一一 其 父 

ガ曾テ 二子 ノ爲メ 一一 造リ タル 宮殿 - 一到 ル 一 目ス レバ 其 巧 造 美 ヲ盡シ タリ 鬥ヲ開 キ入テ 之ヲ見 レバ 其ノ 

美妙 益 々著 シ依テ 一 至 子 美 一一 感ジ 巧 一一 驚 キ進ン デ奥殿 一一 入 レ バ 深ク入 ッ テ從テ 益 々 其 美 巧 一一 感ジ タ リ 

且ッ內 一 1 備へ タル 器 類 ヲ探テ 之 ヲ撿ス ル 一一 特-ー 其 ノ形ノ 美 ナルノ ミナ ラズ 一 々已ノ 所用 一一 適 中 セル 恰 

モ 一 先人 ァリ テ己ノ タメ  ニ備へ タル 者ノ如 シ依テ 驚愕 之 ヲ久フ ス其傅 一一 問フ テ曰ク 如何 一一 シテ 斯事ァ 

ルャト 傅 答へ ズ直 一一 一 書 ヲ取テ 謂 テ曰ク 郎君 願ク ハ 之 ヲ熟讀 セラ レ ョ ト 長子 之 ヲ取 リ讀ム コ ト 再三 初 

メテ誰 力 己 ノ爲- 一 如斯ク 美且巧 ミナ ル 宮殿 ヲ造 リタ ルヲ悟 レリ 卽チ其 父 其 子ヲ愛 スル甚 ダシク 依テ豫 

メ之 ニ與 フ可キ 宮殿 ヲ備へ タル ナリ 王子 書 ヲ讀テ 父 ノ愛ヲ 悟リ宮 ヲ見テ 益々 其 愛 ノ深キ ヲ知リ 深ク心 

一一 感銘 ス則チ 言ヲ爲 シ テ 云 ク 我 信仰 一一 由 テ斯 宮殿 ハ父ノ 我 ガ爲メ 一  1 造 リ玉フ モノ ナルヲ 知ルト (希 伯 

來書十 一 章 三 節) 爾来 王子 宮殿 二 入ル每 一一 父ノ 恩愛 ヲ懷ヒ 宮內ノ 器具 一 ッ トシ テ父ノ 愛ヲ顯 ハサ ザル 

ハナ シ依テ 常 一一 懼喜父 ノ 巧造ヲ 研究 セリ 次子 ハ然ラ ズ同ジ ク 宮殿 ヲ 穿鑿： シ 精ヲ盡 シ テ怠 ラズト 雖モ傅 

ノ傳へ シ書ヲ 受ケズ シテ云 フ我ハ 之 ヲ要セ ズ我ハ 只 宮殿 ノ巧造 ヲ硏究 シ以テ 足 レリ ト爲ス 之 一一 關セザ 

ル書 ヲ學ブ -ー 暇ナ シト而 シテ其 宮殿 ヲ硏 究ス ル 一一 於テ ハ 敢テ 長子 一一 劣 ラザレ 共之ガ 爲メ更 一一 父ノ 恩愛 

ヲ懷フ 事 ァラザ ルナ リ 

前-一 述べ タル ノ 二子 ハ實 一一 方今 ノ學者 ノー 一種 ヲ示ス 者ナリ 了ソハ 宇宙 ハ 慈愛 恩寵 一一 富 メル 天父 ノ 構造 

ス ル所ナ リト知 テ之ヲ 研究 シ 一 ッ ハ 天父 トカ 造物主 ト カ云フ コト 一一 ハ決シ テ意ヲ 用 ヒズ特 偶然-一 出現 
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シ タルモ ノノ如 クー 一之 ヲ 見做 シ 硏究ス ル者ナ リー 草ヲ 路傍 一一 摘 ミ之ガ 效川ヲ 知 リ其美 巧 ヲ究ム ル ハ 乃 

チ是レ 其體質 ヲ知ル モノ ナリ之 一 1 由 テ之ヲ 造 リシ 者ノ 恩愛 ヲ知ル ハ之ヲ 靈質上 ヨリ 究ムル モノ 十リ如 

斯兩面 ヨリ 究メ後 始メテ 其 眞^ ノ 價値ヲ 悟ルヲ 得べ シ 愛友 ヨリ 贈レ ル物ノ 眞價ヲ 定メン -ー ハ其體 質 =^ 

ビ 效用 ノ ミヲ 見テ定 ムべカ ラ ズ 之 ヲ贈リ シ者ノ 心中 一一 立 入 リ其體 質 一一 加 フルー 一 愛友 ノ 心情 ヲ以 テ シ然 

ル後 始メテ 贈物 ノ眞 價ヲ 知ルヲ 得べ シ斯 ル理ナ レバ コソ 貧シキ 嫠婦ノ 「レブ タ」 ハ富 メル 人ノ 千兮ョ 

リ貴カ レ (哥林 多 後書 八 章 ヲ見ル ベ シ) 故 一一 我等 造化 ノ 美妙 ヲ見ル 一一 唯一 一 其ノ美 ヲ觀ル _ 一 止 マラ ズ樱 

花ヲ見 テ懼ビ 雲雀 ノ聲ヲ 聞 テ樂、 ン ム ハ是レ 不信 徒 モ尙ホ ナス 所ナ レドモ 信徒 ハ 造化 ヲ觀テ 造化 -- ^ マ 

ラズ當 一一 造化 ノ祌 ヲ見ル 一一 至ルべ キナリ 

故 一一 造化 ヲ學 ブー ニー 途ァリ 第一 、ノ ^遠 顯微 ノニ 鏡ヲ用 ヒ或ハ 重力 及ビ 化 學質等 ノ硏究 ヲ爲、 ン 終-一 其 物 

ノ 宇宙 一一 於 ゲル 關係 一一 論及 シ 或 ハ 我等 人類 一一 對スル 效用等 ヲ知ル ヲ云フ 是卽チ 實學上 ノ 硏究ナ リ之ヲ 

信仰 上 ヨリ 究メ物 一一 由 テ物ノ 造 主 一一 溯リ 造物主 ノ智德 ヲ悟リ 終 一一 人心 感激 シ テ 造物主 ノ 恩愛 ヲ懐フ 一一 

至ル 是卽チ 第一 一途 ナリ 彼ノォ 、 H ン氏ノ 動物 學上 一一 現 ハル ル祌ノ 能力 (TU  (- 1)(>W2-  of  GO(l  ill  His 

Animal  creaticn) バル ファ ー 氏ノ 械物學 ノ宗敎 (Keli^m  i  一-.  Bctally) クラ—ク氏ノ造化 一一 現 ハル 

ル 心意 (Min(l  in  クック 氏ノ宗 敎 ト化學 (Keligiou  ami  clleluiHtl. さ 一一 ュ ー トン 氏ノ  i や 書 

ノ 大文學 (Astronomy  of  the  Bible) 等 ノ如キ ハ 第一 一途 ノ法 一一 由リ テ 上帝 ノ意ヲ 探リ シ モノ ナリ 

然 リ 而 シ テ 宇宙 萬 物 ハ皆 造物主 ノ造リ 玉 フ者ナ レバ 特 一一 第一 法ノ ミー 一. e テ 造化 ヲ 研究 スル モ必ズ 造化 

ノ 主宰 一一 達スル ヲ得ル モノ ナ ルカ 曰 ク然リ 其 法若シ 宜シ キ ヲ得 研究者 常 一一 己ノ 良心 ノー： 小 ス 所-一 從テ學 

バ バ必ズ 造化 ノ 主宰 一一 達セザ ルヲ得 ズ實ニ 古へ ギリシャ、 印度、 ァラ ビヤ、 ペルシャ ノ竹 風，！. 者 ガ他ョ 


リ敎 ヘラ レズ シテ 造物主 ノ アル ヲ知 リタ ルハ 全ク 萬物ノ 造化 ヲ見 テ知リ シ モノ ナリ 

然リ ト雖モ 人心 ホド 迷ヒ易 キ者ハ ナク 純良 ナル 良心 モ 世人 ヨリ 榮 *. ヲ 得ンガ タメ 一一  ハ 岐路 一一 彷 惶シ從 

テ 正直 ナル 學術ハ 變ジテ 一 ッノ世 ノ^ 弄 物 トナリ 良心 暗 ンデ終 一一 ハ達ス 可キ大 原因-一達 スル ヲ得ズ シ 

テ 第一 ーノ 原因 內 一一 彷徨 シ以テ 滿足ス ル 一一 至ル誰 カ歐洲 中せ 時代 一一 當テバ フ ホ ン氏 ノ如キ 著名 ナル 博物 

學者ァ ルャ 然レド モ氏ハ 無神論者 ナ ル ノ 公評 ヲ免 レザル ナリ誰 力 近世 一一 及 ン デ獨國 ヘッケル 氏ノ 右一 一 

出ヅル 無脊椎動物 學者ァ ル ャ然 レド モ氏ハ 有名 ノ 唯物論 者 一一 ァラ ズ ャ故 一一 若シ 人世 一一 宇宙 萬 物 ノ外上 

帝ヲ 表章ス ル モノ ナケレ ド實ニ 之 ヲ探リ 得 ル者ハ 僅少 ナル 可キ ノ ミナ ラズ 返テ之 一一 な スル 者多キ 二 至 

ラ ン 

依テ コ コ 一一 聖書 ナ ル モノ アル 在テ 直接 二 上帝 ノ： ：；一: 在 能力 ヲ示 ス アル ナリ 人類 ハ 之 ヲ學ビ 終 一一 信仰 ヲ以 

テ 萬物ハ 上帝 ノ造リ 玉ヒシ モノ ナル ヲ知ル 二 至 ル信ジ テ而シ テ後萬 物ヲ見 レバ 一 ッ トシ テ 造物主 ノ愛 

ヲ現 ハサ ザル ハナ シ實 一一 前 二 述べ タル 第一 王子 ガ 亡父 ノ造リ シ 宮殿 ヲ見ル 心地 シテ 書ヲ 讀マバ 天父 ノ 

愛 ヲ悟リ 萬 物 ヲ見テ 益々 其 愛 ノ深キ ヲ知リ 心 常 一一 欣然 トシ テ之ヲ 研究 スルヲ 得 ルナ リ故 一一 上帝 ヲ信ズ 

ル モ ノモ 之ヲ信 ゼザル モ ノモ其 硏究ス ル トコ 口  -I 至テ ハサ シ タル 差異 ハナ カルべ ケレ共 一 ハ懼喜 常 一一 

心 一一 滿チ 一 ッ ハ世 ノ名譽 一一 動 カサレ テ働 タノ 差 ァリ此 差 亦大ナ ラズャ 

<H  二 ニノ 例 ヲ擧テ 右 二 陳述 セシ 二種 ノ學 者ノ 研究 セシ 後ノ 感動 ヲ述ブ ベ シ 

今ャ春 マサ-一 終 ラン トス ルノ時 一一 際シ 菖蒲 花 ノ開カ ン トス ル時ナ レバ 諸君 ヲ シ テ少シ ク此花 一一 付テ研 

究セ 、ン メント ス 人口 稠密 事務 混雜ノ 市街 ヲ去 テ靑紫 一 面 ヲ蔽フ ノ堀切 一一 至 レ バ 誰 力 其 美 ヲ賞シ 快ト云 

ハ ザ ル モノ ァラ ン ャ未ダ 博物 學ヲ 學パ ザル モノ ト雖モ 一 目以テ 造化 ノ 美妙 一一 驚 キタ、 マ 二目 ヲ樂シ マ シ 
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初期の 文 a  二 六 

ムルノ ミナ ラズ 信仰 ノ目ヲ 以テ見 レバ 花 ヨリ 登 テ花ノ 造 主 一一 達ス ルナ ラン 然ヒ卜 モ僕ハ 請 君ガ少 シ ク 

意 ヲ用ヒ ラレ 僅 力 1 一 其 一 面 ノ美色  一一 ノミ心 ヲ樂シ マセズ シテ手 一一 一 室 ヲ取リ 其花ノ 構造 ヲ究 メラ レ ン 

事ヲ^11^ム然ラバ 又 1 謦 ノ快ヲ 增サレ ン 「ト 信ズ今 菖蒲 花ヲ 解剖 ス レバ 圖ノ 如ク ( 一一) ハ花 ビラ  一 I シテ 

最モ 美麗 ナル 色ヲ現 ハス 所ナリ (口) 雄蘂 一丁 ンテ細 粉 ヲ生ジ 若 シ此細 粉 ヲシテ (ィ) ナル雌 藥ノ上 一一 

j.;^ チシム レバ 雌雄 交接 シテ稀 ヲ生ズ 然ル- 一 (a)  ノ 位置 ヲ撿 スルー 一 (ィ) 一一 向テ開 カズ シテ 返テ之 一一 

背ス故 一一 一目 ス レバ 或ハ其 理ヲ解 スル事 難キガ 如シ然 レドモ 諸君 不可解 ト云テ 之ヲ捨 ツル ナカ レ少シ 

ク 忍耐 セラ レ テ綻 ビタル 花 一一 氣 ヲ付ラ ル レ パ之 ヲ解ス ルヲ 得べ シ時 一一 一 疋ノ蜂 花糖ヲ 探集セ ン爲メ 一一 

其 花 一一 來ラ ン 一一 ハ必 ズ先ヅ (一一) ナル花 ビラ ノ上ュ トマリ 其內部 一一 面シ タル 壇 ノ如キ 者ノ上 ヲ渡リ 

(ハ) 一一 アル 所ノ花 糖ノ壶 一一 達 セント スル  一！ 當 リ必ズ (ィ) ナル 雄蘂  一 I 觸レザ ルヲ得 ズ依テ 不知 不知 

花粉 ノ 少許 ヲ其脊 一一 取 テ去ル 斯蜂又 他ノ花 一一 入ル 時ハ已 一一 脊 一一 帶來 リシ 雄 粉 ヲ其雌 藥ノ上 一一 置キ 交接 

セ シム之 一一 由テ 一 花 ノ雄粉 ハ他ノ 雌蘂 一一 注 ギ以テ 完全 ナル 交接 ヲ遂 グルヲ 得べ シ依テ コ 、 一一 問 フ者ァ 

リ曰ク 3： 故 一一 自己 ノ雄粉 ヲ以テ 其 雌器ヲ 交接 セザル ャト凡 ソ動械 物ノ別 ナク同 體乂ハ 近親 ノ 雌雄 相 合 

ス ル時ハ 其生ズ ル所ノ 子種 ハ 甚ダ虚 fi; -ー  シテ何 代 モ繽ヒ テ 相 混合 ス レバ 終 一一 其 種族 滅少 シ テ 終 一一 斷絕 

スルー 一至 ル ベ シ 現 一一 人間 社 < 皆 一一 於 テ モ 親類 相 共 一一 婚姻 セザル ヲ以テ 知 ルべシ 故 一一 菖蒲 花ノ 雄蘂 ノ 雌藥 

ュ 背スル ハ 決シテ 偶然 ノ事ニ ハァラ ズシテ 確 實ナル 目的 アル ヲ知ル (圖 ハ之ヲ 略ス) 

右 ノ如キ 例 〈造化 ノ中 II 決シ テ 稀ナル モノ ユア ラ ズ 諸君 モ シ其 細密 ヲ知ラ ン ト 欲セバ ダ ゥヰ， 

氏 ノ 著述 ヲ熟讀 セ ラルべ シ 今轉ジ テ 動物 ノ部 二人 レ バ 叉 造化 ノ 美妙 至 ル 所見 H ザル ハナ シ僕ハ 何レヲ 

取テ 諸君 一一 示 ス べキ ヲ知ラ ズ僕ノ 題 ハ 花 ト鳥ナ レ バ 今 鳥ノ事 二 付テ 少シク 述べ ン 


諸君 知 ラル 、 ャ否ャ 諸君 若シ 冬期 二 臨 ンデ不 忍ノ池 一一 遊バ ル 、 ナ ラバ 池 面 皆 水鳥 ヲ以テ 滿チ、 雁- 鳧、 

鶩鹄ノ 類其內 一一 游泳 シ 實 一一 美景 ナ リ然ル 一一 春來リ 東風 蕾 ヲ淀 バス ノ候 一一 至レ バ 追 々 其 水鳥 減 ジ 夏期 一一 

至 レバ 殆ンド 其 跡ヲ絕 ッガ如 シ然ル  一 I 番氣去 リ秋至 レバ 水鳥 從北歸 リ來リ 搏ビ不 忍 ノ池ノ 景色 ヲ驻フ 

ュ 至ル拉 水鳥 ノ春氣  一 I 至 レバ 我ガ 暖地 ヲ去テ 秋期 - 一至 レバ 苒ビ歸 ルヲ見 レバ 此類 ノ鳥ハ 年々 氣候 寒暖 

一一 由 テ其居 ヲ轉ズ ル者ノ 如 シ之ヲ 名ケテ 鳥類 ノ移轉 ト稱シ 動物 學上 最モ 緊要 ナル 問題 ナリ今 我 東京 地 

方 一一 於テ 冬期 ヲ費ス 水鳥 ノ 夏期 一一 至 レ バ 何お マ デ轉移 スル ヤヲ 探 ルー 一 北 力 ^MTf^J; 力 及ビ 、ン ベ リ ヤノ 

邊ナル ベ シト 云フ其 北行 セシ鳥 ハ秋氣 二 至 レバ 必ズ 元ノ地 一 1 歸ル ベ シ且ッ 北 土 一一 於 テ產セ シ難ハ 親鳥 

ト共 一一 歸ル ァリ或 〈途中 一一 留 マル モノ ァリ ト雖モ 翌年 一一 至 レ バ 必ズ 親鳥 ノ巢 へ歸ル モノ ナリ 歐洲 一一 來 

ル所ノ 水鳥 ハ 冬期 一一 至 レ バ 亞弗利 加 ノ內部 H シ ォ ピ ヤノ 池澤 一一 棲息 スル者 一一 シ テ 春 期 -I 至 レ バ 北 向 シ 

サ ハ ラノ 砂漠 ヲ 通過、 ン 地中海 ヲ經テ 歐羅巴 大陸 ヲ南 ヨリ 北 一一 橫斷シ 北海 ヲ後 一一 シ終  一一 ノバ ゼ ム ブラ 及 

ビ スピ ッ ツバ ー ゼン 島.！  I 達 シ其處 一 1 テ 夏期 ヲ過ギ 卵子 ヲ產シ 秋期 二 至 レバ 叉 前述 ノ途 ヲ經テ アフリカ 

ノ冬家 一一 達 スト 云フ故 一一 一 ケ年 一一 地球 ノ周圍 二分 ノ  一  ノ  ，仃ヲ ナス ナリ 然ル 一一 何時 モ其 行路- 1 迷ヒシ 

事 ナク澉 望 タル 砂漠 ャ 大洋 ヲ 橫行シ 其達ス べキ處 一一 迷 ハ ズシ テ達ス ル事ハ 熟達 ナル 航海 者 モ及ブ 所-一 

ァラズ 依 テ或ル 學者ハ 說ヲ立 テ曰ク 水鳥 ノ腦中  一 I ハ 磁石 質ヲ 具へ タル 器ァリ 水鳥 ヲ シテ 南北 ノ別 ヲ，^ 

ラ シ ム ル 「航海 者 ノ 磁石 ヲ 用ュル 如クナ ラシ ムト 然レ 共 未 ダ其器 ヲ 發見 シ タル 比铰 解剖 學者 アル ヲ聞 

カズ 實ニ其 理由 ヲ知ル  一 I 苦シ ム ナリ 諸君 ハ 昨年 クック 氏 來遊ノ 節演說 中彼ノ 有名 ナル 詩人 ブライアン 

ト氏ノ 水鳥 ノ歌ヲ 記憶 セラ ル ヽ ナ ラン 僕 ハ今 W ビ 之ヲ誦 スべシ 

一 つゆ ふかき、 山の はに 沒る、 日の 光、 空に うつりて、 くれたい の、 色な すまでに、 見 ゆるなる、 

明治 十六 年 (1<八 三年 ン  二 七 
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このた そがれに さびしく も、 雲井に かける、 とりの あと、 その ゆく へ こそ、 問 はま ほし けれ 

二 こへ ぬべき、 みち は いづ こぞ、 久方の、 かぎり しられぬ、 天の原、 にし かひが しか、 たよりな 

く、 とび ゆく とりの、 まよ はぬ は、 まことの 神の、 たすけ ひく ことの あれば と、 しられけ るか 

な 

三 おほそらの、 はてより はてに、 彼の 鳥 を、 みちびきた まふ、 もの こそ は、 あらした えせぬ、 ^ 

の 中に ひとりたび ゆく、 われ をし も、 直ぐなる みちに、 しるべす る あまつみ を やと、 おもう う 

れ しさ 

今 叉例ヲ 轉ジテ 魚類 一一 及ブべ シ 

魚類 屮ノ 人間 一一 最モ 緊要 ナル者 ハ鲑、 練、 鲺 *  0. 魴、 鰹等ノ 類ナリ 是等ノ 魚類 ハ ーケ 年-一 一； 乂ハ 

1 一三 囘ヅ 、 必ズ 陸地 近キ 海岸 一一 來ル者 一一 シテ或 ハ鮭魚 ノ如ク 淡水 一一 溯ルァ リ或ハ 鰊魚ノ 如ク浪 波荒キ 

岩石 ノ邊リ 一一 集 マルア リ智 人間 ノ 捕獲 シ 得べ キ 距離 ノ內 一一 來リ 年々 漁夫 一一 數萬ノ 富 ヲ與フ ルナ リ若シ 

是等ノ 魚類 ヲ シ テ岸 一一 來ラ ザ ラ シ メ ズ バ 決シテ 人間 ノ用 二 立 タ ズ鮭魚 若 シ ォ コ ホッ スクノ 深海 ノ外ー I 

出 ズ鰊魚 日本海 ノ底 一一 捿 息 シ鰛魚 太平洋 ノ眞中  一一 ノ ミ 生殖 ス ル者ナ レ バ 吾人 或 ハ 其魚ヲ モ知ル 「能 ハ 

ザ リシナ ラ ン然ル 一一 人類 ノカ &バ ザル所 一一 生育 セ シ メ時々 捕獲 シ 得べ キ 距離 ノ内 一一 移轉セ シ ム ルハ是 

叉 意志 ノ爲ス 所 ュ ァラ ズャ米 1: 水產 局長 スぺ ンス、 べャ ルド 氏ノ說 一一 依 レバ 已ニ 今日 マデ 探索 セ シ免 

類 中 海底 一一 ノミ 居住 スル 者ハ 人類 ノ 食用 一一 供スべ キ者 甚ダ稀 ナリト 

今 左 一一 示 ス所ノ 例 一一 依テ考 フ レ パ 世ノ 所謂 無神論者 ナ ル者ョ リ見 ル時ハ 僅 力 一一 自然 ハ 美妙 ナル 現象 卜 

稱ス ルマデ 一一 シ テ 其人ノ 思想 及ビ快 樂ハ之 ヨリ 高 尙 ナ ル 位置 一一 登 ル能ハ ズ然レ ドモ造 主ヲ認 メタル 者 


ノ目 ヨリ 之 ヲ見ル 時 ハ其快 樂ハ僅 力 一一 五感 ノ快樂 一一 留 マ ラズ シ テ 心中 ノ快ヲ モ得ル 一一 至ル 菖蒲 花ノ雄 

蘂ノ 雌蘂 一一 背シテ 開クヲ 見テ野 ノ花ヲ 思へ ノ敎訓 ヲ蒙リ 水鳥 ノ移 轉ハ ブライアント 氏ノ感 ヲ起サ シメ 

貴重 ナル 魚類 ノ岸 一一 近 ヅクヲ 見テ造 主ノ其 人類 ヲ養 フノ 厚意 ヲ感 ジ何ヲ 食スル 力 思慮 ス ル勿レ ノ敎訓 

ヲ 得 ベ シ ダ I ゥ 1^ ン氏 世界 紀行 中氏ガ -曾 テ南亞 米 利加ブ ラ ジ ルノ 景色 ヲ記シ 氏/感情 ヲ述テ En ク r 此 

擴 大ナル 景色 ノ前 一一 立チテ 一 々造化 ノ美巧 ヲ書盡 ス「 ハ得ル ト雖モ 其 我心 中二 起 ス所ノ 奇異、 驚駭、 

敬神 ノ 感情 ハ迚モ 是ヲ 盡ス能 ハズ」 ト 有名 ナ ルル ー イス、 ァガ ゼ氏ハ 博物 學上 7 一 發見ヲ ナス 每ニ感 

謝 ノ情心 一一 滿チ 益々 信仰 ヲ增セ リト故 一一 我等 信徒 一一 取テハ 造化 ヲ硏 究スル ハ 通常. V 學者ノ 得べ カラ ザ 

ルノ快 樂ト實 益 アル モノ ナリ 

因 一一 云 フ若シ ダ，！ ヮヰン 氏ノ 進化論 ヲ シ テ 眞ナラ シメバ 前述 ノ例 ノ如キ モ決シ テ驚ク ベ キ モノ  ニァ 

ラズ シ テ皆 自然 ノ理 一一 テ解シ 得べ キ モノ ナ レバ 造物主 ノ巧德 ヲ現ハ ス 一一 足 ラズト 云フモ ノアレ ド モ 

予ノ信 ズル所 ハ決シ テ 然ラズ 進化論 ヲ シ テ 實ナラ シムル モ決シ テ遣 物主ノ 美德ヲ 減少 スル者 二 ァ ラ 

ズ然レ ドモ事 枝 論 一一 渡 レバ 再ビ 本紙 上 一一 論 ズル事 アルべ シ 

空ノ鳥 ヲ 見野ノ 百 合 花 ヲ思ヒ 我心 志ヲ慰 メ强ム ル事 ヲ得ル ハ此レ 基督 信徒 ノ特^ ナル權 利 一一 シ テ父ノ 

造リ タル 物 一一 由 テ父ノ 美 德ヲ讚 稱シ已 ヲ誠メ ぼ ッ慰ム ル ハ 叉父ノ 御意 一一 シテ且 ッ欲シ 賜 フ所ナ ラン ゥ 

オルドゥ ー ス 氏曰ク 

To Iho  solul お l.mlml.  of  Naf,uro 

人 言 或 ハ 信ズ ベ カラ ズ 自己 ノ 思考 観 ム 二 足ラズ 心中 疑惑 ノ雲 一一 蔽ハ レシ 時 一一 際 シ動ク ベ カラ ザ ル ノ  t 口 

胡 治 十六 年 (I 八 八 三年)  二 九 
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仰ヲ得 ント欲 セバ野 一一 出 テ其鳥 花 ヲ學ビ 又 ハ 晴夜 獨 リ天ヲ 眺メテ 星宿 ヲ究ム ル時 -ー ハ何 人力 感情 ノ起 

ラザ ル 者ァ ラ ン ャ淸心 自然 ノ巧 造-一 付テ考 フル 時ハ 誰カダ ー ゥヰン 氏 ノ感十 カラン ャ保 羅臼ク 「ソレ 

人 ノ見ル コ トヲ得 ザ ル神ノ 永 能ト其 神性 トハ造 ラレ タル 物 一一 ヨリ 創サ ヨリ 以來サ トリ 得 テ明カ 一一 見ル 

ベ シ」 ト 

造化 ヲ見テ 造化 ノ神ヲ 知リ之 ヲ讚稱 シ且ッ 記憶 ス ル ハ 人類 ノ爲 ス ベ キ事ナ ル 尸 我等 基督 信徒 ノ信ズ ル 

所ナ リ然ル 一一 世間 往々 之 一一 反シ 造化 ヲ學ン デ造主 ヲ認メ ザ ルノ ミナ ラズ反 テ之ヲ 無シト 云ヒ又 ハ之 二 

對シ テ罵詈 ス ルー 一至 ルトハ 嗚呼 义思 ハ ザ ル ノ： 1:1^ ダシ キ 一一 ァ ラズ ャ友 ヨリ 贈物 ヲ受 テタ， 、其 贈物  一一 ノ ミ 

意 ヲ用ヒ 其 友ノ恩 ヲ感ゼ ザルノ ミナ ラズ 反テ之 一一 對ス ル ニ惡言 ヲ呈ス ル 1 一 至 ラバ 世間 此人ヲ 稱シテ 何 

トカ言 ハ ン 諸君 少 シ ク之ヲ 思へ 

我 日本 國ハ 南琉球 ヨリ 北 千島 -ー 至ル マデ其 地味； 取 候 ノ異ナ ル 「は 取 モ^ シク 故-一之- 1 產スル ノ 動植物 一一 

至テ ハ其 種類 ノ多 キ且 ッ美ナ ル事ハ 世界一 一 非 類 ナリト 八/左 一 1 我國 一一 產スル 動植物 ノ 數ヲ述 ン  一 I 


哺 5.- 動物  五十 種 

鳥類  三百 六十 五 種 

魚類  六 百 種 

甲 介  千 四百 種 

甲蟲  三千 種 

植物  二 千 五 百 種 


其 他 一々 之ヲ 述ブ ル 能 ハ ズ 實 一一 造化 ヲ 學バ ント欲 セバ我 日本 同-一 優 サル國 ハナ カルべ シ 我等 此美國 ノ 


中 一一 生レ幸 一一 造物主 ノ子 ト稱セ ラル 、 ヲ得 數多ノ 子供 中最モ 美麗 ナル 花園 ノ 中-一 置レ タル 者ナレ ハ其 

中 一一 アル 花鳥 ヲ 研究 シ 天父 一一 其 榮ヲ歸 スルハ 我等 ノ爲 スべキ 「ナラ ズ ャ然 ル 一一 今日 我國 一一 於テ 此美巧 

ヲ 研究 スル モノ ハ重モ 一一 誰 ナルャ 神 ヲ知ル 者 ナルャ 知 ラザル 者 ナルャ 造物主 ノ 子供 ナルャ 叉 ハ之ヲ 主 

トス ル者 ナル ャ 諸君 少シク 之ヲ思 へ  (『六合 雜誌』 六月 卅日) 


明治 十七 年 二 八 八 ra; 年) 

鳕ノ發 生 

余ガ玆 一一 鳕ノ發 生ヲ演 フル 所以 ハ 管 一一 漁業 者 諸氏 ノ 爲メノ ミナ ラス 苟モ 溥物學 一一 志 アル 諸君 ノ爲メ 一一 

モ最モ 有益 ノ事 ナラ ン ト信ス レ ハ ナリ 

抑乇 諸君 ノ旣 一一 熟知 セラ ル ヽ 如 ク鳕魚 ノ卵ハ 水 ヨリ 輕ク シ テ 水面 一一 浮游 セ リ此 ノ發見 ハ 「サ ー ス 氏」 

ノ研窮 一一 ナ レリ r サ ー ス」 氏 ハ諾威 國ノ人 一一 シテ會 テ該國 政府 ノ命ヲ 奉、 ン (n フホ デン」 島 一一 出張 シ 

十 八 年間 魚類 蕃殖 上 ノ 調査 一一 從事セ リ此間 一一 於テ 同氏 カ最 モカ ヲ 费 シ タル ハ 魚類 ノ發 生及ヒ 其 食餌 ト 

保護 法ナ リシ 總テ 魚類 ノ發 生ハ 水中 ナル ヲ以テ M: 物學上 一一 於 テ之ヲ 調奄ス ルモ亦 極メテ 難事 ナリ 然レ 

6? 治 十 七 年 ( 一 八 八 四 年)  一一 一一 


初期の 文意  一一 三 

彼ノ 捕獲 法 一一 至テ ハ則然 ラス 余輩 ノ如キ モノ ト雖氏 能ク之 ヲ知ル 而シテ 捕獲 ト 蕃殖 トハ常 一一 兩立ス 

ルヲ得 ス我國 一一 於 テ近來 石 決 明 捕獲 一一 用ュル 潜水器 ノ如キ 鮭漁 一一 用ュ ル 「ヲ コ シ」 網ノ 如キハ 尤モ收 

獲 多キ良 器具 ナリ ト雖 モ其ノ 蕃殖 ヲ害 スル ハ更 一一 喋々 ヲ挨 タス シテ明 カナリ 如 斯捕魚 一一 利 アル モノ ハ 

蕃殖 一一 害 ァリ故 一一 捕獲 法ノ 良否 ハ 蕃殖 上 一一 反對ノ 影響 ヲ及ス モノ ト云フ 可シ故 一一 適當ノ 法ヲ施 シ ^殖 

ノ法ヲ 立 テサル へ カラ ス是レ 博物 上ノ 試験 ノ 要用 ナル 所以 ナリ 

「サ ー ス」 氏 ハ島喚 中 一一 滞在 シ日々 海中 ヲ驗セ シ 一一 或 日 細微 ナル 卵形 ノ者 水面 一一 散在 セル ヲ見 タリ 而 

シテ其 後 It  ノ群 來スル -從ヒ 其 數渐々 增加セ リ依テ 一 日之ヲ 捕へ 携へ テ{豕 一一 歸リ熟 見セシ 一一 魚類 ノ卵 

ト覺へ ラレ タリ 其 後 種々 ノ 調査 ヲ 經テ遂 一一 鳕ノ 卵ナル 「ヲ 確認 セリ實 一一 新奇 ノ發 明ナリ ト云フ へ シ從 

來淳ノ 漁 不漁 ハ年々 其 場所 ヲ異 一一 セシカ 其 何ノ故 タル ヲ知ル 能 ハサ リ シ 然 一一 此 ノ 發 見-一依 テ其 1： 

ヲ詳 一一 スルヲ 得 タリ 嚮 一一 陳述 セ シ如ク I バ卵ハ 水面 一一 散 浮 セル ヲ以テ 風波 ノ模樣 一一 依リ 四方 一一 漂流 セリ 

故 一一 東海 一一 於 テ產卵 スルモ 其卵ハ 遠 ク西海 一一 漂泊 シテ 孵化 スル 「ァ リ是 レ 前年 一一 於 テ 大漁 ナリ シ 場所 

モ 翌年 ハ之レ ュ 反 シテ薄 漁 アル 所以 一一 シテ理 ノ最モ 見易 キ所 ナリ 

叉 同氏 ノ經驗 一一 ヨリ 鱒 卵 ハ極メ テ强健 一一 シテ 少シク 腐敗 シ タルカ 如 ク見ュ ル 者ト雖 tli 其 時期-一達 ス レ 

ハ孚化 セサル r ナク其 (>f 化 ノ日數 ハ 甚ダ速 一一 シ テ 鮭卵ノ 半數ナ ルヲ發 見セリ 同氏 會テ 卵 ヲ桶中 二 貯 

へ置キ 雄鍵ノ 精液 ヲ之レ 一一 注 人シ手 ヲ以テ 擾キ囘 シ置キ タル 一一 十八 日 ヲ過キ 桶中ノ 卵子 多ク孚 化セリ 

ト以 テ其强 壯ナル ヲ知ル 一一 足ル. 猶ホ該 卵ノ强 健ナル ハ現 一一 其 卵 ヲ貯へ タル 桶 中 - 一食 鹽ヲ 投シ置 クモむ 

八 R ヲ經レ ハ必ス 孚化ス ル事ァ リト而 シテ該 魚ハ ハ.^ 化 後 一 度 沖合 ノ 深 所 一一 至リ暫 クシ テ .n ヒ其ハ "^化 セ 

シ所 一一 歸リ 來ル モノ ナリ 其歸リ 來ルャ 「クラ. ゲ」 一一 附從 セリ蓋 シ彼ノ 「ク ラゲ」 ハ能 ク他ノ 小魚 ヲ刺 


殺スル 者ナレ IH 獨リ鰐 兒ハ之 ヲ害セ ス蓋シ 鍵兒ハ 「クラ ゲ」 ノ 寄生 蟲ヲ 食、 ン 「クラ ゲ」 ヲシテ 其害ヲ 

免 レシ ム ルカ 故 一一 之ヲ 刺殺 セサ ルノ ミナ ラス 反 テ之ヲ 保護 セリ 而シテ 鳕兒モ 「クラ ゲ」 一一 附從 シ居レ 

ハ他魚 ノ爲メ 一一  食 セ ラル、 ノ憂 ナク且 「クラ ゲ」 ノ 刺殺 セシ 魚類 ハ悉ク 11 兒ノ 食餌 トナ リ能ク 成長 ス 

ルヲ得 ル如斯 相 救援 シテ 離レ ス共 一一 々 々海岸 一一 群 來ス故 一一 鳕魚ノ 漁 不漁 ハ 「クラ ゲ」 ノ來否 如何 一一 ョ 

リテ 亦之ヲ トス.^ ヲ 得可シ 前陳 ノ如ク ，1 卵 ハ 風波 ノ爲メ 一一  四方 一一 流失 ス ル者ナ レ ハ之ヲ 防 タノ 方法 ヲ 

考へ サル可 ラス 然 レ tH  ^茫タ ル 海中 -ー 於テ ハ 到底 漂流 ヲ防ク 能 、ノ ス宜 シ ク港灣 ^ 一一  於テ 放卵セ シム可 

シ依テ 若 シ人巧 孚化法 ヲ以テ 兒魚ヲ 養成 シ之ヲ 港 灣淸靜 ナル所 一一 放ハ 年々 不漁 ノ難 ヲ免ル 、 ヲ 得へ シ 

斯法 一一 付テ ハ次會 一一 之 ヲ演ン トス  (『大日 本 水 康# 報告』 二月) 


漁業 ト氣象 學ノ關 係 


氣 象學ノ 農業 上 一一 於 ケル關 係 ニァリ 一 ハ則チ 大氣ノ 如何 ヲ豫 知シテ 烈風 暴 雨 等 ノ害ヲ 豫防シ 得へ キ「 

1 一 ハ則チ 作物 ノ 豊凶 ヲ 前知シ 得へ キ 「是ナ リ 

斯ノ 大切 ナル關 係 アル 力 故 一一 農事 最モ 盛ナル 彼ノ米 國ノ如 キハ夙 一一 此ノ 働ヲ 利用 スル 一一 怠 ラサル モノ 

ノ如ク 現今 ハ旣 一一 國中 處々 一一 氣象臺 ヲ設ケ 各々 學士ヲ 派遣 シテ之 ヲ司ラ シメ 毎日 三囘 天氣ノ 如何、 空 

氣ノ壓 力、 風ノ 方位、 及ヒ 速力 又 空中 濕氣ノ 分量 等 精密-一之 ヲ華聖 頓府ノ 中央 氣象局 一一 雷 報シ叉 中央 
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局 一一 於テ ハ 各地 方 ョ リ ノ 通報 ヲ纏メ テ 一 覽表ヲ 作 リ又更 一一 之ヲ备 地方 - 一反 報スル 「ト ナセ リ 農夫 ハ 之 

一一 由リ 明日 ノ天氣 如何 ヲ預 知シ得 ルカ 故 一一 明朝 着手 ス へ キ 事業 ノ 都合 モ豫テ 今夜 ヨリ 決定 スル等 自然 

無益 ノ勞働 ヲ費サ 、ル 可シ此 他尙ホ 其實益 一一 至 テハ固 ヨリ 枚擧 一一 遑 アラス ト雖 di 先ッ此 小事 一一 就テ考 

フル モ其 效用ハ 容易 一一 知リ得 ラル へ シ氣 象學ノ 有用 ナル豈 一一 唯リ 農事 ノ ミナ ラン ャ 

今ャ 吾^ ハ 服ヲ轉 シテ此 必用 ノ 關係ヲ 漁業 上 一一 保タ シメン 「ヲ 欲シ 其 利益 如何 ヲ 考察 スルー 1 果メ 亦 農 

事 同樣ノ 結果 アル ヲ信ス ルナ リ否 農事 一一 於ケル ヨリ モ寧 11 至大 ノ關係 ヲ有ス ル モノ ナラ ン請フ 之ヲ詳 

論セ ン 

漁業 上 一一 在テ ハ 烈風 暴 雨 ノ爲メ 一一  被ム ル所ノ 損害 實 一一 農業 ノ比 一一 非スシ テ其 害ノ多 キ且ッ 大ナル 「 ハ 

實地 漁夫 ノ 困難 ス ル所 ナリ譬 へハ 海中 一一 鮭ノ 引網ヲ 下 ス時ハ 大約百 餘人ノ 漁夫 ヲ 使役 シ テ朝 ヨリ 始メ 

テ晝 一一 終 ル而ル 一一 秋 天ノ變 シ易キ 時-一際 シテ ハ朝 一一 網 ヲ下シ 二三 時間 ヲ經 過シ タル キ天氣 瞬間 -1 變シ 

怒濤 高 ク 水面 ヲ 捲クァ ラハ實 一一 其日ノ 事業 ヲ 無益 一一 屬 スルノ ミナ ラス 漁具 ノ 損害 等 非常 ノ 損害 ヲ招ク 

者 一一 シテ 年々 風雨 ノ爲メ 一  1 損失 スル 所ノ 資金 ハ實 一一 莫大 ナル者 也 

鲑ノ大 房網ノ 如キモ 風雨 ノ爲 一一 大洋-一 流失 スル 「往々 ァリ鳕 漁ノ如 キハ最 iH 甚シキ 者 一一 シテ天 氣ノ椟 

樣 ヲ見ス シテ遠 ク海濱 ヲ去テ 業 II 就クキ ハ其 漁具 ノ 損失 ノ ミナ ラ ス時 トシ テ 《人命 ヲモ掼 スル事 アル 

ハ人々 ノ 見聞 ス ル所 ナリ故 一一 米國 一一 於テ 氣象ノ 報告 ヲ 農業 一一 施 スカ如 ク之ヲ 漁業 施ス 「ヲ得 レハ其 

:s ャ實 一一 大ナ ル者ナ ラン 譬 へハ朝 一一 氣象 臺ノ 報知 一一 人 マ 日ハ 晴天 靜穩ノ  m トァレ ハ朝ノ 間 ハ天氣 不定 ノ 

如 ク見ュ ル ト雖 m 漁夫 安堵 シテ網 ヲ下ス r ヲ 得へ ク叉驟 風 等 ノ報ァ レ ハ朝ノ 間 ハ天氣 晴朗 ナルモ 漁夫 

海上-一 出 スシテ 各々 陸 一一 居 リ只タ 陸上 ノ 稼業 ノミヲ 爲スカ 故 一一 無益 ノ勞働 ヲ省フ キ 損失 ヲ蒙ム ラサル 


首 ヲ俟ス シテ明 ナリ現 一一 ハ ン ボ ルク及 ヒ蘇蘭 等 一一 於テ モ 此法 ヲ用シ 「ヲ聞 クー 一 其 報吿ノ 十中八九 尸 ,1;^ 

謬ナシ ト云フ 

氣象學ノ^？し業 一一 於 ケル最 大ナル 利 ハ位ハ 僅 一一 天氣ノ 如何 ヲ預 知シ 漁夫 ノ勞 ヲ省キ 漁具 ノ 損耗 ヲ來サ 、 

ルノ ミナ ラス 其 日々 捕獲 ノ 豊凶 ヲ モ粗ホ 察 スルヲ 得へ シ 農事 一一 於テモ 勿論 其 土地 作物 ノ豐 凶ヲ 預知シ 

得 ルト雖 iH 漁業 一一 於テ ハ殊 一一 著 シキ者 ァリ左  一一 二三 ノ例ヲ 示 サン 

第一 サ ー ス氏鳕 漁 二 關ス ル實驗 記 一一 由レハ 寒風 陸地 ョ リ 海面 一一 向 テ吹キ 海水 爲メ  -1 陸地 ョ リ海冲  一一 一 

流ル 、時 鍵 魚 ハ渐々 深 所 ヲ求ム ルカ 故 一一 終 一一 全 群 ヲ海濱 ヨリ 追 攘スル 一一 至ル へ シ故 一一 如 此時ハ 最初 ハ： 

海中 淺キ所 一一 釣針 ヲ垂レ 捕獲 アル モ終 一一 ハ業ヲ 止ムル ノ 場合 一一 至 ラント  j 

第二 ホ工ク 氏曰ク 鰊 漁業 ハ 海底 -ー 南方 ヨリ 温暖 ナル 潮流 ノ來ル 時 一一 最 大漁 ァリト 叉 華氏 驗溫器 五一 

十四 度ョ リ五 十七 度 迄 ノ溫度 ハ最 適 セル 時 トス ト又氏 ノ經驗 一一 由レ ハ諫ハ 寒 キ時深 所 一一 沈下 スル 魚： 

ナレハ 春季 一一 寒氣 引績キ 水面 一一 漁獲 ナキ時 ハ 海中 深ク網 ヲ下セ ハ 大漁 ァリト 故 一一 漁夫 ハ 氏ノ說 一一 從ヒ 

深 所 一一 網 ヲ下ス 一一 其言ノ 如ク 捕獲 ァ リシ ト 云 フ  ： 

第三 ラン マ ン 氏ノ說 一一 ハ 海水 氷凍ノ 後日 ヲ經テ 解氷 ノ時 一一 最 大漁 ァリト 云 ヘリ 北英鰊 漁會社 一一 於 一 

テハ 水面 ノ氣候 寒冷 一一 シテ 空中 一一 電氣ノ 多 キ時ハ 鰊多ク 水面 一一 遊： 冰シ 大漁 アル r ヲ實 驗セリ  ： 

右 ノ如ク 未 タ該事 一一 於テ ハ 判然 明瞭 ナル 事實ナ シト雖 モ- 氣象ト fj 業 トハ著 シキ關 係 アル カ如ク 想像 セ 

ラ ル故 一一 若シ此 研究 ヲシテ 十分 一一 施 セハ我 日本 國ノ 漁業 上 一一 一大 變事 ヲ來 シ 其 利ハ敬 ス ル所實 一一 計リ知 

ルへカ ラサル ヘシ 

吾輩 平常 該事ヲ 思考 シ我 北海道 一一 モ 漁業 ト氣象 トノ關 係ヲ詳 一一 シテ 漁業 ノ 一 助トナ サン ト欲セ リー 日 i 
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官命 ヲ奉シ テ 漁場 ヲ 巡囘セ ル ノ際 後志 國高島 郡 高 島 村 西 川 貞ー ー郞ナ ル 者ヲ訪 ヒ談遂 一一 漁業 ト氣 象ノ關 

係 一一：^ ヘリ 而ル 一一 傍 ヨリ 近 藤某大 一一 之 ヲ嘉シ テ曰ク 余モ亦 該事ヲ 思慮 セ ルカ 故 一一 昨年 ヨリ f』 業 日誌 ナ 

ル者 ヲ製シ 毎日 三囘 天氣、 風位、 潮汐、 浪ノ漂 洱、 i 仝 氣ノ壓 力、 及ヒ 寒暖 等ノ 如何 ヲ記シ テ之ヲ 進 

ト 比較 セル 事 ヲ語ル 余 欣然 一一 耐へ ス其稿 ヲ借リ 家 一一 歸テ能 ク之ヲ 穿索セ シ 一一 其內大 一一 見ル 所ァリ タリ 

故 一一 諸君 ノ參考 一一 供セ ン カ爲メ 前年 ヨリ 氏 ノ記セ シ 漁業 日誌 ヲ左 一一 示サ ン 

(日誌 ハ 省略 ス— 編者) 

此 日誌 一一 由テ ハ固 ヨリ 確 實ナル 說ヲ下 ス能ハ ス a ッ僅 一一 一 ケ所ー ケ年ノ 記事 ナレ 《到底 不完全 ナル ハ 

言 ヲ待タ ス ト雖 lti<f「 此ノ 僅少 ナ ル實驗 不完全 ナル 日誌 一一 依テ之 ヲ見ル モ尙ホ 多少 有益 ノ 事項 ヲ 發見ス 

ル ナリ 

今 練 魚 一一 關スル 記事 ヲ 一 覽スル 一一 天氣ノ 如： E、 潮汐 ノ千 滿、 風位、 氣象 等！ 一至 テ ハ事々 錯雜、 ンテ 漁^ 

ト 如何 ナ ル關係 アル 力 ヲ發見 スル能 ハス ト雖 1H 唯タ 溫度ノ 如何 ハ大 一一 關係 アル モノ、 如シ故 -ー 今溫度 

ヲ除ク ノ外ハ 殊更 一一 述へ ス シテ後 來ノ實 驗ヲ待 タン トス 

辣魚 ハ溫度 ノ昇ル 一一 從ヒ 海濱 一一 向 テ來ル 者ノ如 シ卽チ 三月 廿 四日 マ テ ク溫度 常 一一 四十 四 五 度 ノ間ヲ 1::^ 

降シ 漁 事更 一一 ナ シ廿 四日 - 一至 リー 時 一一 五十 度 一一 昇リ始 メテ漁 事ァリ 同月 & 九日 三十日 及ヒ 四月 1 一日 モ 

亦 同樣ナ リ然レ Hi 溫度定 マラス シテ 五十 度 內外ヲ 昇降 ス ルコ ト屢々 ナル間 ハ連漁 アル r ナ 、ン 四月 ト七 

日ノ頃 一一 及 ヒ溫度 常 一一 五十 度 以上 ヲ 昇降 ス ル 一一 至 リシ ヨリ ハ 漁事始 マ" テト 五六 日頃 マテ 引續キ 漁業 

ァリ タリ 其 後暫ク 漁事ナ クシ テ廿 四日 ヨリ- 冉ヒ鰊 魚群 來ヲ 始メ 溫度卄 九日 一一 至テ 六十 二度 ノ高點 一一 達 

ス レ ハ則チ 大群 集ヲ ナセリ 五月 九 n!s- ヨリ 溫度 漸次 加 フル 一一 及テ引 綾キ漁 事ァリ 同月 廿 四日 一一 至リ溫 


に 
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度 五十 九 度 一一 達 シ 又 大群 集ァリ シ 

以上 ノ事實 一一 據テ 考フ レ ハ鰊魚 ハ溫度 五十 度-一達 セサレ ハ 多ク來 ラサ ル モノ、 如ク數 日ノ寒 氣引續 

キ 一時 一一 溫度ノ 增ス時 一一 際シ 夥多 シク 捕獲 セラ ル 、 モノ 卜 見 

二 

叉鲑魚 一一 關スル 記事 一一 付テ ハ風ノ 方位 ヲ以 テ尤モ 緊要 ナルモ 

ノ  、 如 ク察セ ラル 卽チ 十月 十一 一日 十八 日 十九 日廿 四日 廿 五日 

卅 一日 一一 於テ ハ何レ モ 大漁 ァリ此 大漁 ノ日 一一 於 テ風ノ 方位 ヲ 

見レ ハ 多クハ 北風 叉ハ 東風 ナリ 西風 ノ日ハ 漁 事少ク 南風 ノ時 

ハ最モ 不漁 ノ兆ノ 如シ今 此理ヲ 解スル 一一 當テハ 先ッ高 島郡ノ 

位置 ヲ明ニ セサル へ カラス 依テ左 一一 其 圖ヲ示 サン (上 圖參照 

,— 編者) 

高 島 郡ノ地 タル 海ヲ 東北 一一 受ケ小 樽 港 ヲ包ミ 卽チ其 港口 ナリ 

西 川 氏 鮭 網 ハ圖中 (ィ) (口) ノ 位置 ヲ占ム 而ノ小 榑港ハ 南 

一一 山 ヲ負ヒ 半島 形ヲ ナス 是レ卽 チ高島 郡 ナリ故 一一 西南 ノ風ハ 

之ヲ防 キ得ル モ 東北 ノ風ハ 之 ヲ阻ム 「能 ハサ ルナ リ 

扨テ鮭 魚ハ常 一一 海濱 - ー沿フ テ游： 冰スル モノ 一一  シテ 時々 港 灣浪靜 ナル所 一一 休息 シ天 氣ノ模 樣ヲ見 テ再ヒ 

進行 ヲ始ム ル者ト 思 ハル 此事 一一 付 一 漁夫 一一 質セ シ 一一 鮭 ハ天氣 ノ模樣 一一 由リ 港湾 ノ內 一一 休息 スト 雖 IH 若 

シ風ノ 模様 一一 ヨリ 休息 スル所 ノ灣內 靜穩ナ ラサル キハ 直-一 去テ 他ノ靜 カナ ル 場所 ヲ求ム 卜 云 ヘリ 今 之 
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ヲ小拇 港- 徴ス ル -ー 風 西南 ヨリ 吹クキ ハ灣^ 甚タ穩 ナリ故 一一 鲑魚 ハ其內 一一 居 リ敢テ 遠 游セズ 西 川氏ノ 

網 (ィ) ハ 港口 一一  アル モノ ナレハ 若シ風 西南 ヨリ 吹ク. it ハ鮭 之-一 觸 レス 故 一 一往々 不漁 了 ルヲ免 

レ ス然レ 東風 港內 ヲ荒シ 怒濤 高 ク捲ク キハ鮭 海岸 ヲ去 ラント スル 一一 ヨリ (ィ) (に) 卽チ西 川氏ノ 

網ハ 漁獲 頗ル 饒多ナ ルべシ 

元 來魚ノ 性 タル 海中 ヲ 游泳 スル 一一 重 一一 潮流 又ハ風 一一 向テ 進行 ス ル モノ ナル ハ 老練 漁夫 ノ知ル 所 一一 シテ 

學術者 モ亦信 シテ疑 ハサ ル所 ナリ 此事實 ハ最モ 鮭、 鰊、 觭等 一一 於 テ著シ トス 是故 一一 若シ 北風 ノ來ル 時 

ハ灣 內ノ鮏 魚好ン テ之レ ュ向ヒ 進行 スル ヲ以テ (ィ) (11) 一一 於 テハ大 一一 漁獲 ァリ又 東風-一向 テ進マ 

サル 者ハ常 一一 西 一一 進行 スル モノ ト知ル へ シ 

其 他 尙ホ表 中 一一 付キ 着眼 ス へ キ 事項 ナキ 一一 ァ ラサ レ IH 事 想像 一一 屬スル ヲ以テ 暫ク之 ヲ舍キ 後 ョ 實驗ノ 

上 詳細 論述 スル所 アラント ス 

僅 カー 一 一 ケ所ー ケ年 ノ經驗 一一 於 テスラ 猶ホ夫 レ如此 キ關係 ヲ顯出 セリ故 一一 吾輩 ハ右 漁業 日誌 ノ如 キモ 

ノ 一一  テモ之 ヲ我全 國處々 一一 數 年間 行 ハ シメ タラン 一一 ハ其得 ル處實 一 「意想外 一一 出 ツル モノ アル へ シト信 

ス 况ンャ 备地 一一 氣象臺 ヲ 設ケテ 其 報告 ヲ怠 ラサル ノ日 一一 在テハ 其 結果 實 一一 可 驚 モノ アル ヘシ 我 札幌縣 

一一 於 テハ夙 一一 兹 一一 見ル所 ァリ 昨年 十一 一月 ヲ以テ 吿論ヲ 民間-公布 セリ其 意蓋シ 一 漁場 一一 於テ 一 ニ名ヅ 

ッ ヲシテ 漁業 日記 中天 氣ノ模 樣及ヒ 漁獲 ノ 如何 ヲ記サ シメ 後日 ヲ待テ 北海道 漁業 上ノ計 畫ヲ爲 サン 卜 

欲スル 一一 ァリ左 一一 其 全文 ヲ示サ ン 

勸第 號 

當縣下 沿海 到 ル 處 漁業 盛大 ナ ラサル ハナ シト雖 IH 漁 者 未タ氣 象ノ變 動ヲ熟 察セサ ルカ 爲メ往 々漁獲 


ノ利ヲ 得ル能 ハサ ルモ ノア リ 今 管 ド鰊魚 ノ肷 況ヲ視 ルー 一 早天 船ヲ 海上 一一 浮へ 捕 漁 一一 從事 ス ル ノ 際 風 

雨遽 一一 起リ 怒濤 忽 チ天ヲ 拍チ將  一一 fj 船 破 壌沈沒 セント スルー 一 遭遇 シ已 一一 網ス ル所ノ 魚類 ヲ失 フノ ミ 

ナ ラス 動 モス レ ハ 漁具 ヲ 投棄 シ 九死 ヲ出テ 一 生 ヲ得ル ノ危臉 一一 遭 者 其 例鮮シ トセ ス又數 十名ノ 漁夫 

ヲ 使役 シ網ヲ 海中 一一 張リ 若干 時間 ヲ 消費 スルモ 來魚少 キ カ爲メ 漁獲 僅 一一 數尾 一一 過 キス 徒 一一 愁ヲ 吞ン 

テ 不幸 ヲ 歎スル 者 ァリ是 レ全ク 氣象 如何 一一 注意 セサ ルー 一因 ル蓋シ 黄鳥 梅 一一 囀 シ 百花 蕾ヲ破 レ ハ 春來 

リ 鮏來レ ハ秋至 レリ ト皆 世人 ノ 考察 ス ル カ如ク 魚類 モ亦 氣候ノ 寒暖 風雨 ノ動搖 一一 由リ 游泳！^ 伏ヲ異 

一 1 スル モノ ナレ ハ其氣 象ヲ察 シーア 漁業 ヲ爲ス ハ 最モ該 業者 ノ緊務 トス へ キ所ナ リ今兹 一一 海外 諸 邦 漁 

業 景況 ノ 梗概 ヲ擧ク レ ハ 北英鰊 漁業 會社 一一 於テ ハ 水面 ノ氣候 寒冷 一一 シ テ電氣 空中 一 1 多キ時 ハ 觫多ク 

水面 一一 游泳 シ大浼 アル 「ヲ 實驗 シ 毎年 海底 ノ 寒暖 ヲ 表記 シ以テ 近海 鰊ノ 景況 ヲ 探知 スル モノ トス 且 

ッ同國 氣象會 社長 ヒ ユカ ン氏 ノ說 一一 鼪魚ノ 大漁 ハ 空 氣ノ壓 力 强ク風 弱 ク電氣 空中 一一 少キ時 一一 在リト 

ス 叉 獨國— ハ，. 7 力— ゼク 一一 於テハ 西北 風ノ時 ヲ以テ 最モ練 大漁 ノ 時節 トシ 快晴 一丁 ンテ風 ナキ時 バ却テ 薄 

漁 トス 叉北英 諸國ノ 盛大 ナル 漁場 一一 於テ ハ其 漁期 一一 會ス ルャ氣 象臺ヲ ai! ケ 一 學士之 ヲ司リ 常 一一 旗號 

ヲ 揭ケテ 翌日 魚群 來聚ノ 厚薄 ヲ報 スル ヲ以テ 漁夫 此ノ旗 表 一一 依テ 其日ノ 進退 ヲ定 メ若シ 不漁 ノ旗ヲ 

揭ク レ ハ各 自家- 居テ 適宜 ノ業ヲ 詧ミ有 漁ノ旗 ヲ見レ ハ 漁 具 ヲ裝シ 遠海 一一 出テ捕 魚ヲナ シ或ハ 沿岸 

網ヲ張 リ專ラ 漁業 ヲ營ム 力 故 漁 者 十 中 九分 八 厘 迄 ハ 不漁 ノ憂濤 波ノ難 ヲ被リ 失敗 ス ル者ナ シ ト夫 

レ 氣象ノ 漁業 一一 關係 アル 斯ノ如 シ亦以 テ然ル へキ ナリ然 リ而ノ 氣象ノ 變動ト 漁業 ノ關 係トハ 時ト場 

所 一一 由リ 異同 ァ ル モノ ナレハ 今 俄 一一 歐 米备國 ノ實驗 ヲ以テ 本道 一一 施行 スル能 ハサ ルハ 固ョ リ 論ヲ俟 

タサレ ほ 其變動 一一 由， リ 游泳 潜伏 ス ル ノ 魚 性 一一 於テ ハ敢テ 異ナル 「ナ シ 蓋 シ 縣下 東海岸 ト 西海濱 ノ 漁 
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時モ亦 自ラ； I- 候 -ー 由テ 異同 ァ リ是レ 漁業 日誌 ノ缺ク へ 力 ラサル 所以 ナリ 依テ 自今 毎 一 村-二 一名 乃至 

三名ノ 漁業 者 ヲ撰ミ 日誌 表 用紙 ヲ交 附ス へ キ 一一 付 先 ッ鰊鮏 一 ー漁ノ 日誌 ヲ製シ 季終ル 毎-一 之 ヲ本課 

一一 囘付ス へ シ 本課ハ 彼是 比 照 シ復タ 之ヲ各 漁場へ 報吿ス ルヲ惰 ラサル へ シ然シ テ數年 ヲ經驗 スルノ 

後 彼 ノ歐 米备國 ノ 漁業 一一 騁馳ス ル大好 果ヲ結 ハン 「ヲ 切望 ス 此 旨廣吿 ス 

明治 十五 年 十二月 一日  札幌縣 勸業課 

此 文面 一一 據ルモ 吾輩 ノ說ノ 無謀 ナ ラサル 「明白 ナ リ然レ 吾輩 ハ玆 ュ 局 ヲ結ハ ント スルー 一 當リ 尙ホ全 

說ノ 主趣ヲ 略陳 シ テ 諸君 ノ 注意 ヲ 喚起 セント 欲ス 吾輩 ノ 主眼 ハ 勿論 彼 ノ 米 政" 肘 力 農事 一一 於 テ 氣象學 ノ 

働ヲ 使用 スル 力 如 ク我邦 一一 於テ モ 备 地方 一一 氣 象臺ヲ 設置 シ其 報吿ヲ 漁業 上 一一 施サ シ メ ン ト欲 スルー ーァ 

リト雖 >H 又退テ 今日 內國 ノ狀況 ヲ觀レ ハ 吾輩 ノ 希望 ハ 直-一之 ヲ實 施スル ハ 甚タ覺 束ナキ 「ナル へ シ故 

一一 吾輩 ハ 現今 一一 在 テハ先 ッ 不完全 ナカラ モ 我 札幌縣 ノ例 一一 傚 ヒ全圃 各地 一一 漁業 日誌 ノ 方法 ヲ設ケ ン 「 

ヲ希筌 ス若シ 此說ノ 幸-一行 ハ レ 諸方 ノ 實驗ヲ 彼是 參考ス ルノ便 ヲ得ル 一一 至レ ハ 上ノ 進歩 ハ赏- 一驚 

クへキ モノ アルへ シ而 ノ之レ ヲ行フ 「決 メ難キ 一一 アラス 漁夫 ト雖氏 亦能ク スル 所ナラ ン殊ニ 我 海軍 一一 

從 事スル ノ人； a 一一  地理 局 氣象臺 ノ諸士 ハ 格段 ュ 此點 一一 着目 シ氣 象上ノ 時候 ト漁 瘦ノ景 1^ ヲ 精細 記載 ス 

ル 一一 至ラ ハ數年 ヲ出ス シ テ甚タ 有益 ノ 事項 ヲ 發見ス ル 一一 至ル へ シ聊カ 愚見 ヲ述 へ テ會員 諸君 ノ參考 - 

供ス  (『大日 本 水産 會 報告』 二月 * 三月) 


纏 魚 人工孵化法 


魚類 人工 孵化 ノ業タ ル業已 一一 我 邦 諸 府縣勸 業 課 及 有志 者 一一 於 テ施ス 所 一一 シ テ或ハ 多少 ノ成 鑌ァ ルヲ見 一 

シト雖 >ii 未 タ其 ノ見ル 一一 足 ル可キ モノ アル ヲ聞 カス 且 孵化 ノ業 タル 重モ 一一 鲑歸ノ 類 一一 止 マリ テ他魚 一一 ： 

及ハ ス蓋 シ鲑歸 卵子 ノ 孵化 ハ甚タ 簡易 一一 シ テ少シ ク經驗 アル ノ人 ハ之レ 一一 着手 スル r ヲ得へ シ是レ 我 一 

邦 今日 所々 一一 鮭腾 孵卵 場ノ  アル 所以 ナラ ン然ル 一一 鳕魚 人工孵化法 ノ如キ ハ鮭 纖ノ比 一一 ァラ ス シテ多 一 

タノ 智識 ト經驗 ヲ要ス ル モノ ナレ ハ固 ヨリ 容易 一一 行ヒ得 可キ業 ユア ラ ス 卜雖 此事 若シ功 ヲ奏セ ハ其ー 

ノ 結果 EK シ テ大ナ ル可シ 前囘ノ 小集會 一一 於テ述 へ シ如 ク鳕ノ 卵子 ハ 水面 一一 浮游 スル 者ナ レ ハ 風潮 ノ «1 

一一 由リ 常-一 其ノ所 ヲ變シ 一 漁場 ノ畳 凶年々 大異 アル ヲ免カ レ ス 故-一若 シ 人工孵化法 ヲ以テ 鐺魚ヲ 成育- 

シ之ヲ 近海 一一 放 ツキ ハ年々 不漁 ノ患 アル r ナシ歐 米 諸 國ノ水 產家ハ 常 一一 意ヲ 此ノ點 -1 注キ 多年 實驗ヲ 一 

施セ シト雖 未タ 充分 ノ 好結果 ヲ得ル 能 ハサ リシ 力 一 千 八 百 八十 年-一至 リ始メ テ米國 11 於 テ略ホ 其 ノー 

功 ヲ奏シ タリ 依 テ余ハ 左 一一 其ノ 孵化 法ノ 大略 ヲ述 へ以テ 諸君 ノ參考 一一 供シ 併セテ 孵化 ノ業モ 亦 容易 ナー 

ラサル ノ 情ヲ陳 セント 欲ス    ^ 

孵化 場 ノ 位置 孵化 場 ハ 合 衆 國？， ッ サチュ ー セット 州ダ n 1 スタ 1- 港- -ー 於 テシ之 ヲ港ノ 西南 隅 一一 アル 

波止場 ノ上 一一 築キ タリ 水 ノ深ハ 干潮 ノ時 ト雖 iH 五六 尺 ヨリ 減スル r ナク 而シテ 建物 ヲ三區 一一 分 チ其海 一 

明治 十七 年 (I 八 八 S 年)  《1 


初期の 文章  ra 二 

中二 突出 シ タル 一 一?!: ヲ 孵化 窒 一一 供 シ他ノ 一 區ハ育 養 場-一 供シ 叉他ノ  一  一 R ヲ以テ 事務所 ト 十セリ 

孵化 { 至 ヨリ 徑 三寸 餘 ノ管ヲ 水底 一一 通シ 之レヲ 波止場 ノ 杭-一 緊結シ 其 外 端 ハ鐵網 ヲ以テ 張 リタ ル箱內 -ー 

5 欣 人シ灣 外物 ノ侵人 ヲ防キ 又 一 端ハ 窒內ノ 中央 一一 當テ高 キ臺上 一一 安置 シ タル 七 石 五斗 入 ノ水榜 一 一個 

-1 通シ 海水 ヲ貯へ タリ 水槽 ヨリ 數個ノ 細 管 ヲ以テ 海水 ヲ窒內 一一 流通 セシメ 孵化器 一一 配布 セリ窒 ノー  隅 

一一 當テ 八 馬力 ノ 蒸氣 器械 ヲ備 へ 常 一一 1： 筒 ヲ以テ 海水 ヲ 水槽 中 一一 吸人セ 、ン ム 

又 生魚 ヲ保^ ス ルカ 爲メ  二 長サ 一 丈 三尺 深サ 六尺 幅 五 尺 ノ箱ヲ 製 シ其ノ 村 ハ松板 ヲ用ヒ 各 板 ノ間ー 一寸 

宛 ヲ間放 シ テ 海水 自由 一一 其ノ 中-一 流通 ス ル ヲ得セ シ ム 

採 卵 法 此ノ. 法 一二 ニァリ 第一 ハ 漁夫 ノ 捕獲 シテ 海岸 一一 持チ來 リシ 鳕魚ノ  ヨリ 其ノ 卵子 ノ熟シ タル 者 

ヲ 撰擇シ 卵子 ヲ摔 出シ之 レヲ用 ュ然レ iJd 時間 ヲ經 過ス ル故 卵子 ノ發生 力 ヲ失セ シ者多 クシ テ 成功 ヲ奏 

スル 「少 ナカ リキ 第-: ハ特^  二 人ヲ 場 一一 遣 ハ シ其 釣獲セ シ 魚 ヨリ 直 ュ 卵子 ヲ得、 之ヲ 使用 セシ- 一 稍 

ャ功 ヲ奏シ タリ 第三 ハ 生魚 ノ儘 前述 セ シ 生魚 箱 一一 養ヒ置 キ其ノ 卵子、 精液 共 一一 充分 熟ス ル ヲ待 テ之ヲ 

拷 屮：； シ 孵化 ヲ 試ミシ 一一 其ノ結 遙カ 一一 前 ノニ法 一一 優 リシ カハ 後一 一 至リ此 法ノミ ヲ用ヒ タリ 

孵化 法 大凡 三日間 一一 ： 度ヅ、 生魚 箱 ュ育養 スル魚 ヲ檢シ 卵子 充分 一一 熟シ タルモ ノア ルキ ハ之ヲ r タ 

モ」 -ーテ 押へ 置キ 精液 ノ 成熟 シ タル 雄 魚 ヲ求メ 雌雄 共 一一 取 リ上ケ 尋常 ノ 交接 法ヲ 以 テ 交接 セシム 其 法 

ハ卽チ 磁皿ヲ 用ヒ底 一一 少許ノ 水 ヲ入レ 其ノ中 一一 卵子 ヲ拷 出シ後 精液 ヲ其ノ 上 一一 注射 シ靜カ 一一 之 レヲ攪 

伴シ更 一一 少許ノ 水ヲ加 人シ皿 一一 充滿ス ルヲ度 トシ テ之ヲ 止ム斯 クシ テ大約 三十 分 時間 ヲ 經レハ 大抵 交 

接スル モノ ナリ 

鳕魚 人工 孵化 一一 關シテ 最モ難 シ卜ス ル所ハ 孵化 器械 一一 シテ左 一一 擧 クル 所ノニ 法ハ 種々 ノ實 驗ヲ經 タル 


モノ  、中 最モ其 ノ宜ヲ 得 タル 者 ト信ス ルナ リ 

甲 ク. ラ广 ク氏ノ 創立 スル所 二 シテ先 ッ幅及 深 一尺 ナル長 キ溝狀 ノ箱ヲ 造リ內 一一 數侗ノ 小房ヲ 畫シ少 

シク 斜面 一一 之レヲ 安置 シ 新鮮 ノ 海水 ヲ注加 スル： t ハ 第一 房 ヨリ 第一 一房 一一 入リ途 一一 各 房 一一 充溢 シテ箱 外 

一一 流出 ス然レ 鳕魚ノ 卵子 ハ 浮流 スル 者ナレ ハ水ト 共-一流 出スル 一一 由リ各 房內ー 一更 一一 一 小箱 ヲ造 リ鐵 

網 ヲ張リ テ其ノ 流出 ヲ防ク 又 卵子 ヲシテ 一 所 一一 滞留 セサ ラシ ム ル 

力 爲メ各 房ノ底 一一 水管 ヲ通シ 常 一一 噴水 セ シ ム如斯 上下 ヨリ 各房ノ 

水 ヲ動搖 ス ル 力 故 一一 卵子 ハ 常 一一 新鮮 ノ 海水 ヲ受ケ 健全 一一 發生 ス ル 

ヲ得可 シ然レ IH 若シ 水中 一一 泥 塵 夥多 アル キハ鐵 網 ノ目ヲ 閉塞 シ水 

ノ 流通 ヲ 妨ケ且 卵子 ノ 外面 一一 附着 シ之 ヲ壓殺 スルノ 憂ァリ テグ 口 

1 ス タ ー 港 ノ如キ 泥 塵 多キ所 ュ テ ハ 充分 ノ 成功 ヲ見ル 能 ハサ リシ 

乙 「チヱ ス トル、 バッケ ット」 ト稱ス ル器ハ 先ッ徑 一尺 五寸深 

サ 一 一尺 ノ錫筒 數個ヲ 製 シ之ヲ 水槽 中 一一 置キ其 上部 ハ 大抵 水面 ト平 

準ヲ ナス 其ノ 装置 ハ甲 圖ノ如 ク其ノ 一  邊ー 一方 リ四個 ノ孔ヲ 穿チ孔 

及ヒ底 ハ鐵網 ヲ張テ 泥塵ノ 侵入 ト 卵子 ノ出流 ヲ防衞 セリ而 ノ各孔 

ハ乙圖 -ー 示ス カ如ク ュ シテ錫 筒 運 轉ノ際 海水 ヲ 出入 セシム ルカ 爲メ 

ノ  ニ孔ハ 左 開ス依 テ筒ノ 左右 一一 運 轉スル 水 ハニ孔 ヨリ 人 リニ 孔ョ 

下部 一一 當リ 螺旋 狀ヲ ナシ タル 四 個 ノ錫片 ァリテ 筒ト共 一一 運 轉シ常 

一一 海水 ヲ下 ヨリ 上 一一 向テ途 ヲ以テ 筒 中ノ水 ハ 上下 左右 一一 流動 シ 卵子 ハ常 一一 新鮮 ナル 海水 一一 觸レ且 一 
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ヲ擁 スル. 一一 錫 製 ノ蓋ァ リ其ノ 位置 

ナ リイ ハ 一 一孔 ノ蓋 右開ス レ 


出 テ筒水 絶へ ス 代謝 セリ乂 錫筒パ 


お 期の 文章  S:  £ 

所 一一 留滯 スル ノ憂ナ ク能ク 發生ノ 順序 ヲ遂 クル ヲ得 ヘシ 錫筒ハ 蒸氣 器械 ヲ 以テ 橫軸ヲ 運轉 シ 晝夜 4=: ム 

r ナシ 此方 法ヲ以 テス レ ハ 夥多 ノ 卵子 ハ恙ナ ク發生 スルヲ 得へ シ 

卵子 ヲ母魚 ヨリ 拷出セ シ ヨリ 其 ノ發生 一一 至ル迄 ノ日數 長短 ハ重モ 一一 水溫ノ 寒暖 一一 由リ差 異ァ ル モノ-一 

シテ 十一 月 十三 日 一一 採卵セ シ者ハ 4" 七日 間 二 シテ發 生 シ タレ 氏 十一 一月 十七 日 一一 採卵セ シ 者ノ內 一一 ハ翌 

年 一 一月 五日 卽チ 五十 一日 後一 ーァ ラサ レハ發 生 セサル モノ ァリキ 今 左 一一 水中 寒暖 ノ度 ト發生 時日 ノ長短 

ヲ述フ ヘシ 

曰數 

十三 

十六 日 

一 一十 日 

二十 四 R 

三十 一 日 

三十 g:R: 

五十 日 

水中 多 ク泥塵 ヲ含ム 一一 由リ 多少 孵化 上 -1 害ナ キ能ハ ス且ッ 何 レノ海 濱ト雖 氏 

大風 怒濤 ノ際ハ 海水 常 一一 湖 濁スル ヲ以テ 其ノ發 生ヲ妨 クル ノ憂 ァリ故 一一 米國 政： 时 一一 テハ 一艘 ノ 汽船 ヲ 

製 シ之レ ヲ遠ク 海中 一一 浮へ 船內 一一 孵化 所 ヲ設ケ 前陳 セシ 「チェス トル、 バッケ ット」 ヲ 用ヒテ 盛-一 縳 

魚ヲ 孵化 スルノ 目論見 ァリ ト云フ 


水溫 

四十 五 度 

四十 一度 

三十 八 度 

三十 六 度 

三十 四 度 

三士  二度 

I 三十 一度 

グ &1 スタ I 港 ノ如キ 


鳕ノ兒 魚 ハ極メ テ强健 一一 シテ驚 死 スルノ 憂 ナシ現 一一 兒魚 五十 尾ヲ 捕へ 之ヲ瓶 中-一入 レ 「キルク」 ヲ以 

テ其 ノロ ヲ密 塞シ 五日 間ヲ經 ルモ猶 ホ死セ スト 云フ故 一一 孵化 後ノ 保護 ハ之 レヲ 前者 一一 比 スレハ 反テ容 

易 ナル者 一一 シテ若 シ此鳕 魚 人工 孵化 ノ業ヲ シテ 隆盛 ナラ シメ ハ其ノ 結果 實 一一 驚 ク可キ モノ アル 可 シ就ー 

中 一 尾ノ 鳕魚ハ 大凡 三百 萬粒ノ 卵子 ヲ孕ム モノ. ナレ ハ其ノ 十分 ノ七 孵化 スル モ猶ホ 一 尾 ノ雌魚 ヨリ ニー 

百 萬尾ノ 兒魚ヲ 得へ シ騭魚 蕃殖 ノ 容易 ナ ル蓋シ 理ナキ 一一 ァ ラサル ナリ ニヌ 、日本 水産 會 報告』 三月 サ 七日)： 


石 狩 川 鮭 魚 減少 ノ源因 


夫レ 河流 ノ 良否 ヲ 判別 ス ルハ啻 一一 其 ノ 大小 ト 水量ノ ミヲ以 テス 可 カラス 宜シク 其 生産力 ノ 多少 一一 依 テ 

之 ヲ決セ サル可 力 ラサル ハ 諸君 ノ知ル 所ナ リ而メ 余力 玆 一一 言 フ所ノ 石 狩 河流 タ. - ハ 源ヲ 北海道 中心 一一 

發シ長 流 百 有餘里 屈曲！^ 冽 流シテ 日本 诲 一一 人ル ノ 大河 ナリ今 之 ヲ其ノ 水量 ヨリ 論 スルモ 叉 生産力 ヨリ 見 

ル モ 本邦 河流 中ノ 首位 一一 列 スルモ ノト 云 ハサ ル可 カラス 何 トナレ ハ 往昔 ヨリ 該河ノ 鲑魚ハ 北海道 物產ー 

中最モ 有名 一一 シテ其 質 一一 至 テハ西 別、 擇 捉ノ產 一一 比スレ ハ少 シク劣 ルナ キ 一一 ァ ラサル モ其ノ 捕獲 高-マ 

至テ ハ迚モ 他所 ノ及フ 所 一一 アラス 河口 竝 一一 下流 十 餘里ノ 間 一一 於テ 捕獲 ス A 所每年 平均 一 百萬笔 一一 シテー 

牧額 大凡 二 拾萬圓 一一 及フ誰 カ之ヲ 稱シテ 本邦 ノ 一  大富河 ナリト 謂 ハサ ル モ/ ァ ラン ャ  ： 

人智 ノ漸ク 發達シ 世 ノ渐ク 開明 一一 進ム 一一 隨ヒ天 產物ノ 消耗 ヲ吿 クル ハ古 チ歷史 ノ證明 スル所 一一 シテ數 一 

朋治 十七. 年 (一 _< 八 四年)  EE 
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理ノ免 カレ サル 所ナリ 就中 文明 ノ爲メ 一一  非常 ノ 損害 ヲ蒙ム リシ モノ ハ水 產物ヲ 以テ最 モ甚シ トス 抑モ 

石 狩川ノ 鲑魚ハ 今ヲ距 ル大約 五十 年 前 一一 在 テハ全 河 至ル所 鲑魚ナ ラサル 尸 十 ク之ヲ 捕獲 スル實 一一 容易 

ナ リシ ト 云へ リ而 シ テ 近年 一一 至 テハ大 一一 然ラ ス特 一一 去ル 明治 十四 年 ノ如キ ハ 未曾有 ノ薄漁 二 シ テ若 シ 

此 儘-一打 過キ タラン 一一 ハ遂 一一 魚 種 ノ結滅 ヲ見ル 一一 至ルノ 有樣ナ リシ 然ル 一一 舊 ii 柘使大 一一 之 ヲ憂ヒ 余-一 

命 シテ其 ノ源因 ヲ探ラ シメ タリ 今日 此壇上 一一 於テ 演說シ W セ テ 諸君 ノ高說 ヲ仰カ ン ト欲ス ル所ノ モ ノ 

〈余力 曾テ 探知 シ タル 事項 ナ リ而ノ 余力 實地 一一 就テ搜 知シ得 タル 1^ 因 ハ卽チ 左 ノ數項 ナリキ 

第一 種 川 ノ無定 

今 ヲ距ル 二十 年前舊 幕臣 荒 井 金 助ナル モノ 石 狩 川筋 取締 タリ シキ 川筋 一 體ノ不 トナ リシ 事ァ リ其ノ 

根源 ヲ探 リシ 一一 其 ノ頃石 狩 發寒ノ モノ 畳 平、 琴 似 ノ兩川 一一 漁場 ヲ開 キシ 一一 起因 セル ヲ發 見セシ ヲ以テ 

厳 一一 捕 魚ヲ禁 シ 足輕 数十 名ヲ シ テ常 II 璺平川 ノ 兩岸ヲ 巡視 セシメ 若 シ 犯則 者ァ キ ハ其ノ 漁具 ハ 勿論 

家具 一一 至 ル迄モ 盡ク沒 牧セリ 斯ノ如 クスル 「三年  一丁 ンテ該 川 ノ鮭魚 ハ頗ル 蕃殖、 ン 全 河 鮭 魚 ヲ 以 テ 充滿 

ス ル 一一 至リ タリ ト云フ 今日 一一 於 テモ亦 全ク此 制ナキ 一一 ァ ラサル モ密獵 ヲ試ム モノ 斟 カラ ス蓋 シ如斯 

事 ハ 到底 常 法 ノ能ク 制 シ得ル 所-一 アラス 聞ク 米國マ ッ ヂ ュ， ー セ ッ H 州 一一 於テハ 種川ヲ 設置 シ 若 シ 種 

川 一一 於テ 捕鲑セ シ モノ ハ 一尾 一一 就キ 三十 元ノ 償金 ヲ拂ハ シ ム ト 本邦 一一 於テ モ宜 -ン ク之 一一 習ヒ種 川ヲ定 

メ晝 夜番 人ヲ置 テ之ヲ 守護 セ シメサ ル可カ ラサル ナリ 

或 人 云 フ石狩 川 西部 ノ 支流 中 鮭 魚 ノ多キ ハイ ザリモ ィ ザ，.^ 及ヒ 千歲ノ 三流 一一 シテ 就中 千歳 川 -ー テ 孵化 

スル モノ ハ石狩 川 鮭 魚 三分 ノ 一 一一 居 ルト又 東部 ノ諸流 ハ^^ g—，r、s, 「ィ  1 二流 ヲ除ク ノ外絕 テ鲑： 魚 

ヲ見ス 且石狩 川 水源 ノ諸流 ハ 出水 ノ際 泥土 ヲ混 スル 力 故 一一 卵子 孵化 セ ス ト云故 一一 種川タ ル へ キ支 ハ 


琴 似、 豊平、 千歳 ィザリ モイ ザ リノ 五 流 一一 過キサ ルナ リ然ル 一一 逐年 殖民 ノ增 加スル 一一 從ヒ 漁業 繁劇 ヲ！ 

極 メ其ノ 種川タ ル ト否ト ヲ顧ル 一一 遣 ァラ ス濫ニ 捕 魚 ヲ試ミ 鲑魚ヲ シテ 安然 放卵ス か ヲ 得サラ シム 何ソー 

滅產 ヲ來サ 、ルノ 理ァラ ンャ 

第二 漁場 ノ增加  一 

舊幕ノ 時代 一一 在テ ハ石 狩川ノ 漁業 ハ全ク ro 十五」  一， 一」 二 家 ュ屬シ 漁場 ノ數 三十 一 ケ所 一一 過 キスー 

シテ 「〇 十五」 印 ノ持場 十八 ケ所、 r ズ 一」 印 ノ持場 十三 ケ所ナ リシ 然ル 一一 明ュ？ 年間 一一 至リ 人民 自由 一 

一一 漁場 ヲ設 クル ヲ得シ ヨリ 俄 一一 漁場 ノ 增加 セ シ 「實 一一 驚 クー ー堪へ タリ 去ルト 四 年中 石 狩 川 本流 漁場 ハ I 

其數 七十 ケ所 ノ多キ 一一 及 ヒ其內 四 ケ所ハ 休業 セ シ モ餘ノ 六十 六ケ所 一一 於テ ハ相競 テ捕魚 一一 從事シ 河口 

來札 ヨリ 札幌 へケレ トシ 力 一一 至 ル迄ハ 網 告ノ爲 メ河中 寸地ヲ 餘サス んマ假 一一 一 漁場 一一 テ網ニ 張 ヲ用ュ ルー 

トセ ハー 鮭 魚 ノ豐平 川 迄溯ラ ン 一一 ハ 百 三十 餘張ノ 網 ヲ避デ サル可 カラス 殊  一一 Y, ケ 地方 ノ如 キハ 河底 一 

平坦 一一 シテ滿 網 ヲ用ュ ルヲ得 可 シ故ニ 鮭 魚ノ上 溯ヲ妨 クル ハ恰モ 差 網ヲ張 リシ ト異ナ ルナ シ斯ノ 如 キー 

酷 捕、 濫漁ノ 永續シ タラン 一一 ハ何ソ 久シク 石 狩 河流 ノ富 源ヲ 保ッヲ 得ンャ 

第三 漁具 ノ 改良  一 

十七 年 前 迄 用 ヰ シ所ノ 漁網 ハ其 製甚 タ粗惡 一一 シテ 一 日 僅 力 一一 六囘ノ 使用 一一 過キサ リシ モ 近年 ニ至テ ハー 

製 網 完全 一一 シテ 使用 甚タ輕 便 トナリ S ，か 一？ 一 ijpl) 一  曰 十二 囘用 ュル ヲ得ル 一一 至 レリ 左レ ハ 前項 論スー 

ル所ノ 漁場 ノ增 加ト此 fSi 網ノ 改良 一一 依テ乇 今日 漁業 ノ 繁劇 ナル 往昔 一一 五 セリト 云 フモ可 ナリ之 一一 加 

フル 一一 舊時ノ 海中 建 網 ハ其丈 三百 間 一一 過キサ リシ モ年々 長キヲ 加へ 現 令ム H ン— 岬近邊 一一 用ュ ル 建網ハ 

其 長 五 百 間ニ餘 レリ 

W 治 十七 年 二八 Ara 年 ：-  四 七 
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I 第 四 モウラ ィ TT^ 境 ム" ェ ン岬ノ 建 網  — 

ン岬ノ 建 網 タル 近年 新-一 開場 セ シ モノー 一  シ テ 昔時 ハ 漁業 嚴禁ノ 場所 ナ リキ 土人 傅へ 云 フモ， .^rr^ 

灣ハ鮭 魚 ノ游息 所ナル 一一 灣ロ 一一 建 網 漁場 ノ問設 アリシ 力 爲メ鮭 魚 ノ灣內 一一 來ル モノ 日ヲ 逐フテ 滅少シ 

隨テ石 狩 河流 ノ鮭魚 亦其數 ヲ滅シ タリ ト其言 未タ俄 一一 信 ヲ置ク 一一 足 ラスト 雖 Hi 去ル 十四 年 一一 於 テ該湾 

內 阿部 林 七ナル モノ  、漁場 ハ僅カ 百 1 一十 束、 湾 外桂甚 ra 郞ノ持 場 ハー 一 百束ノ 薄漁ナ リシ モ 湾口 奧村兵 

助 ノ持場 一一 テ ハ 五 百 有 餘束ヲ 獲 タル ヲ以テ 考フレ ハ 土人 ノ說 叉タ 誤謬 ナラ サ. - カ如シ 

第五 漁期 ノ 無制限 

石 狩川ノ 漁業 r〇 十五」 r ズ 一 」 雨家ノ 支配 一一 屬セ シキ 一一 在テハ 毎年 八月 上句 ヨリ 十 一 月 中旬 迄ヲ： fj 

業期ト ナシ此 期限 ヲ經 過セ シキハ 如何程 漁獲 アル モ盡 ク網ヲ 撤スル ノ成規 一一 シ テ若シ 漁 期 例年 一一 後レ 

非常 ノ 不漁 ナルキ ハ兩家 ヨリ 更 一一 官 一一 乞フテ 日延ヲ 請願 シ 許可 ヲ得テ 捕魚セ リ然レ a- 其 猶豫日 數ハ僅 

力 十日 間 一一 過 キサリ シ故 一一 鮭魚ハ 容易 - 一種 川 一一 上 ルヲ得 タリ 然ル 一一 今ャ 漁期 一一 制限 ナク 苟モ 漁獲 アル 

迄 ハ網ヲ 撤スル 「ナ シ漸ク 水面 氷結 シ網 ヲ人ル 、能 ハサ ル 一一 至 テ始メ テ業ヲ 止 ム又該 河 上流 ハ 水面 ノ 

氷結 下流 ヨリ モ遲キ ヲ以テ 下流 一一 網ヲ撒 スルヲ 待テ盛 一一 捕 魚 ュ 從事 セ リ 

第 六 河口 漁場 ノ 設 立 

來札、 堀 祌ノ兩 漁場 ハ 昔時 一一 在テ ハ鮭 魚ノ游 息所ト 定メシ 場所 一一 シテ啻 一 ifj 業 ヲ禁セ シノ ミナ ラス 鲑 

魚 ヲ驚カ ス ノ恐ァ ルヲ以 テ兩岸 一一 人家 ノ 建築 樹木 ノ採伐 ヲ許サ 、 リ シ抑モ 最初 此刚 漁場 ノ 開設 一一 際シ 

テハ 漁業 者 一 同 ヨリ 苦情 ヲ申 立テ シ ヨリ 東岸 一一 場スル 一一 決シ タリ 蓋シ 西岸 ハ鮭 魚ノ群 築スル 「最モ 

多 キヲ以 テナ リ然ル 一一 其 後日 ナ ラス シテ右 兩場ノ 持主 ヨリ 西岸 一一 移轉セ ン 「ヲ 願ヒ 出テシ 一一 ヨリ 漁業 


者 一 同《連署シテ歎願書ヲ呈シ其轉場許可ヲ担ミタレ ^^如何ナル事情ノァリシャ漁業^<;へ ハ 3：  ノ指 令 

モナ ク程ナ ク轉場 ヲ許サ レ タリ 故 一一 該地 住！^  、ノ 今 n 斯 ノ如キ 不漁 ヲ見ル 一一 至リ シ ハ 全 ク右兩 漁場 ノ新 

設ー 一基 キシモ ノト 信スル モノ  、如 シ閜ク 所 ニ依レ ハ 二十 年 前來札 一一 於テ 一張 ノ網ヲ 以テ捕 セシ モノ 

アリシ カ忽チ 全河ノ 不漁 ヲ來 タセ シ 「アリシ ト然レ ハ 住： Ji^  ノ 信認 スル所 亦 故ナキ 一一 ァ ラサル ナリ 

且又 石 狩 河 ロノ 景況 ヲ見ル 一一 海濱 ヨリ 一 町餘 上流 一一 一 深淵 ァリ 是レ 鮭.^  (ノ游 息 所 ナリ而 ノ彼ノ 來札ノ 

漁場 タル 此 深淵 ト河 ロノ 間 一一 在テ 其 深 サ 六 尋 一一 過 キス：： |ii レ 一 漁場 ノ お 無能 ク全河 ノ漁不 fj ヲ來ス 所以 

ナル可 シ蓋シ 鮭ノ性 タル 河流 一一 溯ル 一一 當テ： ： 取 初 河 口 一一  游息ス ル モノ ナ レハ玆 11 漁場 ヲ置ク ハ 啻 11 濫漁 

酷 捕ノ弊 アル ノ ミナ ラス 鮭 魚 ヲシテ 河流 二 入ル能 ハサ ラシ ムル ヲ以 テナ リ 近年 錢函、 高 島、 余巿、 古 

平ノ 海岸 一一 鮭 魚ノ多 ク來集 ス ル ト石狩 河 ロノ 海中 一一 テ鮭魚 ノ產卵 スル アル ハ 其例證 一一 アラス ャ 且聞ク 

又 幅 山 近海 乃 部 村 沖合 ノ砂屮 一一 於テ 近來鮭 ノ！^ 化スル モノ 鮮 カラス ト然レ >ii 海中 ノ 孵化 ハ 決シテ 共 

成育 ヲ見 ル能ハ サ ルナ リ， 

第 七幌內 石炭 山ノ n 株 

ビトヒ 漁場 持主 橫山喜 三 氏ノ說 一一 依ル 一一 岩內川 一一 ハ 昔時 鮭 魚 ノ小漁 アリシ モ 石炭 山 開 lit- 以來 ハ結テ 一 

魚 ノ溯ル 「ナ シト 同氏 ハ岩內 川 鮭漁 ノ景？ a ヲ擧 ケテ其 妨害 ァ ル ヲ論セ ラレ タレ 1H 爱- 一之 ヲ略ス 

石 狩 川 鮭 魚 減少 ノ 原因 ハ 以上 開陳 ス ル所ノ 七 件ヲ以 テ悉シ タル モノ ト云フ 可 カラ ス尙ホ 他 一 1 種々 ノ源 

因 アル 可 シト雖 右 說ク所 ハ蓋シ 其要點 タル ヲ 信 ス ルナ リ然レ ハ是等 ノ要點 一一 就テ 保護 ノ 方法 ヲ^ ケ 

ハ永ク 石 狩 河流 ノ富 源ヲ 保ッヲ 得へ シ若シ 否 ラス シテ此 一一  放擲 スルキ ハ其絕 滅ヲ見 ル遠キ 一一 ァ ラサ 

ル可 シ英國 有名 ノテ T ム ス河ハ 昔時 鮭漁 盛 一一 行ハ レ シカ 近年 一一 至テ大 一一 衰顏 セリ 古書  一一 n ン ドン ノ雇 

朗治 十七 年 (一 八 八 S 年)  E 九 


-初 期- 。 .乂  M  五。 

人 ハ初メ 主人 ト約 ヲ結フ 一一 當リ 一 週間-一 鲑魚ヲ 食スル 「二度 一一 過ク可 カラ スト 迄約シ タリ ト然レ 一一ん マ 

リ ロン— ドン 市中-一 於テ 一 英斤ノ 鲑肉ハ 三十 六 錢ヲ價 シ迚モ 雇 夫 ノロ 腹ヲ滿 タス 一一 足 ラサル ナリ 又米國 

コ a ン ビヤ 河ノ鲑 魚ハ 世界一 一有 名ノ モノ ナ リシ モ濫漁 年 ヲ逐フ テ甚タ シク遂 一一 魚 種ノ絡 滅ヲ見 ルー 一至 

人 或 ハ云フ 人工 孵化 ノ法 ハ能ク 魚族 ノ 減少 ヲ防ク 二足 ルト實 一一 然リ 然レ 人工 孵化 ハ以テ 石 狩 河流 二 

萬 三 干 石 餘ノ鲑 魚 ヲ得ル 能 ハサ ルナ リ見 ョ歐 米諸國 力水 產ヲ 保護 スル  一一 fi 業律ノ 嚴制ヲ 以テシ 人工^ 

化 ノ苟息 法ヲ用 ヒサ ルヲ填 ノダ- 一 ュ ー ブノ 如キ獨 ノラ イン.、 ウイ ザル H ルゴ ノ如キ 佛ノセ ，：；r^ -、  ^ 

ヲ河ノ 如 キ皆ナ 法律 ノ以テ 濫漁酷 捕ヲ禁 スルァ リ而ノ 本邦 ハ 四周 環海 ノ 地ナレ 〈水 產ノ 利-一依 ラサ レ 

可 力 ラサル ハ 之ヲ歐 米諸國 一一 比シ テ勝ル アル モ劣ル ナキナ リ然 ルー 一 本邦 水產 保護 法 ノ遠ク 彼 一一 及 ハサ 

ル ハ^ 嘆ス可 キノ 至ナラ スャ願 クハ我 政府-一一 於テ 速力 一一 鮭魚ノ 保護 法ヲ 制定 シ以テ 再ヒ我 北海 -ー 昔日 

ノ如キ 大漁 ヲ見ル  一 I 至 ラシ メン 「ヲ 彼ノ 北海道 〈本邦 ノ寶 庫一 一 、ンテ 其ノ富 源ハ極 メテ多 シト雖 モ鲑^ 

兩魚 一一 及フ モノ ナシ見 ョ石狩 一流 ノ牧 瘦スラ 年々 1 1 十 飴 萬圓ノ 多額 一一 至リ シ 一一 アラス ャ豈 其^ 少 ス レ 

ヲ 坐視 シ テ可ナ ラン ャ  (『大日 本 水 產會 報告』 五 刀 北 四 H) 


鰊 魚に 關 する 調査の 成績 


鰊 魚に 關 する 調査の 成績 を 論す るに 先ち 爱に 魚類 區分 法の 一 斑 を 示し 鰊 魚 は 其 何れの 部に 屬す るか を 

述べん と 欲す 卽ち 左の 如し 

甲 水質に 關 する 區分 

第一 鹽分 含有の 有無に 由て iHll 分 すれば 

(ィ) 鹹水 魚 (口) 淡水魚 

右二 種の 內鹹淡 雨水に 適した る 魚 あり 叉 鮭の 如く 鹹水に 成長して 放 卵の 爲め 淡水に 遡る もの あ 

り 或は 鰻 簾の 如く 淡水に 成長して 鹹水に 放 卵す る もの あり 

第二 水勢の 度に 由て 區分 すれば 

(ィ) 河 魚 (a) 湖、 海魚 

湖海 魚 の內 之に 注入す る 河流に 上る もの あり 

乙 游泳 所に 關 する 15! 分 

第 一 陸地 接近の 度に 由て 區分 すれば 

(ィ) 海濱魚 (ssg き 
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、コン ife^,, へ卽 常に」！？ "海に 棲息す る 者 或は 遠ン 

( a  j  ^s^,. (海に 棲息して 時々 海岸に 近く 者」 

第. 一 深淺の 度に 由て 區分 すれば 

(ィ) 海底 魚 (JO 水面 魚 

丙 移轉 運動に 關 する 展分 

第 一 移轉の 有無に 由て 區分 すれば 

(ィ) 不轉魚 

( a ) 移轉魚 

(ハ) 游泳 魚 (Issssr) 

第二 移轉の 方向に 由て 151： 分 すれば 

(ィ) 栖所を 去て 他に 轉 する 者 

(II) 水の 深淺に 由て 轉 する 者 

( ハ ) 遠近 深淺の 別な く轉 する 者 

第三 遠近の 度に 由て 區分 すれば 

(ィ) 遠く 栖所を 離る k 者 

(U) 遠く 離れざる 者 

第 四 移轉の 目的に 由て 區分 すれば 

(ィ) 放 卵の 爲 めに 移 轉 する 者 

(II) 餌 料の 爲 めに 移 轉 する 者 


第五 移轉の 時期に 由て 區分 すれば 

(ィ) 冬 魚 

( n  ) 夏 魚 

(ハ) 毎年 一 囘移轉 する 者 

( 一一 ) 毎年 數囘 移轉 する 者 

(ホ) 歸 去の 時期 定まらざる 者 

丁 棲息の 模様に 關 する 區分 

第 一 常に 水底 又は 水草 中に 潜伏して 休息の 狀を顯 はす 者 

第一 一 起居 定まらす 常に 多少の 運動 をな す 者 

1 鰊 魚 は 時々 河流に 遡り 淡水 中に 游泳す る こと ありと 雖 ども 是れ 甚だ 稀れ に 見る 所に して 其 鯓水角 

たる 更に 疑 を容れ ざるたり 

一 一 鰊 魚 は 近遠兩 海に 栖息す る 魚類に して 其穉 弱た ると き は 重に 海 濱の淺 水に 止まり 成長す るに 隨て 

豕 一次 素 一海に 去る ものな り 又 鰊 魚の 一 種に して 常に 海岸 近く 游泳す る もの あり 名け て 磯 鰊と 云 ふ 然れど 

も 多く は 成長す るに 從て 碳瀕を 去り 遠く 洋 海に 赴く ものにして 只だ產 卵の 爲 めに 毎年  一二 囘海 濱に來 

集す る ものな り 

鰊 魚 棲息の 場所に 關 して は 諸學士 各々 其 見 を 異にし 諸 說紛々 たりと 到 も老ぉ 漁夫の 說 によれば 賴魚は 

こ 栖むも の にして 產 卵の 爲め 海岸 接近 の 读瀨 に來る もの 、 如し 學士フ ン デ ル ソン 氏 及び キル ビン 

氏 も 亦 其 遠海 魚なる を 主張せ り 二 氏 は 俗に 曰 ふ 鰊 魚 深海 說の 元祖に して 卽ち鰊 魚 海岸 を 去る や 海中の 

5  二 
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廣 潤なる 溪澗狀 の 深淵に 游泳し 産卵の 期に 至れば 深淵 を 出で i 諸方の 淺 海に 轉 すと 五十 年 以前 迄 は 世 

人^ 此說 を確實 なりと して 毫も 疑 は ざり しが 近年に 至り 始めて 學士ー 「ル ソン 氏 其 誤謬た るを發 見し 證 

を 擧げて 其 深海魚 ならざる を 辯 明せ り然 れ共此 問題 は 當今荸 術 社會の 一 難問と なり 未だ 共 何れに 決す 

る を 知らす 彼の ボ H ク氏 及び サ ー ス氏は 今猶ほ 深海魚た る を 信じ ゥヰ— ン テル 氏 及 「フ  1^11 マ 氏は專 ら其淺 

海魚た る を 主張せ り 

三 當時學 術 社 會に行 はる i 所の 說に據 れば鰊 魚 は 海底 魚に あらす して 水面 魚な り 叉 老練 漁夫に 就て 

之 を 質す も 水面 魚た る もの-如し 何と なれば 漁夫が 之 を捕璲 する を 見る に 多く は^ 網 を 以てし 且 四季 

共に 此網を 以てすれば 多少の 漁獲 あらざる なし 由 之 觀之鰊 魚 は 常に 水面 近く 游泳す る ものと 云 はざる 

可から す  . 

ra 鰊 魚 は移轉 魚に して 前表 15!: 分 中 丙 第一 ーィ 部に 屬 する ものな り 

從來諸 學士の 說く所 を 見る に 鰊 魚の 移 轉は深 所より 淺 所に 至る ものと 想像す る 者 多し 然れ ども 前述せ 

し 如く 今日に 在て は 旣に其 海底 作-: たらざる を發 見し たれば 八， 爱に其 說を提 て 一 々之 を 論難す るに 足ら 

す而し て 其移轉 の 目的 は 産卵 及び 需 餌の 二 點 にあり 

五 鰊 魚 は 日中 及 深夜 は 多く 動かざる ものにして 其游： 冰 最も 盛なる は 朝夕の 二 時と す而 して 晝間は 深 

所に 赘 居し 夜陰に 至て 水. 面に 浮游す 由 是觀之 諫魚は 光線の 變 化に 由て 其 起居 を 異にし 朝夕 太陽の 掉降 

に 因て 光線の 斜射 するとき は 鰊 魚 をして 活潑 ならしむ るが 如し 义 聞く 所に 依れば 鰊 魚 は 太陽の 沒 する 

を 見 て渐次 海岸 に 近 づ き 其 口 升る を 見て 海岸 を 去る もの な りと 云 ふ 叉 ェ门氏 の 實驗說 に 鰊 や： 產卵屮 

は 決して 晝 間に 海岸へ 来らす 其 故は諫 魚が 産卵す る は 夜間 なれば なり 然れ ども 放 卵 を 終 はりし 後 は 日 


中に も 51, 千に 近 かづく こと あり 故に 老練 漁夫 は晝問 大漁 あるに 至れば 以て 漁 事の 終らん とする 前兆と た 

せり 

山、 凍 魚 移 轉の說 は 博物-: ^に 取りて 最も 大切た る 問題と 云 ふ 可し 然れ ども 往古に 在て は 其 研究の 不充 

分たり しょり {〈 丄說 のみ 多 かりき 而 して 其 移 轉說を 主張せ しはシ ヨン ハン、 アンデルソン 氏 を 以て 始め 

とす 氏の 說に 由れば 鰊 魚の 海岸 を 去る や 北海 氷洋の 深淵に 群集し 時期 至れば 再び 氷 下 を 出て 南方に 向 

つて it 來 すと 此說 一 度 屮：： でしより 社會擧 て 之 を 信じ 學 者に 至る 迄 も 之 を 疑 ふ 者 は あら ざり し然れ ども 

楝 魚 は 決して 北氷洋に 成長す る ものに あらざる 可し 見よ 諫魚を 追來る 所の 鯨 魚 は 北氷洋に 棲息す る も 

のに あらざる を 叉 北部 ス Trl5^ ソ ン地 方に 於て は 常に 練 魚 を 見る となければ なり 又 米國に て は 

諫魚 南方より 地方に 轉 すると あり 故に キル ビ ン， 氏 は アン デル ソ ン氏の說を^^-して諫魚の移轉は太陽の 

運轉に 依て 其方 向 を 異にし 春 時 は 南方より 北に 向 ひ 秋季 は 北より 南に 轉す^ との 說を 主張せ り 

ァ ン デ ル ソン 氏の 移 轉說は 渐次學 術の 進歩す るに 從ひ 學士 の 駁擊 する 所と な れり 近世 學士の 說く所 を 

見る に 或は 北氷洋 は 鰊 魚の 成育に 適せす と 云 ひ 或 li 諫 魚の 栖所は 陸地 接近の 深 所に ありと 云 ひ 或は 备 

^場に 從 ひ各栖 所と する 游泳 所 ありと 云 ひ 諸 說錯出 未だ 何れが 是 にして 何れが 非なる を 知らす と雖ど 

も 鰊 魚の 遠海より 移 轉し來 る 者に あらざる の說を 信す る 者 最も 多くして 北氷洋よりの 移轉は 措て 問 は 

ざるに 至れり 

七 辣 魚が 年々 海岸に 來 集す るの 目的 は 放 卵と. 需餌 との 二に あり 而 して 産卵の 爲 めに 來る者 は 常に 大 

群 を爲し 其方 向 は 北方より 南方に 来る 者 最も 多く 産卵 場 は 海底 岩石に して 水草の 繁茂す る 所に あり 其 

故 は 卵子 を產附 する に 便なる のみなら す 卵子 發 生の 後 兒 魚の 餌食に 富む を 以てな り 又 時として は 遠海 
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巾と 雖も 海底の 模樣 磯の 形を爲 したる 處 には產 卵す る こと ありと 云 ふ而 して 諫 魚の 淺 所に 止る はニケ 

H 以上に 渉る ことなし 若し 久しく 海濱に 止まる とき は 脂肪 脫 却し 魚 體疲療 せり 次に 食餌の 爲 めに 來る 

者 は 其 群 鮮少に して 方向 は 一 定せすと雖ども凡そ水草及細蟲の發生は年々大抵定期ぁるが故に^|來の 

期 節 も 亦 粗 ぼ 一 おせる おなり 

產卵後 は 以前より 一 層 近く 海岸に 來 るが 故に 曳網 を 以て 捕獲し 得 可し 然れ ども 久しく 海岸に 止まる も 

のに あらす 故に 曳網 を 使用す るに 至れば 以て 漁 事の 結末と なりし を 知る に 足る 可し 

兒 魚の 發 生後 久しく 海岸に 止まらざる は 食餌の 缺乏 すると 他物の 妨 傘= を 恐る k に 因る もの なれば 若し 

海岸に 於ても 十分の 料 あれば 年中 此處に 止まる ものな り而 して 彼等の 〈ば 料 は 北氷洋より 來る 所の 潮 

流の.？： にある を 以て 多く は 海岸 を 去て 遠海に 赴け り  • 

八 年々 海岸に 來集 する 鰊 群に は 略 ぼ 一 定 したる 期 節 及び 場所 あり 瑞典 及び 那威 國の歷 史上に 徵 する 

に 八十 年 或は f2 年 1 母に 必す 非常の 大漁 ありし もの k 如し 是れ 何の 故た るか 未だ 詳 かなら す 聞く 所に 依 

れば那 威！： 政府 は學術 家に 命じて 其 原因 を 探索せ しめたり と實に 有：！ 化の 事と 云 ふ 可し H; 那 威に 於て 博 

士 スト， ロム 氏の 實驗に 由れば 一 千 七 百 三十 六 年より 一 千七•rc五十六年に}^liるニ十年間に於て鰊魚の海 

岸に 來る期 節 は 毎年 渐次 遲延 せりと 依て 同氏 は那 威の 漁業 は 不日 絶滅 せんと を 斷ー百 したり 此預 1 百 は果 

して 瑞典南 の 漁 事に 適 中せ り 卽ちボ ハ スラ ンに 於て 1 母年諫 や： 來 tt^ の 期 節遲延 せし が 遂に 一 干 八： ，^〇 

八 年に 至て 鰊 魚の 來集 全く 廢絕 せし こと 是れ なり 

歷 史上より 觀 察すれ ば 鰊 魚 のみな らす他 の 魚類に 於て も 海岸 來 の 季節 漸く： i 延す る は 其.？ ^ の 移轉に 

大變化 あるの 兆候に して 瑞典那 威 英吉利 等の 諸國に 於て は 暴々 見る 所な り 那咸國 の 漁業 歷史に 由る に 


平常 三月に 來壤 する 魚は渐 々歳月 を經 るに 從ひ 定期に -ち來 ると あり 例へば 三月に 來る もの は 一 一月と 

なり 一 月と なり 更に 十一 一月と なるな り然れ ども 後復た 歳月 を 經て： 冉び 一 月 一 一月と 漸次 遲延し 終に 前日 

の 季節に 囘復 せり 當 時に 在て は 何故に 斯の 如く 變換 する か は 之 を 研究す る 者 あら ざり しが ボ H ク 氏に 

至り 始めて 其 研究に 從事 せり 

九 來集期 節の 變換 する のみたら す 漁場 も 亦 * 々變更 せり 卽ち那 威國に 於て 一 千 七 ki 六十 年より 同 六 

十五年に至る^:^年間に於て北部の漁場は漸々南部に轉じ遂に南方の極點に達せしが後-冉び北方に向て 

囘轉 せし Mj あり 

ボ ハス ラ ン に 於て 鰊 魚の 跡 を 絶つ の 前 凡 三十 年間 は 其 群 中に 小諫の 多く、 おする ありし と 云 ふ 且來集 嘆 

絕の 前に 當ては 放 卵の 爲 めに 来る ものな く 偶々 來る もの は 悉く 放 卵 後の 魚に して 其 質 佳良なら ざり し 

と是れ 他に 於て 產卵 せし 鰊 魚の 流 潮 又は 風波の 爲 めに 流され 海岸に 來 りし ものなる 可し 是 等の 原因に 

就て は 種々 の說ぁ れ ども 未だ 確實 なる 實驗に 由り しも の に あ ら ざれば 玆に之 を 略す 

魚類 區分法 屮練魚 は 如何なる 部分に 霉 する か は 前章に 於て 大略 論じ 盡 したる を 信 すれば 是れ より 進ん 

で 本論に 移り 鰊 魚 調査の 成績 を 述べん と 欲す 然れ どもん：' 日 迄 諸 國の學 術 家 及び 實地 fSi 夫の 鰊 魚に 關し 

て 研究せ し 事項 は 實に數 多に して 一 々之 を樓述 する は 決して 容易の 事に あらす 且つ 其 事項の 斯の 如く 

巨 多なる にも 拘は らす 深海魚 に關 して は 今日 * 人の 知る 所 極め て些 少 にして 百年 以 前 に 比す る も 未だ 

格段の 進步を 見す 只 徒に 空談 莫說 のみ を 之お 多し とす 故に 今爱 に擧 ぐる 所 も 諸說中 最も 取る 可し と 信 

する ものにして 實にぉ 分 中の 一 一三に 過ぎざる たり 
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第 一 太陽 及び 太陰 太陽 は晝 夜の 別と 四季の 變更と を 生ぜし むる ものにして 氣 候の 寒暖 大氣 の模樣 

等 も 亦 太陽に 由て 變換 する ものと す 太陰 は 重 もに 潮の 干 滿と流 潮の 緩激と を來す ものな り 故に 太陽 及 

び 太陰の 漁業 上に 及ぼす 所の 影響の 犬なる は 堅く 信認す る 所な りと 雖 ども 今日に 在りて は 穴.！ 論 出 未 

だ 確乎たる 明 說を閜 くこと たし 故に 敢て之 を爱に 揭 げす 

第一 一 音響 辣 魚の 聽官は 甚だ 銳 どき 者に あらす と雖 ども 嘗て リ ンネ ー 氏が 魚類 は ii:! 襲な りと 明 せ 

し說の 誤謬なる は已 に^ 人の 了知す る 所な り 昔時 歐洲 各國に 在て は 音響の 爲め鰊 魚 遠く 洋 海に 逃 逸し 

漁業 廢絕に 至りし HJ 或は 汽船、 軍艦、 砲臺、 鐵道 等の 音響が 鰊 魚 を追攘 せし と 等の 告訴の 起り しこ- 屢 

々なりし と雖 ども 未だ 其確證 あら ざり し 何と なれば 實に 一 發 の砲聲 なく 一 艘の 汽船 だも往 (仪 するな き 

所に して 海岸に 全く 鰊 魚の 跡を絕 ちし めり 之に 反し テ ー ム ス 河口 サ ント 等に 於て は 汽船の 來往常 

に 繁劇に して 厦々 砲聲を 聞く ある も 鰊 魚 は 毎年 其 海岸に 來集 する を 以て 考 ふれば 必ら すし も 昔 響が 之 

を追攘 せし ものと なす 可から ざるな り然れ ども 前敍の 如く 鰊 魚 は 決して 聾に あらざる を 以て 一 時 昔 響 

に 驚 怖して 其 浮游 を 止め 海底に 沈潜す る 等の 事 は是れ なしと 必す 可から す假 令ば 雷鳴の 時に 於て 網 を 

深く 海底に 張ら ざれば 魚 獲な きが 如し 是れ 全く 雷鳴の 爲め 一 時 海底に 潜 居す る を 以ての 故なる 可し 故 

に 砲 聲等も 亦 水面に， 游泳す る 鰊 魚 を 一 時 深 所に 人ら しむる が 如き 事 ある は 決して 免 かる」 能 はすと 雖 

ども 之に 由て 鰊 魚 遠く 洋 中に 逃 逸し 漁業 廢 絶に 至る と 云 ふが 如きに 至て は 甚だ 疑 ふ 可き 所な り 

第三 電光 前述の 如く 雷鳴の 時に 際し 諫 魚が 海中の 深 所に 潜伏す るの 實 事なる は赏地 漁夫の 能く 知 

る 所な り然れ ども 是れ 雷鳴に 由る か將た 電光に 由る か 或は 電氣 の關 係に 由る かに 至て は 未だ 其歸 する 

所 を 知らす ゥァ レ ンス 氏 食て 言へ る あり 曰く 練 魚の 雷鳴 を 恐る \ は實に 甚だしき ものにして 就中 其兒 


魚の 如き は 忽ち 诲岸を 去る 云々 然れ ども 一一 ゥ クラ ン 氏の 如き は是れ 全く 電光に 依る ものにして 決して 

昔 響 及び 電氣に 由て 潜 沈す るに あらざる 說を 主張せ り而 して 和 蘭 國氣象 局の 報吿に 由れば 大風 雨に 會 

し 雷鳴 するとき は 鰊 魚 黎明に あら ざれば 水面に 浮游せ すと 义英 國ハ 湫象會 社の 說に 由れば 東方に 於て 雷 

鳴 するとき は 大漁 ある も 其 翌日 は 必らす 薄 漁な りと 其他尙 ほ諸說 ありと 雖 ども 皆實驗 上の 確說 にあら 

ざる を 以て 爱に贅 せす 

第 四 日光 日光 は 漁業 上 緊密なる 關係を 有する ものと 云 ふ 可し 鰊 魚 も 亦 他の 魚類と 同じく 釗烈 なる 

日光 を 忌み 曇 暗なる 天氣を 好む ものにして 日中 は 深淵に 游 息し 夜に 至て 水面に 游泳す 明月の 夜に 大漁 

たき も其理 蓋し 爱 にあり 叉 光線の 感應は 海水の 淸 濁と 波濤の 動靜に 依て 變化 あるが 故に 海水の 汚濁な 

ると き 或は 小波の 爲 めに 光線の 遮 斷 せらる、 とき は 漁獲 ある ものと す 叉 爱に著 しき 事項 あり 日月 昇降 

の 時に 於て 犬に 漁獲 あると 是れ なり。 

日月の 昇降 は 鰊 魚 をして 深 所より 水面に 浮 出せし むる ものにして 此時は 差 網 を 用 ひて 利 あり 又 暗黑の 

夜に 當て鰊 魚 深く 海底に 潜 居 するとき と雖 ども 月の 昇る に會 ふとき は 不意に 互 多の 漁獲 ある こと あり 

此の 如く 日月の 昇降 時に 際して 大漁 ある もの は 察する に 光線の 斜 射す るが 爲 めなる べし . 

第五 空 氣の寒 熟 鰊 魚 は 其 性 平等なる 寒暑 を 好み 極 塞 酷 暴 は 最も 之 を 嫌忌す 素より 水温 は 大氣寒 熟 

の 度に 由て 變 化する ものな りと 雖 ども 其 感應は 重に 水面に 在て 深 所に 達せざる ものな り 故に 大寒の 候 

は 鰊 魚 悉く 海底に 潜 息し 決して 海岸の 冷水に 游泳せ ざる を 以て fl 事な く 漸く 暖氣の 生す る を俟て 海岸 

に 群集す 故に 大寒 中と 雖 ども 偶々 溫 暖を覺 ゆるの 日 は必ら すし も 漁獲な しとす 可から す 大暑 も 亦 大寒 

と 均しく 近海の 海水 大氣 と共に 變換 する を 以て 亦 漁業に 害 あり 
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flrr. 二 ャに 於て は 春暖の 渐く盈 つるに 隨て淺 く 網 を 入れ ざれば 漁 利 少なく 北海の 丙 北海 岸に 於て は 

夏期の^ 氣彌々 增 すに 從て fJ 利 多し とす 义蘇 蘭の 東海岸に 於ても 五六 月に 至れば 氣候 非常に 炎 を增 

す を 以て 鰊 魚 海岸に ら すと 云 ふ 以て 大寒 暑の 漁業に 利 あらざる を 知る 可し 然れ ども 炎暴屮 俄に 冷 一-. 湫 

に X 皆 ふとき は 反て 大漁 ありと 云 ふ斯の 如く 空 氣 の 寒暖が 鰊に 及. ぼす 所の 影響 は 重 に 其 極端 の 度に A て 

1、； る もの i 如し 就 屮其產 卵 期に 於て は 其關係 最も 大 なり 何と なれば 鰊 魚の 産卵に は 一 定 せる 温度 を. 

する を 以て 若し 此 間にして 大 .® 或は 大暑に 會 するとき は 悉く 海岸 を 去り 深 所に 至て 康卵 する を 以てな 

り 又 大氣の 寒暖 は 風の 方位に 由て 變更 する が 故に 風の 鰊 魚に 及ぼす 影響 は 實に大 なりと す 後 章に，.^、 て 

之 を 詳論す 可し 

第 六 空 氣の壓 力 北英圃氣象會社の報吿に依れば去る 一 干八^^：六十七年ょり 一 干八；<::七十ニ年にぉ 

る五年問の實驗に於て鰊魚の大漁は晴雨計の上2^^て數日問も其點に靜止するの時にぁり若し晴雨：.：- 

が 下降す るか 或は 其 1:^ 降 常 な きとき は 薄 漁な りと 然 れ ど も，？ ^「フンク ,1 、パ ,ッ クラ ン， 卜 氏の 赏驗 によれ ば 

鰊 魚 の 大漁 は 晴雨計 不定 の 時に ありと 云 ふ 本； 氣壓カ の 諫 a; 上 に 及ぼす 所の 影響 は 未だ 詳細に 之 を-恭^ 

したる ものな きを 以て 爱に 確實 なる 說を なす 能 はす 

第 七 霧 和 蘭國の 漁夫が 言 ふ 所に よれば 雲霧 深き とき は 漁業に 利 あらす と然れ ども 是れ其 原 困 ある 

にあら すして 只 だ 漁夫 自身の 不便より 此ー百 をな したる に 過ぎざる のみ 以て 證 となす に 足らす 而 して 此 

項に 於ても 亦 今日 未だ 確信す るに 足る 可き 說 なし 

第 八 雲 曇 太の 一般 漁 事に 利 ある は 老練 漁夫の 確 ii- 一 ：！ する 所に して 其 故 は 日光 を 遮 斷し鰊 魚 をして 多 

く 水面に 浮游せ しむる に 由て なり 此 故に： 炭 期 炎暑の 候に 於て は其效 最も 多し 


第 九 雨 及び 雪 一一 ゥ クラ ント氏 は 雪 は 鰊 魚 を 遠海に 追攘 する ものな りと 云 ひ 蘇 蘭 漁夫 は 大雨 は 不漁 

の 兆な りと 云へ り然れ ども 此ー 一 者に 就て は 是れ亦 其 說く所 曖昧に して 信據す 可き 適說 ある を 聞かざる 

を 以て 余 は 敢て爱 に說を 述べざる 可し 

第 十 風 氣 候の ー暖、 天氣の 陰晴、 潮流の 遲速、 波濤の 緩激、 海水の 淸燭等 は 悉く 風の 模様に 由て 

變更 する もの な る を 以て 風の 鰊 魚 上に 及ぼ す 影響 は 極めて 大 たり 就中 其 産卵期 に 際し 海岸に 群來 する 

ときに 於て は 其 影響 最も 甚だしと す 鰊 魚 は 前章 論ぜし 如く 海岸の 淺 所に 來て產 卵す る ものにして 若し 

害 物に 妨げられ 海岸に 集まる 能 はざる とき は 止む を 得す 海底の 沙 上に 放 卵す る ものと す然れ ども 已に 

海岸に來りし後に於て激風に會ふときは尙ほ進んで海^^に接近し風カを避くるものなり故に此時に於 

て は 陸地より 诲 上に 向て 吹く 所の 風 は 鰊 魚に 利 あり 

那威 の 學士ボ H ク 氏 は 大風と 漁業と に關 して 最も 有益 の 說を發 見せし 人に して 今 其 說を述 ベ んに 大風 

海岸より 海面に 吹く とき は 大漁 は 重に 港灣 等の 穩靜 なる 海屮 にあり 之に 反し 陸地に 向て 吹く 時 は 鰊^ 

悉く 海岸 を 去る 故に 此時は 必らす 遠海に 於て 大漁 ありと 义ギ スレル 氏の 說に 由れば ボス 一一 ャ灣に 於て 

火 風 あるとき は 鰊 魚 悉く 深海に 避け 敢て淺 所に 来らす 若し 數日 を經て 大風 尙ほ 治まらざる とき は 海底 

の適當 たる 所を擇 んで產 卵す と 又 或る 論者の 說は、 HTT スラ ン に 於て 大風のと き は 風に 向て 鰊 魚 遠海に 

去り 風 止めば び 海岸に 來 ると 由是觀 之總て 大風 は 鰊 魚に 害 ありと 雖 ども 尙ほ亦 諸 士の說 く^を 考ふ 

おば 波浪 靜 なるとき は 互に 相 離散す るが 故に 漁業 少く 微風 海面に 起る とき は 再び 群集す る を 以て 大 

漁 ありと 云へ り  

蘇 蘭の 東诲岸 及び 瑞 典の！ 海岸に 於て は 陸地より 海 卜： に 吹く 風に 犬に 益 あり 然れ ども 遠海に 
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在て は 亦 海面より 陸地に 向て 吹く とき は 漁 利 多き 所 あり 故に 蘇 蘭の 東海岸 地方に て は 南風、 英國ャ ー 

マウス ト 及び 北海の 西北 海岸に 在て は 西風 を 以て 利 ありと せり 

產 卵の 爲 めにあら すして 食 S; の爲 めに 鰊 魚 海岸に 來る ときに 於て は 其關係 全く 前者と 相 異なり 若し 風 

鰊 魚の 食餌 を 海岸に 向て 吹き送く ると き は 鰊 魚 其 食餌に 追 從し來 るが 故に 近海に 於て 漁業 あり 然れど 

も 是れ只 だ 食餌の 爲 めに 来る ものなる を 以て 若し 海中 食餌な きとき は 風の 方向 は 少しも 鰊 魚に 影響 を 

與 へざる ものと す 

叉ギス レル 氏の 說に 大風の 後 は 鰊 魚 水面に 浮び 甚だ 虚弱に して 之 を捕樓 する 容易な りと 父 暴風雨に 先 

て 練 魚 は 水面に 來る ものな りと 云 へり 

風と 鰊 魚の 關 係に 至て は 勿論 各地 方に 於て 異なる 所 ある もの なれば 或る 一 地方に 於て は 北風 を 以て 利 

ありと する も 他の 地方に 於て は 全く 之と 反 對の點 に 出て 南風 を 以て 益 ありと なすぶ I ある 可し 故に 是等 

の 事項 を 研究す るに 當ては 宜しく 各地の 漁場に 於て 別段に 爲す 可き を 要す 必すゃ 他 國叉は 隣 場の 實驗 

と雖 ども 直に 之 を 以て 自家の 漁場に 適する ものと なす 可から ざるな り 

第 十 一 天氣 鰊 魚 は靜穩 なる 天氣を 好み 大風 大雨 は 之 を 好ます 就中 其 最も 嫌惡 する は 天氣の 急速な 

る變 化と す 故に 大漁 は 多く 天氣の 平定せ る 日に あり 或る 實地 家の 說に諫 魚の 擧動を 見て 天 氣の 善惡を 

豫知 する, と を 得 可し と 云 ふ 

然れ ども 天氣の 漁業 上に 及ぼす 所の 影響 を 論す るに は 僅に 漁夫の 經驗 のみに して 他に 信據す 可き 確說 

なし 故に 能く 其 關係を 知らん と 欲せば 一 定の 法に 從ひ氣 象 上の 調査 を 經て後 之 を 比較せ ざる 可から す 

總て 天氣の 善惡鰊 魚に 及ぼす 影響 は產 卵の 爲 めに 來聚 するとき に 於て よりも 需 餌の 爲め 海岸に 來聚す 


ると きに 大 にして 叉 差 網 を 以て 漁 するとき は 建 網 を 以て 漁 するとき よりも 大 なりと す 

アキ セル、 ラン マ ン， 氏の 說にボ ハス カン の 海岸に 於て は 馬鈴薯 凶作のと き は諫魚 大漁たり と 叉" キ  13 

ル 氏もノ ー ルラ ンドに 於て は 穀類 畳 作の 年 は 鰊 魚 不漁に して 海に 漁 事 多き とき は 陸に 穀類 寡な しと 云 

へ り 此の 如き 說は近 # に 始まりし にあら すして，、 「ョ II 二 ング氏 スト，^ 氏バ I ^へ—，^ W 氏 等の 如き は 

百年 以前に 於て 巳に 主 1^ せし 所な り 今 其 原因 を解釋 する に 或る 學士 の說に 凡そ 百年 毎に 太陽の 表面に 

黑點の 出現す る、 と あり 之が 爲 めに 地球上の 氣 候に 多少の 變動を 生じ 其變動 海流に 及び 北氷洋の 氣候亦 

隨て變 化する が 故に 斯く 漁業 上に 一 般の變 動 を 来たせし ものな らんと 此說 たる 未だ 充分の 調査 を經し 

ものに あらす と雖 ども 後世 或は 漁業 上の 一 大 問題 を解釋 する の 一 助と なるや も 亦 計り 難しと 

附言 巳に 干 八 百 八十 年に デ ン マ ン氏は 鰊 魚と 太陽の 黑點 との 關 係の 著明なる を 論じ 信據 する に 足 

るべき 證 左を擧 げて說 論せ り 

第 十二 波濤 波濤 は 水 をして 空氣 を吸牧 せしめ 且 上下の 水 を 混合し 水中の 溫度 をして 平均せ しむ 就 

中 激浪 は 水底の 狀形 を變更 せし むる ものなる を 以て 産卵 時に 於て は 波 if の 障害 を 蒙む る 實に甚 しとす 

ギスレ ル氏曰 ふ 大風に 逢 ふとき は諫魚 衰弱す るが 故に 大風に 先て 海中 激浪 を 生す ると き は 漸次 海岸 を 

去て 大海に 逃る と然れ ども 是 等の 事 實は只 だ 海岸 の 漁業に 關す るの みに して 遠海 漁業に 至て は 差 した 

る 變動を 来たす 事な し 故に 和 蘭國の 遠海 漁業 は 水面の 動 靜には 格^ 注意せ すと 云 ふ 

第 十三 潮の 干滿 此 件に 就て は 未だ 充分の 經験 なきが 故に 確說 をな す 能 はすと 雖 どもべ，. Ty^ 氏の 

說に. T ヮ ンヂ ー 灣に 於て 滿 潮のと き は 鰊 魚 を捕據 する 最も 易く， や ー マウスに 於て は 午前 三時 午後 九 時 

に滿潮 あるとき は璺 fl なりと 义ふ ト ム 氏の 說に鰊 魚に 限らす tr- て 捕 魚は滿 潮のと きに 便な りと 然れ 
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ども ラ ン マ ン 氏は滿 潮の 度 餘り髙 きに 過ぐ ると き は 尽て大 fcr なく 漁業に 〔化 ある は 通常の 度に かすと 

ギス レ ル氏 及. ゼ デル、， ス ト B ム氏 は^た 此 說を贊 成せり 

第 十四 潮流 潮流の 漁業 上に 及ぼす 所の 關係は 重に 其 食  < ば となる.^ き 動植物 を 持ち 來た すと 水 巾の 

溫 暖を變 すると 鰊 魚の 運轉を 補助 するとに ある ものの 如し H ク、 スト a ム 氏の 說に鰊 魚の 産卵 所に 來 

るに は 重に 潮流の 方向に 從 ふと 此 說はボ ハ スラ ン 海岸に 於て 毎年 秋季に 向て 來る鰊 魚の 道筋 を 以て 

する を 得 可し 

,%,T ク， 氏 曰く 潮流 は 諫<? 一の 通路に あらす 然れ ども 亦 博物 學士 の說 に. S るに 諫. P 一は 湖 流に 從 はす 反て 之 

に 遡る もの i 如し 卽ち ヒン ゲンの 海濱に 在て 陸地より 海而に 向て 風の 吹 起る とき 大漁 ある は 海中に 多 

少の流 勢 を 生じ 觫魚 をして 湖 勢に 逆 ひ 海岸に 近づかし むる に 出る たらん 此車實 は往业 n より たの 

に； ti: する 所たり 然れ ども 諫魚 若し 食 餌 を 目的と して 海 に來る 時に 於て は 潮流に 從ふ M となれば 練 や： 

の 食物と なる 可き 細微の 動物 は 潮流の 方向に 從 て來往 する を 以てな り 故に 潮流に 從て鰊 魚の 往來 する 

が 如く 見 ゆ る は 是れ其 貪， ほ を需む るのと きに ありと 知る 可し と 

諫 魚の 潮流に 逆 ふとき は 論す る 迄 もな く 其 潮流に 從 ふて 游： 冰 するとき と雖 ども 其 頭 は 常に 流れに 向 ふ 

是れ其 良 餌 を 得ん が爲 めたり 故に 海濱に 在る ときと 雖 ども 多少 海水の 動搖 する 場所に 化.- まれり 英國漁 

夫の 經驗に 由れば 海 潮の 干滿に 依て 生す る 所の 潮流 は 犬に 鰊 魚 漁 上に 關係 ある ものにして 大^ は滿リ  J 

の 際 潮流の 急速なる ときに あり 而 して 干潮のと きに 於て 生す る 所の 潮流 は滿 潮のと きに 於て よりも 漁 

-事 少なし と 

第 十五 海水の 色 北海に於ける大漁中の經驗に由、ォば海水綠色たるときは靑色の時ょりも^^^多か 


りしと 其 理由 は 北海に 於て 綠色 のとき は 鰊 魚の, 料と なる 可き 細微の 動物 を 含む こと 多き を 以てな り 

第 十六 鹽分 此 件に 就て は數 多の 說 ありと 雖 ども 其 說く所 は 只 他の 說を 撃せ しのみ に 止まり 未だ 

確說 なし マイヤ ー 氏の 說に バルチ ッ ク 海の 西岸に て は 海水 中に 淡水の 多く！.、 化合せ る 場所 を擇み 鰊魚呰 

爱に 集て 産卵す と然れ ども 此說は 信す るに 足らす 何と なれば 那成 國シ ユラ ィホ ー ドの 如き 淡水 多き 場 

所に 於ても 亦 蘇 蘭 北岸の 如く 非常に 鹽 分の 多き 海中に 於ても 鰊 魚の 歸 去に 著しき 變更 あら ざれば なり 

練 魚 産卵の 爲め 海岸に 近づく ときに 於て は 多少の 妨害 も 決して 顧慮せ ざる もの なれば 水中 盥 分の 多少 

等の 如き 些々 たる 事項に 由て 妨げら る k ものに あらす 蘇 蘭の 夫の 言 ふ 所に 由れば 大雨 後 は 多く 薄 漁 

たりと 然れ ども 其 據る所 未だ 詳か ならす 义兒 魚の 時々 河口に 來聚 する こと ある は 世人の 知る 所なる が 

パ ー ネル 氏の 說に 據れ ば是れ 淡水と：^ 水の 混合に 由て 温暖 を增 すが 故な りと 然るに モ— レ， シ， ェ， I 氏 は 之 

を较 して 其 淡水に 向て 来る は 重に 大風 雨の 時の みに 止まる が 故に 決して 溫 暖を增 すが 爲 めにあら すと 

說 けり 叉ボ ヱ ク氏は 害 物 を 避けん が爲 めな りと 云 ひゼ デル、 スト n ム 氏 は 其 性 酸味 を 好む ものなる が 

故に 河口に 來る なりと 云 ひ 又 或る 學士は 河口 は 常に 食物の 多き に 由る との 說を 主張せ り 此の 如く 諸說 

紛々 として 今日 未だ 其 何れが 信なる を 決する 能 はすと 雖 ども 產 卵の 爲 めにあら すして 河口に 臨む は甚 

だ 稀な り然れ ども 亦 決して 是れ なしと せす 現に 一 千 七 百 五十二 年瑞 典の ゴ ー ヌ 河に 於て は 放 卵の 爲め 

にあら すして 凡そ 六英里 半も諫 魚の 淡水 中に 遡上せ し HJ あり 又 一 千 七 百 三十 三年 獨乙 國ォ ー デル 河に 

於ても 亦 同 一 の こと ありし 

第 十七 海水に 混ぜる 空氣の 分量 海水 波濤の 爲 めに 多分の 空氣 を吸牧 するとき は 魚類 酸素 を 求めん 

が爲め 海面に 浮 泳す る は 決して 疑 ふ 可き にあら す 故に 微風 水面 を 吹く とき は平穩 なるとき に 比すれば 
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漁瘦 多し とす 

第 4- 八 海水の 寒 熟 前述せ し 如く 鰊 魚 は 其 性 平等なる 氣候を 好む ものな りと 雖 ども 其 程度に 至て は 

漁場の 位地と 其 種類と に 由て 多少の 差異な き 能 はす 現に 蘇 蘭の 北岸に 於て 産卵の 爲め來 る 鰊 魚の 盛 漁 

は 毎年 一 月より 三月までと 七月 中旬より 九月 中旬までの 一 一期に あり 义蘇蘭 及び 和 蘭 氣象會 社の 報告に 

據れば 夏 漁 は 水中の 溫度 大凡 華氏 寒暖計 五十 五 度 內外を 以て 最も 盛 漁 ありと し 冬 漁 は 蘇 蘭に 於て 四十 

度 乃至 四十 一 一度 春 漁は那 威に 於て 三十 七 度 乃至 三十 九 度 を 良と すと 靳の 如く 地方に 因て 異なる 所 あり 

と雖 ども 盛 漁に 適應 したる 溫度は 略 ぼ 一 定 したる もの & 如し 

第 十九 海水の 結 博士 14 ドラ， や H, 氏の 實驗に 由れば 氷の 海底にまで 達する とき は 鰊 魚 を 追 攘し去 

ると 叉 バル チック 海の 漁夫の 說に 海水の 氷結 するとき は 鰊 魚 は 悉く 遠海に 去り 稚魚 及び 卵子 は 凍死す 

と然れ ども 是れ 未だ 信認す るに 足らす： E となれば UTT^ の 漁場に 於て 凍結の 後 は 反て 大 fi ある を 

以てな り 

第二 十 海水の 深 淺及壓 力 此說に 就て は 學士の 內往々 反對論 多くして 其 是非 を 決する こと 難し 而し 

て 諸 學士の 最も 注意す る 所 は 鰊 魚の 體格 構造 は 深 所に 適する 者なる か 將た浅 所に 適する ものなる かの 

1 ー點 にあり 若し 其 體格深 所に 適する もの なれば 海岸 を 去て 遠海に 至る も其捷 息す る 所 は 必らす 水麼の 

強き 深淵なる 可く 若し 淺 所に 適する もの なれば 遠海 中に 於ても 必らす 水壓の 寡き 淺？^ を 選て 游泳す 可 

く 又 其 海岸に 來 るの 通路 も其體 格の 如何に 依て 深淺を 異にす 可き なり 和 蘭 漁夫の  一一 一一 n に 鰊 魚の 深 淺に出 

沒 する は 一 定 せざる ものな りと 叉佛國 博物 學上カ 11 ボ l-rHT 氏の 說に諫 魚 孕 卵 中 は 淺所を 好む と雖ど 

も 其 放 卵 を 終り 體重 滅少 するとき は 水 壓の强 きを 需む るが 故に 深 水 を 求めて 遠海に 去る と然れ ども 往 


往實際 上に 於て 空胎諫 魚の 孕胎鰊 魚よりも 反て 淺 所に 游泳す るぶ-ある を 見れば 未だ 其 何れが 鰊 魚に 適 „ 

する や を 確 知す る 能 はす nil  - 

第一 一十 一 水底の 模様 ス カン ダナ ビヤ 海濱に 於け る 漁夫の 一 百 ふ 所 を 聞く に 鰊 魚の 海岸に 来る 通路 は i 

多く は 诲底溪 澗の狀 をな したる 所な りと 此 等の 事 實は諸 所の 漁場に 於ても 已 に經驗 する 所な り 又 ス トノ 

n ム氏 及び サ ー ス 氏の 學術 上に 於て 實驗 せし 說に 由れば 海底の 凸所は 常に 潮流の 急速なる ものにして 一 

魚類の 餌 料と なる 可き もの 多し 故に 練 魚 移轉の 際は必 らす凸 所に 沿 ふ ものと す 此故を 以て 北海に 於 け- 

る 重なる 漁場に 概ね  fj  底 所々  に  山脈の  如く 凸凹 相 連  1  せりと 岩石の 多き 海底 は 最も 産卵に 適し 粘土 或」 

は 砂礫 多き 所 は 波 清の 爲 めに 海水 汚濁と なる が 故に 放 卵せ す义诲 藻の 發生 多き 所に 鰊 魚の 群來 する は i 

人の 普く 知る 所な り  一 

第二 十二 漁場の 位置 鰊 魚 は 北海に 生育す る 魚類に して 南海に は 決して 生産せ す且 北方に 至る に從， 

て 食餌 饒 多なる が 故に 其 魚 質 亦隨て 佳良と なれり 故に 鰊 魚の 移殖を 謀る に當 ては須 らく 是 等の 點に 

て 注意す る 所た かる 可から す  一 

第二 十三 鰊 魚の 餌食 餌食 は前敍 せる が 如く 其 良否に 由て 鰊 魚の 品位 も亦變 する もの なれば 其 鰊 魚 一 

上に 及ぼす 影響 は 實に大 なりと 云 ふ 可し  一 

産卵期 中に 在て は諫魚 多く 餌 貪 を 資らす と雖 ども 其 有無 は 多少 影響を及ぼす なき 能 はす 何と なれば 此ー 

間と 雖 ども 全く 絕食 せし にあら ざれば なり 加 旃鰊魚 は產卵 時期より 數 十日 前に 於て 诲 岸に 來集 する 臺 

あり 且つ 水中に 餌 料の 有無 は 其 稚魚の 成長に も關 係す る もの たれ は 産卵期 中と 雖 ども 餌食の 多少 は 漁 一 

業に 關係 ある ゃ必 せり 而 して 此 餌食 (IJS£) の 良否 多少 は 其 食物と なるべき もの 卽ち 海中に 溶解す る 所 一 
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の 有機物 の 如何に 關す る ものな わば 學術家 の 經驗す べき 所の もの は 啻に 鰊 魚 の 食物た る 下等動物 に 4- 

まらす して 此 下等動物の 餌 料 も 亦 宜しく 研究せ ざる 可から す 

貪 中 重要なる もの は 卽ち甲 介蟲の 一 種に して 其 甲 介 蟲類は 前述の 如く 海中 細微の 動植物に 依て 生育 

し就屮 「ダャ トム」 物) と稱 する もの は 甲介蟲 類の 緊要なる 食 < ぼ なりと すボハ ス ランの 海岸に 於 

て 漁夫の 一 百 ふ 所に 據れ ば諫の 稚魚 は 海面に 浮游す る綠 色の 粘液 中に 游泳す と此綠 色の 粘液 はサ II ス氏 

の 說に據 れば卽 ち r タヤ トム」 の 集積せ る ものにして 北氷洋に 於て 春季 氷解の 際 多量に 生す る ものな 

りと ラ ン マ ン氏 及び ス コ レ スビ ー 氏の 說も 亦サ ー ス 氏と 同 一 なり 實に 北氷洋 は 人類の 移住し 得 可き 所 

にあら ざれ ども 亦 人類 を 益す る 一 大寶 庫に して 卽ち鰊 魚 を 養 ふに 缺く 可から ざる 餌 料の 製造所と 云 ふ 

可き たり 

第二 十四 有害 物 鳕魚は 鰊 魚の 大敵に して 其 群 を 散 去せ しむる ものたり 其 他 鯨 及び 海豹 も 亦 然り然 

れ ども 漁夫 等 は 鯨 魚 を 以て 反て 有益 物と 見 傚し 諫 魚の 海岸に 来る は 重に 鲸 魚の 賜な りと 誤 ：！：^ する もの 

の 如し 現に 那威國 に 於て 古昔の 漁業 律に は 鰊 魚 漁業 中は鲩 魚の 捕獲 を 禁じたり 然れ ども 今日に.：； H て は 

諸 學士の 說皆是 等の 魚類 は諫 魚に 隨從し 来りて 其 群集 を 妨害す る ものなる に 決せり 

鰊 魚の 一 群 築 行 するとき に當て 若し 妨害物に 遭遇 するとき は 忽ち 其方 向 を變じ 遠海に 退去し 暫くして 

W び 進行す る ものな り 故に 近海に 於て は縱 令數疊 の 建 網 を： a 列し 置く と雖 ども 其 擭る所 は 僅に 群 魚 中 

の 一 部分に 過ぎす 然れ ども 其 放 卵 期に 際して は 能く 危險を 犯し 来る ものにして 網罟に 恐れて 退去す る 

如きと たく 反て 體 中の 卵子 を摔 出せん が 爲め自 から 網 中に 人る こと あり 故に 産卵期に 在て は，：：： は 1- と雖 

ども 大漁 あるぶ-あり 學士ク ロイヤル 氏 曰く 辣魚產 卵の 節 は 其馨を 恐る- -KJ なく 又 妨害物に 逢 ふ も マ W て 


海岸に 近き 來るを 見れば 其 放 卵の 性 は實に 避く 可から ざる ものにして 假令 如何なる 困難 ある も 敢て之 

を 意と する ものに あらす 故に 音響 或は 風 it の 如き は 決して 其 進行 を 妨げ 得 可き にあら すと 

以上 樓述 せし 所 は 諸 學士及 各地 漁夫の 實驗に 係れり 之に 依て 鰊 魚 性質の 大略 を 推知す る を 得 可し 而し 

て 鰊 魚の 如き は 世人の 最も 能く 知る 所の 魚類に して 以上 陳述せ し 所の 如し？^ んゃ诲 中に 棲息す る 凡百 

の 魚類に 於て は 其 知る 所 極めて 僅少な りと す 一一 ゥ トン 氏 嘗て 云 へ ると あり 曰く 今日 水產學 者の 學び得 

し 所の もの は^も 海濱に 立て 砂礫の 1 一三 を 採取せ しもの-如 くにして 尙ほ 探究すべき 事項 は 海 濱の砂 

礫よりも 多く 渺茫 たる 蒼海よりも 廣 しと 志 を 水産に 傾く る もの 豈勉 めざる 可 けんや 

aH<ni 本 水產會 報告』 六月 —十二月) 


漁業 ト鐵道 ノ關係 


余嘗 テ 之レヲ 新聞紙 一一 見 ル曰ク 信 州 佐 久郡ノ 或 ル小學 校 一一 於 テ敎師 一日 生徒-一問 テ曰ク 汝等蜩 ト稱ス 

ル魚ヲ 知 ルャト 生徒 一 同 首 ヲ低レ 一 人 トシ テ之 一一 答ル モノ ナシ時 一一 一 豪農 ノ 童子 某 ナルモ ノア リチヲ 

擧ケ揚 々ト シ テ闩ク 兒之レ ヲ知ル ト敎師 試. 一一 之レ ヲ答ェ シム曰 ク鲷ト ハ味噜 一一 漬ケ タル 極テ喊 味ノ者 

ナリト 諸君 ハ之レ ヲ聞テ シテ 如何 ナル 感覺ヲ 惹起 サル、 力 維新 以来 我 政府 ハ汲々 トシ テ意ヲ 西洋 文 

物ノ 採取 一一： 汪キ特 一一 運輸 交通 ノ 事業 一一 至テ ハ 海-一 汽船 ヲ通シ 陸 一一 鐵路 ヲ布キ 犬-一 舊來ノ 面目 ヲ改 メタ 
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リ然 リト雖 IH 猶 ホ前敍 ノ如キ 怪話ナ キ能ハ ス之レ 吾人 ノ常 ニ憾ミ トス ル處ナ リシ 玆 一一 我 力 太 政 {R ハ昨 

十六 年 十一 一月 廿 八日 第 W 十七 號ヲ 以テ五 年間 ヲ期シ 上 州 高 崎 ヨリ 中 仙 道 ヲ經テ 美 濃國大 15 一 迄 鐵路ヲ 布 

設ス へ キ皆ヲ 布達セ ラル 吾人 ノ 幸福 何者 カ之レ -1 如 カン 此 工事 ヲシテ 政府 豫定ノ 如 ク全ク 五 年間 ヲ以 

テ功 ヲ竣ル モノ トセ ハ 彼 ノ：； ^久 郡 ノ兒 童ノ如 キモ今 ヨリ 數年 ヲ出ス シテ 鲷ハ鰭 ヲ有シ 赤色 ヲ帶 タル 魚 

ナリト 答 フル 一一 至ラ ン 5^ シ テ然ラ ンカ 魚類 需用 ノ增 加ス ル期シ テ待ッ へ キナ リ是レ 余力 玆 -ー 此 演題 ヲ 

提出 スル 所以 ノ 元素 ナリ 

先哲 開明 ノ世ヲ 稱シテ 關係ノ 世 ト云フ 蓋シ其 ノ故ナ キー 一 非ラ ス抑 モ世ノ 開明 ナル モノ ハ 事物 ノ^ 米繁 

雜 ヲ誘フ モノ ナレ ハ^ 問 文化 ノ度 ヲ進ム ル 一一 隨テ 事業 ノ與廢 一一 就テ他 一一 變動 ヲ及ホ スノ多 キヤ 數ノ： ：！^ 

ヨリ 然ル へキナ リ去レ ハ  一 一物 ト雖 其興廢 アル 毎 一一 未 タ會テ 他 一一 關係 ヲ及サ 、ル ハァラ ス 就中 

運輸 事業 ノ如キ ハ尤モ 著シキ 勢力 ヲ有 スルモ ノト 云フへ シ首 ヲ囘ラ ノ我國 三十 年 以前 ヲ見 ョ關東 -1 戰 

亂 ノ起ル アル モ 西南 ノ人乂  〈安堵 メ各其 業ヲ^ ミ シ 二 アラス ャ然ル 一一 今日 二 至テ ハァラ ビヤべ ィ兵ヲ 

率 テ埃及 一一 入リ ータ ヒス H ス運 ：！： ヲ壅塞 スルャ 五 千 餘里ノ 外 一一 アル 我 日本人 民 ハ忽チ 其 影 稱3 ヲ蒙 リ赏 

易 市場 蠶茶ノ 價格頓 一一 其變動 ヲ來タ シ タルー 一 非ラ ス ャ 又經齊 學上ノ 論理 1 一由 レ ハ 物產ノ 價格ハ 化成 

(Tmnsfcrmation) 及ヒ 運搬 ( Transportation ) ヨリ 生 スト 請フ 此語ヲ 水產ノ 事業 一一 適用 シ 蕃殖、 捕 

獲、 販賣ノ 三 科 ーー付テ共ノ！^由ヲ辨明ス へ シ今夫 レ魚鳞 河 海 一一 群生 シ介藻 海底 一一 繁殖 ス ル モ若シ 捕 

採集 ノ法 ナカ リセ ハ 如何 是レ猶 ホ對岸 一一 遺寶 ヲ見ル 一一 異ナラ ス 3： ソ絕無 ト擇ハ ンャ义 器具 精巧 ヲ極メ 

捕 魚 充分 ナリ トス ル モ 若シ販 賫ノ路 ナカラ シメ ハ 如何 之レ 一一 價ヲ 生セ シムル r 克ハ ス何ソ 泥土 ト異ナ 

ラ ン去レ ハ 此 販路 卽チ 物" 1 運搬 ノ 利便 ナル モ ノ ハ 直接 一一 物 產ノ價 格 一一 關係ァ ル多辯 ヲ费サ ス シ テ知ル 


へ キナリ 

響 一一 北越ノ 友人 某 ノ來報 一一 ョ レ ハ 今年 ハ大畳 漁 一一 シテ 捕獲 ノ 魚類 ハ往々 海邊 一一 腐敗 シニ 尺五寸 餘ノ歸 

一 尾 -1 付 大約ー 一 厘 五毛 ナリ シ ト此時 一一 於 テ若シ 運搬 利便 ノ 方法 ヲ得 テ之レ ヲ 飛 彈信濃 地方 一一 販寶 ス ル 

トセ ンカ 一 尾 ノ爲メ 一一 數十 錢ヲ投 ノ之ヲ 購求 スル 者コ レナ シト 云フ可 カラス 叉 聞ク所 一一 ョル 一一 北海道 

一一 於テ昨 十六 年 ノ如キ ハ彼ノ 世人 ノ最 モ稱 美スル 紅縛ハ 捕獲 非常 一一 多 ク爲メ 一一 漁場-一 溢レ終 一一 ハ之ヲ 

t: 粘 一一 製 スルー 一至 レリ ト若 シ 此時 二 シテ根 室 地方 ヨリ 之ヲ 東京 一一 直輸 スルノ 便ァラ ン 力 三晝夜 ヲ經ス 

シテ直 一 I 日本 橋ノ 魚市場 一一 達 シ得レ ハ 衆人 先 ヲ爭 テ之ヲ 購求 シ タル ハ予 ノ敢テ 疑ヲ容 レサ ル所 ナリ 

前 叙ノニ 例ヲ以 テス ルモ 蕃殖 捕獲 ノ法ハ 例 令 其ノ精 好ヲ極 ムト雖 IH 運輸 ノ 利便 ヲ得ル 一一 ァ ラサ レ ハ到 

底 其ノ牧 獲物 一一 價格ヲ 生セシ ムル能 ハサ ルャ 明瞭 ナリ或 ル英人 言へ ル r ァリ 鐵道舆 テ國與 ルト眞 一一 確 

言 ト云フ 可 シ抑モ 鐵道ノ 功 能 タル 遠隔 ノ人ヲ シテ相 接近 セシム ルー ーァリ 請フ試 ミ 一一 東京 大阪間 一一 鐵道 

ノ布 i え U ヲ整 頓セ シモ ノト 假定シ 之 ヲ論セ ン - ー卽チ 東京 一 百萬ノ 住民 ハ 容易 ク太阪 三十 萬ノ 住民 ト 交通 

往来 シテ 彼我 ノ 有無 ヲ 交換 スル 宛モ 比隣 ノ如 キ思ヲ ナス 一一 至 ラン 果メ 然ラ ハ 東京 市民 一 百 萬 ノ上更 一一 

三十 萬ノ 人口 ヲ 加へ タル ト同 結果 ヲ生 スル者 ナリ故 一一 昨日 迄 ハ 一 百 萬人ノ 需要 ヲ 目的 トメ 仕 人 ヲ爲シ 

タル 者モ 今日 ヨリ ハ更 一一 百 三十 萬人ノ 需要 者 -ー 供給 スへ キノ 準備 ヲ爲サ 、ル可 カラ ス 鐵路ト 漁業 トノ 

關係 一一 至 テ モ 亦 然リ例 之 ハ 昨夕 東海 -ー 於 テ 捕獲 セ シ 魚介 ハ 今朝 信 飛 ノ 山間 一一 達 シ 曰； タ -I 北海 一一 採收 セ 

ル苔藻 ハ 夕へ 一一 之ヲ 東都 ノ 市場 一一 販クヲ 得 ルカ 故  一 I 鐵路 連終ノ 地方 ハ 假令 山間 僻陬 一一 ァリ ト雖 Hi 容易 

ク 鮮魚 ヲ食 スルヲ 得へ シ 叉海濱 漁場 一一 在テモ 餘剩ノ 物品 ヲ ノ空シ ク廢頹 腐瀾セ シムル 等 ノ憂ナ カル 可 

キ ナ リ 通常 漁村 ノ 風習 タル 捕獲 減少 ス ル片ハ 忽チ 飢餓 ノ阨 一一 陷リ 捕獲 多キ. t ハ之カ 販路 一一 困 ム之レ 乃 
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チ凶漁 一一 モ 困ミ髻 ：漁 一一 モ 亦困ム モノ ト云フ 可シ斯 ノ如キ ハー 啻タ 一一 運輸 交通 ノ便ナ キノ 致 ス所ノ ミ余曾 

テ之ヲ 銑 子港ノ 一  漁夫 ュ聞ク 曰ク若 シ此地 ヨリ 都下へ ノ 運送 時間 一 日ヲ滅 スルヲ 得ハ該 地ノ 富裕 昔 口 

一二 一悟 ス可シ ト此ー 語 ヲ以テ モ 漁 村 ノ富ハ 運輸 ノ便 一一 基ク ヲ知ル へ キナリ英國倫敦魚市ノ統計^;^ - 一由 

レ ハ鐵道 布 以前 ュ於 テノ 一  ケ 年間 ュ 輸入 セシ 魚類 ハニ 干噸 一一 過キサ リシ 一一 已ュ 鐵路ノ 利便 ヲ開 キタ 

ル 今日 11 在テ ハ 十 萬^ ノ 巨額 一一 達 セリト 又 一 千 八- rn 五十 三年 鐵道 事業 ノ未タ 幼 稀 タリ シ時ー I 當テ ハ ャ 

1 マウ ス 漁場 ョ リ倫敦 市中 二 輸入 セ シ鰊ハ 一 萬 ニ干餘 噸ナリ シ モ 一 干 八- rn 七 トー 一年 一一 至 リ鐵路 ノ數大 

一一 增加セ シ ヨリつ； 萬 一 干噸餘 トナレ リ而 ノ我國 鐵道ノ 事業 ハ未タ 隆盛 ナラ ス加 フル 一一 僅々 十餘 年問ノ 

經驗ナ ルヲ以 テ朱タ 充分 一一 其 ノ關係 ヲ見ル 二 至ラ ス ト雖 1£ 亦 稍々 此 兆候 ナキ -ー ァラ ス聞ク 相 州 小 E 原 

ハ 東京 橫濱問 ノ 鐵道 竣功 以來大 一一 舊日ノ 面目 ヲ改 メタ リト其 原因 ハ 從來駿 河 伊豆 ノ 漁夫 ハ 其捕瘦 シ タ 

ル 魚類 ヲ 東京 ュ 運送 セ ント 欲セハ 必ラ ス先ッ 相 校灘ヲ * 經テ三 崎 岬 ヲ囘リ 隅 田 川 一一 入 セサル 可 力 ラサ 

リ シ 二 八：' 日 11 至リ テ ハ卽 チ然ラ ス直 一一 小 田 原 一一 入 シ テ馬車 一一 搭シ 神奈川 一一 至 リ該地 ノ鐵道 ヲ經テ 之 

ヲ 東京 一一 輸入 スル ヲ以テ 運搬 上 無用 ノ 時間 ヲ費サ 、ルノ ミナ ラス 海上 風波 等 ノ忠ナ ク爲メ 一 一駿， 相、 

豆ノ 漁夫 ハ 一 署 獎勵セ ラレ 魚 業大ー 一進 步セシ ト云フ 

如斯 僅々 七 里 一一 足 ラサル 鐵 路能ク 三！； ノ 漁業 ヲ 獎勵セ シ モノ トス レハ 目 F 就業 中 ノ中仙 道鐵路 全ク功 

ヲ竣 ルノ： ：！ 一一  在 テハ我 邦 後來ノ  fi 業ハ其 隆盛 一一 至ル へ キ 識者 ヲ待 タス シテ知 ル可キ ナリ余 頃日 H 本鐵 

道會社 ノ 線路 ヲ熊谷 以西 一一 通セシ 以来 日々 內 地へ 向ケ 輸送 スル 魚類 ノ 數量 ヲ知 ラント 欲 シ 本會 ノ 紹介 

一一 ヨリ テ曾 テ該 社へ 其ノ 調査 ヲ依 賴シ置 キタ リシ 力 未タ其 應答ナ キー 一 由リ今 n 玆 一一 明細 ナル ii.^ 箅ヲ舉 

クル 能ハ ス左 一一 述 フル 所 ノ モノ ハ該 社員 某氏 ノ話談 一一 ョル モノ ナレ ハ未 タ全ク 其ノ眞 否ヲ ス， ル克ヮ 


スト 雖 IH 聞 ク所 一一 ョレハ  一口 平均 凡 ソト五 輛ヲ以 テ輸. 送 一一 供 スト 八/試 一一 一輛 ヲ以 テ三噸 半積ト 假定ス 

ルキハ 毎日 五十二 顺 半餘ノ 魚類 ハ 屮仙 道鐵路 ノ內 地-一 輸入 セシ者 ト云フ 叮シ是 ハ上州 新 町 マテ ノ計箅 

ナ レ ハ尙ホ 高 崎 マ テモ 延長 シ タル 今 口  二 於テ ハ 輸入 ノ額モ 亦隨テ 增加セ シ r ナラ ン 

鐵路尙 ホ 延長 シ テ^ 州大垣 一一 達シ タリ トセ ンカ朝 一一 東京 ヲ發 セハ 晚クモ 正午 一一 ハ信州 上田 或 ハ松本 一一 

着 シ其タ 一一 ハ 必ラ ス木曾 山道 ヲ過 キテ^ 州 ュ 入ルヲ 得へ シ故 一一 酷 t 者ノ 候ト雖 tii 容易 ク信飛 ノ人ヲ シ テ 

江 戶灣ノ 魚介 一一 其ノ  y 腹 ヲ飽カ シムル r ヲ得 ヘシ 、ン テ然ラ ハ 今假リ 一一 上野 ノ 人口 ヲ 五十 萬 信濃ヲ 八 

十 萬 其 他 鐵路經 過 地方 ノ 人口 ヲ 通シテ 百 二十 萬ト 見做 スキハ 從來ノ 漁業 者ハ 合計 凡ソニ *ぉ 五十 萬人ノ 

需用 者ヲ 增加シ タルモ ノト 云フ可 シ且我 日本人 民ノ 魚介 ヲ嗜ム r 恰モ 西洋人 ノ 鳥獸肉 一一 於ケ ルカ 如シ 

卓上 若シ 魚類 ヲ缺 ケハ 如何 ナル 珍味 アル モ以テ 充分 ノ醉ヲ 盡ササ ルカ 如 キ思ヲ ナス ハ是レ 我 邦人 ノ常 

態ナリ 而シテ 山間 僻邑 ノ 人民 ハ常 一一 此 魚類 ヲ味フ モノ 稀ナリ 偶々 魚類 アル モ多ク ハ瞎^ 藏或ハ 乾製ノ モ 

ノー 一過 キ ス 冒頭 一一 所謂 ル鲷ハ 味 一一  漬ケ タル 云々 ノ 答ハ應 一一 之 カ明證 タリ 然レ tii 鐵路 交通 ノロ 一一  於テ 

ハ 彼等 ヲ 、ンテ 居 ナカラ 海濱ノ 珍味 ヲ味フ 一一 至ラ シメ ハ其ノ 嗜好 ノ情ハ 海濱ノ 住民 一一 擾ル 「素 ヨリ 然ル 

へ キ害ナ ルヲ以 テ其ノ 需用 ノ 八/日 一一 倍雜ス へ キハ更 一一 疑 ナカ ル可シ 故 一一 知ル 今日 ヨリ 數年ヲ 出 テス シ 

テ鐵路 延長 シ其 ノ大阪 一一 達 スルノ 日ハ應 一一 東京 生魚 市場 ノ 繁盛 ヲ 見ルノ 日ナル コトヲ 而シテ 今日 東 京 

魚市場へ 輸入 スル 魚介 ノ價 格ヲ 撿スル -I 千葉縣 ハ凡ソ 一 百 萬圓、 神奈 川縣ハ 三十 五萬圓 靜岡縣 ハニト 

五 萬圓、 東京 府ハ 十五 萬圓、 茨城 縣ハ九 萬圓、 岩 手縣ハ 四萬圓 北海道 三縣 ハ凡ソ 八十 萬 圓此總 計大約 

二百 六十 三 萬 圓ナリ 今 東京 府內 一 百 萬 人 ノ外更 一一 此ー 一； C 五十 萬人ノ 需要 ニ供セ ン ト欲セ ハ之ヲ 如何 シ 

テ 可ナラ ン 力 今日 旣 一一 近海 一一 於テ ハ 魚 種 減少 ノ兆ァ リ蓋シ 需要 ノ增 殖ス ル 一一 隨ヒ 原物 ノ漸ク 消耗 ス ル 
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ハ 自然 ノ 理ナレ ハ世ノ 蕃殖 ま タル モノ 夫 レ之レ 一一 注意 セサル 可 カラス 故 一一 余輩 將 一一 一 百 フ鐵路 延ヒテ 漁 

業進ミ 漁業 進ンテ 魚介 減少 スト 今其ノ 一例 ヲ徵 セン 一一 彼 ノ英國 一一 於テ 一 千 八 百 十四 年頃 領^ 一一 使用 セ 

シ 「トロ ー ル」 網 (g"!^) ハ僅 一一 四十 個 一一 過 キサリ 、ンモ 鐵路增 設ノん マ 日 一一 至テハ 其ノ數 一千 §： 百 張ノ多 

キ 二 上 リシ ト以テ 魚類 ノ 減少 ヲ 推知ス ル 一一 足 ル而シ テ我邦 漁事ノ 今日 一一 倍雜シ 漁業 上 一一 變動 ヲ來ス ハ 

英國ノ 如 ク數十 年ノ後 二 ァ ラ ス 、ン テ必 ス ャ近ク 叫 五 年 ノ間ニ ァラ ン 嗚呼 今日 ハ苟 モ水產 有志.； \ 氷 ヲ以テ 

自ラ 任スル モノ  、 】3 问枕 安眠 徒ラ 二 經過ス へ キノ 日 一一 ァ ラサル ナリ 請フ試 一一 此 レ 力 豫防ノ 方按ヲ 開陳 ス 

へ シ蓋 シ之レ 無用 ノ長辯 タラサ ル ヲ信ス ル ナリ 

第一 東京 近海 ノ  業ヲ 一 曆 遠海 一一 營 ム可シ 大英國 一一 於テノ 漁業 者 ハ大約 九 萬 人-一過 キス 然ル 一一 該國 

三千 三百 萬ノ 人民 一一 供スル 一一 每年 一人 平均 四 弗 一一 價ス ルノ 魚介 ヲ以 テス 今 東京、 千 葉、 祌奈 川、 靜岡 

ノ 一 府三 縣內ノ  事專 業者 ヲ合ス レ ハ少ク モト 萬 五 干 人-一 下 ラサル 可 シ然ル 一一 其 捕據ス ル所ノ 魚介 ハ 

僅々 百 萬 人 內外ノ 東京 市：^ 一一  供 シ豐人 平均 一 ケ年 一圓 五十 錢ー 一過 キサ ルノミ 若シ我 近海 ハ英國 近海 ョ 

リ モ尙ホ 水産物 一一 乏シ ト云ハ ン 力 決 メ然ラ ス而メ 其牧額 一一 差異 ァ ル カ如キ ハ 只タ 漁撈 ノ 巧拙 ュ 由ルノ 

ミ寧 n 一  長足 一一 水產 缺乏ノ 評：.^ i ヲ下ス へ ケ ン ャ然レ 1H 人 或ハ云 ハ ン今ロ 我 近海 ュ 於テ 魚族 一一 缺 乏ヲ來 

シ タル ハ 世間 實 業者 ノ業已  一一 i 貝々 ス ル 所ナリ 決シテ 之ヲ誣 ュ へ カラス 何ソ 英國ノ 盛大 ヲ期 スル ヲ得ン 

ト蓋シ 之 レ思ハ サルノ ミ請フ 試 一一 其ノ實 際ヲ見 ョ我國 今日 ノ. 漁業 ハ舟 捭ノ便 網お：： ノ利未 タ其ノ 精 好 二 

至 ラス 故 一一 多ク ハ 近海 ヲ 漁獲 ス ル 一一 止リ 偶々 遠洋 一一 出 ツル モノ アル モ僅 一一 魴 ti 鳕等ノ 漁 事-一 過 キス 故 

一一 若シ 漁舟ヲ 改良 シ 漁具 ヲ 精製 シ 英佛ノ 法 -ー倣 ヒ其業 ヲ營ム 一一 至ラ ハ 3： ソ 彼我 今日 ノ 差異 アル ヲ生セ 

ン ャ 增加ノ 需要 一一 應スル 決 シ テ 難事 一一 ァ ラサル ナリ 


第二 前陳 ノ如キ ハ 適切 ノ 理論 二 シテ動 ス可カ ラサル ヲ信 ス雖 然尙ホ 之ヲ實 際-一 徵スル 一一 於テ ハ 多少 一 

ノ 困難 ナキ ヲ免レ ス 卽チ數 百年 來ノ 慣習 ヲ破リ 一 冁シテ 直 一一 漁 舟 漁具 等ヲ 改良 スル之 レナ リ蓋シ 物-二 

緩急 ァリ事 一一 遲 速ァリ 八/之 ヲ 鐵道ノ 布^ ト 均シク 取捨 改良 セ ン ト欲セ ハ必ス ャ 不測 ノ 患害ヲ 惹起 スルー 

ノ嫌ナ キ能ハ ス故ー 1 予ハ玆 一一 暫ク之 ヲ擱キ 第一 ーノ 法案 ヲ 提出 シテ聊 カ此急 ヲ補ハ ン トス 卽チ 各地 方餘ー 

剩ノ 魚介 ヲ 急速-東京 市場 11 輸送 スル 是ナリ   

聞ク 北米 合衆國 一一 於テ ハ近來 魚類 ヲ 消費 ス ル r 實ー I 夥シク ボストン 一一 ュ 11?.^ ク等 ノ如キ ハ其ノ 近海 一 

一一 捕 據スル 魚類 ハ以テ 市街 住民 ノ 需用- 1 供 スルー 一足 ラサル ヲ以 テ遠ク 北 歐海濱 ヨリ 之ヲ 輸入 スル！ 一  至： 一 

レリ 今那威 ノ海濱 ヨリ 米國ボ ス ト ン」 府 二 達 セント スルー ーハ 非常 ノ快早 船 ヲ以テ ス ル モ尙ホ 九 晝夜ヲ 費， 

サ 、ルヲ 得 ス然レ 近來 發明ノ 方法 一一 由レ ハ 新鮮 ノマ 、容易 一一 之 ヲ輸人 スルヲ 得ルト 云フ左 一一 其ノ方 

法ノ 大略 ヲ陳フ ヘシ  一 

第 一 魚類 運. 撳 一一 使用 ス ル船 房ハ常 一一 船ノ 前方 一一 在 テ高サ 凡 ソ十尺 幅 十 ra 尺長サ 四十 五 尺 其 結構 ハ緊ー 

密 一一 シ テ能ク 外氣ヲ 閉塞 ス{ 一生 ノ 近傍-一 一 ノ小 汽罐 ァリ 叉其ノ 一方 一一 氷 窒(觀 ？ a- 一一) ヲ具 フ房內 四面 ノ 

壁 一一 徑ー 一寸 ノ鈴管 十六 囘ノ蝶 線 狀ヲ爲 シ以テ 房內ヲ 寒冷 ナラ シ ムルノ 器トナ ス房 內ノ溫 度ハ常 一一 華氏 一 

三十 五 度 乃至 四十 度 ノ間ヲ 再 降 セシム ルヲ要 ス先ッ 生魚 ヲ房內 一一 投シ 之ヲ 密閉 シ タル 後屢々 蒸 汽璣械 一 

ヲ以テ 冷水 ヲ鈴 管-一 注射 ス管ノ 長サ凡 一 干 八 百 尺ナル ヲ以テ 冷水 還元 スルキ ハ房 內ノ空 氣爲メ 一一 冷却 一 

ス又 全管ヲ 通過 セシ 水ハ ヒ 食麇ト 氷トノ 混和物 ヲ以テ 充滿セ シ メタル 水窒ヲ 通過 セ 、ンメ 再 ヒ鈴管 -ー 

注射 ス依 テ房內 ノき氣 ハ 常 一一 寒冷 ナル ヲ以テ 魚類 腐敗 スル ノ憂ナ シ (ま spifK 秦 S 翡づ， S 一一き 斯 

ノ如 クスル fr: ハ 十日 間ノ 航路 モ差シ タル 害 ヲ蒙ム ル r ナシ ト云フ 

^治 十七 年 (1  < ，ハ SI 年)  七 五  一 


- 初期の 文 章  七 六 

第一 一 此法モ 亦冷氣 ヲ以テ 保^ スルノ 法 一一 シテ 其理ハ 第一 稀 ト異ナ ル所ナ ク只タ 空氣 ヲ以テ 房メ I： ヲ冷 

却セ シムル 一一 ァリ故 一一 蝶 線 狀ノ鈴 管 一一 代ュル 一一 一 尺^ ノ 木製 管ヲ以 テス 其 ノ房外 一一 装置 スル機 關ハ半 

馬 カノ 蒸汽カ ヲ有シ 新鮮 ノ签氣 ヲシテ 氷 窒內ヲ 通過 セシ メ而テ 後チ之 ヲ房內 一一 送リ又 一 隅 一一 管 ヲ付シ 

房 內ヲ出 ツル ャ直  一一 W ヒ氷 窒內ヲ 通過 セ シメ 復タ之 ヲ房內 一一 入ラ シ ム斯ノ 如ク晝 夜間 斷ナク 機 關ヲ使 

用シ 房内ノ 空氣ヲ シ テ塞 ナラ シ ム ルナ リ ® ねれね ル - 一) 

前陳 兩； ti  ノ實用 一一 至 テハ刖 一一 差異 ナシ ト雖モ 第一 稀 ノ法ハ 稍々 勝 レリ ト云フ 

是等ノ 方法 一一 倣ヒ 魚類 ヲ各 地方 ヨリ 東京 一一 運搬 スルキ ハ左ノ 三 利益 ヲ得 可シ第 一 新鮮 ノ 魚類 ヲ 地 -1 

輸送 シ內地 人民 ノ 需用 一一 供 スルヲ 得 第一 一 東京 近海 ノ魚種 減少 ノ憂ヲ 防 クヲ得 第三 各地 方 餘剩ノ 魚類 ヲ 

シ テ 穴-; シ ク 腐敗セ シ メス 之 一一 適 當ノ價 格 ヲ生セ シ ム ルヲ 得是レ ナリ 

以上 問陳ス ルカ 如ク 鐵路ト 漁業 ハ實 一一 重大 ノ關 係ヲ 有スル モノ  二 シテー 日 モ忽諸 二 付 ス可キ -ー アラス 

余ハ (及 二 演壇 ヲ下ル 一一 際 シ尙ホ 前敍ノ 數件ヲ 約言 シ以テ 諸君 ノ 記憶 一一 便ナ ラ シ メント ス曰 ク鐵路 一 里 

ヲ 延長 スレ ハ 漁業 亦隨テ 一 歩 ヲ進メ サル可 カラス 今 ャ我邦 鐵路ノ 建設 日-一夫 レ盛ナ リ而テ 漁業 ノ 改良 

進歩 ハ菜シ テ之 卜； 行シ得 へ キ實？ ^ァ ル ャ 諸君 請フ試 一一 之ヲ 思へ (『大 H 本 水產會 報告』 七月 サ六 H) 


豚 種 改良 論 


西洋 ノ 文明 一度 ヒ我邦 一一 進 人シテ ヨリ 百般 ノ 事業 一 ッ トシ テ 改良 ヲ 加へ サル ハナ シ 道路 ノ 改良 ァリ製 

造ノ 改良 ァリ 敎育ノ 改良 ァリテ 舊ハ以 テ必ス 改良 ヲ加 へ サルへ 力 ラサル 一一 至 レリ 論者 高尙 一一 高 尙ヲ加 

へ 近年 一一 至テ 一 種ノ 改良 論者 ァリ 演壇 一一 著述 一一 我 邦 人種改良 論ヲ 主張 スル ュ至 レリ 曰ク 事業 ノ 改良 ハ 

技 一一 シテ 人種 ノ 改良 ハ 本ナリ 人種改良 スレ ハ 事業 從テ 改良 ス へ シ何ソ 目ヲ本 一一 注キ 全體ノ 改良 ヲ畫ラ 

サルャ ト依テ 論 ヲ立テ ほ ク 宜シク 全國ノ 女子 ヲ撿シ 身 體强壯 二 シテ 婚姻 一一 適ス へキ モノー 一  ハ之ニ 鑑札 

ヲ付與 シ之ヲ 所持 セサル 婦女 ハ 他人 一一 嫁スル ヲ禁シ 叉 之 ト婚ス ル モノ モ 若干 ノ 罰金 一一 ねス へ シ然ラ ハ 

强 壯ナル 母ノミ ヲ存シ テ自 ラ强壯 ナル子 ヲ 生スル ヲ得 へ シト 又曰ク 近世 身心 共 -ー壯 健 二 シテ事 一一 望ン 

テ撓マ ス 能ク勞 ニ耐ュ ル モノ ハ卽チ r チュ ー ト 一一 ック」 ノ 種ナレ ハ無乃 口元 來 虚弱 ノ 黄人 種 一一 改良 ヲ 

加 ヘン ヨリ 直 一一 「チ ュ， -ト 二 ック」 人種 ヲ 輸入 シ 全土 一一  居住 セシム へキナ リ然レ トモ 此レ秋 津洲ヲ 外 

人 一一 渡ス 一一 均 シケレ ハ我カ 祌洲ノ 精神 ヲ存セ シメン 爲メ今 ヨリ 外人 ノ雜 婚ヲ盛 一一 シテ我 日本 ノ 男子 ヲ 

シテ盛 一一 「チュ ー トニ ック」 種ノ 婦人 ヲ妻 トシ タラン 一一 ハ其 混合 ヨリ 生スル 子孫 ハ洋人 ノ强壯 ナル身 

體 一一 我 邦 固有 ノ 精神 ヲ存シ 天晴レ 世界 ノ 好男子 ノミヲ 生 スルー 一至 ラン 是レ ー擧兩 得ノ策 一一 アラス ャト 

論者 ノ云 フ所ハ 御 尤千萬 其 論旨 一一 至リテ ハ 余輩 不學ノ 徒 ノ俄カ  一一 口 ヲ人ル へキ處 一一 ァラ ス然モ 余モ論 

者ト 同シク 子孫 ヲ貴フ モノ ナレ ハ願ク ハ余ノ 子孫 ノ 改良 モ 望マホ シケレ ハイ サ、 カ余ノ 農業 上 ノ經驗 

ヲ 諸君 一一 示シ共 一一 此 緊要 ナル 問題 ヲ 硏究セ ン ト欲ス ルナ リ 

偖人モ 動物 ナリ 隊モ 動物 ナリ人 ヲ養フ 食物 ハ最モ 豚 ヲ養フ 二 宜シ人 一一 效 アル 藥ハ豚 一一 モ亦效 ァリ其 外 

人 豚 相似 タル 處甚タ 多 シ豚ノ 智能 等 一一 至テ實 一一 人ヲ驚 カシム ルモ ノア リ豚ハ 種々 ノ藝 一一 達 スルヲ 得 或 

ハ 家屋 ノ 番人 ノ代 タル ヲ得甚 タシキ 一一 至テ ハ r ヲル ガン」 ヲ 彈スル ヲ得ル 一一 至 リシ 例 モア リ 世人 多ク 

明治 十七 年 (一八 八 四 年)  . 七 七 
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豚 ヲ以テ 痴鈍 ナ ル モ ノト 蔑視 スト 雖 IH 經験 アル 農夫 〈豚 程 淸潔ナ ル者ナ キヲ. 人類 ノ畜養 スル獸 類 

中 豚 程怜悧 ナル者 ハナ シ 請者ソ レ豚ヲ 蔑視 スル 勿レ 

—ナボ yl ォ— ン， 大帝 曾テ云 へ ルァリ 曰 ク人ハ 金 ヲ食フ 豚 ナリト 余ノ考 フル 所 一一 依レ ハ 人種 ノ 改良 モ 豚種ノ 

改良 モ 左程 一一 變リ タル モノ 一一  ハァ ラサル へ シ見ョ 方今 歐 米諸國 一一 於テ 農た ノ畜養 スル豚 種 ノ如キ ハ頭 

小 二 シ テ 體太ク 骨及ヒ 臟俯等 食用 -ー 不用 ナル 部分 ハ甚タ 小一 一 シテ 筋肉 幷 -1 脂肪 ハ殊 -1 多 シ 善良 ナル豚 

一一 至 テ ハ 全體 十分 ノ 八 ハ 皆 筋肉 ナリト 云 フ之ヲ 以テ其 祖先 ナル猪 一一 比 フレハ 其 差異 ノ 大ナル 只 歐洲人 

ト； 亞弗利 加 人ノ差 ノ如キ ニ非ス 一例 ヲ 擧ケン 一一 野猪 一一 在テ ハ頭 ノ長サ ト體ノ 長サノ 比例 ハ六卜 一 トノ 

割 ナリ然 ルー 一 改良 シ タル 「ョ ー ル クシ ャ .1」 種 一一 至テハ 十一 トー トノ 割トナ レリ 改良 モ义 甚タ シ カラ 

スャ其 食料 - 一至 テモ 又然リ 改良 ヲ 加へ タル 豚ヲ五 年間 畜養セ ン トス ルャ選 種 其 宜シキ ヲ得レ ハ 干 斤 乃 

至 干 二  .r:: 斤ノ 重量 一一 達 スルヲ 得へ シ (通常 日本 馬ノ  二倍) 野猪 ヲ同 年間 養 ハ ンカ 筋肉 僅 力-一三 四 斤 

一一 過 サルへ シ 二種 共 一一 豚 ナレ共 彼是 ノ差 亦大ナ ラス ャ 

サテ 如何 ナル法 一一 由 テ如此 改良 ヲ得ル 二 至リ シ ャ是レ 農家 一一 取 テ最モ 肝要 ナル 問題 ナリ 依テ號 ヲ逐テ 

其 改良 ノ 原因 ヲ論シ 一 ハ以テ 我邦ノ 農家 一一 吿ケニ ハ以テ 人種改良 論者 ノ參考 一一 供 セント 欲ス 

第一、 食物  ， 

隊兒 幼稚 ノ時 一一 於テ ハ其 成長 ノ 速力 ナル實 一一 驚ク 一一 堪へ タリー 日 一一 平均  一 r ホ ンド」 ノ 重量 ヲ得ル ハ 

容易 ノ事ナ リ總テ 動物 ノ 改良 ヲ計ラ ント欲 セバ其 幼稚 ノ內 一一 充分 ナル 食物 ヲ與フ へキ ナリ已 一一 成長 ノ 

度 ヲ過キ タル ャ 如何程 注意 ス ル トモ) ナ シ始ノ 一  年 ハ馬ヲ 作ルト ノ諺ァ リ卽チ 名馬 ヲ得ン トナラ ハ最 


初 一 年間 ノ 注意 一一 アル ナリ 豚種ノ 改良 モ多ク ハ 幼兒ノ 養育 法 一一 ァリ之 一一 其 骨格 ヲ 製作 スル 滋養分 ヲ與 

フルー ーァ リ卽チ 小麥、 叉 ハ 牛^ ヲ 以 テ最 モ 益ァ ル者ト ナス 學士ナ チ： ュ— ー,^ 「ャ ス曰 ク厥兒 一一 與 フル 多量 

ノ 滋養物 ヲ以テ セハ大 一一 其 頭骨 ヲ太 クス 然 レ トモ 滋養 足 ラサル. it ハ 之 一一 反 ス ト 幼稚 ノ際 一一 食物 不 足 ス 

レ ハ豚 ノ性ハ 怨恨 一一 シテ人 ヲ嫌ヒ 多食 シ テ 肥へ ス是レ 農家 ノ最 モ忌ム 所十リ 世人 多ク ハ 幼稚 ノ者 一一 良 

食ヲ與 フル ヲ思 ハサ ルハ大 ナル誤 ト云フ へ キナリ (以下 次號) C 伹、 績 槁不界 - 編者) (『六合 雜誌』 十月〕 


瑞典國 鰊 漁 發絕の 原因 


瑞典國 は 歐洲の 北方に 當り 古来 鰊 漁 を 以て 名 あり 其 南岸の ボ ハ ス ラン は歐洲 著名の 鰊 漁場に し 

て 往古より 盛に 漁 事 を 行 ひし 所な り 然るに 一 千 八 百 〇 八 年に 於て 此の 盛た る 漁業 一時に 遏み之 

を 業と する 數 萬の 漁民 は 俄に 其 生計 を 失 ひ 飢渴に 苦しむ に 至れり 於 是該國 政〕 时は學 術 家 を 遺 は 

し 其 原因 を 探り IGT び 漁業の 间 復を 謀らし めたり 今玆に 載す る 所の 說は當 時 諸 學士が 該漁廢 絶に 

關 して 主張せ し 要領 を總 括せ しもの なり 我 邦 北方 諸縣に 於ても 或は 之れ と 同様た る 事項な きに 

しも あらざる 可ければ 有志 者の 參考に 供 せんが 爲め玆 に 之 を 記す 

ボ ハ ス ランの 鰊 廢絕の 根元 を 推す に 當て數 多の 說 世に出で たり 因て 之 を T 、^すれ は卽ち 左の 如し 

甲 偶然の 原因 

S 治 十七 年 ( I 八 八 k; 年〕  七 九 


初期の 文 章  八 〇 

天罰 (一) 魔法 (二) 海水 中へ 魚類 血液の 混 人 (三) 漁夫の 苛酷 (四) 漁場の 火災 及び 近傍に 燈 

明臺の 建設 (五) 鯨 及び 海豹の 不近 (六) 鰊 魚の 性質 (七) 

乙 漁夫の 妨害に 依て 生ぜし 原因 

濫漁 (一) 産卵 場の 妨害 つ 一) 卵子の 妨害 (三) 稚魚の 妨害 (S  ^^^^^^^M^ 音響 へ£ 

差 網の 使用 (六) 漁夫の 增加 (七) 水中へ 汚物の 投入 (八) 水中に 死 魚の 殘留 及び 魚類 臟瞻 の投 

棄 S 油滓 の爲め 海の 汚濁 (、卜) 進路の 防 害 ？  一 )  ほ： irl 錢？ 

丙 天然に 生ぜし 原因 

天氣の 不良 及び 妨害物の 增加 ( 一 ) 献髑 sis 一の ほ籠 ，謦敵 魚類の 增加、 貪 a の 減少、 海底の 變 化、 

氣象 及び 水理 上の 變化等 (一 一) ば §g れ f に s^^sg^r^ 

以上 載す る 所 は 各々 鰊 漁ヒに 多少の 影響を及ぼす ことなき にあらざる 可 けれども 其內 一 として ス 

ラ ン の 漁業 を廢絕 せしめた る 原因と 思 意す るに 足る もの あらざる なり 就中 甲の €： に戟 する 所の 原因 は 

到底 探究 を 要せす 义 乙の 原因 も實地 家の. 主張す る 所な りと 雖 ども 是れ亦 基礎 未だ 十分なる 說と云 ふ 可 

からす 現に ボハズ ラダ の 海岸に 在て は 大漁の 後 鰊 魚 は 反て 例年より 多く 群集し 且つ 永く 海濱 に.^: まる 

事 あり 之に 反し 漁業 餘り 盛なら ざり し 後に 於ても 諫 魚の 群集 極めて 僅少なる 事 あり 故に 漁夫の 捕據に 

囚て鰊 魚の 群 第を妨 ぐるとの 說は 信す るに 足らざる もの i 如し 素より 漁夫が 魚類 を 害する の  一 ie?- は 多 

少 之れ なきに あら ざれ ども 爲 めに 全國の 漁業が 一 時に 廢 絶す るが 如き は 決して 之れ ある を 信ぜざる な 

り 故に 近世に 至て は 此說は 學士の 注意せ ざる 所と なれり 

奠： 敵 魚類の 增 加に. m て諫 魚の 跡 を 絡つ に 至れり との 說は稍 や 信す 可き もの、 如しと 雖 ども 若し 此說を 


して 信なら しめば 鰊 魚 は 何れの fj 場に 於ても ボ ハス ラン に 於け るが 如き 變動 たかる 可から す然れ ども 

せパ 地に 於て は 期限 を 定めて fj 業に 豊凶の 差別 ある を 以て 之 を 見れば 是等も 亦 一 の 原因なる 可 けれども； 

未だ 以て 漁業 廢絕の 根元と して 論す るに は 足らざる なり 

^料の 減少 を 根； 兀 とする の說は 學士サ ー ス 氏の 主張せ し 所な り 其 說に曰 ふ 鰊 魚の 數、 渐々 增加 すると 一 

き は 其 餌 料從て 減少 を 告げ 終に は 餌 料 其 跡 を 結たざる 可から す而 して 餌 料 其 跡 を 絶つ とき は 鰊 魚 終に 

其 所に 來 たら ざるに 至る と 若し 鰊 魚の 群來 をして 悉く 需 餌 の爲 めたら しめば 信 を 措く に 足る と雖 ども. 

^卵の 爲 めに 来る ものに は 少しも 關係 なきが 如し 然るに ボ ハ 1 ス ラ ン の fl 業 は 重 もに 産卵の 爲 めに 來るー 

辣魚を 捕獲す るに ある を 以て 見れば 此 原因 を 以て 漁業 廢 結の 難問に 答 ふる 能 はざる なり  一 

其後サ ー ス氏 再び 研究 を 經て鍊 魚の 餌 料を需 むる の 場所 は 年々 變換 する 事を發 明せ り 抑 も 鰊 魚の 食餌 

は 海水の 寒暖 其他數 多の 原因に 由て 年々 其 群集 所 を 異にする が 故に 練 魚 も 亦 其 餌 料 群集 所の 變換に 依 

て變轉 する もの なり 而し て 其 餌 料の 群集 所を變 する 原因 は 未だ 充分の 研究 を 遂げ ざれ ども 墨 其 西哥湾 

より 流る、 潮流の 變 化に 由て 生す る ものな りと 云 ふ 此說の 可否 を詳 にす るに 至て は水理 上の 研究 を：  で ％ 

ざる 可から すと 雖 ども 該說は 稍 や 信に 近き が 如し  一 

叉 或說に 由れば 諫 魚の 運 轉は重 もに 氣象 上の 變 化に 依て 来る ものな りと 云 ふ 博士 スト ロム 氏の 記す る 一 

所 を 見る に ソン ド モルの 場に 於て は諫 漁の 豊饒と 穀類の 凶作と は 反對： 一 組 行す るが 如しと 又 同氏 は 蘇" 

蘭 西海岸の 漁場に 於て 鰊 魚の 移 轉は墨 其 西哥灣 より 来る 潮流の 變 動に 關 係す る 事を說 明せ り此外 種々 一 

の說 ありと 雖 ども 一 々之 を 記せす 左に 其 最も 新 說と認 むる 所の ラン マ ン 氏の 說を擧 げ讀者 諸君の 參考ー 

に 供 せん 
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M 魚の 一 定時 期 を 以て 豊凶の 別 ある は產 卵の 爲 めに 来る 所の 魚に 止まり 決して 他の 不定，：： 時 を 以て 來 

る 小 群の 鰊 魚に は 之れ あらざる なり 故に 此變化 ある は 多分 は 鰊 魚の 數增 加す るに 由 て^する もの i 如 

. し 蓋し 竦 魚群 集の 數 非常に 增加 するとき は 隨て其 海岸の 景狀に 非常なる 變化を 生ぜり 卽ち第 一 其近邊 

に 鰊 魚の 謦敵を 招き 第一 一 飼料の 減耗 を 来たす 是 なり 此變化 は漸々 年 を 追 ふて 益々 著しく 適 當の產 卵 所 

. も 終に は 不適 當 となり 他に 場所 を需 めて 之れ に移轉 せざる 可から ざるに 至る 此の 如く 順次 變轉し 終に 

數年 を經て 再び 前年の 産卵 場に 復 すと 叉た 鰊 魚の 數增加 するとき は廣濶 なる 5? 所 を 求め 追 次 遠海に 出 

でざる 可から すと 雖 ども 亦 其 極度に 達する とき は 海中の 變 動に 依て 冉び 其數を 減じ- 冉び 海岸に 接近す 

る ものたり と 云 ふ此說 たる 素より 確然た る ものに あら ざれ ども 只 だ讀者 諸君の 參考に 供す るの み 

今 此編を 終らん とする に 臨て 鰊 魚 移轉に 係る 新 說中重 もなる もの を 舉れば 左の 如し 

甲 鰊 魚の 棲息 場 は 一個 所なる の說 

該 說に據 るに 諸國 にて 捕瘦 する 所の 練 魚 は 悉皆 一 種屬 にして 海中の 或る 場所に 接 息し 該所 を根據 とし 

て 年々 產卵 或は 需 餌の 爲 めに 諸 國の诲 沿に 移轉 する ものと せり 而 して 猶 ほ此說 を 分^して 三種と なす 

.卽 ち 第 一 鰊 魚の 根據は 北氷洋の 中心に ありとの 說 (，^^1^ル「1:れ及) 第一 一 鰊 魚の 大群 は 太陽の 運 轉に從 ひ 年 

. 中 南北に 移轉 する の說 (|^) 第三 北方に 一大 根據 ありて 此ナ、 群 海濱に 近づく とき は 定期の 漁. 菜 あり 

又 之に 附屬 する 小 群 ありて 時々 海 濱に來 り 多少の 漁業 ありとの 說 (Ig^) 是れ なり 

乙 鰊 群 は 各々 分 居す るの 說 

該說に 由れば 鰊 魚 は 決して 一 大群 居 をな す ものに あらす して 各所に 離散し 各々 其 場所より おも 近き 海 

濱を需 めて 之に 來り產 卵す る ものな りと せり 此說も 亦 一 一個に 展別 する を 得 可し 卽ち第 一 練 <p 一は 海-お 近 


く棲自 5 する の說や 第二 鰊 魚 は 遠海に 悽 息し 水面より 餘り 深から ざる 所に 游泳す るとの 說 (及び^ 

P) にして 是等は 最も 新ら しき 說 なりと す  (『大日 本 水度會 報吿』 四月 サ五 u〕 
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流 竄 錄 


一 白痴の 敎育 

去る 明治 十七 年の 秋、 余 は 奇異なる 目的 を 以て 米國に 赴け り、 そ は 他な し、 余 は 不幸に して 早くより 

基 #敎 を 信じ、 實行的 慈善事業に 顯 はる、 基督 敎の 結果 を 其 本國に 於て 見ん こと を 欲したり しなり。 

余の 費府に 至りし や、 慈善事業 を 目的と する 余の 嚢中 僅に 四 週日の 糧を餘 すの み、 宗敎の 名 を 以て は 

食物 を 求めざる べしとの 余の 決心 は 余 をして 四 週日 後の 食 を 得る の 道 を 知らし めざり き、 況んゃ 余の 

目的と する 視察 事業に 於て を や、 青年の 爲 す所槪 ね如斯 くなら ざる はなし、 其 目的の 髙 尙勇壯 なる、 

其 思慮の 淺 薄なる、 余 は家鄕 三千 里 を 去て 後に 始めて 余の 無謀に 驚きたり き。 

然れ ども 余 は 失望せ ざり き、 余の 親父 は 余 を 橫濱の 埠頭に 送りて 左の！： 詩 一 首 を 余に 餞したり、 

聞し のみ まだ 見ぬ 國に 神し あれば 

行よ 我 子よ なに 懼 るべき 

余 は 余の 守護と して 此 一 首 を 身より 離さ りき、 余 は何處 にか 暗夜に 道の 開かる-を 知れり。 

"时を 去る 事 西南 十二 哩 にして ミ" れ— f の 一市 あり、 ギレ— ゥ H ャ郡衙 の ある 處、 綠 藤の 裡、 小邱の 上に 


立てる 一市 街たり、 此處に 余の 知友の 知友 ありと 聞き 余 は大膽 にも 彼處に 赴け り、 彼 は！！ からざる 親 

切 を 以て 漂泊の 一 外人 を 待遇せ り、 余 は 一 夜 を 彼の 家の ra 階樓 上、 雜貨の 堆積せ る 内に 過せ り、 明日 

の 配慮 は 明日に 讓り、 余 は 萬 里の 旅の 疲勞に 依って 平安なる 一 夜 を 彼の 屋 下に 過ごしたり。 

翌朝 東大 を 望む に ー窪地を經て彼方に石造の大厦^^々として羅列するぁり、 病院 か、 學校 か、 或は 天 

主教の 寺院な らん か は 知ら ざれ ども、 何れに しろ 一見 舞を與 ふるの 價値 ある ものと 信ぜり、 余 は 知ら 

ざり し此 建築物 こそ 余に 海外 在留 四 年 問の 保護 を與 へ、 爾来 十 年 一 日の 如く 彼が 死に 至る 迄 余の 親友 

辯 護 者た るべき 人 を 宿せし 所 なれと は。 

朝飯 後 余 は.^、 人と 共に 對 谷の 大 厦を訪 へり、 是 たん， S ちべ ンシ ルバ 一一 ャ 州の 州 立に か、 る， 円 痴院 にし 

て 其 院長 ドクトル、 力，. - リン 氏なる もの こそ 神經病 學專門 家と して、 病院 組織の 先導者と して 米國刀 

圭社會 に錚々 の 名 ありし 人たり けれ。 

余の 彼を訪 ひしゃ 初冬 寒 未だ 嚴 ならざる も 薄雪 已に 近郊 を 覆 ふの 時な りき、 院長 は 執務中の 故 を 以て 

余に 乞 ふに 暫時 應接 間に 於て 彼 を 待たん こと を 以てせり、 然れ ども 彼 は 緩々 余と 共に 談 ぜん 事 を 欲す 

れば 余の 友人 は 先 づ余を 遣して 去るべき 事を傳 へたり、 余の 友人 は 去りぬ、 余 は 獨り廣 間に 遺されぬ、 

事の 如何に 成り 行かん 乎、 余 は 配慮して 止 まざりき。 

暫くして 踏 音 高く 應接 間に 人の 近づく を 聞け り、 戶を 開いて 入り 来りし 人 を 見れば 五十 歳 前後と 覺し 

き 一 紳士に して 脣邊に 溢る、 ばかりの 愛嬌 を 含み、 余に 近づき 握手して 余の 能く 彼 を 訪問せ し を 語り、 

然る 後 余の 乎 を 取りて 南 窓の F に橫 はりし 長椅子の 上に 導き、 彼 も 直に 余の 左に 座し、 右手 を 伸して 

余の 肩 を 抱き、 然る 後 余に 語りて 曰く、 
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君 は 河の： ：！： 的 を 以て 我 國に來 りし や 

と、 余 は-::!! ながらに 吿 ぐるに 實を 以てせり、 彼 は 余の 面 を 見 詰ながら 不完全なる 英語 を 以て 語れる 余 

の 來歷を 聞け り、 而 して 曰く、 

君 今 別に 居るべき の 家な からん、 クリスマス 祭 匕に 近き にあり、 君先づ 一週間 余と 共に 居れよ、 

君の 荷物 は に 馬車 を 遣して 取 寄すべし、 君 は 此處に て 可たり 

と、 余 は 彼の 親切に 奪 はれたり、 余 は r ィ HI ス」 の 語より 外に 彼に 返す の 語な かりき。 

玆に 於て 余 は 彼の 客と なりたり、 余 は 直に 鍵 一箇 を 授けられたり、 そは院 則と して 人 りに 院內 を彷 

？ 佳 する を 許さす、 役員に 限り 鍵 を 持す る を 得るな り、 而 して 新 客の 余に 此特權 を附與 せられし は其內 

に 或る 意味の 含有 せらる & 事と 覺 へ たり。 

夕飯の 席に 院長 余に 語て 曰く 「曾て 貴 國の敎 育 視察 官田中 不二 麼氏當 館を訪 はれたり、 其 時 本院の 寫 

眞 一 枚を呈 したりき」 と、 以て 頻りに 同情 を 我 邦の 敎 育に 表せり、 食 終て 彼 は 余 を 就眠 i ゆの 「讚美 會」 

に 導び き 行き、 入院 者 wfn 餘 名の 前にて 日本より 珍客 ある を吿 げ、 行儀 を 正して 外 賓を迎 へん 事を以 

てせ り、 ：： だれ 實にー 貧 生の 受く ベから ざるの 待遇、 余 は 夢の 如きの 感 ありて 惟 心に 恥づ るの みなりき. 

斯 くして 余 は數日 彼と 共に 留まりき、 余 は クリス マスの 饗 筵に 與 かりたり、 < ^は 略 ぼ 院規を 悟る を 得" 

已に 余の 目的の 一部 を 遂げし を歡 ベり、 院長 一日 余 を 事務室に 擁し、 問 ふて 曰く 

君 は 本館の 雇人た るの 意 なきや、 君 は 云 ふ 君 は 曾て 日本 政府の 役員な りしと、 然れ ども 君の 目的 

の 如く llf^ 若し 慈善事業 を學 ばんと 欲せば 先づ 最下 等の 位置より 始 むる の覺悟 なかる ベから す、 君 

は此 位置に ド るの 謙 邏を 有する や 


と、 余 は 答 へ て：： へ り、 

是れ < ^の =取も 欲する 所、 下賤の 業 を 採る に 於て は 余の 豫め 期せし 所な り、 閣下に して 余 を 使役せ 

らる、 の 意 あらば 余の 幸福 之に 勝るな し 

と、 依て 卽 時に 余 は ペン シ ルバ 一一 ャ州 s 痴院の 雇人と なれり、 意志の 存 する 處 には途 あり、 余 をして 

爱に 至らし めしもの、 嗚呼 之 を 天と ゃ稱 はん、 神と ゃ稱 はん。 

余 は爱に 慈善 院 (Igtituticn) 組織の 一 斑 を 述べざる ベから す。 

院政 は 商議員 會 (Beard  of  Trustees) の 手に 在り、 是れ 全責任 を 有する 一 團體 にして 州 中 (殊に 費 

府 近傍) の 有力者に して 慈善事業の 熱心 家 を 以て 組織 せらる、 有名なる 慈善家 ドクトル、 エル ゥヰン 

の 如き、 富豪 サム エル、 コ 口  ！• ザルの 如き、 日本 最負を 以て 有名な りし ゥヰ スタ ー、 モリス 氏の 如き. 

は 過去 三十 年間 名 を 委員 簿 より 絶ちし 事な し、 以て 人民 共同 事業なる 此 慈善 院の 基礎 堅 同なる を 知る. 

を 得べ い。 

院長 は 商議員 會の 指名す る 所、 彼 は 直に 此團體 に對し 責任 を 有す、 彼は院 務全體 の總理 にして 院内に 

00000000000  0000000000000000 

於け る 無限の 横 力 は 彼の 掌中に あり、 彼 は實に 院內の 船長な り、 自由 を 以て 世界に 誇稱 する 米 國に於 

て 如 斯獨裁 者 ありと は 余輩 東洋人の 推測し 能 はざる 所な り、 彼 は院內 雇人 百餘 名の 進退 黜陟を 自由に 

し 得べ し、 彼 は 豫箅の 許す 限り は院領 一千 H 1 クルの 地面 を 如何に 變更 する も 可な り、 院內 一千 有餘 

名の 生命 は實に 彼の 手中に 在りと 稱 する も 不可な きなり。 

院長に 次で 勢力 ある もの を院 母な りと す、 彼女 は 女子 部の 總理 にして 全院の 母な り、 彼女の 權^ に宏 

ff  0  八 七 
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犬なる 洗濯 窒 あり、 裁縫 室 あり、 衣類、 靴、 帽は 悉く 彼女の 檢 閱を經 ざるべ からす、 彼女の 意に 逆 ふ 

は 危險た A り、 院長 彼 自身 も 時には 彼女の 譴責 を 蒙る こと あれば なり。 

院長の ドに 助手 (醫士 )  二 名 あり、 院務 を分擔 す、 未来の 院長 多く は此 助手より 成る、 故に 簿給 にし 

て 事務 多端なる も 忍んで 十數 年間 を此 卑賤なる 位置に 過す もの 多し、 現 iii 院長 ^ トル 、—バ  11 氏 は 余 

の 在 院の時 は 下役の 一 醫員 なりし なり。 

會計、 書記、 敎員等 役員の 最多 數は 婦人な り、 惟り 「クラ ー ク」 (桥 頭) のみ sf^ 子に して 重に 食 糠 口 i の 

調達に 從 事す。 

以上 を稱 して 役員と なす、 彼等に 特種の 待遇 あり、 膳部 を 異にし、 各自 房 窒を給 せらる、 以下 を總稱 

して 「アツ テン ダン ト」 と 云 ふ、 普通 病院の 病人の 如き もの、 監獄 署の押 丁と 彷彿たり、 彼等の 職 

は 直接に 人院 者に 接する にあり、 衣食の^ 話、 寢 窒の氣 付け、 患者の 頭巔 より 趾 尾に 至る 迄に 注意す- 

故に 普通 敎育を 有する ものにして 此職 にある もの は 稀な り、 多く は 愛蘭 人に して 正直 一 方 を 除きて は 

他に 取るべきな きものの 從事 する 所た る を 見たり、 看護人 大凡 七十 名 あり、 入院 者 卜 名に 付き 一名の 

割合な り。 

以上 は 病院 組織な り、 然れ ども 白痴 其 物が 余の 讀者 最多 數の 解せ ざる 所な らんと^す.' 由痴 と は-五： 人 

の 通常 「馬鹿」 と稱 する もの、 歐洲に 於け る 古来の 定則に 依れば 單數 二十 以上 を算へ 得ざる もの を以 

て 白痴と なすと 云へ り、 然れ ども 是れ必 すし も 然るに あらす、 勿論 數理 的觀 念の 缺乏 はお 痴の 最大 特 

徵な るに 相違な し、 最下 等の 者の 中に 四より 以上 を算へ 得ざる もの 多し、 其 最上 等と 稱 する 者の 巾に 

簡易なる 分數を 解し 得る もの あり、 三桁 以上の 除 箅は餘 程 困難なる が 如し。 


佛國 有名 の ，：！： 痴病專 門 家なる 故 H ドヮ ー ド、 セグゥ ヰ ン氏は ね 痴病 の 原因 を以 て 祌經 機能 發育 の ^碍 

に 在りと せり、 而 して 其^ 碍 たる や 或は 內 部より する あり 或は 外部より する あり、 或は 聽、 ig、 觸等 

の 特^ 感 能に 止まる 事 あり、 或は 神經 組織 全體に 及び 全身の 不能 を 生す る 事 あり、 故に 白痴 病なる も 

の は 其 1^ 域を定 むる 事 甚だ 難し、 ュ —ク リツ ドの 第一 書 を 自明 理 として 解せ し アイザック、 一一 ュ，' 卜 

ン より 見れば 吾人 普通人 間 もお 痴 患者の 內に 算入せられ しゃも 計る ベから す、 普通 智能 を 有せざる 人 

…^！ 來の 愚人… 人間の 廢物… 是れ 白痴な り。 

今 入院 者 一 一三の 狀を 記さん に、 

一は クラ ー レンス 某な り、 啞 たり、 年 十六に して 其 智覺は 五 歳の 小兒に 及ばす、 彼の 感覺は 甚だ 鈍な 

り、 唯一 感 能の 鋭敏 傍人 を 驚かす あり、 則ち 彼の 食慾な り、 腹滿 ちて 彼の 顏貌 常に 喜樂 あり、 飯 鐘 響 

き 渡りて 人の 食堂に 向 ふ を 見る や 痴鈍なる 彼に 敏捷 制すべからざる あり、 彼は眞 正の 製 糞 機械た るに 

過ぎす、 彼 を 制する の 道單に 彼の 食を滅 する にある のみ。 

二 は ォス， ^—ー 某な り、 啞 なり、 年 十八 九に して 身の 丈け 十 年 未 滿の小 兒と見 ゆ、 彼の 食慾 は クラ ー レ 

ンスの 及ぶ 所に あらす、 彼の 食 机に 對 する や 先 づ雨手 を 以て 自己の 部分 を 喰ひ盡 し、 少しも 之 を 咀嚼 

せす して 呑 下す、 胃腑滿 つれば 之 を^ 吐し、 嘔吐して 後 直に 隣人の 食に 及ぶ、 其 猛烈なる 眼光 は 余輩 

看護人 をして 戰慄 せし むる に 足る、 然れ ども 彼 は 全く 愚なら す、 彼に 一 の道樂 あり、 卽ち 女の 衣服よ 
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り 留め針 を 盜み來 りて 手の甲 を 刺し 以て 出血す る を 見て 樂 しむに あり、 故に 彼の 看護人 は 常に 目 を： yi. 

で 彼の 留め針 を 得 ざらん 事を勉 む、 然れ ども 毎夜 靴を脫 して 床に 就かし めんと する に 際し 彼の 靴下 を 

檢す るに m 五本の 留 針の あらざる はたし、 余に 數囘 彼が 留針を 得る の 術 を傍觀 せり、 彼 は 看護人の HI 
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を 盗み，：：： 痴の 女子に して 最も 軟弱なる もの を 目掛け、 徐 かに 背後に 至り、 急に 彼女の 襟元 を 攫み、 +肚 

ちに 其 胸間の 留め針 を 奪 ふなり、 其 手際の 迅速なる、 被害者の 聲を擧 げて援 を 乞 ふ 時 は 獲物 は 巳に 小 

强盜の 掌中に あり、 彼は院 中の 魔 鬼な りき、 彼が 食物^ 滯の爲 め 終に 死に 至りし や、 余 翠は攝 理が早 

く 彼の 苦痛 を 去り 叉 彼の. 同胞 を累 はさ ぐるに 至りし を 感謝した りき。 

三 はハリ ー 某な り、 可愛の 一 少年、 彼 を 知らざる もの は 彼 を 以て 白痴と 認 むる ものな し、 彼の 數學は 

分 數の雜 題 を 解す る を 得べ し、 彼 亦 音曲の 技に 富み、 能く 群 童 を 導く の才 あり、 然れ ども 彼 は， U 痴な 

りし、 彼 は 普通 道德を 解す るの 力 を 有せ ざり き、 卽ち盜 む 事 を 以て 惡 事と 信す る を 得 ざり き、 盜む事 

は 罰 を 彼の 身に 來すを 知る が 故に 看護人の 目前に 於て は盜 まざりき、 然れ ども 人目の 達せざる 所に 於 

て 一物の 盜 むべき あれば 彼は盜 まで は 止 まざりき. 彼の 病は盜 むに あり、 彼 は其惡 事なる を 解す る 能 

はす、 彼 は 反って 盗む を 以て 惡 事と 見做す 普通人 問 を 疑 ふて 止 まざりき" 

g: は アン -11 某な り、 十三 四の 可憐； 1 思の 一 少女、 其 無害なる 一 も 院內に 止め 置く の 必要な きが 如し、 

只 見る 時々 人に 面して 彼女の 心情 を 語る に 際し、 此^の 罪惡に 沈淪し 人類が 上帝に 捨てられし を 以て 

し、 只 未来の 救^ あるの み を 歎す る を 聞く に 及んで は、 彼女 自身が 人類 墮落 の實證 なる を 以て 聞く も 

の をして 坐ろ に 衣 を-まさしむ。 

五はル ー— シ； 1^ なり、 十六 七 歳 肥滿の 女子、 其 面相 は 般若の 化身と 稱 する を 以て 最も 適當 たらん、 彼 

女の 兩^ は 釣り 上りて 西洋の 畫ェの 手に 成りし 日本人の 眼の 如し、 彼女の 口 は 裂けて 耳より 耳に 至り、 

其 稀薄 淡色の 毛髮は 中央より 別れて 左右に 垂る、 殊に 彼女の 全體 より 一 種 異様の 臭 氣の發 する あり 

(余 は 口木の 味嗜の 腐敗す る臭氣 なりと 覺 えたり、 白痴 忠 者に 此臭 氣を發 する もの は 甚だ 多し)、 彼 


女の 氣 _K に 亦 忍ぶべからざる もの あり、 彼女の 心緒 一 たび 亂 るれば 三人の 看護人 は 彼女 を 制する 能 は 

す、 其駕誉 の聲は 全院に 響き渡り、 其 醜狀は 見る ものに 嘔吐の 感を 起さし む、 世に 醜 婦てふ もの あれ 

ば 彼女 は是 なり、 然れ ども ル ー シ ー 全く 不生産的に あらす、 彼女の 氣分 定かなる 時 は 彼女 は 洗濯 室に 

於け る 有用なる 助手な り、 彼女 亦た 愛橋な きに あらす、 余 は 偶々 新英洲 より 歸る、 ル ー シ， 1 は 余 を 記 

憶せ り、 彼女 は 余 を 洗濯 窒の 階下に 擁して 曰 ふ r 內村 君よ 余 は 君 を懷ふ 久し、 余 は 君に 向て 數囘の 書 

狀を發 せし と 思 ふ、 君 何故に 余に 返 辭を賜 は ざり しゃ」 と、 余 は 曰 ふ 「ル ー シ ー よ、 余の 不注意 を 免 

せよ、 余 は以來 は汝の 厚意 を酬 ゆる 事 を 怠らざる べし」 と、 ル ー シ ー 得々 然 たり、 抱腹絶倒の 內 亦た 

無量の 淚なき 能 はす。 

是れ 入院患者 三 の 例に 過ぎす、 如斯 きもの 七 百、 一 大家族と なりて 一 院四楝 の內に 集まる、 其 日常 

の 景況 想 ふべ し、 無限の 悲歎、 無限の 滑稽、 院内 亦 一種 異様の 快樂 なきに あらす。 

本  * 

,u 痴院の 目的 は 三な り 

1、 是 等祌經 機能 發 育の 妨 阻せられ し 者 を 取り、 特種の 方法 を 以て 此妨阻 を 排除し、.， 規則的 發育 を- 

促が すに あり。 

二、 是 等ん 類 中の 廢棄物 を 看守し、 一方に は 無情 社會の 嘲弄より 保護し、 他方に は 男女 兩性を 相互 

より 遮斷 して 彼等の 缺點 をして 後世に 傳へ ざら しむる にあり。 

三、 是等 社會の 妨害物 を 一所に 直め、 一方に は 社 會を其 煩累より 免 がれし め、 他方に は 適宜の 訓等 

の 下に 彼等 をして 其 資 袷の 一部 を 補 はしむ るに あり。 
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余 は先づ 看護人と して 本院に 雇 ひ 入れられたり、 余の 職務 は 白痴 二十 二 名 を 預かり、 之に 衣食 寐 浴の 

世話 を與 ふるに ありき、 而 して 余が 白痴 敎 育の 原理に 達せん が爲 めに 院長 は 余 をして 獨逸 婦人 某の 助 

手たら しめ、 彼女と 共に 最下 級 生 (卽 ち單數 四 個 以上 を算へ 得ざる もの) 四十 餘名を 分配して 敎授た 

さしめ たり、 余 は 明治 十八 年 一月 一日より 此 i^, 職に 就けり、 而 して 爾来 三 ヶ月 間 は 余の 未だ 曾て 味 は 

ざる 生；^ の苦戰 なりき。 

余 は 先 づ敎授 上の 實驗 より 談 すべし、 敎授の 課目 は 大凡 左の 如し、 

1、 行狀— 重に 靜肅 なる を敎 ふ、 そ は 彼等 は 五分 間と 同時に 平靖 なる を 得 ざれば なり、 彼等 をして 

十五 分^ 乎 を 組みて I 酣肅 たらしむ るの 敎師は 熟練の ものと 云 はざる を 得す。 

二、 色分け I 靑黄赤 白 黑の別 を 知らし むる にあり、 白と 黑とは 容易に 別つ を 得べ し、 然れ ども 靑と 

m 一と は 稍 や 難き が 如し、 紫と 靑 との 如き、 黃と授 色との 如き は 最も 難題な り、 之を敎 ふるに 色 

鈕釦を 以てす、 彼等 をして 同色の もの を 一糸に 繁 がしむ。 

三、 算數 なり— 最下 等の もの は §: を 超 ゆる 能 はす、 最上 等の もの は 阻 滞た しに 二十 迄算へ 得る もの 

あり、 書物 を 取りて 其 四隅 ある を 知らし め、 男女 を 雨 別して 互に 其 數を算 へしむ、 一時間 を 消 

費して 先づ滯 りなく 十を算 へしめ たりと 思 ひ、 尙ほ 一時間 を經て 彼等 を 試 むれば、 八 を 五の 前 

に 置く あり、 六 を 九の 後に 言 ふ あり、 然れ ども 疳瘤は 起す ベから す、 (议 た挥び 試みん のみ。 

四、 ^先の 鍛練な り— 釘 を 平板に 穿ちた る 穴に 差し込ま しむ、 女子 部に 於て は 針の 穴に 糸 を 通す の 

法を敎 ふる を 以て 專 とす。 

其 他 概ね 如斯、 其氣 長の 仕事た る 察すべし * 余の 受 持の 級 中 余の 特別の 注意 を惹 きし もの 二人 ありき- 


一は 前述の ォス 力-' 某なる 留針狂 貪食 漢 なり、 他 はハリ ー 某なる 猿猴 的小兒 なりき、 余 は 非常の イン 

テ レスト を 以て 此兒を 研究せ り、 そ は ^ は 猿が 進化して 人間と なりし ものに あらす して 人間が 退化し 

彼の 面貌の 猿猴 的なる は 一目瞭然たり、 然れ ども 彼の 行爲に 於て は 

尙ほ ー曆其 然る を 見たり、 其 床に 就く や 前方に 身 を 鞠め、 ^衣 を 背部に 纏 ふ を 勉めて 腹部に 意 を 留め 

ざる は 健かに 猿猴 的な り、 彼の 物 を 食す る や 先， づ之を 手に し、 八方より 之 を 眺め、 然る 後一 意 を 之に 

注射して 食す るの 狀も 猿猴 的な り、 而 して 彼の 擬似 的 傾向に 至りて は 彼の 全く 猿猴 族の 親類た るを證 

する に 足れり。 

余 は 一 日 彼 を 試みん ために 余 をして 全く 彼の 自由に 任したり、 而 して 彼が 如何にして 余を處 する 乎 を 

兑 たり、 彼 は先づ 余の 頭 を 撫でて 頻りに 余の 靜肅 にして 彼の 意に 順 ふ を 讚め 立てたり (余が 常に 彼に 

向て 爲 すの 狀 なり)、 然る 後に 余 を 引立てたり、 余 は 彼の 命す る 儘に 行けり、 彼 は 余 を 伴 ひて 敎 場の 

附屬窒 にして 一 日 一 囘小兒 に分與 すべき パ ン 菓子の 貯へ ある 所に 連れ 行けり、 彼 は 余に 命じて 曰へ り 

「汝 夫の 箱 を 取り 卸ろ せ」 と、 余 は 彼の 命に 從 へり、 彼 は 亦た 大に 余の 從順を 讚め 立てたり、 曰く 

「ュ ー、 グ ー、 ボイ」 と、 彼 は 夥多の 菓子 を 彼の 雨 衣囊の 中に 取込みたり、 而 して 余に 向て 曰く 「汝 

に此 一 個 を 給す、 一 温順し く あれ」 と、 余は默 して 彼の 爲 さんと する 所に 注意せ り、 彼 は 面 を 余より 反 

け、 不知 眞 似して 嚢中の 菓子 を 取 出し 將に 一 々之 を 平らげん とせり、 時に 余 は 聲を勵 まして 曰く  r ハ， 

リ ー ょ汝は 盗賊な り、 汝は之 を 食す ベから す」 と、 彼 は 朱色 を 面に 漲らして 發怒 せり、 恰 かも 淺 草の 

奥山に 於け る 猿に 與 へんと する 菓物 を轉 じて 與へ ざり し 時の 狀に 少しも 異なる 事な し、 余 は 試 驗を終 

りたり、 怒れる ハリ ー は沬を 吹きたがら 彼の 席に 歸れ り、 而 して 彼の 不氣嫌 は 終日に 涉 りたり。 一 
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本  *  本 

余の 看護 的 職務 は 授業 的 職務の 如く 學術的 趣味 を 有せ ざり き、 一 一十 餘の自 1{J.^ き.^ ひか i を 取极ふ 

は 決して 容易の 業に あらす、 彼等 は 朝夕 口 を 嗽ぐ の 要と 快と を 知らす (彼等 大概 十五 歳 以上な り)、 

故に 傍に 付き纏 ひて 一 々口中 を撿査 せざる を 得す、 彼等 は 糞尿 を 床 中に 遺す も 若し 他人の 注意 を 加 ふ 

るに あら ざれば 何日たり とも 之に 安す る ものな り、 故に； 母 朝 厳しく 彼等の 寐 臺を檢 めざるべ からす、 

彼等 は 無理に 浴 中に 投ぜら る k にあら ざれば 何年 間な りと も 自己の 垢に 安す る ものな り、 故に 彼等 を 

浴 中に 押し込み、 刷 ff もて 彼等 を 擦らざる ベから す、 而 して 無 資 任なる 彼等に して 看護人の 不注意よ 

り 疾病に 揺る もの ありと せんか、 其 責は皆 吾人の 頭上に 来りて 彼等に 到らす、 朝夕 房內の 瘦暖を 調和 

せざる ベから す、 空 氣の 流通に 注意せ ざるべ からす、 1^ 虱の 征伐に 從事 せざる ベから す、 看護人 は 彼 

等の 奴隸 なり、 彼等 若し 普通の 病 者に して 身體 不自由の 爲に 病床に ある ものな らん か、 r 什-人 は 能く 彼 

等の 爲に 忍ぶ を 得ん、 然れ ども 彼等 は强壯 なる 一 人前の 人 問な り、 彼等の 4 は 只に 責任 を 知らざる 

あり、 か是 てか眞 正の 耐忍は 要せら る. X なり、 於是か 論理的の 德義も 宗敎も 無用に 歸 するな い、 此場 

合に 於て 益 を 得し もの は 彼等に あらす して 余 自身な りき。 

院則 として 院長の 許可な くして 笞杖的 證責を 入院 者に 加 ふる を 得す、 故に 如何に 無 禮を加 へらる k も、 

靴 もて 獄ら る、 も、 唾 吐かる X も * 余 は 小羊の 如くに 忍ばざる を 得す、 責任 を 知らざる もの を 感化す 

0OOOO00OOC0C0OO0OO  OO0OOOOOO0O 

るに 道德的 感化 力 を 以てせざる ベから す、 殆んど 無理 相談と 稱 して 可な り、 然 りと 雖 も道德 的 感化 力 

は 彼等に 於け る も 最大 勢力な り、 而 して 院 則の 此に 出し もの は確實 なる 經驗に 基き しもの なり、 費府 

の瘋歸 院長 故 キルク I ブ I 一 K 丫ト氏 は 彼の 息 者に 接する に 常に 君子の 禮を 以てし、 瘋癒 者なる の 故 を 以て . 


彼等に 對し 虚言 を 吐きし 事な く、 亦た 彼の 配下に 立つ 役員 雇人 等に 至る 迄 皆 悉く 此規 を间く 守らし め 

たりと 云 ふ、 白痴 亦た 然り、 彼等の 無智なる は 彼等 をして 親切に 對し 無感覺 ならしめ ざるな り、 吾人 

一度 彼等の 依り 賴む 所と ならん 乎、 彼等に 優りて 愛すべき もの は 余 は 未だ 他に 知らざる なり、 是れ， ：： 

痴 看護 事業 に 於て 希望 の 存す る處な り 。 

然れ ども 彼等 は 容易に 昵 まざるな り、 此故を 以て 本院の 雇員に して 三ケ： T 以內に 解雇 を 願 ひ ST つる も 

の 多し、 そ は 彼等 は 未だ 其 苦の み を 知て 其 快樂を 知る に 至ら ざれば なり、 然れ ども 三 ヶ月 以上 を經て 

一た び 白痴に 愛せら る、 の 快 を 知る に 至らん 乎、 彼等 は 永く 留まらん 事 を 願 ひて 止ます、 役〕 貝に して 

二十 五 年 を 院內に 過ごせし もの I- なから す、 看護人に して 十 年 以上の もの 亦 多し、 戰爭 は最始 の三ケ 

月に あり、 是れ 白痴 敎育 事業の 皮切りな り 

讀 者よ、 一個の 大和 男子、 殊に 生來餘 り外國 人と 快から ざる 日本 i_ 円 年が 直に 化して 米國 白痴 院 看護人 

と爲 りし を 想像せ よ、 彼 は 朝夕 是等 下劣の 米國 人の 纖 尿の^ 話 迄 命ぜられ たりと 察せよ、 彼 は 古も碌 

碌 廻らざる 彼 國社會 の廢棄 物に 「ジャップ」 を 以て 呼ばれし と 知れ、 而 して 彼 は院 則に 依りて、 軟： め 

なる 同胞に 對 する 義務に 依て、 彼の 宗敎其 物に 依て、 抵抗 を 全く 禁止され し を 想 ひ 見よ、 余 は 自身 も 

白痴に あらざる 乎 を 疑 ひたり、 余 は狂氣 せし が 故に 醉與 にも 如 此き業 を 選み しかと 疑へ り。 

一 日日 曜日な りき、 余の 當直 日曜に して 三十 餘 名の 最も 御し 難き ，H 痴は 終日 看護の 爲に 余に 託せられ 

たり、 余 は 手 を換へ 品を替 へて 此 困難た る 一 日 を 消費 せんと 勉 めたり、 白痴 を 御す る は 羊 群 を. くが 

如し、 全 群 列 を 正して 步を 進む る 時 は 一 の 難事 あるな し、 然れ ども 一頭 迷 ひて 規道を 失 はん 乎、 全 群 

の 混 雜名狀 すべから ざるに 至る、 此 日ー兒 あり ダニ，"， こ稱 す、 其 不敬 不順 延 ひて 全級に 及ぼし、 終日 
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錯亂を 極めて， しみぬ、 余の 憤慨 亦た 常の 如きに あらす、 余 は 竊に彼 を 近郊の 林 中に 引出し 人知れ すし 

て 鞭 仗 を 彼に 加 へんと 思へ り、 然れど 日 は 安息日な り、 怒るべき 日に あらす、 依て 余 は 基督 信徒の 本 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0 つ 0  0  0  C  0  0  0  0  0 で .0  0  .C-  CJ- つ. P 、で 0  、  ，？、  -0  9-,£>  0  9  *o  .0. 

性に 立 返れり、 余 は 其 日の 泥 雜の責 を 余の 身に 引受け 一 囘の斷 食 を 行 ふに 汄 せり 依て 全級に 吿 けて 

0  C 

m  く， 

今日の ダ 一一 ー の 行 狀は嚴 罰 を 加 ふるに 價 値す、 然れ ども 此日 安息日に 當り余 は 彼 を 罰する に 忍び 

す、 故に 余 は 彼の 爲に令 夕の 食 を 斷ちダ 一一，' を 許さん 

と • 白痴の 全 群 一人と して 余の 言 を 信す る ものな し、 彼等 は 平常の 如く 食堂に 下り、 滿 股して 歸り來 

り、 ダ> を コネつ X 床に 就けり。 

然るに 賄 方の 役員 余の 皿に 手の 付き 居らざる を 怪み來 りて 病の 故 を 以て 食せ ざる や を 問 ふ、 余 は 答 ふ 

るに 其然ら ざる を 以てす、 此事院 母の 耳に 達す、 彼女 は 料理 を 調へ て 八 水の 房に 至り 食を勸 めて 止ます、 

余 は 固く 辭 して 受け ざり き、 余 は 終に 夕飯た しに 床に 就きたり。 

翌朝に 至り 事院. s の 評判と なれり、 曰く ダ 一一 ー なる もの 彼の 看護人 をして 彼の 爲 めに 斷食 せしめたり、 

不 5^ 之より 犬なる はなしと、 ダ 一一 1 '密に 余に 來り 余に 問 ふに 其事實 なりし ゃを以 す、 余 は 其 然る を 答 

ふ、 彼の 窮迫 今 は 首 はん 方な し、 忽ちに して 余 は， H 痴の 一 群が 會議を 間く を 見たり、 依て 近寄りて 其 

議事 を 聞く に 余と ダ 一一 ー とに 關 する 件な りき、 彼等の 一 人 r 眇 目の ジ， ヨリ ジ I」 は 議案 を 提出して：：！ く、 

我等の 一人 ダ 一一，.. は 自ら 罪 を 犯して 彼の 看護人た る內村 氏に 斷食 せしめたり、 我等 は 雨 來如斯 き 

もの を 我等の 友と 呼ぶ 能 はす、 彼 を 院長に 吿訴し 我等の 級內 より 彼 を 放逐 せんとす る もの は 起立 

して 同意 を 表すべし 


と、 全會 一 の 異議た く總 起立 を 以て ダ 一一 1- 追放に 議決す、 彼等 は r 驄馬の M ベ ン」 と稱 する 一 人を總 

代と して 議決の 件 を 院長に 奏せし む、 院長 は に 之 を 受納し、 卽日ダ 一一 ー を 下級に 落し、 尙ほ 一 囘の 

絶食 を 命じ、 終に 事の 治まる に 至れり (米 國人は c 痴に 至る 迄 事 を議 する に 議院 法に 依る こと を 察す 

べし)、 余の 此ー囘 の 絶食 は 余が 在米 四 年 問の ホ ー ムを 造り 出す の 基な りき、 白痴の 統御 は 今 は 全く 

自. H なる に 至れり、 「ジャップ」 の 名 は 全く 止みぬ、 余の 命 は 悉く 從 はれぬ、 余 は 命令の 言の みを以 

て 余の 預かりし 一 一十 餘 名の 白痴 を 自由に 指揮し 得る に 至れり。 

然れ ども ダ-ー ー と 余との 關係は 爾來實 に 親密なる ものと なれり、 彼 は 毎朝 余の 寢喜： を 掃 はんが 爲 めに 

来る、 彼 は 特^の 注意 を 以て 余の 房 を 掃へ り、 彼 は 時々 余に 告げて 曰 ふ r 渠の君 をして 斷食 せしめし 

事 余 は 未だ 忘れす 余 は 今 尙ほ之 を 悔いて 止ます」 と、 余 は 彼の 行爲の 上に 大變 動の 來 りし を 見たり、 

余と 彼と は 親友と なりぬ、 四 年 を經て 余が 日本に 向て 出立 せんとす るの 前 夕 余 は 彼に 會せ リ、 余の 吿 

,  C  0  C  ooo〇〇ooooooor>coooooo 

^の 語に 對し 彼の 心情の 如何に 濃 かたりし よ、 一 白痴、 彼れ 單 一の 犠牲的 行爲に 感動して 发に 至れり、 

(。) S  (ふ 3  X  ©  3  (。)  C?) 〔ふ ©  3  X  3  ©  ，- 1 S  ©  0  ©  t- 一  1=)  3  C?)  0  S  S  ®  €  ？)  0  ©  3  G  S  _>) (ン 

嗚呼 白痴なら ざる 世 問 幾 萬の 學生 にして 師を思 ふに 切なる 彼の 如き もの 幾千 か ある」 


白痴 敎 育の 要は 周 園の 活動と 快樂 とに 依り 彼等の 內に陲 眠し 居る 精祌を 喚起す るに あり、 彼等の 意+心 

の 微弱なる 勸說 的に 彼等 を訓 致す る 事 甚だ 難し、 故に 簡易なる 手仕事な り、 次序 的機桟 運動な り、 兵 

式體 操な り、 音樂 なり、 智能 發 達の 程度に 拘ひ 各々 其特效 あり、 殊に 手工 敎 育に 至りて は 其效益 最も 

著し、 故に 白痴 院 なる もの は 病院 叉に 學 校と 稱 する よりも 寧ろ 白痴 職工 場と 稱 する 方 却て 適當 たるが 

如し。 
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女子 部に 於て は敎 ふるに 普通 西洋 洗濯、 簡易なる 裁縫、 庖 唐の 事を專 とし、 男子 部に 於て は 靴の 修 

箒、 毛 得の 製造、 簡易なる 指 物 細工、 普通 農業 等な，^、 入院 者 總數セ .K:: 名に して 內三 k:: 名 は 何れに か 

多少の 職 を 採れり、 而 して 是 等社會 の 妨害物 も 適當の 指揮の 下 i 使役 すれ、 i 院内 諸般 か 細^ i 速^:^. 

に 一 ケ年 三千 弗 以上の 牧人 を 来たし、 彼等 を 維持 わる 社 會に對 して 同き の 返き をない つ k あい。 

余 は 出 人り 四 年間 を 白痴 院に 消费 せり、 而 して 得難き の 利益 は 余に 與 へ られ たり。 

一 C 痴敎育 は 余に 敎 育の 原理 を傳 へたり、 其 精神、 方法 は是等 下劣の 學 生の 薰陶に 出り て 企に 指 明 

せられたり、 卽ち敎 育の 精神と は眞 實と耐 忍と 勉勵と を 以て 體 中に 秘藏 せられ 居る 心靈 (VJSl 發す るに 

あり、 敎 育の 目的 必す しも 學 生に 衣食の 道を授 くるに あらす、 劣 を^と なし、 缺を {; 兀に 逃め、 m:; に 注 

入す るに 智の 幾分 を 以てすれば 足れり、 黑と靑 と を辨じ 得ざる もの をして 遂に 之れ を識 明し 5：： るに 至 

らしめ たる 敎育 上の 功績 は、 普通 學 生に 抛 物 形と 雙曲 線形の 別を識 らしむ るに •  優りて 大 なり、 有名な 

る敎育 者. ジ IH II ムス、 ビ 11、— リ TrfT; ，-ド 氏は滿 登ケ年 を消费 して 一 。痴に r ネ ー ル」 (訂) なる 一 ；丄 S 

を傳 へたり と、 而 して此 事に 對 する 敎 師の歡 喜、 父兄の 滿足、 敎育社 會の賞 讚 は 如何に 大 なりし よ、 

敎 育の 目的 は進步 にあり、 然れ ども 進歩の 度合 は學生 各自の 特性に 依て 異なるな り、 此 純なる 理を 

解せ ざるが 故に 世に 穎才と 稱 する もの を吹脹 して 誇大なら しめ、 愚鈍なる もの を壓 抑して 失 モせ しむ、 

古より 識者が 批難して 止まざる 賞 譽の害 は 全く 爱 に^する を 知らざる ベから す、 優勝 劣 收ょ義 を 以て 

拳 生の 進歩 を 促す の 最大 勢力と なすが 如き 敎育者 は 未だ 敎 育の 大任の 何處 に：：^ する か を 知らざる もの 

なり。 

敎 育の 秘訣 は 至誠に ありと は： E 人 も 能く 唱 ふる 所な り、 卽ち 法令に 依る にあら す、 學 則に 依る にあら』 


す、 權 威に 依る にあら すして 之に 從事 する もの、 赤誠 至實 にあるな り、 嗚呼、 此言、 演^に 吐露 せら！ 

れ、 論文に 筆せられ、 敎育を 耳に し 口にする もの は 之 を 唱道せ ざるな し、 然るに 十九 世紀 八：.' 口の 敎 育.； 

は 至誠に 最大 價値を 置く ものなる 乎、 若し 然り とすれば 何ぞ敎 育に 關 する 法令の 煩 はしき や、 今日の」 

〇00〇〇00000〇00000000〇000ゥ00〇0*0  0  0  一 

敎育は 機械的に して 法則 的に して 兵隊 的に して 模式 的なら ざるな きか、 敎 育の 秘訣 は 至誠な りとの 大ー 

義は余 は米國 白痴 院に 入て 始て學 びし なり、 其 前 之 を 知ら ざり き、 其 後 之 を 見し 事な し、 至誠 若し #1! 

鈍 彼等が 如き ものに 賞 徹する を 得ば、 ？れ してや 普通 感覺を 有する 學 生に 於て を や、 今、 や 不敬 • や 遜の isi?! 

は 多く は學 生の 頭上に 落ちて 敎師の 其 責に當 る もの 勘し、 未来の 文部省 は 宜しく 白痴 院を 設立し、 之) 

に堪 ふる を 以て 敎 員の 一大 資格と なすべし、 敎育 事業の 革新 此時を 以て 萌 まらむ。  . 

二 白痴 敎育は 社會學 上の 大 問題 を 解析し つ k あり、 罪惡 問題な り、 監獄 問題な り、 政治的に、 哲學 j 

的に、 宗敎 的に、 是等 難問に 最後の 判決 を 下す もの は 白痴 教育なら ざるべ からす、 人の 罪 ほは必 すし 一 

も 彼の 意志の 結 架た る やと は 近世の 犯罪 學 者が 疑て 止まざる 所な り、 彼等の 極端なる もの は-しに 罪惡 j 

を 病疾の 中に 組 入れたり、 余 は 巳に ハリ ー, 某の 白痴なる 所以 を 述べたり、 卽ち 彼の 生来の 性 は 物 を 盗 一 

むに あり、 若し ^ が 如き 者の 盜を 働く 時 は 社 會は彼 を罪惡 人と して 取扱 ふべき や、 墮胎 せんと 欲して" 

終に 成功せ すして 生れし 兒は 成長す るに 及びて 殺人罪 を 犯す もの 多し と、 彼の 罪 はか 自身に 歸 すべき； 

か、 叉 は 墮胎を 試みし 彼の 母に 歸 すべき か、 有名なる 米國？ I ル— マ， 監獄 署長 ブ ロック ゥ H 1 氏 は 暴 

く 入獄 者を檢 して 彼等に 幾何 的感 念の 缺乏を 認めたり と、 世に 數理に 疎き 人 ある も 社 會は之 を 罰せ ざ 一 

るな り、 義理に 竦き も 若し 天性たり とせば 社會の 之に 對 する 所 置 如何すべき、 貪慾 發怒 殆ん ど禽獸 視- 

せられし 人が 外科 醫の 刀刃 を 以て 腦骨 中に 突出せし 一 骨片 を藝 除せ しが 故に 善人に 立 房り し 例 は 佛國ー 
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にあり き、 彼の 貪慾 は道德 的と 稱 すべき か、 醫3^でこ倫理學とは緻密なる關係を有す、 未來 5 社 會學と 

〇00  0  00000000〇0〇0〇0  0  0  0〇〇00  0  0  0  0〇0〇000000 

政治 學と 道義 學と宗 敎學と は 人身 究理の 堅固なる 土臺の 上に 基礎 を 定めざる ベから す。 

故に 白痴 敎育は 吾人に 宥恕と 寛容と を敎 ふるもの なり、 吾人の 缺點 にして 悉く 吾人の 宜 志の ド にあ 

ら ざる を 知らば 吾人 は 之 を 裁く に宥恕 ならざる ベから す、 若し 罪 惡は其 原因 如何に 關 せす 制裁と 懲 IS 

と を 要する ものな りと する も 之 を 罰する に當て 吾人に 無量の 推察と 憐憫た かるべ からす、 罪を惡 むの 

念 は 罪 は 避け 得べ しとの 念より 来る、 罪 若し 疾病の 類な りと せば 是れ惡 むべき もの にあら すして 寧ろ 

憐 むべき ものな り、 而 して 愛憐の 念な き 懲罰 は 害 ありて 益な し、 悔改を 目的と せざる ベから ざる 監獄 

制度に して 之 を 執行す る ものに 愛憐の 念な しと せん 乎、 國家は 其 罪人 を； S ^化しつ-ある なり、 {zls.s 

oocoooooooooooocoooo 

亦た 監獄 官吏の 最善 養成 所と 稱 せざる を 得す。 

三 我國人 は歐米 人を稱 して 貪慾 人種と 云 ふ、 或る 點 より 觀 察すれば 此名稱 彼等に 最も 適^なる が 如 

し、 彼等 を 市場 取引の 際に 檢 せんか、 彼等 は 實に利 慾の 奴屬 なり、 彼等 を其敎 X 皆に 於て 探らん 乎、 ^ 

OCOOOOOOOOOOOOOOOOOOODOOO  き 参 

善の 標本なる が 如し、 然れ ども 彼等 を 彼等の 有する 無數 慈善 院に 於て 觀 察せよ、 彼等 はせ 子に して 

督敎 信者な り、 彼等の 最善 は是等 建築物の 壁內に 於て 颠 はる i なり、 彼等の 慈悲 囊は， 我等の 想像に 越 

えて 濶大 なり、 余 は 一 の 紹介 狀を 有せす して、 樓衣單 身 彼等の 門 を 叩け り、 而 して 彼等の 企 を 遇する 

何ぞ 夫れ 慇穀 なりし よ， 而 して 是れ余 一人に 對 する 接待に あら ざり しなり、 印度人な り、 ぃ义那 人な り、 

暹羅 人たり、 彼等に 來 りて 余の 與 かりし 待遇に 接せざる もの はな かりき、 山上に 一村 i> が を 造り、 か^1 

の 無辜の 白痴と 一 百の 慈善家が 一 家 圑欒の 和睦の に 共に 一 生 を 送りつ  >- あるの 景？ 仏 を 想 ひ よ、 之 

を 天 圃と稱 せす して 何とか 言 はん、 米國 威力の 淵源 は是等 慈善 院 にあり、 其 翁 府の 倉^に 堆_ ^する 毎 


年の 剩餘 金、 是れ 鰥寡- 凤獨を 省みざる 民の 有に は あら ざ るな り。 

慈善 院に 於け る 最も 幸なる 時 は キリス マスな り、 是れ歡 喜と 淚の 時節たり、 幾 百の 貧兒は 分外の 贈物 

を 夢想し つ.^ あり、 而 して 米國 の 社會は 彼等 を 思 ふ 善人 に 乏し か ら ざ るな り、 吿げ す 問 はすし て 贈物 

は 輸送し 來 るたり、 一 婦人 は 書 を 寄せて 曰 ふ、 

小婦は 一 兒を 有せり、 年の 始めより キリ ス マ ス 祭に 於て 彼に 晴衣を 着せん が爲 めに 些 小の 金を醵 

しつ k ありし、 然るに 神 は 三 週間 前に 彼 を 取り去り 賜へ り、 我兒は 今は靑 山の 下に 眠りぬ、 醵金 

も 今 は 彼に 要な し、 故にん r 之 を 閣下 (院長) に.； a る、 願く ば閣 F の 保護の F にある 父な き、 母な 

き 小兒に 送れ、 X 婦 より、 

と、 封內に 二十 弗の 爲替 あり、 全院 之れ が爲 に^く、 是れ其 一例た るに 過ぎす、 米 人 亦た 君子の 快樂 

0  0  0  0  0  0 

を 有する あり。 

院長 ドクトル、 ケル リン 氏 は 非常た る 人物な りき、 若し 彼 をして 我國に 在らし めん 乎、 第一 等の 警視 

總監を 作り、 市民の 歸服 敬慕す る 所なら む、 彼 をして 縣 知事と たさん v^、 良 二 干 石 彼に 越 ゆる もの は 

たかるべし、 彼 は 能く 州會 議員 を 動かし 彼の 事業の 爲 めに 年々 莫大の 支出 をな さしむ るの 技 を 有せり、 

彼 は 一象 富の 門 を, き、 彼の 被 保護者た る 可憐の 兒 童の 爲 めに 永く 其 金 囊のロ を 引 絞る 事 能 は ざら しむ、 

彼 は 同時に 七 百の 白痴の 父な り、 彼 は 一 々彼等の 名 を 記憶す、 彼等のう ち愁を 彼に 訴 ふるもの は 一人 

として 聽か. W ざる はたし、 彼等に 物 足て 彼 は 足れり、 淸， 無坊の 衣類 を 着し 健全な へ 0 面貌 を 以て 七 百 

の 白痴 軍が 彼の 前に 整 二  j る 時に 彼が 家長 的の 豪氣を 以て 彼等 を檢閲 する 時の 彼の 顔貌の 美 はし さよ Q 

然れ ども 彼の アム ビ シ ヨン は 一 山の 白痴 院を以 つて 滿足 する ものに あら ざり き、 彼 はべ ン シ ルバ 一一 ャ 
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州に：：^ 在す る 九 千の 白痴 を 悉く 彼の 翅 翼の 下に 庇 保す るの 希望 を 有せり、 彼の 一生. 六 卜 年は此 0 的に 

向て 進めり、 彼が 三十 歳に して 院長と たりし 時 は 僅に 百 人に 足らざる 入院 者な りし かど も 本年 一 月 彼 

が 今 ゆ を 去る の 時 は 全院の 人口 干 百 名に 登りたり、 然れ ども 是れ 彼の 目的の 一 小 部分な り、 彼 は，：：： 痴 

を社會 より 根絶 せん 事 を 勤めたり、 而 して 其方 法 は 彼等 を 全く 社會 より 遮斷 する にあり き、 故に 一大 

000OO000  Co  i  0  C  0  0  0  0  0  OCOOOOOOODDOO  ooc-oo 

白痴 棺 ：！^ 地 を 起し、 先づぺ ンシ ルバ  一 I ャ 州の 九 千 を 移し、 廣く其 制度 を 世界に 知らし め、 終に 萬國を 

0  0  0  0  0  0  0  0  COOO0O000OOO00OOOO0 

して 彼に 則らし め、 社 會の此 災害 を 全然 排除 せん 事 を 努めたり。 

彼 は 常にへ.^ に敎へ て 曰く 「余の 愛する 者よ、 此 一 事 を 記憶せ よ、 余の 信す る 所に 依れば 神 は 一 人 も 無 

益な るん 問 を 造り 賜ざる なり」 と、 是れ實 に 彼の 成效の 秘訣な りき、 十五き 以上の 者 して 世 は 如何 

に 不要 物と 見做す と雖も 彼の 麾下に 來る とき は 生產的 人物と ならざる もの は 殆んど 稀たり、 彼 は 一 一人 

の，：： 痴に飽 粉を揑 るの 法 を敎へ 込みたり、 而 して 全院八 百の 人口 は 彼等の 手製に 係る 麵 包に 依りて 

食す る 事 愛に 十數年 なり、 彼等 は 粉を揑 るより 他に 一 事 を 知らす、 然れ ども 此 一 事に 於て は 彼等 は鷇 

上の 專門 •：¥ なり、 彼 は 亦た 一人の 白痴に して 無 識無藝 なる もの を 取り、 之に 二 頭の 驢馬 を 預けたり、 

名け て 「驢馬の エベ ン」 と 云 ふ、 ，H ベ ン今は 寢食を 驢馬 と共にし、 兩者相 親んで 離るべからざる に 

れり、 驢馬 を 御す るの 術に 至ってに 近隣 エベ ンに 及ぶ ものな し、 其 日常 野に 出で 業 を 助く るに 於て は 

彼の 功 緩 決して 小 少なら す、 或は 古靴の 修繕たり、 或は 豚 群の 飼育な り、 院內の もの は 各自 天職の あ 

る ありて、 其 整理 は 深 き 思慮 を 要せら る k もの k 外 は 全く 是等魯 鈍 の 乎に 依て 成れり。 

故に 院長の 遠望 は 白痴 植民 をして 全く 自給 獨 立なら しむる にあり き、 彼は此 點に關 して は 非常の 確；；； E 

を 抱け り、 若し 彼の 政府に して 彼の 要求に 應 じて 充分の 田畑と 建築物と を 以て 彼に 任せば、 彼 は 九 干 


の，：：： 痴を 率ゐ、 社會に 依らす して 獨 立すべし と 主張せ り、 自給 的 白痴の 植民 は 彼の 終生 なり！ JO 

彼に 尙ほー つの 希望 ありき、 卽ち 東洋の 日本に 於て. G 痴敎育 事業の 起らん 事是 なりき、 余が 彼 を訪ひ 

し時早ゃ已に此希^！午-彼の心中に浮び居りしにぁらざるなき乎、 彼 は 常に 余に 告げて 曰く 「汝の 余に 來 

りし は 神が 導きし なり」 と、 而 して 余が 辭 して 故 國に歸 りし 後と 雖も彼 は 常に 彼の 希望 を 余に 傳 へて 

止ま ざり き、 惟り 憂 ふ 余の 不肯 なる 今日に 至る も 彼の 意に 酬 ゆる 能 はざる を、 彼 は 日本 國に 彼の 理 

oooooooooo〇ooooco〇ooo〇ooc〇c>oo〇o 

の 行 はる k を 見す して 死せ り、 只 僅かに 敎育 博物館 內 彼が 曾て 我 文部省に 寄 送せ し 彼の 由痴院 を寫せ 

COOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCC 

し眞景 一 面が 壁 上人 目の 達し 難き 處に懸 り あるの み。 

人 は 曰 ふ 今 は 國民的 精神の 發揚 すべき 時な りと、 天下の 志士 は 國威振 張の 策 を 講じつ i あり、 而 して 

彼等 は 富の 增加、 兵備の 整頓 を 以て 彼等の 目的 を 達せん としつ ト あり、 余葷は 彼等の 企圖を 喜ぶ、 然 

0>〇OOOOOOOC-CO〇OOOOCOOOO〇CO  COOOOOOCOOOOOOCOOOC 

れ ども 慈善 亦國權 たる 事 を 彼等 は 忘却すべからざる なり、 慈善の 功 用は惠 まる X 者よりも 惠む ものに 

於て 最も 多し、 稼た る 君子の 風な り、 優た る 兄弟 同胞の 和な り、 凛た る 猛者の 勇な り、 是れ 吾人が 弱 

者 を 救 はんとす る 時に 當て 吾人に 來 る美德 なり、 議場の 舌 戰之を 永遠まで 打續 くると も國 民の 和合 は 

0  a  0  coo 

來ら ざるな り。 


何故に 世 に 貧者と 弱者と 痴者 の 多き や ゾ . 
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社 N% が 之を敕 助す るに 依て 相憐 推察の 淸 を發揚 し、 肉 慾 的の 喧爭を 去り、 君子 的の 共同 圑 結に 進み、 

以て 人類 全 體が其 理想の 佳境に 進まん が爲 めた.^。 


二 新 英洲學 校 生涯 

其 一入 校 

C 痴院 に留る こと 八 ケ：： ：- にして 予は其 組織 精神 整理の 一 斑 を 學ぶを 得 たれば、 尙も予 の 流、 M の を 

擴 めんと し、 新 英洲に 遊ぶ に 決せり、 予の別 を 院長に 吿 げんと 欲する や、 彼 は iiK て 予の行 を 送て n く、 

汝 最早 や 余の 親切なる 待遇に 安す る 能 はざる 乎、 余の 見る 所 を 以てすれば、 地球 面 上 平均 一平ぶ 

哩內に 含有 さる、 利 慾 心の 分量 は 新 英洲を 以て 第一と す、 汝之を 心せよ、 然れ ども 余の 門- ：! 'は 常 

に 汝の爲 に 開かる-たり、 汝 漂流、 家な きに 至らば. 必らす 我，： M を 思へ、 

と、 予は 祝福 を 以て 彼に 送り出され、 心大に 安ん する 所 ありて 新 英洲に 至れり。 

予は頻に大西^^の水に足を洗はん事を思へり、 且つ は予の 道樂學 問なる 水 產學を 究めん が爲 めに， 广は 

馬 州の 東端なる グロ. スタ ー 市に 至り、 三 週の 閑日月 を 其 旅 店に 費せ り、 然れ ども 先 づ滯留 の费を 得ん 

が爲に rH 本 魂」 と题 する 一 篇を 草し、 之 を 一 雜 誌に 寄 送し 以て 僅に 乏しから ざる を 得たり" 

馬 州の 東-:; 1^ 勝地 多し、 グロ スタ ー 漁港、 サ レムの 市街、 ネ ハント 灣 とべ，. XI リ ー 園、 渠の 「ノルマンの 

悲歎の 5!？」 は新英 洲文學 より 離るべからざる もの、 此 處に靜 居して 靈肉 共に 健なら ざる を 得す、 大西 

洋 岸に 英 を 呼吸す る 事 三 週日に して： 亇は 秋風 立 つの 頃. コ— ン I. や l>hl 力. 河岸 力 マ ストに 抵れ り。 

予のァ マ— ス . ^校 を 撰びし 理由 は 一 にして 足ら ざり し、 新英洲 其廣袤 日本の 半に 過す と雖 ども 有力なる 

大學を 有する 十 有 四 校に 達す、 コン ネチ， sir トの 一流 其 上流に， q-:, マ —ふ I あり、 下て 馬 州に 入れば- c 


岸 遠から ざる 處にゥ ヰリャ ムス あり、 東岸 翠 峰に 園 まれて アマ スト あ o、 下流 コン ネチ カット 州に ス. 

て西-:11^にッリ 一一 テ ー、 ゥェ ス レャ ンの ニ校聳 へ、 其 吐 口より 遠から ざる 處に ェ ー ル學院 あり、 一 流甫： 

やか 卜キ かか きふ"、 學 事の Ite 盛 羨む に堪 へたり、 尙 ほ，， 口 1- ド アイ ランドに ブラウン 1 校； 

あり、 ボストンの 近郊に タフト、 ケムブ リツ ヂ あり、 メ ー ン 州に ボ ー ド イン あり、 バ IT- スト 州に 同： 

州大學 あり、 新 英洲に 遊學を 試みん と 欲 十る ものに 各自の 意向に 從ひ其 欲する 所の 校 を 選ばざる ベ か： 

らす。 

無资 の. r 勿論 己の 欲する 處を 選ぶ の權 なし、 然れ ども 二 校 は予の 選定の 爲 めに 供せられ たり、 卽ちー 

r ケムブ リツ ヂ」 たり、 「アマ スト」 なり、 二者 孰れに 至る とも 應 分の 援助 は予に 約せられ たり、 于- 

は 一 一校の 優劣に 就て 多分の 思惟 を 凝したり、 而 して 遂に 「アマ スト」 に 決せり。 

智識に して 若し 予の 欲する 所な らん 乎、 予は 勿論 「ケ ムブ リツ ヂ」 を 選ぶべきな り、 其 規模の 大 にし 

て 其 機關の 整頓せ る、 其 社交的 勢力の 强大 にして 其 交際 界の 廣濶 なる、 米 國大學 中 「ケ ムブリ ツギ」 

の 右に 5r つる ものた し、 智を慕 ふ もの、 名 を 好む もの、 交 を 求む る もの は r ケムブ リツ、 チ」 を 選びて _ 

他 を^み す、 米國靑 年の 華 は彼處 にあり、 富者 權者 智者 才子の 集合 所、 重に 當世 人士の 眼 を 注ぐ 處な， 

り。 「アマ スト」 は 全く 其 趣 を 異にす、 地 は 僻、 校は大 たらす、 其 學風は 古式 を 重んじ、 突進 を 忌ん 一 

で 渐進を 守る、 其地翠 m 繞圍の 中に あり、 南に ホ リヨ ー クの 火山脈 巍々 として 列す る あり、 東に ペラ 

ムの 一脈 婉々 として 橫 たはる あわば、 北に トビ ー 「糖 塊」 の ニ嶺聲 へ、 西は河を隔てべリクシャ脈^^ 

む、 校 は 天 造の 圓形釗 # の 中心に あり、 美麗なる 自然 は 其 四面 を 護り、 滔々 たる 濁流 社會の 中に i 

一仙 鄉を 擁する が 如し、 市街 雜沓の 地 を 去る 事 遠く、 校 は 周圍を 支配して 周 圍は校 を 支配せ す、 所 I ず 
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「カレ ッヂ タウン」 (校 村) なる もの は 其 成立 を此 校の 存在に 歸し、 校風 ra: 近 を 靡かして 村落 自 から 

COOCCCCOOO  0  0  0 ゥ 〇 0  C  C-  0 〇 0  C 

君子の 風 あり、 「アマ スト」 の 重ん する 所 は 寧ろ 德 にあり て智 にあら す、 主義に ありて 事業に あらす、. 

毅錄 にあり て識 量に あらす、 人 を 離れて 自然と 自然の 神と に 交 はるに あり、 據 典 に賴ら すして 獨创. 

の 見 を 促が すに あり、 高潔なる 主義 を 慕 ふ もの、 儼然たる 獨立を 愛する もの、 儉を 好む もの、 峻を悅 

ぶ もの は 來て此 校に 學ぶ もの 甚だ 多し、 彼國靑 年間に 行 はる i 護に 曰く 

. r ケムブ リツ ヂ」 にある 四 年に して 壯士 演劇 を學 び、 後 「アマ スト」 に 人り 人となりて 學位 を受. 

くべ し 

と、 以て 二 校の 赴く 所 を 知るべし。 

予を 「アマ スト」 に 索 付けし 理由 は 之に 止まら ざり しなり、 予は其 校長， シ，' リ ー 氏に 對し M  くより 非. 

常の 敬虔 を 表せし ものな り、 未だ 本國に 在る の 日予は S 々彼の 著書に 接し、 之 を 誦讀し 之 を 愛吟す る- 

を 以て 無上の 快 を 感ぜし ものな り、 彼が 嘗て 故 文部大臣 森 有禮氏 (時の 米 國全權 公使) に 送りし 彼の 

日 木 圃 の敎 育に 關 する 意見 は 早くより 予の 同情 を 表せし ものな り、 彼の 進化論に 對 する 持說は 早くよ 

り予 の： 江 意を惹 きし ものな り， 予は 未だ 彼 を 見ざる に已に 業に 彼の 謙遍 なる 弟子の 一人な りき、 此人. 

に 會し此 人の 薫陶に 與か らんと 欲する の 念 は予が 未だ 石 狩の 支流に 釣 を 垂れし 時に 起り し予の 願望な- 

りき、 今や 思 はすして 予の 敬慕の 師に 接し 得る の 機會を 得たり、 幾多の 便益 を 放棄す る は予の 決して 

辭 せざる 所、 予に取ては彼に接するの幸福は凡ての幸福を得るに^|5れり。 

秋風 巳に 北面の 一 枝 を 染め出せし 頃予は 漂然 ァ マス トに 至れり、 寂寥たる 一 夜 を 旅館 塞燈 の： 卜に 過し 

翌朝 盧 ちに 予の尊 師の門 を 叩け り、 身 は 日本製の 無意 氣 なる 洋服 を 纏 ひ、 衣 囊を檢 すれば 七 弗の 銀 货.. 


は 予の此 世に 於け る 凡ての 所有 品と して 珊々 たるの み、 ギボンの 羅馬史 五 冊を兩 乎に 分 握し、 眇然た 

る  一 -,、 J:^^ 蠻人、 學と德 と を 以て 文明 國に 隱れ たき 一 紳士 を 彼の 寓居に 訪 へり、 階級 的社會 に： ぬ 養され 

•  •  *  •  9  •  > 誊, , , 警誊, 警警 , ， 0000000  0ご0(-0(>00ゥ〇ゥっ〇0ゥ0 

し予は 如何で か 基督 敎的 君子の 風 を 知らん や、 本國に 在て 予は 數囘 貴人の 鬥を叩 ひて 斥けられたり 

曰く 「事務 多端」、 曰く 「来客 あり 面 語し 難し」、 曰く 「姓名と 所用と を 聞かん」、 樓衣を 纏 ひし 一 

貧 生が 大學綜 長の 門 を 叩く、 之 をして 予の 本國に 於て あらし めん 乎、 予は彼 を 訪問す るの 勇氣を 有せ 

ざり しならん。 

予. 蘸接間 こ 導か. d たり、 暫くに して 一 紳士の 入り 來る あり、 彼 を見擧 ぐれば 齢已に 耳順に 近き 老君 

-し 0  0  D  0  0  C  D  0  C  0  0  0  0  C  (-  0  0  C> ゥ 0  0  0 〇 0  0  0  0  0  0 つ ：(、>  つ C  0  *  0  0  C  C>  .9  C  0 

子、 ^粋大 なる も^に 威厳 あるな く、 鼻高く して 碧眼の ー對 深く 眼 腔內に 濯む あり ^光- < を 射る に 

あらす して 眼球 は 推察 淚の 中に 浸され、 予は 一 見して 彼は學 者に あらす して 人類の 友なる 事 を 悟れり- 

彼の 溫暖 なる 握手 は 言 ふべ からざる の 眞情を 漂 の 異邦人た る 余に 傳 へたり、 瞬間に し  一、 ニ卞は 一 種異 

樣の安 慰 を 感じ、 予 をし 一、」 彼 を 師と仰 がんより は 友と して 交 はらんと する の 念 を 起さし めたり、 彼 は 

凡て 柔和に して 凡て 謙遲 たりき、 基督 敎的 君子と は予 は此時 始めて 肉眼 を 以て 見る を 得たり、 曾て 聞 

けり、 我國の 文部 官某 始めて 此 人に 會し、 後人に 告げて 曰く、 

シ イリ ー 氏に 會 する は嚴冬 去て 後に 春風に 會す るの 感 あり  、  、 

と、 然り暖 S は 彼の 特 ±i と稱 せざる ベから す、 彼れ の 頭 腦は大 たりと 雖 ども 彼の 心 隨の高 且つ 犬なる 

,99，  0  0  0  0 ゥ 0  0  C  0  0  0 〇 0  0  C つ 0  0  0 〇 0  0  0  0  0  0  二 

に 及ばす、 彼に 一 面する は 百卷の 基督 敎證據 論を讀 むに 優りて 功驗 あり。 

淸肅 なる 談話 半時ば かりにして 予は 彼に 導かれて 校舍に 至りぬ、 無資の 漂流 人 如何にして 高價を 以て 

有名なる 新 英洲學 校 生涯 を始 むる を 得ん や、 授業料 は 一年に 百 十 弗な り、 窒 房の 借料 は 最下 等に して 
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三.：' 五 弗な り、 食料 は 一週 日 三 弗たり、 窒內の 家具 を 購求せ ざるべ からす、 衣服 時には 整へ ざるべ か 

らす、 洗濯 料 あり、 書籍 代 あり、 一 ケ年 金貨 三百 圓 以上の 供給な きもの は 身を斯 校に 委 ぬるの 權 利な 

きものな り、 然るに 東洋の 一 貧 生、 七 弗の 銀貨と 羅馬史 五 冊と を 以て 此多 費なる 生涯 を 始めん と 欲す- 

無謀な りし 故に 彼 は大膽 なりし なり。 

. 綜長は 如何の 方法に よりしか 予にニ 年間の 授業料 を 免じ 無賃に て 寄宿 舍の 一 { 至 を 矛に 貸與 すべき を俾 

へたり、 彼 は舍監 某に 命じ、 寢臺ー 脚 布 團ニ枚 を 整へ しめ、 ：卞 をして 先づ 旅館の 背稅 より 免 がれし め 

たり、 ，r に與 へられし 房 室 は 北 寮 五階樓 上の 一室、 曩に 同胞 小 矢 野 某の 住せし 處、 絨氈は ヒに剝 奪 さ 

れ て」： i£ の 裸面は 夥多の 釘 痕を殘 し、 家具と して 存ぜ しもの は" 抽斗 已に 去りし 机 一 臺と 四隅 一 脚 を缺き 

し 椅子 一個な りき、 予は 自費 を 以て 洗面 盤 一個と 洋燈 ー臺を 供へ たり、 外に ペン あり、 紙 あり、 U 本 

魂 ありて、 新 英洲學 校 生；^ は綮 めら れ たり。 

其 二 課 目 

彼 國 に 所 「カレ ッヂ」 なる もの は 我國に 未だ 其 例た し、 是を 高等 普通 學 校と 稱 する も (しん、 峪 

ぼ 我の 高等 中學 校に 類す る ものにして 其 一段 高尙 なる ものな り、 專門 (欢を 養成す る は 「力 レツ.. チ」 の 

目的に あらす、 さりと て 之れ を 通過 すれば 獨立 生涯 を 創む るに 難から す、 「力 レ ッヂ」 の 主眼 は^ 滿な 

る 市民 を 養成す るに あり、 故に 學課 は汎く 諸派に 涉り、 之を修 むる に 依て 諸學 相： A の 關係を 了し、 專 

門 家た るに 先ち て廣濶 たる 知識の 土臺を 造る にあり、 「カレ ッヂ」 的敎 育を稱 して rilsml  21m.;lti:lt 

(宏濶 なる 敎 育の 意) と 一一 H ふ は是に ra; れり。 


今 最近の 年報に 依り ァ マ ス ト大學 の 課目 表を擧 ぐれば 大略 左の 如し、 

第一 年 級 

希 獵文學 〇拉 典文學 〇 幾何、 高等 代數、 三角 術 〇 獨、 怫、 文學 Q 修詞 學、 能辯 術 〇 生 學" 

第二 年 級 

希 臘文學 〇 拉典 文學 〇 解柝幾 何、 微分、 積分、 〇 獨、 佛、 文學 〇 修詞、 能辯 術 〇 * 化學、 解剖、 

生物。 

第三 年 級 

希 職文學 〇 拉 典文學 〇 ク ワタル 一一 オンス 〇 獨、 沸、 文 學〇 伊太利 語 0 論理 學〇 歷史 〇 理化學 〇 生 

物學 〇 礦物學 〇 英文 史。 

第 四 年 級 

希 臘文學 〇 拉典文 學〇 梵語 〇 獨、 佛、 伊、 語 〇 英文 史 〇 歷史 〇 哲學 〇 倫理 學 〇 經齊學 〇 政治 學大 

意 〇 萬國 公法 大意 〇 理化學 〇 生物 學 〇 星 學〇 聖書 文 學〇 討論。 

學 課に 義務 科 あり、 自由 科 あり、 前者 は备生 必す經 過す るの 義務 ある もの、 初め ニケ 年に ま 由 科 は 二 

三 科に 過ぎす (* を 以て 標 す)、 終り 二 ケ年は 自由 科の みに して 義務 科た し。 

「か ，レ でか」 き^ 育 l、i^ を 希獵拉 典の 雨 文學： に數學 に 置く、 是に 深遠なる 理由の 布 すれば なり。 

「カレ ッヂ」 敎 育の 主眼 は圓滿 なる 市民の 養成に あり、 而 して 文明 國の 市， として 希、 拉兩 古文 學の 

敎育は 左の 肝要なる 利益 を 有す、 

1、 歐羅巴 文明の 淵源 を 知る にあり、 其 宗敎を 除いて は 政治、 文學、 美術、 習俗 は 悉く 源 を K 布諷維 
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馬の 兩 文明に 發 せり。  、 

二、  /取.^ 公平なる 批 I:- 的 觀念は 古文 學の 攻究より 來る、 其 遠く 時事 問 题を距 るが 故に.，々 人の 之 を 討 

議す るに 當て 偏執 的 思想 を 挟む の 憂な し、 英の 憲法 學者 ス タ ッ プ ス 氏が 彼の 學生 に 向て レ六 せ紀 

以後の 歷史を 講ぜざる は 全く 此考 古的觀 念に 基く と 云 ふ、 古典的 敎育を 欠く 人 は 超 時代 的 観察 を 

爲す事 甚だ 難し。  、 

三、 最も 健全なる 「美」 の 觀念は 希拉兩 文學の 攻究より 來る、 是 を緣畫 彫刻の 術に 於け る も 然リ、 

是を 文學に 於け るも然 り、 是を 日常の 擧 動に 於け るも然 り、 科學は 自ら 殺風景な り、 希 伯 來的宗 

敎 に雅訓 ある ことなし、 希 拉兩國 民の みが 思想 事物の 華麗 (Kr ミ S) 文雅 (elegance.)， を敎 へた" - 

故に 所謂 Culture  (修 文) なる もの は是 を希拉 古文 學に 求めざる ベから す、 正しく 之 を, へばべ 布 

;&か-で4^4ずぃー^<:^ゎ^も^は未だ野人なり、 讀者 若し 余輩の 言 を 疑 はぐ 少しく 斯風， -を舰 ひ 見 

よ、 其 吾人の 醜 を 摘 示し、 吾人 をして 最美を 慕 はしむ るの 效 3^ は歷 然として 明かな り" 

故に 學者 (sdiclal.) たらん と 欲せば、 批評家 (critio たらん と 欲せば、 君子 (Gcmtleman) たらん 

と 欲せば、 希拉 古文 拳の 攻究 は 最大 必要な り、 而 して 敎 育の 目的た る 啻に 實際的 人物 を 作る にあら す 

して、 管に 蓴門 〈哝の 製造に あらす して、 廣 量なる 批評 力、 溫雅 なる 風采、 聰敏 なる 觀察 力の  一， にあ 

,e」tr 希拉 古文 學の 攻究 は 決して 忽 がせに す 可らざる ものな り、 一 已に死したる言；^1？」 なる の 故を以 

て 斯學を 怠 る は 皮相 見の 最も 甚だしき ものと 言 はざる ベ か らす。 

か.^んチ^かも^^か^;ぃで^^^^かぃぃ^5、 然れ ども の 理性 は 科學の 攻究に よりて 發達 す、 -.^ してき 

OO0  0  0CCOO  000OOO  0000  0-00  OCOOOC  <- .1 A  A 厶， 厶、 _<-  *<1 - 厶 レ， A-  く  <- 

學： ii 科學の 原理に して 其土臺 なり、 數理的 観念 は 科學の 精神な り、 人を知らんと欲せば-^！文平に據ら 


A 厶厶. ：！ 厶 A  厶厶厶 <3 厶厶 厶厶厶  <1 厶. <3<3 ュ <3<1<1<3<3<1<1  ^03003^^0^®®© 

ざるべ からす、 自然 を 探らん と 欲せば 数理に 倚らざる ベから す、 而 して 健全なる 智能の 發逹は 人と 自 

p>  ©  3  3  3  ® 「。ゾ ®  ®  3  3  c。)  ©  ®  c。)  ®  3  0  ©  ®  0 つ 0  0  0 ゥ 0  0  0  0  0 〇 0  0  0  0  0 

然とに 關 する 健全なる 智識より 来る もの なれば 數理學 の 敎育的 價値は 古文 學に 譲らす、 古文 學と 栢竝 

んで數 现學の 敎育上 肝要なる は 後者 は 自然 を 吾人に 開く の 鏡 なれば なり。 

「カレ ッヂ」 敎 育の 半 以上 を數理 學幷に 希獵拉 典の 雨 文學に 消費す るの 理由 斯の 如し、 敎. 奴、 

氏 ffi- 々余輩に 吿 ずて 曰く  "Amherst  aims  tc  tcrl<.-ll  its  x^^^^^©-,^^  now  to  thiiilc  fol-  Irlmsolf. (アマ 

スト 大學 は其學 生に 獨り 攻究す るの 術を敎 ふる を 以て 目的と す) と、 ゥ ヰリャ ムス 大學前 敎頭マ ー ク、 

ホップ キン の說に 依れば、 彼の 理想的の 學生は 十五 分 間 留め針の 頭 を 見詰め 得る ものたり と、 卽ち注 

聚的 注意 (concentrated  attention) に堪へ 得る ものな り、 恰も 理想的の 兵士と は 塞暧嚼 雨に 能く 堪 

へ 得る もの を 謂 ふが 如し、 敎 育の 目的 を 以て 事實の 暗誦に ありと する は 誤謬の 最も 甚だしき ものな り、 

o〇oooc>c〇o〇〇〇ooooo〇ooooooooo〇〇oo〇〇〇〇oo〇o 

吾人 は學問 せんが 爲 めに 學 校に 行く にあら すして 學問 する 法を學 ばんが 爲 めに 行くな り、 學校を 以て 

事實的 智識の 問屋と 見做し、 此に學 ぶ を 以て 學 問の 仕 入 をな す 如く 思 ふ 人 あり、 如斯 人に は 古文 學は 

勿論 無 なり、 數 理の學 亦た 深く 究む るの 要な し。 

第三 年 級に 人て 課目 は 悉く 自由 科 (optional  studies) となり、 學生备 其 望む 所に 從ひ 一 週 ト叫時 問 

• 以上 十八 時 問 以下の 受業を 要求 さる" 

自撰 科を設 くるの 要と 利と は 左の 如し、 

1、 專門 大學に 入る の前備 をな すに あり、 而 して 近来 專門學 課の 數 非常に 增 加せ しに 狗ひ 其の 之に 

應 する 爲 めの 準備 も 亦從て 多端な り、 故に 我國に 於け るが 如く 法、 醫、 文、 ェの諸 部に 別て 高等 

豫備學 校 を 設く る も專門 大學の 要求に 應す る こと 能 はす a 
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二、 「力 レツ.、 チ」 は專門 大學に 於け る 事業 を輕 1g し 後者 を 以て 專門 一途の 攻究に 從事 する』 J! たらし 

む、 例へば 史 學を專 門と する もの 哲學 を專 門と する ものと 共に 大學に 入りて より- 冉び 共同 季科を 

修む るの 要な く 直ちに 其 特撰の 學 科に のみ 從事 する を 得べ し、 卽ち 「力 レツ. チ」 は 我 邦の た學制 

度より 其 事業の 半 を 削りし ものな り。  、  、 

三、 「力 レ ッ、 チ」 は 其 物 自身に て 完全なる 學院 なれば 之を卒 ふる を 以て 實際的 生涯 を 凱む る を 得べ 

し、 尋常 學 校の 敎師 たらん と 欲する もの、 新聞記者た らんと 欲する もの、 其 他 健全なる 常識に 加 

ふるに 各自 意向の 專 門に 就て 土臺的 智識 を 以てせん とする もの は 「力 レ ッヂ」 敎育を 以て 終る を 

常と す、 「カレ ッヂ」 等 普通 學校 にして 普通 大學 なり、 而 して，： m 由 科は專 門. fA;- の 性^ を- ハ」 

に 供す る ものな り。 

四、 自由 科 は學生 各自 天稟の 技量 を 發見鍊 磨す るの 區域 を廣 からしむ、 自由 撰 定の爲 めに 供せられ 

し學科 は總て 二十 餘 課目、 之に 義務 科 を 加 ふれば 三十 課目の 多き に违 す、 宏濶 此の 如き 智識 的 〈仝 

氣の 中に 浸されて 學 生の 潜伏 力の 發顯發 達せざる はなし、 「力 レツ. チ」 を 通過して 吾人 各自の 專 
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修 すべき 專門學 課の 撰定 最も 易し、 「カレ ッヂ」 は赏に 吾人 各自の 天職 を 指定す る ものな り、 專 

門の 誤定は 實に狹 L おた る 普通教育より 来る。 

自由 科の 設立 勿論 敎師の 多數を 要し 拘て經 費の 增額を 要す、 且叉學 生 一 般の 程度に して 高尙 たるに あ 

ら ざれば 之を設 くる は 反て 害 あるべし、 然れ ども 资の 之に 耐 ゆる あり、 學 生の 自選 力の 親るべき あれ 

ば 自由 科 は 功 を 奏する 最も 多き が 如し。 


予は 本國に 在て 希職拉 典の 兩語學 を 修め ざれば 新英洲 カレ ッヂに 於け る 正 科を踐 むの 資格 を 有せ ざい？ 

し、 去りと て 數學其 他の 普通 學 科に 於て は 再び 之 を 此處に 重複す るの 要なければ 最下 級に 人る の 無益 一 

なる を 知れり、 依て 予は 選科生と して 第三 年 級に 入れり、 夫の 賤 むべき 選科生、 級の 厄介物、 學 生の； 

半人前、 業を卒 へて 卒業生に あらす、 學 んで學 位の 冀望 なし、 人生 莫作 選科生、 是 れ晚學 者が 已むを 一 

得ざる に 出る 一 途 なれば なり。  」 

然れ ども 予の 日本人なる 事と、 敎師の 推察 心に 富む 事と、 級友の 友情に 厚き 事と は 余 をして 此 恥辱 を 一 

感 する 事 甚だ 微かなら しめたり、 否な、 暫時に して 予は 例外 生た るの 感を 忘却したり、 予は 本科 生 同 

康の S 服 を 着し、 彼等の 有する 特權 にして 一 として 予に 許されざる はな かりし を 以て 何人も 予を 目し 

て 選科生と なす ものな きに 至れり、 予は 基督 敎圃の 風俗と して 此 一事 を 嘆美して 巳ます、 夫の 己れ 本 

4^1^-ハ)かせがぁー^ ルで世に向て誇らんが爲め、 選科生 を 常に 一.^ 介物視 し、 彼 を 卑下し、 彼に 永久の 恥 

辱 を 感ぜし むる こと を 以て 自ら 快と なすが 如き は、 余輩 は 之 を 評する に 言な し。  ； 

予の 初年の 學課は 史學獨 逸 語 聖書 文 學の三 科な りき、 一週 各 四時 問、 他に 體操 ra 時 問 ありたり、 予は 

之に 加 ふるに 佛蘭西 語 幷に希 臘語を 以てし、 以て 予の學 生た るの 大缺乏 を 補 はん 事 を 努めたり。 

史學の 事た る是れ 本國に 在る の 日予の 決して 觀 過せ し學課 にあら す、 普通 日本 童兒 の誦讀 すべ き支雕 

日本の 歷 類に して 予の 通讀せ ざり しもの はな かりき、 英語 を 修めて より 泰西の 歷史は 予の特 愛の 一一 

となり、 。ハ， 'レ ー の 萬 國史の 如き は 予の通 讀殆ん ど 十 餘囘に 及び、 ギゾ ー の 文明 史は八 囘復讀 し、 - 
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ダ I ト リツ， ヂの英 國史ロ d れ 1 の歐洲 近世 史 の 如き も 幾 か 予の全 注意 を惹 きし もの なりき。 

然れ ども 予は 未だ 史學の M 物た るか を 知ら ざり し、 歷 史的 事實は 綺畫の 小兒に 於け るが 如く 徊々 獨立 

の 印刻と して 予の 腦裡 に^せり、 然れ ども 一 度び 敎授 モ，^  (Anson  ； D  Mol.se) 氏の 敎 場に 入て 歷 

史的 精 祌は予 に 吹 人せられ たり、 死 骨の 如く 予の腦 中に 埋沒 せい 歷 史的 事 實は今 は 一 組織の 下に 狭然 

列.^ 爲 すに 至れり。 過去 はん マ は活畫 として 予の 目前に 浮べり、 歷^ は 現世 的 趣味 を 有する ものと して 

予に 紹介せられ たり。 

彼 は 第一 囘の 講義に 於て 頭 歷史の 定義と 目的と を 述べて 曰く、 

歷史は 人類 進歩の 記錄 なり、 此 進歩 を 扶助せ しもの 或は 之 を 妨害せ しもの が歷 史的 人物 或は 歷史 

的國 民な り、 チヤ ー レ マン は 文明の 進歩 を 助け、 ァ チラ は 之 を 妨げ たれば 同じく 歷^ 的 人物の 名 

稱を受 くべ し、 國 民に 於け る も亦然 り、. 其 物 自身に て 完全なる 國家 あるな し、 國Ii^ぁるなし、 國 

：:^ の 歷史は 人類 歷史の 一 小 部分た るに 過ぎす、 國民は 滅亡に 歸 する も歷 史的に 生存す る こと あり、 

一 國民與 り 人類 全 體に對 する 其 使命 を盡 して 逝く、 新國民 起り て. 舊國 民の 後を嗣 ぎ、 舊 文明に 加 

ふるに 其 特質と 所得と を 以てし 而 して 亦 之 を 後進の 國 民に 讓る、 國民 各々 世界に 供すべき 寄贈 物 

あり、 國民は 失す、 然れ ども 永久に 涉 るべき 其 印刻 は 決して 消へ す。 

歷史は 過去の 事跡の 年代 的 配列、 卽 ち事實 の目錄 として 考 へられたり、 然れ ども 歷史の 要は 人類 

か 發達を 知る にかり、 未来 を 感化せ ざり し 事 實は歷 史的の 價値 をお せす、 ナボレ オンの 一一 一一 口 行の 如 

きも 今日の 歐洲 社會を 感化せ しもの を 除きて は歷. a- 的に 價値 あるな し。 

如 3： に 平易に して 如何に 起 題 的な りしよ、 是れ 余に 取りて は贲 に歷 的 新 天啓な りし、 日本 を 以て 世 


界の 中心と 思 ひし 予、 歷史を 以て 昔話の 一種と 思 ひし 予、 英雄 巨人の 言行 を 學ぶを 以て 歷史の 大目 的 一 

と 信ぜし 予は此 第一 囘の 講義に 參 して 長き 迷夢より 醒めし の感 ありたり、 予は 直ちに 予の無 飾の 室に， 

歸り、 新 感激の 失せざる 前に 予の 三脚の 椅子に 寄り 掛り、 破れ テ ー ブルの 上に て 教授の 言 を 彼の 單純： 

なる 英語の 儘に 紙に 寫 したり、 モ， ー ス 氏の 講義 を 筆記せ しもの は 今 はニ册 となりて 予の 手に あり、 是ー 

れ 予の歷 史的 經典 なり、 予は史 學の眞 味 を 初めて 彼の 敎 場に 得たり、 終生の 快樂と 慰藉と は斯 くして 

予に 供せられ たり、 エバ 1  ルぃ、 い 「ル， Ir ンに伴 はれて 宗敎 變遷の 事跡 を 察し、 モム セン 羅 馬の 振起 を談 A 

すれば、 ギボン は 其 肷壞を 語り、 ラン 力の 健筆 能く 改革 時代の 豪 氣を寫 し、 モ トレ ー の 雄 文 新興 國のー 

精神 を敍 して 餘り あり、 喜んで 歷史 を讀み 得る もの は 常に 觀 劇の 快と 樂 とに 與 かる ものな り、 弱志 男 

女と 席 を 共に する にあら すして、 道德的 危險を 冒す にあら すして、 父兄の 財 を 浪費す るに あらす して 

當時 活劇 を觀 るの 歡は予 は 予の新 英洲學 校に 於け る 歷史學 敎場內 に 於て 授けられたり。 

獨逸 語は予 は敎授 リツ チヤ ー ド ソン (一 ざ Hcm.y  B.  Kich§lson) に 受けたり、 始めて 彼に 接して 一 

我國に 於け る 儒者の 如き 相 を 見る、 然れ ども 外面に 老人む さく 見 ゆる 彼 は內心 秋毫の 邪氣を 留めす、 

予輩 彼に 就て 學ぶ 滿ニケ 年、 予 輩の 課業 怠慢に 就て ー囘も 譴責 的 言語の 彼の 脣 上に 顯 はれし を 見す、 . 

彼：？^4、^ー  ^ト 以て かの 414 を 導け り、 予輩は 終に は 彼の 課業に 充分の 準備 を 加へ ざる を 以て 甚だ 氧 

の 毒に 感す るに 至れり、 曾て 東京なる 大 學豫備 門に あり、 外 國敎師 の 下に 學 ぶに 際して 暗誦の 不出来 

は 碧眼 先生の 嚇怒 を 招き、 毎日 敎 場に 出 づる時 は 閻魔 大王の 前に 引出さる i が 如き 感 ありて、 戰々 兢 

兢實に 一 日の 平和 を 得る 能 は ざり し を 思 ひ、 彼 も 米 人 是も米 人、 天地 も 管たら ざるの 差別 ある を覺へ 

たり、 語學は 數學に 次ぎて 最も 乾燥無味なる 學課 なり、 之を敎 ゆるに 多量の 堪忍 を 要す、 敎師 の善惡 一 
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は：： 取 も 明白に 語學 攻究の 際に 識るを 得べ し、 語學を 面白く 敎へ 得る 敎師は 敎師の 職に 堪 ゆる ものな り。 

予輩は ；neutsch 氏の ccllcquifll  Gernmu を 以て 始め 二 ヶ月に して 是を 終れり、 Brandt 氏の 獨逸 

文典 之に 尋ぎ、 是れ 亦た 一 一ヶ月 を 以て 了る、 比 絞 的に 博言學 的に 研究す るに あれば 意 を 言語の 原理に 

留て其 細目に 及ばす、 第二 期に 人り て レッシングの Emilia  Giilotti を通讀 し、 第三 期に 於て シ ルレ， 

ル の Muria  Stuart を 終り、 一 年 は 全く ゲ ー テ文學 に消费 し、 殊に フ ハウス ト劇は 其 多分 をい：： めたり、 

僅々 ニケ年 問に 獨 逸文 學の 大意 を予 輩に 紹介 せんとす るに あれば 敎授の 苦心 は 察する に餘り あり、 故 

に 彼は敎 場に 於け る敎授 時間 を 以て 足れり とな さす、 秋 冬の 二期に 於て は 彼の 學 生に 供す るに 毎週 一 

時問づ i の 課業 外 時 問 を 以てし、 予 輩より 課業 準備 を 要求せ すして 彼の 指定せ る獨 逸文 學の講 讀に臨 

席せ しめたり、 是れ 全く 彼の 好意に 出て 予輩は 之に 臨む の 義務な しと 雖も 之に 臨まざる もの は 殆んど 

なかり き、 課業 外 時間に 於て 予 輩に 授けられ しもの は Hermann  1151  】：>ol.otllea の 愛 歌と wflllen- 

steins  Ted の 全編と なりき、 學生を 益 せんとす る 彼の 熱心 は豫想 外の 智識 を予 輩に 供せ り、 敎師の 

學 生に 忠實 なる 實に斯 く あらま ほし、 身 を 一校に 委ね 置きながら 職 を 校外の 事業に 求め、 以て 不利 を 

受 持の 學 生に 來 すが 如き 先生 達はリ 氏の 行爲に 於て 大に學 ぶ 所 あるべし。 

ダ—， 1 テのフ ハウス ト 劇はリ 氏の 專門 なりき、 彼は眞 正なる 獨 逸人の 精神 を 感受し 大 詩人の 名に 對し殆 

んど 崇拜的 尊敬 を 表せり、 故に 彼の ゲ ー テを 評する 時に 或は 予 輩の 贄 成し 能 はざる こと ありたり、 然 

れ ども 崇拜者 のみが 最も 善く 崇拜 物の 心 を 知るな り、 リ チヤ ー ドソ ン 氏の ゲ， I テ癖は 彼 をして 最も 善 

良なる ゲ ー テ文學 の述意 者たら しめたり、 三學 期の 長 日月、 彼 は ゲ，' テの辯 護人と して 予 輩の 前に 立 
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フ ハウ スト 劇 は 其れ 自身に て 智識 的大， 世界な り、 希伯來 人の 聖書 を 除いて 一 卷の屮 に 人事の 凡て を盡 

せし もの は 虹 作 を 措て 他に あるな し、 是れ實 に 世界的 聖書 (welt  Bibel) なり、 是れ實 に 新紀元 を 報 

する 曉 鐘たり、 是れ實 に 十九 世紀の 精神な り、 基督 敎的 文明 を 人情 化 (humanize) せし ものな り、 ^ 

界の 精神 を 辯 護せ しもの なり、 吾人 は 是れに 依て 人性の 如何に 憐れむべき ものにして 如何に 貴ぶべき 

ものにして 如何に 醜なる ものにして 如何に 美なる もの か を 知るな り、 フ ハウ スト 劇 は 吾人 を 「人」 た 

らしむ、 其益此 にあり、 其害此 にあり、 吾人 は 人 (Imnmu) たるの 大を 知りて 神 (divine) たるの 慾 

を棄 つるに 至る、 人界の 大をフ ハウ スト 劇 は 示せり、 其 作者 は 魔術 家な り、 彼 は 羸弱 罪深き 人 を 以て 

彼れ 自身に 於て 滿 足すべき ものと して 描きたり、 妄信 者 を軟ら ぐるに 偉大の 功 あり、 衆生 を 導く に 偉 

犬の 害 あり、 フ ハウス ト亂に 接して 予は 人と して 予の 有する 特權の 犬なる を 悟て 天祐の 耍を 感ぜざる 

に 至れり、 ゲ ー テ 彼れ 自身が 彼の 讀 者に 對 する メフ ヰス卜 I なり、 予 が單獨 自然と 自然の 神に 向て、 

Erhal)ner  Geist,  du  galbst  mil.,  gakst  luir  jillos, 

warurn  i。h  bat  I  J)-  hast  mil-  llidit  umscnst, 

Gabst  mir  die  Ixel.rliche  ^^^^0.  zum  KonigTek.l グ 

Kl.ai-t,  sie  zu  Idhlen,  zu  geniessen;  nidlt 

Ko-lt  slaunenden  wesudl  erlaubst  diz  nur, 

.vergdnnest  mir  in  ilu.e  tiefe  Bruir^t, 

Wie  in  den  Busen  eines  Fl.elmds,  zu  ^aKi-r 
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と 叫ぶ に 封し フ ハ ゥ ス ト劇は メフヰ スト ー の 魔 言 を 以て 予 輩の 平和 を 破りて 云 ふ 

Habt  ihr  nun  Imld  di  ； Leheu  g. ゴ ug.  f^cfiihrt  ？ 

AVie  kanns  euch  in  die  ij^hlge  fl.ouen  ？ 

Es  ist  wol gut, ュ ass  m<-ul  s  In.obil.t; 

； nftlln-  n-l)or  wicdor  zii メ く as  N0U21 ！ 

此大 著述 を學び 了して、 泣て 笑て 評して 論じて、 世界的 智識 を 探り 終て、 主人公 フ ハウ ストの 生涯 は 

•  ケ，' テ 自身の 稱 する (lurch  StUrmcu たるに 過ぎす、 劇の 發 端に 於け るフ ハウ ストの 愁歎 は 其 結尾に 

達して 予 輩の 發 する 愁歎の 聲 たり、 

】)111.. (； luius  stiulirt  niit  llo.lMSOIU  J )0111  一一 hu. 

Da  steJi ich luin,  icli  al-mer  Thor, 

und  bin  so  Idu^  als  wie  zuvor  ；  

予は予 の 尊敬す る敎師 と說を 異にして フ ハウ スト 劇 を讀み 了り たり、 予は 彼に 對 して  ーーーーロ 語 外の 感謝な 

き 能 はす、 予は 世界の 精神 を 知れり、 其 美と 妙と は 爾来： び予を 欺かざる べし。 

予が 校を辭 する 前リ氏 は予に 命じて 改革者 ル ー テ ルの靑 年 時期に 關 する 歷 史的 單記を 英文に 翻譯 せし 

めたり、 三 ヶ月の 勤勉に 依て 予は 之を譯 了して 彼に 奉ぜり、 彼の 歡 喜と 滿 足と は 譬 ふるに 物な し、 彼 


は 云 ふ 「余の 日本の 學生 是を爲 せり」 と、 予は實 に 彼の 級 中の 最 難物な りき、 彼の 特別の 援助に 依る 一 

に 非 ざれば 予は滯 りなく 彼の 受 持の 學課を 了へ 能 は ざり しもの なり * 彼の 歡喜は 彼の 勞 力の 結果 を 表 ，丄 

せし もの、 予は 慚愧の 至りに 堪 へす、 予が校 を 去て より 後三年、 予の 知人 某なる 日本人が 彼を訪 ひし. 一 

時 彼 は 尙ほ予 の 英譯文 を 誇り 居りし と、 鈍 愚予の 如き もの を敎 導し、 其 少しく 進步 せし を 見て 喜悅 誇- 

て猶ほ 未だ 巳まざる が 如き、 是を師 情の 極と 稱せ すして 何 をか稱 せん、 恩 授の凯 作今玆 にあり、 日常 * 

之 を 友と する に當て 慈師の 厚情 を 懷ふ切 也。 

聖書 文學は 特別 科と して 予 一人の 爲に 設けられたり、 敎 授祌學 博士 フ，^ ル— ド ドに MW. ； 

Field) 氏に 閑餘の 時間 ありし 事と 予の 異邦人に して 基督 信徒たり し 事が 此特權 を予に 供せられ し 

因な りと 知られたり、 是れ 余の 請願に 出で しに 非す して 敎 頭と 博士との 相談より 成りしたり、 學生 1,1 

人に して 敎授 一 人 を 持つ 事 なれば 予に 取りて は 無上の 特典と 云 はざる 可ら す。 

敎場は 博士の 家に 於け る 彼の 勉强 室な り、 質問 討議 は予の 勝手次第 なり、 此の 如くに して 氏の 喘 咳に. 一 

接する こと 一年 三學 期に 涉り、 予の 彼より 得し 所 實に大 なり、 予 は先づ 彼と 共に ハリス 氏の 有 神 哲#. 

論を讀 み、 次に ス ミス 氏の 舊約史 に 移り、 ，、、1^？^ グ I ス 氏の 聖書 研究 論 を 以て 終りたり、 然れ ども 敎科 

書 は 常に ソッ チノ ケに爲 したり、 等 二人 は 一年間 宗敎 上の 討論 會を 綾け たり、 博士の 長所 は 比較 《羊- 

敎學 なりき、 而 して 余 は 素と 懦敎を 以て 育て上げられ しもの なれば 博士に 取りて は予は 得難き 科學 S: 

標本な りき、 是れ 我等の 討論 會が屢 々時間の 經 過の 早き を 歎じ、 口 泡 を 飛し、 聲 は：^ れて 隣室の 彼の 一 

善良なる 妻 君 を 驚かせし 理由な り、 余 は 彼が 予の 祖先の 宗敎 なる 佛敎祌 道 等を輕 侮す る こと を 許さ^ 一 
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りし、 予は 無遠慮に も 基督 敎 #1 現 時の 腐敗 を 以て 彼に 迫りたり、 齢已に 古稀に 達せし {II 髮の老 先生 は 

少しも 先生 振る ことなく、 快 辯 壯語を 以て 余に 應答 せり、 予は 彼に 向て 充分に 異敎 (Heathenism) の 

美と 眞と を辨ぜ しと 信す、 然れ ども 基督 敎の 原理に 就て は予は 充分に 彼の 議論に 服し、 此 點に關 する 

予の 確信 は 彼に 由て 益 々章 固なる を 得たり、 最も 完全なる 傳道は 師弟き を 接して； 1^ き i め C わ t^£i: ^い、 

米國高 壇に 於て ij 々の 名 ある 一 祌學 博士と 斯 くも 自由に 面接す る を 得し は予に 供せられ し 宗敎的 特典 

の 最大なる ものと 云 はざる ベから す。 

三學 期間の 討論 會は 終に は 我等 をして 最も 親密なる 友人たら しめた.^、 博士 は 遂に 予の 衣食 問題に ま 

で干涉 する に 至れり、 彼 は 種々 の 名義 を附 して 予の 數囘の 缺乏を 補へ り、 彼 は予の 心事の 解明 者と な 

れり、 彼 今 逝て 今 世の 人に あらす、 予は 彼に 報 ゆる 所な から ざらん や、 縱 令へ 高堉 一の 上より せざる も、 

縱 令へ 敎師の 聖職 を帶 びざる も、 一 種の 基督 敎傳道 は 彼に 對 する 予の 義務 也。 

第 四 年 級に 人て 予は礦 物學と 地質 學と を敎授 H マ ソン 氏に 受けたり、 彼 は 善人 中の 善人、 彼の 廣濶な 

る 頭 腦は礦 物と 化石と 馬洲の 地質と を 以て 滿ち 充てり、 彼 は 常に 誇て 曰 ふ 「力 I>I7H 近郊に 於て 余の 

識ら ざる 石塊の あるた し」 と、 彼 は數學 攻究の 爲 めに 壯 年の 時 巳に 頭 髮半を 失 ひ、 今 は 禿 頭 光 を 放ち 

て 眩 一し、 彼 亦 古文 學に淺 からす、 彼 は アマ スト 1 大學 の忠實 なる 卒業生と して 曰 ふ ^^a.l^i!はカレッヂ 

敎 育の 最要 部分な り、 予の兒 にして 校に ある もの は 專ら意 を此に 注がし む」 と、 金石 學 者の 雷と して 

重ん すべきの 一 一 百な り。 

敎科 書と して 地質 學に 於て ル ITX^ 氏の 地質 原論 を 用 ひ、 曠物學 に 於て 博士 デ ー ナ著を 用 ひたり、 敢 

始の四 五 囘は彼 は 能く 秩序 的に 予楚の 課業 を 質したり、 然れ ども 暫時に して 彼 は詳明 解析の 爲め にお I- 


を 奪 はれ 日課 ある を 忘れし 事 a 々なりき、 是れ 彼の 學 生の 最も 悅 びし 所、 課業の 詰問より 免が れんと 

欲する 時 は 彼等 は 近郊の 土塊 數倾を 持ち 来り 彼の 机上に 竝べ 置き 以て 彼の 解明 を 乞へば、 彼は莞 雨と 

して 標本に 對し、 其 起原、 理化學 的 性質、 功 用、 配布の 精細 は 彼の 腦裡 より 流れ出て 止まる 所 を 知ら 

す、 ^^^1ぉか1^^が敎場の 一隅 一幅の 掛圖に 日光 を 遮ぎ られて 華み as 夢 境に 遊 • 

、> やい あ も^:^ 少 いも 意に 留か す、 敎場 e を 奔走し、 是に 比し 彼に 照し、 以て 一 石塊 を辨 明す るの 

狀は氣 の 毒に も あり 可笑しく も あり、 時鐘 鳴り渡りて 彼 は 始めて 日課に 心附 くも 已を 得すして 散 級 を 

命す、 而 して 一 週間 を 出ざる に 彼 亦 彼の 學 生に 欺かる i 事前 日の 如し。 

ニ學 期に して 地質 原論 は綣 かに 其 四 分の 一 を 終へ しのみ、 金石 書 は 結晶 論の 一 編 を 誦し 終て 後 殆んど 

無用に 歸 したり、 彼の 敎 場の 亂雜 たる 實に 物の 比すべき なし、 岩 塊 化石 礦 物の 類 は窒內 到る 虚に 狼藉 

たり、 予輩は 彼の 敎 場に 入りて 學ば ざらん と 欲すれば 學 ばざる も 可なる が 如し、 最も 自由なる 教授法- 

ァ マ スト 校に 於け る 地質 學科は 自由 科 中の 自由 科な り。 

然 らば 予輩は H マ ソン 氏に 就て 少しも 得し 所た きか、 否な 然ら す、 全く 然 からす、 彼 は 無頓着の 如く 

に 見へ て 決して 無頓着なら ざり むな り、 彼 は 自然 學を敎 ふるの 最捷路 を 知れり、 自然 其 物に 就て 予輩 

COCOCCOOOOOOOOOOOOOCOCOO  -  ^  r  I  r  ,  r  ： 1-1 '1 ' ' . 

の イン テレ スト を 起さん とする が 彼の 目的な りしな り 而し て是れ 規則的に 敎科 書を晤 誦し たれ はと 

て 決して 起るべき ものに あらす、 然り、 多くの 思慮た き敎育 者が 紀律 的に 自然 學を學 生に 强 ひしが 故 

學生は 終生の 敵意 を 自然 學に對 して 挾 さむに 至れり、 自然 其 物が 自由な り、 アガシが 瑞西, の 淡水 

魚に 於け るが 如く、 ォ ー ヂュ ボンが、 米國の 鳥類に 於け るが 如く、 彼等 は强 ひられて 自然と 友？ 9 を 結 

ば ざり しなり、 詩人 口 ングフ H  B 1 の 言に 由れば 自然 は 幼時の アガシに 歌て 曰く  1 
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And  Natul.e,  tls  old  nurse,  tock 

，rlle  child  UJSn  lier  Imee, 

saying-:  "Here  is  a  story-hoolc 

Thy  leather  has  written  for  thop  5 

" Come,  wanaer  with  me.  who  Hiu(l, 

" lute  regions  yet  llutl.cd  ； 

A51 read  what  is  still  lull. 。ヨ 1 

In  tlie  manuscripts  CI  :cd. 

自然 をして 彼女 自身の 敎師 たらしめ よ、 曾 て 聞く 有名な る 博物 學者ァ ガ シ が 米 國？^  、パ^^ 大學 の 敎 

授 たりし 時 一 青年 彼に 來て 動物 學 研究の 方法 を 問へ り、 アガシ は 直に 立て 剝 製の 魚類 一 尾 を 持ち 來り" 

之 を 青年の 前に 置き、 默然 去て 室外に 出で たり、 彼 は 暫時に して 歸り來 り 青年に 問 ふて 曰く 「君 は此 

魚に 就て 何 を 見し や」 と、 彼は觀 察の 儘 を 述べたり、 一.^ 氏 曰く 「君の 見る 處 未だ 足らす 挥び檢 して 予 

の 來るを 待て」 と、 彼 は 再び 室外に 去りぬ、 而 して 青年 は 彼に 供せられ し 標本 を 手に して 半 n に涉り 

殆 んど爲 すなき に 苦しみたり、 時に 先生 再び 入り 來り靑 年に 吿て 曰く 「自然 を學 ぶの 法斯の 如し、 卽 

ち獨り 直に 自然 物を檢 する にあり」 と、 靑年大 に 悟る 所 あり 感謝して ァ氏を 去りし と 云 ふ、 ■ エマソン 

氏の 精神と は實 にァガ  1^ の此 精神に 外たら す。 、  ，  、 

ェ で ソン 氏 は 書き 敎育を 避 て 標本 敎育を 取りし 如く、 成るべく 敎場敎 育 を 避けて 野外 敎育を 撰べり. 


是れ亦 彼の 敎育 主義より 来る 自然の 結果と 云 はざる ベから. す、 故に 彼 は 凡ての 機 會に乘 じて 予輩を 近 

隣の 山野に 引き出したり、 或は コン ネチ カット 河岸に 砂礫 積の 欣を學 び、 或は ホ リヨ ー ク 火山脈に 

地 皮 皺 縮の 理を 究め、 「糖 塊 山」 山腹の 巖窟、 トビ ー 山頂の 突 岩、 r 帽 野」 の 紛縯、 r 綠 野」 の 砂原、 

ァ マ スト 近郊 方 十哩の 地に して 地質 學 的に 趣味 ある 場所 は予 輩の 跋跞 せざる は斟 し、 ホ，归，—ョ^ク^3頂 

北面して 曲折 蝻艇 たる 銀河 を 望みし 時 • コ ンネチ カット 河 邊鐵鎚 一挺 を 腰に して 岩 面に 古獸の 蹄痕を 

探りし 時に、 予が西 大陸の 山野と 親交 を 結びし 時な りき、 旣に 親密な りし 自然 は敎授 H マ ソンの 紹介 

に 依りて 更に 親密な る ものと た れ り。 

其 他の 學 課に 就て は予は 多く 言 ふ を 要せす、 X ず伯來 語の ニ學 期は予 に祌學 研究の 野 ¥v 起さし め、 校 

を卒 へて 後 終に 四 ヶ月の 永き 此非實 用 的の 學 問に 予の頭 腦を惱 ましめ たり、 心理 哲學の 一 學期 は予の 

最も 苦戰 せし 所、 予 は此學 科に 於て 臍 緒 切て 以来 始めて 落第て ふ 厄難に 會 したり、 予は 全く 之 を 解せ- 

ざり しに あらす、 予は予 の 心理的 思想 を 言 ひ 現 はすに 言語 を 有せ ざり したり、 故に 落第 は予に 取りて 

は 無慈悲の 刑罰な りと 信じ、 ー學 期に して 予は 心理 學を 放棄したり、 甘き もの は 甘し 苦き もの は 苦し、 

然るに 「何故に 甘し」 と 問 ひ、 「何故に 苦し」 と究 む、 是を 心理 哲學と 云 ふ、 故に 此學 に從 事す る も 

の は 終に は 甘き を稱 して 苦しと 爲し、 善 を 惡と稱 し惡を 善な りと 唱 ふるに 至る、 人は獸 か、 獸は人 か、 

宇宙と 合體 すると か稱 して 天 を 眺めながら 泥中に 落つ、 心理 學 者と は斯の 如き もの を 云 ふたり、 予の 

落第せ，^ も 亦 無理な らん や (！) 

倫理 哲學 は最要 最高の 學科 として 最終 學 期に 敎 頭より 授けられたり、 而 して 幸に して 心理 哲學に 於け 
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るが 如く 落第の 悲運に は會は ざり しも 予は餘 り 輿 味 を 以て 此學に 臨 まざりし、 惟 其. £ 多くの 高潔なる 

思想に 接し、 予の 心靈を 益せ しこと！^ なから す、 r 德 (\^il.tue) は勇氣 (virtus) なり」 との 如き、 

「愛 (Love) は捨 つる (Leave) と 同意義に して 自捐 なり」 の 如き、 「人 は 高 尙に獨 立して 一 <1 小： 1： に 依. 

頼せ ざる 可ら す」 (詩人 ゥ オル ヅォ ウスの 言) との 如き、 「汝の 言行 をして 字宙の 運行と 和 八 ！： せしめ 

よ」 との 哲學者 力 ノトの 勸 言の 如き は予に 取りて は 一 言 千金の 價値 ありて 之 を 誦讀服 i5 すれば^に 倫- 

t 警 9999 青謇 ず， 曹 0 曹書看 督 9 看  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOCO 

理哲 學を學 ぶの 要はな きものと 考 へたり、 然り、 予に 取りて は 植物 學 又は 金石 學は偏 现哲學 に 勝りて 

數 倍の 倫理的 價値を 有せり、 詩人 ゥ オル， "1 ォゥス 言 はす や 

MXy  teach づ cu  more  of  mau. 

Of  moral  evil  and  of  gcod. 

Than  all  the  sages  can.  * 

有名なる 敎 育家フ レ ，ー ベ ルは 曰へ り 

水晶 學は予 に 人た るの をと 其 法則と を 示し、 聲な きも 感じ 得 可き 言語 を 以て 人類の 眞 正なる 生 ik 

を 予に敎 へたり 

と、 而 して 是 れ亦予 が敎授 H マ ソン 氏の 金石 室に 於け る經驗 なりと 云 はざる ベから す、 倫 现哲學 は 思. 

惟學の 一 科と して 攻 研す るの 大價値 ありと 雖も之 を 以て 實行的 道 德を勵 まさん が爲 めに する は 寶益甚 

oooooooooooooooooooo〇cooc>ooo〇ooc  00 〇 000000 

だ 少し、 世が倫理學に於て失^11^1するの理由は之を機械學又は測地學の如き實用學と見做すもの多けれ 

ばな り、 予の 失望 も此に 基け り。 實德の 養成 は 倫理 學敎 育に 於て 望む ベから す。 


アマ スト 敎 育の 一にして r1 輩の 爱に 特^の 注意 を 要すべき もの あり、 卽ち 一 學 年間 毎週 ー囘づ i 上級 

生の 爲 めに 設けら る &敎 頭の 質問 會是れ なり、 其方 法た る や 生徒より 有と 有 ゆる 質問 を 提起し 敎 頭よ 

り 卽席答 辯 を 要む るに あり、 質問の 種類に 制限な し、 政治 法律 經齊 倫理 哲學 文學宗 敎學術 勝手次第な 

り、 疑問 を 以て 滿ち充 ちた る百餘 名の 壯年學 者 を 相手に 縱橫 微塵に 彼等の 攻擊を 切り 拔 ける 事 なれば 

敎頭 たる もの は 非常の 博識た ら ざ る ベ からす。 

一 日 級友の 一人 予の 日本人な るの 故 を 以て 敎 頭の 日本に 關 する 智識 を 試みん と 欲し 「日本の 過去、 ？ 一?- 

今、 將來」 なる 問題 を 出して 彼の 答 辯 を 乞へ り、 敎頭は 微笑しながら 予を 彼の 眼鏡の 上邊 より 眺め、 

曰く  r 此處に 內村君 あり、 我等 は此 問題 は 彼に 讓る べし、 然れ ども 予は先 づ予の 知る 所 を 述べ 而る後 

彼の 訂正 を 乞 ふべ し」 と、 言 ひ 了て 彼 は 日本 歷史の 大意 を 述べたり、 神武 天皇に 始め、 仲哀神 后の 征 

西、 天智の 中興、 藤 原 家の 專撗、 封建制度の 建設、 領朝尊 氏 家康の 事跡より、 終に 明治の 復 輿に 及ん 

で 息み ぬ、 彼 は 云 ふ r 予の 知る 所 僅に 如斯 のみ」 と、 心 大に予 の 前に 慚づる 所 あるが 如し、 予は 驚け 

り、 彼の 陳述せ る 所に して 予の 知らざる 所 甚だ 多し、 殊に 年代の 記憶に 至りて は予の 迚も 及ばざる 所 

なりし、 予は 彼の 終る を 待て 起て 予の 意見 を 述べ 敎 頭の 說 く所寸 毫も 予と說 を 異にする 所な きを 陳べ 

たり、 是れ其 一例な り、 以て 彼 園に 於け る 大學敎 頭なる もの i 學識の 一斑 を 知る に 足らむ。 

後日 骨て 予は彼 を 彼の 家宅に 訪 ひし 時 彼に 問 ふに 彼の 日本に 關 する 知識の 出 所 を 以てせり、 彼れ 曰く 

r 予は 十七 年 i1 世界 漫遊の 途次 貴 國に抵 りたり、 途上 船中 責國 の歷 史を讀 むの 快 を 得たり、 爾来 

絞 上 多く 學ぶ所 ありし と 雖も予 の 得し 所 は 重 もに 彼の 時に ありし」 と、 十七 年 前の 日本 歷史を 請す る 
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彼の 記憶 は予 輩の 想 ひ 及ばざる 所、 然れ ども 彼 は 記憶力 を 以て 學者 社會に 有名なる ものな り。 

予は カレ ッヂ敎 育に 依て 學 問の 眞味を 知れり、 學 問は單 に經濟 的に のみなら す、 人情 的に 心靈 的に 貴 

きものと して 予に 紹介せられ たり、 H マ ソンの 所謂 ス カラ ー (scholar) の觀念 は予に 始めて 此處に 於 
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て傳 へられたり、 學者必 しも ス カラ ー ならす、 ス カラ ー とは眞 理の爲 めに 眞理を 愛する 人 を 云 ふなり、 

哲人 プ— ラト，. n, の 精神、 詩人 ゲ ー テの 精神、 卽ち眞 现を戀 慕して 身 を 其 探究に 委 ぬる 精神、 是れス カラ 

1 の 精神な り、 か レ ッヂ敎 育 若し 予輩 を實用 的專鬥 家たら しめす ば予輩 をして 先づ ス カラ ー たらしむ。 

予はス カラ，' たるの 資格 を 感じて 後專門 大學に 入りて 之 を 利用す る を 得 ざり しを憾 む、 然れ ども 予は 

二三の 專 門を璲 るに 優りて 此特權 を附與 せられし を 喜ぶ ものな り、 恰も 一 ニニの 寶貨を 獲る よりも 寶藏 

oooooooooooo〇  occcc-ooooooocooo〇ooooo〇oooo  ©©® 

の 鏡 を 有する の 優れる が 如し、 カレ ッヂ敎 育に 依て 獨學の 方法と 精神と は予に 供せられ たり、 學問は 

予の常 性と なれり、 力 レ ッヂ敎 育の 功果 豈 亦た 偉大なら す や。 

三 亞米利 加 土人の 敎育 

余が 米國を 去て 歸國 の途に 就く の 前週、 余の 恩人なる 費府の 慈善家 ゥ ヰスタ ー、 モリス 氏 は 余に 吿て 

曰く  +  ： 

君 は 我 米國に 在て 多くの 慈善事業 を視 たり、 然れ ども 當 ァ州カ ライル (Carlisle) に 

於け る 土人 敎育 事業 を 一 見せ ざれば 君の 視察 は 完全せ りと 言 ふべ からす、 其の 監督者なる 大尉， フ . 


ラット 氏 (capt.  K.  H.  rmtt) は 余の 親友な り、 余 は 君の 爲に彼 地 へ の 往復 旅費 を辨 すべければ 

君 注て 彼を訪 ふべ し、 余 は 信す 君の 益す る 所 決して なから ざるべし 

と、 佘は甘 じて 余の 恩人の 厚意 を 受け、 旅装 早々 力 ライルに 向て 發 せり。 

費 府を西 を 走る 百哩 にして 當 州の 首』 肘 7 リ II スブ， ルグ" に 達す、 此處に 列車 を轉乘 し、 南の方^^,^ラ—、s^ 

州の 方面に 向て 走る 事 一 一時間 餘 にして 力 ライル 町に 至る、 南北 戰爭に 於け る 有名の 劇戰場 ゲチス ブル 

グを 去る 僅かに 十 數哩， カン ノ lr?nr^, 開 谷の 中央に 位し、 富饒 なる 農產 地な り、 停車場に 下車 すれば 

銅色 的 一 人士の 叮嚀に 余を迎 ふる あり、 曰く 大尉 プラット は 君 を 待てり と、 蓋し 注意 深き 余の 費 "おの 

恩人 は 巳に 余の 行 を 彼に 通知し 置きし なり。 

余 は プラット 氏 を 始めて 彼の 事務室に 見たり、 見 上る 程の 偉大 漢、 彼の 體格は 紛ら ふべき なき 軍人な 

り、 然れ ども 彼の 容貌に 軍人たり し 一 徵 候の 存 する を 見す、 柔額 溫容の 一 君子、 上脣 下顎 共に 一 筮の 

鬚 髭 を 留めす、 謙 厚に して 甚だ 交 はり 易き 一 平民な りき、 彼 は モリス 氏の 紹介の 故 を 以て か 知友の 如 

くに 余を迎 へ、 余の 訪問 を 以て 甚だ 悅ぶ 者の 如し、 彼 は先づ 余に 問 ふて 曰く、 

君 は 何日 間 余と 共に ある を 得る や 

と、 余 は 答 ふるに 二十 四時 間以內 なる を 以てす、 彼 は 甚だ 短き に 過る を 歎じ、 語を續 けて 曰く、 

然 らば 我等 は 甚だ 多忙なる べし、 余 は 君に 要 めんと 欲する 所 甚だ 多し、 故に 我等 は斯 くな すべし、 

初めの 十一 一時間 は 君 余に 供せ よ、 終りの 十一 一時間 は 余 君に 呈 せん 

と、 余 は 之を諾 せり、 而 して 我等の 智識 交換 は 始まれり。 彼 は先づ 余に 問 ふに 日本の 敎育 制度 を 以て 

し而る 後に 其宗敎 慈善 等に 及べり、 余 は 序に 彼に 吿 るに 日本に 「アイ ノ」 人種なる 者 ありて 其 今日の 
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日本人 種に 於け る は 米國に 於て 銅色 人種の，：：： 哲人 種に 於け るが 如くなる を 以てせり、 此時余 は 彼の 雙 

眼が 二倍の 光輝 を 放てる を 見受けたり、 余 は 彼の 特愛 問題に 當 りしな り、 是に 優る の 重要 問題 は 彼に 

取て は 他に あるな し。 

嗚呼 然る 乎、 其數幾 干？ 

大凡 一 萬 六 七 千な り、 北方 蝦夷 島に 住す。 

日本 政府 は 之 を 開明に 導かん が爲に 如何なる 方法 を 取りつ 、ある や？ 

特^の 方法と て ある を 聞かす、 普通 小 學敎育 を 施しつ k ある も 未だ 遍く 彼等の 內に 及ばざる が 如 

し 0 

問答 は 益々 活 澄と なれり、 彼 は 「ァ イノ」 人種 退 減の 有様 を 聞て 淚を 流せり、 彼 は 其 r ァリュ ー ト」 

人種に 近き を 聞て 一 層の 推察 を 表せり、 彼れ 終に 叫んで 曰く、 「余 は 一 度び は 必す貴 國に抵 りて 余の 

友人なる アイ ノを 見ん」 と、 蒙昧 可憐の アイ ノ人、 彼等 は 此處に 推察に 富める 一友 人 を 得たり。 

我等の 話頭 は轉 じて 口 本人 種と 亞米利 加 土人との 人種的 關 係に 及べり、 米亞兩 大陸の 地理 學 的に 接近 

する より、 兩 人種の 容貌 骨格の 相 類似す るの 甚 しきょり、 廉恥を 重んじ 信義 を 厚 ふす る兩者 共有の 特 

性より、 日米 兩 人種に 相距る 遠から ざる 親類なる を 論究せ り、 談爱に 至て 對 話の 興味 は 益々 其 深奥に 

達せり、 彼 は 曰へ り 

君に して 此言 をな す、 以て 余の 事業の 益々 多望なる を 知る、 余の 國人 (米 國人を 指す) は 概ね 銅 

色 人種 を 見て 殆んど 禽獣に 均しき ものと なし、 彼等 を 文明に 導く の 愚を嗤 ひ、 彼等 を根絕 する の 

刺を說 くもの なり、 然れ ども 誰か 日本人と 均しき 特性 を 有する 斯民を 以て 文化に 誘 ひ 得ざる 者と 


なす、 君に して 亞米利 加 土人と 類似 人種た る を 公言す る を 恥と なさす、 君の 義氣 土人の 榮譽 夫れ 

干ぞ や。 

と、 余 は 信す プラット 氏の 日本 を 戀ひ慕 ふの 念は此 時に 始まれり と、 彼 は 一生 を 銅色 人種の 辯 護救濟 

の爲に 委ねたり、 彼 は 永く 社會の 嘲弄 冷遇 を斯 不幸 人種の 爲 めに 忍べり、 今や 彼 は 彼の 事業 を 辯 明す 

るの 一大 材料 を 得たり、 亞米利 加 土人 は 日本人に 類似す る 民な りと せば 前者の 開明 は 期して 待つべし 

と〕 

彼 は 彼の 履歷の 概略 を 語りて 曰く、 

余 は 武官な り、 夙く より 土人 征討に 從 事せ しもの なり、 余 は屢々 彼等の 領土に 攻め 人り 兵 を 指揮 

して 彼等の 村落 を燒 き、 彼等の 勇者 を 殺戮せ り、 然るに 曾て 南方 セ ミノ ー ル族を 討ちし 時 余 は 料 

らすも 土人の 小兒 二人 を 生 捕せ り、 余 は 之 を 見て 惻隠の情に 堪 へす、 意 ふ是亦 上帝の 子供、 余の 

同胞に あらす や、 何 ぞ之を 殺す を輟 めて 敎育 誘導す る を 園らざる と、 新 思想 は 今 は 余の 全心 を 奪 

ひ 去れり、 日 を經て 余の 確信 は 益々 强固を 加へ たり、 余 は劍を 放棄して 土人の 師父と なる に 決せ 

り、 是れ 余の 此救濟 事業の 發端 なり、 

と、 而 して 彼 は尙ほ 語を續 けて 劣等 人種 撲滅の 非理 を說 き、 a っ經濟 的に 箅 する も 彼等 を 慈善 的に 誘 

導訓 化する の遙 かに 優れる を 述べたり、 彼の 肺肝より 流れ出 づる是 等の 言 は 如何に 余の 全身 全 思 を 刺 

動せ しょ、 今や 流浪 を 終り 故山に 歸 らんと する に 當て此 人道的 大福 昔 を 聽くを 得たり、 余 は 思 はす 感 

謝の 涙に 溢れたり。 

夕釵を 彼の 家族と 共に 喫し、 尙ほ數 刻の 談話の 後、 鐘聲 全校に 響き渡りて 祈 禱會の 時間に 至りぬ、 ブ， 
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. ラット 氏 は已に 余を此 夜の 辯 者と 定めたり、 彼に 導かれて 高 擅に 上れば 余の 目前に 奇異なる 面貌の 配 

列す る を 見たり、 敎師 職員 は 悉く 敏腕 屈指の 白 哲人 種な り、 然れ ども 其 生徒た る もの. - 全體、 其 取 服 

を 着けた る 軍曹 下士の 如き もの、 是れね 色 碧 服の 人に あらす、 其頰 竹の 角立ちた る、 其 頭髮の 濃黑な 

る、 其 眼 形の 巴旦杏 形なる、 何ぞ我 同胞に 肖る 酷 だしき や、 彼なる は ァパチ ー 族、 .^^£1リ„ ^め 半島の 澤 

巾に 住せし もの、 是 なる はチ エロ キ ー、 チヨ ク トウ、 チカ ソゥの 族、 キマ a ン河邊 に彷植 ひし もの、 

彼 は TICT^ 山 力 ェンに 獲し もの、 是は 遠く アラスカより 送り 來り しもの、 全 群 凡そ 六 百 餘名、 銅 

色 人種の 全部 を 代表し、 今や 余の 不完全なる 英語の 演 說を聽 かんとて 集 ひ 来りし なり、 家 鄕を辭 しべ 

玆に四 年、 邦人 を 見る こと 甚だ 稀に、 然るに 令 この類 似の 民に 接す、 鳴 呼汝も 亦， n 哲人 稷の橫 行に 苦 
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しみ、 其 掠奪 を 忍び、 其 貪慾の 犠牲と なり、 今は逐 はれて 居 を 失 ひ、 山野 林， 海に 幕 を 張る もの、 我 何 
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ぞ相憐 推察の 情なから ざら む や、 天に 正義の 神 あり、 冀 望の 時 は汝に 幾し、 日 木 起て； 亞細： 亞を救 ふの 
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時 は 亦 汝の頭 を 擡げ 得る 時に して 我 今汝に 接して 我が 責任の 益々 重且大 なる を 知る， 余 は 一 一時 問餘の 

長： 奴說に 日本の 位置と 希望と 天職と を 述べ、 心 大に滿 足す る 所 ありて 壇 を 下れり。 

初めの 十二時 問 は 過ぎぬ、 余 は 寢窒に 送られぬ、 プラット 氏 は 曰へ り 「明朝 §1 時 余 は 君 を 起すべし、 

余 は 十一 一時 問內に 余の 事業の 渾てを 君に 紹介せ ざるべ からす、 我等 は 睡眠に 多くの 時 問 を 消費す る を 

得す」 と、 客 夢 一睡す るかと 思へば、 主人公 は 巳に 余の 寢窒の 戶を敲 けり、 余は應 じて 起ち、 燈 光に 

早 膳に 與 かり、 直ちに 巡 覽の途 に 上る、 彼 は 先 づ余を 導いて 食堂に 抵り、 數 百の 銅色 男女が 靜肅に 朝 

飯 を 契す るの 狀を 見る、 次に 鹿廚、 次に 麵包燒 場、 次に 洗濯 窒、 次に 浴室、 次に 寢窒、 次に 薬局， 次 


に 病{ 至、 次に 新築の 體操 場に 至れば、 百餘の 體格逞 ましき 壯士が 各々 兩 手に 棍棒 を 提げ、 我等の 來る 

を 持ち 構へ つ i あり、 我等 階段の 上に 立てば 一 令 下りて 二百の 手腕 は 一時に 擧り、 動作 整然 勇 壯言は 

ん方 たし、 次で 武器 窒、 次に 職工 場 ー 最も 壯宏を 極めたり、 —終に 敎 場に 至れば 新英洲 より 招かれし 

數 人の 女 敎師が 簡易なる 英語 を 以て 叮嚀 反覆 普通 敎育を 授けつ X ある を 見たり、 巡覽 了て プ— ヌット 氏 

の 事務室に 至れば 終り 半日 は 僅かに 二三 時間 を餘 すの み。  — 

最も 有益なる 二十 四時 間 は 過ぎぬ、 余 は 銅色の 兄弟に 達ら れて 停車場に 至り、 ゲチス ブルダよりの 列 

車 を 取り、 東 走 半日、 再び 費府に 於け る 余の 恩人の 家に 投ぜ り。 

一 日に して 數 年の 價値を 有する 一 日 あり、 一 年に して 一 日の 價値を 有せざる 一 年 あり、 フット 氏と 

共に ありし 一 日 は 余に 取りて は數 年の 價値を 有する 一 日な りき、 そ は敎育 上の 新 思想 は 彼に 依て 此短 

時間 內に 余に 傳 へ られ たれば なり。 

所謂 「プラット 氏の 力 ライル 主義」 と は 他な し、 心を訓 化する に 周 園の 感化 力 を 以てする にあり、 プ 

ラット 氏 は 唯物論 者に あらす、 否な 彼 は 熱心 稀に 見る 所の 基督 信徒な り、 彼の 慈善事業 は 全く 彼の 宗 

敎 心の 發 動より 来りし ものな り、 め i ども lk かかる 彼 は 非常の 實際 家たり、 彼 は 野 蠻人を 導く に 教理 

C  C  0  C)  C つ 0  0  0  0  0  C  C  C  0  0  厶  <1 △  △ .1 ム △  二  二 ム A  ,!  △  A  △ 厶 ム △  <!  △  二  A  A 乙 A  ,J  二 

のみ を說 くの 全く 無效 なる を 知れり、 先づ 開明 的 生活 を 供す るに あら ざれば 開明 的 思想 を 注 人す るの 

難き を 知れり、 是れ 彼の 土人 薰陶 法の 幾多の 理想家と 全く 趣 を 異にする 所以な り。 

故に 土蕃の 一群の 始めて 彼の. 許に 途附 せらる \ や、 彼 は 直ちに 其 頭髪 叢林の 如き も Q を 調理せ しめ、 

文明 人の 衣服 を 供し、 堅く 蕃 語の 使用 を 禁じ、 各自 適應の 職業 を 授け、 清潔た る、 秩序 ある 生涯に 就 

かしむ。 
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然れ ども 是れ プラット 氏の 事業の 一斑 を 窺 ふに 過ぎす、 彼の 目的 は米國 土人 三十 萬 を 化して 悉く 基督 

敎的 開明 人種と なすに あり、 彼の 訓育の 下に 成長せ し 銅色 人に してな マ は醫士 となり 代言人と なりて 白 

哲人 種と 生存 競爭 をな しつ >. ある もの あり、 彼 は 開明 人 を 離れて 土蕃を 住居せ しむる の 非を唱 ふる も 

のな り、 人種的 區別 は米國 人た る 彼の 政治 思想と 基督 信徒た る 彼の 宗敎 心が 共に 激しく 反對 する 所な 

り、 「同一 の 境遇 を 供せ ょ然 らば 蕃人 も 開明 人た る を 得べ し」 と は 彼の 確信な り、 而 して 彼 は 米 人の 

輿論に 杭し、 開明の 中眞に 土人 學校を 設け、 開明 的 境遇の 中に 蕃兒 を訓 化しつ \ あり、 。フ I ラッ— ト 氏の 

精神 を 有せざる 敎育 者に して 周 園の 改良の み を 以て 人物 養成 を 計る もの は 失望 せん- 然れ ども 徒らに 

空理 を 講じ、 祌 學と稱 して 正直なる 人 を 欺き、 尙 1^ 主義と か稱 して 滋味の 效、 衣服の 儀 を 怠る もの は 

敎 育の 實を擧 ぐる を 得す、 新 英洲撃 校 生涯 は靈 より 肉に 達する の 道 を 余に X かへ たり、 かラィルに：^-け 

る 一 日 は 肉に 依て 靈を 化する の 原理 を傳 へたり、 人 を 作る の 術 は 實に此 一 一法の 適用に あるな り。 

(『園 民 之 友』) 
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慈善家，， チ ス、—  口 ー リン グ、 "ブ レ ー ス 氏 逝く 

福音 的 基督 敎は、 善行 を 以て 救 靈上價 値 ある ものと なさす、 善行 は 人 霊の 未来 を 買 ふの 値に あらす、 

依て 以て 過去の 罪 を 償 ふの 貨に あらす。 叉 以て 全能なる 神明に 對 して 人を義 とする の 價値を 有せす、 

善行 は 義務と 云 はんより は、 寧ろ 感謝の 捧 物と 云 ふべき ものな り。 世に 德義學 に 明かに して 德 足ら ざ 

るの 人 あり、 敎 理を講 する に 熱心に して 社 會萬般 の 事業に 冷淡なる あり、 叉 は 所謂 社會 改良に 率先し 

て 意思 如何 を 顧みざる あり。 敎理 本心 を 化し 其德 溢れて 慈善事業 となり、 善を爲 しつ i 自己の 善を爲 

しつ、 ある を 知らす、 聖書に 所謂 德 彼より 流る i の 人物 は、 滔々 たる 天下 幾 干 か ある、 嗚呼。 

余輩 ブレ ー ス 氏の 人と 爲りを 慕 ふや 久し、 然るに 不幸に して 氏の 謦咳に 接する こと を 得 ざり し は、 常 

に遣憾 とする 所な り。 氏 は 有名なる 敎育家 ジョン、 ピ ヤス、 ブレ ー ス 氏の 子に して、 千 八 百 二十 六 年 

米國コ ンネ クチ カット 州に 生る、 學を Ml ル大 學幷に r ュ 一一 オン」 祌學 校に 修め、 二十 四 歳に して 歐 

洲に 渡り、 廣く獨 逸、 洪葛 利、 瑞西、 伊太利 を 跋渉し、 學校幷 に 監獄の 監理 法 を 視察し、 七 年に して 
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米 國に歸 り、 紐 育府に 於て 童子 救齊會 なる もの を 設立し、 次ぎて 新開 資子 合宿 舍を 建つ。 救 齊會に 於 

て 氏の 生存 中 救助 を 受けし 童子 二十 萬 人、 その 助力に 依りて 業に 就きし もの 七 萬 人な りと 云 ふ。 爾来 

歐 洲に航 する こと 三囘、 殊に 意 を 監獄の 改良に 注ぐ。 氏の 救濟を 施す に當 りて 常に 採りて 主義と せし 

OOOOOOOOOOOOOC  OOOOOOOOOOOCOOOO 

所 は、 卽ち被 救 者の 爲 めに 自 救の 道 を 開き、 以て 其 自尊の 精神 を 喚起す るに あり。 是れ實 に 氏の 慈善 

事業に 成功 ありし 所以な り。 氏 は 叉 健筆に して 能く 著述に 從 事し、 Slio 一二，  Smmms  fcr  Nows  】50ys. 

The  Dangel.slK  Classes  of  New  York.  Gcsta  Cliristi.  Unknown  God 等 は 其 重 もなる ものな り。 

Glosta  pi.^  r 一  名人 性 進歩に 於け る 基督の 勢力」 なる 書 は、 夙く 我國 或る 一 部の 人士の 嗜讀 する 

所と なれり-〕 

余輩 始めて 其 書に 接する や、 思へ らく 奇なる 哉此 書名 は。 余輩 基督 敎の 敎理は 聞け り— 聞 倦めり Inl 

く 天啓の 必要、 曰く 奇跡の 有無、 曰く 敎會の 設立、 曰く 其 復興、 然るに 未だ 基督 敎の歷 史上 慈善事業 

に 及ぼせし 勢力の 如き 積極的の 美果に 就きて 聞きし こと 稀な り、 卽ち 襄を拂 ひて 該書を 購求したり、 

而 して 之を繙 くに 及びて、 その 普通 宗敎を 論す るの 書と 異なる を 認めたり。 其 文 は 平易 なれ ども 流暢 

と稱 する を 得す、 緻密に して 理想に 走らす、 余輩の 感情に 訴へ すして 達 理を 刺激す、 說敎 者の 感話 

にあら すして、 歷 史家の 論文な り。 其 序文に 曰く、 此 書の 記者 (自己 を 指して 云 ふ) は、 三十 年 問 基 

督敎の 原理 を 以て、 紐 育 府の惡 敵 を 治す るの 業に 從 事し、 貧苦、 罪 惡幷に 災禍 を 減少す るに 於て その 

力 を檢定 せりと。 以て 氏の 基督 敎は、 應用 的の 宗敎 たる を 知るべし。 本論 初 端に 曰く、 

世界 歷史の 一 紀元に 當 りて、 人類の 歷 史上に 一 道德カ 現出せ り、 是れ卽 ち羅！ 帝國 一 隅の 僻地に 

於て、 ー朦昧 人種の 內に 生れ、 耶蘇 基督と 稱 する 非常の 人物の 言行と 教訓と に聚 まれり" 


全篇 五百片 紙の 趣意 は、 卽ち 僻村 一 工匠なる 大道 德 力に あるが 如し。 基督の 社會を 改良せ し は、 人視 

の 常に 達せざる 處、 卽ち 社會の 裏面に 於け る勸 きにして、 世の 以て 威 ありと し、 權望 ありと 仰がる-^ 

の 人 は、 却て 此道德 力の 中心なら ざる を 示す が 如し。 氏 曰く、 

大敎師 (基督 を 指す) の歷 史上に 遣せ し純粹 なる 仁惠の 成鎮を 研究 せんと 欲する もの は、 先づ世 

に稱 する 基督 敎會 なる ものに 對 する 尊敬の 多分 を 除去ら ざるべ か らす。 

以て 基督教と、 世に 稱 する 基督 敎會 なる ものと の^を 明かに し、 敎 會が歷 史上 言 ふに 忍びざる 腐敗に 

陷り、 鐵血を 以て 反對 者を壓 し、 思想と 學 術の 進歩 を 妨げ、 其 言行に 至りて は、 遠く 基督の 敎訓を 離 

れ たる を 慨嘆し、 叉 曰く 

然れ ども 何れの 時代に 於ても、 單 純良 順なる 男女 ある ありて、 其 名 は 史上に 留まらす、 叉 其 存命 

の 時に 於ても、 著る き 異行を 以て 知られ ざり しも、 其 精 靈は此 信仰の 原理 を 以て 充 たされたり。 

此輩徐 々に 社會の 風俗 幷に 習慣 を 改めたり、 …… 徐々 に 敎會國 家、 幷に 人民 全 體を淸 めたり、 ； 

…假令 ひ 多分 は敎會 歷史の 記錄に 留まらす、 大國與 亡 を 記載す る歷 史家の 識認 する 所と なら ざり 

しも、 此輩は 基督より 受けし 眞 理を實 行し、 叉 之 を 後 來に傳 へたり、 …… 此 輩は眞 正にして 服に 

見えざる 基督の 敎會を 設立せ り。 

(Josta  は實に 基督 敎 裏面の 勢力 を 示した る 書な り。 敎會歷 史上 常に 隱微の 位置 を 占む る 事項 

は、 ブレ ス 氏の 手に 於て 基督 敎最 美の 徵 候と 變 じたり。 氏 曰く  r 此 が靜 かなる 戰 場に 於て 得し 勝 

00  00  O0OO0OO0O 

利 は、 實に Gesta  Chriwti 卽ち 基督の 行績 なり」 と。 

行鑌論 全篇 三十 八 章、 今一 々之に 批評 を 下す に餘 地な し。 太古、 中古、 近世の 時代に 於て 父子の 關係、 
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女子の 位置、 結婚 幷に 離婚に 關 する 法令、 奴裁賫 買、 戰爭、 萬國 公法、 拷問、 決鬪、 監獄 改良、 # -,^ 

救助、 禁酒、 宗敎 迫害の 禁制 等に 關 する 歷 史上の 事項と、 基督の 之に 及ぼせし 感化 力と を. 說明 する 簡 

にして 密 なり、 殊に 和 蘭國々 家 學者グ a 1 シ ヤス 氏の 萬國 公法 論の 如き、 米國各 州に 行 はる i 離婚 法 

の 批評の 如き、 賣淫 絶滅に 關 する 法令の 如き は、 實に 見るべき の 卓論と 云 はざる を 得す。 拷問に 關す 

る 各國の 法令 を 論す るに 當 りて 左の 言 あ り 。 

基！^ 敎を 奉ぜざる 國に 於て は、 尙ほ此 制 (拷問) ありと 雖も、 耶蘇の 教理の 感化 カを受 くるに 從 

ひ、 徐々 に廢 止せら る。 其 最も 進歩せ る國 (基督 敎を 奉ぜざる 國) なる 日本に 於て は、 千 八 百 七 

十三 年 基督 敎國の 法に 傚 ひ、 拷問 を 以て 證據を 得る の途は 禁止せられ たり。 

ブレ ー ス 氏の 異敎 信者 を 見る や、 寬大 にして 尊敬 を 失 はす。 第三 十六 章に 於て 基督 敎を 奉ぜざる 國に 

於 て 、 慈善事業 の 進歩 を 論す るに 當 りて 註して S く、 

余輩 は heathen づ ooplc  (邪敎 信者と 譯 さん 乎) なる 名 稱を用 ひ、 彼等 を總 じて 偶像 拜崇 に沈淪 

する 野蠻 人種と 見做す ことに 深く 反對 する ものな り。 基督 敎を 奉ぜざる 國民 中、 神の 眞理の 多分 

を會 得せし もの あり。  - 

佛敎の 起原 を 論じて 曰く、 

印度に 於て 波 羅門敎 の 改革者と して 現出し、 支那、 日本 其 他諸國 に傳播 せる 一宗 敎 あり。 其 宗祖 

の 一一 一一 C 行と 敎訓と は、 實に 特^の 天啓に 由る こと を 示し、 ある 點に 於て は 基督の 言行と 敎訓に 最も 

相 近づきたり …… 貴に 佛師の 敎訓は 基督の 敎訓の 先達 者た るが 如し。 

神聖なる 慈悲 は、 怫師の 慈悲より 優りし ことなし、 自捨、 好 情、 仁愛、 憐恤、 淸 淨を敎 ふるに 於 


て は、 釋師 の敎に 優る ものな し 云々。 

然れ ども ブレ  1^ ス氏 は、 ある 一種の 論者の 如く、 基督 敎 外の 宗 敎を贄 貰して、 缺點 なきもの となす も. 

のに あらす。 氏 は 怫敎の 善美 を 賞す ると 同時に、 其 不完全なる 點を 論じ、 其 感化 力 は、 今日 文明の 進 

步に應 すべから ざる を 示せり。 佛 法の 我 日本に 於け る 結果 を 記して 曰く、 

佛法廢 額の 最も 嘆すべき 例證 は、 日本 現今の 有様な り。 …… 舊敎 (佛 法 を 云 ふ) 去る に 及びて、 

人 慾の 潮流 を 逆 止す るに、 只 之に 依りて 養成され し舊 時の 習慣 あ. るの み。 公平なる 觀察者 は 口く- 

國民擧 て 放肆 不實に 流れ、 憂 管の 陰影 彼等 を蔽 ふ。 釋師 の大訓 たる 人生の 終極 は 皆無な りとの 言 

となり、 懷疑 失び マ： の 暗夜 全國 民を蔽 ふと。 

ブレ ー ス 氏の 下等 人民に 於け るの 仁愛 は、 劣等 國に對 する 敬禮 となり、 基督 敎國 人の 他敎 人種 を： 13- る， 

に、 不敬 狹 隙なる を 論じ、 今 世 を 去る の 前年、 氏 をして 第二の 大著 述を爲 さしめ たり、 之 を 題して 

unkucwu  Uml (不識 神) と 云 ふ。 其 大意に 於て は已 に行鑌 論に 論ぜし 所と 差異な きが 如し。 氏 其 終 

に 於て 基督 宣敎師 たる ものが、 他敎 人に 接する の 法 を 論じ、 今日 基督 敎の 著る き 進歩な き は、 宣敎師 

たる ものが、 その 感化 せんとす る異敎 人の 宗敎 を輕視 し、 之 を 公平 寛大なる^ を 以て、 充分に 研究せ 

ざる を 以て 一大 源 因と せり。 氏 は佛敎 國に傳 道す る 宜敎師 たる もの k 說 敎を擬 せり。 卽ち 左の 如し。. 

人情に 於け る 兄弟よ、 余 は 諸君の 美麗なる 寺院 を 見、 以て 諸君 は 非常に 宗敎の 思想に 富み、 禮義. 

を 重ん する 民なる を 認めたり。 諸君の 恭敬す る尊師 聖賢 曰く、 人 百年の 生 を 保ち、 終生 宗教の 式 

を 守り、 祌佛に 奉 物 を 怠らざる も、 是れ單 純なる 慈悲の 一 行に しかす と。 釋尊は 諸君に 敎 へて 上 

下、 遠近、 今後の 差^な く、 衆生に 對 する 善悲に 就きて 默 思せ しむ …… 。 
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今 余が 諸^に 紹介 せんとす る もの は、 神の 子に して 神靈の 現出、 神 愛の 合成 體 なり、 以て 釋 尊の 

令兄と 稱 する も 可な らん •：：. 。  一 

彼の 敎 へし 所 は、 釋 師の敎 へし 所と 異ならす、 唯 其語簡 短に して 明瞭なる が 上に、 釋 尊の 達せ ざに 

る 事に 及ぶ。 基督 は 衆生に 示す に、 祌は萬 人の 父に して 至善なる こと を 以てせり、 釋 氏の 以て 免 

るべ からざる ものと 敎 へられし 罪科 は、 神の 聖 子の 行 爲と、 死に 於け る 神 愛に. 5 りて、 全く 洗淨二 

し 得る の 道 を 開きたり と 云々。 

無宿 童子の 友人、 異敎 信者の 辯 護人なる、 刊ャ ー レス、 1 HI リング、， 1^,^ 氏 は、 過る 夏 ァ— ル Jrr ス— 

山中 チ a ル州 「かむ ぶる ふえる」 に 永眠す。 或る 宗敎 新聞 は、 氏の 基督 敎 外の 宗敎 に眞现 ある を 論じ-一 

て 誤謬 を揭 ぐる こと 足らざる を 以て、 氏の 著述に 對 して 冷評 を 下したり、 且つ 氏の 現在の 敎會 に關す j 

る 意見 は、 職 を傳道 又は 牧會に 執る もの k 甘受せ ざる 所なる べし。 然れ ども 此 輩の 批評 は、 ブレ ー ス ： 

氏の 意に 介せ ざる 所なる べし。 知らす 最終 判決の 日、 綿羊と 山羊と 選^せら る i 時 「吾 父に 惠 まる ト， 

者よ、 来りて 创 世より 以來汝 等の 爲 めに 備 へられた る國 を嗣、 蓋し 汝等 我が 飢えし 時 我に 食 はせ、 渴- 

きしと き 我に 飲ませ、 旅せし 時 我 を 宿らせ、 裸な りし 時 我に 衣せ、 病みし とき 我 を 見舞 ひ、 獄に 在り 

O0OOOOO0OOO0OCOOOOO  000000000 

しとき 我に 就れば なり、 …… 雨 等 わが 此 兄弟の 最微 者の 一人に 行へ る は、 卽ち 我に 行 ひしな り」 の 賞： 

_詞 と共に 光榮の 冠を拜 し、 大王の 右に 坐す る 一 翁 あらん。 學者、 祭司 長 及び 其 子孫 忿 りて 共 故 を ふ 0. 

三十 萬の 童子 一 齊聲を 揚げて 云く、 彼 は 我等の 救 濟者チ や一レス II 叫..，— リ i ング、 ブ レ 111  ス翁 なり。 

(『六合 雜 誌』) 一 


我 が 信仰の 表白 

余の 友人 橫井 時难^ は、 『六合 雜誌』 に 於て 氏の 信仰 を 表白せられ たり， 余輩 は神學 界動搖 e 今日に 於て 信 

徒 相互に 其 信仰に 關 して 疑 團を 抱く に 赏リて 氏の 如く 明白に 信仰 を 表. 口せられ たる を大に 喜ぶ ものな リ * 余 

輩 は斯の 如きの 文字の 續々 として 宗敎 大家より 出で むこと を 望む ものな り、 然して 後 始めて 宗敎 思想の ま搖 

も 缀靜に 到る 可く. 信徒 相互の 誤解 も 解く 可き なり。 余の 如き は 勿論 横 井 氏の 如く 宗敎界 に 於て 顯耍 なる 位 

地 を 保つ 者に 非ず、 余の 信仰の 確實な る と なら ざ る と は 其 及ぼす 所 の 影饗 甚だ 狭 少な る ものな リ。 然れ ども 

余 も 亦 某 管の 一信 徒と 自信す る もの なれば. 亦據る 所の 確信な きに あらず。 因て 今橫井 氏の 例に 傚 ひ * 叉 氏 

の， i に從 ひ- 爱に 余の 信仰 を 表. m する こと、 せり。 世^ 幾多の 人士 中、 余の 如き 境遇に ありて 亦 余の 如き 

信 W を 維持 せらる 、者が- 余の 表白に よりて 少しな リ とも 慰めと 力と を 得らる \ あらんに は. 余の 幸 之より 

大 なろ はなしし 

余 は 余の 信仰 を 表白 せんとす るに 當 りて 余の 靈魂 上の 歷史の 大略 を 述べざる ベから す。 保 羅加拉 太 人 

に 書き送りて 曰く 「兄弟よ 我 爾曹に 示す、 我 曾て 雨 曹に傳 へし 所の 福音 は 人より sr つるに 非す、 蓋 わ 

れ之を 人より 受けす 亦敎 へられす 惟ィ H ス キリストの 默 示に 由り て 受け たれば なり (加 一 〇 一一 一 

二、) と〕 余の 基督 敎を學 ぶ も亦然 り、 之 を 余に 敎 ふるの 牧師 も 宣教師 も あら ざり しなり。 余 は 札幌に 
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在りて 農學 研究 巾、 不圖 基督 敎に 接する を 得たり、 雨 來余は 余の 友人と 共に 基督 敎 書類 數十 部の 助け 

によりて 之 を 研究せ しのみ。 北海道に 在留 中 は、 余の 宗敎心 を 養 ひし もの は、 重に 山川 風：：：； と 草木 

獸等、 總て 自然 物な りし 余 は 博物 學の硏 究に從 事し 居 たれば、 余 をして 萬 有の 神に 近づけし めし も 

の は、 實に 北海の 自然 物と 謂 はざる を 得す。 余 は 東京に 來 りて 以來、 又米國 に在學 中、 有名なる」： 一. 小敎 

象に 接せ ざり しに は あら ざれ ども、 是 等の 人士が 余の 靈 魂に 及ぼせし 所の 勢力 は、 聖經 一冊 を懷 にし 

て、 獨り石 狩の 平原に 漂泊し、 叉 北海の 濱に 漁夫の 疾苦 を訪 ひ、 水產 動物 上に 顯 はる i 神の 光榮 より 

得し 所の 效 力に 比すれば、 實に 僅少なる ものと 謂 はざる を 得す。 

然れ ども 若し 余の 信仰 上に 一大 影響 を與 へし 人 を 指名せ むと ならば、 余 は 第一 にァ マル スト 大畢敎 頭 

シ ー リ ー. 氏 を 指名せ ざる を 得す。 余 は 氏の 人物 風采に 於て 余の 理想的 基督教の 顯出を 見たり。 氏の 赤 

子の 如き 信仰と 柔和なる 事と は、 余 をして 品格 は 人間の 價 値上 智識の 上に 位する ものなる こと を 知ら 

しめたり。 余 はシ —ー リ ー 氏に 於て 眞 正の 基督 敎的 君子 を 見 認めたり" 叉 余が 共」 督 信徒と して 世人に 對 

する の 思想に 於て、 余に 非常の 感 覺を與 へし 人 は、 有名なる 白痴 敎育 者ジ IHn, 刈ス、 JAJ,:^,、  ッ，， チ— ャ， 

1 ド氏 なり。 氏はュ 一一 テリ ヤン 敎會の 信徒な りしと 雖も、 氏の 博愛 熱心 自 忘の 精神 は、 余 をして 氏の 

前に 小なら しめたり。 其 他 余の 師恩 を 被む りし 人少 からすと 雖も、 今 之 を爱に 記せす。 

余 は祌學 校に 在りし こと は 僅に 三 ヶ月 なれば、 神 學てふ もの は 未だ 學 ばざる ものな り、 叉祌學 に關す 

る 書籍 を 研究せ し 事 甚だ 罕 なり。 余の 信仰 を裨 益せ し歷 史的 人物 を 指名せ むと ならば、 余 は 第一 にセ 

ント、 ァゥガ ；ス チン を 指名せ ざる を 得す。 氏の 「表 白」 なる 書 は 余の 數囘 熟讀 せし ものにして、 今 

日 も尙ほ 余の 第二の バイブル として 貴重す る ものな り。 余は路 錫の 事踪を 特に 研究す る を 好めり。 0 


錫に 關 する 傳記類 にして 余の 手に 接せし もの： ir 余 は 之 を通讀 せす して 看過せ しこと なしと 信す。 殊 

に 氏の 加拉太 書の 註解 は、 余 をして プロテスタント 敎の 基礎 を 知らし めしもの なり。 余 は ジョン、 バ 

ン ヤンの 言行 記幷に 天路歷 程に 依りて、 彼の 靈魂 上の 經歷 は、 決して { 仝 想の みに あらざる 事 を 知りた 

り。 余に コ C1 ンゥ H ル の 偉 記に 依りて、 基督 敎の 愛國 心に 及ぼす 勢力 を 見 認めたり。 余 はめお， *川、 リ 

ビング ス トンの 簿記に iji りて、 基督 信徒の 理想的 生涯なる もの を 見 認るを 得たり。 其 他へ ンリ ー、； マ， 

ル チン、 キルク、 ホア イト、 デビト、 ブ レナ ー ド等 は、 常に 余の 先 W と 見認る 人に して、 彼等の 言行 

は 常に 余 を 慰め 余 を勵 ます ものたり。 

余の 米國 在留 中、 養育 院、 瘋癲 病院、 其 他 慈善に 關 する 事業 を 巡視し、 亦 聊か 之に 從事 せし 事 は、 余 

に 基督 敎の 博愛 廣且大 にして 實カ ある ものなる こと を 知らし めたり。 因りて 余 は 社會の 改良 も國 家の 

進歩 も、 之 をして 動かす 可から ざるの 基礎に 置かむ と 欲すれば、 基督の 眞理に 憑らざる 可から すとの 

確信 を 起したり。 

余 は 聖書の 研究 を 好む 者な り。 嘗て 札幌に 在りて 友人 諸氏と 共に 始めて 之を繙 きし 以来 今日に 至る も、 

尙ほ 余の 座右 を 離れざる もの は 聖書な り。 余 は性來 物に 厭き 易く 常に 一 物 を 長く 手に 取り 之を硏 むる 

の 力 薄き 者な りと 雖も、 聖書の みは 未だ 嘗て 余 を 倦怠せ しめし ことなし。 余 は 其 歷史に 於て 最も 面白 

き 談話： 151 に歷 史上の 事實を 得、 其 詩歌 は 余の 種々 の 感情に 訴 へて 高尙の 快樂を 供し、 其 預言 書 は 常に 

余 をして 余の 日本 國を 眞實に 愛さし め、 其 福音書 は 余が 己の 罪を感 する 時の 唯一 の隱れ 場と たり、 其 

保 『維の 書簡 は 余の 信仰 上の 敎科 書と たり- 其 默示錄 は 余が 世界の 歷史を 研究す る 時の 指南車と なれり。 

故に 若し 爱に人 有りて 世界に 存 する 數億卷 の 書類 中 余に 唯一 冊の 書を擇 ぶべ しと 言 ふ 者 あらば、 余 は 
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.^1 ル ウィンの 原種 論 を 措きて ライカ， 一一，^ t: の 「セヲ デシ ー」 を 措きて、 余の 常に 大和魂の 福音と 稱し 

て愛讀 する 太平 記 を 措きて、 余 は 古き 古き 「バイブル」 を 選ぶ ものな り。 

余 は 何れの 敎會 にも 關係 せざる ものな り、 余 は 創く 在 札 幌大島 正 健 氏、 $ ^藤 一隆 氏、 內田瀞 氏 等と 共 

に、 何れの 宗派に も屬 せざる 日本的 純 粹獨立 敎會を 設立す るの 榮譽 にあ づ かれり。 余 は 同氏 等と 共に 

日本 國 をして 基督 敎國 たらしむ るに は、 日本人 自身 其 任に 當ら ざる 可から すとの 說を 維持せ り、 又 今 

日 尙ほ之 を 維持す る 者な り。 余 は 日本人の 思想に 適する 基督 敎は、 日本人 中より 發生 する 者に あら ざ 

れば 到底 能 はざる こと を 信ぜり、 叉 今 尙ほ斯 く 信す る 者な り。 故に 余 は 有形の 敎 會に關 して は^ほ 未 

だ 余の 位地 を 定めざる ものにして、 余 攀十數 人の 靑 年が、 嘗て 石 狩 森林に 於て 夢想せ し 现想的 日本 敎 

會は、 遠から すして 蜻艇洲 の 表面に 顯 出せん こと を み 且つ 待つ 者な り。 

神 學に關 する 卑見 

基将の 性、 基督 は 人な りし や 神な りし やの 問題に 就て は、 余 は 神學を 研究せ しこと なければ、 科學上 

の 解析 を 下す こと 能 はす。 然れ ども 余 は 基督 は 人 以上の 者なる こと を 信す る 者な り。 某 将は 余の 5.〕 ポ拜 

を受く 可く、 余 は 基督の 前に 祭壇 を 築きて、 其 上に 余の 身 も 魂 も總て 捧げ 55 可し。 基督 は 余の 主にし 

て 基督に 使 へ る 事 は 神に 使へ る 事な り。 若し 斯の 如き 實在を 人な りと 稱ふ もの あらば、 余 は 之に 向 ひ 

て 異論 を唱 へざる べし、 唯 若し 然り とすれば、 余 は 余の 今日 維持す る 所の 人 (Homo  sapiens) なる 語 

の 定義 を變ぜ ざる 可から す。 然れ ども 余 は 余の 崇拜は 神に のみ 存 する もの なれば、 余に 取りて は 基督 

C  -C  0  0  0  C  OOOOC- 

は 人に あらす して 神と 同 一 なり、 卽ち祌 なり。 


聖靈、 聖靈は 余の 心 を 叩き、 余を敎 へ、 余 を 慰め、 神の 者 を 取りて 余に 與へ、 余 を 戒め、 余 を 導く 者 

なり リ 而 して 人 は 各自 神と 直接の 關係を 維持す るの 資格 を 持つ 者に して、 神 は 亦此罪 ある 人の 心に 直 

接に 降臨し 給 ふ 者 なれば、 余の 心中に 見認る 所の 余 以外の 動力 は、 余 は 亦 神と して 見認る 者な り。 神 

は 慰め 人となりて 余の 疾苦 を 宥め、 師 となりて 余に 神と 宇宙の 解 釋を與 へ、 牧師と なりて 余 を 眞理の 

道に 步 ましめ 給 ふ。 余の 聖靈に 從ふ事 は 神に 從ふ 事に して、 聖靈 の聲を 聞く 事 は 祌の聲 を 聞く ことな 

C  C  0  0  (-  0  0  0  0  0  0 

り。 故に 余に 取りて は 聖靈は 神と 同 一 たり、 卽ち祌 なり。 

三位 ー體. ゥ H スト ミン ス トル 信仰 偶條に 曰く 「神に 三つの 「ベ ルソナ J ありて 各々 同じ 力と 權 力と 

を 有す。 然れ ども 三 個の 神 あるに あらす して、 此 三つの 「ベル ソナ」 は 同一 體 なり」 と。 此 深遠なる 

個 條に對 して 滿 足なる 哲理 上の 註解 を與 へん こと は、 到底 人智の 及ぶ 所に あらざる 可し。 然れ ども 智 

識 上の 解析 を 下す の 困難なる に關 せす、 三位 一 體說が 基督 敎會歷 史上 今日まで 幾多の 攻撃 を 經て存 し 

來 りし 所以 は 其 中に 深遠なる 理の存 する あれば たり。 ュ 二 テリ ヤン 敎 信徒の 此 說に對 する 攻撃 は 二 個 

の 點に存 す、 卽ち ( 一 ) 吾等の 理性に 合 はす (一 一) 聖書に 此說を 載せす と。 第 一 の駁 擊に對 して は 余 

は 曰 はむ、 三位 一 體說は 我等 今日の 智識 を 以て 理解し 能 はざる 者な りと 云 ふに 止まりて 不道理の 說と 

いふ を 得すと。 ハ ー バ. I ド大學 に 在りて ュ 一一 テリ ヤン 信徒 中哲 學の 泰斗と して 仰がる X 某 敎授の 言に 

0  0  0  0  C-  0  0  0  o  0  C  0  C  0  C  C 〇 〇 3  0  C5^>  3  (") (ふ ひ) マ) 

11  く 「三位 一 體說は 神の 性 を 理解す るに 當 りて 最も 滿 足なる 說 なり」 と。 之 を 余輩の 理性に のみ 訴へ 

すして 余輩の 全 性より 神 を識認 せむ とする 時 は、 三位 一 體說程 余輩 を滿 足す る說は 他に あらざる ベ 

し。 第二の 攻撃と して 常に 指摘 さる i 題詞 は、 約 翰 第 一 書 第五 章 七 節な り」 論者 曰く 「オル ソ ドック 

ス」 派の 常に 依り 賴 みし 所の 此 一節 は、 書 批評 學 者の 旣に 棄却せ しものに して、 之 を 除きて 他に 聖 
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書中 三位 一 體說を 維持す るの 題詞 あるな し」 と。 余は今余の信仰を表^：：するに當りて批評學の問題に 

人る こと を^ます、 依て 爰に 余の 常に 尊敬す るュ -ー テリアン 敎徒 中、 聖書 批評 學者 として 々の 名 あ 

る H ズ ラ、 アボット 氏の 言 を 引き て 余の 答 辯 に 代 へん とす。 

NC  christian  ol-  dutv  1-osts  CP  thcso  pm.uolls  cf  tho  text  wl ョ. h  aro  affected 

l)y  differences  in  tho  malluKcl-ipts  ；  still  less  is  juiv  .  csscntiul  in  Cliristia. 一 lity  toucliea 

Tby  the  various  readings.  Ihov  do,  to  be  sure,  affesi  tls  bearing-  cf  a  low 13assag.es  on 

the  dcctrino  of  tlie  Trinity;  Ibut  th。  ol-  falsity  of  tuo  ^-.cc^^pp®  cy  no  means 

(Iqjeuds  rn)on  the  l-sldlng  of  those  p;l!J?sag.es  . I に lIUJlo-Amf  ricEl  Jllhlc  AV ミ 67 ミ ~,  !>  02. 

基督 敎の 敎理竝 に德義 にして 聖書の 原本 中 互に 相異 ある 文句に 依て 立つ もの は 一 つも あらざる な 

り、 况ゃ 如斯相 異に 依て 基督 敎 中の 粹は 少しも 變動を 受けざる を や、 原本 中 文句に 相違 ある は 多 

少 三位 一 體 說に關 する 聖書 中 僅少の 文句の 主 3曰 を變換 する は 明か なれ 共斯說 (卽 三位 一 體說) の 

OOCOOCOCOOCCOCOOOOOOOOOOOCOOOOC 

眞 なると 眞 たらざる と は 決して 是 等 相違 あるの 文句に は 依らざる なり。 

(意譯 なり、 環 點は譯 者 之を附 せり) 

罪 惡說、 余 は 人類 中 神の 前に 義者 一人 もな きこと を 信す。 余 は 哲學者 ライ。 Trr ッ，！ ^と共に 創世記の 記 

載す る 人類 始祖 墮 落の 記事 は、 人類の 歷史を 研究す るに 當 りて 最も 著る き 最も 信用す 可き 記事なる こ 

と を 信す。 余 は 所謂 始祖の 原罪なる もの を 信す、 卽ち 人類 は 其 始祖た る 人類の 代表者に 於て 旣に 神よ 

り 離れた る ものなる こと を 信す。 余の 信す る 所に 據れ ば、 基督 敎の 所謂 罪なる もの は、 竊盜、 姦淫 等 

を 謂 ふに 非す して、 總 ての 罪の 原因なる 人類の 神より 離れて 獨 立せ しこと をい ふなり (創世記 三 章 五 


節竝に 二十 二、  二十 三、 二十 ra 節 を 見よ)。 人 其受造 者た るの 位地 を 守り、 創造者に 依賴 する 間 は、 

其 全 性 を 全 ふす る を 得 可し。 然れ ども 獨 立す 可から ざる ものが、 一朝 獨 立す るに 及びて は、 遂に 其 位； 

地 を 失 ひ 完全 を缺 くに 到る。 余が 見る 所に よれば、 聖書に 所謂 「世に 義人な し  一 /、も あるな し」 との 一 

言 は、 卽ち此 神よりの 獨立を 謂 ふ ものにして、 必す しも 人類 は 全く 善 をな すの 能力 を 失 ひしと 謂 ふに 一 

あらす。 故に 此點 より 論究 すれば、 余 は 始祖の 原罪なる ものと 共に、 所謂 「人心の 全然 墮落 說」 を 信： 

する 者な り。  一 

贖罪 說、 余 は旣に 罪の 何たる か を 述べたり、 而 して 基督の 贖罪と は、 神より 離れし 人類 を 再び 神に 呼 一 

び 返す の 道なる こと を 信す。 余 は 基督の 十字架 を 除きて 他に 余 をして 神に 返らし むる 道 ある を 知らす- 

善 をな し惡を 避く るの 道 ir 余 は 之 を 孔子より 釋迦 より ソクラテスより 學ぶを 得べ し。 然れ ども 罪の 

根源、 卽ち 余の 神より 獨 立せ しこと を 止め、 余 をして！ $ び 余の 造物主に 返らし め、 之に 依頼せ しむる ュ 

途は、 基督の 十字架 を 除きて 他に ある を 知らす。 基督の 十字架 は 第一、 余 をして 基督の 義人た る こと 一 

を 知らし む。 第二、 余 をして 余の 罪 を 喚起し 之 を 悲しまし む。 第三、 < ^をして 始めて 神 は 余の 罪 を 免- 

すの 道 を 開き 給 ひし こと を 確信せ しむ。 是れュ 一一 テリャン敎徒の常に^^擊を試みる論點なり，〕 曰く 神- 

若し 其 子 を 免 さむと 欲せば、 特に 基督 を 苦しむ るに 及ばす と。 曰く 基督の 十字架に 憑ら ざれば 人 は 免 一 

されす との 說は、 中古 時代の 古說 にして、 今日の 人智 を滿 足す るの 說 にあら すと。 然れ ども 論者 如 Mi 

に 論す ると 雖も、 人の 天然の 性は變 すべから す、 人の 性に 祌の 法律 は 萬 世 易る 可らざる ものなる こと！ 

の 意 識 あり、 义 如何に 思想 を 凝らす とも、 如何に 善事 を 行 ふと も、 彼の 心中に 存 する 罪 戾は、 打消 A 

す こと 能 はすとの 念 あり。 ァゥ ガス チン、 ルゥ テル、 バ ン ヤン 等、 贖罪 說を 聞きて 始めて 心に 安堵 を、： 
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得しめ、 亦 爾来 幾多の 信徒 をして 身 を 基督に 捧げし め、 干 辛 萬 苦 を 經て尙 も 基督に 對 する 報恩の 萬 分 

の 一 を も 盡す能 はざる こと を 歎ぜし めしもの は、 實に此 贖罪 說な りき。 基督 敎 より 履 罪說を 取り去ら 

むか、 ダ— 口川 I タ r ルの 偉業 も 出で ざり しならん、 ルゥ テルの 改革 も 起ら ざり しならん、 リビング スト 

ンの亞 非 利 加 紀行 も 出で ざり しならん、 アド 一一 ラム、 ジャド ソンの ビルマ 傳道 もなかり しならん、 今 

日 世界に ある 傳道 事業 も、 其 大部分 は 消 ゆるた らん、 ジョン、 ハヮ ー ドの 監獄 改良 も H1  リ，， f, ベ— ス、 11^ 

ライの 慈善事業 も 出で ざり したらん。 若し 基督 敎の 噴罪說 なかり しなら ば、 ト九 世紀 文明 は、 生命な 

き 身體の 如く、 精神た き 人の 如く、 鈍き 冷 かなる 一種の 虚飾と 化せむ のみ。 

來 世論、 余 は靈魂 は向體 と共に 朽ちざる ものなる こと を 信す、 余 は 亦 肉體の 復活 を 信す、 復活 を 信す 

るの 理由 は ( 一 ) 歷 史上 基督の 復活の 疑 ふ 可から ざる こと (一 一) 基督の 復活 を 疑 ふに 於て は 干 八- KE 年 

來の 西洋 歷史を 解す る こと 能 はざる こと (三) 未来の 存在に 關 する 余の 觀念を 確 賞たら しむる こと是 

なり、 < ^は 之 をつ、 むの 體 なくして 靈魂 のみ 存在す る こと を 思考す る こと 能 はす、 然れ ども 未来に 於 

て靈 魂が 享 くべき 體は、 如何なる 質 を 有する ものなる 耶、 又 限り ある 人の 霊魂が、 如何にして 限りな 

き 生 を 有する を 得る 耶の點 に 至りて は 余の 全く 知らざる 所に して、 叉 人 5ョ の 能く 知り 得る ことに は あ 

ら ざる 可し、 来世 存在の 觀念 は、 他の 宗敎 上の 観念と 同じく、 理論の み を 以て ％究 探知し 得 可き もの 

に 非す、 是れ 心の 最も 淸き 時、 最も 高尙 なる 時に、 自然に 湧出す る觀 念な り、 詩家ゥ ヲルズ ス— の來 

世の 說明、 小說 家、 ビクトル、 ユウ ゴ ー の 来世の 希望、 政治家， *;ir ス， yl-^ 「の. 大 國の樂 み、 ^勃然た る 

本能 性の 吿知 なり、 若し 之 をして 實驗 なきの 影と 見過す 時 は、 人世の：： 取 も 優美なる 最も 高尙 なる 思想 

は、 愚者の 夢想と 同 せらる- -に 至らむ、 チャタム 公 曰く 「互 人の 言 は價値 ある 議； ii なり」 と、 余輩 


來 世論 を唱 ふるに 當 りて 重に 此 種の 議論 に 依らざる ベ か らす。 

聖書、 余 は旣に 聖書 嗜讀 者の 一人なる こと を 表白せ り、 余 は 聖書 は 神の 人類に 賜 ひし 特別の 天啓な り 

と 信す る ものな り、 余 は 聖書 は 一 言 一 句 悉く 誤 S なき 神の 默 示と は；；； r せざる なり、 其 年代の 計算に 於 

て、 其 歷史の 記事に 於て、 其 人名の 異同に 於て、 多少の 誤謬 ある こと は 健かに 認 むる ものたり、 然れ 

ども 余 は 聖書の 書かれし 時代 を考 ふる 時に、 其 誤謬の 著る く少 きこと を 常に 驚嘆す る 者な り、 創世記 

の 記事と 地質 學の結 菜と、 一言一句 悉く 符合す る 者と は 信ぜ ざれ ども、 余 は 紀元前 少く とも 四百 年 前 

に當 りて 創世記の 開闢 論の 如く 學理に 符合せ し 記事の 世に出で しこと を 驚く 者な り、 然れ ども 余の 聖 

書 を 以て 神の 特^の 天啓と 信す る 理由 は、 其歷 史上の 記事の 正確なる によるに 非す、 其 詩歌の 他の 文 

000〇ゥ〇〇〇 つっつ 006>©{^©00000  0  0〇0 

學に秀 て高尙 卓越なる によるに 非す して、 創 *1 記より 默示錄 に 至る まで 一大 思想の 之 を 貰 徹する によ 

るな り、 卽ち 宇宙 萬 有の 創 _1 ^者なる 祌は我 倚 罪惡に 沈みた る 人類の 父に して、 我 終 は 直接に 此 神に 近 

づくを 得 可く、 叉 此祌は 我 倚 を 限りなく 愛する 者に して、 我 儕 彼より 離れ、 彼に 反して 罪 を 犯せし 時 

は、 彼 は 彼 自ら 世に 下りて 我 倚 を 救へ りとの 無限 無窮の 愛 心の 聖書 中に 顯 はるに よるたり、 此點に 就 

て は 余 は 之 を 論語より 學ぶを 得す、 大乘經 より 學ぶを 得す、 。フ， ^Hl の 著述より 學ぶを 得すして、 聖 

書の み 能く 之 を 余に 敎 ふるな り、 聖書 は靈 魂の 救 濟に關 する 最上の 敎科 書に して 靈魂 學の氣 書な り、 

勿論 宇宙 萬 有 も 神の愛 を 示さ f るに 非す、 基督 敎 外の 經典も 之 を 論ぜざる にあら す、 然れ ども 余 は 世 

の 比較 宗敎學 者に 向 ひて 問 はん、 バ ィ ブルの 示す が 如き 神の愛 を 示す 經典は 他に 何 處に存 する やと、 

余 は 生物 學を 研究せ むと する 時はダ ー ヶ イン、 ■ へ ッケル に 行かむ、 哲學 を硏究 せむ とする 時はヒ ュ ー 

ム、 カントに 行かむ、 經濟學 を 研究せ むと する 時 は ワグネル、 ，UTr^f,y に it: かむ、 然れ ども 神と 神 
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の 愛 を 知らむ と 欲する 時 は 余 は 聖書に 賴る のみ、 故に 如何に 批評 學が 進やノ すると も、 ダ  一一 H ル書は 3： 

人の 記事なる か は 確定す る を 得すと も、 約 翰傳は 使徒 約 翰の 著述に あらす とすると も、 使徒 保 羅の書 

簡を 確定す る こと は 難しと すると も、 余の 聖書に 對 する 尊敬 は 少しも 滅少 せざる なり、 唯.^ は 新：^ の 

來る時 は 十分に 其據る 所の 理由 を 考究し、 新說 を歡迎 すると 共に 舊說を 尊敬し、 進む を 知りて 守る を 

忘れざる の 武歩を 常に 取りつ - ある ものな り。 

斯く 余の 信仰 を 表白し 来れば、 讀者は 余の 辯 解 を 待た すして 余の 宗敎 上の 位地 を定 むる こと を 得るな 

らん、 余 は 無神論者に あらす、 ュ 一一 テリ ヤンに あらす、 ュ 11 バ ー サ リストに riii: す、 叉 深く 探究せ しな 

らば、 長老 組合 浸禮 監督 等 何れの 敎會の 信徒に も あらざる べし、 然れ ども 余 は セント、 ァゥ ガス チン、 

セント、 アン ブロス、 セント、 アサ ネシ ヲス 等の 唱 へし 加 特利敎 に は 同意す る 者な り、 カル ビンの 敬 

神 論、 ジョン、 ゥ H スレ T の 博愛 神學、 アド 一一 ラム、 ジ ャドソ ンの傳 道 主義、 ジェ ー ムス、 ビ ー 、 リ 

ツチ， ッ HIT 氏の 慈悲心 は、 余の 模範と する 所な り。 然れ ども 若し 余 は 何れの 敎會 に霽 せんこと を む 

やと 問 ふ もの あらば、 余：^ 答へ て 曰 はむ 「基督の 萬 國敎會 の 支部に して 日本 圃 自生の 敎會 に屬 せむ ひ 

とを&^^^む」 と、 斯の 如き 敎會は 今 ある やなき や、 若し あると せば 何處 にある や は、 余 は 今 探撿屮 なれ 

ば 之 を 確言す る を 得す、 唯 日夜 余の 神より 受けし 道に 從ひ、 勉めて 正道 を 歩まむ と めつ.. あれば、 

惠 ある 神 は、 何日 か 余 を 安然なる 余の 住家に 導き 給 はむ こと を； tE じて 疑 はざる なり。 

(『六合 雜誌』 十一月 十五 日) 


ダ ン テ と ゲ ー テ 


1 は 伊國フ ロレンス. の愛國 者に して 中古 文明の 代表者な り 力 ライル ダンテ を 評して 「沈 ■ せる 十 f 紀 

間の 辭 護人な り」 と 云 へ り ダン テは 中古の 思想 を 盡く受 納し 一 として 之に 懐疑 を 加 ふること な，^ 其 

妙 奥 を 極め 中 占 時代の 理想 を實 行せ むと せり、 户ンテ ^世に 容れ られ ざり し"； - 氏の 祌學 氏? 卞! "二.^ 

田 き 心い 田 5 ハ.^ い いで^ ぁハ わきの 粹を發 表せむ と 欲し 此粹を 以て 世 を 評し 理想的の 中古 

〔ど l^i-^ い^い い^ゃ グ ンテは ヲルソ ドック ス 派の 最も ヲル ソ ドック ス なる ものにして 遂に ヲ 

ル ノドッ クス 派に 容 -丄 られす 氏の 著書 は 長く ヲル ソド ッ ク ス 派の 忌み嫌 ふ 所と なれり 氏の 政治 上の 思 

. 想に 於る も 亦然り 氏はフ 口— Mrr ス— 國を 以て 中古 時代 理想的の 共和 國 とた さむと 欲し 遂に 自國 に棄て 

られ 漂流 身を容 る. -の 所な くして 遂に 隣邦 ラベ ナ國に 於て 死せ り 六 百年 を經て 詩人 バイ P ン歌 ふて 曰 

く  ungrateful  sol.i-c  ！  Dgte  sleeps  11 .fTT:_,x;r ス I 府は 其愛國 者の 骨の 隣邦に 埋めら る、 

を J;^ ぢ 遂に 一 大 石碑 を 立て \ め ン！^ の 紀念を 氏の 自國に 恢復せ り 

ゲ ー 一 「は 十九 世紀 文明の 預霄 者に して 其 詩歌 美術 學術は 創く 旣に 氏の 腦 中に^せ り 氏の 宗敎は 懷疑的 

の宗敎 にして ヲ ルゾ ドック ス 派に は 正 反對の 位置に 立てり 氏 曰く 「余 はブ 口 テス タント 中の プ P テス 

タントな り」 と 時の 宗敎 に對し 氏の 懷 疑と 攻撃 を 加へ ざり し 敎理は 一 としてな かりし ならん 氏 は 基督 
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敎を 見る 社會に 於け る ： 大勢 力と して 之 を 尊敬せ しと 雖も 氏の 全身 を 之に 委ねし が 如き は 氏  一 I の 終 

驗中 曾てな かりし ならん 氏 は 基督 敎を 美術的に 研究せ り 又 之 を 社交的の 勢力と して 贊稱 せり 然 ども 其 

人靈 を罪惡 より 救 ひ 之に 永遠 無朽の 性を與 ふるが 如きの 觀念は 氏の 腦 中に 曾て 入りし 事な からん 氏 は 

獨逸國 の 詩人と して 非常の 尊敬 を 受け 終生 國 人の 愛と 待遇 を 以て 終れり、 ゲ ー —一！^ の ヲルソ ドック ス派 

に對 する の 位置 は ダン テの 之に 對せ しの 位置と-止 反對 なれ ども ヲル ソド ッ ク ス 派より 受けし 所 S 待遇 

は 兩者略 相似た る あり ゲ ー テの 著書 は ヲルソ ドック ス敎 の敎理 に對し 暗に 攻撃 を 加へ し 所 枚舉す る に 

遑 あらす 宜な るかな ヲル ソ ドック ス 一:^ の 氏の 著書 を 好まざる こと を 

ダンテと、； 1^,1 テは 中古と 今せ との 代表者なる のみなら す 又 思想界 二種の 思想の 代表者な り 一 は 精神的 

に 事物 を 研究せ むと 欲し 其 外形の 如何に は 注意せ すして 其 中に 含有す る 精神 を摘發 せむ とする にあり 

世間 何物 か 精神 を 有せざる もの あらん や 天主 敎の禮 式に あれ 君主 圃の 制度に あれ 其 中に 含有す る精祌 

に 到って は 實に萬 世 不朽の 貴重なる もの ある ありて 人 若し この 貴重なる 精神に 注目せば 其 組織より 受 

くるの 寄 は極少 小なる べし 是れ 則ち 保守の 精神に して 宗敎に まれ 政治に まれ 保守 黨の 最も 憤 値 あるの 

所以な り ダ ン テ は 萬 I 保守 黨の 首領に して その 最も 高尙な る ものな り 

ゲ，' テは萬 物 を 外方より 究めむ と 欲し 意 を 外面に 注ぎ 其 醜 美 を 批評し 美なる もの は 之 を 取り 醜なる も 

の は 之 を 棄て其 精神に 人って 之を究 むる の 必要 を感 する し 故に 氏の 理想的の 文明 は 美術 上に あり 社 

交 上に ありて 之 を 中古 時代の 精神的 理想 上の 進歩と 比较 する 時 は 正 反對の 位置に 立てり ダンテ は 猶太 

人に して ゲ ー テ は希躐 人な り 一 は靈 魂の 發達を 以て 人世 終局の 目的と なし 一 は 人智の 發達快 樂の增 加 

を 以てせり 或 人 曰 へ る あ リダ ンテは クリスチャン にして ゲ ー テ はべ ー ガ ン なりと ぺ ー ガ ン必 しも 野蠻 


人た るの 意に あらす 唯 クリスチャン は 物の 靈を 求めべ ー ガン は 物の 形 を 求む 二 者 共 に 人類 進步 上 に 於 

て 必要なる ものと 雖も其 及ぼす 所の 感化 力 は 正 反對の 方面より す 

ダン I テはヲ ルソ ドック ス 巾の ヲルソ ドック ス にして あ ー テは 純粹の ュ 一一 テリ ャ ン たり 一 は 三位 一 體說 

も マ リャ 拜崇も 人類 全然 墮落說 も 永遠 刑罰 說も 一 として 疑 を容る k ことなく 赤子の 如くに を 受納し 

世に 向って 之 を說き 人々 各自 是 等の 思想 を 以て 世路を 渡る 可き を勸 めたり ダン テ は最眞 面目なる 天主 

敎信 者に して 天主 敎の粹 を 了解せ しの 人たり 之に 反して ゲ， I テは是 等の 思想に 對 して 一 として 確信 を 

有する ことなく 基督 敎は 氏に 優美なる 詩人 的の 思想 を與 へしに 止り て 氏 をして 之に 依って 氏の 罪惡を 

識認し 之に 法って 人類 無上の 快樂を 感ぜし めし こと は 一 としてな かりし が 如し 氏 は 悉く 疑って 一 も 信 

C  0  0  0  C  0  0  二  0  C  (-  0  0  0  (-  C  0 〇 0  0 〇 0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0  0 

ぜす 氏の 信仰 は 消極的の 信仰に して 積極的の 確信 は 余輩 之 を識認 する を 得す 氏は當 時の 祌學 思想 を 破 

OOOOOCOO0OOOOOOOOCCOCOOCOC 

壞 せし 人に して 之が 建立 を 助， けし 人に 非す ダンテ は ヲルソ ドック ス敎を 貫通して 世の 譴責 を 蒙り ゲ ー 

OC0COCOOOC0CCCO 

テは之 を破壞 して 遠 ざ けられたり 

我國 今日の 思想 社會 も亦兩 雄の 感化 力 を 要する たり 然れ ども 余 は 信す 基督 敎の 精神 は 寧ろ ダンテに 存 

して、； I;:,:::, テ にあらざる こと を 基督 敎はゲ ー テを 消化す ベ きもの にして ゲ ー テに 消化 せらる ベ きものに 

あらす 若し 基督 敎 をして 唯 文明の 一 具と し文學 美術 學術 と共に： 行す 可き ものと 見做す 時 は 基督 敎は 

其 天職 を 失 ひし ものにして 社會を 益す る 實に尠 し 基督 敎は 全，， 部に して 美術 文學は 局部な り 第一 一十 世紀 

ooooccocccccooooooococcooooc  / 

の 基督 敎は ダンテと ゲ ー テ を吸牧 して 之 を 消化せ しもの ならん  (『六合 雜誌』 十二月 十五 no 
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未來觀 念の 現世に 於け る 事業に 及ぼす 勢力 


余 §s は 朱 來に來 らんと する 報酬の 爲 めに 現^に 於て 善業に 從事 せざる なり、 善の 善た ると 神の 神た る 

と は 未来の 在る と 在らざる とに 關 せざる なり、 聖 なる ギヨン 夫人の 云へ るが 如く、 神は祌 御自身の 爲 

めに 愛すべき ものにして、 彼の 我等に 賜 ふ 恩 惠の爲 めに 愛すべき ものに あらす、 死後の 快 樂の爲 めに 

今 世に 於て 勞 する は 老後の 快樂を 得ん が爲 めに 子女 を敎 育す ると 均しく、 利己的 現 I 的 現金 的 精神に 

して 基督 敎の 精神に あらざる は  < 水 輩の 兹に 論究す る を 要せざる なり。 

然れ ども 若し 論者 ありて 未来の 観念 は 余輩が 令 世に 處 する 上に 於て 不必要な り. と 言 ふ 者 あらば、 或 ひ 

は若し人世は未來の觀念なくして救ひ得べきものなりと：！：；^^る人ぁらば、  < 水球 は眞 理の爲 め、 inl- 督敎 

の爲 め、 人類 一般の 進歩の 爲 めに、 徹頭徹 ：：^ 之に 反對 せざる を 得ざる なり。 

COOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOC 

基督 敎の朱 來を說 くや 報酬 的に あらす して 慰藉 的な り、 基 将敎は 人に 向て 

汝、 惡を 避けて 善を爲 すべし、 然 らば 未来の 幸福 あらん 

と 云 はすして、 

汝は 幻の 如き 今 世 を 以て 終る が 如き 價値 なきもの にあら ざれば、 立 しく， 水 遠の 生命 を 有する もの 

の爲 すべき 行爲を 遂げよ 


と 云 ふなり、 未來の：，.^在は論理上免るべからざる結論にして人の善行を勵まさん爲めに設けし假定^^?|1 

にあら す、 朱 来の 存在 は 宇宙の 一 大眞理 なれば 之 を はする と 信ぜざる と は 人の 今 世に^す る 上に 於て 一 

大 なる 關係 ある は 明らかな り。  一 

論者 或は 云 はん、 世に 未來を 信ぜす して 大事 業 を 遂げ 人類に 大 幸福 を 與 へし 人 gi しとせ す、 孔子の 如 •： 

き あり、 我國 多数の 先達 者の 如き あり、 殊に (論者の 語に 依れば) 基督 降 世 以前の 猶太 國愛國 者預ー 百- 

者 等の 如き あり、 故に 未来 存在の 信仰 は 現世に 於て 愛の 事業 を爲す 上に 於て 何の 必要 あるな しと、 余 

輩 若し 此 種の 議論 を 以て 之 を 他の 眞理 に應用 するならば 意外なる 結論に 達する を 見るべし、 卽ち、 世 一 

に は 亦 神の^ 在 を 信ぜす して 大事 業 を 遂げし 人 も ii しとせ す、 孔子の 如き 釋 氏の 如き、 我國 多数の 大ー 

英雄の 如き、 其 他歐米 諸國に 於て 無神論者 にして 慈善事業に 從 事し、 自由 發 達の 爲め、 智識 進歩の 爲ー 

め功勞 多き もの 決して 斟 しとせ す、 然 らば 神の 存在の 信仰 は 人の 愛 心を勸 まし、 彼が 現世に 於け る 善 一 

事業に 從事 する 上に 於て 不必要な るか、 無神論者の 有神論 者 を 嘲け る 蓋し 此點 に^する なり、 彼等 は 一 

云 ふ、 義は義 其 物の 爲に 尊ぶべき ものにして 祌 あるが 故に 採るべき ものに あらす、 神の^ 在 は 純 粹なー 

る 倫理 を實 行す る 上に 於て は 不必要な りと、 然れ ども 余輩 基督 敎を 信す る もの は 上帝の 存在 を 以て 論 一 

现上倫 1；: 上の 必要と 認 むるな り、 余輩 は 有神論 を 以て 最も 高尙 にして、 且つ 永遠に 迄 維持 づ るべき 德ー 

義を發 達する 上に 於て 最も 必要なる 眞理と 信す るたり、 誰か 園 藝師が 植木鉢の e に 花 を 開かし め rai- を 一 

しむる を 得る が 故に 蒼天 耕地 を 以て 植生 上 不必要と 見做す 者 あらん や、 未来の 観念 を 去て 人 をし 一 

C0C  0  000000C1OO000000O0000O0000O0000000CO0000 みの 0 

て 完全た る 現世の 事業に 從事 せしめん とする は狹 lli なる 溫窒內 に 於て 萬 解の 米麥を 栽培し 百菓を 實らー 

ご oooooooooooooooooooo  J 

せんとす ると 同 一 徹 迂遠の 業と 云 はざる を 得す。  i 
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舊約 時代の 愛國者 預言者 等 は 未来の 觀念 を^せ すして 現世の 革新 を 遂げたり と 論す る もの ありと 雖も 

是 れ朱來 存在 問題に 關 して は 勢力な き 議論な りと 云 はざる を 得す、 彼等 は 未来の 觀念を 有せし やおせ 

ざり しゃ は 聖書 學 上の 大 問題な リ、 近世の 聖書 批評 學 者が 舊 約^書 中より 未来の 觀念を 除き 去らん と 

する は、 中古 以来の 祌 學に對 する 反動に あらす やとの 疑問 は 公平なる 聖書 研究者の 胸中に 湧 i る 問題 

なり、 然れ ども 假に 論者の 一 百に 循ひ r モ— セが生 の記錄 より 我 名 を 削除せ よ」 と 言し も、 ヤコ ブ、 

ヨセフが 其 父に 歸 りしとの 一一 H も、 約 百 記 中に ある 數 多の 未来 的 言語 も、 皆な 余輩の 稱 する 未来と は 何 

の 關係を も 有せざる ものと 假定 せよ、 然 らば 未来の 觀念は 宗敎上 不必要と なす か、 余 華の 信す る處に 

依れば ユダヤ 敎の 基督 敎に 劣る 一大 理由 は、 卽ち舊 約 時代の 宗敎 家の 新約 時代の 宗敎 家に 及ばざる 一 

大源因 は 前者の 未 來觀念 は 朦朧 不明に して 後者の それ は確實 明瞭な りしに あるな り、 舊約書 は 云 へり 

r 汝等悔 改めよ， 神は國 家の 隆盛と 人々 の 幸福と を 以て 汝等 を惠 まん」 と、 新約 書 は 云へ り r 汝等我 

弟子た る もの は 世に 憎まれ 斥けられ、 世 は 終に 汝等を 殺す に 至らん、 弟子 は 其師に 勝る 能 はす、 世 若 

し 我 を 十字架に 釘け しなら ば 汝等を も 迫害せ すして 止まざる べし、 然れ ども 終まで 忍ぶ もの は 幸福な 

.  OOOOOOOOOOOOCOCOOOOOOOOOO 

り、 天國の 冠は汝 等の もの なれ はなり」 と、 現世 的 報酬 は舊 約の 精神に して 新約 は 現世に 於て 其 信徒 

に 約す るに 艱難 貧苦 迫害 を 以てせり、 舊約敎 は 現世 的，： 示教たり しも 新約 敎は其 信徒の 思想 を 現^ 以外 

に牽 出せり、 十九 世紀 將 さに 終らん とする 今日に 方て 誰か 狹 なる 舊約 敎に戾 らんと する 者 あらん や。 

人の 信仰 は 眼 を 以て 觀 察し 得べき 事業 を 以て 評する 能 はざる なり、 若し 現世に 於け る 善事 業 を 以て 宗 

敎の 最大 目的と 見做すな らんに は歷 史上 實驗上 余輩の 解すべからざる 事實は 一 にして 足らざる なり、 

歐洲に 於て 中古 時代の 風产術 技藝を 維持せ しもの は 巴 里羅馬 の 基督 敎 にあら すして コル ドバ、 ァラ ハ ム 


ブラの 囘々 敎 なりし は 如何、 世に 所謂 社界 改良に 熟 心なる 人に して その 私德に 至て は 余輩の、 も をして 

寒から しむる 者 ある は 如何、 人 は その 現世に 於て 爲 せし 事業に 由て 裁判すべき ものに あらざる 事 は 基 

督敎の 敎理の 一 なりと 信す るな り、 詩人 n 1 ヱ ル 曰く 

" Not  failure,  Ibut  low  aim  iw  crime 

罪 は 事業の 失敗に あらす、 

nw 的の 卑陋なる にあり。  • 

若し 宗敎の 目的に して 重 もに 現世に 存 する ものたり と 做さん か、 是 れ宗敎 の宗敎 たる 價値を 巧 去る こ 

とに して、 余輩 は 宗敎が 人生 をして 高尙 ならしめ、 是を 慰め、 是を勵 まし、 是 をして 人生 以上の 人生 

たらし めんと する 其 功績の 柯 處 に^する か を 知る に 苦しむな り。  、 

かき 1| き 1  かい 1^ き ト^,^. fv い \ ^昏 It.^ き，^ やに： も 力 ある もの は 基督 敎 なり、 現世 は 比較的に 殆んど 

き.^ ハ, ics- いも」 ハムん".」：：^ i いで わ」. i か 5>1  ハ. いで 進歩せ しむる 上に 於て 最も 功力 ある もの は 基督 敎 

だ"、 ュ 一一 タリ ヤン 敎 5 オル ゾ ドック ス敎 を攻擊 する や、 常に その 善行 を輕ん する を 以てせり、 曰く 

ォレソ ドック ス敎は 人 を 怠慢たら しむる の敎 なり、 基督 は 萬 人の 罪 を 贖 ひたりとの 敎義は 人 を 敗德に 

導く ものな りと、 然れ ども 實際上 善行 を 以て 世 を 益せ し 人 は 多く は此 贖罪の 敎義を 以て 金城 鐵 壁と 爲 

せし 人に 多き を 如何せん、 余輩 は玆に 此逆說 (Ig- ミ， lex) に 就て 論ぜざる べし、 然れ ども ュ 二 タリ ヤン 

敎の 贖罪 說を 見る 實に淺 薄な りと 言 はざる ベから す、 人 は 未来の 存在 を 信ぜす して 現世に 於て 充分の 

事業 を爲し 得べ しと 論す る もの、 或は 未来の 存在 を 信す る は 利己的 精神に 出づる ものにして、 宗敎の 

大股 HI は 現世の 改良 進歩に ありと 見做. す 人 を、 余輩 は 之 を 贘罪說 を輕視 する ュ 一一 タリ ヤン 敎 徒と 同視 
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せざる を 得ざる なり。 

社會改 ft- と 云 ひ、 現世 的 事業と 云 ひ、 共に 此唯 物的 社會に ^.、 て は 最も 聲名 善き 最も： £ -壯 らしく 聞 ゆる 

言語な りと 雖 ども、 而 かも 一 步を 進めて 社會 改良 事業なる もの は 其 實如柯 なる ものなる 乎 を 究めん に 

は 余 は 之に 判然たる 說明を 下す に 困し むな り、 若し 是を 家庭の 改良、 敎 育の 擴張、 慈善の 實施、 敎 

會の 進歩と 云 はん 半、 是 等の 事業 は 人生の 目的に あらす して その 目的に 達する 手段なる を 如何せん、 

又 人生の 最終目的 は 如何との 問題に 對し 未来 永遠の 存在 を 削除して 如何にして 心 靈を滿 足し 得る 解明 

を與へ 得べき や を 知らざる なり、 記者 永く 職 を 慈善 病院に 執れり、 而 して 之に 治療 を 乞 ふ 者に も、 亦 

た 之に 從事 する 者に も、 彼等に 常に 無上の 獎勵と 慰藉と を與 ふる 者の 未来 存在の 観念なる を ni- たり、 

病 慢性に 變じ 全治の びで み 全く 絕 ゆるに 及んで 尙ほ 微笑 を 以て 天命に 安んじ、 「モルヒネ」 も r コロ、 

ホルム」 も效を 奏せざる に 際し、 能く 病 者の 苦痛 を 緩和ら ぐる もの は、 未来^ 在の 觀念 なり、 又^ 護 

に從審 する 人に 取りても 幾多の 忍耐 は 少しも 效を 奏せざる が 如く、 身體 疲れ、 精神 橈む 時に 方て 獨り 

患者の 床 側に 在りて 彼 をして 心中 讚美の 聲を發 せし むる もの は 未来 存在の 観念な り、 人 は 義務と して 

のみ 愛の 事業に 從事 する を 得べ しと は、 是れ其 人の 生涯に 於て、 .5: に戰 ふべき 罪 念な く、 外に 處现す 

べき 艱難な き 時に 彼が 發 する 言な りと 雖 ども、 然 かも 一 身上に 於て 社交 上に 於て 自己の 理想の 悉く 事 

實と 相反す る 時、 心中の 暗夜 は 力に 力 を 加 ふれ 共尙ほ 消滅せ ざる 時、 斯 かる 時に 當て彼 は 未來觀 念な 

くして 彼の 困苦に 堪 ゆる 能 はざる 也。 

言 ふ を：^ めよ 未 來の觀 念に. S ら すして 現世に 於て 基督 敎 徒の 事業 を爲し 遂げ 得べ しと、 此觀念 をお せ 

ざるが 故に 億 萬の 人靈は 5r 陋 なる 思想の 中に 沈みつ k あるな り、 此 思想の 確實 ならざる が 故に 幾多の 


^^^^ ^ ^ トの牧 する 敎會に 生命な きなり、 未 來觀念 を 有せざる 宗 敎は宗 

敎 にあらざる たり。 

未 來觀八 ふの 現世に 於け る 事業に 及ぼす 勢力 は實 に絕大 なる ものな り。 

一、 ぉ^^ぉ^-&む§,^きき§£&^^,|^.^ゅ^1^ぃ。 現世 は 現世の 爲に價 値 あるに あらす、 恰も 

撃 咬ま 學咬其 物の a? めに 賈値 あるに あらざる が 如し、 業 を 卒て後 働く ベ き社會 あるが 故に 學 校の 用 あ 

—  " ^  M  OOOOOOCCO  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  P  0  0  C 卜。。。。 0  0  0  ^  C 

るが 如く .5^,^ お. 14 間 は 永遠の 未来に 人る の 習練 所と しての み 無上の 價値を 有するな り 現世 は人靈 

sn^.^^^^^,^ffs^^^^^^^^^-^^^^^^. 余輩が 現世に 於て 事を爲 すに 當 

て 此觀念 を 有する と 有せざる と は、 余輩の 心情の 傾向に 於て、 余輩の 從事 する 事業の 性質に 於て、 非 

常の 相違 ある は 明かな り、 見よ 幾多の 不平 は 未 來觀念 を 有せざる より 生す る を、 見よ 幾多の 事業 は此 

觀念を 有せざる が 故に 速成 疎漏 を 以て 終る を、 現世の 事業の 責きは 事業 其 物の 爲 めにあら すして 是に 

從事 する もの i 之に 由て 得る 經驗 锻鍊 忍耐 愛 心の ためたり、 基督 敎は 事業よりも 精神 を 尊ぶ ものな り、 

そ は 精神 は 死後 永遠 迄存 する ものた るに 反して 事業 は 現世と 共に 消滅す る 者 なれば なり、 支那 宣教 帥 

某 四十 年間 傳 道に 從 事して 一 人の 信徒 を 得す、 然れ ども 彼 は 喜悅を 以て 今 世 を 逝れり、 彼 は 得し 所な 

かりし 乎、 否な、 師父 ザビヱ ー は 東洋に 於て 百 萬 人 以上に 洗禮を 施したり と雖 ども 恐く は 彼が 現世よ 

り ロザし 眞效果 こ 至て は此 被" 名の 一宣 敎師に 及ば ざり しならん、 嗚呼 事業よ、 事業よ、 幾千の 偽善と 卑 

oooooocooooooooooccoo„co 

擊段と嫉妬4，^?4 卞唯 ーへ^5、^^^り。 ：、。。。。。。。。：。。。：。。。 

二、  ^^かかき念ぁるが故に余輩は心に平和ぁるなり、 而 して 安心 は 事業の 成功 上 最も 緊要なる ものな 

"、 急げば 事 を， 爲 損する との 諺 は 余輩の 屢々 實驗 する 處 なり、 泰然と して 餘裕 ある 者に あらす して 大 
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事業 を 遂げし もの ある を 聞かす、 一年 問に 必す某 事業 を爲さ るべ からすと か、 一 生涯の 中に 某 事業 

を 終へ ざれば 地下に 暝 する 能 はすと か 云 ふ 心的 狀態は 其 事業 を 完成す る 能 はざる 徵候 なり、 五.；' 年 を 

OOOOOOOOCCOOOOOOCCOO  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOO 

以て 存在の 極と 見做す 者 は 五十 年の 業を爲 し、 永遠 を 以て 人生の 有 生 期限と 信す る 者 は 永遠に llr- る： 

を爲し 得るな り、 使徒 保羅の 現世に 於け る 事業 は 彼の 將に今 世を辭 せんとす る 時 は 殆ど 皆無に 歸 せし 

が 如くな りしと 雖も、 然も 彼が 尙ほ 壯士の 大望 を 懷て斷 頭 場の 露と 消えし は 彼に 未來 永遠の 望 ありし 

が 故な り、 未 來觀念 を 有せざる 人の 現^に 於け る 事業 は 知るべき のみ、 獨相 ビス マ ー ク 曰く 

r 余に して 若し 詩人の 稱 する 未来なる ものな かりせば 余 は 一 日 も 余の. k 任に 堪 ゆる 能 はざる なら 

ん」 と、 

詩人 ゲ ー テ 曰く 

「急ぐな 休むな」 

と、 然れ ども 若し 人間の 發達は 現世 を 以て 終る ものと せんか、 眞率實 直の 士は 如何で 急がざる を 得ん 

や、 聖ァゥ ガス チン 永遠の 救 を 信じて 後に 曰く 

余に 若し 此 信仰な かりせば 余 は 急激 突進の 爲め 何事 を も 爲す能 は ざり しならん  • 

と、 ビル マ傳道 師ジャ ッドソ ン氏死 せんとす る 時 神に 祈て 曰く 

余に 尙ほ數 年の 命を與 へよ、 永遠の 休息の 余の 前に ある あれば 余 は 尙ほ今 世に 於て 働きた く 願 ふ 

なり、 

と、 一 百 を 休めよ 未来の 觀念は 現世に 於け る 事業に 關係 たしと。 

三、 未来の 觀念 は救靈 上の 必要な り、 Sif 羅 曰く 「我 儕 は 望に 由て 救 はる. 1 たり」 と、 是れ 心靈上 深遠 


なる 實 験の 言に，^ て 能く 希望なる もの」 心霊に 及ぼす 最上の 勢力 を 示せし 語な り、 希望 は 生命の 特徵 

にして 希 iSW 失せて 生命 ある ことなし、 農夫 炎天に 耕す は 秋冷の 候に 牧穫の 希望 あれば なり、 漁夫 蒼海 

に 釣 を垂る i は 晩景に 及で 岸に 近づく や 其 妻子に 迎 へられて 漁獲 を. 祝 せらる k の 希望 あれば なり、 希 

望 を 去て 人生 あるな し、 希望 は實に 人生たり。 

然 りと 雖も 無限の 生 を 有する 人の 靈魂は 現 f 的 希望 を 以て 滿 足し 得べき ものに あらす、 大王 タ マ ー ル 

が 歐亞兩 大陸 各 半分 を 得て 尙ほ 地球 表面の 狭 L 谳 なる を 歎ぜし が 如く、 佛王 ルイ 第 十四 世が 無上の 榮華 

と 勢力と に 達して 尙ほ ベル セ ー ュ の 宮殿に 在て 悲哀 を 以て 老年 を 送りし が 如く、 詩人 ゲ！ テが 文人と 

して 達し 得べき 最高の 名譽に 達しながら 尙ほ 「余の 一生 中 快樂を 感ぜし は 僅に 二週間な りし」 とい ひ 

しが 如く、 如何に 現世 を 利 K すると も 人の 靈魂は 之に 依て 存在し 得べき 者に あらざる なり、 叉 余輩 心 

靈 上の 實驗 よりい ふ も * 歷 史の觀 察より いふ も、 もし 現世の み を 存在の 極と 昆な すと き は 最も 成功せ 

る 生涯 も 亦 失敗 失望の 生涯と いはざる を 得す、 或 人い へる あり、 

人备其 理想に 達せし とき は卽ち 彼が 生命 を 終る のとき なり、 

と、 現世に 就て 常に 不滿足 を 抱く 者は必 しも 失意 失 15-1 の 人の みに あらす、 然るに 此 失望 世界に 立ちな 

がら 余輩 をして 死す とも 尙 ほび ェを失 は ざら しむる もの は未來 存在の 觀念 にあら すして 何ぞ や、 高潔な 

る 思想が 世の 愚昧 壓 制に 遇て 終に 實 現し 能 はざる 時、 純白 直實 たる：；：；^ 仰が 迷信 僞 善の 爲 めに 迫害 せら 

る &時、 忠義 貞操 は 整 居して 凡夫 奸婦の 世に 跋震 する 時、 未来 観念 を 除いて 他に 何物 か 能く 義士の 希 

！ とたり 貞婦の 勵とな る もの あらん や、 余輩 は來 世の 罰 を懼れ て惡を 避け、 其 賞 を 得ん が爲 めに 善 を 

爲 さすと 雖も、 然 かも 限な き 未来の 希望が 能く 余輩の 心靈 をして 有 限界 W ヒに 逍遙せ しめ、 以て 余輩 
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をして ド 等なる 肉 慾の 支配より 免 かれしむ る 事 は 否むべからざる 事實 なり、 基督 敎の與 ふる,， f 來の y 布 

ひエを 以て 囘々 敎其 他の 宗敎の 供す る 肉 情 的の. ^来の 快 樂と同 きし、 此希ひl-XJ懷くもの.^Jぃでl,ハ；^•i^ 

督敎 信徒と 云 ひ 以て 彼等に 現世 的宗 敎を勸 むる もの ある は 余輩の 解す る 能 はざる 主な り。 

未來觀 念の 現世の 事業に 及す 勢力 は斯の 如し、 而して余輩之れを歷史に徴するにかき^！大かききぃ」.；^ 

げし 人 は 概ね i^il* 確實 なる 未来の 希望 を懷 きし 人な り、 若し 主 耶蘇 基督の 一生 を 現世 的 事業の 上より 

評せん か、 余 鞏は之 を 失肷の 生涯と 云 はざる を 得す、 然れ ども 彼の 事業 は此 世界が 消去て 後 尙：： ^する 

ものなる が 故に 彼 は 他人 を 救 ひ 得し も 自身 を 救 ひ 得 ざり しとて 悲 まざりし なり、 使徒 保 羅 の 一生 も 亦 

然り、 彼の 心中 に^せし 未来 永遠に 涉る光 榮の大 希望が 彼 をして 現世の 快樂を 見る 事澳 埃の 如くなら 

しめ、 百難 千 苦に 遇 ふ も 殆ど 之 を 度外視せ しめし 主なる 原動力な りし は 何人も 疑 ふ 能 はざる 所な り、 

ボス ボラ ス岸邊 に 於て 王冠 を 戴きし 奸婦ュ ，1 ドキ シャ の膽を 寒から しめ、 直 一一 一一 I： の 故 を 以て 終に 身 を 山 

間 僻地に 幽閉せられ、 愁 苦の 屮に 一生 を 終りし タリ ソス トムの 宗敎は 所謂 現世 的宗敎 なりし 乎、 絶大 

の 威力 を 有し 勝ち誇りた る羅馬 の 軍 を 率 ひ將に 凱旋の 讚美 を 捧げん として ミラ ン巿の 天主 堂に 人らん 

とする 帝王 テオ ドシ ュ スを 門に 擁して 人る を 許さす、 終に 彼 をして 數 十日に 涉る徴 悔を爲 し 悔悟の 狀 

を呈 せしめし 勇敢なる g^, ァ ムブ ：！ ー ス の宗敎は未來觀念なる深遠なる思想を以て.l^,?ち滿ちたる宗敎な 

らざ りし 乎、 歷 史家 フル ー ド云 へる あり、 

淸黨 時代の 英國は 世界 歷 中 最大 英雄 を 生ぜし 時代な り、 

と、 而 して 淸黨 時代より 未 來觀念 を 取り去 らんに は 其 最も 高尙 なりし もの、 最も 尊敬すべき もの、 れ取 

も 男らしき 者、 最も 偉大な りし もの を 取り去る なり、 ミルトンの 詩篇より 未 來觀念 を 取り去りて GJ- よ、 


誰か その 結 大の壯 美 を 賞す る 者 あらん や、 バ ン ヤンの 『天 路歷 程』 より 未 來觀念 を 取り去りて 見よ、 

無 數の讀 者 をして 感淚袖 を 絞らし めし 其 秘訣 を 取り去る なり、 来 來觀念 を 有せざる ものと して 無冠の 

大王 コ C1 ム H ルの 生涯 を 評し 見よ、 意義た き 目的な き 最も 惡 むべき 偽善 的 生涯たり し を 見ん、 此觀念 

を 以てべ ー ンは頭 を 以て 白刃に 當 りたり、 此觀念 を 以て 老 牧師 II ビ ンソ ンは神 を 讚美し つ \ 世 を 去れ 

OCOOOODOOOOOODOOOOOOOOOOCO  COCOOOOOOOOOCOOO 

り、 自由の 發 達に 於て 最も 功勞 ありし は 十七 世紀の 英國 人な り、 而 して 未來觀 念の 最も 確實 なりし も 

1^ 十七 世紀の 英國 人たり き、 余輩 更に 何 を 一一 一一 口 んゃ、 若し 詩人 ダンテ、 改革 家 ハツ ス、 探檢 家コ „ -ムブ 

ス、 哲學 者べ ー コン、 天文 學者 ガリ リオ、 科學者 一一 ュ ー トン、 樂譜 (允 ハン ヂル、 慈善 {豕 ハヮ ー ド、 愛 

國者ジ ョ ン • ブラウン 等の 事 を 言 はんに は 時 足らざる 也。 

十三 世紀の 中頃に 方て ギリシャ 文 學幷に 美術の 復興 と共にん 類 は W び 現世 を 樂園視 する に 至れり、 蓋 

し ギリ シ ャ 文明た る や 現世 的 文明に して 現世 は ギリ シ ャ 人の 極樂 たりしたり、 基督 敎が未 來を說 くに 

及 ん で ギ リ シ ャ 的觀念 頓に衰 へ、 終に 中古 暗黑 時代と なるや、 高尙な る 茶督敎 の 未來 観念 は 怠惰な る 

寺院 僧侶の 爲に 濫用 せられて 其の 偉大なる 力 を 失 ふに 至れり、 其 反動と して 文藝 復興 時代の 現世 的宗 

敎と なり 更らに 又變じ て メディチ 〈糸の 文明 敎 (paganlHm) となり 終に ボル ギヤ 家の 偶像 敎 (Hmthou- 

ism) とたれ り、 然れ ども 詩人 ダンテの 如き、 改革 家サ ボナ 5- 1 ラの 如き ありて 一方に は當 時の 淺薄 

なる 思想 を 攻撃し、 他方に は 寺院の 隱遁 主義に 反對し 能く 基督 敎 最初の 思想 を傳 へしに 依り、 宗敎改 

革 時代の 至る と 同時に 基督 敎の 敎理は 骨の 文明と 共に 竝 行す るに 至れり、 然るに 叉 十六 十七 兩 世紀の 

宗敎的 文明と 文明 的 宗敎と は 十八 世紀の 始に 方て 生命な き 乾燥無味の 定義 敎 (I>ogglti§) と 化し 天 

國の鍵 は 再び 神學 者て ふ 一 種の 階級の 手に 歸す るに 至る や、 獨 逸に レ ッ シ ング なる E 人 起り て 一 拳 を 
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此 老朽 人 (祌學 者 を 指す) の 頭上に 加へ しょり ゲ ー テ 之れ に 和し、 シ ルレ ル 之を輔 けて 終に 十九 世紀 

今日の 思想 を^ 胎す るに 至れり、 蒸氣電 氣の發 明、 學 術の 進歩、 憲法 政治の 發達は 現世 をして W び 快 

樂 なる 住家た るに 至らし めたり、 「現世 を 改良すべし 之 を 天 國と爲 し 得べ し」 と は 十九 世紀 今日 樂犬 

家の 夢想に して、 ペリ クルスが 雅典を 支配せ し 時、 口 レンゾが フロレンスの 權カを 握りし 時に 人類が 

同じく 懷 きし 夢想な りき、 然れ ども 夢想 は事實 よりも 大 なる 能 はざる なり、 現世 は M 値な きものに は 

あらされ 共、 永遠の 價値を 有する ものに あらざる なり、 人類 は 現世 を樂 いみ 得べき も是 未来の X ず ひ、 Ifj ト 

y  »  »  »  »  %-  »  »  »  »  »  »  CO0O0OO0OO0O00OOOOOOO0O0OOO 

^せす して 樂 しみ 得べき ものに あらす、 余 蒙 基督 信徒た る 者 は 時勢 を 利用す る 事 あると も奚 くん ぞ能 

ご ，2  -5 の V  一- 0  0  0  、o、  0  0 つ * 力， 〔，ー 0 つ 0  OOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOO 

く 時勢の 子^と なる ぺけん や、 基督の 靖罪、 未來の 存在 共に 余輩の 頼むべき 信仰の 大 磐石に して 此の 

o-o-^^oc»  O  OP  0  0-^0  00000000000000000000000000000000 

之に 對 する 想 は 如何に 變 化する とも 余輩の 之に 對 する 信仰と 希望と は 昨日 も 今日 も 明日 も變 はるべ 

0  0  0  0  0  0  *  ^ 

からざる なり。  (『某 骨敎新 間』) 

內村 半； 曰 ふ、 此篇は 余の 筆に 成りし 最初の 宗敎 論文に して、 明治 二十 四 年 『某：^ 敎 新閒』 に 寄贈せ し 者な リ、 

其 後 別に 小册 子と なして 刊行せ しこと あ リと雖 も 今や 絶版 久しき に 涉リ、 本誌の 讀者 にして 之 を 知る 者： た 

尠 きを 知る が 故に、 れ 一に び 之 を 掲げて 諸氏の ー讀を 乞 ふこと、 せり、 養し 二十 二 年後の 今 a 之を设 誠す る 

も 全く 無益なら ざるべし" (大正 二 年 五お 『聖書 之 研究』 第一 五 四號に 錄 せられし の 附言— 編者，) 


明治 二十 五 年 二 八 九 二 年) 

日本 國の 天職 

左の 一 篇は 過日 余の 橫濱メ ー ル 新聞に 投書せ しものに して 讀者 諸氏より じばく 之 を 本邦 文に 譯し 

世に 公に せん こと を 促さる 、 に 依りな マ 之 を 平易なる 日本 文に 翻 譯しメ ー ル 記者 ブリ ンクレ ー 氏の 同 

意 を 得て 爰に 登載す る ものな り。 (笫 十六 卷 『英文 下』 十五，：， 廿六 頁收錄 <  二  apau  ：  Tt.H  Mission 參照 I 編 

者) 

思慮 あるの 人に して 全心 全力 を 以て 眞實に 其 神と 其 國の爲 めに 盡 さんと 欲する 者 は 先づ左 の 三 個の 問 

題 を 考究せ ざる 可ら す。 

第一 、 人間 終局の 目的 如何 

第一 一、 自國の 天職 如何 

第三、 自己の 天職 如何 
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第一の 問題 は 重に 理論 上の 考究 を 要する もの なれ ども 其 實際上 の 效カは 決して 忽に す ベ か ら ざ る も の 

なり、 人間 終局の 目的 如何に 就て 健全なる 思想 を 維持 するとせ ざると に 依り 其 一 個人の 生活に 關 する 

勢力 は 實に大 なる ものな り、 若し 人間 終局の 目的 は 僅か 五十 餘 年の 問 此 幻の 如き 世に 生れ 僅少の 快樂 

を 得て 然る 後に 虚{ 仝に 消へ 失する ものと 見做す 時は此 一 生 は 價値少 きものに して 之 を 全く 快樂を 得ん 

が爲 めに 過さん とする の 念 は斯の 如き 思想 を 有する 人に 取て は 決して 無理なる 考と謂 ふ 可から す、 然 

れ ども 若し 余輩の 信す るが 如く 造物主の 此 宇宙 を 造り 其 中に 人類 を 生， H 心せし むる や 其！：：： 的 は； 等 人類 

の 無限の 發 達に ありて 五十 餘 年間の 生命 は 吾等 をして 將に來 らんと する 所の 永遠 無限の 生命 に^く 可 

き預備 期と 見做す 時 は 吾等 一 生の 方向 亦隨っ て 變じ此 目的に かな はむ こと を勉 めざる 可ら す r ゥ H ス 

トミ ン ス テル」 信仰 箇條 は此 第一 問題に 對 して 答へ て 曰く 人 問 終局の H! 的 は 神の 榮光 を顯し 限りなく 

神の愛に 沐浴す るに ありと (意 譯) 若し 論者 中 此答を 以 て 旣に 古びた る 言 にして 宗敎 の 臭味 を帶び た 

るの 語な りと せば 余 isf 斯の 如き 論者に 望む に 神なる 語を變 じて 正義 慈悲 善行 等なる 語 を 用 ゆる あらば 

恐らく は 彼の 淸黨 祌學 者の 思想の 高尙 にして 完全なる ことの 一 部分 を 窺 ふに 足らん。 , 

第三の 問題 は 重に 實際 上の 問題に して 人々 の 注意すべき ものな り、 古来より せに 大事 業 をな し义 大成 

功 を 奏せし 人 は ムヒ^く 己れ の 1^^ 職 を 見 認め 之を盡 せし 人な り、 美術家 アン ゼ 口 丄昔樂 家モザ ー ト：. 5f 人ナ 

ボ レオ ン 執政 家 コ ロ— ン，^ —Hi ル— 航海 家 コ I 口 ン 、Hr ス 慈善家， ハ I ヮ ー ド 詩人 ホ イツ テア 美音 家リ ン トは皆 非常 

OOOOOOCOCOOOOOCOOOOOO 

に 各自 其 天職 を 感ぜし 人な り、 人 は 望て 如何なる 人物に も 成り 得る ものに 非す、 若し 美術 〈氷， アン ゼロ 

1 にして 有名なる 「シス チン」 堂の 天井に 畫 かす 叉モ ー ゼの像 を 彫ます して 氏の 道德 上の 師 とせし 愛 

閾者 I カバ！；— 口— 17 フの跡 を蹈み 國 の道德 改革者と して 世に出で しなら ば 彼 は實に 彼の 天職 をお ふせし 


ものに て 彼 は 之が 爲 めに 彼の 一 生 を 誤りせ は 之が 爲 めに 大損 耗 をな せりと 云 はざる を 得す、 若し コ 口 

ンゥ H ル にして^ トン 或は バ ン ヤン を眞 似ん と 欲し 彼の 白 宮を 他人に 讓 り英國 憲法 歷 史上 彼の 肝 

要なる 時代 をして 彼に 劣りし 政治家の 手に 託せし ならば， tr^ly., ウ工— ルは其 天職 を {41- ふせし 人に して 英 

國に 於け る 自由の 發達は 之が 爲 めに 妨げられ 世界 は 之が 爲 めに 大損 失 を 感ぜし ならん、 人 各々 其 天の 

命ぜし 職に 安んじ 之に 從 事す るに 於て 自身 も 之に 依て 著大の 幸福 を i: 世 も 亦 之に 依て 著大の 利益 を 得 

る ものな り、 古人 曰く 己れ を 知れと これ 實に 一個人の 爲め 國の爲 めに 肝要なる 決 斷と云 はざる を 得す 

斯の 如くに して 人類 終局の 目的 あり 叉 人々 各々； 大職 ありと する 時 は！： 民なる もの も 亦 一 の 集合 體 にし 

て 相據て 以て 人間界 を 組織す る もの なれば 宇宙に 目的 あると 同じく 又 一 個人に 天職 あると 等しく 各！； 

li- にも nik に 特別なる 天： き あやて 全地 球の 進歩 ト » 翼すべき ものな りい 考 ふるな り、 余輩 ー國 民の 歷史 

を 研究す るに 當っ て 若し 之 を f 界歷史 に 於け る關 係より 考究す るに あら ざれば 其 lEil 域 實に狹 なる も 

のと 謂 はざる を 得す、 愛圃を 以て 有名なる 詩人、 ンル レル n く 「最强 圃 民と 雖 ども 全せ 界の 一 小片に 過 

ぎす 哲學 的の 歷 史家 は此國 民の 歷史 にして 人類 全 體の進 步に關 係 あるに あら ざれば 深く 意 を 留めざる 

なり」 と 

OOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

自利 を 以て 社會の 中心と 見認 るの 人 は 人類 中 最も 小に して 最も 賤 しきものな るが 如く 自國を 以て 萬！； 

OOOCOOOOOOOOOOOOQOCOOOOCOOOOO 

の ゆ 華と 見做す もの は 亦 國民中 最も 弱く 最も 進歩せ ざる ものな り、 自國 の强大 のみ を 求めて 他！： の 利 

益 を 顧み ざり し國 民が 永久の 富 强に達 し 事 ある は 余輩 歷 史上 未だ 曾て 之 を 見 認めざる たり、 而 して 

若し 我 日本 國も其 希望す る 處の强 犬に 達せん と 欲せば 此 動かす 可らざる 天理に 從 はざる を 得す。 

日本の 天職 は 如何、 日本 は 全世界の 爲 めに 何 をな し 得 可き や、 「エヂ ブト： にバ "ピロ ン國は 人類 文明の 
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率先 者たり フィ 一一 シャ國 は 之 を 世界に 傳播し 猶太 國は 之に 高尙 なる 德義を 與へ希 縢 國は之 を 磨き 羅-: ill; 

國は之 を 保 一竹し 獨乙は 之 を 改正し 英國は 之 を 堅固に し 米國は 之を實 行せ り然 らば 我 日本 は 人類 文明 後 

來の 進歩： 151 に發 達に 對 して 爲 すべき 業 を 有せざる か、 日本 は 啻に 他國の 文明 を 吸牧し 彼等の 千 辛 萬 苦 

以て 吾等に 供へ し 文明の 美菓に 飽き 以て 滿 足すべき ものなる や、 或は 日本 國も 他の 强大國 と 等しく 

界の 進歩に 對し爲 す 所 あり や 余輩の 爱に 考究 せんと 欲する 所な り。 

二 個の 分子 は 國民を 組織す、 卽ち國 土な り國 民な り、 佛人 、刁 曰く 「人 は 之 を包圍 する 自然 物 

の 如し」 と是れ 一 極端の 論 なれ ども 國 土の 國 民に 於け るの 感化 力 を 示せし の 言な り、 敎授， K,^: マ； ン 

希獵國 を； t して 曰く 「若し 希臘國 に希臘 人な かりせば 希臘 人の なせし 事 をな し 能 は ざり しならん、 又 

若し 希臘 人に して 希臘國 にあら ざり しなら ば 希 臘國は 彼の 大事 業 を 見る こと を 得 ざり しならん、 然る 

に國 土は國 民に 適し 遂に 彼の 大事 業 を 遂げたり」 と 名言と 謂つ 可し、 今日 本國の 天職 何處 にある か を 

知らん と 欲せば 先づ 第一に 我國 自然 物殊 に 地理 學 上の 形狀に 就て 推究 せざる ベから す 

地理 學 上の 位置 に形狀 

有名なる 獨 乙の 地理 學者 にして 「H ルド クンダ」 (地 學) の 著述 者と して 近世 哲學 地理の 始祖と 稱せ 

らる \ 力 ー ル、 リッテル 氏 は 創めて 說を 建て X 曰く 思慮 あるの 政治家に して 若し 其國の 地理 學 上の 性 

質 を 沈思 考究す る 時 は 其 國の爲 し 得べき 事業 拉に 達し 得べき 發 達の 程度の 多分 を預 知す る を 得べ し」 

と 氏の 弟子に して 瑞西圃 の學者 アル ノル ド、 ギヨ ー 氏は此 說を尙 一 擴 張し ギヨ ー 氏の 著述に して 有 

名なる さ irth  I  Mau  (地理 學と歷 史の關 係) なる 書 は 文明 世界に 廣く 頒布せられ 又嗜讀 せらる、 


の 書な り、 是等學 者の 評する 所に 依れば 埃 及國が 文明の 基 元と なりし 理由 は ナイル 河岸の 飫饒 なる， VJj 

其 水の 毎年 國 中に 溢れて 土地 を 濯 養す るに 依り 作物 牧穫 の確實 なると 又 其 地勢た る や 陸より する も 海 一 

ょりするも外敵を防ぐに15^利なるに依ると」 希 臘國に 於て 個人主義： H に 共和政治の 發 達せし は 其 國土ー 

の 山岳 を 以て 幾多の 部分に 裁斷 せらる X に 依る と」 叉 伊太利の 山脈の 方向た る や 南より 北に 走り 朿西， 

の 山脈に 乏しき を 以て 羅馬國 の全國 一 統を 助けり と」 英國は 地球 陸半球の 中心に ありて 其 海邊に 安然 一 

たる 良港 多き を 以て 商業 上 $1 に 航海 上 界に跋 する の 理由 を 知る に 足る 米國の 地勢た る や 歐洲と 相 一 

比 絞 すれば 其 河流 其 山脈 共に 一 定の 方式に 從 つて 相 走る を 見て 歐洲に 於け るが 如き 各 國割據 獨立は 米 

圃 に 於て は 爲し能 はざる こと を 知る に 足る、 千 八- Kn 六十 一 年 米！： 合 衆國に 於て 內亂 起る ゃ將に 南北 分 

裂 せんとす るに 當て 一 愛國者 叫んで 曰く 若し 「アルレ ガ  一一 -I 山脈 をして 其方 向 を變換 する にあら ざれ 一 

ば 米國は 分裂す る こと 能 はざる たり」 と、 而 して 歷史は 此愛國 者の 辯に 違 はす 南北 博び 共和し 今や 此- 

集合 一 致 は 北の方 北氷洋よ 力 南の 方 メキシ コ It に 達せん とする の 兆候 あるに 到れり 

今日 本國の 地勢 を 研究す るに 當て 左の 條件を 見る  一 

第 一 日本 國は 島國 なり 旣に 太平洋の 英國 たるの 評 あり 

第一 一 英國は 地球 陸半球の 中心に ありと 雖 ども 日本 は 陸半球の 周圍 線に 沿 ふて あり 

第三 日本の 山脈 は 西南より 東北に 於て す 卽ち國 の 縦に 沿 ふて 走る 此點に 於て は 日本の 地勢 は 5- 國 一 

の 地勢と 铰 相似たり  一 

第 四 日本 國の 港 灣は其 東海岸 卽 ち 太 平洋 に 面す る 方に 當て 多くして 西海岸 卽ち亞 細 ；亞 大陸に 向て 一 

は 港 灣實に 乏しき のみなら す 良港と て は 殆どた きが 如し、 然れ ども 獨り 九州に 於て は 港灣は 西方 卽ー 
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ち 支那 帝 國に對 して 多くして 東岸 卽ち日 向灘に 面して は港灣 in ん どなき が 如し、 日本 全土の 股 部 は 

東方に ありて 背部 は 西方に あり 唯 九州の みは 之に 反す、 米國桑 港 は彼國 西岸の 咽喉に して、 我 磐 城 

平と 相對し 北に バンク ゥバ ー、 セァ トル、 ボ ー 卜 ランド あり 南に サン ディ ゴヲ、 サン ブラ ー ス、 マ 

151  口 1， ァ カプル —コ 1 ありて 我 根窒、 函館、 仙臺、 橫濱、 日巿、 神戶 と相對 し， 又 支那 國に於 

ける 黄河、 揚子江、 廣東河^^！西ょり東に向て流れ我長崎、 八 代、 鹿兒島 港と 相對 す、 日本 本土の シ h 

ベリ ャ滿 洲に對 する や 恰も 伊太利 東海岸の アド リャ海 を： 絞て ギリ シ— f 國 西海岸に 對す るが 如し、 卽 

ち 歴史家 モム セ ン 氏の 言 へ る 如く 背 合する ものな り 

以上 地现學 上の 形狀は 余輩の 問題に 對 して 如何なる 解 釋を與 ふるや、 余翠 「ヱ ルド クンダ」 記者の 跡 

に從 つて 左の 如く 答 へんと 欲す 

第一 、 日本 園 は島國 なる が 故に 其國 民の 商業： g に 航海に 從 事して 利益 ある こと は旣に 輿論の 見認 るお 

にして 爱に余 の 喋々 を耍 せす 日本人 は 希 臘人竝 に 英！： 人と： Hi じく 其 版！： を 海上に 擴 めざる を 得す 

第一 一、 日本 阈が 陸半球の 中心より 最も 遠く離れて 其周圍 線に ある こと は 其 人民 をして 外交 上の 短 雑よ 

り 免れし め 平和の 位地 を 保つ に 最も 便利なら しむ、 .1" て 怫圃の 安 南を征 する や 一 兵卒 を本國 より 戰地 

に 送る に數干 「フランク」 を耍 せし と 云 ふ、 若し 露 都べ ー トル ス ボルクより々 111 行列 車 を 以て 浦鑒 港に 

達せん とする には少 くも 十五 日間 を- ig- する のみなら す、 シ ベ リ ャ の廣漠 無人の 地 を 通過せ ざる を 川，：： す 

若し 英國 人に して 印度洋の 苦熱と 危險を 避けん と 欲せば 一 一 大洋と 一 大陸 を 橫斷せ ざれば 我 橫濱に 達す 

る を 得す、 依て 日本 國は 歐洲 强大國 より 最も 遠き 距離に 立つ もの なれば， 界 巾 外敵の：：：； より 安 

然 なること に 於て は 我國に 勝る もの は あらざる べし、 最少の 軍備 を 以て 完全の 國防を 施す を 得る は：： y 


日本 國天與 の 地现學 上の 益と 云 はざる を 得す 

第三、 日本國の山脈の重もに南北にはびこりて地面に幾多の凸凹ぁることは地方自治政と共に1:0^::協 

同 を 促す もの 也 希 隨國の 地面 は 各部の 境界 嶮に 過ぎて 一 國 の 協同 を 妨げ 露國 は全國 一 平面なる を 以て 

地方自治 獨 立の 精神 を發 達せし めす 日本 1： は 英！； の 如くに して 其 山岳 較嶮 a なりと 雖 ども 亦 希 臘瑞西 

等よりも 地勢 甚だ 平坦たり 

第^、 日本 阈の 東海岸に 港灣 多くして 米國 太平洋 岸の 良港と 相對 する こと は 彼我 兩！： の 交通 を 促す も 

のな り 加奈陀 航路の 開く る や 日本 國の 米國 より 離る 、 こと 米國 の歐洲 より 離る 、 ことと 稍 相 遠から ざ 

るに 到れり、 叉 我 神 戶長崎 港 は 朝鮮； a に 支那の 諸 港と 相對し 彼我 共に 握 乎 せんとす るの 位地に 立てり、 

ooooooooooooooo〇ooo〇ooooo〇oooooo〇oo  0 ス テヅ， フス トン 0  0  0  0  0  0 

斯の 如くに して 日本 は 東洋 拉に 西洋の 中間に 立つ ものにして 兩洋の 間に 橫 たはる 飛 石 の 位地に 居れ 

り、 風： に 海流の 方向 は 東西 兩 洋間に 航海す るの 船舶 をして 我橫濱 港に 寄港せ ざる を 得 ざら しむ、 n 

本 國 本土 は 其 背部 を廣漠 たる Tf^, ャ； a に滿洲 海岸に 向く ると 雖も其 腹部 は 西洋文明の 粹を 受けつ i 

ある 所の 米 1； に 向け、 右手 を 以て 歐 米の 文明 を 取り 左手 を 以て 支那 15! に 朝鮮に 之 を 授け 渡す の 位地に 

ooooooo〇ooor>ooooc-ooooooooo〇o〇oooooooooo 

居る が 如し、 日本 國は實 に 共和 的の 西洋と 君主 的の 支那との 中間に 立ち 基督 敎 的の 米 園と 佛敎 的の 亞 

00000000000000 

細亞 との 媒酌人の 位地に 居れり 

R 本 民族の 特徵 

余輩 今 地理 學 上の 考究 を 去て 日本人： ^人類 學 上の 考究より する も 前述の 結論に 達し 得べ しと 思 ふなり、 

曰 本：^ 族 は 善良なる 航海 者た る こと は內 外人 共に 承^す る 所な り我國 民の 武を 尊び 酋て 外人の 奴隸た 

^治 二十 五 年 (一八 九 二 年)  一六 九 
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る ことなき を 以て 我等 は武を 以て 世界に 跌愿 すべき ものなる 說を 維持す る 人 ありと 雖 ども 余莆の る 

處は大 に 之と 異なれり ナボ —レ |¥ ゾ， 曾て 曰へ る あり 「武器の構造如^には關すと雖も戰場の勝^！^は重も 

に ^隊 の 重量 多き 方に あり」 とん マ 日本人の 體 格と 露 國 r コ サック」 兵义 は英國 r ス コ ツチ、 ハ イラ ン 

ドル」 兵と 相 比較す る 時 は 我の 彼に 劣る や 論 を 待たざる なり、 大和民族 は 其 武功に 於て 恥る 所な しと 

i ども 武を 以て 文明^ 界に 立ん とする は 余輩の 同意す る こと 能 はざる 所 かり 日本 國 民の 一 一 干年來 一 系 

の 天子 を 戴き 同 一 の國語 習慣 風俗 を 有する こと は 我等 をして 長く 一  國 民たら しむる の 連鎖た るな り、 

叉 國：： ^の 1- 浙質 上より 考究す る 時 は 我等 は 外物に 感染し 易き ものにして 他國の 文明 を吸牧 する に 於て は 

〇c;(>〇〇o〇〇o〇cooooooooooooooo〇 

日本人に 勝る 國民は 他に あらざる べし、 東洋 國民 中日 本人の み歐 米の 文明 を 了解し 得べ く 又 文明 國民 

中日 本人の み 東洋の 思想 を 有する ものな り、 理想 界に 於ても 商 法界に 於け るが 如く 日本 1: は 東西 兩洋 

の 中間に 立てる 飛石に して 歸納 的の 西洋と 演譯 的の 東洋との 間に 立つ 媒酌人な り 

歷 史上の 徵候 

萬 國の歷 史上より 此 問題 を 考究す る も 同一 の 結論に 達すべし と考 ふるな り、 古来より 今日に 到る まで 

^i^Kiに西に4:って進みi球運轉の方向正反對に向ひ西行するものなることは歷史〔£Kに折"學者の 

時々 發良 せし 持論な り  ， 

米國獨立時代の政治家.^^^^^、—カダ^曰 「余 は 幼時より 技藝學 術竝に 文明 は 常に 西方に 向って 進む 

ものなる こと を 疑 は ざり し」 と 氏 は 常に 友人に 語って 曰く 「今や 文明の 中心 は將に 大西洋 を 橫斷し 

て 我 米 國に來 らんと す」 と 氏の 預言 {4i しからす して 八/や 文明の 中心 は旣 にミシ 、ピ 河邊 にまで 進み 
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伊太利 人 ガリ アン (千 七 百 二十 八 年よ. 

「余 は單に 地理 

常に 地球の 運轉 

新 組織の 經^ 學 

中心 歐洲 より 米 

十八 世紀の 中 比 

つ、 ある ものに 

り」 と 

ダル ゥヰン 氏人 

よ 『維 馬 帝 國の發 

て： _|究 する に 非 

以上 諸 大家の 預言 

進 を 信じ 其 大西洋 

他の 猛勇なる 人士 

る こと 五十 年 前 一一 

生長せ よ」 と 然し 

四百 年紀を 記念せ 

明治 二十 五 年 ( 一 A 九 二 年〕 


干 七 百 八十 七 年) 米國獨 立戰爭 中米 國の 勝利 を 預言して 曰 

なれば 五 千年 來 文明 は 

九十 年) も 人類 文明の 

文明 は 西に 向って 進み 

るの 時期 を^み 居れ 

の發 育に 於け るに もせ 

出 移住す るの 前備 とし 

り、 米 國人は 文明の 西 

、 ク リイ ブラ ン ド 氏 其 

邊に 輸送せ り、 今 を 去 

「西方に 行て 國 と共に 

九十 三年 西 大陸の 發見 

ん とする の 位地に 到れ 
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り、 一千 八 百 四 十七 年に 於て 始て桑 港 を 開けり、 五 年 を 出です して 米國の 艦隊 は 其 西 隣の 日本！： をせ 一 

界に 紹介せ り、 三十 年を經 すして 幼稚なる 日本 國は 文明 國の 社會に 仲間 入せ り、 米國 人民 は 其 天職 を， 

盡し 東方 歐洲 より 文化 を 執りて 之 を 西の方 日本に 傳 へたり、 ケゃ 人類 歷 史上に 於て 世界の 發達を 助け 

oc>ooooooooooo〇cn〇〇oooooocoo 

促さむ 爲 めに 日本 圃は其 手に 唾して 努力すべき 時期 到来せ り  一 

ヒ マ ラャ 山脈の 西北 隅に 當て 人類の 始めて 地球 表面に 現出せ しゃ 一 一種の 文明 は 東西に 向て 流出せ り、 一 

1 は 西に 向て 進み バ ビロン フィ 一一 シャ希 躐羅馬 獨乙英 國を經 て 遂に 米國 西方の 太平洋 岸に 於て 止まれ 一 

り、 一 は 東に 向て 印度、 E 蔵に 支那 を 通過し 北京の 滿 朝に 於て 其榮を 極めり、 き やわ 一 

の 地球と 同じく 一 の 「マ グわ ット」 にして 其兩極 はか 平 洋の兩 岸に 於て 充實 せり、 其 東岸に 於て は 共 一 

和 政： m 「プ 口 テス タント」 敎 進取の 氣象其 極端に 達し 西岸に 於て は 君主 的の 政治 保守的の 精神 他の 極； 

端に 達せり、 吾等 日本人 は此兩 極端の 中間に あり 或は 西に 或は 東に 時々 吸引せ られつ i ある ものな り、 

是等兩 種の 「マグネ」 流 を 和合 せんとす るの 冀び 1- は 古来より 今日に 至る 迄 絶 ゆる ことなし、 古 折：： ブラ 

ト ー は 未だ 此ー 一流の 遠く 離れざる 時と 所に 生れた るに 彼の 哲學 思想の 圓 滑なる と 完備なる とに 於て は 

後世 未だ 彼に 及びし ものな し、 然 りと 雖 ども 我 日本 は歐亞 の粹を f にす る を 得 る を 以て 我の 組織す る ： 

0000  0  0000 つ nooooooocoooooooooo 

もの は 希 職 古 折 ：！ に 勝る ものた らん、 思想界の 二流 は 日本に 於て 相 合し 今より 後 健全なる 思想 は 萬！： を 一 

OCOOOOOC 

灌^す るに 至らん 

余 爱に日 木圃の 歷史に 就て 講究せ ざるな り、 然れ ども 吾等 は 常に 他國の 文明 を 吸 牧竝に 消化し 得る _ 

の 力に 於て は 十分の 毅鍊 と經驗 を經し 事は歷 史上 著明なる 事實 にして 余 華の 維持す る 如く 日本 阈は東 

西兩洋 の媒的 者た らんと 欲する に は 最も 適當 たる 敎育を 得し 者と 謂 はざる を 得す 


結 論 

日本 國の 天職 は 一 にして 足らざる べしと 雖 ども 余輩の 指名せ し 一 點は其 最も 大 なる ものと おふるな り" 

OOOOOCOOCOOOOOCCOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOCOOCOOO 

東西 兩洋の 中 裁 人 器械 的の 歐米 をして 理想的の io| 細亞に 紹介 せんと 欲し 進取 的の 西洋 を 以て 保守的の 

東洋 を 開かん と 欲す 是 日本 帝國の 天職と 信す るな り、 新 文明の 紹介者に して 日本！： の 亜 細 亞に對 する 

關係は 昔時 希臘 の歐洲 大陸に 對 せし 關 係の 如し、 余輩 日本人 民 は 東西の 間に 起立し 余輩の ま 隣なる 西 

：; 沖より 文明 を 輸入し 之 を 消化し 之 を 變換し 之 を 改良し、 我等の 西 隣なる； 亞細亞 諸 州に 之を傳 ふべき な 

り、 昔時 亞細亞 大王 ゼル クヂス の大擧 して 歐洲を 犯し 其 文明 を 幼稚の：？： に 撲滅せ むと せし や 希 職人 は 

之に マ ラソ— ン、 ..VI ル モ ピ レ ー 等の 戰 場に 杭し 遂に 歐洲の 文明 を 保存し 欧米 一 一千 年来の 進歩の 基礎 を 建 

てり、 我等日本人も亜細亞の東端に屹立し歐米の風潮將に神聖なる：5^.細亞の文明を掩席せむとするに 

當 つて 宜しく 東洋 未来の 發 達の 爲 めに 勇 奮 以て 亞細亞 大陸の 爲 めに 盡す 可き なり、 我等 我 土に 於て 治 

外法 權の 如き 恥辱 を 拭 ひ 去り 碧眼 兒 をして 他日 東洋の 微弱 國 民に 對 する に斯の 如きの 無禮を 加へ ざら 

しむ 可き なり、 我等 此處に 西洋の 法律 宗敎 政： 一 E 等 を 採り 之 を 東洋 在来の i4i 氣を 以て 養成し 然る 後に 我 

等の 西 隣 諸 邦 をして 直ちに 之 を 利用す るの 便 を 得せし むべき なり、 若し 止 を 得ざる に 出れば 吾等 は微 

？ i なる 亞細亞 を 導き 傲慢なる 歐米を 挫く の 決心な かる 可ら す、 然 りと 雖 余輩の 望む 所 は 平和に あり 實 

に 日本の 運命 は 亞細亞 大陸の 運命と 緻密なる 關係を 有する ものにして 大和 ：！^ 族 四千 萬の 方針 如何 は ：5i 

細亞 人種 十億 萬の 休戚に Si からざる 關係を 有する ものな り、 叉 東の 方歐 米に 對 しても 吾等 は 管に 受納 

者の 位地に 立つ のみの ものに あらす して 吾等 一 度 彼の 文明 を 吸牧し 之を變 更改 良せ し 以上 は 亦 以て 彼 

明治 二十 五 年 (一八 九 二 年〕  I 七三 
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等 を 利す るの 道 を 得たり と 謂 ふ 可き なり、 十七 世紀の 屮 頃に 當 つて 英國獨 立黨は 西半球に 於て 新世界 

を 造り 以て 歐洲を 改造せ りと、 新 文明の 舊 文明に 反動 力 を與へ 之に 新活 氣を與 ふる は歷 史上の 法則に 

して 我等 日本に 於て 製 出す る 新 文明 は歐 米の 舊 文明 を 改良す るに 當っ て 著しき 功力 ある こと は余莆 の 

疑 はざる 所な り 

ひ， ^If  s^—tz  o  p  ^  ？, つく。  -0:0  oooooooooooooooooooooooooooo ゥ 0: 

汝 旭日 帝 國ょ汝 の 光線 を 東西に 放ち 東の 方歐 米に 反射し 西の方 亞細亞 を 照し 以て 汝の 天職 を滿 たせ 

(『六合 雜誌』 四お 十五：！！」 


誤解 人物の 辯 護 


No ち. aiid  slu.voy  of  a  PGl-isl  an(l  selection  of  its  events,  sucli  as  is  demanded  frcul  the 

iM  generally  Jlpssible  0^^^  the  period  itwolf  has  retired  in  some  (lesTee  into  the 

1) き k お rcsl ュ •  "—swald.  Hist,  of  Israel, L Iwo. 

人物の 刺 決に 三種 あり、 生存 中の 利 決、 来世の 判決、 歷史の 判決 是 なり、 第一 は 誤謬 最も 多く、 奸侫 

も 忠臣 義士と 見做さる. - あり、 仁者 も 惡人視 せらる k あり、 三種の 判決 中 生存 中の 判決 は 最も^る ベ 

からざる ものな り、 第二 は 最も 確實 なる ものにして、 綿羊と 山羊と 區^ され、 偽善者 は眞善 者と 分離 

する 所な り、 然れ ども 第三 は 第一 に似て 現世に 於け る 判決なる が 故、 確實 とは稱 すべから ざる も、 第 


二に 類して 未来の 判決なる が 故に、 眞實に 最も 近き ものな り、 時 は效カ ある 磨 粉に して 終に 眞價値 を！ 

OOOOOOCOOO 

現出せ しむる ものな り。 

不幸 人物 あり ト マ ス、  と 云 ふ、 十八 世紀の 終りに 當 りて 貴族政治の 腐敗 を忿 り、 人權の 重ん す 一 

べき を 主張し、 時の 政治と 宗敎 とに 反對 し、 本 國英國 を 去りて 米國に 渡り、 彼の 健筆 を 以て 革命 思想 

を 吐露し、 銑 を 肩に して 自由の 戰 場に 臨み、 佛國に 使して 新 獨立國 の 財政 を輔 け、 佛阈 革ん 叩の 巾に 投ー 

じ、 新政 を贄 助す ると 同時に 極端 共和 黨の 殘虐を 責め、 英 國に歸 りて 國敎 の惡弊 を攻擊 し、 又 身 を 入 一 

る &に處 なくして 佛國に 逃れ、 終に 再び 米國に 渡りて 死せ り、 此人 時勢の 解す る 所と ならす、 歿後 百 一 

年間 ト， T、IY リンの 名 は 無 政治 無 宗敎の 代名詞と なれり、 彼の 著述に 係る Ki お lits  of  Man 拉に At 

of  Koasou は、 勤王家 竝 に宗敎 家の 大 禁物な りき、 彼が 死に際せ し狀態 は、 常に 懊疑者 を 戒め、 基督. 

敎證據 論に 於て 無神論者の 憐 むべき 結 3^ として 適用され し 事項な りき。 

玆に米 人 モン キュア ー、 ディ、 コンゥ H 1 なる 人 あり、 數 年間 英米 佛の 三國に 於て 廣 くべ ー ン に關す 

る 事廣を 探究し、 之 を 二 卷の大 著述と なし 「トマス、 ベ ー ンの 言行 錄」 と 題して 世に 公に せり、 コ ン，， 

ゥ ェ门 氏の ト， TI ス 1 へ d は 余 摩の 聞 慣れし 者と は 全く 人物 を 異にし、 此人は 無神論者 にあら すして 一 

かん ^^1ト喜びて日ぃ夜も之を£^し人なり」 と 云 ふ、 此 人の 政治 竝に宗 敎に關 する 意見 は、 人 マ 

日歐 米の 進歩主義 を 採る 學 者の 說と 伯仲し、 今日の 自由 的の 英國を 造 出す る 上に 於て、 ケ 日の 祌學說 j 

を發 達さす る 上に 於て、 齡 からざる 功勞 ありし 人な りと、 此 人叉黑 奴の 友人に して 强 硬なる 奴 隸魔止 一 

論者な り、 彼に 正義の 爲 めに 身を捨 つるの 勇 あり、 叉 能く 衆說 に反して 弱者 を 辯 護す るの 慈悲 を 有せ 一 

り、 曾て 佛國 革命の 時、 民心 激昂して ボ， 'ボン 王 を 殺さん とせし や. 此人 立ちて 衆に 歎願して 曰く： 
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「願く は 王 を 殺す とも 王 其 人 を 殺す 勿れ」 と、 Kill  the  Idng., Imt  not  <ho  man  I 此 人老ハ 巾に 及びて 

米 國に歸 り、 心竊に米國民の歡迎を^^wめり、 然れ ども 米！： は 此自. E の發 達者 を 認めす、 冷遇、 憎惡、 

m た 弄の 内に 彼 をして 此 I を 去らし めたり、 今や コンゥ ェ ー 氏の 同情 的の 筆に 依りて 此 誤解 人物 は、 十 

九 世紀 自由 歷史の 一 偉人と して 世に 現 はる &に 至れり、 他に 彼 を 辯 護す る もの は 「ノ ー ス、 アメリカ 

ン雜 誌」 上に 於け るコ |&,,^|ル—、 ィ ン ，-^ ゾ I ル氏 のみに あらす して、 去る め ショ— リド— ー 力 夏, や い^で 

幾多の 高 德名識 の 前に コ— ル |^— ル大學 敎授コ イト、 タ イラ ー 氏が 「革命 i 於け る. トマス、 ベ ー ン 

の 功镇」 なる 論題に 就て 此 誤解 人物 を 辯 護せ い 時に、 一. V こいで め^:^ い いいい 一 

余 華 勿論 ト マ ス 、ベ— しン— の 缺點を 知る、 而 して 缺點 たきの 人 は何處 にか ある、 I 彼 は 所謂 オル ソドッ 

クス 派の 信者に あらざる 事、 彼の 言語 は 野卑に 失し、 反對 者を駭 する に 無遠慮な りし iss- 等 は、 掩 ふべ 

からざる 事實た り、 然れ ども 彼の 今日 迄 彼の 國 人より 受けし 批評、 架： 赞敎會 より 被りし 擯 は、 全く 

彼の 受く ベから ざり しもの なりし は、 コ ンゥ H  I 氏の 勤勞に 成れる 著述 を 以て 定められ たるが^し、 

^  0  0  0  0  0  ^  0  0  0  0  .9  0  ,0*00000000  0000000000000  0030000 

取るべき は 正義の 道な り、 守るべき は 良心の 聲 なり、 若し 朱 来の 裁 刺な しとす るむ、 i^^^llicsf^^ 

0  0 〇 0  0  C  0  0  0  0  0 〇 0  0  0  0  0  0  0  0  -ーゴ 

震 をして 永く 誤解の 中に 埋め 置か ざれば なり。  (『六合 雜 Is 十 一 月) 
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向-一 我ガ 時論 (雜 ^「教育 時論」 ヲ謂フ I 編者) 一一、 勅語 ト 基督 敎ト- ー關 スル， 井上哲次郎 氏ノ 意見 ヲ載 セテ ヨリ 

本多庸 一 氏ノ辯^^トナ". 井上 氏ノ 長篇ト ナリ、 蔵 村 居士 ノ祈 衷說ト ナリ、 更- 一大 西 祝氏ノ 意見 トナ リ、 

今 叉內村 3^ 三氏ノ 公開 狀トナ リテ、 爱 一一 現出 ス ル 一 1 至レ リノ- -ム. - 

文學 博士 井上哲次郎 君に 呈 十る 公開 狀 

足下  、 

余 は 未だ 足下と 相識る の榮を 有せす、 只 東洋の 一大 哲學 者と して 常に 足下の 雷名 を 耳に せし のみ 然 

るに 近頃 足下が r 敎 育と 宗敎の 衝突」 と 題して 長 論文 を 『敎育 時論』 に投ぜ られ、 1* 督敎の 非 國家的 

なる を 辯ぜら る. -に 際し、 余に 關 する 事柄 を 多く 引用せられ しに 依り、 余 は 已むを 得す 此 公開 先 を 足 

下に 呈 せざる を 得ざる に 至れり。 
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余 は斯の 如き 論文が 足下の 手より 出で し を 喜ぶ ものな り、 若し 凡^ 蒙の 作た らん か、 余 はこれ に 答 ふ 

るに 術な かるべし、 然れ ども 祈：： 學的 眼光 を 有する 足下と あれば、 余 は 事物の 研究に 於て 公平なる 學術 

的 論法 を 足下より 請求し 得るな り。 

然れ ども 余 は 今 足下の 如き 長 論文 を 緩る 閑暇 もな し、 叉 その 必要 もなかるべし、 基 赞敎非 國{ 糸 論に 就 

て は已に 公論の ある あれば、 今玆に 余の 重複 を 要せす、 基督敎は歐米^？阈に於て衰退しっ &ぁりとの 

御說 は、 萬々 一事 實 なりと する も、 是亦 余の 辯 解す るの 必要なし、 何と なれば 余は歐 米を眞 似せん と 

する ものに あら ざれば なり、 彼 は 彼な り、 我 は 我な り、 此點に 就て は、 余 は 足下に 傚うて 歐 米の 糟糠 

を 嘗め ざらん 事を勉 むる ものな り。 

然れ ども 足下の 論法； に 論 3 曰に 就て、 余 は 少しく 足下の 再考 を 要求せ ざる を 得す、 足下 願く は 祈：： 學者 

の 公平 を 以て 余の 注意 を 看過す る 勿れ。 

足下 は哲學 者と して 堅 岡なる 事實の 上に 足下の 論旨 を 建てられたり、 足下 は 穴 r: 想 虚談に 依らす して、 

耳目 を 以て 證し 得べき 歷 史的 村 料 を 以て 足下の 論 城 を 築かれたり、 まか 足ドの 注意 深き 歸納 法に 服せ 

ざらん や、 然れ ども 其事實 の選擇 法に 至りて は 足下 甚だ 疎漏なら ざり しか、 余が 足下に 申す まで もな 

けれども、 反 對黨の 記事の み を 以て 歷 史上の 批評 をな すべから ざる は 史學の 大綱な り、 天主 敎 徒の 記 

事に のみ 依りし 獨逸 三十 年 戰爭史 は 不公平なる 歷史 なり、 北部 合 衆黨の 記事に のみ 據 りたる 米國 南北 

戰爭史 は史學 上の 價値を 有せす、 然るに 足下が 余輩 基督 敎 徒の 行跡 を； t せらる、 や、 多く は 余輩の 正 

反 對黨の 記事に のみ 依らる， -は 如何、 余の 第一 高等中學校に於ける助；^^？禮拜事件に關して足下の引用 

せらる」 記事 は、 實に基^^敎に對して常に劇烈なる憎惡の念を有する眞宗派の機關雜誌なる 『令 智ノ噱 


雜誌』 なり、 或は 『天則』 なり、 或は 『日本』 なり、 或は 『九州 日々 新聞』 なり、 或は 『佛 敎』 雜誌 

なり、 皆 基督 敎に對 して 敵意 を 挟む にあら ざれば、 常に 之 を^ 見賤視 する 新聞 雜誌 なり、 憑る ベから 

も Jt^ is き 聞 の 記事な り、 ん ゃ反對 者に 關 する 記事に 於て を や、 若し 後來 足下の 言行 記 を 編纂す 

る 者 ありて、 足下と 主義 を 異にせる 新聞 雜 誌が、 足下に 關し 登載せ る 所の もの を 以てせば、 足下 以て 

如何と なす。 

余 は 他の 記事に 就て は眞偽 を保證 する 能 は ざれ ども 『令 智會雜 誌』 の 余の 第一 高等 中學 校禮拜 事件に 

關 する 報知 は、 誣 ふるの 最も 甚し きものと 謂 はざる を 得す、 余が 尊影に 對し 奉り 敬禮せ ざり しと は 全 

く. &說に 過ぎす、 拜 戴式當 日に 生徒 敎員 とも 尊影に 對し 奉りての 禮拜を 命ぜられし 事な し、 只 敎頭久 

原 氏 は、 余輩に 命じて 一 人づ、 御 親筆の 前に 進みて 禮拜 せしめし なり、 而 して 其 記事 中 r 斯 かる 偶像 

や 文書に 向 ひて 禮拜 せす」 云々 の 語 は、 余の 發 せし 語に あらざる なり、 叉 「前非 を 悔いて」 との 言 は、 

時の 事 實を云 ふに あらす、 余 は禮拜 と： ir 崇拜の 意に あらす して 敬禮の 意なる 事 を 木 下校 長より 聞き 

しにより、 喜んで 之 をた せしたり、 叉爾來 もこれ をな すべきな り、 故に 「決して 眞心 にあら ざるの」 

云々 の 語 は、 余の 眞意を 云 ふ ものに あらす、 其 「免職」 云々 に關 して は 謹 謗の 最も 甚 しきもの、 校長 

の 余に 對 する や、 常に 同僚の 禮を 以てせられ、 < ^も 亦 同氏に 對し 決して 惡 感情 を 有せし ことなし、 余 

OCOOOOOOOOOOOOOO 

は奸賊 として 放逐せられ ざり しなり。 

然れ ども 是れ余 一個人に 關 する 事實な り、 余 は兹に 夫の 第一 高等 中學校 事件に 就て、 余 を 兹に辯 護せ 

ん とする ものに あらす、 余の 兹に之 を 言 ふ は、 足下が 事實の 探究に 甚だ 辣漏 なりし を 示さん が爲 めな 

り、 哲理 的歷史 は、 斯の. き 不公平 不完全の 材料 を 以て 建？ がし 得べ からざる は 足ドの 能く 知る 所な り。 
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足下の 基督 敎 徒が 我 國に對 し 不忠に して、 勅語に 對 して 不敬た る を證明 せんとす る や、 該敎 徒が^ 式 

上足 下の 注文に 從 はざる を 以てせられたり、 然れ ども 玆に 儀式に 勝る 敬 禮の存 する あり、 卽ち 勃； おの 

0  ©  ^  ®  ©  ooooooo〇fjooooooooo〇ooooooclcoo  ooooo  ooo 

實行是 なり、 勑 語に 向 ひて 低頭せ ざると 勑 語を實 行せ ざると 不敬 孰れ か 犬なる、 我聖 明なる 天桌^ 

00  OOOOOOOOOOOOOCOOOOOCOOO  OOOOOOOOOCOOCO 

下 は、 儀式 上の 拜 戴に 勝りて 實行 上の 拜戴 を嘉 みし 給 ふ は、 余が 萬々 信じて 疑 はざる 所な り。 

畏れ多くも 我 天皇陛下が 勅語 を 下し 賜 はりし 深意 を 推察し 奉る に、 天皇陛下 は、 我等 臣民に 對し、 

これに 禮拜 せよ とて 賜 はりし にあら すして、 これ を 服膺し、 卽ち實 行せ よとの 御意な りし や 疑 ふべ か 

らす、 而 して 足下の 哲學的 公平なる 眼光 は、 余輩 基督 敎 信徒 を 以て、 佛敎 徒よりも、 懦 者、 祌道 〔c 

無宗敎 家よりも、 我 國社會 一般 公衆よりも、 勒 語の 深意に 戻り、 1： に忠 ならす (K 行 上)、 兄弟に 友 

ならす、 父母に 孝なら す、 朋友に 信なら す、 夫婦 相 和せ す、 謙遜なら ざる ものと なす か、 不忠 不求不 

信不悌 不和 不適 は、 基督 敎 信徒の 特徴と せす。  ，  ， 

足下 は 余が 2§ 語 を禮拜 せざる が 故に、 余 を 以て 日本 國に對 して 不忠なる ものと せり、 然れ ども 店頭 御 

尊影 を 他の 汚！！ なる 逾畫 と共に 鬻ぐ もの は 如何、 i に御眞 影に 向 ひて 嚴肅 なる 禮拜 を呈 しながら、 i^ 

OOOOOOOCOOOCOOOCOOOO  0  0  0  0  0  0  0  D 

に野蠻 風の 宴會に 列す る 者 は 如何、 加 之なら す肅々 として 勅語に 禮拜 する ものが、 杯 を 把り て 互に 相 

0  0  C  0  O0O000O00000O0O00OOOO0O0  000000 ご OOOOOC-CO 

談 する や、 余擎 聞く もの をして i! 吐の 感を 生ぜし むる もの ある は、 未だ 足下の 耳に も 目に も §E まら ざ 

る や、 若し 余 をして 足下の 如く 新聞 雜 誌の 記 錄を 以て 余の 論 城 を 築かし めば、 余は敎 育の 木. たる 我 

文部省に 就ても、 足下の 職 を 奉ぜら る i 我 帝國大 學に關 しても、 若しくは 足下の 賞贄 せらる、 佛敎各 

派の 現 時の 實況に 就ても、 余 は 足下 をして 二三 日 も打績 きて 尙ほ 通讀 する を 得ざる 程の 非 園 {7 ぶ 的 反： i 

語 的なる 醜聞 怪說を 足下の 前に 陳列し 得る たり、 否、 若し 余 をして 少しく 復馨の 念 を 生ぜし め、 新聞 


雜 誌より 足下 自身に 關 する 記事 を 摘 用せ しむるならば、 余 は文學 博士 井上哲次郎 君 を 以て、 至誠 國に 

盡し、 恭謙 己 を 持し、 勅語 5 精神 を 以て 貫徹せられ たる 東洋の 君子と して 畫く ことに A だ 困し むな り。 

勅語 發布 以来 我 國敎育 上の 成績 は 如何なる もの あり や、 日本 國の敎 育社會 は、 勅語 キぉ布 以来 その 不敬 

COCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  OOOOOCOO  OOOOOOCOOOOO 

者を責 むる に 喧噪なる 割合に 道德 上の 進步 ありし や、 學 生の 勤勉 恭謙 は、 發布 以前に 比較して 今日は 

OOCOOOOOOO  O0O0O00  O0O0O000OC  000000  CCOOOCOO 

著る しき 進步 ありし や、 敎 員の 眞率儉 節、 その 學 生に 對 する 愛情、 犠牲の 精神 は、 前日に 比して 幾何 

の 進步か あ る 、 若し 新聞紙 の 報す る 所 を 以て 十の 二三 は眞に 近き 者と すると も、 尙ほ 余輩 民間に ある 

者より 之 を 見る とき は、 日本 帝圃現 時の 敎育界 は、 勅語の 理想と 相 離る. - 甚だ 遠し、 學 生が 敎 師に對 

する 不平、 敎 師が學 生に 對 する 不信 切、 理事 者, 不仕末 等， 余輩の 耳 菜に 達する 反 勅 一ば ，2 的の 裹赏 何ぞ 

斯の 如く 多き や、 不敬 事件よ、 不敬 事件よ、 汝は 第一 高等 中學 校の 倫理 窒に 於ての み 演ぜられ ざるな 

足下 は 曰く 「耶蘇 敎徒は 多く 外 1: 宣敎師 の 庇 蔭 を 得て 生長せ しもの 故、 甚だ 愛圃 心に 乏しき なり」 ，こ、 

是れ 足下の 觀察 にして、 余 は是に 悉く 同意 を 表する を 得す、 然れ ども 其事實 問題 は 他日に 讓る こと i 

し、 余 は玆に 余の 觀察を 足下の 前に 開陳せ ざる を 得す、 卽ち 「足下の 如き 尊王 愛 國論を 維持す る 人士 

0  OOOCOOOOOOOOOOOOC  OOOOOOOOOOCOO 

は、 多く 政府の 庇 蔭 を 得て 生長せ しもの 故、 甚だ 平民 的 思想に 乏しき なり」 との 事な り、 廣く目 を 宇 

宙の 形勢に 注ぎ、 人權の 重き を 知り、 獨立 思想の 發達を 希望す るの 士 にして、 足下の 如く 重き を 儀式 

上の 敬禮に 置き、 實行 上の 意志 如何 を 問 はざる 人 は何處 にある や、 足下 は 余輩の 不敬 を責 むる に當り 

て 足下の 材料 を、 重に 佛敎の 機關雜 誌より 得る の 理由 も、 蓋し 玆に存 せ すん ば あらす、 足下の 尊王 愛 

國論 は、 政府の 庇 蔭の 下に 學を 修め、 今猶ほ 官祿に 衣食す る ものに あら ざれば、 或は 神官 諸氏の 如く， 
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或は 諸君の 如く、 其 消長 は大に 足下の 稱 する 尊王 愛國 論の 盛衰 如何に 關 する もの を 除きて、 他に 

多く 見ざる 所以の もの は 抑 も何ぞ や、 勿論 普通 感念を 有する 日本 臣民に して、 誰か 日本 國と 其皇 { 至に 

對し、 愛情と 尊敬の 念 を 抱かざる もの あらん や、 然る を 愛 國心は 己の 尊 有 物の 如くに 見做し、 余輩の 

行跡 を摘發 して 愛國 者の 風を裝 はんとす るが 如き は、 阿世. 媚 俗の 徒 も 喜んで 爲す 所たり、 足下の 如き 

博識の 士は、 勿論 不偏 公平 眞理を 愛する 念より、 余輩 を攻擊 せらる、 かたれ ども、 足下の 如き 論法 を 

使用し、 足下の 如き 言語 を 吐かる \ の士 は- 多く は爵 位官 祿に與 かる 人に 多き を 見れば、 余輩： 間に 

ある もの をして、 所謂 尊王 愛國 論なる もの も、 叉 自己の 爲 めに する 所 ありて たす に は あらざる 乎の 疑 

念 を 生ぜし むる は、 決して 理由た きに あらざる なり、 足下 願く は 余の 疑 察を恕 せよ、 余 は 唯 足 ドが余 

O0OO0O0000OOO00O0  0OO0O0OO 

輩に 加 へられし 疑 察 を 足下に 加へ しのみ、 而 して 若し 足下の 稱 する 尊王 愛國論 は、 必す しも 阿世 媚俗 

00000000000  ooooo〇oooooo〇ooooo  COOOOOOOOO  ク 0 

の 結果に あらす とならば (而 して 余 は その 必す しも 然ら ざる を 知る)、 其 同一 の 推理 法 を 以て、 余輩 
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基督 信徒 も、 外人の 庇 蔭に 依る が 故に、 基督 敎を 信す るに あらざる を 知れ。 

足下 は 基督 敎の 敎義を 以て、 勅語の 精神と； a 立し 能 はざる ものと 論定せられ たり、 若し 足： 卜の 論^に 

して 確實 なる ものと すれば、 基督 敎は 日本 國に於 \ ^嚴禁 せらるべき ものにして、 耶蘇 宗門 禁制の 表札 

は、 再び 日本 撟 端に 揭 げらる k に 至らん、 帝 國大學 に 職 を 奉す る 基督 敎徒を 始めと し、 我 帝！： 政府 部 

內 にある 基督 敎徒 は、 直に 免赏 すべきな り、 足下 已に 足ドの 持論 を 世に 公に せられたり、 而 して 誠 實 

なる 日本 國民 として、 眞理を 重ん する 學者 として、 足 f は 輿論の ク ルセ ー ドを 起し、 基 敎 撲滅 策 を 

講ぜざる ベから す、 足下の 責任 も亦大 たる 哉。 

然れ ども 余 は 又 足下に 一 の 注意 を與 へざる を 得す、 玆に 基督 敎に 勝る 大害 物の 我國に 輸入せられ しあ 


り、 卽ち 無神論， 唯物論 是れ なり、 足下の 論文に 依りて 見れば、 足下 はハ ー バ ー ト、 スべ ン，？ .ー, に對 

し 多分の 尊敬と 信用と を 置く が 如し、 ミル、 ス ペン サ ー、 バック， ル、 ベジ， ml— ゥ， 等の 著書 は、 我國 西洋 

の學 者の 夙く より 嗜讀 せし ものにして、 今日の 日本 を 造り 出す にっきて、 是等英 國碩學 の 著書が 與か 
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りて、 大勢 力 ありし は、 蓋し 疑な き事實 なり、 而 して 足下の 公平なる 哲學的 眼光 は、 唯物論と 勉 語と 

は拉 立し 得る ものと 信ぜら る k や、 余 は 試みに 兹にー 二の 實例 を擧げ て、 足下の 敎訓を 乞 はんと 欲す、 

スぺ ンサ ー 氏の 代議 政體論 は、 我國 英語 研究者の 敎科 書と して 廣く用 ひらる i 書な り、 その 需要の 大 

なるや、 數 種の 飜刻を 市上に 見る に 至れり、 我國幾 萬の 子弟 は、 此 書を讀 みつ X あるな り、 而 して 其 

獨裁 政治 を 論す る や 左の 語 ぁリ。 
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plst— wllethel- ycu look  at  the  various  ^C^^.-^^^^^N^-^^  l"lceM  dispersed  ovel-  tlie  J^lcbe — or 

^^©^^OM.  you  confrilHt  the  ©^^K^^p^.  juitions  cf  Europe  ；  you  e ョ lally  flnp  tlie  submission  k> 

authority  de2-2lseM  :is  morillit\-  ami  inltellir.ence  iu(T2lHe.  Froiu  ancient,  w{xlTior-wol-Mhi o 
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_ ^期の 文章  一八 ほ 

余 は玆に 余の 拙劣なる 飜 譯を附 し、 此 公開 狀の讀 者に して 英語 を 解せ ざる 人の 爲め にす U 

服 從の性 (卽ち 君主 政體を あらしむ る もの) は- 無 數罪惡 の 原因と なり、 高潔の 士 にして 服從を 

肯んぜ ざる 者 を 拷問 殺戮し、 バス チル、 シ ベリ ャ の慘狀 を 演ぜし めしもの なり、 是れ 智識、 思想 

の 自由、 眞 正の 進歩の 壓抗 者な リ、 是れ 何れの 時代に 於ても、 王室の 弊害 を 醸し、 此弊 {ff: をして 

國內に 流行せ しめし ものな り、  過去の 記載に 依る も、 地球 面 上に 散布せ る 未開人 種 を：！ 

も、 歐洲 今日 各 國の狀 態に 對 比する も、 主 權に對 する 服從 は、 道德と 智識の 增進 すると 同 時に 減 

退す る を 見る、 昔時の 武勇 崇拜 より 今日の 「ォ ペッカ 主義」 (Fluplsyism) に 至る 迄、 此服從 の 

精神 は、 人性の 最も 鄙劣なる 所に 最も 强し。 

而 して 是れ その 最も 甚だしき ものに あらざる なり、 その 前後 一 一三べ ー ジに涉 る 記事 を 見よ、 而 して 如 

何に して 「天壌無窮の 皇運を 扶翼すべし」 との 勑 語と： &! 行し 得る か を 余輩に 辯 明せられ よ。 

余に 若し 時と 餘 白と を あらしめば、 余 は，， タ ー、， 、？| ク ヨウの 究理 政治 論より、 ミル. の 代議 政蹬 ふ1* 

其 他バッ  1^,、  X 刈 力， 、ポ— 一 アヤ、 モ— grnr ゥ 等の 著作より、 我國の 尊王 心 を 全然 破壞 する に 足る 

べき 章句 を 引用し 得るな り、 宜な るかな、 我 文部省 は 一 時 官立 諸學 校に 令して， 前述の， スべ ンサぃ 氏 

代議 政體論 を敎科 書と して 使用す る を 禁ぜられ たる や。 

我 國佛； 閹西學 者の 中に 最も 愛讀 せらる  >- 刈，： の 民約論 (contrat  social) は、 皇室の 尊榮を 維持す 

るが 爲 めに は 害な きものと 信ぜら る \ や、 歐 米の 學 者に して 基督 敎を 攻撃せ し 記者 は、 多く は 王政 を 

も攻 1 せし もの チ 人る こと は 足下の 知る 所な り、 然るに 基督 敎を 以て 我！： 體. 〔ど顚 覆す る ものと してき 

する 我 國の敎 育 者が、 Y^rnr ゥ、 叫べ ンサ ー 等 を尊祥 する は、 余の 未だ 了解し 化 ^ はざる 所な り。 


時羅 馬の 虐帝叫 M 口— は、 手から 火を羅 馬の^ 街に 放ち、 其煙焰 天に 漲る を 見て 一夜の 快 を 得たり、 

ぬるに 後、 公衆の 疑念と 憤慨との 其 身に 鍾るを 見る や、 直に 基督 敎徒を 捕へ、 罪 を 彼等に 歸 して、 彼 

9  9  9  9  9  9  9  000  0  0000000    l-ocoooooooooooooo  000000 

等 を 殺戮せ りと、 今日 我國の 西洋 學者も 亦 二， I  口 帝を學 ばんと する ものに あらざる か、 世の 輕 薄に 進 

0  0000000000000  000  000  o'ooooo  oo  000  0  0 

み、 禮義眞 率の 地を拂 ふに 至りて、 其 罪 を 基督 敎 徒に 科せん とする もの は 誰ぞ。 

n 本 は 足下の 國 にして 义 余の 阈 たり、 偽善と 諮媚と は何處 に； すると も、 共に 力 を 協せ て 排除すべき 

なり、 然れ ども 輕 率と 疑 察と il: 志士の 共同 を 計る に 於て 用な きなり、 我等 恭謙なる 日本 國民 として. 

注意 深き 凤チ 者と して、 公平なる 觀察 者と して、 他 を 評する に 寛大なる ベく、 事實を 探る に 精密た るべ 

く、 結論に 達する に徐 かなるべき なり、 足下 此 公開 狀を 以て、 足下の 所謂 「一 々答 辯 を爲す ほどの 債 

値 ある ものに あらす」 と爲 さす、 余に 敎 訓を垂 る、 あらば、 豈余 一人の 幸福の みならん や、 不備。 
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露國 美術家， 一一 コ ライ、 ガ.^ 

Nicolai  Nicola.ievitcli  Gay. 

彼 は 一 千 八 百 二十 九 年 露 1I?T^ クに 生る。 幼に して 祖母 某の 懇切なる 敎 訓に與 かり、 祌を 恐れ 隣 

人 を 愛する の 念 を 注 人され たり。 风 くより 美術的 傾向 を顯 はし、 未だ 小學 生徒たり し 時、 已 にある 剌 

場の 装飾 を 委託せられ しこと ありと 云 ふ。 後？， ul,^i,ilri の 大學に 入り、 數學を 究めん と 欲せし か 

ども、 終に 彼の 自然の 意向に 拘 ひ專ら 美術 を修 むる 事に 決せり。 i ま i, 潮 美術 學 校に 入り、 七 年 問 全 

く 彼の 意 を 繪畫の 術に 込めたり。 彼の 絕 世の 天才 は、 衆人の 認 むる 所と なり、 該校 評議員 會議の 推薦 

に 依り、 官費 を 以て 伊太利 國留學 を 命ぜられたり。 

祖母の 注 人せ し 宗敎心 は、 大學に 入りて より 佛國懷 疑 思想の 爲 めに 破 壞 する 所と なり、 彼の 故 國 を 去 

らんと する 頃 は， 彼 は" おんど 無神論者の 位置に 立てり。 時に 露！： に 於て は 革新 思想 頓に 勃興し、 已に 

其 弊害 を呈 する に 至り たれば、 彼 は 舊を賤 むと 同時に、 亦 新に 對 して 全く 信仰 を 失 ひ、 彼の 心- a- は慘 


憎た る 暗夜に 彷掉 し、 彼 は 全く 確信の 堅 岩より 離れたり き. - 

斯くて 彼 は 美術家の 樂 園なる 伊太利に 至りぬ。 美術の 原動力た る宗敎 彼の 心中より 失せて、 彼 は 他に 

彼に 理想 を呈 すべき 主義 を 求めん と 苦心せ り。 彼 は 無宗敎 となりし と雖 も、 正義 公道 を 愛する の 念 は 

彼より. 悅却 せす。 故に 彼 は 自然と 昔時 羅 馬 時代の 「ストア」 主義に 傾けり-〕 而 して 彼の 美術 も、 其理 

想 を 現出 せん 事を勉 め、 「ビル ジ 一一 ャの 死」 なる 一 額面 を畫 かんとせ り C 

然れ ども 憂蠻を 以て 壓 せられた る 彼の 思惟 は、 彼に 神來的 技工 を 許さす、 彼 は 彼の 心 靈に大 刺 拽を求 

めざる 可から す、 然ら ざれば 彼の 美術的 手腕 は、 將に 萎靡 せんとす。 一 日憂戀 其 極に 達して、 彼 は 美 

術 を 放棄 せんと 思へ り。 彼はフ ハウ ストの 例 を學び 毒薬 一杯 を 以て 冀望 なき 彼の 生命に 訣^ を 告げん 

とせり。 

時に 彼の 目 は 彼の 座 側に 橫 はりし 新約聖書 一 冊に 觸れ たり、 彼 は 愁悶の 餘り手 を 仲ば して 之 を 取上げ 

たり、 彼 は 目的な しに 之 を 開けり、 而 して 彼の 拇指の 接せし 所 は、 約 翰傳第 十三 章 基督 聖餐の 章たり 

きこ 彼は覺 えす 一た び 之 を通讀 せり、 …… 嗚呼 如何なる 記事 ぞ、 其 主人公 …… 彼の 愛、 彼の 慈、 彼の 

優， 彼の 忍 …… 弟子 約 翰の 信、 彼 得の 勇、 ュ ダの虐 …… 人生の 最大 幸福 は 克己 献身に あり …… 基督… 

…人類の 模範 は 彼な り、 基督 …； 人類の 傚 ふべき は 彼たり …… 理想的の 人 …… 神の 子 …… 神 …… 嗚呼 

我の 畫筆 は何虐 にある、 畫 地よ、 色 料よ、 此神來 の 想像、 我 之 を 彩色 を 以て 現 はさ る 可から すと-" 

彼 は 有」 に 畫筆を 取れり、 彼は畫 地に 對 ひて 坐せ り、 彼の 想像の 活劇なる 彼 をして 先づ， 下圖を 作る の必 

要 あら ざら しめたり。 ミケル、 アンジェ ロー が、 塞 を 以て 直に 大理石に 向 ひ 有名た る 摩 西の 像 を 彫み 

しが 如く、 ガイ は 彩色 を 以て 直に 彼の 畫 地に 臨めり。 如斯 にして 刻苦 六 箇月に して * 彼の 理想 は 畫ー囬 
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に 現 はれたり。 憂 |^) の 魔 児 は： u に 去りて 跡 を 留めす、 面して 露 國畫師 の 傑作 中の 一 に箅 へらる、， が，^ • 

の フ M 餐」 なる 一 面 はせ に屮ゾ じたり、 未だ 全く 完結せ ざり し 彼の 懐疑 時代の 作 は、 彼 は 直に 破棄した 

り、 彼 は ^^>督 信徒に 復 せり、 彼 は 美術 を 放棄せ ざる 可し。 

幾 くもなくして 彼 は 伊國を 去り、 聖 彼得堡  1 に歸れ り。 ^もよ し 露 國綺畫 競 進 食の 機に 食した わば- 彼 

は 彼の 「聖餐」 を 出品せ り、 萬 人 は 異口同音に 之 を 賞 讚して 止 まざりき。 彼 も亦眞 正の 一 美術 を 世に 

呈 せし Q 滿足を 感ぜり、 彼の 伎 俩は歐 洲に鳴 渡りぬ。 彼の政"^:は永久の賞與を以て彼を賞せんとせり、 

帝國 美術 學校 敎授の 位置 は 彼に 與へ られ ぬ。 然れ ども 彼 は 官吏 社會の 束縛 を 厭 ひたり、 彼 は S へり 

「美術の 發達は 自由 を 要す」 と。 美術 學校副 敎頭ガ ガリン 公 は 彼に 曰へ り 「我 校の 敎授は 睡眠し つ i 

あり …… 」、 公 未だ 語 を 終らざる に ガイ は 笑 ひて 曰く 「殿下 は 余 を 其 仲間に 引 入れて 鼾 雷の 聲を 益々 

高から しめんと する か」 と、 終に 榮譽の 椅子 を辭 し、 直に 再び 伊太利に 赴け り。 

今や 宗敎畫 は 彼の 專 門と なれり、 「復活の 吿 知者」 なる 畫は 彼の 第二の 作な りき。 然れ ども 其 赏に迫 

る餘 り^だし きと、 其 趣向の 時の 「オル ソ ドック ス」 派の 思惟と 全く 反對 なりし は、 「聖餐」 に 於け 

る， が 如き 賞 讚 を 彼に 與へ ざり き。 露國 政府 は 此畫の 公衆に 示さる X を 許さす、 彼 は 八； 'は 異端 的 晝師と 

して 見做さる k に 至れり。 

彼 は大膽 にも 美術 學校 敎授の 椅子 を辭 せり、 彼 は 榮譽と 安樂と を棄て i 贫と 自由と を擇 ベり-〕 然れど 

も 實際的 貧苦 は 彼の 詩人 的 想像に 依りし が 如き 偸 快なる ものに あらす、 貧 は 今 は 饑餓と なり、 ェ窒の 

缺乏 とたり、 日常 品の 不足と なりて 彼に 迫り 来れり。 然れ ども 彼 は 勇ましく 之に 堪 へたり、 彼 は 今や 

贫の功 用 を 知り始めたり、 卽ち 貧は滿 足に 至る の捷徑 なること を、 再び 基督の 校範的 生涯 は、 彼の 心 


中に 浮び 出ぬ。 神來的 理想 畫は 彼の 胸中に 畫 かれ 始めぬ。 

貧に 迫 まりて 彼 はゲス セ マネの 園に 於け る 基督 を 想 ひ 出せり、 而 して 是れ 彼の 第三の 大作の 題と なり 

ぬ。 彼 は 靈に充 たされつ i 此畫を 終れり。 然れ ども 彼 一 日徐 かに 之を檢 する に、 彼の 作の 彼の 理想に 

及ばざる を發 見せり。 彼 は 寸刻 も此 不完全なる 基督に 堪 ふる 能 はす、 依りて 直に 數 ヶ月の 勞 力に 成れ 

る 第一 作 を 破毀せ り、 而 して 直に 第二の 作に 取 掛かれり。 第二 作 は 成れり、 之 を 見し 人 は 皆 秀作と し 

て 之 を 賞 讚せ り、 畫師彼 自身 も 稍々 滿 足の 體に 見えたり。 然れ ども 尙ほ 熟思 之 を 眺め 見る に 缺點ー に 

して 足らす、 彼 は 理想に 叶 はざる 基督 を 後世に 傳 ふるに 忍びす、 終に 第二 作 も 亦 之 を 破毀せ り。 第三 

作 は 成れり、 基督 は 頭 を 擦げ、 今や 祈禱 より 起たん とす。 月光 薄く 橄 樹の 枝葉 を 透して、 彼の 右面 

にか、 りぬ。 畫師の 理想 は 始めて 實 成されぬ。 彼 は 此畫を 倫敦萬 國博覽 きに 出品せ り。 ガイの 名 今 は 

世界に 高く、 名 譽と賞 嘆と は、 今 は 彼の 身に 直 まれり。 

異鄕に 在る こと 十三 年に して 彼 は故國 に歸れ り、 時に 露國の 社き は 革 進 進歩の 冀望を 以て 浮かれつ. - 

ありし。 ガイ は 直に 此氣 運に 乘 じたり、 是れ 彼の 社交的 時代な りき。 彼と 彼の 黨 派と は、 露國に 於て 

自由の 新 天地 を 造り 出さん 事 を 夢想せ り。 嚴 格なる 出版 條例は 緩められぬ、 信仰の 自由 は與 へられん 

とせり。 國民は 一一； 一 u へり 「自由 は 彼 得 大帝 建 國の大 精神たり」 と。 大帝 は實に 進歩 黨の 祟拜 物と たれり。 

ガイの 畫筆 今は國 民の 理想的 英雄 を畫き 出さん とせり。 而 して 此 時に 成りし 彼の 傑作 は 「彼 得 大帝と 

其子ァ レツ キス」 たる 一 面な りき。 此畫 出て 露 國全體 は 感激せられ たり。 此畫を 一 見せざる は 露國人 

の 恥辱た るに 至れり。 時の 皇帝 ァ レ キ サン ドル 第一 一世、 大金 を 投じて 之を購 はんとせ り-) 然れ ども 已 

に モス コ ー 府の 豪家 某の 買牧 する 所と なり、 終に 皇子 ゥラヂ  1.7, ャ， 大公 を 遣 はし、 直に ガイに 就きて.；！ 
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對 を依賴 する に 至れり。 ガイの 勢力 八：' や 政治 界に 及び、 彼 は 進歩 黨の 巨魁と 昆 做さる i に 至れり。 

彼の 成功 は 彼 をして 國民的 人物 を、 悉く 彼の 畫 筆に 載せん とする の冀び I- を 彼に 起さし めたり。 彼 は 力 

テ リン  1 女帝の 像 を 以て 彼 得 大帝の 畫に 次げり、 而 して 是又好 評 を 博して 4=: まざりき。 殊に 光線の 配布 

に 至りて は、 彼の 畫作中 他に 之に 5^ る ものな しと 云 ふ。 然れども彼は此時に當りて進步黨の冀^11-は、 

露國 北方 三月の 花の 如く 一時の 狂 花たり し を 悟れり、 保守の 寒風 は び 吹き 歸り、 舊 時の 壓制 露士亞 

と は 成りぬ。 此に 至りて ガイの 慧^ は 抵抗の 無益なる を 見たり。 然れ ども 社，^ を辭 する 前に 一 箇の誕 

刺 畫を遣 さ る を 得す。 故に 彼 は 詩人 プ ー シ ュ キン 禁錮の 狀を畫 き、 盲 n:: 政^が 高潔の 士を 虐待す る 

の 狀を寫 し、 之 を社會 への 暇 乞と なし、 南方 露士 亜の 一 僻村に 田畑 僅少 を購 ひ、 此處に 永住の 居 を定 

めたり。 彼 は 彼の 社交的 時代 を稱 して 彼の 偶像 時代と 一一 rr へり。 そ は 彼の 神 卯 \？ 一なる 鳌筆 をば 混濁た る 世 

事の 爲 めに 弄せし を 悔いて なり。 

彼の 田畆 に退隱 せんとす るに 先ち、 彼 は 再び $1 國に 赴き、 平和なる 一生 を^ 術と 共に 送らん と 思 ひた 

り。 然れ ども 熟々 思 ふに 彼は壓 制の 下に 困し める 彼の 國人を 後に して、 安逸 を 他國に 求む るに 忍びす、 

縱令 威力 を 以て 彼の 政府に 杭し 得ざる も、 彼 は 彼の 壓 せらる- -國 民と 運命 i 共に， （-、 純 なる 生 を， 

以て 殘忍 政府の }^ に 忍ばん と 決心せ り。 彼の 僻陬に 退隱 する や、 再び 資の 彼に 給すべき なし、 貧困 n 

び 彼と 彼の 家族の 身に 迫り 来り、 彼 をして  一！^ 下民 推察の 念に 富ましめ、 彼の 天職の 何處に 作す るか 

を 感ぜし めたり。 時 こそ 宜 けれ、 渠 の帝國 美術 學校は W び 招待 狀を 彼に 向 ひて 發 せり、 彼の 政" 肘 は 思 

へり、 貧困 は 彼 をして 先年の 彼の 決心 を變ぜ しめ、 首府に 於け る 美術の 泰斗た る を肯ぜ しむる に 至ら 

んと。 之 を 受納す るの 誘惑 は 殊に 强 かりき。 然れ ども ガイ は 再び 之に 勝てり、 彼 は 云へ り R 女 逸 は 何.. 


ooooooooocoooo  oooooooooo 

れの位置に於てするも^^滯なり、 動かす して 進歩と 生命の あるな し」 と。 彼 は 生命 を 求む るが 故に、 

貧を擇 ベり、 彼 は 貧 を 彼の 姉妹と 呼べり、 彼 は 彼の 一 子と 共に 耕 転に 從 事し、 正直なる 勞 働より 來 

麁 食に 依り、 彼の 淸淨 なる 良心 を 養 ふ を 以て 最上の 快と せり。 退隱後 彼の 最始の 畫作は 「慈悲」 と 題 

せし 一 面な りき。 卽ち馬 太 傳廿五 章 四十 五節 r 爾曹 わが 此 兄弟の 最微 者の 一 人に 行 へ るは卽 ち 我に 行 

ひしたり」 との 意を畫 きし ものな り。 一 貴婦人 一 手に 銀 杓 を 取り、 乞 兒の體 をな せる 一 貧者に 一 杯の 

冷水 を惠 みし 狀 にして、 被 施 者の 面 想 自ら 畫師の 理想的 基督の 貌 あり、 此畫 を&, ifSf に 展示し、 喑 

に 貴族 社 食の 無情 を 責め、 基督 敎の眞 意 を辯ぜ り。 

ガイ， 一 日 莫斯格 "せの 某 新聞 を 手に せり、 內に 貧者の 慘狀を 記す る 一 論文 ありたり、 其 結論に 曰く、 

貧者 を惠 まんと 欲する もの は、 彼等の 最も 要する 同情 推察の 心 を 彼等に 給せ ざるべ からす、 冷水 

一杯 又は 貨幣の 一片 を 彼等に 投 する は、 吾人の 彼等に 對 する 完全なる 義務に あらす、 又 其 肝要な 

る 部分と 稱 すべから す。 吾人 は 進みて 彼等の 社會に 入り、 愛 心 を て 深く 彼等の 狀態を 研究し、 

吾人 同等の ものと して、 吾人の 兄弟と して、 彼等 を取极 ふべき なり。 

ガイ ー讀 して 世に 彼と 理想と 目的と を 共に する 人 ある を 知り、 欣喜 禁 する 能 はす、 該 論文の 記者に 會 

し、 彼に 謝し、 彼と 後來を 計らん とする の 念 を 起せり。 此 記者と は 何人 ぞ。 露國 貴族 社會に 卓立し、 

奮然 身 を 下民と 伍し、 實行的 基督 敎を 以て 自ら 任す る 有名なる トル， スト ィ伯 なりき。 而 して ガイ か；^ 

實 なる 此 論文 を讀 みて、 彼の 前 作 「慈悲」 の 一 面に 堪 ふる 能 はす。 後 骨に 痴情 的 一 ずき. い (J 
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と を 恐れ、 彼の 常例に 從ひ、 此 美術 上 大價値 ある 畫面を 破毀し、 而る 後に 旅程に 上れり。 

彼 は莫斯 格府に 至り、 直に トルストイ 伯 を その 居 寓に訪 へり、 待つ こと 一日に たて 主人に 會す、 ガイ 
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曰く 

余 は畫ェ なり、 南方より 來る もの、 閣下 は 余と 主 (基醫 を 指す) を 共に する ものな り、 然れ ども 

余の 閣下に 及ばざる 數歩、 閣下 余に 命ぜよ、 余 は 何事たり とも 閣下の 指 拇に從 はん。 

曾て 一面識な き兩 雄相會 して 竹馬の友の 如し。 靈、 靈と交 はり、 心、 心と 合し、 二人 相談 じて 時の 移 

る を 忘る。 ガイ 後 III 人に 語りて 曰く 「余 は 彼 時に 始めて 生涯の 眞意、 美術の 淵源、 露 善の 理想の 3: た 

るか を 知れり。 美術的 新 期限 は、 此會 合に 依りて 余に 開かれたり」 と。 

ガイ は 彼の 田野に 歸れ り、 而 して 新 感動に 權る 彼の 理想 を畫き 始めぬ。 彼 は先づ 幼年の 基督が、 ^殿 

に 於て、 學者 輩と 相 語る の 一面に 着手せ り。 彼の 意 蓋し 陳腐 神學 者が 祌來の 聖賢に 接する 時の 樣を寫 

さんと せし にあらん。 然れ ども 暫時に して 之を廢 し、 彼の 特 愛の 畫題 なる 「聖餐」 に轉ぜ り。 个： 1 は 

前 作と 異なり、 基督が 約 翰， 彼 得の 兩 忠僕 を 率 ひ、 聖餐の 席 を 去りて 門外に 出で し 時の 狀を寫 せり。 基 

督の 面貌に 來 らんと する 苦痛の 顯 然と 刻せ る あり、 約 翰に 師の 安全 を 氣遣ふ 配慮 あり、 彼 得に 彼の 自 

信の 勇 氣に賴 り、 凛 然として 前に 進む の狀 あり、 类術專 門 家 は 云 ふ、 ガイの 作に して、 此等 三人 物の 

眞 相を畫 きし もの は、 此 一面に 優る ものな しと。 

然れ ども ガイの 最 傑作 は此 後に 出たり、 卽ち 「ピラトの 前の 基 J^」 なる 一 面な り。 

ガイの 理想的 基督 は 古代の 畫ェの 想像に 成りし が 如き 柔和 溫雅、 身より 五 1 を發 し、 頭上に 圓 1 を 戴 

く 奇跡的 人物に あらす。 ガイの 基督 は 純然たる 一 平民な り。 彼 は 基督の 神性 を 現 はすに 神人 的 外装 を 

要せす、 中形の 一 男子、 身に 常人の 麁服を 纏 ひ、 頭髮 亂れ、 鬚 剃らす、 預言者 以賽亞 の 言へ る 「我 終 

が 見るべき うる はしき 容 なく、 うつくしき 貌 なく、 我 齊が慕 ふべき 艷色 なし」 との 狀 なり。 唯 る瘦 


000005000000000  oo  oooooo  OOOOOOOOOOOOOOOOD 

,;^!-の面貌に ー對の 眼光 炯々 として、 法官 ピラト を 射る の狀 は、 吾人 をして 此の 異體 の藏 する 靈 はた 以 

上の 靈 たる を 認めし む。  、 

心靈 的の 基督に 對し 世俗的の ピラト は 肥滿の 一 偉漢、 官衣を 服し、 右手 を 仲べ、 冷笑 を霄 邊に呈 し、 

基督に 向 ひ r 眞理は 如何なる 者ぞ」 との 嘲弄 を 吐きて 將に 去らん とする の 狀は實 に眞に 迫り、 世間に 

有り 餘 るき 存在す る 世俗 才子の 額面 を 穿ちて 餘り あり。 

此畫聖 彼 得堡に 出て 萬 人 先を爭 うて 之を觀 たり。 畫師の 伎倆 は爭ふ 可き にあら す。 然れ ども 彼の 理想 

と 趣向と に關 して は 世評 區々 たり。 オル ソ ドック ス 派の 僧侶 は 云へ り、 是れ 聖人 物 を 凡 化せし ものに 

て、 其畫師 たる もの は、 永遠の 刑罰に 附 せらるべき ものな りと。 然れ ども ガイの 辯 護 せんとす る 被害 

： 止 義の輩 は、 流涕 畫に對 して 感激 禁 する 能 はす， 無量の 慰藉に 與 かりし もの 擧げ て算ふ 可から すと 云 

ふ。 露國 政府 は 終に 干涉 せざる を 得ざる に 至れり。 ガイの 作 をして 美術館 外に 撒せ しめ、 公衆 見 

9  9  9  9  oooooocoooooo〇  oooooo 

を 禁止し、 ほつ 其 寫眞だ も販賣 する を 許さ るに 至れり。  、 

露圃 より 放逐 せられて 此畫獨 逸 諸 邦に 展示され、 到る 處賞贄 喝采 を 得ゾる はなし。 其 漢堡に 至る や、 

C 力 働 者 は 群 をな して 之 を觀覽 し、 其 將に他 市に 轉ぜら れんと する や、 無 資の勞 働 者 等、 金四^-かぃ.、！^ 

ル.^ 醵 して、 これ を ガイに 贈り、 再び， 漢堡 に此畫 を持歸 らん 事 を 乞へ り。 以て 其ド 民に 與 へし 感覺の 

偉大な りし を 知るべし。 

ガイ をして 斯く下 衆 民 を 感動せ しめしの 理由 は 得て 探り 難き にあら す。 彼の 思考に 依れば、 人 は 神 

靈の 宿る 聖殿 にして、 何人も 彼の 心に 眞善 を藏 する あり、 而 して 美術 は 此眞善 を 現 はす もの なれば、 

OOOOOOCOOOOCOOOOOOOOOOOOOO  999999999999999999 

神 靈を藏 する 人に して 何人も 美術 を 味 ひ 得ざる ものな しと。 故に 美術 を 以て 美術家の 特有 物と 見做し、 
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美術的 階級 を 作り、 美術的 秘密 を 守る が 如き は、 ^の 擯斥して、 止まざる 所な り。 彼 は 亦 曰く 「美 

術 も 政治 宗敎 經齊と 均しく、 人世の 幸福 進歩の 爲 めに 使用すべき ものな り、 美術 は 美術の 爲 めに 耕す 

ベから す、 美 は眞と 善と より 離緣 すべから ざる ものな り」 と。 故に彼の畫筆を採^^^、  ^^^^^^ 

壇に 上る 時の 心得 を 以てし、 同胞 を 益す る を 以て 彼の 着きと せり。 彼 は 曾て 曰へ り、 

余の 精神 を 込めて 畫 作に 從 事す る 時と 雖も、 若し 乞食 ありて その 痛 傷 を 包まん こと を 余に 乞 ふ も 

の あらん 乎、 又は 盲人 ありて 余に 隣村 迄の 案內を 託する こと あらん 乎、 余 は 直に 余の 畫 筆を^ じ、 

余の 全身 全力 を盡 して 余の 同胞の 求めに 應ぜ ざ. る 可から す 

t 1 - 1  ,  ： -  OCOOOOOOOOOO  OCOOOOOOOOOOOO 

と 1^ 切なる 推察の 情 は 彼の 特質な り。 如何程 零落せ しものと 雖も、 人 は 人に して 彼の 股に は 神聖 

り" 彼の 美術的 伎俩は 全く 救世の 用に 供し、 彼 も 又 彼の 天職の 此に 在る を 信じ、 彼の 全身 を此 一 事に 

消費せ り。 

彼は今猶ほ南方露^？！僻陬の地に住し、 衣食の 料 を 彼の 雨 手の 勞 働に 得、 彼の 頭髮 今や 白 霜 を 頂く と 

雖も、 彼の 壯 時の 理想 は 彼 を 去らす、 新約聖書  一 W は 常に 彼の 身 を 離る i 事な く、 淸き 良心と 萬 人に 

對 する 愛と を 以て 彼の 老年 を 慰藉し、 農 聖人の 生 を 以て 彼の 生と なしつ k あり。 名 財貨に 汲々 たる 

近世の 士は、 彼に 就きて 大に學 ぶ 所 ありて 可な り。  (『國 R 之 友』 六 刀 十三 H) 


豈 惟り 田 村 氏の みならん や 


日本 基督 敎會の 牧師、 有名た る 「日本 花嫁」 の 著者なる 田 村 直臣氏 は、 彼の isi 曰の 故 を 以て 近頃の 同 

敎會 大會に 於て 彼の 敎職 を剝 奪せられ たり、 彼の 罪跡 は 同胞 を 侮- # する にあり たり、 社交的の 罪 多分 

是 より 犬なる はな かるべし、 余輩 は國 運が 彼の 所業 を 等閑に 附 せざる に 至りし を欣ぶ ものな り、 余輩 

は 深く 田 村 氏の ために 之 を 悲しむ と 同時に、 日本の ために、 其 基督 敎會 のために、 彼に 對 する 判決 を 

以て 大に滿 足す る ものたり。 

然れ ども f 若し 田 村 氏 を 以て 此 種の 唯 一 の 罪人と 見做す もの あれば 余輩 は大 ひに 氏の ために 辯ぜ ざる 

ベから す、 余輩の 見る 所 を 以てすれば 田 村 氏 は 最も 不幸なる 人な り、 彼の 所爲 にして 十 年 前の 昔に あ 

りと せん 乎、 或は 彼の 同胞に 對 する 觀 念と して 啻に 米國に 於け る 公 會演說 に 述べられ しに 止て、 著書 

となりて 我國 人の 眼に 接する ことな からん 乎、 賣國 sa. の 名稱は 彼の 決，， ^て 蒙るべき ものなら ざるべし、 

そ は 氏の 所業に 類す る行爲 は外國 人の 好意 を 求めん と 欲する 我國 人の 1^ 々取りし ところ、 資本 募集の 

爲 めに 彼國に 赴きし 者に して 彼の 落ん りし 誘惑に 會 せざる もの は殆ん どな かるべく、 亦 彼と 共に 之に 

陷 落せ ざり しもの は 誠に 實に少 小な らんと 信 すれば なり。 

CCCOOOOOOOOCOOOOOOOOOCCOOOOCOOOOOOOO 

强 者の 前に 立ち 弱者の 非を唱 へて 其 歡心を 求めん と 欲する は 人生 一 般 の弱點 なり、 是れ 基督 信徒に の 
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み 止まる の缺 所に あらす、 强大 政府に 向て 自國の 民の 頑愚 を唱 へ て 其 好意 を 買 はんと 欲する 政治 .；}^、 

自己の 選擧 民の 非 を算へ 立て 政府の 庇 蔭に 與か らんと 欲する 國會 議員、 皆 悉く 此類 にあらざる はなし、 

弱 を 庇し 强を 挫く は 勇者の 快と する 所、 弱 を 幾て 强に 媚びる は 仁者の 恥と なす 所な り、 余輩 は 我 國.^ 

にして 往々 此辱を 取る もの ある を 歎く ものな り、 世に 自主的 外交 を唱 ふるもの 勃興せ し 理由 は 蓋し 

是 等の 邊に存 するな らん。 

名利 を 目的と する 世俗 S カ子に して 此 誘惑に 落人る こと は 少しく 恕 する を 得べ しと 雖 ども、 公義 正道 人 

倫の 大理を 唱道す る 宗教家に ありながら 此非國 家 的 婦女子 的輕間 的の 所業に 出し もの ありし こと は.^ 

輩の 憤慨して 禁 する 能 はざる 所な り、 若し 此非國 家 的 行爲に 依る にあら ざれば 我 國の生 靈を敕 ふこと 

能 はすと せん 乎、 余輩 は 寧ろ 救 はれ ざらん こと を 欲する ものな り、 宗敎は 國家觀 念の 上に 立つ ものな 

000000000000000  oooooc-oo〇ooo 

る こと は 余 Ji^ の 充分 是認す る 所な り、 然れ ども 國 家の 名譽を 犠牲に 供し、 國家を 辱 かしめ て 傅 布す る 

宗敎 は邪敎 なり、 故に 余輩 は 基督 敎を 信す ると 同時に 成べ く 丈 外 画人との 關係を 避く る ものな り， そ 

は 一 方に 向て は 同胞の 疑 察 を 避けん と 欲し、 他方に は 吾人の 信仰 は 吾人 自由の 撰擇 にあり て 外人の 敎 

化に 出 ざり し 事 を 表お せんが 爲め なり。 

然るに 我國の 基督 敎 信徒 中 學校 或は 敎會 建築の 爲に 彼國に 渡航せ し 人に して、 田 村 氏に 類す る 方法に 

依り、 以て 大に 外人の 贄 助に 與 かりし 者 は 決して しとせ す、 余輩 は 玆に余 W の 實驗に 上りし 實 例の 

一 を揚 ぐべ し。 

A ボ鼙 曾て 米國 某祌學 校に ある や、 余輩の 級友の 一人に して 素と 「一一 ュ ー ョ ルク」 ヒ h: 年，^ の 書記 生たり 

しもの 一 日 余 筆 を 新聞 縱覽窒 に 擁し、 余輩に 示す に國人 某が 曾て 米 國醫士 傳道會 社の 總 きに 於て 日本 


に 於け る醫 術に 關 する 演說の 報告書 を 以てせり、 彼 (級友) は 余輩に 告げて 曰く 「是非 常の 喝采 を 博 

せし 演說 なり、 君ー讀 せよ」 と、 余葷は 直に 之 を 乎に して 通讀 せり、 通讀し 終て 實に 憤慨 殆ど 堪 ゆる 

能 は ざり き、 余輩 は今該 報告書 を 所持せ す、 然れども其大意は^^かに左の耍點を含めり。 

1、 日本に 於け る 西洋風の 醫 術に 基督 敎 宣教師の 窗 せし 所の ものにして、 其 彼等の 手に 依て 輸入せ 

られし 前 は 日本人の 病苦 は 實に憐 むべき 者な りき。 

二、 日本 政府の as 立に か i る 病院 は 信用す るに 足らす、 其 實例ー を擧 げんに、 余 (辯 士) の 母 曾て 

病魔に 犯されし 時 余は兩 三度 使 を 醫士に 發し其 来訪 を 乞へ り、 然れ ども 時 を 移せ ども 来らす、 

故に 終に 自身 行て 彼を訪 へば、 彼 は 彼の 妾と 共に 二階に 於て 戲 れつ i ありたり。 

三、 日本の 醫風斯 の 如し、 諸君の 早く 彼國に 行て 余の 同胞 を 助けら れんこと を 願 ふ。 

余 は- m 慨の餘 り 左の 批評 を附 して 報告書 を 余の 級友に 返附 せり。 

1、 西洋風の 醫術は 基督 敎官： 敎師の 乎に 依りて 日本に 輸入され しものに あらす して、 日本人 自ら 刻 

苦して 和 蘭人より 學び しもの たり、 論者の 云 ふ 所 は 明白なる 虚言な り。 

二、 日本 政府の 設立に 係る 病院 は 論者の 云 ふが 如き 不始末なる ものに あらす、 余 は 置々 之に 出入せ 

しもの、 < ^の 友人に して 之に 奉職す る醫士 多し、 若し 不幸に して 論者の 述べし 如き もの ありと す 

る も、 彼 を 以て 日本 醫士 全體を 表せし めんと する は 讒誣 も 亦 甚だしき ものと 言 はざる ベから す。 

三、 萬 一 論者の 述べし 所に して 事實 たりと せんか、 自國の 恥辱 を 海外に 暴露す る 余の 國 人の 心情 は 

余の 解す る 能 はざる 所たり。 

四、 若し 論者の 如き 無謀 人 ありと する も、 暍采を 以て 彼を迎 へし 米國の 公衆 は 如何なる も のぞ、 愛 
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國は 彼等の 尊ぶ 所なら す や、 自國の 恥辱 を 外人の 前に 表-::: する 人 は 彼等の 大に卑 むべき 者なら す 

や。 

余 は 級友に 乞 ふて 此四 ケ條を 附記せ る 報告書 を 「-ー ュ ー ョ ルク」 靑年會 の會合 { 至の 机上に ■ き 汎く公 

衆の 讀覽に 供 せんこと を依賴 せり、 然るに 彼 は 答 ふるに 語な く、 之 を 彼の ポケット メ r に收 め、 肅然語 

を繽 けて 曰く 「余 は 君の 愛 國心を 尊敬す」 と。 

是れ其 一例に 過ぎざる なり、 基督 敎國に 於け る 傳道雜 誌に 顯 はる i 我 國に關 する 記事 を熟讀 せよ、 士ロ 

原の 花魁道中の 圖を 掲げて 是れ 日本に 於け る 市街の 景況な りと いひ、 南無 妙法 蓮華 經の旗 を背负 ひた 

る草艸 紙の 加藤淸 正の 畫を 載せて 是れ 日本の 建國 神武； 大皇の 像な りと 云 ひ、 佛敎 信者 を 巧みなる 乞食 

と.； £ し、 帝 國大學 生徒 を 呼んで 名利に 汲々 たる 眼鏡 紳士  (spectacled  gentlemen) たりと 云 ひ、 彼等 

基督 信徒の 歡心を 買 はんが 爲 めに は 我 同胞の 缺點； ^點を 摘 示す る を 以て 得々 たりし 人 は  < 水 ^海外 在留 

中 多く：：：： ませし 所な り、 余 は 曾て 〇〇〇〇 氏に 書 を 寄せて 曰く、 

若し 我 帝 國大學 の 名譽を 傷く るに あら ざれば 〇〇〇〇〇 を 起す こと 能 はすん ば 願く は閣； 卜 其 設立 

を斷 念せられ よ 

と、 而 して 重に 米國 人の 資本に 依て 成りし 我國 にある 多くの 「ミツ シ ョ ン、 スク ー ル」 なる もの は米國 

人が 我國人 リ 對 ねる 如何なる 感 念より 成.^ しもの なる か は 其 未来の 歷史が 天下に 發 表する 所なる べし。 

スべ ンサ， I 氏 彼の 社會 論に 述べて 曰く、 

牧師に して 彼の 受 持の 敎 會を擴 張し、 叉 は 矯風 事業 を 起さん とする 時 は、 必す 先づ其 w 近 風俗 壌 

亂の樣 を張大 にして 社 會に訴 へ 其 贊助を 仰ぐ を 常と す  ， 


と、 而 して 余輩の st^ る を 以てすれば、 我國の 基督 敎徒 全體が 日本に 於て 該敎の 勢力 を 張らん とする 

に當 て、 此 誤謬に 落 入りし 事 は 反抗すべからざる 事實 なりと す" 

< ^輩 勿論 外 國の 補助 を 担む ものに あらす、 彼の 狭隘なる r 國家 論者」 が 井底の 蛙 的の f 界を 以て：^ 國 

人の、 い 情 を 裁判す るが 如き は 余輩の 全然 排除す る 所な り、 我れ 彼 を 助けん と 欲する が 如く 我 も 彼に 助 

けらる- -の 雅量な からざる ベから す、 然れ ども 我 を 卑下せ しむる の 補助 は斷 じて 受く、 (力ら す 贈物 

^ きき い^か い 補 はん (J と を 欲し、 我より i: はざる に 我に 與 へんと 欲せば、 

0000000000000  000000000-C ^、力、 09 

f:: は 澧を盡 し 謝を呈 して 之を受 くべ し、 然れ ども 我より 哀を 彼に 乞 ひ 1 我の 缺を 示して 彼の 悲に與 

CDO  OOOOOOC  00000000000000000  1 - - '- J  、  >:  II.  >  ) 

からん と 欲する こと は、 我 を 下落して 彼 を 高ぶらす る ことなり、 i5 謂傳 道の 精神なる もの は 「與 ふる 

もの は受 くる ものよりも 福な り」 の 一 言に あり、 特別に 我より 彼に 抵り、 我の 缺と 弱と を 暴露し、 彼 

の 援助に 與 からん と 欲す、 余輩 は 之に 基督 敎傳 道て ふ高尙 なる 名を附 する 事 を 甚だ 惜む ものな り。 

然れ ども 今日の 實 際より 論 すれば 外國 人の 憐憫 を 乞 はすして 我國に 於て 基督教の 盛大 (目前の) を視 

ん こと は 甚だ 難事なる べし、 余輩 米國 にあり て 厘々 傳道 きなる ものに 出席し、 其 依頼に 應 じて 一席の 

演說 をな す や、 言 偶： 我國 人の 美風 美質に 及べば、 聽衆は 甚だ 不滿の 色を顯 はすが 如し、 彼等 は 云へ 

り 「責國 の 民に して 如斯 美質 を 有する とならば、 何故に ヮ ザ-/^ 宜敎師 を 送りて 基督 敎を 傳播 する の 

必要 あらん や」 と、 余輩 は如斯 人士に 答へ らく、 

基督 敎 にして 若し 志士 仁人の 求む る 所に あら すん ば、 之 を傳播 せざる に 若 かす、 余の 國人 にして 

悉く 德義 を重ぜ ざる 民な らん 乎、 彼等 は 基督 敎に 接する も 少しも 之に 感ぜざる べし。 

と、 然れ ども 米國 人の 多く は此單 純なる 事實を 解せ ざるが 如し、 彼等 は 未信者 (Heathon) の 暗き を 
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聞く を 好んで 其 明徳 を 聞く を 好ます、 若し 西鄕 隆盛の 如き、 中；： d 藤樹の 如き、 我！： 固有の 英雄！ Is 子 を 

彼等の 前に 述べ 立 つれば、 彼等 は 冷評 を 以て 之に 接し、 長く 之に 耳 を 傾く る こと を 厭 ふが 如し。 

0000000000  0  000  000000000000 

然れ ども 米 人 悉く 老婆 的 人士に あらす、 彼等の 內に眞 正の 基哲 信者 多し、 卽ち 正義の 爲 めに 正義 を 愛 

する 人士 は 乏しから す、 彼等 は 余鞏が 基督 信者なる が 故に 余輩に 聽く にあら すして、 正義 を 守る が 故 

に 余輩の 事業に 一 臂を 貸さん こと を 願 ふ ものな り、 彼等 は 哀を乞 はれて 返て 余鞏を lit くる もの、 我 を 

辯 護して 返て 多量の 推察 同情 を 余輩に 表する ものたり、 我等 若し 彼等の 赞助を 得る にあら ざれば Mfi=- 

の 基督 敎を 我國 に移械 せんこと は 甚だ 難 かるべし、 然れ ども 者の 心 を 得ん がた めに は 者の を以 

てせ ざるべ からす。 「花嫁」 的の 哀訴 は 彼國敎 會內の 善男善女の 喜捨 を 博す るに 足る ベ けれども、 潔 

士の 心に 訴へ、 仁者の 赞同を 得る に 於て は 全く 力なき ものと す。 

「花嫁 i 件」 を 以て 舊來の ュか訴 的 運動の 最終たら しめよ、 以來 は歐米 人の $1 女 的 感情に 訴 ふる を 疲し 

て、 其 義俠豪 雄に 訴 へしめ よ、 若し 故 さらに 同胞の 辱 を 暴ら すに あら ざれば、 今日の 敎會竝 に 平 校 を 

閉鎖せ ざる を 得すと ならば、 余辈は 返て 其閉鎮 する を 喜ぶ ものな-り、 基督 敎は 精神な り、 此無氣 力、 

無精 神、 屈辱、 軟弱 を 以て 斯敎を 維持 i んと 欲す、 自欺 之れ より 犬なる はなし、 哀訴に 依て 建ちし 敎 

0  鲁き 鲁 鲁 0  厶 <!△ 厶厶 AAA 厶  <1厶<- 厶厶 AA 厶厶厶 <"<3<-厶<" 厶ム 厶厶厶 

會 * 屈！^ を 以て 成りし 學校、 是 等が 錢滅 せざる 間は眞 正の 基督 敎は 我國に 建^せられざる なり。 

イエ ス 起て 之 (パリ サイ 人) に 闩 ける は爾曹 のうち 罪な き 者 先づ彼 (奸媒 を 犯せし： g 人) を 石に 

て 撃つべし (約 翰 傳八章 七 節) 

ooooooooooooc-oooooooooooooooo  OOOOCOOOOOOOO 

と、 W 村 氏に 侮辱 罪を宜 吿 せし 人 は 氏に 類す る 罪跡な き 人た る を 要す、 氏の 行爲 を譴贵 する 我 國の基 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOO  00000 

督 信者 は 氏の 如く 同胞の 辱 を外國 人の ュ g に 述べ立て i 彼等の 歡心を 得ん ことなき を 要す、 氏に 资阈奴 


ooooo つ OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  CJ  O  LI:  ，_Fi- - 

の 名を附 する 我 邦人 は 強大 政府に 向て 少しも 媚びる ことなき を 要す 余輩 は 田 村 氏 を 辯 護 せんこと を 

勉 むる ものに あらす、 余輩 は I 人が 彼に 汚名 を附 せし と 同時に 彼に 類す る 所行 は 痕跡 を だ も 我 國の社 

會 に 留め ざらん こ と を 欲す。 

余輩 竊 かに 惟 ふ あり、 我國の 基督 信者 は 其 國家的 問題 を 決する に 於て 非常の 責任 を 有する ものな りと 

其ャ 日に 至る も 此責に 當るを 得ざる 所謂 は 彼等の 中に 「花嫁」 的の 心靈 病が 潜伏す る 故な り、 今にし 

て 之 を 排除す る を 得、 今にして 國民的 威 嚴と獨 立と を囘復 する に 至らば、 豫想 外の 大事 業 は 彼等の 內 

ょ} ぶる たるべし。  (： 『國民 之 友』 七月 十一 一一 日) 


基督 信徒の 特徵 


特徴なる 語 は 博物 學 上の 語たり、 一物 を 他より 判^す る 要 點を云 ふ、 爱に鲤 魚の 特徵 あり 卽ち 左の 

口  ノ  0 

,5 し 

有 脊椎動物たり、 魚類に 鳴す、 硬骨に して 軟緒 なり、 圓滑 ir を 被り、 上顎の 側 緣は中 鰐 骨より 成 

りて 口に 齒を 有せす、 下 骨 は强大 にして 十 個の 鈍 齒を具 ふ、 鏢 は濶大 にして ニ囊に 分る、 ロ邊 

に 四 鬚 あり、 臀緒は 狭小に して 一 棘 五 刺 を 有す、 腹 歸は九 刺より 成りて 脊 緒の 初 部と 相對 し、 胸 

緒 は 十六 刺、 尾鰭 は 一 一 卜 一 刺 を 有す。 
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以上 を綜稱 して 鲤 魚の 特徵と 云 ふ。 宇宙 萬 有の 內此 要點を 有する 者は鲤 魚に して 他物に あらす、 其 形 

の大ト を 問 はす、 或は ijti- 琶 湖に 產 せし と 稱 する 長さ 一 丈 八 尺の 鲤魚 も、 或は 畔の溜 水中に 游泳す る 幼 

稚 三分に 至らざる 鲤魚 も、 鲤魚は 鰹 魚に して 前記の 耍點を 有す、 赤色なる を 緋鲤と 云 ひ、 淡黑 色なる 

を 眞鲤と 云 ふ、 然れ ども 兩種 共に 鲤魚 にして 鲋 にあら す、 金魚に あらす、 之を歐 洲の產 とせん 乎、 鲤 

魚 は ii 魚な り、 ダ rsdv の 濁水に 產 すると も、 ナイルの 架 河に 棲息す ると も、 之 を 揚子江の 溪 流に 

得し も、 琵琶湖の 淸 水鏡の 如き 中に 獲し も、 鰹 魚は鲤 焦に して 同一 種たり、 或は 其 外形の 不完全 異樣 

なる ある も、 前述の 特點を 有する 以上 は、 鲤魚 にして 他物に あらす、 獨^^ー產の鏡鲤たる者は體の兩面 

僅かに 四 五 枚の 鱗 を 有する のみ、 然れ ども 同じく 是れ鲤 魚たり、 叉 獸皮鲤 とて 全く 鱗 を 有せざる もの 

あり、 然れ ども 其體 格の 組織 は 其 他物なら ざる を證 す、 或は 不幸に して 一 錢を 損する ある も、 或は 一 

0 を 失 ふ ある も、 吾人 は 動物 學的 鑑定 に 依りて 其鲤 魚た る を 證す る を 得べ し。 

鲤 魚に 類 1^ する 魚に して 鲋 あり、 而 して 鲤跗 共に 相游： 冰 する 時 は、 孰れ を 孰れと 1^ 別す る こと 甚だ 難 

し、 然れ ども 一 たび 動物 學 者の 手に 来れば 鲤^ 直に 判然す る を 得るな り、 亦鲤ゃ ^ 族の 一 稀に して 「一一 

ゴヒ」 なる もの あり、 利根 川に 產す、 其 形狀の r コヒ」 に 似る 甚だ 近き が 故に 斯く稱 すれ ども、 共鲤 

焦に あらざる は 明かたり、 其 外形の 類似 點の 甚だ 多き に關 せす、 其 腹內の 構造に 至りて は、 11 魚と 全 

く 種族 を 異にする ものな り、 是に 於て か 鲤魚は 判然たる 一種の 動物なる を 知るな り、 吾 1 の 之け ど ff 

と 混すべき なし、 其特徵 は現然 たり、 . ^ノ しく 意 を 注ぎて 學现 的に 之を檢 すれば、 鮒 一 一一 ゴヒ」 の 如き 

まが ひ 物 を高尙 なる 鲣. 魚の 群より 全く 排除す る を 得べ し。 

基 香 言 徒に も 亦特鼓 なきや、 「何 を か クリスチャンと 云 ふ」、 是れ實 際 的 問題な り、 クリスチャンの 


名 濫用 せられて 八：' は 孰れ を 孰れと 判別し 難き に 至れり、 若し 天主 敎 徒に 此 名を附 すれば、 新 敎徒は 何 一 

を 以て か稱 せん、 若し 近世の ュ 一一 テリ ヤン をして 謂 はし むれば、. 獨 一 無二の 神 を 信ぜざる とも、 善 を； 

想 ひ 義を慕 ふ もの は 基督 信徒な りと、 ("ttelief  in  (icd  is  dogmatic  ")、 或は 論者 は 敬 大愛民 を 以て- 

基督 信徒の 特檫 となせ り、 聖書の 神託 說を 主張し、 r ゥ H ス ミ ン スタ ー」 表き を 固持す る 基督 信徒と ■ 

相 異なる 何ぞ 甚だしき や、 クリスチャンなる 語 は、 暖昧糢 糊 學術的 定義 を附 する 能 はざる 語なる か、 

吾人が 博物 學に 於て する が 如く、 此 語の意味に 於て 一致す る 事 能 はざる 乎、 初代の 信徒が アン テ オケ.. 一 

に 於て 始めて 自ら 稱 して クリスチャン hauws と 呼びし 時 は、 如何なる 意義 を 以て 此名 を附 せ. 

しゃ、 是れ 余輩の 知らん と 欲して 已 まざる 所な り。  一 

此 語の 定義に 於て 吾人が 一致せ ざるが 故に、 今日の 如き 敎 派の 分裂と 競 爭とは あるな り、 クリス チヤ 

ン にして 同一 物な らん か、 何故に 吾人 は 兄弟 姉妹の 和睦と 圑欒と を 維持し 能 はざる の理 あらん や、 信 

徒 間の 疑 察 乖離 は 今日より 甚だしき はなし、 これ 他な し、 彼等 は 同名 を 以て 呼ばる.^ も 同一 物に あら 

ざれば なり、 吾輩 をして 若し 學理 的に 歷 史的に 此 語に 特別なる 意味 を附 する を 得しめば、 是れ 今日の 

亂麻を 割く の 一助た る を 信す。  一 

•  •••••  •••• 

一 、 「クリスチャン」 は 人な り。  一 

此 命題に 關 して 何人 か 疑を懷 くもの あらん や、 何人 か 「クリスチャン」 を 人 以下の 動物 中に 求む る も 

の あらん や、 犬の 忠なる 鷄の 順なる は、 吾人 をして 此名稱 を 彼等に 附與 する の感を 起さし めす、 世に 

は 禽獣に も 劣る 人 あり、 而 して 吾人 は 彼が 立 返りて 「クリスチャン」 と 成る こと を 思惟し 得る と雖 も- 

忠實 なる 獵 犬が 神 を アバ (父) よと 感ぜん 事 は、 吾人の 思惟の 外に あり、 「クリスチャン」 たり 得る 一 
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は 人 ま、 の特權 にして 冀ぱ 卞： なり、 余輩 は 未だ 「クリスチャン」 たり 得ざる 人類 墮 落の 程度 を 知らす、 人 

0  0-0  0  00  000000  OOOOCO 

ならん 乎、 彼 は 「クリスチャン」 たり 得るな り。 

「ハ： ^ハ ヘア ヤン」 は 人に， 、して 天使なら ざるな り、 彼の 下等動物 たらざる を 疑 はざる 人 も、 彼の 行爲を 

裁判す るに 當 りて、 彼 を； 大使と 混同す る もの 多し、 「クリスチャン」 を 以て 完全 無缺の 天使の 如き も 

のと！ 3- 故す 人 は、 未だ 「クリスチャン」 の 何物た る を 知らざる 人な り、 不完全なる 人 なれば こそ r ク 

"fu^ 、ご l!.^l!t^. &れ、 點は 彼の 特徵^ 一  なりと 云 はざる ベから す、 贫て罪 を 犯せし お 

なき 人、 iki て 自己の 缺乏を 感ぜし 事な き 人、 曾て 罪 屍の 矢に 心 を 痛ましめ し 事な き 人、 如何にして 如 

きん：^ 「や：^ ハ>; ゃハ」 il^^^i^r を laf が 推 思 せんと 欲して 能 はざる 所な り、 姦娱 罪に 身 を 汚せ 

し マグ， ダラの マリヤな り、 義 者の 迫害 を 以て 國 中に 鳴り渡りし^ ルソ の保羅 なり、 變節を 以て 主 をい ぽ 

らんと せし 彼 得たり、 硬 # の 餘り偏 僻 他人 を 害 ふの 術に 巧な りし 路錫 なり、 國 王に 死罪 を 中 渡して 後 

直ちに 廳 狩に 赴きし コ ロム ゥ H ル なり、 是 等が 基督 信徒たり しなり、 天使に 天使の 光榮 あらん、 「ク 

リス チャン」 の 光榮は 不完全 中の 完全な り、 天に 屬 する 物の 形體 あり、 地に 翳す る 物の 形體 あり、 ；大 

に屬 する 物の 榮は 地に ® する 物の 榮に 異なり。 

二、 「クリスチャン」 は 義人な り。 

下等動物に あらす 天使 族に あらざる 「クリスチャン」 は、 人類 中 義人の 階級に 》 する ものな り、 世界 

の 人 ロト 五 億、 之 を 義人と 不義 人と に IHi:^ し 得べ し、 義人の 稱 勿論 完全なる 人の 意に あらす、 義人と 

^きを 目的い ゃハ つん .JnJt^.Ji り、 其 失態 誤謬の 屮に尙 も 義を充 たさんと 勉 むる ものな り、 生酒の 大部 

へ P を 利の 爲 めに 费し、 利に 牽 かる. X こと 義に牽 かる、 よりも 强き人 は、 之 を 義人の 階級に 編入す る 事 


能 はざる なり。 此に 於て か 「クリスチャン」 は 人間 少數 の屮に 含有 さる k ものなる 事 を. S るな り、 義 

を 最大 目的と せざる 人の 中に 「クリスチャン」 ありと は、 余輩 は 宇宙が 顚倒 すると も 信ぜざる なり、 

若し 彼に して 「クリスチャン」 の 名を帶 びん か、 彼 は明门 たる 偽善者な り、 彼の 雄 辯 は， 界を壓 倒し、 

彼の 熱心 は (外に 現る. -) 滿堂を 靡かし、 彼 は敎師 牧師 監督 等の 莊嚴 なる 名稱を 以て 冠 せらる k とも、 

名利 を 以て 動く 人 は 基督 信徒に あらざる なり、 吾人 は 彼の 敎會籍 に 依りて {# かす、 吾人 は 彼の 擦 印せ 

し 信仰 箇條に 依りて 斷ぜ す、 吾人 は 彼の 敎會的 義務 を ra^ すの 可否に 依りて 判^せす、 吾人 は 彼の 生涯 

の 傾向が 名利に あるか 義 にある 乎に 依りて 決する たり、 名利に 依る もの は 不義 者の 階級に 靄す、 義に 

依る もの は義 者な り、 而 して 基督 信徒 は 義人な り、 是れ 誤るべき にあら す。 

此大區 別に 重き を 置かざる が 故に、 基督 敎會 に大 腐敗 を 来せし 事 は枚擧 する に 遣 あらす、 世に 非 倫理 

的 「クリスチャン」 なる もの.^ 存在 せんと は 信す 可から ざる 事實 なり、 若し 如斯 怪物の 有りと せん 乎、 

之 を 迷信の 極と 稱せ すして 何 をか稱 せん、 市場に 於て は 虚言 不實を 以て 主義と する も、 日曜日 毎に 敎 

*  , 曹 き 99 誊 99  9  99 警 99  CCCOOCCOCOOCOOCOOCOCOCOOOOOCC 

きに 出席す るが 故に 基督 信徒な り、 貧者に 物 を 施さす して 之を戶 外に 追ひ拂 ひながら 福音 傳播 に喙を 

容る. 1 が 故に 「クリスチャン」 たり、 義に 勇たら ざる も外國 宣教師に 柔順なる が 故に 基督 信者な り、 

…； 咄 何等の 言ぞ、 余輩 は 天 を 指して 誓 はん、 余輩 は 聖書に 依りて 誓 はん、  < 水 輩 は 聖者に 抵 りて 誓 は 

【-) t:)  (_>)  (：)  f  (ふ (：リ I  L:)  X  (-0  (ふ c")  0 

ん、 彼等 は 基督 信徒に あらざる なり。 

世に 「倫理的 基督 敎」 て ふ もの を唱 ふる 人 あり、 余輩 は 悉く 其 論 皆に 服す る 事 能 はすと 雖も、 その 4 マ 

世に 必要 ありて 來 りし ものなる を 知る、 「倫理的 基督 敎」 を 呼び出せし 者 は 「非 倫理的 基督 敎 信徒」 

て ふ 怪物な り、 正義 善行の 外に 「クリスチャン」 たるの 資 格 ありと 信す る ものが^に 存在 すれば なり、 
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純粹 倫理が 敎會內 に 唱道 せらる >- は、 常に 其墮 落の 徵候 なりと す、 世が 預言者 を 要する の 理由、 新英 

洲にシ ォド、 パ， '力 ー の 起り し 理由、 英國が トマス、 力 ー ライル を 喚起せ し 理由 は、 共に 此 倫理的 墮 

落に あり。 

基督 信徒 は 義人たり、 義を 目的と せざる もの は 「クリスチャン」 にあらざる なり、 然 らば 義人 は 悉く 

基督 信徒なる か、 "rhc 人 は 「義人 是れ クリスチャン なり」 と 曰 ふ を 得る 乎。 

*1 に義を 目的と せざる もの に して 基督 信徒と 自稱 する もの 多き が 故に、 吾人 は 墨々 義人 を總稱 して 

「クリスチャン」 と 云 はんとす る 念盧を 起すな り、 義人 已に 人類 中の 最少 數 なり、 之 をして 「クリス 

チャン」 と稱 せす して 何 をか稱 せん、 基督 信徒の 名 を 負うて 不義の 人た らんより は、 斯名を 去りて 義 

者た るに 若 かす。 不義の 人に 冠す るに 此光榮 ある 名稱を 以てする より は、 寧ろ 義人 を總稱 して 「タリ 

ス チャン」 となす に 若 かす。 

然れ ども 余輩 は 問 はんと 欲す、 義人 必す しも 皆 基督 信徒なる 乎と、 正義 公道 を 尊びし 米の ベン Jzlr^ 

ン、 フランクリン は、 彼れ 幅 昔 的基叔 S 敎に 甚だ 冷淡な りし も、 「クリスチャン」 と稱するを？，^:る乎、 

自由と 公義 を 愛し 常に 獨ー 無二の 神 を識認 して 已 まざりし トマス、 ベ ー ンも、 彼が 基督 敎に對 する に 

當 りて 常に 反抗の 位置 を 取りし に關 せす、 基督 信徒と 稱 すべき か、 マ ー カス、 ォ ー レ，^ スの高 節 仁 

慈たり し は 彼が 嚴 しく 基督 信徒 を 迫害せ しに 關せす 、 彼 を 「クリスチャン」 と 名 付く るに 足る 乎、 若 

し 義人 是れ 「クリスチャン」 なりとの 定義 をして 眞理 ならし めんか、 我 邦の 豪傑、 漢土の 聖人、 印度 

の 聖者、 波斯、 亞 拉比亞 の； 男壯 純白の 士は、 皆 悉く クリスチャンたら ざるべ からす、 是に 於て かクリ 

ス チャンの 定義 は大に 解し 易き を 得る が 如し、 基督 敎會を 以て 義 者の 團體 となす、 何ぞ 其宏濶 にして 


寛大なる や。 

然れ ども 余輩 は此 定義に 甘ん する 能 はざる なり、 歷史. 的に 攻究す る も、 科學 的に 思惟す る も、 亦心靈 

的實 驗に徵 する も、 「義人 是 信徒」 なる 定義 は、 辨^ を缺 くの 定義な りと 謂 はざる を 得す、 余輩 は是 

に 於て 第三の 特徵に 移る。 

三、 基督 信徒 は 義人の 一種に して、 義を 自身の 勤勉 善行に 求めす、 神の 供へ 賜 ひし 義人 耶蘇 基督の 

功績に 依りて 義 とせられん 事を^む ものな り。 

余 葷は必 すし も 基督 信徒 を 以て 最上の 義人な りと は唱 へざる べし、 然れ ども 彼の 普通 f に稱 する 義人 

たらざる は爭 ふべき にあら す、 今玆に 二種の 義人の 實 例を擧 げんに、 

近 江 聖人 中 江 藤 樹は云 ふ、 

吾人 德を修 むる こと を 思 は 日々 に 善 を せん 而已、 一 善 益す 時 は 一 惡 損す、 日々 に 善 をな さば 日 

日に 惡 退くべし、 是陽 長す る 時 は 陰 消す るの 理 なり、 久しく 总ら すん ば 善人と なら ざらん や。 

使徒 保 羅は曰 ふ、 

善なる 者 は 我すな はち 我 肉に 居らざる を 知る、 そ は 願 ふ 所 われに 在りと も、 善 を 行 ふこと を 得 ざ 

れ ばな り。 

我 キリストと 偕に 十字架に 釘ら れ たり、 もはや 旣に我 生る に 非す、 キリスト 我に 在りて 生るな り、 

今 我 肉體に 在りて 生る は 我 を 愛して 我が 爲に己 を 捨てし 者、 すな はち 神の 子 を 信す るに 由り て 生 

るな り。 

我 は 我に カを與 ふる キリ ストに H りて 諸の 事 を爲し 得るな り。 
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者 其 目的物 を 異にす、 前者 は純粹 道義に 向 ひて 直行 せんとし、 後者 は 耶蘇 某贅を 得ん と 欲す、 其義 

となりて 外部に 現 はる- -に 於て は 一なる ベ けれども、 其 之 を 行 ふの 途に 於て は 判然たる 训 あり、 卽ち 

「義人」 は義を 己の 心中に 求め、 「クリスチャン」 は 之 を 自己 以外なる * 督に 得ん とす、 己れ 義 者た 

らんと 欲する にあり、 己れ の 罪人た る を 是認し、 神の 救に 與か らんと 欲する にあり、 基督 敎 義人 は 

「赦 された る 罪人」 たるより 他の 者に あらす、 尙ほ 明.！ に 二者の 151:^ を述 ぶれば、 「義人」 は 授與者 

にして、 「クリスチャン， 一 は 受納 者 〔神に 對 して〕 なり、 前者 は 仁を盡 さんと し、 後者 は；.： 〔神の. 1 

に與 からん とす、 愛せん とする. にあり、 愛せられん 〔神に 1 とする にあり、 ^に 人を宥 すに あり、 祌 

に赦 されて 自ら 人を宥 すに あり、 「義人」 は 云 ふ 「クリスチャン」 の義 は利愁 的の 義 にして 純 粹の義 

にあら すと、 其然ら ざる は 余輩の 爰に辯 明す る を 要せす、 そ は先づ 義人. 1^ らんと 欲する 念 慮の 存せざ 

る 人 は、 「クリスチャン」 たる を 得 ざれば なり。 

二種の 義人 其 義の源 を 異にする が 故に、 其 善行 となりて 外面に 現 はる i や 亦 其 趣 を 異にせざる を 得す。 

一、 「義人」 の 義は贵 族 的な り、 彼は戰 うて 之 を 得しが 故に 之 を 得ざる 者 を 見る に 多少 侮慢の 念を以 

てす、 罪人 を惡 むの 念は此 種の 義人の 一 特徴な りと す、 而 して 不義の 人 を 鄙し むる の 念 は、 彼等 を 罪 

惡社會 より 乖離せ しめ、 磾榻を 尋ね、 淸 風に 臥し、 眞と 善と 美と に 就て 獨り默 想す る を 以て 淸淨 潔，：：： 

の 生涯な りと 信す るに 至る、 道義 的 善人に 近づくべからざる の權幕 あり、 余輩 は 距離 を 經て彼 を拜せ 

んと 欲する も、 行きて 余輩の i おき を^,:：: し、 彼より 改悔の 敎に與 からん 事 を 欲せす、 そ は 彼の 詰責 を 

恐 るれば なり。 

クリスチャンの 義は 平民 的な り、 彼 は 之 を 己に 得す、 故に 義に 達せざる もの を 見る に無箭 ： の： MiiiE 推お 


を 以てす、 彼 自身 は 「罪人の 頭」 なり、 而 して 3： 人 か 彼の 與 かりし 恩 息に 與 かり 得ざる もの あらん や、 

罪人に 同情 を 表する の 念 (憐 むの みに あらす) は 「クリスチャン」 の 一 特徴な リ、 彼 は 罪人の 友 なれ 

ば 反て 義人 を 去りて 罪 惡社會 に 降り、 其 救 濟に從 事 せんこと を 欲す、 高踏 退隱は 彼の 忌み 避く る 所、 

彼 は 自己の 潔白 を 守らん と 欲する よりも、 他 を 汚濁より 救 はん 事を勉 む、 基督 敎的 善人に 近寄り 易き 

の，^ 和なる あり、 余輩 は 直に 彼に 抵り、 余輩の 弱き を 吐露し、 改悔の 道 を 彼に 授からん と 欲す、 そ は 

彼の 憐憫 推察 を 慕へば なり。 

二、 道義 的 善人の 善 は 義務より 來る、 故に 彼の 善行 は 强迫的 (き el.cdvc) にして 苦 任たり、 彼に 機械 

的 常 法 あり、 科學的 正式 あり、 彼の 面貌に 幾何 學的 救お t あり、 彼の 言語に 山嶽の 動かすべからざる あ 

り、 余 華 は其大 を劇赏 すると 同時に 其廣狹 角度 を 測量 的に 計算す る を 得べ し、 そ は 彼の 互 犬なる は單 

純なる 論理的 法則の 應 要より 来りし ものにして、 其 中に 超自然的 動力 を發 見し 能 は ざれば なり。 

クリスチャンの 善 は 愛より 來る、 故に 彼の 善行 は發情 的に して 快樂 なり、 彼に 生物 的 自動 性 あり、 彼 

の 言語に 秩序 を 缺く事 多し 〔保羅 の 書翰、 ：コロ I ムウ— ェ T の 演說奥 を參考 せよ： r 彼の 行 爲に往 々小兒 

的氣 儘なる あり、 野草の 昵み 易き あり、 余輩 其 美 を 讚 貰す るに は 非ざる ベ けれども、 其 形 其^ は科學 

的に 定量すべき にあら す、 そ は 彼の 特美は 已定の 常 式に 依りて 造られし ものに あらす、 其何處 より 來 

り 何 處へ往 く か を 知ら ざれば、 之 を 超自然的 源 因に 歸す るより 他に 解析の 求むべき たければ なり。 

三、 修業 的 義人に は 冷 熱の 變動 甚だ 斟 し、 彼の 心中に 道義 的 一 模範の^ する あれば、 彼 は 彼の 感情 行 

tt の 其範圍 を脫せ ざらん 事を勉 む。 王 陽 明 陣營に 在りて 戰捷を 聞き、 尙ほ徐 かに 聖學 を講. f^。 

澄 在 .，1 臚鴻寺 一倉 居、 忽 家信 至、 言兒 病危， 澄 心甚憂 悶不レ 能， 堪、 先生 〔陽 明〕 曰、 此時正 宜.， 用， 功、 
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若 此時放 過、 閑 時 講學何 用、 人正耍 T 在 11 此等時 1 磨鍊ょ 云云、  ，一 

靜 寂 は 彼の 欲 る 所、 喜 怒 哀樂は 1 の 鄙み て 遠 ざく る 所 也。  一 

クリス、 チャン は感 t 的た る を 免 かれす、 悲哀の 極 彼 は ：Les  Mis お ables を呤 じ、 歡 喜の 極 彼 は Te  ： 

一) (-UIU を 謳 ふ、 北 軍 を.^,^ の 郊野 レ 破りて 民 軍の 將 讚歌 をた、 へ、 嬰兒を 喪うて 英雄の 心 腸 まさ 一 

に 張り裂けん とす、 祌靈 心を充 たして か喜喩 ふるに 物な く、 疑雲 天 を 覆うて 叫 號明を &i みて 已 ます、 一 

「クリスチャン」 の 感情 は壓抑 せらる k にあら すして 益々 鋭き を 加 ふ、 彼の 達せん と 欲する 所は靜 寂. 

にあら すして 永遠の 歡 喜たり、 淚は 彼の 貴重なる 所有 品な り、 之 を 愁の爲 めに 注がざる に 至れば 歡， 

喜の 爲 めに 流さん とす。 

四、 H 夫 的 義んは 心の 缺乏を 知りて 之を掩 はんと 欲し、 軟弱 を 見て 怯たり となし、 己に 叱陀 して 之 を； 

退けん と 欲す、 彼の 勇氣 ある は耐 忍と 鼓舞との 結果に して、 歡 喜と 快樂 との 其 內 にある 少し。 

クリスチャン^^自已の缺點を認めて之を掩はん事を勉めす、 弱き は 彼の 特性 なれば、 彼 は：：！^ くして 强 

からん 事 を 求む、 彼の 勇氣は 心中に 涌き 来る 言 ふべ からざる 歡 喜と 感謝の 結果に して、 苦痛が 彼の 神 

經を 無感覺 ならしめ ざる 以上 は、 彼 は 常に 希^ を懷き 躍々 然 たり。 

以上 は クリスチャンの 特徵 五六に 過ぎす、 之 を 明細に 記載 せん 事 は 本誌 餘 c の 許さぐ る 所な り、 然れー 

ども 余輩の 玆に摘 示せし 所に 依りて クリスチャン を 他の 人類より 151:^ し 得る 事と 信す るな り、 今 短縮； 

して 之 を 記さん に、  ： 

クリスチャン は 肉 情を帶 びた る 人間な り、 彼 は 義を慕 ふ 者に して、 義を 以て 生涯の 目的と する 渾 

ての 人々 と共に 義人の 階級 を 造る、 彼 は其義 を— ¥:.:tr レの 耶蘇 基督の 功績に 求む る ものなる を 以て- 


自已 の^ 點と 軟弱と 罪 惡とを 識認す (以上 を 大特徵 Main  char き teristig と稱す )o 故に 彼は惡 

を惡 むと 同時に 惡 人に 同情 推察 を 表す、 彼に 善行 あれば 是れ 彼の 自然 性に して 倫理的 法則の 强迫 

に 依りて 出る に 非す、 彼の 感情 は 鋭敏な り、 彼 は淚を 流す 事 を 以て 恥と なさす。 彼の 擧 動に 小兒 

的 自然なる ありて、 羸弱の 中に 抗す 可から ざるの 勇氣 あり (以上 を 小特徵 Miller  characteristics 

と稱 すべし )o 

基督 敎 徒の 完全なる 人たら ざる は 余輩の 已に 論述せ し 所たり、 彼亦必 すし も 倫理的 義人に らす、 ^ 

も 鲋の大 にして 完全なる は鲤の 小に して 殘 害せられ しものに 優る が 如し、 然れ ども 鲤は鲤 にして 鮒 は 

^なり、 二者に 構造 的の 別 ありて、 一物 は 他物と 混同し 得べき にあら す、 孔子の 犬なる も 彼に 倫 學 

的 機械 式 あり、 彼 得の 微弱なる も 彼に 基督教 的の 自然なる あり、 前者 は 技術 (Art). にして 後者 は 生命 

なり、 前者 を 埃 及の 三角 塔な りと せば、 後者 は 山野 を 走る 小山 羊な り、 三角 塔大 ならざる にあら す、 

山羊 必す しも 大價値 あるに あらす、 然れ ども 兩 者の 训は 殆ど 死と 生との^ なり。 

以上の 特徵を 有する もの は卽ち 基督 信徒たり、 彼の 敎籍、 國民、 人種の 如何に 關せ す、 彼の皮膚は^: 

なりと も 黄な りと も黑 なりと も、 大と 小との 別な く、 穆と 穎との 別に 關 せす、 キリスト 家の 家族に は 

一種 異様の 風 ありて、 彼等 は 兄弟たり、 姉妹たり、 同一 血の 彼等の 心霊に 流る i ありて、 彼等 は 相互 

を 識認し 得べ く、 彼等 は 自ら 世と^ 物なる を 知るな り、 然れ ども 鯉 池に の 接 息す るが 如く、 ぁ督敎 

會 内 多くの 似而非なる クリスチャン あり、 其 外貌の 相似た るより、 一目して、 之 を 判別し 能 はざる 事 

0OOO00OOOOOOOOOOO00OO  OOCO0OO0OO0OO0000 

多し、 而 して 大鲤は 小 鯉に 勝りて 市場に 賫價を 有する が 故に、 世 は 時には 鲋を稱 して 鲤に 優れり とな 

す 事 あり、 然れ ども 余輩 養魚 家 は 知る、 跗を鲤 池に 飼育す る は 常に 鲤種を 下落せ しむる、 ものなる 事 を、 
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其鲣鲋 相 混合して 子 を 生む や、 之 を cl.uciamcarl) と稱 し、 輝； にも 及ばす 鲋 にも ある 不用 魚なる を、 

********  ニゴヒ  , •  OCCOOOOCCOCOOOOOOOO  0  0-00 

而 して 鲋 にも 劣る もの は 似 鯉 CBftrh き) なり、 其 形の に 類似す る は 鮒の 及ぶ 所に あらす、 ^^^1 

COOOOOOO  0000000  0  0000  OOOOCOOOOO  ^C0e00000^0 

にあらざる 以上 は、 反て 之 を の 親戚と 見做し、 鲋 にも 勝る ものと せん、 然れ ども 似 鯉は惡 <2-； なり， 

其 肉 は 特種の 臭 I 淑を帶 びて 1  抉 ふに 堪 へす、 「非 倫理的 クリスチャン」 は 似鲤： なり、 彼 をして 池屮 にが 

せし むる 勿れ。 

此實際 的 世界に 在りて は、 此麥と 稗 子と、 羊と 山羊と、 全く 相 分つ の 難き 社會に 於て は、 鲋の  一 を 

も：：^ せざる 鲣 池 は 望む ベから す、 クリスチャン のみの 敎會 も义然 らん、 然れ ども 余^ は麥 畑を變 じて 

稗 子 畑と なすべ からす、 ii 池 をして 鲋 魚の 押 頒 する 所たら しむべ からす、 基督 敎會は クリスチャンの 

：!^,:!^ 所ない、 其 勢力 は クリスチャンの 掌中に 存 せざる ベから す、 「非 倫理的 il::^ 徒」 勿淪ー n も 其. I： に 

潜む の 權利を 有せす、 「倫 现的 信徒」 なる もの も、 若し、 其翹翼の下に^^,总せんと欲せば、 彼 は默し 

書 曹曹誊 9 警 9 看  OO00O0O00O000  OO00C-0000O0O0 

て靜 なるべき のみ、 そ は 彼 は 客に して 主に あらす、 鲋 にして ii にあら ざれば たり。 (『六合 雜誌』 七 = ^リ 

日淸戰 爭の義 (譯 文) 

歐米 人に 向 ひて 我の 義を 明かに せんと 務めた る此 一 篇は、 我 邦人に 取りて 新 議論なら ざるに 勿論 

たり、 且つ 其の 論旨の 歐米 的に して 文詞 の譯讀 的なる は、 讀 者の 推量 を 乞 ふ。 (本 全集 笫 十六 卷 『英 

文 下- 51 二 六- 三人. A 收錄 ： ？ョ 二  nn-tI-ョ <>f  ill,  c:r2Tl  .\v:lr: 參 g:: 1 編者 


人類が 地球 面 上に 正義 を 建つ るの 目的 を 以て 戰 場に 赴きし 時代 は、 早 ゃ旣に 過ぎ去り しが 如し。 此物 

質的 時代の 人 は 其 戰爭の 悉く 慾の 戰爭 たる を 承認す ると 同時に、 戰爭の 避く 可から ざる を 知る が 故に、 

終に 慾 を 以て 戰爭 の正當 なる 唯一 理由な りと 信じ、 愁に 依らざる 戰爭と は、 全く 彼等の 思惟に 上ら ざ 

るに 至れり。 r 義の爲 めの 戰 (半」 と は、 八 r 時代の 人に 取りて は、 淸黨 時代の 舊習 古俗と 均しく 全く 錢 

弛せられ、 人 は 義戰を 口にして 之 を 信す る ものな きに 至れり。 故に 吾人の 手に 取りし 目下の 戰爭を 評 

する に 同一 の 精神 を 以てし、 吾人の 朝鮮 占領 を 以て 吾人の 邪念に 5r 、つる ものと なし、 吾人が 傲慢 無禮 

なる 吾人の 隣邦と 千 戈 を 交 ふるに 至りし を 見て、 吾人に 歸す るに 野心 を 以てする もの ある は、 決して 

怪しむ に 足らざる なり。 

然れ ども 歷 史上 義戰の ありし 事 は、 何人も 疑 ふ 能 はざる 所な り。 夫の ギ、、 テオ ンがミ 、、テア ン 人を迎 へ、 

「神と 彼との 劍」 を 以て 敵軍の 十 有 二 萬 人 を ヨルダン：！： 邊に 殺戮せ し は義戰 なりしたり。 夫の 希 職人 

が 波 斯の大 軍を迎 へ、 之 を マラソン、 サ ラミス、 ブラ テアに 擁し、 襄滅の 敗 を 以て 彼等 を 破り、 を 

して 再び 歐を 蹂躪す る こと 能 は ざら しめし は義戰 なりし なり。 夫の グスタ ヴス、 ァ ドルフ ハ スが獨 逸 

の屮 心に 進入し、 之 を 天主 敎 徒の 壓 制より 救 ひ 出 だせし は義戰 なりし なり。 若し 戰爭の 多分 は 慾より 

來 り，^ ものと す も、 渾 ての 戰爭は 慾の 戰爭 にあら す、 利 慾 を 以て 戰爭 唯一 の 理由い 見做して、 神聖 

な る 人類 性 の 愤値を 下落せ レ むる 勿れ。 

吾人 は 信す. 日 淸戰爭 は 吾人に 取りて は實 に義戰 なりと。 其義 たるの 法律 的に のみ 義 なる にあら すし 

て、 倫理的に 亦然 り、 此の 如き 戰爭 は、 吾人の 知らざる 戰爭 にあら す。 是れ 吾人 ra: 有の 敎義に 則る も 
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のにして、 吾人の 屢々 戰 ひし 所な り。 基督 敎國已 に 義戰を 忘却す るケ n に當 りて、 非 基 螯敎國 たる 日 

本の 之に 從事 する を怪む もの あらん。 然れ ども 非 基督 敎國 若し 無智なら ば 彼等 は 未だ 誠赏 なり、 某督 

敎國が 其 迷信と 同時に 忘却せ し 熟 心 は、 吾人の 朱だ棄 てざる 所な り。 吾人に  一； S の義俠 あり、 死 を 知 

らざ りし 希臘の 豪强を 挫きし 羅 馬の 勇 は、 今尙ほ 五；： 人の 有する 所、 两 洋已に その 熱心 時代 を 過ぎし と 

する も、 東洋 は尙ほ 未だ その 中に 在り、 義戰は 朱 だ 吾人の 忘却せ ざる 所な り。 

今囘の 衝突た る や 吾人の 自ら 好みて 來 たせし ものなら ざる は、 我 邦 近來の 狀況を 知る もの.，、 ：^^分に _ 

承認す る 所なる べし。 吾人 を 導く に戰爭 を 非常に 嫌 ふ內閣 あり。 加 ふるに 內 治の 改革 將に其 緒に 就か 一 

ん とし、 隆盛の 極に 達せん とす。 若し 利 慾に して 五" 人の 最大 目的た らん 乎。 戰 (学 は 吾人の； f 取 も 避く 可 一 

きもの、 非戰ハ こそ 吾人の 最終 最始の 政略た るべき なり。 然るに 過ぐ る 二十 餘 年間、 支那の Si 人に 封 

する ゃ其妄 狀無禮 殆ど 吾人の 忍ぶ 可から ざる あり。 大西鄕 已に此 に 見る 所 あり、 卽 時に 其 罪 を 問 はん 一 

と 欲する 彼の 熱血 的 希望 は、 實に 彼の 生命 を抬 てし むる に 至り、 我 邦 も 之が 爲に 悲慘 なる 內亂 のおに ： 

oo〇oocooooooooooo〇ooocoooo  „ 

遇へ り。 吾人 は實に 吾人の 血肉 を 殺して 隣邦の 衝突 を 避けん とせり、 吾人の 平和 を 望む 此の 如くな り 一 

き。 然るに 明治 十五 年 以後 支那の 我 邦に 對 する 行爲は 如何たり しゃ、 朝鮮に 於て 常に 其： r 治に 十涉 し、 _ 

我の 之に 對 する 平和的 政略 を 妨害し、 對面 的に 吾人に 凌辱 を 加へ て 止 まざりき。 我 は 朝鮮 を 11 かんと 一 

する に、 彼 は 之を閉 さんと 欲し、 朝鮮に 課する に 彼の 滿洲的 制度 を 以てし、 長く 屬邦 として 之 を 保持 一 

し、 支那 其 自身が 世界の 退隱國 なる 如く 朝鮮 も 其 例に 做 ひ、 彼 をして 世界の 進歩に 逆抗 せしめん こと 

を 勤めたり。 過ぐ る 十 年間 朝鮮 を 世界に 紹介せ し 日本 は、 京 城 朝廷に 於て は 邪魔お の 位 S に 居り、 我 

に 後れて 來 りし 支那 は韓廷 統御の」 M を 占めたり。 是れ 社交的 無禮の ：！^ も しきもの、 隣人の 交 I はを妨 


げ、 其 愛 を 奪 ひて 己に 牧 めんと する の 例な り。 吾人 は 十 年の 長き 之 を 忍べり、 吾人 は 彼等の 妄を 以て 

國 f 命 的 平和 を 破る は、 兒戲に 類す る 行爲と 信じて 默視 せり。 而 して 支那 干渉の 結果た る や、 東洋れ 於 

0  一  ()  0 つ 〇 0  0  0  0  0  0  C  0  0  C  0  0  0  0  0  C  0  Co  0  C  ^_ 

ける 一 昇 星と 望みし 朝鮮 は、 今日 猶ほ 未だ 隱 星の 一 たるに 過ぎす。 生產擧 がらす、 牧敛行 はれ、 非 政 

は 白 晝に橫 行し つ i あり。 人情 を 有する ものにして、 何人 か 近頃 朝鮮人 金 某氏に 加 へられし 暴虐に 堪 

ふる を 得ん や。 彼 は 長く 日本 國 民の 客たり しもの、 然るに 支那 本土に 於て 支那 制御の 下に ある 朝鮮 政 

府の敎 唆に 依りて 暗殺せられ、 彼の 死體は 暗殺者と 共に 那帝國 の s^i を 5 で 朝鮮 國に 護送され、 死 

體は肉 刑の 殘害を 經て廣 く 國內に 暴露され、 暗殺者 は渾 ての 榮譽を 以て 冠せられ たり。 支那 は 社交 律 

®  3  ©  ®  ©  ©  0  s  (シ (ふ 3  e  (ふ 3  M  (=)  S  (ふ 3  (-0  {-_) 【ふ ^ 

の 破 壌 者な り、 人情の 害 敵たり、 野蠻 主義の 保護者な り。 支那 は 正 罰 を 免 かる \ 能 はす。 

而 して 支那 干渉より 来りし 非 政の 結果と して、 東 學黨の 南 朝鮮に 起る や、 直に 傀儡政府に 論して、 援 

兵 を 支那 本 國に乞 はしむ。 其 目的た る や 恩誼 を 以て 益々 羸弱 政特を 縛らせん とする にあり し は、 反亂 

の 案 j にも 微弱に して、 外人の 手 を 借らす して、 直に 鎮壓 する に 至りし を 以て 證 すべし。 支那 {^ 朝 i 

の 不能 を 計り、 之 をして 長く 其 依頼 國 たらし めん 事 を 欲せり。 吾人 外交 歷史 を閱 する に 未だ 曾て 此の 

如き 卑劣 政略に 接せし 事な し。 是 れ殘虐 なる 娼家の 主人が 其 詭計の 中に ある、 扶、 助た、 き 可&の 少女に 對 

， •  9999999999  OCCOOOCOOOOOOOCCOOOOOOC-COOGCOOO 

して 常に 執行す る 政略たり。 頑是 たき 人靈 一 千 五 百 萬 は 世界の 最大 退步 國の搭 氣を滿 たさんが 爲め 

にの み 無智 無 防の 位置に 在り。 是れ 自由 を 愛し 人權を 尊重す る もの & 1 日 も 忍び 得べき 所に 非す、 吾 

人は怪 めり、 此積惡 に對し 非難の 聲を擧 ぐる もの は、 吾人 日本人に 止まりし 事 を。 基督 敎國を 以て 誇 

稱 する 歐 米諸國 が、 此せ界 の 大患 を 地球 面 上より 排除せ ん爲め 吾人に 率先せ ざり し 事 を。 

爰に 至りて 法律 論者 は 吾人 を 擁して 云 はん、 日本の 朝鮮に 干涉 する 權利を 有せざる は 支那と 異なる 事 
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なし。 曰く H 本の 出兵 は 支那の 出兵と 同じく 譴責すべき ものな り。 曰く 平和の 破裂 は 日 木より 米れ り 

と。 ！^^：：人は之に答へ て云ふ。 

1 、 千涉其 物は惡 事に あらす、 經齊學 に 所謂 放任主義 (Lai ま ez-fi 一 ire) なる もの は、 或る 一 R 域 內に於 

ての み眞理 なりと す。 i^ln 人 は 吾人の 隣人が 吾人と 異なる 宗敎を 信 すれば とて、 吾人と 異なる 商業に 從 

事 すれば とて、 吾人と 異なる 嗜好 を 有すれば とて、 吾人 は 彼等に 干涉 する 權利を 有せす。 然れ ども 隣 

人が 娥 死に 瀕する 時、 强盜 隣人 を 犯す 時、 明白なる 吾人の 常識が 隣人が 非常の 速度 を 以て 滅亡の 絕^ 

に 向 ひて 走りつ-ありと 示す 時 は、 吾人 は 干 涉の權 利 を 有し、 叉實 に干涉 せざる 可から す。 若し 放任 

主義なる ものにして、 隣人の 總 ての 苦 厄に 對 する 無情 無 感覺を 意味す る ものと せん 乎。 是れ惡 主義な 

り、 直に 之 を 放棄して 可たり、 若し 此 意味の 放任主義 にして 永遠の 天則な りと せん 乎、 基哲、 釋迦の 

世に ，1;2 せし 现由、 リビングストン、 ジョン、 ハ ワルドの 世に 来りし 理. e は何處 にある や。 放 の 終る 

所と 干涉の 始まる 所を定 むる に 一定の 法則 はな かるべし。 然れ ども^に 放任す べきの 境遇と 干涉 すべ 

きの 境遇 ある は、 何人も 疑 ふこと 能 はざる 所な り。 端 典王グ スタブ ス、 ァ ドル フ ハ スが獨 逸 政治に 千 

渉し、 フェル ジ ナン ド、 バレンス タインの 輩 をして、 彼等の 邪 意 を 彼 土に 逞ふ する こと 能 は ざら しめ 

し は、 高尙 義侠の 干渉と 云 はざる を 得す。 ， ルツ， ゼン戰 場の gsf は 人類 中 最も きもの i 一  人な り。 新 

敎 主義の 獨 逸が 今猶ほ 崇拜に 近き 尊敬 を 以て 彼の 威名 を 慕 ふは宜 たり。 英のク n ムゥ H ルが 太 利 政 

治に 干渉し、 彼の 威力 を 扶助な きビ ー,、Fn モンド 人に 貸し、 殘 忍なる サボ ィ公 をして 無辜の 民に 害 を 

加へ 得 ざら しめし は、 高尙 なる 基督 敎干涉 なりしたり。 英 人の 推察 心 は 其 時 赏に其 絶- m に逹 し、 歷史 

は 盲 詩人の 一一：； 2 を錄し 「アル ブス 山上に 凍死せ る 聖者の 散 骨」 を 慰して： U ます。 世が 今 n の經 it 的 時代 


に 入りて より 此の 如き 高尙 なる 干涉 は、 全く 跡 を 結つ に 至れり。 然れ ども その 两 洋 政治に 於て 鼓 弛に 

歸 せし は、 東洋 政： m に 於て 用 ふ 可から ざるの 理由に あらす。 す 人の 朝鮮 政治に 干涉 する は、 彼女の 獨 

000000000  0  0  00  000 〇 00 〇〇 0  Co  〇oooooo()ooo  Co  ooocoo 

立 今や 危殆に 迫り たれば なり。 世界の 最大 退 步國が 其 麻痺 的 離 の 中に 彼女 を抱懷 し、 文明の 光輝 已 

OOOOOOOOOCOOOOO  OOOCOOOOCOOOOOOOO 

に 彼女の 門前に 達する にも 關 せす、 慘虐妄 行の 尙ほ 彼女 を 支配 すれば なり。 吾人 は 隣人の 健全なる 平 

和を妨 ぐるの 權利を 有せす、 然れ ども 彼女 を 救 はんが 爲に は、 白 書： 日 を 見る よりも 明かなる 弊害より、 

彼女 を脫 せしめん が £S めに は、 吾人の 强く 彼女に 干涉 する は、 吾人の 有する 神 il, なる 隣 友の 權利 なり 

と；；：^するなり。 

二、 朝鮮 出兵 は、 明治. 一" 八 年の 天 i!t 條 約の 明文に 據れ り、 故に 何人も 之に 關 して 吾人に 法理 的 批難 を 

加へ ざるべし。 然れ ども 尙ほ 吾人に 質す に、 我 邦 派遣の 兵 數の彼 地 在留の 帝國 臣民 を 保護 せんが 爲に 

は、 餘り 多き に 過ぐ るの 故 を 以てする もの あらば、 吾人 は 論者に 向 ひ、 些細なる 反亂鎮 壓の爲 めに 送 

られし 支那の 兵数と、 明治 十五 年に 於け る 支那 兵の 暴狀を 委細に 調査 せられん 事を^む のみ。 而 して 

淸兵幕 を 牙 山に 張る に 際して、 我 兵の 直に 京 城に 入りし の 辯 解 を 求む る 者 あらば、 吾人 は 過去の 經驗 

によりて、 淸國 政治家の 信用す 可から ざる を 知り たれば、 玆に詭 騙の 徒に 對 する 正當 防禦に 備 へした 

りと 答 ふるのみ。 若し 我 邦の 處置は 到底 疑惑 を 免る、 こと 能 はざる ものな りと 云 ふ 人 あらば、 吾人 は 

斯の 如き 批評家に 問うて 曰 はんの み 「足下 若し 我の 位置に あらば 如何に 處 sl^ し 給 ふや」 と。 人 は 未 

だ 吾人の 朝鮮 出兵に 關 して、 吾人の 過失の 何處 にある か を 知る 能 はざる なり。 

三、 豐島 近海に 於け る 最始の 海戰に 於て 日淸 孰れが 先に 發砲 せし 乎 は、 今日 未だ 判決す る を 得ざる ベ 

しと せん" 吾人 は 彼より 發 砲せ しと； 一:! す、 然れ ども 愛國的 偏心が 此^に 關 する 1^: 人の 判決 を 誤 まらし 
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めん 事 を 恐る。 然れ ども 是れ 彼我の 義を 決する に 於て は 小 問題た るに 過ぎす、 孰れが 戰爭を 促し、 孰 一 

れが戰ハ^-を避けんとせしゃ、 是れ： ： 取 要 問題な り。  一 

爱に 吾人の 論者に 注意すべき こと あり、 卽 ち今囘 葛藤の 始まりし より 平和の 破裂に 至りし 迄、 殆ど 滿ー 

1 一ヶ月の 長き に 亙りし 事是 なり。 吾人 は 始終 一 徹 朝鮮の 獨 立と 保安と を 維持し、 北京 政府 を 促す に、 ， 

我と 協力して 半島 政治の 改良に 從事 せんこと を 以てせり。 如何に 吾人の 平和的 議案が 横柄に も 却 けら 一 

れ しか、 如何に 京 城 朝廷に ある 其 使役 者が、 吾人の 改良 的 方針に 妨害 を 加 へんと せし 乎。 如何に 斯く 

なしつ k ありし 間に、 彼 は 熾に 兵備 を 整へ、 海陸 共に 我に 當 らんと 用意せ し 乎 は、 何人も 疑 ふ 可から - 

ざる 所。 若し 外人 を 欺く の 支那 人の 偏癖の 最も 著る き 實例を 見，^ と 欲せば、 一千 八 百 九十 年 八月 i 一 

日 以前 八 週間の 間に 於け る、 き ゆの 日本 國に對 せい 處 置に 於て する を 得べ し。 吾人 は 同く 信す， 彼等 一 

は 未だ 會て斯 くも 自由に 外 國人を 欺きし 事 は あら じと。 若し 彼等の 對敵 にして、 彼等の 温良なる 東洋- 

の 隣人に 非す して、 西洋 强國の 一 なりと せん 乎。 彼等 は 長 時日 を 待た すして 鐵丸已 に 彼等の 身に 及び、 

詐欺と 虚言の 慣値 をば、 早 ゃ已に 充分に 學び 居りし ならん。 孔子 を 世界に 供せ し 支那 は、 今や 聖人の 

道 を 知らす。 文明 國が 此不實 不信の 國 民に 對 する の 道 は、 唯 一途 あるの み。 鐵 血の道な り、 鐵 血を以 

0  0 つ 0  0  0  0  0  0  C  二 

て 正義 を 求む るの 途 なり。  」 

然れ ども 今 法理 的 辯 論 を 去りて (吾人 は 之 を輕視 する に 非す)、 歷 史的 考察に 移らん に、 日 支の 衝突. 

は ％ かる 可らざる ものなら す や。 新 文明 を 代表す る小國 が、 舊 文明 を 代表す る 大國と 相 隣して、 二者， 

終に 必死の 衝突に 來ら ざる 事 は、 歷史面 上 未だ 曾て 其 例 を 見す。 希臘對 波斯、 羅馬對 カルタゴ，、 

ザべ ス 女王の 英國 對フヒ リップ— 二世の 西班牙、 11 是等は 吾人が 此 所に 記載す る 雙對の 著る き 例な り。、 


而 して 兩者 衝突して. F 一 K. ソ， ン激戰 とたり、 ザ マ血鬪 となり、 常勝 艦隊の 入寇と なりし 事 は、 兩 主義の 

和合すべからざる が 如く 避く 可から ざる 事な りき" 而 して 人類の 進化 歷史に 於て、 攝理 は、 常に 小 を 

して 新 を 代表せ しめ、 大 をして 舊を 代表せ しめたり。 是れ 蓋し 肉に 對 して 靈を 試み、 量に 對 して 質 を 

練らん が爲 めなる べし。 而 して 二者 衝突す る や、 幾多の 運命 循環の 後に、 勝利の 冠 は、 常に 小に して 

新なる もの X 上に 落ちたり。 是れ 蓋し 人類が 活ける 靈を 貴び、 死す る 肉に 賴ら ざらん が爲 たるべし。 

今や 再びせ 界絕 東の 地に 於て 同一 の 大敎訓 は 人類に 示されん とす。 新に して 小た る 日本 は、 舊 にして 

大 なる 支那と 衝突せ り。 朝鮮 戰爭の 決する 所 は、 東洋 は 西洋と 均しく 進歩主義に 則るべき や、 或は 曾 

て 波 斯帝國 の 保護す る 所たり し、 カルタゴの 方針たり し、 西班牙の 獎勵 せし、 而 して 十九 世紀の 今日 

滿洲的 支那 政^が 代表す る 退步の 精神に、 東洋 全體を 指揮すべき やに あり。 日本の 勝利 は 東洋 六 億 人 

の 自由 政治、 自由 宗敎、 自由 敎育、 自由 商業 を 意味し、 日本の 敗北と 支那の 勝利 は、 其 結果た る 吾人 

の 言 を 煩. は さすして 明か た り 。 

此 重大た る 關係を 有する 戰爭に 於て、 何人 か 人類の 友 を 以て 任す る 者に して、 日本の 味方たら ざる も 

の あらん や。 北米 合衆國 をして 此 衝突に 關 する 其 去就 を 決せし めよ (合 衆 國は始 に 吾人 を 文明の 光輝 

に 導きし もの、 恰も 今日 吾人が 朝鮮 を 誘導し つ k あるが 如し)。 其淸黨 祖先の 精神、 其 リン コ ルン、 

,サ ムナ， い， 等、 其數 知れざる 勇者の 靈は、 異口同音 擧て 日本 主義 を贄 せんの み。 英國 をして 同一 問題 を 

決せし めよ、 其 自由の 率先 者た る モノ フ^ 1^^^ 公 サイ モン を 始め、 其 ハム プデ ン、 ク— 口— ン ！；^叫 ル、 

其淸黨 時代の 聖人、 其ゥヰ ルバ フォス、 コブ デン、 ブライト、 自由と 正義 を 愛せし 其渾 ての 高潔の 士 

は、 ^悉く 日本の 味方た らんの み。 佛國 をして 同 1 の 問題 を 決せし めよ、 其 ラフ ハエ ッ卜、 ミラ ボ ー 
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なり、 其 近世の， ュ ー ゴ ー なり、 其コリ 一一 ー とヒ II ュ ln、il^.:: 黨 なり、 其 義侠に 常め る壓制 政治の 激烈な 

る 反對者 は、 擧て 小に して 新なる 日本に 與 みせん のみ。 獨逸 をして 同一 の 問題に 答へ しめよ、 其ル ー 

一 アルと シ， ル— レ— ル >と，レ，， ッ V, ン— ダ、 光 を 求めし 不滅の ゲ ー テ、 其忠實 たる 「父 國」 の 保護者 は 東 作に 於け 

るロ本の勝利を^1ー丄みて已ます。 伊國 をして 同 一 の 問に 答べ しめよ。 其 ダン テ とサバ ナロ ー ラ、 リエ ン 

ジと アル ノル ド、 ガリ バル ヂと ビクトル、 H ンマヌ H ル、 其 吾人の 仰 慕す る 熱誠の 士は、 無 學と壓 制 

のド に、 東洋 を繫 がんと 欲する 支那に 與 みする ものな らん や。 終に 吾人の 善良なる スラ ー ブ 的！： 人 を 

しで 此 問に 答へ しめよ、 其獄 刑の 嚴に 過ぐ るに 關 せす、 其 印刷 條 例の 寛なら ざる を 問 はす、 人類の 開 

明 は 其 偉大なる 建國 者の 精神なら す や。 彼 得 大帝の 露西亞 は. 升 人の 親友な り、、 亞細 •fo- の 文化 を 促さん 

とする 吾人、 今日の 行 爲に對 して 彼 は協贊 せざる を 得す。 然り、 字宙 をして 此 問題に 答へ しめよ、 造 

化 は 人類の 中數を 滿洲的 政治の 下に §^ー き、 支那 的 文明の 惰眠の 裡に 長く 之 を沈淪 せしめん とする かリ 

匈牙利の 愛國者 故 ルイ、 コス ー ト 曰へ る あり、 「余の 見る 1^ を 以てすれば 十九^ 紀のー 一大 英雄と は、 

獨のビ ス マ ー ク： かと 日 木 皇帝 陛下たり」 と。 彼が 此 一一 K を發 せし 所以の もの は、 .1:: 人の 尊 戴す る 皇帝 陛 

下が、 其 臣ドに 施せし 倬大の 事業に 止まらす して、 亞細 Hii の傥 兆が 將に その 餘澤に 浴 せんとし つ、 あ 

れば なり。 日本 は 東洋に 於け る 進歩主義の 戰士 なり。 故に 我と 進歩の 大敵た る 支那 帝國を 除く の 外、 

日 木の 勝利 をび li- まざる もの は、 宇 內萬邦 あるべき にあら す。 

吾人が 爱に 世界の 國 民に 向 ひて 吾人の 義を 明かに する. の 理由 は、 吾人 HI 前の 衝突に 於て、 彼等の 授助 

を 乞 はんが 爲 めにあら す。 吾人 は 此光榮 を 他の 國： ±： に分與 する を 欲せす、 吾人 は單獨 終極まで 戰 はん 

こと を 欲す。 今日 .吾 人の 欲する 所 は、 彼等の 推察 的 屮立を 以て 足れり。 今 は 日本が^ 界に盡 すの 時な 


り。 日本 已に 世界の 恩 澤を享 くる や 久し。 

. 五 "人 は 朝鮮 戰爭を 以て 義戰 たりと 論定せ り。 其 然る は戰 (サ局 を 結びて 後に 最も 明， H なるべし。 1^.-1 人 は 

貧困に 迫りし 吾人の 隣邦の 味方と なりたり。 其 物質的に 吾人 を 利す る 所な き は 勿論な り。 又 支那と 雖 

も、 壞滅は 吾人の 目的に あらす。 彼等 をして 吾人 流血の 價値を 贖 はし むれば 足れり。 吾人の 目的 は 支 

那を臂 醒す るに 在り、 其 天職 を 知らし むる にあり、 彼 をして 吾人と 協力して 東洋の 改革に 從 事せ しむ 

るに あ.^。 てせ 人 は 永久の 平和 を 目的と して 戰ふ ものな り。 ： 太よ 此義戰 に 幾る X 我 同胞の 士を憐 めよ。 

日本 國 成りて より 國民朱 だ 曾て 今日の 如き 高尙 なる 目的 を 以て 燃えす、 八/や 人 は 一 圑 となり "ふ 人の 

響 敵に 當 らんと 欲す。 

たと ひ 絞臺の 上に する も、 

たと ひ 戰陣の 頭に する も、 

死す るに 高尙 なる 場所 は、 

世 を 救 はんが 爲め 死す る 場所な り。  (『國 R 之 友』 九月 三 U: し 


世界 歷史 に徵 して 日 支の 關係を 論ず 

日 支 兩國の 關係は 新 文明 を 代表す る小國 が、 舊 文明 を 代表す る大 國に對 する 關係 なり。 人類の 進歩 S 
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史に 於て 此關係 を 有する ニ國 が相對 立して、 終に 衝突に ：4.i りし 實例は 一 にして 足らす。 歐洲 文明 を 代 

表する 小希獵 が、 亞細亞 文明 を 代表す る 大波 斯に對 せし、 共和主義 を 代表す る小羅 馬が、 豪族 主義 を 

代表す る？？ i タ ゴに對 せし、 新敎 主義 を 代表す る 小英國 が、 舊敎 中： を 代 ほす る大 西班牙に 對 せし、 

皆此關 係な りきつ 二者 併 立して 長く 平和 を 保ち 得べき にあら す。 舊は大 なる が 故に、 新 を 侮り、 小 は 

9  9  9  9*9 誊 9  , 着誊 OOOCOOOOOOOOOOO  O0OOOO0O0O  厶厶 厶厶厶 

新なる が 故に、 舊を賤 しむ。 二者の 衝突 は 免 かるべからざる 所、 正 流 逆流の 相 接する 處、 之 をして 平 

<1 厶厶么 厶厶厶 <dA  厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <3 厶 <3<:<厶丄<】<3厶  き 参鲁参 参き 鲁秦 

和に 經過 せしめん と 欲す、 是れ 宇宙の 大理に 反する もの、 歷史の 趨勢に 逆 ふ もの、 平和 を 愛して 進步 

參參 •  •  •  • き 

を 憎む ものな り。 

小べ が 職 は 大波 斯と 衝突せ り、 其 源 因 は實に 二者の 主義の 相 正反對 する にあり き。 一は^ 人的 權利を 重 

んじ、 自治 制度 を 施し、 雑駁の 中に 進歩 を 計らん とする にあり き。 他 は 人權を 蹂躪し、 郡縣 制度に 則 

り、 萬國を 同性 的 一 大體と 化し、 一 君主の 擅斷の 下に 世界 を其舊 態に 保存 せんとす るに ありき。 自由 

と壓 制、 冀 笔と囘 頼、 進取と 退 守、 歐洲 主義と 亞細亞 主義、 是 等の 反對性 は、 ^、  兩 國を以 一、」 代表 

せられたり。 二者の 兩立 はび- 1 むべ からざる 所、 一 の 存在 成長 は 他の 廢滅 短縮 を 意味せ り。 彼等 は 有 -i- 

ベから ざる 敵な.^。 波斯！ れ ざる 以上 は X 布臘の 膨脹 は 期す 町ら す。 X 布躐の 存在 を 允して 波斯 はぶ だ 4 

主義 を實 行せ ざる ものな り。 「我 汝を 殺し 得すん ば、 汝必す 我 を 殺さむ」 と は、 si、 波 兩！： が 相對せ 

し 時の 狀 なりき リ 

若し 二者の 大小 を 比較 せんか、 實に 牛と 鷄 との 比 絞な りき。 紀元前 五 百年 波斯 帝國最 盛の 時に 當 りて、 

其 廣袤は 二百 五十 萬 方哩に 達し、 殆ど 今日の！ M 大陸 全土に 勢鬆 たりき。 雪山の 西 斜而、 地中海の 東濱、 

北に は 裏 海、 黑海を 擁し、 南 は 紅海、 亞 拉比亞 海に 濱し、 時の 文明 國と稱 する もの は、 殆ど iji: 悉く 此 . 


揪 界王國 に吸牧 せられたり。 全 帝 國之を 二十 三省 (satrapy) に 分ち * 各省に 知事 (satrapj あり、 軍 

務總督 ありて、 直に 帝王の 屬隸 たり。 同性 的 一大 團體、 一様の 法律 は、 全 帝國を 支配し、 帝座 は 首府 

ス ー ザに 在りて、 億 萬の 生 靈の低 首遙拜 する 所たり き。 

之に 反して 希 臘は微 々たる 一 小 邦、 其 最大の 時に 於ても、 廣袤 我の 北海道に 過ぎし 事な し (波 斯帝國 

の 百 分の 一 )、 诲に 瀕し 山に 據り、 而も 邦 內區々 に 分裂し、 一 中央 權の之 を 統合す るな し。 之 を波斯 

帝國の 能く 統一す るに 比すれば、 二者の 隔絕實 に 物の 譬ふ べきな し。 希臘は 一 國と稱 せんより は、 寧 

ろ 主義 を 異にする 小國の 人種的 集合と 稱 する を 可とす。 分離せ る 小國を 以て 統一 せる 大國 に當 らんと 

欲す、 物の 數 より 論 するとき は、 勝敗の 決する 所、 巳に 明々 G 々たりし が 如し。 希 職の 長所 は gSf に 精 

神 的たり しのみ。 自由 を 重ん する の 念な り、 國を 愛する の 念な り、 强に當 るの 快な り、 大を 挫く の樂 

なり。 數と 量と を 以てせん 乎、 亞細亞 の 勝利 は 疑 ふべき にあら す。 精と 質と を 以てせん 乎、 冀 望は歐 

リ—" -0000000000000000  O000OO0OOO  0000000 

羅 巴に おせり。 希、 波 兩國の 衝突 は 肉と 靈 との 衝突な りし、 量と 質との 衝突な りし、 數と 術との 衝突 

0  0  C 

なりし。 

ニ國 相^ 脫 する こと 一 百有餘 年、 終に 雨國の 間に 介す る 小 亞細亜 半島.^^ TXIT の 擾亂を 以て 公然たる 

衝突 を 来たせり。 半島の 西海岸 九十 哩は希 職 民族の 占領 居住せ し 所、 希 臘本國 の 利益 は對 岸に 於け る 

波斯の 勢力 を 刪 滅 する にあり き。 故に 機 會の乘 すべき あらば、 小 亞細亞 半島 を 大帝 國の軛 より 脫 し、 

之に 自由 獨立を 供して 本國の 威力 を 張らん りこす るに ありき。 恰も好し ミ レ トス 反して 援を希 腿に 乞 ひ 

しかば、 雅典 H レ トリ ャは 直に 之に 應じ、 兵 を 半島に 送り、 イ刊 省の 首府 T,.pfr^, を 陪れし を 

以 て 有名なる 波 斯戰爭 は 起り たり。 
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波 斯帝淮 へらく、 希 腿 は琪々 たる 一 小國、 殊に 邦. 2： 分裂して 相敵對 す、 一 擊 以て 之 を- I- 服す るに 足る 

と。 彼 は 一 方に は 彼の 互 大に賴 み、 他方に は 敵國の 分裂に 賴 めり。 然れ ども 彼 は 恐怖な くして 戰端を 

1^ かざりし、 希臘 人の 智と 勇と を 知れり。 t に 一 小 邦 を 侵す に 大國の 全力 を 以てし、 ハの 一 械を投 

かん 爲 めに 二 fn: 萬の^ 兵を以 て せり。 大帝の 心情 實 に 察す るに 足る。 

波斯戰 (i^ は 紀元前 raKI: 九十 二 年に 始まり、 同 四百 ra: 十七 年に 終れり。 マ； ル InYlrTR の 率 ひし 第一 の 遠 

征： 束 は、 ァソス 岬角に 風波の 碎く 所と なり、 人力に 依らす して 天の 四方に 散亂 せられたり。 ダチス の 

率 ひし 十 萬の 陸兵 は マラ ソ ンの戰 場に りリ— め— ャデス の 旗下 一 萬の 稚典丘 〈より 殆ど 鏖 減の 敗 を 取れり。 

而 して ダリ ヤス 大帝 は 終生の 怨恨 を懷 きて^し、 ゼル キゼス 大帝 其 後 を 襲 ふや、 彼 は is- 代の 大志 を 綾 

ぎ、 希 縢の 全滅 を 以て 彼の 終生の 企圖 となせ り。 彼 は 萬 固に 徴 して 未曾有の 大兵 を 起せり、 歩兵  一 •K:: 

七 卜 _€、 騎八 萬、 車 一 一 萬 辆、 船 艦 一 千 一 一； C 艘、 海兵 冗 十 一 萬 七 干 六 人 (歴史家，， へ— 口 Jui, トスの 計算 

に 依る)、 1： だれ 三 萬 方哩に 足らざる 一 小 邦 征服の 爲 めに. 送られし 軍隊たり。 大帝 は 莊と大 と を 装うて 

y 布獵 人を嚇 さんと 欲し、 敵 兵 を 逮捕して 軍 中 を巡覽 せしめ、 放ち 歸 して 波斯 軍の 尊大 を希醺 人に 報ぜ 

しむ。 而 して 勝敗 を數と 量と に 卜せし 諸 邦 は、 (ザうて 款を 波斯に 通じ、 土塊 一 撮と 井水 一 杯 を 送りて 

服從 Q 意 を 表せり。 i や 欧洲 文明 は 危機 一 髮の問 £! 迫れり。 X 布 腿に して 服 せん 乎、 歐洲 文明 は 其 幼芽 

誊曹 きき， 誊 9， 零 999  9  9 誊， 9999999  000000000 つ OOOOOOOCOO 

の 時に 摘み 去られ、 人類の 進歩 は 全く 停止せ しならん" 此 時に 當 りて^ 界の新 精神 を彈丸 mi 子の 中に 

CC  OOOOOOOOOOOCOOOOOO  OOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOO 

守り、 蠻奴 をして 之 を 蹂躪せ しめ ざり しもの は、 人類 進歩 歷史に 於け る希臘 人の 大功と 云 はざる を 得 

.— 「ゾ ス ボン 卜 海峡 橫斷 せられ、 四 萬の 大兵. 蛇蟲の 如く、 マ X^T? の 原野 を掩 ひ、 ゼル キゼス 大帝 


の 黄金 座 を 擁しながら 徐々 として 南下す る や、 希臘 聯邦 會議は TT^ り， に 開かれ、 海陸の 指揮 はス パ"， 

ルタに 委ねられたり。 同一 の 敵に 對 して は、 異 主義 を 抱懐す る K 布獵 聯邦 も 全く 協同す るに 至れり。 ス" j 

COOOOCOOOCOOOOOC 

パ ルタ雅 典と 合して 勇 は 智に加 へられたり。  j 

大軍 マリヤ 灣 頭に 達し、 一 群の 防禦 軍の 道 を 要する を 見たり。 使 を 遣して 武器の 引渡 を 要求 すれば、 一 

彼等 は 言 ふ、 r 戰 ふて 之 を 取れ」 と。 波斯 軍の 矢鎮齊 しく 放っとき は、 瑪密 日光 を 遮ぎ るに 至る と吿ー 

ぐる もの あれば、 希 職人 は 曰 ふ 「然 らば 我等 は淸 涼の 中に 戰ふを 得べ し」 と。 レオー 1 ダス 彼の 手兵 二 一 一 

百 を 以て 波 斯の大 軍 を セル モ ベリ— 1- の峽 道に 迎へ、 希臘 兵の 眞價 値を證 してより、 雅典 之が 爲 めに 姆 

ひ、 スパルタ 之が 爲 めに 激し、 勝敗の 決する 所 巳に 定まれり。  一 

大軍 南下して 雅典城 を 毀ち、 猶 進みて" へ— 口 サスを 侵さん とする や、 同盟軍 は 之 を T^T^ 峽 地に 1 

迎へ、 サ ラミスの 海戰に 於て 敵の 艦隊 を破碎 してより、 大帝 足 を 敵地に 留 むる 能 はす、 一 將を 留めて. 

敵に 當 らしめ、 自身 は遁れ て、 ス ー ザの 宮殿に 歸れ り。 後一 年 を 經てプ ラテャ の 大戰に 於て 波 斯軍は j 

再び 起つ 能 はざる に 至り、 X 布 臘軍は 進みて 敵地 を 侵し、 ミ カレ ー の 诲戰に 殘餘の 敵 艦 を 海底に 沈め、 ： 

以て 波斯軍 をして 再び 歐 土に 寇し能 は ざら しめたり。  一 

OOCOCOOO  OCCOOOOOOOOOOOOOCC  oooooooooooo  0  0  0  0  - 

波 斯戰爭 の 結 5^ は、 數と 量と に對 する 精と 質との 勝利な りし、 肉に 對 する 靈の 勝利な りし、 禽獸 力に 

oooooo〇oc-co  c-cooc-(ioo〇oc-ooooocc*-)ooc  o  G  c  o  D  o  o  o  c  G 

對 する 人智の 勝利な りし、 小希臘 勝ちて 智と 勇と は 世界 を 支配す るに 至れり。 大波 斯， 敗れて 人類 は禽： 

獸 力に 信用 を 置かざる に 至，^ り。 希臘の 勝利 は 人類 進歩の 爲 めの 必要たり き。 波斯の 敗北 は 進 步歷史 一 

の 要求す る 所な り。 希躐は 進歩 歷史の 趨勢に 拘 ひて 勝ち、 波斯は 之に 逆 ひて 敗れたり。 軍の 勝敗 は此； 

歷 史的 機運に 乘 する にあり。 大兵 怖る i に 足らす、 武器の 精 良 亦 深く 恃む ベから す、 進歩 を 促す もの 一 

一 
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000  0000000000  ©  ®  ®  ®  ® 

は 勝ち、 之を妨 ぐる もの は 敗る、 鑑みるべし。 

希臘 民族の 精と 勇と を 導く に、 セ ミス， H ク— レ スの知 E と ァリ— スゃ， V デスの 正 ありて、 全勝に y 佢獵の 有に 

OOOOOOOOOOOOOOOOC  0000  0  0000  00000000  0 

せり。 而 して 希 職の 隆盛 は 實に此 苦戰の 後に ありき、 夫の X 布臘 文明と 稱し、 歐を 化し 米 を 度し、 二 

O000O0OO00O0  0000000000000  〇coooo〇o〇ooooooo ゥゥ 

千 五 百 年後の 今日に 至る も、 尙ほ 吾人の 思想 を 導く もの は、 實に波 斯戰爭 の 好結果と して 彼 土に 興り 

しもの なり。 カリス.^ デスの 正と 直と は、 十數 年の-おき 聯邦の 協同 一致 を 保持し、 .^irx, 彼の 後 を 

承け、 地中海の 東濱、 黑 海の 全岸、 希 職人の 威光 は 行き渡りて、 其 制度と 文物と は廣 く^ 3^ を 化する 

に 至れり。 尊ぎ てべ— ル クリスの 黄金時代 となり、 彼の 神 來の技 を 揮 ひ、 波斯 5a- の 遺し 去 

りし 黄銅 を 以て 女神 の 像 を 鏡 り、 彼女の 金鋅 高く 聳えて， ス —一 r 刊ム岬 頭の 暗 を 照し、 長く 城 此；？ の 

巔に 立ちて、 蠻 奴の 入寇 を 除く るが 如し。 「パン セ オン」 成りて 國神 悉く ー莊 殿の 中に 祠ら れ、 雅典 

此 時より 「祌 市」 の 名 を 以て 聞 ゆ。 叫ー ス キラ， ス、 —>T フホ， V レ— ス 出で 悲劇 を 以て 新 希 職の 冀 ば- A と 理想 

と を 演じ、 へ ロド トス 始めて 國史を S 、し、 哲理 的に 波 斯戰爭 の 成 行 を 叙し、 以て 希臘 民族の； 大職 を：： 小 

せり。 雄 辯 術 起り、 哲學榮 え、 斯 民の 潜勢力 は 波 斯戰爭 を經て 一 時に 發芽 せり。 大を ，4 き 一。 ふ，^ & 

COOOOOOOOOOO  000000000000000000 

其 眞價値 を知覺 する に 至る。 希 臘の發 達 は實に 大波 斯の 破碎を 要せり. - 

余擎は 羅馬對 カルタゴに 就きて、 英國對 西班牙に 就きて、 長々 しく 讀者を 煩 はさ るべ し。 只 一大 敎 

訓の是 等 衝突より 學 ぶべき あり。 卽ち新 理想が 其實 5^ を 結ぶ は、 必す先 づ大强 力に 勝ちて、 而 して 後 

にある 事是 なり。 恰も 天斯 人に 大任 を 下さん とする や、 必す先 づ其心 志を勞 せし むる が 如し。 

ゴ の大强 力に 當り、 之 を 力.， -r^l の 大戰に 破りて、 羅馬 共和 國は 始めて 其 世界 征服の 途に 就けり。 W: 班 

牙の 大 艦隊 を 海 峽に纖 して、 英國は 始めて 海 王た るの 资格を 得たり。 舊文明 は 大國の 保護す る 所と な 


り、 新 文明 は 小國の 發達傳 布す る 所と なる は、 歷 史の恆 例なる が 如し。 而 して 二者 衝突して 小 勝ち 大 i 

敗る. -も、 亦 歷史の 常 則たり と 謂 はざる ベから す。  - 

余鞏は 常に 惟へ らく、 日本 は 東洋の 希 縢たり と。 其 大陸に 對 する 地理 學 上の 位置 は、 余輩の 曾て 論ぜ- 

し 所、  (『地理 學考』 第 九 章 參考、 本 全集 第一 卷 『初期の 著作 上』 六 三 頁 0 以下 參照： 編者)、 而 して 雨： 族 一 

氣 質の 酷 だ 相似た る、 其 美に 敏 くして 義に 感じ 易き、 其 結合 心に 乏しき も、 外敵の 橫行 を肯ぜ ざる、 一 

日本 を稱 して、 十九 世紀の K 布臘 となす は 甚だ 當然 なりと 信す るな り。 而 して 余輩の 觀る所 を 以てすれ 一 

ば、 吾人 は實 に此冀 びギ： の 位置に 立つ ものな り、 我に 大 理想 ある も 之を實 行し 能 はざる 所以の もの は、 

、：、：、、、-*;  ,  ,  •  ,  $  ,  •  ,  ,  9  9  9  ©03®  S  S  3  3  ©  (：)  0  3  (ふ ©  e  S  (ふ G  ©  0  3  ©  ©  3  ® 

我 未だ 發達的 試 鍊を經 過せ ざれば なり。 我の 黄金時代 は舊 文明 を 代表す る 大國と 衝突し、 之に 打ち勝 

ちて 後に あり。 余攀は 流血 を 好む ものに あらす、 然れ ども 若し 人類の 幸福 を增進 せんが 爲 めに、 此血ー 

路を 通過せ ざる を 得すと たらば、 余輩 は 攝理の 聲に聽 かざる を 好ます。  _ 

余輩 は歷 史家と して 曰 ふ、 日 支の 街 突 は 避く ベから す。 而 して 二者 衝突して 日本の 勝利 は、 人類 全體一 

の 利益に して 世界 進歩の 必要な りと。 日本に して 敗れん 乎、 東洋に 於け る 個人的 發達は 妨^せられ、 

自治 制度 は廢 滅に歸 し、 美術 は 失せ、 文運 は 魔し、 亞細亞 的 舊態は 長く 東洋 五 億の 生靈を 迷夢の 裡にー 

： ： .  oooo^ooocoooco  00000000  0  0  0  0  0  0  0  ooooooi 

保持 せんとす。 日本の 勝利 は歷史 の保證 する 所、 人類 進歩の 促す 所、 攝理の 約す る 所、 億兆の 望む 所 

なり。 

此冀 望の 位置に 立ち、 此冀 望の 時に 際し、 吾人： E/ 、か 禱路 すべ けんや。 吾人 は 利 慾の 爲 めに 爭 はんと 

する にあら す、 吾人の 天職 を 全 ふせんた め、 吾人の 潜勢力 を發揚 せんた め、 吾人の 眞價爐 を知覺 せん！ 

OOOOOOOOOOCOOOOOOO  OOOCOOOO ゥ ocooo  - 

ため 而 して 隣邦 五 億の 生 靈を救 ひ 出さん ため、 新 文明 を 東洋 全體に 施さん ため、 余輩 は此義 戰に從 i 
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事 せんこと を 欲する ものな り。 吾人の 目的 i 豆 一 朝鮮の 獨立を 保つ に 止まらん や。 

歷 史家へ &ド トス， 曰く、 

高尙 なる： 男氣を 以て 吾人の 掛念 する 災害の 半に 陷 るの 危險を 冒す は、 卑怯なる 無頓着 を 以て 恐怖 

の 中に 平安 を 求む るに 優る 

と。 今や 國 民が 其光榮 時代に 進入 せんとす るに 當 りて、 多少の 災害 は 免れざる 所、 之 を 怖れて 逵巡事 

に當ら すん ば、 國運 何れの 時 を 待ちて か 問 けん。 歷 史家 は 曰 ふ r ミ. = ^タヤ デス 波 斯軍を マ- rN; ソンの 原 

野に 破りて 歐洲 文明の 基礎 を 定め、 亞細" 亞的 弊政の 延蔓を 防止せ り」 と。 吾人が 東洋-? { 明の 基礎.. ぐ if- ■ 

め、 支那 的 弊政の 延蔓を pi の 時 は、 蓋し 遠き にユ がらざる べし。 

然れ ども 兵 は國の 大事に して 支那 は大國 なり、 吾人 此 大任に 當 らんと す、 宜しく 愼肅 警戒すべき なり 0 

吾人に 「七 年 戰爭」 に 於け る フレデリック 大王の 決心 あらしめ よ。 彼 は 曰く、 

我 邦 內鋏を 肩に し 得べき 一 人の 男子と、 砲を曳 くに 堪 ふる 一 疋の 馬の 存 する 問 は、 此戰爭 は繼糗 

せらる ベ し 

と。 單 に商賫 的^ 光 を 以て 吾人 目前の 大 衝突に 處 せんとす る もの は、 此 任と 榮 とに 與 かり 得ざる もの 

なり。 

波斯 大軍國 境に 臨み、 國家累 卵の 危 きに 迫る や、 雅 典の 翁 人、 希臘 の愛國 者、 ア，. ^ス タイ デス は 彼の 

圃 人に 告げて 曰く、 

何れの 日に 於け る も、 吾人 は 私怨 を 去りて 國に纖 すべきな り、 殊に 今日 此 時に 際して は、 國 人の 

競审 は、 其國 家に 盡 すの 多少に ありて 他に あるべ からす 


と. - 政黨 的^ 操此 時に 去るべし、 宗敎的 爭鬪此 時に 忘るべし。 吾人 は 犠牲の 多寡 を 以て 爭 はん、 勇 

OCOOOOOOOCOOCOOCCOOOOOCCOOO 

の 比例 を 以て 競 はん、 今 は實に 何人が 最も 多く 日本 を 愛する 乎 を 試む るの 時代な り。 

鳴 呼 我等の 內 智謀 セ ミス— トク レスの 如き は あらざる 乎、 嚴正 ァリ— スタ イデスの 如き は あらざる 乎、 勇 

敢 レオ 一一 ダスの 如き は あらざる 乎、 西： t 二 干 五 百年 前の 歷史 ゃ將に 東亞に 於て 重 一 化せられん とす。 

OOOOOOOOC  o〇ooooc〇o〇o〇 

西亞は 光榮に 終れり、 東亞 は 恥 を 千載に 遣す 勿れ。  (不詳) 


日 淸戰爭 の 目的 如何 


日淸戰 爭宣吿 せられて 勝 肷の歸 する 1^. は、 巳に 定まれり、 之 を 兵の 精 銳に徵 する も、 之を國 民の 意嚮 

に 質す も、 之 を 宇 內の氣 運に 問 ふ も、 之 を 歷史の 趨勢に 照す も、 日本の 勝利 は 疑 ふべき にあら す。 余 

輩の 之 を 云 ふ は 余輩の 愛國的 偏執に 依る にあら すして、 公平た る歷 史的 観察と、 靜 寂なる 哲學 的默考 

とが、 斯く云 はしむ る 事 を 余輩に 許す たり。 

故に 戰 場に 於け る 勝敗 は、 余輩の 配慮に あらす。 配 .ii は 戰爭の 結 菜 に^する なり。 遼東を 蹂躪して 而 

して 後 如何、 北京 を 占領して 而 して 後 如何。 言 を換へ て 言 は 我等 は 支那 を 如何すべき や。 是れ 問題 

中の 問題な り。 此最要 問題が 決せられす して、 我等の 流血に 目的な きが 如し、 我等の 方針に 着點 なき 

が 如し、 我等の 外交 政略に 名分な きが 如し。 余輩の 考察 亦 全く 無益なら ざるべし。 
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日 淸戰爭 の RI 的 如何。 此 問題に 關し 余輩に 供せられ し 答案 は、 要するに 左の 三 項に 過ぎざる べし Q 

一 、 朝鮮の 獨立を 確 {疋 する にあり リ 

二、 支那 を 懲戒し * 之 をして 再び 頭 を 擡げ 得 ざら しむる にあり。 

コー、 文化 を 東洋に 施き、 長く 其 平和 を 計る にあり。 

1 、 朝鮮 獨 立の 確定 を 以て 日浩戰 (学の 目的と 見做す もの は、 幸に 我 邦人 中 少數を 占む るの み。 其 直接 

原 闪 の此に 基き しが 故に、 朝鮮に 確固たる 獨立を 供 すれば、 吾人の 事 は 足れり と 3 心 ふ 人 は、 僅に 東洋 

問题の 皮相 を舰ふ ものにして、 以て 其 目的と する 朝鮮の 獨立だ も 供す る こと 能 はすして 媳む ものな り Q 

此說 たる 一 時の 經齊的 恐慌 を 慄れ、 或は 歐洲が 終に 吾人の 東洋 政略に 干涉 せんこと を 慮り、 一 日 も 早 

く 罷戰の 實を擧 げんと 欲する 射利 的 自屈的 偷安的 人士の 中に のみ 行 はる i 說 にして、 深く 余 紫の 注意 

を價 せざる の說 なり。 余 筆 は 我 邦人の 透察 已に斯 の 如き 皮相 見の 上に 達する に 至りし を 甚だ 喜ぶ もの 

たり〕 

二、 朝 の 獨立は 懲戒 を 支那に 加へ て而 して 後に 就る ベ し と は 、 1：：； 成 の 大 多數を い：： む る 議論た る が 如 

し-" 論者の 一一 一一 口 ふ 所 を 聞けば、 支那 を 倒す は 朝鮮 を 立つ るの 途 にして、 支那の 勢力 衰 ふるに あら ざれば 

朝鮮の 保安 は 計る ベから す。 而 して 隣邦 獨 立の 妨害^と して、 東洋 進歩の 纏： 欧 として 支那 を砟く は、 

If^E: 人 今日 遠征の 目的な りと。 余 Saf は 論者の 壯 圖を欣 ぶ。 與國の 民焉ん ぞ斯の 如きの 意氣 たから ざらん 

や。 支那に 大打擊 を 加 ふるの 必要 (特に n 本人の を 以て) は 余 3^ も 充分に 認 むる 所な り。 余 楚は我 

が 軍隊が 此 事に 關 して は、 些少の 遠慮と 遣 漏な からん こと を 欲す。 彼の 懲罰 を 要する は 天人 共に 許す 

所。 吾人 は£ ^の劍 を 以て 彼れ 積年の 罪惡を 問 はんと 欲す。 す 计 人の 外征に 加 刑 的の 性 ある こと は、 - 


人 何人も 疑 はざる 所な り。  一 

然れ ども 余輩 は 論者に 問 はんと 欲す、 支那の 討 滅は實 に 吾人の 目的なる 敷と。 吾人 は 支 i を 滅^と，^, 

と 欲する か、 將た叉 支那 を 救 はんと 欲する か、 支那 を 倒さん と 欲する か、 支那 を 起さん と 欲する か、 

OOOOCOCOOOO  OOOOOOOCOOOO 

支那 を 殺さん と 欲する か、 支那 を 活かさん と 欲する か。 若し 戰爭の RI 的 は 必す敵 を 殺す にあり とする 

もの あらん か、 余輩 は 是れ其 直接の 目的に して 終局の 目的たら ざる こと を辯ぜ ざるべ からす。 余輩 は 一 

oooooocooo〇〇〇ooo  OOOOOOOOOOOCOOOOOOC 

尙ほ問 はんと 欲す、 朝鮮の 獨立は 支那の 廢 類より 來 るか、 日本の 興起と 安全と は 支那の 衰弱より 望む 一 

000  OOOOOOOOOOCOOOOOOO 

べき か、 東洋の 平和 は 支那の 滅亡より 生す るかと。  ,  一 

支那の 興廢は 東洋の 安危に 大關係 ある は、 吾人の 言 を 要せす して 明たり。 東洋 若し 東洋と して 宇： に 一 

§ ^步. ^んと 欲すれば、 支那 &獨立 は n 本の 獨立， ^均しく 必要な り。 余輩 は 吾人 目下の 大敏 たる 支那 人 一 

に 就きて、 斯く言 ふこと を 甚だ 好ま ざれ ども、 支 * 人 は 吾人の 隣人に しで、 吾人の 彼に 於け る は、 歐ー 

米 人に 於け るより-も 親且密 なる 事 を 吾人 は 須臾 も 忘るべからざる なり。 支那の 安危 は 吾人の 安危に し. 

て、 支那 ，5 額に 歸 して 其 禍の 吾人に 及ばざる はたし。 支那 を 驚して 而 して 後日 本 立つべし と 信す る 人.. 

は、 宇內の 大勢に 最も 暗き 者と 稱 せざる 可から す。 東洋の 平和 は 支那 を 起す より 来る。 朝鮮の 獨立、 一 

日本の 進歩、 共に 支那 勃興 (眞 正) の 結果と して 来るべき ものな り。 

試に 惟へ、 吾人が 朝鮮 政治に 干涉 する や、 吾人 は 自衛の 一 手段と して 此處 置に 出で たり、 c: く 若し 朝 

鮮 にして 其 獨立を 失すれば、 日本の 獨立亦 保す ベから すと。 今 同一 の 論法 を 以て 之 を 支那に 適用し 見 

よ、 日本の 獨立は 朝鮮の 獨立を 要する が 如く、 朝鮮の 獨立は 亦 支那の 獨立を 要す、 支那 斃れて 其 餘響ー 

の 底に 日本に 及ぶ は、 理の 最も 睹易 きものな り。 故に 吾人の 利益 は、 朝鮮の 獨立を 計る に 止まらす し； 
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て、 亦 支那の 獨 立を畫 する にあり。 

余輩 は 故に 云 ふ、 東洋の 平和と 安全と を 支那の 廢 減に 求む る もの は、 自 欺の 最も 甚だしき ものな りと， > 

支那 衰 へて 歐洲の 之に 乘ぜ ざる はなし。 歐洲 支那 を 有して 朝鮮の 獨立は {仝ー 百の み。 支那の 肷壞に 吾人 

の隆與を^11-むは、 恰も 骨肉の 貧に 依りて 吾人の 富を增 さんと する が 如き ものたり。 吾人 外征の 目的 若 

し 支那の 討诚 にあら ば、 光榮 反りて 悲惨の 基た らんこと を 權 る。 

三、 由り て觀る 支那 討滅 論は迂 の 最も 甚だしき ものなる 事 を。 是れ 吾人の 目的 を 達せん と 欲して、 

反て 之 を 破る の 論な り。 吾人の 目的 は 文化 を 東洋に 敷き、 永く 其 平和と 進歩と を 計る にあり。 而 して 

東洋の 平和 は 支那 を 活かす より 來る。 是れ實 に 日 淸戰爭 の 大目 的なら す や。 

敵國の 屈辱 若し 戰爭の 目的に あらす とすれば、 戰 ふの 要は 何處 にある や。 敵 人の 利 を 計りて 戰ふ もの 

は、 古今 未だ 其 例 を 見す。 若し 支那の 安全と 隆昌と を 欲する たらば、 何故に 直に 師を還 さ る。 汝穸 

想 を 語る を 止めよ と。 是れ 蓋し 余攀 の反對 論者が 余 擎に向 ひて 言 はんと 欲する 所なる べし。 

余輩 は 斯く答 ふ、 余！^ は 外科 醫が截 斷器を 以て 病體 治療に 從事 する 時の 念 を 以て 淸國に 臨む ものにし 

て、 强盜が 刀 を 提げて 富家 を 俊す 時の 心 を 以てせす。 余 葷 は 活かさん が爲 めに 截 たんと 欲する ものに 

して、 殺さん が爲 めに 刺す ものに あらす。 若し 釗療を 今日 支那に 施す は、 之 を 死に 至らし むる の灌れ 

ありと 言 ふ もの あれば、 余挈は 之に 答へ て 云 ふ、 彼の 活路 は單に 彼れ の 隣人なる 日本が 彼に 割 斷的治 
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療を 施す にあり て 彼 を 今日の 腐敗の 儘に 放任す るの 危險 は、 吾人が 一 刀 を 彼に 加 ふるよりも 大 なり 

と。 而 して 彼の 死 は 東洋の 死 を 意味し、 彼の 壞亂 は^ 細 亞の廢 亡 を 招く かま .^^ii、 あ c んは生 〔ど^ぃ、 

否な 國を 賭して i 大業に 從蔡 せし 也。 


言 を 止めよ、 仁愛に 基く 戰爭 に勇粲 なしと。 世界に 歷史 有りて より 勇敢 未だ 曾て ク I  ロム .CJ^l ル  1 と 彼の 

鐵甲 軍の 如き は あら じ。 而 して 彼等の 男氣 は、 全く 彼等 博愛の 眞 情に 基け り。 者 を 愛憐す る 彼等の 

誠實 が、 惡 人に 對 する 烈. の 憤怒と 化せし なり。 瑞典王 ガス タ バス、 ァ ドルフ ハスと 彼の 二 萬の 親 兵 

とが、 隣邦 救援の 爲 めに 赴き、 終に 維也納 政 "吋-をして 暴威 を獨逸 國に逞 うする こと 能 は ざら しめし も 

のに、 單に 彼等の 公憤に 依る にあら すして 何ぞ や。 淸兵は 支那 國其 物の 公敵と して 殲 すべし、 文明の 

障礙 物と して 排^すべし、 勇 氣此に 基く にあら ざれば、 吾人の 勇， 氣は畏 る.^ に 足らす。 利ハ- 妃の爲 めに 

戰ふ もの は 雇 兵な り。 愛の 爲 めに 戰ふ もの、 是れ のみ 3 呉 正の 勇者な り。 我の 討淸 軍に 此 至高 至大の 

氣な から ざらん や" 

日本の 利 は 支那 を 抉け 起す にあり とすれば、 吾人の 支那に 對 する は、 朝鮮に 對す るが 如くなら ざるべ 

からす、 卽ち其 弊政 を 愛 革し、 之 をして 儼然たる 東洋の ー國 民たら しむる にあり。 

吾人 は 半島 政府より 闇愚 暴虐 野 蠻の徒 を驅逐 せし が 如く、 大陸 政」 肘より 常に 世界の 進歩に 杭して、 亞_ 

細 亞的壓 制と 醜 俗と を 永遠にまで 維持 せんと 欲する 蒙昧 頑愚の 徒 を 排除せ ざるべ からす、 然り 若し 淸 

朝に し r」、 到抵 文明 的 政治 を 支那 全土に 施す.^ 得すん ば、 吾人 は 之 を 幾し、 之に 代 ふるに 人道と 開明 

とに 基く 新 政府 を 以てする も 可な り、 吾人が 閔 族の 横行 を 憎みて 朝鮮 國其物 を 庇 保せ しが 如く、 淸朝 

の 愚者 を惡 むと 同時に、 支那 其 物を憐 まざる ベから す、 吾人 は 支那 其 物と 戰ふ にあら すして、 其 吾人 

の 同胞 ュ 1 窘迫 する、 其 文, の 光輝 を 吾人の 同き に 供せ ざる、 其 亞細亞 的 虐政の 下に 同胞 四 惊人を 永久 

の 幽暗 に 置かん と 欲す る 北京 政府と 戰 ふ なり。 

然り 吾人 は 亞細亞 の 救 主として、 此の 戰 場に 臨む ものたり、 吾人 は旣に 半ば 朝鮮 を 救へ り。 是れ より 
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滿洲 支那 を 救 ひ、 南の 方 安 南、 退 『維に 及び、 終に 印度の 聖地 をして 歐 人の 覊 粋より 脫 せしめ、 以て 始 

,  I  -  Z  ゥ 9  0  (】 0  0  f>  0 つ 0  0  0  0  0 ゥ 0  C  0  0  0  0  0 ゥ c  0  0  0  0  0  0 

めて 吾人の 目的 は 達せし なり、 東洋の 啓 導 を 以て 自ら 任す る 日本 國の冀 望 は、 葱嶺以 束の 獨立报 起よ 

り 小なる 能 はす、 軟弱 支那の 如き を 困 i おせしめ、 其衰顏 より 吾人の 名譽と 富強と を 致さん と 欲す. 余 

輩 は 論者の 聖 望に 乏しき を惜 まざる を 得す。 

寳際的 達 眼 を 以て 自ら 任す る 余輩の 批評家 は 云 はん、 是れ 詩人 的 理想と して は 甚だ 贊 すべし、 然ゎど 

も 實際的 方針と して 嗤 ふに 堪 へたり と、 彼れ 批評家 は 歐洲諸 强國の 政略が 悉く 優勝 劣， 胶 主義に 基くな 

見て、  輩の 提 する 仁愛 的 政略 を 非難す る ものな り。 彼 は 日本 も 英ゃ怫 や 露に 傚 ひ、 彼等の 東洋 俊 略 

主義に 則り 五 II 人の 權カ を擴强 せよ と 云 ふ ものな り、 彼 は 君子 國の 日本に 生れて、 他の 時に 於て は 常に 

禽獸國 を 以て 評する 歐米 諸國 に、 此 時に 於て は 傚 ふべ しと 吾人に 勸 むる ものな り、 彼 は 朝鮮 國に關 し 

てに、 世界に 向 ひて 義戰を 宣言しながら、 支那に 關 して は 掠奪 主義 を 自白す る ものたり、 ォ ー、 批評 

家よ、 余輩 若し 「日本 君子 國」 なる 汝の 言 は、 汝の確 念より 出づ るに あらす して、 汝が外 敎攻擊 の 

際、 汝の 言語 を 飾らん が爲 めの 一時の 假說 なりと する も、 汝はロ を 開く ベから す、 若し 世界が 汝の揚 

言す る義戰 たる もの を 以て 汝の虛 託に 出づ ると なし、 汝の 目的 は 矢 張 朝鮮 掠奪に ありと する も、 汝は 

OOCOCOCOOOOOCOOOGCCO  こ 0  二  - JOOOOOOOO 

何 を 以て 答 へんと する や、 君子 國の尺 は M 處迄も 君子たら ざるべ からす、 義戰は 何處迄 も義戰 たら ざ 

るべ からす、 利 を 目的と する 君子、 權柄を 目的と する 義戰、 余輩 は 其 何物た る 乎 を 解す るに ii:!^ だ闲し 

むな り。 

99^9  9  000000  0  000  COO0O00O0  0000000000 

嗚呼 理想なる 哉、 理想た る 哉、 仁愛 的大 理想た くして、 大國 民の 起り し 例 は、 未だ. 曾て あらざる なり Q 

ra: 圍の蠻 土に 希臘的 t 明 を 布かん と 欲する.， ヘリ タリ，. スの 理想が、 彼の 雅典 共和 國を 造れり。 世界の 


凡ての 國民を 公道の 下に 支配 せんと 欲する 羅馬 人の 理想が、 不朽の 名譽を 以て 歷史 に傳 へらる、 彼等 

の 大帝 國を 造れり、 世界に 於け る 新敎國 の戰士 となり、 之 を 天主 敎國の 迷信 暴虐より 救 ひ 出さん と 欲 

する クロム ゥ H ルの 理想が、 彼の 大英 國 を 造れり、 令 や 日本 國は 世界の 大國： ^たらん と 欲す。 是に大 

-'' ' >  . 00 ゥ o〇oooooooooo〇oooocoooo  9  9 嘗誊眷 看， 

想た から ざらん 乎、 然り 吾人の 理想 は亞細 亞に獨 立と 文化 を 供 せんとす るに あり、 朝鮮半島 は 吾人 

の 慈悲心 を充 たす に 足らす。 滿洲 政府の 下に 迷 ふ 黄河 楊子 江の 水域に 住する 四 億の 民な り。 南嵛 以南 

に國を 建つ る 孱 弱 半ば 巳に 屬隸國 の 悲運に 沈む 可憐の 安 南暹羅 なり。 而 して 喜 馬刺亞 脈の 南に 在り、 

曾て 吾人に 怫敎を 供し、 世界 文化の 淵源な りし も、 今 は歐 奴の 制を受 くる 二 億 四千 萬の 可愛の 同胞、 

是等は 皆 悉く 吾人の 推察と 敎 導と を 要する もの、 東洋の 平和 は 彼等 總 ての 振起 獨 立より 来る。 彼等の 

一が 他國の 屬諫 國 たる は、 吾人の 威 嚴を滅 する ものな り。 彼等 は 吾人の 援助 を^み て 止ます。 風來山 

人に 東洋人の 冀望を 謳へ り。 

さしの ぼる 朝日の 本の 光より 

高麗 もろこし も 春 をし るらん 

支那 を 救 はんとす るが 日 淸戰爭 の 目的な りと せば、 此戰爭 に 於て 吾人 Q 取るべき 方針 は 最も 簡單 にし 

て 最も 明瞭な り。 

1、 吾ん は 北京 政府 をして、 吾人の 眞 意の 存 する 所 を 知らし むる こと を勉 むべ し (戰 ひつ ， ある 問 も、 

縱令 彼等が 悔悟す るの 望 は 今 は殆ん どなき にもせ よ)、 是れ少 くと も 彼等が 吾人に 抗 する 名義 を 滅却 

する の效カ あり。 

二、 吾人 は 宜しく 支那 國 民に 向 ひて、 北京 政府 今日の 醜 狀を訴 へ、 其 政略た る 悉く 自己 を 利す るに 在 
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りて、 支那 國の 安福 を 計る にあらざる を 示し、 十九 世紀の 今日 若し 國家を 擧げて 之 を 其 軟弱 爲 すなき 

の 手に 委ね 置く は、 亡國の 悲運 を 招く の途 たる を 論し、 彼等 支那 人 をして、 大に 自ら 省みる 所 あらし 

むべ し、 而 して 吾人の 敎 示に 因る か、 或は 時機の 危 運に 迫りて、 若し 彼等の 內に淸 朝に 代りて、 進歩 

的 政略 を 以て、 支那 を 開明の 域に 導く に 足るべき 新 王朝の 起る あらば、 吾人 は 喜びて 其 輔弼と なり、 

^も 朝鮮に 於て 支那 黨を 驅逐 して、 開化 黨に 政權を 撮らし めしが 如く、 支那に 於ても 北京の 頌 おお： を. 

拂 除して、 支那 開化 黨の 振興 を 封 巾 助し、 何 處迄も 支那の autonomy  (自治) を 促すべき なり。 

三、 吾人 は 文明 諸 國に向 ひ、 充分に 吾人の 志 を 明かに し、 吾人 自ら 此戰爭 より 自利 的 結 を^まざる. 

が 如く、 諸 强國も 亦 輓近露 土 戰爭に 於け るが 如く、 交 戰國の 流血より 中立 國の 强大を 致す が 如き 事な 

からしむべし、 否な 吾人の 目的 は、 全く 敵 國の愛 革 改造に あれば、 諸 强國は 吾人の 志望 を贊 し、 平和 

的 手段 を 以て、 吾人の 爲 さんと 欲する 所 を 抉け、 淸廷に 促して 革命的 大 改革 を實行 せしめ、 t 右し 之 を 

爲す能 はすん ば 德義的 强迫を 以て 淸 朝の 政 描 を 進歩的 新政 "肘に 讓 らしむべし。 

公明正大 天地に 恥ぢ ざる 吾人の 此聖 望に して、 諸 强國の 承認す る 所と なり、 吾人の 目的 を 莨 徹せし む 

る 方針に 依りて、 日淸 問に 仲裁 を 試みん と 欲する もの あらん 乎、 吾人 は必 すし も 全く 之 を 謝絶す る を- 

要せす、 要は 支那 を覺醒 する にあり、 武を 以て 之を爲 すに 至りし は 巳む を 得ざる に 出で しなり、 或る 

論者の 如く 屈辱 を 支那に 加 ふる を 以て、 我 出師の 目的と なし、 打擊 彼れ 頭を瘙 ぐる 能 はざる に 至ら ざ 

れば、 我事 已 ますと 爲 すが 如き は、 我に 雅量の 缺乏を 示し、 我 を 目す るに 敵國の 弱に 乘 じて、 我 9, 

慾 を 計る ものと する もの ある も、 我 は 之に 答 ふるの ー百 なし、 仲裁 は 慎むべし、 然れ ども 絕對 的に 担 絶 

わる，^. 2vf、 我に 透明なる 宏遠の 目的 ある ありて、 小成 的の 仲裁 を納 るの 危險 あるな く、 亦 我の 大成 


を扶 くる 爲め 公義より 來る 仲裁 を 却く るの 頑 を 要せす、 仁愛の 道 は 最善の 政略な り、 嚴と寬 と は 適宜 一 
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の 比例に 自ら 其 ：2： に 含有す る あり、 已に 朝鮮の 獨立を 扶助して、 吾人の 大義 今 は 宇 內に洽 し、 敵 國玄. j 

那を救 ふに 至りて、 吾人の 餘德は 世界 を 化せん、 誰か 云 ふ 仇 恨 は 大和民族の 特性な りと、 吾人の 武 

は、 大 慈より 来るな り、 望み 見る 旭日 旌 旗が 北京 城 上に 飜 へる 時 は、 新紀元が 喑黑 世界 を 照す 時に し 一 

て、 日本 國が 起ちし より、 歷史は 新 方向 を 取り、 劣者 は 優者の 爲 めに 亡びす、 敗者 は 勝者に 依りて 立 

たむ。  一 

天の 命 ありて 日本 始めて、  . 

靑 海原より 起ちし 時、  一 

その 特職 なれば とて、  」 

守護の 神 は 讚へ て 曰く、  _ 

日本 國ょ 東に 霸 たれ、  .. 

日本人 は 鐘 2 を 挫か じ。  (『國 民 之 友』 十月 三 曰) 一 


志 賀重昂 氏 著 『日本 風景 論』 


六合 雜誌 記者 は此 書の 批評 を 以て 余輩に 囑 せらる、 此 近世の 名著 作、 何ぞ 特別に 爱に 余輩の 賞 讚 を 要 
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せんや、 今 を 去る 半 百年 前、 英 のジョ ン、 ラスキ ンが 自然 畫の 泰斗 ジ ヨセフ、 タ l+T^ の 技工に 刺 動 

を 受けて、 彼の 有名なる 「近世の 畫ェ」 (Modem  paintcrH) をず はして より、 文明 世界 は 始めて： 一;^ 

を 自然に 讀 むの 眼 を 開かれたり、 日本 風景 論 を 讀んで 余輩 は 著者に 「日本の ラ ス キ ン」 なる 名 稱を呈 

する こと を吝 ます、 彼 は我國 特産の 松 を 叙して 曰く 

松柏 科 植物 は 然らす (櫻に 比して) 獨り隆 冬 を 終て 凋衰 せざる のみなら す 其の 轟々 たる 幹 は； 大を 

銜き 上に 數干 釣の 重量 ある 枝葉 を負擔 しながら 孤高 烈風 を 凌ぎて 扶持 自ら 守り 節操 离邁廠 々たる 

他 植物に 超絶す るが 上に 其 態度 を 一 看せば 幾何 學 的に 加うるに 美術的 を 調和す る 所 誰れ か 品^の 

髙稚 なる を嘆ぜ ざらん 想う 松柏の 矗々 天 を 衝くは 本性たり 而 かも 其 根 を 託する の 土壤ゃ 少量に 四 

圍の 境遇 も 亦 逆な らん か 假令其 幹 をして 天を衝 かしむ る 能 はざる も 豪氣竟 に 屈せす 斷岸絕 壁 石.. 1 

楼警の 上と 雖も猶 ほ 且つ 根 を 硬 着し 幹 や 枝 や 葉 や 四時 克く勁 風に 杭し 他の 生 平 艷を競 ひ媚を nv- せ 

る 軟弱の 植物 は 枯死し 盡 くす も 獨り堅 執して 以て 生存し 而 して 會々 斧 を 以て 斬 伐せられ んか些 の 

未練 を 遣すな くして 昂然 斃る i 所 他の 花木の 企つべき にあら す眞に 日本人の 性情の 一 標準と なす 

に 足れり、 

是れ ラ ス キ ン 最善 の 記事と 比較し 得 ベ きもの 、 余輩 は 爱にラ 氏 の 靑 苦に 對 する 考察 を擧げ む、 

*■  .Li("UOJl.s  :iud  mossos, — li<>\v  (>f  these  ？  inoek  rl.o.-ltllrcs  ！  —  the  th.st  mcl.cv  :t llie  earth, 

veiling,  with  t-rusto(l  Hoft-ness  its  diutless  l.(-..kH ;  (Teatm.os  full <>f llit-v  (-OVSLiug-  witli 

st.ranKe  pun-  tou(l3-  uollclu-  tlio  scalT, 一  1 (lis- ス ra<s こ f  ruiu,  layiu".  二- iet  hllg.er  :u  the 

tremlbling  stcnes  to  <}each  them  l.est.  ****** 


*《 And  as  tho  CJll.ths  first  m(T(.-y,  so  thoy  :ll.e  its  last で： ift  to  us.  *■  *  * 

Tls  woods,  the  TblcyHomw,  tls  gift-l>oarii ヨ- gl.aHiseH,  Imvo  done  ^^w^^^.  parts  fcr  a  time, Imt 

tnese  do  sel.vice  for  e.vel..  Tree  fcl-  tlio  l>l】ildel.-s  yard—Hewers  for  the  Ibricte 一 s  (.hamlber 1 

corn  for  the  f^Tftnary — moss  fcr  the  grave. 

"Yet  as  ill  (me  w>nsc  the  llulubloxt,  iii Jluctl-T  th3,  :ud  tlu3  mcst  J ミ ucul.od  CI  the 

earth-cliildren ;  unfading  :_,s  lusimK-ss,  th(！  wt 二 .m  fl-H-s  tlloln-  Jn.ct  Hun  tho  aurumu  wastes 

not.  strong-  in  lowliness,  thev  W^O^^^SM-  ^-^p-^-^-^  iu  il(-;lt  ll:r  i>iuc  iu  Il.cst.  Tc  thoju-  fsiow- 

Ilng.el.ed,  constjlnx-hea-l.ted-  ls  elltl-ustea  the ン vcilvln^  CI  tlj-c  darlc, な tel.llill  t-ilpesu.les  cf  the 

Iiills  ;  to  them,  Hlcw-poncillcHl,  iris 上 I ved,  tlie  t2lruT  frjlmijlg-  of  th ョ r  21  二 less  iluaf^erv. 

sumiiior  dims  :ll  tho  P;lrcll21  iiieadow 115  ^^M.CC^^F^.  cf  its  ccwslip, i gcid  f2;  abo 一. e,  Jlmcng 

tho  mountains,  the  Bllvcl-  liclieii-spots  l.eHr,  x^-s-^^^^^.  on  tlie  stone  ；  and  the  ^atllel.lng-  ol-illlf^e- 

Mtjliu  upcu  the  edge  CM  yondei*  westcl.n  peak 1- ゥ fuK.-ts  tho  sunsots  ot  a  thous;ul.(l  vefll.s. 

是は櫻 花？^ 燈 たる 東 土の 作、 ^ は 煙霧 陰 たる 西土の 感、 余輩 は 我 ルの此 好 詩人 を 産す ハリ あり， て 人生 

の 樂觀的 半面 を 歌 はしめ し を 喜ぶ。 
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國粹 保； 論の 提起 者 志 賀氏は 純粹の 日本人な り、 彼は此 東洋の 彩 花 島內に 於て 世界の 凡ての 美なる も 

の を 見るな り、 目下 吾人の 饕 敵なる 支那 本土に 對 する 彼の 敵 憤 心の 如何に 激烈なる よ、 彼 は 曰へ り、 

支那の 如き 北方 は 一 面 第 四 I 期 地騷に 係り 平々 たる 水成岩 延緣 する こと 無慮 四 萬 二 千 方里 (日本 

全面 積の 一 倍 七强) 所謂 「黄土」 と稱し 黄河の 濁 江汪々 として 其 問に 曲折し 注ぎて 黄海に 人り 滿 

眸皆 黄色 克く 一  山 一 峯の此 際に 聲起 する ものな く 其 風 色の^ 一  同様なる 眞 個に 行 客 を 倦 殺せし む 

と 況んゃ 若し 夫れ 北風 直に 蒙古より 到る や 千里 之 を遮斷 する ものな く 所謂 「黄 風北來 P 、：； ^惡」 (李 

夢 陽) 黄塵 紛々 戶 障に 人り 木 葉 を蔽ひ 田園に 累り 泉水 亦 黄 濁 殺風景の 極を盡 くす是 れ 支那 詩人の 

動もすれば 「黄塵 萬 丈」 の 語 を 爲す所 因敢て 日本の 如き 火山岩 國の淨 山 澄 水の 問に 使用す ベから 

ざる： の 語 蓋し 「野 曠天低 日 欲 西、 北風 吹雪 雁行 低、 黄河 古道 行人 少、 一 片 寒沙沒 馬蹄」 0^ 降) 是 

れ資に 支那 北方の 景象を 描きて 餘蕴 なきもの、 

イブ セ ンの諾 威グン li テの 伊太利 共に 日本に 劣る 數等、 r 浩々 たる 造化 其の 大工の 極 を 吾が 日本に 鍾む」 

と、 余！^ は 彼の 此霄に 杭して 再び 不敬 人の 賊名 を 蒙らん こと を權 る、 然れど 著者 自身 も 一一； 一 II へり フ陇き 

は 人の 情なり 誰か 吾 鄕の拘 美 を 謂 は ざらん」 と、 哲學 者スぺ ンサ ー, をして 曰 はし めん 乎、 是れ patri- 

otic wias  (愛國 偏)  なり、  布哇の 小島に キロ ー ヮ あり、 米に ョセ ミテ  1、 一一 ャガラ あり、 諾 に 口 フホデ 

ンノ トレ 4 ソ ー あり、 マ i クホ， V の宏壯 なる 亦た バ ィ— ロン I、  ¥T ^ッヂ の 心 琴を燈 つに 足れり、 旅行者 

は 曰 ふ ：5i 拉比亞 の 砂漠 其 物が 絶大 絶妙なる 天工な りと、 

エホバの 道 は 旋風に あり 

雲 は 其 足の 塵埃な り 


との 如き 壯句 は渺々 千里に 涉る彼 地に 於ての み發 十/? こ.，.^ 一ん、 日本 は 美な り、 園藝 的に 美な り、 公閬 

き 4 美な り、 然れど 吾人 をして 他 洲に讓 る 所 あらしめ よ、 ァヲ I スタ より モンテロ， 'サを 見る の 像、 ダ 

1 チン ルンより ヱべ レスト 山 をび I- むの 觀、 卽ち 偉大なる 美、 是れ 日本 風景の 缺乏 ならす や、 我國 の！ i 

IfD-^f か^ はしむ る ものたり (細工に 過ぎて)、 人 を 高む るの 美、 卽 ち自： Is 上に 昇らし むる の 美 は 

吾 人 は 汎く之 を 萬 阈に求 め ざるべ からす、 余輩 は 信す 志賀氏 の 之 を 言 は ざり し は 彼の 文學的 技術の 然 

らしめ し 所な らんと、 然れ ども 余輩の 爱に之 を 言 ふ は 批評 〈豕 としての 義務たら ん、 愛國心 上騰の 八， 日 

に 方て 比 非 國家的 の 言 を發す 批評 {1 の 任 亦 難い か な。  (『六 合 雑誌』 卜 二月 十五 


明治 二十 八 年 二 八 九 五 年) 

精神的 敎育 と は 何 ぞ 

敎育 13 に 精神的 事業たり、 然るに 殊更に 之に 精神的なる 形容詞 を 加 ふ、 是れ 自我の 宗敎 を眞宗 又は： 止 

かと 稱す るの 類、 世が 愚昧に して 正邪 を 顧 倒す るに あら ざれば、 之を唱 ふる 者の 自足 自尊 を 示す もの 

斯の 如き 熟語が 世に 現 はる X に 至りし は、 11 家の 爲め 決して 賀 すべき 事に あらす- リ 

明治 二十 八 年 C1 八 九 五 年)  二！" 一 
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一 

何 を か 精神的 敎 育と 謂 ふ。  一 

學 生に ia- 縛 的 禮拜堂 出席 を 命じ * バイブル 敎育を 課し、 凡ての 手段 を 以て 荐 りに 彼等に 改宗 を勸 め、 一 

以て 精神的 敎育 となす もの は、 重 もに 外 國敎師 の 助力に 由り て 成りし 我國に 於け る 基督 敎的 諸學 校な 一 

我國 固有の 道德を 養成す ると 稱 して、 支那の 聖人の 書 を 講じ、 和漢 古代の 忠臣 孝子の 事跡 を 誦し、 愛一 

國心 を發揚 すると 稱 して、 頻りに 我國の 美を贊 して 外國を 卑下し、 以て 精神的 敎育 となす もの は、 國 

家 主義 を 以て 世に 誇る 我國 今日 数多の 學校 なり。 

然れ ども、 バイブル 敎育必 すし も 精神的 敎 育なら す、 世界 精神の 經 典なる バイブル も、 之 を學科 的に 

義務的に 壓制 的に 强 ひて、 全く 其 利と W と を 失する に 至る、 自由の 領土に のみ 德性 あり、 精神 を 束縛 一 

的に 吹 入 せんと 欲する もの は、 , 問廷の 制度 を 以て 宗敎 を强 ひし 古代の 天 4 敎 徒の 類の み、 故に 往々 ： 

にして 精神的 敎ずを 以て 自任す る 基督 敎的學 校に して、 最も 非 精神的、 最も 無氣カ 的、 最も 屈辱的た ， 

るに 至る 事 ある は、 余輩の 層々 目擊 する 所な り、 義に 勇なる に 勝りて 禮拜 堂の 出席 は 賞美せられ、 正 一 

直なる に 勝りて 聖書の 字句 的 暗誦 は 重んぜられ、 軟弱 能く 外人の 鼻息 を 伺 ひ 得て、 彼等の 老婆 的 意氣ー 

に投 する を 以て 善人な りと 稱 せられ、 熱心 家と 崇められ、 聖書の 敎 訓を寶 行せ ざる も、 常に 出、、 つるに „ 

聖經 一冊 を 小脇に 挾み、 語る に 聖語を 引用し、 寢 るに 聖書に 枕し、 亦 時には 小 牧師の 樣を 演じ、 ^人 一 

に 向 ひて 彼等の 愚 想を說 けば、 精神的 教育の 目的 は 達せられし 事と なす、 ，：11 欺の 極， 誤 護の 極、 宜な 

るかな 我國 人の 本能 は、 能く 是等 基督 敎學 校の 拙と 劣と を觀 破し、 其 職員の 高識 なる に關 せす、 其敎 I 

具の 整備す るに 關 せす、 世の有^！ーま问潔の士にして、 来りて こ i に學ぶ もの は 年に 減少す るの 徵 ある は。 


宣敎師 の 目的 は、 宗 敎傳播 にあり、 其敎育 事業に 從事 する は、 宗敎傳 播を扶 けんが 爲 なり、 此 目的 を 

以て 敎 育に 從 事す る 巳に 非 精神的な り、 彼等の 敎育 事業の 擧 がらざる は宜 なり、 彼等 は 精神的 敎 育の 

名を藉 りて、 彼等の 宗敎的 敎育を 施さん と 欲する ものたり、 之 を 宗教と 稱 せす して 精神と 謂 ふ、 彼等 

は 社會を 欺かん と 欲する か、 將た 社會の 忌避 を 懼れて 此雙關 的 名 稱を用 ひし か、 精神的 敎 育の 語、 今 

は 世人の 戲語 となりて 存す、 其 此惑を 起さし めしもの は、 何人 か 最も 與 かりて 力 ある ぞ。 

宗敎 家の 非 精神的 敎 育に 對 して、 國家敎 育 者の 狹量 機械的なる あり、 二者 全く 其發 表する 主義 を 異に 

する もの、 前者が 博愛 を唱 ふるに 反して、 後者 は 愛國を 以て 誇り、 前者が 柔和 を 求 むれば 後者 は剛强 

を 貴び、 前者の 昔樂 會に對 して 後者の 劍舞會 あり、 前者 讚美歌 を 奏して 後者 は 軍歌 を 叫ぶ、 前者 は國 

民敎 育が 養德を 欠きし 時に 興りし もの、 後者 は 國.； M 思想の 顔錢を 憤りて 起ちし もの、 二者 共に 反動の 

子怜， i-ir か、、 其 外觀を 全く 異にする に關 せす、 其 本質に 於て は 相 類似す る 所 甚だ 多し。 

束縛 的の 支那の 論語 教育 を 課し、 機械的に 忠臣 孝子の 傳を 暗誦せ しめ、 兵隊 的に 敵 懷心を 喚起し、 以 

て 東洋の 君子 を 作り出さん とする、 是れ 今日 我 國に稱 する 國家敎 育の 思想たり、 故に 國 自慢 は 愛國心 

として 信ぜられ、 儀式 的 服 從者は 忠臣 孝子と して 譽め 立てら る、 十九 世紀の 今日、 延 喜の 菅公、 延元 

の 正 成 を 其 儘 模範と する にあれば、 古 哲の心 は 解せられ すして 其 言行 は 傚 ふに 難し、 此 種の 敎 育亦宗 

か的敎 育に 類して、 偽善者 養成に 最も 屈强 たる 機關 なり、 そ は 二者 共に 外より 內を抑 へんと し、 無 K 

の 膨帳カ を 有する 心靈 を、 人爲的 模型の 內に壓 嵌 せんと 勉 むる もの たれば なり、 ジョン、 スチュ 1- ヮ 

1 ト、 ミル 曰く、  . 

內 部の 確信に 基く 道德 が、 外部の 標準に 訴 ふる 道 德に對 する 爭鬪 は、 進步 的道德 が、 停滞 的道德 
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に對 する 爭鬪 にして、 是れ實 に 道 ^ と 理論と が、 時流の 意見と 俗習と に對 する 爭鬪 なり" 

と、 是れを 希伯來 人の 聖書に する も、 是を 支那 人の 經書 にす る も、 道 德の檫 準 を 五： 人の 確 1^ 以外に 取 

0  0  0000  0  00  OCOOOOO 

る は、 停滯的 道義な り、 媚俗的 倫理な り。 

3： を か 精神的 敎 育と 謂 ふ。 

精神に 充ち 盈ちた る 敎師が 學を授 くる 是れ 精神的 敎育 なり、 精 祌は感 すべく して 學び 得べ からざる も 

の、 是を學 科 的に 授けん と 欲す、 是れ 古来より 今日に 至る 迄、 精神の美と 善と を 知りて 之 を 己に 有せ 

ざる 敎育 家が 常に 取り 来りし 方法な り、 1  フ —rFr^ の 理化學 は 精神的な りしたり、 リッテルの 地理 矶チ 

は 精神的な りしたり、 .1.^ ガ— シの 動物 學は 精神的な りしな り、 彼等が 精神的 敎科書 を 川 ひしにから すレ 

0  00000000000000  oooooooooooo  譬条0 翁き 9^ きき 

て、 彼等 自身が 精神的な りしが 故に、 精神的 敎育は I 仃 はれし なり、 敎師 精神に 缺 乏して， 聖經畫 夜の 

•  •  0  き 900鲁0き4«0暴099鲁9參  A 厶  <1厶<  厶厶 A  <3 厶厶  <"<1<"*1<1<3<1<-<1 0  $ 

鋪讀 も、 以て 其 功 t お-を ー學 童に 及ぼす 能 はす、 敎師 精神に 盈ちて、 木石に 聲 あり 山河に 心 あり、 彼に 

接する は 精祌を 感受す る 事に して、 彼れ 在りて 精神的 敎育 あり、 彼 去りて 萬卷の 聖書と 神皇 正統 記い 

太平 記と は、 一聖 人と ー愛國 者と を 造る 能 はす、 「生 は 生 を 生む」 て ふ 生物 學 上の 單 原理 は 亦 敎宵上 

の 常 則な り、 精神 精神 を 生む、 余輩 は 此單元 明に 過ぎる の 一事が、 未だ 充分に 敎育 者の 腦裡に 透徹せ 

ざる を 見て、 常に 驚愕に 堪 へざる なり。 

抑 々精神的 敎 育の 誤解た る や、 精祌其 物の 誤解より 來れ り、 精神と は必 すし も 悲歌慷慨 大言壯 語して 

吾人の 感情に のみ 訴 ふる を 謂 はす、 精神と は 物の 靈 なり、 則ち 宇宙 を繁 ぐ^ 氣 なり、 則ち 物理 (phys- 

ical Inw)  として 物質 界に現 はれ、 生 (：Lifo) として 動植物に 働き、 道と して 靈 なる 人 を 支配す る も 

Q なり 、 卽ち 詩人 ゥォ ー ズゥォ ルスの 所謂 


A  -spirit  ^^s^^  impels 

A.11  ^^^c^^^^^^^.  tlung.8,  nil  ol)Je(-r こ f  all  thou お】 ir  i 

たり。 而 して 吾人の 心 志、 此 宇宙の 大氣に 接して 吾人の 思惟 は 萬 物と 和し、 吾人の 行爲は 自然に 洽ひ、 

乾坤 我を扶 けて、 我 は 天地と 共に 働く に 至る、 祈：： 學者 カントの 所謂 r 汝 の行爲 をして 宇宙の 運行と 和！ 

合せし めよ」 との 言 は、 此意を 謂 ひしに 外なら す、 故に 物理 學を 學现 的に 1^ 究 する 亦 精神的たり、 精一 

密に 正直に 動植物の 特性 を 探る 亦 均しく 精神的な り、 歷 史を學 ぶに 事實を 重んじ、 傳說 口碑 を 輕んす 

る、 亦：！： じく 精神的な り、 精神的た るに 正直た るたり、 正義に なる たり、 眞 1；: に たるたり、 ぼハ 两 

li たん 条 遜た る大膽 たる、 か を 以て、 {^^宙萬物に對するを謂ふたり、 卽ち 物に 據 りて 物の 理を 究め、 物， 

999999999999999  coooooooooo  ODOOCOOOCOOOO  0  0  C 

の爲 めに 物 を 究めざる を 謂 ふたり、 之 を 精神的 敎 育と 謂 ふ は、 外形的 虚式に 反して 謂 ふなり、 利 慾 的， 

意嚮に 反して 謂 ふたり、 凡て 醜なる もの、 凡て 粗なる もの、 凡て 陋 なる もの、 凡て 卑 なる もの、 凡て 

不實 なること、 凡て 浮虚 なること、 皆 悉く 非 精神的たり、 敎 師の不 深切なる、 學 生の 傲惰 たる、 學事 

の擧 がらざる、 研究の 進まざる、 皆 悉く 非 精神的な り、 精神的 敎ず ならん 力、 卽ち • 止 莨なる 敎 育たり- 

余輩の 精神的 敎育を 解す る斯の 如し。  aa 民 之 友， n  ^ 
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農夫 亞麼士 の 言 


余輩の 今 玆に譯 出し、 之に 余輩の 註 譯を附 し、 以て 讀 者の 一 讀を乞 はんと 欲する 所の もの は、 今人 

今 世の 作に あらす、 著者 は 自ら 稱 して 「テコアの 牧者の 一人なる 亞 麼士」 なりと 曰 ふ。 テ.^ コ， ァは西 

方 亞細亞 の 一 小 邦 。叫，： T ス  1?T の 首府 TITTT? を 距る南 十 里に 在る 一 小 村な り、 著者の 時代 は r 猶 

太亞王 ウジ ァの世 以西 羅 耳王ャ ラベ アム，. の 世」 なりと あれば、 紀元前 八 百年 頃に して、 今 を 距るこ 

と 凡そ 二 千 七 百年、 我 神武 天皇 紀元より 尙ほ 二百 年 前の 昔たり、 故に 此 著作に して 今 世 今時の 時事 

に 一 の 關係を 有する たく、 之を揭 載す る雜 誌に して、 發行 停止の 厄 運に 遭遇す るの 危險 なき は 勿論 

なり、 否な 常に 新に 媚び 舊を 疎ん する 「國民 之 友」 雜 誌が、 其揭 載を肯 する や 否や は、 尙ほ 余！ S の 

疑問に, す、 譯者は 政治 嫌 ひ, 一人な り、 彼は好^^的精神を以てのみ、 この舊記の編^^を試みしな 

り、 若し 其內に 多少の 隱語 の存 する あれば、 是れ 1^ 者の 憶 察 レり來 りし 者なる べし、 請 者 心して 之 

を讀 まれよ。 

作者 は先づ 冒頭 左の 美嚴 なる 詩歌 的 語調 を 以て、 彼の 憂慮 を 述べたり、 

エホバ ジ カンより 號び、 

エル サ レ T より 聲を 出した ま ふ。 


牧者の 牧場 は哀 げき、 

カルメ ルの 讚は枯 る。 

之 を 思想の 發達を 以て 誇る 十九 世紀の 日本人の 語調 を 以て 言 はん 乎， 卽ち 左の 如くなる べし。 

{5. 宙の 法則と 眞理 と： &、 吾人の 心理に 訴 へて 曰 ふ、 悲哀 は 吾人の 邦土に 范 めり、 芙蓉の 巔に 妖霎； 

0 〇 0 

現 はる。 

彼 先 づ此悲 聲を發 して 然る 後、 近隣 諸 邦の 未 來を豫 言せ り。 

余輩の 前に 述べし が 如く、 猶太 亞は 南方 亞細亞 の 一 小 邦に して、 農夫 亞麼士 の 時代に 於て は、 稍： 其 ■ 

極 盛の 時 を 過ぎたり しも、 猶ほ 時の 文明 國中 第二 等と は 下ら ざり し國 なりき。 西南に の 富 國を控 

へ、 東北に pt: 「ンリ べぃの 强國 ありて、 兩 者の 間に 介して、 其 國民的 獨立を 維持 せんとす る は、 決して 

容易なる 業に あら ざり しなり、 猶ぉ Si に 境して 北に； r^,;Mh あり、 其 首府 グマス コは 西方 亞細亞 の樂園 

と稱 し、 王者の 常に 垂涎せ し 所な り、 東に アン モン、 モ アブの 二 小 邦 あり、 共に 其 民の 兇 St を 以て 聞 

ゆ、 南に エドム あり、 其旅隊 貿易の 衝路に 當るを 以て、 永く 殷富 を 以て 響け り、 西南に ペリ シテ あり、 

西亞の 農産 國と稱 す、 東北 地中海に 濱 する 所をフ — ヒ： r シ ャ と なす、 其， ッ 叫と， 51^1^" と は 太古-せ 界の貿 

易國 なり、 以上 は 西方 亞細亞 の邦國 にして 其獨 立と 威嚴と は、 常に ナイル、 ュ ー フラット、 兩 河の 岸に 

建設され し 貪婪 國 よりの 危險に 接し、 一歩 國是を 誤 まれば、 其 蠶食を 免 かれざる の 運命に 立てり G 

. ^コアの 農夫 は、 此危險 を 知れり、 故に 彼は默 する に 忍び ざり き、 彼 は スリャ 人の 罪を唱 へて 曰へ り、 

「彼等 は 鐵の打 禾車を 以て ギレアデ を 打てり」 と。 卽ち敵 國の民 を 遇する に殘 忍なる を 憤り、 其 天罰 

として r ス I リ. h の 民 は 捕 へられて キル (アツ シ リャ) に 行かん」 と 曰へ り、 彼 は 又 Y 叫！^, 一， 1^ 人の 罪惡. 
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- 初期の 文 ffi 

を數 へて 曰 ふ、 「彼等 は 俘囚を 

として、 彼 は此國 民の 運命 を唱 

して 遣 跡な きに 至るべし とたり 

を 忘れたり」 と、 依りて ッ リ、 

結ち •  irol に 怒りて 人 を 害し、 長 

ギレアデ (隣邦〕 の 孕める 婦人 

し」 の 故 を 以て 詰問され、 三國 

故 を 以て、 長く 其 國運を 全うす 

農夫の 言 は： に 一 の 註解 を 要す 

は 人心 腐敗の 結果に して、 國^_ 

るに 四肢 分 斷の刑 を 以てし、 支 

政の 亂、 贵 族の 驕恣、 奸惡橫 

OOOOOCOOOO 

からす、 西方 亞細亞 に 於て 然り 

農夫 10; 麼士は 熱心 燃 ゆるが 如き 

非す して、 彼の特愛の生國な^^? 

人 は、 東方 亞細亞 に 於け る 今日 

に 常に 劣等 人種の 念 慮 を 以 て し 

虞な しと、 彼等 は 常に 隣邦の 腐 


二  e: 一，、 

て 敵 國俘囚 虐待の 罰. 

し」 と、 卽 ち其國 全滅 

は 兄弟 (友邦) の 契約 

に 其 「全く 憐 偶の を 

「其國 境を廣 めんと て 

の 骨 を燒き 灰と なせ 

s> 多く は 其殘 忍の 

あら ざり しなり、 殘：^ 

に 於て 官其 政敵 を 罰す 

する に 至りし は、 其內 

て、 其 減」」 の 機運 は 遠 


積惡を 矯めん が爲 めに. 

に 於け る 昔時の 猶太 

誇り、 異邦の 尺 を 3- る 

も 我 岡の 危殆に，： S るの 

0  .h しむる 所と たせり ハ 


彼等の 政治 (豕と 新聞記者と は、 異口同音 筆 を 揃へ て 自國の 仁と 義とを i し、 他國の 暴い 虐， と い、 

0  0  0  C  c-ooooooooooooooof>  oooooooo〇oo〇  ooooooooo 

然れ ども 亞麼士 は 農夫に して 新聞記者に あらす、 彼は眞 面目に して 正直な り、 彼 は 天道の 斯 民に 優 

にして 彼 民に 酷なる を 信す る 能 はす、 ス リャ、 モ アブ |,、 叫れ— 7 の 族 は 不德の 故 を 以て 滅亡に 歸す るの 

△ 厶厶厶 <3<1 厶 A*1<1 厶厶 AA<3<3 厶  <1<AAA  <"厶 A 厶厶 △<"△△<"△ 厶厶<1  0©  (シ 

徵 あり、 猶太 亞 若し 其 內に非 倫 非理の 行 爲を藏 する あれば、 亦 同一 の 運命 を 免が る i 能 はす、 天に 特. 

愛の 民 あるな し、 猶太 亞 若し 改め すん ば、 亦 敗壞を 免れざる べしと、 彼 は 語 を 綾け て n: へり、 

猶太 に： 二の 罪 あり m の 罪 あれば、 我 (神) 必す之 を 罰して 赦 さじ、 

と、 而 して 其 罪と して 算へ 立てられし 者 は、 隣邦 異邦人の 罪と 全く 質 を 異にし、 殘 兇暴、 狼惡て 

ふ.^ き 外部に 現 はる >- 罪過に あらす して、 多く は是れ 人心の 密 輿に 藏 せらる、 道德 的心靈 的罪惡 なり 

气 

汝等は エホバの 法 を 輕んじ 

その 法度 を 守らす、 

德義 地に 落ち 信義 跡 を 絶ちし を 言 ふ。 

汝等は 義者を 金の ために 賣り、 

貧者 を鞋 一 足の ために 寶る、 

！! i 媚 とせ 言と は、 廣く社 會に行 はれ、 貧者 は 土塊 視せ ら.； r 金銀 は 正義に 勝りて り ぁリ" 

父子 共に 一 人の 女子に 行き 我 聖名を 汚す、 

寶淫は 盛に 行 はれて 人 は 簾 恥 を 忘る。 

預 言 者 に 命じて 預 言す る.^ れと 赏 . ^  、 

明治 二十 八 年 ( 一 八 九 五 年)  二 四 九 


初期 Q 文章  二 五 ◦ 

若し 義人 ありて 公然 自國の 弊を唱 ふるもの あれば、 治安 妨害と か、 愛國 心の 缺乏 とか 稱 して 其 ロを鎮 

す。 

彼等 は誡 しむる 者を惡 み、  - 

正直 を 言 ふ 者 を 忌み嫌 ふ、 

隣邦の 弊 は 言 ふ ベ し、 我 國の弊 は 語る ベ からすと。 

汝等は 貧しき 者 を ふみつけ、 

贐物を 之より 取る、 

ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 

か は 義者を 虐げ 賄赂を 取る、  、 、 

^^s^^^^.^.  ^：^？，骨血を絞るの類、 御用商人の 蕃殖、 媚俗的 才子の 立身。 

oocoooo〇o〇co 

是 故に 今の 時 は 賢き 者默す 

是惡 しき 時 なれば なり、  。 。 0  。 

義 者と 賢人と 眞 面目なる 人と は、 沈默を 守らざる ベから す、 彼 口 を 開けば、 ヽ 、ヽ、 ヽ、、 是實 に惡- 

0  0  0 〇 C- 

しき 時たり。 

而 して 世に 稱 する 紳士 紳商の 生活の 狀は 如何へ 

OOCOOOOOOOOOOOOOC 

彼等 は 災禍の 日 を 以て 尙ほ 遠し となし- 

ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽ、 

自ら 象牙の 牀に 臥し 


寢臺の 上に 身 を 仲し 

群の 中より 羔羊を 取り、  ； 

琴の 音に 合せて 歌ひ噪 ぎ、 

0  0  c 〇 0  C  0  0  0  、 

大杯 を 以て 酒を飮 み、 

最も 貴き 膏 (今の 香水) を 身に 塗り、 

ヨセフ (國 民) の 艱難 を 憂へ ざるな り 、   ： 

彼等 は 叉 「鑿 の 家 を 建つ」 と 謂 ふ、 西方 亞細亞 に 於ても 然る 乎、 紀元前 九 百年の 昔に 於ても 然 りし 

や 

以上 は 特種の 歷史と 國體と を 以て 誇る， 猶太 亞國 民の 罪過な り、 暴虐 表面に 表 はる \ に 非 ざれ ども、 內 

に陰險 にして 不實 なり、 其 習 は 優、 其 俗は雅 なりと 雖も、 民 淫行 を 愛して 薄情たり、 賄赂 盛に 行 はれ- 

賢者 口 を 閉ぢ、 上流 社 會の人 は 口に 正義と 愛國 とを唱 へ、 貧者 を 虐待げ、 淫 佚に 耽る、 モ アブ、 ァモ 

ン ま S きない、 STSS" き ^や 天道 は 素是れ 公明正大、 I は 何れの 形 を 

取る も、 正義の 祌は假 借せ ざるべし。 

是れ 農夫 亞麼士 の 論法なる が 如し、 故に 彼 は 語を續 けて 自國の 運命 を 歎じて 曰く、 

敵 ありて 此國を 攻め 園み 

其 權カを 取り 下さん、 

ヽ ヽヽヽ ヽヽヽ ヽヽヽ 

我 (神) 叉 冬の 家 (紳士 紳商の 冬 別莊) 及び 夏の 家 (夏の 別莊) を 打たん、 
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象牙の， il^ 亡び 十、 たる 家 失せん、 

叉 

彼 (祌) は 诚亡を 忽然 強者に 臨まし む、 

滅亡 終に 城に 臨む、 

神罰の 目的物 は 重に r 强者」 卽ち 貧者の 膏血 を 絞る 富豪 家な り。 

よ 至らん とす、 

ル時我 (神) 饑饉 を此 6! におく らん、 

OOOOOOOOCOO  〇ooco  0  0  C 

n だ li 。ハ ンの 乏しき に 非す、 水の 渴 くに 非す、 エホバ の 言 を聽く 事の, 謹な り。 

彼等 は 海より 海と さまよ ひ 歩き、 

北より 柬と奔 り 廻りて、 ェ ホバ の Iw を 求ん ん、 

00000000000 

然れ ども 之 を 得ざる べし。 

如： E たる 幾 g ぞ、 「エホバ Q 一一 H」 と は 直言な り、 明，：： なる眞 理 たり (今日 我 國に稱 する 耶蘇 敎と 12 視. 

する 勿れ)、 1： 人 悉く 「ォべ ッカ」 使 ひと 化して 一 人の 直言 眞理 を： is る ものな し、 眞理の 饑饉、 賢人 

の 饑饉、 ！：. おの 災害、 實に 之より 大 たる はたし、 鳴 呼 一人. よ、 願く は 吾人に 此餒饉 を 下す 勿れ" 

ネ  * 

農夫亞 麼士 は豫言 者な り、 然れ ども 彼 は 宿命論者に あらす、 彼 は 猶太 亞の 積弊 を责 め、 其 恐るべき 緒 

果を豫 一一 一一 口せ り、 然れ ども、 彼 は 未だ 此國を 以て 全く 救 ふべ からざる ものと なさす、 彼に 救濟^ あり， 

改^^^；？^めり、 簡短 にして 明， n なり。   


正道 を 水の 如く、 

正義 を盡 きざる 河の.^,  く 流れし めよ、 

彼 は外國 同盟 を 語らす、 内閣 變更 を說 かす、 1; 描の 淵源 は 民の 道德 にあり、 國 まの 救」 湾 は 公議の 施行 

にあり-〕 

汝等善 を 求めよ、 惡を 求め ざ，，，/ 然 らば 汝等 生くべし、 

軍 濫を智 す も 益 ii なし、 海防 を 厳に する も 力 弱し、 先づ善 (英語の J?csl) を 求めよ、 信義 を 厚 ふせ 

0  0  0  0  0  0  C  C  0000000000000000  0  0  0  0  0  0  0  one  0  0  0  ^  0  C 

よ、 貧民 を 1 育せ よ、 誠實 にして 眞 面目なる 敎育を 施せよ、 稅率を 公平に せよ 而 して 凡ての 手段 を 

00000000000000  A 厶 <3<"  <3»^<3<：  9  •  9  9  9  ^  A  ^  ^ 

以て 國 民の 淚と _s 苦と を 拭へ よ、 r 惡を 求め ざれ」、 i:用商人を4^^けょ ォ ペッカ 使 ひ を 退治せ よ 

.1  がきお fill を 改めよ、 牧 賄の 弊 を 根絶せ よ、 淫縱の 俗 を 洗 ひ 去れ、 「然 らば 汝等 生くべし」、 國家 衰 

額の 患 あるな し、 國民 共同一致して 外 侮 を 受けざる に 至らん、 殖產 復興し、 富 强必す 至らん、 亞麼士 

の 救濟策 は、 左の 美嚴 なる 聯句に 臻 りて 其 結 頂に 達せり、 

汝等 公道 を茵蔬 (苦味) に變 じ、 

正義 を 地に 擲っ 者よ、 

昴 宿 (星の 名) 及び 參宿 (同) を 作り、 

死の 藤を變 じて 朝と なし、 


晝を 暗く して 夜と たし- 

诲の水 を 呼んで 地の 面， 

其 名 を エホバと いふ、 

朗治 二十 A 年 (一  < 九 五 年： >  一 
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之 を カント 哲學の 語調に 譯 すれば 「人類の 行爲は 宇宙の 運行と 調和す る を 要す」 と 言 ふに 均し からん、 

卽ち、 國 是を定 むる に當 りて 三百代言 的の 政治家に 聞く 勿れ、 r 當 世の 才子」 は 最大 危險 物な り、 空 

天に 掛かる 星に 問 ふべ し、 彼 若し 答へ すん ば汝の 心底に 隱る、 良心の 聲に聽 け、 rn ホバを 求めよ」 

とい ふ は 之 を 謂 ふたり、 今日 世に 稱 する 耶蘇 敎を 信ぜよ と 謂 ふに 非す。 

以上 は、 余輩が 舊記を 解す る 所、 勿論 意義深 重に して、 余輩の 能く 窺 ひ 知るべからざる 事 多し、 余輩 

は 僅に 此 太古の 記事 を讀 者に 紹介す るの 勞を 取りし のみ、 セミ チック 語 を 解し 得る 讀者 は、 尙ほ 原本 

に 就きて 其 蔬奥を 探る を 得べ し、 其 英譯亦 勇 壯の語 氣を存 し、 活激 すると ころ 少なから ざるべし、 其 

日本 譯の 如き は、 著しく 改良 を 要すべし と雖 も、 尙败德 社會を 警醒す るの 字句 を 有する 事と 信す、 余 

輩 は 重複す、 農夫 亞麼士 の 言 は、 西方 亞細 亜に 於け る 紀元前 九 号」 紀の 作な りと、 其 十九 世紀に 於け る 

0©oooor> つ OOOCOCOO  000000000000 

東方 亞細 亜に 何の 關係を 有する 乎 は、 余輩の 全く 知る 所に あらす。  (『國 民 之 友』 六月 十三 日) 


宗 敎の 必要 

.00000000  OO0O00O ウ OOO  O00000OO0  000000000000  G> 

我 若し 神な らん か、 宗敎の 要 我に なかるべし、 我 若し 禽獸 ならん か、 我 は宗敎 なくして 可な らん、 我 

は 人 なれば こそ 我に 宗敎の 要は ある なれ。 

そ は 神 は 彼 自身に て 完全なる ものな り、 彼 は 彼の 理想に 應す るの 力 をお し、 彼れ 思うて 事 成り、 一一 一一 〔う 


. て 物 造らる、 お (ふ、 他に 據 るの 要な きが 故に、 宗教の 要 あるな し、 禽獸は 彼の 力に 應 

ぜ ざる 慾と 望と を 有せす、 彼 は 力の 及ぶ 丈け 欲し、 彼の 慾 望 は 彼の 力量 を 以て 限らる、 故に 彼 亦彼自 

身に て滿 足し 得る もの、 他に 求む るの 要な きが 故に、 宗敎の 要 を 感ぜざる なり。 

然れどもん：{!^ゃ！#ナハ」^ぃ^41き卜んぃ、 彼の 理想 は 常に 彼の 力量に 勝り、 彼 は 彼の 能 はざる 事 を 望み、 

彼の 及ばざる 所 を 欲す、 禽獸 的の 器に 容る X に、 天使 的の 靈を 以てせし もの なれば、 彼の 兩 性が 化合 

して、 一 が 他 を 同化す るに 至る 迄 は、 彼に 宗教の 要 あるな り。 

余輩 宗敎を 解す る 此の 如し、 人の 宗敎と は 彼の 人生 問題の 解釋 なり、 人生て ふ 秘密、 彼 若し 何れに か 

之 を 解せ ざれば、 彼の 一生 は 苦痛の 極な り，、 彼の 禽獸性 を 以て 人生の 最大 原理と 見做さん 乎、 是れ亦 

1 つの 解 二して、 全く 耐ふ ベから ざるの 宗敎 にあら す、 2^ 小僧の 宗敎は 此の 如き ものな りし、 石 川 

五右衛門の 宗敎 も亦然 り、 彼等 は靈 性の；^ 在 を 否定し、 良心の 譴責 を 人性の 懐 弱に 歸し、 德義は 迷信 

. の 一種と 解し、 彼等の 禽獸性 を 高めて、 彼等の 靈能 智能 をして 悉く 之に 服從 せしめたり。 

彼等 は 人生 を 解して 曰 ふ 「人と は 智能 を備 へたる 禽獸 なり、 彼の 犬猿に 勝る は、 犬猿が 魚 鳥に 勝る と 

同じ、 禽獸に 力の 加 へられし もの 是れ 人な り、 故に 同一 律の 二者の 行爲を 支配すべき ありて、 人は殊 

更に 禽獸に 異なる の 律 を 守る の 要な し」 と。 

是れ石 川 五右衛門と 彼の 敎會の 信仰 箇條 た-りき、 鼠 小僧 之 を 固守して 刑せられ、 ルッソ ー 之を唱 へて 

佛國 革命 起り、 ナボレ オン 之に 和して 歐洲震 ひ、 而 して 其 優 想麗詞 の裡に 物質的 哲學 として 世に 唱導 

せらる、 や、， ジ ヱイ、 グ ー ルド 出て 鉅 萬の 富 を 致し、 盗賊 紳士 白日に 横行して、 義者は 口 を閉づ るに 

至る、 禽獸敎 利 慾 主義、 是れ亦 世界の 大勢 力なり、 人生 問題の 解析 を 此敎に 求む る もの、 開明の 今日 
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決して しとせ す。 

禽獸敎 は 極端 主義な り、 其 直截 的に 人生 を 解す ると 同時に、 之 を 尊信 實 行す るに は、 非凡の f 奥 氣と膽 

力と を 要す。 故に 世間 之に 心服す る もの 多し と雖 も、 之 を 唱道 決行す る もの は 至て 稀な リ、 世人の 多 

く は 極端 主義 を 忌む ものたり、 彼等 は、 天使 的 良性に 超越 權を 附與 する の fs- 氣を 有せざる と 同時に、 

亦 全く 禽獸 性に 服從 する こと を敢 てせ ざる ものな り、 故に 彼等が 人生 問題に 對 する や、 之 を 不問に 措 

かん 事を勉 む、 而 して 會々 不幸 艱難の 身に 迫る ありて、 其 解析 を 彼等に 促す あれば、 彼等 は 彼等の^ 

に^する 彼等の 疑問 性を惱 殺せん 事を勉 む、 彼等 は 曰 ふ、 

人生 問題 は 到底 解し 得べき ものに あらす、 古今の 大人 君子、 一人と して 滿 足なる 解釋を 之に 與へ 

しもの なし、 何 ぞ我獨 り 之 を 解す る を 得ん や、 麻絲の 長し 短 かし 六つ ケ敷 や、 有無の 二つ を 如何 

で 分たん、 若 かす 此の 如き 問題に 心を勞 せざる に、 天運 苟如 レ此、 且 進， 一杯 中 物つ 

9  9  9  9*9  •  9  •  t  9  00000000000000000000 

と、 余輩 は 云 ふ、 是れ亦 一種の 宗敎 にして、 人生 を 解すべからざる ものと 解せ しもの なりと、 彼等の 

祭禮に 催眠 的 藥劑を 要する 多し、 酒精 は 其 最も 緊要なる もの、 i 草 之に 次ぎ、 樂器 小說亦 要具な り、 

4^.^-4^§{^-^^に、 靈肉兩 性の 衝突 を 忘却 せんと 勉 むる 者な り、 春 若し 長久に 春な らん 乎、 彼等 

は 苦痛 を感 する ものな り、 秋 は 長く 秋た るべ からす、 塞 暑の 變動は 彼等の 無聊 を 癒す ものな り、 彼等 

0000  0  00000  OOCOOOOOCOOOOOOO  9  9  9  9  9  9  f99999999$ 

は 旱天に 降雨 を 祈りて、 雨來 りて 復た 晴天 を 欲する ものな り、 彼等の 生涯 は、 全く 消極的な るが 故に、 

斷 腸の 憂 を 感ぜざる と 同時に、 上天 的の 歡 喜に 觸る X 事な し。 

無 頓煮敎 信者 は、 世の 最多 數を 占む るが 如し、 彼等 は 羽翼 を 搋られ たる 鳥の 如く、 登らん と 欲して 登 

り 得ざる もの、 彼等 は 危險を 恐れて 人類の 特權を 放棄せ しもの なり、 人生の 難問題 は、 放棄 せられん 


が爲 めに 吾人に 供せられ しものに あらす、 恰も 教師が 難題 を 以て 學生を 試む る や、 其 之 を 不^に 措か 

んが爲 めにあら すして、 其 之 を 解し、 解す るに 依りて 智能の 鍛 鍊を增 し、 以て 此 世に 處す るの 道 を/貧 

得せん が爲 めなる が 如し、 人生 問題 放棄 せられて、 ん生は 其 露 味 を 失 ふに 至る、 否 其 結 菜 は爱に 止ま 

OCOOCOOOOOOO  ooooc-c-ccooc 

ら ざるな り、 人生 問題 を 解せ ざる もの は、 人せ に 於け る 落第生な り、 彼 は 之 を 解せ ざるが 故に、 死す 

る ものな り、 聞く 昔時 希臘に 叫ス， ィ ン ク ス， なる 女神 ありて、 彼女の 提出せ し 質問に 答へ ざる もの は、 

直に 擒 へて 殺せし とか や、 人生 題に 答へ ざる. i の は、 之に 誤 1? いの 答 辯を與 へし も C.^A り、 解せ ざら 

OOOOOCCOOOOOOOO 

んか 殺さるべし、 無頓着 主義 は 常に 死滅の 前兆な り。 

是に 於て か 吾人 は眞 正の 宗敎を 要するな り、 卽ち 吾人 人類の 理想 を 信じて 之を實 行す るに あり、 卽ち 

吾人の 靈 性の 要求す る 所 を 以て、 吾人 處 f の 標準と なし、 禽獸 性の 之に 矛盾す る あれば、 之を壓 し、 

之 をして 終に 靈 性に 同化せ しむる にあり、 れ齊通 感念を 有する もの は、 何人も 承認す る 所 なれ ども 

其 難き が 故に、 多く は 避く る 所な り、 余輩の 宗敎の 定義 は 甚だ 簡單 なり、 卽ち 正義の 實行是 なり、 之 

を 人と，： 十宙 との 關係 なりと 云 ひ、 神と 人との 關係 なりと 云 ふと 雖も、 之 を實際 的に 解 すれば、 余輩の 

定^に 外なら ざるべ し。 

.^4義の實行、 是れ難 中の 難な り、 而 して 宗敎 は、 吾人の 迷夢 を排 し、 吾人の 弱き を 助け、 吾人の 冀望 

と 命数と を 示し、 吾人に 正義 實 行の 道 を 開く ものな り、 宗敎必 すし も 善行 を 平易なら しむる ものに あ 

OCOOOOOOOOCOOOOCOOOO  0  0  0 

らす、 然れ ども 其純粹 倫理 學と異 たる 所以 は、 後者 は 人道の 何もの なる 乎 を 示す に 止まりて、 前者 は 

之 を 行 ふの 動機と 快 樂とを 供す、 正義 其 物 は强迫 的に して 其 實行は 苦 任な り、 宗敎は 正義 を 美なら し 

COOCCCOOCOOOOOOOOOO 

め、 其實 行を樂 しからし む、 故に 宗敎 を稱 して 審美的 倫理と なす も 可なら む。 
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是に 於て か說 をな す もの あり、 曰く、 道義 已に 美な り、 ：！： ぞ宗敎 の 之 を 装飾す る を. #1- せん、 zi: つ 之 

を樂 しから ざら しむる に 非 ざれば、 實 行し 得ざる 人 は、 卑怯の 最も 甚 しきもの なり、 凡 や： し 苦藥を す 

るに 甘味の 調合 を 要する ものたり と。  一 

是れ 方便 的 宗教に 對 して は 勢力 ある 議論なる べし、 然れ ども 事 實其物 を 不問に 附 して、 勉めて _w ^に _ 

當 らんと する こと は、 是れ智 にあら す、 勇に あらす、 宗敎は 人の 本分 を 明かに し、 彼の 正義 を 行 ふべ 

き を 示す 之 を 知りて 之 を 行 ふ は、， 之 を 正しく 行 ふこと なり、 正義 行 はざる ベから す、 然れ ども 

乂.^ 苦行.^ らしむ るで 要な し、 若し 其理を 究めす して 實行 する を か，^ む，； Jti^、 ：ゃ^^^！-ぃサ 

法に 屈服す る 未開人 は、 其理を 明かに して 之に 服 さする 11 明ん に^ ip^.^,;v、  i 右し 勉めて 苦行す る 一 

ク Is りと せば、 汽車の 便利に 依らす して 歩行す る もの は 男な り M が^ゅ,^、 ： む 1! むき レー 

むる にあり，、 而 して 其 之 をな す は、 外形的 装飾 を揑造 附着す るに あらす して、 其眞美 を發揚 する にあ 一 

り、 宗教 は 倫理の 上達せ しもの、 二者の 關係 は鑛鐵 と鋼鐵 との 關係 なり、 金剛石 地 を 出で. 1.^ だ 技 H 

に 接せざる ものと、 鍊磨已 に 成りて 光 を 王冠の 上に 放つ ものとの 關係 なり、 

？ノ  一. 一  S  一， 一  3  ®  S  ®  ®  ©  ®  3  ©  ©  9  ； …ノ  X ま 31 r—l\< 

正義 を 其粹に 於て 求めん が爲 なり。  (『六合 雜誌』 六月 十-わ.：：！」 


何故に 大文學 は 出ざる 乎 


力" ：l^si' 以太利 復活の 大風 雲 はダ ン テを產 せり ァ リオ ス トを ませり ダッ ス を」？ せり 曰本大 膨脹の. T 一  の 1 

人文 豪 を 産す るな き耶 (國 K 新聞 第 千 六 百 十九 號)  一 

大文 學は屮 いざる 乎、 大文學 は 出ざる 乎、 吾人 は 希 臘の古 哲に傚 ひ、 日中 提灯 を點 じて 都の 大路 を 廻り 一 

歩く も 大文學 に 接せざる なり、 日淸戰 爭始て 大文學 出です、 連戰 連勝して 大文學 出です、 戰局を 結； 

んで 大文學 出です、 大政 治 家 あり、 (？) 大 新聞記者 あり (>.)、 火 山師 あり、 大 法螺吹き あり、 然ー 

れ ども 大文學 者 は あらざる なり。 

出る もの は沸國 革命 時代の 所謂 「三十 錢 文學」 なり、 否な、 二十 錢文學 なり、 十 錢文學 なり、 六錢文 

學 たり (國民 之 友の 實價 なり 但し 割引 あり)、 掃溜雜 誌な り、 法螺吹き 雜 誌たり、 乾燥 礫を嚙 むが 如 

き 理屈 雜誌 なり、 青年 文學 とか 稱 する 懶惰 書生の 寢言 なり、 大文學 なきの みならす 中文學 なし、、 小 d 

學 なし、 然り 若し 文 學とは 思惟の 創作 を 言 ふなら ば 今日の 日本に 文學 ありと 言 ふ を 得う 乎、 王子の 製 一 

^^!;^か^ハ化4^-^^:&41ぃ.^-1^?^隆盛の徴にぁらす、 活版屋の 小僧の 繁忙なる は、 ゼ しも の 繁劇 を- 

g ダか. \ ぐ 或 人 今日の 文 學を稱 して 反古 紙 製造な りと なし、 著述業 を 呼んで 活版屋の 奉公たり と 曰 へり- 

余 a. は此 言の 全く 虚妄なら ざる を 知るな りこ 

那 威の 小なる も尙ほ イブセン を 有する に 非す や、 洪牙利 は 吾人と 人種 を 同 ふして 尙ほ モラ ウス、 ョ ー 

カイ を 有する に 非す や、 露國の 未だ 代議 政體を 有せざる に 已にブ ー、 ン キン、 レル モン トフの 誇るべき ユ 

あるに 非す や、 然るに 膨腿的 大日 本に 一大 世界的 文學者 あるな し、 宜 たり 日本 膨服 論者が 彼の 持說 を" 

火 ii- する に當て 痛く 此大： 乏を 感じ、 聲を 張り 舉げ筆 を 尖ら かせ、 毎日 毎號 大文學 者の 產屮 I を 絶叫. H 

る や、) 
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然れ ども ォ、 日本 膨帳 論者よ 汝は大 文 學者を 得ざる なり、 汝の聲 は 野に 呼べる 人の 聲 なり、 余 は 恐る 

女 世の 終りまで 絶叫す ると も 令 日の 儘の 日本より は 一 -めン テ 一 ゲ，' テ はさて き 一 ボ ー ボ 一 ゴ ー ルド 

ス ミス を も 得る こと 難 からん、 乞 ふ 余 をして 爱に汝 の 失筌の 理由 を 述べし めよ。 

文學と は高尙 なる 理想の 產 なり (汝の 能く 知る 如く)、 文字 を 美術的 に^べ 立てた とて 文 學には あら 

ざるな り (汝の 能く 知る 如く)、 故に 现想 なき 處には 文學は あらざる なり (汝の 能く 知る 如く)、 大 

OOor> つ 00000000000  0  0000000000000*  .  ,1 

文學は 吾人の 誇る 富士山の 如き もの、 園 藝師の 細工に は あらざる なり 天の 靈來 りて 吾人の、 七 靈に宿 

り、 之 を 接 亂し之 を 鎔解し、 之に 形を與 へ、 終に 憂悶 苦痛の 中. に 吾人 をして 之 を 産出せ しむ、 內に大 

魂の 動く あり 外に 大氣 の應 する ありて、 始めて 大文學 は 産る、 なり、 之 を 出す の ブリン シ ブルな く、 

之を受 るの 社會 なくして 大文學 は 如何にして 産る、 を 得ん や。  、 

敢て問 ふ 過る 十 年間の 日本 は如此 原動力 を 養 ひつ k ありし 乎、 .r^c 人 は 愛 画心の 養成と 稱 して 吾人の 1*13^ 

や！^ 4r ^か^.!^ を譜 誦せし めたり、 故に 彼等 は 源氏物語に 傚て 能く 艷文 を, り 得るな り、， 溫 良なる 尺 

.^J き,^ いきいて 吾人 は 彼等に 兵隊 的 服 從を敎 へたり、 故に 彼等に 獨 創の 意見 あるに もせよ 彼等 は 謹ん 

で 口 を 開，^ ざるな り、 否な、 彼等 は 多くの 實例を 以て 獨 創の 意見 を懊 くの 不利と 危險 とを敎 へられた 

れば、 彼等 は 平凡 的 多數と 歩む を 知て 反俗 的少數 と共にせ ざるな り、 吾人 は 吾人の 冀望 通りに 吾人の 

靑年 を： H 立たり、 彼等 は 能く 吾人の 命令に 聽 けり、 故に 彼等 は ダ，^ 列、 叫ル— レル、 力 II ラ.^ たる 能 

はざる なり、 否な 決して 能 はざる なり。 

抑 も 大文學 なる 者 は 世界的 思想の 成體 なり、 ダンテの 作 は 「歐洲 T- 一  世紀 問 沈 默の辭 護な り」 と 云 ひ- 

T ン IM ク ス ピ ャ の 作 は 「人情 の ； 隔 音」 なりと 云 ひ、、 ゲ の ,KI ハ ウス ト曲は 「世界的 聖書」 ovelt-hibel) 


たりと 稱す、 個人的 精神の 上に、 國民的 精神の 上に、 世界的 精神た" る もの ありて、 之 を吸牧 し、 之 を 

消化し、 之 を 形成して 世界的 文學は 出るな り、 常に 下界に 彷徨し、 世俗と 交 はり、 平々 凡々 他と 異な 

らざ らん 事 を 求む る 者に して、 如何で 能く 雲曆を 賞き、 三階の 天上に 登りて 其 美 昔 を 採り 來り 得ん や I 

肉に 由て 生る， -者は 肉な り、 靈に 由て 生る- - 者は靈 なり、 ダ， ン， ーハ、 F,^.,?^ の 世に出し は豈 偶然の 

事た らん や。 

然るに 日本 今日の 思想界 を ig よ、 世界的 思想なる もの は 何人に 由て 何處に 於て 吹 人され つ k ある や、 

溥愛は 愛 國に害 ありな ど i 云 ふ戲言 が 堂々 たる 學 堂に 於て 說 かれつ i あるに 非す や、 一.::: 人の 注意 は國 

文 攻究の 上に 留まれり、 支那 學の 上達 人の 羨む 所な りし、 余 Sf は だ 之 を 喜ぶ， 是れ 吾人の 正に 

ん. i すべき 事 たれば なり、 然れ ども 所謂せ 界文學 なる 者の 攻究に 至て は 吾人の 殆んど 全く 怠たり し 1^、 

幽 達なる 印度 思想の 吾人の 中に 存す るに もせよ 是れ佛 家 少数の 專有 物た るに 止て 國民 全體の 思惟に 上 

らす、 而 して^ 界の 公評が 許して 以て f 界 思想の 泉 源な りと 稱 する 希 伯 來文學 は 吾人の 巾に 何程の 價 

値 を 有する や、 ダンテ を 學ぶ者 吾人の 屮に 幾人 か ある、 ホ 1- メル、 H スキ ラス は 吾人の 研究す る 所な 

るか、 沙 翁の 名 今や 何人の 昏 にも 上る と雖 ども 人の 中 幾人が 彼の ハム レツ ，-釗 を 解し 得る や、 、チ 1 

テ、 ゲ— 11 テと 叫ぶ と雖 ども 民 友 社の 十 1 一文 豪 を 除て 此 夥しき 我 國の 近刊 中 彼 を 論述せ し 書 は柯』 2^ にあ 

る や、 吾人 は テ 一一 ソ ン の 心 を 解す る や、 吾人 は 口 ー エル の 秘密 を 探りし 乎、 イブ セ ン、 プ ー シ キン、 

1 ルス ト ヰの 作 は 我國讀 書社會 の嗜讀 物なる 乎。 

此國 民に 向て 世界的 大 文豪 出で よと 叫ぶ、 ォ 、 日本 膨腸 論者よ、 汝は 木に 向て 魚 を 出せよ と 叫びつ 、 

^  V ふ  、， ちじ，^*、  COOOOOOOCOOOOOOCC  C 

あるな り、 蒺 藜に 向て 無花果 を與 よと 叫びつ \ あるな り、 日本 國は 世界的 精神 を 養 は ざり しなり、 故 
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0  0  0  0 つ 0  ()  0  0  0  0  0  0  0 

に ゆ 5^ 的 大文學 は. 彼より 出ざる なり。 

才 、日本 膨脹 論者よ、 汝 は高尙 天外に 響き渡る が 如き 凱旋 歌 を 求む る 事 切なる が 如し、 予はケ 玆に之 

を汝に 供すべし。 

=: 木 勝た、 口 本 勝た、 支那 負た。 えらい .5^ ぢゃ、 臺灣 取た、 えらい 奴ぢ や、 ^金 取た、 负 なよ、 

えらい 奴ぢゃ (大阪 人士の 祝勝 歌)。 

H だれ 實に 夫の ミリ ャムの 凱歌に 比 敵すべき もの、 詩人 ブライアントの 「自由」 の 一句 も實に 之に は 及 

ばざる べし、 日 淸戰ゅ は 義戰、 人類の 爲の 戰爭、 文明の 爲の 戰爭、 東洋 救濟の 爲の戰 (サ、 卽ち グんタ 

フ 、ァ， ルフ の獨逸 戰陣の 如き 者、 ヮシ I ン IZIN' の米國 革命軍の 如き ものな りと すれば こそ、 ；，々 人の 心 

琴に-人の 美 樂の觸 る i ありて 高 尙美嚴 の 言 語 は 出る なれ。 

1.1:: 人 は 然か首 ふ、 吾人の 浮氣 なる 事 は 大文學 の 吾人より 出ざる 一 大 理由な りと、 1)~ISL(-1K-U  ist2.ust 

「ん 生は眞 面目なり」、 是れ 詩人 シ ルレ ルの 精神な りし、 ラベ ナの人 は 詩人 ダン テ を 指して n へ り 

r.H 身 地獄に 到りし 人 を 見よ」 と、 而 して 慘擔 たる 彼の 晝 像に 對 して 誰れ か 無量の 悲淚と 憂苦と を；^ I 

めざる もの あらん や、 .^^TlT^ilT' の 常に 爽 なる に關 せす、 彼の 曲 作に 憂愁 言 ふべ からざる もの あ 

る はんの 能く 知る 所な り、 ミル I ト—； ^の 作 を 解 せんとす る もの は先づ 彼と ピ ユリ タン 派の 宗敎を 解せ ざ 

るべ からす。 

： T  hve,  yoii  kp:\v  where, — lu  Moslioch,  which  they  ！ sil.v  s- ち L-fi<-s  rrohrn【/inf/  ; lu  一 \(Hl;lr 

whk.h  siyuines  Hlaclmcss :  Yet  the  Lord  Iol.SJl.keth  me  not. 

余の 住.；^ は 君 は 知る、 我は遲 延と稱 する メ 1 シ ITT クに 在り、 暗 冥と 稱 する ケ ダルに 住す、 然れ ども 


神 は 余 を見捨 たま はざる なり、 

是 れ ク "川 I  H ル— の 宗教 なりし、 而 して ミルトンの 傑作 は此 憂憤 愁悶 の 情 を 韻文に 緣り しもの、 彼の 淵 

源に 透 達しての み 是の淨 泉 は 湧き出し なり。 

文人と は r 粹 なる 人」 を 言 ふに あらす、 彼 は 花柳に 遊ぶ を 要せす、 否な 決して 遊ぶ ベから す、 「文 學 

00000000000  0OOO00O  厶厶 <"<!△△△  AAAAAAAAA  <:.1<】 ムム 

とは眞 面目なる 職業な り、 fi- 者の 職業な り、 文學 は戰爭 なり、 醜に 對 すべ 戰爭 なり、 不義 薄情 媚俗ゴ 

か 、いお 義に對 する 戰爭 なり、 筆 硯の業 を 以て 隱居 仕事と 見做し、 文人 を 目して 閑雅 風流の 人と なす 

;&パ4^2:&で^:!.?^カぁチュぃ^^-^なり、 力 1. ライル 日へ る あり 「雄編 大作 は 常に 憂 is 氣を帶 ぶ」 と、 ュ 

1 ゴ の作然 り、 イブ， セ，， ス， の作然 り、 レッシング， の作然 り、 力， I ラ^ル 自身の 作 甚だ 然り、 ダンテの 作 

非常に 然り、 山. 場の 作然 り、 司 馬 遷の作 亦た 然り、 深く 憂へ ざる 民 は 大文學 を 有つ 能 はす" 

>  1  ディビ 十， 

大文 m ハの屮 H ざる 理由 靳 くの 如し、 然れ ども 試に 吾人の 中に 一 ダンテ ありと 假 定めよ、 而 して 彼 は r 聖 

を 草したり と假 定めよ、 ォ 、大日 本膨膜 論者よ、，. 汝は 今日の 日本 讀書社 會は其 世界的 大 傑作た ろ 

を 認め 得る と 信す る や、 よし 民 友 記者の 如き 先見 卓識の 人士 ありて ダンテの ダ— ンテ， たる を 識^し 得る 

にもせ よ、 記者の 常に 喜ばせん と勉 めつ X ある 日本の 思想界 は ダンテ を歡迎 する の 用意 あり や、 今 彼 

の r 聖； 劇」 を 繙き其 二三の 句 を 引て 此點 に關 する 論者の 高 說を聽 かんと 欲す、 (. 余 は 一九 世. 紀 末期の 

日本に 生れ 来りて を 彼の 原語に 於て 讀む 能 はざる を 恥 づ ) 、 

T こ -.ー-； 二-  tiio  -.was  tiio  f"lsl<  ニー  Pn\v2.  二- vl-lo, 

Sii 一一 一- 21vost  w 一 工ニ. 二三 HI 一  1 prmi つ v;il ご ovo. 

(ケリ ー 氏の 英譯に 依る) 

明治 二十 八 年 (一八 九 五 年)  二 六 三 


,5? 期の 文 章  二 六 C 

余 を 築く は 大能者 の 業たり し、 

最上の 智慧と 原始の 愛の、 

吾人の 「ゑら ぃ扠」 は 如何なる 感覺を 以て 此 一 句に 接する や、 「宇-： H の 全力」 是れ 如何なる 隱； れ i なる 

ぞ、 「最. ^の智 i£ と は國會 議員の 多数決に は あらざる べし、 「原始の 愛」 J=: 化れ， 卞 日の 日本人 を樂 ま. 

- むる 文字なる 乎、 ダンテ，. よ 汝の寢 言 を 休めよ、 人 は汝を 解せ ざるな り。 

So  I  hclield  s^^^^^  the  brij^llt  school 

Ot  him  tlie  monarcu  of  subuinest  son^, 

Uliat  c/w  the  others  like  an  eagle  soars. 

ダンテよ、 汝詩聖 ¥^—.*T? を 吾人に 語る も 益な し、 そ は 我等 n 本人 は 未だ 希 臘文學 を 以て 野蠻 人の 文. 

學の 如くに 思 ひ、 未だ 國！ 1;:- 一 般に之 を 研究せ ざれば たり。 

For  r  --Im  pl.oss (ズ I  メ vitli  koo ii  (lesu.e  ro 11211- 

If  hea づ ei つ s  sweet-  cup-  (>l-  p:is:n:us  二 ru^;? こ f li つ】 1, 

「天の 香 はしき 杯」、 「陰 "おの 苦き 毒 杯」 …… ダンテよ、 我等 はスぺ ンサ， ー を讀 み、 「「ル を 愛し， 

を 誦す、 天よ 陰^よ と 一 百 ふこと は 我等 は 全く 信ぜざる なり、 足れり ダ， ンテ よ、 汝の 忖欲は 三 

OCOOOOOOOOO 

味 線に 合す 能 はざる なり！ 

斯くて ダン， テの 折角の 「聖 釗」 も 書」 い" の；^ 介 物と なりて^せん、 「お 菊」 「一二  H::T」 の 類 は 七 版を盡 

し 八 版 を 呼ばん、 天下の 同情 は 「お 菊」 の 七 八 版 を 重ねぬ、 然れ ども ダンテの 「や 剌」 は 塵埃の に 


蟹 i5 せん。 

グ ンテ 曾て 力 ングラ ンデ 公の 宴席に 招かる、 主客 相對 して 飮 むの 際、 封 5 間 甘 木 頻りに その ォ ペッカ を 併 

ベ 立て、 彼等 を^ ましむ、 主 公はダ ン テに 向て Q へり、 

^ ね 化 m 間 能く 妙、 樂を 此のき に 添 ふ 貴 It; の 才能 を 以て 1* 人に 一 の 快樂を 供せ ざる は 如 3:、 

ダ ンテ 冷笑 公に 答へ て 曰く、 

鲁攀 *<*0鲁4 鲁参 き * 

人 は て 己 に 能く 肖た る 者 を 喜 ぶ な り 

と、 彼 は カン グランデ 公 を 喜ばす こと 能 は ざり き、 彼 は 今日の 日本人 を 喜ばし 得る 乎。 

然り ダンテの 「遣 釗」 は 今日の 日本に 於て は 犬 々失敗な り、 余 は 彼が 十三 世紀の 伊太利に 出て 十九 曲 

COOOOOOOOOOCOOOOCOCCOO 

紀の 口 本に 出で ざり し を 彼の 爲 めに 賀 する 者な り、 縱令 親^なる 批評家 愛山 生の 如き ありて 彼の 著 を 

OOOOOOOCOOO  00  000  00000  0  0  OCOOOOOO 

社會に 紹介す る も 社會は 「お 菊」 「三日月」 の 類に 於て r 聖釗」 をば 問 はざる べし、 、ダンテ 若し チ 日 

^日本に 在らば 彼 は 無 要の 長物の み。 

大 文豪 を 屮：： すの 思想な く、 彼を迎 ふるの 社會 なし、 大文學 の ml ざる は 明々，： "々たり、 種子な くして 架 

參誊 P  9  , 警 9 曹 f 誊誊售 9 誊 9，  99  ©  ®  0  ©  ©  0  ®  0  S  3  ©  0  0  0  ®  ®  3  0  0  ® 

樹生 すべ けんや、 田圃な くして 穀實 らん や、 膨脹 子よ、 大文學 を 打ち出す.^ 黑： 太の 財槌は 此の.： 于 -:s に 

は： ^せ>2 るな り、 奇睛の 時代 は已に 過ぎたり、 今 は 原因 結 * の なり、 矢 鍵に 大文學 を 叫んで へ. - 輩に 

煞 益の 心配 を掛る 勿れ。 

然れ ども 失望す る 勿れ 膨騰 子よ、 吾人の 今日 大文學 を 有せざる は 之 を 永久に 產 出し 能 はざる の现 由に 

あらす 、「一一 1 'ブル ンゲ ン" ー ト」 を 作り 得し 獨逸 民族 は 「フ ハ ウス ト」 曲 を 生じ 得たり、 エダ (Kdda) 
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作^の 子孫 は イブセン、 ビョ ルン ソン を 出したり、 

む ら- さめの 露 もま だ ひぬ まきの 葉に 

きりたちの ぼる 秋の 夕 ぐれ 

を ぜ し 大和民族 は 無邊の 宇宙 を 歌 ひ 得るな り、 

梅の 花赛 より さきに. 吹に けり 

nj- る 人 まれに き はふり つ - 

是れゥ ォ ル ォ， 叫の 作 かと 疑 はる、 

.W の 葉の 玉 ひろ は や 秋の 夜の 

月に 明 石の 浦った ひして 

淸^ 新の 如きの 情、 是れゲ II 一力、 バ ー ン ス の 心なら す や。 

大文 平の 地！： W 人に あり、 確かに あり、 要は 世界 精神の ff 養と 注 人と にあ のみ、 如 3： にして 之を爲 

さん 乎、 是れ 余輩の 次囘の 論題なる べし。  (『國 民 之 友』 七月 十三：：；) 


如何にして 大文學 を 得ん 乎 


大文學 を 有する は 國{ 农の榮 光に して 威嚴な り、 英國は 其 印度 帝國を 以てする よりも 其チ 


ェ I ク R— 引， ャ— を以 て 誇り、 セ ルメ， ンテ ー ス を 有する 西班牙 は尙ほ *1 界の 尊敬 を惹て 止ます、 力 モ ェ ン 

スの 「ルシア ッド」 あるが 故に 葡萄牙 國は賤 めら れす、 イブ ゼン 出で l5i 々の那 威も學 者の 注意に 上り 

せハ 國-ん S は 銃て 究めら る、 に 至れり、 歷山 王の 事遗は 消へ て。 AT ン  1.^、 アリス トフ ハー 一 スは猶 ほ；^ 界を 

感化し つ k あり、 武力の 及ぼす 所は狹 くして 短 かし、 文 力の 及ぼす 所は廣 くして、 水し、 兵 を さん 乎 

文 を 修めん 乎、 我 若し 永久に 宇內を 研り 從 へんと 欲せば 我 は 文 を 修めん のみ- リ 

わ、. きか 賜な り、 吾人 欲して 之 を 得る 能 はす、 若し 求めて 之 を 得べ くんば 何物 か其慣 ならん 乎、 

5n 慧は 何處 よりか 覚め 得ん、 

明哲の 在る 所 は 何處ぞ や、 

人 その 價を 知らす、 


精 金 も 之 に換 ふるに 足らす、 

銀 も 秤り て その 價 となす を 得す、 

博士と 政治家と は 祿と爵 と を 以て 招く を 得べ し、 而も 詩人 は 神の 特賜 なり、 彼 は 祈て 得べ し、 招きて 

求む ベから す、 せて 聞く 亜 拉比亞 人 は 彼等の 中に 詩人の 降る あれば 郊祭を 設けて 天に 謝せり， こ、 只講 

座 を^, 1! くる を 知て 天才 を 遇する を 知らす、 空 功 を 賞す るに 急に して 實德 を認 むる に 鈍き 國 口火に して、 

焉んぞ 能く 大文學 を 產むを 得ん 乎。 

然も-五 I： 人の 天より 是を 授かる の途 なきに あらす、 大文學 を 得る の途は 吾人 を 詩 神の 器と なすに あり、 

我に 大來の 思惟に 接する の 資格な かるべ からす、 之を寫 出す るの 技倆な かるべ からす、 我に して 此資 
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と 技と を^せん 乎、 宇宙 は ij: な咸く 聚樂、 我の 心 琴 一た び 天の 美 昔に 觸れ て雅韻 我より 流れて 止ます 

詩人 ダ ンテは 口 へり、 

余 は 愛の 書記たり、 彼れ 語る 時に 余 筆 を 執り、 彼の 言 ふ 所 を 余 は 記載す、 

，こ、 然り 愛の 書記た るな り、 如 3： にして 愛の 書記た るの 資格 を 得ん 乎、 是れ 余輩の 實際 問題たり】 

文 體 

^1 テ曰 へる あり 「孰れの 美術 も 多少の 機械的 鍛鍊を 要す」 と、 美術の 長た る文學 にして 此 用意お 練 

を 要する 事 は 言 ふまで もな し、 大高源 吾の 「鶯の 初音 を 聞く-耳 は训 にしておく 武十： かな」 は 其 意に 於 

て は已に 高尙絕 妙の 詩歌な りと 雖 ども 未だ 美術的 文字と 稱 する を 得す、 其 後 彼の 技、 彼の 心に ま) じて 

「武士の 管 ^ 聞て 立に けり，： となる に 及んで 勇壯絕 美の 俳句 は 世に出たり、 文 はかざり なり、 生硬 無 飾 

の 思想に 文學の 名は附 すべから す。 

然れ ども 今 は 文飾 缺乏の 時代に あらす、 今や 社 會は霄 語の 下痢 症と 思想の 塞 病と を忠 ひつ i あり、 

人 は 美文，： M を 羨んで 思考 を尙 ばす、 然り 吾人の 思惟 は 言語 饒 多の 爲 めに 壓 せられつ i あり、 口 く 誰 

.5 文體、 誰の 配 字 法と- 流暢 華奢の 筆 を 弄し 得れば 何人も 文人た る を 得べ しと 考 へらる、 此 時に 方て 

. ぶ 輩 は 多く 修文 術の 緊 と- 13- と を 語らざる べし、 文字 素是れ 思惟の 產 なり、 思惟 を 養 ふの 術 是れ根 4^ や S 

修文 術な り。 

或 人 曾て 英圃の 論文 家ジェ ー ムス、 フル ー ドに問 ふて 曰く 「君の 51- 雅流 利の 文、 君 夫れ 何れの 文體に 

依る や」 と、 フ氏答 へ て曰く 「余は余の知る事實を最も解し易き英；^12を以て記するのみ^に文體の；|^ 


り學 ぶべき なし」 と、 曾， 語 は 「ことば」 (事 端) なり、 我に 言 はん i 欲する 事實 ありて 之 を 一 Imwl, は 

すの に 乏しから す。 

世界 文學の 攻究 

I に f 界文學 たる もの あり、 是れ 一 國の產 にあら すして 世界の 共有物 なれば 然か稱 する た 《り、 希伯來 

の 聖書の 如き、 ，ホ— ー メ— ルのニ 大作の 如き、 ダンテの 聖 劇の 如き、 、ン H 1 タス ピャの 劇作の 如き、 世界 

聖書 (wathibcl) と稱 せらる i フ ハウ スト 曲の 如き、 其數 多分 一 手の指 を 以て 算 すべし、 是れ實 に 

人類の 有する 至大の 珍寶、 帛玉山 を 築く も 其 一 の價 に當ら す、 人生 は實 に是れ あるが 爲 めに 貴し、 太 

古 時代に して 其 バイブル を 世界に 供せ ざらん 乎、 七 大帝 國の與 廢は牧 めて 春宵の 一夢に 過ぎす、 ァリ 

ヤン 人種の 起原と冀^！！-と は 籠め て 盲 詩人 の 二 作に あり、 幽暗 干 百年の 長き に 1 りて 歐人 叫號の I 资はダ I 

ンテの 三 編 一 百 章と たりて おす、 海 Q 洋々 たる は沙 翁の 宏濶 なる に 及ば. \1、 新 文明 三度 世紀 を 重ねて 

ヴ ハ ィ マ ー 詩人 を產 めり、 高 からん と 欲せば 希伯來 聖書に 行き • 深 からん と 欲せば ダ ン テ 〇 跡を踐 み、 

廣 からん と 欲せば 沙 翁の 股に 頼り、 英氣を ォデ、 ン ！■、 イリヤ ットに 汲み、 圓 滿をゲ ー テのフ ハウス 卜 

にハ兑 めん、 五書 を 知る は 世界 を 知る たり、 是を 解す る は 人生 を 解す るな り、 天地の 大 氣は粹 然として 

此 書に 鍾 まる、 大文學 の 志望 ある もの は 深く 此 泉に 汲まざる ベから す。 

希伯來 聖書 は 其 物 自身に て. I 大文學 なリ、 其 記載す る事實 Q 眞偽は 措て 問 はず、 其 文 C 簡潔 透明なる、 其 意の 

美 厳なる. ダンテ， 其 句 を 借りて 天 國を畫 き • 「「^トンの 魔 族 亦た 其 記事に 依る、 マコ ー レ— Q 文勢 は 彼の 著し 

き 聖書 的 智識よ リ來れ り， リヒテル *  ノバ スの 奥妙 も 此の舊 記の 供す る 所たり， シェ， -クス ビヤな リ、 鲁ケり 
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テ. なリ. コ レリ ッヂな リ、 彼等 は皆咸 く緣， なる S キ書學 者な りし- 我 邦の 文士に して 彼等の 宗敎的 偏執 に^げ 一 

られ て此 世界 文學に 接する もの 嫩 きを 悲しむ、 是を其 1^ 語に 於て學 ぶ は 吾. < ^多数の 爲し能 はざる 所な ろべ しと 

雖も， 吾人に 數 種の 支那 譯 と雅訓 頗る 味 ふべき： H 本 譯の供 せらる、 あり、 之 を 其 英譯に 於て する は 同時に 檫準 

的英 訟を學 ぶの 禅 益 あり * 其ル I テ ル 。獨 逸譯は 近世 獨 逸文 學の泉 源な リと稱 せられ， 其 佛諍は 流 利に して 最 一 

も 能く 原意 を寫 すと 云 ふ. 是を究 むる の途 此の 如く 備 はる、 余輩 は 大方 文士の 攻學を 促が す。，  ^ 

余 84 は 以上の 五大 書 を 指て 他に 大著 作な しと 言 はす、 歴史に 於て は， r 口  1^1.^1、 政治に 於て はァリ 

スト， ー,^、 悲劇に 於て は iHn,,KT^,^,、 歡 劇に 於て は ァリ— スト フ ハー 一 ス、 宗敎に 於て はァゥ —か— ス— チ， 

ン、 能辯に 於て は ピン ダ ー、 MNi モ， nIM ス：、 近世に ド りて は セルべ， ン— ーハ， kl の 諧誠竭 きざる あり、 リヒ ； 

テルの 豊饒 量るべからざる あり、 力 ライルの 圭角峻 俗人の 膽を 寒から しむる あり、 余 sse- は必 しも 舊 

OO0O000OO0O  OC  000OOOO0O  - 

を 尙んで 新 を疎ぜ ざるべし、 要は 大著 作を讀 むに あり、 小 著作 を 忌み嫌. ふに あり、 聞く 現今 世界 無數ー 

の 書中 出版 後 第一 年の 終り を 見る もの は 干 中 三百 五十に 過ぎす、 百 五十 は 三年の 終りに 消へ、 ^かに 

五十が 七 年の 終り を 見る を 得べ しと (大 なる 日 木 は 例外な り"：)、. 故に Y ァ —ク ギン— シ. ー は n: へり 「年 は 

其 文學の 葬式 を 行 ふ」 と、 ，ホ| ヰッ プル は闩 へり 「人 は 思想の 製造者たら すして 寄 物の 製造者た る を ij: 

べし」 と、 若し 世に おする 標準 的 文學を 讀み悉 さんと 欲せば 三 干 年の 時日 を 要すと、 ^人の 生命に 限 一 

り あり、. 書物の 製造に 限りなし、 然るに r 计人は 常に 多く 何 を？；？ ぼみ つ、 あるか、 バイブル か、 ダンテ か" 

若しく ば   一 

, 自然の 觀 察  一 


思想 は 思想 を 透して 來る、 始めに 天よりの 直感 あり、 後 は 天啓の 註釋詳 明に 止る、 ホ I メル 一度 歌て 

吾人の 之に 改善の 加 ふべき なし、 吾人 は 僅かに 新 譜調を 以て 彼の 祕 曲に 和す るの み、 倫理 は 猶太に 於 

て悉 き、 美術 は 希 職 を 以て 達せり、 一一： 一口 ふ 勿れ 凡ての 進歩 は 未来に ありと、 ^作 は 過去に ありて 完美は 

朱 _ ^にあり、 古き 眞理、 新ら しき 學術、 是れ 進歩な り、 全 智識な り。 

大文 學を讀 むの 要此 にあり、 自然 を究 むる の 要 亦た 此に存 す、 前者 は 精神 を 供し、 後者 は 事實. ^給す、 

ダンテの 人生 解 は 永遠の 眞理 なり、 彼の 宇宙観 は 今や 中古 時代の 陳腐 科學 たるに 過ぎす、 彼の 精神 を 

新 學語を 以て i らんと する、 是れ 吾人の 事業たり C 

自然に 關 する 智識の 張大は 十九 世紀の 特功 偉業な り、 遠き は 星 星雲に 及ぼし、 近き は 地 t 曰 海 IK に 到 

り、 一室の 草 一塊の 土、 顯微鏡 的 攻究 を經 ざる は 稀な り、 科學は 自然の 極 美と 無限大と を 示せり、 詩 

歌 の 區域 今や 宇宙 の 極邊り 達せり、 

昔 は 山 を 吟じ川 を 歌 ひたり、 今 は 一滴の 水 千 句の 好 題目た るべ く、 一塊の ァメ ー バは 哲學的 詩歌 百篇 

の價値 あり、 慧 星の 連行 1  ま 星の 配列 共に 高遠なる 新 詩 題な り、 若し 地質 學を歌 はん 乎、 岩に 韻 あり 化 

石に 雅樂 あり、 豺狼嫂 蛇 を 讚歌に 編し、 血液循環 を雅 曲に 謳 ふに 至る も 未だ 以て 知る ベから す、 花 を 

咏 ぜんとす る もの は吉 野に 遊ぶ を 要せす、 野 邊の雜 草に 全智の 穿つべからざる あり、 敬虔 以て 自然に 

接する 者 は 石と して 雅韻 ならざる はなく、 草と して 詩 題なら ざる はなし、 悲む べし 當代文 墨の 士、 古 

OOOOOOOOOCOOOOOOOOOCOOO 

人 を 友と する こと 多くして 自然と 交 はる こと 掛き や。 

COOOOCOOOOOOOOOOOOOOO  ョッ 

故に 大 詩人 は 常に 注意 深き 自然の 觀察 者な りき、 詩の 最も 古くして 最も 大 なる もの は 希伯來 聖書の 約 

百 記な り、 是れ 力，^ ライルが II- して 「高潔なる 書、 萬 民の 書」 と絕 呼せ しもの、 古来より 高調 未だ"：！ 口 
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て是に 及ぶ ものな し、 何物 か 左の 壯 句に 優る もの あらん や。 

爾昴 宿の 和： M を 縛し 得る や、 

參 宿の 帶を 解き 得る や、 

"闹 十 一 一宮 を 其 時に 應 じて 出し 得る や、 

北 斗と 其 子 星 を 導き 得る や、 

ダンテに 至て は屮古 時代の 地理 天文 博物 心理の 諸學 にして ： つと して 彼の 大作に 編.，、 せられざる はな 

し、 例せば 

群 鶴 列を亂 さす、 悲鳴 を唱 へて 穴. 一 を 翔る が 如く、 余は靈 魂が 泣き叫びつ、 其 悲境に 向て 進み 行く 

を 見たり。 

地文 學的. 折 察に 左の 如き もの あり 

夫の アディ ヂの 河岸 トレ ント の邊、 亂 石，：：： 練 を 肩に する 處、 山 裂けて 柱石の 支 ゆるな く、 醜 岩 谷 

を 埋 めて 僅かに 一 徑を餘 すの み。 

若し 屮古 時代の； 太 文學に 腦を惱 まさん こと を む讀者 あらば 左の 一句の 如き は 好 的 例なる べし (余 は 

ケり ー 氏の 英譯の 儘 を 載す。) 

\vcro  JLcda 一 S  ofTsl リ ring-  lacw  iu  csnpaav 

<〕I  th;it  _L>rcad  Dllrrcr,  than  higli s ヨ 一二 lew 

Tlie  l.uddy  Zodiac  nearer  to  tlie  wears 


Wheel,  if  its  ancient  course  it  not  lorsook. 

.•5:^, テが 非凡 の 解剖 學者 に し て ダ— ー— か， ヰ— ンに 先つ 五十 年 巳に 進化論の 樞點に 達せし 事 は 人の 能く 知る 

處 なり、 然れ ども 彼の 特技 は 氣界の 現象 を 叙す るに ありし が 如し、 

J)cr  altb  AVinter  in  seiner  schwacrne 

Zog-  sidi  in  rauho  werge  zllriick. 

vcn  ^^CM.^^S^.  sepdet  er,  fliehencl, H5H 

olJLnm.ichtig.e  SCIlauel.  Icornigep  Eises 

In  Streifen  iiher  die  griinende 卜つ liir. 

冬 已に老 ひて カ盡 き、 

山里 指して 逃げ去れり、 

只 をり^ (\ にいと， 随き、 

其 射る 雹の 後ろ 矢に、  . 

靑き 野原 は. E みけり、 

北 地 氷雪の 裡に寒 を 達る ものにして 誰か 此 句の 適切 至當 なる を 感ぜざる も C あらん や、 ，r ルヅ， 山中の 

夜嵐、 .， ァ"， ルプ 山腹の 朝霧 は" ヶ HI えの 描寫を 以て 物理 學的 原理 を詳 明す-るに 足る。 

然れ ども 自然の 專門 詩人 は 英の詩 伯 ヰリャ ム、， ヲル. ^ヲス なり、 彼に 因て 自然 は ^ 註解 を 得 そり、 單 

に例證 として 引用 せらる k に 非す して、 僅かに 景を供 ふるに 止まらす して、 自然 其 物が 精靈を 有する 

ものいして 世に 诏 介せられ たり、 人 は 神に 像り て 造られ、 自然 は 神の 可 覺的自 現 (self -revelation 
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of  G ぶ) なり、 は 心 靈の奥 殿に 於て 拜 する を 得べ く、 亦 自然の 外 殿に^で ルぁ 壬き.； 1 き：^.;, 川が やい、 

此天此 地 素と 是れ淨 土、 我 儕 は 祌の聖 殿に 棲息す、 世界の人其，きl^!li.^.^-^vゃレと、 是れ 余輩が 解し 

て ヲ.^ ITR. 主義と なす 處、 其 吾人の 自然に 關 する 思惟 を聖 化し、 吾人 をして 乾坤 抵る所 神に 接する 

の感 あらしむ る や 赏に大 たり、 シ H 1— 夂— ス ピャの 所謂 「草木に 聲 あり 川 流に 著作 あり」 との 言 は ヲル— 

ヅヲス に 於て 事實 となれ り。 

此心を 以て 自然に 接す、 自然 何物 か 詩歌なら ざらん や、 彼 曾て 杜鵑 を 聞て 左の 句 あり、 

〇ften  a-s  thy  inward  oar 

Catcncs  such  W^O^WO^^P^^K.  bcwa-re — ' 

Listen,  ponder,  Iiold  them  dear; 

1  つ or  of  cod — of  Gocl  thev  are. 

意 を 留めよ 雨の 心の 耳朶に、 反響 此の 如き もの- 觸る i 時、 

靜聽 熟思 して 心に 牧 めよ、 是れ 神の 聲— 神 の 聲 な れ ば な り、 

春寒 漸く 去 るの 候、 路傍 に 蓮馨花 のへ i< ける を 見て 左の 壯句 あり、 

Sin-oiighted  though  we  are,  we  toe, 

Tls  reasoning  sous  of  M の n. 

From  oiu*  olblivious  winter  called 

Shall  rise,  and  again 

And  m  eternal  smnmer  lose 


Our  threescore  years  and  ten. 

罪に 枯死す る 我等と 雖も、 亦た 道に 憑る 人の子な り、 

苦寒 堅 氷の 冬より 呼ばれ、 起て 陽 和の 正 I 求に 沐し、 

淸爽 限りなき 夏に、  古稀の 憂慮 を沒せ ざらん や、 

一 室の 野草、 七十の 老 詩人に 此冀 望の 讚美歌 を 供す、 有名なる The  Excursion,  ILaodamia,  Fa 、ウ niuj? 

Ode 等 皆な 此類 なり、 「全地 は冀 望の 美 を 装 ふ」、 詩人 ヲル、 ヅ ヲス， 出て 自然 は靈 化されし の感 あり。 

,ヲ —ル. ヅ， nN, ズ， は 干 八 百 五十 年 ライ ダル， 山に 於て 世 を 逝れり、 後 九 年に して ダ ー ゥヰン の 大著 作 「動植物 

原種 論」 出たり、 此書ー たび 出て より 自然の 秘密 は 全速 度 を 以て 追究せられ たり、 十九せ 紀 後半期に 

於け る 自然 學の 進步は 人類の 歷史 過去 六 千年間に 於け る 其 進歩に 優る と 謂 ふべ し、 地質 學は 改造され、 

動植の ニ學は 新たに 生れし の觀 あり、 鑌物 結晶 水理の 諸學、 生理 解剖 組織の 諸 科、 一として 結 大の張 

大を 見ざる はなし、 斯くて 物 學は心 學を壓 する に 至り、 詩 學は科 學に吞 了せられ たり、 吾人 は 自然に 

於て 詩歌 的 意識 を 認めざる に 至りし のみなら す、 詩歌に 施す に 科學的 解剖 を 以てする に 至れり、 余輩 

は 言 ふ 詩歌の 零落 實に 今日の 如き はなしと、 人 は 迷信 的た らん 事 を 怖れて 詩歌 的 羽翼に 駕 して イマ ジ 

ネ 1 -シ ョ ンの 飛翔 を 試む る ものな し、 歌へば 夏の 蝗蟲の 如く 臭 土に 頭 を 突き 入れて 微かに 悲鳴 を發す 

るの み、 然れ ども 人 は尙ほ 人な り、 彼 は 萬 物の 靈 にして 自然の 奴隸 にあら す、 ヲル ヅヲ— スが 彼の 時代 

の 科 學を詩 化せし が 如く 吾人 もダ ー ゥ ヰン、 ライエル，' の 學を詩 化すべき なり、 保羅、 彼 得の 思想 は 進 

化 論者 の 學語 を 以て 叙述す ベ からざる か、 ダ ンテ ~ の 聖劇は 近世 科 學を以 て 編す ベから ざる か、 天より 

の 默示は 杜鵑と 蓮馨 花の みに 存 して ァメ ー バ、 バ ツチ ルレ ン スに存 せざる か、 勇めよ、 我が 詩歌の 友 
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二 七 六 

よ、 CUiii お £ ま ま &ぉケ お。  . 

^父 ゲル ベ ー (AbTbe  Gerhet) 曰く 

用な き 抽象の 塵は拂 はれ、 昔時の 信仰 は 新 科 學の圓 光 を 以て 顯 はれん 

と、 而 して 此冀？ 5 で， 今や 已に實 成されつ k あるな り、 テ 一一 ソンの 詩作に 新 科 學の芳 味 ある は 人の 能く 知 

る處 なり、 . 、ろ  1.. ゥ， T ン， の學友 進化論の 泰斗た る， アル —フ l^i^ リド、 ワラス 氏 は 彼の 自然淘汰 論 第三 百广. 

八 頁に 左の 一詩 を 引用せ り、 

cs(l  of  the  rh.anite  :uid  tls llose  ！ 

Soul cf  tho  sparrow  and  the  Bee  ！ 

The  mi に. hty  tide  of  lieing-  flows 

Thrcugh  slmtloss  clKlTmels,  Ibrd,  from  thee. 

It  leaps  to  life  in- ち. ass  Eld 11 owes. 

Through  every  grade  of  being  runs  ； 

.while  from  (ビ eatisvs  radiant  towers. 

Its  glory  flames  in  stns  and  suus. 

花崗 石と 薔薇の 神よ、 燕雀と 蠅 蜂の靈 よ、 

生命の 潮流 は汝 より 出て、 無数の 受 器に 充ち、 

碧 草 玉 花と なりて 迸り、 生類 各種の 中に 奔流す、 

又 日と なり 星と なりて、 造化の 高 塔に 耀輝を 放つ、 


w.  K.  Gilder 氏の 作に 係る 左の 短編の 如き は 近世の 造化 說を歌 ひし ものな り、 原文の 儘 を 記す、 

The  mist  cf き rids  uiil ミ l.Jl, i 

A  ^^^^-.^^.-^OM-^P^.  in  the  awful  niglit 

of  メ viltw  that  ^^^^^M  the  nl:nl. 

【1. 

Now  ccmes  the  dawn—t-hcj  circling-  e;ii 二- li. 

Creatures  p^^^  fly  mid  (Tawl ; 

And  mail-  that  last  imperial  一一 irth- 

Arul グ.： lu.lst  the  flowcl-  of  all. 

一一 一一 口 を 休めよ 詩歌 は科學 の反對 にして 前者の 優 維なる に對し 後者の 乾燥無味なる ありと、 科學 勿論 柔軟 

文學 者の 氣儘 勝手 を 許さす、 科學に 紀律 あり 嚴則 あり、 然れ ども 嚴な るが 故に 愈 優な り、 婀娜 なる 小 

女の 美 を 貰す る は r 粹人」 の 業な り、 電光に 噴火 f に 地震に^ 風に 愛 1  、こ 調和と を 探ぐ る は 詩人の 職な 

り、 詩 * を 科學に 求る は 愛.^ 律に 求るな り、 卽ち^?3化の中心に達し變を無變に解するなり、 詩人の 大 

き 115- にあり、 力 ー ライル 曰く 「深く 探れよ 萬 物 悉く 美 曲な り」 と、 未来の 大文學 は 敬虔 を 以てする 自 

然の密 察より 来る。 
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品性の 修養 

O00O0OO00O000O0OO0O0O0O0OO000OO0O  9 看 9  9  999 誊 9 誊， 

萬 卷の書 を 讀み悉 し 乾坤 を暖 なく 探り 悉 して 吾人 は 大文學 者た る を 得る 乎、 若し 然 らば 大文學 は 時日 

と勉 1 この結果たり、 若し 然 らば 百科全書 は 詩の 最も 犬なる ものな り、 若し 然ら if か. A あ チュ いき^ん A 

り 望む ベから す、 若し 然 らば ダンテ は奇饋 なり、 シ H クスピャは例外な.^^o 

否な 然ら ざるな り、 大文學 は氣魄 なり、 大人物 筆 を 採りて 大文學 出づ、 吾人 身 自ら 英雄たら ざる 以上 

は 博士の 年金 も 大學院 の 攻究 も 一 雄編 一 大作 を 生む 能 はす。 

人た る ことなり、 人の 面 を 怖れざる ことなり、 正義 を 有の 偉に 實行 する ことなり、 輿論と 稱 する 呶々 

の 叫に PT を 傾けざる ことなり、 富 を 求めざる ことなり， 爵位 を輕ん する ことなり、 是れ 大文學 者の 特 

厶 厶厶 厶厶厶 <"<! 厶厶 <3<3<|厶 厶厶厶 <3A<-<3.,"1<1<- 

性と して 最も 貴重なる ものな り、 是れ 有て 彼の 美文 は敎 化の 具たり、 是 無くして 彼の 修辭 は詐 偽の 術 

<3厶  厶 AAA 厶<" 厶厶， .AAA 厶厶  厶 ム<1厶<"厶<1<" 厶厶厶  <"厶 厶厶厶  OOOOOOOOODO 

なり 是 有て 自然 は 彼に 讚歌 を 供し、 是 無くして 造化 は 怪異た るに 過ぎす、 才 あり 筆 ありて 尙ほ 未だ 

大缺 乏の充 すべき あり、 正しく 之 を 評すれば 非 德の文 は 文に して 文に あらす、 英語の word は worth 

(眞價 ) なり、 我に 眞實の 語るべき ありて 我 は 言語 を發 すべきな り、 我 は 威く 胡 魔 化しに して、 我に 

不拔の 確信な くして、 我 能く 文 を 緩り 得たり とて、 是れ 文に あらす、 語に あらす、 是れ荒 なり、 虛 

誕 なり。 

噴水 は 水源より 高く 上らす、 is は 詩人よ い ^<i- る す、 ダ； N テ其 人は聖 劇よりも 大 なり、 文の 大な 

る は 其 著者の 大な るが 故な り、 ビク トル、！ Hi リ、 コ，ー 自白して 曰く 

余 は 半 百年 間 散文に 韻文に 歷 史に哲 學に戲 曲に 落首に 余の 思想 を發 表したり、 而 して 余 は 尙ほ未 


だ 余の 中に 存 する 思想の 千分の 一 だ も 言 ひ 盡す能 はす。 

Try ルソジ は 力， フ ィルを 評して 曰へ り、 

彼に 接せ ざれば 彼の 氣 力と 技倆と を 量る ベから す、 彼 を 知て 彼の 著述 は 僅かに 彼の 小 部分なる を 

知る。 

^1^ ブ i 夫人 詩人 テ T^l^ に 接し て 曰く、 

^^ー|^,ン|の詩は彼れ自身なり、 彼と 面晤 して 彼の 詩の 益々 貴重なる を覺 ゆ。 

一力 を 見よ、 彼の 四十 卷の 著作 は 彼の 自傳と 見て 可な り、 ^^：ボ—ロ—の如き彼の容貌の下にロ以て語る 

ベから す、 筆 以て 叙すべからざる 心靈 的 大戰爭 は鬪 はれし なり、 

vcm  Haibeu  zu  enrwOlineii, uud  in  Gauzen, 

Guten,  shoneu  resclut  zii 10】 km ト 

半 成より 說 却し、 完全、 完善、 完 美の 生涯 を 送る に 決す 

と、 是れ 彼の 一 生の 苦闘な りし、 彼の 著書 は 此戰鬪 線の 一 部の み、 

Wie  das  ritirn 

Olme  Hast, 

Aber  cllTle  Kayt, 

星の 如く、 急ぐ ことなく、 休む ことなく 

彼の 使命 を 全 ふして 彼の 事 終 はんぬ、 彼の 心靈的 歷史を 知らざる もの は 彼 を 以て 單に 天才の 寵兒 とな 

せり、 然 かれ ども 天才の みは r ヴヰル ヘルム、 マ イス テル」、 r フ ハウ スト」 等 を 作ら ざり しなり、 
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心 震 的實驗 なり、 心靈的 勝利な り、 是れ 吾人が 彼の 著に 於て 最も 貴ぶ 所、 是 なからん か、 ゲ， し テ I は T ン 

エリ，'、 バイ ロンの 輩と 類 を 同 ふせし のみ。 

力 ライル を昆 よ、 リヒテル— はル ー テル. の 語 を 評して 「半 は戰鬪 なり」 と 曰へ り、 力 ライルの も亦然 

り、 文學は 彼の 甚だ 賤 しみし 所、 彼 他に 活動の 道 を 得る 能 はすして 止む を 得す 文筆に 從事 せし なり、 

l^^^oo  o  00  00  000000000000 

一 著書の 業 亦 細事の み、 犬なる は 勇猛なる 生涯の み」 と、 彼れ 曾て 文 擅の 秘訣 を 述べて 曰く、 

汝の 心より 凡ての 浮虚と 泡沫と を 全く 拭 ひ 去れ、 人 何人 か 勉めて 自由なる 公明なる 謙遞 なる 心 を 

得る こと 能 は ざらん や、 汝之を 得ん が爲に 弛ます 戰ふ べし、 語らざる を 得 るの 場合 ili;^.il;;J^ 

ば 如何なる 場合に 於ても 語る 勿れ、 報酬 を 思 ふ 勿れ、 單に汝 の 語らん とする 理を 思へ。 

彼の 「法 黨論」 「過去 及び 現在」 は懒惰 貴族に 對 する 下民の 辯 護な り、 彼の r 佛阈 革命 史」 は 攝理を 

義 とする 大說敎 なり、 彼の コ。 ムゥ H ル傳は 誤解 英雄の 辯 明な り、 彼の フレ デリ ツキ 傳は 時の 不斷政 

治 を 憤りて より 成れり、 大義に 强 ひらる、 にあら ざれば 彼の 筆 は 動か ざり き、 彼 は 筆 を 以てせし 慈善 

家な り、 筆の 爲 めに 慈善 を 裝ふ當 世 流の 文學 者に あらす。 

プ ー シ キン を 昆ょ、 イブセン， を 見よ、 ヂッ ゲン— スを 見よ、 愛と 正義に 動かされ すして 大文^の^ に屮 ~ 

-、 ：， し （ -  >  »  f^oooooooooo  00000000000000000  000000 

てし 實^ あり や V は腦に 勝る 觀察 者な り、 才學の 見る 能 はざる； 叫 を 愛 心 は透觀 す、 學ょ^ 械 なり、 

」o  ニド 0  0  、  J>  0  0  0 レ 0  0  0  0  0  0  0  0  OOCCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

情 は 生命な り 學 有て 文飾 あらん 規則 あらん， 然れ ども 熱情の 之 を 鎔解 形造す るに あら ざれば 詩歌な 

し 音曲な し。 

文學, 偽善、 萬 言 立ろ に 成て 一行 擧ら す、 說を提 する を 知て 之 を (化^ か か. Lc、  一 iki や r^li き、 i 

行の 糞づ まり、 ル說 家の 歡迎、 實 記者の 冷遇、 文界此の如く^iぃで.^-カiュぃ^,^^5、冗.iゃ.^.i>^、 「き 


人」 は社會 に賤視 せられて 其 頭 を 擡げ 得ざる に 及んで、 「風流 人」 は 月 花に 歌を呈 する を 4| めて、 

圃人 悉く 誠 實を尙 び、 品 4! は 文に 優りて 尊敬 さる X に 及んで a 始て世界を風靡する大.^<4:^-1^か^4- 

,,090-99,  S  3  9  3  0  ®  ©  3  ©  0  000000000000000000  000  0  0 

より^むべき なり、 先づ人 たれよ、 文の 友よ、 ダンテ を讀 まざる も US 辱の 奴 族た る 勿れ、 文 若し 汝を 

roooooooooooo  OOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOO 

虚飾に 誘 はば 取て 之 を 捨てよ、 至誠 汝を 動かす にあら ざれば 大 思想 大文字 は汝の 有に あらす。 

00000  OOOOOOOOOOOOOOOCOOO  0000  0000  000000000 

汝 知らす や、 名工 利刀 を 毅 ふるに 方て は 彼 は潔齋 沐浴し、 淫を 遠け、 儀 を 正し、 精を盡 して 鐵砧 に對 

000000  0000000000  き ゆ 9 参き 暑 ゆ 参き •••••• き 条鲁壽 鲁 

する に 非す や、 筆 は 刀に 勝る 利器な り、 汝の 筆頭 黑 汁に 染みて 汝の志 意 を 描かん とする 時 は 是れ實 に 

|^-,攀* 參 1 鲁 • 鲁參 鲁《肇《* 參き鲁 鲁鲁 》鲁* 鲁參鲁 .* 肇鲁 ♦ 鲁鲁 鲁 .《 

餒肅 なる 時なら す や 汝は， を 誑ら かさんと する 乎、 汝 は社會 に媚ん とする 乎、 汝は名 譽を買 はんと 

する 乎、 將た 亦た， を 救 はんとす る 乎、 無辜 を 辯 ぜんとす る 乎、 正 理を說 かんとす る 乎、 天意 を盡さ 

ん とする 乎、 裁判の 神 をして 汝の」 側に 在 さしめ よ。 

OOOOOOOOC  OOCOO  S  3  ©  ©  ©  ®  3  ®  ®  ©  ®  ®  ®  ®  ©  ®  ®  3  ©  ®  ®  ®  ®  3s©®® 

インス ピレ ー ショ ン 祌來の 思想、 天意 は 電氣の 如く 理化學 上 工夫 を 以て 招く ベから す、 是に 接する 

(。) S  3  0  3  0  0  S  3  0  S  3  ©  3  ©  ©  ®  鬌 9  999 譬 9  99 誊 f 售,， f 警售警 鲁誊， 曹き嘗 9  _ 

に 惟淸淨 潔白 天地に 恥ぢ ざる 心 あるの み、 「心の 淸 きもの は 幸福な り 其 人 は 神 を 見る こと を 得べ けれ 

ばな り」、 是れ豈 惟り 宗教に 於ての み然 らん や。 

美學、 美文 學、 美 は 其 物 自身に 於て 究む べし、 倫理 宗教の 啄を容 る i 所に あらす と、 故に 身 を 不淨の 

巷に 汚が しても 美 を 探るべし、 心に 正義 を 慕 はざる も 美 は 論すべし と、 嗟 呼 美の 觀念 此の 如くに して 

OCOOCOOCOO  00000  0  0  000  0  OOOCOOOOOO  OCOOCOOCC 

ダンテ は 無用 人物たり、 希伯來 聖書 何の 價か ある、 二十 錢文學 にて 足れり、 繪 入小說 にて 足れり。 

weautiful  is  that  does. 美 を 爲す事 是れ卽 ち 美な り、 善行 を稱 して 美事と 言 ふ は是れ なり、 

大石內 藏之助 を 演ぜん とする 俳優す ら尙ほ 一 七日の 坐禪的 生涯 を 試る にあら す や、 醜行 は 直に 淨瑠 # 

ハ , 、："、，、.、.、.*  9  9  t  *  >  ,  、  9  COOCOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

語りの 音聲に 影響し 彼の 伎俩を 傷る にあら す や、 文 學者獨 り 放恣に して 美 を 覚め 得る の理 あらん や、 
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然り非倫非德きー主義無^^^^^^?^3*心ー|1ぃ、ゃ；^ぃ^1^で き s^i- 〜&挣 i い i^^^^ 黪^ 

なる： li 反て 彼の 大危險 物た る を 示す。 

古人の 大著 を究 むる にあり、 自然に 眞理を 探る にあり、 自己 を淸 ふして 天来の 思想に 接する にあり、 

是れ 余輩の 信す る 大文學 を 得る の途 たり、 余輩 は此大 問題 を悉 せし と 言 はす、 然も 余輩の 論ぜし 所の 

全く 無益なら ざる を 信す。  (『國 氏 之 友』 十月 十二 日) 


明治 二十 九 年 二 八 九 六 年) 

樂 しき 生涯 

(明治. t 九 年 元旦 京都 流寓に 於て) 

我の 詔 ふべき 人な し 

我の 與 みすべき 黨派 たし、 

我の 戴くべき 僧侶な し、 

我の 維持すべき 爵位な し。 


我に 事 ふべき の 神 あり、 

我に 愛すべきの 國 あり、 

我に 救 ふべき の 人 あり、 

我に 養 ふべき の 父母と 妻子 あり。 

四 圍の山 何ぞ靑 き， 

加 茂の 水 何ぞ淸 き、 

{ 仝の 星何ぞ 高き、 

朝の 風 何ぞ爽 き。 

1 函の 書に 千古の 智慧 あり、 

以て 英雄と 共に 語る を 得べ し、 

一 室の 筆に 奇異の 力 あり、 

以て 志 を 干 戴に 述 ぶる を 得 ベ し。 

我に 友 を容る i の窒 あり、 

我に 情 を 綴る のぺ ン あり、 

爐邊圑 坐して 時事 を慨 し、 

W 治 二十 九 年 (一八 九 六 年)  二八 三 


二八 SI 

初期の 文章 

異域 書 を 飛ばして 孤獨を 慰む。 

翁 は 机に 凭れ、 

媼は 針に あり、 

婦は 廚に忙 はしく、 

ふ Q 


感謝して 日光 を迎 へ、 

感謝して 麁 膳に 對し、 

感謝して 天職 を 執り、 

感謝して 眠に 就く。 

生 を 得る 何ぞ樂 しき、  ， 

讚 I ゆる 間な し。  (『|| 一月 S 


寒中の 木の芽 


1 、 春の 枝に 花 あり 

夏の 枝に 葉 あり 

秋の 枝に 果 あり 

冬の 技に 慰 あり 

二、 花 散りて 後に 

葉 一 ちて 後に 

果 失せて 後に 

芽 は 枝に 顯 はる 

三、 嗚呼 憂に 沈む ものよ 

嗚呼 不幸 を かこつ ものよ 

嗚呼 冀 望の 失せし ものよ 

治 二十 九 年 ( 一 八 九 六 年) 
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春陽の 期 近し 

四、 春の 枝に 花 あり 

夏の 枝に 葉 あり 

秋の 枝に 果 あり 

冬の 枝に 封.』 あり  (『國 民 之 友』 二月 サニ  HI) 


時勢の 觀察 

〔義憤 は 韻文 を 助く〕 (1 つ ac.it  indlgnatio  verFsum.」 

自序 

今や 日本 國民は 上 は 博 文 侯より 下 は 博 文 館主 人に 至る 迄 皆た 悉く 八方美人と は 化しぬ、 或は 若し 八 

方 美人に 非す とする も少 くと も 四方 美人 叉 は 半面 美人たら ざる はなし、 此に 於て か 余聚の 如き 八方 

醜婦 生の 世に出る の 必要 は來 りしな り、 彼女の 本職 は 病 犬の 如く 何人に も 何 黨 派 にも 喊み 付く にあ 

り、 梟の 如き 眼 を 以て 暗中の 據れを 探る にあり、 彼女 は 敵との み爭 はす、 知人と も 朋友と も 拳闘す 

べし、 彼女 は 「愛國 者」 を 嫌 ひ 「尊王家」 を 卑しむ、 彼女の 如き は實に 「不敬 事件」 を 醸す に 足る 


べき 人物な り。 

往時米國の批評家ト &  ！-氏ト マ ス、 —か，，^^^,ィル の 「過去 現在」 なる 書 を讀で 拍手 大喝 天 を 仰ぎて 曰 

く  r 英國は 仍ほ大 たべる 未來を 有す」 と、 英國を 罵りし 力 1. ラ I, ィ， ル， は大 なり、 然れ ども 力，：， 1 ライル； を 

許し、 力 ー ライルに 聽 きし 英國は 力 ー ライルより 大 なり、 力 ー ライル を せし 英國 にして 仍ほ大 な 

る 未来 を 有すと あらば 八方 醜 婦生を 有する 日本 も 亦 多少の,、^ を 有しで 可 か。 (明治 廿九年 七 

月 京都 新 町 便利 堂 借 宅に 於て) 

其 一 、 公徳と 私德の 分離 

醉枕 美人 膝、 醒握 天下 榄とは 何時の 頃 何人に 位て 傳 へられし 幅 音 か は 知らね ども 日本 國 民が 數 百年 來 

信じ 来りし 大敎訓 なる が 如し、 其 實例を 探らん と 欲せば 遠く 延元平 治の 昔に 溯る を 要せす、 明治の 今 

日、 明治 廿九 年の 今日、 吾人の 目前に 數 個の 好適 例の 供 へらる i あり。 

吾人 之 を 云 ふ は 日本人 は必 すし も 理論 上如斯 背理 を 許す 者な りと 云 ふに 非す、 新聞記者が 紙面に 於て 

日本 仁義 國論 を唱 ふる 時 は 犬に 政治家た る 者の 私行 を誡 しむる 事 あり、 國會 議員が 議場に 潔白 を 装 ふ 

に 際して 公 德私德 の 分離 を 歎す る 事 あり、 日本人 は 理屈 上 私德の 眞價を 知る、 然れ ども 實際上 敗德の 

政：！ S 家 を 許し、 彼 をして 其 位置 を 保た しめ、 或は 若し 一時の 恥辱に 陷 らしむ る 事 ある も 社 會は濤 跨せ 

すして 再び 彼を迎 へ、 私 德の缺 乏の故 を 以て 彼の 社會 上の 勢力 を 奪 はす、 寛大なる は實に 日本人 民な 

〇 0  0 

るかた Q 

而 して 是れ 政治家に 於て 然るの みならす、 實業 家に 於て 然り、 文學 者に 於て 然り、 日本 國に 於け る大 

E. 治 二十 九 年 (一 八 九 六年レ  二八 七 


-羽 ？ 3- の 文章  1| 八ム 

たる 實業. 冢とは 能く 金 を 儲ける 人 を 謂 ふなり、 摩 西の 十誡 を 以て 蓄財 術の 秘訣と： 一:^ せし &  トシ，， r ト 

第一 世の 如き は 我 國の實 業界に 於て は 馬鹿者な り、 官 人に 詔 ふ も 可し、 軍夫に 重き 頭分 稅を 課する も 

問 はす、 能く 短 少時 期に 法律の 明文に 牴觸 せす して 財産 を 作る もの あれば 彼 は 我國に 於け る實 業界の 

英雄な り、 彼に 新聞記者の 讚辭 あり、 社會は 彼が 如き 者 を 挫く の f ，プ氣 と 確信と を 有せす。 

日本人の 大 たる 文 學 者と は 一 一十 年の 長き 貧と 孤 獨とを 忍びし 力 ー ライル の 如き を 謂 ふに あらす、 乂：^ 

「善人」 たる を 以て 終生の 目的と たせし オルタ ー、 スコットの 如き を 謂 ふに あらす、 若し 能く 文を緣 

9  9  9  $9999999999999  0  OOO0OO0  0000000000000000  0  0 

り 得れば 之 を 妓樓に 於て 爲すも 可たり、 文學 者の 敗德は 彼の 著述の 賓上髙 に 一 つの 影響を及ぼさす、 

3  © マ) S  S  3  (ふ 3  3  ©  ©  0  ©  ^  ©  0  (<- リ 3  ® 

品性 は 日本の 文堉 一に 於て は 一 文の 價値 なし。 

由是觀 之、 四千 萬 口の 日本人 は 擧て皆 政治家なる 事 を、 彼等に 二種の 道德 あり、 國家的 道 德と稱 して 

政治 上の 道德其 一 たり、 個人的 道 德と稱 して 私行 上の 道德其 二な り、 而 して 後者 は 前者の 爲 めに 問 は 

れす、 大 なる 経綸 を蓄 ふるもの は 友に 薄き も 可な り、 情に 純き も 問 はす、 H ふ 「大丈夫 天下の 事 を 計 

る何ぞ 私事 を 問 はん 耶」 と。 

是れ實 に 驚くべき 事資 たり、 -吾 人に 外國に 於ても 二種の 道德の 151^ なしと.： 百 はす、 然れ ども 試に グラ 

ッド ス トン 氏が 國 家 危殆に 逼 るの 時に 際して 污 機なる 賣女を 落籍せ しと 假定 せよ、 彼の 政略の 如何に 

適切に して 如何に 高潔なる に關 せす、 彼 は 一 日 も 英國に 於け る 彼の 位 llel を 保つべからざる は 明瞭な り- 

亦た 英國 民が 擧て 彼の 職責 を 問 はんとす る あれば、 彼の 汚行 は 詰問の 大條： w たる は 論を須 たす、 政治 

OOOOCOOOOOOOOOOOCOOOC  0  0000000 

家の 私行 を 政治問題 外に 撤去す る は 日木國 民の 一 特徵 なる が 如し。 

クロム ゥ H ルの大 なりし は 彼の 强 硬なる 外交 政略に あらす して 彼の 溫 和なる 剛直なる 私行に ありし， 


ヮ シン ト ゾは 房なる より は 寧ろ 直たり し、 米/、 は 品性の 高潔な りしが 故に 種々 の 政治 上 失敗の 中に リ 

ンコ ルン を 信じたり、 私行 はモ. - トケ、 ビ ス マ ーク の大砲3|^なりし、 米國の 或る 鐵道會 社に 於て 酒 を 

嗜む機 關士は 如何なる； 量 を 有する とも 條 雇せ ざるが 如き は 今日の 口 本人の 迚も 信す る 事 能 はざる 所 

なるべし。  、 

然れ ども 吾人 は 問 はんと 欲す、 公德は 私德を 離れて 論じ 得べき ものた る 乎と、 醉て 美人の 膝に 枕 十る 

4" は 醒て天 F の i を 握り 得べ きものなる 乎と、 酒 間 客と 共に 禽獸的 談話 を樂 しむ 者に 天下の 經 綸を議 

トハ ふ- i:^^!^ や， V ん i いは 政治き 機能と 倘ん的 機能との 配偶よ， り 成りし 二元的 動物なる 乎， や 吾 

々の 哲學 にして 愆ら すん ば ペルソ ナ (本 身) は 最も 明. G なる イン ディ 、ウイジュ アル (個 體) なり、 侗 

人的 偽善者 は 叉 政治 上の 偽善者な り、 私行 上の 虚言 {豕 は 亦 政治 上の 虚言 家な り、 政治 は 人類 唯一 の 職 

業に 非す、 政治的に 大 なれば とて 必 しも 大 なる 人に 非す。 

oooo〇oooo〇c〇coo〇oo〇c-c>cooooo〇o〇〇oooooo〇ooc-oooc> 

人の 眞價 を定 むる に當て 政治的に 國家 的に 密 にして 私行 的に 倘 人的に 疎なる 日本人の 觀念を 以て. rfji; 人 

〇 0  0  C  0  0  0  0  0 〇 0  0  0  C 

は 健全なる ものと 稱 ふる を 得す。 

私德と 公德の 分離 は 確信と 實 行との 分離 を 意味す、 而 して 信ぜざる 事 を 行 ひ、 義を 名と して 利 を 求む 

る もの (國と 人と を 問 はす) を 吾人 は稱 して 偽善者と 云 ふなり。 紙上に； 大 下の 大義 を唱 へ、 內閣攻 攀 

を專 門と する も、 情に 鈍く 私 節 に^き 新聞記者 は 偽善者な り、 著書に 理想的 人物 を 描き、 自ら は其理 

想 を 追 はす、 息 者に 藥を 盛りながら 自身 不攝生 を 誇る 醫士の 如き 文 學者は 偽善者な り、 刺 語に 低頭せ 

ざれば とて 賣國 奴の 名を附 して 人 を 困し めながら、 自身 は賣 女の 眞像を 以て 充 たされた る 小 說を嗜 む 

* 生 は 偽善者な り、 國 家の 利益と 稱 して 私利 を 營む實 業 家 は實業 家に 非す して 虚業 家な り、 隣邦の 獨 
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立 を抉械 すると 稱 して 干戈 を 動かし、 功 成りし 後 は 自 國 の强大 のみ を 計て 終に itf^l: をして 立つ 能 は 

ざるに 至らし めし 國民は 偽善者な り、 卽ち 偽善者と は 面 を 被る 役者な り、 彼 は 英雄の 眞似 をな す^な 

り、 愛國 者の 人形な り、 彼等 は 人生 を 歌舞伎 座の 舞 裏の 如くに 見做す 者な り、 彼等 は ル= 悉く^ 十郞菊 

五郎た らんと む ものな り、 議會と 新聞紙と は 彼等の 假 -rm を顯 はす 所な り、 ^呼 若し ァスモ MN— ュスの 

..i 術 ありて 彼等の 樂屋に 入る を 得るならば  

正義 は 口に あり、 

政略 は 股に あり、 

義は 名の 爲に 求め、 

名 は 利の 爲に 貴ぶ。 

身は黨 則に 縛られて 自由 を唱 へ、 

心 は 利 慾に 駆られて 愛國を 叫ぶ、 

衆愚の 聲に 震へ、 

寡婦の 淚に 動かす。 

^の 獸に斷 あり、 

彼に 斷 なし、 

〈八ェ の 鳥に 情 あり、 


彼に 情なし。 

風と 共に 飛び、 

草と 共に 魔く、 

偽善者の 偽善者、 

扠隸の 奴隸。 

其 二、 實益 主義の 國民 

瑞 丙の 地理 學者 アル ノ ルド、 ギヨ ー 氏 曾て 蒙古人種の 特性 を 叙して 曰く 「彼等の 腦髓は 事物の 實《^ -.^ 

ルハズ ，いき いで あ：^ 眞理 かか 究 にか iHrJ と、 S ち 蒙古人種 は 事物の 眞 價を定 むる に當て 實ハ. 奴； 上に 

現 はる.^ 其 結 si- よりして 其 中に 含容 せらる i 眞现に 依らす となり、 卽ち 蒙古人種 は實 利の 民に して 主 

義 信仰の 民に 非す となり、 卽ち 蒙古人種 は 主義 其 物 を； する にも 其 實益を 以てして 其 原理 を？？ はすと 

たり-一 

余 S3f はギ ョ ー 氏の 此觀察 を 悉く 當れ りと は 云 はす、 我等の 祖先に 主義の 人 ありし 事 は 余輩の 常に 誇る 

所な り、 楠 正 成は少 くと も 主義の 人な りし、 彼 は 勝敗の 赴く 所 を 知りながら 義務と 責任と を 避け ざり 

し、 大石內 藏之助 は 主義の 人な りし、 彼 は 國法を 犯しても 彼の 人生 觀を實 行せ り、 西鄕 隆成廉 はキ： 

人な りし、 彼 は 圃.： 承に まさりて 正義 を 愛したり、 然れ ども 明治 今日の 日本ん に 至て は 彼等 は 全く 蒙古 

人： ti の 本性 を顯 はす 者と 云 はざる を 得す C 
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見よ 如何にして 今日の 日本人が 宗敎 の眞偽 を； する 乎 を、 彼は赏 ふ 基督 敎に 眞理 なきに 非す、 然れど 一 

も 是れ國 (糸に 害 あれば 排 すべし と、 曰く 佛敎に 迷信 多し、 然れ ども II 家に 利益 あれば 保^ 獎勵 すべし 

と、 卽ち 彼等 は宗敎 問題 を 決する に 於て すら 之 を 治國平 天下 的卽ち 政治的に 考 へて 抽象的 探理 的に 究 

めす、 面して 是れ 凡俗の 依り 賴む 論法なる のみなら す、 其 博士と 折 〔學 者と が此非 科學的 考究 法 を m ひ 一 

て 话 と し て 恥 づる 所な きが 如 し 。 

ふ 敎哲學 問題に 於て 然り、 况ゃ 政治 外交 問题に 於て を や、 自由主義 採るべし、 之に 實益 あわば なり、 

保守主義 擴む べし、 之れ 國 〈アポ の實益 なれば なりと、 故に 憲法 國を 以て 誇る 今日の 日本に 於て 政治.； } ^な 一 

る もの は告 悉く 政治屋に して、 國家を 十露盤 的に 濟度 せんとす る 者の み、 一人の グ £11 シ ヤス、 ホッ 

CCOCOOOC  COCOCOOO  0OCCCC-CCCCOOOCO00O 

ブスの 如き ありて、 宇宙の 眞 现に訴 へ、 星の 配列に 考へ、 人性の 原則に 溯りて 自由 又は 改進 又は 阈 

權の 大義 を 考究 唱道す る 者な し、 故に 政 黨の机 礫なる もの は 利益と 感情との 軋櫟 にして 主義の 討議に 一 

非す、 大義の 爭 論に 非す、 故に 議會 の古戰 なる もの は 槪ね黨 人の 小戰 闘に して 大義 正論の 發？； ^に = ^す。 一 

新聞記者 は < ^牽に 報じて HI ふ 「日 木の 議會 に.^、 だ •： 人の 雄 辯 家な し， 一 と、 是れ 日本の 政治家に 大 信仰 

0  0000000000  0  0  0  0  0  0  0 

を 有する 者な きの 證に 非す して 3： ぞ、 人、 .： 于宙の 大眞理 に 動く 時に のみ 雄 辯 あり、 十露盤 玉 的 政治 {豕 

より 天火の 洗禮は 来らす。  一 

之 を 近来の 日本の 外交に 於て 見よ、 同一 の實利 主義の 實行を 見ん、 何故に 朝鮮 は 救 はざる 可らざる や、 • 

H く 朝鮮の 獨立は 日本 國の 利益 なれば なりと、 何故に 支那 を 伐つべき や、 ni く 充分の 勝算 あれば なり 

と、 彼等 は H 淸戰爭 を義戰 なりと iP へり、 而 して 余輩の 如き 馬鹿者 ありて 彼等の {ー1  一一 一；  一  I： を眞 面目に 受け、 

余輩の 廻らぬ 歐文 を裰り 「日 淸戰 (ザの 義」 を 世界に 訴 ふる あれば、 口 本の 政治家と 新聞記者と は 心密ー 


かに 笑て 曰 ふ 「善哉 彼れ 正直者よ」 と. 義戰と は 名義な りと は 彼等の 智者が 公言す る を撣ら ざる 所な 

り、 故に 戰 勝て 支那に 115 辱 を 加 ふるや、 東洋の 危殆 如何程にまで 迫れる や を 省みる 事た く、 全 國民寧 

て戰勝 會に忙 はしく、 ビ ー ルを 傾く る 何 萬 木、 牛 を 屠る 何百 頭、 支那 兵 を 倒す に 野猪 狩を爲 すが 如き 

の 念 を 以てせり， 而 して 戰局を 結んで 戰捷國 の 位置に 立つ や、 其 主眼と せし 隣邦の 獨立は 措て 問 は ざ 

るが 如く、 新 領土の 開 養、 新 市場の 擴張は 全 國 民の 注意 を 奪 ひ、 偏に 戰捷の 利益 を 十二分に 牧 めんと 

して 汲々 たり、 義戰 若し 誠に 實に 義戰 たらば！： かに 國 家の s# を 犠牲に 供いても 戰 はや」 ハ)、 H 木國尺 

若し 仁義の 民たら ば：！： 故に 同胞 支那 人の 名譽を 重んぜざる、 何故に 隣邦 朝鮮 國の 誘導に 勉 めざる、 余 

輩の 愁歎 は 我が 國 の 眞-, 回目たら ざるに あり、 彼等が 義を 信ぜす して 義を唱 ふるに あり、 彼等の 隣邦 

に對 する 親切 は 口の 先き に 止て 心より せざる にあり、 彼等の 義俠 心なる もの &淺 薄なる にあり、 或 人 

は 肥 後人 を 評して 「逃る 敵 を 追 ふに 妙 を 得た る 武士な り」 と 曰へ り-、 今日の 日 木 人 は 皆 悉く 肥 後人と 

OOOOOOOCOOO 

化せし にあらざる たき 乎！ 

今日の it 本人の 眞 面目なら i;;^ る は 其 無數の 新聞， ％ を 以て 徵 すべし、 新聞紙に 自由主義、 國權 主義， 改 

進 主義、 革新主義、 實業 主義 ある は 鳥に 毛色、 足輕に 旗色 あるが 如し、 而 して 彼等の 或 者 は 政府の 失 

態 を^ 擊 する を 以て 商賨 とたし、 或 者 は 改進 黨 巾着 切 を 叫び、 或 者 は 自由 黨變節 を 呼ぶ、 然れ ども 能 

く 彼等 を 解剖し 見よ：， 自由 黨必 しも 自由の 大義 を 信す るに 非す、 改進 黨必 しも 改進の 秘決 を 守る に 非 

す、 國 權黨必 しも 愛國 者に 非す、 自由 黨の變 節 は 彼等の 信す る實益 (國 家幷 に自黨 の) より 来り、 非 

政府 黨の 合同 一 致 も 又 同じく 實 益より 生す、 主 i と 原理との 爭に 非す しで 實 益と 之 伴 ふ 感情の 爭な 

れば彼等をt-表.f,^る新聞紙は反對黨を较するを知て其他を知らす、 日本人 i: 干 萬 は 其 無数の 新聞紙に 
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依て政府黨竝に非政"^:黨の惡ロを學ぶに.^=りて其他を學ばす、 政府に 過失 あらん か、 ifi: 人 は^に 之 を 

知る を 得べ し、 貴 任 派に 過失 あらん 乎 「= 口」 「東京」 の 類 は 其 摘發に 甚だ 敏 なり、 然れ ども 日 木. <^ 

全體に 過失 あらん 乎、 無私 公平 を 以て 誇る 新聞紙 は 沈默を 守り、 英國に 「タイ ムス」 あるが 如く、 罪 

惡は 何處に 潜伏す る も 之に 筆鋒 を 向く るに 揮から ざるが 如き は 日本の 新聞に 於て 未だ. せて 見ざる な 

りし 

そ は 他た し、 社 會は新 M 屋の花 主 たれば たり、 a! 藤內閣 の- m 怒 を 買 ふ も 可な り、 然れ ども 輿論 大明祌 
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の- 怒に 觸る ベから す、 新聞紙の 實益は 社 會の讚 賞 を 得る にあり、 故に 彼等 は 日本 を譽め 立て、 日本 

人 を^り 立つ る を 以て 本職と なす、 反對 黨を駭 する 是が爲 なり、 主義の 看板 を揭 ぐる も亦是 が爲 なり。 

然り の 日本の 新聞記者 は 昔時の 猶太の 偽 預言者の 如し、 彼等 は淺く 民の 傷 を 癒し、 15- 和な きに 个 
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和平 和と 呼ぶ ものな り、 彼等の 多く は 政治的 薇醫 者な り、 彼等 は 興 蜜劑と 甘露 水との み を 以て 國難 を. 

治せん とする 者 なれば なり、 彼等に 信仰な し、 勇氣 なし、 彼等 は 社會を 詰責す る 能 はす、 故に 社 曾の 

敎導 ic として は 一 厘の 價値 なし。 

其 三、 自 a 的國 K 

侗 人の 品性に 於て 自讚 ほど 見苦しき もの はなし、 社 會は自 讚の 人 を 信ぜす、 l^f; 子 は 深く ilnl^ を愼 む、 

自讚 は签乏 浮 虛の結 なり、 深淵 は躁 がす、 麒轔は 角に 肉 有て 猛き 形を顯 はさす とか や、 自讚は 謙 遮 

の 正反對 なり、 謙 は 默し自 讚 は 饒舌り、 謙 は 公 見を渾 り、 自讃 は 盛に 新聞紙に 廣吿 す、 自 讚の 人を認 

めよ、 高慢の 人な り、 虛榮を 好む 人な り、 偽善者な り、 パリ サイ 人は自 讚の 人な りし、 ，-「ー 口 帝も自 


1^ の 人な りし、 英雄に 自讃な し、 自讚は 小人と 惡 魔の 業な り。 

個人に 於て 然り、 個人の 集合 體 たる 社 曾 又は institution に 於ても 亦然 いノ、  S 讚す る 商 會の廣 吿を信 

する 勿れ、 そ は 彼等 は 偽物 を鬻ぐ ものな わば なり、 自 讚す る學 校に 學ぶ 勿れ、 そ は 健全なる 德 義心の 

其屮に ひする 事なければ なり、 自讚」 ろ 新聞紙 を讀む 勿れ、 そ は 彼等 は 虚偽 を傳 ふるもの なれば なり、 

廣吿 と，！ lEfJ^ と に 依 ら すし て 米國の 讀書社 會はホ 1.^..=,, ンミ フ リ ン商會 の 出版物に 劣 作な き を 知 る 、 設立 

以來 未だ. せて 一 囘の 新聞 廣吿に 頼りし 事な きァ マ ス ト大學 は 米國に 於け る 最も 高尙 純潔た る學 校と し 

て 認めら る、 「タイム ス」 新聞 は自 讚に 依に 非す して 單に 正直と 勉强 とに 依て 今日の 勢力 を 致せり、 

今は自 f 「个こ 廣吿の 世たり、 假 人と 會 社と 政治家と 新聞記者と 博士と 商寶 人と は ij: 悉く 廣吿を 利 州 す、 

n く處^ の 秘訣 は先づ 第一 名を賫 るに ぁリ と、 n く 某 は 名を賣 りて 已に 財產を 作れり と、 嗚呼 君子 國、 

c>〇〇oc  000000000  0  0-0  0000000  coooooooooooof>oonc 

鳴 呼 仁義 國、 廣目屋 の 繁昌 を 見よ、 廣吿 料の 俊 上げ を 見よ、 而 して 余輩に 日本 君子 國の證 跡 を 示せよ。 • 

自讚已 に 個人： a に 個人の 集合 體に於 ご非德 なり、 國 家に 於て 亦然ら ざらん 乎、 人が 常に 支那 人を賤 

しむ は 彼等の 國 家的自 讚の 故に 非す や、 ：： く 火 淸國、 曰く 中華の 民と、 吾人 は 常に 彼等の 井底 蛙 的 無 

識を 嘲け り、 彼等の 誇大 を 笑 ふに 非す や、 外國 人の 限より すれば 支那 人の 國 自慢 ほど 見苦しき もの は 

なし、 背後に 豚 尾 を 振りながら 君子 國を 以て 自ら 氣 取る、 若し 打 拳 一個 を 他す る もの あれば 實 に此國 

自慢の 豚尾漢 ならす や。 
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支那 人に 於て 然り、 日本人に 於て 然ら ざらん 乎、 支那 人の 國 自慢に して 賤 しむべ くんば 日本人の 國自 

慢 にして 敬すべき の理 あらん 乎、 國 自慢 tin し愛國 心なら ば 支那 人 は 最も 敬 ふべき 愛國 者なら す や、 然， 

り氽輩 は 信す、 支那 人が 國 自慢 を 以て 界の 侮慢 を 招きし が 如く 日本人 も 亦 同一 の 理由に 由て 宇： の 
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信び 1^; を 失 はんとし つ i ある 事 を。 

否な 此に 止ら す、 支那 人の 國 自慢に 敬すべき 所 あり、 彼等 は 自國に 於て 誇る のみなら す 外國に 於ても 

彼等の 虛榮を 張る 事を撣 からす、 支那 人 は， 細 育に 於ても 倫敦に 於ても 支那 人な り、 支那 人は國 民と し 

ての 虛榮. たるの みならす、 一個人と して 又然 り、 支那 人の 自 讚に 勇 I 湫 あり 確信 あり。 

:M 木 人の 國 自慢に 至て は 全く 然ら す、 東京に於ける日木人の國自慢と倫敦に4、ける彼の國01^^とにナゝ 

別 あり、 東京に 於て 傲然と して 日本 國の武 と 文と を 讚 賞す る 者は必 しも， 们林絲 宵に 於て 同一 の！^ 赏 

を 述べ 立つ る 者に 非す、 東京に 於て 宗敎 と敎 育との 衝突 を 述べし 愛國的 學^ は歐洲 婦人の 前に 4、 て 

口 本 婦人の 缺所 を摘發 せし^な り、 S 本の 「愛 國者」 に 「家の 前の 瘦犬」 的の 行お 多き は 余^の！^々 

nl 撃せ し處 なり、 愛國 若し 唱ふ可 くんば 何ぞ之 を內國 同胞 人の 前に 於て せす して 外國 異邦人の 前に 於 
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てせ ざる、 余輩の 見ん 事 を 欲する 者 は 伯林に 於て 獨 逸文 を 以て 出版され し 「宗教と 敎育の 衝突」 論な 

り、 曾て ビ ー チヤ ー 氏が リバ ー プ ー ルに於 て爲 せし が 如き 倫 敦に於 ける 日本人の 英人駁 磐： 奴說 なり- 

威張る ならば 外國に 在て 外圃 人の 前に 威張るべし、 n 本人 の 前に 日 本！： を 誇 る 、 之 を なん 若し 大 

OOOOOOCOOOOOOO0-OOOOOOOOO 

と 稱す る な ら ば 大和魂と は 如：！： に 卑怯 未練なる も の ぞ。 

余 をして 今少しく： ：！ 本人の 國 自慢の 理由 を 攻究せ しめよ。 

一、 日本人 は 愛 i 心に- M むとの 自慢 は已に 前に 述べし が 如く 拙し、 國民の愛國心に1^?^へてき迫的乎|$ 
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を 以て 鎮鐵會 社 を 起し、 然る 後輦穀 の 下に 百 萬の 同胞 を 欺きし 者 も 矢張り 日本人な りし、 爾民舉 て 血 

と 財と を^して 隣邦の 救 IS に從 事す るに 際し、 軍夫 is^li;^ を受負 ひ、 軍用 けロ の^ 給に 與 かりて 不義の 暴 

利 を 掠めし もの も 矢張り 大和お 族な りし、 外人の 勝地 買牧を 憤る 「愛 國者」 あれば 無數の 大和 女郎花 


は 身 を赤髯 奴に す あり、 士重， I 信義 1 輕， i 末 利, との 東海 散士の 「我 所思 行」 は 余！ は橫 濱神戶 等の 貿 

易 場に 於て 日本人の 爲 めに 高吟す る を 憚る。 

二、  ^1.|^んュぃ勤王心に：^1:しとの自慢も亦た訂正を要すべきものならすゃ、 上古の 事 は 措て 問 はす、 0 

原 氏 政權を 握りて より 以來 n 木 人 は 實に王 { 至に 封して 忠良な りし 乎、 成る 程將 門を誅 する に 良 盛 あり 

しに 相違な し、 淸 盛の 暴 逆 を 挫く に 義仲賴 朝 ありし と 云 はん、 然れ ども 過去 八 百年 間の 日本 歷史は 王 

朝丧退 武臣 跌雹の 歴史なら すして 何ぞ や、 H 本人 は 北條氏 九^の 長き 如何に 王室に 侮辱 を 加へ しょ、 

ooor"oo つ o〇oor-ooooo()oooooos®SOD®3(。〕ocoooooc>oooocc 

五 W の 忠魂が 天下の 輿論に 杭し 干 早の 城に 籠りし 時 は 八十 萬の 日本人 は 賊臣高 時の 命の 下に 此等 孤獨 

0 つ 0  C  0 つつ 0  0  0 ゥ つ 0  0  0  0  0  ゥ 〇 つつ、 - 0 〇 0  C  0 〇 0  0 〇 0  0 〇 0  (-  0  0  0  (■〉 ( ふ 一 

の. 勤王家 を壓 伏せん と 試みし に 非す や、 稲 氏の 主從七 百騎、 七生の 冀卞」 チど 約して 陣に 臨む や 三十 萬 

(->  3  (シ S  0  (一  0  C-  0 こつ 0  0  0  0 つつ 0  0  0  0  0  0  0  C  D  C  C  0  0  0  ^-  r  ^ 

の 九州 人 は 亂臣足 利 直義の 旗下に 隸霉 し， 義人 を湊 川の 邊に 屠りし に 非す や . 阿蘇山 屮に 一群の ホぁ十 

の游む あれば 少貳大 灰の 輩 を 始めと して 九州 一 圓は亂 臣贼士 の 巢窟と 化せし に 非す や、 而 して ドて慶 

應 明治の 王政復古の 時に 際する も、 全圃 の 勤王 は征 長の 失敗、 鳥 羽 伏 見の 戰捷の 後に 昉 まれり、 勸 

王 を 以て 誇々 たる 明治維新 後の 日本人 は 高山 彥火郞 をして 失望の 極 自殺せ しめ、 平野 次郞を 倒し、 僭 

n 照 を 海に 沈めし 幕黨の 嗣子なら す や、 湊 川に 詣し、 ra: 條 啜に 參し、 楠 公の 名 を 繰り返す を 以て 宗 

敎的 義務の 如くに 信す るん の 日本人の 多く は 楠 公 を 殺せし もの 、子孫なる 事 を 記憶せ よ、 高山 彥九 

郞を 賞し、 平野 次 郞の爲 めに 石碑 を 建つ る 者 は 伏 見の 戰爭 以前 は 勤王.^」 口にする 事 を さへ 懼れし 者な 

る 事を覺 へよ、 ： やや I^t^i 史的 觀察を 以て 王室に, する 日本 臣民の 去就 を 照らし 見よ、 吾人 は 勤王 を 

0  0  0  0 つ 0 〇 0  ，レ 0  _>  0  C  0  0  C>  0  C- つ 0  0 

誇る を 止めて 不忠 を 恥て 地に 哭す 可き に 非す や。 

一二、 我が 歷史の 萬 邦の 歷史に 秀で 、卓越なる に 至て は 余輩 は 之 を 悉く 日本 國 民の 忠勇に のみ 歸 する 能 
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はす、 rz 木の 歷史は 多分 は 其 地理 攀的天 惠の爲 めな りと 云 はざる を 得す、 陸半球の Ml 邊に橫 たはり、 一 

束 方 は 一 面の 大洋に して 外敵の 防ぐべき なく、 支那と は 五 ぱ 哩の海 を 隔て 相對 し、 朝鮮^島 は 我に 比- 

敵すべき 國民を 造る の 地に 非す、 此 IV 賜の 要害 地に 在て 二 千年間の 獨立は 吾人の サ やい るべき 偉業に 非す、 

歐洲諧 强國の 間に 介し、 IE 班 牙に 杭し、 英吉利と (化 ひ、 些々 たる 小 邦 を 北海の 邊に 定めし 和 蘭人 は 彼. 

等の 獨立を 誇る も 可な り、 前面に 填の 勁敵に 當り、 背後に 露の 俊 略に 會し、 一週 年の 血 戰の後 終に 敵. 一 

1： に. 降りし 洪牙利 人 は 敗 衄の故 を 以て 肽界 に賤 しめられす、 亦阈： 自ら も 自尊の 念 を 失 はすして 人， は 一 

W び 昔時の 自由と 獨 立と を 恢復せ り-、 03本人は朱だ血を以て其自由獨立を(„_^ひし^なし、 元寇 を 傅 多-一 

に 破り (略 風の 援助 ありし と俾 ふ)、 逢 東に 豚 尾 漢を追 ひし 外 は 未だ 對抗 的に 外敵と 鋒 を 交へ し 事な 一 

し、 而 して：：： 本人 挫折の 例 も 亦 なから す、 英，、 米、 蘭 三 國の爲 めに 馬關 を^ 破せられ、 英 艦に 藤 南. 一 

の 砲 31- を碎 かれしが 如き は 宜しく 吾人 を淸醒 おた 、へき 實例 ならす や、 未だ 曾て 英を郤 けし 事な く、 未だ 二 

oooooooooo  CO0O0OOCOOCCCOOOOOOOOO0OOO0-OOOC 

て佛を 挫きし 事な く、 支那に 硬に し 露に 軟 なる 日本人に して 武勇 は 未だ 以て 誇るべき に 非す。 

OOGGOOOOOO  ®®®^,^©©©0®^®00©0®®^v 

故に 余擎は 言ふ國 自慢 を 4- めよ と、 誇る は實 力の 消费 なり、 it 弱の：^ も 嫌 遜なる が 故に^なる 事 あり、， 

男 猛の民 も 尊大の 故に 怯なる 事 あり、 過る-一年 問 戰捷會 を 以て 醉 倒れし tE,^ ト人 は， たや. 度に 心すべき 一 

時に 非.^ や。  一 

其 四、 國 民の 罪 と 其 建築物 

不善 を 顔 明の 屮 になす 者 は 人 得て 之を誅 し、 不善 を 幽暗の 中に なす 者 は 鬼 得て 之を誅 すと かや、 然れ _ 

ども 幽暗の 不善に して 終に 顯 はれざる は 稀な り、 ：： 八 心の 腐敗 は 其 事業に 於て 顯 はれ、 待合 茶屋の 譎計. 


は 法廷の 公 刺に 上る。 

英語に シ ン セリチ ー (sincerity) なる 語 あり、 誠實を 意味す、 拉典 語の Sine  £ 一し) (ま」 の 

二字より 成る、 誠 實とは r 蠟の 無き」 事な り、 一 單語、 能く 其 ：2： に 大敎訓 を 含む あり。 

そ は羅 馬の 末世に 當て國 民の 道 德は支 ふべ からざる 迄に 墮 落し、 人 は 愛國を 口にする も 誠實を 信ぜす、 

宗敎は 嘲弄され、 德義は 政治家と 新聞記者と 商資 人との 玩弄物た るに 及んで 何事 もゴ マカシ の^と は 

なりに き、 而 して 羅馬 政府 は 未だ 其 威權を 保持し つ X ありし 間に、 其 軍隊 は 海の 彼邊に 大功 を 奏しつ 

つ ありし 問に、 其 詩人 は拉典 民族の 榮光を 歌 ひつ 、ありし 間に、 其 政治家 は猶も 膨脹 を畫 しつ i あり 

し 間に、 腐敗 は 彼等の 住する 家屋に 顯 はれ、 水道 は 水 を：^ らし、 タイ バ，， ^は 河岸に 溢れ、 宮殿 は 外装 

に 美なる も 基礎に 章 固なら ざるに 至れり、 そ は 他な し、 羅 馬の 建築 技師と 大工と 左官と は 時の 社會の 

め肷に 感染し、 築く に 目前の 利 を 以てし、 建つ るに 外面の 美 を 以てせり、 建築の 麁？ I ひなり、 石 付の 

麁惡 となり、 終に は 白孅を 以て 缺 損せ.^) 大理石 を 塗蔽し 以て 外觀の 美と 堅と を 装 ふに 至れり、 此に於 

て か 羅爲の 市民 は 石屋 を 築かん とする に當 て先づ 請負 大工と 特約 を 結ぶ に必す 無蠛の 石材 を 用 ふべき 

を 以てする に 至れり、 是れ より 蠟な きこと は 誠實を 意味す るに 至りし と 云 ふ、 ス 一】5  <§.a 蠟の 無き 事. 

風雨に 堪 ゆる 材、 水力に 堪 ゆる 鐵管、 意義 何ぞ 深奥。 

んか^ i{ きい」 一 1 ^せ，；、 余^^^-彼^人物を定めん、 大阪城 は 太 開 秀吉を 表し、 熊 本 城 は 加藤淸 正な り、 

國 の 建築物 を 示せよ、 は 其 社 會道德 を 卜せん、 星 雜七百 歳 を消费 して コ ロンの 天主 堂 を 建立せ 

し獨 逸人の 德 性に 敬 嘆 敬慕すべき ぁリ、 ，^閬 人の 剛 求と 耐忍 力と は 彼等の 驚くべき 海水 堤防に 於て 現 

はる、 民心 强両 にして 其 土木 事業 は 貧 素に して 堅 同な り、 民心 浮薄に して 其 卜： 木 事業 は 華美に して 軟 
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なり、 兩 者の 相， 立 的 關係は 決して 護るべき に 非す。  一 

此 定規 を 以て 今日の ョ 本人の 道徳的 程度 を 測り よ、 其 新聞紙 は大 膨脹 を 呼ぶ に關 せす、 其 愛 阔者は 

君子 國を唱 ふるに 關 せす、 其 敎育家 は 西洋 禽獸 國を敎 ふるに も關 せす、 其 近来の 建築物と 土木 事業と- 

は 民心の 强 同と 正直と 謙 退と を 示す ものなる 乎、 橫濱 築港 工事 は 日本 は 和 蘭に 優る 君子 阈 なる 事 を 證ー 

する に 足る 乎、 尾 濃 震災の 結 菜に 照らして 明治の 日本人 は 慶長明 和の 日本人に 優る 國民 として 誇り 5：： 一 

る 乎、 洪水 毎に 洗 ひ 去らる i 鐵道 工事 は 鐵道會 社 其 物の 不義 不德を 暴露す る ものなら す や、 國：^ の 愛 

圃 心に 訴 へて 成りし 禱鐵會 社の 運命 は 今 H 我 邦に 於て 高唱 せらる i 愛國 心なる 者の 怪物の 皮を剝 きし 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOGO 

ものに あらす や、 某 鐵道會 社の 土方 某が 己れ の 築きし 隨道は 危險を 灌れて 決して 通過せ ざるとの 資談 

oooooo〇oooooooooooo〇ooo  △△△△△<- 

は 能くん マ 日の 社き 道德の 眞相を 穿ちし 適例なら す や、 フ日 く 塗りし 墓」 と は 昔時 猶太 亞に 於て 偽善者 

99999999  翁奮^^參き#翁 鲁參参 参  OOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOO 

を 形容せ し 語な り， 「ベ ンキを 以て 白く 塗りし 家」 と は 今日の 日本人 を 評する に 最も 適當 なる 辭 句な 

らす や、 何事 も 速成 を贵 び、 ：e 事 も 外観 を 貴び、 何事 も 今日 を 貴ぶ、 眞堅を 思 はす、 子孫と 未 來とを 一 

慮から ざる は 我國八 r 日の 土木 事業な り。 

其 五、 方針の 定ら ざる 理. m 

現 政府に 確乎たる 外交の 方針な しと は 反 對黨の 首領より 田舍 の村會 議員に 至る 迄齊 しく 唱 ふる 所な り， 一 

而 して 少しく 時事 を 解す る 者に して 此. 个 平を懷 かざる 者 あらん や、 明治 政府 は .5: を 制する に嚴 なり、 

能く 新聞記者の 筆 を 抑へ、 能く 在野 政治家の：：！ を 嵌し、 能く 學校敎 員の 良心に 制裁 を 加；、、 能く 學者ー 

の 自由 攻究 (神道に 關 する) を 妨げ、 能く 外 敎を排 して 本願 寺 を 助け、 能く 鑄 鐵き社 を 1^ 立た しめ、 一 


能く 軍夫 請負人に 利益 を 供したり、 其 他內： m に 關す る 其事繽 にし て 見る に 足 る ベ きもの は甚だ^^なか 

らす。 

然れ ども 其 外交 政治に 於て は 一 として 余輩の 讚 詞を呈 する に 足るべき もの ある を 見す、 其 以て 天.： トに 

誇る 所の 改正 條 約なる もの は 未だ 紙の 上の 成功に 止て 實行を 見る 場合に 至ら ざれば、 余輩 平 尺の 眼よ 

りすれば 未だ 之に 與 かりし 外交官の 爵位 を增 進す るの 要 ある を 見す、 干 島 艦の 事、 朝鮮の 事、 遼 東の 

事、 臺灣の 事 は 皆 以て 現 政府の 外交的 政策の 好適 例に して、 余輩の 如き 素人の 觀察を 以てする も、 之 

を ビス マ ー ク、 、チス レリ ー の 手際と は 信す る 能 はす。 

政 "吋に 外交の 方針な し、 然 らばお 間の 政治家に して 大方 針 を 有する 者 ある 耶、 若し ありと する も氽輩 

は 未だ 之 を 聞かざる なり、 無數の 新聞紙と 三百の 代議士と 四千 萬の 「政治家」 と は 異口同音に 政府の 

外交的 方針 を 聞かん 事 を 欲す、 而 して 之 を 聽く能 はすして 慷慨し、 i 府を責 むる に 龍 頭 尾 を 以てし、 

優.^ 不斷を 以てす、 然して t 輩の 常に 怪んで 止まざる 事 は 四千 萬 顆の頭 腦中ー とし 一、」 確固たる 方針 を 

蓄 ふる 者な き事是 なり、 彼等 は 自己の 空 乏を 政" 肘に 向て 訴 へつ k あるな り、 彼等 は 彼等の 常に 賤視す 

る 彼等の 政治家より 彼等 自身の 有せざる 大方 針 を 求めつ i あるな り、 ォ、 新聞記者よ、 余輩 は 先づ汝 

より 聞かん 事 を 欲す、 如何にして 朝鮮 を露國 の覊胖 より 救 ひ 出さん 乎 を、 才、 在野 黨の 策士よ、 余輩 

に吿 るに 此 一 島國を 以て 獨り歐 洲の强 と 堅と に當 るの 途を 以てせよ、 何人も 方針 を 求れ ども 之 を 供す 

る 者 は 一人 も あるた し、 政府の 方針 を 尋問 すれば 其 爵 博士 は 答て 云 ふ、 交 は 秘密な り 答 辯の 限り 

に 非す と、 新聞記者に 迫る に 同一 の 問題 を 以てすれば 彼 は 答へ て 曰 ふ、 「吾人 は 正義 を唱 ふる も 方策 

を 語らす」 と、 無-百と 沈 默とは 今日の 日本人 總體が 金： S 壁と して 賴む 最上の 隱れ 場所なら す や、 資 
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^は.^ 閣 大臣の ならす 今の 日本人 全體が 忌み 避く ひ" 所なら す や、 责仵 なしの 榮 華と 權 力と は 今 まの 

u か 人が ：E 人 も 追求す る 所なら す や、 確固たる方針を表.2:する事は自已の弱點を敵に向て示す16^と：：5 

999999 攀零 99999  OOCOOOOOOOOOOOOOOOC  -〕  OOC-OOCC  , , 

ぜらる k に 非す や、 然 り沈默 …… 沈默は 今の 日本の 社會に 於て は 成功と 金儲けの 秘訣に 非す や、 政府 

が 方針 を 語らざる は (若し 有と する も) 今の 日本人の 常識に 則りつ k あるに 非す や、  


方針の 定ら ざる は國 民と 其 政治家の 中に^す る道德 念の 缺乏に 源 s: す、 義に まさりて 利 を 愛する 者、 

天理にまさりて國を愛する者に大方針のぁるべき：_11^:なし、 彼の 利 慾の 人 を 認めよ、 彼 は 新聞紙の 物惯 

友 を 見て 彼の 一身の 方針 を 定め、 紳士 紳商の 意 を 窺 ふて 然る 後に 彼の 方向 を定 む， 彼に 經を究 む 

るの 要な し、 彼 は 永遠の 策 を 講ぜす、 彼 は 谷川の 水の 如し、 抵抗の 最も 少き 所に 向て 流る、 周 圍は彼 

を 支配して、 彼 は 周圍を 化せす、 彼 は 時の 子供に して、 境遇の 傀 ffi なり、 社會を^^>-く^にルすして杜 

會に引 措ら れつ i 行く 者な り。  . 

主義の 人 は 之に 異なる、 彼 は 敎導を 良心の 聲に 求め、 古代の 人 なれば とて 一 賢の 敎を 輕ぜ す、 彼 は 勘 

定の 人に 非す して 信仰の 人な り、 彼の 國家を 愛する は 正義と 人類との 爲め なり、 彼 は 海屮に 孤立す る 

岩石の 如し、 滿潮 と共に 進ます、 干潮と 共に 退かす、 彼 は ^ 星の 示 導に 賴る. S 長の 如し、 海流 氣流を 

利用す る 事 ある も 船 を 流動 體の變 幻に 任 かせす、 彼 は 山 を 穿つ 事 あり、 彼 は 大河 を 潜る 事 あり、 寡： t 

の淚に 動く 事 ある も 衆愚の 聲に 震へ す， 彼 は 時代の にあら すして 時代 を 作る 者な り、 彼の 人 佌を通 

過す る は 舞 星が 長 尾 を 率 ひて 暗 空 を 過る が 如し。 

利 慾の 人な り、 主義の 人な り、 利 慾の 政治家な り、 主義の 政治家な り、 前者 は 諸 强國の 意^ を 


然る 後に 彼の 外交的 政策 を定 む、 恰も 風と 潮流と に 船 を 放 iii する 船長の 如し、 彼 は；；！ 圃に對 して 硬に 

して 强國 に對 して 軟 なり、 恰 かも 砂 岸 を柙し 流し 得る も-: れ 石に 當て 挫ける 谷川の 如し、 彼 は 輿論と 共 

に 動き、 西洋 熱の 盛なる 時 は 舞踏 會を 獎勵 し、 保守主義の 反動に 會 すれば 外 敎徒を 迫害す、 彼 は：^ か 

も 波 上に 浮ぶ 畴の 如し、 水と 共に 動き 風と 共に 飛ぶ、 船舶 彼の 如きに 御 せられて 破 碎沈沒 の 恐れ あり、 

國 li- 彼が 如きに 導かれて 痲痺 睡眠 を 以て 終らむ。 

佛の リシ H リア は 彼の 類な りし、 彼 は 第一 に 己れ を 愛し、 己れ の爲 めに ブ ー ルボン 皇統 を 愛し、 ブ ー 

，し— ボ，^ 皇統の 爲 めに 佛國を 愛せり、 彼に 主義の 守るべき なく、 方針の 依るべき なし、 彼 は 勤王 を 名と 

して 諸侯の 兵權を 王室に 牧め、 治國を 名と して 自出敎 徒を壓 せり、 然れ ども 人心の 牧攬 すべき あれば 

彼 は 國母を 監禁す る 事 を ft らす、 獨逸國 に 於て 自由 敎徒 を援 くるに 吝 ならす、 彼 は 其 弱き に乘 じて 隙 

を佛國 從來の 同盟 國 なる 澳國と 開き、 其强 きが 故に 敵 岡 英國の 好意 を 求めて 止 まざりき、 彼 は ト八年 

の 長き 彼の 無 方針の 政略 を績 けたり、 彼 は 一時の 榮譽と 平和と を 以て 佛國 を 眩惑せ り、 然れ ども 慘 

谵 たる 革命 を 佛國に 供へ し 者 は 彼な り、 佛國 百年の 恥： t と 流血と を 招きし 者 は 彼な り。 

主義の 政治家 は 宇宙 自然の 理に基 ゐて國 是を定 む、 彼 は 地理に 依て 天の 攝理を 察し、 歷史に 依て 阈：^ 

の 天職 を考 へ、 時と 所に 處す るに 彼の 良心と； 仰と を 以てす、 彼は國 運を谊 星の 示 導に 繁ぎ、 成否 を 

上帝の £ 总に任 かす、 彼 は 詩人の 犬なる 者な り、 理想 を 衆生の a に 11  .V 彼 は iS 田 一； ^^^.it. い^^い、 

雄志 を 地球 面 上に 畫く、 彼 は 正義の 爲 めに 人類 全 體の幸 幅 を 欲し、 ん 類の 爲 めに 國. 冢を 愛し、 國 {豕 の 

爲に 凡て 國 家に 屬 ける もの を 愛す、 故に 彼は爭 鬪を愼 しむ も 衝突 を懼れ す、 公義 を 正す に 敵の 强； i を 

考 へす。 
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英の オリバ ー、， コ a ムゥ H ルは此 II- の. 政治 {豕 なりし、 水の 大洋 を掩 ふが 如く！^ 義の 地上 を掩 はんせ は 

彼の 最大 最終の H 的な りし、 彼 は 彼の 愛する 英國を 以て 上帝の 定め 玉 ひし 正義 擴 張の 機關 なりと： illE じ 

たり、 故に 彼 は大膽 にも 時の 鏝强圃 なる 西班牙に 當り、 ブレ ー ク、 モンテ ー グの 猛將を 指揮して 其 暴 

虐を きたり、 彼はサ ボイ 山 民の 虐殺 を- 憤り、 强く火 陸の 政治に 干渉し、 佛國 をして 彼の 政府に 免 を 

ハ乙 はしめ たり、 彼 は 北方の 弱 園瑞 典を梭 け. 該國に 4、 ける 佛と 填との 干渉 を 部け たり、 僅々 五 年間に 

X る 彼の 強硬 政略 は歐洲 大陸 を變動 せしめたり、 公平なる 歷史ク A は 曰 ふ r コ ロム ゥ H ルは 英國に 於け 

る 憲法 政治の 墓 礎 を 定め、 其大膨 帳の 端緒 を II けり」 と、 劍に 血塗る に撣 からす、 國 家の；：^ 在 をも犧 

牲に 供せ し オリバ ー、 コ ロム ゥ H  は 國百 年の 榮 光と 平和と を-く 木し、 地球 表面 六 分の 一 を 英クぬ 土 

に 加 ふるの IE 路者 となりぬ。 

蘭の オレン ジ 公ゥヰ リャム も亦此 種の 政 治 家 なりし、 摩 西^, か ビンの 美嚴 なる 理想 を 彼の 愛する 和 蘭 

に實 成せん 事 は 彼の 雄大た る 志 なりし、 故に 彼 は 平和の 切望 者な りしと 雖 ども 國 運の 强 ゆる あれば 

大資 iH を 彼の 雙 肩に 擔ふ事 を辭 せす、 僅々 一 萬 二 千 方哩の 小國を 以て 時の 世界の 半 を 有せし 西班牙に 

叛き、 國 家を累 卵の 危 きに 置て 懼れ す、 败に 屈せす、 千 衄に撓 ます、 終に ラインの 下流 沼^の 中に 

自由と 識の樂 園 を？？ きたり、 後、 雄 を 海上 英國 と爭 ひ、 日本に 數 する 領土 を 東洋に 得る に 至りし 

和 蘭 共和 國は此 现想的 政治家の 雄 園に 出たり、 余輩 は 曰 ふ、 蘭の 美術 (豕 レム ブラントの 作 は 其 政治家 

オレン ジ公ゥ ヰリャ ム の 事蹟の 絶妙 絕 美なる に 及ばす と。 

米の ヮ シ ン 卜 ンも此 種の 政治 (豕 なりし、 彼の 理想 は 自.£ の 佳境 を 人類の 爲 めに 彼の 愛する 米！： に 於て 

^くに ありし、 獨の モルトケ も此 種の 政治 (尿な りし (余輩 は 彼 を 政治 と 呼ぶ)、 彼の 理想 は 彼の 愛 


する 獨 逸に 强堅 無比の 武力 を備 へて 歐洲の 干戈 を 止めん とする にあり き、 其他^7^^:^|公なり、 グラ 

タ ドス トン 氏な り、 彼等 は 皆 今日 我國に 於て 稱 する 政略家に は あら ざり しなり、 試に 彼等の 草せ し 政 

治 論 を繙き 見よ、 牧師の 說敎を 聞く の感 あらん、 彼等 は 詩人な り、 理想家な り、 彼等 は 天と 自然に 訴 

へて 人に 聽 かす、 彼等に 大方 針 大政 策 ありし は 是が爲 めな り。 

我の 西鄕 隆盛 も此 種の 人な りし、 彼の 左の 一 言 は 如何に 巨人 的に して 如何に コ ロム ゥ H ル 的な りしよ。 

正道 を 踏み、 國を 以て 驚る の 精神な くんば 外國 交際 は 全 かるべ からす。 

是れ 彼の 內治 外交に 睹々 雪よりも 白き 一定 不易の 方針 ありし 所以な り、 余輩 は 信す、 彼の 政策 は 今の 

御 利口 連の 嘲け る 所た るに 關 せす、 若し 日本に して 復興の 時機に 會 する あれば、 必す 志士の 服 朥 する 

所と 爲 らん 事 を、 彼れ 秋風と 共に 骨 を 故鄕の 山に 埋めて 以來、 日本 國は 彼の 稱 せる 商 賫國と は 成りぬ、 

商 賣國は 客の 足元 を 見て 其 商策 を定 む、 朝 變暮更 は 其 免 がるべからざる 所、 西鄕の 復活 を 待つ に 非れ 

OOOOCOOOOGOO 

ば 日本 國の 未来に 冀^な し。 

鳴 呼 信仰な き國 民、 嗚呼 確信な き國 民、 嗚呼 方針な き國 民、 嗚呼 勇斷 な^ 國民、 富士山よ、 恥よ、 我 

GOOOOOOOOO  OOOOOCOCOOCO  COOCOOCOOO  00  COOOOOOO 

等： 11 漂流の 民と 化しぬ、 吉野は 芳香 を 放つ を 止めよ、 詩歌と 理想 は 我等 を 去れり、 我等 は 利益に 依て 

步み、 不變の 上に 冀望を 築かす。 

其 六、 束洋の 靑年國 

馬 琴 は 彼の 「夢想 兵衞」 に 於て 貪婪 國 少年 國 等の 記事 を 載せたり、 然れ ども 可惜 靑年國 を 省き たれば 

余輩の 拙 を 以て 玆に 彼の 缺を補 はんと 欲す。 
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海東國 あり 靑年國 と 名く、 男子 生れて 二十歳、 少しく 筆 を 廻す の 技倆に 加 ふるに H マルソン 論集 を少 

しく 讀み 了れば、 彼 は 新聞記者 となりて 時事に 喙を容 る k を 得べ し、 批評家と なりて 何れの 著述 を も 

評し 得べ し、 或は 何々 山と か 何々 川と か 地理 學 的の 名稱の 下に 小說を 試みて 多少の 讀者を 得る に 難 か 

らす、 會 ふて 是と談 すれば 眇 たる 未熟の 一 青年、 然れ ども 彼 を 紙上に 窺へば 屮々 の老 先生な り" 

彼れ 或は 認可 法律 學校を 卒業し、 政談 演說會 に 臨んで 少しく、 ン セ 口、 デ モ セ -ー ス の 句 調を學 ベば、 彼 

は 田 舍に歸 りて 政治家と なる を 得べ し、 彼の 時事 を 口にする 事 は 有志 おの 名稱を 彼に 附與 し、 彼はグ 

ラタ ドス トン を 知らす して、 英吉利 法律 を へ、 ベ i、s—.^ 钊を讀 み 得すして 頻りに 最大 幸福 を 叫ぶ、 ^ 

は 時事 を談 じ、 夜 は 宴席に 連なり、 政治 學とは 認可 學 校の 三年 を 以て 究め 盡せ しと 信じ、 新聞と 雜誌 

を讀 むの 外 は 新たに 大家の 著書 を 購ふ事 をな さす、 奔走と 稱 して 貴重の 時 問 を 訪問と 遊說 との 屮に消 

費す。 

或は 宜 敎師學 校の 豫備科 を 卒業し、 馬 太 傳と羅 馬 書と を 少しく 嚼り 得ば、 彼 は 悼から すして 地お 傅； 迫 

と 出掛け、 田舍 の" 間^ 人と 懶惰 書生と を驅り 集め、 神 だと か，： H 由 だと か、 愛 だと か 救 だと か、 m^^u 

次第 吹き散らし、 以て 傳道 師を氣 取る あり、 而 して 彼れ 渐 くにして 外 國宜敎 師の庇 蔭 を 以て 祌學校 を 

卒り 得ば、 彼 は 直に 理想的 ホ ー ムの組 綠に急 はしく、 社會 改良 を唱 へ、 敎會 政治 を 論じ、 未だ 牧 すべ 

きの 信者 もた きに 牧會の 聖職 を 語り、 未だ 己れ の 給料 さ へ も碌々 仕拂 へざる 敎會に 向て 慈善事業 を 要 

求す、 齢 未だ 一 一十 を 越 ゆる 三 四に 過ぎざる に 彼 は 眼鏡 的 靑白顏 の敎導 職と なりて 社會に 現にる。 

壯士 芝居 あり、 基督 敎徒 靑年會 あり、 自由 黨靑 年團 あり、 靑 年文學 あり、 何事 も 靑々、 社 會は恰 かも 

0000  0  00  00000  00000 

晚 春の 野の 如し、 靑々 然 たり、 綠々 然 たり。 


然れ ども 彼等の 靑年 時期 は、 水く は續 かざるな り、 彼等の 老衰す る は 甚だ 速 かなり、 齢 漸く 三十 を 越へ、 

少しく 信用の 位置 を 得れば、 彼等の 靑年 時期 は 終りし なり、 彼の 書生論に 換 へて 彼の 實務論 あり、 彼. 

の 理想に 換 へて 彼の 處 世祕訣 あり、 彼 は 勉學の 習慣 を 忘却し、 彼の 思想 的 消化 力 は 新聞紙の 社 ：4:^ より 

岡き ものに 堪 ゆる 能 はざる に 至る。 

昆ょ 如何に 彼等の 多くが 彼等の 學校 時代に 於て 學び 得し 歐羅巴 語 を 忘れ去り しか を、 是れ 彼等が 智識 

の， 2^ 源に 溯りて 渴を 癒す の 慾び "亍ど 絕 ちし 所以に 非す して： r ぞ、 故に 此 motamorpliis  (變 形) を. 終 

過せ し 後の 彼等 は 反て 靑 年の 敵と なり、 靑年を 嫌ら ひ、 |_ 円 年を郤 け、 靑 年と 會 食す る を さへ 深く 谨愼 

する に 至る、 靑年 國の戲 釗は實 に如斯 面. E し。 

然れ ども 靑年國 の 華 は ドコ迄 もい； h: 年な り、 其 政治家 は 之 を 知る が 故に 盛に 彼等 を 利用す、 闩く 「諸^ 

は 未来の 大 ほ なり」 と、 國會 議員の 當 選は靑 年の 力に 依らす して^む ベから す、 政治家の 人び 1- と は. 

酒と ビ，' ル との 液 漑に 依て 得た る 壯士靑 年の 評 I： と^いで オ^:：', に。 

ず述 家と 書」 c5 と は 亦 重 もに 靑年を 目的と して 商賣 をな す、 小 說は必 す 小 女の 彩色 畫を插 まざる ベから 

す、 是れ靑 年 を 目的と して 出版す る もの なれば なり、 靑 年の 嗜好に 投ぜ ざる 雜誌は 失敗な り、 著述 は 

必す靑 年の 小 使錢を 標準と して 其價を 定めざる ベから す、 而 して 偶々 正直 M 〈面目なる 著述家 ありて • 

彼の 畢生の 思考と 觀 察と 實驗と を 草して 世に 公に する あれば、 靑年文 學者は 之 を 評して 曰 ふ 「吾人 は 

如 斯好讀 物 の 吾人 靑年 の爲 めに 供せられ し を 喜ぶ」 と， 斯く て 簪述 と は 全く 靑年 の爲 めに する ものと 

、. こ も ち 

信ぜられ、 著者と は靑 年の 封 巾 間の 如くに 認めら る、 余輩 はせ て 東洋の 青年 固に 於け る 批評なる もの を 

詠 じて：：： く、 
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淚 もて 綴りし 文 は のぼりけ り 

瀬惰 書生の 筆の すさみに 

靑年國 に 於け る 青年の 勢力 は 其 彼等 を敎育 (？) すると 稱 する 學 校に 於て 最も 著しく 顯 はる、 尊長 主 

義とは 彼等の 口先の 廣吿に 止まり、 彼等 は 實際は 生徒 尊拜 主義 を 探る 者の 如し、 學 校の 管理と は 生徒 

OOOOOOOCOOOOO  00000000000000000000  <3<"厶<1<1<3厶<3 厶厶 

の 感情 を 綾 釣る 事 を 云 ふなり、 薫陶と は 青年の 血氣を 爆り 立る 事 を 云 ふなり、 學 生の 求む る 所 は 半睡 

A<1A<1A.1 厶  <1<3 厶厶 A<3<1<1<1  <-△△△ 厶厶  <"厶<1厶^<1 厶  <1<1 厶厶 A<:<a<"<"A 厶厶 

半醒の 中に 學士の 稱號を 得る にあり、 學 校の 勉 むる 所 は 此湼薬 的 敎授法 を 施さん とする にあり、 故に 

業を授 くるに 必す 講義 を 以てせざる ベから す、 是れ勞 を 全く 敎師に 移して 生徒 をして 單に 受動的たら 

しめんが 爲め なり、 生徒 は 質問 反抗の 特權を 有し \^、 敎師に 應答辯 解の 義務 あり、 生徒 は 常に 攻戰的 

にして 敎師は 常に 守戰 的な り、 卽ち 引， ilj 出さる、 者 (拉典 語の educatio) は敎師 にして 生徒に 非す- 

OCOOOOOOOOOO-000  0  0  0  000000000000000000000 

青年 國, 學 校に 於け る 董ー陶 の德澤 は敎師 の受く  所に して 生徒の 受 くる 所に あらす。 

彼等の 學校は 智識の 販賣 所に して 生徒 は 其の 御客様な り、 嚴 格なる 課業 を强 ひ、 嚴肅 なる 學則を 施行 

せんとす る 學校は 閉店の 悲運 を覺 悟せ ざるべ からす、 見よ 其敎授 課目の 如何に 完全に して 如何に 該博 

なる か を、 敎課書 は 歷史に 於て はギ I ゾ ー の 文明 史、 數學に 於て はス， ミス、 叫 nr.T 不，： ： の 作、 物理に 於 

て はガノ ー、 、シー エル ス 1 を 下る ベから す、 僅々 五 年間に 1 る 尋常 中學の 課程 を經過 すれば 東西 兩洋の 

學理 にして 一 として 究めざる ものな きが 如し、 余輩 は 知る ギ— 力，^,. の 文明 史は 米國コ —ロム ビヤ 大學に 於 

ける 最終 學 年の 歷史敎 課 書なる 事 を、 然るに 東洋の 靑年國 に 於て はスゥ I ギン— トンの 譯讀も 未だ 了ら ざ 

るに 直に 此 高等 史論 を 繙くを 得べ し、 歷史の 事實は 彼等の 知らん と 欲する 所に あらす、 ギゾ ー を讀み 

しとの 名義、 是れ實 に 彼等の 切望す る 所な り。 


殊に 注意すべき は 彼等の 授業時間の 多き に關 せす 彼等に 閑暇 時 問の 多き 事是 なり、 余輩の 米國に 於け 

る 經驗に 依れば 彼國 高等 普通 學 校に 於る 一 週 十六 時間の 課業 は學 生に 日曜日 を 除く の 外 は 殆んど 時間 

の餘裕 なから しむ、 然れ ども 靑年國 に 於け る 一 週 三十 時 問の 課業 も尙ほ 多分の 安逸 を 生徒に 供し、 或 

は學 業の 外に 月 琴 尺八の 獨 稽古 を嗜む あり、 或は 揚弓 大弓の 妙 術 を 授かる あり、 或は 茶の？ jl 花 カル タ 

OOOOOOOOOOOOOOOCCOOOOOOOOOOOOOOOO 

に 春宵の 短き を 歎つ あり、 下讀 みなしの 課業と は 靑年國 に 於け る 外 は 余輩の 未だ 曾て 聞知せ ざる 所な 

青年の 勢力 此の. 如し、 學 校の 御客様、 文學界 の主權 者、 政治 界の 活動力、 靑年國 の 智識 界 思想界 は 全 

く 青年の 跋息 する 所たり、 然れ ども 彼等の 爲 めに 固く 門戸 を 鎖 さる i 一  界 あり、 卽 ち金錢 界是れ なり、 

是れ 老人の 占領に 歸 して 容易に 青年の 侵入 を 許さす、 東洋の 靑年國 に 二種の 階級 あるの み、 卽ち靑 年 

なり、 老人な り、 少年な し、 中年な し、 男子 十二 歳に して 已に卷 煙草 を 吹かし、 三十 歲 にして 早ゃ已 

に 勉學を 放棄す、 思想界 は 青年に 屬し、 金 錢界は 老人に 屬す、 一 は 他 を 省みす、 後者 は 前者 を賤 しむ、 

青年に 理想 ある は 彼 は 貧乏なる が 故な り、 彼の 財囊 にして 少しく 滿 たされん 乎、 彼 は 巳に 老人 界に籍 

を 移すな り、 而 して 少しく 彼れ 青年の 心事 を 穿ち 見れば、 彼が 理想 を唱 へ、 革新 を絕 叫す る は 彼が 靑 

年 界を脫 して 老人 界に 受け 納れら れんと する の 冀^に 出る が 如し、 第一 の 維新と は 元 治 慶應の 青年が 

OOOOOCOOOOOOOOOOOO  00000000000  0  00000000  0  00000 

旨く も 時の 老人 界を奪 ひ 取りし 事 を 云 ひ、 第二の 維新と は 明治の 靑 年が 同一 の 掠奪 を 繰り 反さん とす 

るに あるが 如し、 羅 馬の 歷史は 貴族と 平民との 爭鬪 なりし と 云 ひ、 未来の 米 國史は 農民と 製造業 者と- 

の 軋櫟 ならん と 云 ふ、  東洋 靑年 國の歷 史は靑 年と 老人との 喧 i にあら ざハ) たき 乎。 

嗚呼、 欲しき 者 は老靑 年と 靑年 らしき 靑 年なら す や、 齢 九十 歳に なん た ん とする グ -FT ッ ドス トン 氏 が. 
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お 期の 文章  三 一 〇 

尙ほ每 朝 一 一時間 づ i の希臘 古典 學の 攻究 を 怠らざる が 如き は實 に老靑 年の 好 襟 本なら す や、 米 國ゥ， .f 

. マ； 二 大學前 敎頭マ 1 ク、： ホップ— キ— ンス氏 は 曰へ り， ぶきき I まお； ま i きま, I きお 

線 を 集め 得る 者な り」 と、 學 生と は 一 心不亂 に學問 をす る 者 を 一、 K ふなり、 ル liiivIifi/Q- い. 11-: &ハ. -ぃ 

者 を 云 ふに 非す、 トマス、 カーラィル曰く  r^^i^^「一.?-^-ilIr^fj^」 "」、 かん、：；.；ゎめ ；ー ハぃ^- 

て釙か雾かゎぃ&まぃ、  お 4 おお、 お 5 い、 i 

故に 韋國 いまき まか 4 お、 s^^^s^s^^,?  5 おきい いお！^ お 

ー〕へ *  0  ,o  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  f 

§ 內 部の 富饒に まさりて 外形の 虛榮を 求 むれば なり。 

靑 年の 践愿は 國家進 運の 善 兆な りと 云 ふ を 得す、 昔 は 豫首者 ィザャ 猶太 國 衰退の 狀を 述べて：：： く、 

民 は 互に 相 虐げ、 各人 その 隣人 を 虐げ、 童子は老たハ0かぃ^|:^>{.上ぉ^ぃ，^ 

と、 チ エルシ ー 哲人 も 亦 曰へ り。 

革新 を 唱へ之 を 指導す る^ は 如何なる 人物 ぞ、 法學 生な り、 新聞記者 なり、 熱 頭 未熟の 狂信 〔i な 

り、 或は 劇烈なる 破產 せる 結^ 家な り、 彼等 は 衆. の 不平に 乘 じて 彼等 を 爆り 立つ、 是れ 吾人の 注. 

や) を惹 くべ き 今の 時の 現象に あらす や、 靑年… 時には 童子… が 人世の 時 _5 ^に 關 して 斯の 如き 勢力 

を 得る に 至りし 事 は 未だ 曾て あらざる なり、 之れ Senior  (長老) なる 語 を 以て Lord  (尊者) に 

應用 せし 時代に 比すれば 如何なる 變 化ぞ。 

其 七、 俗吏 論 

俗. 或は 屬 吏に 作る、 普通刺任以ドの官吏を指すの；^！叫なり、 然れども<^辈の01!的は早術的に^^:.^风，-的 


に 俗吏の 特質 を 研究 せんとす るに あれば 余輩 は此 通俗的 定義に 滿足 する 能 はす。 

何者 をが 俗吏と 云 ふ、 此の 緊要た る 問題に 答 へんと する に 當て余 華 は 先 づ其實 例を擧 ぐるの 便と 益と. 

を感 す。 

余輩の 知人に 二十 年の 長き 某 縣廳に 奉職す る 屬官某 あり、 余輩 は 曾て 久濶の 後 彼に 會し、 彼の 健康 を 

祝す ると 同時に、 彼に 問 ふに 彼の 斯 くも 長く 彼の 位置 を 保ち 得る の： 秘訣 を 知らん 事 を 以てせり、 時に 

彼 は 口 を 啓て 曰 へり、 

君 知らす や、 人 は 苦味 を 嫌 ふと 同時に 亦 珍味 玉 食の 持 長に 堪 へざる 事 を、 鳗 魚に 膏味 ありと 雖 ど- 

も 誰か 三度の 食と して 蒲 燒に堪 ゆる 者 あらん  や、  吾人が 米 を 常食と なして 終生 倦 厩た る 事な き は 

之に 特^の 珍 香 佳味の 無き が 故たり、 余の 如き も亦然 り、 全廳 前の 縣廳 にあら す、 縣 知事 去り、 

課長 去り、 同僚 去り、 殘るは 余 一人たり、 君の 知る 如く 余 は ils  くた し 亦不& くもた し、 是れ 余が 

持 長に 堪 ゆる 理由な り、 

と、 余輩 は 彼に 聞て 始て覉 官の眞 相 を 悟り、 俗吏の 定義 は 稍 や 明瞭なる を 得たり。 

、： n  >  »  •  •••••••  0  0  o  -o  0  0  C  0  0  0  C  0  0  o  o  o  o  o  o  o  o  c  o ゥ o 

化 Te- と は 何ぞゃ 意 士：； J のた き 人な り 或は 意志 を 使用せ ざる 人な り、 或は 意志 を抑壓 する 人たり、 余 

輩 は 俗吏 は獸 類な りと 曰 はす、 そ は 獸に虎 あり 獅子 ありて 人類の 有する が 如き 撰擇的 意志 を 有せざる 

も 其 我愁を 貫徹す る點に 至て は 全く 俗吏と 性質 を 異にすれば なり、 俗吏 は 人な り、 人の 機械と 變ぜし 

者な り、 人に 體カ あり、 智能 あり、 意志 あり、 第三者 を 取り除きて 見よ、 彼 は 甘味 もな き 苦味 もた き 

者と なりて 亦 最も 便利なる 璣 械と變 するな り。 

遥は 車を曳 くに Iffi なり、 然れ ども 吾人 は 令して 馬 を 使役す る 能 はす、 馬を敏 する は獨り 歩む よりも 難 

期 冶 二十 九 年 (lr< 九 六 年)  =ニ 1 


然乎爱 

の 

を 

ナ， 

7  pi. 

m 

の 

■^"X    1  口 

終 

. て 

ノ、 

ク 

» て 

' し 

ソ 

し r 

標 

叫 

h 
ノ 

け 

If  <^ 

に 

c 

群 

內 ^ 

1  J  JSC. 

に 

ェ， 

る 

、 け 

し D  、ヽ 

札 

ぶ 

w? 

"off 
MM 

i， 若 

1； 人 

» 露 

衝 

' の、 

を 

、 便 

' 汽 

U て 

を 

の 

i じ'、 

) み 

■  1  . 

を 

於 1 
U ヽ レ 

中， 

» の 

' 關 

卓 

附 哲 

け 
は 

の 

す 

の 

am 

て 人 

し ノ、 

し 

の 

に ， 

ベ 

、 # 

'車 

し 

學 

ま 
ノ  t 

1 ゥ 

ム 

成 

ぜ 

の 

-r 

人 、 

ノ、 

レ 

、 も 

' {'1 

时 

け 
は 

て 

者 

im 

LH 

お 

5- 

-h 
ノ  J 

ク 

み の 

唯 

か 

間' 

便 

1 又 

ド 

社 

%- 

？ L 

の 

—"^'： 

み 
c 

せ 機 

々 ， 

を ， 

ほ ， 

« よ 

卞、 

な 

►  < 

け 
は 

单 

會 或 

IV' J 

爲 

せ 

ヒ 

に 

ノ乂 

ズ M 

ノレ 

ふ- 1 

る 

'霄 

^1 

に 

の 

は 

1 

レ 

め 
"ン 

,リ  C 

々 ， 

め， 

ン 

僚、 

も 

牛. 

/ 
\ 

博 其 

-r 

に 

< 

ヽ 

の 

ベ 化 

、 1 し 

^， 

禾 11， 

の 

'列 

律 
1  口 

て 

物 

馬 

細 

キ 
人 

方 

白 

し せ 

車 

一 卜 

内 

た 、 

お 

車 

f— 1 

場 

す 

味 

パヽ 

の 

t=i し 

til 

Ml 

、 し 

物 
つ '力 

る 、 

り 

を 

ダ 

c 

け 
t よ 

裡 

る 

卞 
刀 

の 

白 
1=1 

せ 

だ、 

機.、 者 

の 

の ， 

機、 

T7 式 

運 

ス） 

ん 

に 

敎 

士 
ゾじ、 

rb 
ft 

ら 
り 

士 
'じ、 

械 A な 

最 

m. 

1 ノス 

ぶ 

に 

I レ 

~ I 

陳 會 

m 

m 

人 

ノ、 

る 

を 

的ュ ら 

も 1 

/こ， 

あ， 

石 

列 

の 

の 

in:- 

禾リ 
•T  'J 

-< 

る ， 

る ， 

の 

> タ犬 

ホ 
ラ 

レ 

す 

針 

/ILL 

緩 

■Sc. 

m 
川 

卞' , 

人 ， 

ノ、 

卞， 、 

下 

. れ 
A し 

ベ 

め 

曰 

あ 

せ 

の 二 輩 

る ， 

し、 

に 

> み' 

し 

の 

き 

に 

ス 

つ 

港 

わ 
^ し 

y 

存ュ は 

き 

を 1 

市， 

A 

入 

ま 
丈 

者 信 

雾杳 

き 

つ d 

寸 
ク 

ば 

1 ム 

1 

レ 

す A 彼 

捕， 

] rtJ 

故、 

街 
円 

彼 

1/ 乂 

曾 

塞 
我 

な 

仰 

の 

し、 

る A の 

卞？、 

に 、 

の' 

け 

て 
し 

に 

0 

を 

J- 

カロ 

彼 

處 A 地 

ら ， 

つ 

牢， 

*、 

ノ、 

r 

し 

左 

の 

お 

は 

"ST 
ラニ 

是 A 理 

レ ， 

ノ 

Vr^ 

咸 

； Sit 

て 
レ 

右 

/H- 

の 

>J、 

の 

れ A 學 

わ， 

し 

治、 

を ， 

に 

フヽ 

瞧 S 

せ 

親 

率 

M 
ゾヌ、 

俗 二 的 

ス ， 

'リ 

彼， 

1/ 乂 

象、 

力、 

ま， 

レ 

ナて 

ら 

の 

吏 A 配 

に 1 

を ， 

が、 

A> ュ 

ソ 

ハ 

り 

る 

/十 

1 よ 

俗 

に 

m 

の A 布 

ま-， 

同 II， 

'ゅリ 

指 

J 曰 

\ 

1  ノ p 

ガ、 

に 
ヽ 

存 A を 

h  ， 

ノ 

-苟， 

に ， 

乘， 

に 

基 

-r* 

し 

に 

I [に 

が 

す A 探 

] ， 

レ ■ 

十， 

'屮 1、 

き、 

に 

つ 

け 

r よ 

督 

法 

J 

レ 

も 

メ  W 

る A ぐ 

宵' 

る 、 

て、 

け， 

ノレ 

n 
1—1 

敎 

て 

-r 

ヽ 

所 • ^る 

は • 

に 、 

正ケ、 

tr 

卞 

の 

絲 
1 夂 

m 
卜ヶ 

白 

俗 

U 

i ト、 

{/ゝ ' 

他、 

1/ 又 

治 》 

り 、 

ノ 

國 

牧 

1 _ i 

ま- 

/|、 

り A 當 

/  、 

レ ， 

の 、 

お ， 

や 

ぐ、 
ーゝゝ 

ほ 

師 

子 

の 

た 

ノ TT 

て 、 

白 、 

關 

が， 

に 

frif 
1'  J 

傳 

し 

0  J 

/&、 

h 
ソ 

の 

彼 必 

、 

m 

、 

cL 

ら ， 

つ 

タ え、 

ノ乂 

道 

Kb 
ド 

の し 

れ、 
し 、 

湿、 

Air 

に 、 

れ 、 

•4 し 

國 

か 

師 

敎 
夺乂 

紘 

XL 

マ 
-人 

に 

官 も 

に * 
, 一 ， 

チ、 

'匕、 

ま 直、 

/  、 

し 

し 

ぼ- 

H 

\sx 

等 下 

&、 

の 、 

も 、 

に 

吏 

是 

ま 
ノ  t 

ふ 

を 等 

り 、 

厭、 

/し 

せ、 

人、 

ノ、 

Km 
關 

な 

等 

む 

に 

は 

が 

問 判 

ざ、 

抑、 

と 、 

巨、 

力、 

す 

ら 

も 

敎 

ベ 

任 

必 

如 

は 任 

る、 

を、 

す、 

的、 

車, 

る 

ざ 

亦 

の 

き 

か 

し 

ぐ 

す 官 

な、 

以、 

る、 

地' 

に， 

彼 

ら 

俗 

衝 

も 

し 

も 

、 の 

'； 、 

て， 

に、 

に、 

至' 

の 

ん 

吏 

突 

の 

官 

周 

彼 區 

し、 

當， 

達 * 

0  • 

-ー： ： の 文 章 


H  I  二 


〉，： 耐を 以てせし に、 力 氏 は 之に 答へ て 「二 千 七 百 萬、 多分 は是れ 白痴な り」 と 曰へ り、 余輩 も 時には 

CCOOO  二 〇c  〇oo  oc-〕oooco〇  OOOOOOOOOOGOC 

日本 國民を 評して 「四千 萬、 多分 は是れ 俗吏な り」 と 言 まほし き 事な きに あらす。 

然れ ども 余輩の 觀察は 多くの 意志 を 有する 人物 を RT 本 臣民の 中に 見るな り、 夫の 山間 僻陬の 地に 蓬舍 

を 結ぶ 農夫 を 見よ、 岩 を碎き 蕪を排 し、 荊棘の 中に 小 樂園を 造り、 仰ぐ に 日光と 膏雨 あり、 賴 るに 兩 

腕の 筋肉 あり、 自然に 生命の 糧を 得て、 心に 上天の 默 示に 接し、 堇花は 彼の 爲 めに 笑 ひ、 野鳥 は 彼の 

爲 めに 吟す、 瀑布 斷 壁に 轟て 濁 思を壓 し、 溪水山 谷 を 洗 ふて 信念 淸し、 政治 を 聞かす、 社 說を讀 ます、 

株式に 手 を 出さす、 貴族の 門に 出入せ すして 獨立 生涯 を 營む者 は 蜻蜓洲 中 未だ 全く 跡 を 結た す。 

嗚呼 讀 者よ、 汝も 何ぞ其 一人たら ざる、 知らす や 男子 一人の 正直なる 勞働は 八 人の 家族 を 養 ひ 得べ し 

と は 普通の 計算なる 事 を、 此 地球 小な りと 雖 ども 五 千 二百 萬 方哩の 地面 を 有す、 是を其 人口 十五 億に 

分配す る も尙ほ 一 人に 付き 二十 三 HI クル (二 萬 七 千 六 百 坪餘) の容地 あるに 非. や、 太陽 は 輝て 未 

だ 止まざる Y なり、 春雨 秋霖の 尙ほ 未だ 吾人の 勞 働を援 くる あり、 吾人 若し 俗吏たら ざらん と 欲すれば 

能 ふなり、 自由 は 北海の 野に 存す、 何ぞ行て耕さ^-る、 海面 至る所 束縛な し、 汝の斷 を 待つ や 久し、 

若し 又 筆に 自活 を 求めん とする 乎、 必 しも 書記 生 叉 は 新聞 屋の 丁稚と なる の 必要 はな かるべし、 社會 

の眞 意に 訴 へて 見よ、 社會は 未だ 全く 誠實を 見捨てす、 汝の 正直なる 聲は 聞かる k た&り (遲 かれ 早 か 

れ)、 ゴ マ カシと 虚飾と を 歇め汝 の 眞實を 語りて 見よ、 社會は 終に 汝の 直筆の 爲 めに 酬 るに 至らん。 

尙ほ 一 つの 面白き 問題の 余輩の 爲 めに 殘る あり、 卽ち 俗吏 は 社會の 必要物なる 乎と。 

若し 然 らば 自然 は 特別に 意志た き 人間 を 造りし もの を、 意志 を 有せざる 人と て は 政治家の 之 を 製造す 

るに あら ざれば 自然に 存在せ ざる を 見れば 俗吏の 存在 は國家 生存の 爲 めに 必要に は あらざる が 如し。 
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然り 君子の 政治に 俗吏の 必要なし、 ェリ^^^ス女王、 オリバ ー、 コ 口 ムゥ エル、 上 杉 磨 山の 如き 政：！ E 

{VA を 見よ、 彼等 は^ 吏の 要 を 感ぜ ざり き、 感ぜ ざり しのみ ならす 彼等 は 其 下：^ に 自由と 意志と を 供し 
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たり。 自由の 念 は 責任の 念に 作 ふて 來る、 故に 責任 を 知る の 政治家 は必す 自由 を 重ん す、 我の 大賦の 

特技 を 認め、 我 を 信じて 我に 我の 天職 を授 くる 者 は 我に 自由 を 供す る 者な り、 此 時に 當て 我に^ 宅の 

穿鑿 を 命す る 者な し、 我 は 人 問と して 指導 せらる.^ にして 封 E 問と して 使役 さる- -に 非す、 如斯 政" 5- に 

於て は 何人も 總理 大臣 (彼の 責任- R 域 .2: に 於て) なり、 余輩 は 一 百 ふ、 余輩の 理想的 政府 は 俗 宙の存 布 

せざる 政〕 財な りと、 卽ち 俗吏の 存在し 得ざる 政^な りと。 

參攀 參攀參 

其 八、 小 な る：：： 本 

人 は 齊 しく 日本の 大を稱 ふ、 余莆は 惟り 其 小を唱 へんと 欲す。 

日本の 小 は 其 面積に 於て 見，^、 吾人の 稱 する 大日 木なる もの は 亞細亞 の 東岸に 橫 たはる 十五 i€ 方 1" 餘 

の 群島より 成る、 是れ 世界の 陸 面の 三百 五 十分の一 にして、 疊ー 疊に對 する 婦人の 絲絡 一枚の 比例な 

り、 或は 日本に して 若し 菊版大 ならん 乎、 世界 は 十八 疊の 座敷に して 其 陸 面は尙 ほ五疊 敷の 廣 さに 亙 

る、 英國は 世界の 六 分の 一 を 有して 日本の 六十 倍な り、 露國は 世界の 七 分の 一 を 有して 日本の 五ト倍 

たり、 米國合 衆國は 三百 六十 萬 方哩を 有して 日本の 二十 なり、 1^;: 人の 誇る 大日 本なる 者 は 米の 一 

州 アイダホ たるに 過ぎす、 其 テキ サ ス は 殆んど 一 一個の 日本 帝 國を容 るに 足る。 

n 本の 小 は 其 地理 學 上の 位：.^ に 於て 見ん、 陸地の 中心 は 倫敦巴 里の 問に 有り、 若し 倫敦を 以て 中心 點 

となし、 地球の 周圍 九十 度 を 以て 半徑 となし、 阆環を 地球 面 上に 畫 けばけ； 几 を 陸 水の 二 半球に 分つ を 川，：^ 


べし、 而 して 日本の 位置 は 陸半球の 邊 端に 在て 世界の 田舍の 位置に あり， 日本の 如き 不便なる： 

保つ 者 は 潦洲と 南 亞米利 加^ 南端 を 除けば 地球 卧上 他！^ ぁハ 

日本の 小 は 其 耕地の 少 きに 於て 見ん、 耕 耘に堪 ゆる 面積と て は 其 一割 五分に 過す、 是を佛 蘭 西の 六 割 

一分に 比し、 英吉利の 六 割 四 分に 狡 ぶれば 彼我の 優劣 自 から 明かな り、 ミ シシピ 河の 水盤 は 日 木の 七 ■ 

^^に亙る 一 面の 膏田 なり、 支那の 黄土、 露 西亞の 黑壤は 共に 日本に 數 倍す るの 沃壤 なり、 加奈 太に 日 

本に 十倍す るの 畳 鏡 無比の 麥畑 あり、 恆 河の 兩岸は 日本に 三倍す るの 膏 嫂の 地な り、 生產的 日本 は 世 

界の陸 面 二 千分の 一 に 過ぎす、 是れ實 に 小た る 葡萄牙の 面積に して 其產 出力に a. 太 利の 半に 及ばす。 

口木の 小 は 亦 其 土 性の 比 絞 的に 瘦療 たるに 於て 見ん、 其稻 室の 矮小た る是を 印度 柴棍の 産に 比すれば 

做に 三分 一に 過す、 我の 麥穗を 以て 米 濠の 產を 評する 者 は寸を 以て 尺 を 量る 者な り、 亞米利 加の 蜀黍 

畑に 叢林の 如き 観 あり、 牛 豚 其 內に沒 して 是を 索る 難し、 灌木 大の 印度 産の 棉花 草 は矮々 たる 我の 產 

を 恥 かしむ るに 足る、 せ蔗は 竹林の 如き を稱 ふなり、 我の 中 國の產 の 如き は艸莖 の稍大 たる 者た るに 

過す、 口 本に ファ ー ム (Fm-m) なし、 日本の 田畑 は 皆 悉く 菜園た るに 過ぎす。 

口木 人 は 皆 悉く 富士山 を 以て 誇る、 言 不得名 不知と、 勿論 其 世界の 名山の 一た るに は 相違な けれども 

是に 1^ る名嶽 大山 ある を 知らざる が 如き 感を懷 くに 至て は 井蛙 的の 幾 は 免れざる べし、 見よ 布 哇は我 

の 四 園に 及ばざる 小 邦なる に 一 萬 三千 尺 以上 (富 土よりも 高き 事 一 千 尺) の 秀峯ニ 個 を 有する に 非す 

や、 メキシコの オリザ ハはー 萬 七 千 尺の 高き に 聳えて 火山の 最も 威嚴 ある 者と 稱 せらる、 各 二 萬 尺の 

髙 きに 達して 三 對の偉 觀を呈 する 南米の コ トパ キ シ、 シ ンボ ラゾ、 ァ ン チサ ナは 吾人の 想像に 上りし 

事 あり や、 ダ， ー ジ ル ング より ガウ リサ ンカ 1 'を ^llil むに あら ざ； -ば 大山の 何たる 乎 は 知る を 得 じ、 人 は 
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彼の 崇拜 物より 犬なる 能 はす、 富士 よりも 高き を 望む にあら ざれば 日本人の 志望 は 知るべき のみ リ 

日本に 大河な し、 其 三 大河なる 者 は 黄河 楊子 江の 細 支流た るに 過す、 坂 東太郞 何者 ぞ、 僅かに 小：^ を 

浮ぶ るに 足る のみ、 騎 して 之 を 渡る を 得べ し、 泳で 之を橫 ぎる を 得べ し、 松 江の 小なる も尙ほ 能く 滿 

洲 一圓の 通路た る を 得べ し、 は 大河たら ざる も 永く 大國の 防衛と して 存す、 日本人 は 未だ 川 を 

知らす、 ，FTT^.^ の洋々 として 東に 流る \ 所、 ^ノン， ピの 混々 として 海に 注ぐ 所、 是れ木 曾に 誇り、 

天 龍 を 讚す る 者の 豫 想の 外に, り。  . 

國の 大小 は 其 有する 港灣の 廣狹を 以て 量るべし と は 地理 學の恆 則な り、 大國 に大港 あり、 小 國に小 港 

あり、 上海 は 支那の 廣を 示し、 紐 育 は 米國の 大を證 す、 横濱の 規模の 小なる は 其 小 邦の 關 門なる を 表 

白し、 祌 戶の陝 IS なる は 其 一 地方の 輸出港なる を 露 はす、 函館は 北海の 投錨 地た るに 過す、 S 崎 は 西 

海の 避難所た るの み、 河ロを溯る百哩にして，R^.„S1^タは大船を泊するに足る、 桑 港に 世界の 艦隊 を 

悉く 泊し 得る の餘地 あり、 英吉利 は 小 なれ ども 其 倫敦は 世界の 中心 市場たり、 白 耳義の 小なる も其ァ I 

ゾ トウ H,^— プ，. は 人！' や 大陸の 關門 たらん とす、 香港 桑 港に 檣 林の 壯觀を 見て 横濱に 寂寞た る 埠頭に 接す 

る 日本人の 心さび しさよ。 

小なる 日本 國、 . ^なる 日本人、 彼の 體格は 蝦夷 土人の 體格 にも 及ばす、 支那 人の 鈍 愚なる も 其 筋骨 は 

吾人の 羨むべき あり、 北英山 民の 側に 立た しめば 日本人 は 侏儒な り、 コ サック 兵に 鐵筋石 骨の 如き あ 

り。 

30000000000000  000000000000  0000000000000  000 

矮 少なる 必 しも 悲しむ に 足らす、 ナボレ オン は偉漢 にあら す、 而も彼の志^11^1は寰宇を吞めり， 小國な 

000  0  0000000  0000000000000000  000000 

る必 しも 歎す るに 足らす、 我の 北海道 犬なる 希臘は 最大 文明 を 世界に 供せ り、 悲歎 は 思想の 狹 なる 


にあり、 愁 望の 拘 制せら る. 1 にあり、 理想の 低き にあり、 目的の 卑しき にあり。 

余輩の 觀を 以てすれば 太閤 秀吉を 除く の 外に 日本 國に抱 世界的の 英雄な し， 征服すべき 邦土の 盡 きし 

故 を 以て 流涕 せし 歷山 王の 如き、 歐亞备 半 を 研り 從 へて 尙ほ不 滿を訴 へし チ モ ー ルの 如き は 日本人 中 

未だ 曾て 其 類 を 見す、 日本人の 最大 志望に 東洋の 盟主た らんと 欲する にあり、 未だ 馬を恆 河に 飮 まし、 

旗 を 比 麻 拉亞巔 頭に 建てん とする の圖 謀を懷 きし 者な し、 矧んゃ 亞を吞 み歐を 併す るの 大 斗に 於て を 

や、 日^人の 天下と は絕東 一 鎖の 島嶼 を稱 ふに #ー す、 是に覇 たる をず ば 心願 此に盡 き、 和 心^かい 

か稱 して 顿牛 殼大の 邦土 內に踞 まり、 瑣 細の 情 實に搦 まれる を 以て 志士の 本分 を盡 せし 如く 信す。 

政治家 然り、 美術家と 文學 者と も 亦 此島國 的 根性 を 去る 能 はす、 日本に 特種の 美術 ありと 言 はん、 其 

極 美と 結 妙と は 世界の 賞 讚 を 博す るに 足る とせん、 然れ ども 日本の 美術に 偉大なる 事な し、 能く 桃殼 

に 猫 や 狸 を 刻み 得る も、 能く 大理石 を缡 りて 「摩 西」 「ロー レンゾ」 を 彫み 出す の 富 想な し、 畫 けば 

花 下の IJK 人な り、 山 端の 明月な り、 皇天 怒て 霹靂 山嶽 を擊 つの 狀は 彼等の 選ぶ 畫題 にあら す。 

日本の 詩歌 は 彼等の 有する 自然に も 及ばす、 其 富士山 を詠ぜ しもの を 見る に 庭園の 築山と して 是を詠 

ぜ，^ ものに 過す して、 其 威 嚴と長 敬と は 彼等の 詩感 に觸れ しこと なきが. &し、 八景 を 石山の 秋 月に 求 

めて、 美 を 淡き の 怒濤に 探らす、 須磨明 石の 小景 は 萬 句 を 呼んで、 鳴戸に 詩 神の 聲 b 聞かす、 ：！^ハ淺^ 

と 霧 島と は惰 夫の 痴情 を 動かす に 止て、 阿蘇に 地中の 鎵火を 窺 はす、 優柔なら ざれば 悲憤、 東^の 軟 

花と 志貿の 漣、 自然 を 皮相 解して 其 心 髓に入 .lv\r 

美術的に 小な り、 詩歌 的に 小ュ なり、 倫理的に 宗敎 的に 小なら ざる を 得ん や。 

彼等 は 日本的 倫理 を稱 ふ、 如何なる 背理 ぞ、 世に 英國的 数理なる もの あり や、 佛國的 究理なる もの あ 
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る を 聞かす、 宇宙の 理なれ ば こそ 是を 理と稱 ふたれ、 现 に^す に U 本なる 形容！ 1 を 以てす、 此^ 巳に 

狹を 示し 小 を 表 はす。 

モ ハ メット の妄誕 なる も 彼の 宗義を 以て 萬 邦の 服 朥 すべき 敎理 たりと し、 是を 世界の 民に 課する を以 

て 彼の 天職たり と 信ぜし に 非 や、 彼は說 くに 亞拉 比亞的 倫理 を 以てせす、 宇^ を亞 拉比亞 化せん^ は 

彼の 圖謙 にあら ざり しゃ 明な り、 彼 は 上帝の 最上 最終の 豫言 者と して 世に出たり、 宜 なり 彼の 領土 は 

一 時 は 文明 世界の 半に り、 チ尙 ほ- 一億の 生 靈は西 は 大西洋の 沿 山が より 東 は^ 隸灣頭 迄 彼の 敎徒 とし 

て算 せらる や。 

所謂 日本的 倫理なる 者 は 世に 稱 する 西洋 倫！^ たる 者に 對 する 反抗 主義た るに. =； まれば、 其效 Ei- たる 令 

く 消極的な り、 其敵懷 心と なりて 國民 を刺擊 する や、 支那 兵 を 滿洲の 野に 破り 得し も、 仁慈の 情と な 

りて 隣邦の 獨立を 扶植す るに 適せす、 慷と慨 とを學 生に 偉へ て 謙と 遲とを 養 ふ 難し、 外 敎を排 する に 

力 ありて 佛敎の 腐收を 防止す るに 足らす。 

rn 本に 富豪 からす、 而も 一人の 大 慈善家 を 見す、 一人の スチ ー ブン、 ジラ ー ドの 如き ありて E 资を 

孤 兒の敎 育に 投ぜし 者 ある を 聞かす、 一人の ジョン ス、 ホップ キン ス ありて 獨 カ大學 を^け し 者 ある 

を 知らす、 一人の リピン. グス トン ありて 異邦の 民の 爲 めに 鞠 躬盡瘁 せし 者 ある を 見す、 一人の ジョン、 

ハ ヮ ー ド ありて 監獄 改良に 從事 せし 者 ある を-斗に せす、 .  一 •tra 萬の 人口 を 有する 東京の 大都市に 於て 幾 

干の 慈善事業 は 行 はれつ & あり や、 盲 啞院は 官立の 者 唯一 個 あるの み、 慈善 癒狂院 あるな し、 養老院 

あるな し、 お 痴院 あるな し、 產科院 あるた し、 余輩 は 都 城に 抵る 毎に、 其兵營の^§^々たるを見て、 其 

官廳 の-: 我々 たるに 接して、 其 貴紳の 壯屋を 眺めて、 是 に比對 する 博愛 的 事業の 缺乏を 意 ふて 未だ 曾て 


嘆息せ ざる はなし。 

年々 五 千 萬圓の 巨額 を 其 慈善事業の 爲に 消費す る 倫 敦は禽 獸國の 首府な りと 云 ふ を 得す、 該 事業の 完 

成 を 以て 世界に 名高き 米國の ヒ ラデル ヒャは 特^に 米國的 倫理 を 以て 誇らす、 然るに 仁義 國を 以て 騷 

騒た る 日本に して 其 博愛 事業に 一 として 見る に 足るべき 者な し、 仁、 誠に 仁なる 乎、 或は 廣吿 の 

なる 乎。 

小なる 倫理、 小なる 宗敎。 

迷信に あら ざれば 冷淡、 導く に 政略 的 牧師 僭 侶 あれば、 從 ふに 妄信 的 信徒 あり、 其祌學 者と 敎導師 と 

は 信仰の 功力 を 讚し、 是を 衆人に 勸 むる 事 ある も 自身 は 信仰 だ も 信す る 能 はす、 宗敎を 以て 僅に 社.^ 

改良の 具な りと 信じ、 治 國平 天下の 機關 なりと 惟 ふ、 故に 宗敎の 繁盛と は 俗世界の 贊同を 意味し、 政 

治 家 の 獎勵を 云 ふ に 過す、 宇宙 的 の 性 を 有す ベ き 宗敎を 國，： M 的 範圍. 2： に壓 縮し 、 終に 宗敎を し て宗敎 

の 用 を 全くな さしめ ざるに 至る、 彼等の 诲外傳 道なる 者の 成功せ ざる は 是が爲 めな り、 深 沈防壓 すべ 

からざる 人類 的 同情より 来りし 者に 非す して、 或は 政治 の 策略 を 助けん が爲 め、 或は 國. M 的 虛榮を 

張らん が爲 めに する 者 多け.；^ ばな り、 日本的，^ 理 たし、 日本的 宗敎 あるべ からす、 

なり、 眞理に 順 服せ すして 眞理を 利用す る 者 は 終に 眞理 の捨兒 となる、 日本人 は {| 敎 きすび 

OOOOOOOCOOCOOO  OOOOOCOOCOOOOOOCOOOOOO 

勉めて 是， に歸 服す る 事 を 卑しむ、 彼等の 宗 敎的觀 念に 貧乏す る は 全く 是が爲 めな り。 

敍し來 り敍し 去れば 日本の 誇るべき 者 は 何物 か、 吾人の 有する ものにして 世界の 有せざる もの あるな 

く、 吾人の 有せざる 者に して^ 界の 有する 者 多し、 口 本 は 猶太 印度の 如く 大宗 敎を 世界に 供せ す、 U 
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本 は 希 職の 如く 大文學 を 有せす、 日本 は羅 馬の 如き 大法 典 を 編みし 事な し、 日本 は 西班牙の 如き 大探 

見 家 を 生ます、 日本 は 和 蘭の 如く 人權 自由の 爲 めに 戰 はす、 日本 は 白露の 如き 高山 を 有せす、 日本に 

露 西亞の 如き 大 平原な し、 嗚呼 吾人 は 何 を 以て か 誇らむ、 東 山の 美妓 を 以て か、 東海の 八方美人 を以 

て か。 

*  氺 

這裡 赤心 元 可 重 由来 藍 面 亦 何 憎 

(村 上佛 山の 西瓜に 題す る 句) (『國 K 之 友』 八月 十五 日) 

日蓮 上人 を 論ず 

其 一 

日蓮 上人 は 日本 歷 おに 於け る 最大 疑問 物な り、 彼の 特性の 峻嶮 劇烈なる、 彼の 行爲 の大膽 不敵なる、 

彼は大 物と して 視るを 得べ ベ、 大 英雄と して 許す を 得るな り、 彼^,|^:&非^.^-る|^者.^|^-^.^ 

と 同時に 激烈なる 夥多の 敵 を 有する ものな り、 我 邦の 歷 史的 人物に して 彼の 如く 激賞 を 得し もの はな 

かるべく、 亦た 彼の 如く 忌避され しもの は あらざる べし、 彼 若し 善人な らん 乎、 多分 彼の 仰 慕 家が 稱 

する が 如く 完全 人物に は あらざる べし、 彼 若し 惡人 ならん 乎、 彼の 宗 敵が 示す が 如き 奸 物に は あら ざ 


りしな らん、 眞 正の 日蓮 は 最も 畫き 難き 人物な り。 

然れ ども 彼 を 解す るの 難き は 彼の 特性の 奇異なる のみに 非ら すして、 我が 國 民の 特性た る 彼が 如き 人 

物 を 解す るに 最も 不適 當 なる ものなる が 故な り、 穩便 柔和 は 東洋 國民 全體の 特質な り、 劇 性 は 彼等の 

n 取 も 厭 ふ 所、 彼等の 歷史は 之 を 示せり、 彼等の 美術 は其證 なり、 國民は 風 稚禮節 を 以て 世界に 誇る、 

故に 偶々 峻 險豪膽 日蓮の 如き 人物の 出で 来らん 乎、 彼 は國家 異例の 產物 として 見做され、 彼 を 解す る 

に 前例 あるな く、 彼 を 量る に 標準 あるな し、 彼は單 獨歷史 紙面に 卓立し、 激賞 激^せ られつ、 今日に 

至れり。 

然れ ども 史學 の區域 全世界 を掩 ふに 及んで 彼の 如き も 亦た 單獨の 人物たら ざるに 至れり、 余輩 は 彼の 

類似 を 萬 國歷史 に 見る に 及んで 彼 を 解す るに 大に 易き を感 するな り、 余輩の 爱に彼 を 論ぜん とする は 

彼に 關 する 歷 史的 新 事 實を讀 者に 供 せんとす るに 非ら す、 余輩の 目的 は 通常 世間に 知れ渡り たる 彼に 

關 する 事實を 以て 比較的に 彼の 人と 爲りを 攻究 せんとす るに あり。 

日蓮 は惡 人たり、 大 山師、 政治的 失敗 者の 宗敎 家と なりし もの、 我 邦に 於け る 野望 家の 張 本、 … 

…是れ 余輩が 彼に 關 して 幾多の 批評家より 聞きし 所な り、 彼 は 神道 家の 嘲弄 物ュ なり、 基督 敎 信徒の 鄙 

視 して 已 まざる 所、 佛 敎譜宗 の 憎惡の 中心 點 たり、 & の 頭上に 積まれし 憎惡、 嘲弄、 凌辱、 傷 毒の 形 

容詞は 多分 日本語 中に 存 する 凡て を盡 せし ならん と 信す、 宗 敎的大 山師、 是れ 彼に 對 する 彼の 敵 人の 

觀念を 一括せ し 言な り、 彼れ 若し 英雄な らん 乎、 彼 は 夫の クラレンドンが ク P ムゥ H ルを 評せし 如く 

GreaUmrl  m!iu 「惡 しき E 人」 なりし なり、 彼の 心事 已に惡 なり、 故に 彼の 大事 業 は 渾て惡 業な りし 

となり。 
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余輩 は 彼に 關 する 歷 史的 事 實の眞 偽 を 明かに して 彼の 心事の 善惡 を判ぜ ざるべし、 若し 夫の 瀧 ノロ 法 

難た る ものにして 彼の 弟子の 捏造に 係 かる 妄譚 なりと する も、 若し 叉た 法難に 際して 彼が 之 を 免る 

を 得し は 奇跡的 天變に 依る にあら すして 彼の 大敵たり し 良 觀和尙 の 歎願に 出で しとす る も、 佐 渡诲上 

の 曼陀羅 現出 は 迷信 時代の 想像に 依る とする も、 彼の 元寇に 關す る预言 は 後日の 附託 說 なりと する も- 

一事 吾人の 彼に 關 して 少しも 疑 ふ 能 はざる あり、 卽ち 彼の 生涯と 彼の 事業 是 なり、 柬海 僻陬の 一 出 〔豕 

が 終に 天下 を 震動す るに 至り、 彼 死して 後 六 百年、 彼に 歸依 する もの は 百 十 萬 を 以て 數 へられ、 多く 

の 正直なる、 多くの 豪勇なる、 多くの 勤勉なる 我が 國の 人士が 彼に 師事す るの 一事 は是れ 亦た 歷 史的 

大事 實と云 はざる ベから す、 而 して 浮虚に 依て 身延山 興り、 瞞着に 依て 池 上 成り、 野望 を 慕 ふて 日照 

服し、 山師 を懷 ふて 日 親 動きし とせん 乎、 余輩 は 云 ふ、 是れヒ ュ マ 一一 チ ー 其 物 を 疑 ふ 事に して 批評 的 

歷史の 解剖 刀 は 如何に 銳く あるに もせよ 吾人の 人情に 於け る此 信仰 は 容易に 動かし 得べき に 非す、 ト 

マス、 力 ー ライル 叫んで 曰く、  r 虛人 宗敎を 建てし と 云 ふか、 余 は 汝に吿 げん、 虛人は 土壁 を も 建つ 

る 能 はす」 と、 野^の 人が 人心 を牧攬 せし の 例な きに 非ら す、 然れ ども 虚 人が 多くの 眞 面目なる 人の 

ODOOOODOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOO 

心 を牧攬 して 綿々 六 百年 後の 今日に 至りし 事 は 世界の 歷史 未だ 嘗て 其 例 を 見す。 

厶<1ニ厶<1<<1<1 厶  厶 △〈】 厶厶 A<1A< ！厶厶  <-厶<^厶<3<1<3<:<"<<1ム<3ム<3<"<1<"<:<  ん  ♦ き 

抑 も宗敎 的事實 たる、 其 無形の 心 靈に關 する が 故に 之 を 全く 歷 史的 記錄 にがす る 事 は 甚だ 難し 宗敎 

は究 むる より は感 する を 要す、 故に 文明 國の 宗敎 なる 基督 敎に 於ても 之に 關 する 最後の S ほ據は 信徒の 

心靈的 實驗を 以てす、 其經 典た る バイブル (特に 新約聖書) は歷 史的 批評に 最も 能く 耐 ゆる もの、 然 

^ども バイブル 歷史に 依ての み 基督 を 認めん と 欲する 者 は 彼 を 解し 得ざる ものな り、 是れ ルナン、 ス 

—トラ ウス 等 博識の 士が 基督 を 誤解せ し 理由たり、 基督 を 解 せんと 欲せば 彼の 敎^ を實 行し 彼の 精神 を 


吸牧 同化せ ざるべ からす、 故に 基督 彼 自身 も 彼の 弟子に 敎 へて 曰 ふ、 

人 もし 我 を 遣し.^ 者の 旨に 從 はば 此の 敎の 神より 出る か 又た 己に 由り て 言 ふなる か を 知るべし 

卽ち 彼の 敎の 眞理を 知らん と 欲せば 之を實 行せ ざるべ からすとの 意な り、 基督 敎證據 論の 磐石 は實に 

其 心靈的 感化 力 にあるな り。 

OOO00OCO0O000OOOOOO000OOO0OOO 

宗敎家 日蓮 を 解 せんとす る も 亦た 日蓮 彼 自身に 接せざる ベから す、 記錄 にれ する 記事 を 以ての み 彼の 

爲人を 評せん とする もの は眞 正なる 彼 を識認 する 能 はす、 是れ 何人に 於ても 然り とする も宗敎 家に 於 

て は 殊に 然り とす、 史學か 冷眼の みが 彼 を 圓滿に 解し 得べ しと 信す る 人 は 明，：：： たる 心理 學 上の 事實を 

否定す る ものにして 靈物 の 長た る 宗敎家 を 評す る に 當 て 禽獸 木石 を 研究す ると 同一 の 方法 を 採る もの 

なり- 日蓮 も 基督 も 均しく 彼の 批評家に 告げて m ん I 「我 を識 らんと 欲せば 我が 一 百 を 守れ」 とし 

日蓮 惡人說 は 最も 信じ 難き 說、 恰も モ ハ メッド 偽 預言者 說が 業に 已に歷 史家の 思惟 外に 撒 去せられ し 

が 如し、 余輩 は 彼の 事業 を再錄 して 彼 を 辯す るの 要な し、 歷 史家 ラン 力が 天主 敎 徒に 向って 十一 ハ 世紀 

の宗敎 改革者 を 辯 護せ しと 同一の 論法、 トマス、 力 ー ライルが 二百 五十 年間 大逆 無道と して 英國 人の 

腦 裡に存 せし オリバ ー、 ク II ムゥ H ル を辯ぜ しと 同一 の 考察 法 は 日蓮 上人 を 宗敎的 山師て ふ淺薄 無情 

の 批評に 對し 充分に 辯 護す る を 得べ し。 

然 らば 彼 は 如何なる 人物な りし や、 余輩 は 爾か云 ふ、 彼 は 亜拉比 亜の 豫言 者モ ハメットの 如き、 伊國 

の 改革者 リ ェ ンジの 如き、 西の ィグ ネシ ァス、 口 ョラの 如き、 獨の マルチン、 ルぃ テルの 如き、 英の 

ジョ ー ジ、 フォックスの 如き、 激烈の 性を帶 びた る 熱誠の 宗敎 家たり したりと、 彼の 行 爲に不 合 過失 

の 多き、 彼の 言語の 粗暴 亂雜 たる、 忽 にして 怒り、 忽 にして 泣き、 敵に 劇に して 友に 優たん る、 强 者に 

明治 二十 九 年 二八 九 六 年)  一 一三 三 • 


-^. 期 0 文章  三 二  S  . 

對 して 頑なる、 弱者に 對 して 脆き、 其 志び 1- の莊 遠なる、 其 手段の 極端なる、 一として 吾人の 今日 稱す 

る Intense  character  (激 性) たるの 證に 非ざる はなし、 彼の 如き は 世界 歷史に 於ても 稀に 見る 所、 

特に 平穏 柔順 を 旨と する 我が 邦人の 中に 於て は實に 奇異 中の 奇異な り、 彼 を 彼の 同類と 比較して のみ 

少しく 彼 を 解し 得る も、 彼 一人と して 彼 を 量らん に は 煩 混錯雜 たる 反對 性の 集合 體、 忽ちに して 秀匿 

の 山水 を 望む かと 思へば 忽 にして 開豁の 曠野の 現 はるる あり、 魏々 たる 山嶽が 洋々 たる 海面に 出沒す 

るの 狀、 孰れ か 彼に して 孰れ か 彼なら ざる 乎、 .7 片人 1^ らんと 欲して 得す 感ぜ ざらん と 欲して 感す、 彼 

0000000  0  000  0OOOO000  參鲁 參鲁搴 きき 鲁鲁参 参き 

の 如き は 實に不 合 中の 合、 反對 中の 調和な り、 彼 を 正解 すれば 無比の 美たり、 彼 を 誤解 すれば 無比の 

醜な り、 彼 を 解す るの 難實に 彼の 劇烈なる 反對 性に あり。 

故に 凡人に して 彼 を 解 せんとす る 乎、 只ニ途 あるの み、 彼れ を 迷信 的に 崇拜 する のみ * 彼を恐怖的^i 

9  9  9  9  9  9  0OOCOO00O00COO0O0O  ODOOOOOOOOOOOOO  0  0  0 

排斥す るの み、 彼の 如き は 敵たら ざれば 友と すべき もの、 友たら ざれば 敵と すべき ものな り、 彼れ 人 

OOOOOOOO0-OOCO  000000000000000000  ,    —  i 

に對 して 冷淡なる 能 は ざり し 如く 人 も 亦た 彼に 對 して 冷淡なる 能 はす、 リヱ ンジ然 り、 サ ボナ ラ 

然り、 ，ル—1 テ— ル然 り、 彼の 如き は マ コ ー レ ー 卿の 稱 する 能く 愛し 能く 惡む ものな り。 

其 二 

日蓮 を 以て 激 誠の 宗教家と なさん 乎、 彼の 一 代の 事跡に して 余輩の 解し 能 はざる もの は 殆んど あるな 

し、 彼の 幼少 時代に 關 する 記事 は 措て 問 はす、 彼れ 歳已に 十七、 自覺の 時期に 達し、 宗敎的 疑問に 惱 

まされ、 祈願 を 虛空藏 菩薩に 籠め て 其 解 疑 を 求めん とする 時、 一 日 憂悶 措く 能 はす、 御堂の 階段 を 下 

らん， こする に 際し、 胸隔氣 一過り て 多量の 生血 を 吐きて 其 場に 絶倒す るに 至り、 同 寮 所 化の 介抱に 依り 


て 復活す るに 至りし との 一事 は 余輩が 彼に 就て 疑 はんと 欲する も 能 はざる 所な り、 此 記事に 接して 何 

人 か歐洲 歷史に 載す る マルチン、 ル ー テルの 靑年 時代の 經歷を 思 ひ 出さ 5^ る もの あらん や、 同じく 是 

れ激 誠の 好靑 年、 宗敎的 疑問 は 彼の 心 思を壓 し、 彼れ その 解明 を 望んで 得す、 一 日 憂悶 其 極に 達し、 

彼の 宿 房 內に絕 倒し、 終に 同僚の 援け 起す 所と なれり、 東西 二 例の 相 符合す る實に 一 は 他の 摸 寫に係 

るが 如し、 モ I ハメ！ ^が 砂漠の 岩窟に 蟄居して 煩悶の 中に 明 を 求めし が 如き、 ti ョラが 時々 憂舊 の餘 

り 身を樓 上より 投 ぜんとせ しが 如き、 コ ロム ゥ H ルが夜中置醫師を呼寄せて|ぉ憂症の治療を^3ひしが 

如き、 激 誠の 士 が眞理 を 探究す るの 際此 病理 的 苦痛 を 感ぜし 例 は 宗敎歷 史上 決して からす、 日蓮に 

して 此心 靈的激 戰を經 過せ すして 安心立命の 位置に 達せし とせん 乎、 彼の 確信の 緩漫 なる、 彼 は 平 

的 僧侶と して 彼の 一 生 を 終りし ならん のみ。 

彼の 宗敎的 疑問 は 余輩の 同情 を 表する 所、 熱誠 彼が 如き ものにして 如何にして 疑問な からざる を 得ん 

や、 怫 に八宗 あり.、 孰れ かせ 尊 釋邀如 來の眞 意に 適 ひし も のぞ、 本師は 一人なる に 何故に 八宗 十二 宗 

の 別 ある や、 釋， i の 宗旨と は 眞言 か、 將た 華厳なる か、 禪宗 なる か、 大海の 潮に 二 味 あるな し、 如來 

の敎 法に 二道 あるべ からす、 嗚呼 釋迴 か佛敎 なる もの は何處 にある や、 是れ 彼の 疑問の 第一な りし、 

是れ尙 ほ 今日 吾人 を 苦む る 疑問な り。 

佛は 八宗に 止まらす して 四 萬 八千宗 ありと て 吾人の 思惟 を嚇す もの あり、 然れ ども 熟 誠 日蓮の 如き も 

のにして 如何で 斯の 如き 誇大 的 威赫に 服す ベ けんや、 吾邦 人に して 基督 敎を 信す る 者の 邏返 する 第 一 

の 疑問 も 亦た 其 宗派の 分離に あらす や、 而 して 彼等 宣敎師 輩が 多くの. 附託 說を 設け 此大躓 石.^ 除き 去 

らんと する も 誠意 該敎を 探らん と^する ものに 一 として 滿 足を與 へしこと なし、 基督の 基督 敎 なる も 
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の は 何處に 在る や、 是れ尙 ほ 吾人の 問題なら す や、 日蓮の 疑問 は當然 なり、 余輩 は 世間 幾多の 宗敎家 

COO  OCQOOOOOOOOOOOOO  一 

が 彼の 如き 疑問 を 起さ f る を 甚だ 怪む なり。  •  一 

日蓮 を 苦め し 第二の 疑惑 は 彼の 宗敎 思想に 最終の 判決 を與 ふべき 經 典の 撰 擇 なりき、 是れ 彼の 鷇も難 _ 

とせし 所なる が 如し、 他の 宗敎に 於て は 此の 問題 をお むる こと 最も 易し、 囘々 敎に 於て は r コ ラン」 

を 除て は 他に 憑 據的經 典の あるべ う もな し、 波 斯敎に 「ゼ ン ドアべ ス タ」 あり、 印度 敎に 「リグ ビダ」 

あり、 而 して 路 錫が 同一 問題 を 以て 困 めら るる や、 彼 は 彼の 寺院 內に鎖 を 以て. 繫 がれ ありし 拉典譯 

「バイブル」 を 見て 彼の 心に 滿足 する を 得たり、 然れ ども 佛敎に 於て は 全く 然ら す、 先 づ小乘 大乘の 

別 あり、 而 して 大乘中 憑 據的經 典と して 各派の 奉戴す る 所の もの 甚だ 多し、 天ム n は 般若 法 華に 據り、 

禪宗は 重き を榜 伽に 置き、 眞言 は 大日 金剛 榜嚴に 基づく、 其 他 華嚴經 あり、 大猿經 あり、 湼槃經 あり、 i 

一 切 經七干 三百 九十 九卷、 其說く 所予盾 齟齬す る 事 多き は 決して 他宗 敎經 典に 於て 見る 能 はざる 所な 

り， 今日の 怫敎學 者が 此點 に關 する 他宗の 攻擊を 免が れんが 爲 めに 佛敎 一 貫 論 を 唱道す ると 雖も 直實 一 

なる 批 評 家 を滿 足す るに 甚だ 苦しむ を 以て 知るべし。 

熱誠の 日蓮 如何で 運逕的 附託 說を 以て 滿 足すべき、 彼 は 佛敎經 典 論に 就て 最も 簡單 なる 最も 明，： ：！ なる，； 

解明 を 要せり、 彼の 如きの 性 は 兩元論 を 以て 耐 ゆる 能 はざる もの、 單 純なる 一 元 論の みが 彼を滿 足し 一 

得べ し、 故に 彼が 一 日 無量 義經 を播 き、 諸經の 年代 的 順序と 權實兩 敎の別 を 示さる，、 や、 混沌たり し ： 

彼の 思惟 は 今 は 整然たる 模型 を 取 3 に 至り、 八 萬 四千の 怫說も 簡明なる 組織的 佛举 となりて 彼の 腦中 

に收 まるに 至れり、 是れ實 に， 一一： ュ ー— ト— ン I の 思惟 界に 引力 說の 俘び 出て 駿雜 なる 犬體 運動 を  一 gsH 兀理を . 

以て 悉く 解釋 する に 至りし 時の 快と 樂に 比すべき もの、 僧 日蓮に 取りて は 絶大の レべレ ー シ ヨン、 無 一 


限の 新 眞理、 彼 を 迷 霧の 中より 救 ひ 出せし もの、 彼に 安心 を 供せ しもの、 彼の 生命 を 救 ひし もの， 宗 

{f ぶの 歡喜 雀躍と は實 に如斯 もの を 云 ふ ものにして 此 種の 經驗 なきもの X 迚も 推量し 能 はざる 所な り、 

湼槃經 は 彼に 敎 へて 闩く 「依 法不依 人」 と、 日莲今 は 人 言に 依らざる べし、 印度の 菩薩 たれ、 支那の 

大師 たれ、 日本の 高^ たれ、 彼等の 百 萬 言は聖 法の 一言に 及ばす、 宗派の 分離 實に此 に 基け り、 彼等 

が 人 を 信じて 法 を 信ぜ ざれば なり、 佛 徒の 無 氣カ此 に^す、 彼等が 變幻浮 雲の 如き 學說に 親て 萬世不 

易の 怫の 金言に 賴ら ざれば なり、 我 は 法に 依て 立たん、 而 して 法 華經は 如来 出世の 本懷を 述べられし 

もの、 此經を 以て 他經を 解し、 此經を 以て 我が 信仰の 土臺 石と たす たらば 我に 誤 護の 恐れ あるた し、 

怒濤 捲き 来りて 我 を 撃つ とも 何 か ある、 我 は 萬 世の 岩に 観め り、 政權 腹る X に 足らす、 學識 憚る に 足 

らす、 我 は 宇宙の 眞理を 握る もの、 我れ 法に 在り 法 我に ありて 法の 貴き が 如く 我 貴し と、 無限の？^ 氣、 

無限の 責任、 無限の 自重 心 は 今 は 彼の 全心 を 襲へ り、 羸弱 世に i 一 1 ふべき なき 彼 は 法に 依る に 依て 勇敢 

か ^、やき. i かなき に 至れり、 T リテル I の經驗 も斯く ありし、 「聖 語に 依る にあり て 人に 依る に 非 

らす」 と、 サ ボナ n ラの經 驗も斯 く ありし、 「人 說極 なきが 故に 神 は 之に 最終の 判決 を與 へんが 爲 

に 人類に 聖書 を 賜へ り」 と，" 

日蓮の 結論が 近世 批評 學 者の 承認す る 所た る や 否や は 彼の 心事 を 解す るに 當て 全く 不用た る 問題な り、 

彼の 尊崇して 以て 萬 世の 寶 典と なせし 妙法 蓮華 經 なる もの は 佛滅後 五 百年の 作に して 而も 印度 國外叫 

力の 蠻 土に 於て 始めて 編せられ しもの なりと は 余輩が 輓 近の 批評 學 者より 聞く 所な り、 而 して 

始 の神學 思想 を 形造る に 於て 最旰 要の 手引と なりし 無量 義經 なる もの は ^の 不經的 著作 を 

辯 護 せんが 爲に 作られし ものにして 其 法 華 經を贊 する は理の 最も 覩易 きものな りとの 說 あり、 余輩 は 
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爱に 此の 批評 學 上の 問題 を 決せん とする ものに 非ら す、 余 華 は 知る 日蓮 は 十三 世紀の 始に 東洋の 日本 

安房の 一 隅に 生れし ものなる 事 を、 彼に 梵語 を 以て 批評 的に 印度 文學を 研究す るの 機會と 便利と は 供 

へられ ざり しなり、 彼の 結論の 不當 なりし は 彼の 時代と 境遇と 敎 育との 然 らしめ し 所に して、 之 を以 

て 彼を責 むる は 十 六 世紀の 神學の 不完全 な る を 以 て ル， ー 一 1^:5. を責む るが 如き もの、 十七 世紀の 科^の 

不合理なる を 以て， カリ リオ を責 むる が 如き ものな り、 日蓮の 神學の 粗漏 不完全な りし は 彼の 偽善者た 

りしの 證に 非ら す、 恰も 近世の 歷 史家が 「コ ー ラン，」 に 妄譚の 多き にも 關 せす モハメッドの 誠赏を 疑 

はざる に 至りし が 如し。 

日蓮の 解脫は 彼の 十九 歳の 時に ありき (ル ー テル は 二十 ニ歳サ ボナ— 口 ー ラは 十九 歳)、 然れ ども その 

發 表は尙 ほ十數 年の 後に ありき、 彼 は 鎌 倉に 遊び、 歡 山に 學び、 南都 高 野に 敎勢を 察せり、 彼の 叙 山 

に 在る や 法華経 を 以て 彼の 專 門と 定め、 天 臺章安 妙樂の 釋疏を 熟覽し 以て 大に 彼の 最始の 確信 を 掌^ 

ならしめ たり、 激誠 彼の 如き もの は 一度 信ぜし 事 は 容易に 變更 せす、 彼の 靑年 時代に 於て 理性の 最も 

過敏に して 印刻し 易き 時に 受けし 彼の 感動 は 消滅し 得べ からざる 印象と して 彼の 心 に^せり、 故に 彼 

の 遊學は 彼の 靑年 時代の 信 ゅを强 むる に 止まって 彼 廣澗 たらい めざり し、 彼 は 旣ぉ說 を 以て 諸經を 

oo〇oono〇oocooooooooooocooooooooooo 

閱 したれば 諸經は 彼の 自說に 貢を拂 ふに 止て 之を變 化する の 力 を 有せ ざり し、 如斯の 心理的 現象 は 決 

して 日蓮 一 人に 止まらざる なり， ，ル：1.— テルな り、 マ—リ>;^、|\ァ1-「ッ^なり、 ス ウギ I ^デ ボ— ル|ダ なり、 

熱誠なる 宗敎 家の 經驗 にして 如斯 なら ざり し は 稀な り、 日蓮 は 他の 宗敎 家と 同じく 熱心たり し 比例に 

狹隘 なりし なり、 高く して 尖く、 深く して 狭く、 銳 くして 寬 なら ざり し は 彼の 特性な り。 

然れ ども 狹 隙な りしと 雖も彼 は 無謀なら ざり しなり、 彼 は 世の 所謂 猪武者に あら ざり したり、 淚^ き 


彼 は 生れながら にして 寧ろ 臆病者と 稱 する も 猛勇の 性に は 非ら ざり しなり、 是れ 彼の 父母に 對 する 感 

情 恩人に 送りし 彼の 書翰の 充分に 證 する 所な り、 彼の 勇 氣は單 に 彼の 宗敎 心より 來り しもの なり、 故 

に 彼 は 十九 歳に して 彼の 解脫に 達せし と雖 も孤獨 立て 彼の 確 1^ を； 大 下に 發 表する に 至りし 迄 は 幾多の 

簿^と 反省と 鍊 磨と を 要せり、 余輩 は 信す、 「時 來れ り」 の聲は 彼の 叙 山留學 中幾囘 となく 彼の 心中 

に 澳き來 りしな らんと、 然れ ども 彼の 分^ は 彼の 熟 心 を 抑 へ 彼の 肉 愦は屢 " 彼の 感慨に 杭せ しならん、 

吾人の 所謂 「曠野の 試練」 なる も^は 彼に 取りて は 十 有 二 年の 長き に 亙りたり、 强^>られざれば起た 

9  ,  ,  9  9  9  9  ,  •  ,  9  OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOOO 

ざる は 英雄の 一 特徴な り、 日蓮の 激 熱性 を 以て 此 長年：：^ を 忍びし の 一 事 は 彼の In^ 人た るを證 する に 足 

0 

る 0 

彼 は 留學を 終て 故鄕 安房に 歸 りたり、 彼 は先づ 彼の 非凡の 冀望を 彼の 父母に 告げ、 彼の 行路の 多難な 

る を 示し、 彼より 普通 僧侶の 安逸 生涯 を 望むべからざる を 乞へ り、 彼の 心 は 巳に 決せり、 豫ー百 者 は 故 

鄕 人に は 受けられざる を 常と すれ ども、 日蓮 も 他の 豫言 者と 同じく 彼の 革新的 思想の 發表を 彼の 鄕里 

の 人の 前に 於て せり。 

人に 吿 るに 先て 彼 は先づ 宇宙に 向て 彼の 新 主義の 宜吿 をな せり、 建 長 五 年 四月 二十 八日、 如来の 滅 後- 

二 干 二百 一年、 卽ち 末法に 入て より 二百 有 一年、 西曆ー 干 二百 五十 三年、 ダンテ 日光 を 見る 十三 年の 

前、 第 六 「十字軍」 の 終りし 前年、 卽ち 歐洲の 熱心と 迷信と は 其 極度に 達し、 智識 的に 暗く して 心靈 

的に 最も 高尙 なりし 頃、 日蓮 は獨り 安房の 東端 太平洋に 突出す る 高角の 上に 立ち、 太陽が 黄金色の 雲 

装 を 纏 ふて 光輝と 生命と を 暗 黑 世界に 供 せんが 爲め 波浪 的 水平 上に 顯 はれし 時、 僧 日蓮 は 東面して 一 

聲 高らかに 唱へ て 曰く、 

明治 二十 九 年 (一 八 九 六 年 J>  1 一三 九 


©  ^  w  s  ^  。 「力 

4 無 妙法 蓮華 經 、  , 、 

海 は 彼 を 聞け り、 而 して 彼の 足下に 怒 音を呈 して 彼の 壯 なる 冀 を赞 せり、 山 は彼ト 聞け り、 i し 

て 彼の 背後の 松 樹に琴 瑟の微 音 を 奏で i 彼の 心底の 祈願に 和せ り、 彼 は 今嚴肅 なる 儀式 を 以て 宇宙に 

向て 彼の 誓約 を 立てたり、 彼の 行路 已に 定まれり、 彼れ 宇宙の 贊助を 得て 彼 一人 は 世界より. K なり、 

戰は宣 せられぬ、 戰鬪 之より 甚だ 劇し かるべし。 

彼の 起つ や 彼れ 年： 二十 二、 基督 釋迦の 出世に 後る i 事 二 年、 エマ ル ソン 氏の 所謂 「丈夫の 起つべき 年 

齢」 なりき、 彼 は 彼の 里人に 向 ひ 彼の 獨特の {ー 且言 をな せり、 曰く 「正 法 千年 像 法 干 年已に 過ぎ去て 今 

は 末法に 人り てより 二 k:: 年 法 華經の 流布 さるべき 時 は 至りぬ」、 曰く 「念 佛は無 間に 墮る惡 法、 輝宗 

は 天魔の 眷 ir 眞ー百 は 國を滅 す 邪法、 律宗 は國贼 なり」、 曰く 「諸宗 無 得道 墮 地獄 法 華獨 一 の 利益に 

依る に 若 かす」、 ：！： く 「今 は 法華經 流布の 時代 我 は是れ 如来の 使な り」 と、 彼に 忿怒 あり、 m ッ淚 あり、 

狂なら ざれば 信、 信たら ざれば 狂、 聽 衆の 多數は 狂と 決せり、 豫 言 者 は故鄕 より 逐ひ 出されぬ。 

嗚呼 是れ —モ— ハ メッドが 始めて 彼の 沈思の 結 某 を 彼の 故人に 告げて メ、： ^を逐 はれて メヂナ に 遁れし 時 

の 狀、 是れキ —リス ト が 彼の 使命 を 彼 の 村人に 告げし 時 

會堂 にあり しもの 之 を 聞て 大に 憤り、 起て ィ H スを邑 の 外に 出し 投下さん とて 其邑の 建ちた る 崖 

にまで 曳き往 けり、 

との 樣 なり、 人物に 大小の 別 あらん、 然れ ども 激烈なる 誠 實の士 が 世に 現 はる k や 同一 の 待遇 は 免が 

れ ざる 所， 日蓮の 篤胥 的說 法の 適否 は 余輩 は 知らす、 然れ ども 一人の 激に 過て 愆 つもの あれば f 萬の 

優，^ に 過て 惡弊を 摘；： 小し 能 はざる あり、 余輩 は 日蓮の^ 氣を 歎賞す るの 餘り 彼の 他宗. 架の 度に 過ぎ 


しを恕 せん 事 を 欲す。 

迫害 今 は 彼の 身に 迫り 來 りぬ、 然れ ども 是れ 彼の 覺 悟の 上な り、 故 鄕を逐 はれて 彼 は 時の 日本 國の都 

會 なる 鎌 倉に 赴け り、 彼れ 曾て 曰へ り r 錄 倉は當 時日 本の 大都會 なれば 法を弘 むる に は 宜しく、 道 を 

學 ぶに 益な し」 と、 是れ實 に 深遠た る觀 察、 彼れ の ナボレ オン 的 眼光 は 法 敵を衝 くの 燒點を 彼に 示せ 

り、 彼 は 山に 於て 法 を 究め 都に 於て 之 を 流布せ り、 彼の 冀望 は已に 天下 を併吞 せり。 

余輩 は 常に 惟へ らく 日蓮の 最大な りし 時 は 實に此 時に ありし と、 彼の 立 正 安 國論は 彼れ 已に 同意 者 を 

得て 彼の 勢力 已に 天下 を 靡かす に 至りし 時に ありき、 彼の 佐 渡 流竄は 彼れ 巳に 天下の 注目す る 所と な 

り 彼の 退讓は 衆人の 許さ (.- る 所と なりし 時に ありき、 然れ ども 彼れ 年始め て 三十 二、 無名の 脚 僧獨り 

大志 を懷 き、 議然鎌 倉に 入り、 地 を 名 越の 山腹に 卜し、 土 を 均し 地を坦 め、 r 杣 木の 柱に 竹搭 いわた 

し、 尾花 を 刈りて 屋根 を葺 き」、 妙法 一 卷を懷 にして 彼の 立脚地 を此 處に定 む、 獨 立なる かな i、 天 

下を敎 化せん と 欲する もの は先づ 彼の 如くたら ざる 可から す、 彼の 林間に 峙っ建 長 寺 何 か ある、 政權 

に 恃み虚 威に 誇り、 七堂伽藍 高く 聳て、 衆愚の 歸依 する 所た る も" 是れ 空中の 樓閣 たるに 過ぎす、 彼 

の 大佛殿 何 か ある、 天下の 富 を 投じて 銅像 を 鑄る、 是れ 何人も 能 ふ 所、 下民の 救^ 是 より 来るな し、 

我に 一 片の心 あり、 至誠 山 をも拔 くべ し、 我に 政權に 依る の 要な し、 我に 富貴に 屈する の 要な し、 我 

は獨り 立て 世界 を 化せん、 我 は 世 尊 本師の 使者、 彼れ 我と 共に ありて 我 一人 は 世界よりも 强し， 

with  v:l(. ク 0  w:l.l 二，  二 lmlL;.h  tll:u  ニニ 一 uost-, 

St:uiil  二 I: 二.  ：|1  t-ll;lf-  _s.:l:  I こ r  :ll  i-lus 1 Jim! 

日蓮 を 笑 ふ もの は 笑 へ、 然れ ども 彼の 獨立 を眞 似よ、 彼に 彼の 宗義 を擴 むる に當て 富貴と 威力と に 依 
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らす、 彼 は 空海最 澄の 如く 朝 權の庇 保に 與 からす、 彼 は 精神の 實カを 知れり、 彼 は 宗敎の 本體を 解せ 

り、 おなる かな 彼に 無限の 生命力 ありし や、 他年 身延 となり、 池 上と 立ち、 宏殿 巨刹 { や； に錄 へ、 五 干 

の 寺院 國： T に 起り、 二百 有餘 萬の 平民 的 信徒 を m め、 四千 有 餘の^ 侶 を 使^し、 日本的 佛敎 として 我 

國土を 化する に 至りし もの は 實に名 越の 草庵 內に 籠りし 至誠の 一塊な りと す、 .ェ マ|^^ 云へ る あり 

曰く 

人 若し その 本能の 示す 所に 據り其 上に 吃 立せば 大 世界 は 来て 彼 を 補 翼すべし 

と、 日蓮 は 彼の 本能の 上に 立てり、 故に 二百 萬 人の 日本人 は 彼に 歸依 せり、 夫の 俗^界の 嗜好に 投ぜ 

ん とし、 夫の 外國 {ー=： 敎師の 補助に 與 からん とする 宗敎家 は 日蓮と 日 を 同 ふして 語る 可き ものに あらす、 

余翠は 合理的 宗 敎を唱 へ て 卑屈 軟弱なる 近世の 宗敎家 干 百 を 有せん より はバ ク トリ ャ— 的經 典に 依り @ 

みし 一 日蓮を得んことを^11^:むものなり。 

其 三 

天下の 宗 歒に對 して 孤 陣を名 越の 山腹に 張りし ISR 蓮 は尙ほ 一 年間 沈默を 守れり、 彼 は 鶴 ヶ岡の 經藏 

に 人り 獨學 獨考 して 彼の 心 思 を 養へ り、 此 時に 當 て攝理 は 彼に 一 人の 貴重なる 共勸： s<; を 供せ り、 卽ち 

叙 山の 學僧成 辨と稱 する もの、 齢 は 日蓮に 一 歳 を 加へ、 沈毅 溫良靜 寂の 士、 志ば *1 學說の 同 贊を慕 ふて 

遠路 鎌 倉に 抵り しもの なり、 二者 性 を 異にして 目的 を 共に せり、 成辨は 守る に 善くして 日蓮 は戰 ふの 

人な り、 前者 は.^ を 整へ て 後者 は 外に 張り、 前者 は柔に 失し 後者 は剛に 過ぎ、 一 は 他の 補充 性に して 

1 を 缺て他 は 其 目的 を 達する 能 はす、 成 辨名を 改めて 日照と 稱し、 日蓮 第一 の 弟子と なれり、 日莲宗 


の 建設 は實に 二者の 共同 事業な り、 世が 日蓮 を稱 して 日照 を 思 はざる は 前者 は 多く 外に 現 はれて 其 行 

爲の顯 著な りしが 故の み、 恰も 獨逸 宗敎 改革 事業に 於て ル I 一 r ル現 はれて メラ ン クソン 隱る、 が 如し。 

ノ ー バリ ス 曰く 「若し 一人の 余に 贊同 する もの ある 時 は 余の 確信 は 千 Kn 倍の 强を 致す」 と、 求めす し 

て 得た る 日照の 贊同は 如何に 日蓮の 確信 を强 からしめ たりし よ、 彼れ の 進取 的 運動 は實に 日照 を 得て 

後に 始まれり、 彼 は 今 は 建設 事業 を 悉く 日照に 委ね、 囘 顧の 配慮 を 去て 專心 他宗の 攻擊柝 伏に 從 事せ 

り、 彼 は 實に我 邦に 於け る 路傍 說敎の 率先 者な り、 彼 は 日々 錄 倉 辻 町の 東 小町 往還の 路に 立て 「諸 宗 

無 得道 墮 地獄」 を 呼び、 彼の 獨特 の宗 義を傳 布せ り、 人 あり 彼に 往還に 法を說 くの 非 禮を責 むる もの 

あれば、 彼 は 云 ふ、 「人間 は 坐して 食す るを禮 とすれ ども 亂軍 急場の 場合に 於て は 立て 食す る も非禮 

ならす」 と、 彼の 激烈なる 他宗 驳擊を 非難す る ものに 向て 彼 は 云 ふ、 「出家の 身 は 元 來怫の 使な り、 

世 を 畏れ 人に 媚て之 を 云 はざる は 道に 非ら す」 と、 彼は戰 時の 觀念を 宗敎に 適用せ し 者、 余輩 彼の 例 

を 求めん と 欲すれば 舊約 時代の 預言者に 非ら ざれば ル ー テル 彼 自身に 抵ら ざるべ からす、 詩人 リ ヒ テ， 

ルがル ー テル を 評して 「彼の 一 百 語 は戰爭 なり」 と 云 ひし は 我の 日蓮に 適用すべき ものな り、 自重 抱負 

日蓮の 如き は 彼 を 措て 他に 我が 國 史に 載せざる 所、 基督 敎國に 於け る ジョン、 ノック， ス、 ジョ ー ジ、 

フ— ホ， ックス 等の 勇敢 熱心に 比しての み 日蓮の 當時を 思 ひ 得るな り。 

彼 は 路傍 說敎に 依りて 多くの 有力た る 信徒 を 得たり、 四條賴 基な り、 進士春 善な り、 ェ 藤吉隆 なり、 

池上宗 仲な り、 荏 原義 宗 なり、 南部 實長 なり、 皆な 忠武を 以て 聞へ し東國 異数の 武士な り、 北條 時代 

の 日本人 は 今人の 如く 宗敎に 冷淡なら ざり しなり、 彼等 は 身 は 豪族の 中に 算 へられ 政」 时欞 要の 位置 を 

-：： めしもの なりと 雖も、 路傍 說敎に 耳を敎 て、 一度び 眞理と 信す るに 至れば ft の 嘲弄 i 謗 を 顧みす、 
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か {i^i^ ^きき ゲ 踪せ ざり しなり、 試に 思へ、 ェ藤古 隆は房 州 天津の 領主たり し 事 を、 

ra 條賴基 は 北條の 一 門 江 馬 遠 江 守の 近臣な りし 事 を、 池 上宗仲 は柬國 屈指の 豪族な りし 事 を、 而 して 

日蓮の 恩人に して 終に 彼に 信服す るに 至りし 富 木 播磨守 胤繼は 諸侯の 一人な りし 事 を、 是 等が 名 越の 

貧 僧 を 信じ 彼に 師事す るに 至りし なり、 日蓮の 豪と 邁と は感 する に餘り あり、 然れ ども 是等豪 直の 士 

の 行 爲は我 邦の 今日の 社會に 於て 求めん と 欲して 能 はざる 所、 余 の 祖先. f 一  時 は眞面 1^ なる 宗敎 

なりし なり、 彼等に 不 人望なる 味方に 組す るの 房氣 ありし なり、 彼等 は 交際 社會 の批！ ^を 恐れ ざり し- 

き を は 宗^き 熱、.^.^  以て 恥と なさぐ  りい、  明治の 日本に は鐵道 あり、 電：^ あり， 、ン ャム ベ，.' ン酒 あり- 

•  m  9  ， ，  〇 0 ゥ 〇 〇 0  0  (-  0 〇 0  0 ゥ ゥ 0  0  0  0  C-  0 ゥ 0  0  0  0  0  0 〇 0  0  0 つ 0  0  0  0  0 

花 骨牌 あり、 然れ ども 建 長文 永 時代の 誠實 熱心 眞 面目 は 其 封建 政治と 共に 今 は 全く 失せて 述 なし 今 

日は批 の 時代な り、 宗 敎哲學 時代な り、 「新祌 ^ 子」 時代な り、 然れ ど.； f 名譽 生命 を 悉く 賭して 一 宗 

敎に歸 依す るが 如き は 今人の 敢て せざる 所、 僧 日蓮 は 狂人な り、 彼の 徒弟 は 迷：^ 〔豕 なり、 如何と なれ 

0〇000〇〇000〇00000000〇0〇〇〇000  0  0  C  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  0  0 

ば 彼等 は 今日の 眼鏡 的 批評 學 者の 如く 冷淡に して 無情なら ざり しが 故に、 彼等 は眞 面目なり しが 故に 

彼等 は實に 誠に 宗敎を 信ぜし が 故に。 

直接 傳 道に 從 事す る こと 六 年、 彼の 信徒の 益 増加す るに 及びて 彼の 確信 は (-1- 强 きを 加へ たり、 彼の 心 

中に 十數 年間^ せし 彼の 假說は 今 は 生靈の 上に 試みられて 其 實果を 結ぶ に 至れり、 諸宗無 得道 說怫法 

惟一 說は今 は 多くの 贊同者 を 得て 全く 疑 ふべ からざる に 至れり、 時に 康元 元年 關 東に 大 洪水 あり、 其 

年 六月 十四日に は 鶴 ヶ岡 八 蟠宫の 社 震動せ り、 同日 白 晝に飛 星 を 見たり、 ？^, 正嘉 元年に は 月蝕 日蝕 共 

に 異例な り、 五月 十八 日 大地震と 共に 海水 泥に 變 じたり、 夏 曰 千魃甚 しく S 畑涸 乾して 野に 一 株の 生 草 

なし、 八月 再び 地 大に震 ひ 人畜 死傷 夥し、 十月 天に 五色の 雲 現 はれ 鋅の 如き 電光 八方に 散亂 す、 翌正 


嘉ニ年 奇異の 現象 尙ほ 息ます、 五月 卄 八日 彗星 現 はれ 一天の 星 皆な 光 を 奪 はる、 春惡疫 流行し 秋 大風 

大 洪水 あり、 諸 國の大 飢饉 は 延て翌 正 元元 年に 涉り、 鎌 倉 市 內に人 其 兒を啖 ふ もの あるに る、 是れ 

何等の 徵 候ぞ、 日蓮 未だ 氣象學 を識ら す、 地質 天文の 諸學は 彼の 朱 だ 夢にもせ ざる 所、 異現を 解す る 

に 彼 は單に 彼の 宗敎 あるの ri、 故に 彼 も 亦た 多くの 宗敎 熱心 家と じく 自然 的 現象の 註釋を 古代 聖經 

の 中に 覚めん とせり、 彼 は 彼の 凡ての 經文 學に徵 して 自然 的 異變の 意味 を 探究せ り、 而 して 尙も 彼の 

考察 を 確 めんた め 彼 は 弟子 日照 を從 へ、 駿州富 士郡岩 本實相 寺に 至り、 其 經藏に 就て 彼の 意見に 經典 

的 證據を 求めたり、 而 して 彼の 默 思と 考察との 結 菜 は 有名なる 立 正安國 論と 成れり、 是れ 日本 文學中 

唯一 の 書、 之に 比すべき もの は 世界 文 學中伊 國サ， ナ，， 口 —IJK の 著 r 哈 基の 豫 Iw の 註釋」 あるの み、 二 

者 同一 の 眼光と 同一 の 攻究 法 を 以て 自然 的 現象と 社 會的變 動 を 論ぜし もの、 歷史 家シ モンドが 彼れ の 

有名なる 「伊太利 文學復 輿史」 に 於て サボ ナ n 1 ラの著 を 評して 「是れ 心 现學的 異象 0V  psycholo や 

■iml  phouomeuou なり」 と 云 ひし は 亦た 立 正安國 論の 適評なる べし。 

立 正安國 論の 要た る先づ 金剛 明經 大集經 仁王 經藥師 經の四 經に據 て、 災異の 来る は 世の 正に 背き 人の 

惡に歸 し、 善 神 は 去り 正 法は蔽 はる k より 惡魔厲 鬼の 来って 爲す 所なる こと を 明に し、 次に 法 然が選 

擇集を 破 斥して 正 法 を蔽ふ ものなる こと を辨 じ、 啻に 淨土 を冀 ひて 三部 経の 他の 餘經 をば 捨閉閣 抛の 

四 字に 付す るの 甚 しく 非なる を暍 叱し、 次に 正 法 を 誇る の 大罪 過た るを說 き、 次に 法 華 經の眞 實敎大 

乘敎 最勝敎 たる を說 き、 結末に 法 華 を 尊信し 念 佛を抛 下せ すん ば 災異は 今よりも 猶ほ 多く 来らん こと 

を 示して 終る まで を 問答 體に 書き 綴りし なり (幸 田 露 伴 氏の 「少年 文學 J に 於け る 明晰なる 解剖に 依 

る)。 
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是れ 日蓮の 論法、 中古 時代の 歐 r 維 巴人の 論法、 卽ち 所謂 「依 法不依 人」 的 論法に して 科學 以前の 人に 

は 惟一 の 論法な りしな り、 r 是れ 我が 言に あらす して 釋迦牟 尼 世 尊 余 口の 佛說 なり」 と、 古代 誠實の 

士 は如斯 論法 を 以て 滿 足せし なり、 日蓮 は 自然 的 災異は 日本人が 彼の 尊崇す る 法 華經を 奉戴せ ざるが 

故な りと 論定せ り、 而 して 猶ほ 「自界 叛逆 難」 と 「他 國侵逼 難」 と は 彼等の 不信の 結 架と して 彼等の 

頭上に 落ち 來 らんと すと 豫言 せり、 余輩 は 彼の 屮古 的敎 育が 典經 以外に 自然 的 現象 を 解す る こと を 彼 

に 許さ：、， りし を惜 む、 も 日蓮 は 全く 誤ら ざり し、 學 術の 步を 以て 誇稱 する 吾人 は 彼の 非科學 

的な りし を 笑 ふと 同時に 彼に 吾人の 有せざる 心 靈 的 本 能の 存 せし 事 を 許さ るべ からす。 

自然界 は 心 霊界と 全く 域 を 異にする ものに あらす、 道 德的源 因 は 自然 的 結果と して 現 はれ、 人 は客觀 

的 現象 を以で 主観的 動靜を 察する を 得べ し、 此觀 念た る 人類の 有する 本能の ：. にして 科學の 進歩 は容 

易に 之 を 吾人の 腦裡 より 排除す る 能 はす。 

；, ュ n 人目 前の 災 異にして 現然 たる 罪惡の 結果た る もの は枚擧 する に遑 あらす、 旱魃と 洪水と は 常に 相伴 

ふて 來る もの、 而 して 二者 共に 山林の 濫伐に 基く 事 は已に 何人も 承認す る 所な り、 洪水 は 人類の 貪 愁 

が 他人に 率先 せられん 事 を 恐れて 先を爭 ふて 山野の 林 装を剝 奪す るより 來る ものな り、 洪水と 罪. 惡と 

の關係 は實に 最も 近き ものな り、 疫癘と 道德 との 關 係に 至て は 更に 明瞭 緻密なる もの、 勿論 之に 罹る 

もの は 皆な 悉く 其 犯せし 罪の 刑罰に 依る と 言 ふ を 得す、 然れ ども 社會 として 國家 として 人類と して 之 

に惱 さる i は現然 たる 道 德的源 因より する 事 は理の 最も 賭 易き ものな り、 幾多の 火災 は 不平 怨恨 嫉妬 

より 起り しょ、 幾多の 饑饉 は 非 政の 結 菜なる よ、 人 は 災害 を 已に歸 せす して 天 を 恨む、 然れ ども 災害 

の 多分 は 人爲を 以て 排除し 得べ きものな り。 


日本の 颶風 は 其 地理 學 上の 位地に 因る ものな り、 其 震災 は 其 地質 的 構造の 然 らしむ る 所な り、 吾人 は 

改悔 懺悔す る も是等 災害より 免 るべき に 非ら すと せん。 

OOOOOOOOOOOOOOOOCCC  厶<1厶<1<1ュ么<"、1 

地震 賜 風 は道德 的に 避く る を 得す、 然れ ども 道德 的に 其 災害 を 減少し 得るな り、 恐怖の 念 は 苦痛の 極 

なり、 恐怖 は 1^ 幸 を張大 ならしむ る もの、 恐怖 去る に 及んで 人生の 苦痛の 過半 以上 は 去りし ない、 而 

しで 恐怖 は 罪惡の 直接の 結 某な り、 恐怖の 民 は 災害 を 最も 多く 感 する ものな り、 故に 仁政 行 はれ 民备 

其 天職に 安ん する 時 は 彗星 顧る-と 雖も 之に 意を留 むる ものな く、 震災の 犯す 所と なる も 損傷 を感す 

る 齢し、 古昔より 喷火 變災が 罪惡に 沈める 社會 を發醒 せし 實例 甚だ 多し、 有名なる ソ. が！^、 ゴ？ TpC の 

兩 市が 陷 落して 今日の 「死 诲」 と 成りし 事、 ベ If ビア ス、 山の 噴 裂に 依て ボンベイ、 へ T ハュ T"TV 

ムの塡 塞せ し 事、 千 七 百 五十 五 年の， 归 wi^" 肘の 大地震、 近く は歐洲 賭博の 中心な りし リビ H ラ 沿岸 

の 破壞、 是等は 地 動的 災害が 罪惡に 伴ひ來 りし 著名なる 實例 なり、 余輩 は 天が 殊 別に 積 惡の 民に 災害 

を 下し 給 ふや 否や を 知らす、 然れ ども 天災 は 刑罰と して 積惡の 民に 最も 强く 感ぜら る i の 一 事 を 明言 

する に躊路 せざる なり。 

客観的に 主観的に 災害 は 日本人 民を惱 ませり、 日蓮 は 詩人に して 科學 者に 非ら す (宗敎 家 は 概ね 然 

り)、 彼の 道德 は佛敎 なり、 彼の 佛敎は 法華經 なり、 故に 自然 的 災害 を 以て 法華經 流布の 障害より 來 

りし ものと なせり、 是れ 彼の 前提より 來る 自然の 結論な り、 誤謬 は 彼の 提 にあり て 彼の 論法に あら 

ざり しなり、 災害 は 道德的 原因の 結 5^ として 見る を 得べ し、 或る 意味より 言へば 吾人 改悔 の爲め 天の 

途 りし 警戒と 見て 可な り、 然れ ども 是を 以て 法華經 流布の 妨害より 來り しものと なせし は 日蓮の 偏見 

. なり、 恰も 基督 敎 徒が 國 難の 起る を 以て 其宗敎 の傳播 せざる が 故な りと し， 新敎 徒が 伊國の 震災 を以 
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て 天主 敎 徒の 跌 扈に歸 する が 如し、 立 正 安 國論は 日蓮の 深と 【^と を 同時に 示す もの、 r 國は 法に 依て 

榮へ法 は 人に 依て 立つ」、 是れ 何人も 抗ー 百す る 事 能 はざる 所、 「正法に背けばその國に七難起る」 

れ ィ ザ ャも H  I レ i^/lF も 刈 ^も^ > ^も ソクラテス も 承認す る 所、 然れ ども 正 法 (眞理 ) を 以て 彼 

の 法 華經と 同意義なら しめし 事 は 彼の 狭隘と 無學と 固執と を 示せり。 

蓮の 元寇 豫言は a 非難 を 受けし もの、 其 當否は 純 粹歷史 の 問題に して 余輩の 爱に 論ぜん と 欲する 所 

に 非ら す、 然れ ども 日蓮の 性 を 以て 異國の 侵 迫 を前視 せりと は 余輩の 信す るに 禱^ せざる 所な り、 そ 

は感 能, 敏 彼の 如き ものが 將來を 未 發に前 知せ し 事 は 其 例 決して 勘な から ざれば なり、 豫知は 詩ん 特 

有の 感能 なり、 詩人 ゲ， ー テ， に 其 著しく 發 達せし 事 は 彼の 記 錄に存 して 明な り、 加奈太 ^ ンタ リオの 人 

類學者 博士， 1^1, ル、 H, ム、 ，，-、ハ1 ッ I め 氏 曾て Cosmic  coliicusn ま s( 宇宙 的感 能) て ふ 論題に 付て 彼の 研 

究の結 某 を 某 學會に 報じた る 中に、 彼 は 人心が 發 達して 終に 宇宙の 事物 を 未發に 知覺し 得る に 至る を 

述べたり、 而 して 其 赏例を 擧げ、 使徒 保 si、 シ エ ー ク， スピア I、 佛國の 小 說家バ ルザ ック (Honol.e  (le 

BalNilc)、 獨の 神秘 學 者べ 1. メ，'  GTn-col)  woemey 英 の 畫 ェ 詩人 ゥヰリ ャム、 プ—： T い— 勺 等 を 以 て 

最 著名なる 者と なせり、 瑞典國 の 神秘的 &1 人 叫ゥ ヰヂン ボル グ1の 未來豫 一一- H が 能く 適 中して 彼の 學敵竹 

學者. 力 ントを 驚かせし 事 は 能く 知れ渡り たる 事 { 莨 なり、 然れ ども^ 日蓮の 豫ー K と 最も 相似 寄りた る も 

の は 伊國フ HI レン ん ビ宗敎 改革者 サ ボナ II L フの豫 言な り、 彼 は 彼の！： 人の 罪惡を 黄め て 其 現 剖と 

して 他國の 入寇 あらん 事 を豫ー 百せ り、 而し て 彼の 宣言 菜し て 違 はす、 干 M な 九十， 叫 年怫王 力 ー ル第八 

世の 攻入を 見たり、 是れ 何人も 疑 ふ 可から ざる 歷 史上の 事實 なり、 日 サボ ナロ I ラー ゆ 雄の^ 似た る 

は此 一 事に 止まらす、 激 熱なる 彼等の 特性、 a- 語に 富める 彼等の 辯 舌、 燃 ゆるが 如き 彼等の 誠 ま、 抗 


す 可から ざる 彼等の 勇氣 ：：： ：n 蓮 を 東洋の ル ー テルと 稱 する は 不可な り、 日蓮 は 東洋の サ ボナ & 1-7, 

と稱 すべし C 

日蓮の 元寇 豫言は 比類た き 心理的 現象に 非ら す、 然れ ども 彼が 是を 以て 法 華經尊 奉を國 民に 强 ひし は 

彼の 偏見 妄想と 言 はざる を 得す、 余輩の 已に 論述せ しが 如く 彼 は已に 彼の 前提に 於て 誤 まれり、 超自 

然 的の 彼の 天才 は 彼の 智識 缺乏の 爲に屢 曲 用せられ たり。 

其 四 

立 正 安 國論は 日蓮 を 時の 政治と 衝突せ しめたり、 彼 は 今は宗 敵に 政敵 を 加へ たり、 陳腐 僧侶と 政治家 

と は 常 相 提携して 革新 家に 當る ものたり、 兩 者の 存在と 安逸と は 會 の奴諫 的 服從を lik す、 や ^〔i 

は 彼等の 最も 厭 ふ 所、 盲啞 的に 彼等 を 尊信 拜崇す もの を 彼等 は 指して 臣と稱 し、 信心家と 呼び、 

彼等の 迷信 闇愚に 逆 ひ、 彼等の 拙 政 劣 略に 喙を 容ハ r もの をき 等 は 異端： Ji^ び、 不^と 名. ケぃ、 日 ii^- 

に 良觀と 時宗 ありし は 基督に カャ フ ハスと ピ ラト あり、 モハメッドに コ レ ー シ ュ. の 族 ぁリ， ル ー テル 

に 法皇 レオ 第 十せ と 獨帝カ ー ル第 五世 ありし が 如し、 眞 正の 革新 家と して 此ー 一種の 柳 敵 を 有せざる は 

なし、 薄弱た る 平凡 人間 は 敵た きを 以て 善人の 徵候 となす、 曰く 「彼 は 何人に も 愛せら- れ たり」 と、 

OOC  <I<3A た、】 厶<1<"<1<3< ^厶  <1厶 △△△△△<!△ 

彼等 は大 たる 善人の 資格 を 知らす、 大敵 を 有せざる 人に 余輩 は 巨人の 名 稱を附 せす. - 

文應 元年 安 國論を 執 權北條 時 頼に 納れ てより 文 永 十 一 年 佐 渡 流 賓を赦 されし 迄 十 g:: 牛 間 は 特に 日蓮の 

迫害 時代たり し、 彼れ 一生の 四 大厄 難なる 小 松原の 襲 華、 龍の 口の 劍難、 伊豆 佐 渡の 謫流は 實に此 時 

代に ありき、 激烈なる 迫害 此の 長 時 問に 1 りて 日蓮め 大望 計に 些少の 撓 Hi- を も 加 ふる 能 はす、 法華經 
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勸持ロ  i は 彼の 特 愛の ー卷 なりし が 如し、 彼 は笞杖 謫流劍 難の 彼の 身に 迫り 來るを 見て 法 華經の 使徒た 

る 彼の 天職 を 益々 確認す るに 至れり、 如何に 太古の 殉敎 者の 生涯が 彼を幽 禅に 慰めし か は 彼のお； I 翰の 

一 に 見へ たり、 

付 法藏ー 一十 五 人 は佛を 除き 奉りて は 皆な 佛 のかね て 記し 置き 玉へ る權 者な り、 其 中 第 十 ralQ 提婆 

菩薩 は 外道に 殺され、 第二 十五の 師子 尊者 は 檀彌栗 王に 頸 を 刎ねられ、 其 他 佛駄密 多龍樹 菩薩な 

ん ども 多くの 難に 條 へり  正像猶 かくの 如し、 中 國叉然 り、 これ は邊 土な り 末法の 始 たり、 

か ^ る 事 あるべ しと は 先に 思 ひ 定めて 期 を こそ 待ち 候 へ つ れ云 々 、 

是れ 同じく 初代 基督 信徒の 慰藉な りしな り、 

我れ 更に 何 を 言 はんや、 若し ギ デオン、 バラク 拉に サム ソン、 イビ タ、 ダビデお に サム エル 及豫 

言 者 等の 事 を 言 はんに 時 足らざる 也、  或 人 は 嬉笑 を 受け 鞭打 たれ、 線 拽と囹 圄の苦 を 受け、 

石に て擊 たれ、 鍩 にて ひかれ、 大 にて 燒 かれ、 刃に て 殺され、 綿羊と 山羊の 皮 を 衣て 經 あるき、 

究 乏して 艱苦め り、 世 は 彼等 を 居く に堪 へす、 彼等 は 曠野と 山と 地の 洞の 穴と に 周流たり、 …… 

…是 故に 我 倚は耐 忍て 我 倚の 前に 置かれた る馳 場を趨 るべ し、 

B 蓮 を 以て 詭計 詐 偽の 徒と 見做す もの は 深く 彼 を識ら ざる 人に あら ざれば 自身 彼の 邂 せし 艱難に 會 

せ ざり し 人たり、 僞善者は十五年問のき拽周流に^-ぶ能はす、 利 慾 は 社き の 大勢 力たり と雖も 誠實の 

堅忍不抜な るに 及ばす、 艱難 は 眞偽を 判す るた めの 自然 的 淘汰 法な り、 余辈 口 連 を 嘲 篤す る 人 を 見る 

に 多い は 是れ偷 安 的 腐 li の I、 宗敎學 者に して 宗敎 家なら ざる もの、 も将敎 のお 書に 所謂 「未だ 血 を 

以て举 ひし 事な き 人」 なり。  . 


日蓮 は 能く 迫害に 堪 へしの みならす 彼 は 能く 迫害に 勝てり、 読 流 ニ囘、 彼 は 謫地を 彼の 宗義 に敎 化せ 

り、 ^東 在留の 二 年 は a- 豆 一 ケ國を 彼の 宗領に 加へ たり、 佐 渡 流寓五 年、 彼 は 亦た 越 佐 を 得たり、 跌 

に 接して 彼に 化せられざる は 稀な り、 彼 を 放つ は 疫竊を 放つ が 如く 危し、 彼が 脚迹を 遣せ し處は 彼の 

敎義に 感染せ ざる はなく、 如何なる 權カ 制裁と 雖も 彼の 傳敎 者た るを妨 ぐる を 得 ざり き。 

文 永 十一 年 三月 卄 六日 彼 は 赦免 を 得て 錄 倉に れり、 五月 二日 宗門 弘 通の 免許 は 下りぬ、 時に n 莲" 

齢 已に五 句 を 超へ、 彼の 確信 は 天下の 政權に 勝てり、 社 の 尊信と 長 敬と は 今 は 彼の 身上に 鍾れ り、 

余 策 は 云 ふ、 日蓮 宗の危 期 は 龍 ノロに 非ら すして 實に宗 門 公許の 此時 にあり しと、 Sj5 日蓮の 大は： A: び- 

著しく 此 時に顯 わたり、 彼は揪 門に 倚り 賴 むの 愚と 險とを 知れり、 彼 は 良 觀良忠 道隆の 輩が 權 門に 媚 

ぶる の 醜態 を 目撃せ り、 彼 は 彼の 身に 政敎 協同の 毒害 を 受けたり、 政府の 許可 を 得る を 以て ft 上の 特 

OCCOOOC-OOOOOOOOOCCOC-  厶厶 < ：&厶 △△△△△<<- 厶<3<1ぺ！<"<1<1 

權と 見做す 日本人 屮 惟り ほ 蓮 は 之 を輕視 せり、 執 權北條 氏 は 日蓮の 厚意 を 求めて 日蓮 は 北條氏 を郤け 

たり、 宗敎 家た る もの、 自信と 權 幕と は斯く あらま ほし、 法王： い：. 三世が 蠻王 アラ^^.^ の羅馬 侵入 

を 拒みし、 アム プロ ー スが 大帝 セォ ドシュ スを 擁して ミラ： ン， の敎 堂に入る を 許さ、；. - りし、 サボ 

ラが佛 王 力 —ル を叱咜 して フ レ ン ス 城より 退去 を 命ぜし、 ョ ン、 ノックスが マリア 女王 を 面責せ 

し、 ^^:1な宗敎家ゅ好例とし\^傳へらる、 我 邦の 宗敎家 は 動もすれば 政 權の庇 保に 與 かりし を 以て 誇る， 

知らす や：： 冗たん 我 邦に 於け る佛敎 衰退の 大源 因た る を、 帝王の 帝王 (Imperium  iu  impol.io)、 監督の 

監督 (l€,§l>g  i€ き >p>mm)、 是れ眞 正なる 宗敎 家の 位置な. り、 宗敎 政權に 依り 親んで 腐敗せ ざ 

る はなし、 日本の 佛法然 り、 西洋の 基督 敎然 り、 日蓮 は執權 時宗の 黑印 ある 免許 狀を 棄却して 身延 の- 

草^に 隱退 せり。 
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隱退 後の 日蓮に 就 て は 余輩の 多言 を 要せす、 彼 を 野 l^-ri 的 失意 家 と 見做す もの は 身延に 於け る 彼の 生涯 

を學 ぶべ し、 住居 は 柱 十二 本 三 問 四面 茅屋の 草堂、 食 は黎の 誇 野菜の 鹽煮粟 稗に 乾 蕨 を 炊ぎ 雜 へた 

る もの、 歸依檀 越の 布施 を 受けす、 法 弟と 共に 鋤 を 取り 粟 を 蒔き it なを 喊へ榧 栗 等の 山 桌を蓄 へ 以て 無 

慾の 彼の 缺を 補へ り、 彼の 快樂は 全く 心靈 的な りしな り、 . 

た ち 渡る 身 の う き 雲 も 霽れぬ ベ し 

妙の 御 法の 鷲の 山風 

貧 居 は宗敎 家の 義務に 非ら す、 然れ ども 眞實 た， Q 宗敎家 は 貧 居 を 撰ぶ ものな り、 そ は 彼 は に 足りて 

外に 需む るの 要なければ なり、 否な 外に 滿て 內に渴 する こと を懼 るれば なり、 ，yrr メ IF^ が 西 亞の半 

を 切り 從 へて， 猶ほ 自ら 己の 衣服 を 繕 ひしが 如き、 聖 Y— ル！^ 门が貧 を 呼で 「我の 最愛の 姉妹」 と 云 ひ 

しが 如き、 ル ー テルの 大 たる も 時々 日用品の 缺 乏を吿 げしが 如き、 ^日蓮 も： 1: 一 の 境遇と. 云 はざる を 

得す、 幸福なる 「ホ ー ム」 を 作る と稱 して 肉體の 快樂を 得る に 汲々 たる 宣教師と 彼等の 信徒、 身は髙 

貴 も 及ばざる 榮 華に 居て 如来の 化 現な りと 自ら 欺く 佛家、 宗敎 末世の 現象、 是れを 愁歎の 極と 稱 せす 

して 何とか 稱 せん、 西 護に 曰く  Church  is  purest  .u.hen  it  is  poorest  (敎會 は 最も 貧なる 時に：^ も 

し) と、 日蓮の 貧 居 ：5 莨に 敬すべき に 非ら す や、 汝 玻璃 室 內に在 一、 二? -ゃ 4： や.^, レ. ：？-^i:li.^i わ コも， や 

る ものよ、 僧 日蓮 は 汝の會 得 外に 在り。 ， 

弘 安五 年 十月 十三 日 彼 は 武州池 上に 於て 入滅せ り、 彼れ 失せて 以來 日本 國に 大宗 敎家 出です、 彼は最 

終 最大の ものな り、 我 邦の 佛敎は 十三 世紀の 終に 當て其 絶頂に 達せり。 


誡實と 忍耐と 勇氣と 確信と 先見と に 於て は 余輩 は 我國の 宗敎歷 史上 日蓮と 比すべき もの ある を 見す、 

彼に 眞 正の 宗敎 的知覺 ありし、 宗敎を 以て 治國平 天下の 一 方便と 見做す もの 多き 我圃 人中 日蓮 § み は_ 

宗敎 的に 眞 面目たり し、 彼の 歒人は 彼 を 以て 穢多の 子な りと せり、 其 然る や 否や は 余輩の 知る 所に 非. 

ら すと 雖も彼 は 純然たる 一 平民たり し は 彼 自ら 表白す る 所な り、 彼 は 彼の 天職の 高 卜を識 ると i: 時に 

彼の 社會的 身分の 下劣なる を 認めて 恥ぢ ざり き、 「日蓮 は 日本 國 東夷 東 條 安房の 國诲邊 の 旃陀羅 の 子」 

たりと は 彼が 自ら 書せ し 所、 彼に 若し 贵 むべき あれば 是れ 彼の 遣 傅の 故に 非ら すして 全く 世 尊 釋迦如 

來の敕 命に 依る、 

ooooooooooooooooooooooooocr*  肇鲁 

我 はか ひたき 凡 1|5 なれ ども 法 華 經を弘 むれば 1： 尊の 御 使な り、 梵天 帝釋も 我が 左右に 事へ、 日 犬. 

月 天 も 我が 前後 を 守り、 天 照 八幡 も 頭 を 垂れて 我 を 敬 ふべ し、 

是れ 彼が 本 間 重 遠に 語りし 所、 實に 彼の 宗敎的 生命力の 条 源たり したり、 

人よりに 非ら す、 亦た 人に 由ら す、 イエス、 キリ， rTH と 彼 を 死より 甦へ らし、 父なる 祌に 由て 立- 

てられ たる 使徒 ボ  ー  口、 

と は 保羅が 自身の 威 嚴を吿 白せ しの 言 た り 、 

太陽 我の 右に 立ち、 太陰 我の 左に 立ち、 我に 沈默を 命す ると も 我は從 はじ 

と は F^^^^TF^ が 彼の 叔父， 力 に 答へ し 言な り、 大宗 敎 家に 皆 悉く 此 自信 ありし、 卽ち人 權以. 

上より 來る觔 命 を領し 之れ に 事 ふる を 以て 最大 義務と 信ぜし 事な り、 日蓮 叉た 言へ り、 

日本 國の萬 民は惡 まば 惡め、 釋迦 多寶十 方の 諸佛 にだに 譽られ まゐら せば 其 面目 よろこび 身に 餘 
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初期の ズ章  三お 四， 

秦 • 

れり 

と、 是 れ宗敎 家が 事に 當る 時の 淮ー の 慰藉な り、 世の 褒^に^ を 留め 其 讃幾を 意と する が 如き もの は 

宗敎 家の 籍に身 を 列す ベから す、 社 會の贊 同 を 獲ん が爲 めに 孜々 として 止まざる 今日の 宗敎 { 豕は大 に 

口 蓮に 學ぶ所 ありて 可な り。 

水  .X. 

日蓮の 誠 實は疑 ふべき に 非す、 然れ ども 誠 實の意 は 完全の 意に 非ら すと は 余 繁の已 に 論述せ し 所な り-. 

而 して 若し 日蓮の 缺點を 摘 一； 小 すれば 一 にして 足らざる べし。 

彼の 大缺乏 は寬裕 の美德 なかり しこと なり、 「諸 宗無 得道 墮 地獄」 は 彼の 說法中 最も 聞き 惡き愧 言な 

り、 彼 は 「折伏」 と稱 して 他宗 攻擊 を專ら とせり、 彼の 宗義は 多く は 消極的な りし、 彼 は 法 華 經を盛 

り 立てん が爲に 他宗の 站 缺を剝 露す るの 必要 を 感ぜり、 是れ 彼の 熱心の 凝^して 此に 至りし ものな り 

とする も糙に 彼の 狹 gl を 示し、 彼 も 亦た 彼の 時代と 人種の 卜： に 逍遙す る こと 能 は ざり し を 表せり、 我 

の說を 固持す ると 同時に 他ん の 美と 長と を iit し 得る 是を 寬裕 いい ふ、 我 も 宇宙の 一部分 なれば 我に 

獨 特の觀 ある は當然 なり、 然れ ども 人た る 我に 抱 全 的^ 界觀 ありと なす は 誤認の 最も 大 なる ものな り， 

天 我 を 愛する が 如く 人 を も 愛す、 我に 一 眞理を 供す るが 如く 人に も 供す、 き 全 ぼ 〈现を 抱 合すと は {于{ が 

の 主宰 を 除く の 外 は 何人も 一 k ふ 能 はざる の霄 なり、 日蓮の 確信 は 敬すべし、 彼の 「折伏」 非 誇 は 傚 ふ. 

可から す。 

宗敎 的寬裕 たる 余輩 は是を 基督 敎の 特產 物と 云 はざる を 得す、 而 して 歐 米諸國 に 於け る該 精神の 發達 

は資に 僅々 過去 百年 間に ありたり、 自由 信仰 主義に 則る 基督の 敎訓 すら 干 八 百年の 永き 其の 信徒た る 


もの X 內に 此美德 を發揚 する を 得 ざり き、 然れ ども 批が 十八 世紀に 人り てより 寬裕の 精： t は頓に 勃興 

し、 レツ， つ、 は 彼の 有名なる 劇作 f.Nathall  dcr  weifsj  (智者 ナ タン」 を 以て 痛く 時の 祌學者 流 

の 狭量 を 鼓し、 歐洲 人の は 取 も 忌み嫌 ふ 猶太 人 を 捉へ來 り、 其 美質 を稱揚 して 異敎 人種の 高 德を贊 せり、. 

ジョン、 ハ ワルドの 慈善事業、 リ ビ ン. カスト， ン， の 亞非 利加傳 道、 ゥヰ ル， バ フ ォ—， ^ス 、ガリ ソ ンの 奴隸 

廢止 運動 は 全く 此 宇宙 的 推察の 感 念より 來り しもの なり、 佛 の匀コ ー デャ (Lacordnire) は 熱心なる. 

天主 敎徒 として 宗敎的 寬裕を 賞揚し、 英のテ 一一 ソ ンは超 宗派 的 句 調 を 以て 直ちに 人類の 普通 感情に 訴； 

へ、 米の ホヰッ ティ ャ、 口 1HI ルは 备自斷 乎た る 獨特の 確信 を 有しながら 對他的 寬裕の 美 を 謳へ り、 

英のヂ ー ン、 スタン レ ー、 米の 監督 フヰ リップ I ス、 ル irv グ 7 は 大西洋の 兩 岸に 於け る寬裕 論の 使徒 

として 現 はれたり、 宗派 論 朱 だ 全く 西洋の 諸國に 絡え す、 然れ ども 己れ の 宗派 外の 人 を 目して 無 得 li- 

ニ厶 A-AA 厶厶 <3 厶 <:△△  <1厶 厶 A 厶  <厶/1<厶厶<3<<1 A  A  A  A  A  A  AAA  A 

墮地 となす もの は 今 は 中古 的 妄想 者と して 彼等の 社 會に容 れられ ざるに 至れり。 

寬裕の缺乏は宗派撲滅の目的を以て起ちし日蓮をして最も頑^1なる宗^^^|1^-:^?か.^ぃかかぃ、 iSi 

の 精神 は 實に宗 p^l 的 精神な りし、 何と なれば 宗派なる もの は 其 奉す る 主義 を 以て 無比 惟 一 の ものと 見. 

做より 來る もの なれ はたり、 ラコ ー デャ 曰く 「寬裕 と は 他人の 確信に 尊敬 を 置く 事な り」 と、 日蓮 は， 

他人の 確信 を賤 しめたり、 寛 裕殆ん ど 全く 彼に あるな し、 而 して 日蓮の 信徒 は 多く 其師に 傚へ り、 所 

謂 rES! まり 法 華」 なる もの は我國 の宗敎 家中 最も 頑固なる 旁 門 者な り。 

確信 缺 乏して 吾人に 氣骨 なし、 寛 裕缺乏 ..n」 吾人に 雅量な し、 二者 は眞 理の兩 面な り、 反對 性の 如く 

にして 同一 物の 兩性 なり、 日蓮 は 他の 多くの 宗敎熟 心 家と 共に 確信の 一方に 著しく 發 達して 寬裕の 方 

面に 菱縮 せり、 完全なる 宗 敎は兩 面の 發達 にあり、 吾人 は 己れ に 足りて 人を恕 すべし、 眞理は 宇宙 大. 
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初期の 文章  .ニ^"、 

なり、 我れ 一 人の 掩ふ べきに 非ら す、 然れ ども 我 も 宇宙め 一 部分な り、 我の 立つ 所 は 我の 有たり、 他- 

人 をして 之 を 侵さし むべ  からす、  是れ 寬裕の 哲理な り、 僧 日蓮 は 此理を 解せ ざり しが 如し。 

日本に 於け る佛敎 改革 は 日蓮の 大目 的た ちしな り、 而 して 余輩 は 信す、 彼： その 目き.^  分 をき i< 

%  000000000000000000000  ooooooooooooooooooro 

りと、 彼 は 厭世的なる 佛敎 をして 實用 的たら しめたり、 彼 は 印度の 宗敎 なる 佛敎を 日本的たら. しめた 

り、 彼 は 僧侶 的 佛敎を 平民 的たら しめたり、 我！： の宗敎 歷史に 於け る 日蓮の 功鑌は 決して 彭少 たらす.^ 

然れ ども 彼の 宗敎 改革 は 中途に して 止みぬ、 彼れ 死して より 六 百年 後の 今日の 日蓮 宗は 他の 佛法 諸宗 

と 運命 を 共に せり、 日蓮の 遠望 は先づ 日本 を敎 化し 而る後 朝鮮 支那に 弘 通して 終に 釋： の 本土なる 印 

度に 及ぼさん とする にあり き、 而 して 偶々 日 持 聖人の 如き ありて 法 華經を 異域に 傳 ふるもの ありし と. 

雖も 日蓮 宗はロ 本の 宗敎 として 終り、 日本人 少數 (比較的) の宗敎 として 終 はんぬ、 而か のみなら す 

彼れ 日蓮が 大言 して 「高 十六 萬 八 千仞の 須彌山 を めて 现 とたし、 大千 世界の 草の葉 を 筆に 結び、 

大海 を硯 水と して 之 を 記す とも 書き 盡し 難し」 と 讚め 立てた る 法 華 經の功 德も今 は 彼の 宗敎 に歸 依す 

る もの i 普通 道 德をも 維持し 得す、 池 上の 聖地 は 機 汚 男女の 祈願 を 込む る處 となり、 或は 淸正公 や： "小拜 

の 迷信と 化して 娃夫娱 婦の歸 依す る 所と なり、 或は 蓮 門. 敎會 となりて 明治の 昭代に 闇 を 生ぜり、 日莲 

宗は宗 か 的 熱心 を 喚起せ し i 倫理的に 日本 を敎化 す、 蓮，， の 改革 事業 は 實に敎 法的た るに 止て 倫理 

OCOCOCOOO  OOOCOCCOOOOOOOO  0000000 

的た るに 及ば ざり し、 彼 は 法 を 祟む るの 餘り 法典 祟拜， お (Bibliclator) と爲 りて 止みぬ、 彼の 意 勿論 

法の 實行 を忽 にす るに 非 ざり し は 明な り、 彼が 弟子 日朗， を 讚 賞す るの 語に 曰く， 

^間に 法 華 經を讀 むに 口ば かり 詞 ばかり は讀 むと も 心に 讀 ます、 心に 讀め ども 身に 讀 ます、 貴 拳- 

(u 朗を 指す) は 身と 心と に讀み 給へば 父母 竝に 一 切 衆生 を 助け 給 ふべき 御身な り、 


由此觀 之れば 日蓮 在世の 時 早 ゃ已に 「口ば かり 詞 ばかり」 に 法 華 經を讀 む もの 多 かりし を 知るべし、 

法 華 經の功 德は是 を 身に 實 行す るに 非 ざれば 得る 能 はすと は 普通 觀 念に 照して 明たり、 然るに 此實行 

的 法華經 に 重き を 置かす して 經典其 物 を 尊 戴し 、 其 名 を 唱 ふ る を 以 て 善行 に價 する ものと 見做す に 至 

りし は 誤 護の 最も 甚 しきものと 謂 はざる を 得す、 南無 妙法 蓮華 經 なる 題目 は 門徒の 南無 阿彌 i 佛、 天 

主敎 徒の 「アベ マリア」 と 均しく 倫理的に 一 の 價値を 有せす、 法然 上人の 念佛を 排撃して 之に 換 ふる 

い i6 發 明の 題 ri を 以てせい は 一 の 迷信 を 以て 他の 迷信に 換 へしに 過ぎす、 是れ 日蓮の 改革 事業の 根 

本 的たら ざり しを證 し、 其 早く 腐敗の 途に 就きし の现 由たり と 言 はざる を 得す、 マホ メッドの 改革 サ 

ボナ！ 1 1 ラの 改革の 稍 や 健全な りし 理由に 全く 彼等の 宗敎 事業に 倫理的 分子の 多 かりし が 故たり とすつ 

然れ ども 經典 崇拜は 偶像 崇拜に 優る、 若し 人類の 技工に して 拜 すべき もの ありと すれば 書物 は 最も 崇 

拜の價 値 を 有する ものな り、 故に 木石 を拜 する を 止めて 經 典を拜 する に 至り 人に 依らす して 法に 依る 

に 至りし は 宗敎的 思惟 上 非常の 進歩と 謂 はざる を 得す、 モ： ハ メッドが 天 隕石の 崇拜を 痛撃して 之れ に 

換 ふるに r コ ー ラン」 を 以てせし が 如き、 ル ー テルが 天主 敎の マリヤ 崇拜を 棄却して 「バイ ブ. U に 

鍵り しが 如き、 皆た 進歩的 行 爲と言 はざる を 得す、 i 蓮 は 木石め ^ 拜の怫 法 を 去て 經典崇 拜ハ佛 法 を 造 

•  9  9  9  9  0  C  C  (-  C  (>  C  0  0  0  0 〇 0 〇 

り 出 だせり、 彼 は 改新 家の 名 を 負 ふて 可たり。  , 

ネ  * 

然り 吾人 何人 か 完全た る 改革者たり 得る 者ぞ、 人生の はかなき 彼 は 進歩に 步 一 步を 加へ て 去る のみ、 

日蓮 は 彼の 時代の 宗敎に 彼の 力量に 應 する 改革 を 加へ たり、 今日は 今日の 改革 を 要す、 明治の 改革 は 

文 永の 改革に 非ら す、 ト 九 世紀の 要する 改革者と 見做す が 故に 日蓮に 多くの 瑕缺 あり、 然れ ども 十三. 
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ゅ紀 の：：：！ 本人と して 余輩 は 彼に 非常の 敬慕の 念 を 表す、 彼 は- 人に 誠實 の眞價 値と 實カ， こを敎 へたり， 

彼 は 獨立傳 道の 實例 を與 へ たり、 日蓮 上人 を產 せし 日本 はル ー テ ル、 サ ボナ 1 ラを 出す に 難から す 

余 紫 は 彼の 如き 人物の 我！： 史に存 する を 感謝す、 噴火山の 如き 激熱、 地震の 如き 撼 動力、 詩人のお も 

高き もの、 大和魂の 靈 化せし もの、 日蓮 は純粹 たる 日本的 宗敎 家たり、 彼に 寬裕の 分量 を 加へ、 む. K 

世紀の 敎育を 施さば * 彼の 如き はん 「日の 日本 を 化して 世界 を 化する に 至る もの、 リエ ン V ン、 ラコ， 'デ 

ャ、 ル.' コス ー トの 如， き 人 は 日蓮の 性に^ 界の氣 を 吹き込み しもの なり。 


西洋文明の 心髓 

(上) 

文 i ^とに 一 1： 民义は 一 人種の 物的 智的幷 に 心 靈的啓 發の總 計 を 謂 ひ、 西洋文明と は歐羅 巴人 li^ に S: り 

て 5：： 達せ ら れ し 此啓發 の 合稱 なり。 

欧洲 文明に 一 種 異様の 特質 あり、 之 を 古代の 埃 及、 希臘 文明に 對 照して 明かな り、 之 を ia- 洋 文明に 比 

絞して 歷然 たり。 露 人 勿 41 英 人と 全く 相 均しから す、 然れ ども 彼の 政治的 思想に 於て、 宗 敎的觀 念に 

於て、 人生 哲學に 於て、 露 人は英 人の 親戚に して 支那 人の 他人な リ。 

文明に 一二 ー兀素 あり、， 人種的 地質 其 一 なり、， 智識 的 系統 其 二な り、 心靈的 同感 其 三な り、 而 して 三者の 


交互 的 働 作より 異種の 文明 來る、 蒙古人種に 施す に殷阓 の學を 以てし、 之に 吹 入す るに 孔孟の 家長 主 

義を 以てし たれば、 支那の 囘顧的 文明 は 出で 来れり、 ァリ ヤン 人種に 東洋 的 思想 を 注入して 印度 文明 

あり、 甸 奴に 欧洲 的 敎育を 施して コス 11 ト、 バ ッ ティ— ヤー 一 の洪牙 利國 あり、 文明 は 解し 難き の顯 像に 

あらす、 其 元 を 知りて 其 末 を 量る 易し。 

西洋文明の 地質 はァリ ヤン 人種たり、 其 元は 或は 天 山脈の 西 麓に ありと：： ムひ、 或は. Rmr9 ャ半 

島に ありし と 云 ふ、 歷史 以前 旣に東 は 印度 半島より 西 は 氷 島に 至る 迄の 地 を 占領せ し 人種な り、 ケは 

ゲルト， 人種と して、 愛蘭 土、 ゥ^-Iルスに存し、 チュに トン 人種と して、 北歐 枢要の 地を領 し、 ギリ 

シャ =:,^|,- マ 人種と して 南歐を 保ち、 スラ ー ブ 人種と して 東歐に 張り、 イラン 人種と して 波斯に 古代 

の 文明 を 保持し、 印度人 種と して 鶴胖の 恥辱に 沈む、 新 大陸 一 千 五 百 萬方哩 はァリ ヤン 人種に 新故鄉 

を 供し、 南洋 四百 萬 方 哩亦其 領土と なりて 存す、 亜 非 利 加 一 千 二 K:: 萬 方哩も 今や 全く 其 分割す る 所た 

らんと し、 亞細亞 の 大半 旣に其 有に 歸し、 殘半亦 終に、 水く 其 侵略 を 被らす して 止まざる べし- 世界の 

主權 今や 彼等の 掌中に あるが 如く、 若し 新 勢力の 天外より 臨み 來る ありて 彼等 を抑壓 する に 非ざる よ 

り は、 余輩 は 彼等の 膨脹 力 を 限る に 地球 面 上 一 つの 防碍物 ある を； i むる 能 はす。 

プリ ヤン 人種の 特性 は其强 健なる 抽象 力に あり、 彼等 は 物に 接して 物の 理を 探る の 慾 念 を 有し、 蒙古 

人種の 如く 眼 を 僅かに： 物の 實 用に 留めす、 叉セム 人種の 如く 直感 を 以て 足れり とな さす、 故に 希 腿 

に 於て は 早くより 審美 哲學 となり、 科學的 造化 說 となり、 合理的 宗敎 となり、 波斯に 於て は 始めて 法 

律の 念を發 起し、 善惡 二元論の 秘密に 達せり、 若し 夫れ 雪嶺の 南、 恒 河の 山 14、 叢 棘 |^) 林 千里に H る處 

に 在らし めば、 幽遼 探り 難き 印度 敎 となり、 釋 ri 牟 佛の大 慈悲 敎 とたり て、 東亞 六 億の 衆生 を^ 度 
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せり。 歐洲 文明の 未だ 生れざる 前に、 ^ヤン 人種 は 已に蓋 世の 氣運 を：； 小せ り。 

プリ ヤン 人種の 抽象 力に 加 ふるに 彼等の 服 律の 特性 ある あり、 彼等 は 自主 獨立を 愛する 民た るが 故に、 

人の 臣下た る を 好 まざりし、 然れ ども 彼等 は 擇んで 律に 服し 法に 膺り、 秩序 规條を 守る の 民と して 知 

られ たり、 セム 人種の 法律なる もの は 重に 宗敎 律に して、 希伯來 人の 摩 西徐の 如き、 亞 拉比亞 人の コ 

1 ランの 如き、 今日 吾人が 稱 して 法律と なす ものと は 全く 質 を 異にす、 蒙古人種の 法律なる もの は 治 

國平 天下の 爲 めに 設けられし 禁令 制規の 類に 過ぎす、 人と 人との 自然 的 關係を 明かに し、 天賦の- 權利 

を 論じ、 自由 平等の 大義 を 指示す る 法律に 至りて は、 是 れァリ ヤン 人種の 特產 物と 稱 せざる ベから す、 

波 斯文 明に 早く 已に此 服 律の 性 ありし は、 余輩の 前に 述べし が 如し、 然れ ども 羅馬 人に 由り て 其ず る 

き 發達を 見る に 至り、 シ，^ ザ， ー、 ，ク|ゃ1<, チ 一一 ヤンの 手を經 由せ し羅馬 律なる もの は、 今猜ほ 無比の 法 

典と して 文明 世界に 稱揚 せらる、 武を 以て 謂 はん 乎、 匈奴 鐵勒は 歐亞を 征服す るに 至れり、 然れ ども 

タイ バ ー 河邊七 丘の 民に して 終に 太古の 七 大帝 國を^ 呑す るに 至りし 事 は、 單に 彼等の 尙武 性に のみ 

歸 すべから す、 兵 は 應變の 具にして 法 は 常 治の 道な り、 ァリ ヤン 人種の 服 律 性 は、 世界の 競 爭場裡 に 

於け る 最終の 勝利者と して 彼等 を 指定せ しが 如し。 

以上 は 余 W が 目して ァリ ヤン， 人種の 特質の 最も 顯 著なる ものと する 所たり、 而 して 西洋文明に 此，？ k 、ま 

るべ からざる ァリ ヤン 性の 存 する 事 は、 何人も 疑 ふべ からざる 事實 なり、 然れ ども 西洋文明 は、 ァリ > 

ヤン 文明と 稱 すべから す、 そ は フィン 人、 洪牙利 人の 如く、 蒙古人種 にして 西洋文明 を繼 承發揚 する 

もの あれば、 印度人、 波斯 人の 如く ァリ ヤン 人種に して、 東洋 的 文明に 沈淪 する もの あれば なり、 テ" 

ベ ラ ン、 ィ スバ ハ ン に、 崇火敎 の 迷信の 熾に 行 はる-あれば， フ イン ランドのへ リシン グフ才 I スに 


欧洲 屈指の 大 學の榮 ゆる あり、 西歐の 文化に 對 比し 力 I ス、 ァ ルメー 一  ャの猶 ほ 半開 明の 迷夢 を 脫せざ 

る あり、 叉 希獵、 羅 馬の 如く、 一時 は 彼等の 「リ ヤン， 性の 啓發に 依り、 宇內を 風靡す るに 抵り しも、 

終に 全く 消滅に 歸 して、 國民 として 今や 全く 跡 を 留めざる あり、 fr:=r ャ I ン 人種 は 優等 人種た るに 相違 

なし、 然れ ども 今日 吾人の 稱 する 西洋文明なる もの は、 ァリ ヤン 人種 附隨の 文明と 見做すべからざる 

は、 日を睹 るよりも 瞭 かなり。 

智識 的 系統より 謂へば、 西洋文明 は、 希 臘哲學 の 末流な り、 希臘は 太古の 智識 を 給 合し、 美術 を バビ， 

口 ン、 埃 及に 承け、 文學を 1  タ I ィアぃ ンに學 び、 ナイル 河 邊の科 學を繼 ぎ、 ィゥ フラット 沿岸の 抜 

藝に習 ひ、 之に 施す に 彼等の 靈明を 以てし たれば、 古今 未だ 會て其 例 を 見ざる 智識： S 開明 は希臘 人に 

依りて 世に出で たり。 

希臘 文明の 上達に 就きて は 今日 吾人の 殆ど 推測し 能 はざる もの あり、 圓滿 完備せ る ブラ 1 ト，^ の哲學 は- 

今 尙ほ西 人の 及ばざる 所と なり、 ァ リスト ー ト— ル I は 理財 學の 師父と して 仰がる、 のみ ならす、 彼の ボ 

リ チック スは 今日 尙ほ 模範的 政治 論と して 貴ばる、， フ， ィヂャ lf^、  ，。^^ラク，KIテ—レI,スの美術は、 萬 世の 龜 

鑑 として 存 する なるべし、 ゼノフ ホン、 へ ロド ー タスの 歷史 は、 其 哲理 的觀 察に 於て、 其 端 嚴高莊 な 

る 文體に 叭少、 て、 後世 是に擾 るの 作 は 見る ベから ざら む、 HI スキ ラスの 悲劇、 アリス トフ ハ 一一 スの戲 

劇 は、 十九 世紀の 智識の 程度 を 以てする も、 尙ほ 能く 阻 嚼歡享 する 難しと、 遣 傅 論 を 以て 有名なる フ 

ダ— ン シス、 カル ト，^ i 氏 の 言に 據れ ば、 

雅典 人種の 智能の 平均 は、 最も 低く 見 積る も、 吾人 今日の 程度に 二 段 を 加へ たる ものなら ざるべ 

からす、 卽ち 吾人の 彼等に 於け る は、 .亞 非 利 加 土 蠻の今 日の 歐羅 巴人に 於け るの 比例な り 
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と、 六 千 方哩に 足らざる 小 邦に して、 其 智能の 發 達に 於て は 二 千 五 "お 年の 昔、 今 口の 英獨を 凌駕す る 

こと 數等、 文明の 標準 若し 智能の 發達 にあり とすれば、 吾人 は 未だ 希 職人に 及ばざる 遠し。 

希臘 文物に 淸爽 新精氣 を流傳 する が 如き あり、 之に 接する は 屍骸 を 復活せ しむる 事な り、 枯木に 花 を 

へ かしむ る 梨な り、 灰燼に 點燈 する 事な り、 頭腦 の刺戰 力と して は、 天ド 之に 優る もの 他に. あるな し- 

故に 世界 歷史. に 於て 希臘 思想の 輸入 は、 常に 敎 化の 復活 振興 を 意味せ り、 歷山 王の 西 亜 征服 は X 布 獵 文 

物の 撒布 を來 し、 忽ちに してい ン リャ、 バビ： 口—； V の 沙漠 は雅典 文化の 舂を呈 せり、 死せ る 埃 及す らも、 

-3： ほ此女 巫の 幻術に 杭し 難く、 プ トレ I ミ ー 王統の 新。 フ. -フト I の學 1^ を 生み、 五 世紀 問の 長き 其 歷山市 

はせ 界 智識の 樞』 时 たりき、 下りて 十三 世紀に 至り、 欧洲 を 其 長き 迷夢より 喚起せ しもの は、 亦 紀元 以 

前の 希 職 文物な りき。 

ダンテの 詩作、 ジ ヨット ー の 美術、 コ &ム ブスの 探检、 ル ー テルの 改革、 共に 所 li 「古文 復興」 の餘 

波と 稱 せざる を 得す、 歐洲 社會の 智識 的 一面 は、 確かに 希 臘文敎 たり、 其 風谈、 ^術、 文學、 政 ュの、 

學術、 技藝に 於て 古き 小なる X 布 隙 は、 文明 世界 を敎 導し つ. 1 あり。 

然れ ども 西洋文明 は希臘 文明の 繼緩 者に あらす、 兩者 自ら 其 本- |只 と 經歷と を 異にす、 前者 は 後者 を 吸 

牧 同化せ しに 止り て、 之に 併吞 せられし に 非す、 前者 は 異人 種の 相互 的 働 作より 來 りし 社 會の 有機的 

生長の 結 某 にして、 後者 は 天才に 富める 一 人種の 智能 的 得 達に 過ぎす、 前者 若し 大 明の 蒼 寫に懸 り、 

年毎に 光 を 加 ふるに 比すべ くんば、 後者 は 飛 光 閃々 暗 E ハの裡 に 金 蛇 を畫く 流星な り、 X 布臘 文明 はァリ 

ャ ン 人種の 開花 時期と して 見る を 得べ し、 其 根柢 生命と 稱 すべから す。 

希臘 文明 は智的 文明たり、 美術、 文學、 政治、 哲 學の發 達な り、 其 埃 及 文明の 單に實 用 的た るに 比し 


て、 其フ ィ 一一 シャ 文明の 商寶 的た るに 較べて 遙に 優等たり しに は 相違な し、 然れ ども 社會の 保存 力と 

して は、 人情の 啓發 力と して は、 甚だ 微弱た る ものたり き、 美麗 雅 飾の 念 は、 其 養成す る 所た る も、 

公義 仁慈の 感 は、 其獎勵 する 故に あらす、 文學的 安逸 は 人の 追求す る 所と なりて、 勞 働は賤 めら れ、 

犠牲的 生涯 は 嘲 けらる &に 至る、 大學の 崇拜は 德義の 衰退 を 来たし、 秀才 世に 跋息 して、 剛と 直と は 

頭 を 擡げざる に 及ぶ" 

故に！, 布臘 文明 は 希 臘其物 をも敕 ふこと 能 は ざり き、 雅 典の 文化 其 極に 達して、 其武 は消盡 し、 其德は 

滅诚 し、 學者は 文 を 操つ る を 知りて 民 を 導く を 知らす、 人生 は戲 劇と 化して 敬 畏端肅 の 念 は 全く 迹を 

結て り、 智的 文明 は 個人の 修養 を 促す と 同時に 其 慾 心 を 高め、 其 簾 恥の 念 を 鈍く し、 自己 を 思 ふこと 

切に して、 他と 公衆と を 念 は ざら しむ、 國 〈\A と 社 會とを 思 はざる 個人主義と は、 智的 文明の 特產 なり- 

慾 は學理 的に 辯 護せられ、 德 は哲學 的に 嘲弄せられ、 社會 各暦备 部を緊 束す るの 力 は 失せて、 其 離散 

は 免 かるべ からす、 人類 は 智に於 て^れ、 情に 於て 合する 者な り、 希臘 文明 は 智能の 特達 なり、 分裂 

と 破 壌と 死滅と は、 其 特性と 稱 せざる を 得す。 

希 臘本國 に 於て 然り、 プ トレ d—ー 王統の 下の 埃 及に 於て、 十三 世紀の 伊太利に 於て、 革命 以前の 佛蘭 

西に 於て、 希臘 文明 は 上流 社會の 11 明 者と して 現 はれし も、 國 民の 精氣を 復活し、 社會の 成實を 促，」、 

文明 其 物の 保存と 發 達と を 援 くる こと 能 は ざり き、 X 布躐 文明の 復興 は、 常に 道德の 紊亂を 以て 終れり、 

無神論と 優柔なる 哲學 とを產 せり、 常に 識者の 自由 を 讚して、 下民の 抑壓無 學を來 たせり、 所謂 「文 

皋 復興」 なる もの は、 自由 平等の 復輿を 意味せ す、 大 思想の 産出 を 助けす、 大發 明大 探 見の 原動力， -」 

ならす、 X 布獵 文明 は歐洲 人の 装飾た るに 過ぎす、 之に 交際 的 儀式 あり、 文學的 光彩 あり、 政：！ 5 的 秘訣 
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あり、 哲學 的眞理 あり、 然れ ども 人と 人との 關係、 人生の 眞 意味、 社會 存生の 土臺的 原理… 是：， 人類 

が 希 職人より 學び 得し 者に あらす。 

故に 西洋文明 を 其發芽 時代に 於て、 北方 蕃人の 手より 救 ひし 者 は X 布 縢 文明に あら ざり き、 獨逸尺 族の 

開明 馴化 は希獵 文明の 力に あらす、 ラフ H ル、 アン ジ ェ 1 の 美術 は 其 模範 を 希 腿に 取りし も、 共理 

一 想 は希臘 人より 来らす- ダンテの 大作 は 校 形 を羅馬 の 古典に 借りし も、 其 精と 神と は 他の 泉 に 於て 

汲めり。 コ 口 ン ブスの 發見は 其 立證を 1  ァ I リス I ト， ー— ト— ル，， の 言に 求めし も、 其 主^ は希雖 文明の 擴-: にあ 

らざ りき、 ル ー テル は プラト ー の 名 を 以て 起た す、 和 蘭、 瑞 西に 於け る 自由の 勃興 は、 雅 典^， の 促 

せし ものに 非す、 英國の 憲法 政治 は據 るに 希臘の 古典 を 以てせす、 新 イング ラ ン ド の 建 者 はソ ク ラ 

テスの 崇拜 家に あらす、 ガリレオ、 一一 二 ー, トン— の發見 は科學 以外の 示 導に 依りし 事 を 記憶せ ざるべ か 

らす、 而 して 降りて ァダ l:r、 ス ミスの 經濟 論に 至る も、 モルトケ 將 軍の 軍備 的 設計に 至る も、 カント 

の 倫理 說に 至る も、 ビクトル、 ュ ー ゴ ー の 小說に 至る も、 西洋文明の 最大 主動 力 は希躐 文明 以外に.^ 

めざるべ からす、 X 布臘 文明 は X 布 臘其物 を さへ 維持す る こと 能 は ざり き、 況んゃ 歐洲と 世界 を や、 西洋 

文明 を 以て 單に智 的 文明の 發達 なりと 信す る 者 は、 皮相 見の 最も 甚， 七き ものと 謂 はざる を 得す、 智は 

之 を 使役す るの 意志 を 要し、 智は智 其 物 を も 保存 發育 する 能 はす、 無 究の發 達 カは智 性に^ せす して 

靈 性に 在り。 

, ァリ ヤン 文明に あらす、 X 布 職 文明に あらざる 西洋文明 は 基督 敎 文明な り、 余輩の 之を唱 ふる は、 $ 

の， 宗敎的 偏執に 依るな からん 事 を 欲す、 余輩の 提議に 確實 なる 科 學的理 .m と感 史的 立證 なかる ベから 

チ、 又 余輩 は 社交 力と して 基督 敎を赞 する に當 りて、 其 基督 敎八 K の 名稱の 下に * 西洋文明に 加へ し 幾 


多の tf 害 を 忘る ベから す、 余 W は 西洋 歷史 に顯 はる -酱敎 土 臺敎義 の 働 作 を 究めて、 特種の 神學 

の 辯 護 を 試みざる べし、 余輩 は亦歐 人の 人種的 特性と 智識 的 系統 を輕ん すべから す、 余輩の 究は緻 

密と 分^ を 要する 多し。 

墓 督敎に 定義 を附 する 難し、 然れ ども 余輩の 稱 する 其 土臺的 教義なる 者 は、 之 を 指定す るに 難から す、 

基督 は 彼の 總 ての 敎訓を 左の ニ大箇 條に牧 めたり、 

第一、 雨 心 を 盡し意 を盡し 主なる 爾の神 を 愛すべし。 

第二、 己れ の 如く 爾の 隣人 を 愛すべし。  • 

前者 は 道 德の泉 源 を 示し、 後者 は其實 行を敎 ふ、 人生の 最大 E 的 は 利 を^る にあら す、 智を樂 むに あ 

ら すして、 神 を 愛し 彼に 事 ふるに あり、 而 して 神に 事 ふること は、 特種の 禮 式に 參 する にあら す、 乳 

香沒 藥を捧 ぐるに 非す して、 人類 同胞 を 己れ の 如く 愛する にあり、 若し 他の 教義の 尊 戴 履行すべき あ， 

れば、 是れ此 ニ大箇 條の實 踐を援 けんが 爲め なり、 若し 禮 典の 守るべき あれば、 是れ此 二 大筒 條の實 

行 を 翼 せんが (i? めな り、 純粹 なる 基督 敎 なる もの は、 此ニ 大筒 條の遵 命に 外たら す、 ァタナ シァス の 

三位 ー體論 も、 グ レゴリ ー 法王の 莊嚴 なる 禮拜式 も、 ル 1 アル，、 力 ー ビンの 自由 神學說 も此ニ 大筒 條 

の循 行に 外なら す。 

勿論 X 布 獵文學 に 敬 天 愛人の 敎訓を 具へ ざるに 非す、 ァリャ ン 人種の 本性に：. 1 慈の 念の 存 せざる に 非す、 

然れ ども 人生の 最大！： 取 終 目的 を 以て 此ー 一大 筒 條の實 成に 定めし もの は、 基督 敎を 措きて 他に あるな し、 

希獵人 は智を 先にし、 獨 逸：^ 族 は カを拜 せし に、 基督 敎は其 信徒の？ -拜 物と して 謙讓溫 和た る ナザレ 

の 耶蘇 基 ii^ を 供したり、 基督教に 由り ての み歐羅 巴人 は 平和の 贵 ぶべき を， 5 れリ、 貧の 卑む ベから ざ 
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る を 知れり、 慈悲の 大功 力 を覺れ り、 人類の 平等 を學 びたり、 希 職人の 理想 は鍊 磨せ る 完全なる 智能 

にあり き、 獨逸 民族の 理想 は强 健なる 我意の 遂行に ありき、 基警 信徒の 理想 は、 惡意 なき 心に あり、 

我意 を 殺して 神意 を充 たす にあり、 希 職人 は 學者を 尊び、 獨 逸民 族は强 者に 服し、 基 奢敎徒 は；^ 者と 

平民と を 敬 ひたり、 基督 敎が歐 洲社會 に 大變動 を 来せし は、 主として 此自捐 的 推察 性に 因れり。 

X 布 縢 文明 を承繼 ぎし 羅馬 帝國 は、 希臘と 同一 の 理由 を 以て 仆れ たり、 智學の 缺乏の 故に 非す して、 詩 

歌 彫工の 衰 額の 故に あらす して、 政治的 伎倆の 消滅に 非す して、 德 性の 腐蝕の 故 を 以て、 社交 力の 放 

脫の故 を 以て、 家庭 紊亂の 故 を 以て、 上流 少數の 富と 智識に 對し、 下流 大多数の 貧と 迷信の 故 を 以て、 

奴隸 制度の 擴 張の 故 を 以て、 徽毒 蔓延の 故 を 以て、 公義 心 肷頹の 故 を 以て、 永久の 世界 王圃 として 仰 

がれた る、 大 なる 羅 馬は壞 滅に歸 したり、 若し 法典の 倚るべき あれば、 世界 は 未だ 曾て 羅馬 律の 類 を 

見す、 若し 軍隊の 賴 むべき あれば、 武勇 毅鍊羅 馬 兵の 如き は あら じ、 然れ ども 其 人生観の 誤れる が 故 

に、 其社會 組織の 弱き が 故に、 羅馬は 自身 を 支 ふる 能 はす、 其 光榮を 欧墻殘 礎に 留めて、 R 界の 女王 

は 過去の 墳墓に 葬られたり。 

然れ ども 羅 馬の， 舣滅 未だ 全から ざるに、 新 社交 力 は 巳に 世に 臨めり、 羅馬は 憲法 國を 名と して、 贵族 

制度 を實 行せ り、 自由 平等 を唱 へて、 階級 的 社會を 維持せ り、 法律 面に 人權の 重き を 述べて、 千 萬の 

奴隸を 使役せ り、 詩文に 勤儉 の美德 をた、 へて 萬 邦 を 擧て其 奢侈の 料に 供したり、 羅馬は 其 理想 を實 

行す る こと 能 はすして 亡びたり、 而 して f 維 馬の 忌み嫌 ひし 基赞敎 は、 羅 馬の 理想の 實 行者と して 顯は 

れぬ、 社會下 の開發 は、 實に 基督 敎の來 臨 を 以て 昉 まれり、 其 二 大敎義 は、 同胞の 處恃 使役 を 許さ 

す、 扠隸 解放 は 干 八 百年 間に I る 基督 敎の 事業な りき、 然れ ども 其 端 緖は已 に羅馬 時代に 始まれり、 ■ 


下流 多 數の幸 幅 を 犠牲に 供して、 上流 少數 の智と 富と を 致さん 事 は、 希獵 文明の 傾向な り、 階級 的 制 

度 を 破 壌し、 人類 をして 悉く 同 帝の 前に 同等たら しむる 事 は、 基督 敎の 結果な り、 基督 敎が羅 馬の 社 

會に投 7、 せられて より、 世界 歷史は 全く 新 方向 を 取れり。 

(中) 

文明の 字 甚だ 惑 はし 易し、 文明 は 文敎の 進歩 開發 に^らす、 英語の Civilization は 能く 文明の 眞意を 

表 はせ し 語な り、 シビ リゼ ー シ ヨンに 拉典 語の Civis  (市民) より 来り、 元 Civility に 作れり、 卽ち 

市民 各 其 責任 を 重んじ 義務 を 全 ふす る §狀 態 を 示せし 語な り、 卽ち 文明の 民 Civis と は 相 依て 以て 巿 

(civitas,  city) を 作り 得る 資格 を 有する 者 を 言 ふなり、 卽ち 共同一致に 堪 ゆる 民 を 一一： ic ふなり、 故に 

文明の 民と は 和合の 民と 稱 する を 得べ し、 文明 (civilization) は 共同 (Association) と 同意義な り、 

卽ち之 を 近世 社 會學の 語 を 以て 言へば 文明 は 完全なる 社會 組織な り、 侗性を 有する 人類が 相 依て 以て 

作りし 兄弟 的 圑合を 言 ふなり。 

是れ 文明の 眞 意義た る は 今日せ に稱 する 文明の 恩澤 なる もの i 起因 を 探て 明瞭なる を 得べ し、 文學と 

は 他な し、 人類 相互 思惟の 交換より 來り しもの なり、 人、 孤立して 文字の 要 あるな し、 南洋の 孤島よ 

り 大文學 は むべ からす、 感を 同類に 頒 たんと 欲して 昔樂 起る、 無情の 民に 美 曲の 用な し、 誰か 法理 

を 穴居の 民に 向て 講 する 者 あらん や、 理財の 學は 隱士に 益な し、 我獨り 電氣の 利用 を 了り たれと て 何 

の爲 す所ぞ ある、 孤獨汽 關に駕 して 走る 者 は 龍馬に 鞭て 獨り 千里 を 走る 者よりも 愚な り、 技 藝文學 科 

學の 進歩 は 其 起因 を 人類の 同情 性に 覚めざる ベから す、 進步は 和合と 一致と にあり、 亞非 利加蠻 奴の 
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中に； 大才 なきに 非す、 而も 其社會 組織の 不完全な るが 故に、 天 英物を 下す 事 ある も、 彼の 社 界に彼 を. 

利 川す るの 途 なければ、 彼の 英と才 と は 放棄 せられて 社界は 彼に 依て 進ます、 彼に して 米國 に^れし 

めん 乎、 或は フレダ リック、 ダグラス となりて 合 衆國の 政治 界に 驅馳 し、 或は マ テオと なりて 玖瑪に 

革命の 軍 を 指揮す、 生 を 東洋の 一 隅に 享 けし 近 松 門 左 衞門は 僅かに 偏 境の 一 光明と なりて 終 はんぬ、 

彼に して ダンテ 、ボタ 力 クシ ォの精 を 汲み、 彼 を 待つ にべ ー コン、 ラ レイの 社界 あらし めん 乎、 n 木 

は 枕界 の三大 詩人に 猶ほ 一 人 を 加へ しならん、 平賀源 .2: の 發明カ ありし も 彼 を 狂人 視 せし 日本の 社界 

は 彼に 依て 少しも 益せられ す、 天 若し ワット、 モ，" スを 吾人の 中に 下す 事 ありし も蒸氣 電信の 大發 明 

は-五 〔人の 中より 出 ざり しならん、 完全なる 社界は 天才 を識認 利用 承繼 する 社界 なり、 進 や/は 尸、 おの^ 

0  0  n  0  0  0  0  0 

長逐 加に 外なら す。 

宗敎の 人世 を 利す る は 功力 ある 社界の 組成 を 助く るに あり、 個性 を 有する 人類の 團合 和親 を 促す にあ 

り、 慾 心 を 排除し、 名 譽心を 刪 減し、 獻身 奉公の 念 を 起す にあり、 慾 1、 は 破 壌 的な り、 眞 正の 進歩 は 競 

i レ り來ら す、 民衆 を 利 せんとす るの 公義 心たり、 眞理 を歡迎 する の 公共心な り、 此 二者に 缺 乏して 

進歩 文明 は. 姿む ベから す。 

而 して 余輩の 見る 處を 以てすれば 基督 敎は 最も 善く 此 社交 力 を 供す る 者な り、 其 一 一大 敎義は 能く 人類 

の 本性に 訴 へて 其 兄弟 的 團合を 促す 者たり、 我 邦の 洋學 者に して ド， レ ：ー パ I 氏の 『宗 敎と學 術の 衝突』 

たる 書を讀 みし 者 は 基督 敎を 以て 學術 進歩の 大 障碍と 見做す 者 多し、 然れ ども 少しく 歐米 社會の 3 呉 相 

を 鈸ふ者 は 西洋 科學の 進歩なる 者 は 基督 敎を 以て 組成され し 彼 國社會 の 養成 保育せ し 者なる^ を發 0- 

する に 難から じ、 ド レ ー パ ー 氏はバ グダ， ッ， ド、 ァ ラ— ハ 「ム ブラに 於け る囘々 敎 徒の 學術 進歩 を 嘆賞せ り、 


然れ ども 亜 拉比亞 人の 學 術が 僅かに 醫數ー ー學に 痕跡 を留 むる にわて 後 ゆの 承繼 する 事な きに 至りし 现. 

は那 邊に存 する や、 支那 文明の 囘顧 的に して 常に 轉々 歩 を 進む る 寧な き は 亦 其囘顧 的社會 組織に 歸 

せざる ベから す、 我に 賀川 玄悅 ありて 两洋 醫學に 先す る數十 年、 產科學 上の 大發見 ありし と 雖も、 n 

本 醫舉は 彼に 依て 著しく 進步 せし を 聞かす、 嫉妬と 名譽 心と は 多くの 學士と 博士と をして 眞现 の專賣 

〔ぶたら しめ、 己れ 得て 人に 施さす、 人 得て 恨み、 他人の 研究の 結果 を 盜み來 りて 自己の 發 見と 稱 して 

世に ナ： r むる こと あり、 名利 を 目的と する 學 問に-水 久の發 達な し、 廣理 は德義 的な り、 {千宙 は 愛の 發 現な 

t-  0 〇 C  0  0  0  0  0  0 〇 0  0  0  C  C  C ゥ 0  0  0 〇 0  0  0  0  0  0 

り、 之 を 究めん とする 者 は 愛と 誠 實とを 以てせざる ベから す、 若し 面 {Z きが 故に 學ぶ とならば 理を探 

ると 狐 を 狩る と 何の 異なる 所ぞ ある、 哲學究 むべ し、 面白ければ なりと、 宗敎講 すべし、 面. R ければ 

たりと、. 學問は 遊び事と して 從事 さる (尺の 膏血より 成りし 國費を 以て)、 一一 ュ ー トン は然 かせ ざり 

しなり、 ガリリ ォは然 かせ ざり しなり。 

眞理 と. 眞： 理. の祌を 愛する 念な り、 是 れコぺ ル 二 カス をして 彼の 時代 ゥ  1 流に 杭して 天體觀 察の 業に 從. 

事せ しめし 最大 動機な りし、 フ ハラ ヂ ー の 電氣學 研究に 慈善家の 博愛 的 事業の 如き 觀 あり、 米の ジョ 

セフ、 ： へ— q,:: 氏 は 七 大發明 を 特許 を 得すして 世に. ハムけ にしたり、 人或はダ！ゥ^^ン、 ヘッケル 氏 等. 

の宗 敎を郤 けて 大科學 家た る を 見て 科學の 進歩に 宗教の 不必要 を唱 ふる 者 あり、 然れ ども 是れ捅 枝に 

花の 間く を 見て 根と 幹との 不用 を 論す るの 類な り、 ■ 、グ— り，^ ヰ— ン  1 に 基督 敎 的の 遣 傅と 敎 育と 社 界と あり 

しが 故に 彼の 新 學說は 世に出し なり、 彼の 擧動は 確かに 基督 敎的 君子の 風 彩 を 示し、 彼 は單に 學理的 

に 該敎を 解せ ざり しに 止て 其 德義と 敎訓と は 彼の 勉めて 實行 せし 處 なり。 

井ヒ督 敎は學 者 をして 眞理を 社界に 供す るに 吝 なら ざら しめしと 同時に、 亦社界 をして 之 を 享受す るに 
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敏 からしめ たり、 新 眞理は 勿論 抵抗な くして 世に 納れ られ す、 宗 敎と學 術の 衝突 は 二者の 性質 上より 

避くべからざる ものな り、 然れ ども 能く 新 科學の 光輝に 耐え、 是 を吸牧 同化して 益々 社界の 生命力 を 

强 ふせし めし 者 は 余輩 は 基督 敎を 除て 他に 宗敎 ある を 見す、 迷信の 多少 は 人類の 附着 性な り • 而も^ 

督敎 徒：^ 常に 最も 開 導し 易 幻 民な り、 不動に 參し呑 龍に 詣 する 公衆に 對し 進化 を說き 啓發を 論す る 事 

は 殆んど 絶望的 事業な り、 然れ ども 羅 馬に 法王の 足 を 接吻す る 徒と 雖も 基督 敎の 宇宙観 を 有する 者 は 

ラプラスの 星雲 說を て 驚かす、 ダ ー ゥ. ンの 生物 源始說 を聽て 終に 首肯す るに 至る (彼等の 宗敎を 

放棄せ すして)、 迷信と 共に 破毀 せらる i 宗敎を 有する 民 は 進步發 達の 民に 非す、 基督 敎は干 九 百年 

の 長き 學理 の開發 と共に 其 信仰 を 維持し 來 れリ、 ヒュ ー ムの 懐疑 說に遭 ふて 社界 糾^の 亂 紊を來 たさ 

す、 ワット、 スチ 1 川， フ.， ン —ソ—；^ の 大發明 を 受けて 未だ 全く 利 慾の 民と 化せざる 歐米 社界の 生命力 は 主と 

して 其 二 千年間 尊信し 來 りし 基督 敎の 功效に 起因せ ざるべ からす。 

西洋 文學 なる 者 は 判然たる 基督 敎的 文學 なり、 聖書 其 物が 歐米 人の 最大 文學 なり、 聖書 は 彼等の 『國 

民の 書』 なり、 年毎に 數十 百 萬 部 を賣盡 くして 尙ほ缺 乏を吿 ぐる 者 は 聖書 也、 新 著述の 增加は 未だ^ 

て 聖書の 需要 を 障げ し 事な し、 女王 ビク トリ ャは 英國 民の 基本 也と して 此書 を愛讃 し、 宰相 ビス マ ー 

クは此 書を懷 にして 陣頭に 臨み、 小說家 オルタ， I、 ス コッ トは此 書の 朗讀を きながら 死； #に 就き、 

詩人 ジョァ キン、 ミラ ー は 唯一 の 詩歌 的 標準と して 此 書に 賴り、 評論家 マ， コ—ー, レ，^ 1 の 文 體は此 書より 

來り、 哲學者 ハイネ は 基督 敎會に 倦厭たり しも 此 書の 絕大絕 妙 を 叫んで 止 ざり き、 i^, 書 は 王侯の 宮殿 

に 於て 肅讀 され、 擦 夫の 茅屋に 於て 嗜讀 さる、 其 改正 譯 成る や 倫敦は 四日に して 二 kn 萬 部を資 り 誰く 

し、 紐 育 一 書店す ら數 日に して 三十 六 萬 五 千 部 を消盡 せり、 シカゴ は 紐 育より 三十 六 時間の 郵送 を 待 


ち 得すして 五本の 電信 線 を 借 切り 新約聖書 十 一 萬 八 千 語 を 一 夜の 中に 電受 し、 之 を 翌朝の ニ大 新聞に 

載せて 其讀 者の 熱望に 應ぜ り、 如何なる 小說も 如何なる 詩篇 も 如何なる 政治 論 もまた 曾て 聖書の 如き 

熱心 熱讀を 呼びし ものな し、 英語の 粹は其 所謂 r 雅各 王の 聖書」 にあり、 獨 逸文 學は路 錫の 聖書 翻譯 

を 以て 始まれり と稱 す、 國 語の 性質 は 其 聖書の 翻譯を 以て 定まる と は 西洋人の 恆言 なり、 聖書の 言語 

と 句 調と は 深く 西洋 思想に 浸染し、 聖書に 暗く して 西洋 文學を 解す るの 難き は 何人も 實驗 する 所な り 0 

ダンテの 大著 作 は模 形を羅 馬の 古典に 採りて 中古 時代の 基督 敎的 信仰 を 歌 ひし 者な り、 バ； ン ヤン 1 の 

n 大路 歷程」 は^に 美文 麗句の 賞すべき たしと 雖も 出版 後 三百 年の 今日 尙ほ 昔時の 民 寵を失 はす、 ト 

マス、 ァ、 ケム ビスの 「基督の 模範」 は 聖書に 次ぐ の經 典と して 敬讀 せられ、 彼を產 出せし 和 蘭國が 

彼の 爲 めに 誇る は 伊 國が其 ダンテの 爲 めに 誇る が 如し、 ァゥ ガス チンの 「表白」 なる 書が 彼の 死後 干 

五 百年の 今日 尙ほ歐 米 人の 特愛 物た る 事 は 彼等の 基督 敎的好 趣 を 知る に 足る、 ベム タム、 ス ペン サ ー 

を 出せし 英國 は尙ほ オル ヅヲ ス、 テニソ ン， に 聽て歇 ます、 -In  Msnorhlm" を 誦し、 "Excursion" を 

諳んじ、 以て 來 生の 冀ひ If; を樂 しみ、 心霊の 不滅に 安ん す、 力 ライルに 猶太 預言者の 句 調と 烈火 あり、 

ラスキンの 作 は 基督 信者の 天然の 觀察 なり、 米の ゥヰッ テャは 宗教 的 詩人 を 以て 自ら 任じ、 其， 口 エル， 

. f  ：  .  c〇ccoooooooocooooooc> ご 0000 

は淸黨 時代の 健想强 思を傳 へし 者たり、 基督教 を 解せ ざる 者： li 西洋 文學の 心と 髓とを 探る 能 はす、 之 

を沙 翁の 劇作に 於て する も然 り、 ゲ ー テ、 ，シ ルレ ルの 著作に 於て する も然 り、 之 を 「ドン キホ 1 'テ」 

の 如き 戲 作に 於て する も亦然 り、 余 華は此 事の 餘り 明瞭に 過て 爱に之 を論證 する の 無用なる を感 す。 

誰か 基督 敎を 離れて 西洋 美術 を 論す る者ぞ ある、 ジ ヨット ー は 近世 繪畫の 祖先と して 仰がる、 彼 は 詩 

人ダ ン テの 親友に して 彼の 祌學と 信仰と は大 詩人 の 大著 作 に 於 て 窺 ひ 知 る を 得べ し 、 ミ ケ ^ス ジ— 
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ェ 口，' 彼 自身が 彫刻家と してより は宗敎 家と して 大 なり、 彼 は. 師 として 改革 家 i=r ボナ， 口， 'ラを 仰ぎ、 

彼の 「摩 西」 に 「：！ レンゾ ー」 に 彼の 激熱 たる 宗敎的 理想 を 刻めり、 レム ブラントの 畫作は 力 ー ビン 

祌學の 美術的 發表 なりと 稱へ、 ト ハル— ト， セ I ン— の 「卜 二 使徒」 は 八 歳の 幼兒 をして 知らす 識ら すの 屮 

に 其 前に 跪かし めたり、 ハ ン デル 天の 美 昔に 觸れて 「サム ソ ン」 「救 t -」 の樂譜 は^に 出たり、 バ ッ 

ヒ、 モザ ー 卜、 メンデ ルゾンの 樂も亦 一として 宗敎的 感動に 由らざる はなし。 (續稿 不詳— 編者」 

(『世界 之 u 本』 七：：：： サ 五：：：. 十一月 十：：：) 


世界の 日本 


世界の 日本， 鳴 呼 吾人の 是 を識認 する 何ぞ； i き、 口 本 は 世界の 一部分に して^ 界はロ 本の 支部に あら 

す、 ：=： 本の 山脈 は 支那 山系の 延長な り、 n 本の 海- か を 洗 ふ 潮流 は、 印度洋より 來る、 西 比 利 |g よりす 

る 塞 風 は、 口木の 西北 諸 州 を 鍵し、 n 本の izL" 類 は、 柬察加と比律賓群^^との間に往來す、 日 木の や 〔類 

に 印度洋 産の 者 多く、 亦 地中海の 産に 類似す る^ た邇 し、 n 本 は 孤立して 地球^ 上に^ 在せ す、 伏 

界を 知らす して 日本 を 知らん とする は、 體を 知らす し て^や 鼻 を 知らん とする の 類な り。 如何に n 

の ゆの 屮 なれば とて、 此の 如き は 愚の 極、 無智の 極と 謂 はざる を 得す。 

余乘は 勿- B: 粹 保存の 必要 を 知る、 眼 を嘆赏 する の餘り 鼻の 用 をお みざる； S<T は、 < ^^の 排斥して 止ま. 


ざる なり、 眼の 長所 あり、 鼻の 長所 あり、 然れ ども 我れ 鼻 なれば とて、 全體 悉く 鼻の 如くなる べし- 

と 云  ふ、  是れ 今日 世に 稱 する 愛 國 者の 僻論なら す や。 

能く 鼻 を 保： し、 能く 其. 齅神經 を 鋭から しめ、 能く 完全 無缺の 鼻と なして 交際 社 # に 誇らん とする 者. 

は、 必 すし も-斗 鼻 專門醫 の 治療 を 要せす、 身體の 健全 は のきき きか^か 4r か.^ む、 鼻の みに 

注意し * 之を抢 り、 之に 膏 らし、 是れ のみに 全心 全力 を 込 むれば、 終に は 世界 無二の 鼻たり 得べ しと 

信す る 扮粧子 は、 社會の 嘲弄 物なら す や。 

余輩が 世界の 日本 を 叫ぶ の 理由 は、 實に明 々，：n 々日光 を 隙る よりも 瞭 かなる 此 一 事 を、 我が 同胞の 頭 

腦に 印刻 せんが 爲め なり、 卽ち鼻 は體の 一部分に して、 體は 鼻の 屬 にあらざる こと 是れ なり、 卽ち曰 

本 は、 世界の 日本に して、 世界 は 日本の 屬 にあらざる こと 是れ なり、 而 して 余輩の 是を なす は、 我が. 

邦人が 此 一 審を 忘る-" が 故に、 多くの 馬鹿らしき 迷信に 陷り、 多くの 危險 なる 妄想 を懷 き、 終に は 多. 

くの 不利と 失敗と を 招きし こと を 信 すれば なり、 昔 は 地球 は 宇宙の 中眞 なりと ： 一 11 口 ぜ ら乜、 比 說こ抗 す 

る 者 あれば、 不信 不敬 不邏の 者と して 迫害され にき、 然るに， コ パル 一一 カス 屮：： で、 舊說の 誤謬 を 正し、 

ケプラ ー、 ガリリ ォ是に 和して 以來、 ， 一一 ュ ー トンの 引力 發見 となり、 ，ハ 111 シ： エルの 犬體 配列 論と なり 

て、 t に小舉 生徒 も 地球 中 眞說の 愚と 味と を 笑 ふに 至れり、 iai^ き <vi、  ^nki 

得ん や。 

我 画 は 世界の 屮露 なり、 世界 は 我 國に貢 を 拂ふ爲 めに 造られし なり.、 我に^ 界を 併呑す るの 武 あり、. 

金 甌無缺 の 子國 「地 膏 tr 生 嘉禾、 人 勇敢、 長 干戈、 衣食 足、 貨財 多」 と、 如此 が愛國 論な り、 視- 

線 を  一 途に 我が 邦土に 蒐め、 其 美 を 嘆 じ、 其 長 を 讚して 已 まざる、 是れ 忠臣たり、 愛阈 者な り。 
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然れ ども 3m 现 は愛國 心より 大 なり、 我れ 如何に 威張り たれば とて、 黑 潮の 進行 を堪ぎ 難し、 世界に 大 

勢なる もの あり、 w 千 萬 人の 愛國心 も、 此 大勢 を 如何と もす る 能 はす、 是れ 人爲に 出で し 者に あら ざ 

れ ばたり、 英人之 を 作らす、 佛人、 露 人 之 を 生ます、 是れ 天の 定めし 進化の 恆則 にして、 國」 i>-c: 盛衰 

は 單に此 大勢に 循 ふと 逆ら ふとに 因 る た り 。 

余 は必 すし も 世に 所謂 世界主義 を 採る 者たり と 云 はす、 世界主義と 云 ひ、 國家 主義と 云 ひ、 若し 公 

平に、 學術 的に、 哲理 的に、 之 を 1^ 究 すれば、 其歸 する 所 は 一 たり、 正當 に解釋 す、；. ば、 體の爲 めに 

する 衛生 論 は、 鼻の 爲 めに する 衛生 論な り、 余輩 は 世界 主穀を 取る 者た A り、 日本 を 世界の 一部分と し 

て 見；，： ばな り、 余輩 は國家 論者な り、 日本の 利益 發達 を正當 自然の 觀察點 より 究 せんと 欲する 者な 

ればた り： 

宇宙の 眞理は 余輩に 敎 へて 曰 ふ、 善く 全 體に盡 す 部分 は榮 ゆと、 善き 葉と は、 全 植物の 養 汁 を 悉く？^ 

牧消盡 する 葉 を 云 ふに あらす して、 善く 植生 全 體の發 育 を 助く る 者 を 云 ふなり、 善き 手と は、 全體の 

血液 を 呼び、 "をして 手 ある を 知りて 體 ある を 知らし めざる 手 を 云 ふに あらす、 善き 手 は 善く 全體の 

衞養 動作 を 助け、 體 をして 手 ある 事 を 知らし めざる 者 を 云 ふなり、， 善き 市民と は、 一 國の 財貨 を舉げ 

て共怏 樂の枓 に^し、 國家を 擧げて 名利 を 博す るの 具と たす 政事 家、 博士、 新聞記者の 類 を 云 ふに 非 

す、 善き 市民と は、 自己 ある を 忘れ、 國家 ある を 知りて、 自己 ある を 知らざる 獻身 奉公の 士を云 ふな 

COOOOOOCO  OCOCOOOOOOOOOO  00000000  OOOOOOCOO 

り、 善き 犬なる 國 家と は、 最も 多く 人類 進歩の 爲 めに 盡し、 世界の 改造 を 助け、 大眞 理と大 思想と 大 

事業と を 最も 多く 全世界に 寄附せ し 者 を 云 ふなり、 印度 帝國と 濠洲と 加奈 太と を 以て、 英國の 富を稱 

する 者は您 まれり、 英國の 富 は 其シ— H リ^ にあり、 其べ II コ ンと a ュ ー トンと にあり、 其， ハ ヮ 


1 ドの 監獄 改良 事業に あり、 其ゥヰ ルバ ー フホ ー スの奴 n 廢止 運動に あり、 獨 逸の 勢力 を唱 ふるに、 

其 五十 萬の 常備軍 を 以てする 者は愆 まれり、 其 强と大 と は、 其ル ー テルの 偉業に 依れり、 其ゲ 1- テ， こ 

シ ルレ ルと、 フィヒテと 、レエ リングとの 感化 力に 依れり、 X 布臘は 我の 北诲 道に 及ばざる 小 邦たり とい 

へど も、 其 プラト ー と フィ. 、ティア スとァ リスト ー トル を 以て、 今猶ほ 文明 世界 を敎 導し つ X あり、 一 

時 は 歐亞の 半 を 斬り 從 へし チモ I ル の帝國 は、 今 何處 にある、 曾て 東歐の 大半 を 奪略し、 武威 を歐： ：0| 

の 間に 振 ひし 土 耳 古に、 今 は 東方の 病人と して、 機に 氣息奄 々たるの み、 一時 は 世界の 女王と 呼ばれ、 

歐の 最良 部分に 加 ふるに、 米の 殆ど 全部 を 以てし、 銀 饋 金穴 數 ふるに 遑 なく * 世界の 責金羼 を 悉く 邦 

內に牧 めんとの 希 圖を懷 きし 西班牙 は、 一大 思想 を 人類に 供せ しこと なく、 一大 博愛 的 事業 を 以て 宇 

內を 益せ す、 只 武勇 維れ 誇り、 奪取 維れ 恣 にし、 自由の 進路 を 妨げ、 思想の 發達を 害せり、 故に 今や 

國運 衰滅の 域に 迫り、 其 全力 を 擧げて 尙ほー 領土の 反 民 を も 鎮撫す る 能 はす、 十七 世紀の 最大 强國 は、 

今 は 傲慢 國衰頹 の 實例を 以て 世界の 國民 を警誡 しつ i あり、 佛國は 武勇の 故 を 以て、 其 國疆を ライ， Y 

河 以西に 擴張 する を 得 ざり き、 國 民の 歷史を 鶴め 見よ、 其强 lsi:rr 

業の 多寡に 比例す。 

^  0  0  ^  0  0  ^  0  0  0  0  0  0  0  0 つ 0  0  C  0  0  0  0  0  0 

世界の 日本 は 世界 をハ分 する 事 を 以て、 其 目的と たさ るべ からす、 平和と 進歩と 開明と を 供す る こと 

を 以て 其方 針と なさ るべ からす、 口に 君子 國を唱 へて 心に ミル、 ベン タムの 粗暴なる 擾接劣 改主養 

を 保持す るが 如き 偽善 を脫 却せ ざるべ からす、 義 戰を宣 一 百して 掠奪 を實 行す るが 如き 形 迹を根 ，® せ ざ 

ジ、、 、、ヒ -、、 i!rc 、ね P  P 、？ -  0  p、、  0  0  つ 0  C-  000000000  ococ-'cooocoo 

るへ 力ら す 世界の 日本た る は、 犬なる 事に して、 大 たる 日本た る 事 は、 先づ 倫理的に 思想 的に 大か 

る 事たり、 兵 を 增すは 是が爲 めたら ざるべ からす、 武に 誇らん が爲 めに 非す して 義を强 ひんが 爲 めな 
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り、 富 を 增すは 是が爲 めなら ざるべ からす、 快 樂を增 進 せんが 爲 めに 非す して- 眞理の 發揚を 補 はん 

が爲 めな り。 

世界の 日本 は、 其 天職 を認 む、 日本 は 世界の 小 部分 (世界 睦 面の 三 •K:: 五レ 分の 一 なり) なりと 雖も、 

oooooooooooooooo〇o〇oooo  厶厶  <1厶<3<3厶厶<1<3厶< "厶 A<1 厶 A<3  A  A 

世界 は 日本な くして 其發育 開明の 域に 達する 能 はす、 日本 は 世界に 對 して 重大なる 責任 を 負 ひ、 世界 

は將に 日本に 負 ふ 所 甚だ 多 からん とす、 東西 兩洋の 問に 介して、 西 を 招き、 柬を辯 じ、 ：^叫^5<;の暴を和 

らげ、 後者の 迷 を 解き、 二者の 配合 を 計る は 日本 を 措きて 他に 國民 ある を 知らす、 余聚は 信す、 

六^の 生 民 は 我等 日本人の 蹴 起 活動 を 促しつ \ ありと、 日本 は亞 細亞， の 正 1： を 守る の！； なり、 我等の 

一 擧 一 動 は、 亞細亞 の 威 嚴に關 する 事 多し。 

大國の 民 は 利 を 語らす、 ペル クリス は 彼の 雅 典の 民に 富を說 かす、 英國の 火 は 七十 億の 財 を 消^して、， 

欧洲 を那 帝の 壓 制より 救 ひ 出 だせし 後、 其戰 勝の 權利を 悉く 放棄せ しとき にあり き、 富 は 義務の 實行 

0  0  0  0  0  0  0  0  ©  0  (丄 つ)？)  0  0  0  0  0  0  0  0  0 

に 伴うて 來るを 要す、 富の 爲 めに する 富 は、 富に して 富に あらす、 德は 得な り、 日本の 最大 利益 は務 

めて 其 天職 を 全うする にあり、 地を遼 東に 略して、 還て 之 を 他 邦に 讓る、 口 本の 爲め にして：：： 本は不 

刺 を 招き、 世界の 爲め にして 日本 は 始めて 實利を 博す る を 得べ し、 余輩 は^ 界の 口木 を唱 へて 日本の 

實 S を 謀らん と 欲す、 日本の 日本、 叉 は 日本の せ界を 叫びて、 俗論に 媚 ぶる こと を 恥と す。 

(1 世界 之 H 本』 九月 十 no 


問答 二 三 


客 あり 余に 問 ふに 左の 二三の 事項 を 以てせり、 而て余 は爾か 答へ ぬ。 

ooooooooooooooooccoo〇oooo〇〇cco 

問、 足下 は 日本の 基督 敎は 今より 何年 を 期して 復興す ると 考 へらる &ゃ。 

答、 敎會は 草木 叉 は 動物の 如き 自然 物に あらす、 草木 は 時期 を 定めて 花 を；； -ち果 を 結び、 小； ：=- は 或る 

時期 を經過 すれば 成人して 智力の 啓發に 至るべし、 然れ ども 敎會 は人爲 的な り、 復興 せんと 欲せば 

明日、 今日、 之 を 復興す る を 得べ し、 而 して 其 復興の 方た る や、 安樂 椅子に 倚りう 摧り、 或 は 柔軟な 

る 膝 得の 上に 跪き 如何程 析禱 叫號す る も 無益 なり、 暑 を 山上に 避けながら 眼： トに 群 住す る 憐れな る 

數 萬の 異敎 徒の 爲 めに 祈願 を 込める も 無益な り、 敎會 復興の 方策と は敎導 帥先 づ躬 から 身を扣 つる 

にあり、 彼の 家族の 安樂 を 犠牲に 供す るに あり、 若し ミッションより 金 を 貰 ふ 事が 精神 上 彼と 彼の 

敎會の 上に 害 ありと 信 すれば 直に 之を絕 つに あり、 我れ 幾 ゆると も 可たり、 我の 妻子に して 路頭に 

迷 ふに 至る も 我 は 忍ばん、 眞理は 我と 我の 家族より 大 なり、 此 決心の 實行 あらん 乎、 敎會は 直に， お 

輿し 始む べし、 是れ なからん 乎、 復輿は 世の 終まで 待つ も來ら ざるべし。 

ooooocooooooooooooooorj 

問、 足下 は尙ほ 何時 迄 も 著述に 從事 せられん とする 乎、 (基督 信徒に 他人の 仕事 を氣 にす る 者 多し )o 

答、 余 は 基督の 兵卒たり、 兵卒 は 其 時の 来る 迄 は 何 をな すべき か を 知らす、 主の 命な らん 乎、 余 は 高 
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壇に 立つ 事 も あるべし、 官 海に 身を投 する や も 計られす、 基督 信者 は 目的な き 者な り、 自 から 一 の 

目的 を 定め、 萬 障を排 し、 終生 一徹 其 目的 點に 達せん と勉 むる が 如き は 余の 不：^ 仰 時代の 行爲 なり 

き、 主の 命 徘れ拘 ひ、 今日は 今日の 業 を 成す、 是れ 余の 今日の 生涯な り、 余に 計畫 なる 者 ある こと 

たし、 何と 愁 むべき (羡 むべき) 生涯なら す や。 

問、 他人に 道を說 くに 如 柯 なる 方法 を 採るべき や。 

答、 余 は 曾て 如 此き事 を 試みし 事な し、 否な 試みて 其 甚だ 馬鹿 氣切 たる 事 を 認め たれば 全然 之 を 放 

せり、 道 を 行 ふ 事 是れ道 を說く 事な り、 殊更に 勉めて 他人 を敎 化せん とする が 如き は 是を爲 す 者の 

僧 越 を 示し、 無智 無謀 を證 す、 余 は 知る 太陽 は 勉めて 輝かざる を、 星 は 吾人の 敎化を 計て 光 を 放た 

す、 光から ざる を 得 ざれば 光るな り、 我れ 主に 倚り、 主我れ に 宿る 時 は 我は勉 めすして 光 を 放つな 

り、 而 して 世 は 我より 出る 主の 光 を 見て 我 を 信ぜす して 主 を 信す るに 至る、 是れ 〈水の 信す る 基餐敎 

的傳 道なる 者な り。 

客 叉 問 はす、 余 を辭 して 去る。  (『福 昔 新報』 八月 十四：：：) 


永生の 冀 望 


孔子 曰く 「我 未だ 生 を 知らす 焉んぞ 死 を 知らん」 と、 基督 曰く 「明日の 事 を 憂 ひ 慮 ふなかれ、 明日 は 


明日の 事 を 思 ひわ づら へ、 一日の 苦勞は 一日に て 足れり」 と、 フランクリン！：： く 「一つの 今日は 二つ 

の 明日に 勝りて 價値 あり」 と、 フヰ リップ、 べィレ ー 曰く 「吾人の 歳月 は 功業の 多 {4 を 以て 箅 すべし. 

年數を 以てすべ からす、 …… 最も 高く 感ぜし 人、 最も 多く 働ら きし 人が 最も 永く 生きし 人な り」 と。 

人の 生涯 は 今日に ありて 將來 にあら す、 未来に 着 念して 現世 を 怠る 人 は、 縱 令未來 あるに もせよ、 未 

來 を承績 ぐべき 人に あらす、 義務 は 吾人の 指南車な り、 縱令 地獄の 底に 抵るも 義務の 指 命 は 我れ 逆 は 

じ、 善の 善た ると 義の義 たると は、 未来の 存 すると； せざる とに 些少の 關係を 有せす、 死後の 快樂の 

爲に今 世に 於て 勞 する は、 老後の 快 樂の爲 に 其 子を敎 育す ると 等しく、 利己的 現金 的の 精祌 なり、 義 

の爲 めに せんか、 靈魂 全滅に 歸 する も 可な り、 祌も未 來をも 失 ふ も 可な り、 粉 身 碎骨此 國と此 民と に 

盡 さんと する に當 りて、 吾人に 寸毫の 私心 あるべ からす、 天 國と謂 ひ、 極 樂と謂 ひ、 是れ 吾人が 死し 

て 利 慾の 覊紳 より > 脱せし 時の 狀 にあら す や、 生命 を 保全 せんとす る 者 は 之 を 失 ひ、 義の爲 めに 之 を 失 

ふ もの は 之 を 得べ し、 後^の 娛 樂に與 からん と 欲する もの は、 卽ち 後世 を 失 ふ ものな り、 先づ捐 つる 

にあら ざれば 得べ からす、 此生然 り、 永生 亦然ら む。  ，  、 、 

據 りて 知る 純粹 倫理に 未來觀 念の 必要な きを、 未來を 知る の 要は、 吾人の 勇 行を勸 ますに あり、 He 人 

の 思惟 を 高む るに あり、 吾人の^_|苦を慰むるにぁり。 

0  ©  ^3-  2  0  3  ^  ©  ©  0  000  000000000000000  OOOOOOOOOOOOGOO 

宗敎は 審美的 倫理な り、 單に 勇なる のみなら す 高尙に 勇なら しむ、 單に 忍ぶ のみなら す 喜ばしく 思 は 

しむ、 未來觀 念は大 美術家の 手に 作りし 緯畫 樂譜の 如き もの、 之 を 生活の 必要品と 稱 すべから ざる も- 

之 を 有して 吾人の 態度に 溫雅 なる あり、 吾人の 行爲 に優麗 なる あり、 吾人の 思惟に 美麗なる あり、 否 

之に 止まらす して 美術 は 勇より^ を 生み、 壯 をして 益々 壯 たらしむ、 マ ー セ ー ュ の樂譜 始めて 佛の南 
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4^-に響きて、 全 佛擧て 革命の 民と なれり、 國歌 陣頭に 奏せられて、 ゥォ ー タ n 1 の戰 場は英 軍の 有に 

歸 せり、 路錫 曰へ る あり 「余の 货聲 響き渡りて 惡魔 去りて 跡 を 留めす」 と、 敵 を 1  且す は、.^ にあり、 

oooooooo〇  000  0  00  0  0  0000 

を 鼓す るは樂 にあり、 美術 亦 重要なる 交戰 具な り。 

吾人に 尙ほ來 るべき 理想的 生涯 ありと 假想 せよ、 完全 無缺の 社會、 吾人の 聖望を 盡く充 たさるべき 處、 

私慾の 痕跡 だ も 留めざる 處、 水の 大洋 を淹 ふが 如く 正義の 盈ち 滿ち 渡る 處、 淚の 悉く 乾く 處、 哀み哭 

き 痛み ある ことなき 處、 生命の 水の 流る.^ 處、 生命の 樹の實 る處、 凡て 潔から ざる 者、 凡て 憎むべき 

もの、 凡て 不義なる もの、 凡て 謙 をい ふ 者の 人る こと を 得ざる 處、 卽ち詩人^^「の言ひし r 歡、 此 

に滿 ち、 望、 此に 成る 處」、 …如 斯… I 界の猶 ほ 令 世の 後に 在る ありて、 吾人 は 之に 入る の 特權を 

有し、 亦 之に 入る の途の 吾人に 供 へられし と假 想せ よ、 斯 くの 如きの 感 念が、 如何に 吾人の 思想 を 高 

尙美嚴 ならしめ、 死 を 輕んぜ しめ、 義を 重んぜし め、 善を爲 すに 敏 ならしめ、 惡を 避く るに 捷 ならし 

め、 淚を拭 はしめ、 愁苦 を散ぜ しむる 乎 は、 余輩の 言 を 待た すして 明かな り、 宜 なる 哉 アイ サ ダク、 I 

ゥ ットの 言 や、 

若し 天上の 名簿の 錄に 

たしかに 我 名 を 記す る を讀ま ば 

我は簡 怖に 別 を 告げて 

我 は 流る i 淚を拭 はん  . 

.然 り 人類に 供せられ し獎勵 慰藉の 内に 未来 存在の 應 承の 如き は あら じ、 若し 之 を 詩人の 夢想に 成りし 

ものと する も、 其 人世 を 益せ しこと 實に大 なり。  . 


然れ ども、 来世 問題 は 其 實利を 離れて 攻究す る を 要す、 これ を勸善 懲惡の 用に 供し、 善を勵 ますに 其 

賞 を 以てし、 惡を誡 しむる に 其 罰 を 以てする が 故に、 未 來感念 は 愚者 凡夫の 畏懼 信賴 する 所と なり、 

義人 傑士の 輕馒 放棄す る 所と なるな り、 余輩 はこれ を 宇宙の 眞理 として 探究す る を 要す、 善惡 自然の 

結 として？^ 察する を 要す、 余輩 は 自身 其 賞に 與 からん が爲 めに 其 存在 を 確 めんと 欲する にあら すし 

て、 余輩に 勝る 正義の 士 にして、 人 r# に 於て 彼等の 受 くべき 應 報に 與 から ざり し 者の 未 來の有 樣を知 

らんと 欲するな り、 卽ち此 世の 事實 は、 以て 天道 是乎非 乎の 大 問題 を 決する に 足らざる が 故に、 余輩 

は 祌の義 を 建てん が爲 めに 造化の 隱語を 解 せんが 爲 めに、 今 世 以外に 生靈の 存在 を 索む る ものたり、 

而 して 余輩の 探究の 結 某と して、 之 を 人せ の冀 望に 徵 して、 之 を 偉人の 證 言に 照して、 之 を 自然の 働 

作に 問うて、 之 を 造 主の 本性に 質して、 之 を 吾人の 自 覺に證 して、 生 は 現世に 止ま.. rv\u して 今 世 以後 

尙ほ來 世 ある を 解り、 吾人の 稱 して 死と なす もの は、 死滅の 謂に あらす して 單に變 世なる を 知らば、 

吾人の 此 f に處 する に當 りて、 .r*: 人の 厄 を 忍ぶ に 際して、 吾人に 大 影響 を來す は、 理の 最も 賭 易き も 

のな り G 

未來 永生の 冀望 は實に 現世の 不調より 發 するな り、 これ 佞 の士が 忠臣 義士 視 さる X の 世な リ、 これ 

髙 節の 士が 迫害 窘逐 さる、 世な り、 壯士 百年の 計 圖を懍 きて 死し、 衰 老死 を みて 至らす、 節^ 薄命 

にして 奸人壽 を 以て 終る、 時に 媚びて 成り、 世に 杭して 敗る、 志士 は 身 を 殺して 仁を爲 し、 懦夫は 命 

を^して 仁に 與 かる、 播 くもの は 刈る ものに あらす、 賞罰 褒贬の 配布 不公平た る 現世の 如き は あら じ、 

「大道 不知 是歟 非、 陰 雲漠々 日光 微」、 「世上 毀 譽輕似 塵、 人間 百事 偽 乎 眞」、 木 戶松菊 は斯く 歎ぜ 

り、 西 鄕南洲 は斯く 疑へ り、 靜思 人世 を考 ふるもの にして 何人 か此感 なから ざらん や。 
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天道 は是 なり、 非なる 能 はす、 然れ ども 現世 は 非な り、 吾人の IJ^ 疑 は 現世の 是 たらざる が 故にして 天道 

かき I んに 因らす、 是に 於て 未來感 念の 哲學的 必要 は 起る 也、 現世 は 吾人 存在の 一部分と して 解す る 

を 得べ し、 其 全部と して 解す る 能 はす、 吾人の 未來を 知らん とする は、 吾人の 思惟に 資 めら れ てな り。 

未来：：^ せ ざれば 可し、 吾人 は 憂 を 吞んで 忍ばん、 然れ ども 實に存 せん 乎、 s 人の 之 を 知らん と 欲する 

切なり、 斷 腸の 思 ひ を 以て 永遠の 訣別 を吿 げし 吾人の 愛する もの は、 今 猶ほ存 する 乎、 義者義 の爲め 

に 死して 義の冠 を 頂く 處 ある 乎、 聽勃 として 吾人の 胸中に 湧き 來る 聖思聖 想の 行 はるべき 處 あるか、 

佞人 の 棒 息し 得 ざ る 世界 あるか、 人世の 冀 實に 之より 大 なる はなし。 

然れ ども 吾人 は實験 的に 其 存在 を 確かむ る 能 はす、 吾人 推 度 的に のみ 之 を 知る を 得るな り、 余孽は 

お 人に 抵 りて 問 はん、 余輩 は 自然の 指示 を 受けん、 余輩 は 神の 本性に 質さん、 余輩 は 余輩の 自覺に 問 

はん、 -ric 人 は 死して 死せ ざる 乎、 永生の 冀 望は賴 むべき 乎と。  (『福音 新報』 十一月 十三：：！) 

寡婦の 除夜 

(明治 卄九 年の 歳末、 軍人が 戰 勝に 誇る を 憤りて 詠める) 

月淸 し、 星 白し、 

霜 深し、 夜 塞し、 

家 貧し、 友 少し、  , 


歲盡 きて 人 歸らす Q 1 

思 は 走る 西の 海、 一 

淚は 凍る 威海 灣、 一 

南の 島に 船出せ し、 一 

戀 しき 人の 迹 ゆかし。 一 

人に は 春の 晴衣、 j 

軍 功 の 祝 酒、 ^ 

ャり . つび ザ ひ 

我に は 假の佗 住、 

獨り手 向る 開ぎ の 水 Q 一 

我 空 ふして 人充 ち、 一 

我衰 へて 國榮 ゆ、 一 

^：：を冥土の夫に盡し、 一 

節を戰 後の 國に全 ふす- 

一 

月淸 し、 星 白し、 
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-豁 深し、 夜寒し、 

家 貧し、 友 少し、 

歲盡 きて 人歸ら す。  (『福音 新報』 十二月 サ 五日) 


匿 

史學の 研究 

我 は 過去の 結果に して 未来の 源 因たり、 人、 人の みは 進歩的 動物 なれば、 彼 は考古 的に のみ 解す る. V 

得べ し、 我に 元始 的 i ぼ 先の 純白 無害なる あり、 熊 襲 八十 梟の 猛烈 馴致し 難き あり、 我 曾て 守屋 となり 

て 外 敎を排 し、 淸麿 となりて 妖 僭を逐 ふ、 我 は 時宗の 斷を贊 し、 西 海の 怒濤に 胡 氛を纖 せり、 我は樱 

井の 遣 調に 與 かり、 民舍に 七生の 冀^ を懷 けり、 豊公 絶大の 志ば 1- は 我の 慾な り、 淸； 止 八道の 蹂躪 は 我 

の 功な り、 我 は 聖德を 湖西の 藤 樹に學 び、 農理を 31 東の 尊 德に聽 けり、 我 は 驚 山の 爲 めに 誇り、 南洲 

ありて 我 は 世界に 大 なり、 我は實に日^M ー千年間の作なり。 

而 して 細 琪 たる 東洋 一 孤島の 民た るに 安ぜ す、 自ら 進みて 世界の 市民た るに 及びて、 我 は 益. - 廣瀾雜 


駁なる 我と なれり、 我 は 猶太 人に 依りて 我 神を拜 し、 希臘 人に 依りて 思惟し、 羅馬 人の. 律に 從ひ、 獨 

逸人に 思惟 信仰の 獨立を 得、 英吉利 人に 憲法 を享 け、 法 蘭 西 人に 文化 を 施 かる、 耶利 米亞は 我が 爲に 

哀歌 を 謳へ り、 プラト ー は 我が 爲 めに 哲理 を 講ぜり、 レ，. 一 「ダス 我が 爲 めに 虐 王の 暴威 を 挫けり、 シ. 

1 ザ— ー 我が 爲 めに 北 歐の蠻 奴 を 化せり、 ダンテ 我が 爲 めに 三界の 苦 樂を味 ひ、 ゲぃテ 我が 爲 めに 新紀 

元の 理想 を 示せり、 ル ー テル— 我が 爲 めに 宗敎的 自由 を 供し、 我 亦 ボル テャ、 ルッソ ー の 輩に 負 ふ 所 

からす、 我れ 今日 憲法 國の 民た らんが 爲 めに は、 グラ 力. ィ 兄弟 は 殺戮せられ たり、 モント フホ ー ト公. 

サ 1 ィ モン は、 ィ ー ブス ハムの 戰 場に 斃れ たり、 ，？r..-TF^ はギ ー ス 族の 殘 害に 遭へ り、 ライデン 城 は 

液せられ て 其 市民の 過半 は 饑娥に 死せ り 、ハ， ムプデ ン，. 銃丸に 斃れ ざるべ からす、 ク ロム ゥ H ル 「白 殿」 

に 泣かざる ベから す、 ヮ， シン トン 劍を拔 かざる ベから す、 而 して 世の 掌權 者の 頑愚なる、 佛 國 革命 も 

米 圃獨立 も 彼等の 瞑 を 開く こと 能 はざる が 故に、 世が 十九 世紀に 人り てより 尙も 仁人 勇者の 奮起 を 促 

し、 伊に マ ヂュ、 ガルバ ルヂ 立ち、 露に， へ ルツ— ェ ^ り、 怫にレ ドル- 1 n い リン 出で、 洪に ルイ、 コ， 

ス ：ー ト ありて 民の 悲運 を唱 へて 高く、 流覚 困苦 生 を 弱者の 救濟に 供して 僅かに ケ日 ある を 得しめ たり， 

憲法 的 日本 は 世界の 日本な り、 之 を 正解 せんとす るに 神皇 正統 記 を 以ての み爲 すべから す、 シ ー ザ ー 

之に 與 かりて 力 あり、 コリー 一 II. 之が 爲 めに 血 を 流せり、 明治の 日本 を 以て 日本の みの 日本と 做す、 無 

9999999999  OOOCOOOOOOOOOOOO  oooooooocoo〇o<:)ooo 

識 之より 犬なる はなし、 世界 偉人の 協同に 由り て 成りし 日本、 之 を 知る に 全， 界の歷 史的 智識 を 要す。 

我に して 斯の 如し、 我國 にして 斯の 如し、 故に 我 を 知る. に 過去の 全世界 を 知る を 要す、 哲人 H マル ソ 

—ンの 言 實に然 り。 

H  1  0 ン vuor  of  tho  sphere, 
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Of  tlie  seven  Bta-rs  apd  the  solar  y©ar. 

Of  Caesars  han 一 i Jlu(l  l)latcs  ^M.p^-^. 

Of  I」ol.d  chl.i8t.H  hGal-t  and  slullssl:>ea,l.e.s  strain. -, 

我 は 世界の 持主たり、 

森 羅萬象 我物な り、 

シ. 'ザの 手腕 ブラ 卜の 腦、 

イエス の 心も沙 翁の 技 も、 

歷史を 知らざる もの は 目前 目下の 人な り、 社會の 現象 は 個々 獨 立して 彼の环 HI に 觸れ、 小兒 が繙畫 に. 

對す るが 如く、 席 醫が病 を 察する が 如く、 事物 を 判す るに 僅に 目前 當 時の 動勢 を 以てす、 ， 彼の 觀察は 

枝と 葉と に 止まり 幹と 根と に 達せす、 其 結果た る や 彼 は往々 にして 狂信的 夢想 漢 となり、 改革 家と 稱 

して 急 劇なる 社會の 改造 を畫 し、 其 彼の 意に 從 はざる あれば、 忽ち 憤激して 社會の 怠慢 を忿 り、 進み 

て 挫折す るに あら ざれば 退きて 1^ 一死す るに 至る、 彼の 擧 動の 小 兒 的なる は 彼の 觀 察の 目前 的なる より 

來る、 現在 は 過去の 結果 なれば 之 を 治す るに 古を考 へざる ベから す、 洽も名 醫の病 を 治す るに 方り て 

發 熱に 對 して 必す しも 下熱 劑を用 ひす、 苦痛 を 去る に必 すし も 鎭痛劑 に 依らす、 先づ 病根に 溯りて 共 

排除に 從 事す るが 如し、 歷史を 知る と 知らざる とは學 と無學 との^な り、 學 (scieuco) 何者 ぞ. 源 K 

結 Mi^ の 智識なら す や、 英語の history  (歷史 ) なる 語 は、 希臘 語の llistcl.ia より 來り、 單に 「 學」 の 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOD 

意な り、 ^ 史は 人生 社 會の學 たり、 歷史に 暗き 事 は 社交的に 野蠻 人た る 事な り。 

史を 知らざる. i の は 狭隘の 人な り、 彼 は 人類の ー圑體 なる を 知らす、 彼 は 個人的 义は國 〔豕的 生 泥 あ 


る を 知りて、 枇界的 人類 的 生涯 ある を 知らす、 恰も 繙魚麥 魚の 類が、 小 池 ある を 知りて 大洋 大河 ある 

を，, ら ざるが 如し、 知らす や 濁流 溢れ 來 りて 小魚の 巢穴を 犯す 時 は、 潦雨 遠山の 柴深 を？ i し、 暴 流斷, 

•  99999999  0000000  0  0  0  0000  0000 ご ooooocoooooooooj 

橋を沒 する 時なる を、 一圃の 利害 は 宇內の 利害に して、 人類に 關 する 事項に して 遂に 我 身に 及ばざる 一 

は あるな し、 歷史は 人類 各部の 關 係を敎 ふるもの、 歷史に 依りて 吾人 は 人類の 聯結 (§nsoli(lal.ity  of 

m;tn) てふ哲 學的大 原理 を 知るな り、 自大 的國家 主義 は 常に 歷史敎 育の 缺乏 より 來 るたり、 我 をして-一 

謙虚の 民と ならしむ る もの、 我の 眞慣 を覺 り、 他 を 敬 ふ を 知りて 自己の 尊嚴を 維持せ しむる もの は、 ■ 

宏量なる歷史的^^究と觀察とょり來る。 

倫理 學的 例證 としての 歷 史の效 用に 就て は、 余輩の 言を俟 たす して 明かた リ。 過去 は 其 儘に 橾り 返す， 一 

ものに あらす、 然れ ども： 11： 樣の源 因 は、 必す 同様の 結 架を來 す、 同一 の 倫理的 法則 は、 古今 を 通じて 丄 

働きつ \ あり、 歷史は 實例を 以て 敎 ふる 倫理 哲學. り、 小島 法師の 太平 記 序文 は 史學日 進の 八， 日尙 ほへ 

變更 すべから ざる 確信な り。 

蒙竊探 II 古今 之變 化- 察 11 安危 之來由 i 覆而 無， 外、 天之德 也。 明君 體， 之 保 ，|國. 家 r 載而無 レ棄、 地 

之 道 也。 良臣 則， 之 守 II 社稷 若 夫 其德缺 則雖， 有.， 位不， 持。 所謂 夏续走 11 南巢？ 殷紂敗 .，1 牧野？ 其 _1 

道 違 則 雖.， 有 レ威不 レ久。 曾 聽趙高 刑 11 咸陽 i  ti 山 亡 U 鳳 翔？ 是 以前 聖愼而 得 レ垂， I 法 於將來 1 也。 後昆 

顧而不 A 取 11 誡 於旣往 1 乎。 

若し 夫れ 歷史の 快樂に 就て は、 余輩の 爱に 多く 曰 ふ を 要せす、 喜びて 歷史 を讀み 得る もの は、 恆 に觀： 一 

劇の 快と 樂 とに 與 かる ものな り、 弱志 男女と 席 を 共に する にあら すして、 道德的 危險を 冒す にあら す" 

して、 父兄の 財 を 浪費す るに あらす して、 常時 活劇 を觀 るの 歡を 有する ものたり、 f に事實に勝る_1^^_ー 
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剌戲 劇の あるな し、 吾人 若し 人情の 奥意 を 知らん と 欲せば、 何ぞ 殊更に 劇作 者の 制 曲に 倚る の 要 あら 

んゃ、 歷史 は實に 志士の 快樂 たり、 英の 批評家 ゥヰリ ャム、 ハヅ リット (willimu  Hilzlitt) は 云へ り。 

若し 釗場は 吾人に 示す に 人の 假 面と f の 外装と を 以てする なれば、 書籍 (殊に 歷史を 云 ふ) は、 

吾人 を 彼等の 精神に 導き、 吾人 心 1- の 蘊奥 を 吾人の 爲 めに 開く ものな り。 

萬 世の 智惠と 技藝と 心情と は歷史 に 込めり、 之に 臨む は寶 化の 山に 入る 事に して、 ^界の 賢人 君子と. 

交 を 結ぶ 事な り、 歷史 は、 幼時の 敎導 者、 老年の 知 客、 寂寞の 時の 吾人の 慰藉、 ？^: ： 人の 憤怒 を靜 むる. 

もの、 憂慮 を 愈す る もの、 失^！！^；を除くものなり。 

歷史の 定義 井に 15^ 域 

0  t 。一 (。) (。リ 0  (。ン ®  ©  ^  3  ^  0 

歴史 は 人類 進步 の記錄 なり。 

1 似 人の 發達 進歩 を敘 記せし もの 之 を傳記 (Biography) と 云 ふ。 

阈家を 一 個獨立 人と 見做し、 其發達 進歩 を錄 せし もの は、 國 家歷史 (National  History) たり。 

人類 を 團體的 一 個人と 見做し、 其發達 進歩 を 論述せ しものに、 之 を 世界 歷史 (TTlliversal  History) と- 

云 ふなり。 

國 家の 進歩に 關係 たき 個人の 生涯 は、 國 {\ぉ 歷史に 編入せ す、 世界の 進歩に 關係を 及ぼさ、. - りし 園 民の- 

歷史 は、 世界 歷史の 材料に あらす、 歷 史的 人物と は、 人類 全體の 進歩 を 助け、 或は 碍 げし 人な り、 歷.. 

かき. い、 ワシントン は歷 史的 人物な り、 彼の 生涯 は 人類 進歩に 關 する 大 なれば なり、 武藏 坊.. 

辨 慶は歷 史的 人物と 稱ふを 得す、 彼 は 日本人 中 著名の 人物^れ ども、 彼の 生涯の 感化 力 は 人類 全體 に： 

及ばす、 希 職人 は 小國民 なれ ども 歷 史的 國 民たり、 其 世界 文化 を 翼け しこと 著大 なれば なり、 H ベリ. 


ャ は大圃 なれ ども 歷 史的 國 家と 稱ふを 得す、 其 今日に 至る 迄 人類 進歩に 拘 はる 皆無 なれば なり、 世界 

進歩 ゅ大 流に 加 はるに.^ びて 個人 幷に圃 -ぉ は歷 4< 的た るに 至る、 伊太利 戰爭 以前の ナボレ オン は 未だ. 

歷 史的 人物に あらす、 ミランの 一 戰填軍 を 挫きて より、 彼 は 世界の 注目に 上れり、 維新 以前の 日本人 

は歷 史的 (阯界 ) 國 -i^ にあら す、 然れ ども 奮然 厥 起して 世界に 仲 問 入りす るに 及びて 歷 史的 國 民と な- 

れり。 

人類 進歩 を 河流に 譬 へんか、 歷史は 幹流、 國民は 技 流、 侗人は 枝 流に 注ぐ 細流たり、 枝 流 細流 共に 幹 

流に 合して 後 始めて 歷 史的た るに 至るな り、 技 流の 幹流に 合する に 前後 あり、 布獵、 羅 馬の 如き は、 

幹流 水源 を發 して 未だ 幾許なら ざるに 已に 之に 注入せ しもの なり、 米國、 日本の 如き は、 本流の 水源.. 

を距る 遠き 下流に 於て 之に 合せし ものな り、 人類の 大 流が 洋々 として 海に 注入す る 時 は、 世界の 國" i: 

が 悉く 之に 合流せ し 後に あらむ、 日本 は英、 怫、 獨 等に 後れて 本流に 入れり、 故に 吾人 は歷 史的に 後 

進阈 なり、 前後 は 天の 命な り、 利根の 技 流 吾妻 は ii- に 入りて 混濁 下流 を 汚し、 碓氷は 後に 來 りて 全 流 

爲 めに 冽し、 事物の 前後 は 依りて 其 優劣 を判ぜ す、 之 を 小兒の 嬉戯と 謂 はすして 何ぞ。 

幹流に 合し 之 を 感化す るに 方り て、 枝 川 全 流の 歷史 は、 幹流の 歷史を 解す るが 爲 めに 必要なる に 至る、 

波斯戰 以前の 希 職 は、 せ 界的國 民と 稱ふを 得す、 然れ ども 世界 文明が 此小國 民に 負 ふ 所 多き が 故に、 

其 起源、 ^ 達、 思想、 美術 は、、 歷 史的に 緊要なる なり、 文明世界が^^1本歷史ぃ」訪查ま|^,{-^ハ"^^15土ハ0 

は、 吾人の 思惟が 宇內を 感化し、 人類の 進歩が 吾ん の行爲 にか ふ 所 あり 後に あり、 愛國的 詩人 シル， 

レ ル 曰く、 

最强國 民と 雖も、 一 小片た るに 過ぎす、 故に 其 運命に して 人類 全 體の進 步に關 係 を 及ぼさ る 事- 
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項 は、 吾人 を 感激す るに 足らす。 

故に 歷 史家の 着眼 點は 人類の 進歩な り、 如何に 自ら 大を 誇る も、 如何に 自ら 尊き を 飾る も、 界を (妹 

せざる 國民 は、 歷史の 裁判 廷に 於て は小國 なり、 矮 おなり。 

歷史 の兩眼 

歷^ は 人類が 演 する 劇 (Drama) なりと 曰 ふ を 得べ し、 康熙 皇帝 は吟 じて n へり、 

日月 燈、 江诲 油、 風 雷 鼓 板、 天地 間 一大 戲場、 堯 舜旦、 湯武 末、 莽曹 ？|4淨、 古ん Hy-^ き 色 

歷史に 時代 的 順序 ある は、 劇に 齢と 幕と あるが 如し、 而 して 邦土 は歷史 の舞臺 なり、 + 代と 地理い は 

歷史を 正解す るの ニ大 眼な り、 故に 此ー 一 者を稱 して 歷史 の兩 眼と 云 ふ" 

世界 歴史の 紀元 は、 耶蘇 基督 生誕の 年たり、 是れ第 六 世紀の 頃、 怫 阈の惯 デォ -ー 、ン ヤス (eicuysil 一 S) 

の 〔疋 めし 所に して、 羅馬建 國の七 kn 五十 三年、 希 職 「オリ ム ピャ ル」 祭 第 kn 丸 卜 ra: 囘の第 叫 年、 バビ 

ロン 王ナボ ナサ ー 卽 位より 七 百 四十 七 年に 相當 す、 卽ち 普通 吾人の 使用す る 年表に 依れば、 西洋 紀元. 

は 我の 垂 仁 天皇 三十 年に して 漢の平 帝 元年な り、. ！ |5 デォ 1 一 「シャ スの 定めし 紀元 は、 基督 實 際の 生年よ 

り ra 年の 後に あり、 然れ ども 習慣の 久しき 今日 之を改 むる の 要な きょり、 歷 史家 は 誤謬 を 認めつ、 之 _ 

を 使用し 來れ り、 要は 確實 なる 時の 標點を 得る にあり、 之 を 我に 取らす して 彼に 取る は、 眾に 便益 上 

よりな すなり、 恰も 英國の 子午線に よりて 我の 時 問 を 度る の 類な り、 に：： 人の 愛 國 心は斯 くの 如き 細事 

の爲 めに 滅却せ す。 

地现 風ん と歷 史の關 係に 就て は、 余 は爱に 喋々 する の 要な し、 余 は 拙著 「地 现學 考」 (本 全集 笫ー卷 『初 

期の 著作 ヒ』 敉錄 —編者) に 於て 之 を 詳論せ り、 此 講義 錄の讀 者に して 彼の 書 をー讀 する の勞を 取られ 


ん事は 余の 切^す る 所な り、 そ は 世界 歷史の 一面 は、 彼の 書に 依りて 讀 者に 紹介 せらる ベければ たり.^ 

善良なる 年代記と 萬國 輿地 圖と は、 歷史 1^ 究 者の 座右 を 離るべからざる 必要 具たり、 若し 不知の 年 f 

义は 地名に 接する あれば、 之 を 探らす して 經過 する 勿れ、 時と 處とを 確め ざる 歷 史的 思想 は、 漠 とし 

で據 るべき たし、 學の嫌 惡は意 を 此點に 注がざる より 来る こと 多し。 

歷史 の區分 

歷史は 人類 發 達の 記 錄 なれば、 之に 判然たる 段落の あるべき なし、 故に 所謂 歷史の iHil 分なる もの は、 

多少 任意 的た る を 免 がれす、 然れ ども 史學 ％究 の便ハ _仅 上より、 之 を 時代 (、ぐ. つ) 時期 o)aml) 等に 

展分 する を 常と す。 

世界 歷史 普通 の 15^ 分 は 左の 如し。 

一 、 古代史 il 人類 創造の 時より 紀元 四百 七十 六 年 西羅馬 帝國の 滅亡に 至る。 

一 一、 中 古史… - - 紀元 四百 七十 六 年より 一 千 ra 百 五十 三年 君斯担 堡の陷 落に 至る。 

..•、 近世 史 ，- 紀元 一 千 ral 百 五十 三年より 今日に 至る。 

英 國の歷 史家 博士 フリ ー マン 氏の 區分は 左の 如し。  ， 

一 、 羅馬以 前史 (Auto-llomilll  History) 

1 一、 羅馬史 (Ikmulu  HiHtcry) 

二、 羅馬 以後 史 (pit-llomau  Histcl.y)  .  、 

是^-能く歷史的哲理に合ひし！？^分なりと信す、 そ は 泰西の 歷史 は、 羅馬 に屮 心し 羅 馬より 分 枝せ しも 

のた れ ばな り。 


初期の 文章  1 二八 二 

歐洲 思想 發達史 の 著者なる 博士" ト， レ ー パ り 氏 は 左の 區分 を贄せ り。 

一 、 質問 時代 或は 幼年時代。 

二、 信仰 時代 或は 靑年 時代。 

三、 理論 時代 或は 壯年 時代 リ 

§:、 老衰 時代 或は 老年 時代。 

是れ 人類 全體を 一個人と 見做して 論ぜし もの、 故に 藤 史を稱 して 社 會の傳 記 (T ぎ Biography  oi 

society) とたせ り o 

以上 何れの 區分 法に 從ふも 大差な し、 然れ ども 余 は歷 史家の 常規に 依り、 第一 の區分 法に 從 はんと 欲 

十。  (『普通 學 講義 錄』) 

農業と 社會 改良との 關係 

(祌奈 川 縣橘樹 農 談會に 於け る 演說) 

余 は曩に 農學を 修めて より、 こ、 に 殆んど 八 年間、 他の 業に 從ひ 居りし ゆる r 農業 上實 地の 事に 至り 

て は、 諸君の 前に 新ら しき 說を述 ぶる こと 能 はす、 依て 今暫 らく 余が 米國に 於て 少しく 感じた る 事 を 

述べて、 諸君の 高評 を 仰がん と 欲す。 

泰西 文明の 風、 日本に 人り しょり、 凡百の 事 ii: 西洋に 做 はざる 可から ざる かの 如き 考を 起し、 两洋の 


曲 チも 一時 は 犬に 流行して、 余の 如き も、 我 邦の 農業 は、 矢 張 西洋に 倣 はざる 可から すとの 思想 を 持 

し、 曩に四 年間 米 國風豊 業 を 研究したり、 然れ ども、 其 之 を 實際我 邦の 田鬧に 施さん とする 時に 當リ 

て、 大に是 迄の 考の 迂遠な りし を 知れり、 而 して 其 後 米國に 渡航して、 資 際に 彼 國 農家の 有様 を 見る 

に、 到底 米國の 農業 を、 其 儘 日本に 輸人 する こと は、 行 はれ 難き ことたる を 悟りし のみなら す、 或點 

に 於て は、 我 農業の 却て 彼よりも 大に 優れる こと ある を發 見せり。 

余 は 今 斯く云 ふといへ ども、 我 邦の 農業 は旣に 進歩の 極度に 達せり と 云 ふ ものに あらす、 米作 其 他の 

事に 至りても、 未だ 改良す べきの 點は 甚だ 多 かる 可し、 され ども、 余 は 今日 我 邦の 農業に して、 若し 

其 儘に ありと する も、 今少しく 一般 農家が、 社會 上に 對 する 向きの 改良 を 見るならば、 作物 牧穫 の增 

加よりも、 更に 優りて 大 なる 利 签を受 くるな らんと 信す る ものな り、 此點に 至りて は、 余が 米 國に於 

て 親しく 實視 したる 事の、 大に我 農家 を 益すべし と 自信す る ある を 以て、 今彼圃 通常 農家が、 日常 生 

活の 有様 を 述べて、 諸君の 參考に 供すべし。 

第一 に、 米國 農家の、 我 邦 農家に 比して 優る 所 は、 彼等 は 一般 普通の 敎 育に 富める ことなり、 卽ち何 

れの 農家と 雖も、 大抵  一 二種の 新聞 を購讀 して， 社會 百般の 出来事 を 始め、 殊に 己れ の 田圃、 畜類に 

か i る 事項に 注意し 居れり、 又 農業 雜誌 及び 農 書 等 を も 時々 之を讀 み、 若し 自身に て讀み 得ざる 者 は、 

兒女等 をして 之を讀 ましむ、 如此 して 社會上 百般の 智識 を 採集す るに 注意 を 怠る ことなし、 故に 實業 

上の 進歩 著る きに 至るな り、 例へば、 植物 發 生の 理由と は、 根と 葉との 關係 とか、 又 畜類 消化器の 作 

用と かい へる 事に 至りて は、 通常の 智識 を 具へ 居る ゆ ゑに、 眼前 見え 易き の 失 耽 を 取らざる のみなら 

す、 常に 多少 新奇なる 考案 を 運ら して、 己れ の 田圃、 又は 畜類の 上に 改良 を 計る を 得るな り、 今 我 邦 
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め 農家 を 見る に、 此點に 於て は大に 劣れる を 見る、 卽ち舊 習に のみ 依賴 して、 新法 を 施す の 精神な く、 

叉 自己の 住み 居る 郡 村の 外に ある 事に は、 充分の 注意 を 加 ふる 念 慮な きょりして、 直接 叉 は 間接に m 

夬を來 たす こと 少 からす、 故に 余が 我 邦 農家 諸君に 望む 所 は、 卽ち 普通 敎育 は、 通常 農 .；1^ の實利 上に 

關係 なしな ど 云 へ る 放念 を 諸君の 胸中より 取り去られん ことなり。 

第二に、 米國 農家の 間に は、 競爭 心に 富めり、 ち 己れ は 隣人より 優らん と 欲する の 41 慮 甚だ 成 風ん な 

り、 而 して 此競爭 心の、 農業 進歩の 上に 利益 ある こと は 誠に 大 なりと す、 抑 も彼國 にて は、 何れの 村 

落 にても、 毎年 ー囘 或は ニ囘 は、 農事 共 進會を 催して、 自家の 作物と 隣人の 作物との •  優劣 巧拙 を 比較 

して、 互に 相裔勵 せり、 蓋し 人の 性た る、 縱ひ 己れ の 物 は眞に 善き ものなる も、 之 を 他人の 品と 比较 

する 後に あら ざれば、 其 何程 善き か を 知る 可から す、 叉 之と 同じく、 己れ の惡 きもの も、 他人の"？ と 

比較せ し 後に あら ざれば、 悟る こと 能 はざる ものと す、 故に 此 比較て ふ 事 は、 技藝 進歩の 上に 於て 最 

も 大切の 要件な り、 是を 以て 彼國 にて は 共 進會開 會期屮 は、 殆んど 我 邦の 祝祭 nl の 如く、 競馬 あり、 

煙火 あり、 子供の 遊戲會 あり、 其 他 種々 の 手段 を 運ら して、 成る だけ 多くの 人 を 導き、 已 等の 丹精し 

たる 陳列 品を觀 せしめん とせり、 然れ ども、 此共 進會は 決して 當 初より 右に 云へ る 如き 今日の^?^ を 

呈せ しに あらす、 聞く 米國 西部なる 某 村落に 於て 初めて 農業 共 進會を 間き たる 時、 之に 出品せ し 者 は、 

唯一 人の みに して、 其 出品 は 大南风 のみな りしと、 然るに、 霧 查官は 少しも 失 $ま3 る ことなく、 之に 

對 して 充分の 賞與を 贈りた るに、 其 翌年の 同 會には 許 多の 出品 あり、 而 して 二三 年の 後に は、 I 取 も 1^ 孤 

大 なる 間會を 見る に 至りし と 云 ふ、 < ^は 我 邦 農家 諸 が、 此共進 會を利 川し、 己れ の 優る 所 は 人に 示 

し、 劣れる 所 は 人に 做 ふな どの 風 を 養成す る は、 農業 改良の 上に 於て 教も 必要なる こと を 疑 はざる な 


り、 つ 又 農 談會の 如き も、 ：：！' にー囘 乃至 ニ囘位 は、 必す 開設して、 •^^•に知識を交換するも、 亦 大切 

なること と 信す。 

第三に、 米國 農家の 優れる 所 は、 各 農家の 問に. ： 立に 憎 用の^ する こと 是れ なり、 此點 にっきて は、 

余 は 殊に 諸君の 注意 を 乞 はんと 欲す、 抑 も 我 邦の 農業 は、 狭小の 土地 を 多ん 數 にて 耕作す るが ゆ ゑに、 

到底 衆多の 者 相 結合す るに あらざる 以上 は、 大事 業と 云 ふべき こと を、 農業 上に 行 ふ は 極めて 困難な 

る 可し、 近時 大農 論を唱 ふる 者 あれ ども、 之を實 際に 施す に 於て は、 非常の 面倒 ある や 必然な り、 然 

し 今日の 有樣 にても、 農家 ¥: に 協同す る を 得ば、 此 像に て大 isl を實 際に 施す こと を 得べ し、 西洋に 

は 俗に r グ ラン ジ」 とい ふ もの あり、 是は 農家 相 結合す るの ー會 社な り、 卽ち此 「グ ラン ジ」 の 用た 

る や、 多數の 小農 家相 結合して、 資金の 融通、 肥料の 買 込、 作物の 寶捌等 を 施行す る ものな り、 例へ 

ば、 或る 一 村に 農家  一 Kii 戶 あらんに、 此 農家 等 各 一 頭 乃至 一 一頭の 牝牛 を 飼 ひ 居る と假定 せよ、 此 乳牛 

より 搾取す る 所の 乳汁 を 煉 ^ 或は 牛酪に 製造 せんとす るに は、 相應の 器械 を 要すれば、 各 { 水に此 

器械 を備 へて 製造す る も、 到底 牧支相 度 ふこと 能 はざる べし、 依て 此百戶 の 農 家相 結合して、 一 の 製 

酷 所 を^ 置し、 毎日 自家に 餘る 所の 牛乳 を 此處に 送り、 而 して 製 酷 所に て は、 毎日 各 家より 受取りた 

る： おの 高 を、 委細に 帳簿に 記錄し 置き、 年末 或は 季末に 至りて、 其 利益 を 备戶に 割合 はして 分配す 

るの 仕組と す、 斯の 如く すれば、 一家に て は爲し 得ざる こと も、 百 家相 結合して 容易に 之 を爲す こと 

を 得べ し、 叉 穀物 等の 販賫に 於け る も、 今 百戶の 牧穫を 一纏めに して 之 を販賫 するとき は、 ^自ー 戶 

ー戶 にて 販賣 する よりも、 手数と 時 問 を 省き、 隨て 利益の 多き こと 理の 最も 見易き ものな り、 農家 必 

要の 器械、 或は 肥料 等 を 買 求む る 時 も亦然 り、 「グ ラン ジ」 に 於て 一 度 之 を 買 集めて、 各 農家に 分配 
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せば、 卽ち賫 る 物 は 高く 賣り、 買 ふ 物： li 安く 買 ふこと を 得 可し、 W し此 結果 は、 只管 互の 信用より 生 

する もの なれば、 農家が 互の 爲めを 計り、 一 村 或は 一 郡の 利益に 注目す るに 至ら ざれば 能 はざる なり、 

彼國 農家の 我に 優れる こと、 此點に 於て は、 数等なる を 見る、 蓋し 協同 結合の 精神が、 我國^^^體の 

上に 缺乏 せる こと は、 識者の 嘆す る 所に して、 之が 爲 めに 我 國民は 毎年 幾許 損耗 を爲し 居る か 知る 可 

からす、 余 は 我 邦 農家 諸君が、 務めて 此 協同 結合の 精祌を 養成 せられん こと を 望むな り。 

第 四に、 米國 農家の 我の 農家に 優れる こと は、 彼 は 我よりも ー曆 望み を 永遠に 期す る こと 是れ なり、 

例へば、 肥料 を 施す に 於ても、 我 農夫 は 毎年 其 畦の 上に 肥料 を 用ゐ、 其 目的と する 所 は、 今年の 牧獲 

に 於て 直に 其 利益 を 得ん とする に 在りて、 遠く 眼 を 後年に 注ぐ と 云 ふこと なし、 斯る 念^が 常に 主要 

となれ るが 故に、 往々 土地の 沃饒を 損 ひ、 渐次瘠 薄に 陷る こと 少なから す、 然るに 彼國の 農夫 は、 肥 

料 を 施す に當 りても、 直接 作物より 利益 を 求めん とする 念 慮より は、 却て 其 田圃 を 肥さん と 欲する 方 

盛んなる を 以て、 肥料 を も 土地 一面に 施すな り、 叉 或は 樹木 を栽植 して 子孫に 始し、 或は 田 岡に 排水 

法 を 施して 地價を 上らし むるな ど、 其 目的 を 十 年 二十 年 乃至 百年の 遠き に 置け り、 思 ふに 此 ial! の實際 

損益 上に 大關係 ある は、 余の 辯を俟 たざる なり、 且つ 彼等 は 自己の 田園 を 改良す る こと を勉 むる のみ 

ならす、 又 一村 落の 地位 を 高めん こと を も考へ 居れり、 之が 爲 めに は、 或は 農業 試驗 場を設 くると か、 

或は 村費 を 以て 一 人 乃至 数人の 農 學生を 養成し、 彼等の 卒業の 上 は 專ら其 村落の fK 事 改良に 從事 せし 

むる こと を爲 せり。 

余 は 今 以上の 如く 陳 ぶる といへ ども、 諸君に 於て 從來 敢て是 等の 注意な しと 云 ふに は あらす、 唯 我と 

彼と を 比較 するとき は、 著る く 差 ある を覺 ゆる を 以て、 之 を 云 ふの み、 終りに 臨み 陳述 せんと 欲する 


事 は、 我 邦 農家 諸君が、 農事の 改良 は、 單に 種物の 改良と か、 肥料の 改良と かに 止まりて、 知識 は 社 

ノ％ 上に 對 する 向きの 改良 は、 實 際の 農家に 關係 なしと か、 或は 少なし とか 云 ふ 如き 妄想 を 取り去られ 

ん こと を 望むな り、 文明の 世と いへ る こと を、 尙ほ 他の 語に 言ひ換 ふれば、 r 關 係の 世」 とい ふべ く 

して、 卽ち 吾人が 世の中の 事物に 廣 くなる 程、 近くなる 程、 其 幸福 利益 を受 くる ことの 犬なる ものな 

り、 道路の 開通と か、 鐵 道の 敷 とか、 叉 は 政治 上の 有樣 など は、 農家た る もの i 最も 注意せ ざる 可 

からざる ことなり、 近く 之が 例 を 漁業に 取りて 言 はんか、 九十 九 里の 漁夫 等が、 何程 魚を澤 山に 捕る 

も、 之 を 消費 地に 運送す る 便なければ、 寧ろ 捕らざる の 優れる に 若 かす、 聞く 近時 水 戶の濱 方に て、 

魚の 價格は 水 戶鐵道 開通 以來、 非常に 騰貴して 漁家 福々 たりと、 是れ其 捕獲 高 増加して 漁夫 を 益す る 

ものに あらす、 其 社 食との 交通 開けし に 由る、 政治の 有様に 於け る も亦然 り、 其 時の 政 "むにして、 運 

輸の便 を 開き、 交通 を密に すれば、 農夫 漁夫の 爲め にも 關係を 及ぼす こと 大 なれば、 此に注 意 を 要す 

る は 余の 言 ふまで もな きこと なる 可し、 依りて 我 邦の 農家 も、 是 より 普通の 知識 を 増進し、 相互の 結 

な c を 鞏固に し、 利 を 永遠に 期して、 社會 一般の 改良に 注意せられ ん こと を 希望す るな り。 

a 農 菜 雑誌』) 
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某- 督 信者 は 何を樂 しみと 致したら ば、 善から うかとの 問題 は、 敎師諸 先生方の 腦を惱 ます 問 题で御 t3 

ります、 信者になります と 寄席 も 芝居 も 止めに 致します るし、 昔し の樣に ふざけ る^も 致し ませぬ し、 

3： 事も眞 面目に なりまして、 樂 みと 申す 事 は唯會 堂へ 參り、 說敎を 聞く か、 又は 兄弟と 信仰 上の 話 を 

致す ことに 止まります、 併し 人は樂 みがなければ、 世の中 は 渡りに くいものです、 勿 il 芝居に 行かす 

とも、 內に 居って 高尙 たる 書籍で も讀 み、 ゲ ー テだ とか セ キス ピャ だと か 曰 ふんの、 芝居の 脚本 を讀 

んで 居っても 宜しう 御墜 いますし、 叉 一 曆高尙 なる 樂 みと 致しまして、 美術、 <iiir 樂、 哲學 などい ふ も 

の も 御座り ますれ ども、 これ はだれ にも 出来る 樂み では 御座り ませぬ、 斯うい ふ樂 をす る 事の 出来る 

んは、 人間のう ち極少 部分で 御座りまして、 世の中の 人が 皆 斯うい ふ高尙 なる 樂みを 得る に 至ります 

るの は、 まだ 歳月の 長い 事で 御座り ませう。 

夫れば かりで は 御座り ませぬ、 美術 だと か、 文學 だと かの 樂 みは、 どうも 名譽 心と いふ 害 物の はいり 

易き もので 御座りまして、 樂みのぅちにも自づと競(^^心が起り、 嫉妬 心が 起り、 遂に は純粹 なる 樂も、 

樂 でなくなる に 至ります。 芝居 や 花見 はお 金が 掛かる し、 美術 や 文學は 智慧が いります るから、 だれ 

にも 出来る 樂み では 御座り ませぬ、 貧乏人に は 芝居に は 行けす、 馬鹿者に は哲 ti- は出來 ませぬ、 さう 

しました たらば、 普通の 人々 の高尙 優美なる 樂とは 何で 御座り ませう。 

私の 考 へます るに、 どの やうた 人に でも 出来る 樂は、 慈善 だと m 心 ひます る、 斯う 申したならば、 どう 

して 貧乏人に 慈善が 出來 ませう かとい ふ 問題が、 ませう が、 慈善と 申します こと は、 必す しも 我が 

餘り ある もの を 以て、 人に 與へ るとの 事で は 御座りません、 慈善と 申します 事 は、 神様が 私 どもに い 

ろい ろな 惠を 下さる の を、 何 か を 以て 御 恩返し を 致す こと だと 考 へます、 私 は 今 慈善の 事に 就いて 理 


窟を 述べる 事 は 止めまして、 だれに も 出来る 慈善事業に 就いて 御 話し 致さう と 思 ひます。 

成る 程 美しい 洋服 を 着て、 鹿嗚 館で 貴婦人 慈善 會を 致す の も 慈善です、 叉 三 四 ヶ月 も か i つて、 下稽 

古 を 致し、 新聞に 廣告 し、 切符 を責り あるいて、 慈善 音 樂會を 開き、 其牧 入金 を 貧 病院 やら 震災地 方 

の 窮民に 施す の も 慈善で 御座りまして、 甚だ 宜しい 事で 御座ります、 百 萬圓の 金を擲 ち、 大學校 や 病 

院を 建てる の も、 實に 結構なる 慈善です、 然し 慈善 はこれ に 止まり ませぬ、 若し 小僧が 重き 荷 をつ け 

た る 車を ；^:; つ ば つ て 坂 を 上 り つ \ ぁ る 時 に 、 後押して やる の も 慈善です、 書生が 遠國 より 修行に 出 て 

居りまして、 下宿屋の 二階で 寒々 正月 を 致して 居る 時に、 家へ 呼んで 雜煮 一 ぱい を ふるま ふの も 慈善 

です、 其 他 新聞に 廣吿 をせ すと も 出来る 慈善 は 夥多に あらう と 思 ひます。 

然し 只今 皆様に 御 相談 致し 度 事 は、 私共 貧乏 信者が、 どうか 一所に なって、 一 つの 簡易い 慈善 を 致し 

たきこと で 御座います、 此 事に 就きましては、 私 は 西洋に 居ります うちに、 特^に 注意して 居り まし 

た、 私の 考 へます るのに、 斯うい ふこと を 常に 致します こと は、 何も 外の 人の 爲め ばかりで 御座り ま 

せす して、 大に 家內の もの > -爲め や、 叉 は 子供の 爲 めに 大^ 宜しい 事と 考 へます、 小 供のう ちから 人 

OOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOO  00000000  0  0 し 00000  0  000 

間 は 自分の 爲 めに のみ 世の中に 居る もので はなく して、 外の 人の ために も 何か爲 ないで はならぬ と 云 

(了、 わん； 3，to  coo  0 ご 0  00  oocoooocoooooooocccoooooooooo 

ふ 觀念を 起させます るに は、 何 かや さしい 慈善 を 小 供に させる より 宜しい 方法 は 御座り ませぬ、 それ 

故に 小 供の 爲 めに のみで も、 一〈\& のうちに * 常に 何 かや さしい 慈善 會を 開き 置きます 事 は、 家風を$^ 

美に し 自づと 他 を 愛する の 心 を 起さし むる に大曆 利益の ある 事で 御座います、 依りて 西洋に て は 或る 

家で は 一 週間に 一 時間 勞働會 と 申す もの をた て、 置きます、 其會長 はいつ も 七つ か 八つの 小 供に して 

書記 はおつ かさんです、 會 計は必 すお とっさんで 御座ります、 毎月 一 囘 づモ： k^^: の 小 集會が 御座り ま 
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して、 其 時には 小さな 會 長さん は、 おとつ さんの 大 椅子 を 奪 ひ、 おつかさん は 事務 報吿 をな し、 おと 

つさん は會計 出入の 報吿を 致します、 此\ きの 規則と 申します の は、 其 會員は 一 週間に 一 時 問 は 貧乏人 

00000000  ooo〇〇oooooooo〇ooc 

のために 是非とも、 何 か 働かねば ならぬ 事で 御座りまして、 其 賃銀 は此 會の會 計に 牧人 致す ので 御 1- 

ります、 おつかさん は 衣服 を 縫 ひませ う、 姉さん は 縫物 を 致し ませう、 兄さん は 薪 を 割り ませう、 ち 

いさき 會 長さん は臺 所の 水 を 汲みます か、 或は 夏の 事 なれば、 山に まいりまして、 野い ちご を 拾 ひ、 

そお を寶 りて 慈善 會に 出金 致します、 何も 仕事の 性質 は、 かま ひません でして、 何でも 一 週 問に 一 時 

間 は 必す何 かお 金になる 仕事 をし なければ なり ませぬ、 斯 くの 如くに して 年中  一 { 豕擧 つてた めた るお . 

金 や 品物 を、 暮 になり まして 貧乏人の 最も こまり まする 時分に、 または クリスマスの 祝の 出來 すして、 

多くの 子供 等が 困りて 居ります る 時分に、 おとつ さん は 車の 上に お菓子 だの、 蜜柑 だの、 足袋 だの、 

人形 だの、 種々 の もの を 積みまして、 小 供と 一し よに 貧乏人の 居る 所へ まゐ り、 是 等の 品物 を 分け 與 

へます、 其偷 快なる こと は實 にお 話し 致す ことの 出来ない 程で 御座います、 多くの 小 供 は、 此 is:. を 取 

り まきまして、 わい/. \ と 叫びます ると、 おとつ さんや 兄さん や 姉さん は、 小さき 會 長さん の 指揮に 

從 ひまして、 物品 を 分け 與 へます、 もら ふ ものもうれ しいし、 與 へる ものもうれ しいし、 實 にこん な 

愉快 は 外に は 御座り ませぬ。 

叉もう 一 つ 簡易い 慈善が 御座います、 或る 西洋の 巿 へま ゐ ります と r シチ ー、 ミッション」 (市街 傳 

道) なる ものが 御座ります、 これ は 何も 基督 敎の傳 道の ために 設けた る もので は 御座り ませぬ が、 其 

^內の 貧乏人 を 助ける の 一 手段と して、 たいそう 有益なる もので 御座ります、 其會 より 多くの 人 を 出 

しまして、 巿內の 貧乏人の 有様 を 善く 調べて置きます、 そうして 义 一方に 向って は、 何 か贫乏 人に 與， 


へる ものが ありま すれば、 直ちに 市街 傳 道の 役所へ 屆 けらる i やう 親んで 置きます、 そこで 此會 社で 

は、 所々 より 集まり ましたる 物品 を 貧乏人 各自の 場合に 從 ひまして、 之 を 分配 致します、 誠に 簡易い 

仕事で は 御座ります けれども、 施 を 致す 人に も、 之 を 受ける 人に も、 實に 便利なる 方法 だと 考 へます、 

若し 家內に 古靴が あります るか、 又は 古 衣服、 古 足袋 等の あります る 時に、 之 を 屑屋に 賣 ります る 時 

に は、 まことに 僅の 價 格に しか 賣れ ませぬ、 併し これ を 市街 傳 道に 送ります る 時には、 直ちに 貧乏人 

の 手に 渡ります る 故に、 假令是 等の 品物 を 貧乏人に 施與 せす して、 屑屋の 買ふ價 格に て賫り 捌きます 

ると も、 賣る 方に とりまして は、 少しも 損 は 致し ませぬ し、 買 ふ 方に とりまして は大 曰の 利益で 御座 

いまする、 それ故に 唯 僅の 注意 だけに 止まりて、 ^に 金 や 品物 を施與 せす とも、 大に 貧乏人 を 助ける 

ことが 出来ます、 今 「シチ ，>、 ミッション」 を 我國に 起します こと は、 六ケ敷 事で 御座ります けれど 

も、 同じ 様なる 方法 を 以て 貧乏人 を 助ける ことが 出来る だら うと 考 へます、 先づ 一 つの 敎會 にて、 其 

會 員が 鑑縷ゃ 古靴、 古 足袋、 古 衣 等 を 屑屋に 賣る こと を 一切 止めまして、 悉く 之を會 堂に 持ち 來り、 

1 まとめと して 適當 なる 委員に 渡し、 委員 は是 等の 物品 を 求む る 所の 貧乏人に 施與 する か、 或は 屑屋 

の 買 ふ 價値を 以て 賣捌 きましたならば、 貧乏人 は 大層 助かる 事 だら うと 考 へられます、 其 他 飯米の 如 

きも、 若し わるくな りましたならば、 之 を 犬に やる こと やら、 叉 は 洗濯の りに 致す こと を 止めまして、 

日光に 干して 乾 米と 致しまして、 娥 えたる 人に 與へ まする 時に、 是 また 一 つの 慈善事業で 御座います、 

其 他 少しく 注意 を 致し ますれば、 家 內の廢 物 は 悉く 利用す る ことが 出來 まして、 之に iJA りて 貧乏人が 

助かる ばかりで たく、 家內の もの も、 すべての 事に 就きて 注意す る樣 になり、 儉 約になる こと X 信じ 

ます、 キリストの 曰 はれし に r 汝等屑 を 拾 ひて 遣 物 ある 勿れ」 と。 
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聞きます るに、 英吉利の 倫敦 では， 天主 敎會の 婦人 等 は、 一種の 面，：：： き 慈善 をな しつ X あるとの 事で 

御座ります、 それ は 貴婦人が 皆 一所に 集まりまして、 敎 會の會 員の 家 毎に 一 つづ、 笊を殘 して 置き ま 

す、 そうして 毎朝 此 貴婦人 等 は、 順番に 馬車に 乘 りて 此家々 を ま はり、 前日 残し 置きました、 のう 

ちに 肉の 斷片 やら、 骨 やら、 叉 は 大根、 人參 のかす やら、 。ハンの M やら、 凡て 臺 所の り 物 は、 悉く 

此 笊のう ちに 殘し てあります 故に、 それ を 馬車に 積み、 空！^ 爪を殘 して 歸 ります、 斯 くの 如く 全市 中の 

天主教の 信者の 家々 を ま はりまして 集め ましたる 屑 を、 悉く 一所に まとめ、 肉 は 骨と 共に 大签 にて 之 

を 煮て、 滋養 ある ソップ となし、 人參、 大根 は、 之 をえ り 分けて ソッ プの實 となし、 。ハンの 屑 は、 火 

の 上に て 少しく こがし、 然る 後に 之 を 細 末にして ソップ のうちに 投じ、 三種 相 合して 一の 滋養 ある 好 

味なる 食品と なします、 之に よりて 毎日 養 ふ 所の 貧乏人 は 凡そ 五で 人 以上な りと 申します、 赏に 簡易 

なる 事業に して、 唯 其 困難なる 所 は、 貴婦人 方の 勇氣 にある ので 御座ります。 

私 は 今日 本 貴婦人 方に 直ぐ 斯うい ふ 事 をな されと 申す ので は 御座り ませぬ けれども、 皆様の 心掛け 次 

第に て、 別に 金 を 集めす とも、 面白い 事業の 出来る とい ふこと を 様に 御 話したい 爲 めに、 英 國の大 

主敎 信者の 例 を 出しました。 

そこで、 私 は 左に 議案 を 出しました、 諸 敎會の 姉妹 方に 御 贊成を 乞 はむ と 欲します。 

第 一條 我 倚 主 H ス、 キリストの 惠に 沐浴す る もの、 協同 一致して 爱にー 慈善 聯合 會を 設け， 之 を 

基督 信徒 樂善 會と稱 す。 

第二 條 本 會の會 員た る もの は、 左の 條項を 確守す。 

第一 項 每週ー 時間、 必す 他人の 爲 めに 盡し、 其勞 働の 上り 高 を 本會に 寄附す る こと。 


第二 項 家 內に廢 物 あるとき は、 成る 可く 丈 之 を 保存し、 本 會に寄 送す る こと-〕 尤も 之を賫 捌き 

たる 節 は、 其 代價を 寄附す る こと" 

第三 項 飯米の 腐敗せ しもの、 或は 腐欧 せむ とする もの は、 之を耩 となし、 本會に 寄附す る こと。 

其 他 委員の 選擧、 事業の 實行 等に 就きて は、 諸兄 姉の 御隨 意に 委 iii すなれ ども、 唯 最も 肝要なる こと 

は、 之に 從事 する 人々 の覺 悟で 御 魔り ます、 是 等の 物品 を 貧民に 施與 します 時に、 何でも やたらに 與 

へさへ すれば 宜しい との 事で はいけ ません、 若し 貧民のう ち 産婦が ありまして、 襤樓が 必要で ありま 

する 時には、 委員の 人々 は、 之に 應 じたる 物品 を與 へなければ たり ませぬ、 足袋の 人 用 ものに 襦袢 を 

與 へたり、 酒飮 みに 無暗に 金を與 へたり 致します こと は、 少しも 慈善に ならぬ 計りで なく、 却て 彼等 

を惡に 導く の 方便と なります から、 善くよ く 彼等の 事情 を 見極めた 上で、 施與を 致さた ければ なり ま 

せん。 

何れに しろ， 私のお 話し 申す 慈善 は、 出来ない 人 はない i: で 御座り ますから、 M 人 か發起 人に なられ 

て、 明年 早々 御着 手な さって 御覽 なさい、 そうし ますと、 明治 二十 五 年の クリスマス は、 多分い つも 

の クリスマスより は、 一際 面白い 一 警倫怏 たる、 ー署 感謝すべき クリスマスが 出來 樣と考 へられます。 

それの みならす 此 仕事に よりて、 お 小 供 衆 も  一 温和に なり ませう し、 神の 御惠も  一 3^ 深く 感じ ませ 

うし、 信仰 も ー朁强 くな りまして、 キリストの 曾て 申されました r 與 へる もの は受 くる ものより 福な 

り」 との 御言 葉の 深意 を、 十分に 御 了解た さる ことが 出來 樣と考 へます。 (タリ ス マ ス演說 し 
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私の 思 ひます るに、 今の 日本の 文學 は悲觀 的と いふより 外 は いやう です、 日本人 は近顷 にたって だ 

ん だん 其の 高貴な 精神 を 失 ふと 共に、 文學も 高貴な 所 を 失った やうに 思 ひます、 また 今日の 惰弱なる 

社 會を來 たした の は、 文 學亦與 かりて 力 ありと 思 ひます。 

如何なる 國 の文學 でも、 文 學には 常に ニッの 元素が あります、 その 一 ッは 沈痛と いふ ことです、 此の 

沈痛と いふ ものなくて は、 文學も 美術 も、 また 昔樂 も、 「美」 と. いふ もの を 失 ひます、 大 なる 文學は 

皆 その 一 面に は 沈痛 を 現 はして 居ます、 例 之、 天使の 繪を 見れば、 その 額 や 股に 言 ふに 言 はれぬ 無限 

の 沈痛 を帶 びて 居ます、 古の 英傑の 肖像 を 見ても、 その 眼 や 額に 沈痛の 色 を 含みて 居ます、 ク &ンゥ 

ヱル でも、 ル ー テルで も、 ワシントンの 額で さへ、 その 眼中に 無限の 沈痛が あります、 私共 は 釋迦ゃ 

基督の 顔 を 見る こと を 得ません が、 その 顏に は、 常に 愁を帶 びて 居った こと は 疑ない と m 心 ひます。 

勿論 此の 沈痛 は， 己れ を悲む 故の みではありません、 人類の 悲、 世間の 悲、 此の^の 悲を 一 身に 受け ズ 

居ます から、 悲 まざる を 得ない のです、 總 じて 此の 悲觀に 伴 ふ もの は 「悲憤」、 r 懷慨」 卽ち 義 怒 

です、 或 時 はこれ が 憎 惡 となります、 强 度の 情緖は 常に この 悲觀に 伴 ふ 感情です、 私の m4 ひます の 

に、 佛敎の 最も 美なる 點は、 釋迦が 人世の 悲慘を 述べた 所に あると 思 ひます、 誰れ でした か 怫敎を 評 


し て 高貴な る 沈痛 だと いひました、 斯 かる 沈痛 は文學 にも あるので す。 

第二の 要素 は、 悲觀に 伴ふ歡 喜です、 希 151- です、 人生 悲慘の 極に 達して 尙ほ 之れ に 勝てる 人、 此の 人 

が 人生 を敎 化し、 人生の 秘密 を 語る ことの 出来る 人なん です、 懂怆慘 谵 の 中に 歡 喜の 讚美歌 を 歌 ふ 人 

です、 此の 人が 眞 正の 歡樂を 解す る 人です、 肉體 上の 快樂、 社交 上の 快樂 など は、 此の 歡 喜に 比 ぶれ 

ば實 につまらない ものです、 それです から 古の 英雄の 額に は悲觀 ある やうに、 勝利 の 光榮 ともい 

ふべき 喜があります、 これが 喜の 悲で悲 の 喜です。 

それです から 世界の 大文學 の 要素 は、 畢竟 此の 二 ッに盡 きて 居る のです、 最も 小なる もので いへば、 

あの ハ ン デルと いふ 人の 作った 『メ サイ ャ』 とい ふ譜 があります、 其譜は 哀痛に 始まりて 歡 喜の 極で 

終りて 居ます、 之を大 にして いへば ダンテの 『神曲』、 地獄の 部分、 三十 四 章の 地獄の 場 は 悲慘、 沈 

痛の 悲劇です、 之 を 讀む時 は、 私の やうに 神 經の强 い 者 は 恐くて、 懂 くて、 夜 も 眠らない ことが 度々 

あります、 地獄の 部分 を讀 むう ち は、 もうこれ で 此の 悲慘の 極から 救 ひ 出 だされなければ、 奈何なる 

かと 恐ろしく なります、 ^し 段々 讀んで 練 獄の 終りに 至り、 それから 段々 天國に 近づく 時 は、 暗 憎 

たる 夜 は 終りて 東 白の 微光 を 見る 心地が します、 それから 終りの 天國に 至れば、 實に大 困難 を 過ぎて 

喜の 來 るが 如き 感じが します、 前の 苦痛 は 十分に 拭 はれて 了 ひます、 ダンテに 就いては 色々 の 評 も あ 

ります が、 その 中 最も 好い 所 は 此の 對 照の 點 にあります、 非常なる 光明と 非常なる 暗黑 と、 悲觀と 

喜觀 とよく 對照 したる 所に あります。 單に 此の 點 から 評すれば、 「神曲」 の やうな 作 は、 再び 此の世 

に 出ますまい、 此の 明暗 ニ點 をよ く 描出した ところ は、 彼れ の 美術的 天才ば かりで ない、 細密と いふ 

點に 於て は 彼れ より H ライ 人 は 多くあります、 併し 讀 者に 悲喜 を兩 方よ く 感ぜし むる ところ、 是れダ 
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ンテの ダンテた ると ころです。 

此の 同一 の 立脚 點 から ゲ I テ の 『ファウスト』、 レツ シ ングの 『ナ タン、 デル、 ワイゼ』 たど を す 

る こと 力 出來 やうと 思 ひます、 沙 翁の 『口 ミヨ ー、 H ンド、 ジ ュ リエ ー』 或は レ ッ シ ングの 『ェ ミリ 

ャ、 ガ ロチ， - の 如き 者 は、 悲慘を 以て 始まり、 悲慘を 以て 終りて 居ります、 これ を稱 して 悲剌 とい ひ 

ま T、 現に レッシング は、 此點 から 攻擊 され、 llcetic  justice がない とい はれます が、 併し 彼 自身 も、 

彼れ のよ き 批評家 も 評して 此の 悲劇 中に も 無限の justice が ある こと を 認めて， 居ます、 此の 事 は レツ 

シ ング 自身の 人生 觀 から 照して 見ても 明かです。 

それです から 悲慘 なくして 歡喜 なく、 歡喜 なくして 悲 摩はありません、 一 よ 他の，； S 提 です、 

す、 若し ある 著者が ありまして、 悲慘を 描く 時に、 皮相の 悲を 描きますならば、 その 人 は 喜 を も 知ら 

ない 人です、 ヴヰク トル、 ュ ー ゴ ー の やうた 人 は、 どうして あんな 悲慘、 慘 酷な こと を 書け た，；； とい 

ふに、 日本人が 言 ふやう にた.^ 不平が ありし ばかりで はたく、 一方に はよ く 不平に 勝ち得た からです、 

叉 現今 歐 米に はやされる イブセンの 如き は、 實に 不平 タラ-^ の 人の やうに えます、 彼の 大不 下に 

比 ぶれば、 我が 國 人の 不平た ど は 五十 分の 一 もありません、 私の 書いた 物 を 世人 はよ く 不平 文字 だと 

いひます が、 彼れ に 絞 ぶれば、 さう です ね、 何に 譬 へませ うか、 茶と 純粹の ビット ルとを 較べた やう 

な もので せう、 一寸ば かり イブセンの 作 を 讀んだ 人 は 皆 さう 感じます、 ^^し彼れが不平{豕ばかりで、 

不平 を 吐く ことば かりで、 此の 大 不平 を 慰める ものが な. かったならば、 滿 足と いふ 者の ない 人なら ば、 

旣に 不平の 爲に 憤死すべき 人で せう、 然るに 斯く 不平 を 吐きながら 堪 へる こと を 得た の は、 人の 5 ら 


ない 喜が 彼の 裡 にある からです。 

それで、 日本の 今日の 文學 に歸れ ば、 その 大缺點 の あると ころ は 直ぐに 見える のです、 私 は 今日の 日 

木 人に は 確固と した 人生 觀 がない と斷言 する こと を 憚りません、 日本人の 最大 多數は 人生 を 常 談のゃ 

うに 思って 居ます、 或は 偶會 だと 思って 居ます、 それで 人生の 悲慘の 極も歡 喜の 極 も 感じません、 し 

かし 二者の 中 孰れ かとい ひますならば、 悲慘 の少々 を感 する ばかりです、 それで 今日の 有名な 小說家 

の 描く こと は、 僅少の 悲慘 ばかりで 大 たる 悲慘は 絶えて ない、 歡 喜に 至りて は絕 えてない。 

此の 源 因 は何處 から 來た かとい へば、 一 は國：^^的 特 性 かも 知れません、 日本人の 面相 は 外國人 

から 見て 大 へん 悲 相を帶 びて 居る とい ひます、 併し その 最大 源 因 は、 さう です ね、 3： とい ひませ うか、 

日本化 された 怫敎、 modified  Buddhism の 結果 だと 思 ひます、 前に も 申しました やうに、 佛敎 それ 

自身 は 「高貴た る 悲慘」 です が、 よく 調べて 見れば、 怫敎 は悲慘 ばかりで はない、 歡 喜の 要素が ある 

と 思 ひます、 しかし 普通 日本に 行 はる k 佛敎の 敎義、 儀式、 佛 堂の 建築な どを昆 ますれば、 此の 歡喜 

の 方面 は 絶えて 現 はれて 居ません と 思 はれます、 平家物語の 「§ 園精舍 の 鐘の 聲」 の 句 は、 實に 日本 

人の 腹に 染み込んだ 観念で せう、 時として は 太平 記 思想と もい ふべき 實 に高尙 なる 思想が ありまして 

此の 悲慘 思想に 打 勝った ことがあり ますが、 全然 打 勝つ こと は 無いで せう、 古來 日本.. < ^中の よく 事理 

を 解した 人に、 「人生 は」、 と 問へば、 r 悲慘 なり」、 とい ふより 外の 答はなかった のです、 そこで 

私の 結論 は、 我田引水 かも 知れません が、 愚見に よれば、 「此の 悲慘の 人生 はや はり 歡 喜の 人生で あ 

る」 とい ふ觀念 を强く 人類に 與へ たもの は 基督 敎 だと 思 ひます、 勿論 基督 敎 にも 色々 弊害 も あり 迷信 

も ある こと は、 私 は 他の 人より 一 奢よ く 知って 居ます と 思 ひます、 然し 我が 狭い 學 問で たと ころに 
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より ますれば、 「生 は 死に 勝てり」 とい ふ 大敎義 は、 怫敎 にも 孔子の 敎 にも 見た ことはありません、 

たと ひ 基督 敎 から 得る も哲學 から 得る も、 そこ は 私の 關 すると ころでありません が、 「生 は 死に 勝て 

り」 とか、 r 歡喜は 悲痛より 多し」 とか、 或は 「希望 は 絶望に 勝る」 とか、 さう いふ 觀 念が 文 學 者に 

染み込みません では、 如何しても 人生 を 益す る 大文學 は 出で ない と 思 ひます、 勿論 文 を 練る こと も必 

要で せう、 大 著述家の 文 體を學 ぶこと も 必要で せう、 けれど 文 學者銘 々が 人生の 最大 問題 を 心に 解釋 

する まで は、 彼等の 筆より 犬なる 作の 出 やう はづ はありません。 (口述)  (『早 文 學』) 
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瞻 汁 數 滴 

社 會の病 源 

今や iHi! 々の 改革 を唱 ふる も 要な し、 社 會の病 源 は 薩長 政府 其 者に あり、 革新 此に 及ばす んば、 枝葉の 

改革 は徒勞 たるの み。 

大に 維新 歷史 を孜究 せよ 

*1|長政』^-は如何なる精神と方法とを以て德川政符を乘取りし乎、 是れ 今日 大 に致究 すべき 問題たり、 

勤王 は 誠に 彼等の 精神な りし 乎、 公議 正 隐は實 に 彼等の 方法な りし 乎、 彼等の 乘 取り手 段に 未だ 歷史 

, の 認め ざ る 隱謀譎 計な かり し 乎。 
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大膽 なる 歷 史家 

史學 若し 考古學 の 一種たら ば 息まん、 然れ ども 史學 若し 人生に 直接の 要 ある ものたら ば、 何ぞ此 時に 

當 りて 大に 蒼生の 爲 めに 盡 さぐる、 3： ぞ 維新 歷史の 有りの 儘を國 民に 紹介せ ざる、 史家が 此の 國 K を 

塗炭より 救 ふ は 或は 此時 にあらん。 

起てよ 佐幕の 士 

諸 上に 賊名 を 負 はせ、 諸士の 近親 を 屠り、 諸士 をして 三十 年の 長き、 憂苦 措く 能 は ざら しめたる 薩：： K 

の 族 は、 今や n 本 國民を 自利の 要具に 供し つ、 あるに 非す や、 若し 雲井 龍 雄 をして ケ日猶 ほ 在らし め 

ば、 彼等 は 何の 面 ありて か此淸 士に對 する を 得ん、 勤王 を 名と し、 錦旗 を飜 へし、 遂に 日本 國の 實權 

を 握る に 至りし 彼等 今日の 行爲は 如何、 維新 改革なる 者の 迸義的 改革に 非す して、 利己的 掠 の ー稱 

たりし こと は、 其 今 rn に顯れ たる 結 に 依りて 明瞭なる に 非す や、 嗚呼 諸 卜： の 被りし 賊名 を 洗 ひ 去る 

は 今な り、 諸 士何ぞ 起たざる。 

道義 的 革命 

彼等 は 暴 を 以て 我等 を壓 せり、 我等 は 暴 を 以て 彼等に 報 わじ、 彼等 は 陰 計 詐術 を 用 ひたり、 我等 は 公 

明 正大 たるべし、 勤王 は 彼等 掠奪の 名義な りき、 我等に 唯 公義の 賴 るべき あるの み、 法と 術と 威と 權 

と を 以てせし 彼等 は、 今日の 墮 落を來 せり、 我等 は 善 を 積みて 汚 毒 を 後世に 遺さ らん 事を勉 むべ し- 


第二の 維新 は、 君子 的 たるべく して、 薩長 的た るべ からす。 

腐敗の 相績人 

官職 を 得ん とならば、 腐敗せ る 薩長 政府の 手より せす して、 淸淨 なる 日本 國 民の 手より すべし、 薩長 

政府より 官職 を受 くる 者 は、 之と 共に 其 腐敗 を 受け 繼ぐ 者な り、 改善 は 腐敗に 手 を觸れ ざるより 來る、 

其 遣 產を受 げて其 汚 毒 を 受け ざらん とす、 難矣。  t 『萬 朝 報』 四月 二十日) 

*  -ォ  *  * 

東北 對 西南 

西南の 士は 怜智に 長け. て不實 なり、 東北の 士は 愚鈍 なれ ども 實 直たり、 日本画の 政權 西南 人士の 掌中 

に 落ちて、 國に 「愛 國論」 あり 「尊王 主義」 あり、 彼等 は 能く 事物 を 利用す るの 術 を 知る、 然れ ども 

彼等の 支配の 下に ありて 民 權の擧 がりし 實例 なし、 日本 園の 民權 主張者に、 東北に 多くして 西南に 

なし、 僧 日蓮、 佐 倉 宗五郞 等 屈指の 民 權{豕 は、 多くに 是れ 函嶺 以東の 人たり、 愚直 或は 暴と し 終る こ 

と あらん、 然れ ども 正義と 忠勤との 假面を 被りて 投機 商の 親玉と たるが 如き は、 東北 人士の 迚も 學ぶ 

こと 能 はざる 所なる べし、 民 權の振 輿、 實 直の 恢役 は、 東北 人士の 手 を 借らざる ベから す。 

「利 用.」 の 語 

利用せ よ、 利用せ よ、 宗敎を 利用せ よ、 愛 國心を 利用せ よ、 勤王 心 を 利用せ よと、 余輩 は 甚だ 此語を 
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憎む、 是れ薩 摩 的、 或は 肥 後 的、 或は 長 州 的の 日本語 なるべし、 然れ ども 是れ 日本的の 日本 l-i に：^ す、 

朝日に ふ山樱 花に して、 如何で 此 狐狸 的の ー百 語 を 解 せんや、 日本 國を 利用し、 日本人 を 利 ffl して、 

產を 造り 愁を逼 うす、 「利用」 の 語 を 放逐せ よ、 而 して 之と 共に 此語を 用 ふる 者 を 放逐せ よ。 

大 不敬 

聞く 薩長 軍の 幕 兵 を 憤らせん， こ 計る や、 宮禁に 放尿して 戰を 挑みたり と、 是れ勒 語に 向 ひて 低頭せ ざ 

ると 孰れ か 犬なる 不敬罪なる 耶、 是を爲 せし 者、 彼を爲 せし 者 を 責めて 忠臣 を氣 取る、 强盜 が竊^ の 

首 を 刎ねて 其 罪な きを 飾る の 類なら す や。 

薩摩 大臣 . 

余 Saf は 無能力の 薩 人が、 その 薩 人なる の 故 を 以て 叨に 官職 を 貪り、 御用 狀も碌 々書け ざるに 高等せ 何 

等と か稱 して、 淫と 慾と に 耽ける を目擊 せり、 余輩 は 未だ 薩摩 大臣なる 者に 接せ. し 事な し、 然れ ども 

他の 藤 摩 (目 吏の 例より 推す とき は、 大臣 义俗 と 類 を 同う する ことなき 乎、 彼等 は 天爵 あるが 故に 人 

臣 なる 乎、 或は 薩 人なる が 故に 大臣なる 乎、 是れ 余荣の 大いに 疑 をせ する 所な り。 

腐 敗 の M 源 

日本 今日の 腐敗 を 以て 日本 國 おの 罪に 歸 する は 非たり、 上の 爲す所 下 之に 做 ふ は、 古来よりの 我 同 風 

なりと す、 下の 腐敗 は 常に 上の 腐敗 を 示す、 隱れ たる 薩長 政^の： 収は、 顯れ たる 日本 今 曰の^, 敗に _ 


依りて 明瞭な り、 米澤の 民の、 他に 秀で 入 は 朴な るに 非す、 騫山其 人の 蒸 化に 依れば たり、 高尙 なる 

政』 时を 供せ よ、 日本 國は眞 の 君子 國 たり？：： るたり。  (『 萬 朝 報』 SB-flu) 

*  *  *  拿 

希 望 な き 日本 

口 本國に 希ば-おあり やといへ る は、 英國の 觀察者 カノン、 ッ リスト ラム 氏の 疑 題な り、 然り 薩長 政" 时に 

希望な きなり、 日本 國に 希！ il- なきに 非す、 彼れ 觀察者 は、 此 無道 德的 薩長 政府の 下に ある 今日の = 本 

を 見て、 此愁 聲を發 せし なり、 錄 足の 日本、 泰 時の 日本、 秀吉の 日. おは、 希望 を 以て 充ち滿 ちた る 日 

本な りき、 X 布 望な き 日本 は 薩長 政特の 日本な り。 

無 能 政 」5 

事實の 最も 明瞭なる は、 或は 最も 明瞭に 爲し 得べき は、 足 尾 銅山 事件な り、 是 れ科學 者の 判斷を 待ち 

て 決定し 得べき ものな り、 然るに 此 明瞭なる 事件に 對 して、 數 年の 長き 未だ 一 截斷を 下す 能 はす、 M だ 

を 無能 政府と 稱せ すして 何ぞ、 人の 判 斷カを 消耗す る 者 は 慾な り、 判斷の 鈍き は 慾 心の 鋭き を 示す、 

見よ 現 政』 肘が 無資 無力の 學校敎 員、 又は 新聞記者の 行 爲に對 して 刹 決 を 下す に 甚だ 敏速た る を、 彼 は 

不敬 漢 なり、 速に 放逐すべし、 是は 大臣の 名譽を 傷け たり、 速に 獄に投 すべし と、 然れ ども、 事金滿 

家に 關 する あれば、 言 を 法律家の 疑義 に^り、 遼巡 決せざる を 以て 常と す、 古河 若し 保護す ベ くんば、 

何の 躊^ か 之 を 要せむ、 民の 愁聲聽 くべ くんば、 何. e 直に 受納せ ざる、 II く を 恐れ、 聽 かざる を 恐る、 
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是 れ 光 明 を 恐る. - 者の 措置な り 、 暗黑を 愛す るお の 行爲 たり。 

■ 善 き 時 

善き 時 は 薩長 政に 付 仆れて 後に 来らん、 善き 政治 は 薩長 政府 仆れて 後に 来らん， 善き 風俗 は籙長 政^ 仆 

れて 後に 来らん、 善き 敎育は 薩長 政" 时仆れ て 後に 來 らん、 彼等の 本質 已に 卑陋な り、 不潔な り、 怜， お 

なり、 高尙な る 政治、 淸 簾なる 風俗、 嚴 正なる 敎育、 之を腐敗せる薩長政』^-に耍むべからす、 先づ 

長政"^,:を排せょ、 然る 後に 余輩 は 改革 を談 ぜん、 希望 を 語らん。 

新 華族 

源 家の 特質た る豪氣 あるな く、 平家の 特質た る 優雅 あるな く、 義 なく； 舆 なく 禮 なく 智 なき 者 は、 新 華 

族の 子弟たり、 而 して 是ぞ 未来の 我が 王室の 藩屏、 我が 國 民の 龜鑑、 日本 帝國 最上 最 美の 產 として、 

世界に 向 ひて 誇るべき 人品な りと す、 宜べ なり 日本 國 民が 歐米 人士に 蔑視 せらる k や、 彼等 は 日木國 

を 代表して 世界 を 経 廻り、 其妓： ^に 戲れ、 其 醜 俗 を 習 ひ、 巴 里、 倫敦、 伯林に 「日本 若 紳士」 の， 6 を 

して 浮躁輕 薄の 代名詞たら しめたり、 嗚呼 我 王室、 嗚呼 我國 民。 

大虛僞 

余輩 は 思 ふ、 新 日本 は 薩長 政府の 賜物たり とい ふ は、 虚偽の 最も 大 なる 者な りと * 開國、 新 文明、 封 

土 奉還 は、 一として 薩 長 人士の 創意に 非す、 否な、 彼等 は 镇夷鎖 港 を 主張せ し 者な り、 而 して 自己の 


便，： Hj と 利益との 爲 めに 主義 を變 へし 者な り、 卽ち 彼等 は 始めよりの 變節 者な り、 新 文明の 輸入 者と は. 

彼等が 國賊の 名 を 負 はせ て 斬首せ し 小 栗 上野 介 等の 類 を 云 ふなり、 眞 正の 閒國 者と は、 渡邊畢 山、 高 

野長英 等の 族 を 云 ふなり、 封土 奉還 說 すら、 木戶、 大久保 等の 創意に 出で しに 非す して、 姬路の 城主 

}^ 井 m 樂頭の 建白に 基け りと 伊藤博文 侯 は 報ぜり、 薩長 人士 は、 世界の 大勢と 日本 國 民の 意向と に乘 

ぜ しのみ、 新 日本 は、 文明 世界と 日本 國 民との 作な り、 開港 和親 は、 皆舊幕 政府の 創意な り、 此點に 

關 して、 我等 日本人 は 薩長 政".^ に 一 の 恩義な し。  (『萬 朝 報』 四月 サ 二日) 

本  * 

虛僞 の實證 

眞 正の 勤王家と は、 高山 彥九 郞、 僧 月 照の 如く、 勤王 主義の 爲 めに 身 を 犠牲に 供せ し 者 を 云 ふなり、 

虚偽の 勤王家と は、 勤王 主義の 名を假 り、 私產を 作り、 爵位の 榮に與 かりし 者 を 云 ふ、 彼等の 有する 

財産と、 彼等の 誇る 爵位と は、 彼等の 虚偽の 實證 なり。 

薩長 政府の 非道 德 

薩長 政" 肘に 才士 あり、 策 者 あり、 時に 或は 學者 たきに 非す、 然れ ども、 この 偉大なる 道德的 英雄 (Mor- 

al hero) あるな し、 一人の 天 の 大命 を：^ じ、 運 を 宇宙の 大道に 任し、 正しくして 恐れざる 信仰的 勇 

士 あるな し、 富 國强兵 は、 彼等の 思想の 絕 頂たり、 國民は 道德的 組織 體 なりと か、 國家は 人類 進歩 歷 

史の耍 素な りと 云 ふが 如き 天人 的の 思想 は、 彼等の： 现 腦に納 むる の 場所な し、 之 を 要するに、 薩 長 政 
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府は、 俗吏 政府の 稍々 大 なる 者の み、 議 氧買 妆の術 を 知り、 强者 諮從の 策に 長 じ、 肥 後人の 特技と し 

て 天下に 知れ渡り たる 「逃げる 敵を逐 ふ」 の 政略 を 常に 取る 者な り、 無辜の 爲 めに 起ち、 弱者の 爲め 

に 辯 じ、 義 に 據 りて 威と 强 とを排 する が 如き は、 三十 年間の 彼等の 歷史に 於て、 一として 赏跡 の^す 

る あるな し。 

今日の 社 伶と 薩長 政府と 

^肷 せる 今日の 社會 は、 薩長 政府の 反射 映な り、 其 淫風 は 一 i 長 政 "肘の 吹 人せ し 者な り、 其 偽善 的宗敎 

と敎 育と は 薩長 政 狩の 木質 を 映ぜし 者な り、 其 r 實業」 なる 者 は 藤 長 政府の 邪 慾 を 暴露す る 者な り、 

蔬ぉ 主義 を實 行せ し 者が、 腐敗せ る 日本 今日の 社會 なり、 薩長 政府 を影大 せし 者が、 千島より 荼灣に 

ま  一.. 、 X る：：： 本 今日の 醜態な り。 

北の 不正 兒 

關： S 自 有-一男 子 在 一 東 向 寧爲. 一 降將軍 f と は、 賴 山^が 楠 正 成の I 獨 起ちて 東海の 大魚を 挫かん とせし 

豪氣 を賞吟 せし 句な り、 然るに 碧 血痕 化 五 百 歳 後の 今日、 西 海の 大魚戴 尾 を i^-J ひ、 六十 餘州總 て鬼虺 

たるに 際し、 一人の 關東 男子の 起ちて. 隻手 を 揮 ひ 妖氛を 排ふ者 あるな し、 否な 之に 止まらす して 西 向 

して 寧ろ 降將 軍と なる 者 多き は、 實に 歎すべき の 極なら す や。 

代愤 付きの 道徳 


利欲 を 以て 起ちし 薩長 政府 は、 何處迄 も金錢 的たり、 彼等 は德行 を 賞す るに 金錢を 以てする より 外の 

道 を 知らす、 彼等の 勤王に 代價 あり、 彼等の 愛國 心に 代價 あり、 彼等の 宗敎、 道德、 詩歌， 哲學、 一 

として 代惯を 有せざる はなし、 希 職人 は其國 家に 盡 せし 功 勞の 賞と して、 橄麼樹 の 葉 冠 を 戴く. を 以て 

無上の 光 榮と爲 せり、 感狀 一通 は 日本 武士の 面目の 極な りき、 然るに 薩長 政府に 至りて は、 幕" 肘を仆 

せし 赏， こして 厚き 赏典 祿に與 かり、 西南 同士 打の 賞と して 厚き 恩給 を拜 し、 征淸 役の 結果、 叉 彼等の 

大 利益と たりて 終る、 金錢を 以てせ ざれば 代表す る 能 はざる 彼等の 勤王 愛國の 精神 は、 赏に 卑陋 極ま 

る ものと 謂 ふべ し。 

薩長 政府の 報酬 

彼等に 多少の 功勞 ありした らん、 然れ ども 其 些少の 功 勞に對 して 彼等が 受けし 報酬 は 如何、 希 臘のリ 

カル ガス は、 スパルタに 憲法 を 供して 後、 身を隱 して 終る 所 を 知らす、 日本の^ 藤 博 文 は、 憲法 制定 

の 功 を 以て 位階 を 進められ、 目錄附 きの 勳賞を 給 せらる、 陸奥宗 光の 條約 改正の 報酬、 松 方 正義の 紙 

幣整理 の 報酬 * 八 尾 新 助の 御用 出版物 請負の 報酬 …… 憐れむべき は 日本 國 民なる 哉、 今や 彼等の 爲め 

に 無報酬の 勞働を 給す る 者な し、 ー擧 一 動 は 高價の 報酬 を 要求 せらる、 余輩 は 信す、 若し 日本 國 民が 

薩長 政」 せに 拂 ひたる 報酬 を 以てせし ならば、 英吉利 政.！^ も、 薩長 政府に 劣らざる 功 勞を我 國に盡 せし 

ならむ、 露西亞 政府 も 我國の 改善 を 請負 ひしたら む、 薩長 政府の 高價の 功勞、 余 Ssf は 之 を 賞 讚す るの 

1 百な し。 
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薩長 政. 肘と 北條 政府 

名義の 立派に して 實 行の 擧 がらざる は 薩長 政^な り、 名義の 拙く して 實 行に 最も 富みし は北條 政府な 

り、 前者 は 尊王 愛 國正議 公論 を 唱道し、 政權を 握りて 未だ 三十 年なら ざるに、 眞道 日々 に衰 へ、 奢侈 

日々 に增 加し、 吏 は 傲に して 黯、 民 は 僻に して 惰、 後者 は 賊名 を 千載に 垂れ、 大義名分の 誇るべきな 

くして 一 百 五十 年の 長き、 日本 歷史の 朱 だ 曾て 認めざる 高 尙嚴肅 なる 政治 を 我國に 供したり、 若し 

名 を 以て 云 はん 乎、 松 方 正義、 伊藤博文、 ^藤 象 次郞、 大 n (重 信 等 は 皆 義士な り、 忠臣な り、 若し. 莨 

を 以て 評せん 乎、 北條泰 時、 同時 賴、 同 時宗 等 は、 日木國 民の 恩人な り、 余 は 未だ 孰れ を 選ぶべき 

か を 知らす。  (『萬 朝 報』 四月 一： 

丹 波 栗 

余輩 曾て 京都に 在り、 大原 女に 强 ひられて 丹 波 栗 一升 を 購求す、 其 外皮の 美なる、 其 肉のお 一し き は、 

余鞏 をして 思 はす 垂涎せ しめたり、 然るに 後お 烹 して 之 を 食 せんと すれば、 內部は f 齬 蝕し 去りて、 一 

も 佳味の 存 するな し、 余 華 は 失望の 限り、 之 を 地に 投じて 曰く  r 汝は 薩長 政府な り」 と、 後 復た丹 波 

栗 を 食せ す。 

此 極 
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此^":^ 政府に 導かれて、 此腐敗 華族 を國 民の 龜鑑と 仰ぎて、 此代 似付きの 道 德に薰 育せられ て、 日本 

國 民の 結局 は 如何、 日本 は國 民と して は 救 ふべ か、 りざる の 位 【一 ^に 立 去らん としつ k ありと は、 眞に日 

本 を 愛する 人が S 々發 せし 愁餘 なり、 日本の 未 來に關 して 常に 樂天的 希望 を 懷く者 は、 國家を 以て 一 

つの 合 名 合資 會 社の 如くに 見做す 福澤 翁と、 日 木國を 以て 先天的 膨腿國 なりと 信す る 德富蘇 峰と ある 

のみ、 若し 薩長 政府 を 永 緩 せん 乎、 是れ 日本の 最終 政府たら む や も 未だ 以て 量る ベから す、 膽汁 未だ 

, 吐き 盡さ るに、 余輩の 服 中に 血淚の 浮び 來る を覺 ゆ。 

無 學 大臣 

今の 時に 當 りて 歐羅巴 語の 一 を も 解し 得ざる 者 は、 國務 大臣た るの 資格 を 有せす、 彼 は 亞非利 加內地 

野 蠻國の 酋長た る を 得べ けん、 然れ ども、 苟も 文明 國の體 面 を 維持 せんとす る 日本 國の 大臣と して は、 

實に恥 かしき 人物と 謂 はざる を 得す、 小 邦希躐 の總理 大臣 すら、 尙 能く 五 個國の 言語に 通達す ると 云 

ひ、 中央 亞米利 加 小 共和 國の 大統領 すら、 多く は歐洲 屈指の 大學 校に 於て 敎育を 受けし 人な りと 云 ふ、 

然るに 大日 本の 現 時の 大臣に 於て は …… 

無 學の 害毒 

能く 人 を 屠る の 術に 長け たれば 軍務 大臣たり 得べ しと 信す るは迂 なり、 軍務 大臣 はり. ッ テル、 ベ シ H 

ル 等の 學 派に 則る 廣き 深き 地理 學の 了解 を 要す、 彼 は數理 的毅鍊 より 来る 明快なる 組織的 頭腦を 要す、 

彼 亦 詩歌、 哲學 等の 人情 的 學理に 通達す るに 非 すん ば、 威 ありて 恩な く、 兵 を 弄ぶ を 知りて 民 を 救 ふ 

明 冶 ill 十 年 ( I 八 九 七 年)  so 九 


を 思 はす、 無學 無謀の 陸 海軍大臣より 國 家の 被る 害毒 は、 無益の 軍備 擴張 費な り、 不相應 の 軍艦 製造 

なり、 無學 なる が 故に、 彼等 は 力 を 以て 壓 せんこと を 勉めて、 智を 以て 是を 利用 せんこと を 計らす、 

サ 右し 無風， f 程 不經濟 なる 者な しとなら ば、 無學 なる Jsf 務 大臣 程、 國 〈おに 取りて 厄介物 はな かるべし。 

肥 後人 

薩長 政府 を 助けて、 或は 薩長 政府に 使役 せられて、 今 n の 日本 を 作り出す に 於て 與 かりて 力 ありし 者 

を 肥 後人 となす、 大義名分の 主張者と して は、 新 思想の 喇， 叭吹 として は、 日本 國中肥 後人に 及ぶ おな 

し、 彼等 は 巧に 戰を 避け、 亦責を 黄うて 難：！^ に 當るを 好ます、 然れ ども、 戰鬪已 に 終り、 敗者の 述を 

逐ふ 時に 際して は、 彼等 は 屈 党の 兵に して、 彼等の 虚勢に は 殆んど 常るべからざる 者 あり、 薩長 政" 时 

は、 彼等 をして 尊王 愛國の 名義 を 天下に 吹聽 せしめたり、 而 して 彼等 肥 後人 は 能く 其 職をネ g し、 日 木 

全國は 終に 彼等の 虚喝に 屈服す るに 至れり、 一 i 若し 獅子に して、 長 若し 虎なら ば、 肥 はジャ カルな り 

ハイ Ml ナ たり。 

肥 後人 の 敎 育 

我國の 教育界に 肥 後人の 多き は、 陸海 軍に 薩長 人の 多き が 如し、 敎育は 思想な り、 而 して 薩長 人の m 心 

想 は 肥 後人に あり、 薩長 政府の 敎育 家と して は、 肥 後人 を 措きて 他に 適任者 ある を 見す、 而 して 共 我 

1； 今 曰の 敎育界 は …… 、 土 崩 瓦鮮、 力 ー ライルの 所謂 walllmlptry  of  imposture 欺騙の 破產、 . ^偽 

の 暴-お、 紛搔、 叉 紛擾、 風 は 腹を充 たす 能 はす、 音 は 柱石 を まふる の 力に 非す、 { 貪な き敎育 は、 此の 


如し、 L.^^E^人の敎有は此の如し。 

福 澤諭吉 翁 

彼 も 亦 九州 人な り、 而 して 天下 彼の 功勞 に^ 惑せられ て、 未だ 彼の 我 邦に 流布せ し 害毒 を 認めす、 金 

錢是 れ實權 なりと いふ は 彼の 福 昔たり、 彼に 依りて 拜金宗 は 恥 かしから ざる 宗敎 となれ り、 彼に 依り 

て 德義は 利益の 方便と しての み 貴重なる に 至れり、 武士 根性 は、 善と なく 惡 とたく 悉く 愚弄 拂斥 せら 

れ たり、 彼 は 財産 を 作れり、 彼の 弟子 も 財產を 作れり、 彼 は 財 神に 祭壇 を 築け り、 而 して 財 神 は 彼 を 

惠 めり、 遠慮なく 利 慾を嗜 みし. 者は薩 人と 長 人となり、 利 慾 を學理 的に 俾播 せし 者 は福澤 翁たり、 日 

本人 は 福澤へ 一力の 學理的 批准 を 得て、 良心の 譜責 なしに 利 慾に 沈淪 する に 至れり、 薩長 政』 肘の 害毒に、 

一 革，、 § を 以て 洗滌し 去る を 得ん、 一 i 澤 翁の 流布せ し 害毒に 至りて は、 精 祌的大 革命 を 施す に 非 すん ば _ 

日本人の 心底より 排除し 能 ざら む。  (『萬 朝 報』 四月 サ 四日) 

基督の 復活 を 祝 ふ 席に 臨みて 

是れ內 村鐸三 氏が 去る 復ぉ 日曜日 一 禅 町 敎會に 於て 演說 せられた る大耍 なり。 

基督の 門徒に 取りて は、 基督の 復活 は 人生の 一大 危機に 遭遇せ る ものな りき。 從來の 生涯 を此に 於て 

全く 破壞し 了るべき か。 將た叉 此關門 を 過り て、 更に 髙尙 偉大なる 生涯に 進むべき か。 起ん か、 倒れ 

んか、 進まん か、 退かん か。 彼等の 運命 は實に 危機 ー髮の 間に 決す 可 かりし なり。 
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レナン は 基督の 復活 を 構造の 虛說 なりと し、 スト ラウス は是れ 催眠術 を 施した るな りと ^論す。 $ 

は 基督 敎を 陂壞 せんとして、 先 づ鐵槌 を 復活 問題に 加へ たり。 而 して 一方に 於て は 信仰の^ 礎 を この 

復活の i» ^實に 措かん とする もの あり。 卽ち 復活 問题は 保羅の 所論に 於て 天下 分 目の 關ケ原 若く 原 

坂な りき。 

今の 世 は 殆んど 失^の 聲を 以て 充 さる。 新聞の 叫ぶ 所 は 何ぞ。 巷に 相 語る 所 は 何ぞ。 臺灣の 官吏 は 腐 

敗せ り。 本願 寺の 愤侶は 腐敗せ り。 會計檢 査院は 腐敗せ り。 代議士 も 亦 腐敗せ り。 腐敗 腐敗 叉 腐敗 社 

會は 到底 駄目な り。 救， 好の 策 行 ふ 可から す、 改革の 道講す 可から す。 嗚呼 耳に する 所總て 失^の^な 

ら ざる はなし。 夫れ 人間の 蓮 命 はか k る 暗澹なる 失望の 社き に 死すべき もの か、 將た义 其の 以上の 社 

會 ありて、 皓々 たる 希望の 光明 輝く 所 あるか。 基督の 門徒 は その 憂憤 悲哀 遣る 方な く、 狼 狠失ぱ r 志 

鈍り ー兀氣 沮喪し たれ ども、 復活の 事實に 依りて、 新しき 希望と 新しき 勢力 を 得たり. - 如此 復活 問題 は 

今の 社/諍に 在りても、 吾等 をして 理想 を 高く し 志を勵 まし、 以て 道 を 行 はしむ る 所以に あらす ゃリ 

かく (仅活 問題 は 進む か 退く か、 生きる か 死ぬ るかの 問題 なれば、 決して 輕々 に^ 過し、 等閑に 附し去 

るべき 事に 非す。 之 を 吾等の 理性に 訴へ、 學術 的に 解釋 する は 大切な りと 信す。 

眠れる 小兒の 重量 は、 酲 めた る小兒 よりも 重し、 生命 ある 者 は 生命な き 者より は輕 し。 此 iJM 貧 はまた 

復活 問題 を 解す る 一 助と なるべし。 身體 何となく 重 くるしく、 氣 |^) し 心 結 ぼれ、 鈴 にても 負 はせられ 

たる 如き 感覺 ある 時に 當て、 一片の 希望 湧き 來る^ あらん か、， 小 鹿の 岩 を 躍り 越 ゆるが 如く、 心氣爽 

かに 歡喜滿 つる ものな り。 

生理的 心理 學に據 りて H  メリ ー は、 心氣の 爽快た ると 否らざる と、 其當 時の 分泌物 を 異にす、 恥-:^ を 


覺ぇ、 木 心に 叱責 せらる X 時 は、 卽ち^；母を分泌し、 善を爲 して 歡び充 ち 心安ん する 時 は、 卽ち 健^ を 

助くべき 薬液 を 分泌す。 若し 前者の 分泌物 を 取りて サ リシ リ酸を 混 すれば 其 色 忽ち 變 じて 赤色 を呈す 

と。 是れ實 に 近代の 大發 明たり。 未だ 此理に 依りて 療養す るの 法を發 明す るに 至ら ざれ ども、 是れ 

偶 以て 復活 問題 を解釋 する の 一 助と なるな からん や" 

復活 日曜 は 春の 花^く 頃たり、 春 至れば 花 1  人き 亂る K と は、 吾等の 殆んど 先天的に 思考す る 所な 

り。 され ど必 すし も 春に は花唤 くと 定まりた る ものに あらす。 今 曰の 美 はしき 櫻の 花 も 亦 曾て は 小さ 

き 小梅楼 なりし 時 も あらん。 年々 歳々 花 相似たり と 云 ふ、 卽ち 相似 たれ ども 去年の 花 は 今年の 花に 如 

かす。 如此 地. は 漸次に 善に 進み 行く ものたり" され ど 是れ唯 自然に 斯 くなる ものに 非す、 常に 新し 

き 勢力の 注入 せらる 、 に 由る。 卽ち祌 が 死物の 上に 新しき 勢力 を 加 へ らる i が 故に 宇宙 は 進化 發 fl. はす 

る を 得るな り、 夫れ 唯 ダル ビンの 言へ る 如く、 生存 競举 のみ 行 はる-に 依りて 進化す る 者なら ば、 物 

皆な 遂に 死滅に 歸 せんの み。 世々 櫻の 花の 賞美 せらる. - 故に必 すし も 今日の 美 を 致す と 云 ふの 现 はな 

からん。 祌の 勢力 あり 生命 ありて 獨り 能く 然るの み。 一 輪の 花 も尙ほ 神の 大能 を顯 はし 其， お 天德を 示す。 

吾等 世に 在りて 常に 相 衝突し 相競爭 したりと て、 焉んぞ 能く 復活す る を 得ん や。 神 その 勢力 を與 へ、 

その 生命 を 注ぐ が 故に、 始めて 復活す る を 得るな り。 吾等 は 神に 依って 復活す-し 

カノン、 ッ リスト ラム 我 邦に 来り、 日本人 は 希^な く、 一人と して 失望の 色た き はなしと 云へ り。 然 

り 事實は 之 を 辯 護す る 能 はすこ 實に我 社會は 希望 少なき 社會 なり。 或は 云 ふ 希望 は 山の 奥に 在り、 茅 

屋破 窓の 下に 在り、 聖人 君子 又 此に隱 ると。 然れ ども 百方 之 を 探り 求めて 未だ 發見 する を 得す、 已に 

希望 は 山に 求む 可ら す、 鑼て社會は腐敗と失^11||の地獄の如し。 而 して 改革の 道に 暗く、 また 囘 天の 力 
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及び難し。 夫れ 是を 奈何 せんか、 幸に 生 氣の字 に 充てる もの あり。 .r::: 花 之に よりて 爛设 たり。 此生 

氣ゃ ナザレの イエスに 於て 世に 現 はる。 吾等 若し 此 偉人に 信 賴 せば 此生氣 を 得ん、 而 して 之 を 以てよ 

く 世 を 改善 啓 導す る を 得べ けん。 吾等 元と 識淺く 力足らざる も キリ ストの 精神 を 受けて、 初めて r 怀活 

し、 人生の 目的 を 悟り、 死に 勝ち 失望 を 制して、 能く 使命 を遂 ぐる 桌を 得ん。 (筆記.) 

(『福 昔 新報』 廿二  =:」 

時 弊 談 . 

C 八學士 にし て 某 新聞記者た る 某氏 談 斗 i の 大 ^ な リ 

〇 拉丁語に 】》l.o  nu.isto  ot  ratr.;;l 卽ち キリ ス トと 國の爲 めと 云 ふ： 諧 あり。 基督 敎 徒の 中柱々 にして 

非 愛國者 あり。 是れ 決して キリストに 忠信なる 者と 云 ふべ からす。 . ^^の 期す る 所 は キリストの 爲に 

せん 事な り。 义國 家の 爲 にせん 事な り。 其の 國 家の 爲 にす ると は 一 國の 天職 を完 し、 其 使命 を 遂げし 

むる にあり。 而 して 其 一 國が負 ふ 所の 责任を 成就せ しむる は 取り も 直さす キリ ストの 聖旨 を 遂行す る 

所以な り。 

〇 亞弗利 加の 傳道 をして 今日の 勢に 至ら しめたる もの、 元より 直接に 傅 道に 從事 せる 我等の {n; 敎 帥の 

效勞 なり。 然れ ども 亦 其 道を備 へ、 其 路線 を 直せる リビング スト， I ン其 人の 功 勞與て 力 ありと 云に ざ 

る 可ら す。 如 此我邦 今日の 狀況を 見る に 基 赞敎が 社 會に戰 を 挑む に當り 一大 缺乏 を感 する は、 元より 

未だ 完^せ るに 非ざる も 15- に 角く 歩兵に は あらす、 騎兵に は 非す、 砲兵に も 非す、 却て 橋梁 を 架し 電 


信 を通ぜ しめ、 义は鐵 道 を 布 かしむ る 工兵 其 ものに あり。 不充分ながら 直接に 傳道 する 者 は數多 nl=| あ 

り。 學 校に 敎師 たる 者 も 少なから す。 然れ ども 身 を 活劇の 社會に 投じて、 政治に 文學に 工業に 商業に、 

堅 岡なる 基督 敎 主義 を 實 行し、 以て 問 接に 斯道 を 社會に 紹介す る 徒の 少 たき は、 寳に我 邦の 基督 敎に 

取りて 不幸 此上 もた き 事な り。 從來我 邦に は 信徒に して か k る 社き に 生活す る 者 は往々 世に 詔 ひ 人に 

諛ひ 我から 主義 を 曲げ 節 を 折る 卑怯 未練の 徒 多く、 然ら ざるまで も 漸次に 其 四邊の 境遇に 感化せられ 

遂に 兜を脫 ぐに 至る の 人 多し。 故に 敎會 は如此 ならん 事 を 恐れ 憂 ふより して、 威るべく 之 を 避け 消極 

的の 謀 をな せり。 然れ ども 今日は 決して かかる 消極的の 謀 をな す 時に 非す。 犬に 獎勵 して 身 を 諸^の 

社會に 投じて 斯道 を 行 はしめ、 以て 基督 敎と 社會と 互に その 利益 を感 する に 切たら しめざる 可ら すと 

信す。 是れ 基督 敎傳播 の 最も 效 ある 方法な り。 

〇 今日 我 邦の 傳道者 及び 敎會 に對 して 無遠慮に 批評 を 下さし めば、 學者 として 最も 善く 基督 敎を 理解 

せる 者 は 〇〇 君な り。 個人的の 恩怨は 暫く 措き、 此點に 於て は 最も 尊敬す る 所な り。 其 他 知名の 士に 

して 感服すべき 人 夥し。 寧ろ 田 舍の名 も 聞えざる 傳道者 及び 信者に して、 眞に 基督 敎を解 得せる 者 多 

かるべし、 從て 共に 道の 事を談 ぜんとせば 此裡に 見出さ る 可ら すと 思惟す。 

〇 熊本縣 人の 基督 敎は 研究すべき 面白き 問題な り。 試に 花 岡 山の 血判と、 札 幌農學 校に 於け る クラ ー 

ク 氏の 基督 信者の 盟約 (covenant  of  Believem  in  Jesus) と を 比 絞せば、 一 一 者 間に 大 なる 差違 ある 

を 見るべし。 一 は 政 黨式を 行 ふが 如く、 他 は宗敎 的の 誓約 を 結びた る ものな り。 熊本縣 人の 基督 敎は 

政治的な り。 然れ ども 若し 熊本縣 人な かりし ならば、 基督 敎が今 H の 如く 世 問に 聞知 せらる.^ 事な か 

りした らん。 彼等 は 吹 聽に妙 を 得た る 者 あり。 隨て 基督 敎が 蒙りた る 弊害 も 亦 決して 少なら ざるべ 
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し 0 

〇 敎 會內責 むべ く惡 むべき 行動 少なから す。 然るに 之 を 成るべく だけ 隱密 に蔽ひ 去らん とする は、 抑 

も敎會 不振の 原因の 一 にして、 また 腐敗の 徵菌を 培養す る 所以な り。 故に 之を嚴 しく 發き 出して 敎規 

を振肅 せざる 可ら す。  (『福 昔 新報』 四月 サ：： 一：： 1) . 

余 は 基督 信徒に あらず 

余の 品行 不完全な るが 故に、 余の 思想の ま i 卑陋なる こと あるが 故に、 余の理想の基督敎以外の：^^-物 

に 執着す る こと あるが 故に 余 は 自ら 稱 して 基督 信徒な りと 云 ふ を 深く 恥す る ものな り、 而 して^ 人往 

往 余の 不完全 を摘發 して 基督 敎 進歩の 暴 害な りと する もの ある も 余 は 決して 怪 まざるな り、 ^に は 我 

こそ 基督 信徒な りと 自稱 して 誇る もの ある こと は 余の 羨んで 止まざる 所な り、 若し 完全 無缺高 尙ぉ爲 

の 性を備 へざる にあら ざれば 基督 信徒の 名稱を 下す 能 はざる となれば 余の 如き 勿論 信徒の 名 を 犯す ベ 

からざる こと は 余の 言 を 待た すして 明かな り。 

然れ ども 余の -MJ 曰 は 余に 告げて 云 ふ r 汝ぢ 罪人よ 我に 来れ」 と 叉 基督 は 病人 を 癒 やす 爲に來 りし 醫師 

にして 完全なる 君子 を isM する 爲に 來ら すと 示せり、 故に 余の 如き 罪人 はこの 罪人の 救世主に すがる 

ものにして 若し 丼 A 督 信徒の 名を 犯す を 得ば 單に 神の 赦を乞 ふ 罪人の 資格 を 以てする 而已。 

余 は 基督 信徒に あらざる なり、 然れ ども^ 督 に依賴 ものな り、 基督の 敕を 要する ものな り、 神の 赦を 

希 ふ ものな り、 自己の 正義 を 誇り、 罪人 を货 め- 以て國：^-道德の機關を以て，：11ら任するの士に對して 


は漸.《^l身こ滿ちてーーーー^はんと欲する所を知らすo  .  (『某 管敎 新聞- 七月 二 H) 

米. 國 詩人 (口述) 

記者 一 夕 内 村 鑑三氏 を 青山の 寓に訪 ふ C 戶を排 して 入れば 玄關の 障子に 一 枚の 半紙 を貼附 して 曰く、 

多忙に 付き 當 分の 中、 說敎、 演說、 講話 等の 依賴を 謝絶す と。 此 一事 已に その 人物の 如何 を 推察す る 

に 足る もの あらん。 梭 i=、 電^、 一  見して 氣坐 ろに 人 を 襲 ふを覺 ゆ。 警句 奇想 ロを衝 きて 出で、 或は 

心膽を 塞から しめ、 或は 破顏 一 笑せ しむ。 胸中 常に 一 種の 活 火の 燃々 たる もの ありて、 多感 多 血の 性 

なり。 或 人 曾て 氏 を 評して 臼く、 彼 は 一 たび 惡人 なりと 信 すれば、 その 行動 悉く 之を惡 となし、 善人 

たりと 信 すれば、 その 行動 悉く 之 を 善と なす、 余の 敢て爲 す 能 はざる 所と。 夫れ 或は 然 らん 乎. - 氏 先 

づ 記者に 謂 ひて 曰く、 余 は 

近世の 人に 說敎す る を 好 ます 、 

寧ろ 彼等 を詛 ふ。 知己 を 百年の 後に 求めて、 余が 滿 腔の 抱負 を談 ぜんの み. - 爾來 余が 著述す る 所の 書" 

皆た 僅かに、 一 小冊子に 過ぎす、 故に 向後 三十 年 を 期して 大著 作を爲 し、 聊か 世 を 稗) 偸し 以て 驚 れん 

事を冀 ふと"〕 談偶々 一 轉 して 

米國 詩人 

の 事に 及ぶ-』 余 居常 思へ らく、 米國 詩人 は英國 詩人よりも 遙に 偉大たり と。 蓋し 英國の 詩人 多く は活 

動 世界 を 遠ざかって、 山紫水明の 問に 隱遁 する の 風 あり。 スコットの アボット フォルドの 古城に 於け 
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る、 ゥ オル ヅゥォ ルス の ライ ダル 山の 幽捷に 於け る、 テ 一一 ソンの ウイ チン ハム の 閑居に 於け る、 みな 

然ら ざる はなし。 然れ ども 米國の 詩人 は 之に 反し、 普通の 生活 を營 みて、 活社 會に活 事業 を擔當 す。 

從 ひて その 歌 ふ 所 また 趣 を 異にし、 一 は悠々 月 雪花 を 友と する 我 邦の 所謂 詩人なる もの 多く、 他 は 近 

く 人間と 相 親しみて、 その 生活 を 歌へ り。 斯 くの 如く 一 一 者の 問 その 趣 を 異にする に 至れる 所以の 一 源 

.因 は、 或は その 社會の 組織に 基因す る もの あらん 乎。 米國は 自由の 鄕 にして 平民の 社會 なり、 故に 才 

能に 從 つて 志を暢 ぶる に 易し。 英國は 階級の 制嚴 にして 才を行 ひ 志を遂 ぐる こと 難し、 故に 勢 ひ 身 を 

風月に 託して 以て 心を此 に專ら にす るに 至れるな らん 乎。 余 は あまりに 口 ング フ H  u 1 の 詩 を 愛吟せ 

す。 され ど 彼 は初ボ ー ド イン 大學に 近世 語學の 講師と なり、 後 移りて ハ ー バ ー ド大學 に 同じく 近世 語 

學 及び 美文 學の 講師たり き。 ブライアント は 法律 學に曉 通し、 新聞記者 及び その 所有 主として 一生 を 

達れ り。 其 最も 著名なる 詩はサ ノト プ シスに して、 死 を 歌へ る 者な り。 「年の 洪水」 と 題せ る 詩 中、 

人生 を 逆 卷浪の 一 上 一 下す るに 譬へ、 佳人 才子 相携 へて 忽ち 現 はれ 忽ち 沒す るの 狀を歌 ふ。 讀來 りて 

其 想の 痛快なる 未だ 曾て 案 を 柏て 嘆賞せ すん ば あらす。 其 他 中央 亞米利 加の 地、 雲烟 茫々、 一目 千里、 

更に 際涯 を 極めざる 原野 を 歌 ひて、 天空の 漠々 たるに 適 はしき 床な りと 言へ るが 如き、 また 羅 馬の 舊 

都に 遊び、 一夜 地上に 臥し、 土砂 動めき 叫んで 榮枯 盛衰、 幾千 年の 歷史を 談るを 聞く と 言へ るが 如き 

は、 正に 是れ 奇想天外より 來 ると 謂 ふべき に 非す や。 ホイ チェル は 幼に して 小作人の 丁稚と なり、 ま 

た 屨屋の 小僧と なれり。 長す るに 及び 政治家と して 立法の 事に 關 係し、 非 扠隸黨 の 書記と なりて 國事 

に 勤めたり。 その 詩 多く は 人生の 活 問題 を 捉へ來 りて、 人道 を發 揮せ り。 潔 {：： 優雅、 英國 詩人の 及び 

難き 所な り。 口 ー エル は ロング フエ 口 ー の 後を繼 ぎて、 ハ. 'バ， -ド 大學に 近世 語學の 講師たり、 また 


西班牙 及び 英國に 使節たり しこと ありき。 余 は 道德的 詩歌 中、 未だ £1 1 H ルの 詩の 如く 高尙 雄大なる 

想 ある を 見す。 ホイット マ ンは想 を 重 じて 形 を 問 はす、 在来の 詩 風 を 破壊して 一 新機軸 を 出せる 詩人 

なり。 而 して 世人 力 ー ライルの 雄渾 偉大なる を 長 敬 すれ ども、 余 は ホイットマン の 人物の 遙 かに 物 表 

に亭々 として 幾 1^ の 高き に 在る を 見る。 

我 國民は 未だ 米國 詩人の 眞價を 知らす、 これ 實に 歎すべき ことなり。 余 は 特に 俳諧師 輩の 漫 りに 風流 

を 事と して、 社會を 茶に し、 或は 悲観的 厭世家の 徒らに 物の 哀 をのみ 歌 ひて 生活 を 尊ばざる 傾向 ある 

我 邦に 於て は、 米國 詩人の 如く 人生に 近づき、 普通の 生活に 稗 益 ある 詩歌 を 紹介して、 健全なる 詩 風 

の 行 はれん 事 を 希^す る 切なり。  (『福 昔 新報』 七月 卅 日：) 

膽汁餘 滴 

「世界の 日本」 記者 閣下、 余 は 閣下に 或る 論文 を 約して、 其 約束 を 履行し 能 はざる を 恥づ、 然れど 

も 事 未だ 近き 過去に 屬し、 事實 有の 儘 を 今日 世に 公に する は、 余の 少しく it かる 所な り、 故に 其 公 

開は數 年後の 未来に 讓り、 今爱に 例の 雲助 的惡ロ 文字 數篇 を呈 す、 閣下 若し 是を 受けて 余の 爲 めに 

江湖に 謝する 所 あらば、 余の 幸福 實に大 たり。 

-  東京 青山に 於て 內村生 
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平和 好きの 民 

東洋の 大哲學 者に して、 日本の 大 忠臣た る文學 博士 井上哲次郎 氏 は、 曾て 日本の 君子 國 たる 理由 を 辯 

する に當 りて、 其歷史 の 常に 平和的に して、 歐米 各國に 於け るが 如き 殘忍 悲慘の 形跡な きを 示さ，；； た 

り、 然れ ども、 平和的た る必 すし も 君子 國の徵 にあらざる なり、 世に は 下劣の 平和 を 愛する 國民 あり、 

戰爭は 避くべき 者 なれ ども、 平和の 爲 めに 避くべき 者に あらす、 義は 生命よりも 重し、 正義と Mi- と 

の爲 めに は 身 を 權牲に 供し、 國 家の 存在 を瞎 しても 戰 ふべき なり、 日本人 は往々 平和 を 愛する の餘 り、 

明. H なる 大義 を 犧牲に 供す る 者な り、 視ょ、 彼等の 稱 する 改革なる 者の、 常に 功 を 奏せす して 終る 事 

を、 第二 高等 學 校の 改革 運動 然り、 本願 寺 改革 運動 然り、 進 步黨の 藩閥 政府 改革 沙汰 然り、 改革 は唱 

へらる  > -も實 行せられ す、 そ は 彼等 は 血戰を 怖る \ 者 たれば なり、 戰鬪を 避く るが 君子 國の持 前と な 

らば、 余輩 は懼 る、 君子 國は 終に 禽獸國 として 終らん 事 を。 

四千 萬の レノ ー テレノ 

『四千 萬 人 皆 悉く ル ー テルた るべ し』 と は， 本願 寺 改革 派の f て へし 所な り、 然るに 今や 一 老^ 某 

をも排 する 能 はすして 息まん とす、 彼れ 等 は 未だ ル ー テル を-みに して、 ル ー テル を識ら す， ル I テル 

は、 法王 藤の 役僧に 擧 げら れんが 爲 めに、 改革 運動 を屮 止せ ざり しなり、 四千 萬 人の 法螺吹き ル ー テ 

ル ありて、 二人の 眞ル ー テル あるな し、 法王、 ， ぼ 11^ 共に 祝杯 を 擧げて 可な り。 


平和 好きの 張本人 

新 日本に 於け る 平和 好の 張本人 は 勝 海 舟 伯 其 人たり、 彼 は 德川慶 喜の 生命 を 救 はんが 爲 めに、 殆んど 

無條 件に て 日本 政』 肘 を 薩長 人の 手に 引き渡したり、 彼に して 若し 智に 長す るが 如く 義に 充實 する 人な 

らしめば、 彼 は 一大 打孽を 掠奪 者の 上に 加へ、 縱ひ德 川 政府-を 救 ひ 得 ざり しも、 薩長 政府 をして 今日 

の 專橫を 逞しく する を 得 ざら しめし もの を、 戰鬪 は、 敗北 を 怖れて 避くべき 者に 非す、 戰 ふべき の戰 

爭は、 敗 を 認めつ、 戰 ふべき 者たり、 勝と 敗と は 義の爲 めに. するとせ ざると にあり、 義の爲 めに する- 

者 は 敗れて 勝ち、 不義の 爲 めに する 者 は 勝ちて 敗る、 義は戰 は ざれば 屈せす、 然り 死す とも 屈せす、 

先 づ義を 講ぜす して 利害 を 講中、 勝 海 舟 伯 は德川 家の 利害 を 講じて 日本の 義を 講ぜ ざり したり、 其： g 

たる や 今日の 墮落政 府 を 胚胎 し た り、 伯の 罪亦大 なりと 謂 ふべ し。 

愛國的 妄 想 

日本 は 特^の 國 なり、 金 甌無缺 の 君子 國 たり、 之に 異様の 國體 あり、 之に 特種の 道德 あり、 之に 獨特 

の 美術 あり、 何事 も 例外たら ざる はたし、 故に 日本 は 萬國の 標準 を 以て 規る ベから す、 歐 米の 實 例に 

依りて 照らす ベから す、 日本 は 世界 を 同化す るに 至る も、 f 界は 日本 を訓 化する を 得すと。 

此の 如き はん マ 日の 日本人 大多数が、 尙ほ 唱道 確信す る 所な ゥ、 新聞記者 之を唱 へ、 政治家 之に 和し、 

小學 生徒 之 を 歌 ひ、 之に 贊せ ざれば、 日本人 視 せられ ざるの 感 あるに 至れり。 

是に 於て か、 日本 敎と稱 して、 異常の 倫理 學的 系統 は 編み出され、 萬圃 歷史の 致究は 疎ん ぜら れ、 紫 
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式部の 源氏物語 は 愛 國的讀 本と して 採用せられ、 ，^^、 ゴ ー ル ドス ミ プ  11^ の 作 は 或は 博愛主義 を敎 

ふるの 故 を 以て、 或は 戀愛 を說 くて ふ 理由 を 以て、 敎科 書と して は 使用 を 禁ぜら る、 科學に ワット、 

- ユレ d の 迹を逐 ふ も、 倫理に 鎌足、 正 成 を 仰ぎ、 西洋 を學 ぶに 常に 實利的 觀念を 以てし、 彼の 技 

藝を 受けて 其 精神 を 却く。 

然れ ども 余の 見る 所 を 以てすれば、 自然 は 日本の 爲 めに 特例 を 設けす、 日本人に して 宇宙の 大道に 邀 

は ざらん か、 宇宙 は 日本の 爲 めに 假 借す る ことなし、 是れ 技藝學 術の 區 域に 於ての み 然るに あらす、 

政治に 於て 然り、 道德に 於て 亦然 り、 日本の 國 體は國 民の 腐敗より 來る國 家の 衰退 を 妨げす、 日本の 

美術 は 民心の 墮落を 感受せ ざる を 得す、 國 家は國 民の 組成す る 集合 體 なれば、 國民 にして、 若し 宇宙 

の 大道に 戾 らん 乎、 如何なる 制度 も、 如何なる 俗習 も、 其 腐蝕 を 防ぐ 能 はす、 其 過去の 歷 史に賴 り、 

其 祖先の 武勇に 誇り、 奢侈 淫逸 を 顧みざる 國民 にして、 永く 光榮を 保持せ し 者 ある を 聞かす、 爱に於 

て か 余輩 は 世界の 標準に 照らして、 日本 を致究 する の 必要 を感 するな り。 

『犬 の 糞』 

力 ー ライルの 名著 「サ ー トル、 レサ ル トス」 の 主人公 は稱 して トイ フ M ル スド ルックと 名く、 之を譯 

すれば 惡 魔の 糞の 意な り、 理想的 人物に 冠す るに きの 字 を 以てす (爾 かも 惡 魔)、 此字必 すし も不名 

譽の 語に あらす。 

鶯の糞 は 粉粧劑 として 青白 男女の 爭 うて 需 むる 所たり、 驗駝の 糞 は 燃料と して 價値 あり、 馬糞 は園藝 

上缺 くべ からざる 者、 濕地冷 壌に 植生の 蕃茂を 促す に は、 之 を 除きて 他に 好 肥料 あるな し、 狼の 魏は 


煙火 製造 上の 必要 劑 なりと 云 ふ、 其 他 鶏の 糞、 鳩の 糞、 牛の 糞、 豚の 糞- 兎の 糞、 各 其 特效特 用 あり。 

然れ ども、 惟り 犬の 奠に 至りて は、 一 の 美術的 或は 經濟 的價値 ある を 耳に せす、 如何なる 魔物 利用 論 

者 も 未だ 余輩に 敎 ふるに 犬の 糞の 利用 を 以てせす、 是れ 汚據の 代名詞た るに 過ぎす、 之 を 路傍に 認め 

て 唾し、 之 を 暗夜に 蹈 みて 怒る、 之 を 洋犬の 粹 より 得る も、 之 を 貴 孃の狎 より 得る も、 犬の 糞 は 品の 

佳き 者に あらす、 病める 鯨の 箕に香 科 (Aml)el お ris 龍诞) の存 する 事 あり、 然れ ども 健全 肉食の 犬と 

雖も、 未だ 曾て 芳糞を 放ちし 例 を 聞かす。 

口さがなき 京 童子 は、 束髮 婦人 を 呼びて 犬の 糞と 稱す、 そ は其髯 形の 此廢棄 物に 能く 類似せ るが 故な 

りと、 余輩 は此惡 口の 餘 りに 酷に 過ぐ るを認 む、 巳に 我 邦 上流 淑女の 間に 托用 せられし 此新 流行 髭に 

對 して、 此誣 辱的稱 號を附 す、 若し 是の 如き を 女性 尊拜の 米國に 於て せん 乎、 不敬罪の 嚴罰は 免る ベ 

からざる 所なら む、 殊に 束髪 は 我 邦 新婦 人 揀擇の 髭 形な り、 故に 之 を 嘲る は、 女性の 進路 を 遮ぎ るに 

邇 からむ、 女 權擴張 を 笑 ふに 均しから む、 文 藝倶樂 部旣に 幾多の 女史 を 見る、 敎育傳 道 亦 女將の 活動 

を 見る ®l なから す、 佳 冠 を 奉るべき 我 邦の 新婦 人に、 此 、汚 臭 嘔吐 を 催すべき 名 稱を呈 す、 京 童 宜しく 

口と 筆と を愼 みて 可な り。  • 

吉 野 參 詣 

日 淸戰爭 以來頓 と 滅却せ し 余の 愛 國心を 恢復せば やと 思 ひ、 余 も觀櫻 時節の 流に 習 ひ、 明治 廿九年 四 

月 某日、 友人 某と 吉野觀 櫻と 出掛けぬ、 そ は 余 は 「日本 風景 論」 著者の 紹介に 依りて 讀 めり、 

花より 明くるみ， 野の、 春の 曙 見し たれば、 もろこし 人 も 高麗 人 も、 大和心に なりぬべし、 
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と- 余 は へらく、 吉野 にして 若し 支那 人 や 朝鮮人 を斯 くも 瞬 問に 日本化す るの 秘密 力 を 有するなら 

ば、 況して 日本 生え 貫きの 余に 於て を やと。 

途に函 庭 的の 舂日 公闻を 賞し、 金剛 山 下に 一夜 を 明かし、 車 坂 を 越えて 吉野鄕 に 入り、 六 田 淀 を渡リ 

て 長峯に 登れば、 眼下に 茱 摘の 淸流を 眺め、 老櫻 峽路を 挟みて、 早 ゃ已に 余の 眠れる 愛 國心を 喚起し 

始めぬ、 吉野 神社の 社 前 を脫帽 して 通過し、 右 傍に 村上義 光の 古墳に 稽首し、 口の 干 木に 朝日に は 非 

すして、 夕 曰の 香 を g< ぎ、 黑 門に 人り、 銅の 華表 を 潜り、 藏王 堂の 石疊を 廻りて 宿す、 後刻^ を 竹林 

^、 ； 人皇 橋の 邊に 虫き、 遙に延 元 帝の 陵 を拜し (余 は 良心の 許可 を 得て 之を爲 せり)、 勝 乎の 社梭に 

な 和の 昔 を囘觀 し、 吉水院 に 太平 記 的 悲憤 を 醸し、 稍. -冉び E 木 化せられ しの 感 ありて 宿に 歸 りぬ。 

自然 的吉 野と 歷 史的 吉 野と は、 斯 くも 著る き 日本化す るの 力 を 有せり、 人物 的 吉野は 如何な りし か。 

卷 煙草 を銜 へ、 ポケットに 乎 を 入れて 樱 林の 問 を 逍遙す る 若 紳士 は、 機 かに 文治、 延元 時代の 直赏熟 

誠なる 面貌 を 留めす、 竹林 院の 丘上 は猩々 と 正覺坊 との 巢窟 かと 疑 はる、 俄にして 南朝 皇居の 正面に 

當 りて 終聲， 讕 歌の r お： しく 擧 がる あり、 れ，| れ名 にし 負 ふ 袖 板 山に 神 女の 降臨 ありて、 聖 虫の 美 曲に. ぼ じ 

て 歌舞す るかと 思へば、 然ら す、 靜 御前の 法樂の 舞に 比すれば、 いと 雅致 を 缺く感 あり、 木. 相投坊 

が 尺 三寸の 太刀の 鋒に 敵の 首 を 刺し 賞き、 藏王 堂の 廣 庭に 於て 『才誕 劍戟を 降らす こと、 電光の 如 

くな り、 磐石 岩 を 飛ばす こと、 春の 雨に 相 同じ』 と劍 舞せ しに 比すれば、 悲壯 なること なし、 如何な 

る 魔魅の 鞏が此 聖地 を 汚すな らんと、 障子 を排 して 醒 むれば、 是れ なん 蓄髯 の紳 十一が、 田舍歌 舞妓と 

戲る、 にて ありし、 怪聲醜 歌 漸く 夜に 入りて 媳 みぬ、 忽ちに して 一群の 野蠻 人の、  < ；-攀 の 隣室に 歸り 

來る あり、 縣 知事 不信任に 投； S です る田舍 紳士 は、 他人の 安眠 妨害の 理を辨 へす、 彼等の i=. 錄は延 きて 


夜半に 至りぬ、 彼等 は娱を 語りぬ、 慾 を 誇りぬ、 余 は 馬 族に 舌を與 へしなら ば斯く 語らむ と考 へたり、 

話頭 は轉 じて 金儲け 問題に 入りぬ、 純士 は、 聲を 潜めて 語りぬ、 余 は 耳を錄 たて- -聽 きぬ、 

んマ 日 余に 宛てた る 郵便 は 来ら ざり し 乎、 …… 和歌 山の 銀行員 は 余の 友人 …… 吉 野は樱 花の 名所、 全 

國民の 思 裔を惹 く 所 …… 余輩 は玆に 日本人の 愛國 心に 訴 へて 一 大事 業 を 起さん と 欲す、 資本 は 些少 

にて 足れり、 先 づ醫士 と 結託し、 彼に 藥品を 調合せ しめ、 アル コ ー ルに 和し、 製造所 を此吉 野に 定 

め、 吉 野の 樱 酒と 名 命して 全國 に贩賣 する にあり、 君 聞き 給へ、 日本人に して 吉 野の 櫻 花 を 慕 は ざ 

る はなし、 吉 野の 櫻 酒と ならば、 愛國 的飮枓 として 全國 に賣れ 亙る に 至る は、 现の 最も 見易き もの 

たり、 先づ之 を全國 有名の 酒店に 配布し、 貴顯 紳士の 至る 毎に 吉 野の 樱の實 より 製造せ しもの なり 

，三」 薦めな ば、 賞贊を 得ざる とい ふこと なからん、 是れ實 に 百萬圓 以上の 事業な り。 

是を 聞きし 余 は 愛 國心は 全く 冷却し たれば、 余に  一^の 歌 を 宿 房に 留め置き、 翌朝 早々 山 をドれ り。 

三芳 野の花 は 昔に 變 はらね ど 

い， こ 朽ち 架て し 大和魂  ( J 世界 之 日本， = 八月 一日). 

〔八 面 鋒】 

民に 對 する 不敬罪 

君に 對 する 不敬 は國 Hi- 擧 つて 囂々 之 を 追 翁して 止ます、 民に 對 する 不敬 は國民 寂と して 之 を 省みざる. 

が 如し、 十數 年の 久しき 民 を 欺き 終に 藩閥 政」 肘に 降る もの ある も 彼の 大 不敬 を 憤る もの gs-r 我國 民： 
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權の振 はざる 實に兹 に 至る 乎、 噫。 

弟子 は師 より 犬なる 能 はす 

故 新島襄 氏の 大 なりし は 彼 は 官職の 誘惑 を 斥けし が 故に あらす や、 然して 彼の 崇拜 家た る德富 氏に し 

て 終に 此 誘惑に 勝つ 能 はす、 弟子 は 到底 師 より 犬なる 能 はざる なり。 

變 節の 害と 罪 

予輩は 彼等 降服 參事官 が 何事 を も爲し 得すと は 言 はす、 石 川 五右衛門と ス レシ ャの 盗賊と は 富者より 

取って 貧者に 施せり、 然れ ども 盜賊 は盜賊 にして 變節者 は變節 者な り、 些少の 改革 は 終に 變 節の 罪と 

害と を 償 ふに 足らす。 

官友社 

民 友 社、 平民の 友 を 以て 自ら 任じ 平民主義 を 執りて 天下に 呼號 する もの 玆に十 年、 今や In: にして 其 

社長 は 藩閥 政府の 宫吏 となり、 其 新聞紙 は 藩閥 政府の 機關 となる、 是れ名 は仍ほ ：11^ 友 社に して、 資は 

復た民 友 社に あらす、 如かす 名 を官友 社と 改めて 其 實に副 ふの 更に 善き に は。 (『萬 朝 報』 九月 二 w) 


愛國 論に 均しき 國粹 保存 主義と 云 ひ、 基督 敎に 類す る 平民主義と 云 ひ、 其 終る 所 は 藩閥 政府の 高等官 

二等た るの み、 主義て ふ もの を 信す る を 休めよ、 日本 國 民よ、 汝は竟 に 才子 才筆の 主義 法螺に 欺かれ 

ざる を 得す。 

僞 善 僞 善 

平民主義 は 自己の 位置 を 作らん が 爲の僞 善、 新 島崇拜 は淸士 としてせ に 目 せられん が爲の 偽善、 軍備 

擴張 說は薩 人の 歡心を 買 はんが 爲の 偽善、 嗚呼 然 らば 彼と 彼等の 唱 ふる 所に して 何事 か 偽善なら ざる. 

を 得ん や、 日本 國民 は尙も 彼等の 偽善に 欺かれん とする 乎。 

小 な る 慾 望 

事業の 爲 めに 主義 を 犧牲に 供す る 者 は 事業 其 物 を も爲し 遂げ 得ざる 者な り、 世に 主義 を ii- るに 優る 大 

事業の あるた し、 彼等 今此 最大 事業 を棄て i 眼に 見 ゆる 世の 小事 業 を 成さん と 欲す、 彼等の 慾 望は憐 

むべき 程 小なら す や。  (『萬 朝 報』 九月 四日，) 

新 理想の 必要 

「所 志 在 功名」、 「人生の 最大 目的 は 日本 帝國 の總理 大臣た るに あり」、 我國 今日の 志士と か 政治家と- 

かいふ 類の 抱負 は、 大抵 此 位の ものなる が、 「人 を 救 ふ」 て ふ 如き 大慾 望、 世 を 化して 正義の 國 とな 
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さんと 欲する が 如き 祈願 は、 彼等の 夢想 だに も 上らざる が 如し、 彼等の 經綸の 常にお 粒大 にして 彼等 

の 行 or の 常に ，陋 なる は、 全く 之が 爲めな ら ざるべ からす。  {J 萬钥 報』 九月 f^iHO 

*  ,: 个 

ネ  * 

文 士 の 境 遇 

文士の 境遇と して 逆 遇に 優る もの あるべ からす、 先の 御用新聞 「日本」 の 如き、 現 政府 反 對の位 §i ^に 

立てより 其 光 焰大に 見るべき もの あり、 之に 反して、 平 主義の 鼓吹者た りし 1： 民 新聞の 如き、 節 を 

松 方 内閣に 寶 りし 以来、 活氣 全く 消え去りて 今 は 僅に 死屍の. 憐光を 放つ のみ、 文 卜-の 最も 忌み 避 くべ 

きは權 門 勢家の 庇 保に ぞ ある。  , 

根本的 改革 

根 木 的 改革と は 人心の 改革より 来る、 內閣の 變更、 人材の 倒 用より 根本的 改革 を-ゆえむ もの は、 未だ 露 

面 ほに 歷史哲 學を學 ばざる もの X 妄想と 言 はざる を 得す、 釋迦、 孔子、 基督の 如き を 根本的 改革者と 

は稱 ふなれ、 夫の 賣節諸 先生 を 指して 根 木 的 改革者な りと 稱ふ、 是れ 迷信の 最も しきものたり。 

政府 以外の 政」 

內閣員 の 無能、 人材 連の 倒 用 は、 政府なる 者の 依りて 以. て賴 むに 足らざる 事 を 吾人に 示せり、 潷 ての 

改善、 渾ての進歩を政」^-に委任する國民は、 党に 著る き 改善と 進歩な くして 終らむ、 故に 國民 は、 政 


府 以外に 革新 進歩の 方法 を 講ぜざる ベから す、 共同組合 組織の 如き 其 一 たり、 ギルド 苦樂 部の 制 等 其 

1 一な り、 政 "付-をして 何處 まで も 政府の 失敗 を 重ねし めよ、 而 して 國 民は黨 人の 嫉妬 奸策 以外に 吃 立し、 

徐々 として 社會組 の 完全 を 計るべき なり、 是れ 目下に 於け る 惟一 の 革新 法な り。 

一 

冀 望 ある 階 級  ， 

社會は 腐敗せ り、 然れ ども 腐敗の 最も 甚 しき は、 其 上 3^ に 留まりて 未だ 深く 下曆に 及ばす、 變節、 詐 

C  C  C  C  0  0  0  〇〇〇oooo  OCOOOCCOOOOOCCOOOOO  ooor>oo 一 

欺、 嬸縱、 多 欲 r 偽善、 虚飾 等の 罪惡 は、 多く は 世に 所謂 籍紳 なる 者の 犯す 所に して、 是 等の 點に於 j 

て は、 職工、 勞働者 等 は 比铰 的に 純潔なる 者な り、 かの 大工、 左官 等の 間に 共濟的 組合の 如き もの A 

存 する ありて、 自然と 兄" 的 團體を 作る が 如き は、 實に美 はしき 兆候と 謂 はざる を 得す、 我 國社會 の 

改善 を 計らん とする 者 は、 世に 所謂 文士、 政 客、 實業 家の 類に 信 を 置く を めて、 大にひ 1- を T 署の民 

に 置く を 要す。 .  一 

人爲 と天爲 

政府の 乘取、 人 村の 登用、 寵姬の 立身、 御用商人の 金儲け、 …… 人間 萬 事 皆 悉く 金權， こ政權 との 仕事 •： 

なる かの 如く 見 ゆる 事 あり、 然れ ども 雨 は總理 大臣の 力に て 降る ものに あらす、 風 は 御用 記者の 論說ー 

に 吹かす、 せに は 松 方 伯に も大隈 伯に も爲し 得ざる 事 多し、 見よ 大帝 國の 威厳に 加 ふるに 大言 伯の 威一 

• を 以てする も、 蕞爾 たる 布哇の 一 島國は 我の 要求 を 担んで 人れ す、 稻滿の 辯 才も亦 一 小遷羅 をして： 

我に 對 する 侮蔑の 念 を 放棄せ しむる を 得す、 藩閥 政府 は 援助た き 學校敎 師の職 を 奪 ふ を 得べ し、 然れー 
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ども 世界の 大勢に 對 して は、 常に 鼠が 猫に 對す るの 態度な り. 此 大勢に 則りて 吾人 は此 政府に 勝つ を 

得べ し、 慰めよ。  (『萬 朝 報』 九月 十八 日」 

. 政界の 一 奇觀 

我國に 於て 最も 野蠻 人の 氣風 ある は薩摩 人士な り、 彼 は 衣 腕に 到る 底の 粗野 を 解す、 文明の 優美なる 

風尙を 解せ す、 彼 は野蠻 人に 特有す る 熱情、 然り 思慮の 伴 はざる 熱情 を 有す、 而 して 自ら 之 を 制御す 

るの 力に 乏し、 彼 は 男色と 云 ふが 如き 壌 倫の 風を存 す、 彼 は 地方 的の 感情 强 くして、 他鄕の 人と 親和 

する の 胸襟 無し、 彼 は 綿密なる 事理 を 解く 能 はすして、 多く 感と 情と を 以て 事物 を判斷 す、 彼 は 甚だ 

首 論に 拙に して 腕力に 長す、 彼の 服装 は 織物の 最も 幼 稀なる 階級に 羼 する 薩摩 ガス リ なり、 彼の 食 は 

料理法の 何たる を 解せ ざる 薩摩 汁な り、 彼れ の 父兄 は 武人た る を 好み、 彼れ の 子弟 は 多く 巡査 を 志願 

す。 維新の 改革が 多く 彼れ の 力に 依りた る は 彼の 野蠻 力の 賜な り、 維新の 設計 は 他人 之を爲 し、 彼れ 

は 其勞働 的の 部分 を 引受けたり、 彼れ の 功 は頭腦 より 出る 功に 非す、 筋肉より 出る 功な り、 建5^1の部 

分に 働く を 得すして、 破壞の 部分に 働きたり。 

今 は 維新 を 距る旣 に 遠く、 世態 亦 一 變 して 立憲の 治と は爲れ り、 立憲の 治 は 文明の 治な り、 理を 以て 

行 ふの 政治な り、 而 うして 最も 文明に 遠く 最も 理に 拙き 薩摩 人士、 猶ほ其 宵 部 を 占む、 豈に 一 奇觀に 

非す や、 憲孜の 首尾よく 行 はれざる 所以 無き にあら す。  (『萬 朝 報』 十月 十日) 


【よ ろ づ， 

吾人の 志 望 

吾人 は 松 方 內閣を 覆へ して 伊藤 內閣 を囘復 せんと 欲する 者に 非す、 吾人 は薩 州政府に 替 ふるに 長 州 政 

府を 以てせん と 欲する 者に 非す、 吾人 は此 時機に 際して 藩閥 政治 を 根絶し、 之に 替 ふるに 國 民の 意志 

に 成る 憲法 政治 を 建設 せんと 欲する 者な り。 

革命の 時機 は來れ り 

臺 政の 紊亂、 憲法の 蹂躪、 社界 組織の 壞額、 下民の 不安、 一 つと して 革命の 要 を 示さ ^ る はなし、 國 

民の 生命 は 藩閥 政府の 持績 よりも 重し、 藩閥 政府 は 數囘の 失敗に 依て 業に 旣に其 存在の 理由な きを 證 

明せ り、 革命 は 彼等 自身の 促しつ. 1 ある 處 なり。 

ジ ヨン、 "ムプ デ ン 

英の ハ ムプ、 、テン は 豪族に て ありながら 違憲の 故 を 以て 二十 五 仙の 船 稅を拂 ふ を肯ぜ す、 爲に民 黨憤起 

の 緒 を 開けり、 二十 五 仙 は 少額な り、 然れ ども 權利は 事物の 大小に 依て 決する 者に 非す、 高 野 氏 非職 

事件 を 以て 一 小事な りと 見 傚す 輩 は 靜思張 目して 英國 憲法 歷史 を讀 め。 (『萬 朝 報』 十月 十二 日) 
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【八 面 鋒】 

高 野 氏 を獎勵 せよ 

.髙 野 氏 をして 彼の 勇敢た る 意志 を 決行せ しむる 事 は 憲法の 明文 を 決行せ しむる 審 なり、 故に 國 民は滿 

腔の 同情と 凡ての 方法と を 以て 彼の 行 爲を援 くべき なり、 余輩 は先づ 其獎勵 法と して 志士の 一大 親睦 

きを 11 き 彼 を 客 待して 鼓舞 を 彼の 決意に 加 へん 事を勸 む、 亦た 志士の 義捐 を 募り 一 は 以て 彼の 活動の 

資を補 ひ、 二 は 以て 彼れ 萬 一 の 災に備 へ、 彼をして內顧の憂ひたからしめん事を^ll_■む、 斯く する は 彼 

をして 國民の 意志 を 決行せ しむる 事に して 亦た 國 民が 彼と 共に 暴戾政 符の虐 行を责 むる の途 たリ" 

高 野 氏 を 擁護せ よ 

今や 暴虐 政府 は 腕力に 訴 へても 其 違憲 的 暴 志 を 決行 せんとの 意 を 示せり、 憲法 政治の 擁護 を 以て ii: す 

る 國！： ^にして 此暴 舉を觀 過す る を 得ん や、 吾人 は 高 野 氏が 獨り 虎口に 歸 るを危 しとす、 故に 彼に 同情 

を 表する 吾人 は 宜しく 数人 決死の 士 をして 彼の 後に 從 はしめ、 危險 若し 彼の 身に 遍る あれば 吾人に 代 

て 彼の 身命 を 護ら しめん 事 を 望む、 是れ 義士に 對 する 吾人の 義務に して 亦た 憲法 擁護の 一. 法と 言 は ざ 

る を 得す。  (『^朝 報』 刀. H!  一：： 0 


友人の 辯 護に 就て  . 

山路 彌吉氏 は 其 友人 德富猪 一 郞 氏の 人と 爲りを 辯し、 彼の 本性の 無辜 を說て 彼の 今囘の 進退 を 表義せ 

ん 事を勉 めたり、 菩人豈 德富氏 其 人に 怨 5^ を懷く 者な らん や、 私人 德富氏 は 賢人 君子た らん、 然れど 

も wo^i まお ま Si まま まお かや 英の 1, き， 1 世 は li の 人な りし は 彼 

の 敵 だ も 認めし 所な り、 然れ ども 彼の 公衆と 社界 とに 對 せし 所業 は ミルトン、 ピム、 ハム ブデン 等 正 

義の士 の 公憤 を 買 ひしに あらす や、 友人 を 辯 護す る は 宜し、 然れ ども 其 私 德の爲 に 其 公 德の大 缺點を 

掩 はん とす、 是 れ社界 公衆 に 優て 其 友人 を 愛す る 事に して 前者に 對す る 大 なる 不 3sU 貫と ilm は ざ る を5^： 

す 一〕 

ボ へ ミヤの 革命 者ハ ッ ス 曾て 親友 パリ ッ ッの 行爲を 攻撃して 深刻 を 極む、 友人 某大に 彼の 無情 を資む 

るゃハ ッ ス は 答 へ て 曰く 

00  OOOOOOOCOC-00000000  0  00 

パ リッツ も 余の 友 なれ ども 眞理も 亦 余の 友な り、 而 して 二者 其 一 を擇 ぶべき の 場合に 至れば 余 は 

OOOOOOO0- 

眞 理を擇 ばんの み 

と、 社界 公衆に 盡 さんと 欲する 者はハ ッ ス の此 決心た かるべ からす。 

余 は 一 德富 氏の 多く 筆を勞 する の價 値な きを 認む、 然れ ども 我國人 は往々 人の 私 交を贄 賞して 其公德 

を 辯す るの 癖 ある を 知る が 故に 爱に 一 言し 置く 者な り。  (『世界 之 本』 十月 十四 =1.〕 
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傳 記 學 の硏究 

史は 人類の 發育學 なり、 而 して 發生、 發育、 發 達の 现を 一個人に 於て 攻究す る、 これ を 傅 記 s^,- と稱 

ふなり、 之 を 人類 全體に 於て する も、 或は 一 個人に 於て する も、 其现は 一 なり、 蓋し 社會^ 人 共 iiiil 

體 にして、 前者 は 大文字 を 以て 後者の 悲哀、 歡樂、 成長、 枯衰の 狀を顯 はす 者に 過ぎ ざれば なり。 

人 叩 を 解す るに ニ途 あり、 之 を史學 的に する あり、 之 を 傅記學 的に する あり、 恰も 自然 を 解す るに 二 

途 あるが 如し、 宇宙 學的 にす るの 法 其 一な り、 解剖 學的 にす るの 法 其 二な り、 前者 は總介 的に^ 察し、 

後者 は 分析 的に 解釋 す、 最も 犬なる 總合 勿論 乾坤の 一 隅 を 窺 ふに 過ぎす、 鼓 も. おなる へガ析 勿論.：. HH の 

は 取微に 達せす、 { 于宙 學は大 なる 解剖 學 にして、 解剖 學は 小なる 宇宙 學 なり、 そ は係聯 複は (cos- 

mos 整 體と譯 すべし)  の 特性な り、  大は 小の 膨脹せ し 者に して、 小 は大の 牧縮壓 拽 せし^な り、 一滴 

の 水に 宇宙の 相 あり (然り 小宇宙な り)、 望遠鏡に 映す る 海王星 は、 朝暾に 輝く 露の 一 滴に 過ぎす、 

植生 は 一片の 草葉に 代表 さる、 正しく 石塊 を 解せ し 人 は 全地 球 を 悟りし 人な り、 小.： 于 は 宇宙より 組 

織され、 其 端邊を 知りて 其 全 體を窺 ひ 5：： ベく、 其 全體を 知り 悉くす に 非 ざれば 端片を 解し 難しり 

人 I を 學ぶも 亦 此の 如し、 之 を全體 より すれば 歷史學 となり、 之 を； S 會の 一 分子た る倘 人より すれば 

傳記學 となるな り、 社會は 最大 個人な り、 故に 歷史は 社 會の傳 記 學と稱 する を 得べ し、 前者に 人^の 

.: 于宙舉 にして 後者 は 其 解剖 學 なり、 而 して 一滴の 水に 宇宙の 映す るが 如く、 社會の 現象 は^ 人の 生；^ 

に顯 はる。  ； 


粗より (街に 及ぶ 是れ史 學の途 なり、 密 より 粗に 達す 是れ傳 記學の 方たり、 日本 を風ハ ばんが 爲 めに 富 士 

山 を致究 する、 是 れ史學 研究の 方に 傚 ひしな り、 富士山 を致究 せんが 爲 めに 日本 全土の 構造に 及ぶ、 

凡 疋れ傳 記學的 研究 法な り、 傳記學 を 膨大して 史 あり、 歷史 を注聚 凝結して 傳記 あり、 歴史 は大 たる 

傳記 にして、 傳記は 小なる 歷史 なり。 

歷 史的に 人生 を li^R 九す るの 便と 利と は、 其 外形に 於て、 浮沈 盛衰 興亡の 源 因 結 3^ を 明瞭に 考察し 得る 

にあり、 ソクラテス は 公道 履行の 探究 を 『大文字 を 以て 書かれた る 歷史』 に 於て する の 要 を 解せ り、 

； 大道 は 傳記學 的に 是 なる 事少 きも、 歷 史的に 非なる 事 稀な り、 傳記學 的の ナボレ オンに 時には 仁 I；？； 慈 

主として 露 はる &事 ある も、 歷 史的の ボ ナパ ー トは社 會の舊 組織の 破碎 者と して 見る に 足る のみ、 偉 

記學 的に ク P ムゥ H ルを 評すれば、 殘忍、 無慈悲、 平和の 擾亂 者と して 現 はる、 然れ ども 歷 史的に 彼 

の 偉 勳を述 ぶれば、 彼 は 自由 進歩の 師父な り、 義は 個人的に 曲げられて 國家 的に 人類 的に 建てら る、 

！ 道 は歷史 面に 大書され、 讀む者 をして 至 少の懷 疑な からしむ。  (『世界 之：：：： 本』 十 1 月  一！：；：」 

【八 面 鋒〕 

改 革 者の 決 心 

進歩 黨の士 よ 自由 黨の士 よ、 總 てのお 問 政 黨の士 よ、 卿 等 國政を 改革 せんと 欲する か、 卽ち 改革の 爲 

に 死 せんこと を m 心 へ 、 改革の 爲に榮 えんこと を 思 ふ 勿れ。 

改革と は 志士 仁人の 業な り、 身 を 殺す 決心 ありて 其 事 初めて..：^ る、 一 身の. 榮を思 は 改革の 論 を 拾て" 
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初期の 文 章  ran 一六 

現在の 勢力に 媚びて 其 惠を請 ふ に 如かす。 

載 場に 死す る男士 無くん ば 戰勝は 期す 可から す、 地中に 沒 する 石 礎 無くん ば 高樓は 築く： T らす、 卿ゃ寸 

戰 勝の 金 鵄勳章 を 得ん と 欲する より は 先づ戰 場に 死 せんこと を 思へ、 高樓を 築かん より は 地中に ^ ^せ 

ん こと を 思へ、 IhC 々の 毀譽を 恐れ、 貧苦 を 恐れ、 困難 を 恐る \ は 改革者の 事に 非す、 改革の 困難に は 

自ら 當り、 改革の 利益に は 天下 萬 衆 をして 浴せ しむ、 是れ眞 の 改革者な り、 自ら 改革の 利益に 浴 せん 

と 欲して 改革 を 遂げ 得る 者 は あらす、 斯の 如くに して 成る の 改革 は 改革に 非ざる なり。 

九州、 H 木、. 世界 

擧國 一 致の 第 一 着 は 先 づ擧國 の 信 を 得る ：2： 閣を 作る に 在り、 戰後經 營の第 一 着 は 戰後經 營の大 ii: に堪 

ふるの 內閣を 作る に 在り、 日本 を 代表して 世界に 當 らんに は、 九州 を 代表して 日本に 當るを 唯一 の in 

的と せる 眷族 內閣を 魔せ ざるべ からす、 機關紙 異に 時務 を 知らば、 ^界と 九州との 間に 日本 帝阈 なる 

者の：！ する を 思へ。 

惽 惡 の 念 

能く 憎まざる 者 は 能く 愛せざる 者な り、 故に エドモンド、 バ ー クは其 親友 ドクトル、 ジョン ソン を 評 

して 『善く 憎む 者』 なりと 言へ り、 吾人 自身に 不義 無 禮を加 ふる 者 ある も、 吾人 は宽裕 以て 彼に 對し、 

能く 彼 を宥恕 すべし、 然れ ども 社會の 公德を 素し、 人間 普通の 節義 を 破る 者 あらば、 吾人 は公愤 以て 

彼に 當り、 彼 をして 正義の 光輝に 堪へ得 ざら しむべし、 「汝の 敵 を 愛せ」 てふ誡 は、 社會の 公敵に 適 


ffl すべき ものに 非す。  一 

惽惡の念を^^する法 

若し 國會 議員たら ば、 議場に 沒理 官吏の 罪續 を列擧 すべし、 若し 新聞記者 ならば、 彼 を 筆誅すべし、 I 

若し 友人たら ば、 彼れ 悔 ゆる 迄 は、 彼と 交 を 絶つべし、 若し 車夫たら ば、 彼の 乘車 を謝絕 すべし、 若 一 

し 八百屋た らば、 彼の 家に 蔬菜 を 鬻ぐ事 を 巳むべし、 若し 途上 彼に 會 せば、 額 を 背けて 彼 は會釋 すべ 一 

からす、 若し 席 を 彼と 同う する 事 あらば、 我れ 主たる 時 は 彼に 退席 を 乞 ふべ し、 我れ 客なる 時 は 我よ 

り 席 を 去るべし、 人 若し 彼の 何人た る を 問 ふ 者 あらば、 明白に 彼の 沒理漢 たる を吿 ぐべ し、 斯 くして 

國 rtf 擧 て 凡ての 乎 順と 凡ての 方法と を 以て、 彼 を 忌み 避く るなら ば、 彼な どか 終に 悔いて、 自己と- 

公議と に歸ら ざらん や、 是れ彼 を 憎む が 如くに して、 實に彼 を 愛する 途 たり、 今は此 法の 施すべき 時 

. ^一り C  CJ 萬 朝 報 』 十一月 十二  H) ， 

響 世 小 一一 目】  .  一 

躊 躇 す る 勿 れ 

一物 を 建設 せんに は 一物 を 破 壌せ ざるべ からす、 善良た る もの を來 さんと すわば、 先 づ醜惡 たる もの 

を 去らざる ベ，；" らす、 破 壌 はやが て建& ど 意味し、 建 S ュ P はやが て 改良 を 意味す るたり、 破壞と 改良 丄 

は 骨の 常態 にして 實に 社會の 生命な り。  一 
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期の 文 ま  e: モ八 

漫然^ 壞 時代 過ぎて 建^の 時代 来れり と 云 ふこと を 止めよ、 破壞 する ことな くんば 社/ゆ は 死せ るな り。 

改革の 健 兄よ、 如何にして 善き もの を來 さんと 苦慮す る こと 勿れ、 要は 鐵腕 を报て 醜. 忠を摧 くに あり、 

醜惡 去つ て 稍 可なる もの を 得べ く、 稍 可なる もの 去って 始めて 大に 可なる ものに すべし。 

偽善^よ 出で よ、 爾の 聲を大 にして 國民を 奢らし めよ、 小 文 平よ 出で よ、 雨の はの 维を： 弁して！： K 

を 腐敗せ しめよ、 小 政治家よ 出で よ、 雨の 謬見 を 以て 1； 政を亂 せよ、 小 §：： 學；^ ょ屮 Z でよ、 雨の^ 兄 を 

鼓吹して 國民を 誤 まれ、 小道 德 家よ 出で よ、 雨の 雜较 なる 道徳に よりて 國： の 元 一-. 湫を 消耗せ しめよ、 

小宗敎 {\ ぶよ 出で よ、 雨の 誤りた る 信仰 を傳 へて 國民を 失び- 1 せしめよ、 爾等識 く 立って 國尺を 树收不 

失 ひに 無氣 力の 淵に 投ぜ よ。 

夫れ 勢の 窮す る處は 勢の 伸張す る始 なり、 此に 至て か 大人物 屮：： でん、 大： 仰 興らん、 八，：：： は 破壞の 

代たり、 犠牲の 時代な り、 建 U マれ の 時代に は 非るな り、 眞 正の 文明 は 血 を 以て 始めて 購ふ べし リ 

最 可 恐 の 事 

政府の 腐敗 必す しも 恐る &に 足らす、 政黨の 無能力 必す しも 憂 ふるに 足らす、 文^の _5 -微、 【改 業界の 

恐慌 必す しも 慨 くに 足らす。 

是れル 1 時の 現象に して 時と 共に 經 過し 去れば なり、 唯一?:门人の：：！^も恐れ：^取も©{ふる所は^^年の無ハ|-カ 

なり、 一 W 年は此 腐敗せ る 社會の 改善 者な り、 此 世の 新 勢力な り、 流の. ig なり、 川 船 枯れ 勢力 滅 せば ， 


!；{ 豕の 前途 智者 を俟て 知る 處に あらざる なり。  (t. 萬 朝 報』 十 一 力 二十 =) 

不 平 論 

人に 不平な かるべ からす、 不平た き は 人に あらす、 不平 は 進歩な り、 革新たり、 凡て 偉大なる 事、 凡 

て莊 美なる 事、 凡て 高遠なる 事、 一として 不平の 產 にあらざる はなし。 

夫の 充盈滿 足の 人 を 見よ、 彼に 品性の 磨くべき なく、  E 心 想の 養 ふべき なし、 彼 は 弄 花に 貴重の 光陰 を 

消費し、 銑獵に 天然の 美 を 毀損し、 無學を 以て 安んじ、 懶惰を 以て 恥と なさす、 牛、 豚の 牧場に 惰貪 

する が 如く、 無爲の 植生 的 生涯 を 送る を 以て、 人生 袋 上の 幸福な りと 信す。 

不平の 人 は 不滿の 人な り、 不滿の 人は大 慾の 人な り、 彼に 慾 望 大海の 如き あるが 故に、 萬 流の 川 河 を 

受 くると 雖も、 彼 は 猶ほ空 乏を感 するな り、 彼れ 泰山 を吞む も猶ほ 飽き 足らす、 八州 を 併す も 猶ほ虛 

し、 若し 利 を 以て 立たん か、 岩 崎の 四千 萬 も 口 ックフ 予フ T の 四 億 五 千 萬に 比すれば 何 か ある、 若し 

智を 以て 立たん 乎、 一一 ュ ー トンの 博識 も猶ほ 海濱に 砂礫の 二三 を擧 げしに 異ならす、 人生の 不滿は 其 

無限 性より 來る、 人 は 神に 象りて 造られし 者 なれば、 彼 は 無限 以下の もの を 以て 滿足 する 能 はす。 

不平の 人 は 理想の 人な り、 而 して 理想 は充 たされざる 希ば 1- なり、 我れ 完全 を觀て 之に 達する 能 はす、 

我に 模範の 授けら る. - ありて、 我れ 之に 傚 ふ 能 はす、 我れ 平 かならん と 欲する も 得ん や、 野蠻 人に 精 

祌的 苦悶 あるな し、 彼に 理想なければ なり、 最も 幸福なる 人 は 瘋癲 病院に あり、 彼 は旣に 理想に 達せ 

り と」 お 信す る 者な り、 然 れ ども 正 一;!- 眞 面目 の 人に し て 、 露 面目に 人生 の 大隱語 を 解 せんと 試む る 者に 
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-が 期の 文章  Eg:〇 

して、 に 5 悶 苦痛 を 感ぜざる 者 あるべ からす、 感ぜざる は 健全の 兆に あらす して 反て 心靈的 麻睡の 兆な 

り、 (5^活は常に苦痛の囘歸を意味す、 先づ 不平 家と なすに あら ざれば、 人心の 改善 は-ばに む 可から すリ 

(『萬 朝 報』 不詳，) 

余 が 今年 中の 讀 書 

〇 余 は 新聞 事業に 從 事し 居る ことなれば、 靜 かに 机に 對 して 讀 書す るの 暇 少なく、  ill- つ 近 を忠ひ 

て 視力 衰へ、 細字 を精讀 する を 苦む に 至れり。 故に 今年 は 思 ふだけ に 多くの 書 を 讓む能 は ざり し は 遣- 

憾 とする 所な り。 され ど 余が 讀破 せる 書冊 屮 にて、 趣味 深く 稗 〔妯 多く 覺 えたる もの を 紹介して 讀書于 

の 参考に 供すべし。 

〇 近頃 米圃 にて 出版し ほる "The  Story  of  Nations  " と 題せ る 叢書 あり、 此 叢書 は不揃 にて 一 様なら 

す、 得難き までに 面白き あれば、 極めて 乾燥無味 讀 むに 堪 へぬ もの も あるな り、 當時 余が 研究し つ、 

ある 古代史. に 係 はる ものの 巾、 C1 1 リン ソ ン 氏の 『フヒ 一一 シャ 及び H ジブ 卜史』 は、 解し 易く 播 せる 

談話 體 にて 歷史 として は 價値少 たけれ ども、 而も 初學の 人に 取りて は 面白く 味 多く、 恰も 小 說を讀 む • 

が 如くに 勞せ すして 古代史 を 知る に 足らん。 次に 

〇 ラゴ ー ジン 氏の 『カル 、チヤ、 アツ シリ ャ、 ミ デャ、 印度の 歷史』 あり、 四册 ものに て、 著者 は佛人 

なれば 文字 も 簡潔 明快に、 ポ_^ 實は之 を學術 的に 叙 記し K つ 論評 を 加へ たり、 故に 古代史 を 研究す る 者 

に 取りて は 稗 益 至て 多し、 余の 閲讀 せる 寄 巾、 未だ 此 書の 如く 古代史に 肉と 血を與 へたる もの を 見す、 


特に 味 深き は宗敎 の解釋 なり、 古代史 を 研究す るに 當り、 宗敎を 知ら すん ば 以て 其 國民を 知る 可から 

す、 蓋し 宗敎 は國民 生活の 半ば 以上 を 占領 すれば なり、 カル デャ史 に は 世界の 原始的 宗敎 とも 言 ふべ 

きもの を 有し アツ シ リャ史 にはセ ミ チック 敎の 精神の 能く 發揮 せる もの ありて、 舊約 書の 研究者に 新 

しき 光を與 ふべ く、 ミ デ ャ史 にはゾ 口 アスク ー の 宗敎 の 基源 を 極め ァリ ヤン 人種の 宗敎的 觀念を 見る 

事 を 得べ く、 印度 史に 於て は 今日の ァリ ヤン 人種の 観念 は、 遠く ヒマラヤ 山の 東 麓に 彷徨せ る 時の 宗 

敎的觀 念に 基け る 事 を 明白に 說 明したり。 

〇 同氏が 最近の 著に 『田 比陀 時代の 印度』 と 言へ る 一書 あり、 ァリ ヤン 人種の  一 5^ にして 印度に 下りた 

る 者が サンスクリット 文 學を舆 せし 時代 を、 恰も 近 f 史を說 くが 如くに 新しき 趣向 を 以て 敍し、 初學 

の 者 をして 斯學の 快味 津々 たる を 感ぜ しむべし。 余 未だ 著者の 人と 爲りを 知らす、 され ど 英文 を 以て 

古代史 を 研究す る 者に は、 健かに 以て 師 とする に 足らん。 

〇 四 年 前に したる エル サ、 ム ルフホ ー ド とて 米國 ケンブリッジの 人 あり、 他の 方面に は餘 り名聲 の- 

聞えざる 人なる が 生前に 『國 民論』、 『神の 共和 阈』 て ふ 二 大著 述 をた" せり、 此は 英米の 讀者社 會に非 

常の 勢力と なりたる 作たり、 『國 民論』 の 如き は實に 神聖なる 政治 論と 稱 すべき ものにして、 かの 有 

名なる チヤ， I レス、 サム ナ I 氏の 如き、 义 大いに 此 書に 感化せられ たる 一人な りと いふ。 余 は 政治 論 

に は 迂遠 なれば 精し く 知る 可から ざれ ども、 蓋し 此書は ミルトン 以来の 政治的 著作な りと 思へ り。 <^ 

は 之 を讀ん で、 初めて 多年 求めて 得 ざり し 所の もの、 卽ち 政治 其 者の 神聖なる こと を 悟り、 か 治 上に 

嘴 を 人る. 1 にも、 宗敎を 論す ると 同一 の心^^を以てするに至れり、 新聞 事業に 從事 すれば 多少 政治 論 

にも 涉ら ざる 可から ざる 時に 當り、 此の 如き 書 を 得た る を 喜ぶ、 余 は サム H ル、 ジョン ソ ンを 以て 擬. 
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する にあら ざれ ども、 殆んど 書冊の 始 より 終りまで を通讀 せる ことなし。 然るに此書のみは-！^び，^^り 

返して 讀み Ie: く を 得た る は、 以て 此 書が 如何なる 感動 を與 へたる か を 知るべき なり、 『神の 共和！：』 

は 漸く 護み 初めた る 程 なれば 鬼 角の 評 を 試み 難しと 雖も、 其 第一 H を 維けば 匕に 簡易,. m にして 而.^ 

高尙 深遠なる、 雄大た る 心霊に 接する の 思 あらしむ。 今日の 如き 卑陋なる E 心想界 に：^.. して、 ：ゅ：！： 斯 

の 如き 偉大な 思想家に 接する を 得る は、 吾等の 特に 幸福に 感 する 所な り。 

〇< ^は 又怫 敎に關 する 書 を 研究せ るが、 そが 中に て 誰に も 紹介した しと W 心 ふ は、 ボウル、 カルン スの 

『釋迦 の 福 昔』 (丸 善に 在り 價 七十 錢)、 著者 自ら 釋迴 の贊成 〔\ ぶに して、 序文に よれば ヨハネが 約 翰 

傅 をぎ せる 如き 精神 を 以て、 釋 迦の傳 記を敍 したりと、 未だ 能く 其 E 的 を 達したり と 一 W ふ 可から ざれ 

ども、 僅々  一 一 fC 五十べ ー ジ の 間に 面白く 釋迦の 一 百行 を錄し 得て 15- を 穿てる は、 其勞を 多と せざる. T ら 

す、 へ. -は此 書に よって ー曆釋 迦に對 する 敬服 嘆美の 念 を. お "し 加へ たると：！ 時に、 S: 敎の大 fi 點をも 一 

曆 明かに 知り 得たり。 

〇 リス、 デビ ヅの佛 敎は小 著述な りと 雖、 泰西の 佛學 者の 屮に 博く 行 はれ、 且つ is- きを 成せる ものな 

り、 赏に 一目の： 卜に 瞭然と 怫敎の 大意 を 極めん と 欲せば 有益なる 作なる に 相違な し、 氏 は 又近顷 佛 敎 

經 文の 批評 研究の 結 菜 を 一大 著述と なせし こと を、 新聞の 廣吿 にて 讀 みたり、 蓋し 斯學 の爲に 寄與す 

る 所 少なから ざるべ しと 信す。 

〇ビー ル氏の 『支那 佛敎 論』 は 直接 我 邦の 怫敎 にも 關係 ありて 興味 新なる を覺 ゆ、 著者 は 基督 敎の. 乂 

敎師 たりと 雖、 其 立論 は 公平に して、 寧赏 また 甚だ 該博な り、 氏门く：ー：藏經を初めて歐米の佛敎學^<？ 

に 供せ る 者 は、 故お 倉右大 ほに して * 著者 も 其 寄贈に 係 はる 終 文に よりて 研究した るな りと。 此 書の 


注意 を惹 ける 點は、 觀 I 曰 祟拜 若く は阿彌 陀崇拜 は、 釋趣の佛敎と其原理に於てん土きゅき^^^？ぃか，^^ 

りと 首 ふに あり、 如何なる 1^ 地より する も 釋迎の 教訓より、 かミ 教義の 出で 來 りし 事！ &、 

の 淺き考 にて は考へ 及ぶ 能 はざる 所な り、 観世音、 若くは阿彌陀等の^想の根源^-、  ^^^^^^^^ 

拜物 にて は あらざる か、 頗る 疑 はし。 

〇 純粹 に祌學 上の 著書に て 多くの 稗 益を與 へられた る は、 米國ケ ン ブ リツ ヂの 聖 公 會派神 學校 の 敎授， 

博士 ワルデ ン 氏の 著 " MotElo.;a  ： なり、 傳 道に從 寧す る 諸士に 紹介して 精讀 あらん 事 を 希望す るな り、 

蓋し 聖書 中の 希 臘語メ タノ ィァて ふ 一 語 は、 實に 基督の 福音の 全 精神 を 含蓄せ りと も 謂 ふべき もの あ 

れば なり、 從來此 語 は 英語に て Keponta ヨ .0 日本語に て悔 改と譯 したり、 其の 結果と して 悔改は 基督 

敎の 最も 大切， なる ものと 認め 来れり、 而 して 吾等の 宗敎 的觀念 中に も 必す罪 を 洗 ふと 言 ふ 觀念を 含め 

り、 然れ ども 基督の 言 はれ") メタ ノィァ は、 是れ 人類 全 性の 變化を 一 百へ るに て、 勿論 悔改 6 八が b いき 

含せ りと i、 其 一部分た る 止る のみ、 人類の救抵せられんが爲に^1、 其 全 性 つで i-=^ や」 ifuii や^ 

ら ざる こと を 示せるな り、 一 一 百 五十べ ー ジの小 著述たり と雖、 能く 吾等 を 誘 掖啓發 する 力 ある 良書な 

りと す。 

0 讀 書と 執筆と は 余の 職業 なれば、 此 外に も閱讀 せ る 書物 少 た か ら す、 只 右 は 其 重 た る もの を錄せ る 

のみ、 曾て 橫井時 雄 氏 余 を 評して 曰く 『內 村は淺 薄な り」 一 と、 余 此語を 聞て 實に汗 額の 至に 堪 へざる 

次第な り、 され ど淺 薄なる 者 は、 淺薄 なりに 少 しづ- -の學 問 をた す を 得る たり、 此は せめても の 幸に 

非す や。 (.此 は 氏の 該話を 筆記せ しもの なり)。  广 i 昔 新報』 十二月 三日) 
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明治 三十 一 年 二 八 九 八 年) 

新 年. の 盟 

我 は 尙ほ 進まん と 欲す、 尙ほ 一 曆眞 面目な らんと 欲す、 無辜 を 辯 ぜんと 欲す、 暴虐 者を拉 がんと 欲す、 

民に 與 せんと 欲す、 藩閥政」^-に抗せんと欲す、 自由 平等 を 重 ぜんと 欲す、 權門勢 (，，1. を輕 ぜんと 欲す、 

我の 進路 は斯の 如し。 

我れ 生を此 美麗なる 宇宙 に享 け、. 禽獸 として 生れ 来らす して 人と して 生れ 来り、 支那 人 朝鮮人と して 

生れ 来らす して 日本人と して 生れ 来り、 薩摩 人、 肥 後人と して 生れ 来らす して 關東 人と して 生れ 來れ 

り、 我の 榮實 に大 なり、 我れ 何ぞ 人類の 爲 めに、 東洋 五^ 萬 人の 爲 めに、 n 本國の や！^ の爲 めに 盡さ 

ざる を 得ん や、 天 亦 我に K やの 餘命 を藉 さんと 欲す、 我 は 感謝して 我の 天職 を 全うせん こと を勉 めん Q 

(『萬 朝 報』 ーガニ n) 


基督 信徒の 新年 

彼 は 新 衣 を 調へ しが 故に 悅ば す、 彼 は商賫 繁盛の 故 を 以て 贺 せす、 彼は敎 會員增 加の 故 を 以て 感謝せ 

す、 斯の 如き 事の 爲に悅 び、 斯の 如き 事の 爲に 感謝す る 者 は某督 信者に して 基督 信者に 非す。 

基督 信徒 は 神の 正義が 月に 日に 增進 しつ i あるが 故に 悅ぶ なり、 偽善者 僞 信者の 計畫が 常に 失敗に 歸 

しつ k あるが 故に 感謝す るたり、 無辜が 辯 護せられ つ、、 貧者が 福音 を 聞きつ \ あるが 故に 賀 するな 

り、 是れ眞 正の 慶賀に して 斯の 如きの 慶賀な き 者 は 基督 信徒に して 基督 信徒に あらざる たり。 

救の 道 は 聞かれたり、 而 して 我等 は 此道を 信す る を 得たり • 喜悅 之に 勝る もの あらん や、 故に 我等 新 

衣 を 調へ ざる も悅 ばん、 事業の 榮 へざる も 祝 せん、 基督 信徒の 祝賀 は斯の 如し。 

(『基 骨敎 新聞』 一月 七：！ 0 

政治家の 銘 

一 、 進歩と は權 力が 下 1^ に 行き渡る 度合 を 一一 m ふなり。 

一、 東洋 文明 は 上 を 崇めし が 故に 退歩し、 西洋文明 は 下 をせ めしが 故に 進歩せ り、 是れ頭 寒 足 熟の ™- 

にして 亦 進歩の 大道な り。 

一 、 政： H の 目的 は 善を爲 すに 易く して 惡を爲 すに 難き 社界を 作る にあり。 

W 治 ョ 十 I 年 (一八 九 A 年)  ほ rai 
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1、 天下 を 平らかに する に 非す、 正道 を^く にあり、 故に 義の爲 めに 宰ふも 和 の^めに 譲らす。 

(『萬 朝 報， 1 . リ) 

ジ 二 ャ ス  キャラクタ— 

天才と 品性 

天 才は 人の 附着 物な り、 祖先より 譲り受けし 遣 産の 如き ものな り、 人、 "；ル に 依て 大 isH< 著述 を 爲すも 

其 功 は 彼に^ すべき ものに あらす、 恰も 貴族の 慈善事業の 如き もの、 其 善行 は產 を.！ 必 せし？ i 先に おす 

可し。 

品性 は 全く 天才と 異なる、 是れ 之れ を 有する 人の 勉めて 得し ものな り、 人生の 戰 場に 於て 牧め 得し 戰 

利 品な り、 勞 働の 結 にして、 生れながら にして 附與 せられし ものに あらす、 人、 是に 依て 大 大著 

述を爲 せば 其の 效は 彼に 在て 他に 在らす、 恰も 獨立獨 歩の 勞倒 者の 貯金の 如き もの、 之 を 施して ほ 〈正 

の 慈善 あり、 情 あり C 

：大 才は尠 なし、 然れ ども 品性の 勸 きが 如く 徵 からす、 卜 人の 妓樓に 在て 小說を 草す る 天才 あれば、 一 

人の 贫に 居り 節 を 守って 信を發 表する の論說 〈糸な し、 飮に 耽り 色に 溺る& も 天才 は 天才た る を ％ かれ 

す、 天才 は 智識 的に 多少の 利 (被た きに あらす と雖 も、 倫理的、 人物 的に は 一文の ^他 あるな し" 

人、 ：e 人 も 天才た る は 望む 可ら す、 然れ ども 品性 を 高う する は M 人 も 能 ふ 所な り、 我國旣 に： 人才に 乏 

しからす、 實に 乏しき は 品性な り、 天才 政治に 與 つて チョコ 才 あり、 文 學に從 事して 女 郞文學 あり、 

品性が 政治 文 學に從 事す るに あら ざれば 偉業 あるな し、 大文學 あるな し。 


鳴 呼：： i 性なる 哉、 品性なる 哉。  (『萬 朝 報ヒ月 三十 UO 

人 を 作れ 

憲法 を 作て 華族に 列せられ し 人 あり、 鐵管を 作て 牢に 入りし 人 あり、 會社を 作て 狂； m になり し 人 あり、 

製作 叉 製作、 法律 作る を 得べ し、 內閣 作る を 得べ し、 鐵道 作る を 得べ し、 小說 作る を は べし、 何^も 

何^も 作る を 得べ し、 惟り 作り 得べ からざる は 人なる が 如し。 

： 求 艦 製作 は 一 「亞 細： C 儿老 大國の 門戶を 打破して 歐洲 列強の 爲に覬 親：；^ 略の 道 を 闘き』、 憲法 製作 は 風俗 

墟亂 *  士道 墮 落の 端 を IE けり、 作って 功な きもの は實に 軍艦た るが 如し、 憲法なる が 如し。 

然り人 を 作れよ、 そ は 人 一人 を 作る は 憲法 を 作る よりも^ 大 なる 事業 なれば たり、 何人も 憲法 义は. 2： 

閣を 作る を 得べ し、 然れ ども 人物の みが 人物 を 作り 得る たり、 憲法 は 酒色に 耽りながら も 作ろ を 得べ 

し、 小說は 妓樓に 在る も 作る を 得べ し、 然れ ども 人物 製作 は 克己 歙 身の 業たり、 見るべし 君子 1： の 志 

士 仁人、 憲法 小說 を 作る 者 多くして 人物 を. 作る 者 き を 。 

余 は 法律 完全して 滅亡に 歸 せし 國 ある を 聞け り oi- お 帝！： の 如き 者)、 軍備 整頓して 返て 衰退 を 招き 

し圃 ある を-斗に せり (十七 世紀の 西班牙の 如き 者〕、 然れ ども 人物 充滿 して ，3 類せ し！： {豕 ある を識ら 

す、 n 本 も 完全なる 法律と 整頓せ る： 備とを 以て 仆る \ 時 なきや も 計られす、 然れ ども 確實 たる 人物 

にして 我！： に充滿 せん 乎、 我國の 將來は 富士山の 堅き が 如く 固し。 

人 を 作れよ、 然り、 人物 を 作れよ。  U- 萬 朝 報』 二月 二  =) 
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是々 非々 

麻布， 生なる 人 「信 を 喚起せ よ」 と 題し 左の 如く 書き送らる。 

信 は 神な り、 國は 信の 結合 體 たり、 人 は 信の 個體 なり、 信な き 社 會に民 は 無し、 信な き 社，^ に國 

は 無し、 信な くして 行 はる 、政治 は 俊 式の み、 强制 のみ、 信な くして 服す る！ は 形骸の み、 人形 

のみ。 故に 信な き 政^ は 保つ こと 能 はす、 信な き 法律 は 蜜す こと 能 はす、 昔の 豪傑 は 信 を 某と し 

て 治を爲 せり、 今の 豪傑 は 信な くして 治せん とす、 其 治まる たき ゃ其處 なり。 我 國の現 時 は；；：^ な 

き政诲 に沈淪 せり、 暴行 も 行 はれ、 且も行 はる。 萬 系 一統の 君主 は嶄 然として 在 まし、 大和魂 

は 何處に 去りし ぞ、 其： H を爲 せる 者 何 虎」 に 在りし ぞ G 

然り、 然れ ども 如： E にして 信 を 喚起 せん 乎、 これ 問題 中の 問題な り、 信 は 公 iffiffi 曰の 如く 大藏大 -に& 

一命の 下に 發 行し 得べき ものに あらす、 勿論 我國の 如く、 上の 爲す 所： 卜 これに 從 ふの 國に於 て は、 總 

理 大臣 彼 自身の 信 を 重ん する こと は、 國 民の 信 を 喚起す る 上に 於て 最大 勢力た るは霄 まで もな し、 然 

れ ども、 吾人 新聞記者が 筆 毛の 擦り 51 れ るまで 信 を 彼に 促す も、 彼れ！ i かざる の 場合に 於て は、 て计人 

また これ を 如何と もす る 能 はす C 

玆に 於て か、 信 を 喚起す るに 唯 一途 あるの み、 卽ち 人 各々 信 を 守る にあり、 國 民は舉 つて 嘘 を 卟-く 

も、 我れ 一人 は 嘘を吐かざる にあり、 學者も 政治家 も 宗敎家 も 文學者 も、 悉く 腰 を 折って 金 錢に服 

從 する も、 我れ 一人 はこれ に服從 せざる にあり、 社 會は赌 博 を 愛し 紳士 紳商 も 花 を 引く を 以て 恥と せ 


ざる 今日、 我れ 一 人 は 賭博 的の 事業 幷に 遊戯 を 遠くる にあり、 而 して 我れ 其 信 を 守る より、 我れ の 隣 

人我れ に 傚 ひて 信 を 守る に 至り、 其 隣人 亦 我れ の 隣人に 傚 ふに 及んで、 始めて 國 民の 信 を 起す に 至る 

なり、 これ 信 を 起す の 普通の 途 にして 亦 最も 功驗 あるへ： S たれ ども、 阈人 多く は國 民の 信 を 起すべき を 

喚んで 自身 信 を 守る を勉 めす。 

信 を 起さん とする 乎、 今日 个 時より 起す を 得べ し、 敢て吿 ぐ。  (『萬 朝 報』 二月 十日) 

雪 夜 獨 想 

〇 東洋の 危機 已に逼 り、 支那の 分割 已に 始まり、 朝鮮 露國の 手に 落て 而も 我等 は 尙金甌 無缺の 君子 圃 

を 以て 誇る、 蘭る 者 は 海 ふべ からす、 危險は 列强の 侵略に 在らす して 我等の 自慢 心に 在るな き 乎。 

〇 今や 我 國に國 民 的 政： H 家 あるな し 國民的 詩人 あるな し、 國民 互に 相 疑 ひ、 我等の 尊敬 を呈 すべき 一 

偉人 一 君子 あるな し、 國 運の 揚ら ざる 故な きに 非す、 此 悲しむべき 狀 態た る是れ 何れの 理由に 歸 すべ 

き、 當局 者の 怠慢に か、 國 民の 無氣カ にか、 或は 我國 制度の 不完全に 乎、 是れ 識者の 攻究すべき 大問 

題なら やや。 

〇 余輩 帝都の 大路 を 歩ながら、 我 同胞の 面貌 を 窺 ふに、 失望の 相を蒂 ざる 者 し、 冀望 裡に滿 ち、 喜 

悅 面に 現 はれ、 已に 求る 處少 くして 餘裕 他に 施さん 事 を 欲する 容貌 を 見し 事な し、 而 して 是れ 余輩の 

實驗 たるの みたら す 見識 ある 外客の 屢ば我 同胞に 就て 報ぜし 處 なり、 失び I- せる 國民は 死せ る國 民な り、 

嗚呼 我等 は 歡喜を 那邊に 求めん。 
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〇 戰 勝の 時に 際して は數 多の 敎育 家文學 博士 等 は我國 振興の 现由を 述べ、 我 劣 じと 此國の 長所 を 費へ 

て愛國 者の 列に 加らん 事を勉 めたり き、 然れ ども 今や 國狀 日々 に 非なる 時に 際して は 彼等 或は 大學の 

きき e 粉 象き 《鲁0 鲁鲁參 参 翁 鲁鲁参 奮き  参着 奮參 • き 鲁 鲁鲁9 

講義 i 至 内に 整 ^5 して 寂と して 聲 なき 者 あり、 或は 單に 宗敎 〔永 新聞記者 を 嘲 篤す るの み を 以て 木 職と な 

し國 家の 大 問題に 關 して は 一 の 確信 を も 述べ 傅へ ざる 者 あり、 或は 敎科書 出版 會 社に 入て 忠^ 愛 1： を 

販賣 する 者 あり、 武 田家 繁盛の 時に 際して は、 長 坂 長閑 跡部大 炊は大 忠臣な りき、 然れ ども 天目山の 

難に 臨みし 者 は 小 宮山友 信 一 人な りき、 余聚 感慨な き 能 はす。  (『萬 朝 報』 二月 十：：：：：：) 

林間 漫錄 

^^^子の；；^在せざる君子國 

日本 國 一名 これ を 君子 國と稱 す、 然るに 今日の 日本に 君子の 名 稱を呈 すべき 人の 一人 も 見當ら ざる は 

如何。 才子 あり、 學者 あり、 勒任 參事官 あり、 文學 博士 あり、 亦 純 士純商 金 持の 類に 乏しから す、 伊 

藤 博 文 侯 は 大政 治 家な らん、 然れ ども 彼れ 君子なら ざる は 彼 自身 も 承認す る處 なるべし、 濱野 茂：^ は 

大實業 家た-らん、 然れ ども これ を 孔孟の 敎に 照す も、 これ を 基督 敎の 聖書に 考 ふる も、 彼を以てせ^. 

と 見做す の 甚だ 困難なる を覺 ゆ、 君子 國に 君子 無しと は 如何なる 逆现 ぞ、 八.' に 至て 之 を 才子 1;、 2i 任 

參事 官國、 不正 鐵管 製造 國と 改稱 する の 必要な き 乎。 

偉大なる 事 


偉大なる 事と は、 私慾 を 去り、 自己 を 忘れ、 他人、 殊に 貧者と？！ S 者との 爲 めに 盡. す 事な り， 自己の 爲 

めに、 名利の 爲 めに 爲す事 は、 如何なる 大事 業なる にもせ よ、 偉大なる 事業と 稱 する を 得す、 鋭鸞、 

日蓮の 偉大な りし 理由、 ナボレ オン、 石 川 五右衛門の 偉大なら ざり し 理由 は 玆に存 す。 ， 

偉大なる 國家 も亦然 り、 英國の 偉大なる は 其 印度 帝國を 有する 故に あらす して、 其 二 干 萬磅の 財を挪 

つて 黑 奴の 賣買を 魔 止せし に る、 露國の 偉大な りし は、 渺漠涯 りなき 西 比 利 亞を其 領土に 加へ し 時 

にあら すして、 其 亞歷山 帝 第二 世の 時に 四千 八 百 萬の 農 僕 を 放免せ し 時に あり、 和 蘭の 小なる も、 其 

人類の 爲 めに 盡 せし 自由 擴 張の 故 を 以て 偉大な り、 大と 小と を 一一-一 n はす、 富と 貧と を 問 はす、 錄も 多く 

人類の QF めに 盡 せし 國を 偉大た る 國と謂 ふなり。 

國 體新說 

漢學 先生に して 下民の 救濟 に盡瘁 せらる i 某、 余輩に 告げて 曰く 『日本の 國體と は圃： 舉 つて 一 の 家 

族 的 團體を 組成し、 以て 相互に 兄弟 的 援助 を 供す る を 謂 ふなり』 と、 余輩 は 深く 先生の 卓見に 服した 

り、 我が 國體 若し 先生の 言の 如くな らん 乎、 これ 經濟學 者ケレ ー 氏が 稱 して 以て 人生の 最大 R 的と 做 

せし t-T 一. 父 に 外なら す、 また ラ クマ ン、 力 ー ル マックス 等の 高尙， V なる 社會 主義と 異ならす、 鴨呼斯 

あれよ かし 我 圃體！ 

先生 また 曰く 『若し 此 兄弟 的 同情に して 實行 せられす、 上 は 高く 坐して 下より 遠 かり、 富者 は 財に 誇 

つて 貧者 を 顧みす、 上下 隔絕、 貧富 分離す るの 場合に 於て は、 縱令 圃體を 憲法の 明文に 留 むる も、 こ 

れ已に 國體は 消滅せ しものと 見て 可な り』 と、 余輩 は 益す 先生の 超 漢學者 的の 明に 驚け り-。 
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然り 萬阔 無比の 國體を > ^する 日本に、 無能 貪慾、 薄情た る 貴族 のれ 在すべき 理由 あるな し、 ゆ 3^ 

の 3^ 子國に 詐欺師に 類す る 紳商、 博徒に 類す る實業 家の 跌息 する 现. E あるな し、 我が 國體 は-」 に 消滅 

せし 乎、 ド民 悲鳴の 聲 H 々に 高く して、 貴族 豪商の 矯 慢は ：= 々に 甚だし、 敢て 忠君 愛國を 以て 誇る 大 

方 諸 先生の 敎を乞 はむ。  (『萬 朝 報』 二月 十八： 10 

健全なる 不平 

•r^c 人の 不平 は 平安 滿 足の 上に 建つ 不平たら ざるべ からす、 エマソンの 稱 する 『心底 干仞の 下に ある 堅 

固 動かすべからざる 土臺』 の 上に 据 ゑら れ たる 不平たら ざるべ からす、 此 心底の 平安な からん 乎、 社 

兪 組成 は 如何に 完全す るに 至る も 吾人の 不平の 絶えざる は 必然な り、 此平安 あらん 乎、 吾人 は 最も 堪 

へ 難き 虐政 壓制 にも 耐 ふる を 得べ し。 

チヤ ー ルス、 キング スレ ー 曰く 『心 は 我の 王國 なり』 と、 我が 裡に靈 妙 他人の 決して 侵すべからざる 

の 心 骨界の ある あり、 支那 人の 謂 ゆる 富レ家 不レ用 J 貝 二 良田 I 安レ 居不レ 用， 架 二 高堂 1 的の もの 確に 我が 

裹に實 在す、 我れ 是に 王た らんと 欲して 何人も 我 を 不忠 不義 不敬の 人と 呼ぶ ものな し、 吾人 をして 先 

づ其 寶藏の 故障な き 持主たら しめよ。 

然 らば 吾人の 不平 は 聖賢 君子の 不平と なり、 世 は 吾人に 依て 慰められ、 一?!:: 人 は 世の 爲 めに 怒て- Ai: 人自 

身の 爲に 憤らざる に 至らん。  (『萬 朝 報』 二月 二十： w) 


是々 非々  一 

失收， の 勝利 

我 岡に 「負ける は 勝つ」 の 語 あり、 然るに 其 深遠なる 意義 は、 今 は 化して 「負ける は 儲かる」 の 意 を； 

留む るに 至れり、 福澤 先生 流 の 道德念 の然 らしめ し處 ならん" 

ち- H に 

今や 前 內閣の 無謀なる 議會 解散に 因りて、 地方 は 到る ところ 賄賂 詐術の 修羅の 街と 變 じつ i あり、 此 

時に 際して、 社界國 家の 爲を思 ひ、 淸 白の 義、 淨 潔の 理を 貫かん と 欲する の 士は須 らく 失敗の 決心な 

かるべ からす、 惡人を 幾す に は、 これ をして 勝た しむる に 若 かす、 蓋し 善 は 負けて 勝ち、 惡は 勝って 一 

負ける ものなる こと は、 世界 開闢 以來、 人類の 取り 来りし 常道 なれば なり。  - 

今や 偽善者、 偽君子、 偽 忠臣、 偽愛國 者、 偽哲學 者の 類 は、 有り 餘る程 我國に 存在す、 この 無数の 偽 一 

物と 戰を 開かん とす、 失敗 は 免 かるべからざる 處 なり、 如 此社界 に 人望 あり、 如此 偽君子 輩に 忠臣 愛一 

國者说 せらる i 程 志士の 恥辱なる はなし、 然り、 この 偽善 社界に 在りて は、 失敗 は 榮譽の 絶頂な り、 

t4 すろ 正三位、 正 五位と たりて、 恥 を 千載に 流さん より は、 決然、 この 腐敗 社界 と奮鬪 して、 靑 苔の ト 

△  <1 厶  <  厶厶厶 

に朽 るに 若 かす。 

起てよ 同志の 士、 失敗 を 決して 起て、 帝 國議會 が 偽善者の 巢窟 となる は、 嘆すべき の 限りなり、 然れ 

ども、 是れ 志士が 成功 を ぼ 1- んで節 を 曲る に 比すれば、 小なる 不幸な り。 
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二百 有餘の 不敬 事件 

花柳に 戲れ、 賭博に 耽る、 帝國 大學、 高等 學 校の 學生、 二  k:: 餘 名に 及ぶ と。 余§^は信す、 彼等 は $： 悉 

く 恭しく 勒 語に 向て 低頭し、 『學を 修め、 業 を 習 ひ、 以て 智能 を啓發 し、 德器を 成就』 せんこと を霄 

ひし ものなる こと を、 然るに 彼等 多 數の舉 生に して、 醜行 かくの 如し、 余輩 彼等 を稱 して 槊實 上の 不 

忠ぼ、 實行 上の 不敬 漢と 做す も、 彼等 は 余輩に 向て 答 ふる 處 ある や。 

語 を 寄す、 第一 高等 學校 長久 原躬弦 君、 閣下 は、 ー敎 員が 敎育 勅語に 向て 低頭せ ざるの 故 を 以て、 彼 

(。)©®G©03(。：>{^©00r。)©0(o®3s3©  <1A<<3<3.1A<1<1<1  △<"△<"  < ：厶 <3< "厶厶 A 厶 

を大 不敬 漢と 見做して 放逐す るの 勇氣を 有せり、 然るに 今や 閣 F 薰陶の 下に ある、 斯も 多數の 生徒の 

<<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △△  厶厶  <"<"厶厶<<3<1<3厶  厶<1厶<1<3<1<1 厶厶厶 A 厶  厶 <"<: 

反勒語 的の 行爲 かくの 如し、 閣下 何故に 前日の 勇 氣を奮 ひ、 二百 有餘の 不敬 事件 を 起し、 是 等の 不敬 
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漢を處 置せ ざる、 敢て 閣下の 反省 を 煩 はす。  (『萬 朝 報』 二 ガサ §r=o 

赤髯錄 

〇 米！： は 我が 學 生が 常に 淺 薄の 故 を 以て 賤視 する の國 なり、 然るに 其 一大 學の敎 頭 マ ー ク、 ホプキン 

は II へり、 『智識の 用 は 人生 を 稗 する にあり』 と、 之 を 我 阈の學 生が， 常に 口にして 禪 からざる 『智 

識の用 は 金 を 儲く るに あり』 との 言に 比すれば 淺 薄なる 米 人の 返て 我に 勝る 所 ある を 見る、 如 3:。 

〇 加奈 多の 小說. 冢ジョ I ジ、 マクドナルド すら 円 へり 『一 手 を 以て 神に！！ り 他 乎 を 以て 隣人 を 助けよ. 

是 れ宗敎 なり、 律な り、 豫 -W なり、 亦來 らんと する 凡ての 偉大なる 事業に 達する の途 なり』 と、 勿. 


神 も 信ぜす 怫も 信ぜす、 只 金 錢の萬 能力と 人爵の 最大 權とを 信す る 藩閥 政府の 治下に 在る 日本人に 取 

て は 如 此の 言 は チン プン カンの 最も 甚だしき ものな り、 然 りと 雖も 其內に 一大 眞理 の存 する あるに 至 

て は 余輩 は 亦た 返て 加奈多 人の 理想 を贊 して 伊男、 雨 敬、 濱茂等 諸 聖賢の 人生観に 不同意 を呈 する の 

む を 得ざる に 至る。 

〇 『富 を 得る に 憂慮 多し、 之 を 保つ に 恐怖 あり、 之 を 用 ふるに 誘惑 あり、 之 を 濫用して 罪惡 あり、 之 

を^ ふて 悲痛 あり、 面して 終に 其 用法に 就て 責任 を 問 はれざる ベから す』 と、 -是れ マッシュ，'、 へ ン 

リ，' て ふ 赤鬆學 者の 敎 へし 所、 我の 福澤 先生の 敎義と 比すれば 天地 n 鼈の 差 あり、 今や 我國拜 金宗の 

福音書と も稱 すべき 『福 翁 百 話』 梓 を 重ぬ る 已に七 版に 及びし と傳 へらる、 拜金國 は 西洋に 非す して 

返て 東洋の 我が 日本 帝國 にあるな き 乎。 

〇 『凡ての 改善の 中心 は 心の 改善に あり』 と は 米國の 耶蘇 坊主 ブシュ ネルの 言な り、 道路の 改善、 貨 

幣制 度の 改善、 選擧 法の 改善、 內閣の 改善、 皆な 民人 良心の 改善より 來る となり、 板 垣：^ は 立法 部の 

卞腦 にして 伊藤 侯 は 行政 部の 主腦 なりと は 板 垣 自身の 語る 所な りと、 然 らば 我が 國道德 部の 主 腦は大 

谷 光瑩 師と稱 し 奉らん 乎、 穴 賢。  (『萬 朝 報』 三月  一 S 

是々 非々 

僞 善 敎 育 

影を遂 ふて 實を 求めす、 儀式 を 重んじて 實 行を輕 じ、 價 値を學 位に 置て 實カを 省みす、 該博な らん 事 
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を 欲 L て 獨想を 養 ふ 事 を 思 はす、 何事 も 装飾、 何事 も虛 禮、 何事 も 皮 想 的に して 何事 も 不信 赏 なる、 

是れ 偽善 敎育 にして 亦我國 今日の 敎育 なりと す。 

腾善敎 育の 結 某 は {41- 威張な り、 支那 を 虐めながら 露 西亞獨 逸に 屈する に 至りし は 其 一 なり、 ：t 責なる 

文 學迹を 絡て 浮 虛墮； の 小說の 流行 を來 たせし は 其 一 一な り、 忠君 愛 同の 名の 下に 民の 自由 を^ 縛し 其 

思 淮をド 落せし めし は 其 三な り、 僞善敎 育の 結果 は 全 阈民を 偽善者た らしめ ざれば 止まざる べし， - 

日本の 今 日 

怒る 者 あり、 篤る^ あり、 威張る 者 あり、 民を壓 する 者 あり、 稅を取 立つ る 者 あり、 條慨 する 者 あり、 

泣く 者 あり、 自殺す る 者 あり、 慰む る 者 あるな し、 歡喜を 民に 頒っ者 あるな し、 敎へ i=》 く： あるな し、 

確 一茂なる 人世 觀を 有する 者 あるな し、 叉 有りと する も 大膽に 之を傳 ふる 者 あるな し。 

何人も 得ん と 欲して 3： 人も與 へんと 欲せす、 何人も 助けら れんと 欲して 何人も 助けん と 欲せす、 國家 

若し 如此 にして 成長し 得ば 何者か 成長し 得 ざらん や、 余輩 は 我國の 前途 を 危ぶむ. - 

(『萬 朝 報』 三月 六： 


是れ 內村鑑 n 一氏が 朝 報 社 を 去の 辭 なり、 余に 對 して は 嚴師 の聲 たリ * 余 は 唯だ此 文に 罩 めら れ たる 氏の 精神 を 

W て 余が 精神と 爲し、 朝 報の 精 祌と爲 さんと 云 ふの 外 一語 ある を 知らず * 玆に 揭げて 自ら 特む" 旱；岩民鐵附：^^ 

返. 社の 辭  内 村鑑 三 

余 は あ 執 に迎 へられて 東京に 來り、 鈍 筆 を 振 ふ 事玆に 一 年と 三 ヶ月、 今や 此社を 去らん と 欲する 

に當て 余に 多くの 感慨な き 能 はす。 

世に 多くの 新聞 あり、 而 して 萬 朝 報 は 其 最も 完全 最も 高尙 なる 者に 非す、 若し 其： i 點を擧 げん 乎、 余 

は 最も 多く 之 を 指摘し 得る 者の 一 人な りと 信す、 然れ ども 此缺點 多き 此小 新聞に して 余の 同情 を惹て 

止まざる 所以の もの は 其內に 一 片の露 情の 其 土臺的 根底と して 伏在し 居れば たり。 

萬 朝 報 社 は 世の 不遇 者の 結合 體 なり、 此 偽善 的 社界、 此偽 紳士と 偽敎育 {<ぶ と、 偽 政治へ 豕と、 偽 愛 者 

と を 以て 充ち滿 たる 社界、 焉んぞ 能く 多数の 不遇、 無 友、 孤 獨の徒 を 出さ、. -るを 得ん や、 心裡に 熱情 

を蓄 ふる ある も 之 を 語る を 得す、 語れば 罰せられ、 阈賊を 以て 罵られ、 阿る にあら ざれば 迎 へられす、 

媚 ぶる にあら ざれば 近 けられす、 全然 封 £ 間の 類に 化する にあら ざれば 貴き と 高き を 望み 得 ざるん.' 日の 

我國の 社界の 如きに 在て は 萬 朝 報 社の 如き 者の 起り 立つ は 甚だ 當然の 事な りと 信す、 世の 萬 朝 報 社 を 

難す る 者 は 先づ此 社の 存在 を 促せし 社界を 痛く 難 じて 可, なり。 

余 は 此社界 を 怒る 者の 一人たり、 故に 余 は 萬 朝 報 を 去る と 雖も此 社界と 和睦 せんと 欲する ものに あら 

す、 余は尙 ほ戰鬪 を繼績 せんと 欲する 者たり、 只 其 攻撃の 方面 を替 へんと 欲する のみ、 之を攻 むる の 

方法 は 一 にして 足らす、 鐵举を 振て 其 罪 惡を矯 むる も 其 一 なり、 端坐して 其 失德を 論究す る も 亦 一 な 
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り、 其 醜を發 くも 其 一 なり、 美的 標本 を 其 前に 呈 して 慚愧の 念 を 生ぜし むる も 亦 一 なり、 < ^の 無 I- 無 

能た る 能く 此 聖職 を充し 得る とは自 から 信ぜざる も、 余に は 亦 余 相應の 力量の 供 へられた る あれば、 

< ^は 余の 方面より 余の 生れ 來 りし 此國 土に 盡 すべきの 義務と 權 利と を 有す。 

萬 朝 報よ^ 在 なれ、 憤怒に 溢れて 汝 自身の 重職 を 汚す 勿れ、 社界を 貴む ると 同時に 汝 自身 を 責めよ、 

篤て 卑言 を發 する 勿れ、 平民の 友た る は 常に 自身 平民の 資格 を 守る にあり、 汝の危 險は平 の赞^ を 

将て 而後 汝自 から 貴族的と 成り 畢 らん^に あり、 殷鑑已 に汝の 前に 供せられ たり、 汝愼 めよ、 サョナ 

ラ。  (『^8?朝報』 五カ廿 三 =) 


(附) 內村鑑 三 氏の 退社 を 送る  黑 岩 周 六 

內村鑑 三 氏 將に朝 報 社 を 去らん とす、 蓋し 其 意 は、 別に 一種の 地位 を 開き、 之に 據 りて 更に 穩 健に 社 會に盡 す こと 

を んと 欲する に 在るな り。 

昨年の 初、 余が 氏に 入社 を 乞 ふや、 氏 は 曰く 日本の 社會は 旣に墮 落の 極に 達す、 救 濟の期 を 過ぎた る 者な り、 我れ 

全く 之 を 見捨てた りと、 余 曰く 姑く 来りて 朝 報 社に 立ち 新聞記者 たるの 地位より 觀 察せよ、 社會猶 5、 改革の 

を蘩 ぐ： S き 者 あり、 君 必ずや 絕 望す るの 尙早 きを 悟らん と、 氏默考 之を久 うし、 起て 徐ろに 太平， 記載す る 所の 前 入 

の 歌 を 誦す、 『思 ひき や 我が 敷 島の 道なら で、 浮世の 事 を 問 はる 可し と は』 と、 何ぞ其 意の 悲壯 なるや、 後 二 旬、 

來 りて 朝 報 社の 卓に 鬼れ り。 

余 は 社 會の爲 に 一 の 熱心なる 改革 主張者 を 呼 起し 得た る を 喜び、 又 朝 報の 爲に 鋭意なる 一 記者 を 得し を 喜べり、 爾 


來 氏が 朝 報に 盡 したる 所 は 余 悉く 說くを 得ず、 英文に 和文に、 氏の 天才が 如何に 光 を 放ちた る や は讀む 人の 知る 所 一 

なる 可し、 然れ ども 余が 社中 同志と 共に 特に 氏に 謝する は、 文字の 勞に 在る よりも 氏の 謹嚴 なる 操行 能く 一  社の 風； 

紀を 正し 得た るに 在り、 氏の 入来る を 見る や 一座 肅 然として 襟 を 正せり、 今や 氏に して 去らば、 其の 感 深く 恨 多き： 

文章 は復朝 報の 紙上に 見る を 得ず と雖 も、 氏の 感化に 得た る 風紀の 正 は 永く 存し、 冥々 の 間に 朝 報の 前進力 を 強く 一 

せんつ 

本年の 春、 余 北海道より 歸る や、 氏 曰く 我れ 朝 報 社 を 返かん と、 余 驚き 問 ひて 曰く 君復び 社會を 見捨てん とする 乎、 

曰く 否、 社會 聊か 爲 すに 足る、 伹 我が 健康、 新聞記者の 劇務に 堪 へず、 寧ろ 雜誌 記者と して 靜に 世に 盡 さん、 而. -^. 

其計畫 殆ど 成れり と、 余 は 深く 朝 報の 爲に 一 記者 を 失 ふを悲 みたる も 猶社會 改革の 一 勇士が 社 會の戰 場より 去ら ざ 一 

る を 思 ひ、 聊か 自ら 慰めたり、 返て 再思せ しに、 新聞記者 は實に 劇職な り、 抑留して 建 康を失 はしめ なば、 朝 報 も 一 

社會も 共に 一有 爲の 手腕 を 失 はん、 且 夫れ 朝 報 は 氏が 在 社の 一年間に、 穴ュ 前の 發達を 得たり、 何ぞ 今後 朝 報に 費す _ 

氏の 力 を、 氏 自らの 業に 加へ、 社 會に又 一 の 有力なる 機關 を發顯 せし むる に 如かん やと、 乃ち 一書 を 達り て 曰く 滿 

腹の 同情 を 以て 君の 擧を贊 すと、 擧とは 卽ち雜 誌 『獨 立』 是れ なり、 編輯 一 切の 事、 氏の 主宰に 成り、 六月 十日 を 

以て 第一 號を 發刊 すと 云 ふ：  I 

余が 氏 を 仰ぐ ゃ師 兄の 如し、 氏 局外に 出で、 情 實を脫 却した る 眼 を 以て 高所より 朝 報 を 見ば、 更に 幾多の 短所、 歷， 

歷 指摘す 可き もの 有らん、 E 細 最密に 示教 せらる X を 得ば、 師 兄の 恩 盡る時 無 けん。  (『萬 朝 報』) 
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東京 獨立雜 誌 

每月 二 囘針五 S 發 行 

(遠からずして 三 囘に改 むべ し) 

每號 英文 を 交 ふ 

社會、 政治、 文學. 利學. 敎育、 幷に、 宗敎ヒ の 諸 

問題 を li- 直に、 自. S に 大瞻に 評論 討議す。 確信に あ 

ら ざれば 0 ら ず、 獨特の 思想 を 含有 せざる 寄書 は 載 

せず、 熟讀 せざる 書 は 評せず、 正直と 認めざる 廣告 

は 掲げず、 而 して 本誌 載錄の 記事に 對 して は、 主筆 

幷に 持主 悉く 其 言責に 任ず。  


所感 及び 感想 

明治 三十 一 年 二 八 九 八 年) 

【初 直 

失 望 と 獎 勵 

我れ 筆 を 執りて 雜誌編 S 、に從 事 せんとす る や、 否定す る 者 あり、 我に 告げて 曰く 『文 は 汝の學 び 得し 

職業に あらす、 日本 國は汝 の 筆 を 要せす、 汝是 を爲す 勿れ』 と。 

然るに 獎勵 する 者 あり、 我が 側に 坐して 我 を 慰めて 曰く、 『汝は 普通の 日本語 を 解す、 且つ 汝の裡 に 

一片の 志の 存 するな らん、 汝の 赤誠 を 有の 儘に 汝の 解す る 普通の 日本語 を 以て 言ひ顯 はすべし、 世 或 

は 汝に聽 く 所 ある や も 知れす、 今や 文 は 志に 勝ち 語 は 想を壓 せんとす、 汝の 不文 は 却て 汝の^ 益なる 

べし、 汝勉 めよ や』 と。 

我れ 答へ て 曰く 『我れ 試みん』 と。 (六月) 

主 義 

今や 雜誌 を發行 せんと 欲する 者 は、 必す 先づ其 主義 を 問 はる、 日く 世界主義なる 乎、 或は 國家 主義な 
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る 乎、 或は 平民主義なる 乎、 或は 君主 主義なる 乎と。 主義の 新聞 雜 誌に 必要なる は、 商 估に, J;^ 权の必 

要なる が 如し。 故に、 世 は 亦 吾人に 向 ひて 問 はんとす、 汝は 何屮； 雜を鬻 がんと する 乎と。 

平民主義 を唱 へ て專橫 政府の 莉任 參事官 となりし 人 あり、 世界 il- 賴を唱 へ て 正 五位の 位 を 賜 はりし 人 

あり、 圃 家主 義を唱 へて 同一 の榮を 望む 者 ありと 間く 主義と は 文士が 文 箪を鬻 ぐ爲の 看板なる が 如 

し。 人 は 何 主義 を唱 へて、 終に 吾人 青雲の志 を 達し 得べき 乎。 

吾人の 主義？ 

Si 人の 主義 は 正直なる にあり、 確信、 有の 俊 を 語る にあり、 可成 丈け 萬 人に 對 して 公平無私な らんこ 

とを勉 むる にあり、 人 問 普通の 道を踐 むに あり、 而 して 若し 此 他に 吾人に 主義 を 問 ふ 者 あらば、 if^;: 人 

は 更に 主義な きを 以て 答 へんと 欲す。 (六 刀) 

獨 立 

是を獨 立と 命名せ し は、 1* 人 孤獨の 力に 依りて 成る ものなる が 故に 非す、 已に發 行人と 編輯 人との 協 

同より 成る、 是 れ孤獨 にあら す、 絶 對的獨 立に あらす。 古人 云へ る あり IE  く 「絡 對的镯 立 を 守り 得る 

もの は、 神に-非 ざれば 禽獸 なり」 と。 

-:• っ宙 は關聯 的機關 たり、 斯の 如き 宇宙に 在りて は、 孤 獨は死 を 意味す。 詩人 コ レリ ッヂに 「高尙 なる 

依賴と 高尙 なる 獨 立と」 の 語 あり、 賴 るべき に賴 る、 是 れ高尙 なる 依賴 なり、 子の 親に 賴 るが 如き、 

弟子の；！ に 頼る が 如， き、 朋友 相互に 賴 るが 如き、 皆 其 類な り。 眞： 止の 獨立は 實に此 種の 依賴を 以て 成 

る。 賴る こと を 知らざる 者 は、 置に 立つ こと を 知らざる 者な り。 


.;=::; 人 は 吾人の 心屮を 監視し 給 ふ 神明に 深く 賴 らん こと を 期す、 吾人 は. な 人 自身に 頼る こと 甚だ 篤から 

ん こと を 期す、 吾人 は-五：： 人の 近親 朋友 竝に 同志の 丄の獎 勵授助 を 待つ こと 甚だ 切なり" 然れ ども、 財 

の爲 めに 富豪の 門 を 叩く が 如き、 惠の爲 めに 勢家の 許を訪 ふが 如き は、 1*1 人が 人類と して 生^す る ii 

は ひて 爲さビ らん こと を 期す。 (六 =0 

1^ 人 の 首 . 

余輩 愚直、 名論せ！^ を ゆに 供す るの 技能な し、 文 を學ば ざり しのみ ならす 却て 之を卑 め、 ：1| を 耕さ 

, りしの みならす 却て 之 を 疎ん す、 故に 名論 卓說を 吾人より 求む る 者 は、 木に 依りて 魚 を 求む る 者な り „ 

两 班 牙の 詩人！ - 1 ぺデべ ー ガは、 彼の 時代の 文運 を 評して 「一市に 詩人 二十ず：： 人」 と 口へ り。 •rH 萬の 

都人 $1 小說 家と も稱 すべき = 木 帝都の 屮に 在りて、 吾人の 如き 粗 俗 不文の 者に して 筆 を 執らん とす、 

お 一 つの 特質な くして 可た らん や。 

3 れんの 價値は 彼の 正直なる にあり。 にして 直なら ざる は、 是れ 生存の 理由 を 放棄せ し， なり。 人 

にして 正直たら ざらん 乎、 誰か 吾人 を 顧みる 者ぞ ある。 

『東京 獨立雜 誌』 の發 行人 は、 彼の 總 ての 財産 (甚だ 輕少 たる) を 賭する 現 實の發 行人たり、 其 編輯 

人 は、 彼の 言責 を 自身に 背負 ふ 現實の 編輯 人たり。 吾人 若し 不幸に して $1 藤大勳 位と 持說を 異にし、 

彼の 憤怒に 觸れて 市 ケ谷义 は 石 川 島 に 呻吟す るに 至る こ と あ らば 、 此 艱苦 を嘗 むる 者 は 、 强健 竪壯、 

終生の 禁錮 を 以て 意と せ ざ る 名義 發 行ん 拉 に 編輯 人 に あ ら すし て 、 柔軟 羸； ：！ の 吾人 a: 身た り " 愚人 の 

： 運命の 拙な きこと 斯の 如し。 彼 は * を 他人に 委ねて、 自 から 經綸を 語る の 術 を 知らす。 嗚呼 人の 愚 
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を憐 めよ。 (六月) 

頭 寒 心 熱 

人に 必要なる もの は溫 かなる 心と 冷 かなる 腦 なり。 心に 印度洋の 溫 熱を蓄 へ、 頭に 喜 麻 刺： 凸=1 山の 淸雪 

を藏 し、 感す るに？；！ かにして 斷す るに 明かなら ざるべ からす。 智 なき 情 は 痴情な り、 情なき 智識 は 其 

結 菜 無識に 均し、 高尙 なる 感情と 精密なる 智識と は、 共に 相伴 はざる ベから ざる ものたり" 

精神 を 供す ると 稱 して、 頻りに 慷慨 家の 神經を 刺戟す る 者 あり、 學理を 供す ると 稱 して、 無淚 無血、 

岩石 土砂の 如き 者 あり。 『東京 獨立雜 誌』 は此兩 極端 を 避けん と 欲す。 (六月〕 

出 俗界 

俗界と は 他な し、 利益と 功名と を 目的と する 社 會を謂 ふなり。 財產 製作 を E 的と する 商 isi 界、 黨勢擴 

張 を 目的と する 政治 界、 信徒の 增加を 目的と する 宗敎 界、 是れ 俗界の 部分に して、 之に 屮 Z 人协 息す 

る 者 を 俗人と は 謂 ふなり。 吾人 其 中に 彷徨して、 吾人の 情 性 は 據れ、 吾人の！^ 斷カは 鈍り、 に：： 人 は 其 

汚と 醜と を 知る と雖 も、 自ら 其 汚辱より 脫 する 能 はす。 萬 物の 靈長 たる 人 問に 取りて は、 俗界に 彷惶 

接 息す る ほ ど 傷ま しき はなし。 

俗界 は 党に 去らざる ベから す。 是れ 勿論 出家す るの 謂 ひに あらす。 俗界 を 去る と は 我が 本性に^る を 

謂 ふたり。 我が 總 ての 滿 足と 善美と を 我が 心底の 奥藏に 求む るに あり。 我れ 此に 歸り來 りて、 我に 寶 

玉の & 想と 黄金の 言語 あり、 山 あり、 牧場 あり、 家畜の 群 あり、 過去の 偉大なる 事 は、 凡て 來 りて 吾 


人に 其處に 接し、 吾人の 位置 を 其處に 定めて、 吾人 は 現在 を讀 みて 愆ら す、 而 して 吾人の 悟性 愈々 明 

を 加 ふるに 及びて、 吾人 は竞に 未来に 通曉す るに 至らん。 俗界に 留まる 人 は 死せ る 人な り。 嗚呼 適き 

て 光明の 里に 歸 らん。 (六月) 

何故に 書く 乎 

所謂 主義なる もの を發 表せん が爲 めに 書かす、 信徒 を 作らん が爲 めに 書かす、 名利の 爲 めに 書く ベ か 

ら ざる は 勿論な り。 余輩の 霉 する 黨 派なければ、 ^輩に 黨議を 辯す るの 必要なし。 .^-輩の歸依する寺 

も敎會 もなければ、 余輩に 敎勢擴 張の 爲 めに 盡 すの 要な し。 余輩の 筆 を 執る 他に 原動 ハ なかる ベから 

す。 

余輩 は 書かざる を 得 ざれば 書くな り、 恰も 產 婦が產 まざる を 得ざる が 故に 產 むが 如し。 若し 產 むべき 

の 思想な からん 乎、 余輩 は產 まざらん のみ。 縱令 白紙 を讀 者に 頒っ こと ある も、 余輩 は 余輩の 心底に 

存 せざる 事 は 一 切 語ら ざらん と 欲す。 幸に して 余輩に 虚偽 を 書き 辍 るの 才能な し、 淡 味 無 飾の 文、 若 

し 信 を 語る にあら ざれば 何 を か 語らむ。 (六月〕 

『笑 て 肥 、； ：』 

然れ ども、 余輩 は 過度に 眞 面目たら ざる 可し。 今や 世は擧 て浮氣 なり。 此の 如き 社會に 在りて 赤誠の 

み を 語る は、 余輩の 健康に 宜しから す、 古人 曰く 『笑て 肥れ』 と。 而 して 君子 國 目下の 狀 態に 笑 種と 

なるべき もの 甚だ 多し。 政治 笑 ふ 可し、 敎育笑 ふ. し、 宗敎笑 ふべ し、 若し 病理 學 的に、 動物 學 的に 

所 0 及 び 感 想 (明治 三 十一 年)  ほ 六 fc 
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此社會 を 研究す るなら ば、 < ^輩 は 多く 失. ゆ」 せざる 可し。 (六ガ J 

死活の 岐 

曰 本， 界を 日本化 せんとす る 乎、 或は 世界に 世界 化せられん とする 乎。 "；： -れ 日本 國 民の 死活 を 決する 

大 問題な リ。 

皮 想の 見より すわば、 世界 を 日 木 化し、 之 を 併呑 せん 事 は、 ぶ. 6 しく も 見え、 又！： 威 發揚の 原則に も 

合 ひ、 共 今日 我 同胞の 贊同を 博す るに 至る は 謂 ふまで もな し。 

然れ ども、 逆說の 如く 聞え、 寶圃 論の 如く 見えて、 而も 歷 史上の 大眞理 なる 事 は、 世界 化せら る、 の 

國：^ が、 ^界を 支配す るの 両：^ にして、 世界 を自 化せん とする 國民 は、 敗滅に 歸 する 岡 尺た る 事是な 

り。 

羅^の 火な りし 秘訣 は、 其 寬裕の 政略に ありき。 其祉服國の法^^習慣を重んじ、 之を羅 iil 化せん こと 

を勉 めすして、 人類 化 竝に世 化せん こと を勉 めしが 故に、 六 fn 年 問に 1 りし 朱せ；^ の 光榮を 致し、 

今尙ほ 失せざる の 感化 力 を 後^に 遣せ しなり。 文明 を 世界に 布かん 事が、 羅 馬の 大 精神な りし 問 は、 

維-ぬ は收 減の 徴を 示さ ざり し。 羅馬、 羅馬を 以て 誇り、 I 界を 其霽國 として 視 るに 及びし 時 は、 天 旣 

に^ 權を羅 -rill より 奪 ひし 時に して、 其 滅亡の 兆せし 時な りき。 

英同は 八， nz3: 故に 大 なる 乎。 歴史に 溯りて 其 過去 を檢 すれば、 決して 名 春の 國と稱 する を 得す" 始め 

に rfijll んに 征服され、 次に デ ー ン人、 サ クソン 人の 侵略す る 所と なり、 後义 ノルマン 人^の 押領 する 


所と たれり。 若し 我が 日本 國の 標準 を 以て 英！； を 量らば、 實に腑 甲斐た きの！： と 云 は ざる を 5H^。 然 

るに、 此雜駁 なる 人種の 集合 體 なる 英！： が、 終に 世界の 海 王と なり、 地球 睦面六 分の 了 ゲぶ乂 配す るに 

至りし 理由 は、 將た 夫れ 那邊 に存 する や こ 

英 園の 犬なる 理由に、 其 非國， 的の 性に ありと 云 はざる を 得 す、 其^ 太 人を迎 へて 宰相と なし、 伊太 

利 人に 敎 へらる、 を 以て 恥と たさす。 其 島 國內に 巳に 一 小^ 界を 作りし 英國 は、 己に 業に^ 界的 大帝. 

國 となる の 特性 を 有せしたり。 故に、 其 民 や、 世界 M れの 所に 移住す る も 意と たさす、 其 外人に 接す 

る や 融化を 勉めて 强壓を 避け、 世界 を 家と し 世界 を 友と し、 世界 是れ 英國、 英 罔：：；， 一 れ 世界の 觀念 を以： 

す。 に、 其 印度 を： m めんと する や、 先づ 印度 古代の 法律 を 究め、 Bi^ 佗の 法、 メヌの 律に 則りて、 新 

領地の 民 を 治む。 已に 1： 內に 一 小 世界 を 作り、 深く 寬裕の 念 を 養成せ し英國 は、 世界的に 膨 帳す るの. 

特性 を^へ しなり。 

若し 愛 m; 心の 强度を 以て 評せん p。 バ. - カン 半島の 西 隅に、 三.^ 五 百方 哩の 土地と 二十 五 萬の 人口，.^. 

を 以て 獨立阈 を 成せる モンテネグロ 人 は、 優等 卓越の 民と 稱 せん-】 チロルの 山 巾、 瑞 西の 溪 間に、 慈- 

母に  るが  如く 其國 土 に 粘着す る 可憐の 民 あり。 土 耳 其 人の 愛 岡 心 は 甚だ 賞 讚す ベ きもの、 能く 其 祖" 

の 遺風 を 保持し、 世と 共に 遷ら す、 時と 共に 革め す、 自ら を 以て 足れり とし、 異敎 信者 を卻 け、 異： 

人種 を 近け す、 兩 大陸に 散布す る 二 千 七 百 萬の 同種 族 は 常に 打て 一丸と たり、 五 百年の 長き 其 國粹を 

維持して 今日に 至れり。 余輩 は 土 耳 其 人 を 以て 必す しも 劣等 粗惡の 民と 見做す ものに あらす、 否た 多 

くの 點に 於て、 余輩 は 彼等の 强 健なる 士 風に 推服す る 者な り。 然れ ども、 彼等が 終に 世界的 大帝 國を 

建」 ョ乂 P する の 運命 を 有する 民な りと は、 如何に 余輩の 想像力 を 逞しく する も肯 する 能 はざる^ たり。 

所 感 及 び 感 m  u? 治 三十 1 年)  •£ 六 九 
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西班牙 人 亦 愛 國心を 以て 鳴る。 彼等の 所謂 西班牙 主義 Espgclislc なる もの は、 實に 彼等 をして ； 

時 歐洲を 震動せ しめたり。 西班牙 主義 は、 俠を 貴び 武を尙 び、 不撓 不折繁 れて而 して 已 むの 精神たり A 

其 ペラ ョ、 フ H ルヂ ナン ド、 イザベ ラ として 顯 はる \ や、 七 百年 間に i る 十字軍の 結果と して、 異敎 

信徒 を 岡 外に 驅逐 し、 ァ ルバ、 ゴンサ I ボ ー、 、、一 ァ、 コル ドバ として K 在す る や、 國威を 和 蘭、 伊太利 

に發揚 せり、 ヒメネスの 智能 あれば トルケマダの 威嚴 あり、 今 を距る 二百 年の 前に 在りて は、 世界 は 

已に 西班牙 化されし の 観 ありき" 

然れ ども、 利己 を 中心とする 愛國心 は、 永く 其國家 組織 を 維持す る 能 はす、 和 蘭叛き 去り、 葡萄牙 離 

れ、 墨 西其獨 立し、 白露、 智利、 アルゼン チナ 等の 南米 諸 州 悉く 其 例に 傚 ひ、 今や-おに 玖瑪、 ボ I ト 

リコの 島 t 、を すると 雖も、 尙ほ之 をし も 失 はんとす。 世界 を 西班牙 化せん と 欲せし 西班牙 人 は、 今 

や 世界より 其 國籍を 削られん とする の 危機に 在り。 

日本^ 界をロ 本 化せん とする 乎、 或は 世界に 世界 化せられん とする 乎。 是れ 日本 國 民の 死活 を 決する 

大 問題な り。 (六月 ) 

〇  • 

腐敗せ る 部分 

日本の 社會は 腐敗せ りと は、 今や 何人も 唱 ふる 所な り、 然れ ども、 余 華の 目 擊 する 所 を 以てすれば、 


腐敗 は 多く 其 上署に 止まりて 未だ 全く 其 下謦に 及ばす。 腐敗せ る は 俗吏 社會 なり、 政治家 社會 なり、 

敎育 家社會 なり、 紳士 縉 商の 社 會 なり、 華族 社會 なり、 多く 妾を蓄 ふる は 彼等な り、 多く 私 生 兒を設 

くる は 彼等な り、 賄赂は 最も 多く 彼等の 中に 行 はれ、 博 突 は 彼等の 最も 好む 遊戲 なり、 忠君 愛 國は彼 

等に 依りて 最も 聲 高く 唱 へられ、 而も 私行の 最も 卑陋なる は 彼等な り、 彼等 は 日本 國民 中最 醜： In^ 惡の 

部分に して、 彼等 を 以て 代表 せらる る 日本 國は、 實に慚 愧に堪 へざる 國 なり。 

然れ ども、 幸なる かな 彼等 は ロ本國 民の 最少 部分な り、 襤镇を纏ぅて泥土の屮に稻苗を植ぅる^^百萬 

の 日本 農夫 は、 私 生 兒を設 くる こと 稀に して 且つ 甚だ 寡慾、 廉直、 隣人に 篤く して 恥 を 知る の 民な り。 

生命 を 賭して 洋 面に 漁す る 百餘 萬の 日本の 漁夫 は、 未だ 賄賂の 術 を 知らす、 阿諛の 技に 長け す、 稀 

れに 忠君 愛 國を唱 へて、 而も 一 旦 緩急 あらば、 邊海 防禦の 衝に 當る强 健の 民な り。 比較的に 正直なる 

は 御用商人に 非す して 小寶 商人な り。 其 約言 を 重ん する 點に 於て は、 都下 五 萬餘の 人力車 夫 は、 世に 

所謂 文士 論客なる 者に 優る こと 數等 なり。 (糸 庭の 最も 淸淨 なる は、 資本家に あらす して 勞働 者の に 

あり。 勿論 上の 爲す所 下 是に習 ふ 我國の 風習より して、 上 曆社會 の 腐敗 は延 ひて 國民 全體に 互り し 事 

は 疑 ふべ からざる も、 而も 腐 蝕 死 を 致す の狀 は、 贵族紳 繕の 社會に 止まる を 知らば、 吾人に 大 なる 慰 

藉 なき 能 はす。 

然り、 我國に 於け る 物質的の 上層 社 會は、 精神的の 下 曆社會 にして、 物質的の 下 騷社會 は、 精神的の 

上 曆社會 なり。 日本 國は 未だ 精神的に 衰亡の 域に 沈みつ. M める ものと 謂 ふ を 得す、 只國 ：！^ の趣鑑 を以 

て 自任す る 彼等 上 3^ 社會 なる 者の 行爲 を非認 し、 彼等に 習 ふ を 止め、 彼等 を 羨む の 念 を 絶てば、 我等 

は 已に强 健の 民と 稱 する を 得るな り。 (六月) 

所感 及び 感想 (明治 三十 一 年)  .  ほ 七 一 
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可憐の i 族 

セ" 族憫 むべ し、 惡む ベから す、 恨む ベから す、 彼等の 欲する 所： ir 子孫 數ト代 を 支 ふるに 足る 愤少の 

財産な り、 彼等の 懶惰の 年：！： を消费 する 爲 めの 训莊 なり、 彼等に 阿 媚を呈 する 爲め の婢 妾な り、 彼等. 

にして 是れ あらしめば 彼等 は滿 足し 得る もの、 彼等に； 人の 慰藉 を： に頒 つの 欲^な し、 不滅の 光榮を 

瘦 し^る 念 慮 あるに あらす、 詩人の；^ Isi- に駕 して： 人に ：！^ るの 志 なし、 姪 逸に 春 を 過ごし、 惰眠に 夏. 

を 送り、 狩 獵に秋 を 消し、 弄 花に 冬 を费し 得ば、 彼等の 现想は 達せられしたり、 人生 如 斯悲慘 あらん 

や、 貴族 を 羨む 者 は、 未だ 人生の 眞意義 を 知らざる 者な り。 c 六 

二種の K 族 

贵^ に 二種 あり、 貴族的 贵族、 平 尺 的贵族 是れ なり。 前者 は 中 族の 特權を 私する 者、 卽ち 交際 的 物 •  筏 

的の 貴族に して、 國.：豕的精祌的の卑族と稱すぺき^^なり。 是れ に-:^ して、 後者 は 下：：^ の爲 めに する 中ぱ 

拔 にして、 彼等 は贵挨 たるの 理. £ を實 にす る 者な り、 之を责 族と 稱 する は"；. - れが爲 めな リ。 卽ち 彼等 

の 爲の r ノ ー ブル」 なる が爲 めな り。 而 して^に 若し 贵族 的赏族 ほど 賤しむべき おなしと すれば、 

亦 ： 牛： 的 貴族 ほど 尊む ベ き 者な し。 

古 2 きに 居て 低き を 助けん と 欲す、 是れ 一大 の 業たり、. 神の 行爲 なり。 上、 下の 爲に 死して ドに 生命 あり、 

活動 あり。 然り、 貴族た るの 特權 は、 ドを救 ひ 得る の權 能に あり。 ジラ I ド其 資産 を 舉げて 悉く 孤；：： 几 

敦育 の爲に 供して、 米の ヒ ラデル ヒア は 兄 相憐 の^ 府と稱 へらる。 英の大 と强と は、 比 絞 的に： 个尺 


的 貴族 を 有す る こと 多き に. S る。 夫の in .5 をず： ん する 英 まに し て 、 八/ 猶 ほ贵族 制度 を 保^す る 现 ^ U ！ 

全く 彼等 英！； 贵 族が、 英人自 .H の發 建に." 风獻 せし 所 多き が 故に 由ら すん ば あらす" 

我！： にも 幸に して 近衞 公爵の 如き あり、  <ホ8£- の 志々」 强 ふす るに 足る。 (六 =-) 

平民の 特權 

然れ ども、 平民 は責 族の 援助 を 待つ を 要せす。 我に 彼の；？ せざる 勞 働の 怏樂 あり、 我に 彼の 社，^ に^ 

せざる 同類 相 憐の情 性 あり。 彼に 祖先の 財 魔の 誇るべき あれば、 我に 筋肉の 我が 爲に 衣食の 料 を 製 出 

する あり。 我 は 額に 汗して 食 ひ、 料 を 自然と 神と に 仰ぐ。 人生の 光榮は 我に 在りて 彼に あるな し。 我 

は歡』 =i: に 溢る 可き 者、 彼れ 我を援 くる を 要せす、 我 寧ろ 慰藉 を 彼に 供して、 彼の 不遇 を 慰むべき なり。 

我等 は多數 にして 彼等 は少數 なり。 我等 は 悲むも 衆多と 共に 悲み、 彼等 悲 むと きに 他に 彼等の 悲感を 

分つ もの あるな し。 最も 孤獨 なる は 貴族と 富豪と なり、 慰の 最も 多き は 平： の 生涯な り。 (六月：) 

最も 需要 多き 者 

今：：： の 日本に 於て 需要の 最も 多き もの は、 面貌：； k き 人と 小才 子と たり。 前 は 外 妾と して 價他 あり、 

後者 は 俗^、 參 事官、 秘書官と して 價條 あり。 ！^節用ぁるなし、 ： 止 直 用 ある. なし、 博識 用 あるな し。 

君子 國 の 狀 態も玆 に 至 り て 其 絶頂 に 達せり と ー*ム ふ ベ し。 (六月し 

所感 及 び 感 «( 明治 三十 一 年)  E 七 111 
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^  有  . 

爲す 可き を 知りて 爲し 得ざる 之 を 不能と 云 ふ。 到達すべき 理想 を 有して、 之に 到達し 得ざる 人 を 不能 

の 人と 云 ふ" 阈 權の擴 張すべき を 知りて、 之を擴 張し 得ざる 政」 お を 不能の 政府と 云 ふ。 國 政の 革新 を 

唱 へながら、 自黨の 革新 をも實 行し 得ざる 政黨を 不能の 政 黨と云 ふ。 世に 不能 ほど 歎 か はしき 病 は あ 

らじ。 理想と 慾^と なくん ば 息まん、 然れ ども、 - 達せん と 欲して 達する の 意志と？？！^ 氣 となく、 川岸に 

立ちて 親 信の 溺る \ を 目撃しながら、 之 を 救 ふの 術と 力と なきの 狀態、 是れ 悲哀の 極なら す や。 (六 

月し 

策 の 豊 富 

策 叉 衆、 國を 富ます の 策、 國を强 ふす るの 策、 宗敎を 布く の 策、 西南 人士の 蹯踞 する 日本 今日の 社き 

に 於て は、 事と して 策なら ざる はなし。 然るに、 余輩 は 今に 至る まで、 一 として 策の 當り しもの ある 

を 聞かす。 支那 四 •rc 餘州席 卷策は 破れて 遼 東還附 となり、 幣制 改革 策 は 却て 物價の 暴騰、 貿易の 二お 返 

を 招き、 同 敎振張 策 は 却て 偽善者の 增加を 致し、 百 策 悉く 破れて 今や 策士の 顏色 なきに 至れり。 然れ 

ども、 此聰明なる國民は未だ新策を^！ボんで息ます。 曰く 我等に 勉め. ずして 大！； 尺た るの 策 を 知らせよ 

と 0 

余輩 は 曰 はんと 欲す、 大國 民た るの 策 は、 先づ 策なる もの を棄 つるに あり。 策士 を 排斥して 彼等の 

策に 全く 耳 を 傾けざる にあり。 日本 國に 惟一 策の 必要 あるの み、 卽ち 策士 撲滅 策是れ なり。 (六月) 


衆議院の 解散、 國 民と 政府との 不和、 政府 は 國民を 信ぜす、 國民 素より 政府 を 信ぜす、 何人も 和衷 を^ 

籌らす して 攻撃と 確執と を 事と す。 敵の 弱 點を認 むる に 巧に して、 其 善 面 を 識別す るの 明な し。 國民 

を 信ぜざる 亦 信す る 能 はざる 退 縮 的の 政府が、 自己の 衰亡と 共に 國 家の 壌 類 を 助けつ - ある は 歎， すべ 

きかな。 

東洋 的 倫理に 據れ ば、 如何なる 場合に 於ても、 下 は 上に 杭す るの 權を 有せす。 政" 肘に 上に して 人民 は 

下な り、 而 して 衆議院 は、 人民の 代表 體 として 政』 时を 輔翼し 得る も、 之 を 指揮す るの 權能 なしと は、 

東洋 的 政治 思想 に 照し て 當然 の 理 なり。 政府が 衆議院 を 玩弄す る は、 爲政 者が 未だ 東洋 的 倫理 思想 の 

覊^ を脫 せざる の證 なり。 日本人の 政治 思想 は、 土臺 的の リボリ ュ ー ショ ンを 要す。 然ら ざれば 憲法 

政治は遠からすして日本ょり跡を絕っに至^<^へし。 

*  氺 

國； i:: を 信ぜす、 國民を 愛せす、 之 を 尊敬せ ざる は 勿論の ことなり。 彼等 は 單に國 民 を 利用して、 彼等 

の 功名心 を充 たさんと 欲する のみ。 夫の 匈牙利の コス， 1 トが、 議會の 前に 低頭して 『余 は國 民の 偉大 

なることの 前に 平伏す』 と 述べし が 如き、 グ ラッド スト ー ン 氏が 常に 民意 を 畏敬せ しが 如き は、 彼等 

の 夢に だ も 上りし ことなき 所なる べし。 彼等 は 到底 亞非利 加の 酋長に 智と學 と を 加へ し 者た るに 過ぎ 
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す。 彼等 は その 人生 觀に 於て、 旣に极 木 的の 蠻族 たれば、 彼等の行爲に於て暴|^たるは勿論の^3^-なり、 

彼等 は 立憲 國の 政治家た るの 资格を 有せざる のみたら す、 十九 世紀^ 期の 文明 骨界に 於て は、 3： れの 

固に 於ても、 市民 權を だに 有する の资 格な き 者たり。 

-:小  .  氺 

我に w 干 萬の 兄弟 姊妹 あるに あらす や、 我に 廿萬方 に 亙る 樂 土の、 故！： として 與 へられし にあら す 

や。 然るに、 我れ 何が 故に 此 くも 淋しく 感^る や、 我れ M が 故に 斯 くも 貧しく 感 する や。 我 は大. ぶの 

兄 子に して、 大 國の嗣 業者なる にあら す や。 

社 會糾綠 の 不完全な るが 故な り、 虛人權 を 挺り て！：， i:: 舉げて 疑 液の 念を懷 くが 故な り、 偽善 敎^ の 行 

はる k 故な り、 浮薄 文學の 流布す るが 故な り。 彼等の 虚偽に 依りて、 我等 は 今 は 牧^な き 迷へ る 羊の 

如く たれり、 彼等の 欺騙に 依りて、 我等 は 八，' は 兄弟 を 敵と して 姊妹を 仇と す。 芙蓉 高く 錄 ゆる も 我等 

の 憂 を 分つ の 人な し、 樱花 爛漫たる も 我等と 歡喜を 共に する ものな し。 此 可愛の 尺 ある あり、 此.^ ク：： 

の阈 ある ありて、 我等に 孤兒の 如き 感 あり。 嗚呼 我等 を 誑かり し 人 は 誰ぞ、 鳴 呼 我 の 愛 を 割きし 

人 は蒙 ぞ。 

*  氺 

然れ ども、 n 儿^ は 兄弟に して 姉妹 は姊 妹な り。 西 海の 狐 に 欺かれて、 我等 兄弟 相 疑 ひ 相 分離す るに • 

至りし と雖 も、 一た び 狐 独の 狐拥 たる を 悟らば、 我等 は-科び 相 親むべき なり。 富と 極と は 彼等に あり- 

我等に 愛と 平和と あらしめ よ。 蝕に 西 より 始まれり、 ls{ 生 は 東北より 來ら ざる 可から す。 (六月) 


米國と 西班牙  1 

,E 國と愛 岡 心  一 

曾 ふ を 休めよ、 ，：11..£ 圃 に愛國 心なし と。 兄よ、 米 两戰爭 は 如 柯に米 人の 愛 國心を 喚起せ し を" グ— ル，： 

ド孃は 一 人に て 卜 萬 弗 を 寄附せ り、 モ ントゴ メリ， ー 氏 は 軍艦 用と して 快走 汽船 一 艘を 無報酬に て 政府 * 

に貸與 せり、 ブラウン 火 學總理 アンド リュウ 氏 は 自ら 兵 を率ゐ て^ 瑪に 渡らん と 云 ひ、 Ml ル大學 の. 一 

生徒 は 野球 戰士を 始めと して 義 ゾ 兵の 募集に 應 ぜんとし、 常に 愛國 心の 缺乏を 以て 米 人の 擯斥す る 所 

たる ュグ人 すら、 紐 育" 肘に 於て 二 中隊の 志願兵 を 組織し、 載 地に 向 はんとて 準備の 最中な りと-ぶふ。 一 

/、極 的 問題 は 忘れられ、 南北 戰 (やの 舊怨は 忘れられ、 七 千 五 ；ほ 萬の 自由のお は、 ー團體 となりて 彼等 一 

め新鄕 十； の爲 めに 起てり。 余 載 は 近 ゅ史に 於て 未だ 曾て 斯の 如き 偉觀 ありし を 見す、 必す しも 圃 土の； 

tf めにあら す、 同人種の 爲 めにあら、 ア。 自由の 爲 めたり、 然り、 自由の 爲め なり、 自由の 爲 めに は異 一 

人種 も 協同す る を 得べ し、 自 巾の 爲 めに は 異宗 異國の 民 も 結合す る を 得べ し。 …… 自. S の爲 めな り、 

然り、 自由の 爲め なり。  一 

憐 むべき 班 牙 人  一 

人 稀の 惡 しきに 非す、 彼の 血脈 中には ゴ ス、. バ ン ダル、 ス ュビ等强健^£„^壯の血精の流る、ぁリ〕 彼等 一 

は羅馬 人の 制度と ム ー ル 人の 文化と を 承け 耱ぎ、 若し 敎導其 宜しき を 得しなら ば、 今猶ほ 世界最大 强ー 

,阈 の 一 なりし に 相違な し。  ， 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  E 七 七 
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然れ ども、 悲 いかな、 w 百年 問に 亙る 惡 政治家の 輩出 は、 終に 彼 をして 今 H の 非運に 陷 らしめ たり" 

フエ.^ ザ十ン ドー 世 を 除く の 外 は、 近世に 至る まで 國に 仁君 ありし を 聞かす。 力 ー ルー ^の- 个明、 フ 

ィ リップ 一 一世の 傲 俊、 其 他の 力 ー ル、 フ ィ リップ 等、 暗愚 相繼 ぎて 十一 一骨に- I 一れ り。 故に 1： 班 牙人自 

身 常に 相 語りて 曰 ふ 『我等 は 善き 民な り、 然れ ども、 我等の 政府 は惡 し』 と。 幸に して 故 アル フ ホン 

ソ十 二世 は、 仁慈 を 以て 名高く、 自ら 『最も 平民 的の 國王 なり』 と稱 せし も、 彼 は：： い 折して、 ^{ま は 

多く 彼に 依りて 益せられ す、 偶々 カステラの 如き 遠大の 志 tlnl を 抱く 政治家 あるに もせよ、 迷！：：^ 無識の 

^は、 彼の 經綸を 適用す るの 資格な し。 西班牙 人 は、 奸侫の 政治家に 誤られて 八.'：：： に- S にり し 打、 ； fi" 人 

は 彼等の 不幸 を憐 むと 同時に、 亦 吾人 自身の 運命に 注意せ ざるべ からす。 

西班牙 人 

西班牙 人に 名譽心 あり、 「ドン キホテ ー」 的の 義俠心 あり、 〔豕の 前の 瘦 4< 的の 愛！： 心 あり レ 然れ ども、 

實カ あるな し、 靜的 遠望 あるな し。 彼 は 百た び 語りて 一 たび 行 ひ、 -Kn 雷の 如く 愛！；  を へて、 僅に 

蚊の 如き 攻擊カ あるの み。 彼 は 世の 評判 を 重ん やる の 民な り、 彼 は 功名心の 奴隸 なり、 e 血 は 忠-： {ii と 思 

はれん が爲 めに 戰ひ、 愛國 者と 見られん が爲 めに 死す。 彼は國 家の 亡ぶ る を 知らす、 社稷の 亂る. 1 を 

意と せざる なり。 避く 可き は 西班牙 人の 特性と 運命と かな。 

表 裡の別  . 

金錢 の 外拜す ■ ベ き 者な きが 如く 見えて、 而も 裡面 に 豫想外 の 1^ 俠 心 を蓄 ふ る.^ は 米 人たり"^ •. ^は義 

俠 心と、 愛國 心と、 公共心との 化 現の 如くに 見えて、 ts: 心 暴虐、 脆 騙、 情惡の 念に.^ ち滿 つる 者 は 西 

班 牙 人な り。 前者 は 利 を 語る に 撣 からすして 却て 義を行 ふに 敏く、 後者 は 翁 を i- 々して 反て 利に. り.. 


易し。 名義の 常に 立^なる は 西班牙 人な り、 利の 爲 めに 民 を 苦む るに 禱 せざる 者 も 亦^ 班 牙 人な り、 

ビ ザに、 コ ル テ ズ 、 ピ ン ゾン、 ヮ イラ， I 皆 然らざ る は なし。 (六 

誤解の 恐 怖 

今の 世に 世人の 誤解 を 恐る i 者 だ 多し。 彼等 は 忠臣 視、 愛國 者視、 君子 視、 善人 視 されん こと を 欲 

する 甚だ 切なり。 日く、 我 は 世人の 見る が 如き 無情なる 者に あらす と。 曰く、 我 は 中心に 萬斛の 忠愛 

の 志を蓄 ふる も、 世人 は 我の 眞情を 悟る の 明な しと。 曰く、 我の 外貌 は 我が 胸中の 善美なる ことの 萬 

分の 一 を も表顯 せす と。 而 して 彼等 は 凡ての 方法と、 凡ての 手段と を 以て、 世人の 此 誤解 を 取り去ら 

ん こと を 勉め、 若し 廣吿の カを賴 み、 叉 は 新聞記者の 助力に 依りて、 他人 一片の 惡評を だに、 彼等の 

身邊 より 拭 ひ 去る を 得ば、 彼等 は 大事 業の 成功せ しかの 如くに 信す るが 如し。 

然れ ども、 彼等 は 未だ 誤解の 何物た るか を 知らざる なり。 事物 を 正解す ると、 誤解す ると は、 全く 解 

釋 者の 判斷カ 如何に 依る ものなる こと を 知らざる なり。 馬 族の 眼より 見れば、 人類の 爲す所 は、 一 と 

して 奇僻 ならざる は 無 けん。 亜 非 利 加の 野蠻 人の 眼に 映す るグ ラッド スト ー ンと、 ビス マ ー クと は、 

偏 僻 怪異、 實に笑 ふに 堪 へたる 者なる べし C 人類 は獸 類と 同く、 同類 同族の 跡 を 相逐ふ 者に して、 そト 

は 俗人 は 俗人 を 求め、 聖人 は 聖人と 相齒 する 者 なれば なり。 馬 族に 誤解せられ ざらん と 欲する 乎、 宜 

しくお み 如くなる べきたり C 馬の 如く 行 ひ、 馬の 如く 飮み、 馬の 如く 使役 さる i たらば、 馬 族 は 確か 

に 吾人 を 正^し、 吾人 を 目して 忠臣と 呼ぶ たるべし、 愛國 者と 贊め稱 ふるなる べし〕 然れ ども、 若し 

所感 及び 感想 (明治 三十 1 年)  B 七 九 
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.r 计人 にして、 人類た るの 威厳 を 固守し、 ^も 人類た るの 本性に 悖ら ざらん こと を 努めん 乎、 展族は 一 

.齊擧て；^^:1人を篤り、 せ 人 を 惡馬視 し、 吾人 を 彼等の 仲 問より 放逐す るに 至る は、 理の 最も 瞎易 きもの 

と 云 はざる を 得す。 

故に-舟人 は 世の 誤解 な る ものに 就て 懸念す る に 當 り て 、 先 づ * つせ 人 を 誤解す る *1 其 物の 特質 を 講究せ ざ 

るべ からす。 t 右し 世に して、 ^子の I ならん 乎、 其 政治家 はク „1 ンゥヱ ル にして、 彼の 秘書 ^は ミル 

トンな らん 乎、 共 教育家 は 悉くべ スタ U ジ、 又は ホレス マ ンの 類な らん 乎、 共 新聞記者の 位置 は 

1;- 人口 1H ル (彼 は 一時 は 新聞記者た-りし) の 如き 人 を 以て 充 たされん 乎、 其 诲軍は ブレ I 午、 ネル 

ソンの 如き 誠實谆 厚の 人の 指揮の 下に ありて、 其 ii 軍 は 今 猶ほ故 西鄕降 盛の 監督の ド にあらん 乎、 而 

して 其 宗敎界 に、 日蓮、 ル ー テル は 牛耳 を 執り、 其文學 界にシ ルレ ル、 プ ー シュ キンの 如き 者の 飛翔 

する あらん 乎、 一.^1: 人に して 若し 如 此社會 に 誤解 さる. - こと あらば、 是れ實 に 恐怖すべき ことにして、 

-五门 人 は 慚死愧 死す る も、 尙足ら ざ らんこ と を感す る た る ベ し。 

然れ ども、 若し 新聞紙の 報す る 所に して、 全く 誤 護た しと すれば、， -吾人 を 支配す る 政治.： は、 ク " ン 

ウ ェ ル に 類似す るん に は あらす して、 其 秘書官 は ミルト ンの 如く、 嚴肅 3 呉-. S 目なる 人に は あらざる が 

如し。 ；： j 〔人の 敎 育.： C 吾人の 批 家、 新聞記者、 吾人の 惯 侶と 牧師、 特に 實業 家と 稱 する！. 人の 財權 

. を 掌 挺する もの は、 ^2 悉く. 睨 俗 無慾、 聖贤の 明 を 以て、 人の 心中 を 透察し 得る 人に は あらざる が 如 

し。 勿論彼等の中には外形の醜^^を^するが上に著るしき觀察カを有する者ぁるは、 .n:: 人の 決して 疑 

はざる 所な り。 若し 株式相場の 髙！. -を 知らん と 欲せば、 吾人 は 釋 迴 孔子に 抵ら すして、 彼等ハ^^^^を 

： 待つべき は 勿論な り。 彼等 は 能く.： んの 金錢的 1^ 値 を 解す る もの、 時には 暖^ 物と してに： 人 を 路傍に 


唾す る こと ある も、 亦 時勢 の 轉變 によりて は 吾人 を擢ん で i 彼等の 參 事官、 秘書官と なすこと ある ベ 

し。 然り 彼等 は 智謀に 富み、 能く 物の 掛引を 解す。 若し 人類に して 馬 族の 進化せ し 者に 止まらし めば. 

彼等 は實に 無上の 光 榮と辨 明 力と を 有すべき 者に して、 吾人 も 亦 彼等の. 谅斷に 依りて、 吾人の 行爲の 

正邪 を 定めざる ベから す。 

然れ ども、 吾人に 尙ほ 一 大 疑問の 彼等に 關 して 吾人の 腹中に 伏在す る あり。 卽ち 彼等 は 信憑す るに 足 

る 心靈の 裁判人なる 乎の 一 事是れ なり。 卽ち 彼等の 才と智 とに 加へ て、 彼等 は 心靈的 實驗に 富める 人 

なる 乎の 疑問 是れ なり。 吾人 は 彼等 を 呼びて 商賣 上の 善き 友、 政治 上の 有益なる 同志 者と 稱 する を 得 

ん。 然れ ども、 心靈の 深奥に 於て、 相 共に 語り、 相 共に 慰め、 相 共に 敎へ敎 へられ、 相 共に 最上 最美 

の 思想 を 交換す るの 人と して は、 吾人 は 無禮千 萬に も、 今の 政治家、 今の 大僧正、 今の 大 先生、 今の 

大文學 者に 毫 愛の 信用 を も 置かざる 者な り。 

故に 智謀 上幷に 策略 上の 裁判人と して は、 吾人 は 甘んじて、 彼等の.：^ 判權を 認めん。 彼等に して 若し 

吾人 を 呼ぶ に、 愚人の 名 を 以てする も、 吾人に 一 も 彼等に 反抗す るの 言語 あるな し。 然れ ども、 彼等 

若し 道德 上の 裁判人と して 威を逞 うし、 吾人 を 目す るに 不忠 不義 不德の 者と せん 乎、 吾人 は 容易く 彼 

等の 判決に 服す る 能 はす。 そ は 此點に 於て は 吾人 は、 彼等に 優る ことなき も >  少なくとも、 劣る こと 

なき 者な りと 信 すれば なり。 

誤解， …：： 何人 か 能く 吾人 を 正解し 得る、 吾人 自身 すら 能く 自身 を 解す るに 甚だ 難き 者なら す や。 

「汝 自身 を 知れ.」 と は 古人の 敎訓 なり。 然り、 自己 を 知る に 勝る 難 業の あるな し、 况んゃ 他人に 於て 

を や。 我に ra 干 萬の 同胞 あるに あらす や、 然るに 少しく 我の 心中 を 解す るが 故に、 我の 親友と し 呼び 

所感？^, ひ 感想 (明治 三十 一 年)  E 八 一 
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做す 人 は實に 十指 を 以て 箅 する も 尙ほ餘 り あるに あらす や。 矧んゃ 我に 於て は 路傍の 立 木と 同様なる 

無情 無感の 世人に 於て を や。 彼等の 我 を 誤解す る は 當然の 事たり。 我れ 何が 故に 我が 心 奥の 聖殿を 開 

きて 彼等 を 其處に 招くべき、 我 は 堅く 其 門 を^ ぢて 彼等 を容れ ざらん のみ。 故に 彼等 は戶 外に 立ちて、 

我に 關 する 種々 の 評判 を 試む るな り。 我に して 彼等に 誤解 せらる k こそ 幸 なれ、 我に して 若し 彼等に 

正解 せられん 乎、 是れ 我の 彼等と 類 を 同 ふす るの證 ならす や。 彼等の 善と 稱 する もの は、 偽善なる や 

も 知れす、 彼等の 忠と稱 する もの は、 不忠なる や も 知れす。 我に 我の 標準 あり、 我 を 正解す る 者 一 あ 

り、 卽ち 神な り、 彼の 判決に 誤讓 あるな し。 (七月) 

過信の 利益 

と 題し、 米國 新聞に 左の 記事 あり、 

人 を 信じ 過ぎる は 寧ろ 人 を 疑 ひ 過ぎる に 勝る。 人の 眞價は 吾人 決して 悉く 知り 蜜く す 能 はざる なり。 

人の 生涯 は必 すし も 彼の 眞價を 悉く 示さぐ るな り。 切言 すれば、 吾人 は 人の 一 部分 以上 を 知る 能 は 

ざるな り。 人の 理想 或は 希 IJl- たる もの は、 概ね 世に 顯れ ざる を 常と す、 其 誘惑に 對 しての 抵抗 は隱 

微の 間に 行 はる。 然れ ども、 吾人 は 吾人の 隣人の 性行に 就て 稍々 知る 所 あり.^ 彼が 上帝に 向 ふの 希 

望と 惡に對 する の 抵抗力と は、 吾人が 彼 を 過信す るに 依りて 高く 又大 となる。 彼の^ 落せん とする 

傾向 は、 彼の 弱き と惡 きと を 疑 ひ 過ぎる に 依りて 其 度を增 す。 彼 を 疑 ふ は實に 彼の 上に 疑 を 挟まし 

むる に 至らし む、 彼 を lul^ する は 彼 をして 眞に信 を 置く に 足る に 至らし む、 彼 を 尊敬す る は 彼 をして 


眞に 尊敬す べきに 至らし むる 所以な り。 

西洋の 護に 曰く 「人 を 盜賊と 呼べよ、 然 らば 彼 は 盗賊 たるべし」 と。 人 を 國賊と 呼べよ、 然 らば 彼 は 

終に 國賊と 成り 終らん。 愛 は 人の 惡し きを 思 はすと 云 ふ。 宏量 仁慈の 人 は、 容易に 人の 不忠 不義 を 信 

ぜす。 些少の 缺點 あるが 故に、 其 人 を 貶し、 彼に 汚名 を 負 はしむ る を 以て、 君と 國 とに 忠良なる 者な 

りと 信す る 人 は、 未だ 人の 德性を 養成す るの 術 を 知らざる 者な り。 (七月〕 

根本的 改革 

政 黨內閣 が 藩閥 內閣に 代りし とて、 根本的 改革 は 来らす、 伊 侯隈伯 をして 幾度 內閣を 造らし むる も、 

根本的 改革 の 来らざる は 勿論の 事な り。 

根本的 改革 は、 國 民の，： 千 宙觀幷 に 人生観の 革 まるより 来るな り。 故に 是れ 詩人、 哲學 者、 道 德家幷 に 

宗敎 家の 事業に して、 政治家の 事業に あらす、 伊侯隈 伯、 人黨8黨ょり根本的改革を^51-みっ &ぁる日 

本人 は、 終に 全く 失！ _ や 一せ ざる を 得す。 「七月) 

常に 腦 中に 一 大 問題 を蓄ふ べし 

詩人 テ 一一 ソンの 最も 注意せ し 問題 は、 靈魂 不滅 未来 存在の 問題な りしと 云 ふ。 故グ ラッド スト ー ン氏、 

亦此 問題に 彼の 終生の 思考 を 法ぎ、 死に 顏す るの 際バ トラ-の 類似 論に 評註 を 加へ、 彼の 豊富なる 観 

感及び 感想 (明治 三十 一年)  BI 八 三 
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察と 思考との 結果 を 世に 遺して 逝け り。 政治家に まれ、 文學 者に まれ、 或は 商寳 人に まれ、 職；」 に ま 

れ、 常に 此世 以上の 一問 題 を 彼の 腦 中に 蓄へ 置く 事 は、 彼の 品格 を 高め、 彼の 悟性 を 明かに し、 彼 を 

して 俗界の 穢氣 に觸る i の 憂な からしむ。 かの 常に 經綸 を談 する の 人に して、 往々 私利 多愁の もの 多 

きが 如き、 或は 誠 實に國 を 思 ふ 人に して 往々 E 心 想の 狂 熱に 走る が 如き こと ある は、 彼等の イマ ヂネ ！• 

シ ョ ンが、 自己 或は 自國 以外に 涉る ことなき が爲 なり。 

世界に 於け る 日本の 位置。 人類 發 達に 關 する 日本人の 天職。 如何にして 東洋 八惊 萬の 靈生を 救 はん 乎。 

…… 少なくとも 此 位の 問題 は、 吾人 何人の 腦中 にも^し li^ きたき ものな り。 そ は 吾人の 熟 中す る 問題 

の大 なる 程、 吾人の 品性 も自 から 大 なる を 得れば なり。 (七月) 

恥 かしき 政治と 恥 か し か ら ざる 政治 

<^:'ゃ政治を；^iiるもの、 必す利 慾と 野心と を 意味し、 政治家 を 語る 者、 必す 山師、 一一： k "代言の 類 を 云 ふ。 

1^ 子の 恥づ べき 事 は、 今の 政治家た る ことなり。 そ は 彼等の 所謂 政治なる もの は、 支那 人的の 政治に 

して、 經綸を 布く とか 稱 して、 實は 彼等の 功名心 を！； 政の 上に 表 はさんと 欲する もの なれば なり。 

「所 志 在 功名」 と は、 彼等が 田舍 酒を飮 みながら 故山 を辭し 去る 時の 醉歌 なり。 彼等の 政治 思想に 慈 

善 的 元素の 存 する たく、 彼等の 愛國 心なる もの は、 ス ペン サ ー 氏の 所謂 「自己 を 利 せんとす るの 心 を 

國 (永の 上に 適用せ しもの」 にして、 畢 党す るに 彼等の 經綸 なる もの は、 卑陋なる 利 慾 心の 表彰なる に 

外なら す。  ， 


是れ恥 かしき 政治な り。 政治 若し 此の 如き ものなら む 乎、 何人も 之 を 度外視して 可な り、 社 會の槽 糠 

慶棄 物の み をして 之に 從 事せ しむれば 足れり。 

然れ ども、 世に は 恥 かしから ざる 政：. m あり、 卽ち 謙譲の 心より 爲す 政治な り、 卽 ち^から 候補者と な 

りて 政 權を爭 ふに あらす して、 衆庶に 迎 へられて 已むを 得す 顯 職に 就く 政治家な り、 卽 ち慈惠 心を國 

家の ヒに 適用す る 政治な り、 卽ち利 慾 的 功名 的 元素 を 少しも 交へ ざる 政ュ 5 なり、 卽ち 釋迴も 基督 も孔 

子 も 之に 從 事して 恥と せざる 政治な り、 卽ち 株式市場に 輸贏 を爭ふ 者の 迚も 從 事し 能 はざる 政治な り、 

卽ち 孔子が 魯に 試みん として 功 を 奏せ ざり し 政治な り、 クロム ゥヱ， -、 ミルトンが 英國に 布かん とし 

て 失敗せ し 政治な り、 ガ ー フキ ルドが 米 國に行 はんとして 之に 斃れし 政治な り、 是等は 志士の 從 事す 

べき 政治に して、 -吾 人の 口 も 筆 も 之 を 唱へ之 を 論じて、 吾人 を 下落せ しめざる 政治な り。 同じく 名 は 

政治な り、 然れ ども、 一 は 盗賊に 類す る ものにして、 他 は 最大 慈善事業 なり。 後者 論すべし、 前者 は 

唾液 一 滴の 値 あるの み。 (七月 ソ 

再び 吾人の 目的に 就て 

吾人 は 世に 所謂 社會 改良 家 を 以て 自ら 任す る ものに あらす、 勿論 吾人 も 世界の 市民 なれば、 吾人の 及 

ぶ 限り 善事 を 務め、 吾人の 感化の 範圍內 に 於て 進歩 改良 を 園るべき は 勿論の ことなり。 然れ ども 是れ 

1* 人に 限る 職分に あらす して、 何人と 雖も此 地球に 棲息す る 者の 擔 ふべき 責任な りと 信す。 

世 或は 吾人より 驚天動地の 革新的 大 運動 を 求めし もの あり しゃも 知れす。 而 して 吾人が 霹靂 ー聲、 鐵 

所感 及び 感想 (S- 治 三十 一 年)  EK 五 
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槌を揮 ひ大打 擊を此 麻睡せ る 社會に 加へ 得ざる を 以て、 大に吾 人に 就て 失望せ る 者 ある や も 知れす、 

然れ ども 是れ 吾人の 決して 世人に 約せ ざり し 事な りと 信す。 吾人 は 務めて 正直なら む iali- を 約せ り、 _五： 

人 は 吾人の 言責 を 重んじ、 實 直にして 虚飾な からん 事 を 誓へ り。 然れ ども 大聲 疾呼、 旗旌 堂々、 鼓 を 

鳴らして 罪 惡社會 の 征伐に 從事 せん こと は、 ； ：！：！ 人の 宣言に あら ざり しこと なりと 信す。 

1, ュ" 人の 之 を 約せ ざり し は、 吾人の 必す しも 之 を爲し 得ざる が 故に あらす、 吾人 不明な りと 雖も亦 現 時 

の大 腐收大 不道徳 を 認め 得ざる にあら す、 而 して 若し 吾人に して 之を資 むる に 依りて 之 を 正 ふし 5：： ベ 

しと 信ぜん 乎、 吾人 は 其 攻擊の 任に 當る事 を辭せ ざらん と 欲す。 義を 見て 爲さ 1- る は 勇な きなり、 人 

面 は 如何なる 場合に 於ても 懼る ベから す、 吾人 不肖な りと 雖も 亦戰 鬪を辭 する 者に あらす。 

謹責 せられて 改 むる 社會は 健全なる 社會 なり、 然れ ども 我國 目下の 狀 態の 如き は、 旣に此 程度 を經過 

せし ものにして、 患部の 指摘 を 以てする も 病症 を 感ぜざる の 程度にまで 進み 人り し 者な り。 是に 於て 

か 吾人の 此社 會に盡 すべきの 道 は、 刺戟に あらす して 營 養に ありと 信す、 叱咤に あらす して 敎導 にあ 

りと 信す、 懒 惰の爲 めの 墮落 にあら すして 衰？ i の爲 めの 墮落 なりと 信す。 而 して 斯の 如き 場合に 於て 

は 刺戟 時には 用な きに あらす と雖 も、 重に 取るべき の 道 は 補 養に あり、 增育 にあり、 而 して 一.111 人 は 

人の 及ぶ 丈け の 力量 を 以て 此補養 培 育 に 從事 せんと 欲す。 

革新を4^變劇動に^11-むは人情の常なり、 然れ ども 根本的 革新 は 常に 靜 I；！ の 業なる 事は歷 史上の 事實な 

り、 佛國 革命、 米國獨 立はミ ラボ ー、 ワシントンの 業と 稱 せんより は ジョン ロック、 モンテス キア 

の 業と 稱 すべきな り、 前者 は 表面的に 後者の 革命的 理想 を實 行せ しに 過ぎす。 J1 ックの 智識 にして 

草せられ す、 モンテス キアの 法理 論に して 公に せられ ざらん 乎、 バ スチールの^^|^劇は演ぜられざりし 


ならん、 バ ンカ， I ヒルに 血 は 流れ ざり したらん。 想な くして 行 ある ことなし、 革命の 實行は 之に 先つ 

に 深遠 な る 思想の 注入 を 要す。 

世に 雷たら むと 欲する の 改革者 あり、 又 露た らんと 欲する の 改善 者た きに あらす、 前者 は 岩 を 裂き 山 

を碎 く、 然れ ども 靑草を 以て 牧場 を蔽 ひ、 紫蘭 を 以て 谷 を 飾る 者 は 後者たり、 電光 時には 閃かざる ベ 

からす、 然れ ども 絕 えす 降るべき もの は 甘露な り。 火光 は 殺す ものにして 潤 濕は活 す ものな り。 吾人 

にして 今後 若し 點々 の 雨露た る を 得、 智識の 溪 流に 消 滴 を 加へ、 以て 此 焦燥せ る 社會を 癒す の寸 助た 

る を 得ば、 吾人の 目的 は 達せられし なり。 (七月〕 

宗 敎と 政治 

宗敎と 政治との 關係 は內と 外との 關係 なり、 神と 形との 關係 なり。 一 國の 社會的 制度 は、 其國 民の 宗 

敎的觀 念の 表顯 にして 其 政治 組織 は、 常に 其 信じ 來 りし 宗敎に 原因す。 所謂 政敎 一致なる もの は、 國 

民統- 御の 必要より 来りし 便宜上の 一 致に あらす して、 1 1 者の 根元 的關 係より 來 りし 生 體的 一 致たり、 

政 は敎の 表彰に して 敎は 政の 動機な り、 同一 の 天則、 外 を 治む るに 當 りて 是れを 政と 稱し、 內を修 む 

るに 當 りて 是れを 敎と云 ふ。 先 づ敎を 布き て 然る 後に 政に 及ぼす、 是れ順 道たり。 先 づ政を 施して 然 

る 後に 敎を吹 人す、 是れ逆 道な り。 前者 は 自然 的 國家建 法に して、 其 成功の 遲々 たると 同時に、 其 

結 菜 は 甚だ 健全な り。 後者 は 人爲的 建設 法に して、 或は 迅速の 成功 を 奏せざる にあら すと 雖も、 是に 

伴 ふの 危險 甚だ 多く、 其 結果た る や 早熟 者 の 羸と 弱と を 免る i 能 は す。 

所 感 及 び 想 (^:r ヒー 一十 一 年)  .E 八 七 
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宗敎家 は 最も 犬なる 政治家な り。 彼等 は 政治 上の 成功 は、 之 を 千な 年の 後に 期す るが 故に、 彼等の^ 

命中に 政治 を. 語らす。 彼等 は單に 生命 を 社會に 注入す る を 以て 職と し、 民衆の 改善. を 眞理其 物の 行動 

に 任 かして 逝く、 彼等 は 所謂 革新 事業なる ものに 干與 せす、 而も 最も 效カ ある 革新 家 は 彼等な り。 t!? 

し 其 結 菜より 算 すれば、 基督 釋迦に 優る 政治家の あるな し、 前者 は 彼の 敎訓に 成りし 政治、 法 f^、  0. 

慣を 以て 彼の 死後 一 一で 年の 今日 文明 世界の 殆んど 全部 を 支配し、 後者 は 彼の 敎義に 依りて 大王 大帝に 

勝る 威力 を 以て、 彼の 死後 二 千 五 百年の 今 口、  m 洋 五位 人の 爭ふ ベから ざる 主宰な り。 同一 の现. E を 

以て 保 羅は該 撒よりも 大 なり、 親鸞 は 義時泰 時よりも 大 なり、 日蓮 は 時宗よりも 大 なり、 ァゥ ガス チ 

ンはシ ャ ー レマ ン よりも 大 なり、 ノックス は クロム ゥェ ル よりも 大 なり。 天 を 論じて 地 を 論ぜざる ゥ； 小 

敎 は、 終に 天國を 地上に 來 たす^に して、 經綸を 地上に 布く を 以て 惟一 の 目的と する 政治家 は、 菅 

に 地 を も 改良 開發し 得ざる 者たり〕  . 

政治家の 大は德 敎に與 へし 彼の 注意の 强 度に 比例す。 道德 的に 小たり し ナボレ オン は、 歐洲 全土 を 席 

卷せ しも、 政治家と して は 最も 小さき 者な りき。 宗敎 的に 大 たりし ク a ムゥ H ルは、 英の 一 國を 治め 

しに 止まりし と雖 も、 彼の 行 績は英 1； ん：' 日の 强大を 致す の 基礎 を 造り、 彼の 理想 は、 彼の 本國に 於て 

は 行 はれ ざり しも、 大西洋の 彼岸に 於て 適用せられ、 せ界 最大の 共和！： は、 彼の 立案に 成りし 制度に 

則りて 其 國是を 定めたり。 ァゥ ガス チンの 祌學書 を 以て 彼の 政治的 敎科 書と 定めし シャ ー レ マ ンは、 

中古 最大の 統治者と して 知られ、 怫の ルイ 第 卜 一 世 は 今猶ほ 佛國の 有せし 最善 最大の 爲政 者と して 認 

めら る。 『政治の 目的 は 善を爲 すに 易く 惡を爲 すに 難き 社會を 作る にあり』 と は 故 ダラ ッ ドスト ー ン 

氏の 言な り、 マッセ ゥ ァ ー ノ ー ルド 氏 曰く、 『人生の 四 分の 三 は 正義な り』 と。 41 理を 離れて 政治』 


は 論す ベから す、 政： m を 政策と 同視す る もの は、 朱 だ 政治の 神髓を 知らざる ものたり。 

故に 最も 小なる 政治家 は 政治 を 先にして 道 德宗敎 を 後に し、 政治 を 以て 國家的 存在の 基本な りと：^ じ、 

政策の 配合に 依りて：：^ 衆 を^ 度 せんと 夢想す る 者たり。 佛の ナボレ オン 三肯、 填の メ テル 一一 ッヒ、 或 

は 多くの 東洋の 政治家なる 者 は皆此 類な り。 彼等 は 策の 富饒を 以て 誇り、 策. を 以て 國家 を土薹 的に 調 

现し 得る ものな りと 妄想す。 彼等 は卽ち 手品師の 政治家と 變 化せし ものな り。 彼等 は 宇宙 を i 捩な り 

と：： I じ、 歷史を 劇場の 如くに 見做す。 處世は 彼等に 取りて は 技藝の 一種な り、 彼等 は 則ち 浮虛 耗の 

人に して、 國家を 調理し 得 ざ る の み ならす 廚房を も 整理し 得ざる 者な り。 

-:个  * 

ホ  ホ 

政敎 一 致して 健全なる 國家 あり、 政治、 宗敎を 離れて 國家壞 る. - 故に 國，： 豕を 改造 せんと 欲せば 先づ其 

宗敎 より 改造せ ざるべ からす。 自由 制度 は 平等主義 を宗 とする 國 民の 上に のみ 施く を 得べ し。 自由 慕 

ふべ し、 然れ ども 自. E たらざる： に 自由の 附與 すべきな し、" 先づ靈 性に 於て 自由なら ざるより は、 權 

利 上の 自由 は 之 を 享有す る を 得す。 旣に 自由 制度 あり、 而 して 未だ 自由 宗敎 あるな し。 旣に 開 進の 撵 

關の具 はる ありて、 之 を 動かす の 動機 あるな し。 英國に ウィック リフ、 ノックス たくして クロム ゥェ 

ル、 ビット 起り しと せん 乎。 歐 大陸に ル ー テル、 力 ー ビンな くして 蘭の ゥヰリ ャム、 瑞 典の ガス テバ 

ス起 りしと せん 乎。 余輩 は 岡く 信す 彼等 政治家の 業 は 徒 勞に屬 し、 英國は 今猶ほ 支那 的 頑冥の 裡 にあ 

りしなる べし、 蘭と 瑞とは 今尙ほ 波斯、 土 耳 古と 類 を 同 ふす るた るべ しと。 如何に 大 策士の 乎 腕 を 揮 

ふこと ある も、 自 屈の 民より は 自由の 民 を 作る は 得じコ 自由の 由て 來るゃ 深遠、 之 を 一朝の 政變、 又 

は 一 夜 作りの 法文に 於て 覓む ベから ざる は 勿論な り。 (七月) 

所感 及び 感想 (明治 三十 I 年)  E< 九 


東京 s 立 雑， t!T„^ 代  巧 九 〇 

世界 化さる k の 意 

世界 化さる、 は 勿論 佛蘭西 化、 又は 英吉利 化、 义は 米 利 加 化さる X の 意に あらす、 世界 化さる i は、 

一般の 眞理に 化せら る i を 謂 ふなり。 世界 化さる. -に 依りて 國民は 其 特種の 性格 を 失 はす、 否な 世界 

化さる i に 依りて 却て 其 特性 は發揮 せらる X なり。 そ は 特性 は 通性の 遠景の 表に のみ 最も 明瞭なる を 

得べ ければ なり。 

世界の ぼ； 理 なる もの は、 人類が 一時に 獲 取せ しものに あらす、 又 多くの 修煉な しに 理會し 得る ものに 

あらす、 一 虞理を 世界に 供す る は、 實に 一 大國 民の 數 世紀に 涉 るの 業な りし。 希臘 人の 供せ し 科學的 

眞理、 羅馬 人の 供せ し 法律の 精神、 猶太 人の 供せ し 一 神敎の 敎義の 如き、 實に 文明の 大 元素に して、 

之 を吸牧 消化す る は實に 容易の 業に あ らす。 

進歩の 理、 自由 平等の 大義、 寬裕の 精神、 …… 此等を 其 最も 宏濶 なる、 最も 深遠なる 意味に 於て 會得 

實 I：；： する 國民 を、 最も 進歩せ る國 民と は稱 ふなり。 而 して 世界 化さる i と は、 囘顧的 観念 を 棄却して 

遠望 的 方向 を 取る を 云 ふなり。 階級 的 制度 を廢 して 平民 的社會 組織 を 採用す る を 云 ふなり。 異端 を以 

て 他を贵 むる を 止めて、 正直なる 信仰. は 咸く之 を 款待 尊敬す るに 至る を 一一 H ふなり。 新式の 武器 を ふ 

る 土 耳 古， 國は、 其 民に 自由な きが 故に 野蠻圃 なり、 囘顧的 文明 を 以て 滿足 する 支那 は、 共 無比の 沃野 

饒田を 以てする も 今猶ほ 世界の 大勢 力た る 能 はす、 階級 的 制度 を 根本的に 廢 止せし 北米 合 衆國に 於て 

人類 は 最も 健全なる 進 步を爲 しつ X あり。  . 


世に 自由に 優る 有力なる 機動 あるな し。 共和 國 として 佛國 百年の 生産 上の 進步 は、 王 1: としての 同國 

千 八 百年 間の 進歩に 優りし と 云 ふ。 心身に 自由 を 得し 吾人 は、 始めて 全世界 を 家と し定 むる に 至る。 

自由な くして 健全 强 固なる 膨脹 は 望む ベから す。 自由 は國 民の 最大 消化 力なり、 植民地の 擴張、 新镇 

土の 同化 は、 常に 自由 發揚の 結 raK として 來る。 

自由と は、 人た るの 吾人の 權 利と 威嚴と を知覺 享有し、 併せて 博く 之 を 他に 及ぼす を 云 ふなり。 而し 

て 人生の 凡て 善き もの、 凡て 高尙 なる もの は、 咸く此 一大 原 现に存 す。 自由 を會 得して ！？！门 人 は 始めて 

世界の 民と なるな り。 亞非利 加 人 を 吾人の 兄 と 呼び、 涼 斯多拉 利 亞人を 吾人の 姊 妹と 見做す に 至る 

は、 吾人が 世界 化されし 後に あり。 大 思想 是に 於て か 起り、 大冀 望是に 於て か 生じ、 大經 綸是に 於て 

か 成る。 世界 化さる i は、 世界 を 化する の 前提に して • 吾人 は先づ 世界の 精神に 服從 して 然る 後に 吾 

人 は 世界 を 征服し 得るな り。 (七月 ゾ 

グ ラッド スト I ン 氏の 死狀と 葬式 

近着の 米國 新聞 は、 此老 偉人の 死狀と 葬式と を傳 ふ。 彼れ 死す るの 前 二三 日、 彼の 最愛の 孫女ド P シ 

1 に 別を吿 ぐ、 共に 彼の 愛吟なる 「干 代經し 5 石よ」 竝に 「みめぐ みある 光よ」 の 讚美歌 を唱 ふ、 ドロ 

シ-淚 に 咽 びて 泣く。 五月 十八 日 午前 四時、 彼の 呼吸 は 一分 時間に 三十 七囘 なりき、 彼れ 苦痛 を 抑へ 

て 眠に 就く。 彼の 家族 今 は 威く 彼の 枕邊 にあり。 スチ ー ブン グ ラッド スト ー ン祈禱 を 捧げ、 一座 再 

び 「で 代經し 岩よ」 を唱 ふ。 唱歌 終る ゃ老 偉人 一 聲を發 す、 曰く、  9U-  Father  (我等の 天父よ) と _ 

所感 及び 感想 (明治 一 一一 十 1^)  お 九 一, 
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是れ 彼の 發 せし 最終の 聲 なりし" 彼れ 此く 昏睡の 狀 にある こと. 二十 w 時間 餘、 ？-. -卜 九： n 午前 五 時に 至 

りて 呼吸 全く 絕ゅ。 斯くて 一大 生涯 は此 世に 終り、 彼の 冀 望に 依れば、 新 生涯 は 彼 世に 始れ り。 

明 くれば 五月 二十：：：：、 英國兩 議院 は 人 を 以て 填まる、 下院に 於て は全院 委員き は 開かれ、 グ 氏の 遺體 

を 葬む るに 國 葬式 を 以てする の 上奏 案 は、 保守 黨 首領 バルフ ァ ー 氏の 提出す る 所と なり、 進歩 黨 首領 

、ノ 1 ク， -ルト 氏の 赞成 ありて、 全 場の 一 致 を 以て 通過 さる。 後バ ルファ ー 氏 起ちて、 グ 氏の 功績 を述 

ぶ。 ハ. I ク ー ルト氏 彼に 次ぎて 起つ、 一一 一一"、 情に 滿 ちて 途絕 する こと 三囘- 愛蘭 黨 首領 ヂ ン 氏の 言 亦 

情深く して 詞に禮 あり。 此！： 家 的大危 1^ の 時に 際して は、 院內に 政敵 政 友の^ あるな し。 ヂ ロン 氏聲 

を 揚げて r グ 氏の 同情心に は！： 民 的 差別た かりき」 と述 ぶる や、 愛蘭 黨 議員の 測より 一 齊の應 あり 

气 

上院 も 亦 議員 總 出の 狀 態な りき、 グ氏 終生の 政敵 サ リス ベリ ー 侯 は、 感情に 滿 ちながら 述べて：：： く、 

「グ 氏の 行動 は渾 て高尙 なる 道德的 理想に 依りて 導かれたり」 と。 叉 曰く、  r グ 氏の 名の 後世に 傳は 

る は、 彼れ の 政治的 行績に 依らす して、 寧ろ 彼れ が歷 史上に 於け る 殆んど 比較すべき なき 基督 敎的大 

政治家の 大實 例たり しに 依らん」 と。 次に 進歩 黨員 キム バ ー レ ー 伯の 感情 深き 頌德 の詞 あり。 デヴォ 

ンシ ャ，' 公はュ 一一 ォ 一一 スト 黨を 代表して 起ち、 該 黨のグ 氏と 分離す るの 巳む を 得ざる に 至りし を 歎き、 

且つ 曰く、 「余 は 吾黨の 地位に 無用の 苦痛 を 加 へんが 爲め 一 語の グ 氏の 口より 發 せし を 記憶せ す」 と。 

a 1 ズ ベリ ー 伯の 頌詞 亦 雄 辯な りき。 

二十四日 夕刻、 老 偉人の 遣體 は、 ハヮ ー デン 邸に 於け る 彼の 書齋 より 擔ひ 出さる、 之を擔 ひしお は 中； 凤 

族に あらす、 縉紳 にあら すして、 常に 彼の 高 德を慕 ひし 石炭 掘り、 日 雇、 小作人 等の 類な りき。 英 國， 


大 平民 死 a.: の 旅路の 狀 態として 吾人 之 を 日本 文に 翻譯 する さへ も 原稿紙 上に 同情の 淚の 滴る を覺 ゆ。 

阈： の 吊 喪 十日に 及びて、 埋葬の 式 は 行 はれたり。 老 偉人 は國葬 を？ 1>1 まざりき。 彼 はハヮ ー ヂン の. 墓 

地に、 彼の 小作人と 共に 永眠の 床 を 同 ふせん こと を 望めり。 然れ ども 彼 は 亦國民 全體の 希望： を 否ま ざ 

りき。 彼 は 死す るの 前、 彼の 遣 體に國 葬の 禮を受 けんこと を 肯んぜ り。 然れ ども 彼の 嚴命は 最も 單純 

なる 葬式に て ありき。 

五月 卄 五日 午前 十 時、 英 國の權 威と 智識と 道德 との 代表者 は 彼に 最後の 敬禮を 表せん が爲 めに、 ゥェ 

スト ミンス タ ー 公館に 築れ り。 下院議長 ガリ ー 氏 は、 四百の 議員 を率ゐ て先驅 たり。 上院議員、 I！； 密 

院議 員、 ョ ー ク大 監督 等、 順列 を 正う して 之に 從ふ。 三 皇族と 女皇を 代^ する ぺムブ n I ク 伯と を以 

て 前半 列 を 終る。 棺は 質樸 單 純の 標本な りき。 然れ ども 之 を 守る に英國 現在の 十 大人物 を 以てせり。 

ジョ ウジ ァ ー ミス テツ ト； に レンデル 公はグ 氏の 親友 を 代表し、 稍の 前部 左右 を 守り、 ュ - オニス 

ト黨の 首領に して グ 氏の 愛蘭 自治 案に 反對 し、 以て 進歩 黨の 分裂 を 来せし 1 ズ ベリ ー 公 は、 彼の 政 

敵た る 進歩 黨現 院內 首領た るハ ー ク I ルト 氏と 相 竝んで 前 一 一 者に 從ふ。 キム パ ー レ ー 公、 ラッ トラ ン 

ド公、 サ リス ベリ ー 侯、 バルフ ァ ー 氏 相次ぎて 棺の兩 側に 歩む。 而 して 其 後部 左右に 皇太子 拉に皇 太 

孫 あり、 是れ 一 平民た るグ 氏の 遣骸 を圍繞 する の 十 大人物な りき。 

葬列の 後半 部に 就きて は、 吾人の 玆に 多く 言 ふ を 要せす。 其 に は 勿論 悲哀に 沈める 寡婦 ありき •) 彼 

女 を 擁護す る ヘルベルト、 へ ンリ ー の 二子 ありし。 老 偉人の 最愛の 孫女ド 口 シ ー ドリ ュ ー も 他の 孫 

兒孫 女と 共に 祖父の 棺に從 へり。 殘餘は 彼の 親友、 親 僕、 石炭 掘り、 日 魔 人、 駁者、 馬丁、 工夫、 園 

丁 有りと あらゆる 平民の 代表者な りき。 前半 列に 依て 判 すれば 帝王の 葬式の 如く、 後半 列に 依りて 推 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  E 九 三 
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測 すれば 或は 村老 の葬禮 かと 疑 はる。 平民 は 彼に 由り て 高く、 貴族 は 彼に 依りて 低し。 彼に 於て 英國 一 

の 上下 は 一 致せり、 彼の 生に 於て 然り、 彼の 死に 於て 亦然 り。  一 

一列 ゥ H スト ミンス タ ー 寺院に 達すれば、 其 西 門 は 開かれて 彼の 棺は迎 へられぬ。 是れ國 王の 爲 めな . 

ら では 開かれざる の！：、 故 パルマ ルス トン 公の 葬儀の 時の 外 は、 未だ. 曾て 臣下の 爲 めに 開かれし こと 一 

なしと 云 ふ。 

指 寺院に 入れば ベ ー ト ー ベ ンの 埋葬 歌 は 奏せられて 更に 悲壯の 感を增 せり。 シ ュ ー ベルトの 送繽行 は、 一 

グ 氏の 品格の 淨と 潔と を 示し、 綾いて 奏せる ベ ー ト， I ベ ン の 作 は、 グ 氏の 議院に 於け る 雄 辯に 似て 幽 一 

义幽 なりき。 詩篇 第 十九 篇はパ ル セル の樂 譜に附 せられて 奏せられ、 「干 代經し 岩よ」 はグ氏 自身の - 

拉典譯 にて 歌 はれ、 終に シュ ー ベルトの March  Sonnelle を 以て 正義の 戰.^ は 勝利の 墓に 葬られた； 

り。 (七月)  一 

自由の 神 

神と は 彼 自身に 於て 完全なる 者の 稱 なり。 彼 は 外物に 依りて 制限され す、 又は 他人に 依りて 始めて 完ー 

全なる 者に 非す、 宇宙 は 抹殺 さる X も、 人類 は 全滅に 歸 する こと ある も、 神 は 神に して 缺 くる ことな 一 

し 0  , 

故に 自由 は、 其 正統の 意味に 於て、 神に のみ 存 するな り。 その 不完全なる は 不自由なる ことにして、 

他に 依らざる ベから ざる ものに 絕對的 自由の^ すべき 理由なければ なり。 


故に 人類に 絕對的 自由 あるな し、 如何なる 大王 大帝と 雖も、 多くの 點に 於て 全く 自由 を缺く 者な り。 

彼 は 彼の 好まざる 死より 免る X 能 はす、 彼 は 彼の 幸福と 權 威と を 維持 せんが 爲 めに、 彼の 臣下に 賴ら 

ざるべ からす、 彼 は 外 邦の 權利を 重んぜざる ベから す、 卽ち彼 は 時と 處 との 境遇に 處 して 彼の 意志に 

制限 を 加へ ざるべ からす、 卽ち彼 は 不自由の 人に して、 吾人が 彼 を 不自由な き 人と 稱 ふる は、 單に比 

较 的に 之を稱 ふるに 過ぎす。 

大王 然り、 大國 民と 稱す もの も 亦然ら ざる はたし。 國家は 勿論 個人より 大 なり、 然れ ども 其大 なる が 

故に 全く 自由なる 者と 云 ふ を 得す。 國 家に 國家的 自由なる もの ありて、 個人の 自由 は、 之を國 家の 使 

用に 供して 更に  一 大 たる を 得る は 明白 なれ ども、 國家其 物が、 旣に 筢對的 自由 を缺 くもの なる が 故 

に、 吾人 は國 家の みに 依りて 完全なる 自由 を 得る こと 能 はざる は 亦 明たり。 其 最も 高尙 なる、 最も 擴 

大 たる 意味に 於て する も、 國家 も亦侗 人と 同じく、 境遇 を 以て 制限 さる i 不自由なる 生 體と稱 せざる 

を 得す。 

故に、 完全なる 自由 は 境遇 的實在 者の 固有 性に あらざる は 明かな り、 卽ち 吾人の 享有す る 自由 は、 如 

何なる 意味に 於ても 上より 附與 されし 自由な り、 或は 之 を主權 者より 受けし と 謂 ふ も、 或は 之 を國家 

より 受けし と 謂 ふ も、 其 本源 は國 家に あらす、 主權 者に あらざる は 明かたり。 

是に 於て 乎、 吾人 は 自由の 本源 を國家 以上、 主權者 以上に 移さぐ るべ からす、 而 して 佛國 革命 時代の 

政論 家 は 之 を 天然 其 物に 移せり、 曰く 自由 は； 大 然の與 へし 者な りと。 故に 彼等 は 之 を 天賦の 自由と 云 

ひ、 自然の 權 利と 稱 せり。 彼等 は斯 くして 政治的に 時代の 專 制より 脫し、 直ちに 以て 自由 を 天然 彼女 

自身の 手より 受けん とせり。 而 して 天然より 受けし 彼等の 自由なる もの は、 舊 制度 を 全然 破 壌し 去り 

It 感及 び感 SKS- 治 三十 一年」  E 九 五 
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て 尙ほ餘 力 ありし。 ルッソ ー の 自由 說に火 焰の假 借せ ざるが 如き あり、 社會は 無意味の 平等と 成り 畢 

りて、 異様なる こと 更に 無き に 至れり。 

平等 勿論 自由の 一 特質なる に 相違な し。 然れ ども 眞 正の 自由 は 異様 を 免れす。 自由 は 完全なる 人た る 

の 自由にして、 貴族たり、 懶族 たるの 自由に あらす。 我に して 我が 天賦の 特性 を 障碍な く發 達し 得れ 

ば 足れり、 是れ 我が 我の 後 息す る社會 より 要求す る 惟一 の 境遇な りと す。 是れ あらん 乎、 我 は 他人が 

髙廈を 築き 美食に 飽 くこと を 妨げざる なり、 斷頭臺 に 貴族の 頭 を 悉く 刎ね 纖 したりと て、 我に 自由の 

來 るべき 害な し、 然り眞 正の 自由に 謙 讓謹肅 の 性 あり、 自由 は 自身の 完 からん こと を 欲する が 如く、 

他の 亦完 からん こと を 欲す。 自由 は 他の 意味に 於て は寬裕 なり、 天然より 求めし 佛國 革命 時代の 自. E 

は 確かに 干涉 的な りし、 彼等 は 贲族を 平民たら しめし も、 平民 を 高貴なる 者 (天然 的 貴族) とならし 

めざり し。 眞 正の 自由の 行動 は 人 を 悉く 引き 下ぐ る (levelling  (1ョ\、11) にあら すして 彼 を 悉く 引き 上 

ぐる (levelling-  up) にあり、 無意識の 天然より 得し ルッソ ー 、 ボル テャ鞏 の 自由 は 社會に 機械的 平 

等 を 来せし のみ。 

神 は 情 ある 意志 あるべ ルソナ たり、 少なくとも ペルソ ナ 以上の 者な り、 而 して 自由 は靈 的に して 物的 

にあら ざるが 故に、 其 本源 は 天然に あらす して 神に 在り。 語を換 へて  一一-一 口へば、 神より 来らざる 自由 は 

自由にして 自由に あらす、 自由なる 語 其 物が 自動 叉 は 自主の 意味 を 含む。 {H 由 は 如何に 擴大 なる にも 

せよ、 之に 自由の 存 すべき 害な し。 「星の 自由」、 「山の 自由」 の 如きに 事實 的に 一 の 意義 あるな し。 

自由なる ものにして 宇宙に 存在 せん 乎、 是れ 自動、 自適、 無碍、 無限の 實在 者、 卽ち 神に 於ての み^ 

すべき ものな り。 故に 一?!:; 人 は 一一-一 II ふ、 11與 正の 自由 は祌 よりす る ものな りと。  _ 
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自由 は 吾人の 附着 性な り、 故に 完全に 自由な らんと 欲せば、 吾人 は 完全に 自由 を 有する 神に 到らざる 

ベから す、 卽ち 吾人 は 神に 依りての み眞 正の 自由 あるな り。 詩人 テ 一一 ソ ンの 所謂 (our  Avill  is  ours 

<i  make  it  thlne)、 吾人の 意志 は 吾人の 意志 を 以て 神に 捧 ぐべき 意志なら ざるべ からす。 勿論 人 は 

不可 割體 なる が 故に、 如何なる 場合に 於ても 他體 に吸牧 さるべき ものに あらす。 然れ ども 人、 その 自 

由を國 家の 使用に 供して 反て 國家大 の 自由 を 獲 取す るが 如く、 之 を 無限の 神の 使用に 供して 無限大の 

自由、 卽ち眞 正の 自由 を 享有す るに 至る。 神な からん 乎、 自由 あるな し、 吾人に 自由の 希^と 理想と 

が 固有 性と して^す る ある 乎、 自. e の 神の^ 在 は、 吾人の 有する 理性 幷に情 性の 必要な りと 一一 一一 n はざる 

を 得す。 

是を 世界 歷史 に徵 する に、 神に 依りて 得し 自由が 最も 健全なる 自由な り。 猶太 人の 自由の 如何に 强健 

にして 固執 的な りし は、 古代史 を讀む 者の 常に 奇異に 感 する 所な り。 希臘の 自由 は 階級 的 制度 を 維持 

せんが 爲 めの 自由な りしが 故に、 之 を 他 邦 义は他 種の 民族に 迄 及ぼし 能 は ざり し。 羅 馬の 自由 は 法理 

的 自由な りしが 故に、 之を實 行す るの 動力に 乏しく、 爲 めに 自家 撺 着の 觀を 免る、 こと 能 はすして、 

竞に 北方 蠻 族の 蹂躪す る 所と なれり。 無意識の 天然より 需 めし 佛國 革命 時代の 自由なる もの k 結果 は 

吾人の 前に 述べし が 如し。 而 して 今日 世界の 自由の 本土と 見做さる、 英國竝 に 北米 合 衆國の 自由 は、 

確かに 其 本源 をべ ルソナ 的 神に 發し、 深遠なる 宗敎的 信仰の 土臺の 上に 据 ゑら れ たる ものなる が 故に、 

其圃家 制度 を 組織す るが 上に 於て、 其擴 張的效 力に 於て、 其 常に 進取 的に して 而も 破壞 的なら ざる 性 

質に 於て、 確かに 人類の 有する 最善 最 美の 自由と して 世に 認めら る。  . 

所感5び.^_らス明治三十 一 年)  E 九 J? 
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自由 は 神より 來る、 故に 自由 を 愛し、 自由 を 享有 せんと 欲する もの は、 神の 如くなら ざるべ からす、 

卽ち 神の 如く 誠實 に、 神の 如く 恭謙に、 神の 如く 淨潔 ならざる ベから す。 吾人 は 自由の 本源 を 知りて 

自由 を 濫用せ ざるに 至る、 自由の 神聖なる は、 その 神の 屬な るが 故な り。 (八月) 

饑渴の 恐怖 

誤解の 恐怖 あり、 叉 饑渴の 恐怖 あり。 昔 者 武士の 最も 怖れし もの は 羞恥な りき C 个は 志士の 最も 怖る 

る もの は幾渴 なり。 主義 を棄 つる も 可し、 友人 を 賣るも 可し、 然れ ども 饑渴 の危險 は、 凡ての 方法と 

手段と を 以て 避けざる 可から すと。 今の 實際的 倫理 は 「食へ ぬ」 の 一 言の 上に 建設 さる。 處女身 を 汚 

辱に 沈む る は 是が爲 めな り。 志士 職を官 海に 求む る も 亦 是が爲 めな り。 兩者は 云 ふ 「食へ ざるが 故に 

巳む を 得す」 と。 生命 は眞理 よりも 貴し、 胄の腑 は 德義の 上に 在り。 

故に 今の 志士なる 者が 大事 を 企つ る や、 必 す先づ 衣食の 途を 確め て而 して 後に 起つ。 政 Int- の擴張 は、 

運動費の 出 所 を 定めて 而 して 後に 始まる。 宗敎 の傳播 も、 先 づ傳道 費 を 議決して 而 して 後の 事な り。 

錢 なくして 政治 あるな し、 宗敎 あるな し。 食へ ざると ならば、 何人も 何事 を も爲し 得る が 如し。 

『信念の 在る 所に 衣食 あり J1 『爾曹 生命の 爲 めに 何 を 食 ひ 何を飮 み、 また 身 體の爲 に 何 を 衣ん と E 心 ひ 

慮 ふ 勿れ …… 雨 曹先づ 祌の國 と 其 正義と を 求めよ、 然 らば 此 等の もの は 皆 爾曹に 加 へらるべし』 『道 

義心 肝 を 貰き、 忠義 骨 髓に塡 ち、 直ちに 須 らく 死生の 問に 談笑すべし』 云々 …… 是等は 皆 昔時の 迷 想 

にして、 明治 今日の 文明 社會に 於て 決して 眞 面目に 信すべき ものに あらす。 故に 恩給 令なる もの は^ 


けられて、 官吏の 正義 斷 行に 關 して 金錢 的の 保 證は附 せられたり。 或る 基督 敎會に 於ても、 敎 役者 遺 

族 扶助 法なる 者の 定めら る. ありて、 今後 は 傳道師 たる 者 は、 幾多の 兒 女を擧 ぐる こと ある も、 彼等 

の 肉體的 生命に 金 錢的保 險の附 せられし ことなれば、 彼等 は 安心して 偶像 信者の 敎 化に 從 事し 得る こ 

と k は 成れり。 『道義心 肝 を I 只き、 忠義 骨 髓に塡 つる』 新 華族 も、 財產 世襲 法の 設けられ しが 故に、 

饑渴の 恐怖な しに 君 圃の爲 に盡瘁 する を 得べ し。 生命 保險、 恩給 令、 世襲 財產法 …… 是等は 今日 神に 

對 する 信仰 を 養成し、 忠君 愛國の 精神 を發揚 する 爲 めの 途方なる が 如し。 我 邦 今日の 道德の 進歩た る、 

實に 保羅、 蘇軾も 企て 及ぶ 所に あらす。 

是に 於て 乎、 經濟は 倫理の 基礎と して 攻究され、 大藏に 相た る もの は 文部に 相た る 者の 上に 置かる U 

&{ 豕道德 は 株式の 騰落と 共に 上下し、 士族の 家 祿囘復 策 は、 愛國心 發揚の 一途と して 講ぜら る。 今日 

の 日本人に 依りて 靈 魂の 所在 は 確め られ たり、 卽 ち腦髓 にあら す、 心臓に あらす、 肝臟 にあら す、 腎 

臟 にあら すして 胃の 腑 なり、 凡ての 良心、 凡ての 道德は 胃の 腑に存 す。 宗 敎此處 にあり、 忠愛 此處に 

あり。 慰偸此 處に存 すれば、. 物と して 平 かならざる はなし、 滿足此 所に 存 すれば 人世 は 幸福の 域な り。 

先づ滿 腹なら しめよ、 然 らば 我等 は 皆 忠良の 民なる べしと、 信念の ある 所に 衣食 あるに あらす して、 

衣食の ある 所に 信念 は存 するな り。 十九 世紀の 倫理 學は 甚だ 單 純なる ものと なれり。 そ は 若し 充分に 

消化器の 構造と 其 生理 學的 行動と を 解し 得ば、 人生の 最大 問題 を 解釋し 得れば た "り。 

嗚呼、 胃の 赔 なる 哉、 胃の 腑 なる 哉。 (八月」 
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今の 蓄妾 

余鞏は 理論 上絕對 的に 多妻 主義 を 否定し 得る 者に あらす、 余輩 は 其 害 を 知る と！： 時に、 亦 其 些少の 利 

ハ被 ある 場合 を 認め 得ざる にあら す、 卽ち社 會暖昧 の 時代に 於て 未だ 男女の 1^^ 判然せ ざる 時に 在りて 

は、 多妻 は 其 害 今日の 文明 社會に 於け るが 如く 甚 しから ざるべし。 亦 新開 國に 於て 人口 增 加の 非常の 

必要 ある 時に 際して は、 多妻 は 一時 限りの 制度と して 或は 已むを 得ざる ものと 一一 一 ic ふ を s^: ん。 現に モル 

モン-: 示 々祖ジ ヨセフ、 ヤングが 彼の 組織せ る n ツキ ー 山中の 新 社會に 於て、 多妻 を 以て 其 宗義の 一と 

定めし は、 全く 人口 增殖上 避くべからざる の 政策より 出で しなり と 云 ふ。 

故に 今 一 步を 蓄妾 家の 申 分に 譲りて、 蓄妾 は罪惡 にあら すと する も、 然も 尙ほ  一 ^彼等の 蓄 ふる 婦人 

の 性質 品格より して、 彼等の 心中に 君子 を 以て 見る こと 難き 所 ありと 言 はざる を 5!： す。 彼等の 愛する 

外 妾なる もの は、 實に 如何なる 素性、 如何なる 情 性の 者なる や、 人 は 彼の 愛する 者に 於て 彼の 心 ie^f を 

^ねす、 淸き者 を 愛する 者 は淸き 者な り、 忠は 忠に牽 かれ、 孝 は 孝 を 相 求む、 人 は 彼の 擇む妻 か 夫 か 

に 依りて 最も 明. t に 彼の 品性 を 世に 公に す。 是れ 婚姻の 神聖なる 理由の 一 にして、 深窓に 養 はれし 淑 

德^ 操が、 光輝 を 社 會に發 する 儀式 なれば たり。 ， 

余 $ ^は 巴 御前 を 妾と せし 木せ 義 仲の 剛毅 を 愛す、 叉 it 御前 を 妾と せし 源 義經の 溫雅優 なりし を 慕 ふ。 

「我 袖の なみだに とまる かげと だに」 の 一首に s^-u 敷 を 勾當內 侍に 傳 へし 新田 義^の 心事に 東夷の 蠻風 ■ 


を脫 して 優美なる 所 ありき。 昔時の 蓄妾に 合衾の 禮に 均しき 莊嚴 なる 所 ありき り 然り 『蓄妾』 は 明治 

紳士の 特に 用 ふる 語句に して、 昔 人 は 「おも ひもの」 と稱 して、 多くの 尊敬 を 以て 妾を迎 へしが 如し。 

然れ ども 今の 勇士  (？ )、 ケ の忠 ipl 90 は、 妾を迎 へす して 妾を蓄 ふるたり、 卽ち 支那 人が 豚を蓄 

へ、 亞 拉比亞 人が 駱駝 を蓄 ふの 心 を 以て 妾を蓄 ふなり。 故に 彼等 は 妾を擇 ぶに 及びて 全く 利益 的に あ 

ら ざれば 快 樂的觀 念 を 以てし、 國 家の 爲 めに 勇士 を擧 げんと せし 淺利義 遠の 雄圖の 如き、 ヘレナの 希 

臘的美 相 に 心魂 を 奪 はれし フ ハウ ストの 美的 觀念 の 如き は、 今 の 蓄妾 家 の 心中に は 見る こと 能 は ざ る 

べし。 十 萬の 貔貅、 八 萬の 朝臣 中、 今や 一 人の 義仲 あるな し、 一 人の 義氧 あるな し、 {且 たり 彼等の 蓄 

ふる 無数の 婦女 中、 一人の 巴、 一人の 靜 なき は 。(八月) 

全 體の絕 望 • 

上 を 兄る も 不平、 下 を 見る も 不平、 周圍を 見る も不： 个、 滿足 ある ことなし、 冀^ ある ことなし C 快樂 

は 皆 魔睡 的の 性を帶 び、 毒酒. と 淫樂と を 除きて は 心中の 傷 を 愈す の藥 なきが 如し。 家族制度 は 破れ、 

社會 制度 は 破れ、 敎育 制度 は 定まりし が 如くに 見えて 未だ 定まらす、 外交の 方針 あるに あらす、 內治 

亦際朧 として 歸 着す る處を 知らす、 未 來は眞 一晴に して 何人も 光明 を 示す 者な し。 曰く 蹇々 錄、 曰く 懷 

舊 記事、 一として 囘顧錄 にあらざる はたし。 我等の 英雄 は 皆 過去に 存し、 彼等の 傳記 は熟讀 さる \も 

是れ單 に 目前の 不平 を增 進す るに 過ぎす、 そ は躬自 から 英雄た るの 冀 は絕 えて、 未来に 英雄の 起る 

べき 兆候 を 今 H に 於て 認 むる 能 は ざれば なり。 

改革 は絕叫 さる i も 改革 は 來らす 、 否な 改革の 企てられざる にあら す、 社會は 改革 を 叫ぶ も、 未だ 自 

所感 及び 0 想 (明治 三十 一年〕  五 〇 I 


東京 BS 立雜， iti 時代  w〇 二 

ら 如何なる 改革 を 要する 乎 を 知らす。 故に 改革者 を 以て 自ら 任す る 改革者なる 者 も、 改革 を 絶叫す る 

と 同時に、 自分自身 さへ も 改革す る 能 はす、 痴戲に 耽りながら 社會 改革 を 唱道す るの 奇態 を呈 する に 

至る。 然 らば 此社會 は 竟に救 ふべ からざる 乎、 吾人 は爾か 信ぜす、 然れ ども 惟 一 事 火 を 隙る よりも 瞭 

かたる こと あり、 卽ち 今の 敎育 制度より して は、 今の 日本人の 人生 觀 よりして は、 世の 絶叫す る 根本 

的 改革た る もの は、 千 百年 を 待つ も 決して 来らざる こと是 れ なり。 (八 ガ) 

道 德 心 の 蘊 蓄 

道德は 財産の 如き ものたり、 其實 行と なりて 世に あら はる、 は、 永き 修養と 蘊蓄との 後に あり。 朝に 

道 を 聞き P 夕に 之 を 行 ふが 如き 道德家 は、 其 日 稼ぎの 日 雇人と 類 を 同う する ものな り。 

國 の道德 心亦然 り、 之に 數百 千年に 渉る 修養 ありて、 始めて 偉大なる 事業 は出來 得るな り。 同 尺に 

して 已に其 道德的 潜勢力 を 消費し 去りし とせん 乎、 憂國 家の 規悶も 改革 家の 熱情 も 之 を 如何と もす る 

能 はす。 世に 慘 谵 の 極と 稱 すべき 者 は、 その 道德を 消費し 去りし 國 家に ぞ ある。 (八月.) 

ュ I- モル と サ タ ャ 

一一 H あり 曰く、 自由 阈にュ ー モル ありて、 專制 國にサ タヤ ありと。 ュ ー モル は 冀&ぁ 的笑談 にして、 サタ 

ャは 絶望的 滑稽な り。 前者 は歡 喜の 噴出に して、 後者 は 不平 不滿の 漏：^ なり。 言 はんと 欲する こと を 

何 も 言 ひ 得る 社會に ュ ー モ ル あり、 言 はんと 欲する こと を 言 ひ 得ざる 社 會にサ タヤ あり。 自由！： に 

ュ ー モリ スト 筆 出して、 專 制！； に サイ-一 ック 多し。 惡意を 交へ ざる 笑談は 自由 國の 特産物な り、 アブ 


ラ ハム リン コ ルンの 如き、 ヘン リ ー ヮ ー ド ビ， I チャルの 如き、 或は 大政 治. 1}^ にして、 或は 大宗 

敎家 にして、 亦 無比の 笑談 家たり し、 し まハ笑 は、 吾人 之 を 自由 國に 見し も、 虚禮的 君子 國に見 留めす" 

c: 八月) 

超國家 的文學 

力 ー ライル を英 人に 紹介せ し 者 は、 米 人 (殊に H マ ソン) なり。 セル ベン テス を 西班牙 人に 紹介せ し 

もの は、 英人 (シ ヱル トン バ ゥ.^ . ス) なり、 而 して 今や シ ェ クス ピャ を英 人に 紹介せ し 者 は、 獨逸 

人たり との 說、 盛に 行 はる。 大文學 は 凡てせ 界大 たり、 僅に 邦人の 愛 國心を 喚起す るに 足る が 如きの 

文學は 知るべき のみ。 (八月) 

希 望 な き 不平 

不平 を懷 くも 可な り、 然れ ども 希^な き 不平 は懷 くべ からす、 改善の 希望な き 不平 は 不平に あらす し 

て 絶び W たり" 是れ之 を懷く 吾人 自身 を 益せ ざるの みならす、 亦社會 公衆 を 益す る ことなし、 內 心の 歡 

喜と 滿 足との 上に 立つ 不平の みが、 能く 改善 進 步を來 すの 不平な り。 (八月) 

惡 意 な き惡ロ 

惡ロ必 すし も 嘲罵の 類に あらす、 愛して 而 して 惡 口す、 是れ 罪な きの 惡ロ なり、 公憤の 噴出す る 所、 . 

吾人に 勿論 憤怒の 惡ロ たきに あらす、 然れ ども 其 公憤なる が敌 に、 之に 伴ふ惡 口に 宥恕と 涙と あり。 

所感 及； i 感 明治 三十 一 年)  五 C 三 
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私憤 は 如何なる 場合に 於ても、 先づ 吾人 心中の 消化器に 於て i 浴 解し 去るべき ものな り。 博士 ジョン ソ 

ンの惡 口、 詩人 リヒテルの 惡 口に 愛嬌の 掬すべき ある は、 彼等の 胸 屮ー點 の^ 憤 を 留め ざり しが 故な 

り。 先づ 人を宥 せよ、 而 して 後に 吾人 をして 思 ふ 存分に 惡ロ せしめよ。 (八月) 

宗敎 と科學 

人 は宗敎 と科學 との 衝突 を 道 ふ、 然れ ども 我 は 未だ 其の 是れ ある を認 むる 能 はす、 -:；: 小敎 は靈界 の科學 

的 考究の 結果と 稱 ふる を 得べ く、 科 學は物 界の宗 敎的觀 察と 稱ふも 可な り。 .Fw 人 は 宗敎を 攻究す るに 

科學的 方法 を應 用す る を 恐れざる のみなら す、 普通の 科學的 常識に 適 はざる： 小敎的 思想 は 棄却して 採 

用せ す、 叉 此に對 して 科學的 研究 法に 宗敎的 精神の 用な しと 信す る 者 は、 未だ 科學宗 敎を兩 つながら 

解せ ざる ものと 謂 はざる を 得す。 そは眞 率なる 心、 謙遞の 心、 凡ての 物に 優りて 眞理を 愛する の 心 は- 

宗敎に 於ても 科學に 於ても 最終 最始の 必要 なれば なり。 

故に 所謂 宗敎 と科學 との 衝突なる もの は、 雨 者の 研究 物の 差異より 來る ものと IS はざる ベから す、 同 

1 の 精神と 同一 の 研究 法と を 以て、 靈 界を觀 察して 宗敎 あり、 物 界を觀 察して 科學 あり、 天文 學と地 

質學と 衝突 あるに あらす、 惟 だ 天と地との 差 あるの み、 宗敎 と科學 との 別亦此 類な り G 

宗敎 と科學 との 衝突 を 語る 者 は、 必す 奇蹟の 事に 及ぶ、 曰 ふ 科學は 例外 奇異の 事臻を 承認せ すと。 外  1 

れど もこれ 未だ 宗敎の 本意 を 窮めざる の 論と 謂 はざる を 得す。 宗敎は 適當の 原因な しに 奇踌を 唱へざ 

るな り、 奇蹑は 無限の 力 を 有する 神の 行爲 として 吾人の 信仰の 材料に 供 せらる-なり、 若し 神に あら 


すして、 或は 神に 依らす して、 奇 iaf ありと せん 乎、 是れ 確かに 反科學 的に して 勿論 吾人の 信仰 を 使せ 

ざるな り。 故に 哲學 者ヒ ュ ー ム の 如き も、 故 博士. ハ ック ス レ ー の 如き も、 論理 學 的に 奇積を 否定せ ざ 

りしな り。 世に 奇積 は存 すべから すとの 理由な しと は ハックス レ ー 氏の 立論な り、 奇 積に 關 する 彼の 

反 對は單 に其證 明の 一 事に 係れり、 卽ち 奇蹟 を傳 へし 者の 科學的 資格の 一 事たり。 純 粹科學 より 奇 13 

を 否定す るの 困難 を 唱道せ し 者の 中に、 余輩 は此英 國 の 大科學 者の 如き 者 ありし を識ら す。 

其 他經典 の 信憑す ベ き や 否やの 問題 を 決定す るに 於ても、 吾人 は 常に 科學的 常識 に準據 せざる ベ か ら 

す、 字句の 精査、 文體の 時代 的 特質 を窮 むる が爲 に、 科 學的準 繩に據 るべき は 勿論の ことなり。 然れ 

ども 若し 法 華 經が釋 趣 時代の 作に あらざる を證 明した るが 故に、 佛敎 は土臺 的に 破碎 されし と 思 ひ、 

默示錄 が 使徒 時代の 作に あらざる を發 見せし が 故に、 基督 敎を 打破した りと 考 ふる は 犬なる 誤謬な り 

と 謂 はざる を 得す-し 科學の 重なる 要は、 複雜の 中に 無變の 天則 を發 見す るに あり。 故に 若し 科學 にし 

て 法華經 に佛敎 の大敎 義の存 する 所を發 見し 得、 默示 錄屮に 基督 敎獨特 の 敎理を 識認し 得ば、 是れ佛 

敎 又は 基督 敎を强 めし ことにして、 決して 之 を 破 壌せ しこと にあら す。 科學は 迷信 を 排除す るに 最も 

力 ある ものたり、 然れ ども 宗敎と 迷信と に 善と 惡 との 如き 區^ あり、 不忠 却て 忠なるが 如く 見 ゆる こ 

と あり、 迷信、 時には 宗敎の 名 を 冒す ことなしと はせ す、 迷信 を 打破して 科 學は宗 敎の爲 めに 盡す大 

なり 0 

故に 如何なる 點に 於ても、 科學は 宗敎の 補助 者な り、 否た、 補助 者た るの みたら す、 宗敎は 一種の 科 

學 なり。 彼の 神 學と稱 する もの \、 世の 淺學者 流の 常に 嘲弄す る ものた るに 關はら す、 多くの 大科學 

者、 大哲學 者の 眼中に は實に 最上 最高の 科學 或は 惟 一 の科學 f  s<.io 一 §0 として 存 する あり。 故に 

所感 及び 感想 (明治 三十 I 年)  五 0 五 
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上 は プラト ー より 下 は ライプ -ー ッッ、 へ ー ゲルに 至る まで、 學者 として 宗敎 問題に 立ち入らざる は 

たく、 近世に 至りて 獨 逸に 於て * アル ブ レクト、 リッチュルの 祌學が 持て 離さる &の 理由 は 彼の 神學 

が 最も 明白に 宗敎 的事實 を科學 的に 證明 する ものな りと 認められ たれば なり。 哲學は 萬 有に 關 する 科 

學 にして、 其 最大 最終の 事業 は、 神と 宇宙と を 一 つの 簡潔なる 組織的 思想の 中に 整列す るに あり、 而 

して 此 最大 最終の 哲學は 取り も 直さす 祌學の 最も 發 達せる ものなる こと は、 過去の 折：： 學發達 史に徴 し 

て 明かなる こと  >- 信す。 

叉 言へ る 者 あり、 曰く 宗教 は 科 學と關 係 を 有せ るの みならす、 亦 科學の 進步に I 取 も 害 ある 者な りと。 

是れ ドレ I パ ー 氏の 『宗教 科學 衝突 史』 て ふ 我國に 於て 一時 は 盛に 熱讀 され、 爾も 愚かに も 本願 寺の 

補助の 下に 邦文に 翻譯 されし 一書 を讀 みし 者の 常に 唱道す る 所な り。 余輩 は我國 の怫敎 徒が ドレ ー パ 

1 氏の 著述の 翻譯に 依りて、 我國に 於け る 基督 敎の 進歩 を防遏 せんとせ し 愚を悲 ますん ば あらす。 そ 

は ドレ ー パ ー 氏の 論に して 若し 基督 敎を 防遏し 得る に 足る もの あらば、 怫敎も (少なくとも 本願 寺敎 

は) 是と 同時に 進歩 を防遏 さるべき もの なれば なり。 若し 宗敎 にして 科學の 敵たり とせば、 佛敎、 基 

督敎 何の 揮む 所 か あらむ。 佛敎は 哲理 的に して 基督 敎は 感情的な りとの 如き 陳腐 淺 薄の 見識 は、 少し 

く 兩敎の 深意 を 探りし 者の 之 を 口にする さへ も 愧づる 所なる べし。 

科學 は、 宗敎の 補助 者なる が 如く、 宗敎 も、 亦大 なる 科學の 補助 者な り。 科學は 宗敎に 研究の 方法. を 

供す るが 如く、 宗教 は 科學に 研究の 精神 を 供す。 所謂 兩 者の 衝突なる もの は、 宗敎が 其方 法 を 科學に 

强 ひし 時 か、 叉 は 科 學が其 精神 を 宗教に 適用 せんと 欲せし 時に 起り しもの なり、 二者 各" 其 天職 を 守 

りて 其 間に 衝突の あるべき 害な し。  . 


宗敎 なき 科學 は、 利益 功名 を 先にして、 35- 现を 後に する 科學 なり。 而 して 其 益々 墮 落す るに 至りて は 

曲學 阿世の 科學と 成り 終る は、 已に余 華の 幾囘 か目擊 せし 所な り。 卽ち 眞理を 以て 治國平 天下の 方便 

に 供し、 法理 は爲政 家の 政策 を 辯 護す るの 利器と なり、 哲理 は愤侶 神主の 位置 を 保存す るが 爲 めの 機 

關 となる。 他人の 發 見せし 事 實を竊 みて 自己の 功名 を 誇り 自己 若し 發見 する 所 あらば 深く 秘 して 之 を 

他に 示さす、 宇宙の 眞理を 見る に專賫 特許 品の 觀念を 以てし、 嫉妬 を 以て 他の 科學 者に 接し、 相排擠 

し、 相幾贬 す、 彼等 は 科學は 精密なる 機械の 如き ものな りと 信じ、 時計 師 たるに は 道德家 又は 宗敎家 

たるの 要な きを 唱へ、 彼等 自身 も 動物 的 感情て ふ 心理 學的 法則 を 以て 縛 せらる. - 一種の 機械と 變じ、 

宇 {カ の 運行の 靜 かにして 愆 まらざる を視る も、 曾て 一滴の 感淚を 流せし ことなく、 富士山 を 見る も、 

觀測臺 の 最も 都合 善き ものと 做す に 過ぎす、 ェを 修めん 乎、 紡績 會 社の 技手た るに あり、 財 を 修めん 

乎、 銀行の 番頭た るに あり、 法 を 修めん 乎、 人望 ある 代言人と なりて 數萬 金の 牧人 ある を 思 ひ、 醫を 

修めん 乎、 私立 病院 を 起して 富豪の 病 を 癒さん こと を 意 ふ。 宗敎 なき 科學 は、 野蠻 人の 科學の 如き も 

のな り。 そ は 其 目的 は應 用、 利用、 金儲け、 快樂の 買牧に 外なら ざれば なり。 
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眞理其 物の 爲 めに 眞理を 攻究せ しむる、 是れ 宗敎が 科學に 供す る 偉大の 勢力な り。 眞理 は聖祌 たり、 

心に 崇拜的 態度な くして 眞理の 深奥 を 探ぐ る は 難し。 天然 は 親しき 友の 如き 者たり、 我れ 恭謙 以て 彼 

女に 對 せば * 彼女 も 喜びて 其 寶庫を 開きて 我に 示す。 II 傲に して、 姨妬 深く して、 功名心に 驅られ て、 

利 慾の 念に 弦 惑され て、 我の 観察力 は 鈍り、 天然の 秘蔵 を 開く の 鎖龥は 我が 手より 奪 ひ 去らる。 宗敎 

なき 科學に 永遠の 進步 あるた し、 科學の 俗化 は眞 正の 宗敎 なきより 来る、 宗敎を 重んぜざる 國 民より、 

科學 的大發 見の 来らざる は、 全く 之が 爲め なり、 豈 深く 思 はざる ベ けんや。 (八月：！ 
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內 と 外 と 

進まん と 欲して 進む 能 はす、 退か ざらん と 欲する も、 退かざる を 得す。 西洋文明の 總 ての 結 を牧め 

んと 欲すれ ども、 之 を牧 むる 能 はす。 和船に 蒸 氣璣關 を 据え 附 けて、 其 破壞を 惧れて 運行し 能 はざる、 

是ゎ實 に 日本 國 今日の 狀態 なりと す。 只 恐る 斯く 何時までも 逵？ 漂流し ある 間に、 一 大 氷塊の 流れ 來 

りて 其 船 舷を擊 たん 時には、 此 和洋折衷の 怪船 は、 水底に 沈み 去りて- 冉び 起つ こと 能 はざる に 至らん 

こと を 0 

彼等 は 吾人の ロを箝 する を 得べ し、 然れ ども 彼等 は 界の 大勢に 抗 する 能 はす。 彼等 は 吾人の 筆 を 抑 

ふる を 得べ し、 然れ ども 彼等 は 天然の 法則 を 曲ぐ る 能 はす、 彼等に して 進化の 大道に 拘 はす、 奮來の 

陋 おと 迷信と を 破り 得すん ば、 { 于宙 は總掛 りと なりて 彼等に 革新 改善 を 促し、 而 して 彼等に して 尙ほ 

も 其聲を 聞か すん ば、 慈悲 深く して 而か も嚴 格なる 天然 は、 竟に其 疾風、 大雨、 地震 等、 總 ての 天然 

力 を 使用して、 彼等に 進歩 を强 ゆるに 至るべし。 而 して 內を抑 ふるに 傲慢 tf 虐 なる もの は、 常に 外に 

對 して 柔軟 臆病た る もの なれば、 五" 人を壓 抑す る を 以て 無比の 男 者な りと 氣 取る 彼等 は、 世界に 進 や Z 

を 催促 せらる」 とき は、 一 も 二 もな く 其 命に 從 ふなり。 西洋文明の 先導者 渡邊輋 山、 高 野 長英を 迫害 

死に 至らし めし 日本人 は、 彼等の 死後 二十 年を經 ざるに、 西洋の 文物 を 輪 人す るに：^々 汲々 たりき。 

豈に 深く & はざる ベ けんや。 


能く 不忠 不義の 徒を壓 する を 得べ し、 然れ ども 能く 淫縱多 慾の 華族 を 制する を す。 能く 自由 思想の 

發 達を妨 ぐる を 得べ し、 然れ ども 能く 軟弱の 氣 風を矯 むる 能 はす。 外に 忠愛の 敎 義を强 ゆれば、 內に 

偽善 詔 諛の徒 を 養成す。 倫理 學敎科 書 は 著者の 偽名 を 以て 編せられ、 賄賂 を 以て 寳り廣 めら る。 偽 人 

の爲す 所總て 此の 如し。 不善 を 幽暗の 中に なす もの は 鬼 得て 之 を 討す とか や、 .rtiEI 々を 齊 むる 者 は 彼等 

たり、 而 して 彼等 を窘 しむる もの は實に 彼等 自身な り。 笑ぶべし、 喜ぶべし、 悲しむ ベ L。 

1=^:1 人が 國 家と 人類との 爲 めに 盡 さんと する に當 りて、 人 を 見れば 必す落 磨すべし。 皇室の 藩 昇、 國 

の龜鑑 なりと 稱 せらる & 華族に して、 其 素行の 修まらざる、 其 思想の 下劣なる、 其無識 なる、 其 無情 

なる、 新聞紙の 報す る 所の 如し。 」ぉ 民 億兆の 中に 聖賢 君子の 存在せ ざる は 勿論の 事な り。 薄志弱行 i 

月 蛞瑜の 如き 今日の 敎育家 を 以て 吾人の 道德的 標準と なさん 乎、 吾人の 絶望す るに 至る は 必然な り。 

本願 寺の 法主 は 彼の 家庭 生涯に 於て、 彼の 社交的 行爲に 於て、 吾人の 遂行すべき 倫理的 敎訓を 供せ す • 

國 家の 牛耳 を 取る 圃務 大臣 彼等 自身す ら屢々 醜聞 を 漏らす の 世の中な り。 此 時に 當 りて 吾人の 傚 ふべ 

き 道德的 模範の 存 せざる は當然 なり。 若し 人に 倚らん 乎、 吾人 も 彼等と 共に 奈落に 落ちん のみ、 若し 

今人の 行爲に 依りて 判斷 せん 乎、 斯國斯 社會の 滅亡に 歸 すべき は 必然な り。 

故に 吾人 は 吾人の 心底に 畫 ける 理想に 倚らん のみ、 吾人 は 他人の 行爲に 依りて 人の 行爲を 支配せ す 

して、 吾人に 供せられ し 天よりの 光明に 依りて 吾人 自身 を 導かん のみ、 國家は 吾人 一人の 國家 にあら 

t 其 民の 多数が 普通の 人道 を 守らす して、 竞に其 衰退 を來す こと ある も、 是れ 吾人の 罪に あらす、 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  Ifs 九 


東京 s 立雜誌 時代  五 一〇 

吾人 は 吾人 自身の 邸 內に雜 草の 繁殖せ ざらん こと を勉 むれ ども、 進んで 隣家の 雜 草まで を 引き 拔 くの 

责任を 有せす。 彼等に して 好んで 心中の 荒 燕に 安んじ、 以て 自ら 忠良の 民な りと 誇る に 至りて は、 吾 

人縱令 彼等の 同胞な りと 雖も、 亦 彼等の 爲 めに 如何と もす る 能 はす。 

城の 毀る は 重に 之 を 守る 將 帥の 不覺 より 来る、 其將 帥に して、 其 士官に して、 嬸縱 不斷、 以て 士卒の 

龜鑑 たるの 志 行なく、 以て 竟に 落城の 悲運に 會 する ある も、 是れ 命令 者の 罪に して 服 命 者の 罪に あら 

す" 然れ ども 惟一 事 吾人 步卒の 如き 者の 常に 心に 留 むべき あり、 卽ち 吾人 は 吾人の 失態より して、 吾 

人の 懶惰 なる よりして、 吾人の 多愁 にして 搖縱 なる よりして、 吾人の 偽善 を 語り 且つ 行 ふより して、 

竟に 落城の 悲運 を 招か ざらん こと 是れ なり。 千 萬 年の 後、 人 ありて 若し 富嶽に 明治 年代の 社會の ifl 

を S£ ふ もの ある 時に， 富瘦は 之に 答 ふるに、 衰亡 を 招きし 者の 一人と して、 吾人の 姓名 を 名 桁 さ ざら 

ん事 是れ 吾人 各個の 務 むべき 事な り。 

世界 は 畢竟す るに 國と國 との 競 爭場裡 にあら すして、 善と惡との競ハ！；^場裡なり。 善の 壓 せらる X 所、 

惡の跌 息す る 所 は、 卽ち 吾人の 抵抗 奮鬪 すべき 所に して、 公義の 爲 めに 迫害せられ、 露 现の爲 めに 追 

窮 せらる X の士 は、 海の 東西 を 問 はす、 陸の 南北 を 謂 はす、 皆 吾人の 兄弟な り。 ド ライフ ュ ス 事件に 

於け るゾ ー ラの 運命の 如き は、 實に絕 東に 於け る 吾人の 同情 を價 すべき ものな り。 軍人の 跋ー M は此正 

義の 人の 聲を壓 し、 彼 をして 終に 難を瑞 西に 避けざる を 得ざる に 至らし めたり。 佛國 人民の 希望 は 今 

摘 ほ 軍事的 功名 を 誇る にあり、 故に 彼等 は國 家の 全力 を舉 げて此 一 事に 從事 しつ i あるな り。 故に 彼 

等の 裁判官まで も、 軍人の 鼻，： を 窺 ひ 衆愚の 囂々 たるに 支配され て、 靜肅 なる 判決 を此 一 大^ 件に 與 


ふる 能 はす、 軍人 跋恳の 害 は、 竟に此 に 至る こと あり、 慎まざる ベ けんや。 

今の 日本人 中、 何人も 外務大臣 たる を 肯んぜ ざる は 面白き 事實 なり。 彼等 は 孰れ も內 f^e 大臣と なり、 

警視 總監 となり、 府縣 知事と なりて、 邦人に 對 して 威張らん 事 を 欲する なれ ども、 外交の 衝に當 り、 

外人に 對 して 我が 尊嚴を 維持 せん 事 は、 彼等の 甚だ 疇躇 する 所なる が 如し。 彼等の 所謂 對外 硬なる も 

の は、 精に 同胞の 外交 家を窘 迫す るに 止まり、 自ら 進んで 外人 を 詰責す るの 勇氣 あるに あらざる が 如 

し。 彼等 は實に 外交の 一事， に 於て は、 常に 譴責 者の 位置に 立ちて、 躬ら 責任の 衝に當 る こと を 甚だ 危 

むが 如し。 國 家の 慶事と 謂 ふべ し"： 

.X-  ネ 

日本に 於け る 外交の 困難 は、 外交官の 伎倆の 缺乏に 基因せ すして、 圈 民の 世界 智識の 缺 に 基因す と 

謂 はざる を 得す。 世界 歷史 を修 むる 甚だ 僅少、 世界 文 學を究 むる 甚だ 淺薄、 我の 長 を 誇り、 彼の 短 を 

謙る を 以て 忠良の 民な りと 信す る國 01^ を率ゐ て、 諸 外 國に當 らんと 欲す、 日本 外交官の 困難 も 亦實に 

推量すべき なり。 此 境遇に 在りて 我の 威嚴を 維持し、 我の 特權を 伸張 せんと 欲す、 縱令 ビス マルク、 

ゴルチ ヤコフ ありと 雖も、 亦 如何と もす る 能 はざる なり。 肥 後 大臣 故 井上毅 氏の 開 手せられ し 國家敎 

育なる ものに 幾多の 利益 ありし ならん。 然れ ども その 國 民の 外交的 精神 を阻碍 し、 我國 の 外交 をして 

一 困難なら しめし 一 事に 至りて は、 此 種の 敎育家 亦與 りて 力 ありと 謂 はざる を 得す。 

愛國 心の 發達 を阻碍 するとて、 民政 的 思想 を吸牧 する の 恐れ あると て、 西洋 歷史の 研究 を 擯斥し、 西 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五 一 I 


東京 s 立 雑誌 時代  ；丄 二！ 

详文學 の 專修を 輕視， する は、 杞憂の 最も SI しきものと 謂 はざる を 得す。 和 蘭 勃興お を讀ん で、 米同獨 

立史 を讀ん で、 吾人 は 和 蘭、 米國の 爲に盡 さんと する の 念 を 起さす して、 直ちに；， ュ：： 人の 愛する 日.^ 1- 

の爲 めに 命 を 捨てん と 欲する の 念を發 す、 シ ルレ ルの 『ゥ ヰル ヘルム、 テル』 を 護んで、 シ H クスピ 

ャの 『マクベス』 を 請んで、 吾人 は 未だ 曾て 正統の 王者に 對 して 叛を 企てん とする の 念 慮 を 吾人の 心 

屮に 醸せし ことなし。 殊に 愛 國心發 揚の點 に 於て は、 吾人 は 未だ 希伯來 人の 豫言 書、 ゼノフ ホン、 へ 

ロド ー タスの 史書、 ランケ、 力 ー ライルの 作に 優る もの ある を 知らす。 

内に 共和政 體の名 を 口にせし との 故 を 以て、 同胞 を 痛撃 非難す る論士 あれば、 外に 共和 國は m 々に 吾 

人に 向 ひて 接近し 來 りつ i あり。 米國 の布哇 合併に 依りて 世界最大の 共和 國は、 我の 東南 四千 哩の距 

離まで 近づき 来れり。 而 して 巴 里 談判の 結果と して、 ヒ リツ ピン 群島 を も 併有す るに 至らば、 吾人 は 

事： 灣の 南境バ シ， I 海 峽を經 て 三百 哩の 近距離^に、 共和 國を 隣邦と して 有する に 至らん。 廣^、  0. 

湖南の 民に 淸 朝より 分離して 廣東 共和 國 設立の 計畫 ありと 云 ひ、 南洋 漆洲に 於て は、 ク ヰンス ランド、 

ヴィク トリ ャ、 一一 ュ ー ジ ー ランド 等の 諸 植民地 は、 最新式の 社會 制度に 則り、 最も 强 固なる 共和 闽を 

建設し つ i あり C 余輩 は 世の 所謂 忠君 愛 阈の士 が、 內に對 する 少しく 寛に して、 外に 對す るに 少しく 

嚴 ならん こと を 願 ふ。 

•X-  * 

阈 -i^ の 統一 を强间 にせん とて 故 ビス マルク 公の 施せし 鐵血 政略が、 如何に 獨逸國 に 於て 社會黨 の增 進 

を來 せし か は、 彼國に 於け る 近時の 衆議院議員 選擧の 投票 數に徵 して 明かな り。 卽ち投 *m 全數七 百 六 


+ 萬の 中、 二百 十二 萬 は 社 會黨の 得票 數 にして、 僧侶 黨は f» 三十 三 萬 三千 人 を、 國：： ：： 自. m 黨は Kn 十六 

萬 を、 保守 黨は 九十 萬 を、 急進 黨は 五十 萬 を、 其 他 保 蘭 土黨、 南獨 逸民 政 黨等各 一：： 卜 萬 乃 十 萬 を 得 

たり。 依て 見る、 社會黨 は單獨 にして 殆んど 全數の 三分の 一 を 占め、 他 黨の迎 も 及ぶ 所に あらざる を。 

ビ 公の 建設せ し 大帝 國の 危險 は、 佛、 露、 填 等の 隣邦より 来らす して、 彼れ の驩 造せ し！：^ の 社會黨 

より 来るな らんと は、 今や 何人も 豫想 する 所な り。 壓迫は 如何なる 場合に 於ても 施す ベから す。 ビ公 

の 政策 51 に 悉く 傚 ふべ けんや。 r 九月) 

0 

二種の 忠愛 

誰か 日本に 生れ 来て 日本 を 愛せざる 者 あらん 耶、 惟之 を 形式的に 愛する と實意 的に 愛する と、 貴族的 

に 愛する と 平民 的に 愛する と、 『忠君 愛國』 的に 愛する と 單純無 飾 的に 愛する との 別 あるの み。 

誰か 日本 臣：^ と 生れ 來て 皇室に 不忠なる 者 あらん 耶、 惟 閥族 的に 忠なると 國民 的に 忠なると、 演劇的 

に 忠な ると 實行 的に 忠な る と 、 廣吿 的に 忠 た る と靜思 的に 忠なると、 迷信 的に 忠な る と 常識的に 忠な 

るとの^ あるの み。 (九月) 

秒 ili 到る 

秋風 到り 勉學の 好 時期 は 来れり、 燈 火是れ より 吾人の 好 伴侶なる べし。 今秋今冬誰と共にか！^！？らん、 

听感 „ij- び 感 粘 ひ CM- 治 三 十一 年)  M  f 三 


東京 獨立雜 ^  s- 代  五一 四 

モット レ I に： 冉び和 蘭 勃興 史を 聞き、 パルマの 殘虐、 グランビルの 獰奸を 憤り、 ヱグ モンド、 オレン 

ジの忠 と Jsf^ とを赏 せん 乎、 或は 遠く」 ハ干 年の 太古に 溯り、 セ イス、 ヒルプレヒトに バビ II ン 文明の.：： 水 

源 を 問 はん 乎、 ヒッ タイト 人種の 古跡に 日本人 種の起原 を 探る も 亦 一興な らん、 英 民族の 膨 服^に 對 

して 西班牙 民族の 衰！： 史を究 むる も 道德的 趣味^だ 多 かるべし、 我に 閑靜 なる 時 問と 光明なる ラ ンブ 

と 字書と 地 阖と數 卷の書 あらしめ よ、 我に 王者の 快樂 ありて、 我 は 他に 求む る 所 あらざる べし。 「九 

自由の 生涯 

窮屈なる 日本 今日の 社會に 在りて、 之 を 人生 普通の 生涯な りと 思 ふは大 たる 誤謬な り。 ァ マゾンが 作 

3 びと して 海に 下る 邊、 ツキ ー が：.^々 として 天に 聳 ゆる 所に、 . マ せ 人の 未だ.！" て 夢想 だ もせ ざり し. H:.a 

と 宥恕と あり。 弟 は 兄 を 呼ぶ に 單に其 名 を 以てする も 兄 は 無禮を 以て： を 責めす、 と 3- とに i; 敵に 

あらす して 愛友な り。 人 は 常に 其 隣人 を 信す る こと 多き が 故に 其 言 動作 を緊 W する の II- 少なし。 彼 

は 恐怖な しに 彼の：^ する 宗敎を 表白し、 彼の 把持す る 政治的 意見 を 主張す。 彼の 進路に ，；％ の 海の 洋々 

たるが 如き ありて、 舊習 古例の 彼の 天然 的 膨脹 を^ 碍 する あるな し。 人 素是れ 此の. W き 者な り、 吾 

人 努めて 之 を 求め 得 ざらん や。 (九月) 

新鄕 土の 建設 

僅々 二十 萬 方 哩に涉 る 邦土に 在りて 人口の 增殖は 年毎に w 十餘 萬に 連す、 吾人に して i 右し 外に 新鄕士 


を 求む るに あら ざれば 竞に內 に 窒死す るに 至らん。 吾人 は^ 界を 家と して 吾人の 風 先の 國を 忘る k の 

忠 あるな し。 而 して 正直に して、 誠實 にして、 世界 孰れの 國か 吾人 を容 る- -の所 なから ざらん や、 何 

ぞ 西に 航 して 世界の 國民 と共に 合 衆國の 建設 擴張 を援 けざる、 3： ぞ 南に 航 して 米 人と 共に ヒリ ツビ ン 

群島の 問 整を畫 せざる、 露 人 亦 其 際限た き 西 比 利； ぬの 原野に 於て 謹直 §i 勉なる 日本人の 移贿 定住 を 担 

まざ る べし。 吾人 にして 野心な くば、 ！；！：： 人 にして 公平に して 單に 吾人 勞働 の 結 21^ に の み 安ん す るの 心 

あらば、 ；太下 何れの 處か 吾人の 鄕 土なら ざらん や。 吾人に 武威 を 用 ひすして 吾人の 領土 を擴 むる の 道 

あり、 吾人 は國 內に屛 居して 憂愁 日月 を 送る を 要せざる たり。 (九月〕 

賴 む ベ き 者 

政 黨內閣 の 組織 成り、 多數 政治の 行 はれし 以上 は、 賴む ベく 倚るべき もの は 少数の 貴族、 紳商、 豪農 

にあら すして、 多数の 商人、 農夫 幷に中 以下の 階級な り。 民衆に 頼らす して 行 はんとす る 多数 政治 は、 

權 者に 頼らす して 行 はんとす る 貴族政治と 均しく 全く 行 ふべ からざる 者な り。 世の 批評 まに：^ と 云 ふ 

も、 民衆の 最大 幸 幅 を 主要なる 目的と せざる 多数 政治の、 失敗に 終るべき は理の 最も 睹！ k.- きものな り。 

おに. 親る 勇な きか、 政 黨內閣 は 直に 解散すべき なり。 名 は多數 政治に して、 實は 貴族政治の 迹を踐 ま 

ん とする 者に、 功績の 擧 がらざる は 勿論の ことなり。 (九月) 

民 の 聲 

故グ ラッド スト ー ン 氏が 政治的に 偉大な りし 理由 は、 彼が 眞 正に 民意 を 信用せ しに 依る〕 民意 勿論 衆 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五 1 五 


東京 a 立雜 11^ 時代  五一 六 

愚の 誇々 を 謂 ふに あらす、 而も 誇々 の 中に、 囂々 の 中に、 確實祌 の聲に 均しき 漀 なる 者のお 在す 

る は 疑 ふべ からざる 事實 なり。 而 して 政治家の 技能なる もの は、 此 幽かに して 時には 解し 難き 細き 聲 

を 判別して、 是に從 ひて 斷行 する にあり。 倫敦ス ぺクテ ー トル 雜誌 は、 米國 大統^ マソ キン レ！ 氏の 

今 囘の米 西 戰爭に 於け る處置 を稱揚 し、 氏が 能く 民意の 在る 所 を辨^ せし 技量 を せり。 民の 聲 

(vox  151m1 ご を辨 別し 得る 耳と 心と を 有せざる 人 は、 立憲 國の 政治 {豕 たるの 資格な き 者たり。 (九お) 

政治家の 信仰 物 

民の 利益 を 計て 斷 行す るに 何 を か 恐れん、 遲疑は 目的の 一 おせざる より 來る。 民意 を I- 準と する 政府 

に禱路 ある 害な し。 軍備縮小の 必要 ある 乎、 大膽に 縮小 說を唱 へよ、 若し 軍人の 反抗に z% して 內閣を 

維持し 得すん ば、 明白に 縮小の 必要 を國 民に 告げて 快く 椅子 を掷 てよ。 改 むべき；？^ ある や、 ^の 大小 

難易に 關ら す、 明白に 之 を 31^ に 告げよ。 民意 は國 政に 於け る 最大 威力 なれば、 民意と して 實 行し 難き 

もの あるな し。 立憲 國の 政治家が 民意に 於け る 信仰 は、 宗敎 家が 神意に 於け る： 一:- 仰の 如き ものなら ざ 

るべ からす。 此 信仰な からん 乎、 彼の 政策に 統一 たく、 前途 膝朧 優柔 不斷、 羅針盤 を 失 ひし 船と 均し 

く、 浮萍 と共に 水上に 漂 ひ、 微風に 遭うて 飛散し 終らん のみ。 r 九月 ソ 

外よ h する 改革 

內 よりす る 同胞の 熱情と 懇求 とに 依りて 改めん 乎、 或は 外より する 外人の 强 迫に 依りて 革 めん 乎、 國 

民 は 二者 其 ーを擇 ばざる ベから す。 然れ ども 我國 今日 迄の： ^来りに 依れば、 内より する 愛^ 的 革新 案 


は、 亂 *に 賊子の 企畫 なりと して 斥けられ、 外より する 強迫 的 改革案 は、 隣邦の 好意に 出で しものと し 

て 採用 さる。 渡邊， M. 山、 高 野 長英を 殺して 斥けし 西洋文明 は、 ペルリ、 タウセン ドハ リス を禮 遇して 

採用され たり。 ：：： 木阔は 到底 外圃 の强壓 力に 依る にあら ざれば、 花々 敷 改革 を實 行し 得ざる が 如し G 

(九月) 

日本 國の大 恥辱 

內 よりす る改草 は，：！：； g 的 改革たり、 外より する 改革 は 他動 的 改革な り、 國 民の 名譽は 前者に 存 して 其 

恥： t は 後者に 在り。 時の 政 權に逆 ひ、 衆愚の 喃々 を 意と せす、 大膽に 根本的 改革 を 唱道せ し 志士の 起 一 

りし 事 は、 我！： の 大光榮 なり。 然るに 此等 進取の 士を 斥け、 或は 之 を獄に 投じ、 或は 其 頸 を 刎ね、 或 

は 之 を 全く！； 内より 放逐せ し 日本 國の 恥辱 は、 實に 物の 譬ふ べきた し。 此光榮 ありて 亦此 恥辱 あり、 

豈に 歎すべき の 極なら す や。 (： 九月」 

日 木と： 亞細亞 

日本 は亞細 の試驗 場な り、 恰も 希臘 が歐羅 巴の 試驗 場な りしが 如し。 歐羅 巴の 未 來が希 腿に 依りて 

決せられ しが 如く、 "亞， 細 亜の 未來は 日本に 依りて 決せら る i たり。 日本人の 適用す る 制度と 其開發 す. 

る 宗敎と 折！ I 學と 美術と が、 党に 東亞 全體に 普及し、 永く 其 模範と なりて 人類 半數 以上の 運命 を 支配す 

るに 至る は、 ソロン、 フィヂ ヤス 、プラト ー の 事業が 西洋文明の 基礎 を 定めしが 如くなる べし。 依り 

て 知る；.：：/、：：：： 木 人の 責任 は、 僅々 同胞 四千 萬の 安全 幸福に のみ 止まらす して、 ヒマラヤ 山 東に 住する 

所 0  "乂  * ひ 感 想 CS-  r>£ 三十 一年)  五一 七  J 


w 】D-  s 立 雜 ss^ 時 代  五一 八 

蒼生 五 億 餘の將 來に關 する 者なる 事 を。 此 重大の 任 ある を 知る 者に して、 如何で か輕 佻^ it なる を 5:: 

んゃ。 (. 九 rro 

淸 明の 域 

吾人 は 務めて 時代 的 精神より 遠ざかるべき なり、 盧山 にある もの は 盧山を 知らざる 如く、 時代の 精神 

に浸沒 する もの は 其 時代 を 窺 ひ 知る ものに あらす。 有名なる 歷史 家ス タツ ブ 氏が、 彼の， 生に 投 くる 

に、 曾て 十六め 紀 以後の 歷史を 以てせ ざり しとの 意 は、 實に此 時代 的 1^ 見 を 避けん が爲 めな りしと 云 

ふ。 博物 學、 古代 5-、 形 以上 學の 探究 は、 此厭 ふべき 時代 的 精神 を逹 ざく る爲 めの ow. おの 方法な りと 

す。 獨 立の 思想 は、 時代と 全く 關係を 離れての み 充分に 養成す る を 得るな り。 俗人 は 『八/』 と 『利』 

と 『形』 と を 離れて；^ 息し 得ざる ものな り、 故に 此 三者 を 去る は 俗界 を 去る ことにして、 ii;? 明の 思想 

は、 个た^ 人と 全く 關係 なき- m 域に のみ 存す。 「九月 ソ 

非 愛國的 愛國心 

『愛 阈心は 勇ましき；！ 質た るに 過ぎ ざれば 余 は 務めて 其覊 終より. ま】 せんと 欲す』 と は、 詩人 レ ッ シ ン 

グの言 なり。 然るに 此非 愛國的 詩人 こそ 佛蘭西 幷に伊 多 利の 文 學的覊 胖を脫 し、 シ ルレ ル、 コ ロプス 

トツ ク と共に 獨逸新 文學の 始祖と し 仰がる k 者な りと 知らば、 人の 愛國心 は、 彼の 立 一 t;a 如何に 依りて 

定 むべ からざる を 知るべし。 r 九ガソ 


記者の 避くべき 事 

有名た る 新聞記者 ス モレ ー 氏 は、 ハ ー。 ハ— ス雜 誌上に 記者の 資格 を 論述す るに 當 りて、 記者た る もの 

の 避くべき 事 ニケ 條を擧 げたり。 n く 

一 、 多く 人と 接すべ からす、 

一 一、 問を掛 くべ からす、 

と〕 而 して 記者と 探 報 者との 肝要なる 別 ある を 示し、 公平 獨 立の 觀察 は、 隱遁者 流の 者の み 世に 供す 

る を 得べ しと 述べたり。 卓見と 謂 ふべ し。 (九月， - 

初 默想 

偉大た る こと は謙遍 たる ことなり、 無邊の 宇宙に 對 する 我の 適當の 位置 を 悟リ、 神の 完全に 對 する 我 

の 不完全 を自覺 し、 我の 責任の 大と、 之に 伴 ふ 我の 力量の 小と を 認め、 天に 頼る 益々 篤く、 我 を 待つ 

益々 簿く、 眞理と 人類との 爲 めに は 身 を 塵埃の 輕 きに 定めて、 我 は 始めて 偉大なる 人と はたるな り。 

氺  .X- 

*  -X- 

偉大なる 事業 は、 著述に あらす、 政： m にあら す、 實業 にあら す、 海陸 軍の 殺伐 的 事業に あらざる は 勿 

論たり。 偉大た る 事業 は、 純潔た る 生涯な り、 他人の 利益 を 先にして 自己の 利 (.1 を 後に する の 生 た 

り、 己れ に 足る を 知りて 外に 求めざる の 生涯な り、 ソ n モン！ E く 「己れ の 心 を 治む る 者 は 城 を 攻め 取 

所感 及び 感想 (明治 一一 一十一 年」  五一 九 


^ 獨 ウ雜諾 時代  ，  冗 二 〇 

るぎ に $.3 る 一 と。 

社會は 腐， 似せり、 然れ ども 世に 之 を淸む 乙の 力 あり。 軍人の 跌息惧 るべ し、 然れ ども， に是に 勝つ の 

力 あり。 我 は 我が 力 を 救み て 之に 勝つ 能 はす、 父社會 は社會 自ら を 救 ふ 能 はざる なり、 我に して 若し 

無^の 力に 賴る こと を 得ば、 我に して 若し 超自然的 勢力の 器具た る を 得ば、 事と して 我の 成し 5^ ざる 

はなし、 敵と して 我の 平らげ 得ざる はな けん。 要は 我れ 以外の 此大 勢力 を 探り 求め、 求め 得て 我 身 を 

之に,^ ぬるに あり。 愁 せる も 我に 益な し、 憤感 のみ は 勝利 を來 たさす。 ル ー テ &n く 

たと ひ惡魔 は， 界に充 ちて、 

我等 を吞 まんと 企つ る も、 

我等 は 少しも 心に 3£ めじ、 

彼 は 我等に 勝つ 能 はす、 

此 地に 權を 挺る 者 は、 

如何に 背 立ち騒ぐ とも、 

我等に 害 を 加 ふる を 得 じ、 

彼の 運命 は-しに 定まれり、 

一 一一 一一 I： 以て 彼 を 殺すべし。 

.  *  本本 

大眞 I- を IT 敗せ る 社會に 投入せ よ、 然 らば 眞理は 社 會を淸 めん、 眞现は 太陽の 光線と 均しく 其れ，： in 身 


に 有力なる 燃燒劑 なり、 人是に 觸れて 熱誠 を 發し、 愚 夫 も 之に 感じて 改革者と たる こと あり、 國の衰 

耗 する は 其 内に 大廣现 のおせ ざるが 故な り。 其 之 を 組成す る 人種 は 如何に 優等なる ものなる にもせ よ、 

其 地理 學 上の 位置 は 如何に 良好なる にもせ よ、 大眞理 に 依りて 呸眙 せられ ざり し國 家に 永久の 强固 あ. 

る ことなし 0 

*  氺 

グラ ッ ドス トン は： の 自由の 上に 彼の 英國を 改造 せんと 試みたり、 故に 彼 は 彼の 事業 を 全 ふす る 能 は 

すして 死せ り。 ビス マ ー クは鐵 血 を 以て 彼の 獨逸國 を 改革 せんと 企てたり、 故に 彼 は 彼の 事業の 完成 

を 見て 世 を 去れり e 然れ ども 虞 氏の 希び- 1 を 未来に 抱きて 逝きし に對 し、 比 公 は 不平 を 過去に 遣して 失 

せり。 虞 氏の 事業 は 彼の 死に 依りて 强 めら れ、 比 公の 事業 は 彼の 死す る 前 早 や 已に敗 壌の 兆 を 示せり Q 

全世界に 散布す る英 民族の 結合 成りて、 自由 は 水の 大洋 を蔽 ふが 如く 宇宙 を 蓋 ふに 及びて、 グ ラッド 

ス トン の企畫 せし は 完結せられ、 ヴィル ヘルム 第一 世が 千 八 百 七十 一 年 一 月 十八 日 佛國べ ルセ ー 

ル の 宮殿に 於て 獨逸國 皇帝と して 冠せられ し 時に、 ビ ス マ ー ク 終生の 冀望は 早 ゃ旣に 達せられしたり 。- 

虞 は 年と 共に ハ祉々 偉大 たるべく、 比は歲 と共に 益々 矮小なる べし C 前者 は 永遠の 爲 めに 築き、 後者 は 

時代の 爲 めに 作れり。 彼 は 人民 を 信じて 起てり、 是は 王家 を 擁して 動け り。 彼 は英國 を其國 民の 良、 や 

に植 ゑつ けんとし、 是は 武力 を 以て 獨逸帝 國を其 臣民の 上に 推しつ けたり。 二者の 別 は ダビデと ゴリ 

ヤスとの^ なり、 ：Ji 者 は 永久に 榮 ゆるなる べし、 後者 は 野の 百合 花と 共に 调 れん。 

*  ネ 

詩人 テ 一一 ソン の^に H く、 『個人 は 失する とも 世界 は 愈々 益々 大 なり』 (ru-livi(lllals  WHllol-; Imt 

aFfr-. ^び 感想 (明治 三十 一年)  五 ニー 


東」 ノ雜 K 時代  五 ニニ 

tho  wol.M  "rows  mcr,  mid  mere.) 一  國 は 衰退 せん、 然れ ども 人類 全 體は日 々 に 益々 完全の 域に 向 

ひて 進みつ i あり。 地.； 面の 一隅に 壓制 暴力 は 威を娠 ふこと ある も、 世界 全體は E 々に 愈々 自由の 

佳境に 進 人し つ. - あり、 日本が 支那に 打ち勝ち しが 如く、 米國は 西班牙に 打ち勝ちたり。 自由の 光輝 

は 西より 來り、 ： ゆ： 細 ：=0i の 大陸 塊 を 醇化し つ V あ 力、 軍人が 劍をを さめて 悉く 農に 歸 する 時、 貴族が 其 

無職 無能 を 恥 ぢて其 不義の 產を 悉く 社會 に返附 する 時 も、 蓋し 甚だ 遠き にあらざる べし。 一義 人の 起 

る 時、 一 仁^の 動く 時 は、 是れ全 *1 界が步 一 步其 完全の 域に 向 ひて 進む 時に して、 V 计人は 其 何れの 國 

人た る を 問 はす、 彼が 正義の 聲を發 する 毎に、 眞實に 心の底より 感謝す る ものな り。 

*  .X- 

我 は 世に 我の 舞 敵の 在る 事 を 思 はすして 我の 同情者の ある 事 を 思 ふ、 我 は 42! に 我の 瑕瑾を 探り 索む る 

批評家の ある こと を 思 はすして、 我の 眞意を 厚 重す るの 愛友 ある を 思 ふ" そ は 敵意 は 我の 意 を 縮め、 

友情 は 之を寬 めて、 我 をして 人生 を 全く 忌諱せ しめ ざれば なり。 是れ^」惚の如くIW^ぇて然らす、 个：： ： 

の 如く 人々 i^I 『叫 海 謦敵』 なりとの 念 を懍く 時に 際して は、 我が 心中に 人類に 對 する 温き 愛情 を 保 

存 する が爲 めの 必要な り。 

ネ  ホ 

改革者 出で よと 絶叫して 此 無能の 社會に 迫らん より は、 小たり と雖 も、 0 らー 改革者と 成る に 如かす * 

改革者 は必 すし も 政治 德敎 の區 域に のみ^ら す、 .：¥娃 改良すべし、 臺所 改良すべし、 若し他に改^；^を 

要する たくん ば、 阐の雜 草 を^ 除す る も 可な り、 要は 毫賛 なりと も此 美麗なる 地球の jl:^ 面 を、 ^ほ 

1 警笑麗 たらしむ るに あり。 天文 學者ハ ー シ H ルの靑 年 立志の 時の 誓言に S  く. 「我れ 此 を 去る 時 


は、 我の 之に みたり し 時に 優りて、 更に 善き ものと 成して 逝かん」 と。 ま；： 人 何人も 努めて 小ハ ー、 ン 

ェ ル たり 得 ざらん や。 

金錢の • おは 之 を有ハ 佳に 消費す るに あり、 消費すべき もの を 蓄積 すれば 腐蝕す る は 勿論な り、 他物の 傳 

蝕 は 其 物 e: 身の 腐蝕に 止まれ ども、 金錢の 腐蝕 は延 ひて 精神に 及ぶ。 ぉし爱 I お 的 思想 を 去らん と 欲せ 

ば、 若し 常に 快活に して 生，^ 叩の 眞意を 味 はんと 欲せば、 吾人 は 守 錢的念 慮 を 放棄し、 錢を棄 て 想 を 得 

るの 道 を ぜ ざるべ からす。 

惡は逐 ひて 去る ものに あらす、 惡を 去らん と 欲せば 善 を 求む るに 如かす。 改革 は 消極的 事業に あらす 

して 積極的 事業な り。 仁愛 を 供せ よ、 然 らば 怨恨 は 去るべし。 純潔 を 供せ よ、 然 らば 汚濁 は 去るべし 。• 

天 は 一 度 怒りて 百度 惠む にあら す や、 天意 を 行 はんと 欲する もの は、 蓋し 此の 如くなら ざるべ からす。 

*  氺 

人 は 奪 ふ ものにして 祌は與 ふる 者な り、 人は資 むる 者に して 神は恕 する ものな り。 人と 共に せん 乎、 

我 は 怒らざる を 得す。 祌 と共に せん 乎、 我 は 感謝せ ざる を 得す。 我に 悲憤の 念 を 起す もの は 人な り、 

我に 宥恕の 念を與 ふる 者 は 神な り。 神より 受けて 人に 與ふ、 是れ 君子の 生 "；^ なり" 

余 は 英國义 は 米 圃 の 前に 平伏せす、 然れ ども 英國 をして 今日の 英國 たらしめ、 米阈 をして 个 n の米圃 

たらしめ し 主 と眞理 との 前に 平伏す。 余 は ワシントン、 コ ロム ゥ エル、 オレンジ 公 ゥヰリ ャムを や ：- 小 

所感 ttr ひ 慼 想 (S 治 三十 一 年)  >-ニ1ー一  ト 


^"え 獨々 >, 雜 誌 ST 代  五 二  S: 

祥せ す、 然ゎ ども 是等 ま. E の 三大傑 をして.、 抱 世界的 偉人たら しめし 眞理 をせ- -拜 す。 英！： の大 なる に 

あらす、 英國を 造りし 眞 现の大 なるな り。 コ ロム ゥ エルの 大な るに あらす、 コ B ムゥ H ルを 造りし 眞 

理の大 なるな り。 我に して 其眞理 を抱懷 せん 乎、 我國 も英國 たり 得るな り、 我もコ ri ムゥ H ル たり 得 

るな り。 〔： 卜 

偉人 を覓む 

日本 國に 俗人 多し。 七： C の 華族 は 概ね 皆 俗人な り、 三 萬の 敎育 家中 亦 俗人に 乏しから す。 俗人 は 衆議 

院に跌 凰し， 商業界、 工業界 亦 俗人の 巢窟と 見て 可たり。 日本に 俗人の 多き は碛に 礫の 多き が 如く * 

或は 海 濱に眞 砂の 數 知れざる が 如し。 若し 俗人 を 見ん と 欲せば 余輩 は 遠く 彼 を 採る を 要せす、 彼 は 彼 

所に あり、 此處 にあり、 崎 艇洲中 彼の 繁榮 せざる はなし。 

日本 國に智 人 齢な からす、 夫の 策士と 稱 する もの は 皆智人 或は 其 一種な り U 或は 謀計 を晚 慕の 屮に運 

らし、 資はを 他に 嫁して 惟り 實權を 握り 實ハ 妣を懷 にす る 政略家。 或は 同胞の 骨 を 滿洲の 野に 螺 らして 

己れ は 侯爵 伯爵と なりて 子孫 永代に 至る まで 阈 民の 膏血に 懶惰の 生涯 を 送る の 制度 を 定めし 政治 〈氷。 

是等は 皆 日 もの， 5!: 人に して 彼等の 此國に 於け る 勢力 も 亦 だ大 なり。 

R 本國义 君子に 乏しから す、 彼等 は 君に 忠に、 圃 を 愛し、 能く 彼等の 麥 飯と 味 i" 汁と に滿 足し、 出で 

て萬國 を签， する の 希 tl-r: もなければ、 入りて 國家を 人道の 土臺の 上に 据んと 欲する の 野心 もな し。 只戰 

戰 々簿 氷を蹈 むが 如しと か稱 して 琅 細た る缺點 を氣 にし、 自ら 穴居 的の 君子た るを勉 むる と： 11： 時に 


瘦犬的 慧眼 を 以て 他人の 落度 を 狙 ひ、 若し 彼の 穴居 的 道德觀 念に 照し 見て 不足 ありと 認 むる とき は. 

侃々 誇々 とか 稱 して 周 公 孔子の 書を檫 準に 不忠 不臣 を攻 むる を 以て 最上の 公益 的 事業たり と 信す。 一 

然れ ども fr 偉人、 偉大なる 人 は何處 にか ある、 德は 努めす して 彼より 流れ 來り、 彼に 缺點 ある も 彼. 一 

の 志望の 廣 a っ大 なる が 故に、 海が 海底の 凹凸 を蔽 ふが 如く 能く 之を蔽 ひ、 山に 其 深 罅孔隙 あるが， 

く 反て 美な り。 彼に 嬰兒の 純潔なる 心 ありて、 古老の 思慮と 先見と あり。 彼の 同情 は I 界を懷 き、 彼 

の 志望 は 造化の 眞 意と 合す。 故に 彼の 爲す ところと して 偉大なら ざる はなし、 彼の； 1^2 ると ころと して; 

眞理 ならざる はなし。 國に處 して は 遠 は 1^ 一宏 量 正大の 政治家、 家に 處 して は 柔和た る 夫と 父、 細事 を以ー 

て 細と 爲 さす、 大事に 處 して 躇 ます、 淚隨 くして 勇ましく、 富豪 權鬥を 後に して { 暴 婦孤兒 を 先にし、 一 

；^！なるも正なる者を惧れ、 强 なる も 不正なる 者 を 挫き、 智識 を 貴ぶ も 之に 誇らす、 德を 人性の 最高 所 一 

に 置き、 萬 事 を 判く に 凡て 德敎の 神聖なる 公道より す" 

噫、 斯の 如き 人、 偉人、 君子の 宏量 偉大なる 者、 智者に 深厚 計り 難き の 道 德的觀 念を與 へし 者、 無限； 

の 慈悲心 を蓄 へたる 武人、 俗人の 正 反對、 噫、 斯の 如きの 人 は 蜻梃洲 中何處 にか ある。 (十お，) 

完全なる 小人  一 

小に して 完全なる もの は， t 一す メ it の 一輪、 路傍に 1  尸、 ける", い 谷間 を 飾る 櫻 草、 春の 花に 狂 ふ 蝶、 泉水 一 

の 中に 游ぐ錦 魚、 是等は 皆 小に して 完全なる 者に して、 人に 愛せられ、 玩弄せられ、 人？ 最も 多く、 - 

需要 最も 多く、 歌に 詠まれ、 詩に 呤ぜ られ、 何々 にも 反對 せられざる 者な り。 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五 二  E 


柬京 獨 立 乾 誌 時代  E  二 六、 

若し 構造の 完全 を 以て 謂 はん 乎、 人造の 富士は 天然の 富士に i« りて 完全な り、 IJf^ は 人類に $i りて.： 兀全 

なる 動物に して、 若し 其 飛躍 力より 推す とき は、 人類 は アル ブス 山 を 飛び越す の 力 を 有すべき 者な り 

と 云 ふ。 赤 城 妙義の EJ^ 々たる は 東 山の 寢 たる 姿に 及ばざる や 遠し、 故に 若し 其 構造の.： 元 全 を 以ての み 

量らん に は、 人類 は 下等動物 にして、 淺間鳥 海 は淺草 公園の 築山に 及ばす。 

世に 完全た る 小人 多し、 彼等 はコ n ムゥ ヱルの 志望 を 有せざる が 故に 彼の 陷 りし 誤 fi- に^らす、 彼の 

感ぜし 缺乏を 感ぜす。 彼等の 活動の lEi 域の 小なる が 故に、 彼等の 眼界の ：l:sl 的なる が 故に • 彼等の： 大 

職の 豆粒 大な るが 故に、 彼等 は 完全なる に だ 易く、 或は 山中の 小 村に 在りて 其 鄕 ii-^ たる を 得べ く、 

し攻は 诲邊の 僻 浦に 在りて 周孔 時代の 支那 道德を 講じ 得 べし。 彼等 は瑕瑾 なき を 以 つ て 彼等 の 生 の 雄 

圖な きを 度 はんと 欲す。 彼等の 自稱 する 『忠臣』 たる を 得ば、 『愛國 者』 たる を？ むば、 彼等 は 人生の 

事 は 足れり とたし、 錦 魚が 池 中に 其 完全に 安ん する が 如く、 种が弱 女の 飼育の： 卜に 其 {兀 全に 滿足 する 

が 如く、 彼等 は 玉の 如き、 豆の 如き 彼等の 小人 生の 完全 無琉 なる を 以て 自ら 安んじ はつ 誇る 者な り。 

幸なる かな、 彼等よ、 彼等 は 鯨 魚が 洪波 を揚 ぐる を 見れば 粗暴な りと 咎め、 大鹏 が^ 翼 を攄 ぐる を 

れば 野心な りと 叫び、 彼等の 如く 小心 翼々 たらざる が 故に、 彼等の 如く 戰々 ils- 々たらざる が 故に、 大 

&ぁ 大度 の 人 を 見る に不 遥 不敵の 類 を 以 てす。 

然れ ども 彼等 は 未だ 不完全 中の 完全なる もの を 知らざる たり、 箱 根 山系に 地獄 ハ 介の 妖； 矾 を^く ある は、 

蘆： 淵が 日 =： を 其 鏡面に 反映す ると 同じく、 全 脈の 完 と美と を 助く る 者なる こと を 知らざる なり。 彼等 

は 太平洋 中に 四 千尋の 深度に 達する タス カ&ラ の大窪 あると： l 時に、 布 i ヒの マウ ナ a ァ、 九州の-" :2 干 

穗の數 千 尺の 高度に 達して、 常に 北斗參 宿と 友交 を 結びつ、 ある を 知らざる なり。 偉大なる もの は微 


小なる 者の 如くに 完全なら す。 山の 完全なる は 花の 完 美なる が 如くなら す。 偉人の 完全なる は 小人の 

完全なる が 如くなら す。 二者 自ら 其 標準 を 異にす。 

英國 帝政 主義の 歷 史家 クラレンドン は、 彼阈平 の 大王 コ U ムゥ を； 許して 「^犬なる：. > ふ 人」 とな 

せり。 宮廷の 恩顧に 與 からん こと を 是れ勉 めし クラレンドンが、 コ ロム ゥ H ルを 解し 得 ざり し は 勿論 

なり。 然れ ども 彼 は 大王 を 以て 小人な りと：：： E する 能 は ざり し、 偉人 は 偉人たり しも 、- しき (貴族に 反 

杭して 平民の 味方たり しが 故に) 偉人な りと せし なり。 然れ ども 完全なら ざり しコ C1 ムゥ H ルは、 

寳に 今日の 英國を 造る に 於て 最も 完全なる 政治家な りしな り。 英國 海軍の 基礎 を 定めし 者 は 彼な り。 

芙國屬 領地の 端緒 を 開きし 者 は 彼な り。 而 して 平民の 權利を 動かすべからざる 土臺の 上に 定め、 貴族 

の權 限に 强 固なる 制裁 を 加へ、 ト九 世紀末 期の 今日、 コブ デン、 グラッドストン ある を 5!： せしめし 者 

は 彼た < り。 彼 は實に 英國の 改造 者な り。 彼 は 完全 (小人 的) なる 人に は あら ざり し。 然，れ ども 彼 は 彼 

の 國を救 ひ、 亦 人類 敕濟の 一 大 端緒 を 開けり。 彼の 面貌に 一 大瘤 痕を留 むる を 以て 恥と せ ざり し 彼 は、 

寳に 偉大なる 善人な りし。 

完全なる 小人 は 不完全なる 小人に 優る こと 萬々 なる は 勿論たり、 熊 坂 長範、 石 川 五右衞 I： は大 盗賊な 

りし も 偉人に て は あら ざり し。 然れ ども 熊 坂 石 川た らんこと を 惧れて 小 君子た る こと を 以て：^ ん する 

人 は、 朱 だ 泰時正 成の 更に  一 高 且つ 犬なる を 知ら ざ なり。 已に我 國の敎 育 制度に 依りて 小 君子 は 

到る 處に 夥しく 製造せ られつ i ある あり。 今や 偉人の 出づ べき 時な り。 (十月) 


所感 及び 感ぉ 治 三十 一年)  五二七 


東京 s 立 雑誌 時代  五ニ< 

大學 敎授ケ I ベル 氏 

東京 帝 國大學 に 博識 大家 多し、 忠君 愛國の 精神 を 以て 寅 徹せられ たる 哲學者 井上 次郞氏 あり、 基籽 

敎を 信す る も 巧に 之 を 口外せ ざる 哲學者 中島 力 造 氏 あり、 一時 は 基督 敎の 熱心なる 信者たり しも、 後 

ち 其敎義 に妄誕 多し との 故 を 以て、 之 を 放棄し、 今 は 一種の 日 木 主義 を 1= 道 せらる A 兀良男 次 郞氏ぁ 

り。 其 他 史學に 於て、 文學に 於て 博識 高德の 聞え 高き 者擧 げて算 ふべ からす、 流石 は 東洋 新 文明 國文 

化の 中心 だけ ありて 此 天才 博識の 聚星 ある は、 實に日 木 帝 圃 の名譽 にこ そ。 

然れ ども 若し 其識 よりせ すして 品性より するとき は、 ^し 其學 よりせ すして 主張より するとき は、 學 

生 一般の 指 目す る 所に 依る も、 叉 吾人 局外の 觀 察より する も、 大學 第一 の德 t! 卞家は 井.^,、 元 良、 屮島 

1^ の 諸 大家に あらす して、 露國 人に して 而 かも 亡 國の不 名譽を 以て 萬 阈歷史 に 名" き 波-;! 人なる ドク 

トル、 フ ハン .ケー ベル 氏なる と は、 吾人 日本 國の に 取りて は 少しく：： 惜く感 する ことなき 能 はす。 

氏 は 折：： 學者 にして 音 樂に長 じ 詩歌 を 愛す、 是 れ我國 の竹學 者の 忌み 避く る もの、 彼等 は：： ふ、 哲理 は 

乾燥た る眞理 なり、 其內に 感情の 交 ふべき にあら すと。 然れ ども 此波 蘭の 折：： 學者は 云 ふ 詩歌 は 竹现の 

.絕 頂な りと。 彼れ 一 日 樂を神 田 靑年會 館に 奏す、 拍手喝采 潮の 如く 起る。 一 米 1:5^ 人 彼の 傍に あり、 

彼に 告げて 曰く  r 此 喝采 は 君の 技術の 爲 めに 擧 がりし ものと 云 はんより は 寧ろお 自身の 爲 めに 舉 がり 

しものと 謂 ふべ し」 と。 時に 彼は兩 眼に 溢る k ばかりの- 淚を湛 へて 答へ ける やう、 鳴 呼 < ^は 如 3： にし 

て 眞理の 美 を此聽 衆に 傳 へんと。 彼に 取りて は 眞理は 活ける 生命力に して、 彼の 指た を 通じ^ 器に 移 


りし もの は、 彼に あらす して 彼の 心に 蓄 へし 眞理 なりし なり。  一 

彼れ 老年に 近づく も 未だ 妻を迎 へす、 彼 は 彼の 生國 より 連れ 来りし 一人の 僕と 幸福に 生活す" 此 忠僕」 

常に 人に 語りて 曰 ふ、 先生 は 人に 非す して 神な りと。 先生 車夫 を 抱 ふ、 車夫なる 者 服に 淚を 浮べて 人， 

に 先生の 德を 語る。 曰 はく 余が 疾走 せんとす る や、 主 公 は 余 を 止めて 曰 ふ 「走る に 及ばす」 と。 余 は j 

下人 を勞 はる 余の 主人公の 如き を 知らす と。  ： 

日本 政" 肘 は 彼の 功勞を 賞せ ん爲 めに 彼に 贈る に 勳章を 以てせん とせり。 然るに 彼 は固辭 して 受けす、 一 

曰 はく 正直なる 勞 働に 依りて 幾多の 靑 年に 眞 理を傳 ふる を 得る 是れ 最上の 報酬な りと。 氏の 同僚なる j 

外 國敎師 某、 彼に 交渉して 物價 騰貴の 故 を 以て 增給を 日本 政府に 迫らん こと を 以てす。 時に 氏 は 斷然ー 

&絕 して 曰 ふ、 余の 今日 受 くる 係 給 は、 余の 需要 を支辨 して 足れり、 ：：^ つ 佘は金 を 得ん が爲 めに 日本一 

に 来らす と。 

氏 は 熱心なる ギリシャ 敎の 信者たり、 氏 は 基督 敎を 以て 「吾人の 宗敎」 と 呼び、 希 獵敎を 以て 基督 敎： 

の 最も 完全なる ものと 信す、 常に 慎みて バイブル を讀 み、 心 緖の亂 る \ 時 は， 此 書の 敬讀に 心の 安き 一 

を 求めら る、 と 云 ふ。  .1 

余輩 はケ ー ベル 氏の 高 德を稱 へて、 他の 諸 大家の 眞價を 下げん と 欲する 者に あらす、 然れ ども 我が 帝 _ 

國大 學に此 一 君子の 在る を 知りて、 我 國の爲 めに 大に 心を强 うする 者な り。 (十月)  i 


に v:r,.r ひ 感想 (明 冶 三十 一 年) 


E  二 九- 
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失望 中の 希望 

余 は 之 を 基督 敎の バイブルに 讀 めり、 曰く 「世に 義人 あるな し、 一人 も あるた し」 と。 余 は 初めて 此 

語に 接せし 時に、 豫言 者の 語氣に 出で し 過 劇 過 嚴の言 なりと 思へ り。 然れ ども 日本 令 日の 社 會の狀 態 

を 見る に 及びて、 此 古語の 實に 人世の 眞意を 穿ちし 深遠 奥妙の 言なる を發 見せり。 是を 我闽个 n の 新 

聞 紙に 依りて 見よ。 至誠 を 以て 貫徹す る 忠愛 一 園の 標本な りと 稱 せらる、 華族、 軍人、 大ほを 始めと 

し、 儒者、 僧侶、 神主より 文人、 新聞記者、 慈善家、 敎育 家、 愛圃 的文學 博士に 至る まで、 一 人と し 

て 瑕 瑾汚瀆 の 人に あらざる はなし。 妾を蓄 へざる 者 甚だ 僅少、 野心な き 者 一人 も あるな く、  ^忠愛 を 

名と して 私利 を 計る 智識 を 有する 下等動物 たるが 如し。 君子 圃を 以て 誇る 闩本國 民 ra 干 萬 中、 一人の 

敬慕すべき、 一人の 道 德的服 從を呈 すべき 者な しと すれば、 「世に 義人 あるな し、 一人 も あるな し」 

の 古語 は、 熟的發 言に あらす して、 深き 冷たき 觀 察より 来りし 言なる を 知るべし。 

依て 知る 人類 全然 墮落說 の 全く 土臺 なき 臆說 にあらざる 事 を。 人 は 生れながら にして 巳に 罪 惡の芽 を 

有し 周 園の 腐敗に 接すれば 其發 育成 長を妨 ぐる 能 はす、 水の 低き に 就く が 如くん は惡を 愛し 惡に倾 く 

彼の 衷に 善の 存 する ある も、 善なる もの は 彼の 愛する ものに あらす、 墮 落せる 彼の 天性 は、 善 は 義務 

として 之 を 努め、 惡 は嬉戲 として 之を樂 しむ、 「善なる 事 我に あるた し」 て ふ 古 哲の言 は、 蓋し 此意 

を 述べし ものなる べし。 


善なる 事 人に あるな し、 然 らば 廣き 宇宙に 善なる こと は 全く 存 せざる 乎、 若し 然 らんに は 人世 は 失望 

の 域な り、 義を慕 ひ 仁 を 求む る もの は 宜しく 自殺して 可な り。 

然れ ども 余 は斯く 信す る 能 はざる なり、 余 は此億 萬の 星の 輝く 宇宙に 人類 を 善に 引き 戾す 絶大の 勢力 

の 存在す る 事 を 信す る 者な り。 而 して 余 は此慕 はしき 勢力の 已に此 世に 降り 來 りて 業に 旣に其 恩惠的 

事業 を 成就し つ k ある を 信す る 者な り。 是れ 勿論 意志 を 有する 人類 を 感化す る 事 なれば 山 を 平げ 荒 蕪 

を拓 くが 如き 短 時期の 事業に あらざる を 知るな り、 人の 改良 は 彼の 意志の 承諾 を 得て 後 始めて 實 行す 

る を 得べ し、 武力 を 用 ひて 改善 を强 ゆる 者 は壓制 家な り、 而 して 壓制 (パぶ は ビス マ ー クに まれ ジス レリ 

1 (彼 は壓制 家な りし) に まれ 善の 芽 を 人心に 扶植し 得る 者に あらす、 人類の 進歩の 遲々 たる は 彼が 

意志 を 有する 人類に して 無感の 木石 無意の 禽獸 ならざる を證 す。 故に余は進步の遲きを以て失^iポせざ 

るな り。 

本  * 

夜の 將に 明けん とする や 深 暗 其 極に 達す、 光明の 將 さに 社會に 一位まん とする や 罪惡其 極に 達す。 否な 

光明 は旣に 一位み しなり、 光明 莅 みしが 故に 吾人 は罪惡 を罪惡 として 判別し 得る に 至りし なり、 蓄妾 は 

百年の 前に ありて は罪惡 として 認められ ざり し、 元綠 年間の 奢侈 淫縱は 明治 年間の 淫縱 放肆に 劣りし 

事な かりし も、 改革の 聲は 今に 喧しく して 昔に 寂 塞たり き。 日本 は 世界の 姹亂國 を 以て 終らざる べし、 

日本 は 其 淫縱多 慾の 風を廢 し、 亞細亜 新 文明の 開發 者と して 恥 かしから ざる 氣風を 養成す るなる べし。 

「神よ 1: くに 此 日本 を 救へ よ、 願く は 多くの 高潔なる 男子と 女子と を 起せよ」、 余 は 之 を 除きて 他に 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五三 1 
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祈る ことなし。 (十月) 

鳥類と 俗人.  ■ 一 

秋 氣魏々 として 至り、 深山幽谷に 籠りつ i ありし 俗物 共 は、 人 マ や 皆 都 城に 歸り來 り、 夏期の 惰眠に 引 

き績 きて 彼等 は 亦 無辜の 鳥類 征伐に 從事 せんとす、 曰く 鹬、 曰く 鶴、 ：： く 山鳥、 曰く 雉子、 是 等の 鳥 

類 は 天の 許可 を 得て 豊稔の 餘 裕に與 からん と 欲する 者、 何の 罪 ありて か 俗人！ K の 銑の 前に 仆る i ぞ。 

嗚呼 憎 ッき奴 は 彼等な り、 彼等 は 官を獵 し 得 てん：' 亦 鳥を獵 せんとす。 彼等 は 人類の 敵に して 亦 鳥類の 

敵たり、 彼等 は 生命 を與 ふる 者に あらす して 生命 を 奪 ふ 者な り、 彼等 は 天然の 美を完 ふす る 者に あら 

すして 之 を 損 ふ ものな り、 下民の 爲 めに 一滴の 淚を 流し 得ざる 彼等 は、 き 鳥類 を 銑 殺して 悅ぶも 

のな り。 

聞く、 賊 臣明智 光秀 は、 毎朝 雀 一羽 を 殺して 彼の 心に 終日に 1 るべき 殺伐の 性 を 奮 興したり と" 秋來 

る 毎に 近郊の 罪な き 鳥類 を 殺して、 一 年に 涉る 無慈悲の 心 を 彼等の 衷に 養成 せんとす る 今日の 華族、 

政治家、 官吏、 紳商、 紳士の 心情 こそ 賴も しけれ。 小賣 商人の 破産 を 見て 快と する 御用商人 は、 雉子 

が 其 雛 を 遣して 膜 目す る を 見て 快と するな り、 他人 を 押し 拔 けて 大臣 次官の 椅子に 攀ぢ 登りし 政治家 

は、 椋鳥の 群 中に 散彈を 放ち、 其 羽 を 折られて 下り 來るを 見て 悅ぶ なり、 同僚の 排擠を 以て 事と し、 

镇々 たる 利益の 爲 めに 齲齪 たる 今日の 官吏 は、 鶉 を 其 喜ばしき ホ ー ムの 中に 打 留め * 彼の 如き 無情な 

る 彼の 同位の 前に 獸行を 誇 る を 以て 大名 譽と 信す るな り。 彼等 は 5i の 鳴く を 聞き て 其 肉 の 甘き を 思う 


て 其聲の 悲しき を 思 はす、 恰も 詩人の 美妙た る 句に 接して， 其 書店に 於け る 金 錢的價 値に 意 を 留めて. 

其 人心 を 天の 高き にまで 引き 上ぐ るの 力 を 思 はざる が 如し。 嗚呼 此 くも 多く 俗人 共の 構 息す る 日本. 

殊に 武藏 野の 原に 飛び 來 りし 鳥類の 不幸 さよ」 何ん ぞ西比 利亞の 平原に 飛び 行かざる、 東印度の 深き 

林に 隱れ ざる、 潦洲の 野に 巢を 作らざる、 鷂ょ、 鹑ょ、 我 も亦汝 と共に 飛び去り たく 思 ふなり。 

露 画の 小說家 (女 郞文學 者に 非す) チ ュ ルゲネ —フ、 少時 初めて 彼の 父と 共に 出で 、獵 す。 時に 彼 は 

雉子 一羽 を打留 む、 走りて 是を 見れば、 傷 を 負へ る 親鳥 は、 死 痛 を 忍びて 其 巢に歸 り、 兩翼を 擴げて 

彼女の 雛を掩 ひつ 、絕自 0 せり" チュル ゲネ ー フは 「父よ 父よ」 と 呼べり。 父 は 悅び來 り 愛兒の 伎倆 を 

貰して 曰 ふ、 「何等の 獲物 ぞ、 汝は長 じて 巧なる 獵手 とたらん」 と C チ ュ ルゲネ ー フは跟 に 淚を谋 へ 

て 曰く、 「否、 父よ、 余 は 決して 再び 獵 せざる べし、 生 は 死に 優りて 美な り、 而 して 余 は 生を與 ふる 

こと 能 は ざれば、 余 は 決して 再び 之 を 奪 はざる べし」 と、 彼れ 終生 獵を 魔せ り。 

然り、 壓制國 に 於け る 慈善 的 文學者 チュル ゲネ ー フは、 實に 此の 如き 人な り。 人類の 友 は 鳥類の 友に 

して、 人の 生命 を 重ん する 者 は、 鳥類の 生命 を も 重ん す。 

チュル ゲネ ー フ と明智 光秀、 露國 の小說 家と 日本の 小說 家、 嗚呼 若し 印度 宗敎の 靈魂轉 生說が 事實な 

らんに は、 余 は是等 俗人 輩が、 次ぎの 世に 鳥類と して 来らん 時には、 此の 時 こそ 余 も 橫濱の 金 丸より 

鳥銃 一挺 を 購ひ來 りて、 鳥類に 轉生 せし 華族、 政治家、 紳商 紳士の 奴輩 を 打てく れん。 嗚呼 其 時の 偸 

快 は 如何ば かり ぞ。 (十月) 
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決  心 

我は斯 國と斯 同胞と を 救 は ざれば！ j まじ、 我 は 其 社會の 腐敗に 辟易せ ざるべし。 我 は 如何なる 場 八" に 

於ても 絶望的 思念 を 抱かざる べし" 我 は 我の 有する 渾 ての 善き 事 を 斯國の 用に 供し、 渾 ての カを盡 し、 

潷 ての 方法に 依りて 其 振 輿 奮起 を 園るべし-. U 縱し 其爲政 家の 愚鈍なる が 故に、 其 民の 偽善と 虚飾と を 

愛する が 故に >  其 國家は 一時 滅亡に 歸 する こと あるに もせよ、 是れ 我の 事業に は 何の 縦 係 あるな し。 

OO0OOO00000O000O0OOO00OOCOO0  OOOOOOOOOOOODOOO 

我 は 我の 父母が 死に 瀕すれば とて 彼等の 醫療を 怠らざる が 如く、 我が 國が 滅亡の 域に 一位めば とて 我 は 

0O0OO00O0OO 

其 救濟を 放擲せ ざるべし。 (， 十 ガリ 

國 を 救 ふの 道 

國を敕 ふの 道 は 民 を 救 ふに 存す。 而 してお を 救 ふの 道 は 其 一人 づ>- を 救 ふに あり。 軍 を 指揮す る 者 は 

大將 なり、 然れ ども 敵 を 斃す者 は 兵卒な り。 大將は 多き を 要せす、 然れ ども 兵 は 多くして 精練なる を 

要す。 吾人 何人も 政治家と なりて 圃政を 調理す る を 要せす、 然れ ども 何人も 善良なる 市民と なりて 其 

同胞 隣人 を 援助 敎導 せんこと を 要す。 今や 國家を 救 はんと 揚言す る 者 千 百 萬 を 以て 數へ、 阈人 一人 づ 

OOOOOOCOOOOOOOOOOOO  0000000 

つ を 救 はんと 欲する 者 殆んど あるな し。 大將 のみ を 以て 組織す る 軍隊に 戰鬪 力なし、 政治家の みを以 

00000000  0  000 

て 成る 國 oi^ は 滅亡に 歸 せん。 (十月) 


政治 を 作る もの 

宗教 道德が 政治 を 生みし 例 は あれ ども、 政治が 宗敎 道德を 生みし 例 あるな し。 恰も 花 は 常に 實を 結べ 

ども、 實は 曾て 花 を 開きし ことたき が 如し。 孔子の 敎訓 ありて 晉の穆 公、 唐の 太宗の 仁政 あり。 力 ー 

ビ ン の祌學 ありて 和 蘭 起り、 ノックスの 說敎 ありて 英國 十七 世紀の 革命 ありし。 政治に 依りて 德敎を 

興さん とする 者 は 葉に 依りて 幹と 根と を 作らん と 欲する 者に して、 其 事業の 逆流 的に して 失肷に 終る 

べき は理の 最も 睹易 きものな り。 (十月) 

賴む ベから ざ る もの 

政治へ 7 展に賴 るを已 めよ、 彼等 は 今日の 日本に 於て は 何事 を も爲し 得ざる 者な り。 築材 なくして 大工 は 

家 を 造る を 得す、 高貴なる 國民 たくして 大政 治 家 も 強固た る 國家を 造る 能 はす。 今 は 築 材缺乏 の 時な 

0  OOOOOOCOOOOOOO  ooooooccco(>(>f>oooooo〇 

り、 吾人に 大工た るの 野心 を 去りて、 樵 夫 又は 石切りと 成る の覺 悟た かるべ からす。 (十月) 

策士の 寄 合 = 同志 社 事件 

是 は外國 人の 資金と 宣教師との 勞 働と を 利用して 彼等の 稱 する 精神的 敎 育なる もの を 行 はんと 欲し、 

彼 は 日本人の 共同 を 得て 彼等の 宗敎を 我が 邦人の 中に 擴 めんと 欲す。 彼に 讓 らん 乎、 文部省と 國 民と 

の 反對を 奈何 せん。 是に讓 らん 乎、 本國 傳道會 社の 否認 を 奈何 せん"〕 斷々 乎と して 所信 を實 行す るに 

0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  C  0  0 

あら ざれば、 此世は 如何に 面倒なる 所た る 哉。 (十 H0 

所感 W び お？ (s 治 三 十 一 年) 
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秋 夜雜感 

让 事と は爲す 事に あらす して 爲る 事を稱 ふなり、 我に 力の 有り 餘る ありて 自然に 爲る事 を让革 又は 

業と は 云 ふなり。 1^ 促と I 诚責 とのみ を 以て 子弟に 善事 を强 ゆる 今の 敎育家 は、 倫理 學の 初歩 も 知ら ざ 

る 者な り。 

心に 無限の 歡 喜と 希^な き 者 は、 革新 改良 を 叫ぶ の 權利を 有せす。 其唱 ふる 不平に 替 ふるに 滿足 なき 

者 は、 不平 を 表白す るの 資格 を 有せす。 先づ淸 明の 域に 人り、 其處に 無限の 仁愛と 平和と に 接し、 然 

る 後に 此 濁世に 降り 來 りて 汝の 不平と 膽 汁と を 叶； けよ。 

ゼ ー ムス、 ブライス 氏 は， 故グ ラッド スト ー ン氏を 評して 曰く 「彼 は 甚だ 高慢なる 人たり しも、 甚だ 

謙遞 なる 基督 信徒な りし」 と。 彼の 高慢な りし は 彼の 自重 心の 篤き より 來り、 彼の 謙遜な りし は 神の 

完全なる に 比し 彼の 不完全 を 感ぜし より 来れり： 偉人の 品性 は 皆 此の 如き ものな り。 

雜誌界 の 寂寞 は 思想の 枯渴を 意味し、 思想の 枯渴 は壓制 的敎育 制度より 来れり。 雜 誌の 廢刊に 伴 ひ、 

兵 營の增 築と 軍艦の 增 製と あり、 文 は 武に壓 せられ、 想 は 暴に 抑 へられ、 華族と 山師と は榮 えて、 文 

人と 思想家と は 餓死す。 是を ペリ クリス 時代の 自由と 文學 とが 竝び 興りし に 比して、 H リサべ ス 時代 


の英 國に沙 翁と ベ 1 コ ン とが 竝び榮 えしに 比して、 余 は 日本 今日の 狀 態に 就いて 轉た 感慨. なき 能 はす- 


サ ー、 ロバ ー 卜- モリ H 1 曾て 故 ビス マ ー ク公を 評して 曰く、 「彼 は獨 i^! 國を大 ならしめ しと 同時に" 

ll; き ぐ 和, 〔，、りい かかり」 と。 國 家の 全力 を擧げ て國威 發揚の 用に 供せ し鐵血 宰相の 事業 は、 實に斯 

の 如き 者たり。 民 在りて 國 在り、 國 在りて 民 在る にあら す。 民 を 小に して 國を大 ならしむ る 政略 は、 

枝葉 を切斷 して 斡 を 太らし むる の 政略に して、 斯の 如き 木の 竟に 枯死す るに 至る は理の 最も 瞎易 きも 

のな り 0 

ビス マ— クの獨 逸と- 伊藤 侯、 樺 山 伯、 高 島 子の 日本.' 國 威の 發揚と 人民の 長 縮、 軍人の 榮華" と文學 

者の 幾 賜、 日本 國は 世界の 表面に 大 にして 日本人 は 心の中に 益々 小な り。 「ト 月) 

海の 東西  ， 

海の 西に 在りて は、 滿洲の 頑冥 黨は 威を逞 ふし、 革新 黨は 或は 逐 はれ、 或は 首 を 刎ら れ、 或は 獄に投 

ぜ られ、 開國と 進歩と を 叫ぶ 者 は 惑世莩 民と 稱 せられて、 今や 禹 域に 足を留 むる 能 はざる に 至れり。 

而 して 其 結果た る や、 國 -:}, れは 滅亡の 域に 瀕し、 其 分割 は將に 近き にあらん とす" 改革 黨の 賊子 は阈を 

全 ふす る 者なる に 反て 斥けられ、 保守 黨の 忠臣 は國を 滅ぼす 者なる に 反て 迎 へらる。 五 ：！ 人 海の 此方よ 

り 隣國の 非運 をび 1- み 見て、 轉た 感慨の 念に 堪 へす。 

海の 東に 在りて は、 本願 寺と 貴族院との 保守 黨は 互に 相 結託し、 或は 權 門に 頼り、 或は 勢家 を 擁し、 
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民の 權を 主張す る 者 を 見る に 亂臣娀 子 を 以てし、 或は 高等 敎育 會議 となりて 排外的 決議 を發 表し、 或 

は 石 川 舜ムロ 師の機 文と たりて、 護國擁 法の 名の 下に 進歩的 政 度と 宗敎と を 排撃す。 

海の 西に 在りて は、 保守 黨の 跳梁 は 確に 社稷の 滅亡 を 意味す。 海の 東に 在りて は、 同一 の 原因 は 同一 

の 結果 を來 たす の 虞な き 乎。 (十  一 3 

帝 國大學 の衰凋 

學を 目的と する 學は、 竞に衰 凋せ ざる を 得す。 そ は 學は其 物 自身に 於て 振起 奮 輿の 力 を 有する 者に あ 

ら ざれば なり" 學： li 之 を勵 ますに 高貴なる 意志の 感動 を 要す。 功名 を 目的と して、 利益の 刺戟に 依り 

て、 智能 は 永久に 發 育し 得べき ものに あらす。 我が 帝 國大學 の衰凋 は、 其 中に 高遠なる 理想の 活動せ 

ざるに おす "し 

卒業生 を 出す 玆 に：：： f 五百餘 名、 今猶ほ 學に從 事す る 者 二 千 三百 名、 其規 桟の大 にして 其 器具の 察備 

せる、 實に蘇 西 以東 第 一 とす。 而 して 彼等の 中より 未だ 曾て 一 人の 詩人の 出で 來て、 吾人に 希 の赞 

歌を與 へしな く、 一人の 政治家の 出で て、 明白に 我が 國の 天職と 未来と を 指示す るな し。 其學は 常に 

營利 的に して 平凡， 其 術 は 職人 的に して 仁慈 的なら す。 國民 理想の 淵源た る 帝 國大學 にして 斯の 如く 

んば、 我が 國の 復興 は 何に 依りて か 待たん、 豈， 嘆すべき の 極なら す や。 (十一 flo 


國民 思想の 改革 

日本 今日の 耍 すつ ひ  1 改革 は、 政治 义 は文學 又は 社交 等 一部の 改革に あらざる なり。 日本 今日の 要する、 

改革 は、 思想の 改革な リ、 卽ち 父母に 對 する 思想の 改革、 夫に 對 する、 妻に 對 する、 兄に 對 する、 弟 

に對 する、 僕と 婢 とに 對 する、 友と 隣人と に對 する、. 一言に して 蔽 へば 『人』 に對 する 思想の 改革な 

り。 權利 義務の 念、 此に 依りて 生じ、 新法 律の 精神 此に 依りて 明らけ く、 新 憲法の 運行 此に 依りて 稍 

稍阆 滑なる を 得べ し。 そ は 東洋 的 父子 兄弟 朋友の 關係 は、 + 日歐米 諸國に 於て 行 はる  >- 人間 相互 間の 

關 係と 大に趣 を 異にする もの あれば なり。 

歐洲. 國、 土 耳 古 を 除く の 外 は、， 孰れ も 歷史に 所謂 Oonversion たる 時期 を經 過せ り。 是れ 常に 改宗 

と譯 せらる  > 語 にして、 其の 現象た る、 常に 基督 敎の 採用と 共に 来りし ものな り。 然れ ども、 其國 民 

的 生涯の 上に 根本的 變化 を與 へしより 見れば、 改宗 の 二字 は 能く 其眞 意義 を 顯すも のに あ らざ る を 知 

るべ し。 Conversion は希臘 語の Ta の譯 字に して、 後者 は變 想と 譯 すべき ものと す。 卽ちメ 

タノ ィャ を經 過せ し！： 民と は、 其 田 4 想に 於て 根本的 大變化 を 来たせし 者の 稱 なり。 

我國の 武士 氣 質なる もの は、 羅馬 時代の ストア 主義なる ものと 相 類似す る だ 近し。 日本人と 人種 を 

同う する 匈牙利 人の メク ノィャ 以前の 思想 は、 今日 我 國に行 はる i 道 德的觀 念と 殆んど 同一な り。 兒 

女 を 以て 其 父母た る 者の 所有 品の 如く 思 ひし 觀 念に 至りて は、 獨逸 民族、 拉典 民族 皆 一様な りしが 如 

し。 賣 奴の 制 は、 我！： に 於て は 行 はれ ざり しと 雖も、 僕婢 を賤視 し、 蓄妾、 賣淫を 公許す る 等の 點ょ 
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り 察すれば、 人 權の眞 意義 は、 我國 民に 於て 未だ 全く 了解せられ すして、 人身 资買の 精神 は、 个摘ほ 

存 すと 云 ふ を 得べ し。 其 他、 今日 我國に 於て 行 はる、 風習 慣例に して、 メタ ノィャ 以前の 歐洲， 國に 

於て 行 はれし 者 甚だ 多し。 吾人 は 宜しく 深く 此に 鑑みる 所 ありて、 大膽 に阈民 思想の 大變化 を；^ るべ 

きなり。 (ナ 一月) 

老 物 

老 物と は必す 年老いた る 者 を 云 ふに 非す。 老 物と は 其 抱 持す る 思想の 古き 者を稱 ふるたり。 藩^ 政府 

の 制定せ し 偽善 敎 育の； 卜に 薰育 されし 我 國の靑 年 は、 彼等の 授けられし 思想の 古き が 故に、 老 物の 名 

を 免る X を 得す。 グ ラッド スト ー ン は、 彼の 抱 持せ し 思想の 常に 青春の 新しき が 如く 新鮮な りし 故に、 

八十 三 歳の 高齢に 達して 尙ほ壯 士の慨 ありき。 神の 完全に 達せん と 欲する の 理想 を 抱き、 宇宙の 濶き 

に 傚 はんとす るの 慾 念に 充 ちて、 我 老いん と 欲する も 得す。 詩人 バ イロ ン 曰く、 「想 は 心の 秘術」 と。 

想に して 無限大 たらざる 以上 は、 心の 早く 衰凋 枯死す るに 至る は當然 のこと なり。 

實務を 目的と する 者 は 老衰し 易し。 その 實務は 思想の 實成を 急ぐ もの なれば なり。 事物 は 凡て 實 成し 

て 其 終結に 達する ものな り" 人 その 思想の 實成を 見て、 彼 は旣に 彼の 最終 期に 達せし なり。 常に 若 か 

らんと 欲せば、 常に 實成 せられざる 思想 を懷 かざる ベから す。 靑年は 夢想す る 人な り、 夢想 竭き、 利 

害 を醒覺 する に 及びて、 彼 は 旣に老 物と 化せしたり。 

常に ィム ボッシ ブル を計畫 する 人、 常に 大 改革 を 望む 人、 常に 詩人 的に して 夢想す る 人、 常に 利害の ， 


念に 疎き 人、 常に 危險を 感ぜざる 人、 是靑 年な り、 壯士 なり。 旣 にボッ シ ブル を渴 望し、 旣に溫 和 主 

義を 主張し、 旣に 散文的に して 實務に 着目し、 利害の 念に 銳く、 脚下に 注意す る 者 は、 彼の 年 を 重ぬ 

る 幾 罔なる を 問 はす、 彼は老 物にして 旣 に廢棄 物な り。 (十一月) 

余輩の 欲する 改革 

余輩の 欲する 改革 は、 少なくとも 左の. $1- 件 を <k む。 

一 、 軍備 を 縮 少して 敎 育を擴 張す る 事。 

一 、 華 士族 平民の 制を廢 して、 總て 日本 市民と 稱 する 事。 

一 、 軍人 を 除く の 外 は、 位 動の 制 を全廢 する 事。 

一 、 府縣 知事 郡長 を 民選と なし、 完全なる 自治 制 を 地方に 施す 事。  - 

一 、 政治的 權 利より 金錢的 制限 を 取り除く 事。 

一、 上院 を 改造し、 平識 以下の 者 をして 其 議員た る を 得 ざら しむる 事。 

一 、 藩閥 政府の 餘齄を 掃蕩す る 事。 

敎育は 今の 支那 的、 偏 遇 的、 囘顧 的、 固執 的、 强壓 的、 虚禮 的の 制度 を 魔し、 抱 世界的、 遠望 的、 膨 

腸 的、 自由 的、 實行 的の 方針 を 取り、 且つ 世界的 智識 を 注 人し、 支那 語、 英語、 西班牙 語 等、 世界 通 

有の 國語を 授け、 國內に 充溢す る 人口 を 海外に 移植す るの 便に 供し、 以て 大に國 民の 平和的 膨 帳を畫 

るべ し。 
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貴族 を廢 する は、 一は 以て 貴族 彼等 自身の 依頼心と、 之に 伴 ふ懶惰 心と を 去り、 彼等 をして "優勝 劣收 

の嚴密 にして 而 かも 恩 惠 ある 天則の 下に 棲息せ しめ、 以て 人生の 眞好味 を 知らし め、 二に は 下民 全 體 

の 自重 心を增 進し、 彼等に 自家 改修の 希望 を 供し、 三に は 皇室と 國民 との 11 壁 を 除き.、 兩 者の 關係を 

して 益々 近密 ならしむ るに あり。 

余翬 は、 斯の 如き 大膽 なる 改革が、 今の 政治家の 決行し 得る ものな りと は 信ぜす。 然れ ども、 天 若し 

未だ 日本 を 見捨てす して、 ク II ムゥ H ル 的の 偉人 を 吾人に 降す こと あらば、 其事實 となりて 現 はれ 來 

らんこと を 期す。 (十 一 月〕 

宗 旨ち が ひ 

我れ 基督 敎を 信じ、 彼れ 佛敎を 信 すれば とて、 我と 彼と は 未だ 全く 宗 3e を 異にする 者な りと 稱 ふる を 

得す。 そ は 彼が 阿彌 陀を拜 する は、 我れ 我が 神を拜 する の 心 を 以てする や 未だ 以て 測り 知る ベから す。 

人 は 多くの場合に 於て、 異名 を附 して 同 物を拜 する もの なれば、 其崇拜 物の 名の 異なる の 故 を 以て、 . 

宗旨 爭ひ をす る は 愚の 極と 謂 はざる を 得す。 

是れと 同時に、 同一 の 宗敎を 信す る 者 は、 ：e 人 も 同宗 旨の ものな りと 思 ふ は、 亦大 なる 誤謬な りと す。 

そ は 人 は 多くの 異なりた る 動機より して 宗敎を 信す る 者 なれば、 我と 全く 異なりた る 意志より して、 

我と 同一 の 宗敎を 信す る 者 ある は、 決して 疑 ふべき にあら す。 

故に 宗旨の 異同 は、 その 是を 信す る 動機に 從 ひて 定 むべき ものにして、 其 名目の 異同に 從 ひて 定 むべ ， 


きものに あらす。 後生の 安樂 を 得ん が爲 めに 彌陀に 縫る 者 は、 同一 の 目的 を 以て 基督に 依り 賴む 者と 

宗匕 3 を 同う する 者な りと 謂 はざる を 得す。 叉 心身の 純潔た らんこと を みて、 基督に 來る者 も、 釋迎 

に 來る者 も、 モハメッドに 來る者 も、 同一の 宗旨 を 信す る 者と 謂 はざる を 得す。 . 

人の 宗旨 は、 彼の 奉持す る 人生観な り。 利得 を 以て 人生の 最終目的と 見做す 者 は、 孰れの 宗敎を 信す 

るに 關せ す、 凡て 一宗 敎に歸 依す。 又 智略 才能 を 以て 宇宙人 生に 於け る 萬 能の 力た A りと 信す る 者 は、 

縱令 本願 寺の 執事た る も、 或は 基督 敎會の 策士た る も、 凡て 皆 同一 の 宗門に 歸依 する 者な り。 饑え 渴 

くが 如く 眞理と 正義と を覓 むる 者 は、 其 崇拜物 ひ 如何に 關 せす 同宗 旨 に歸 依す る ものな り。 (十一月.：" 

弛む 勿れ 

正義 は 敗れて 舆り、 不義 は 勝ちて 亡ぶ。 是れ歷 史の恆 則に して、 過去 六 干 年間の 人類の 實 驗に徵 して 

明かな り。 暴 者 一 時の 勝利 は 彼の 一 段の 衰滅と 墮 落と を 招き、 義者 一 時の 踪跌は 其  一 の 隆起と 昇進 

と を 促す。 ソクラテス 1^ づ 毒に 死して、 彼の 敎義は 時の 文明 世界に 普く、 キリスト 十字架に 碟 せられて、 

十九 世紀末 期の 今日、 彼 は 王の 王と して 泰西 億兆の 崇敬 を繫 ぐ。 仆れ て^を 故つ もの は旃欖 なり、 死 

して 光を揚 ぐる もの は 正義たり、 吾人 豈に 務めざる ベ けん 哉。 C. 十一月」 
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ドレ ヒュ I ス 事件の 眞相 國家對 正義 

嗚呼、 是れ 一 尉官の 任免 黜涉、 佛國 陸軍 部内の 問題た るに 過ぎざる ものなる が 如し。 而も 事實に 於て 

は是れ 單に佛 國の大 問題た るの みならす、 亦 世界の 大 問題な り。 蓋し 故な くんば あらす。 

世 は是を 以て 排セミ チック 熟の 結 菜な りと なす、 蓋し 愆ら す。 或は 之 を 以て 怫國 陸軍 部內 腐敗の 暴露 

なりと す、 蓋し 亦愆ら す。 然れ ども 是れ 未だ 其 眞相を 穿ちし ものと 云 ふべ からす。 余顰を 以て 之を见 

®  ®  S  (。■> 鲁 • き •  •  3  (ふ 3  ^  0.)  3  ^  ®  0.^  a  0  3  ®  3  s  一。)  ®  ®  ® 

るに、 是れ實 に 國家對 正義の 大 問題に して 卽ち國 家 死活の 大 問題な り。 

正義と 國〈\ 巧 佛國 人民の 孰れ か 之 を 重ん する や は、 此 事件に 因て 決せら る、 なり。 國 ，；}s# を 抑 へても 正 

義を 伸ばさん とする か、 將た 正義 を壓 しても 國家を 揚げん とする 乎、 是れ 目下 佛國 人民の 內 心に 沸騰 

しつ i ある 大頌悶 なり。 佛國 陸軍 部はド レヒュ ー スのセ ミチ ッ ク人 たると、 大尉た ると に關 せす、 彼 

に對 して 不義 を 行へ る は 疑 ふべ からざる 事實 なり。 之が 審判 を 公平に 正 當に行 はん 乎、 靑に 陸軍 部.？： 

の 腐敗 を 暴露す るに 止まらす、 延いては 民心の 激昂 を 醸し、 或は 獨 逸との 交 涉を惹 き 起して、 怫蘭西 

の國 家、 遂に 破壞を 招く や も 未だ 測るべからざる なり、 若し 夫の 伊太利の マ キャベル、 澳のメ テル 一一 

ッヒ、 若く は獨の ビス マ ー クの輩 をして、 此 事件に 對 せしめん 乎、 彼等 は 固より 斯 かる 全天 下の 耳目 

を聳 動す る大 問題と はたさ ざり しなり。 彼等の 國家を 以て 至上 至 重と なす、 是れが 安寧 を 妨害す るに 

於て は 豈に千 百の 人命 を 顧みん や、 何ぞ況 んゃ爲 めに 一 尉官の 寃枉を 正す に 遣 あらん や。 彼等の 國家 

に 取りて は、 此 種の 事件 をして 天下の 大 問題たら しむる 能 はざる なり。 然るに 今や 余輩 此 事に 關 して 


人心の 沸騰 を 佛國に 見る に當 りて、 怫國の 天地に 正義 眞理 が猶ほ 其；^ 翼 を 擴げ、 至大の 運命 は 未だ 之 

を 捨てざる を 見て、 心竊に 彼の 園の 爲に賀 する を禁 する 能 はざる なり。 怫國 ドレ ヒ ュ 1 'スを 抑へ 以て 

國家を 揚げん 乎、 國家 或は 事な きを 得ん、 然れ ども 其 無事なる は斷 じて 永久の ものた る 能 はざる なり。 

佛國 ドレ ヒ ュ ー スを S: する 公平に、 以て 正義 を 仲ば さん 乎、 圃家現 刻の 安寧秩序に 動 搖騷亂 を來た 

す こと ある も、 而も 之と 同時に 彼の 國は眞 の 安寧秩序に 基礎 を 置く ものな り。 然り、 正義 は國 家より 

大 にして、 其 基礎 を 正義の 上に 定 むる 画家の み 永久に 榮 えん、 余輩 は 佛國が 此痛激 なる 試煉 を經 過し 

て 後、 更に 偉大なる 國家 となりて、 一 大敎訓 を 全世界に 供 せんこと を 祈る。 (十 一 月) 

中 阿 大學校 

近頃 ス ー ダンの 砂漠に マ- ヂの 軍を殲 せし 英埃 遠征 軍司令官 キチ ネル 將軍 は、 今や 戰爭 善後策の 一 と 

して、 六十 萬圓の 資金 を 募集して、 力 ルツ ー ムの 市街に 中 阿 大學校 を 設立し、 以て 新 文明 を黑 奴の 屮 

に 布かん と 運動し つ .1 ありと 云 ふ。 流石 は 自由 國の將 軍 だけ ありて、 武を 以て 武に： g がんと 欲せす し 

て、 文 を 以て 武功 を 全 ふせんと す。 羨ましき 事と 云ぶべし。 (十 一 月) 

靈魂 不滅の 科 學的證 明 

心 现學の 進歩 は、 靈 魂の 不滅 を科學 的に 證 明す るに 至ら ざれば 止まざる べしと は、 豫て 余輩の 斷 言せ 
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し 所なる が、 今や 博士 リツ チヤ ー ド、 ホヂ ソンが、 此 問題に 關 する 氏の 研究の 結果 を 世に 公に せし よ 

り、 歐米學 者 問の 一大 問題と 成れり。 氏の 報告書 は 三百べ ー ヂの 長文に 涉り、 調査 精密 を 極め、 コ P 

ム ビア 大 學敎授 ハイス ップ 氏の 如き、 ハ ー バ ー ド大學 敎授ジ M 1 ム スの 如き すら、 其 査究の 方法に 

就て は 一 點の疑 を 挾む に餘 地な きこと を 表，：！： せり。 勿論 か. -る大 問題に 會 して、 余輩 は 一 學 者の 硏究 

の 結果に 依りて 余輩の 斷定を 下すべき に 非す と雖 も、 而も 人類 在. 9 て 以來、 其 最大 最高の 希^と して 

今日まで 維持せられ たる 此 信仰に して、 科學 的に 證明 さる X に 至らば、 實に 人類の 思惟に 一大 變動を 

來た すに 至る は、 余輩の 辯 明を俟 たす して 明かな り。 功名 何物 ぞ、 富貴 何物 ぞ、 吾人に して 死して 死 

せざる 者なら ば、 吾人 は此 夢幻の 如き 短 生涯の 爲 めに 計らす して、 萬 年 を 目的と し、 永遠を希^1"^|とし 

定む るに 至らん。 是に 於て 內閣 更迭 問題の 如き、 微々 細々、 實に 一 顧の 値な きものなる を識 るな り。 

(十 一 月) 

維 感 

保守主義の 勝利と 進歩主義の 肷 北と は、 支那に 於け る も、 朝鮮に 於け る も、 日本に 於け る も、 ^同一 

轍な り。 是こ 於て か 日本 も 支那 も 朝鮮 も、 文明の 原 質 を 同じう する の國 なること を 世界に 表门 せり。 

支那 的 敎育を 施して、 支那 的 態度 を 取る に 至る。 是れ理 の 正に 然るべき ことにして 決して 怪しむ に 足 

ら ざるな り。 支那 人 を 養成して 第二の 支那 國を 作れり、 此れ 藩閥 政府の 實行 せし 一大事 業に して 赏に 


世界 歷史 に特書 さるべき 事な り。 

我が 憲法の 始めて 發 布せられ しゃ、 ス ベン サ ー、 ベ ショウ 等の 碩學は 言へ り。 是れ歷 史上の 大試驗 な 

りと。 彼等 は 日本人の 支那 的 傾向 を 知りし ならん、 故に 此く 評せし ならん、 而 して 斯 氏の 豫言カ は 今 

や 我が 政治家に 依りて 證明 せられん とす。 余輩 は斯 氏に 推服す る 益々 篤し。 

十九 世紀 將こ 暮れん とし、 二十世紀 將に 明けん とする 今日、 我國 にして 此 政府 あり、 斯くて こそ 地球 

屮心說 も- 冉び ぼに 唱 へられ、 汽車：：^, y 論 も 人の 注意 を惹 くに 至る なれ、 多望の 世の中と 云 ふべ し。 

二十 萬噸の 軍艦と 五十 萬の 陸兵と を 以て、 歐米諸 國に抗 せんと 欲する のみなら す、 世界に 杭し、 宇. _a 

に 杭し、 造物主と も戰 はんとす る 元老 諸 公の 勇 氣も亦 賞 讚すべき かた。 英 王カヌ ー トは 海に 寄せ 來る 

波浪 を叱坨 して、 之 を 却け 得 ざり しと 聞け り" 然るに 今や 元老 諸 公 は、 此 一 圑の軍 を 提げて、 世界の 

大勢 を 玆に喰 ひ 止めん とす。 カス ー ト地ド に 諸 公の 蠻 勇に 驚かん。 

行って 見 給へ、 行って 見 給へ、 日.^ 國は 焦丄と 化する も 可な り、 元々 諸 公が 刃に 畔 りて 取りし 天下、 

是を 岩に 打 附け浪 に 漂 はせ て、 活かす も 殺す も 諸 公の 勝手 たるべし。 余輩 も 時には 日本 國は 日本人の 

日本な りな ど 不埒な 考を 出せば こそ、 少し は 愛 國心も 燃-え 來て、 其 天職と か、 將來 の光榮 とか を に 

する こと ありと 雖も、 是れ塞 に 不心得 千 萬の 事に して、 日本 國は 畢竟す るに 日本人の 日本 國に あらす 
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とならば、 余^^华は训に腹の立 っ事もなし。 (十一 =o 

破 壞と建 設 

深切なる 學者某 あり、 余輩に 考搵の 如き： ば 意 を 加へ て：：： く、 『君の 爲す所 悉く 破壞 的なら ざる はな 

し、 M ぞ 少しく 破 壌を歇 めて 建設 を 計らざる.』 と。 

余^ は 彼に 爾か 答へ らく、 

ァ、 然る 乎、 軟弱き 余輩の 打撃に 遇 ひて 破壞 する もの は、 余輩 を俟 たす して 破壞 する ものな り、 斯 

の 如き ものに 對 して は 余辈 の打擊 は破壞 寸刻 を 早む るの み。 余鞏 堂に 亦 破 壞の爲 めに 破壞 を：^ む も 

のな らん や。 君 見す や 破壞は 建チ； 1 の 第一 着 乎 段なる 力 ど、 夫の 破 壞を全 ふせざる 建設 事業 を： よ、 か 

の 儒 耶兩敎 の 上に 建てられし 同志 社 を 見よ、 かの 藩閥の 餘 i チを掃 攘し得 ざり し政黨 内^ を兑 よ、 共 

E 的と する 所 を 失 ひしの みならす、 彼等 自身の 存在 さへ も 失 ひしに あらす や。 荊棘 を 燒き拂 はすし 

て 種子 を 下す 農夫 は 愚人な り。 基礎 を 地下 石盤の 底にまで 掘り下げざる 建築 師は 愚人な リ。 敢て 問 

ふ、 先生 は此 偽善、 虚飾、 浮薄、 砂の 如き 社會の 地盤の トーに 強固なる 國家を 建設 せんと せらる k や。 

余輩 は斯の 如き 徒勞の 業に 從事 する を 好ます、 故に 个：： ： は 專ら破 壌の 荒仕事に 從事 する のみ。 

勿論せ に は 面， 曰 半分の 破壞 あり。 而 して 余輩 も 亦 餘り眞 面目に 過ぎて、 -m 慨を 以て 破裂 せんこと を 

恐れば、 時には 社 會の戲 的 半面 を 以て 笑 聲を發 せざる に 非す。 然れ ども 表面の 笑 額に 伴 ふに. 心の 

熱淚 なきに あらす、 憤怒の 時には 哄笑と 化する こと ある は、 是れ 雷電の 膏 雨と 變す るが 如き ものな 


り、 搏り 殺さん と 欲して 時には 笑 ひ 殺さん きを 勉 むる のみ。 バ ー クは 彼の 友人 博 土 ジョン ソン を 評 

して 『彼 は 善く 憎む ものな り』 と 言へ り。 ぉ聚も 及ばすな がら 彼に 做 ひて 此 世に 充滿 する 魔魅の 族 

を 善く 憎まん こと を 欲するな り。 然れ ども 能く 憎まん と 欲すれば 先づ 能く 愛せざる ベから す。 眞怒 

は 真 愛の 轉化 なり。 余輩 は 蛇蝎の 如くに^ 虚の人 を 憎むな り。 然れ ども 人 は 人に して 蛇蝎に あらす、 

彼の 心に 神明の 宿る あり (彼 は 之 を識認 せざる も)、 彼 は 余輩の 兄弟に して 亦 骨肉な り。 故にお 輩 

の 彼 を 憎む は 愛の 爲 めに 憎む たり、 然り、 少 くも 斯く 憎むべき たり。 斯く言 ひて， ぷ擎は 彼に 姻 びて 

彼の 愛 を 買 はんと 欲する 者に あらす、 然れ ども 余輩の 惡 口の 益" 劇烈な らんが 爲 めに、 余輩の 愛 心 

の 益 C 深 からん こと を 欲する は事實 なり。 

人、 何人 か 建設 を 好まざる 者 あらん 乎、 何人も 苦味に 愈り て 甘露 を需 むる たり。 殊に 我 邦人の 如き 

は 苦味 苦言 を 厭ふ甚 しき は 余輩の 能く 知る 所な り。 故に 建 5|ー；1 の 言と 稱 して、 虚偽 を 供す る もの あれ 

ば 喜びて 迎 へられ、 破 壌の 言と して 眞情を 叶-露す る 者 あれば 厭 はる i は、 此 君子 國 の特徵 なりと す 0 

故に 見よ、 我國 今日の 社會に 『建設者』 の 甚だ 多き こと を。 何れの 政黨 も、 3： れの學 ー妝 も、 皆 慮 女 

の 如き 聲を 放ちて 經綸 とか 稱 する 甘露 水を賣 るな り。 而して甘きを好む蟻族は爭ひて之に^^：-ひ來る 

なり。 而 して 昔 南 陽 縣の菊 水 下流 を 汲みて 齢 を 延べし が 如く、 令 やせ 露 水 を 飲み、 或は 勒 任 參事官 

となり 或は 大臣とまで 攀ぢ 登りし 者な きに あらす。 然れ ども 嗟 呼、 此 甘露に 菊 水の 藥的 元素な きが 

故に や、 其 之 を 汲みて 政治的 社交的 兩 つながらに 生命 を 終へ し 者何ぞ 多き や。 依て 知る、 甘露 的經 

綸の必 すし も國を 建つ るの 道に あらざる こと を。 否な、 余輩の 無識を 以てする も、 輩 は： _w 一一： 一 II を以 

て國を 亡ぼせし 例 を 知る と雖 も、 苦言 を以 て 之 を陂壞 せし 例 を 知らす、 苦霄亦 要な きものに あら ざ 

所感 及び 感想 (明治 一一 一十一 年)  H=e; 九 


東京 獨 立 雑誌 時代  五 五 〇 

るな り。 敢て問 ふ、 世に 建設者なる 者は實 在す る や、 人間の 爲し 得べき 事 は、 邪を排 し： 止を迎 ふる 

消極的 受動的 事業に 止まる に 非す や U 吾人 は 草葉 一片 だ も 作る の 力 を 有せす して、 惟 僅に 荊棘 を排 

し、 幼芽に 濯ぎ、 天 光と 青 雨と を 待ちて 開花 結實を 待つ 者なら す や。 國家を 建設 せんと 揚ー 一一-一：： する 人 

は、 最も 高馒 なる 人な りと、 余輩 は 思 ふなり。 是れ卽 ち 彼 は 自身 神たり と吹聽 する に 均しければ な 

り。 故に 大政 治 家はク ri ムゥ H ルに まれ、 ワシントンに まれ、 壞 すべき を壞 して 然る 後に、 大の命 

を 服 磨して、 天の 建設的 恩惠に 沐浴せ しのみ。 此謙遞 の 心なく して 國家を 建設 せんとせ しものに し 

て、 一人と して 成功せ し 者 ある を 聞かす。 余輩の 成し 得る こと は破壞 のみ、 天に 祈りつ X 從事 する 

破壞 のみ、 余輩 は 淚を飮 みて 斧 錢を揮 はんと 欲す。 余翬は 義の爲 めに 憤らん と 欲す。 而 して 後 其 結 

果は …… 是れ 天の 司る 所に して 余輩の 關 すべき ことに あらす。 要は 心 裡に愛 心を蓄 ふるに あり。 其 

之を發 表決 行す るの 方法に 至りて は是れ 細事の み。 

余輩 斯く 語り 終る や、 深切なる 哲學 者は闩 く、 『君 は 何事に も 能く 君の 理窟 を附 する に 巧な り、 余 は 

w び此 事に 就きて 君に 忠告せ ざるべし。 然れ ども 1!!; にして 何故に 多くの 友 を 得る 能 はざる も、 是れ余 

の 知らざる 所な り』 とり 

余輩 之 を 聞きて 潜 然淚數 行 下る。 獨り竊 に 語りて ：！： く、 「禍哉 我、 我 も 亦哲學 者た る 能 はざる を」 と。 

時に 秋雨 蕭々、 余輩の 友人 は 車を驅 りて 去る。 余輩 は 獨り步 に まかせて 泥中 を 歩み 行けば、 路傍に 佇 

む卑 夫賤婦 は、 余輩の 詩的 感情に 訴へ て、 反て < ^^の 決心 を强 むる が 如し。 (十一月〕 


人 意より 出で し 經世策 は、 昔より 今に 至る まで 總て 失肷 なりし。 君主 政治 敗れ、 寡 人 政治 敗れ、 今 は 

故 ビス マ ー ク 公の 發 見に なりし 壓制 政治の 一種なる 國家 主義なる もの は、 其本國 なる 獨 逸に 於て、 共 

隣國 なる 填 地 利と 伊太利と に 於て、 衰退 壞滅の 兆 を 示せり。 國家 主義なる もの も、 原始時代に 於け る 

人類の 祖父が 天に 登らん が爲 めに シナル の 平原に 築きし バ ベ ル の 塔の 如き ものに て ありき。 其 終る 所 

は、 混亂、 紛擾、 不和、 壞顏。 是れ 天道が 策士 經世 家の 類 を 困し むる の 法に して、 世 道 人心 を 益す る 

決し て 少小 にあら ざるべし。 

人の 生涯 は、 彼の 注目す る 事物の 性質に 由り て 決せら る-もの なり。 變遷 限りなき 政 海の 波浪に のみ 

思 を 込む る 者 は、 竞に 之と 共に 浮沈し、 終生 堅固なる 人生の 基礎に 到達せ すして 止まん のみ。 政治 は 

社會の 外被た るに 過ぎす、 而 して 外装の 衣裳に 思惟 を 凝らす 者 は、 淺心 薄情の 婦女子な り。 日の出 づ 

るより 日の 入る まで、 政治 を 除きて 他に 談 する 題目な く、 國 として 言へば 必す其 政治 を 語り、 政治的 

に榮 ゆる を 以て 其 唯一 の光榮 なりと 信す る もの は、 畢竟す るに 薄志弱行の 懶惰漢 たるに 過ぎす。 大膽 

に 形而上の 迷宮に 入り、 理性の 粹を 探り 来りて 之を獨 逸の 思想界に 貢獻 せし H マ-一 ュ ュル • カント は 

モルトケ、 フレデリックに-優る aEf^ 者に して 愛國 者な り。 中 阿の 黑 人に 平和の 福音 を 宣べ傳 へし リピン 

グス トン は、 ス ー ダンの 砂漠に マ ー ヂの軍 を纖 せし キチ ネル 將 軍に 勝る の 業 を、 彼の 英 國 と 世界と に 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五 五 一 


^さ (獨 立雜 if- 時代  五 五 二  i 

供せ り。 世に は 政黨と 藩閥 政.；^ とに 依賴 せす して 遂行し 得る 事業 甚だ 多し。 何 を 苦み て 彼等の 庇 i^i を 

待ち、 此 貴重なる 時日 を 消費す ベ けんや。 天に 輝く 星 は、 內閣の 更迭と 共に 其 運行 を」 めす、 ；，々 人 は 

思 意 を； 大{ 仝惊萬 里の 外に 趨 する こと ある も、 此等變 幻 極まりなき 浮漂の 族に、 吾人の 心 を 寄す ベから. - 

ざるな り。 

內に對 して は 怫敎徒 を 惧れ、 其 歡心を 失 は ざらん が爲 めに は 政策 を替 へ、 無辜 を 罰する を 以て 恥と な 一 

さす。 外に 對 して は 耶蘇 敎徒を 惧れ、 其 風 を 習 ひ、 其 俗 を 用 ひ、 以て 單に 文明 國 たるの 體.， g を 飾らん 一 

と 欲す。 堂々 たる 帝國 政府 を 動かす に、 只 暴威 を 一： 小す の 要 あるの み。 彼 を內務 大臣と 呼ぶ 勿れ、 彼 を 一 

內圃 人の 傀儡と 呼ぶべし。 此を 外務大臣と 呼ぶ を： 一:£: めよ、 此 を外國 人の 奴隸と 呼ぶべし。 彼等の 大ほー 

たる は、 彼等に 大臣の 意思と 威嚴と あるに あらす して、 彼等が 大臣の 傅 給 を 貪れば なり リ 

其 自由 黨員 たる は、 自由の 大義 を 悟りし が 故に あらす して、 大隈が 憎き 故な り。 其自. S 主義なる もの 一 

を贊 する 所以 は、 ミ ラボ，.'、 フランクリンの 主義に 服せ しが 故に あらす して、 岩 崎の 狄逗を 恐れて な 一 

り。 主義と は、 名利と 憎 愛との 婦女 的 感情の 爲 めに 使用 せらる i 道具た るに 過ぎす。 因循 〔象の 進步黨 一 

員 あり、 歐 米の 自由 敎育を 受けし 者に 藩閥 黨 多し。 自由 は 自由 黨の 手より 望むべからざる は 明 {n なり 1 

進歩 黨 たるが 故に、 進步を 促す ものと 見る は 甚だ 誤れり。 黨員 閥族 は、 智 悉く 主義な き 人と 3- れば： H- 一 

なり。 そ は 主義 ある 人 は、 之 を 恥 ぢて黨 員 閥族た る こと を 肯んぜ ざれば なり。 


1^ 物學 者の 観察に 據れ ば、 軟骨 動物 は 太平洋 請 島に 於て 最も 善く 發 達すと。 布哇 諸島の 蝸牛 類、 小 笠 

原 諸島の 海螺族 は、 世界に 有名な り。 而 して 軟竹漢 も 亦 軟骨 動物の 一種と ならば、 同じく 太平洋の 西 

北 隅に 散布す る 日本 諸島 も 亦 例外に あらざる が 如し。 敢て 動物 學 者の 鑑定 を 仰ぐ。 

力 ー ライル 曰く、  r 汝等 若し 大臣 を 得ん とならば、 階上より 通行人の 群 中に 蜜柑の 皮片 を投ぜ よ、 而 

して 之に 當 りし 者 を 擧げて 大臣と なすべし」 と。 大臣た る は、 其智愚 利鈍 を 問 ふ を 要せす、 何人に て 

も 大臣た る を 得るな り。 黄海に 支那 人 を 屠りし 人 も、 市場に 仲間 を擲 りし 者 も、 胸間に 勳章を 輝かす 

者 も、 身に 襤褸 を 纏 ふ 者 も、 是を 文部大臣 として 彼の 伎倆に 等差 あるな し。 (十一月) 

社會の 征服 

有る が 如く 亦 無き が 如く、 感す るが 如く 亦 感ぜざる が 如く、 惠 あるが 如く 亦惠 なきが 如く、 義 者を迎 

ふる かと 思へば 亦 之 を 却け、 偽 人 を逐攘 して 亦 之を歡 待す、 是れ實 に 社 會てふ 怪物の 呈 する 現象に し 

て、 之に 欺かれ、 之に 誑かされ、 終に 恥辱の 淵に 墜落せ し 者、 世に 擧げ て數 ふべ からす。 

抑 も社會 なる もの は 何者 ぞ、 或は 一個の 組織 體 にして 倾 人格 を 備 へたる 生 體 なりと 云 ひ、 或は 地理と 

人種と に據 りて 制限 せられて 空間 時間に 存在す る 簡人體 なりと も 云 ふ C 然れ ども 社會學 者て ふ 冷 的 人 

物の 定義 を 離れて 常識的に 其眞 相を究 むれば、 是れ 『俗人の 集合 體 なる 俗 * 界』 たるに 外なら す、 之 

に 社 會てふ 學的名 稱を附 すれば こそ、 何とた く 奥ゆかしく、 何となく 賴 もしく も 見 ゆる なれ ども、 若 

所感 及び 感想 (S- 治 三十 一年)  五 五三 


東京 s 立雜誌 時代  五 五 四 

し其眞 相の 何物た るか を 看破せば、 その 決して 畏 るべき、 賴 むべき、 敬すべき 者に あらざる を 知る ベ 

し 0 

然れ ども 社 會てふ もの は 近 *1 人の 神 其 物な り、 社會の 制裁 力と 云へば、 聖 衆の 裁判の 如き 者と 思 ひ、 

善事 善行 は 悉く 其 賞 讚に 遇 ひ、 惡事 醜行 は 悉く 其 忌諱に 觸る i 事と 思 はる、 然れ ども 事實に 於て は 社 

會は 盲人の 盲なる が 如く 盲なる 者に して、 時には 魔魅の 眷族に 勳賞 位階 を 贈り、 志士 仁人の 首 を 刎ね 

て 以て 快哉 を 叫ぶ ものな り、 其 好 惡の變 り 易き こと 東洋 紳士が 彼の^ 淑の 妻に 於け るが 如し、 爲レ君 

薰 II 衣裳 1 君 聞 11 蘭 麝ー不 11 馨香 ^ 爲，， 君 盛 ニ容飾 1 君 看.， 一 珠翠ー 無 二 顔色 f 國家 主義 を 求む るかと 思へば^ 

界 主義 を歡迎 し、 我 は 金！ i 無缺の 君子 國 なりと 誇る かと 思へば、 世界の 淫亂圃 なりと 白狀 す。 其 文人 

に备， ^其 光榮の 時限 ありて、 彼が 彼の 社會に 飽き 菜 てられん 時の 到来す る は、 草木が 黄 落の 秋に^ ふ 

よりも 確かな り。 社會に 一 定の 主義 理想な き は、 曲學阿 量の 哲學 者に 學的 方針な きが 如く、 軟骨 無 腸 

の 政治家に 政 的確 信な きが 如し。 此學 者と 政治家と を 膨大して 此社會 あるな り。 此に 依る は 彼に 依る 

が 如く 危く、 此の 制裁 を 仰ぐ は 彼の 判決に 從 ふが 如く 拙し。 「神 は 最も 大 なる 人な り」 と は、 ス ヰ，. 

デン ボル グひ 神に 關 する 定義な りしが、  輩 は 少しく 彼の 語を更 へて 「社 會とは 最も 犬なる 俗人な り」. 

との 新 定義 を 玆に提 せんと 欲す。 

今人 動もすれば 社 會を革 めんと する に當 りて、 其 非業 非德を 社會其 物に 訴 ふる を 以て 惟一 の 方法な り 

と 信す。 然れ ども 余攀を 以てすれば、 是れ 盜贼の 改善 を 計る に 盜賊彼 自身に 訴 ふるの 類に して 決て 共 

功 を 奏すべ からざる は 勿論な り。 噴水 は 其 源泉より 高く ：！^ らざ が 如く、 社會 は社會 其き の 理想より 

古 问き行 爲に出 づる能 はす、 蓄妾 を旣定 制度と して 實行 する 社 會に向 ひて 蓄" 安の 實例を 指摘す と雖 も、 


社 會は其 倫と 快と に 感じ て 、 其恥づ ベ くし て惡む ベ き 制度なる を 認めす。 

然り、 社會は 聖賢に あらす、 亦 最高の 法衙 にあら す、 社會の 有する 智識と 道德と は、 其 之 を 組織す る 

俩 人の 智德を 平均せ しものに 外なら す、 而 して 智者 は 常に 最少 數 にして 愚者 は 最多数 なれば、 社會知 

識 なる もの は 常に 平均 以下に 位する ものたり。 此平識 以下の 「個人 體」 に對 して 正義 を 訴へ更 革 を 迫 

らんと 欲す、 是を愚 極の 沙汰と 稱せ すして 何とか 稱 すべき。 憐 むべき 社會 は、 此 訴訟に 遭 ひて 事 を 調 

现す る の 道 を 知らす、 惟囂 々 然とし て 改革者の 聲を 反 呼す るの み。 

故に 社會 若し 巨人なら ば、 彼 は 夜叉の 如き 豆 人な り、 或は 素戔嗚 尊が 退治し 給 ひしと 傳 へらる h 八 頭 

八 ni^ の妖 蛇の 如き 者に して、 少女 を啖 ひ、 八 槽の靦 を 飮み盡 し、 手に 財 權と政 權とを 握り、 身 は勳爵 

の 高き に 居り、 足に 孤兒と 寡婦と を 踏み、 其 眷嵐は 幾 百 干 萬 を 以て 數へ、 或は 愛國 者と なりて 敎肓界 

に跋 息し、 或は 國 家主 義を唱 へて 文界を 横領 せんとし、 官界の 椅子に 鍵り、 商界の 機運 を 制す、 酒吞 

童子の 更に 一 曆 巨大なる 者、 慈悲な き 主義な き 慾 心 深き、 虚名 を 愛する 者、 社 會てふ 者 若し 個人なら 

ば、 彼 は斯の 如き ものな り。 

怖るべく して 愛すべ からざる 者、 避く ベ くして 倚る ベ からざる 者、 我 を 利用す る こと ある も 我 を桉け 

ざる 者、 義人 を 屠る 者、 無辜 を虐 ぐる 者、 吾人 は社會 てふ此 怪物に 封して は、 唯戰 ふべき ありて 和睦 

すべから ざるな り。 吾人 は 社會の 救濟者 又は 敎導 者た るの 覺悟を 有して、 其 被 保 义： li 服從 者た るの 

思念 を 抱く ベから す。 吾人 は 社會に 制裁 を 加 へられん こと を 求めす して、 却て 吾人より 之に 制裁 を 加 

ふるの 決心 を 有すべき なり。 吾人 自身が 社會 より 强且大 たらざる 以上に、 其 改革者 先導者た る こと 能 

はざる は 勿論な り。 

所感 fjy.cs 感 相ご 明治 三十 I 年)  五 五 五 
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或は 之 を 世 問と 名け、 或は 之 を單に 世と 稱し、 而 して 近世に 至りて は 社 會てふ 誇大 的の 名 稱を附 する 

に 至りし、 此 怪物、 此妖 蛇、 此ゴ ー スト。 鳴 呼 我 は 如何にして 之に 勝ち、 之 を 退治し、 之 を 我が 足の 

下に 踏へ、 之 をして 我が 上に 勢力な からしむ るに 至る を 得ん か。 

二)、 妖物纖 滅の第 一途 は、 其眞性 を見定 むる にあり、 彼 は實在 物なる か、 將た 想像 的 幻 象なる か。 

若し 實在 物と たらば、 彼は獸 なる か、 將た 人なる か、 彼の 貌は 如何、 彼の 體は 如何、 善く 彼を識 るに 

あら ざれば、 彼の 剿滅 を 謀る こと 難し。 

余輩 は旣に 社會は 俗人の 集合 體 なりとの 定義 をド せり。 而 して 其 之 を 組織す る 胸 人 を 離れて 社 <t て ふ 

もの k 刖に 存在せ ざる を辨 明したり。 社會の 古？ 《 舊惯 なる もの は、 其 之 を 組織す る^ 人の 偏 僻 迷：^ に 

外なら す、 侗 人の 驕慢 心の 團體 的に 現 はれし もの を 國光國 威の 宣揚と 稱し、 其 利 慾 心 は 凝りて 國利尺 

福の希^！-ェと成りて現はる、 個人に 存 する 罪 惡 にして 社會 に^せざる なく、 個人に 存 せざる 善德 にして 

社 會に實 在すべき 理由 あるな し、 社 會の眞 相 は、 共 之 を 組織す る 個人に 於て 現 はる。 

夫の 園 遊 會に集 ひ 来る 者 を 見よ、 美 装 を 以て 彼の 醜 を 飾り、 彼等の 髮に 油し、 彼等の 面に 粉し、 彼等 

の 衣を爐 し、 彼等の 指に 環し、 以て 偏に 彼等の 實 體を變 色す る こと を 維れ 努め、 共に 一堂に 相^し、 

心に 存 せざる こと を 相 語り、 荐 りに 巧言 麗詞を 列べ、 以て 偏に 世の 好評に 與 からん と 欲す、 是れ々 又 際 

社ノ まなり、 其 中に 誠意の 存す るに あらす、 高遠なる 思想の 之を充 たす にあら す、 交際 社會は 遊惰 社會 

にして 虛 誇て ふ 慾 念 の 展覽會 た る に 外な らす〕 

サ 力し 夫れ 官吏 社會、 學者 社會、 敎育社 X.SSI、 宗教 社會 等に 就きて は、 余 の 愛に 細 記す るの •# ^ス なし。 排 

濟 の焰、 嫉妬 心の 靈 化せし もの、 高位に 坐 せんと 欲する 卑劣なる 希望； 是れ ソクラテスの 鄙め しもの、 


釋. 1、 孔子の 糞土 視せ しもの、 保羅、 路 錫の 嫌惡せ しもの なり。 是 等の 社會 より 英雄 潔士節 女、 烈婦 

の屮 I で來 りし 例な し。 我 之 を 避けて 我に 損害な く、 其 忌撣に 觸れて 何の 惧 るべき ことなし。 一人の 汚 

據大 臣の 敬すべき ものな くんば、 百 人の 同種 大 ほの 相 結合し て 成せる 官吏 社會 の 敬す ベ き 尊ぶべきな 

き は 明かな り。 夫の 節 を 曲げ 時に 媚びる 哲學 者が 組成す る學 者社會 なる ものに、 何の 敬虔の 呈 すべき 

か ある。 夫の 牧師と 傳道師 とが 形成す る宗敎 社會を 却け て、 我に 神罰の I 位み 来るべき 理由 あるな し U 

社 會の眞 相如斯 くと 知らば、 吾人 は 單に路 錫の 語に 傚 ひ、 二  一一 一一 n 以て 彼 を 殺すべし」 との 態度 を 取る 

べきな り。 

(二)、 世に 勝たん と 欲せば、 我裡 に^する 凡ての 邪念 を 退け、 世の 欲する 所 を 我は需 めす、 ゆの 欲 

せざる 所 を. 我 は 追求すべきな り。 我 裡に虚 誇の 思念 斷 えて、 社會は 虚榮を 以て 我 を 誘 ふ を 得す、 我に 

天上の 快樂 ありて、 下界 は 我 を 迷 はすに 其勳章 位階 等 小兒の 玩弄 品の 如き もの を 以てする 能 はす、 我 

れ社會 と 嗜好 を 異にして、 我 は 社 倉に 勝ち、 社 會は我 を 如何と もす る 能 はざる に 至る。 鄕降成 やせて 

云 へ る あり、 曰く 

ベ 叩 も いらぬ 名 も いらぬ 官位 も いらぬ 金 も いらぬ 人 は 始末に 困るな り、 此 始末に 困る 人なら では、 艱 

難 を 共に し、 國 家の 大業 を爲す こと 能 はす。 然^ ども 此の 如き 人 は、 凡俗の 服に は 見る ベから す 

と。 亦此 東洋の 英雄の 言に 愈り て 一 曆高尙 にして 深遠なる は、 ァ ー サ ー ヘルプスの 左の 雷な りと す。 

自己に 對 して 一 つの 希望 を 留めす、 又 骨に 愛せら れんこと を需 めす、 叉 敬 せられん こと を 欲せす、 

名 譽顯職 を 意外に：.^ き、 叉 恩の 報いら れんこと を 意 はすして、 唯 單に他 を 5- ひ、 其爲 めに 盡^ せん 

と 欲する 人 は、 是れ 甚だ 力強く し て 當 る ベ か ら ざ る 人な り。 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  五 五 七 


*v  .li^  SbUh 雜 Jt- 時 代  五 五八 

我に 慾 念の 存 すれば こそ、 我 は社會 てふ妖 物の 慮と なり， 我が 肉を啖 はれ、 我が 血 を らる i こと あ 

る なれ。 我に 野心の 充 たすべき あれば こそ、 我 は 政治家の 阱に陷 ち、 閥族の 誑かす 所と なる なれ。 社 

會は大 a 强な りと 雖も、 我 を 誘 ふに 名利の 外 何物 を も 有せす、 我に して 名利 を嫌惡 する に 至れば、 我 

は 社會の 厄介物と なりて、 社 會が我 を 憎みて 我 を 殺さ、 > る 以上 は、 其隸歸 となる の危險 我に あるな し。 

是れ卽 ち宗敎 家の 所謂 「世に 死して： 太に 生く る」 の途 にして、 社會を 足下に 踏へ るの 法 は、 利 愁の念 

を 心外に 放逐す るに 存す。 

(三)、 然れ ども 社 會は大 にして 强し、 而 して 我 は 小に して 弱し、 我 之 を壓服 せんとす るに 當 りて、 

我 は 我の みに 頼る も：. 奴な し。 此妖蛇 を 屠り、 此 魔界の 王を斃 さんと 欲せば、 我 は 我 以外に して 社會以 

上の 力に 賴ら ざるべ からす。 卽 ち强大 にして 淸淨 なる 者、 無限の 力に 加へ て 無 遶の愛 を 包 蘇す る 者、 

其 名稱は 何で あれ、 是れ義 者の！ i ひに して 勇者の 隱場 なり。 我れ 彼に 依る にあら ざれば 永久の 勝利 我 

にあるな し。 此 無限の 愛に 賴 りて タ ー ソの 保羅は 手 を 以て 羅馬 帝國の 腐爛に 當り、 彼の 熱 火の 如き 

確信 は、 四百 年の 後 竟に新 組織 を此龙 大帝 國に 供せ り。 此 愛に 頼りて 路錫 は、 時の 政 權敎權 を 怖れす、 

侃々 の聲を 以て 單 純なる 眞 理を唱 へ、 以て 新紀元 を 歐洲 文明に 開けり。 此 愛に 頼りて 淸黨は 根本的 改 

革 を 彼等の 英國の 天地に 来し、 自由 を 新 大陸に 扶植し、 八 r 尙ほ 濠洲に 南阿 非 利 加に、 良心の 强 岡なる 

基礎の 上に 新國 家の 建設 を盡 しつ k あり。 其 他 海の 東西 を 問 はす、 時の 古今 を 言 はす、 超自然的の 勢 

力に 依賴 せす して 世 道 人心 を 稗 益し、 國家を 調理して 歩 一 步之を 光明の 域に 誘導せ し 者 ある を 聞かす。 

社會の 罪惡を 社會其 物に 訴へ すして、 社 會以ヒ の 制裁 力に 訴へ、 己れ は 自身 以外に して 自然 以卜： なる 

力に 與 みして、 其 指撣を 待ちて 自我の 意思に 據ら す、 斩の 如くに して 彼 は 思 ふ 存分に 社會を 叱；^ する 


を 得べ く、 而 して 社 會も竟 に 亦 彼の 聲に 聞き、 彼を敎 導師と して 仰ぐ に 至る。 (十二月) 

『自由 黨 總理』 板 垣 伯 

彼 は 至誠の 人た るに 相違な けん、 然れ ども 彼 は 自由の 何たる か を 解す る 人に あらざる は 明かな り。 彼 

は 自由に 愈り て 平和 を 愛する 人に して、 其 結局た る や 自由 を 害し 平和 を 破る の 人な り。 

夫の 佛敎 徒の 威 迫に 遇 ひて、 彼の 企圖 せし 監獄 改良 事業 を 中止せ しが 如き、 彼の 反對 黨を惡 むの 餘り * 

民黨. s: 閣の 破壞を 招きて、 政府 を 再び 藩閥 人士に 渡せし が 如き、 叉甚 しきに 至りて は、 夜陰に 閥族の 

頭領と 密會 して 提携 聯立 を議 する が 如き、 以て 彼 は 吾人 四千 萬の 民に 自由の 美 菜 を 供し、 有爲 活劇の 

生涯 を 吾人に 促す の 人に あらざる は 明かたり。 要するに 彼 は 慈悲心に 富める 好 老爺た るに 過ぎす、 彼 

は 政界 目下の 混 亂の狀 を 目撃す るの 悲痛に 堪 ふる 能 はすして、 因循姑息の 老婆 的 手段に 出で しのみ。 

詩人 ブ ライア ント 曰く、 「自由 は 軟風に 淸き膚 を 爆す 嬋妍 なる 少女の 如き ものに あらす して、 大絨を 

揮て 岩 を 碎く猛 き 勇士の 如き ものな り」 と。 而 して 板 垣 伯 近事の 行爲 は、 少女 的に して マ 3!^ 士 的なら ざ 

る は、 何人も 否む 能 はざる 所な り。 

淚隨 き人必 すし も 自由の 戰士 にあら す、 ： 全 誠の 人必 すし も國 民の 自由 を委 ぬるに 足らす。 自由の 人 は 

岩の 如き 鐵の 如き 人なら ざるべ からす。 多くの 敵 を 持つ こと を 意と せざる の 人なら ざるべ からす。 义 

或 時は戰 鬪を辭 せざる の 人なら ざる 叮 からす。 彼 は 平和の 人 なれ ども、 自由 を 通じて 得た る 平和に あ 

ら ざれば 之を迎 へざる の 人なら ざるべ からす。 而 して 惜哉板 垣 伯 は斯の 如き 人に あらす、 彼 はな，' は 平 

所感 及び 感想 (明治 三十 一年)  も 
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和 を 愛して 自由 を 愛せす、 彼の 自由なる もの は、 コ ロム ゥ エル、 ブライト、 グ ラッド ス卜 ー ン 等が、 

人生 至上の 寶物 として 尊重せ し リバ ー チ ー にあら で、 一 種 異様 世界の 自由 歷史に 未だ 曾て 3- しこと な 

き 自由にして、 歐洲 語の フリ， I ドム 义はフ ライハ イトと 譯 すべから ざる ものな り。 

語 を 寄す、 自由 黨少 壯の士 よ、 吾人 は 卿 等に 待つ 篤し、 吾人 は 卿 等の 手より 國 家の 生命なる 自由 を 要 

求す る ものな り。 卿 等の 主張に して 吾人の 希 に 投合す る もの 多し。 然れ ども-吾人 は 卿 等が 自由の： E 

たる を 解せ ざる 此老伯 を 戴きて 何事 を 成し 得る や を， 疑 ふ。 (十二月) 

兩雄 着眼の 差異 

國家 人心の 赴く 所 を 察し、 軍隊 積年の 英氣を 北淸の 野に 漏らし、 我に 二 億の 償金と 遼 東と 薹 灣 と を 牧 

めて、 國威を 萬國に 揚げ、 榮譽を 一 身に 荷 ひし は、 是れ 伊藤 侯の 大手 腕な り。 風雲 一 變急を 示す の 兆 

ある や、 之 を還附 して 吝む 色な し、 其宏 度祖懷 大海の 如き もの、 眞に 東洋 第一 の 大政 治 家た るに 恥ぢ 

す、 今や 其 淸國に 遊び 廟堂 績紳の 歡待賞 讚 を 擅に し、 而 して 觀 遊興 未だ 盡 きざる に、 國^ の 政 變は侯 

の E 腕 を 待たざる ベから ざる もの ありて 早く 其 囘轆を 促さる。 侯 ゃ實に 東洋の 大政 治 {豕 にして 亦 ia- 洋 

の 偉人と 謂 ふべ し。 されば 吾人 は 侯に tl- むに 國 家 百年の 長 計 を 以てする も、 決して 過大の 要求に あら 

ざるべし。 

昔 者 オレン ヂ公ゥ イリヤ ム、 義兵 を 擧げて 西班牙 軍に 杭し、 レ ー デン 市の 園 を 解く や、 彼 は 我， ポの死 

屍 郊外に 橫 はりて 未だ 其 墓に 安ん ぜ ざるに 當 りて、 先づレ ー デン 大學の 基礎 を 定めたり と。 ，ゆし § ！: ま 


千載の 大計 は、 武を 以て 武に繼 ぐに あらす して、 文 を 以て 武に繼 ぐに あれば なり。 和 蘭の 僅々 費 萬 三 

干 方哩の 領土と 四百 萬の 人口と を 以て、 歐洲 列國の 間に 介 立し、 能く 其 繁榮と 平和と を樂み 得る は、 

蓋し 此に 因ら すん ば あらざる なり。 吾人 は惜 む、 伊藤 侯が 償金 を 以て 軍艦の 新調と 陸軍の 增設 とに 盡 

すの 外、 亦此 種の 智に 出で ざり しこと を。 侯に して 若し 夫の 十分の 一 を 割きて 一 の 大學を 創立し、 此 

に 亞細亞 邦國數 百の 學生 をして、 學資を 要する の 慮な くして 自由に 敎育を 受け 得る の 道を備 へん 乎、 

啻に 淸韓 兩國の 感情 を 融和せ しのみ ならす、 從來 外交の 風雲に 依りて 其 信 賴を變 更動搖 する が 如き こ 

となから しめ、 或は 朝鮮より 淸國 より、 或は 暹羅安 南より.、 或は 波斯 印度より、 v;- 里笈を 負うて 來遊 

し、 人り て は 有 爲の士 となり、 出で i は 新 文明の 光明 を 東亞に 擴 布し、 爲めに東.^^^の形勢に 一 大變化 

を 来せ しゃも 知るべからざる なり。 東洋 第一 の 政治家に して 亦 偉人た る 侯に して 此 一事 を 失念す、 吾 

人は爲 めに 痛惜の 情に 堪 へす。 然れ ども 是れ獨 り 侯の 罪の みに あらす して、 一般 東洋 政治家の 頭腦に 

は此 種の 思想 を容る i 能 はざる に 依る か、 噫。 

吾人 は 前號に 於て キチ ネル 將 軍の 中 阿大學 設立の 擧 ある を 云 へり、 昔 を 思 ひな， を；！ み、 益 " 東 两國士 

の 着目の 上に、 大に 異なる もの ある を 見て、 轉た 感慨の 情に 堪 へざる や 切なり。 (十二 A) 

國に竭 すの 途 

國に竭 すに 親友に 竭 すの 心 を 以てせざる ベから す、 至誠に して 亦 深慮、 彼の 一時の 憤怒に 觸る トを以 

-て 意と なさす、 宏く稽 へ 深く 探り、 吾人の 信じて 以て 最善 最 美と 做す もの を 以て 彼に 竭さ f るべ から 

所感 及び 感 想 (明治 三十 一 年)  五六 一 
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す、 彼の：^ 嫌に 拘 ひて.：. ic 人の 彼に 對 する 意 裔を定 むるな く、 彼 百 歲の爲 めに 圖 り、 彼 干 載の 爲 めに 築 

き、 彼 をして、 水く 吾人の 勤勞に 依りて 益す る 所な かるべ からす、 調 諛阿從 は 友誼の 正反對 なり、 深く 

愛する 者 は 其 愛の 報いら れんこと を 思 はす、 ！^；：！人の阈に對する愛も、 亦 此深重 熱 想の 愛なら ざるべ か 

らす。 (十二"〕 

獨 逸 帝國眞 正の 建設者 

ビス マ ー ク公 死して 以来、 彼の 事業 は 公平なる 歷史 {豕 の 度量 器に 上り、 彼が 彼の 父阈 に^せし 實縝 は、 

ケは 稍々 明かた るに： ム 上り、 彼の 事業の 多く は 装飾的に して 苟合 的たり し は、 彼の 傅 記^も 亦 否む 能 は 

ざるに 至れり。 而 して 彼の 偉業と して 今^ 人の^ 炙に 上りし 獨 逸帝國 建設 事業の 如き も、 彼 は 唯 其 終 

結 を 助けし に 止まりて、 其 彼 をして 此榮 譽に與 かる を 得しめ し 者 は、 彼 又は モルトケ 们乂は ヴヰル へ 

ルム  一^に あらす して、 祈 c 學者 フィヒテ 其 人な りしと は、 今や 歷史の 一般に 肯諾 する 事實 なる が 如し。 

夫の 佛 軍：^ 入の 時に 際し、 伯林 大 の 講義 { 至に 折：： 理を 講じつ X ありし 際、 敵軍の 已に 城市に： a り來り 

し を 聞き、 「諸 is、 此講： 汲 は 自由の 鄕 土に 於て： はび 繼緩 せらるべし」 と 述べて、 直ちに 銑 を にして 

靑年學 生と 共に 普 魯士の 軍に 投じ、 础炳彈 雨の 巾に 彼の 岡 丄の爲 めに 壶し、 終に で 八： c 卜 z たや、 彼の 

妻と 共に 伯林なる 陸軍 病院に 在りて 彼の 博愛 的 使命に 從 is^ しつ & ありし 時、 彼女， こ 共に〕 ^機に 感染し 

て 命 を 終へ し、 此愛國 的 哲學者 こそ、 實に 聯邦 統一 の 精神 を 彼の 闽. < ^の腦 禅に 吹 フ 、し、 彼の 活氣 ある 

論理 を 以て、 萊因河 彼岸の 壓制 家の 非と 暴と を Ka; め、 ^せて ま 由獨立 の 貴き を 彼の 邦人に，：！ C: 傅せ し^ 


si- は、 彼の 死後 半 百 歲を經 て、 悲憤の 焰とな り、 權牲の 魂と たり、 終に 擧國 一致 以て メッツ、 セダン 

祖父 三百 年の 謦 を 報す るに りし なれ。 

r,!: に 在りて 靜に國 家 百年の 光 榮を畫 する 者 は、 文 土と 人となり、 外に 在りて 時流の 輕 舸に乘 じ、 i せ 

囂々、 他人の 扶植 培養せ し禾穀 を牧穫 し、 以て 動 賞 爵位の 虚 榮に與 かる 者 は、 政治家な り。 依て 知 

る 前者. たらん こと を 努めて、 後者た らんこと を 避くべき なり。 「十二月〕 

大 著述と 小 著 f  #J 

金儲けと 名廣 めの 爲 めに する 著述 は、 其 表装の 如 3： に 美麗なる にもせ よ、 其 紙質の 如何に 良好なる に 

もせよ、 其 題目の 如何に 驚天動地 的なる にもせ よ、 其紙數 は： E 千 頁に 涉 るに もせよ、 其 序文 題字 は 如 

:e に 高貴なる 人の 乎に 成りし にもせ よ、 是れ劣 書たり、 小 著述たり。 吾ん は、 其 文體の 如何 を 問 ふ を 

要せす、 其： E 人の 手に 依りて 編せられ し を 探る を 要せす、" 其廣吿 文の 誇大に して 俗衆の 愛國 心に 訴へ 

以 て 其 發賫高 の 多 からん こと を 企畫す る 著述 に 、 永遠 の 價値を 有する 者 ある 害な し。 

大 著述と は、 其 長短 巧拙 を 問 はす、 著者の 心中に 谤碌 たる 眞 情の 湧出して、 凝りて 文字と なりし もの 

を 云 ふたり。 僅々 百 字に 過ぎざる 魏徵の 『述 懷』、 ic 二十 八 行の グレ ー の あ 歌 は、 共に 雄篇 大作た る 

を 失 はす、 司 馬 遷の史 記 を 文法的に 解剖して 其屮に 誤謬 を發 見す るに 難から すと 或る 漢學者 は 語りぬ 

保羅 の希獵 文が 擾麗完 美の ものに あらざる は、 希縢學 者の 何人も 認 むる 所な り。 然れ ども 彼の 筆に 成 

りし 書翰が、 ソフホ クリス、 ィ ユリ ビ デスの 文に 愈り て 誦讀さ る.^ の现 は、 一一 一一 c はすし て 明かな り。 (十 

所感 及び 感想 (^治 三十 I 年 ：>  五六 111 
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二月 ) 

『批 評 家』 

r 學 校より 學 校に 遷り、 職業より 職業に 轉じ、 遷々 轉々 事と して 曾て 成功す るに：^ ばす、 終に 新聞 記 

者と 化し 去り、 社會の 出来事の 小 批評 や 人の 過失の 穿 養 を 以て 能事と なす」 者、 "だれ 我！； 今日の 批： t 

家と 稱 する ものな り。 壯士 の文學 者と 化せし 者、 提屮： ： すべき 自己の 定見 あるに あらす、 表白すべき，： y 

己の 確信 あるに あらす、 只 他人の 作 を 評し、 他人の 行爲を 難し、 學ぶ なく、 蓄 ふるたく、 貴重なる 彼 

等の 青年 時期 を經 過す。 批評 其 物は惡 事に あらす、 然れ ども 自 から 批評 さるべき 意見と 行爲 となく し 

て、 只 他人の 批評に のみ 從事 すれば、 其 結果た る や、 全く 消極的 人物と 化し 去りて、 竞に 終生 一好 事 

を も 社會に 供す る ことなき に 至らん、 世の 靑年 たる 者 は 深く 爱に愼 まざる ベから す。 (十二  =^) 

秋の 歌 

曰 本人の 秋の 歌 は 悲凄斷 腸の 調を帶 びざる はなし、 『隨 見隨 聞皆慘 操』、 詩と して 祭 凋 を 示さぐ る はな 

く、 歌と して 悲鳴 を 揚げざる はなし。 

然れ ども 秋 は 豊熟の 期に して 謝恩の 節な り、 盛； 農 酷熱の 毅鍊と 苦悶と を 終へ て 萬物齊 しく 静養 安 rti^ に 

就く の 時な り。 池 水の 滑 かなる、 烟 雲の 幽かなる、 i?^ 葉の. れ なる、 B ^赏 の肥滿 なる、 一 として 平和 滿 


足 を 示さ る はなし。 淸 流に 臨みて 滿 腔の 感謝 を 天に 捧 ぐるの 時、 樹陰に 逍遙して 劫 遠の 希^ を 想 ふ 

の 時 は、 實に寰 .： 于秋大 の 靜を帶 び、 萬 物 調和して 混 亂の跡 を 留めざる 時に あり。 我 1; の 歌人が、 疎 柳 

蟋蛑 にの み 意を留 むる 多くして、 碧 { 仝 淸氣に 思 を 寄す る 少なき は、 日本 詩歌の 一大 缺點と 云 はざる を 

得す。 (十二月)  . 

初 冬 獨 語 

『語る も 何の 用 か ある』 (A  ale  serve?) と は、 伊太利 人が 彼等の 政府と 社會 とに 對し、 其 改善 を 語 

る も 無ハ裣 なる を 知りて 發 する 悲聲 なりと 云 ふ〕 何人も 軍備 擴 張の 愚 を 知る と雖 も、 之を唱 へて その 聽- 

かれざる を 知る が 故に、 默 して 之 を 語らざる に 至れり。 社會 組織の 不善、 敎育 制度の 不能 は、 M 人 も 

知る と雖 も、 之を官 一べ て 改良の 效な きを 知る が 故に、 何人も 口 を 襟して 之 を 語らざる に 至れり。 貴族 

の 敗 も 如何と もす る 能 はす、 富豪の 跌息も 如何と もす る 能 はす。 「語る も 何の 用 か ある」、 腐欧に 

權 ぐに！^ 收、 墮 落に 繼 ぐに 墮落、 只 茫然と して 手を束ねて 世の 奈落に 沈み 行く を目擎 する のみ" 

成功の 目的 有りて こそ •r.ill 人 は 何事 業に も從 事す る なれ、 迚も 駄目と 知る 事業に 着手す るの 勇氣 吾人に 

あるな し。 正義 を唱 ふる も 駄目な り、 淸淨を；^！^るも駄目なり、 不義 は 不義と 知られつ 、行 はれ、 罪惡 

は 罪惡と 認められつ i 嗜 まれつ i あり。 人の 爲し 得る こと は、 不義 を 不義と し 感ぜし むれば 足れり- 

然るに 不義 を 認めて 尙 ほ其實 行を續 くるん みならす、 却て 之を樂 むに 至りて は、 聖賢 學者 も、 神も^ 
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も、 斯の 如き 民 を 如何と もす る 能 はす。 「語る も 何の 用 か ある」。 志士 其 職を盡 したる 以上 は、 身 を 

隱すも 可な り、 眞 面目なる 苦言 諫& は、 今 は 之 を 魔して 可た らん か。 

ネ  * 

"："  ふ！： 

然 らば S: 人も此 衆と 伍し、 或は 政黨に 入り、 或は 實 業界に 下り、 或は 官诲に 身 を 沈めて、 衆と 共に 偽 

り、 衆と 共に 貪り、 衆と 共に 浮虚と 誇大と を 語りて、 衆と 共 に^まん 乎。 吾人の 心裡に 潜伏す る淸想 

を壓 抑し、 眞理とは方：^^なりと看破し、 罪 惡とは 精神病の 一種な りと 曉り、 以來は 政策と 商略と を談 

する の 外 は、 誠 信は假 りに も 之 を 口にせ ざらん こと を務 むべき 乎。 

ネ  * 

然り、 t 右し 眞 1； と は社會 公衆 を 益す るの みのもの ならば、 其 之 を 語る の 無益なる を 知らば、 之 を 語ら 

ざるに t 右く はなけ む U 然れ ども 眞理は 宇宙の 眞理 なり、 故に 人と して 此 宇宙に 生れ 来りし 上 は、 縱令 

太平洋 巾の -1 ^ 島に 獨り 生^す るに もせよ、 眞理 は稽查 すべき ものにして 亦 語るべき ものな り。 人と 

して 眞现を 語る に 愈る 特權 あるな し。 善の 善た ると 惡の惡 たると は、 國 人の 大多数が 之を納 る- -と却 

くると に關 せす、 S 人が 眞理を 求め、 之 を宜傳 せんとす る は、 其 結 茶 如何 を 計りての 爲 めにあら す、 

故に 世 は 死滅の 淵に 瀕する も、 吾人 は替る ことなく 自然の 大道 を唱 ふべき なり。 

言 あり：：： く、 「人 を 目的と する 救濟 は、 竞に 嫌；^ を 生ぜざる を 得す」 と。 社會を 目的と する 救齊 事業 

も、 同じ 運命に 遭遇せ ざる を 得す、 Ifi" 人、 人の 爲 めに 盡 すと 言 ふと 雖も、 其 人の 愛すべからざる 者な 

る を 知る に * セ らば、 に：： 人の 彼に 對 する 熟 心 は 直ちに 冷却す るな り。 國 民の 爲 めに 盡瘁 すと 稱 する 人と 


雖も、 其國 尺の 不義 不正 を 愛して、 公道 明 倫に 耳 を 傾けざる を 見る に 至れば、 彼の 愛國 心た る もの は 

減退せ ざる を 得す。 忍耐 不撓の 愛圃心 は國家 以上に 目 を 注ぐ 者に のみ 存す。 國 人が 愛らしき が 故に 愛 

する にあら すして、 我に 愛 心の 溢る X が 故に 愛せざる ベから す、 恩に 報いら れんが 爲 めに 施す にあら 

すして、 我の 抱負に 餘り あるが 故に 與 へざる ベから す。 成功 を 見ての 熱心に あらす して、 愛に 勵 まさ 

れ たる 噴ナ、 的 熟 情ならざる ベ からす。 

『語る も 何の 用 か ある』、 社會 として は、 吾人の 提議に 耳 を 傾け ざらん。 然れ ども 個人と して は、 友- 

人 として は、  隣人と して： 吾人の 至 信 を 聞き流さ ぐるな り。 死に顔す る は社會 にして、 其 之 を 組成. 

する 個人の 全數 にあら す、 誠 實の人 は今尙 ほ：：^ するな り。 其 數の寥 々たる は、 吾人の 志 を 弱む るに 足 

らす、 何，； C の 時代に 於ても、 至誠 を 受け 納る \ 者 は少數 たる を 免れす、 而 して 社 會の 救濟 は、 常に 少 

數の 手に 據 りて 成るな り。 ぺスタ ロジの 主義 を曉 解せ し 者 は、 ヘルベルト、 フレ ー ベル、 力 ー ル リ 

ヒ テルの 二人な りしと 云 ふ。 而 して 彼は此 三者 を 以て 新 敎育を 文明 世界に 宣傳 せり" P ック の哲學 は-. 

ルッソ ー ： 人 を 感激して、 過去 百年 間に 涉る 自由 進歩の 一 大 原動力と なれり。 人 一 人 を感 j|5 せし むる 

は 大事 業たり。 吾人 豈默 すべ けんや。 (， 十一 丌：) 

進 め 

進め、 何處 まても 進め、 前途 を 危懼せ すして 進め、 仆る、 も 退く 勿れ、 明日 は 今日よりも 完全 なれ、， 
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明年 は 今年よりも 更に 一 曆勇壯 にして、 快 潤に して、 謙遞 にして、 獨立 なれ。 進化の 宇 {.5 に 存在して 

返く もの は 死す る 者な り。 安全 は 退きて 求むべき 者に あらす して、 進みて 達すべき ものな り。 歡喜， C 

滿 足と は 前に 有りて 後に 有らす、 臆病者に 平和 あるな し、 進め、 何處 まで も 進め。 (十二 n-J 

. 人 類 の 愛 

人類の 愛と し 云へば、 今の n 本人 は必す 外人 を 愛する 事な りと W 卞ふ。 H  く 「厂」 z 人 は 骨界の ほめ、 人類 

の爲 めな りと はい へ、 此 阈と此 民と を棄 つる 能 はざる なり」 とリ 

然れ ども 是れ誤 護の 殺 も だしき ものな り〕 人類の 愛と は 字義 通り 人類の 愛 を 云 ふなり。 而 して- 人 

に 最も 近き 人類 は-: ^〔人の 同胞 なれば、 吾人 は先づ 第一 に 吾人 を圍繞 する -Ific 人の 同胞 を 愛すべき なり。 

卽ち 吾人の 婢 僕に 對 しても 人類た るの 同情 を 表すべき たり。 吾人 を 廻す 車夫と 雖も牛 E.- にあら すし 

て 人類 なれば， -,々 人 は 彼 マに 向 ひても 人類 適當の 同情と 尊敬と を 表すべき なり。 國家を 愛する と稱し 

て、 學 生に 不親切なる 學校 敎師は 人類 を 愛せざる ものな り、 日本 を 愛する と稱 して 日 木 人 を 利 川して、 

己れ の 利益 を 計る もの は、 人類 を 愛せざる ものな り、 卽ち 人類 を 愛せざる 愛 阈者は 嘘の 愛國者 なり、 

面の 當り 同胞 を 愛せざる 人に して、 何 かで 人類の 壤合體 なる 國家を 愛する の现 あらん や。 (十二  =o 


井上 文學 博士の 哲學 と、 石 川 舜台師 の宗敎 と、 草 刈 親 明、 中 江 篤 介 氏 等の 人生 觀 とが * 盛に 世に 行 は 

る.. 時に 當 りて、 余輩の 如き 『非』 國家 的に して、 基督 敎 臭き 架空 的朦 想を唱 へしこと なれば、 斯國 

と 時と に納 れられ ざらん 事 は 前以ての 覺 悟たり き-〕 或は 一 時に 奇を 好む 者の 贊同を 得、、.， 或は 不平 家の 

好 伴侶と して 迎 へられし 事 ありし も、 余輩 は 多く 其 贊同歡 迎に信 を 置かす、 故に 余輩の 始めて 本誌 を 

起す や、 余輩 は そが 終に r 雜誌界 の 人」 叉に 「蘇 西 以東 第一 の雜 誌」 と 成らん こと は 余輩の 希望に 

上りし ことなく * 實に 「{ 鬆々 の 冊子、 薄紙 を 格子に 貼附 したる が 如き もの」、 之 を 昭代の 今日、 帝都 

の 市場に 資 出せし 余 の大膽 は、 自分ながら も 驚かざる を 得す" 

然るに 社會の 此の 籀兒の 生れ 出で、 より 爱， に 半 歳、 娥死 せんかと a 心 ひし こと 幾囘 たる を 知らす と雖 も、 

如何に かして 捷息し 来りて 今日に 至り、 二 干 有餘の 可憐 不幸 兒を 集め 来りて、 戰鬪を 貴公子の 群に 挑 

み、 時には 博士、 大臣、 豪族まで を 石 打ちに し、 强 大猛惡 の社會 まで を 征服 せんと 試みつ、 あり。 是 

れ 偏に 天 不幸の 子を棄 てざる の 爲す所 かと 思へば、 余輩 は 感謝の 淚に 咽び て、 暮 年の 宴に は 招かれ ざ 

る も、 獨り霜 置く 野邊 の 中 に 立 ち て滿^ の 歡喜を 虚空 の 天に 向 ひて 訴 へざる を 得す。 

勿論^ は繼； IK」 を 好む ものに あらす、 情なき人は權カとぁれば藩閥政"^..とさ へ提携し、 金力と あれば、 

文明の 皮 を 被ぶ る野蠻 人の 前に さ へ 屈服す るが 骨の 中 なれば、 余輩に 年が 改まり、 世が 變 はれば とて • 

光榮の 春の， ぷ眾の 身に 液み 來 らんこと は &f およす。 然れ ども 余輩が 世の 繼兒 族の 代表者と なり、 彼等の 

有する 些少の 權利を 辯 護し、 彼等 のん たるの 特權を 主張し、 この 空氣を 呼吸し、 この 日光に 照され、 

この 眞理 をに いじて 之を唱 ふるの 自由 を發揚 せんこと は、 余輩の 爲し 得ざる の 業に あらす、 而 してへ マ や 

幸に 此 同情 的 圑體の 稍 々強固た らんと する あり、 故に 余輩 も 亦籀兒 相應の 新年 を迎 へ、 以て 余輩の 同 
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情^に 酬 ゆる 所 あらんと す。 

繼 の 新ハ. ^に 勿論 彩色 を帶 びた る 大附錄 あるな く、 三味線に 八：： せて 歌 ふべき 祝謠 あるた し、 貴族の 家 

庭 を 喜ばすべき 和樂 あるな し、 懶惰 書生の 娱樂に 供すべき 小說 俳句の 如き もの、  紫の 雜 誌に 上ら ざ 

る は 勿論たり。 繼兒の 新年 は 一 署獨 立の 新年な り、 虚を 却く る 益々 釗 しく、 實を迎 ふる： .1 々切なる の 

新年たり、 年と 共に 改まる は余葷 の肉體 上の 境遇に あらす して、 心靈 上の 狀態 なり、 年と 共に- まし 

からん こと を 欲，！、  ；4;. と共に 淸 からん こと を 希 ふ。 年 を 送り 年を迎 ふるに、 余 葉の 蓄费 せし 金 貨幣の 

數を 以てせす t て、 < 爲 せし 善行の 度數を 以て、 余 M の 慰：^ し孤兒 寡婦の 數を 以て、 余 紫の 心に 

0 へ し眞现 の 量を以 て せんとす。 

人生 M 物ぞ。 彼な くも：：：. -れ あれば、 其 目的 は 達せられし にあら す や。 

逝け ょ舊 年、 我は汝 と共に 在りし を 悔いす、 眞 理の贵 きと、 人類の 愛すべきと、 尺 心の 重ん すべきと- 

は、 我は汝 と共に  一 深く 之 を 知り 且つ 感 する を 得たり。 我は汝 と共に 我に 多少の 知己 ある を發 見せ 

り、 汝に 依りて 一段の 毅鍊を 加 へられ、 我の 求む る 完全の 域に 向 ひて 歩一歩 を 進めたり しを感 す、 汝 

逝きて 我 は汝を 忘れざる べし。 

來れ 新年、 汝の 希望と 恐 怫とを 以て 來れ、 我 は 神の 護り 給ふ此 宇宙に 眷息 する ことなれば、 何物 も 我 

の靈と 心と た」 奪 ふ 能 はざる を 信す。 若し 成功の 我に 液む あらば、 我 は 感謝して 之 を 受けん。 おし 失^ 

困苦の 我 を 冒す あらば、 我 は 至高の 能力に 依りて 忍ばん。 我 は 我が 理想の 域に 向 ひて 旅行す る 者、 構 

ぎるべき の 川 あり、 驗 ゆべき の 山 ある は 我の 豫期 する 所、 我 は 我が 行路の 平易な らんこと を 願 はすし 

て、 我の 行 爲の 1&ゾ 壯な らんこと を 祈る のみ。 雲は秦 3 領に橫 はりて { 诙を隱 す も、 雪 は 藍關を 擁して 馬 は 


前まざる も、 我 は大能 者の 指導に 依りて 終に 我が 父の 家に 達せん と 欲す。 我 は 勿論 我 前途の 何たる を 

知らす、 然れ ども 我 は 一 事 を 知る。 卽ち 我の 生涯 は 勝利の 一 生た る 15^ を、 而 して 是れ 我が 自身の 強き 

が 故に あらす して、 我の 頼る 者の 强 きが 故な り。 r 十二 =0 

新年の 獨立雜 誌 

^に舊 年の ものと 大差な かるべし、 相變 らす此 世に 在る も此 世の 如くなら ざらん こと を 努め、 山と 川 

と 森と 林と を 詠す る も、 政 黨と內 閣とを 語ら ざらん こと を 努め、 鳥と 獸 とに 同情 を 表する も、 責 族と 

黨類 とに 近寄ら ざらん こと を 努め、 現在 政治 を 見る 恰も 遊廓の 醜 事に 於け るの 觀を 以てせん とす。 而 

して 若し 政治の るべき あれば、 堯舜の 政治、 仁德 天皇の 政治、 北條泰 時の 政治、 ベリ クリスの 政治、 

コ ムゥ ヱん の 政治 を： あ i れば 足れり。 余輩 は 理想的 政府の 建 Si を 努めて、 現 時の 泥水 的 政治に 余輩の 

筆 を 汚さ らんと 欲す。 

余輩 は 更に ー警の 重き を 文に 置かん と 欲す、 然れ ども 余輩の 文なる もの は、 讀 者の 旣に 知ら-る  >- 如く、 

美文 術 叉 は 修辭學 の 一 種 を 謂 ふに あらす。 文學は 思想家の 思想な り、 眞情 有の 儘、 熟 血の 文字と 化せ 

しもの、 貧 夫の 無辜 を訴 ふるの 聲、 潔士の 悲憤 を 述べし 語、 詩人の 希望、 赤子の 呱々、 是れ 余輩の 稱- 

する 文 3： やなり。 ィ ザャ、 エレ ミヤ、 ダンテ を宗 とし、 文學の 拙き を 以て 恥と なさす、 思想の 拙劣なる 

を 以て 恥と し、 讀者 に 紹介す るに 世界の 大 思想 を 以てせん こと を 努めて、 深く 意 を 文字の ？«麗 なる に 

留めざる べし。 
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余！^ は宗敎 と 道 德とを 重ん す。 之 を 重ん する のみなら す、 余 Saf の 殆ど 全力 を 是に應 がんと 欲す。 勿； stl 

余輩 は 特種の 宗敎 を？ IS 者に 向 ひて 强 ひざるべし。 余輩 は 余輩 自身の 宗敎の 尊敬 せられん こと を 欲する 

と 同時に、 他人の 宗敎に 向 ひても 至大の 尊敬 を 表せん と 欲す。 「信仰の 自由と は、 其 原意に 於て 他人 

の 正直なる 信仰に 對 する 尊敬な り」 との 怫人ラ コデ— ャの言 は、 余輩の 常に 服 I？ せんと 努 むる 所、 此 

規定 を 犯して 他人の 宗敎を 非議す る もの は 基督 敎 徒と 云 はす、 佛敎敎 徒と 云に す、 齊 しく <c-__s- の 筆鋒 

を 向くべき； P のな り。 余 聚は雜 誌 記者と して は、 耶敎、 怫敎、 神道、 儒敎、 其 他 凡ての 宗敎の 改革 を 

以て 任すべし。 憎むべき 者 は 偽善者な り、 僞 信者な リ、 曲學 阿世の 忠臣と 愛國 者と 學^ となり、 <^ 

W は 宗敎の 種類に つきて はすして、 其 之 を 信す る 信 偽に 依りて 鬪 はんと 欲す。 

余葷は 多く 國 家に 就きて 語らざる べし、 そ は是を 口にする 者 は 今や 我國 に充滿 して、 余輩の 特別に 其 

哈- 囂の聲 に.^ ふるの 要なければ なり。 故に 余輩 は 多く 人 一 人づ つに 就きて 語らん と 欲す。 卽ち 偉大な 

る、 高潔なる、 正直なる、 眞 面目なる 侗 人の 養成 を 助けん こと を勉 むべ し。 他の 人 をして 尊大なる！： 

家の 建^ を 語らし めよ、 余輩 は 偉大なる 人物に 就きて 語らん」 他の 人 をして 敎勢擴 張 を 計らし めよ、 

余 SPf は 良心の 發 達を畫 せん。 幸に して 余輩に 政黨の 首領た らんと 欲する 野心 もなければ、 亦大敎 < ^を 

建 ゆ； 1 せんと 欲する の愁念 もな し。 余輩の 活動 地 は 心の 王國 にあり。 余！ 11^ の 目的 は 此王國 に 少しく 同 

的 贊成を 得る に 在り。 (. 十二月.) 

山 縣悌三 郎君と 別る 


本誌の 獨立を 更に 一 歷實 ならし めんが 爲め、  < 水 輩 は 本號を 以て.^ 輩の 共同者た りし 山縣 君と 別れん と 

欲す。 是れ 勿論 君の 欣諾 と贊 成と に 依りし 事に して、 發刊 後一 年 を 出で ざるに 此， 機運に 至りし は、 君 

の 大に滿 足せら る i 所な り。 君の 始めて 本誌 を 起された る は、 余輩の 爲 めに 特に 新 文 壤を供 せんとの 

好意に 出で たり。 然るに 兒子 今や 獨 歩し 得る に 至りて^ 母の 去る は、 是れ 當然の 事に して、 母と 兒と 

は 是が爲 めに 少しも 情誼 を 損せす。 余輩 は 此兒を 君の 手より 受けて、 其發 育の 益々 健全な らんこと を 

計る と 同時に、 亦 君が 永久の 友誼 を 以て 其 前途 を 補 翼せられ ん こと を 祈る-.」 (， 十二月) 


明治 三十 二 年 二 八 九九 年) 


〇 

革新 第一 着 

革新 第一 着 は先づ 自己の 眞 性に 歸 るに あり、 其 瑕 蓬 は 以て 瑕瑾と 認め、 推辭を 以て 其 缺を掩 はす、 自 

己 を 神明の 前に 赤裸に し、 以て 其 痛 傷の 癒されん 事 を 祈るべき なり、 非 を 以て 理を 飾らん とし、 .V を 

装 ふて 缺を隱 さんと する が 如き、 是れ 進歩 革新の 大 障害な り、 强 固なる 建築物 は 常に 地下 數丈 磐石の 

It. 感及び 感想 (明治 三十 二 年)  五 七三 


東京 K 立雜誌 時代  五， VE 

礎に 据 へらる i が 如く、 偉大なる國家と人物とは心，奥の密{至に淸められたる良心の上に^^^さるコ0 一 

革新の 術 

新年と 共に 新な らんと 欲する 乎、 新 事業 を計畫 する を歇 めて 舊惡を 懺悔せ よ、 外部に 虚威を 張らん^ 

を 努めす して、 .2: 部に 淸氣の 充溢 せんこと を圔れ よ、 然 らば 淸淨 にして 偉大なる 事業 を 爲し遂 ぐる を 

得て、 歳末に 過去 を悔 ゆるの 悲痛な からむ。 (一 „o 

何 を か 畫 せ ん 

求むべき もの は 成功に あらす して 正義な り、 11 くべき もの は 失敗に あらす して 恥辱な り、 正し からん 

と 計る もの は 敗る \も 成らん、 功 を 遂げん と 欲する 者に 身 を 汚辱の 淵に 沈む るの 危險^ だ 多し、 故に 

若し 畫 すべ くんば 正義 を畫 せよ、 成功 を畫 する 勿れ。 (ー：^ソ 

今 年 の 生 涯 

我等 今年の 生旌 をして 活動の 生涯たら しめて、 懶惰 の. it- 涯 たらしむ る 勿れ、 奢 作の 生涯たら しめて 批 

,t の 生涯たら しむる 勿れ、 生産 的たら しめて 消赞 的たら しむる 勿れ、 斯國 十： をして 寸毫 たりと も兽美 

ならし めんこと を 努め、 斯 同胞 をして 微 たりと も-: n 问 潔なら しめん こと を圖 り、 我等の 八/ ギの 生；^ に 依 

て 宇宙 は 利" ま を 受けて 掼害を 蒙る ことなく、 阈家 人類 は X 布 5 产紅 一 點を 我等の：：；： 爲に 於て.？ I むる に 至ら 


ん こと を。 二お) 

誠實 の獎勵 

總 ての 眞 面目なる 八 止圆を 助けよ、 其 策の 拙た るが 爲 めに 之 を 嘲け る 勿れ、 之 を 導く に 獎勵の fl-:I を 以て 

せよ、 單に 危惧の 注意 を與 へて 其 熟 心 を 阻む 勿れ、 i 右し 慰 癒の 提 すべきな くば 口 を 襟で 語る 勿れ、 今 

や 批評家と 稱 する 男心 善行の 冷却 者 多し、 人 は 彼等の 群 を 避けて、 嚴格 にして 慈悲 深き 獎勵 者たら 

ん こと を努 むべき なり。 二：：^) 

歡 喜 の 生 涯 

米國の 文士 某 毎朝 起て 東大に 向て 大 を發 す、 其 母なる 者 彼の 狂態 を 叱正 せんとせ しゃ、 彼 は 答へ て 

in く 「兒は 嬉し さの 餘り 之を爲 すなり」 と、 母の 更に 彼の 歡 喜の 所以 を 問 ふや、 彼 は 曰く ー兒は 生き 

て 居る が嬉 さに 斯く 叫ぶな り」 と、 人生に 喜 樂 多し、 然れ ども 未だ 「生きて 居る」 に 勝る の 喜 樂 ある 

なし、 我に 尙ほ 未だ 此 生命の ある あり、 我 は滿^ の 感謝 を 以て 我が 日常の 業に 從 へきな り。 (一月 J 

贵 重 な る 時間 

一年 二百 六十 五日、 八 干 七 百 六十 時 問、 1* 人 努めて 何事 をか此 時間 內に爲 し 得 ざらん 耶、 一日 二 時 問 

づ-- の 攻究 は 吾人 をして、 二 ヶ月 間に 歐羅巴 画の 一 に 稍々 曉通 する を 得さし む、 三 ヶ月に して 一大 著 

述 を通讀 する に 難から す、 一 口に 一 行 づっを 編して 一 ハ ヰに 一 長 篇の 詩欹を 作る を 得べ し、 『日：：^ 一  移 

所感 及び • 感想 (明治 三十 二 年)  五 七 五 


東京 s 立雜， ま 時代  五 七 六 

千戰 無： 冉來 今、 學藝 事業 豈可悠 々 r  (一月) 

寬大の 性  . 

寬大は 心の 充溢より 來る、 心に 空缺を 感じて 廣濶 なること あるな し、 寛大の 人は滿 足の 人な り、 旣に 

世に 求む る處 たくして 彼 は 他に 施さん と 欲するな り， 旣に 永遠の 希望 ありて 彼 は 現在の 得失に 齪麵せ 

す、 旣に 神明 を 友と し 持て 彼 は 幽囚に 孤獨を 感ぜす、 嚴 風！： L 外に 吹き荒む で、 彼の 心に 春陽の 閑 かな 

る あり、 彼に 與 ふるの 餘裕 あるが 故に、 彼 は 他を排 して 輸贏 を举 はす、 敵を恕 すに 易く、 ナ んを迎 ふる 

に敏 く、 射 を 安然の 地位に 置て、 敵 人 を 其 不利益の 地に 齊 しめす。 (一月〕 

諸 の 惡 事の 根 

新年と 共に 貰 はんと 欲する の 根性 を 絶てよ、 是れ 乞食の 根性に して、 總 ての 墮 落と 罪惡と は此 根性よ 

り來 る、 稼がん 事 を 努めよ、 卿かん こと を 努めよ、 天と 良心と 兩 腕との 外に： E 物に も賴 らんと 欲する 

勿れ、 榮光是 より 来る、 喜樂此 にあり。 a  "〕 

新 日本 

日 木國は 我等 日本人の 日本た るに あらす や、 然るに ケゃ此 國擧て 魔魅の 掌中に あるに あらす や、 良心 

の 賫買は 其 政 治{豕 問に 行 はる k 公然 の 秘密なる に あ らす や、 然 るに 何故に 我！： 人 は愤 て 之を矯 1^, せん 

とせざる か、 何故に 我等 は 泰平の 世に 在る が 如く 沈默を 守て 此 過重の 罪惡 を輕視 する か、 朝鮮に すら 


獨立 協會の ある ありて、 其 改造 は 唱道 せらる. 1 にあら す や、 嗚呼 日本よ、 新 日本よ、 我等 は 竟に汝 の 

新生 を 望むべからざる 乎。 (一月) 

同 志 の 士 

我と 人生の 目的 を 同 ふす る 者、 我と 處 世の 方針 を 同 ふす る 者、 我と 國と 人種と を 同 ふす る 者、 我の 如 

く 悲んで 我の 如く 喜ぶ 者、 我 は 我の 同志 を 慕 ふや 切なり、 彼 は何處 にある、 我 は 彼と 共に 語らん 事 を 

願 ふ、 我 は 彼と 共に 働かん 事 を 願 ふ、 我の 愛する 同志よ、 汝 は何處 にある。 (一月) 

長 壽 

佛國の 小說家 (女 郞文學 者に あらす) ルイ H  ノ ー ル、 今年 取て 百 七 歳、 彼 は 一 千 七 百 九十 二 年 を 以て 

彼國 イシ 一一 ー に 生る、 彼 は チ八百 十三 年那 翁の 軍に 從ひ露 國に戰 ひ、 ベ レシ ナの戰 爭に三 指 を 失す、 

後 文 學に從 事し、 彼の 著に して 梓に 上りし もの 爱に 百餘 種に 達す、 去年 十 一 月 彼 は 更に 一 新 著述 を 世 

に 公に して 彼が 第 百 六囘の 生誕 日 を 祝したり と 云 ふ、 歲 四十に 達すれば 初老な りと 稱し、 五十に 達す 

れば 老朽 を 以て 目 せらる i 我 邦人 に 比して 雲泥の差 ありと 謂 ふべ し。 (一 月) 

余輩の 爲し 得る 事 

余輩 は總理 大臣に あら ざれば 一 令の 下に 國政 を更 革す るの 權能を 有せす、 余輩 は 文部大臣 にあら ざれ 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  五 七 七 


東京 獨立雜 誌 時代  K 七へ 

. ば敎界 目下の 大 腐蝕 を摇攘 する の 位 3^ に 居らす、 A 水^ は 代議 者に あら ざれば (幸に して) 國 政に 參與 

する の 權利を 有せす、 余輩 は 大實業 家に あら ざれば (然れ ども 盧業 家な りと は自 から 信す る 能 はす) 

紊亂 せる 我國 目下の 財政に^ を容る k を 許されす、 故に 余輩の 爲し 得る こと は 政治 以外、^ 育 (所 li) 

以外、 金錢界 以外に 存 せざる ベから す。 

余輩 は 日本 國の 一 小：：^ なり、 而 して 一 小 民と して 余雜は 國；！ ^の 最大 多數 をい：： むる 小：；：： の 心 を：^ i る を 5^ 

るな り、 余輩 は 彼等の 代 辯 者た る を 得るな り、 時には 彼等の 戰士 たる を 得るな り、 彼等の 悲鳴 を 傅へ、 

彼等の 憂愁 を宜 ベ、 彼等 も 亦 天の 許 を 得て 此 地に ニ仆在 する ものなる こと を； 丄 S り るな り。 

余楚 も. 亦 人な り、 而 して 人と して 余輩 は 智能 を 磨き、 眞理を 採り 求め、 人に 對し、 己に 對し恥 かし か 

ら ざる 者と 成る を 得るな り、 勢家と 親む 能 はざる も、 天地 萬 物の 造 主なる 神 を 友と し 持つ を 得るな り、 

玉 殿に 起臥す る 能 はざる も、 仰で は 蒼寫に 燦爛たる 星の 莊美を 賞し、 伏して は 路傍の 蒸 花に 余^の 

を 寄す る を 得るな り、 S 石の 余聚の 指と 頸と を 飾るな きも 露滴に 朝暾の 輝く を 見て、 吾人の 住する 此 

地球 は眞 個の 水晶 宫たる を 知る を 得るな り、 余輩 は 信す、 眞 正に 人た る は 大臣たり、 代議士たり、 富 

豪た るに 勝る の特權 なる 事 を、 而して斯く信するは實に此單純なる人たるの大にして《:^っ贵きを知れ 

ばな り。 

文部に 大臣 又は 參事官 たらざる も、 五 C 人は德 敎の爲 めに 盡すを 得るな り、 吾人 は自 から 獨立的 生 を 

送て、 他 をして 其 美と 快と を 知らし むる を 得るな り、 吾人 は 古今の 大著に 接して 其 幽と玄 と を 吾人の 

同志に 頒っを 得るな り、 位階 を 有せ ざり し、 ぺスタ II ジは 貧の 中に 世界の 敎育を 一新せ り、 バイ ロン、 

ゥォヅ ォス、 亦 人類の 大敎育 家な りし、 文部 賓の 指令 を 受け ざ かば 敎 育の に當り 難しと は • 余 紫 if  ■ 


死す とも 信す る 能 はす。 

余輩 は國を 作る 能 はす、 然れど 努めて 人 を 作る に 難から す、 余輩 は 軍隊 を 編制し 能 はざる も、 高尙强 

健なる 意志 を 有する 個人 を 作り 得るな り、 而 して 若し 人 ありて 國 〈V チ めり 軍隊 ありと するならば (余輩 

は 雨 か 信す るな り) 余輩の 事業 も 亦 全く 國家 建設に 關 係な きものと は 信す る 能 はざる なり。 (一 ぉソ 

〇 

勞 働 

働け よ、 働け よ、 希望 は 勞勸の 中に のみ 存す、 働かす して 祈禱も 無益な り、 勞 働に 伴 はざる 策略 は 煙 

の 如き ものたり、 威 嚴も獨 立 も 自由 も 權利も 皆な 正直なる 勞 働の 出產物 なり、 何故に 服從を 歎す る 乎、 

我等に 手と 足と 一片の 志と あるに あらす や、 我等に 永久に 羼吏 食客た るの 要な きなり • 我等 は^いて 

自由た る を 得る たり。 ( 一 nco 

獨 立 

獨 立と は必す しも 他の 援助 を 絶つ の IS ひに あらす して、 自己の 有する 總 ての 實カを 活用す るの 謂 ひな 

り、 人 一人 は 小宇宙な り、 彼の 衷に 殆んど 無限の 力の 貯蔵 さる k あり、 之 を 悉く 活用 せんか、 彼 一人 

の 希望 (正當 なる) を充 たし 得る のみなら す、 彼 は 進んで 他 を 助け、 以て 尙ほ餘 り あるべき ものたり、 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  五 七 九 


東京 獨立 雜？ 1* 時代  五八 〇 

依頼 1: 從 は素是 れ 自己の 實カを 知らざる より 來る ものな り、 恰 かも 支那 人 朝鮮人 等が 彼等の 邦土の 富 

を 知らす して 徒らに 貧 IS を 歎つ が 如し、 吾人 各自 は 一大 富 なり、 之 を開墜 して 五 C 人は缺 乏を感 すべ 

き 者に あらす、 余輩 は 云 ふ 依賴は お 性に あらす して 罪惡 なりと、 獨立 は美德 にあら すして 硬 要 的 義務 

なりと。 (一！：^) 

信  卬 

信仰とは必しも祌又は佛を：！：^チろの謂ひにぁらす、 I： 取 も 肝要なる 信仰 は 正直 其 物の； 一;- 仰な り、 卽ち 

義を 正義と して 信す る 事な り、 正義の 最大 勢力 を 信じ、 其 最終の 勝利者た るの みたら す、 亦 永久 不斷 

の 勝利者た る を 信じ、 是を處 世の 方便と して 信ぜざる は 勿論、 是に 最高の 帝座 を 奉り、 其 令と しあら 

ば 身 を 殺しても 之に 服從 する の覺 悟な り、 神 を 信す ると 稱 してみ 策 を 信じ、 佛を 信す ると 稱 して 政權 

に賴 るが 如き は 虚偽の 最も t„T たしき ものな り。 (一 月，) 

同 志 社 

俗と 祌 とに 併び 事 へんと せし 同志 社の、 今日の 非運に 迫りし は 決して 怪 むに 足らす、 同志 社 は 多くの 

ュ 一一 テリ ヤン (惡 しき 意味の) を 出し、 外國 商館の 番頭と、 相場師と、 銀行 社員と、 會社 ：！ はと、 ：：！ 女 

的 傳道師 と、 策略に 富める 宗敎 家と、 新聞記者と を 作れり、 一方に 於て は米國 基督 信徒の 淨財を 仰ぐ 

かと 思へば、 他の 方に 於て は 故 後藤 象 次 郎等の 據財を 乞 ひ、 以て 精神的 敎育 を我國 子弟の 上に 施さん 

と 試みたり、 基督 敎の架 書に CI く  r 樹は 其實を 以て 知らる」 と、 同志 社の 3 興 相 は 之 を 探り 識 るに 難 か 


らす。  .1 

余輩 は 同志 社の 終に 滅亡に 歸す るを豫 言して 悼ら す、 嚮 に仙臺 なる 東 華 學校は 同一 の 乎 段に 依て 起さ 

れ たり、 而 して 其 偶むべき 滅亡 は 十数 年の 前に ありき、 同一 の 源 因 は 同一 の 結果 を來 たす、 犬なる 同一 

志 社 は 小なる 東華學 校の 跡を逐 ひつ i あり。  一 

❖  *  一 

.V  ホ  一 

余輩 は 如 斯き兩 端的 基餐敎 (若し 之 をし も 基督 敎と稱 する を 得ば) を 信ぜん より は 寧ろ 無神論 を 信す 

るの 更に  ー&! 愈れ る を 知る、 佛敎 たり、 儒敎 たり、 同々 敎 たり、 此 種の 基督 敎に 勝る 萬々 たる は 余輩： 

の 一一 H を 待た すして 明かな り、 宜べ なり、 我國の 人士に して 之 を： ：！ して 邪教と 做し、 之に 歸依 する を 恥 一 

とし、 之 を 退く る を 以て 國士の 任たり と 信す る 者 ある は。  - 

*  •: 个 

余鞏は 失敗 を責 むる 者に あらす、 余輩の 責 むる もの は 卑劣た る 失敗たり、 同志 社 は 其 奉す ると 稱 する； 

某 督敎の 主義 を 奉ぜ ざり き、 而 して 其 結 たる や、 外に 對 して は 日 木國の 名譽と 信用と を毀损 し、 內ー 

に對 して は 基督 敎の進 步に大 打擊を 加へ たり、 彼 は 國に 不忠に して 敎に 不實 なりし、 世の 公道の 爲に 

盡， さんと 欲する 者 は 深く 彼に 鑑みざる ベから す。 (一 月) 

0 師 た れ 

傅 道. 師とは 給與を 寺院 叉 は 傳道 # 社に 受け て 、 宗義 を 宜傳し て 敎勢擴 張に 從事 する 者を稱 ふ に あ らす、 一 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  五八 一  一 


^京 獨立雜 K 時代  五八： 

是等は 黨勢擴 張 を 以て 事と する 政治家と 類 を 同 ふす る 者に して、 人類 中餘 まり 高等 5 地； を-:: るお に 

あ らす、 余雜は 俳優 談師 の 返て 此 種の 傳道師 に 優 るの 人物なる を 知る。 

傳道師 は 其 名の 如く 道を傳 ふる 者な り、 卽ち {于{ 由の 眞现 を^へ、 人 をして 之 を 尊 奉せ しめ、 之に 服從 

せしめ、 以て 自然の 法則の 下に 天恩の 窮 りたき に 沐浴せ しめんと 努 むる 者な り、 卽ち傳 道 は 志 十： の 避 

くべ からざる 職分に して、 他に 傳 ふるの 道 を藏 する た 人く、 义 之を蓄 へて 他に 傅へ ざるが 如き； tr  心い 

にして 志士に あらざる なり。 二：：^) 

日本に 缺乏 する もの 

日本に 缺乏 する もの は、 富に あらす、 智識に あらす、 才略に あらす、 愛！： 心に あらす、 又 道 ri;^ にも あ 

ら ざるべし、 n 本に 缺乏 する もの は 活ける 確信な り、 眞理其 物 を 愛する 熱情な り • 此確 ：$、 此熱 よ 

り來る 無限の 喜 悅と滿 足と なり。 (一月) 

人. と 人 

太 閣秀士 ：： 曾て 其 ほ 肯呂利 新左衞 門に 問 ふて n く、  f にお も 多き ものと 最も 少 きもの は： E かと、 彼 答て 

口く 「人な り、 人な り」 と、 柬京 市に 一 百 五十 i=£ の 人 あり、 日本 全國に ra: 干 五 "r^ 萬の 人 あり、 全^界 

に jg: 位 八 r 萬の 人 あり、 然れ ども 人ら しき 人、 適當の 人格 を備 へて 自主 獨立を 守る 人、 卽 ちず I 物の 

霜た るに： If ぢ ざるの 人" 卽ち 境遇 以上に ネ立 する 人、 如 斯は砂 機の 屮に眞 珠の视 もれ あるよりも 齡 し- 

( 一 さ 


英領 コ ロム ビヤ 

我の 東 隣に 太平洋 一 帶の水 を 隔て 英領 コ II ム ビヤ あり、 三十 萬 方 哩の大 邦土、 "ツキ ー 山脈の 西 斜面 

を 占め、 北緯 四十 九 度より 六ト 度に 涉る、 川に はコ ロム ビヤ、 フレ ー ザ ー、 スキ ー ナ あり、 湖に はバ 

ビ 1 'ン、 ステヮ 一ト、 ォ カナ ガン、 ク ー テネ ー あり、 其 風景の 莊美 たる、 西半球の 瑞西を 以て 稱せ り 

る、 其 物產に 富める、 地中に は 金、 銀、 銅、 鐵、 石炭 あり、 地上に 松、 縱、 杉、 橄、 ま、 白 楊、 赤 楊 

あり、 水に は 露と 鮭と あり、 力 リブ ー 地方の 金 は 巳に 世界に 名 あり、 フレ ー ザ ー 河の 鮭 は 我の 石 狩 十 

勝を壓 すべし • バ ンク ー バ ー 島 は 我の 九州 犬の 島 土に して 全地 殆んど 石炭と 鐵と 樅と を 以て 充 たさる 

其 北に 女王 シャ ー tl ット嶋 ぁリ、 殆んど 我の 四國大 にして 全島 皆 煤. 田なる べしと 云 ふ、 全 領土に 三 干 

萬 HT クルに 達する 耕地 ありて 內稍ゃ 開 螯の緖 に 就きし もの は 僅に 一 千 萬 Ml クルに 過す、 之に 三百 

萬の 民 を 移す も 少しも 狹 きを 感ぜざる べし、 然るに 今や 漸く 十 萬 あるの み、 惟 ひ 見る、 强 健なる 英民 

族の 手に 依て、 此大 邦土の 開拓 を 全 ふす るに 至らば、 日本 は 其 東 隣に 於て 一大 貿易 國を 有する に 至り 

爲に 我の 市場 を攪亂 さる X に 至る も 未だ 以て 計る ベから す、 バ ンク ー バ ー 市の 開 &i は 僅に ト 年の 前に 

ありき、 然るに 今や 太平洋 岸の 一大 埠頭に して、 之に 對 して 神 戶橫濱 は 是に對 して 懒 色な きを 得す。 

我 に 今此 急進 國と競 爭場裡 に 輸贏 を 決す るの 用意 あり や。 

ネ  *  ネ  .X. 

其 松と 杉と 樅と は、 旣に 我國に 輸入せられ、 我 山林の 消 亡と 共に 益々 其 額を增 すなるべし、 而 して 个ハ 

所 Is 及び 感？？ K 朗治 三十 二 年)  五八 =1 


東京 ® 立雜， t4 時代  s 八 E 

.Isaf の 最も 意外に 感じた る は、 去 冬に 於け るフレ ー ザ ー 河 產の蜜 鲑の輸 人な りと す、 <^Jiaf 之 を 味 ひ nj- し 

にぶ だ 石 狩 西 刖の產 に 及ばす と雖 も、 然も 其產の 多き 赏に 北太平洋 第一な りと すれば、 以後； $ 年共揄 

人 額は增 進す るなる べし、 尙ほ 女王 シャ ー ロット 島 近海に 世界 有 數の鳕 漁場 あり、 或は 我 忍路高 島の 

產を壓 する に 至らん や も 計られす。 二  =o 

學術界 に 於け る 瑞典國 

歐 大陸の 北部に 偏し、 諾威 と共に ス カン ヂナ ビヤ 半島 を 形成す る 瑞典國 は吾國 人の 环 目に は 左程 親し 

き 1： にあら ざるが 如し。 僅かに 是れ 四百 七十 萬の 人 n と、 ト七萬 一 干 方 哩の阈 土との み。 民の 生業の 

重なる もの は 造船と 漁業と 貿易、 其 海陸： 束に 於て 富士敷 島の 稱 すべきな く、 其 富力に 於て ゼ I グ ー ル 

ド、 ri ス チャイルドの 比すべき なし。 固 力 測定の 俗 的 標準に 依れば 彼 は ra: より 微々 たる 小國 のみ、 汎 

く.：： ；：： 人の 耳目に 馴れざる も 決して 無理に あらす。 而も 彼 は 世界 列 强の而 前に 立て 些の羞 辱を感 する の 

要な かるべし、 否 寧ろ 大に 誇る 所. あるべき なり。 

彼等の 祖先に ガ スタ ヴァス ァ ドルフ ァス 、オタ センス チ ー ルン の 明君 名 相 ありとの 事 はい はす もが 

た、 其れ 夫の 勇猛 敢爲は 夙に 歐洲 諸國の 敬畏を 博せ りとの 事 はい はす もがな、 彼等が 今 n 十九 世紀の 

學術界 に寄與 せる 功蹟 と、 現に 寄與し 及び 將來 寄與 せんとす る 功蹟と は、 進歩 進化の 此 世界に 於て 彼 

等 をして 優に 大國 民と 稱す べきの 資格 を與 ふる 者たり。 

親ら 北極 最高の 氷雪 を み、 未知 未聞の 光景 を： n 撃し、 學術的 探檢の 結^ を 齎し來 り、 世界 識者の： 斗 


n をして 一時 悉く 北方に 向 はしめ しもの は 昨年の 瑞典人 博士 ナン セン 氏に あらす や。 親ら 中亞草 味の 

高原に 進み、 忽ちに して マスタ ー ァタ山 頭 St- 々の 雪中に 寒月 を稱 し、 忽ちに して 戈 壁 砂漠 紅炎々 の 

熟 風に 渴 死の 瀕に遇 ひ、 昨日 は キル ギス族 太古 時代の 生活に 不自由 を 忍び、 今日 近世 文明の 華奢に 覊 

旅の 客愁を 慰む。 塞 熱 兩帶激 變の氣 候 間に 歩みし 如く、 開化と 野蠻 との 激變 生活の 間に 處し、 あら ゆ 

る 辛酸 苦楚を 嘗め 来て 新 智識 を 世界の 地理 文學に 供し、 其 驚くべき 紀行 を 公に し 歐洲の 紙價を 高めつ 

つ ある 者 は 今日の 瑞典人 博士 へ ヂ ン 氏に あらす や。 

啻に 此の 如きに 止まらす、 吾人 は學術 硏究獎 勵の爲 めに 遣せ るノ I ベル 遺産の 現況 を 聞く に 及んで 殆 

んど 感歎に 堪 へざる たり。 ノ ー ベル 氏 は 同圃の 豪商、 氏 死して 其 親戚 は 三百 八十 萬 クラウン を 割き 他 

は 悉く 之 を 上記の 獎勵資 に 寄付せ り、 其 額 二 干 五 百 萬 クラウン にして 我 千 四百 萬 圓に當 る。 年 三 朱の 

利 を 得る とする も猶五 人に 向て 各 十五 萬 クラウン を 給す る を 得べ し。 此は 年々 物理 化學 生理 及び 醫學 

の 最も 重要なる 發 明に 對 して 與 ふるもの にして 獨り發 明の みならす 生理 學上 及醫學 上の 優等の 論文に 

對 しても 又 世界平和の 增進を 助く る 最大の 功 廣に對 しも 各 一 賞を呈 する たりと 云 ふ。 

吾人 は此 種の 國 民に 對し 多く 吾人の 注意 を拂 はざる は、 決して 吾人の 誇るべき 所以に あらざる を 信す 

るたり。 (一 月， - 

人物 崇拜の 害  . 

不幸た る譯 語の 巾に 力 ー ライルの ン vol-sllip を 英雄？ ヘル 拜と譯 せし が 如き は あらざる べし、 ヒ ー 

所感 wr ひ 感想 (£ 治 三十 二 年)  五八 五 


^京 s 立雜誌 時代  五 〈六 

口 ー は 英雄に あらす、 ヮ ー シップ は 拜と譯 すべから す、 英雄なる 語 は顯然 たる 東洋 的 意義 を 含む も 

のにして、 或は 人心 を牧攬 すと 云 ひ、 或は 人 を 欺く と 云 ふが 如き、 一種 異様の 感を 起す の 語な り、 項 

羽の 如き、 秀吉の 如き、 北條早 雲の 如き、 彼等が 英雄と 稱 せらる X は 重に 彼等の 超凡 的 奇才に. m る も 

のな りと す、 若し コ ri ムゥ H ルを稱 する に 英雄 を 以てせん か、 是れ 甚だ 彼 を 誤解す る 事な り、 彼 は 寧 

ろ 聖人に して 英雄に は あら ざり し、 彼 は 偉人と 稱 する を 得る も 英雄と は稱 すべから す、 そ は 彼 は 智略 

の 人に あらす して、 信仰 誠實の 人に て あり たれば なり、 故 グラッドストン 氏が 獨の 宰相 ビ ス マ 1 クを 

評して、 彼 は big*  man  (巨人と 譯 せんか) と 做せし は、 彼に 誠實の 缺乏を || めて なりし、^ 人 (<)i.^a ト t 

man) は 道德的 人物な り、 ！： 翻の 如き、 ダンテの 如き、 ル 1 "テルの 如き、 彼等 はグレ ー トメ ン にして 

英雄に は あら ざり し。 

英語の ヮ ー シップ は亦必 しも 祟拜を 意味せ す、 崇拜 なる 語 は 人 以上の 實在 者に 對し用 ゆべき 語と して 

存 すべき ものな り、 崇拜は 屬隸を 意味す、 獻身的 服從を 意味す、 而 して 人に して 他の 人 を^ 拜 せん f> 

是れ 彼の 人格 を 低める 事に して 墮落是 より 大 なる はなし、 コ & ムゥ H ルた り、 西鄕 隆盛たり、 彼等 は 

大人物た りしに は 相違な しと 雖も、 吾人の 祟拜を 奉るべき 人物に あらす、 吾人 は 彼等 を 尊敬す る も 可 

なり、 或は 師 として 彼等に 學ぶ ある も 可たり、 然れ ども 彼等 を 吾人の 標本 的 人物と し 仰ぐ に 至て は， 

是れ 自暴自棄 自 辱自賤 の 所業と 云 はざる を 得す。 

然れ ども 祟拜 すべき 祌を 有せざる 人に 取りて は、 人物 崇拜は 免るべからざる 惡弊 なりと す、 ^拜の 念 

は 人の 本性 に^する ものな り、 彼 は 何物 かに 對 して 此念を 放散せ ざるべ からす、 故に 彼 は 彼の 知る 古 

人 或は 今人 をお へ來 り、 印度人が 木石の 偶像 を拜 する が 如く、 彼の 崇拜を 彼の 理想す る 人物に 向て； 4  , 


する たり、 或は 西鄕 隆盛 を 撰ぶ あり、 或は 力 ー ライル を 撰ぶ あり、 或は 伊藤博文 侯、 或は 大隈重 信 伯、 

或は 板 垣 退 助 伯、 或は 甚だしき に 至て は 下々 の 文士 新聞 雜誌 記者に さへ 此至重 至高の 思念 を 奉る あり、 

人物 祟拜 なる もの は 無 宗敎國 に 於て 最も 盛に 行 はるる 弊害に して、. 高尙 なる 宗敎の 尊 奉 せらる i 國に 

於て は此 種の 迷信 は 存在の 餘地を 有せす。 

若し 其 害の 大小より 言へば、 古人 崇拜の 害 は 今人 崇拜の 害より 少し、 古人 は 僅に 史上に 存 する のみ、 

行て 彼に 接する 機會 なく、 又 誤謬 を揑 造して 彼 を 巾 傷 せんとす る 新聞紙 もなければ、 崇拜を 古人に 奉 

る 者 は 彼の 信仰 を亂 さるる 患な く、 只 彼の 夢想に 彼の 愛着の 人物 を畫 き、 餘 まり 深く 歷史 を攻査 する 

事な く、 「彼 は斯く なりし」 と ra: 信し、 以て 單に 彼の 畫 像に 傲 はんこと を努 む。 

然れ ども 今人 崇拜 者に 至て は斯の 如くなる 能 はす、 彼の 崇拜物 は 彼の 批評 區域內 に 在る ことたれば. 

一度び 彼の 崇拜 物が 彼の 理想 (實は 慾び 10 に 反する こと あれば、 彼 は 彼の 信仰 を飜 へす 事 掌 を 反すよ 

り も 易く、 恰も 北海道の 漁夫が 大漁 を 石 地蔵に 祈り、 彼等の 祈願の 聞かれざる 時 は、 全 村 集て 是を石 

打ちに する が 如し、 昨日の 理想的 人物 は 今日の 變 節漢、 俗人、 偽物と なり、 彼に 對 する 尊崇の 念 を 放 

棄 する は 愚か、 今 は 彼の 謦敵 となり、 昨の 贄 歌に 替 へて 今の 詛咒 あり。 

今人 山お 祥 者の 行爲 たる、 余 の 常に 耳に する 冶 郞賤妓 の 痴情の 如き ものな り、 意氣相 投合す るの 時に 

當ては 情 を 三せ に 契る こと ある も、 一度 琪 細の 感情の 衝突より 二者の 間に 隔離 を 生す るに 至る や、 憤 

怨の焰 は 抑 ゆるに 術な く、  ra^ は 血烟を 擧げ、 紅 河 を 流す、 ^は 彼等 を 情夫 情婦と 稱 すると 雖も、 而も 

彼等の 裏に 眞 情の なする にあら す、 彼等の 愛情なる もの は、 獸 慾の 一 種た るに 過す、 是を小 說に綠 り、 

刺 場 に： 河 じて 惰夫懶 族の 淚を惹 くこと ある も、 是を 祈：： 學 的宗敎 的に 解して 一 つの 賞美すべき 車 責の其 
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に^する あるな し。 

八， 人？ へ- 拜は 確かに 痴情の 一 種な り、 是れ 神明 を 離れて 罪惡に 沈る 惰弱 漢が 心屮の 寂^ を s 心さ めんが 爲 

めに 犯す 罪業な り、 卽ち 今人 崇拜 家なる 者 は 失戀 家の 一種な り、 彼 は 愛すべき 祌を 知ら ざれば、 或る 

人 を 4- めて 神と し 事 へんと 欲する 者な り、 彼 は 智者の 近くべからざる 者に して、 彼に 接近して 禍害の 

1, 丄：： 人の 身に 及ばざる はなし、 余 は 人物 崇拜を るに 精神的 大 疾病 を 以てす、 是 にして 撲滅せ すん ば、 

雄志 宏 量の 吾人の 內に 起る あるな し。 二月) 

英國 人の 偉大なる 理由 

英闽 人の 偉大なる 理由 は、 昔時の アツ シリャ 人 义は羅 馬 人の 偉大な りし 现 由と 同一な り、 若し 彼等の 

加 E 力 を 以て 評せん 乎、 アツ シリャ 人 はバビ II ンに 及ば ざり し、 羅馬人 は 埃 及 人 希 職人に 及ば ざり し、 

英阔 人に 佛蘭西 人、 獨 逸人、 伊太利 人に 及ばざる 處 多し、 彼等の 體 格に 於て、 彼等の 遣傳 性に 於て、 

等 は 先天的に 偉大なる 民に あらす。 

英！： 人の i 犬なる 理由 は 彼等 §规 律 を 重ん する の 性に^ するな り、 彼 は败の 許諾 を與 へし 法律に は、 

K" 難を排 しても 服從 せんとす、 彼 は 彼の 約 を 履行す る を 以て 人生 最大の 義務な りと 信す、 彼の 組成す 

る： 來隊の 强きは 是が爲 めな り、 彼の 商業の 强 ra: なる は 是が爲 めな り、 彼の 憲法 政治が 最も 好 良なる 結 

ra^ を n で， する の 理由 も 亦是に 由ら すん ば あらす、 彼の 稱 する 自. m なる 者 は 規律に 服從 する より 來る自 由 

にじて、 佛人、 伊人、 西 人、 等が 自由と 粲 儘と を？， 此 ：！： する に 比して、 英 人の， ：31 由の 犯すべからざる よ 


亦 故た きに あらす。 

提督 ネルソンが トラフ ハルガ ー に佛、 西の 同盟 艦隊に 遭遇せ し 時、 彼の 旗下の 士に 告げて 「英國 は 彼 

女の 生 子より 義務の 遂行 を 要求す」 と 曰へ り、 而 して 彼れ 自身 敵 丸に 當て 瞑目 せんとす る や 曰く 「余 

は 神に 感謝す、 余 は 余の 義務 を盡 せり」 と、 英國人 は 彼の ビ uto 「なる 語に 特種の 意味 を附 す、 之 を 

務と譯 して 其 眞義を 通す る 難し、 、チュ ー チ ー の 語に 莊嚴 なる 意味 ありて、 之 を 他國の 語に 譯し 難しと 

云 ふ、 蓋し Is! 實 なるべし。 

世界の 商業界に 於て 最も 價値 ある もの は 佛蘭西 人の 證文、 义は 西班牙 人、 露西亞 人の 捺印に あらすじ 

て、 英國 商人の 一 語な りと す、 彼に 取りて は Avcnl (語) は實に AVorth  (憒) なり。 

彼の 學 校に 於け る や， 彼の 智能に 魯 鈍なる 處 あり、 余臂は 彼と 優劣 を敎 窒に爭 ふて、 彼に 一歩 を讓ら 

す、 然れ ども 歩む に遲 きこと 牛の 如き 彼 は、 根强 きこと 亦 牛の 如し、 彼 は 勉強す る こと を S 

る) と 云 ふなり、 彼 は 能く 敎 鞭の 下に 忍び、 規律 的の 勉學 を繼續 して 竞に 大事 を遂 る. り。 

者必 すし も强 きに あらす、 智者 必す しも 富める にあら す、 富 國强兵 は 義務 履行の 結 菜な り、 英國人 

の 偉大なる は 道 德的现 由 に^す、 彼の 富と 强とは 傚 ふべ からざる の 性に あらす、 余輩が 英國人 を 尊崇 

せす して 彼の 奉す る 主義 を 尊崇す るの 所以 は爱 に^す。 (二  =.0 

先師 シ ー リ— 先生 を懷ふ 

余 は. 曾て 先生に 問 ふに 大學 整理に 關 する 先生の 方針 如何 を 以てす、 先生 答へ て 曰く 「余 に^に 方針な 
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る もの あるな し、 余の 神 は 日 襟に 余 を敎へ 導き 給 ふなり」 と。 

先生の 始めて アム スト 大學 總理 となる や、 人、 先生の 學に 長す る も 世才に 疎き の 故 を 以て 大に 校の 將 

來を患 ふる 者 ありき、 先生 は 資金 募集の 術 を 知らす、 亦 富豪 接待の 道に 巧たら す、 然るに 先生 在職の 

間に アム スト 大學は 長大 足の 進歩 をな し、 校 舍の增 築、 講座の 增" ツユ、 共に た 代 未だ 曾て 見ざる： なり 

し、 先生 は 基督 敎の 聖書 を： 一::- する、 實に嚴 父の 遣 言 を 信す るよりも 岡 かりし、 左の^ 語の 如き は』 ic- に 

先生の 大學 整理の 秘訣な りしに 相違な し 

何事 を も 思 ひ 煩 ふ 勿れ、 惟 事々 に祈禱 し、 懇 求し、 はつ 感 して 己が 求む る 所 を 神に 告げよ 

余 は 曾て 一 夜 先生の 家を訪 ふ、 時に 先生 獨り 書齋 にあり、 余 を延て 先生と 對 座せ しむ、 先生 壁 上に 掛 

りし 一 婦人の 肖像 を 指して 曰く 「彼女 は 余の 愛する 妻な り、 五 年 前に 吾人 を 去れり、 んマ は天國 にお リ 

て 吾人 を 待ちつ \ あり」 と、 言 終て 先生の 鷲の 如き 眼 は 11^ を 以て 溢れたり、 先生の 未来 存在 を 信ぜし 

は 余が 明日の 存在 を 信す るが 如く 確かな りし、 < ^は 其 時 始めて 來 世の 實在を 確かめ 得たり。 

余 は 先生と 別れて より 兹に十 有 一年、 先生 亦 今 世の 人に あらす して、 令 は 先生の X 布 t}- せし 純潔なる 鄉 

土に ある を 信す、 然れ ども 今や n 常 f 路の 難に 會 して 厦々 先生の 面影の 彷彿と して 余の 眼前 に^び：^ 

り、 余 を敎へ 導く こと 十數 年の 前、 馬 州の 一校 村に 於て せし が 如き を覺 ゆ。 (鑑 三) (1 月) 

『慷 慨 家』 

『慷慨 家』 と は 慷慨の 外 何事 を も爲し 得ざる 者な り、 彼 は £ を 耕し 5!^ す、 又 車 を 1- く を 得す •  ^慨は 


彼の 職業に して 叉 食物に して 又 生命な り、 彼 は 富士山 を？ めど も懷慨 し、 櫻 花 を眺れ ども 懷慨 し、 i ェ 

人の 傳を讀 て 慷慨し、 詩人の 章を諳 じて 慷慨す、 彼に 平和な し、 彼 は 只條慨 する のみ、 彼に 愛な し、 

喜悅 なし、 滿 足な し。 ( 一 月〕 

佛敎 復興の 方法 

聚 は佛敎 信者に あらす、 然れ ども 切に 佛敎の 復興 を. ば- 1 む ものな り、 而 して 其方 法た る や 怫敎徒 同- 

盟會を 起し、 徵を 全國に 飛ばし、 政府に 迫て 公認 敎の 制度 を 定めし めんと する が 如き、 政治家 的 俗 

人的 行爲に 依るべからざる を 知るな り、 佛敎復 輿 は 其 字義の 如く 聖釋. ！牟 尼の 敎理其 俊 を 復興す る こ 

となり、 卽ち 彼の 如き 淸淨 なる、 忍耐 深き、 慈愛に 富める、 宏 量なる 生涯 を 導く にあり、 佛敎 復興 は 

先づ政 治 的た らすし て 道德的 たるべし、 社會 的た ら すし て 修養 的 た るべき なり。 

佛敎學 は 今や 開明 國に 於け る 一 大專 il 學 たるに 至りし にあら す や、 然るに 我國 の佛敎 徒にして 梵語 を 

以て 自由に 佛典を 解し 得る 者 は 幾許 か ある、 英に 至り 見よ、 獨に 行て 見よ、 基督 敎國に 於け る 佛敎の 

研究 は 佛敎國 たる 日本に 於け るが 如き 陳腐の ものに あらざる を、 佛敎 (5^ 輿の 一 大要 點は it 典 講究の 苦 

及な り、 何ぞ 梵語 學校を 設けざる、 何 ぞ敎師 を 印度より 招かざる。 a 月〕 
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『雅量』 と 『偏狭』 

大海 は 細流 を 厭 はす 之 を 以て 大 なり、 高山 は 土 壤を擇 ばす 此を 以て 高し。 大丈夫の 胸 度 常に 此の 如き 

のみ、 胡 爲ぞ遑 々焉 として 3： にか 之かん と 欲す。 とは是 れせ 人の 層 聞く 所の 一一 一一 C なり、 ^^1-^高ぅして3:2深 

し。 而も 是れ當 代人 心の 指導に 资 すべき ものなる か、 in 人 i:^ だ 之 を 疑 ふ。 

所謂 名士 を 網羅 せんが 爲 めに 其 名と 其 勢と を 見て 敢て其 主 1^ 意見 を究 むるな き 政黨の 勢力 ある 今： ：！、 

會員を 增し會 勢 を 張らん が爲 めに 其 資格と 素性と を究 むる なきや： 円年會 事業の 營 まる k 今日、 所 礎 

を 化ュ草 1： にし 業務 を擴張 せんが 爲 めに 資を 仰ぎ 寄付 を受 くるに 於て  >れ て 其 性質と 要求と を 顧みざる 慈ぶ " 

的 事業の 行 はる &今 nz、  ti^ 產 殖財の 爲 めに 猫 を 剝ぎ犬 を 剥ぐ 的 の 唱道 せらる. -今 日、 年来の！：； -權 

論 を 捨て 自由 說を擲 ち、 閥族に 屈し 動もすれば r 國家 的」 r 國 家の 爲め」 と稱 する 政士 の跌扈 する 八：' 

日に 於て、 か^る大海的高山的宏度雅量の^^述は社會人心に危險を與ふるものにぁらざるなきか。 に： 

人 甚だ 犬に 之 を 疑 ふ。 單に大 を 以て 吾人 成功の：！ II 的と なさば、 河流 を擇 ばざる も 可な り、 若し： fi:: 人に 

して 濁 浪の淼 々たる 黄诲の 如き を 以て 滿 足して 放て 岩淸 水の 消々 たり、 靑山影 淸き蘊 名、 ゼネ パの愁 

湖 を^むな くんば、 單に高 を 以て 吾人 希望の 完成と なさば 土 壤を擇 ばざる も 可し、 兀片木 頭 を iili- め稜 

で 雲表にまで 至れよ、 或は 降り 来し 積雪 を 以て 固めて： 大 外にまで 達せよ。 され ど 1$： 人 は此に 聖ぺテ a 

の會堂 を笔， み 或は 富 士の高 根 を 期す る 能 はざる なり。 

吾人 は 主義 を 持して 幾れ、 渴尙 ほ盜， = 水-を 飲まざる の 決心あって、 ..j!: 人此 極の 大海 的 高山 的宏度 を ゆび 


で 害な し。 然ら すん ば是れ 俗人の 雅量の み、 黨 として 無 主義の 俗黨 となり、 會 として 不統一 の 俗會と 

なり、 人と して 無 主義 無節操の 俗人と なる。 吾人が 今日 聽く べきの 急 事 は 決して 此 種の 大 雅量に あら 

ざるな り。 

氺  氺 

吾人 は 一 1^ の 雅量 宏度を 有する 今の 大丈夫に 與 する ものに あらす、 而も 同時に- in 人 は 叉 偏狭の 徒に 與 

する 能 はざる なり。 吾人 は 「東洋」 r 亞 細亞」 「日本」 「國 家」 て ふ 冠詞 を 冠る 人士の 所說と 所爲と 

に 多く 同情 同意 を 表する 能 はす。 然れ ども 時 漸く 『雅量』 の 流行 せんとす る 今日に 於て、 狹 なる：？ 一 S 

の 領分 を も 世人 は徐々 に擴 張し つ 、ある は 疑 ふべ からざる 事實 なる が 如し。 

齊王竿 を 好む、 仕へ を齊に 求む る 者 あり、 瑟を 操り 行て 王の 門に 立つ 三年 人る を 得す、 遂に 怨言す、 

客 之 を 罵て 曰く 王 は 竿 を 好む 而 して 子 は瑟を 鼓す、 瑟ェ と雖も 王の 好まざる を 如何せんと、 吾人 を以 

て是を 見る に 客の 言 可な り。 齊王 にして 竿 をのみ 好まん 乎、 吾人 は 初より 瑟を 王の 門に 操らざる のみ _ 

何 を 苦んで 人の 好まざる 者 を 以て 人に 强へ 以て 人 を 恨み 自ら 怨 むの 愚 をな さんや。 人 之 を 偏狭と 呼ぶ- 

吾人 亦此 種の 偏狹を 嘲る や 切なり。 

屈 原 旣に放 たれ、 行々 澤 畔に吟 じて 漁夫に 遇 ふ" 漁夫が 曰く 聖人 は 物に 凝滞せ す 能くせ と 推移す、 せ 

人 皆 濁らば 何 ぞ其泥 を！！ して 其 波 を 揚げざる、 衆人 皆醉 はぐ 何ぞ其 糟を铺 て其鵰 をす とりざる、 何が 

故に 深く 思 ひ 高く 擧て 自ら 放た る&を なす。 屈 原が 曰く 吾 之 を 聞く 新たに 沐 する 者 は必す 冠を彈 き、 

新たに 浴す る 者 は 必す衣 を 振 ふ、 安ぞ 能く 身の 察 察 を 以て 物の 汶汶を 受る者 あらん や、 寧ろ 湘 流に 赴 

き 江 魚の 腹中に 葬らる X も 安ん ぞ 能く 皓皓の 白き を 以て 世俗の 塵埃 を 蒙らん やと。 人 或は 之を稱 して 
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叉 偏狭と 呼ぶ。 され ど 吾人 は 同せ す、 若し 之 をし も 偏狭と いは V 吾人 は 寧ろ 甘んじて 偏 狹に與 せんの 

み。 (一月) 

〇 

義務的 道 德 

失意 失望.. の 重荷の 吾人の 志 意を壓 する ありて、 如何に 義務の 鞭撻の 吾人の 身に 加 へらる、 も、 吾人の 

口に 讚 歌な く、 吾人の 筆に 生氣 あるな し、 喜樂を 供す る ことなくして 單に 義務 を强 ゆる 道 德は殘 酷な 

る道德 なり、 子に 向て は 單に孝 なれと 强ひ、 臣に 向て は 單に忠 なれと 迫り、 而 して 孝なら す忠 なら ざ 

れば 不孝 不忠 を 以て 貴む、 此 種の 道德行 はれて 人に 恐怖 ありて 誠意な く、 偽善 は 醸されて 眞 善の 養成 

モチ I ブ 

さる k なし、 吾人に 敎 ゆるに 孝と 忠 との 理由 を 以てせよ、 吾人 を勵 ますに 孝たり 忠 たるの 致 動 念を以 

てせ よ、 吾人 は大 政府の 威喊を 待た すして、 從順 善良なる 民たり 得るな り。 (二月) 

二種の 道德 

仰瞻 的道德 あり、 下瞰 的道德 あり、 前者 は 上に 事 ふるの 道德 にして 後者 は 下に 盡 すの 道德 なり、 前者 

は 東洋 的道德 にして 後者 は 西洋 的道德 なり、 前者の 美 は 忠良なる 臣民 を 作る にあり、 後者の 擾は 自由 

民權 の^ 敎者を 出す にあり、 佐藤繼 信、 小 宮山友 信、 曾 我 兄弟、 田宮坊 太郞、 渡 邊數馬 は 前者の 好 襟 


本な り、 大江廣 元、 北條泰 時、 佐倉宗 五郎、 クロム ゥ ヱル、 ワシントン、 コブ デン、 ブライト、 グラ 

ッ ドス トン、 ジョ ベルチ、 マチー 一、 ガルバ ルヂ ー、 は 後者の 善 例な り、 東洋の 天地に 自由の 擧ら ざる 

は 下瞰 的道德 に缺乏 する が 故な り、 西洋 歷史に 革命的の 行爲 多き は 仰 瞻的道 德の薄 t おた るが 故な り、 

兩者各 其 得失 あり、 然れ ども 其 生み 来りし 文明と 社會 組織と に 至て は、 炳 然として 誤るべからざる の 

差刖 ありと す。 ニー 月) 

東洋 的社會 組織 

慈善事業の 擧ら ざる、 敎育 事業の 振 はざる、 余輩 は 亦 之 を 下瞰 的 道 德の缺 乏に歸 せざる を 得す、 康安 

を 上 者に 奉る を 以て 最大 目的と なす 國 民に 囊底を 叩て 不遇 を憫 まんと する 熟 情なき は 勿論な り、 亦 子 

弟 を 憐れむ も 之に 對す るの 義務 を感 する に 薄き 父兄が 全力 を 幼 者の 敎 育に 注がん 事 は 望む ベから す、 

東洋人の 道 德的感 念に 從 へば、 義務て ふ 者 は 下が 上に 對 して 持つべき 念に して、 上が 下に 對 して 火な 

る 義務 を 有すと は、 東洋 倫理の 敎 ふる 處 にあら す、 曰く 孝、 曰く 忠、 曰く 俤、 曰く 良、 是れ臣 が 君に 

對し、 子が 父に 對し、 弟が 兄に 對し、 妻が 夫に 對す るの 義務た るに 止る、 君 は 臣に對 して 負 ふべき の 

義務た く、 父 は 其 子 を 苦界に 沈む る も 社會は 彼を責 るに 人倫の 破 壌 を 以てせす、 妻に して 私 夫に 通す 

れば^ 娃罪を 作り、 夫に して 娃樂を 極む る も 罪と して は 認められす、 故に 子弟の 敎育は 長者 老後の 快 

樂を買 はんが 爲に 施さる、 東洋人の 敎 育に 不熱心なる は 全く 之が 爲め なり。 (二月： 
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過去と 未來 

然れ ども 下に 立つ 者よ、 上に 立つ 者に 對 して は汝 自身より 此 種の 改革 を唱 ふる 勿れ、 汝 自身 は汝の 八/ 

日の 境遇に 安ぜ よ、 然れ ども 汝の 下なる 者に 對 して は、 汝 自身 父母と なりし 時 は、 汝 自身 君と たりて 

碑と 僕と を 使 ふ 時 は、 汝 自身 夫た るの 地位に 立つ 時 は、 汝は 君たり 父母たり 夫た るの 東洋 的 特權に 誇 

る ことなく、 下瞰して 能く 下に 立つ 者の 地位 を 思 ひ 遣り、 汝は汝 を 造りし 天に 對し 彼等に 對 して 偉大 

なる 責任 を 有する を 思 ひ、 汝の 快樂の 具に 彼等 を 供す るな く、 汝の身 を 忘れて 彼等の 爲 めに 盡し、 彼 

等の 開發を 慮り、 彼等の 啓 導 を 努め、 彼等 も汝の 彼等に 對 する 義務的 行爲に 感じて、 亦 善良 仁慈なる 

君たり 父母た らんこと を 努めよ、 是れ 最も 穏和なる 最も 好果 多き 改革たり、 我等 は實に 過渡の 時代に 

あり、 上に 對 して は 仰瞻 的道德 を服朥 し、 下に 對 して は 下瞰 的 道德を 守るべき なり。 (二月) 

惡 魔 

悪魔と は 心 靈的實 在 物の 全然 惡 化せし 者の 稱 なり、 彼 は 今 は 善の 善なる こと を 識る能 はす、 善 を 見る 

必す惡 の 現象な りと 做し、 惡 ならざる 人と 物との 世に 實在 する こと を 信す る 能 はす、 彼 は 勿論 彼れ 自 

身の 根本的 惡 人なる を 信じ、 從て 聖賢 君子 も 悉く 惡の 動機より して 善人の 假面を 被る 者な りと 信す、 

善 は 彼に 取りて は惡を 遂行す る爲 めの 方法な り、 人生 惡 なり、 宇宙 惡 なり、 彼に 取りて は 物と して 惡 

ならざる はなし、 故に 惡魔を 善に 導く の 道 あるな し、 彼 は 善 ある を 信ぜ ざれば なり、 彼は旣 に. 水久に 

悪た るの 地位に 落 入りし 者な り、 彼の 業 は 今 は 彼 自身が 惡な るが 如く 他人 を惡 化する にあり、 彼の 最 


も 憎む 者 は 神と 善人と なり、 彼の 最も 喜ぶ こと は 善人の 墮落 する ことたり、 世に 怖るべき 者の 中に惡 - 

魔の 如き は あらす。 (二月) 

惡 魔の 正 反對は 神たり、 彼 は 永久の 善な り (sfel.ual  uccdugy 詩人 ホヰッ チヤ ー の  一一 一一 0、 惡 たる^ 

と は 彼の 意識に 人る 能 はす、 彼は總 ての 場合に 於て 總 ての 者に 向て 善 を 意 ひ 善 を 喜び 善 を 助け、 彼の 

永久の 攝现の 裡に善 をして 終に 惡に 勝た しめんと 働きつ k あり。 惡 魔の 吾人 をして 神の 刑罰 を 意 はし 

むる に對 して、 祌は 1^:: 人 をして 彼の 匡正 を 意 はしむ、 惡魔は 吾人 を落膽 せし むる 者に して、 祌は 吾. < 

を獎勵 する 者たり、 惡魔は 吾人の 企 圖に對 して 『駄目な り、 汝は必 す 失敗 せん』 と 言 ふに 對 して、 祌 

は 『努めよ、 吾れ 汝を 助けん』 と 言 ひ 給 ふなり、 惡魔は 怖れし め、 神 は 喜ばしむ、 惡魔は どこまでも. 

消 局 的に して 祌は どこまでも 積 局 的な り、 神 若し 吾人 を 叱責す る 時 は 建設 を 園て 之を爲 し、 惡魔は 吾 

人 を 讚め 立つ る 事 ある も、 心に 吾人の 破滅 を 企つ。 (二月) 

人 は 神の 手より 離れて 惡 魔と 同盟せ し 者たり、 彼 は 未だ 全く 惡 化せし 者に あらす と雖、 惡を 信す る C 

と强 くして 善 を 信す る こと 弱き者な り、 故に 彼 は 神の 萬 言に 愈て 惡 魔の 一言 を 信す る 者な り、 彼の 耳 

は惡を 聞く に敏 くして 善 を 聞く に 鈍し、 彼 は 他人の 惡評 とならば 一 新聞紙の 報道に すら 九 鼎の 重 を 置 

くも、 其 善 評と あらば 干 百 人の 證言も 以て 彼の 信 を 起す に 足らす、 彼 は惡を 以て 惡を 消す の 外、 善の 
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光輝 を 以て 惡を 逐攘消 解す るの 術 を 知らす、 彼の 多く は 今 は小惡 魔と 化し 去て、 現世に 於け る 魔王の 

企 圖を帮 けつ k あり。 (二月) 

單獨と 友誼 

單獨は 決して 望ましき 者に あらす、 人 は 生れながら にして 社交的 動物な り、 故に 彼 は 凡ての 方法 を盡 

して 共同一致 平和 親睦 を 計るべき なり、 然れ ども 彼に 單獨を 守らざる ベから ざるの 時 あり、 卽ち 盗賊 

の 巢窟に 在る 時の 如き は 其 一 なり、 此 場合に 於て は 彼 は 彼の 生命 を 賭しても 單獨を 守らざる ベから す- 

盗賊と 共同一致 する は 彼 自ら 盗賊と 化する ことなり、 彼 は 彼等の 求む る 和親 を 拒絶して、 盗賊の 1K 现 

に 全然 背 房す る ものなる 事 を 示さ f るべ からす。 

單獨を 守り 得ざる 者 は 卑怯者たり、 最も 巧なる 實際家 は 封 £ 間たり、 彼 は 何人と も 交 を 結ぶ を 得るな り 

其 人の 主義 を 問 はす、 品性 を 究めす、 唯 人と しあれば、 殊に 有力なる 人と しあれば、 彼 は 悅んで 其 友 

〇00〇0  00  0  00〇〇00っ00  0〇000000  0 

たらん と 欲するな り、 封 巾 間 は 廣き此 宇宙に 獨り 存在す るの 勇氣と 確信と を 有せす、 交際 は 彼に 取りて 

は 生存 上の 必要な り、 彼 は 政治家と 化する も、 新聞記者 となる も、 或は 詩人と たりて 貴 顯の实 席に 和 

韻の 技 を 奏する も、 彼 は 寄生 蟲の 如く 單獨 にて は 生存し 得ざる 者な り、 故に 彼 は 悅んで 何れの 會八" に 

も 出席す るな り、 彼 は實に 度量 大海の 如き 人物 な り 。 


「我、 獨 たるに 非す、 神 我と 共に あり」 とはィ H ス キリス 卜の 生涯な りし、 一 婦人の 外 は 曾て 其 心中 

を 知りし 者な しと は、 英 國の大 平民 チャタム 公 ピットの 心情な りし、 大 共和 國の 大統領に 選擧 せられ 

て 將に其 任に 當 らんと 欲する や、 故老 を 招ぎ て敎會 堂に 祈 禱會を 開き、 彼等に 彼の 身上の 爲 めに 祈念 

せんこと を 乞 ひ、 「余 は 今日より 世界に 於て 最も 淋しき 者の 一 人な らんと す」 と述て 就任の 途に 上り 

し 者はァ ブラ ハム リン コ ルンな りし、 「世の中に 我に も 似た る 人 もがた」 との 悲聲 を發 して 同類 同 

志 を 求めし 者 は 太閤 秀吉た りし、 最も 多く 人類の 爲 めに 盡 せし 人 は 古今東西 を 問 はす、 多く は 孤立 寂 

寞の 人に て ありし、 彼等 は 心中 溢る、 ばかりの 感を蓄 へし 人な れば、 不正 不實、 口上の 世辭を 羅列す 

る 人の 前に 立つ 事 を 厭 ひし 者な り。 

彼等 は餘 りに 眞 面目なり しが 故に、 表面的の 禮饞應 待に 堪 ゆる 能 は ざり し。 

單獨の 人の みが 眞 正の 友たり 得る の 人たり、 人 は 神明に 由ての み 互に 相 結合す る を 得る 者 なれば、 先 

づ獨り 神明と 共なら ざり し 人 は、 他の 人と も 心靈的 友誼 を 結び 得ざる 者た-り、 單獨身 を 寄す る處 なか 

り レドグ トル ジョン ソン は 如何に 多くの 好き 友人 を 有せし よ、 バ ー ク なり、 ジョ シュア レ ー ノ ー 

ルドたり、 ゴ ー ル ドス ミスな り、 當 代の 名士に して 彼と 深厚の 交 を 結びし 者何ぞ 多き や、 貞婦 二 夫に 

へ， \r、 眞人は 何人と も 交わ 結ば か、 然れ ども 彼 は 結で 解けざる の 友人 を 有す、 娼婦と 貞婦との 差異 

爱 にあり、 僞- < ：と眞 人との 差異 も亦爰 にあり。 

友人と よ、 友人と は 面識の 人 を 云 ふに あらす、 會 席に 於て 杯 を 交 はし たれば とて 未だ 友人 を 得たり と- 
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云 ふ を 得す、 友人と は 第二の 我を稱 ふなり、 卽ち 兄弟の 尙ー& 5 高尙 親近なる 者の 稱 なり、 如何 なれば 

我 は 千 百の 兄弟 を 有つ を 得ん や、 我の 友情に 限 あるな り、 之 を 五六の 親友に 頒ち與 へて 我 は已に その 

枯 渴を感 するな り、 我 は 度量 大海の 如き 當 代の 交際家が、 何人に も 其 心情 を 振り撒く を 見て、 我 も 其 

一滴の 惠に與 からん と 思 ひし 事な し、 否な 我は斯 くも 廉價 なる 友情 を 要せす、 我の 欲する 友情 は  一 il 

生命より 貴き 友情な り。 

友の 多き 事 は 友の なき 事な り、 希臘 の古哲 曾て 一 小屋 を 造る、 人 其 矮小 を 笑 ふ、 哲人 之に 答へ て 曰く、 

「余に して 若し 此 小屋に 充 つるの 友人 を 有つ に 至らば 幸福たり」 と、 今人が 親友の 少 きを 歎つ は 彼等 

が餘り 多くの 灰 人 を 求 むれば なり、 友 を 得る の 途は友 を 求めざる にあり、 單獨は 友 を迎 ふるの 第 一途 

たり。 (二月) 

〇 

園體と 個人 

團體は 之 を 組織す る 個人より 强且大 なる 能 はす、 大 なる 個人、 犬なる 圏體、 小なる 個人、 小なる 團 

若し 堝 中に 銅と 鈴と を 投じて 金と 銀と を 得べ くんば、 小人 物 小 國民を 集合して 大議會 大國家 を 造る を 

得ん。 (三月)  ， 


憲法の 濫用 

議曹 政府と 相 結託して 何事 か 爲し得 ざらん や、 恰も 會 社の 監査役が 其 取締と 相 結託して 非道 非行の 爲 

し 得ざる 事な きが 如し、 議會の 貴き は 其 政府と 相 遠 かるが 故な り、 二者の 間に 情 實的默 契の 布せ ざる 

が 故な り、 然るに 相對 すべき 者が 相 合する に 及んで は、 利器 は變 じて 害 物と なり、 巡査 反て 盗賊 を援 

くるの 奇 觀を呈 する に 至る。 (三月) 

國家對 個人 

個人が 國 家に 對し 義務 を 有する が 如く、 國家も 亦 個人に 對し 重且大 なる 資任を 有す、 國家は 個人の 權 

利 を 保護し、 彼に 信仰の 自由 を 供し、 其 智能の 開發を 計り、 强 者の 專横を 妨げ、 51 者の 生存 を 助け ざ 

るべ からす、 若し 是を爲 さすして 單に稅 を徵し 兵役 を 課する を 以て 其 職と なさば、 國{ 豕は壓 制 家の 最 

も大な る 者な り、 昔時 は虐王 神權の 名を藉 りて 民 を 困し めたり、 今 は 政治家 國 家の 名に 依て^ 人を壓 

碎す、 余輩 は 其 孰れ か 最も 怕 るべき 者なる や を 知らす。 (三月.) 

『國 家』 卜 想像  _ 

有無 孰れ か 判別し 難き もの は 今人の 所謂 國 家なる 者な り、 是れ 山に 非す 河に 非す、 岩に 非す 土に 非す、 

亦 人に 非す、 權威 有て 情なき 者、 吾人の 凡て を 要求して 吾人に 何物 をも與 へざる 者、 ？举 に 怖るべき 者 

にして 愛し 難き 者、 仁な き 君の 如き 者、 慈愛な き 父の 如き 者、 吾人に 服從を 要め て 恩惠を 約せ ざる 者、 

所 Ji 及 "ひ 感想 (S 治」 11 十二 年： >  I  i.  I 
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形體 なき 壓制 家、 捕捉し 難き 魔王、 余輩 は 其 政治 學 者の 腦裡に 存在す るの 外、 其 何 所に 實在 する 者な" 

る や を 知らす。 ニニ  HT)  > 

叛人 

孰れの 國、 孰れの 時代に 於ても、 眞 正の 政治 は 政府 以外に 在て、 眞 正の 宗敎は 寺院 叉 は敎會 以外に あ； 

り、 北條 政府に 叛 きし 楠 木 正 成 は 皇運中 輿の 途を 開き、 西班牙 王フ ィ リップ 二世に 叛 きし 才 レンジ 一 

公ゥ イリヤ ムは和 蘭 共和 國の 基礎 を 定めて、 英米 兩國に 新制 度 普及の 端緒 を 開きたり、 釋迦は 婆羅門 

敎の 破門 者に して、 基督 は 猶太 敎會の 謀叛 人な りき、 余輩 は 未だ 謀叛 人に あらざる 大 改革者、 大宗 敎 

家、 大愛國 者 ありし を 知らす。 (三月，)  j 

H 木 の 美 術 

日本の 美術 は. 主として 貴族的な り、 其 繪畫は 重に 貴族の 狀 態を畫 きし ものな り、 其 美人 は 貴婦人に あ 

ら ざれば 貴族の 玩弄に 供 せらる X 歌妓の 類たり、 其 景色 は 貴族の 庭園な り、 其 詩歌 は贵 族の 遊戯な り、 

貧者の 生涯 を 高め 且つ 慰めし ヲ ルヅヲ スの 如き 大 詩人の ありし を 聞かす、 貧者の 居住 を 畫くを 以て 有 

名なる ミレ ー の 如き 大畫 家の ありし を 耳に せす、 日本人 は 彼等の 美術に 於て 貴族 豪族の 生涯 を 羨む の 一 

み、 勞働社 會の淸 貧の 美 は 未だ 深く 日本 美術家の 心情 を 動かせし ことなき が 如し。 (三月)  ： 

大 詩人の 心事  j 


獨 乙の ニ大詩 星、 ゲ ー テ 及び シ ルレ ル、 嘗て 先進 レッシング を 其 記念碑 前に？？？ し、 歌って 曰 はく、 「生 

きて は 我等 君 を 敬し 君 を 愛し、 不朽 者の 一人と して 君 を 讚 せん、 死して は 君の 靈 とこし へに 人類 を 守 

り 之 を 導かん」 と。 然るに レッシング 嘗て 遣 言して 曰 はく、 徒らに 詩人 を稱 讚す る は是れ 眞に稱 讚の 

道 を 得た る ものに あらす。 眞の稱 讚 は眞に 彼等 詩人の 心事 を 考究し、 之れ に 則る にあり と。 

,\\lr  二 Ucn  wcnl^er  2.】ミ1>21 

眞に然 り、 是れ豈 に 詩人 レッシングの 心事の みならん や。 古来の 大人 君子の 心事 亦斯の 如きの み" 彼 

等の 遣 志 を 繼がゃ 其 遣 志 を 奉ぜす んば、 千 百の 讚辭、 壯麗の 銅像 紀念碑 何 か あらん。 (三月，) 

〇  . 

改良の 始まる 所 

改良 は社會 より 来らす、 敦會 より 来らす、 腐敗 議員 を 以て 組織せられ たる 議會 より 來ら ざる は 勿論な 

り、 改良 は 吾人 自身より 来る、 吾人の 良心 を 監視し 給 ふ 神明より 來る、 吾人 自身に して 改まら すん ば- 

千 萬 年 を 待つ も 改良 は此國 土に 臨まざる べし。 (三月し 
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我の 責任 

社會は 腐敗せ り、 然れ ども 吾人 も亦此 腐敗せ る 社會の 一部分 なること を 忘る ベから す、 Ifj:: 人 は 其 改善 

の資任 を 有し、 其 益々 腐敗の 度 を 加 ふる を 見て 大に 吾人 自身 を も 責めざる ベから す、 世の 社會の 腐敗 

を 痛 歎す る もの は先づ 己に 質す に 「我 は 其 改善の 爲 めに 何を爲 しつ、 あり や」 との 問題 を 以てせざる 

ベから す。 2",) 

改革の 難易 

個人主義の！； に 在て は 吾人 は 個人 を 改良して 直に 社 會竝に 國家を 改良す る を 得べ し、 然れ ども 家族 主 

義 の！： に 在て は！： 家 全體を 改良す るに 非 ざれば 社 會幷に 個人 を 改良す る 難し、 是れ實 に 改良 事業の 前 

者に 於て 容易に して、 後者に 於て 困難なる 所以な り、 正 當に之 を 解 すれば 家族 主義の 國に 於て は 輿論 

なる もの あるな し、 改革 は 下民 公衆の 聲に應 じて 來る ものに あらす して、 爲政 者の 命令の 下に 行 はる 

る もの なれば なり、 此 場合に 於て は 吾人 は 社會を 運命の 乎に 委ね、 吾人以外の勢カの來て其改^：：^ど促 

すの 時機 を；^ つ あるの み。 (三月 ソ 

： 五 c 人 活動の 區域 

吾人 活動の 一?^ 域 は 狭し、 然れ ども 全く 無き にあら す、 吾人 は 吾人の 上に 立つ 者 を 感化す るの 權能 をお 

せす、 勿論 社 會全體 を 改良す るが 如き は、 我 邦の 如き 國 柄に 於て は 平：^ 的 勢力の 及ぶ 處 にあら す、 然 


れ ども 吾人 は 1$: 人の 下に 立つ 者 を 感化す る を 得べ し、 吾人 は 亦 吾人の 感化 を 吾人の 友人に 及ぼす を 得 

ベく、 吾人 接觸の 感化 區域 をして 幾分たり とも 淸淨 ならしむ る を 得べ し、 グラッドストンたり 得ざる 

も 中 江藤樹 たる を 得べ し、 リン コ ルンたり 得ざる も 二宮 金次郞 たる を 得べ し、 若し 一 國を救 ひ 得すん 

ば ー鄕ー 村 を 救 はんの み、 若し 一 村 を も 救 ひ 得すん ば 人 一 人 を 救 はんの み、 吾人 豈失笔 すべ けんや。 

(， 三月.) 

力 1 ライ^の 言 

力， I ライル 曰く、  r 國家を 救 はんとす るが 如き は 愚者の 業の み、 眞 正の 智者 は自： 11 の 本職 を 全 ふせん 

こと をのみ 是れ努 む」 と、 國 家を濟 はんとして 之 を濟ひ 得ざる のみなら す、 自己の 品性 さへ も 維持し 

得ざる 數 多の 政治家 を 見よ、 余輩 は 未だ 國家を 救 はんとして 之 を 救 ひし 人の ありし を 聞かす、 國家を 

救 ひし 人 は先づ 己れ を 救 ひし 人たり、 國家 救濟は 常に 偉人の 無意識的 事業に して、 是を 事業と し、 目 

的と し、 職業と して、 是を 遂げし 人 ありし を 聞かす。 (三月) 

東洋 的 英 雄 

手に 本職の あるに 非す、 心に 大眞 理を蓄 ふるに あらす、 田 を 耕す の 術 を 知らす、 海に する の 法を識 

らす、 傾惰 にして 放膽、 唯 時事 を談 じ、 名士 を 訪問し、 學に從 事せ すして 圍 碁の 術を學 び、 過去 を究 

めすして, 在に 通 ぜんとし、 人：^ を 僅に 政略 的に 解して 以て 國家救 濟社會 改良 を 叫ぶ、 

に 東洋 的 英雄 ほど 不用なる 物の ある を 知らす、 小 學敎師 たり、 小店の 番頭たり、 幾分 か社會 に貢獻 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六〇^^ 
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する 處 ありて 國 家の 成長 を 助く る 者 なれ ども、 東洋 的 英雄に 至て は、 全然 消極的 人物に して、 害 有て 

益 無く、 消费 する を 知て 供給す る を 知らざる 徒食 者なる のみ。 (三月) 

:g 因と 結果 

政治 は 結 ra^. にして 道德は 原因な り、 政治の 擧ら ざる は國 民と 其 政治家に 道德 の缺乏 すれば なり、 是れ 

最も^ 易き の理 なれ ども、 然れ ども 此火 を陪 るよりも 易き 理に拘 て 事 を 處る者 甚だ ii し、 國 民の 最大 

多数 は 改革と さへ 言へば 必す 政治 上の 改革 を 道 ふなる が 如く、 千百人の起て國政を調现せんとの希^！玄 

を 懐く 志士 あれ ども 一 人の 國 民の 心 裡に 眞理を 扶植 せんと 企つ る決士 あるな し、 疾病 は 身體に 於ても 

國家に 於ても 其 病原 を 除く にあら ざれば 之 を 癒す 能 はす、 余輩 は 之を此 種の 常識が 一 日 も 早く 我！； 民 

の屮に 行き 涉 らんこと を 願 ふ ものな り。 0 二月 ソ 

希望 ー點 

人 は 云 ふ 我 國は殆 んど絕 ひェの 域に 立てり と、 然れ ども 吾人に 四千 五 百 萬の 同胞 ありて、 悉く 是れ 良心 

を 有する 生靈 なりと 知らば、 吾人 は 決して 結 望すべき にあら す、 是を 政治的に 救^す る は 至難の 業な 

りと する も、 是 を道德 的に 拯ふは 決して 爲し 難き の 事に あらす。 (三月 ソ 

愛國 心の 抑壓 


我が 裡に 愛國 心の 燃 ゆる 時 は 我の 國事を 語らん と 欲する 時な り、 而 して 我の 國事を 語る 時 は 我の 國賊 

視 せらる \ の 危險を 冒す 時な り、 故に 我 は 努めて 我の 愛國心 を抑壓 し、 以て 順良 忠實の 民た らんと 欲 

す。 (三月) 

我が 叫 號の聲 

我は强 ひて 國事を 語らん と 欲せす、 然れ ども 天下 無數の 無辜の 民 を 如何せん。 我 は 富豪の 暴 慾 を責む 

る を 好ます、 然れ ども 路傍に 飢餓に 泣く 者 多き を 如何せん" 我 は 我の 愛國心 を抑壓 する を 得べ し、 然 

れ ども 我の 人情 は 制 抑し 得べき にあら す。 我 若し 時に 悲痛の 聲を 揚げて 天下に 訴 ふる 所 あわば、 是れ 

國事を 語りし にあら すして 心事 を 語りし なり。 國 家の 爲に 叫びし にあら すして 幾锇に 迫る 我が 同胞の 

爲 めに 呼ばり しなり。 (三月) 

貧者の 爲 めの 政治 

十六 世紀の 終 を 以て 和 蘭に 輿り、 後 英國に 採用され、 究に 米國に 移されし 新制 度なる もの は是を 貧者 

の爲 めの 政治と 稱 すべき ものな りと 歷 史家 バックル は 曰へ り。 オレンジ 公の 大 なりし、 コ ロム ゥ エル 

の大 なりし、 ワシントンの 大 なりし、 リン コ ルンの 大 なりし 所以 は、 彼等が 最下、 最 貧の 民 を 以て 國 

家の 全力 を擧げ て救濟 すべき 者な りと 識認 せし に 由ら すん ば あらす" 偉人の 政治 は 素是れ 慈善事業な 

り、 細民 を拯 はんとして 終に 國家 を濟 ふ。 是れ小 を 目的と して 大に 終る の 事業、 其 永遠に 榮 えて 止 

する ことなき は 其 源 を 人情の 神 泉に 發せ しが 故なら ざるべ からす。 (三月 ソ 

所 感 及 び 感 想 (明治 三十 一 一年)  六 0 七 
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ソクラテス の 遺志 

哲人 ソクラテス 將に死 せんとす る や、 彼の 弟子 來て 彼に 問 ふに 後世 彼を紀 念す るの 途を 以てす、 ^人 

答へ て 曰く 「我が 爲 に小學 童子に 休日 を 供せ よ」 と、 少者に 喜悅を 供す る こと、 是れ快 樂の頃 上な り、 

余輩 は 我國の 英雄 大家が 此 種の 快樂を 求む る こと 甚だ 齢き を 悲しむ。 (三月) 

余輩の 要む る讀者 

余輩 は 貴族、 豪商、 豪農、 政治家 (殊に 代議士) の 中より、 余輩の 讀者を 得ん こと を 要め す、 そ は 彼 

等の 多く は 余輩と 全く 處 世の 徑路を 異にし、 余輩に 彼等に 語らん と 欲する 所な きが 如く、 彼等 も 亦 余 

輩より 聞かん と 欲する 所 無ければ なり。 余輩の 要む る讀者 は小賣 商人の 中に あり、 小作人の 中に あり、 

孜々 として 誠實に 學に從 事す る學 生の 中に あり、 卽ち 天と 良心と 兩 腕との 外に 賴 るべき 者な き 者の 屮 

にあり、 余擎に 彼等に 吿 げんと 欲する 所 多し。 余輩 は 彼等と 共に 正直なる 生存の 戰 爭を戰 はんと 欲す。 

(三月，) 

愛顧の 要 な し 

若し 貴 顯純士 の 補助な くして 事業の 擧 がる 希望な くんば、 余輩 は如斯 事業に 從 事せ ざらん のみ" ： 人に 

日光の 輝く にあら す や、 地に 草木の 茂る にあら す や、 此 地に 在て 天命 を 全うせん と 欲す、 何ぞ 他人の 

贊助を 要せん • 我 は 神の 僕に して 人の 從者 にあら す、 精紳の 愛顧 我に 要な きなり。 (三月〕 


新 勢力の 製 出 

旣 成の 勢力 を 用 ひんと する 勿れ、 是れ 政治家、 宗敎 家の 爲 さんと 欲する 所に して 彼等が 消費 的、 消極 

的ん 物た る は 全く 是が爲 めな り。 吾人 は 彼等に 傚 ふこと なく、 新なる 勢力 を 製 出せん こと を努 むべき 

なり。 荒 蕪の 地 を 柘く其 一 なり、 人心に 眞理を 扶植す る 其 二な り、 吾人 は 新なる 希び 1- と 新なる 歡 喜と 

を此 幾ゑ渴 いたる 社會に 供し、 以て 國 家に 新 勢力 を 加へ ざるべ からす。 (三月」 

積極的 事業の 半面 

余輩の 曾て 述べし が 如く、 積極的 事業の 半面 は 改築 を 目的と する 消極的 事業な り。 卽ち 汚物の 掃瓖な 

り、 腐敗の 一掃な り、 消極的 半面 を 以て 始まらざる 事業に して 積極的 功鑌を 奏せし もの ある は 余輩の 

未だ-曾て 開かざる 所な り。 (三月) 

義 憤 

怨恨の 念 は 罪惡の 念な り、 吾人 は 何人に 對 する も此念 を懷 くべ からす。 吾人 若し 怒らば 愛 を 以て 怒る 

べし、 悪人の 改悛 を 祈願して 怒るべし、 倫理 學の 承認 を與 ふる 憤怒の 種類に 唯 義憤の 一種 あるの み。 

0 一月) 
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今の 憂世 家  、 

社會の 腐肷を 歎す る もの は 千 萬 を 以て 算ふ べし、 然るに 眞 面目に 之を嬌 正せん とする：！ J<; ： 人 も あるな 

し、 今日の 所謂 憂世 家なる もの は、 爐邊に 新聞紙 を讀 みながら 時勢 を 誹 誇す る 者の 謂 ひなり。 (三 刀) 

藩閥 諸 公の 大事 業 

支那 帝國の 分割 將に 近き にあらん とす、 露 は 狡 順 を 取り、 英は 威海 衞を 取り、 獨は膠 州 を 取リ、 伊 は 

令將に 三門 を 取らん とす。 四百 餘州 悉く 歐 人の 有に 歸し、 東洋の 形體と 精神と は 悉く 其 跡 を 絶つ に 及 

んで， ^藤、 山縣、 西鄕、 樺 山 等 藩閥 諸 公の 大事 業 は 完結 を 告げたり と 云 ふべ し。 r-: 一： ：0 

非律賓 と 日本 

聞く 非律賓 群島 假 共和 國 の國會 議員に して、 歐洲 大學を 卒業せ ざる は尠 なく、 又ァ ヒナ ルド 直 隸のふ 2 

等 官吏 にして 二三の 歐羅巴 語 を 解せ ざる はなしと。 之 を 我國の 貴 衆兩議 M に 自國の 地理 さ へ 知 らざ る 

者 あるに 比し、 又總理 大臣 を 始めと して 內 閣員 屮 一人の 歐羅巴 的 敎育を 受けし 者な きに 比すれば、 彼 

我の 差別 亦 雲泥 も 管なら すと 謂 ふべ し。 誰か 知らん、 朱來 三十 年後の 東洋 最進國 は 日 木に あらす して 

反て 非 律賓國 ならん こと を。 (三"〕 

主 義 と行爲 


自由 思想 を壓 する も 可し、 國{豕 至上 主義 を唱 ふる も 可し、 然れ ども 社 會道德 の 日々 に _ぉ 類に 赴く を奈 

何せん、 東洋の 壞頹 日々 に 迫る を 奈何 せん、 一.5: 人 は當局 者の 主義 如何 を 問 はざる べし、 唯 顿くは 我 日 

木と 東洋と を 救へ。 (： 三月 一 

春 曉 夢 

我が 政治家と 敎育 家と、 我が 官吏と 僧侶と 傳道師 と、 我が 實業 家と 文學 家と を 見て、 我等に 失望 落瞻 

なき 能 はす、 しかれ ども 眼 を 開いて 廣く 世界の 大勢 を 察すれば 希び at 々として 春の 海の 如し。 暗 m 一大 

睦と稱 へられし 八 百 萬 方 哩に涉 る" ^1 非 利 加 大陸 は 今や 將に 世界 最上の 良 園と 化せん としつ k あり。 暴 

威 壓制は 今 は 全た く 西半球より 驅逐 せられて 兩米 大陸 は 北極より 南極に 涉 りて 自由 を歡 呼す るに 至れ 

り。 涤洲諸 州の 聯合 は 今や 將 さに 成らん とし、 一大 自由 國は 我が 南 隣に 起らん とす、 西 比利亞 貫通 鐵 

道 は 完全 を吿 げんとして 亞細亞 大陸の 北半 部 亦 人類の 住所と 化せん とす、 支那 は ii 放されん とし、 遠 

からすして 自由 制度 は 非律賓 群島に 布 かれんと す、 春色 今や 旣に 吾人の 四面 を 襲へ り、 嚴， んゃ计 人の 地 

を 去る も 蓋し 遠き にあら ざるべし。 

東洋の 危機 は 迫れり と稱ふ 勿れ、 東洋の 危機の 迫りし にあら す、 滿洲 政府の 危機の 迫りし なり。 ^^閥 

政」 村の 危機の 迫りし なり。 總て壓 制 を 行 ふ 者、 總て舊 習に 拘泥す る 者、 總て 不義 不德を 愛する 者の 危 

機の 迫りし なり。 宇宙 は 今や 總掛 りと なりて 是等 進歩の 防碍物 を破碎 しつ k あり。 自由 を 愛し、 進歩 
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を 愛し、 眞理を 愛する 者に 危機 厄 運の 臨むべき 害な し、 吾人 は 東洋の 空に 妖雲の 懸るを 見す して 瑞： m 

景 雲 の 吾人の 四面 を掩 ふを昆 る。 

詩人 ヲル ズヲス 前世紀の 終りに 歌て 曰く、 

BlisM  was  it iJi 二； iavii t(>  be  alive, 

； But  to  Tbe  young-  was  very  llGfwen. 

生を此 時に 得し は 多 福な りし 

壯者 なりし は 快樂の 頂上な りし 

と、 矧んゃ 今世紀の 終りに 於て おや、 我等 は 人類の 歷史て ふ大戲 曲が 時々 刻々 其 結 極點に 近づきつ、 

ある を 見るな り。 

人,.  * 

崩る k もの は 偽 人の 組成す る政黨 にして 富士山に あらす。 斃 る.^ もの は 藩閥 政府に して： n 本國 にあら 

す。 政黨 崩れて 後、 藩閥 死して 後、 日本 國に榮 光の 春 は 来るな り。 櫻 花の 爛燒 たる を 見て S 人に 此希 

$1* ち-なから ざら む や。 (四 U0 

救 濟の途 

我が 失 ひ H の 底に 希望 あり、 我が 悲歎の 奥に 歡支 Z あり、 我 は 光明の 裡 に 在て 1" 黑を 叫びつ、 ある 者な リ。 


國尺を 癒す の途 あり、 然れ ども 我 は我國 人に 吿 ぐるに 其 何たる を 以てせ ざるべし。 そ は 之 を 語る も 彼.. 

等の 之 を 承け ざる を 知れば なり。 

我 は 其 何たら ざる を吿 ぐる を 得べ し、 卽ち 軍備に あらす、 政治に あらす、 實業 にあら す、 亦 今日 世に 

行 はる k 敎育义 は宗敎 にあら す。 我 は 救 齊の途 の 他に ある を 知る、 然れ ども 此：： ^に 向て 其 何たる を吿 

ぐるの 要な し。 

我を責 むる に 無情 を 以てする 勿れ、 そ は 謙遜に して 飢渴 正義 を 慕 ふ 者 は 我に 聞かざる も 直ちに 其 3: た- 

る を覺り 得べ ければ，  なり。  之 を 知る に 萬 能の 智を 要せす、 銳 利の 才を要 せす、 唯 嬰兒の 如き 心 を 要す 

るの み 0 

智と才 と 腕力と に 無上の 尊敬 を 奉りし 國 民が 竟に 衰亡 を自覺 する に 至りし は 決して 怪しむ に 足らす。 

彼等 は 自身の 才に 斃れ、 自身の 劍を 以て 我と 自ら 己 を 刺す に 至りし なり。 自己に 誇る は醉人 狂人の 沙，. 

汰 なり。 救濟 は醒覺 にあり、 自己の 本心に 立ち 歸る にあり。 

-X-  ネ 

今や 衰亡 を唱 ふるの 人 は少數 失意 の 者に 止ま らすし て 、 多數 得意 の 人 も 亦 之 を 公言 し て 憚ら ざ る に 至 

れり。 我 は戰爭 に 勝ちし 者に あらす や、 我 は 敵の 領土 を 奪 ひ、 莫大の 償金 を牧 めし 者に あらす や、 我： 
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は 新たに 軍艦 を 作り、 兵營を 築き、 金城 鐵壁を 以て 我の 邦土 を圍 みつ i ある 者に あらす や。 t 右し 我に 

して 衰亡 を唱 ふべき おたらば、 振興 は 何人に 依て か i? へられん。 然るに 此國 民に して 此悲 聲を發 する 

を 見て、 我 は 始めて 國 家の 安全なる もの は 其 軍艦 兵營 にあらざる を 知る を 得たり。 (四 =o 

我 を 亡す もの 

我 を 亡す 者 は 露に あらす、 佛 にあら す、 獨 にあら す、 英 にあら す。 我 を 亡す 者 は 我が 內 にあり、 徵 母 

病 其 一 なり、 蓄妾の 俗 其 二な り。 社會は 未だ 外敵の 警戒すべき を 知て、 2： 敵の 如何に 怕 るべき や を 知 

ら す。 

徵毒の 害 や 實に之 を 筆に も詞 にも 盡し 得べき にあら す、 生命の 中心 を：！^ し、 身 體を其 根抵に 腐蝕し、 

大忠を 子孫に 傅へ、 延て社 會全體 を 毒す るに 至る。 人心の 腐敗 は 常に 徵毒 病と たりて 外に 顯 はる。 心 

腐て 後に 骨 腐る、 天則 は 終に 欺くべからざる なり。 

蓄妾 問題 を 以て 僅に 一 風俗 問題と 見做す 者 は 誤れり。 蓄妾 問題 は 實に國 家 生^問 题 なり。 蓄妾 は 家庭 

を 共根抵 に破壞 し、 人倫 を 其 本源に 亂す、 父に して 母 を 愛し 得すん ば 子に して 父 を 敬す る 難し。 ti: 節 

是に 於て 乎盡 き、 孝道 是に 於て 乎 空し。 自ら 愁を 節する 能 はすして ほと^と を 其 家族に 要む、 < ^^は 

蓄妾 {| を 以て 壓制 〈< あの 最も 甚 しき 者と 見 做す 者な り 。 


{ 氷に 平和な くして 和樂を 外に 索む るに 至る、 日本！： に 放蕩 兒の 多き は 其 家庭の 治まらざる 故な り。 蓄 

妾と 徽毒 延蔓と の 關係は 甚だ 緻密た る もの たり" 家庭 の 和樂 消え て 道念 次第に 衰 へ、 羞恥の 念 絶え て 

惡疾身 を 侵す に 至る、 霊の 働 作 は 身に 現 はれ ざれば 止ます。 過去 叫 百年 問の 土 耳 古國の 衰退 は、 蓄妾 

の 風俗が 國家的 現象と して 顯 はれし もの を 示す にあら す や。 

歒は 本能 寺に あらす して 我が身 中に 在り、 我 は 支那 人 を 幾し、 徵毒は 我を繁 さんと す。 要は 天道 を 守 

て 欺かざる に 在り、 その 顯明 幽暗 天罰の 免るべきな ければ なり。 (四月し 

伊太利 を憐む 

世界 第一 の 戰鬪艦 を 有し、 二十 五 萬の 最も 精鋭なる 陸軍 を 有し、 軍備の 整頓せ る歐洲 第二 等と は 下ら 

. ざ る a! 太 利 も、 他 强國の 例に 倣 ひ 地 を 海外に 求めん と 欲し、 紅海の 西岸 H レ トリ ャの 地に 寸壌を 得て 

遂に アビシ 一一 ァと釁 を 開き、 一敗 地に 塗れて 旣 に缺乏 せる 圃 庫に 更に  一 I の缺 乏を來 し、 進んで 領土： 

を 割 取す る 能 はす、 退て 內治を 全 ふす る 能 はす、 緩に 內に 細民 を i おめて 强大國 の 外面 を 装 ふの み。 

然るに 虚威虛 名 を 好む 伊太利 も、 東洋 支那の 分割 を 聞きて は堪へ 切れす、 彼 も 露 や 英ゃ獨 に 做 ひ、 一二 

鬥の 一港 を强取 せんと 欲せし も滿洲 政府の 担む 處 となり、 今や 復た アビシ 一一 ャに 於け るが 如き 不始末 
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を 見る に 至れり。 彼の 要求 を 全く 撤囘 せん 乎、 彼の 威厳の 地に 落つ る を 如何せん。 嗚呼 兵と 艦と ある 

も兮は 如何と もす る 能 はす、 彼の 一 萬 五 千. の レバ ント號 は 煤 烟をネ ー プルス 港內に 吐きながら Is- 洋 

の 天 を 望みて 切齒扼 腕し 居るな らん。 

然り 有すべからざる もの は國 力に 伴 はざる 兵備な り、 是れ 國を强 うする 者に あらす して 國を危 ふす る 

. ものな り、 瑞西は 伊太利の 有する 兵備 を 1^ せざる が 故に 後者の 陷 りし 誘惑に 陷ら ざるたり、 那 威と- g 

典と は 北歐の 地に 獨 立の 威嚴を 保ちて 亞細亞 亞非利 加の 地に 伊太利の 愚 を 演ぜざる なり。 嗚呼 憐 むべ 

き 伊太利、 ダンテの 太 利、 レオ ナ ー ドの 伊太利、 汝は汝 の 政治-おと 軍人と に 欺かれて n 々に 危殆の 境 

遇に 進入し つ.^ あり。 我れ 汝の 悲運 を 歎く と 同時に 亦 我が 愛する 者の 前途 を 危ぶむ や 切なり。 (SI^O 

觀 花の 感 

心に 滿 腔の 喜悅た くして 花 を 觀るも 何の 快 か あ る 、 天然 の 美に 對す る 人心の 醜に 反て 吾人 の 心 を 傷ま 

しむる ものなら す や。 花に 添 ふに 德 性の 美 はしか らんこと を 要す。 春に 應す るの 社會の 改良の 來 らん 

こと を 欲-す、 花 は 春と 共に 新たる に： E 故に 人心 は舊に 依て 革 まらざる。 

東ム 口に 山 を 築く の 都人、 墨堤に 蟻に 類す るの 同胞、 鳴 呼 彼等 は3: を 意 ひ、 M を 企てつ i ある 者なる や、 

西 隣 四 億 萬の 安危 は 彼等の 腦裡を 犯す の 問題なる 乎、 彼等 は 人生の 意義に 心を惱 すの 人なる 乎、 彼等 


は社會 改築の 必要 を感 する の 人なる 乎、 彼等の 容貌 は 確に 彼等の 我が 同胞なる を 示す が 如く なれ ど， 

彼等の 行動の 輕躁 にして 彼等の 眼底に 誠意の 跡 を 留めざる を 見て 我 は 彼等 は 異鄕の 人に あらざる か を- 

疑 ふ。 

然れ ども 花 下に 群集す る 人 を 離れて、 嬌 枝に 笑 を 競 ふ 花 其 物 を 見れば、 是れ 天の 敎訓 にして 希-ば ギ： の 幅 

音なる が 如し、 天則 は愆ら すして 春陽 は 再び 玆に來 り、 嚴冬其 鬼 縛の 幹 を 解いて 萬 物^ 其 天與の 自由 

に 覆せり。 是れ實 に 意志 を 外に 開陳して 人の 咎 むる たく、 所信 を 口に 公言して 世の 之を責 むるな きの. 

時な り、 天然の 神 は 亦 歷史の 神に あらす や、 春 来る 毎に 花の 開く 問 は 吾人 は 未だ 此人 f に 就て 深く 失. 

望すべからざる なり。 (S 月： > 

.  インス ピレ 1 シ ヨンの 絕ゅ る 時 

希び 1- の 失する 時、 人生 を 悲観す る 時、 歡喜は 失せて 憂 i】 の 魔 鬼の 捕虜と なる 時、 義理に 縛らる、 時、 

古俗 舊 習に 壓 せられて 自由意志 を發 揮し 得ざる 時、 智識 は藐 めら れて 武力の 跋屋 する 時、 偽 人が 政權 

を 握る 時、 是れ イン スピレ ー ショ ンの絕 ゆる 時に して 我 一 人に 生氣 なきの みならす、 國に 希望 絶え、 

社會に 新計畫 たく、 世： に 生存の 甲斐た きを 感 する 時な り。 (四月) 

歎 はしき 世の中 

近隣に 一 人の 賊の 徘徊す る あれば」： ぶ々 悉く 警誡 して 四隣 皆盜賊 なる の感 あり、 一 人の 不孝 兒の^ する 
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が 爲 めに、 孝道 は 全 國に布 かれて、 全國の 子弟 皆 老父 母 を 虐待す る 者 かの 如くに 意 はる、 人 は 惡を俗 

する に 易く して 善 を 信す るに 難き 者 なれば、 法 は 罪人 を 標準と して 定められ、 敎は惡 人 を 目的と して 

布 かる、 歎 か はしき 世の中に こそ。 (四月) 

慰む る 者 

吾人 を 慰む る 者 はなき か、 吾人に 希望の 所在 を 示し、 依て 以て 立つべき の 道を傳 ふる 者 はなき か、 吾 

人 を 叱責す る 者に あ ら すし て 吾人 を 慰藉す る 者、 吾人に 重稅と 兵役 と を 課す るの みに あ ら すし て 亦 吾 

人に 歸 福に 達する の途を 示す 者、 國民的 詩人と 心 靈的敎 導 者 …… 嗚呼 吾人 は 彼の 出 づるを 待つ や 久し- 

而 して 彼 は 未だ 出で ざるな り。 (： 四月〕 

東洋の 未來 記- 

東洋の 未来 は 之 を 預言す るに 難から す、 北京 政 "肘 は 終に 斃れて 支那 帝 國は歐 洲列强 の 間に 分割 せらる 

べし、 日本 は 其 分配に 與 からん と 欲して 得ざる べし、 そ は 西洋 諸國は 日本の 如き亞 細亞的 勢力の 勃興 

を 深く 怕る i 者 なれば、 彼等 は 相 協力して 日本の 大陸 的 膨脹 を妨壓 すべければ なり、 玆に 於て か 日本 

の 軍備 擴張は 東洋の 壌頹を 防止す るに 何の 用 あるな く、 國民は 政府 當局 者を責 むる に 囂しき も 進んで 

列國を 相手に 雌雄 を 決する の實 力なければ 悲憤 を 吞んで 隣邦の 壤， 滅を 傍視す るなら む、 我 邦の 方針 を 

今日の 儘に 繼績 して 如斯の 現象の 東洋の-大地に 臨み 來ら むは 識者 を 待た すして 明な り。 (四お- 


東洋 衰亡の 源 因 

S 度 亡び、 緬甸 亡び、 安 南 亡び、 支那 朝鮮 將に 亡びん とす、 是れ必 しも 西洋 諸國の 貪慾 厭く を 知ら ざ 

るに， E るに あらす して、 東洋 文明の 素質の 以て 長久の 生存 競 爭に堪 ゆる 能 はざる に 由るな き 乎、 阈家 

の 存亡 は 政治、 經濟、 法律、 軍備 等の 如き 簡易なる 問題に 非す して、 實に 人生の 最高 問題に 涉リ、 聖 

賢哲 人 を 待て 始めて 決し 得る の大 問題に あらざる なき 乎。 (四月， } 

モンテス キヤの  一一 一一 n 

哲 现的歷 史家 モンテス キヤ 曰く、 君主々 義の國 に 於て は 人、 名譽を 愛し、 主々 義の國 に 於て は 人、 

國を 愛すと、 民主々 義 の國必 しも 共和 國の 謂に あらす、 然れ ども 政權の 廣く國 民の 中に 行き 涉ら ざる 

圃に 於て 愛國 心の 缺乏 する は 勿論の ことなり、 愛國心 養成の 途は唯 一 なり、 自由の 擴張是 なり。 (：SI=o 

國家 的道德 としての 忠孝 

忠孝 は 素 是れ 家族 的道德 なり、 是を國 家て ふ 公的 大圑 體に應 用して 其 效カは 甚だ 微弱なる ものな り、 

國家 を經營 する に 國家的 道德を 要す、 而 して 國家 的道德 なる もの は 公平 を 愛する の 念な り、 自由 を 貴 

ぶの 心なり、 忠孝の 上に 建設 せられし 國家は 其 基礎の 小なる が 爲に敝 1^ れむ、 自由と 公道と を土臺 とす 

る國は 永久に 榮 えむ。 ( 

所感 及び 感想 (明治 一一！ 十二 年)  六 一九 


人生の 最大 快 樂は此 世に 生存す る ことなり、 其 最大 名譽は 同胞の 爲 めに 盡し 得る ことなり、 此快樂 

此名譽 と ありて 吾人 叉 他に 何 を か 求めん。 (お 月， - 

報 酬 

勤勞の 報酬 は滿 足された る 良心たり、 更に 盡 さんと 欲する の 決心たり、 智能の 益々 明瞭 を 加 ふること- 

たり、 慾 心の 滅 する ことなり、 生^ 其 物の 興味 を感 する ことなり、 未來の 恐怖の 絶 ゆる ことたり、 ； 

物の 靈 たる 人類 は是 より 以下の 報酬 を 以て 滿 足すべからざる なり。 (四月) 

心 靈 の 自由 

我に して 若し 我 慾 を 去る を 得ば、 我に して 若し 自我に 死す る を 得ば、 我 は 幸 幅の 人となり、 勉 めすし- 

て 善 を爲し 得べ く、  勵 ますして 忠愛の 人たり 得べ く、 萬 有 を 樂んで 他に 人爲的 遊戯 を 求む るの 要な か- 

るべ く、 我の 有する 友と 家族と に滿 足して 他に 親交の iHi 域を擴 むる の 必要 を 感ぜざる べし。 然れ ども. 

罪惡に沈：^时する人鎮の靈魂は、 我 慾て ふ妖 蛇の 纏繞 する 所と なりて 其 犬然の 自由 を發 揮す る 能 はす。 - 


(四" リ 

俗 人 の 德 育 . 

愛阈の 美は聲 高く 唱 へられて 圃を 汚す の 徒 は 日々 に增殖 し、 忠君の 德は學 科 的に 强 ひられて 阿 從の風 

は 社 きに 普し、 是れ內 よりすべき • を 外より 强 ひし 結果に して 其玆に 至りし は 決して 怪しむ に 足らす。 

聖人 は 其 源を淸 めて 其 流れの 淸 からん こと を 欲し、 俗人 は 獨水を 採て 嚴 令の 下に 直に 其 潔 からん こと 

を 要む。 民 を 化する に德 なくして 唯 威 ある 者の 事業 は 古 令 東西 總て 呰斯の 如し。 「四 

我 の 態 度 

我の 龜鑑は 我の 上流に 座す る 我圃の 華族に あらす、 我の 學 ぶべき 人物 は 我 上に 政權を 握る 我國の 大臣 

にあら す、 我の 彼等 を 敬せ ざる は 彼等が 高潔の 品性 を備へ ざれば なり。 我 は 被治者と して 彼等に 從服 

する のみに して、 人と して 彼等 を 畏敬す る 者に あらす。 (. 四 8) 

. 告白と 實際 

其吿 c に 依れば 日本 は 世界 無比の 國た A りと いひ、 金 氍無缺 の 君子 國 なりと 云 ふ" 然るに 其實 際に 依れ 

. ば 其 大臣 は 公然と 妾を蓄 へて 恥と たさす、 其 貴族 は 禽獸的 生涯 を 送る も 社會の 地位 を 失 はす。 其他學 

事に、 商事に、 工業に 余輩 は 一として 君子 的 現象 を發 見す る 能 はす。 日本 は實に 君子 圃 なる 乎、 或は 

11;; 子國に 非る 乎、 是れ尙 ほ 余輩の 胸中に 殘る大 疑問な り。 (四". - 
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國を强 うする の途 

軍備の 擴張は 聊か 萬國の 恐怖 を惹 くに 足る、 然れ ども 其 尊敬 を惹 くに 足らす。 若し 11 明 國に長 敬 せら 

れんと 欲せば 宜しく 多妻の 風 を 魔すべき たり、 公娼の 俗 を 止むべき なり。 增兵は 圃を强 むる の 唯一 の 

法に あらす、 吾人 は 其德を 高う して 其 威 を 八紘に 揚 ぐる を 得るな り。 (四") 

我 意 と 天 意 

我意 を 行 ふに あらす、 天意の 行 はる i を 待つ のみ、 我 は 人に 對 して は 發 動的なる も 祌に對 して は 全く 

受動的なら ざるべ からす、 我の 勇氣と 平和との 源 は玆に _tH3。 (四月) 

吾 人の 責任 

改革 を此 政府と 議會 とに 任せて 干 萬 年 を 待つ も其來 るべき 答な し、 吾人 は 自身 其責 に々 S ら ざるべ から 

す、 社 會萬般 の 改良 を 政府に 待つ は 東洋人の 大弱點 なり、 老衰せ る此 政府と 政治家、 彼等が 稅と 兵役 

を 課する の 外、 何事 を も爲し 得ざる は當然 のこと なり。 國民的 精神の 發揚の 如き、 社 會道德 養の 如 

き、 是を此 政治 象より^ むは 恰も 雨 を 沙漠の 中に 要む るの 類な り。 (. 四お ソ 

次に 來 るべき 時代 

薩長 時代 は 非道 德 時代な り、 利 慾と 偽善と 淫縱の 外 は. 取り所の たき 時代な り、 其 尊王 も 愛 も iiM 悉く 


道 德以： 卜の 動機より 打算され しもの なり。 是を歐 洲の歷 史に徴 すれば、 淸黨 時代の 後に 來 りし スチュ 

ァ ー ト 王朝 時代の 如き もの、 叉 は佛國 革命に 先立ちし ボ ー ルボン 王朝 時代の 如き ものな り、 薩長 時代 

の 物質的に 我國の 進歩に 多少 貢獻 する 所 ありし は 余輩と 雖も疑 はざる 所な り、 然れ ども Iri- に 根本的 

生 氣を吹 人す るの 點に 於て は 伊藤、 山縣、 樺 山、 高 島の 諸 公 を 以て 代表 さる \ 藤 長 政" 吋に 一 つの 功蹟 

の 見るべき なし、 肉 慾 的 時代に 繽て來 るべき もの は嚴肅 なる 道德的 時代な り、 高尙 なる 精神的 時代な 

り、 縱令 多少 過激の 反動なる にもせ よ、 余輩 は國運 進歩の 爲 めに 之 を歡迎 せざる を 得す。 (WH;> 

文樂 者と 文學者  . 

文 樂者は 文 を樂む 者な り、 文 學者は 思想 を傳 ふるもの なり、 前者 は 世に 和樂を 供す る 俳優の 一種に し 

て、 後者 は 生命 を國 民の 中に 吹 人す る豫言 者の 類な り、 二者 同じく 文筆に 從事 する 者な りと 雖も、 共 

根本的 素性 を異 にす る こと は 月 鼈 も 管 な らす 。 C 四月〕 

紫 恕 の 美 

我を闲 むる 者 ある 乎、 我 は 彼 を 有さん のみ。 我 は 困 しめらる- -に 依て  一 の 光輝 を 得、 彼に 我 を 困し 

むる に 依て 暗澹 益 甚だし、 義の爲 めに 責めら る \ 者 は 幅な り、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば なり。 (四月) 

金錢 問題 

金 を 得る は 易し、 難き は 正直なる 金 を 得る にあり、 是れ 今日の 如き 不正直なる 社會に 於て 赏 に 難 巾の 

所感 及 • ひ 感想 (S 治 三十 一 一年)  六 二 111 


東京 獨立雜 誌 時代  六 二 P 

逢な り、 淸士が 金を吝 むの 理由 は 全く 是が爲 めな り。 

世に 借金 ほど 怕 るべき もの はなし、 是れ 吾人の 精神の 自由 を 奪 ふ ものたり。 世に 吝啬を 以て 笑 はる- 

も 可たり、 吾人 は 死す とも 精神の 自由 を 全うすべ きなり。 

淸潔 たる ー錢は 不潔なる 萬圓に 勝る、 額の 多き を 以てせす して 質の 淸 きを 以て 誇るべし、 富の 標準 を 

して 是れ にあら しめば、 我國の 富豪 は 岩 崎、 雨宮に 止まらす。 

金の 責き にあら す、 之 を 得る 正直なる 勞 顿の贲 きに あり、 總 ての 誘惑に 勝ち、 渾 ての 妨 礙を排 し、 高 

尙に名 春 を 以て、 此獲 難き もの を 得て、 吾人の 主なる 目的 は 達せられ しなり、 吾人 豈 使途の 如何 を 問 

はんや。 (四月〕 

〇 

淸淨 潔白 

己 れを淸 うする は 自己の 淸淨 潔白 を 世に 示さん が爲 めにあら す、 己れ を淸 うする は 社 會を淸 めんが 爲 

めな り、 そ は正德 は先づ 個人的 行爲 として 始まり、 竞に 社會的 現象と して 現 はる、 もの なれば なり、 


先づ 深く 己に 扶植せ ざる 眞理 にして 深く 社會を 感化せ しもの ある を 間 かす。 

自己 を淸 うせんと する に 非す、 又 社 會を潔 めんと する に 非す、 唯 自己と 之に 屬 する 總 てのもの を^き 

者に 捧げて、 彼 をして 我 を 通して 我と 社會 とを淸 めし めんと する のみ、 是れ 自己 を 救 ひ社會 を^ ふの 

唯 一 の途 なり。 (五 ) 

我の 日 木 

我の 日本 は 二百 年後の 日本たり、 我 は 其れの 爲 めに 畫し、 其れ を nw 的と して 働かん のみ リ 今人に 岗 れ 

視 せらる >- も 可な り、 若し 三百 年後の 日本人が 我の 行動に 依て 少しく 益す る 所 あらば 我の 目的 は 達せ 

られ しなり。 (五 》0 

政治の 眞似事 

政治と は 或る 理想 を國 民の 上に 實行 する 事 を 謂 ふなり、 理想た くして 政治 を 行 ふ、 是れ 政治に あらす 

して 政治の 眞似 事な り、 英國の 憲法 政治 は 是れを 胚胎す るに 特種の 理想 ありし なり。 其 理想た くして 

其 政： H を 施かん と 欲す、 是れ 政治の 眞似 事に あらす して 何ぞ。 (五月〕 

宗 敎の H 的 

安心立命て ふ 湼槃的 安 慰 を 得て 宗敎の 目的 を 達せり と 思 ふべ からす、 我に 無限の 歡喜 ありて、 我が 心 
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は >1  布 と 感謝と に滿 ちて、 死 は 生命に 入る の 門と 化して、 我 は 始めて-: 示敎 を其眞 意に 於て 昧 ひし 者と 

云 ふ を 得るな り。 宗敎を 以て 魔睡 藥の 一 種と E 做す 日本人の 如き は此 一 事に 深く 注冃 する を 要す。 

偉 ふべき の眞理 

傅 ふべき の 理 なきに あらす、 眞 面目ならざる 人に 傳 ふるの 眞理 なきな り。 宇宙 廣 しと 雖も浮 虛の人 

を敎 ふるの 眞理 あるな し、 國民 悉く 浮虚の 民と 化して 眞 理は國 土に 充溢す る も、 彼等に 何の-か S あるな 

し。 (五月) 

日本 を 救 ふの 基督 敎 

木 を 救 ふの 基赞敎 は、 ：11 本人の 生みし、 .t- は：！： 本人に 依て 生れし、 基皙敎 ならざる ベから-す、 ：C2 も 

獨乙を 救 ひし 某督 敎はル ー テル、 メラン クソンの 基赞敎 にして、 英國を 救 ひし 基督教 は ノックス、 ミ 

ル トン、 バ ン ヤンの 基督 敎 なりし が 如し、 是れ 基督 敎の國 家 的なる が 故に あらす して、 その 新 國民を 

. 救 はんが 爲 めに は、 舊殼を 破て 發芽 する 底の 新 活力 を備 へたる ものなら ざるべからざる が 故な り、 ：史 

に 新たなる 眞理に 非ざる 以上 は 更に 新たなる 國：； ^を 救 ふ 能 はす、 太 利 を 救 ひし 天 主 敎は獨 乙 を 救 ふ 

の 力な かりし が 如く、 米 國を救 ひし 基督 新敎 なる もの も 亦 n: 本 を 救 ふに 足らす、 吾人 は 眞理の 胚種を 

外！； より-父 くる こと ある も、 吾人の 心裡に 培養せ ざり し 眞现を 以て 吾人と Ifl!: 人の 同胞と を 救 ふ 能 はす. 


是れぼ 〈现の 一 特質に して 亦 其 發顯の 順序なる が 如し。  . 

歐米 諸國に 於て 旣に 腐敗の 兆 を 示せる 基督 敎を 採り、 吾人 は 日本に 於て 之 を 復活し、 之に 新生 命 を 供 

し、 以て 再び 之 をせ 界に傳 布す るの 天職 を 有する 者なら す や。 然るに 何 を 苦んで 彼等の 糟糖を 嘗め、 

彼等の 敎會と 靑年會 と 共勵會 とを眞 似し、 以て 此 地に 英國 又は 米 國の宗 敎其儘 を移殖 せん と^むる ぞ" 

基督 敎は 人類の 宗敎 にして 英人义 は 米 人の 宗敎 に あ らす、 吾人 は 之 を 取て 吾人の 宗敎 と なす を 得 ベ し . 

外圃的 宗敎は 吾人に 要な きなり。 (五月，) 

獨立雜 誌 と 上流 社會 

0 人 あり 余輩に 吿て 曰く、 獨立雜 誌 は 少しも 我國の 上流 社會に 行涉ら すと、 名譽 なる かた 獨立雜 誌！ 

◎ 獨立雜 誌 は 上流 社會に 行涉ら すと よ、 然り獨 立 雜誌は 花柳 社會に 行涉ら ざるな り、 余輩 は 未だ 婦 

封 £ 間の 類が 獨立雜 誌 を 手に せし を 聞かす、 其 我國の 上流 社會に 行涉ら ざる は當然 の^な り。 

◎ 我圃の 上流 社會に 行涉る 新聞 雜 誌と は 如何なる も のぞ、 人 は 能く 彼の 思想 を 代表す る 雜誌を 讀むも 

のな り、 其 人の 愛讀 する 雑誌に 依て 其 人物 を 知る を 得べ く、 若し 獨立雜 誌に して 我國の 上流 社 會に歡 

迎 されん 乎、 余輩 は 光明の 太陽に 輝ら されながら 此 世界に 存在す る を 恥て、 直ちに 舌 を嚙ん で-:^ すべ 

きなり。  • 

◎ 時の 古ん マ を？^ はす、 場所の 東西 を 問 はす、 上流 社會 に歡迎 さる. -事は 神に 呀 はる X 事な り。 の聲 

所感 及び 感«  (明治 三十 二 年)  六 二 七 


東京 s 立雜 At4 時代  六 二八 

000000000  A 厶厶 <1<1<" 厶厶 AAA 厶 △< ：厶厶 

は 神の 聲 なりと 云 ふ、 貴族の 贊 成は惡 魔の 赞成 にあら す や。 

©然 り 我の 愛子よ、 汝は 我國の 上流 社 言の 汚據 なる 家庭に 入る 勿れ、 汝は 行て 貧家の 爐邊 を訪 ふて 彼 

處に汝 の 慰 諭の 音信 を 傅へ よ、 我は責 族に 汚されん が爲 めに 汝を 生ます、 汝に 神^なる： 大 あり、 汝 

若し 不幸に して 貴族の 目に 觸る、 こと あらば 彼の 汚 腸を剜 ぐり 出して 之 を 燒き盡 せよ * 然ら すん ば自 

ら利劍 を汝の 胸に 刺して 汝の 貞節 を 全うせよ U  (五月 ) 

文士の 述懷 

◎ 花 は •  吹いても 別に 面白く もた し、 心の 舂は匹 期の 春と 異なり、 何時 にても 之を迎 ふる を れ ばな り。 

◎ 唯 欲しき もの は 新しき 眞现 なり、 宇宙と 人生との 隱語を 明かに 解釋し 得る に 足る の眞理 なり、 是れ 

ありせば 彼 は^に 花と 舟 車と を 要せす して 永久の 舂を樂 しむ を 得るな り。 

0 爲す事 は 唯 筆 を 執る 事の み、 是を 反古 紙 製造業と や 申さむ、 原稿 を 作て 之 を 活版に 附し、 是に 校正 

を 加へ て 市上に 鬻ぐ、 日の出 づ るより 日の 入る まで、 年の 始 より 年の 終まで 爲 すべき is^ は 唯 此の 一事 

のみ、 口 を 有て ども 噤 いて 語らす、 手 を 有て ども 耕す に £ 地な し。 筆 一木が 彼の 武器に して 亦 II！ を 得 

るの 具な りと 知る とき は 潜 然として 淚が 原稿紙の 上に こぼる X こと あり。 

0 然し： E をな せば とて 鄙し き 事 はなさ じ、 縱令 侯爵 伯爵の 位 を 有する 人な おばと て、 5^ 陋の 人の 前に 

は 頭 を 下げ じ。 幸か不幸か は 知らね ども 人と して 此 世に 生れ 来りし 以上に 我が 靈 魂の 威？ 船は椎 して 

歇 まざるべし、 然り我 は 三味線の 絲に獨 立 的 生 を 送る 賤妓を 尊ぶ こと ある も 藩閥 政" 5- に依愤 する 日 


本 男子 をば 敬せ ざるべし、 筆 一木！ 然 り是れ 陸軍 大將 の劍 よりも 強し。 

0 高が 人爵の 外 何物 を も.；^ せざる 者、 サブ ライムなる ミルトンの 作 を 解し 得る に 非す、 ダンテ、 モ ー 

ゼの 神秘的 言語 を. 味 ひし ことなき 者 共、 然り 小な りと 雖も我 は 彼等より 犬な り、 彼等に 多くの 婢妾ぁ 

り、 我に 古びた る 聖書 一冊 あり、 我が 富と 贵 きと は 彼等に- 倍す。 

D 「汝に 我 を 殺す の 力 あり、 我に 汝を賤 しむる の 心 あり」 と は 詩人 ミルトンが 彼 を 究めし 權 に 向て 

語りし 所、 我 も 彼等に 向て 斯く言 はんの み、 然 りかく 一一 H はんの み。 (五月) 

〇 

民を濟 ふの ニ途 

1^ を齊 ふに ニ途 あり、 一は 彼等の 頭上に 2 惟る 壓制を 取り除く にあり、 他 は 彼等の 心中に 新 王國を 築く 

に 在り、 前者 は 勇壯に 見えて 世の 注意 を惹く 多し、 後者 は 忍耐の 業に して 勳章 王冠の 之に 伴 ふ あるな 

し、 然れ ども 我 は 第二 途を擇 ぶ ものな り。 (五月.) 

無事の 時 

內閣の 變動は 待て ども 來ら す、 隣邦の 分割 は 未だ 始まらす、 故に 人 は 云 ふ、 今 は 無事の 時な りと、 然 

れ ども 時 有て 以來 無事なる 時 は 骨て あるな し、 晝 あり、 夜 あり、 冬 あり、 夏 あり、 生 あり、 死 あり、 
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罪惡に 沈む もの あり、 貧困に 苦しむ もの あり、 富者の 無情に 泣く 者 ぁリ、 權 者の 暴虐 を 憤る 者 あり、 

今年 今日は 決して 無事の 時に あらす。 r 五 月„) 

不 平 と 不 足 

不平 (discoutent) は 他人に 對 する の不滿 にして、 之 を 自己に 對し 抱いて 不足 (dissiltisfadim こ あり- 

前者 は 世が 吾人 を 冷待虐 遇する を 怒る より 起る 念に して、 後者 は 自己の 缺點を 悟りて より 來る菜 恥の 

感 なり、 前^<;は小人0憤怒にして後者は君子の謙退なり、 不平と 不足と に 罪と 德 との^ あり。 r 五 =^) 

我が 救 主 

我が 救 主 は 我に 財貨 を 給し、 我に 權カ を與 へ、 我 をして 人の 前に 富み 且つ 强き 者と なす 者に 非す、 我 

の 救 主 は 我 をして 我が 貧に 滿 足せし め、 我が；^！きに誇らしめ、 我が 心中に 無限の 希^ を 起して、 我が 

生涯 を歡宾 感謝の 連 緩と なす 者な り、 夫の 經世策 を 以て； M を 欺き、 富阈策を以て：；；^ど偽はる徒は我を： 

して 益々 不平に 椹へ ざら しめ、 {:S に 居て 反って 貧 を 感じ、 强 きに 在って 反って， Hi きを 訴 へしむ る^-. I 

して、 竟に 囘復し 得べ からざる r:^ 禍に 我と 我が 國 家と を 導く 者な り。 「五月) 

進歩 と 退 步 

靈の爲 めに する は 進歩な り、 肉の 爲 めに する は 退歩な り、 人の 爲 めに する は 進歩な り、 ，」5 爲め にす 

る は退步 なり、 未来の 爲 めに する は 進歩な り、 現在の 爲 めに する は 退歩な り、 進步 は心靈 的に して、 


精： t 的. にして、 博愛 的に しこ、 叉遠^11-的なり。 (五") 

偷理 • の區域 

倫理と は 身を修 むる ことのみ を 云 ふに あらす、 完全なる 倫理 は 退 保 的た るの みそらす 亦 進取 的たり、 

身を修 むる のみなら す、 亦眞 と美と 善と を此 世に 普から しむ、 修身 的 倫现は 消極的 411::- なる が 故に 竭 

4< かき 一 1^- 一り 一ず，^ いで 善美^ 獎勵を 謀らす、 是を日 木 今日の 倫理 敎 育に 於て ん。 

芝居 を觀 るの 害 

芝居 を觀 るの 害 は 人 をして 人世 を 技藝視 せし むる に 至る にあり、 人生て ふ眞 面目なる ま 實を 演劇て ふ.. 

隋造 的技藝 とし 視 るに 及ん ご、 人 は浮簿 とたり、 輕佻 となり、 偽善 的と なり、 虛飾 的と なり、 只 外 ほ 

の效 1 ぷと 感動と を 目的と. ぶ」 內 部の 意志と 信念と を輕ん する に 至る、 是れ 古来より 誠實 の. が 浪"！ ^を 

忌み 谦 ひし 所以に して， nci ムゥ H ルた り、 ミルトンな り、 力 1 フィルな り、 人生 を isH 莨視 せし ノか 

劇 ST を 以 て 世 道 人 心 の 誘惑 場 と 做せ し 由 た り と 云 は ざ る ベ か らす。 (五 月) 

腐壞の 徵 候 

歷 を 愛せす して 小說を 愛し 天然 を 愛せす して 技藝を 愛し、 誠實を 愛せす して 禮式 を， す； 疋れ皆 C 

薄 浮虛の 人の 爲す 處、 人心の セ. 賴、 阈 家の 腐壞は 常に 是の徵 候を呈 す。 (五月」 

.■yF;感及-;..1©sa^-治三十ニ年)  六  一一 二 


東 一え ® さ雜 WW 時代  六 一 一三 

恥 かしき 名稱 

今や 我！： におて 恥 かしき 名稱三 あり、 忠臣 其 一 たり、 愛 國者其 二な り、 而 して 其 三 はき 督敎 徒な り、 

凡て たる 事、 凡て 意氣 地な き 事、 凡て 虚偽 的なる 事、 凡て 外面 的なる 事 は、 八，' は牧 めて 此三 名稱 

に存 す、 志士が 此名を 忌み 避く る は 決して 故な きに 非す。 (五") 

學 問の 快樂 

自己 を 離れ、 家族、 國{ 豕、 人類 を 離れ、 純 眞理を 眞理其 物に 就て 求めん とす、 3： 物 か 怏樂是 に 勝る も 

の あらん や。 眞 现の聖 殿に 座して 社會の 制裁と 稱 する 古俗 奮 習の 吾人の 思惟 を壓 するな く、 愛！； 心と 

稱 する 利 慾 心の 神化せ る もの. -吾 人の 自. H を妨 ぐるな し。 吾人 は 天理 惟從 ひ、 天則 惟 奉じ、 其 準と 繩 

とに 依て 過去と 現在と 未 來とを 評す。 此に 於て か 吾人 は獨裁 君子と なり、 宇宙 を 我 領个： とおめ、 人類 

を 我 臣ドと 見做し、 心界に 眞理の 最上 權を揮 ふ を 得べ し。 (五 力) 

著者の 慰藉 

著書 成って 煩勞は 煩勞を 加へ、 印刷の 烦勞 あり、 廣吿 の烦勞 あり、 販賫 の煩勞 あり、 而 して 得る 所 は 

半月の 料を購 ふに 足らす、 著者 は ffij 次 叫んで 一一 H ふ 「著書の 業 何の 益 か ある、 ^も 子 を 儲けて 自 から 1^ 

累を增 すの 類なら す や」 と。 

然れ ども 飜 つて 其 精神 上の 利益 を 思へば 著書の 業に 亦 偉大の 慰藉な くんば あら-す、 一 思想の 熟して 初 


めて 紙 _ 曲に 現 はる、 や、 吾人に (H 由 人生 の 新 註解 を に 供す るの 感 ありて、 其 滿足は 譬 ふ る に 物た し y 

而 して 其 書と なりて 世に 屮：： る や、 多くの 懶 惰文學 者の 駄 評に 遭 ふて 吾人 は 亦 多少の 煤勞を 感ぜざる に 

あらす と雖 も、 其誠實 同感の 士の 手に 落つ る ありて 彼の 心 琴に 觸る、 時 は、 其反應 は： i り來 つて .a: び 

無景： の 慰藉 を 吾人に 供す、 警 書の 利益 は 到底 金錢 的に 箅 すべから ざるな り。 (五月) 

獨 立の 價値 

獨立は 多くの 貧苦 を 値し、 家族の 不和と 國 民の 反 對とを 値し、 交友の 破綻 を 値し、 孤獨と 疾病と 林ポ鋼 

と を 値し、 無學を 値し、 時には 飢餓と 死と を 他す、 余輩 は 未だ 曾て 安穩、 鬪ふ なくして 完全の 獨 立に 

達せし もの ある を 聞かす。 〔五 H0 

學 問と 精祌 

學は 貴し、 然れ ども 精神の 貴き に 如かす、 若し 二者 孰れ か 一 を擇 ぶべき の 場合に 會 せば 余輩 は 斷然精 

神を擇 ばんの み、 學を 得ん が爲 めに 精祌を 犠牲に 供す る 者 は學に 不忠に して 靈に 不實 なる ものな り。 

(五月) 

恥 づ ベ き も の 

恥づ べき もの は 無學に 非す して 不德 なり、 人 は 金 錢を盜 み 得る のみなら す、 亦 學！： を も偷み 得るな り、 

、一、 1<：<1<： ^AAAAAA.^AA^  厶厶厶 <I<3A 厶 <:<! 厶 A 厶厶  <" 厶 AAA 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 

夫の 良心に 偽り、 外國立 教師の 門に 入り、 學を 得て 後に 其宗 敎を捨 つるが 如き は 是れ竊 盗の 一種に あ 

所 咸まぴ 感想 (g 治 一一： 十二 年〕 .  六 111 


isn 尸" s 立 雑？^， lii- 代  六 三 E 

ら すして 3： ぞゃ、 世に物品を竊取する者を罰するの律ぁりと雖も學^を欺取する^！？ど刑するの法なき 

厶 <  △ 厶厶： A 

は 歎すべき かな e  (五月) 

無 比 Q 國 家 

國に 四千 萬の 忠臣と 愛國 者と、 政治家と あり、 國 家の 事 は 今 は 多く 憂 ふるに 足らす、 憂 ふべき こと は 

良心の 事な り、 道德の 事な り、 ；„^ロ人自身の^5^なり、 金 甌無缺 の 阈に加 ふるに 金！ i 無缺の 人物 ありせば. 

此國此 民 は實 に字宙 無比の もの な ら む。 r 五 ro 

吾 人 の 貢 獻 物 

伊藤博文 侯の 如き は 新 憲法 を 制定し て 國 家 に 貢獻す る 所 あ り 、 雨宮敬 次郞氏 の 如き は 鐵管を 以 て 、 井. 

上 哲次郞 氏の 如き は 哲學的 大眞理 を 以て、 大橋佐 平氏の 如き は 出版業 を 以て、 禅 山資紀 氏の 如き は 大 

軍功 を 以て、 各々 國 家の 進 • 連を輔 くる 所 ありたり、 l^ln 人 草莽 のお、 勿論 是 等の 名士に 及ぶ こと 能 はす 

- l:  -  C!;>  3  (。 リ (ふ f$  3  3  (シ ( ふ 〔シ ®  S  3  0  ®  0  ®  -® 

，こ雖 も 亦 吾人 相應 の貢獻 物な くして 可な らん や。 然り苦 人 は 純潔なる 生涯 を貫獻 せんの み、 "； ルれ" 升 

人の 捧げ 得る 貢物に して 國家は 亦是を 受けて 犬に 益す る 所 あるべし、 卽 ち高赏 なる 生 い、 獨立的 生；^、. 

世に！^ ら ざる 生涯、. 爵位と 勳 章と を 鄙め る 生涯、 不. 止の 富 を 紫土視 する 生涯、 淸 潔なる 生；^、  M0n 

なる 生涯、 單 純なる 生涯、 口に 理想 を； As りて 心に 利 慾 を 念 はざる 生 lg、 是れ實 に確實 なる 貨獻 物にし 

て、 豕は 富と 識と ありて 亡ぶ る こと ある も、 是れ なくして 永遠に 榮 ゆる ことなし。 . な 人 は 貧と 孤獨. 

とに 居て 尙ほ國 家の 柱石た る を 得るな り。 (五" ソ 


〇 

記 者 の 祈 禱 

願く は 我が 文辭の 我が 主張の 發表 にあら ざらん こと を。 願く は 我が 記述の 我が 辯 護に あら ざらん こと- 

を。 願くは我は我れ以上の者の|^,意を語り、 彼の 大慈 を傳 へ、 大 悲を唱 へ、 我が 名は烟 霧と なりて 消 

え 失する も、 彼の 公道 は 世に 施 かれて 衆生 は 彼に 還り 来りて 其 無限の 愛に 沐 せんこと を。 r 五 《0 

眞 理を識 るの 法 

眞 理を識 らんと 欲せば 是を實 行せ ざるべ からす、 是を 聞き 是を 讀んで 未だ 是を 識れ りと 謂 ふ を 得す、 

世に 露 理を赞 成す る 者 多くして 是を識 る者尠 なき は、 是を讀 みはつ 聞く もの 多くして 是を實 一：：： する ikn 

尠な ければ なり。 (五 3- ン 

今 0 新 聞 紙 

今の 新聞紙が 多くの 正議 公論 を喁 道す るに 關 せす、 時世 を覺醒 する に 殆んど 全く 無能力な 一な は 彼等に 

00 の ^す る が 故な り、 發 賣部數 の 多から ん こと を 熟^す る 新聞紙 に 革 進 的 勢力の^ せざる は现の 

最も 銳易 きも Q たり、 徒らに 社き の 腐敗 を 詰り、 政」^^當局者の怠惰を責むるも新聞紙自身が全く利慾 

所感 及 * ひ 感{?-(55|ー一 十二 5  六 Ills 
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の 念 を切斷 せざる 以上 は 其 詰責に 依て 社會と 政府と が 改悛すべき 害な し。 (五月) 

新聞記者の 自省 

人心 は 腐敗せ り、 然れ ども 我に して 若し 自ら 利 慾の 念 を 去り、 一意 專心其 改善 を 計らん に は 其の 更苹 

は 得て § にみ 難き にあら す、 我が 改革の 聲の 聞かれざる は必 すし も 人心 腐敗の 故の みに あらす して 亦 我 

が 愛 心の 足らざる が 故たり、 我に して 若し 己れ に 死し、 己れ を 愛する が 如く 我が： M 胞を 愛する に 至ら 

ば、 ^は 喜んで 我が 聲を 聞き、 我が 警世の 辭も 全く 不要なら ざるに 至らん、 新聞記者 たる もの は 世 を 

詰 黄す ると 同時に 亦 深く 己れ に 省みざる ベから す。 (五 

警 责 と建德 

改革 は 警資を 以ての み來ら す、 罪障の 摘 示 は 魔 鬼 も爲し 得る 所、 然れ ども 建 德養神 は • 大使の 業な り、 

衷 に 雷-塞の 威 を 以てする も 毀つ 能 はざる. 積極的 眞 理を蓄 へざる もの は、 進ん で 同胞の 過失 を資む る の 

特權を 有せす。 (五 力) 

川上 大將 逝く 

丁 提督 死し、 依將： 求 死し、 山地 中將 死し、 而 して 今 又 川上 大將 逝く、 敵 も 味方 も 終る 所 は 一 なり、 

『滔々 逝 水流 今古、 漢楚舆 亡兩丘 土』、 勝、 勝に あらす、 敗、 敗に あらす、 義に據 る是れ 勝な り、 不 

義に 築く 是れ 敗な り、 吾人^ 勗 めざるべ けんや。 (五月) 


精神的 英雄 

釋迦の 如き、 ゾ 口 ァ スタ ー の 如き、 基督の 如き、 ジ ヨン ノック スの 如き は、 手に 寸鐵を 探らす、 蟲 

一疋 を 殺さす、 而 して 功 を 千載に 建て、 人類の^ 苦 を 除きし 人な り、 軍功の 貴から ざるに 非す、 然れ 

ども 其の 精神的 勳勞に 及ばざる 遠し. 余輩 は 巧に 外敵 を 屠りし 功を贄 賞す ると 同時に、 亦 "处 せる-察 魂 

を 活かす の 功縝の 如何に 大な るか を 意 はざる ベから す。 (五月〕 

帝國 主義 

帝國 主義 は 統一 の 精神な り、 專制、 獨裁、 暴虐の 精神たり、 バビ 口 ン王ネ ブガ ドネ ザル、 マ セ ドン 王 

ァレキ サン ドル、 羅馬 帝ァゥ ガス タス シ ー ザ ー、 西班牙 王 フィリップ 二世、 佛蘭西 帝 ナボレ オン 一 

世、 其 他人 權を蹂 蹦 し、 侗 人の 發達を 妨害し、 自由 を 其 要髓に 於て 毀損せ し 者 は 概ね $1 此 主義 を 奉ぜ 

し 者な りき、 帝國 主義 は 思想、 文學、 美術、 宗敎の 埋葬 を 報す る 鐘の 聲 にして、 國民 此.. -義を 奉す る 

に 至て 其 死期 は 旣に適 づけり と稱 ふべ し。 (五月，^ 

罪の 結果 

罪の 結果 は 第一 に 驕奢な り、 第二に 淫逸な り、 第三に 精神の 倦怠な り、 第 四に 同胞の 不和な り、 第五 

に 失意 絡 望たり、 而 して 余輩 は 日本の 社會が 順を逐 ふて 是 等の 徵 候を呈 しつ- - ある を an」* 其 53  口 清 

戰 (学て ふ 國民的 十、 過失の 結果なる を 認め すん ば あらす。 (五月〕 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  21 七 
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基 0 敎 と 虛 言 

余^ は 基督 敎を 信ぜざる に-や， る や も 知れす、 然れ ども 余輩 は 終生 虚首を 語らざる べし、 信徒の 增加を 

ぼに へ： めって 其 堕落 を 寧：：： せす、 外面に 好望 進歩 を唱 へ て內 部に 不； 一 ss を 啷 つ 如き は、 是れ基 督敎の 

敎 理に展 る ものなる のみなら す、 亦 普通 倫理に 逆 ふ ものな り。 「五" ソ 

信 神と 普通 倫理 

祌を：^！^^る者 (ii:! すると 稱 する 者) は 多し、 普通 倫理 を 信す る 者は斟 し、 = 曜日 を 守る 者に 多し、 約 

束 を 重んじ、 友誼に 忠實 なる 者は徵 し、 一 方に は 吸 煙 飲酒 を資 めて 他方に は 利 慾 一 方の 商 賫に從 ie^ す. 

若し 能く 敎會的 義務 を纖 さば 果斷 ならざる も 可な り、 正直なら ざる も 可な り、 懶惰 なる も 4 なり、 

弱なる も 可な り、 外國 人に 屬從 する も 可な り、 是れ 我國， た 日の 某 臀敎會 なり。 (五月〕 

名譽 乎： 小名 譽乎 

基督 敎を棄 て たれば とて 名譽 にも あらす、 乂 不名譽 にも あらす、 ； たび：： T せし 宗敎 を瑣 細の 现. 5 の爲 

めに 捨 つる は 決して 名譽に 非す、 去りと て 今日の 如く 俗化せ る、 無氣 力なる、 俗人 物 を 以て 充 たされ 

たる 基督 敎 會を脫 したれば とて 決して 不名眷 にも あらす、 名譽不 名饗は 各人 其 良心に 於て 決すべき 問 

.题 にして 他人の 判定すべき ものに 非す。 (五 =: 二 


俗人 統御の 途  . 

馬の 欲する もの は 称 草な り、 豚の 欲する もの は： A 汁な り、 而 して 俗人の 欲する もの は 富と 名譽 となり. 

殘看棄 物 は 以て 是等 三者の 希 愁を充 たす を 得べ し、 俗人 統御の 途亦 易い かな。 「五 

辯 明 

.In く H 木の 力 ー ライ， 入、 z: く 小 力 ー ライル、 曰く 第二の 力 ！■ ライルと、 是 れ神戶 ヘラルド を 一 初と して 

. 幾多 の S 円年雜 誌が 余 に 就て 記述 せ 、り れ し稱號 な りと す、 是れ 余に 取つ て は 甚だ 名譽 なる が 如くに 見 え 

て實は 迷惑 干 萬な りと いはざる ベから す、 力 ー ライル は英圃 人な り、 へ A は 日本人な り、 余の 力， I ライ 

ル にあらざる は 言 はすして 明かな り。 

余 は 力 ー ライル と 宗敎を 異にし、 人生 觀を 異にす、 彼が 詩人 ゲ -I テを 尊崇す る に對 して 余 は 是を嫌 ひ" 

彼が 現在 を貌視 せし に反して 余 は 之 を 神聖 視す、 彼が 上帝の 指導 は オリバ ー、 ク ンゥ H ルを 以て 止 

まりし 如くに 信ぜし に反して 余 は 其 現在 未來 永遠までに 機績 する を 信す、 力 ー ライルの 人生観 は 余の 

忍ぶ 能 はざる 所、 余にカーラィル以外の希^1它と慰藉となくんば余は  一 口 も此 世に 生^し 能 は ざら む。 

入水が 時勢 を 詰責せ しの 故 を 以て 余 を 力 ー ライルの 弟子な りと 見做す 者 は 誤れり、 余 は 彼に 露 似て、 

は 彼に 敎 唆せられ て、 是を爲 せし に 非す、 余 は 普通の 日本人と して 余の 祖先の 敎訓を 遵守して 世の 虛 

： 偽、 妄誕を 篤り しのみ、 論 力 ー ライルの 著書が 多少 余の 弱き を 助けて 是を 語る の 勇氣を 余に 供せ し 

所感 及び 感想 (明： le 三十 二 年"  六 一】 一九 
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は 一 W ふまで もた し。 

A (は 力 ー ライ. -に 非す、 彼 は 余の 如き 微き 者に 依て 代表 さるべき 小人 物に は あら ざり しなり、 彼 を 彼 

の 『英雄 論』 叉 は 『過去 竝に 現在』 位に 請んで 彼の 一 面 を 悟り 得しと 意 ふ 者 は 臆測の！^ を 免 かる i 能 

はす、 彼の 四十 三 卷の書 も 僅に 彼の 衷に蓄 へられし 大 悲歎の 一 小 部分 を顯 はすに 過ぎす、 阯は 未だ 力 

1 ライル を 知らす、 矧ん や 我 邦の 靑年 批評家 に 於て を や。 

余 は 力 ー ライルの 弟子に あらす、 余の 師は 外に 在り、 然れ ども 余 は 力 ー ライル を 尊敬す る 者の 一人な 

り、 余の 彼に 於け るは釋 迴、 マホメットに 於け るが 如し、 則ち 其 說を贊 せす して 其い： 心 を 敬す る ij<; なり。 

(五月 「) 

發刊 一週 年 

東京 獨立雜 誌、 一 名 IT 溢面雜 誌』、 嘉 すべきの 容 なく、 賞むべき の貌 なく、 文 拙に して 辭粗 なり、 光 

輝 ある 明治の 文壇に 立ちて 何の； 在の 理由 ありて 其 令 n まで 持績 せられし か を 知らす、 ^族に 度外視 

せられ、 愛國 者に 蛇^ 視 せられ、 日本 國に 在りて 日本人の 筆に 成りし ものに あら ざり しかの 如くに 思 

はれ、 嫌 はる、 にあら ざ；.， ば 怖がられたがら、 繼兒の 如くに 其 今 E まで 生存し 來 りし は； 大祐 とや i;:;n は 

ん、 奇遗 とや 一一 一一 n はん。 

余輩 本誌 を 起す や 勿論 世の 歡迎贊 同 を ひ I- まざりき、. 「發 賣部數 五十部に 止まる も 一 ケ年を 支 へ 得べ し」 

との 前 持主 山縣 氏の 言に 勵 まされて 余 葷は此 事業に 着手せ しなり、 然るに 柯ぞ 料ら む- 使に 小 平. の 


多き 故に ゃ豫 想の 五十部 は 或は 五十 倍され、 或ば 六十 倍され、 刖に 非常の 困苦 を感 する ことなくして 

今日に 至る を 得たり、 是れ 勿論 杯 を 擧げて 祝すべき の 事に は 非す と雖 も、 亦 以て 天の 指導の 在る 所 を 

思 ひ、 心に 神に 默 謝する に 足るべき の 事たり と 信す。 

東京 獨立雜 誌 は 死を懼 る-ものに あらす、 雜誌 素是れ 人生の 如き もの、 生 有て 死 ある は 其 特性の 一 な 

リ， 余 華に 若し 世に 供すべき の 眞理絕 え、 世 叉 余輩の 言 を 要せざる に 至ら-ば、 是れ佘 輩の 筆を撋 くべ 

きの 時に して、 其 時に 際して 余輩 は 廢刊を 以て 意に 介せ ざるべく、 叉 快く 之 を 決行 せんと 欲す、 余輩 

は 只 卑劣なる 死 を 遂げ ざらん こと を 欲す、 余輩の 良心 を賫 り、 余輩の 讀者を 欺き、 變 節の 惡例を 後世 

に 遣して 女々 しき 最期 を 遂げ ざらん こ， と を 欲す。 然れ ども 余輩 は 未だ 廢刊の 要 を 認めす、 余， に 深厚 

なる 讀 者の 同情 あり、 余輩に 未だ 盡さ ざるの 悲憤と 懷慨と 確信と あり、 是を 外部より する 刺激と 獎勵 

とより する も、 又內 部より する 積 憤と 感激と よりす る も、 東京 獨立雜 誌 は 未だ 數 年間に 渉る 存在の 理 

由 を 有する ことと 信す、 余輩 は 更に 讀 者の 援助 を 祈る。 (六月：)  . 

同志の 同盟 

余輩 は 同志の 同盟 を 主張す、 余輩 は 何人も 同盟す べしと 言 はす、 世に は 同盟すべからざる 人 あり、 博 

士ジ ヨンソン の 所謂 XJncliibbable  men 卽ち 「共に 倶樂部 を 組織し 難き 人」 あり、 同盟 は 如何に 

ましければ とて 余輩 は 虚偽 浮變の 人と 同盟す る 能 はざる なり。  . 

余輩の 主張す る 同盟 は 志士の 同盟な り、 卽ち國 を 愛し、 民 を 愛し、 人類 を 愛し、 自由 を 愛する 者の 同 

盟 なり。 ヶゃ妖 僧 は 勢家と 同盟し、 富者 は權 門と 同盟して 漆 膠も啻 ならざる 時に 際して 志士の 互に 相 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六 ra 一 
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隔絶して 孤 憤 を 守る が 如き は 策の 得た る 者に あらす、 詩人 ゲ ー テ 曰く、 「善人 栢 結^して 大事 成る」 

と、 志士の 同盟 は我國 目下の 与- 務 なり。 (六月，) 

吾人 を援 くる 者 

吾人 を援 くる 者 は 皇室の 藩屛、 國 wi: の 龜鑑を 以て 任す る 我國の 華族に あらす、 又 常に 國利 民福 を 道 

する 贵顯 豪族と 稱 する 者に あらす、 揿侶、 牧師、 監督、 神官の類ょり吾人又何の^！！-む所ぁるなし。 

吾人 を援 くる 者 は 天の 神な り、 世界の 大勢な り、 自然の 法則な り、 吾人 は 宇宙 を 貧 通す る是等 公的 大 

勢力に 賴 らんと 欲す、 H マ ー ソン 曰く、  r 汝の車 を 大{ 企の 星に 繋げよ」 と、 夫の 區々 たる 局部 的义は 

階級 的 援助 は 吾人に 於て 何 か あらん。 (六月：) 

名稱 と事實 

國賊の 名を附 せらる、 も 可な り、 國を賊 せ ざれば 足れり、 不孝の 子と 唱 へらる k も 可な り、 - 吾人 は 父 

母の 善き を 計て 惡 きを 念 は ざれば 足れり、 不忠の 臣と稱 へらる も 可な り、 君 國の爲 めに 最善 最美を 

畫 すれば 足れり、 吾人 誠忠の 眞僞 はせ の 吾人に 附 する 名稱に 依る ものに あらす して、 吾人の 心に 蓄ふ 

る 信念と 外に 現 はる. -實 行と に 依る もの なれば、 吾人 は 世の 評判に 頓着す るな く 一 意 專心荅 人の 理想 

に 向て 進めば 足れり。 (六月) 

平民の 忠 愛 心  ， 


平民 は 位階 勳章を 目的と して 君 國の爲 めに 盡 さす、 彼等 は國 土の 爲 めに 君に 仕へ、 人類 公道の 爲 めに 

國を 愛す、 彼等 は 其 名の 擧ら ざる を怨 ます、 彼等 は 幽^に 田 を 耕し 海に 漁して 足る、 眞 正の 忠臣と 愛 

國 者と は 彼等の 中に 存す、 夫の 胸間に 忠愛の 章 を 輝す 者の 如き は 多く は是れ 偽忠の 人の み。 (六 ガ) 

日本の 英 雄 

日本の 英雄 は 政治家に 非れば 必す 軍人た るが 如し、 アン ゼロ、 レム ブラントの 如き 美術家と しての 英 

雄、 ダンテ、 力 ー ライルの 如き 文人と しての 英雄、 ル ー テル、 ノックスの 如き 宗敎家 としての 英雄、 

ぺスタ tl ジ、 フレ 1- ベルの 如き 教育家と しての 英雄、 其 他 商人と しての 英雄 * 科學 者と して わ 英雄、 

職工 費 夫と しての 英雄 は 日 木 人の 認めざる 所なる が 如し、 國に勳 功 を 建つ ると し 云 へば 政界に 驅馳 し、 

軍事 に 盡瘁す る を 言 ふたる が 如き： HE 本人の 社 食 組織 は 未だ 甚だ 幼稚な る ものと い は ざ る を 得す 。(六 H0 

政治と 道 德 

政治家 は 宗教お 一に 道德を 利用す る ものにして 之 を 扶植 養成す る ものに あらす、 彼の 道 德界に 於け る は 

放蕩 兒の 財界に 於け るが 如き ものにして、 彼 は 消費す る を 知て 造蓄 する を 知らざる 者な リ。 

故 に 國家 を 悉く 政治家 の 手に 委ねて、 其敎 育と 宗敎 と を 政 治 家 指導 の 下に 置いて、 國家は 終に 腐敗せ 

ざる を 511： す、 政敎 一 致の 懼 るべき 害毒 は實に 玆に存 す。 

*  ホ 

ネ  -》 

政治 は 保安 を 目的と し、 道 德は更 革 を 目的と す、 前者は^§滯に傾き、 後者に 急進の 性 あり、 故に 多少 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六 E 三 
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の 街 突は兩 者の 間に 於て 免るべからざる 所な り、 而 して 政治 偷安に 傾き、 道德其 本性 を發揮 せんとす 

る 時 は、 此 衝突の 最も 激烈なる 時に して、 國 民が 其 至 幸の 域に 達せん が爲 めに は、 幾囘 となく 此^の 

衝突 を 経過す るの 覺悟 なかる ベから す。 (六月， - 

日本人の 宗敎觀 

宗敎 とし 云へば 日本人 は 祈 福 を 意味し、 供物、 念佛 等の 宗儀を 意味し、 其 道徳の 最も 高尙 なる ものに 

して 人と 人 以上の ぺ ルソナ との 靈 交なる 事 は 彼等の 殆んど 全く 認めざる 所なる が 如し、 彼等 は宗 敎ク从 

と稱 へば 僧侶の 一種と 思 ひ、 宗 敎に歸 依す ると 云へば 現世 を脫 して 山間に 幽居す るが 如き^と 信す、 

其 宗敎觀 に 於て は 日本人 は 未だ 蒙古、 西 比利亞 等の 劣等 人種の 上に 居らす。 (六月) 

プ , ー タ 1 クの  一一 一一 n 

有名なる 傳記學 者 プル ー タ ー ク 曰く、 「建つ るに 土地な くして 城市 を 築き 得る も、 宗敎 なくして 社界 

を 組織し 且つ 之 を 維持す る は 難し」 と、 國 家の 建設に 宗敎の 要 を 感ぜざる もの は 日本 國の 政治家と 論 

客との み。 (六 H0 

西洋の 物質主義と 東洋 の 現實 主義 

二者 現物に 非常の 價値を 置く に 於て は 一 なり、 然れ ども 其 起因と 土臺的 原理に 於て は 一 一 者の 差異 は？^ 


壤も啻 ならす。 

西洋の 物質主義 は 自然に 勝たん と 欲する 靈の 動作より 来れり、 卽ち 聖書に 所謂 「神 依 己 像 造 人 …… 神 

祝 之 叉 謂 之 曰、 生育 衆多、 滿盈於 地、 爾克治 之」 の 使命 を實行 せんと 欲して 来りし ものな り、 卽ち物 

の爲 めに 物 を 求む るに 非ら すして 物に 對 する 靈の 統： m 權を 決行 せんが 爲 めに 自然の 征服 を 遂げん と 欲 

して 来りし ものな り、 卽ち 海に 勝たん と 欲して 汽船 を 造り、 山に 勝たん が爲 めに 墜道を 開 纏し、 距離 

に 勝たん と 欲して 電信、 電話の 機械 を發 見せしたり、 フランクリンな り、 フ ハラ、 ディ ー たり、 H ヂソ 

ン なり、 今日 我國に 於て 稱 する 物質的 人物に 非す して、 野馬 を 馴致 せんとす るが 如き 思念 を 以て 自然 

物の 駭御 征服に 從事 せし 人な り。 

東洋の 現實 主義 は 全く 之と 異る、 東洋人 は 物 を 離れて 靈の 存在 を 信す る 能 はす、 彼等の 理想的 社會は 

現世に 在て 未 來に存 せす、 彼等の 祌は靈 に 非ら すして 肉體を 着けた る 人間たり、 彼等の 英雄 は 詩人 叉 

は宗敎 家に 非ら すして 軍人 叉 は 政治家な り、 彼等の 美術と 文學と は技藝 にして 思想に 非ら す、 彼等 は 

自然に 勝たん と 欲せす して 是を娛 しまん と 欲す、 物 は 彼等の 目的に して 器具に 非ら す、 自然の 上に 立 

て 之 を統： H せんと 欲する に 非ら すして 是と 和睦して 之 を 利用 せんと 欲す、 故に 東洋人 は 結果 を 重んじ 

て 方法 を輕ん す、 眞理其 物 を 省みす して 其效 用に 着目す、 故に 其 哲學者 は 哲理 を 曲げても 時の 制度 を 

辯 護 せんと 欲し、 其 宗教家 は 宗義に 戻る も 社會の 現狀を 維持 せんと 欲す、 治國平 天下 は 東洋人の 最大 

目的に して、 眞理の 開發の 如き、 自由の 伸張の 如き は國 家の 安寧 を 犧牲に 供しても 追求すべき ものと 

は 彼等 は 決して 信ぜざる たり。 

二者 其 原理に 於て 栢異る こと 斯の 如し、 故に 西洋に 於け る 物質主義の 進歩 は 民の 克己 勤勉 を 促し、 生 

所感 及び 感想 (S 治 三十 二 年)  六 Sri 
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； 赣爭 となりて 體カ 智能 兩 つながら を 研磨し、 高貴なる 勇者 を 生み、 偉大なる 慈善事業 を 起す、 近く 

は スタン フォ ー ド大學 の 如き、 遠き はジラ ー ド孤 兒院の 如き， 共に 米國 流の 物質主義の 美と して 赏贊 

すべ きものな り。 

之に 反して 東洋に 於け る現實 主義の 發達は 好 逸 貪 安の 風 を 作り、 體 力の 消耗、 精神の 麻痺 を來 たし、 

矜恤の 情 之が 爲 めに 鈍り、 仁慈の 心 是が爲 めに 去り、 富 は 社會の 災禍と 變じ、 責は侗 人の 不幸と 化す〕 

故に<^^-輩は言ふ、 國を 亡す もの は 西洋の 物質主義に あらす して 東洋の 現實 主義な りと。 (六月，) 

« 人 を 遇する の途 

觀 劇の 快 を 供す るに 非す、 錦 綉玉帶 を 給す るに あらす、 婢 をして 之に 侍せし めて 高貴の 風 を 装 はしむ 

るに 非す、 婦人 を 遇する の途は 男子 親ら 躬を 潔う して 彼女の 貞節に 酬 ゆるに 在り、 費 を 節し 家 を齊へ 

て 彼女の 心勞を 省く に 在り、 夫に 此心 ありせば 彼女 は 悅んで 貧 を 忍ぶ を 得べ し、 彼と 共に 義の 迫^に 

堪 ふる を 得べ し、 婦人 を 遇す る の 途は其 高貴なる 情 性 を 動かす にあり て 其賤劣 な る虚榮 - かに！^ ふ る に 

非ら す。 (六月：) 

此の世 

此の世 は 正義 を 行 ふべき 所に して 亦 正義の 行 はるべき 所な り、 然れ ども 抵抗な くして 正義の 行 はるべ 

き 所に あらす、 敵 を 作る ことなく、 傷 を 負 ふこと なくして、 正義の 普及 を 計らん と 欲する もの は、 未 

だ此 世の 如何なる 世なる 乎 を 知らざる ものな り。 (六月) 


不幸の 極 

人生 不幸の 極 は 富な きこと に 非す、 友な きこと にあら す、 家な くして 路頭に 迷 ふ も 未だ 以て 不幸の 極 

と 做す を 得す。 

人生 不幸の 極 は 一定の 目的な き亊 なり、 日出で-より 日の 入る まで、 年明けて より 年暮 る、 まで、 何. 

のお 在の 理由 ありて 此 世に 来りし か を 知らす、 何の 目的 ありて 此 生死の 街 を 旅行す るか を 知らす、 唯. 

茫々 然として、 漂々 然として 向 ふに 方針な く、 達すべき の 港な く、 海草の 潮流に 浮ぶ が 如く、 滿 潮と- 

共に 進み、 干潮と 共に 退き、 終に 齷齪と して 無意識の 中に 一 生 を 終る、 余輩 は 彼の 高貴 權 門の 士 たる. 

を 問 はす、 畳裕 殷富の 人た るを擇 ばす、 凡て 確乎たる 一定の 目的な くして 人生 を 通過す る 人 を憫れ む- 

や 3- なり。 (六月：) 

豫 言 せ ん の み 

革新 を ふる も 聞かれざる を 知る 時 は 余輩 は 時世の 成り行き を豫言 せんの み、 余葷 に愛國 者た るの 希. 

^lul 絶 ゆる 時に 歷 史家と して 未來を 卜する の 志望 生す、 壓制々 度の 精神に 及ぼす 動作 は 常に 此の 如き も- 

のな り。  r. 六月) 

罪 惡 の 種 類 

盜む I、 他人の 妻を姦 する ことのみ が 罪惡に 非す、 時と 約と を 違 ふ 事、 是れ亦 明白た る罪惡 なり、 前.. 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六 四 七 
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者に 於て 潔白なる も 後者に 於て 無罪なら ざる 者 は 未だ 淸十： を 以て 目す ベから す。 

フランクリン 曰く 「時に 遲る \ 事 は 時 を盜む 事な り」 IVocrastiimtion  is  the  thief  of  time と、 而 

して 若し 「時 是れ 金な り」 との 彼の 言に して 眞理 ならば、 時 を 偸む 者 は 是れ卽 ち 金 を盜む 者なら す や、 

嗚呼 汝遲刻 者よ、 汝は金 を 盗む 者たり。 

*  .:个  * 

約 を 違 ふ 者 は 信 を 破る 者たり、 信 を 破る 者 は 友 を賣る 者な り、 違約 を 以て 單に惡 おの 一種と 見做し、 

深く 之 を 咎めざる 者 は 社 會を其 根抵に 於て 破壞 する 者な り。 

怠惰 懶慢、 是れ亦 確かに 罪惡の 一種な り、 是れ 時間の 浪費に して 違約 遲延の 罪 源な り、 西 諺に HI く 

「何事 をも爲 さに るは惡 事を爲 すなり」 ； Hoins  nothii ち is  (loins 二 11 と、 時 を 殺す の 罪 は 人 を 殺す 

の 罪に 及ばざる 唯 一 歩の み。 (六月， レ 

慈 善 の 種 類 

亜 拉比亞 の 豫霄者 マホメット z: く 「凡ての 善事 は 慈善事業 なり、 汝の 隣人に 接して 汝の頰 に 微笑 を呈 

する 事、 迷 者に 正道 を 示す 事、 渴 者に 水 を 給す る 事、 是れ皆 慈善事業 なり、 善行 を 他人に 勸 むる 事、 

是れ亦 慈善事業 なり」 と、 慈善事業 を 衣食の 給與、 金 錢の施 與の內 に 限る 者 は、 未だ 他に 大 慈善の 存 

する 事 を 知らざる 者な り。 (六月) 


詩人の 事業 

詩人 幽居して 詩 を 作る、 時人 彼 を 評して 曰 ふ、 「彼れ 無爲の 人世に 用な きの 事 をな す」 と、 然るに 時 

至りて 彼の 思想の 事實 となりて 顯 はる \ や、 劍戟 是が爲 めに 動き、 山嶽 是が爲 めに 震 ひ、 社 會は其 根 

柢 より 改造 せられて 民に 蘇生の 感 あり、 時人 亦 彼 を 評して 曰 ふ、 「偉大なる 哉 詩人、 彼の 作 は 實に革 

命の 聲 なりし」 と。 「六月， 一 

英雄の 心事 を 知る の特權 ■ 

王座に 近くの 寵臣 貴族の 特權 あり、 社會に 高位 を 占む るの 富豪の 特權 あり、 博識に 誇る の學 者の 特權 

あり、 是れ皆 尊むべき の特權 なる も 英雄の 心事 を 知る の 特權に 及ばざる 遠し。 英雄の 心事、 是れ 富と 

貴と 識とを 以て 探り 得る ものに 非す、 躬、 親ら 彼の 嘗めし 辛酸 を 味 ひ、 彼の 藏 せし 希望 を 抱き、 彼と 

悲歎 を 共に し、 彼と 共に 世に 窘められ、 辱 か しめられ、 終に 彼と 死 を 同う する の 境遇に 處 して 始めて 

彼の 心事 を 知る を 得るな り、 基督と 共に 泣き、 ダンテと 共に 忍び、 プ ー シ キン、 イブセン と共に 怒て、 

吾人 は 始めて 彼等の 友と なり、 推察 的に 彼等の 兄弟と なる を 得るな り、 姻戚 を 高貴の 人に 求めん と 欲 

する 者 は 求めよ、 我 は 今人に 斥けら る \ も 古今 英雄の 心事 を 知る の特 權に與 からん こと を 願 ふ。 (六月) 

所感 及び 感？ ズ 明治 三十 二 年)  六 巧 九 
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我の 恩人 

我の 恩人 は 我に 物を與 ふる 者に あらす して 我の 物 を 奪 ふ 者な り、 前者 は 我 をして 現世の 快樂を 感ぜし 

めて 我の 憤 を 癒し、 後者 は 世の 無情 を 示して 我 をして 心 海に 思想の 眞珠を 探らし む、 我の 物 を ^1: ザ ふて 

我に 想 を 供す る 我が 敵 人 は 如何に 愛すべき か な。 「六月〕 

神 を 信す る 事 

神 を 信す る 事 は 讀んで 字の 如く 祌を 信す る ことなり、 彼の 存在 を 信じ、 攝理を 信じ、 保護と 指^と を 

信す る、 恰も 吾人 肉體の 父の それ を 信す るが 如くに 信す る を 云 ふなり、 信す ると 口に 云 ふに：^ す、 

に 信す るたり、 而 して 吾人 處 世の 方針 を 全く 此 信仰に 基いて 定 むる を 云 ふなり、 詩人 コ 1 リツ、、 チ 時の 

宗教家 を 評して 曰く、 彼等 は 信す ると 躬ら 信す る ものにして 信す る 者に あらす と、 信 神の； 5^- 決して {芥 

の 事に あらす。 (六月) 

腐收 せる もの 

腐敗せ る もの は 日本に 非す、 英國に 非す、 露國に 非す、 米國に 非す、 腐敗せ る もの は 世界 全體 なり、 

人類 其 物な り、 吾人の 模範に して 世界 以上、 人類 以外の ものに 非る 限り は； d;: 人より 大 改革の 來 るべき 

害な し。 (六月：) 


改 善 の 途 

改善 は 他人の 惡事を 知て 來る ものに あらす して 自身の 缺點を 認めて 來る ものたり、 他人の 惡事を 知る 

は 吾 をして 我 自身の 淸淨に 誇らしめ、 彼を責 むる の 念 を 起して 自省 自 抑の 思 を釀 さす、 改善 は 自遍に 

始まり.、 謙 退に 基因す、 我れ 我が 短所、 弊 班を發 見す る 時 は 我が 改善の 途に 就く の 時な り。 (六月，) 

日本人の 特性 

日本人 は 正義 を 唱道す る を 愛して 之を實 行す る を 好ます、 彼等 は 嚴肅の 人 を崇拜 (遙拜 ) する も 彼に 

服從 する 能 はす、 彼等 は 何事 も 規則正し きを 嫌って 不規則に して 檢 束な きを 愛す、 之 を 彼等の 榆 文に 

請み 演說に 聞いて 彼等 は 方直嚴 正の 民なる が 如し、 然れ ども 之 を 彼等の 行動に 徵 して 余輩 は 未だ 彼等 

の 如く 不規律た る： i: ある を 知らす。 C 六月 ：} 

實權と 責 任 

日本人 は 乂實權 を 捤るを 愛して 是れに 伴 ふ 責任 を 負 ふ を 好ます、 是れ 彼等の 中に 隱居黑 幕の 制度の 盛 

に 行 はる X 所以な り、 責任 は 幼少 後進の 者 をして 之に 當 らしめ 而 して 實權は 長老 先進 者の 握る 所たり、 

彼等の 多く は 身 を 敵 乎に 曙ら さすして 軍功 を 建てん とする 臆病者た リ。 (六月) 
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政略 的 民族  • 

日本人 は 政 治 を 好 ん で 宗敎を 好ます、 其 結 ml- たる や 彼等の 政治なる もの は 政略の 異名 にして 彼等の 宗 

敎 なる もの は宗 略た るに 過ぎす、 彼等の 多く は 未だ 眞 面目に 宗敎を 信す ると は 何の 事なる か を 知らす- 

彼等の 中に 大政 治な く、 大文學 たく、 大 美術た く、 凡て 大と稱 すべき ものな き は 彼等の 此 排宗敎 的^ 

念に s ら すん ば あらす。 (六月 ソ 

日本の 政治家 

日 木 は 世界の 發達 史上 如何なる 位置に 立つべき 者なる 乎、 是れ 日本 政治家の 決すべき 最耍 ii: 題な り、 

然るに 世界と は 如何た る ものた る や を 知らす、 發 達と は 何 を 目的と して 發 達する ものなる ゃを辨 へす 

唯 目前に 處す るに 汲々 として 遠き 過去と 未来と を稽 へざる 我國 今日の 政治家なる 者 は 海圖と 海流と 風 

位と を 解せ ざる 航海 者の 如き 者に して、 國家が彼等の乎に委ねられて竟に絕&ま石上に破碎せん15^^は现 

の 最も 隙 易き ものたり。 (六月 ソ 

人望 を 得る の 法 

日本に 於て 人 ^lli! 最も 多き 學校敎 師は嚴 格に 學課 を强 ひざる 者な り、 人望 最も 多き 府縣 知事 は 规則法 ベリ 

を 厳格に 勵行 せざる 者な り、 信徒 は 其 過失 を嚴責 する 宗敎家 を 嫌 ひ、 文人 は 遠慮なく 彼の 缺點を 摘 一； 小 

する 批評家 を 厭 ふ、 何事 も 寛大に して、 何事 も 放埒に して、 何事 も 緩慢に して、 1*1 人 は 日本人の 人^ 


を 得る に 難から す。 「六月〕 

. 僞 人 

偽 人の 組織す る政黨 は僞黨 なり、 彼等の 組織す る國家 は僞國 なり、 僞 人相 依て 以て 公 黨義圑 の 存立す 

べき 害な し、 偽 人の 合成す る 君子 國 (！ )、 背理 何物 か是に 若く もの あらん や。 (六月- 

支那の 壞滅と 日本の 未来 

支那の 壞滅は 日本の 未来に 何の 係 はる 事 あるな しと 云 ふ を 得す、 日本 は 支那 道德を 尊崇し 來 りし *-、 

其 忠孝 主義 は 始めて 之 を 支那に 學び しものに 非す とする も、 其 之 を 支持し 養し 來り しもの は 支那 道 

德 なりし 事は掩 ふべ からざる 事實 なり、 日本の 政治家 は 支那 學者 なり、 其文學 者と は 能く 支那 文學を 

操る 者な り、 其 敎育は 主として 支那 學を 講じ、 其 忠臣と 愛國 者と は 多く は 支那 人を範 とす、 支那 は實 

に 日本の 師國 にして、 師 亡びて 忠の 弟子に 及ばざる 理 なし。 

余輩 は 我國の 具眼 者と 稱 する 者が、 此 明白なる 事實を 目前に 控 へながら 尙ほ 支那 主義の 普及 を 計りつ 

つ ある を 見て、 愕然たら ざらん と 欲する も 得す。 (六月) 

支那 道德の 性質 

支那 道德の 全然 惡 しきに 非す、 其惡 しき は 比 絞 的な り、 之 を 蒙古、 滿洲、 西 蔵の 道德に 比して 數 等に 

優る 者なる こと は 疑 を容れ す、 然れ ども 之をィ ザャ、 エレ ミヤ、 保羅、 ァゥ ガス チン、 ル I テル、 ゥ 

所感 及び i 感想 (明治 三十 二 年〕  六 五三 
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ヰ クリフ、 ウェス レ ー、 カント、 へ ー ゲル 等の 道德に 比して 無效 無力の 道德 なること は 一 を俟 たす。 

△  △AAAAA 厶厶 <3<3 厶厶  <1厶  厶厶厶 厶厶丄 △< "厶 <J 厶 厶<<<1<1<;3<1<1厶<:<： <3 厶 A<1、<-<1 

今の 時に 當て 支那に 學ぶは 死なり、 永久に^ 在 せんと 欲する もの は 支那 を 離れて 他に 學ぶ 所な かるべ 

からす、 是れ 師を捨 つるに あらす してお 子^ づ 生地に 人て 然る 後に 師を救 ふの 途 なり。 二： 月) 

0 行 一 致 

言行 一 致と は 言 ふ 事 を 悉く 行 ふの み を 言 ふに あらす して 亦 行 ひ 能 はざる 事 をー百 はざる を も 云 ふなり、 

ロに；^liり筆に綴る事を悉く實行するは難し、 然れ ども 力の 及ばざる こと を 一 百 はざる は 左程 難事に あら 

す、 吾人 若し 言行 一 致を守り得すとすれば；^カめて行言 一 致 を 計るべき なり。 r 六バ) 

〇 

眼の 善 惡 

惡 しき 眼 を 以て 視ん 乎、 此 完備せ る字宙 も 悲痛 慘擔の 巷た る を 失 はす、 赐風 ありて 地上 を 一 掃す る や、 

人類 積年の 勞 働の 給 果は 瞬間に して 拭 ひ 去られ、 海 嘯 ありて 一 時に 幾 萬の 孤兒を 作り、 蚊と 蚋と は： りん 

時の 淸 涼に 烦擾の 苦 を 加へ、 黑雲 ありて 秋 天に 明月の 面を掩 ふ、 幾多の 哀歌 は 造化の 悲的 半面の 觀 "お； 小 

に 依て 成れり、 悲んで {千{ 由 を 観れば 萬 象 一 として 悲歎の 種なら ざる はなし。 

然 ども 善き 服 を 以て 字 帘 を觀ん 乎、 M 物 か 歡ケ： ： 嘆賞の 題目なら ざる、 夜 問 仰いで 蒼 { 仝 を §1- み瞻れ ば 肉 


. 眼 を 以てする も 六干餘 個の 無 盡燈の 燦然と して 天 穴 に 懸るを 見るな り、 一 塞の 雛菊 は 偉人 ヲ ル ヅヲス 

の 希望 を繁 ぐに 足れり、 詩人 リヒテル は 詩想 を 常 に 雷 靈 激震 の 間に 得たり と * 喜ん で 宇宙 を て ；： t 人 

は 金玉 を 以て 飾られた る 宮殿に 棒 息す る 者なる を 知るな り。 

： 惡し き^を 以て 人間 社會を 見れば 物と して 邪 弊なら ざる はたく、 人と して 魔 鬼なら ざる はなく、 .吾 人 

は 魑魅魍魎の 中に 接 息して 四隣 皆偷兒 なるやの 感 あり。 然れ ども 善き 跟を 以て 吾人の 同胞に 接すれば 

彼に 愛すべく 敬すべき の 情性少 からす、 マホメット 曰く  r 汝 等の 心の中に 存 する 哀憐の 情 は是れ 神が 

汝 等に 賜 ひし 最大の 賜物なら す や」 と、 而 して 余輩 は 未だ 此 「最大の 賜物」 の 痕跡 を も 留めざる 人 あ 

る を 知らす。 (七月) 

眞理 は劇藥 なり 

眞理は 其 最も 穏和なる 形に 於て 劇藥 なり、 獨立 なれとの 單 純なる 眞理は 其內に 否定 反抗の 原理 を 含む、 

淸淨を 全うせん と 欲して 汚物 醜類に 對 して 戰を 宣告せ ざる を 得す、 若し 平穩 をのみ 維れ 貴び 社き 又は 

敎會に 風波の 揚ら ざらん こと を 欲せば 眞理を 全く 唱へ ざるに 若 かす。 r 七； 3:〕 

勞 苦 と K 任 

勞苦を 避けん と 欲すれば 責任 を 避く るに 若 かす、 世に 勞 苦の 伴 はざる 責任 あるな し、 勞苦を 恐れて 資 

住に 當り 得ざる もの は 終生 何事 を も^し 得ざる ものな り。 

所感 及び 感？ X 明治 三十 二  iiO  六 五 五 
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名利の 爲 めに 畫 して 吾人の 事業 は 成功す る も 失敗な り、 他人と 公衆との 爲 めに 計て 吾人の ベ. -圖 は 失敗 

する も 成功な り、 失敗と いひ、 成功と いひ、 是れ 吾人の 之 を 招きし 動機 如何に 由る のみ。 

惡を 信す る は 易し、 難き は 善 を 信す るに 在り、 善の 實 在と 其 無限の 勢力と を 信じて 吾人 は 始めて 精祌 

的 革命家た る を 得るな り。 

惡を滅 する もの は惡に 非す して 善な り、 毒 を 以て 毒 を 制し 得る も 是れ綠 に 其 瀰漫を 防止す るに 過ぎす、 

日光が 泥 地の 瘴毒 を燼 消す るが 如く、 吾人 は 善行の 饒多を 以て 社 會の醜 事 を 排除せ ざるべ からす。 

C 七 力) 

ボス ェ 1 とフ H ネロ ン 

言 あり 曰く、 「ボス HI は宗敎 を立證 し、 フエ ネロ ンは之 を 愛すべき ものたら しめたり」 と、 前 は 

宗敎の 評論家に して 後者 は 其實踐 家たり しなり、 ボ 氏の 基督 敎證據 論なる もの は 今や 陳腐の 說 として 

顧る 人な く、 フ H 氏の 美的 生涯 は 今 尙ほ佛 人 四千 萬の 龜鑑 たり、 宗 論學說 なる もの は 到底 世 を 救 ふの 

器具に あらす。 (七月 ソ 

金錢を 獲る の 法  • 

首 あり 曰く、 金錢を 獲る の 法に 三 あり、 盗む 其 一 なり、 貰 ふ 其 二たり、 - 嫁ぐ 其 三な り、 而 して 吾人 は 


盗賊に 非す、 投機 商に 非す、 政治家に あら ざれば 盗む を 得す、 叉 華族に あらす、 封 巾 間に あら ざれば 貰 一 

はんと 欲する も 吾人に 之を與 ふる 者 あるた し、 此に 於て 乎 正直なる 平民に 取りて は 金錢を 獲る の 法 只 一 

一途 あるの み、 卽ち i ぐの み、 手に 唾し、 額に 汗して 神の 宇宙に 正直なる 勞 働の 結果 を牧 めんの み、 一 

而 して 天 は 己 を 助く る 者 を 助け 給 ふと 言へば 吾人 は盜み 且つ 恩給に 與 るの 要 ある を昆 す。 (七月」 一 

奇 異 な る 言 語  一 

俗人と 爲るを 世に 3r つると 稱し、 眞 人に 歸るを 世 を 去る とい ふ、 嘘を吐いて 俗と 和す る を 立身と 稱 し. 

眞を 索め て 天然と 交 はるを 隱 退と 名く、 罪惡に 沈める 人類の 言語 は實に 奇異なる もの かな。 (七月」 . 

道德と 精神 ユーの 區別  一 

道德は 規則に して 精神 は 生命たり、 前者 は 外より 制し、 後者 は內 より 發す、 道德の 目的 は 主として 抑 

慾謹愼 にあり、 然れ ども 精神 は 善 を 以て 生命と たす もの なれば 外部の 拘束 を排 して 善行の 果を 結ばん 一 

と 欲す、 「己の 欲せざる 所 を 人に 施す 勿れ」 と は道德 なり、 汝の 隣人より 汝が爲 されん と 欲する が 如. 一 

く 汝も汝 の 隣人に 爲 すべし と は 精神たり、 日本に 道德 あり、 然れ ども 未だ 精神 ありと 云 ふ を 得す。 一 

(七月) 


へ に； 人び 感想 (明治 一二 十二 年) 


- ぶ- 


東京 獨立雜 誌 時代  六 五八 
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眞理の 感化 力 

我れ大3呉理を^11^,み瞻て我に大思想起り、 大 希望 生じ、 小利 小 慾 は 我が 心 を 去て、 我は大^1_1,聖欲の人と 

はなる たり、 眞理に 偉大の 魔力 ありて 人是に 接して 感化せられ ざらん と 欲する も 得す。 「七月) 

我が 師 耶蘇 基督 

彼 は 法王、 監督、 牧師、 宣 敎師、 神學 博士の 類に あら ざり し、 彼 は 骨て 頂に 僧 冠 を 戴きし ことたく、 

亦 身に 僧衣 を 着けし ことたし、 卽ち彼 は 今日 世に 稱 する 宗敎 家に あらす して、 彼 は 曾て 彼の 信仰の 爲 

めに 係 給 を 受けし ことなし。 

彼 は實に ナザレの 一 平民に して 彼の 父の 業を繼 いで 大工 を 職と せし ものな り、 故に 彼 は直覺 的に 神 を 

識 りし 者に して 神 學校叉 は哲學 館に 彼の 宗敎的 智識 を 養 ひし 者に 非す、 余輩が 彼 を 尊 ラるは 彼の 大 

平： i: なりし が 故な り。 (七月) 

ノ ー 、ブ , な れ 

日本語に 譯し 難き 英語の 一 はノ ー ブルなる 語な り、 高貴、 高尙、 壯大の 文字 一 つと して 其 意 を 通す る 


に 足らす、 ノ ー ブルなる は 理想 を抱悽 して 之 を實行 せんとす るの 勇 氣を謂 ふ 也、 卽ち 世人の 以て 爲し 

難と 信す る 事 を 政て たさんと する の 氣品を 謂 ふなり、 時の 學說に 反抗し、 彼の 確信 を 固守して、 終に 

西の方 暗黑 大洋 を橫斷 して 新 大陸 を發 見せし コ „1 ム ブス はノ. 'ブルな りし、 時流の 政治 論を排 し、 英 

國の 社き を 堅固なる 自由の 土臺の 上に 据 ゑし コ a ムゥヱ ルはノ ー ブルたり し、 不可能と 信ぜられし 敎 

育 策 をして 竞に 可能たら しめしべ スタロ ジはノ ー ブルたり し、 卽ちノ ー ブルた る 事 は 平凡なる 事、 鄙 

俗なる 事の 反對 にして、 理想 を 信じて 是 を大膽 に事實 たらしむ る 事 を 云 ふなり。 r 七ガ. > 

完 全 な る 慈 善 

衣食 を 給し 智識 を與 へたれば とて 自主 獨 立の 精神 を 吹 入せ ざれば 未だ 以て 慈善の 實を 全うせり と 云 ふ 

を 得す、 食に 竭き衣 は 破れ、 學は 悲痛の 器と たりて 身を責 むる こと あらん、 然れ ども 神と 己と に賴る 

を 知りし 人 は 地下 千仞の 1^ に 達する 泉の 如く 永遠に 涉て涸 く 事な けん。 (七月〕 

依 賴的獨 立 

獨 立と は 直ちに 神と 眞理 とに 依て 立つ 事な り、 人に 依り、 政」 吋-に 依り、 寺院、 敎會、 會社 等に 依て 立 

つ 事、 是れ獨 立に して 獨 立に 非す、 吾人 は 乞食なら ざる を 以て 未だ 獨 立の 實を 全うせり と 謂 ふ を 得す、 

}K 命 維れ 待ち、 世人より 一 つの 待つ 所た きに 至て 吾人 は 素め て獨 立の 人と 稱ふを 得るな り。 (七月) 


B: 感及び 感想 (^治 三十 二 年)  六 五 九 
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日本に 於て 慈善事業の 揚ら ざる 理由 

慈善 は 惻隱の 心より する 憐憫の 情に 非す、 义 後生の 安樂 を 買 はんとす る 積善と 稱 する 蓄財の 一種に 非 

らす、 慈善 (rllilanthrcpy) は實に 吾人の 人類に 對 する 義務に 起因す る ものにして 此 人類 的 觀念 に缺 

乏して 國に大 慈善の 起る ベ き 害な し" 

日本に 慈善事業の 揚ら ざる を 以て 依し と 做す 勿れ、 蓋し 日本人 は 過去 三十 年間の 敎 育に 於て 國 〔么の 愛 

すべ きを 敎 へ られて 人類の 愛すべ きを 未だ 敎 へ られ ざれば なり。 (七月) 

我が 信仰 

我 は 我が 信仰 を 曲ぐ る 能 はす、 然れ ども 我の 信仰に 牴觸 せざる 限り は 我 は 凡ての 人に 對 して 好意 を该 

き、 我が 力の 有らん限り 彼等の 援助た らんこと を 期す、 我 は 我が 自我 を 抛て 他人に 向て 同化 せんこと 

を 求めざる も、 而も 自信 自尊 を 維れ 事と して 我意 を 彼等に 及ぼさん こと を 努めす。 (七月〕 

出來 得る 事 

世に 供す るに 汝の 出来 得る 事 を 以てせよ、 出来 得ざる こと を 以てする 勿れ、 汝の 出来 得る 事 は 完全に 

最も 近き ことにして、 出来 得ざる 事 は 甚だ 不完全なる ことたり。 (七月 リ 

三 省の 意義 


日に 三た び 己 を 省る と は 日に 三た び 自己の 本性に 還る ことたり、 人 其 自我 以外に 脫 して 彼の 思惟に 統 

1 なく、 彼の 行爲に 秩序な し、 故に 彼 は幾囘 となく 彼の 本性に 還り、 彼の 分離 錯亂 せる 智力 才能 を 中 

集し、 以て 全心 を 擧げて 彼の 本分に 當 るべき なり。 r 七： ：o 

下劣なる 國家 主義 

自己の 爲 めに する、 黨 派の 爲 にす る、 或は 自國 の爲 めに する 圃家 主義 は 甚だ 下劣なる 國家 主義な り、 

人 は 其 國の爲 めに 盡 して 其 本性 を 全うする 者なる が 如く、 國家は 人類 全 體の爲 めに 盡 して 其 存在の 目 

的 を 達する ものな り、 是れ 倫理 學 上の コン モン セン ス なり。 (ヒ =： ソ 

〇 

誰 を か 友と せむ 

友 を 求む るに 友尠. たき 人 を 求めよ、 友 多き 人に 吾人の 友情 を 要せざる のみなら す、 亦 深き 友情 を蓄へ 

ざる ものな り、 愛 は 嫉妬深し、 友 多き は 愛 薄 きが 故にして、 愛 厚う して 是を 多數の 人に 頒っ 難し リ 

( 七 ao 


感！ i-il- tv:. え 「一； 二：  二 年)  六 六 一 
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仁 を 目的と する 仁に 仁 あるな し、 仁 は 品性の 香氣 にして 無意 無覺の 問に 放散す る ものな り、 夫の 仁の 

配布 を 以て 業と する 傳道師 なる 者の 仁が 往々 にして 不仁に 邇 きものなる は、 彼等が 仁 を 勉めて 之を强 

ゆる 者なる が 故なら ざるべ からす。 r 七月， - . 

慈 蓝と獨 立 

余 犟が慈 惠を說 くの 故 を 以て 往々 にして 直ちに 是を 余輩より 要求す る 人 あり、 然れ ども 是れ余 の眞 

意 を 解せ ざる 人な り、 余輩 は 勿論 余輩 相 應の慈 惠の責 を 免 かれんと 欲する 者に あらす、 然れ ども 余輩 

は 慈 惠の施 與を說 く 者に して 其懇 求を敎 ふる 者に あらす、 東京 獨立雜 誌 を 讀んで 慈 惠に與 からん 欲す 

る 念 慮 を 起す 者 は 未だ 獨 立の 何たる を 解し 得ざる ものな り。 (七月) 

交際と 共同 

吾人 は 何人と も 交際す る を 得べ し、 然れ ども 何人と も 共同す る を 得す、 交 ポは禮 遇に して 共同 は 同化 

を 意味す、 惡人 且つ 遇する に禮を 以てすべ きも、 彼と 共同して 吾人 は 彼の 惡事を 助く る 者な り、 交際 

の lE^ 域は廣 し、 然れ ども 共同 は 良心の 權域を 出 づる能 はす。 (七月) 

宗敎を 信す る 理由 


余輩が 宗敎を 信す るに 天國叉 は 極樂に 行かん が爲 にあら す、 余 華が 是を爲 す は 人ら しき 人た らんが § 

めな り、 若し 天に 對し、 自己に 對し、 人に 對 して 恥 かしから ざる 人た る を 得ば、 余輩 は 朝に 道 を 聞い 一 

て 夕に 死す とも 可な り、 然り、 地獄に 陷 ちて 永遠の 刑罰 を受 くる も 可な り。 (七月) 

支那 主義  ： "一 

支那 主義 は宗 敎を說 くに も、 道 德を說 くに も、 政治 を說 くに も、 文 學を說 くに も 皆 實利を 以て 標準，. > 

す、 忠孝の 道 尊ぶべし、 是れ國 利 民福 を 来す もの なれば なり、 怫敎 保護すべし、 是れ國 民 統御に 利 あ 

れば なり. と。 眞理を 標準と し、 是に逆 ふ もの を排 し、 是に適 ふ もの を迎 ふるが 如き は 支那 主義 を 以て： 

薰陶 せられし 國 民の 到底 爲し 得る 事に 非す。 (七月)  V 

人の 質問に 對 へて 

余に 志望な し、 計畫 なし、 余 は 天の 命 惟れ 從 はんと 欲する 者な り、 人に 對 して は 不覊獨 立の 者 なれ ど， 

も、 神明に 對 して は 純然たる 奴隸 なり。 

ふ；.  * 

ホ  * 

余の 事業に 從事 する は 余の 名を擧 げんが 爲 めにあら す、 亦 余の 理想 を 行 はんが 爲め にも あらす、 M 

唯 神の 命に 强 ひられて 余の 今日の 職に 在る 者な り。  一 

國を濟 はんと 欲する 者、 世 を 革 めんと 欲する 者 は、 先づ 自己の 喚發を 謀るべき なり、 慾 心 先 づ內に 

所感 ひ 感想 (ef 治 三十 二 年)  .  六 六 三 
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え、 自我 先づ 心に 死して、 我に 爲し 得ざる の 事 あるな し、 我の 改め 得ざる の惡弊 あるな し。 

日本に 於け る 家庭の 改良 は 大難 事たり、 そ は 日本の 家庭 は 其國家 組織の 反影に して 是を 改めん と 欲す 

れば、 勢 ひ • 彼 を 誹 幾す るに 至る ベければ なり、 余輩の 實 行し 得る 區域は 甚だ 狹し、 然れ ども 余葷之 

を 如何と もす る 能 はす。 

內 よりの 大 改革 は 到底^ むべ からす、 然れ ども 幸に して 世界の 大勢の 徐々 として 吾人に 改革 を 迫る あ 

り、 口 本人 は獨り 自ら 內 より 改む るの 民に は あら ざれ ども、 又 大勢に 從は ざ るの 民に も あらす、 吾人 

改革の 希」. は惟此 一 事に； 仲す" 

口 本の 最大 問題 は 良心 問題たり、 多妻の 弊風の 未だ 是認 せらる &が 如き 國に 於て は 自由 民權 を^ ふる. 

も訟 たし。 

.: 个  * 

口 本の 學 ぶべき 國は獨 に 非す、 佛 にあら す、 英 にあら す、 日本の 學 ぶべき 國は 古代の 羅 馬たり、 アル 

フ レッド 王 時代の プリ テンな り、 彼等 は 如何にして 多妻の 惡弊を 制止せ しか、 如何にして 個人の 憤 値 

を 認めて 貴族の 專權を 抑へ しか、 是れ 吾人が 彼等より 學 ぶべき 事に して、 是を 學んで 後に 吾人 は英に 

傚 ふ を 得べ し、 佛を 凌ぐ を 得べ し。 

西洋の 改革者 は 改革 を計畫 せす して 之を實 行し、 日本の 改革者 は 改革 を 絶叫し * 之 を 企圖謀 策して 終. 


に 之 を 決行す る 能 はす、 ル ー テル、 ク E1 ムゥ H ルの 改革 事業 は國 家の 改築 を 目的と して 起り し 者に あ 

ら すして、 良心の 純潔 を 汚され ざらん が爲 めに 成りし ものな り。 (七月〕 

〇 

休養の 在る 所 

休養 は必 すし も 山に 於て あらす、 海に 於て あらす、 休養 は 心の 平 かなる 所に あり、 平和た る 家庭に 於. 

て あり、 親しき 友人の 間に 在リ、 吾人 是を此 所に 求め 得て、 亦 彼 所に 是を 追求す るを須 ひす。 「八月： 

希望の 在る 所 

希望 は 社き に 在るな し、 其 政治、 宗敎、 敎 育に 在る たし、 希び ポは 我心に あり、 是を 監視し 賜 ふ 神に 在- 

り、  吾人 先づ 心に 偉大なる を 得て、 終に 新 希望 を此 失望せ る 社會に 供す る を 得べ し。 (八月) 

成 謝すべ き 事 

感謝す、 宇宙 は 藩閥 政府の 支配の 下に 在らざる 事 を、 感謝す、 眞理は 文部省 令の 定めし ものに あら ャ> 

る 事 を、 生命 を 宇宙に 求め、 悟道 を 眞理に 探りて 吾人 は此 壓制僞 善より 免る、 を 得るな り。 (八月) 
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信 仰 と 愛 國 心 

全 輩 は 余輩の 國に叛 いて 余輩の 宗敎を 信す る 能 はす、 余輩 は 余輩の 宗敎を 捨て X 余輩の 國に 忠なる 能 

はす、 余輩の 信仰 は愛國 心に 依て 勵 され、 余輩の 愛 國心は 信仰に 依て 潔 めら る、 外國 人に 依賴 する 宗 

敎と、 博愛に 基かざる 愛國 心と は 余輩の 均しく 排斥す る 所な り" (八月) 

益な き宗敎 と敎育 

人に 賴る を敎 へ て祌と 自身と に 頼る を敎 へざる 宗敎も 敎育も 益 甚だ きものな り、 宗敎は 萬 物の 造 主 

の信賴 すべき ものなる を敎 ふべき ものにして、 敎育 は自働 自立の 法を授 くべき ものな り、 宗敎 にして 

依賴的 人物 を 造り、 敎育 にして 自給 自活の 途を 授け ざれば、 二者 共に 其 目的 を 誤りし ものと 謂ぶべし- 

(八月.) 

事業の 大小 

若し 大著 述を なし 得すん ば 小 著述 をな さんの み、 若し 小 著述 を も爲し 得すん ば 眞理と 正義との 爲 めに 

惟二 一一 一口 を 放たん のみ、 吾人 は 吾人の なし 得る こと をな せば 足れり、 其 大小 は 吾人の 意に 介す る 所に あ 

らす。 (八月) 


神 を 語り、 眞理を 語り、 天然 を 語る 者 を 呼んで 『耶蘇』 と 云 ふ、 然れ ども 『耶蘇』 なる が 故に 眞理は 

眞理 たる を 失 はす、 『耶蘇』 ならざる が 故に 邪 弊惡習 は美德 たる 能 はす、 先づ 罪業 を 放棄 すれば 足れ 

り、 名目 を樓に 永く 淫行に 耽る ベから す。 (八月〕 

人に 依る の 愚 

萬 能の 神の 存在し 給ふ此 宇宙に 捿 息して 荐 りに 人の 援助 を 仰ぐ、 是れ 大王の 頼る ベ き あるに 小吏 霉宫 

に 依る の 類に して、 是を 無智 淺見の 極と 稱へ すして 何ぞ。 (八月， > 

i 動』 

今や 事業 を爲 さんと 欲する 者 は 刻苦して 躬 親ら 其 任に 當 らんと せす して、 先づ 主意 書なる もの を 印刷 

に附 して 之 を 頒布し、 委員 會を 開き、 會員を 募集し、 有志 家なる もの を 訪問して 寄附 金 を 募る、 而し 

て此 順序 を稱 して 運動と いふ、 若し 是 にして 成功す る を 得ば 餘は 全く 自動的 事業た るたり、 慈善事業、 

傳道 事業、 敎育 事業、 其 他 精神 道 德に關 する 事業 は 一として 此 機械的 方法に 依らざる はなし、 豈に驚 

くべき にあら す や。 (八月) 

金錢を 要せざる 事業 

金 錢は必 すし も 事業 を爲 すが 爲 めの 必要物に あらす、 I に は 金錢を 要せざる の 事業 多し、 ダンテの 大. 

作 は 寄附 金 を 待て 成りし ものに 非す、 基督、 保羅が 敎會堂 建築の 爲 めに 募金に 從事 せし を 聞かす、 然 
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り、 世に 最も 大 なる、 最も 高尙 なる 事業 は 金錢を 要せざる 事業な り、 吾人 は 富豪の 門 を 叩かす して 介 

大事 業 家たり 得るな り。 (八月) 

俗人の 勢力 

俗人の 勢力 は 彼の 有する 金 錢に存 す、 金錢を 離れて 彼 は 牙 を拔き 取られし 虎の 如き ものな り、 彼 は 余 

錢を筌 まざ るん を 支配す る 能 はす、 彼 をして 全く 無勢 力なら しむる は、 吾人の 心に 金 錢の愁 を 絶つ に 

あり。 (八月) 

自由 競爭 

自由 競爭は 凡ての 社 會に行 はる、 され ど 行 はる-の 故 は必 すし も 正しき の 故に あらす、 惡 なる 事、 邪 

たる 事 も 亦 行 はるれば なり、 自由 競 爭の正 當に行 はるべき 時と 所と は 各個 人が 皆 其の 處を 得た るの 時 

なるべき なり、 然ら ざれば 是れ 不人情な り、 非人 道な り。 

我の 有する 者 は連發 銑と 速射砲と にして、 彼の 持てる は 石斧と 弓矢と なり、 此 懸絶せ る 武器 を 執て 彼 

我相鬪 ふ、 是れ豈 に 仁と いふべ けんや。 (八"，) 

麥 藁 帽 子 

人類 は 關聯的 動物たり、 己 を 安う し 已を救 ふの み を 以て 滿足 する 人 は 未だ 眞の 人と は 謂 ふ 可ら す、 吾 

人 は 吾人の 家族 を觀 みざるべ からざる が 如く、 亦 我 同胞 人類 を 顿 みざるべ からざる なり、 我家 族の 如 


, ^を^す して 我 は 獨り美 衣美 貪すべからざる が 如く、 我 同胞の 窮迫 を 頼みす して 我 は 慰めと 安樂と を 一 

恣 にすべき にあらざる なり。  I 

虚無 黨の純 文 學者を 忌み、 社 會黨の 月 球 動物 學者 を惡 むは 必す しも 不條理 にあら す、 麥藁 帽子 さへ！^ 

り 得ざる 彼等 は 親帽の 閑人 を 見て 平なら ざる は 固より 其 分な り、 まこと 我等の 求むべき こと は先づ 我： 

等が 悉く 麥藁 帽子 を 被り 得る ことなり。 (八")  一 

人に 其 家族の 幸福 を 思 ふの 熱心な くして 決して 良き 親たり、 夫妻たり、 兄弟 姊 妹たり^ ざるが 如く、  j 

人に 其 同胞 人類 を 思 ふの 同情な くして 人は活 きたる 人た る を 得ざる なり、 我れ 此の 如き 人となりて 我 一 

に 人類 社會 なく、 否 自我 さへ も あらざる なり、 耶蘇 基督の 最も 嫌 ひ 賜 ひし は 同情 熱心な き 人に て あ rtv 

き、 所謂 溫 厚着 實 家なる 者な りき、 宗敎の 益 否 は 別と して 此 熱情 を 起し 又 之に 伴 ふ 能 はざる の 宗敎は 

死敎 なり。 (八月)  一 

0  ^ 

金 と 神 

人 あり 我に 吿て 曰く 「君に 金な し、 故に 君 は 何事 を も 爲す能 はす」 と、 我 は 彼に 答へ て 曰く 「我に： t 一 
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あり 故に 我 は 何事 を も 爲すを 得べ し」 と、 時に 彼 は 我の 迷信 を嗤 へり、 而 して 我 は 彼の 俗智を 憤れり 

彼と 我と は實に 異種 異類の 人たり しなり。 (八月) 

語る べき 事な し 

俗人 跋息の 今 rn に 當て此 社會に 供すべき もの 余輩に あるた し、 そ は 彼等の 欲する もの は 余輩の 與へ得 

ざる ものにして、 余 ss;. の與 へんと 欲する もの は 彼等の 欲せざる もの なれば なり、 余 _ ？! 3^ が 沈默を 守ら ざ 

る を 得ざる は 亦 故な きに あらす。 (八月) 

第二の 善 

天然の 共に 語るべき あれ ども 同志の 共に 談す べきな く、 人類の 救 ふべき ある も國 家の 我が M 心の 勞を 

棒ぐべき なき は 決して 好みす べきの 境遇に 非す、 然れ ども 友 は 人た るの 威嚴を 放棄しても 求むべき 者 

に 非す、 國は 不義に 與 みしても 拯 ふべき ものに あら ざれば、 四隣 皆 空に 走り、 虚を 事と する 時に 際し 

て は 勇退 高踏 は 第二の 善と 稱 はざる を 得す。 (八月) 

自 存 

若し 國を救 ひ 得すん ば 鄕を救 はんの み、 鄕を救 ひ 得すん ば 家 を 救 はんの み、 若し 家 を も 救 ひ 得すん ば 

自己 を 救 はんの み、 吾人の 力量に 限り あり、 然れ ども 吾人 は 死す とも 吾人の 靈魂を 俗人の 手に 付た す 

ベから す。 (八月〕 


眞 理と 其實行 

眞理を 聞て 直に 之を實 行に 顯 はさ る 者 は 種子 を 得て 直に 之 を 地に 播 かざる 者の 類たり、 眞理は 行 は 

ざるが 爲 めに 失せ、 種子 は播 かざる がた めに 枯る、 眞理を 聞く 爱に數 年、 然るに 更に 思想の 高き を覺 

えす、 節の 貴き を 感ぜざる は、 是れ單 に 眞理を 耳に 聞て 之 を 手に 行 ふの 勇氣 なきに 由ら すん ば あらす。 

(八月) 

自身の 改革者 

改革者た る必 しも 政治家と たりて 國政を 調理す るを須 ひす、 改革の 要は 國家幷 に 社會に 止まらす、 腐 

蝕 瀰漫の 今日に 於て は 改革の 要は 郡に あり、 村に あり、 然り 吾人 自身に あり、 汝 改革者た らんと 欲す 

る 者よ、 何爲ぞ 改革 を汝 自身の 上に 施して 今日 直に 改革者の 列に 加 はらざる。 (八月) 

文と 文學者  . 

文 を 殺す 者 は 文の 爲 めに 文 を 弄する 文學 者と 稱 する 遊蕩 子の 一種な り、 文 は 思想に して 眞 面目なる も 

のたり、 然るに 之に 對す るに 俳優の 技倆に 對す るの 態度 を 以てす、 豈竟に 之 を 枯死せ しめざる を 得ん 

や、 文學 興隆 策の 一 は 文學者 排斥に あり。 (八月〕 
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寧ろ 憫察すべき 者  ， 

日本 今日の 社 會を責 むる に 道 德の事 を 以てする は アイヌ 人を責 むる に 高等 数理の 事 を 以てする の 類な 

らむ、 前者 は 不德の 故 を 以て、 後者 は 無智の 故 を 以て、 寧ろ 敎導 啓發 すべき ものにして 叱呵 詰責す ベ 

き 者に あらざる べし、 利に 長け 智に銳 きの 故 を 以て 大德を 我 國んマ 日の 社會 より 望みし は 吾人の 過失な 

りしと 云 はざる を 得す。 (八 5 

日本人の^ 理 

日本人の 倫理なる もの は 概ね 皆な 個人的たり しなり、 君に 對 して は忠、 父母に 對 して は 孝、 兄に 對し 

て は涕、 夫に 對 して は JlEf を說 きし も、 社 會てふ 公的 集合 體に對 する 義務た る もの を敎へ ざり しなり、 

故に 今日 文明 諸國に 於て 唱道 せらる > ^公的 生涯なる もの は 日本人 多数の 未だ 殆んど 全く 解せ ざる 處に 

して、 此點に 於て は 彼等 は 今日より 直に ABC の 訓練 を 要する 者な り。 r ベ：^) 

義理と 義務 

日本 倫理に 義理 ありて 西洋 倫理に 義務， あり、 義理 は 情 的倫现 にして 私的な り、 是 に反して 義務 は理的 

倫理に して 公的たり、 前者 は 情に 從ひ 後者 は理に 則る、 義理 は 情愛に 富む も 不公平な り、 義務 は不人 

情の 如くに 見えて 公平な り、 義理 は 家族 的道德 にして、 義務 は國家 的道德 なり、 薩長 政府の 不公平な 

る は 其 義理に 縛 ばらる るが 故な り、 北條 政，：^ の 公平な りし は 其 義務 を 重んぜし が 故な り、 義務の 観念 


に 薄く して 國政は 永久に 持績し 得べき ものに あらす。 つ 八月〕 

孰れ か 君子 國 なる 耶 

英國 にはジ ヨン モ，' レ ー 氏の 如き 名士 あり、 倫敦ク a 一一  クルの 如き 有力なる 新聞紙 ありて 盛に 帝圃主 

義を 攻撃し、 小國 トランス バ ー ルに對 する 自國 政" おの 暴虐 を 責め、 米 國には 代議員 ホア— 氏の 如き あ 

り、 扭育 ネ.； ンョ ンの 如き 高潔なる 雜誌 ありて 臆する ことなく 菲律賓 群島 獨 立論 を 唱ふ、 是を 我國に 

於け る 一 人の 政治家の 起て 臺灣に 於け る 我 政" おの 虐政 を責 むる 者な く、 一  有力 新聞 ありて 臺民 三百 萬 

. の爲 めに 辯す るな きに 比して、 余輩 は 彼我 孰れ か 君子 國 なる 耶を疑 はすん ば あらす" (： 八お) 

〇 

讀 むべき もの 

.讀 むべき もの は 偉人の 筆に 成りし 偉人 傳 なり、 小人 Q 偉と、 小人の 筆に 成りし 偉人 傳とは 共に 讀 むに 

堪 へざる もの あり。 (九月) 

終に 平和 な し 

余輩 は 個々 の 政略 問題に 於て 現 社會の 人と 說を 異にする 者に 非す、 余輩 は 余輩の 根本的 田 わ 想に 於て 彼 
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等に 正反對 する 者な り、 余輩 は 政略 其 物 を 嫌 ひ、 安逸の ために 計る 平和 を 斥け、 利益の ためにす る 行 

動を惡 む、 社會は 1" 黑を 愛して 光明 を 嫌 ふ もの なれば、 彼等が 彼等の 憎 愛の 念を轉 倒す るに 至る まで 

は 余輩 は 彼等に 對 して 戰鬪を 繼檨 せざる ベから す。 「九 UO 

偉 大 な る 時代 

人類の 歷史 有て 以來、 偉大なる 時代と て は 五指 を 以て 算 ふるに 足らむ、 是れ卽 ち 純 正義が 國民 多數の 

嗜好す る處 となりし 時代に して、 ソ&ン 時代の 雅典、 ク &ムゥ H ル 時代の 英國を 除いて は 他に 求め 難 

しとせ む、 是を 千載 一 遇と 稱 して 足らす、 五 千載 一 遇と 稱 せむ。 (九月〕 

事業の 大小 

小なる 大事 業 あり、 大 なる 小事 業 あり、 主義 履行の 爲 めに する 事業 は 小に して 大 なり、 利 壟 斷の爲 

めに する 事業 は大 にして 小な り、 主義の 爲 めに する 家政 改革 は 利欲と 政略との 爲 めに する 國政 調理に 

勝る の 大事 業な り。 (九月 ソ 

最も 看 出し 難き もの 

綺羅 錦繍は 帝王の 宮殿に あり、 奇石寶 玉 は 深山幽谷 にあり、 其 處に隨 て 其 物を據 るに 難から す、 惟り 

純正 潔白の 人士に 至て は、 之 を 朝に 求めて 得す、 之 を 野に 探て 當ら す、 彼 は 萬 物の 中に 最も 貴重なる 

ものにして、 彼 を 看 出す は 實に難 中の 難な り。 (九月〕 


s 督の 神なる 理由 

余輩 は 基督の 神なる 理由 を 彼の 奇蹟に 於て 發見 する 能 はす、 彼の 復活 G ^天 亦 彼の 神性 を設 する に 足ら 

す、 基督の 神なる 理由 は 彼の 完全なる 生；^ にあり、 一つの 策略 を 川 ひざり し 生涯、 一度び も 主張 を 曲 

げざり し 生 .{^、 世俗の 要求に 一 步を も讓ら ざり し 生涯、 他人 を 救 ひ 得し も 自身 を 助け 得 ざり し 生涯、 

卽ち 絕對的 無私 無慾の 生 •  独、 是れ祌 の 生涯 ii. あらす して 何ぞ、 余 蒙 は科學 的に 彼の 行 爲に對 し 疑問 を 

懷 くこと ある も、 倫理的に 彼の 生涯 を 批難す る 能 はす、 余輩が 彼 を 神と し 尊崇す るの 理由 は 主として 

彼の 純潔なる 生；^ の 一 事に あり。 (九 H0 

演劇的 社會  •  • 

今や 社會は 一 大 劇場と 化し、 優 匿なる 詞調は 歌人の 筆に 顯 はれ、 高尙 なる 斑 想 は. お 敎師の 口に 唱 へら 

る、 弱者 を 屠る の 軍人 あり、 貧者 を壓 する の 政治. おあり、 而 して 正實 にして？ 敢 なる 行爲は 僅に 過去 

の 記録に 存 する のみ、 洛 陽の 紙價は 高き も、 勇ましき 行爲に 思想 を 現 はすの 勇士 あるな し。 「九月〕 

志士の 爲 すべき 事 

志士の 爲 すべき 事に 二 あり、 善事 を 行 ふ 事 其 一 なり、 眞理を 採る 事 其 二な り、 澆乖の 世に 遭遇し、 俗 

人 跳梁 を 極めて 白晝 燈を點 して 智者 を 街頭に 尋 ぬる 時に 際して は、 吾人 は靜 居して 宇宙の 眞理を 採ら 

ん のみ、 余輩 は 白晝の 活動 を 好む と雖 も、 亦 深夜の 勉學を 愛する や 切なり。 (九月〕 

所感 及 ♦ ひ 感想 (明 冶 三十 二 年)  六 七 五 
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望む ベ からざる もの 

若し 木に 緣て魚 を 求め 得べ くんば 日本 今日の 社會 より 偉大た < る 事業 を 求め 得べ し、 若し 蓟 にして 無 花 

某 を 生じ 得べ くんば 今日の 日本人より 大 文學大 美術 を till み 得べ し、 大 思想 を 注入せ ざり しなり、 故に 

大事 業 は 来らざる なり、 日本 國 民の 事業と 慾び If 一と は 軍備 擴 張と 國威 宣揚との 上に 出で ざるべし 。(、 九： ：o 

理 想 と 事 業 

噴水 は 其 源より 高く 上る 能 はす、 國民も 政府 も 其 理想と する 所より 高き 事業 を 爲す能 はす、 伏 藤山縣 

の 諸 公が ソ。 ン、 ペリ クリ I スの 事業 を爲し 得ざる は 前 二者 は 後 二者の 有せし ォ デシ ィ、 イリヤ ッド 

の傳 へし 理想 を 有せざる に. m る、 余鸶 藩閥 政府に 絶望す る や 久し、 豈今日 其區々 の 失敗 を責 むる 者な 

らん や。 (九月) 

『文明の 爲 めの 占領』 . 

米國は 『文明の 爲 めに』 非 律賓を 占領 せんとし、 日本 は 同一 の n 的 (託言？) を 以て 旣に 臺灣 を占镇 

せり、 然るに 前者に 在て は 未だ 其 目的 を 達せざる に 輿論 は 其 放棄に 傾かん とし、 後者に 在て は 旣に其 

目的 を 達して 苛政 叛逆の 報 は 踵 を 接して 至る、 以来 『文明の 爲 めに する. ii 領』 なる 語 は 偽善者の 套， ぼ.？ 

として i,^ 史家の 傳 ふる 所と ならむ。 (. 九お) 


擴 張と 改良 

擴張は 膨脹 的に して 穴  1- 虛的 なり、 改良 は 緊縮 的に して 充實 的な り、 前者 は 小人の 好む 所に して 後者 は. 

偉人 眞 人の 欲する 所な り、 今の *1 に 擴張を 叫ぶ 者 多くして 改良 を 計る 者 ii きを 見て 其 小人 跋扈の 世な- 

る を 知る に 難から す。 (： 九お) 

余輩の 秋  ， 

余 緊の秋 は悲慘 失び むの 秋に あらす、  輩の 秋 は 活動 希^の 秋なる べし、  輩 は 秋風 吹 到る と共に、 < 

輩の 心情の ー騷淸 冽な らんこと を 欲す、 余 緊は禾 穀の豐 熟と 共に 余 華の 思想の ー署豐 富な らんこと を 

希 ふ、 若し 夫れ 爽 節に 食して 脾 肉の 嘆を發 する こと あらんに は、 余 辈は之 を懦夫 俗人の 卜： に發 し、 以， 

て 濁世 描 攘の爲 に 更に 一 騷の勞 を效 さんと 欲す。 r 丸"，) 

辛酸 流： m の 生涯 

辛酸 浪 流の 生涯 も 亦 意味な きの 生涯に あらす、 情 を 卑賤の 民に 寄せ、 を 天の 慰藉に 紫がん がた めに 

は、 此 種の 生涯に 亦 特稽の 便 (i なくん ば あらす、 「狐 は- X あり： 大空の 鳥は巢 あり、 然れど 人の子 は 枕： 

所感 及び 感想 (S 治 二十 二 年)  六 七 七 
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する 所な し」 と、 天に 永住の 榮に與 らんが 爲 めに は 地に 定住 を 有する の 要な きが 如し。 (九月」 

日本 今日の 聲 

偉大なる に 及ばす、 高^なる に 及ばす、 叉必 しも 誠實 なる に 及ばす、 誰 だ 忠臣 たれ、 愛國者 たれ、 金 

を 儲けよ、 敵 心 を 養成せ よ、 而 して 歐米 人士の 高評 を 得て、 以て 君子 國の 民た るの 本分 を 全 ふせよ 

と。 (九月，) 

敎 育 と 宗 敎 

宗 敎を禁 する は 可し、 然れ ども 之に 代る の 精神 養成の 法 を 以てせざる ベから す、 若し 禅 山 文部大臣に 

して 基督、 釋迦の 高 德を具 ふるの 人な らんに は、 國民は 前者 を 仰ぎ見て、 後 二者に 學 ぶの 要 を 感ぜ ざ 

らん、 余^ は 現 文部大臣の 宗敎的 素養の 如何 を 知る 者に あらす、 然れ ども 公が 宗敎を 我 邦の 學生 問に 

禁止せ し を 見れば 公 自身が 或は 宗敎的 大人物な るが 如し。 (九月 ) 

新 宗敎の 發明家 

人 あり 曾て ナボレ オン 大帝の 許に 抵り、 一 書を呈 して 帝に 奏して 曰く  r 臣は 一 新宗 敎を發 見せり ヽ 載 

せて 此 書の 中に あり、 是れ 基督 敎に 後る もの、 敢て 陛下の 1^ 覽を炬 はさんと 欲す」 と、 時に 那翁 彼に 

答へ て 曰く、 「朕 之 を閱讀 する の 要な し、 卿先づ 行て 同 胞の爲 に 十字架 上の 死 を 遂げよ、 雨る 後に^ 

は 卿の 新 宗敎を 攻究す るの 機 も あらん」 と、 彼れ 語 塞がり 低頭して 帝の 前 を 退きし と 云 ふ。 (九月〕 


余輩の 目的 

余輩の 目的 は 日本 國を其 根柢より 改造す るに あり、 而 して 余輩 は 之を爲 すに 當て 政治 を 以て 政治 を改 

良 せんとす る 如き 愚を學 ばす、 社 言に 依て 社會を 革 めんと する が 如き 迂に 出です して 直ちに 偶人の 良 

心に 訴へ、 之 を 潔め、 之 を 高め、 之に 新 理想と 新 希望と を 供して 以て 國家を 其 之 を 組織す る 根柢よ リ 

改造 せんと 欲す、 是れ 最も 迂遠なる 業の 如くに 見えて 實は 最も 確實 にして 最も 簡易なる 法な り or 九： 

m 人と 義人 

黨人萬 人を增 すも國 家に 之が 爲 めに 些少の 利益 を享 けす、 義人 一 人 を 加へ て 國家は 確に 一 柱石 を 得た 

り、 依て 知る 義人 一 人 を 吾人の 愛する 此 日本 國に獻 する は 大政 黨を 樹立して 其 政界 を亂 すに 優る の. K 

事業なる 事 を。 (九 =o 

積極的 倫理 

曰く 節儉、 曰く 讓退、 曰く 貯蓄、 曰く 謹愼、 是等は 皆 消極的 倫理た リ、 その 努めて 服 磨すべき ものな 

る は 勿論 なれ ども、 吾人 は 此等を 以て 足れり と たす ベ か らす。 

勞働、 進取、 施與、 善行、 事業の 擴 張と 其 充實、 罪惡 の掃镶 と美 行の 獎勵、 惡を 憎む と 同時に 善 を 愛. 

する の 念、 國に 一人の 貧者な からし めんと 欲する の大愁 望、 …… 此等は 積極的 倫理に して- 此 聖^と 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六 七 九 
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淨慾 となく して 吾人に 君子た る も 吾人の 道德 はせ 道 人心 を 益す る 甚だ なし。 (九月) 

勇者の 道德 

信す る は 疑 ふに 優る、 得る は蓄 ふるに 優る、 養 ふ は 節する に 優る、 吾人 は 宜しく 戰々 兢々 として 薄氷 

を踐 むが 如き！^ 疑の 根性 を捐て i、 悠々 然として 大盤石の 上に 坐す るが 如きの 信仰 を 以て 進むべきな 

り、 由来 東洋 倫理 は隱退 者、 失望 家の 倫理たり、 吾人 は 新たに 格闘 者、 戰 勝者の 倫理 を學 ばざる ベ か 

らす。 r 九月 ゾ 

政治 學 上の ニ大說 

個人の 爲 めの 國， お 乎、 國 家の 爲 めの 個人 乎、 是れ 政： m 學 上の ニ大說 なり、 稚 典の ソロン、 米 園の ヮシ 

ン トンと リン コ ルン、 英 國のコ C1 ムゥ H ルと ピットと グラ ッド スト ー ン、 日本の 北條泰 時と 上 杉麾山 

等 は 前說を 執りし 者な り、 スパ ルタの ライ ガ， "ガス、 填 地 利の メ テル 一一 ッヒ、 獨 逸の ビ ス マ 1 グ， 日 

本の $1 藤 博 文 侯と 山 縣有朋 公と は 後說を 取り 或は 執る 者な り、 民の 爲 めに 盡 せし 者 は 多く は 前 說を執 

り、 君の 爲 めに 計りし 者 は 多く は後說 に據れ り、 是れ 吾人の 思考すべき 事實 なり。 (九月) 

沈 默 の 說 敎 

吾人 は敎會 基蝥を y に唱 へす して 基督 敎を 宣傳し 得るな り、 吾人 は 忠君 愛國を 叫ばす して 誠忠 深 愛の 

民 を 作る を 得る たり、 之 を 唱へ之 を 叫ば ざれば 之 を 傅へ 得ざる もの は 未だ 宗敎、 國 家の 3： 物た る 乎 を 


解せ ざる ものな り。 (： 九月) 

希 望 の 秋 

脫葉 地を蔽 はんとす る 頃、 吾人の 希望 は 愈々 ハ虹々 大 なり、 舊 世紀 は 終らん とし、 舊 制度 は廢 れんと し- 

奮き 天地 は 去て 新しき 天地 は 吾人の 中に 臨まん とす、 « 々たる 秋風 是れ 落葉 を. 促す の聲 ならす や、 寂 

寂た る 世態、 是れ舊 事物の 死滅 を 表する の狀 ならす や、 吾人 は 野 色慘然 たる を 見て、 吾人の 志 を强む 

るゃ大 なり。 (九月) 

祌の 事業 

『我れ 神と 與 みして 我れ 一人 は^ 界 よりも 大 なり』、 吾人 は 僅に 神の 事業 を贊 成す るに 止る 者、 大偽 

善の 廢頹を 見て 欣び、 大 正義の 隆與を 聞いて 感謝す、 惡人 を殲す もの は 吾人に 非す して 神 彼 自身な り _ 

義人 を 起す 者 も 亦 吾人に あらす して 神 彼 自身な り、 神は全宇宙の威カを使役して威に誇り：！^^を窘しむ 

る 者を盡 減し 給 ふ 可し、 感謝すべき かな。 (九月し 

待 命 

吾人 は 名の 大な るが 故 を 以て 長る ベから す、 位高き 者必 すし も 義人に あらす、 威猛 き者必 すし も 平和 

と歡 喜と に充 つる 人に あらす、 大 政府の 裡に 吾人 平民の 推測し 能 はざる 憂苦と 辛勞と 危殆と あり、 要 

は 正義に 據て祌 命を俟 つに あり、 莊嚴を 装ふ大 直の 其土臺 石まで 拭 ひ 去らる. -時も あらん。 (九月) 

所感 及び 感想 (M:ls 三十 二 年)  六 -<1 
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東洋の 社會 組織 

父 は 子に 凭り 子 は 父に 求め、 君 は臣に 親み、 臣は 君に 縫が り， 兄弟 相賴 り、 朋友 相 結ぶ、 或は 之 を 一 

家團 變 とい ひ、 或は 上下 一 致と 稱ふ、 而 して 一 人の 起って 天と 己と に 依り 萬 人の 責任 を 其 肩 上に 撸は 

んと 欲する 者 あるな し、 東洋の 社會 組織 は 此の 如き ものにして 其 民に 資 任の 念 乏しく 彼等の 屮に. 5- 壯 

偉大の 業の 擧ら ざる は 全く 之が 爲 めなら ざる ベ か らす。 C 九 H: ン 

余輩の 恥づ べき 事 

余輩 は 余 蒙の 筆の 縱橫 ならざる を恥ぢ す、 余輩 は 余輩の 詞 調の 流暢なら ざる を 恨ます、 余輩 は 余輩の 

思想の 卑猥な らんこと を 權れ、 余輩の 誠實の 足らざる を 恥づ、 國家 民衆 は 文章に 非ら す、 技術に 非す、 

之 を 救 ひ 之に 盡 すに 誠 實と熟 心と あれば 足る、 其 他 を 要せす。 r 九お ソ 

憫む べき 事 多し 

泡 を 摑んで 喜ぶ の小兒 あり、 縣會に 多數を 得て 悅 ぶの 政 黨 あり、 日本の 今日に 憫 むべき 事 多し。 (十月) 

政黨の 本質 

政黨は 海濱の 砂の 山の 如き ものな り、 同 一 の 分子 風の 方向に 隨ひ 或は 自由 黨を 作り、 或は 進+〉 黨を乍 


り、 或は 帝政 黨を 作る、 Hi: じく 是れ 名利 を 追求す るの 徒、 其 醜たり 樣 たる は 其黨 する 集合 體の 如何に 

依て 異ならす、 吾人 は 彼等に 對す るに 一 視同惡 の 念 を 以てすれば 足る。 (十月) 

日本 國を救 ひ 得る 者 

日本 國の 救齊を 今日の 政治 〔パ 《なる 者よ り^む 者 は愆れ り、 彼等 は 妾 を 蓄へ私 生 兒を擧 ぐる 者、 卽ち儉 

理學 的に 彼等 を 評すれば 彼等 は 彼等 自身 を さへ 救 ひ 得ざる 者な り、 己れ 一 人 を 救 ひ 得ざる 者が 爭 でか 

同胞 il 干 萬 人 を 救 ひ 得る の理 あらん や、 是れ三 歳の 童子と 雖も 解し 得る の理 なり。 (十月〕 

0 友 

俗人 を 友と し 持つ は 友 を 持たざる に 若 かす、 俗人 は 吾人の 心 志を卑 ふす る 者、 吾人の 品性 を 汚す 者な. 

り、 吾れ 彼と 交って 害の 多く 蒙るべき ある も、 益の 少しも 吾が 身に 及ぶな し、 俗人 は 友と し 持つ ベ か 

ら ざる ものな り 3  (十月 ソ 

怕 る ベ き 委 任 

上に 人生の 何者た る 乎 を 少しも 解せ ざる 政治家 あり、 下に 萬 事 を 政治家に 委 ぬる 國民 あり、 是れ 理財 

の 術に 暗き 者に，： 產を擧 げて委 ぬるの 類、 如斯 にして 國家的 破產の 免るべからざる は理の 最も 階 易き 

ものな り、 委 ぬるに 足る の 政治 〈パ ぶ屮 r つるか、 委 ぬるに 足らざる 政事 家に 國 家の 大事 を委 ぬる を廢 する. 

乎、 ニ途 孰れ か 其 一 に出づ るに 非れば 國 民の 前途に 怕 るべき もの あり。 (十月) 

所感 及 * ひ 感想 (明治 三十 二 年)  六  <1 一一  . 
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帝 都 の 悲 觀 

世に 若し 悲觀 と稱 すべき もの あらば、 十 萬の 學生 負笈 して 帝都に 集り 來り、 然も 彼等に 人生の 祕義を 

授 くるの 良敎師 あるな く、 彼等が 牧者な き 羊の 如く 茫漠たる 世路に 彷徨す るの 狀 なり、 彼等の 多く は 

有爲 多望の 靑年、 若し 正當に 彼等 を 導く を 得ば 彼等に 依て 新 日本 を 作る に 難から す、 余輩 は 途上 彼等 

に 遭遇す る 毎に 未だ 曾て 文部省と 文部大臣と を 聯想せ ざる はなし。 (卜"， > 

單 純 な る 眞 理 

眞理は 素 是れ單 純なる ものな り、 然れ ども 單 純なる が 故に 無意 淡 味の ものに 非す、 單純 にして 永遠よ 

り 永遠に 涉る もの 是れ 眞理 なり、 單 純なる の 故 を 以て 眞理を 斥く る 者 は竟に 眞理に 達する を 得ざる 者 

なり。 「十月 J 

日本人の 欲する もの 

日本人の 欲する もの は 頓智な り、 氣焰萬 丈と 稱 する 罵詈 謾誣の 一一 m たり、 嘲謔の 文な り、 滑稽 洒落の 語 

なり、 彼等 は單 純なる 眞理を 聞かん と 欲せす、 彼等 は 自己の 改革 を 促す が 如き 眞 面目なる 敎訓に 耳 を 

傾く る を 好ます、 彼等 は 智者 才士 たらん こと を 欲して 義人 君子た らんこと を 願 はす、 彼等に 眞规を 探 

らんと 欲する の眞 意な く、 彼等は拉典民族に似て^^理を美術的にのみ解せんことをのみ努めて之を丼 

身に 實行 的に 現 はさんと せす、 彼等に 眞理を 語る も 效少き は 是が爲 めな り。 (十月) 


學界の 盲 

寓卷の 書 を 讀み盡 して 終に 阿諛 詔侫 の惡德 なる を認 むる 能 はす、 大家の 言 を引證 する を 知って 自己の 

良心に 誓 ふ を 知す、 學殖の 畳な らん 事 を 欲して 意志の 强固 ならん 事 を 求めす、 如斯の 腐儒、 如 斯の書 

蠢 今や 我國の 學界に 跋扈す る も、 雨 かも 天下 は 擧て其 盲を贊 する が 如し。 C 十月) 

交際の 道 

. 交際の 道 を 知らす とて 余輩 を責 むる 者 あり、 然り余 暈 は 阿諛の 道 を 知らす、 人の 面を撣 つて 余輩の 信 

仰 を 曲ぐ るの 道 を 知らす、 余輩に 惡人を 指して 善人な りと 稱 ふるの 技倆た し、 若し 眞 正直なら むと 砍 

する が 故に、 若し 天性 有の 儘ならん とする が 故に、 若し 人 を 敬して 彼 を 欺か ざらん と 願 ふが 故に、 余 

輩 は 交際 場裡に 入る を 得すと たらば、 余輩 は 喜んで 之に 入ら ざらん と 欲す。 「十 „ ^ソ 

交 友 を 求 む 

. 余輩に 純淸の 人を與 へよ、 余輩 は 彼と 親交 を 契らん， こ 欲す、 余輩 は 淸淨無 5|§ の 小兒の 中に 多くの 友人 

を 有す、 余の 心中 亦 天 を 畏れ 人 を 敬 ふ 五六の 親友 を 留めざる にあら す、 余輩 も 『社交的 動物』 の 一 人 

たれば、 單獨は 余輩の 特別に 擇 びし 所の ものに あらす、 純淸の 人に 接せざる が 故に 交らざる なり、 評 

者 幸に 彼 を 指名せ よ、 余輩 は 禮を盡 し、 言 を 低 ふして 彼の 許に 至て 彼の 親交 を 乞 はんと 欲す。 (十月〕 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年： >  六 八 五 
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破廉恥 

忠君 愛 國を唱 へて 素行 修まらざる 敎育 家、 敎會天 國を談 じて 野心 勃々 たる 宗敎 家、 天 下の 革新 を 唱道 

して 自家の 革新 を 努めざる 新聞記者、 優柔なる 文學 者、 利 慾 一方の 實業 家、 不道德 の 政治家、 嗚呼 彼 

等 は 志士の 友と し 求むべき 者に 非す、 余輩 は 世に 彼等 を 友と する の 破廉恥 漢多 きに 驚く。 , 十 H0 

余輩の 目的 

『我れ 神と 共に ありて 我 一 人 は 世界よりも 强 し』、 『世 は 一 齊同昔 彼方に 立つ も 我 は 唯り 此方に 立た 

む』、 我の 强弱は 我れ 我が 神と 共に 有る と 否と に 依て 存す。 C 十：！ 0 

我の 大 なる 理由 

我れ 我が 神に 賴 りて 我 は 容易に 全世界の 責任 を 我 双肩に 擔ふを 得るな り、 此五 尺の 體艉も 之 を 全能の 

神に 繁 ぎて 物と して 我の 繁ぎ 得ざる はなし、 事と して 我の 當り 得ざる はたし、 我 も亦大 なる 者なら す 

や。 r 十 巧リ 

失敗の 文字 

我に 失敗の 文字 あるな し、 我が 爲す處 の もの は總て 成功す るな り、 是れ 我に 先見 智能の 有る が 故に 非 


すして、 我 は 我が 祌に賴 りて、 彼 をして 我が 事を爲 さし むれば なり。 (十月) 

天意の ま、 

我に 来るべき もの は 我れ 求めす して 来り、 我 を 去るべき もの は 我 之 を 追求す る も持續 する 能 はす、 我 

れ 我が 眞 我に 據 りて 取捨 得失 は 渾て 天意の 儘なる べし。 (十月 ソ 

神と 人 

我 は 我が 衣食の 爲 めに 我が 神に 頼り、 我が 生命の 爲 めに 我が 神に 賴り、 我が 事業の 爲 めに 我が 神に 賴 • 

る、 我 は 人より は 何物 を も 求め ざらん と 欲する 者 なれ ども、 神より は總 ての 物 を 求めん と 欲する 者な 

り、 而 して 人 は其國 家た ると、 社會 たると、 政府た ると 敎會 たると に關 はらす、 皆な 浮薄に して 我の 

要求に 應 する ことなしと 雖も、 神 は 常に 我が 叫 號の聲 を 聞き 我 をして 常に 乏しから ざら しむ。 (十月) 

秋の 好 友 

郊外に 出れば 鵜の 茂林に 囀づる あり、 窒內に 歸れば 史書の 燈 前に 播 かる i あり、 空淸 く夜靜 かにして 

天然と 歷史と は 交 々来て 我が 心 裏 を 占領す、 此等善 友の 親交 ありて 我 は 寂寥の 秋 を 感ぜす。 へ 十月) 

平 靖  . 

永ん に涉 るの 事業 を 就さん と 欲する 者に 毎朝 爭て 新聞紙 を讀 むの 要 あるな し、 縱し 富士山 は陷 りて 湖 

所感 及び 感想 (明治 三十 二 年)  六 AJP 
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水と 成る こと ある も 我の 取るべき 方針と 爲 すべき 事業と に寸毫 の變化 あるな し、 目的 を. 水 遠に おむ る 

者は號 外の 發 行に 遭 ふて 敢て 心を愕 かさす。 (十 =0 

義人と 黨 人 g び) 

單數は 千 萬の 零よりも 大な るが 如く 一  人の 義人 は 干 萬の 黨 人よりも 大 なり、 政黨を 樹立して 國を救 ひ 

しと 信す る 者 は 負債 を 起して 富 を 得たり と 思 ふが 如き 者な り、 登 思 はざる ベ けんや。 (卜"，) 

眞 理 と 亡 國 

眞 理は必 しも 國を 興す ものに 非す、 眞理は 或 時 は國を 亡す ものな り、 誤謬の 上に 建ら れし國 家、 偽善 

に 依て 築かれし 國家は 眞理に 遭 ふて 破滅す る ものな り、 眞理 の價値 は國の 興敗 を 以て 定 むべき ものに 

あらす。 C 十月.) 

日 雇 取と 政治家 

職 を 嫌 ふて 變遷轉 移 を 愛し、 一 日の 勤勞に 三日の 安を偷 まんと 欲する に 於て は 二者 共に 同種類の 人 

物な り、 學 無ければ 日 雇 取と なりて- 大 下に 流浪し、 學 有れば 政治家と なりて 喧躁 爭鬪の 巾に 年月 を 消 

費す、 二種の 懶物 共に 社會 の害蟲 なり。 (十月) 

日本 國と 日本人 


余輩 は 日本 國の爲 めに 日本人 を 愛する を 得べ し、 日本人の 爲 めに 日本 國を 愛する 能 はす、 日本 國は或 

る 明瞭なる 理想と 天職 を帶 びて 存在す るネ ー シ ヨン (國 家と 譯 すべから す) にして 純淸無 坊の處 女の 

如き 者な り、 是 に反して 日本人なる 者 は 其 內に熊 襲 八十 梟の 子孫 あり、 アイヌ、 コ n  、ボック ルの遺 

肇も あるべく、 亦 大和民族と 稱 する 侵害者の 後胤 も あり、. 彼等の 目的 は 卑賤に して 日本 園の 理想に 及 

ばざる や 遠し、 彼等 は 掠奪 を 愛し、 虚名 を 好み、 仁義 を 街 ひ、 强 者に 媚びて 弱者 を壓 す、 余輩 彼等 を 

愛せん とする も 得ん や。 

然れ ども 彼等 は 天の 許可 を 得て 此美國 に 居住す るの 民な り、 彼等 或は 竟に其 理想に 敎 化せられざる を 

得ん や、 余輩 は 此極麗 極 美の 故國の 愛に 勵ま されて 彼等 を 愛する を 得るな り、 卽ち 慈母 同腹の 子なる 

が 故に 彼等 を 忍ぶ を 得るな り、 余輩が 余輩の 總て を捐て i も 彼等に 仕事 せんとす る は放縱 淫逸 彼等の 

如き 者の 爲 めに 非す して、 彼等 を 保育せ し 貞操 潔白の 賢母なる 日本 國の爲 めな り。 

日本 國 若し 薩長 政府な らん 乎、 余輩 は 余輩の 淨潔を 重んじて 直に 之と 絕緣 すべきな り、 日本 國 若し 自 

由 黨叉は 進歩 黨叉は 帝國黨 たらん 乎、 余輩 は 其 面に 唾して 余輩の 視聽の 之に 汚され ざらん こと を努む 

べきたり、 然れ ども 日本 國は 日本 國 にして、 政特 以上 政黨 以上の 者た る を 知れば、 余輩 は 余輩の 有す 

總 てのもの を 其 用に 供 せんと 欲するな り、 余輩 豈 俗人 俗 黨の爲 めに 日本 國に 仕事 せんと 欲する 者たら 

しゃ。 (十月) 


- V  .  相 K 明治 三十 二 年)  六 八 九 
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日曜日の 夕 

0 我の 責任 は大 且つ 重し、 我 是を思 ふて 重荷に 堪え ざらん とす、 然れ ども 是れ 我れ 一人の 擔 ふべき も 

めにあら すして、 全能 Q- 神と 共に 負 ふべき ものな りと 信 すれば 我 は 反りて 其 一 曆重 からん こと を 希 ふ- 

0 我 は 基督 敎は 如何なる 宗敎 なるや 深く 其 奥義 を 知らす、 然れ ども 一 事 斯敎に 就て 我の 疑 ふべ から ざ 

る あり、 卽 ちその 謙の 宗敎 たる こと 是れ なり、 Christianity  is  tho l.elig.isl cf  ^s^-p^^^^^. 『基督 敎は 

特に 謙遜 を敎 ふるの 宗敎 なり』、 神の 降 世と 云 ひ、 わ 字 架上の 死と 云 ひ、 謙の 幅 昔 を宣傳 せし ものに 

外なら ざるべし。 

◎ 謙の 宗敎 たり、 歡 喜の 宗敎 たり、 神を識 るの 歡喜、 罪 惡の線 練より 救 はれし の歡 喜、 人類に 仕事す 

るの 歡喜、 懦敎 に戰々 兢々 として 薄氷 を踐 むの 感 あらば 基督 敎に 躍々 として 天に a- るの 感 あり、 而し 

て 我 は 謹慎 戰慄の 敎義に 優りて 欣喜雀躍の 宗敎 を擇ぶ ものな り。 

◎ 我に 語るべき 思想な き 時 は 我 は 唯 だ 我 思想の 貧 を 語らん のみ、 貧 を 飾て 富 を 銜ふは 是れ虛 偽な り、 

而 して 世 は 如何に 明 論 卓說を 以てする も 虚飾 を 以て 慰め 得べき に 非す。 

0 日本 國に富 あり、 智識 あり、 才能 あり、 愛國心 あり、 無き もの は歡 喜な り、 滿足 なり、 平和と 安心 

となり、 我の 基督 敎を 信す るに 至りし は 已むを 得ざる に 出で たり。 


◎ 傳 道と は 我が 弟子 を 造る 事に 非す、 亦 敎勢擴 張 を 云 ふに 非す、 傳 道と は 善 を爲す 事たり、 失 tl- せる 

此社會 に 新 希望 を 供す る ことなり、 其 我を容 る.^ と容れ ざると は 我に 於て 何の 關係 あるな し。 (十月〕 

記者 根性 

記者 根性 は！ ilni き 新しき 思想 を 得ん とする にあり、 得て 而 して 之を讀 者に 頒 たんと 欲する にあり、 頒て 

而 して 其 讚 賞 を 買 はんと 欲する にあり、 記者が 常に 思想の 貧を感 する は 彼に 此 下劣なる 根性の あれば 

なり、 之 を根絕 する にあら ざれば 彼 は 人類の 敎導 者た る 能 はす。 (、十月) 

小說 家と 敎育家 

小 說家は 人物 を畫く 者に して 敎育家 は 之 を 作る 者な り、 前者 は惡 人を惡 人と し敍述 する に 止まり、 後 

者は惡 人を變 じて 善人と 爲すを 得べ し、 故に 國 家に 取て は 敎育家 は小說 家に 優りて 有益なる 者たり と 

雖も、 而 かも 日本の 今日に 小說家 多くして 敎育家 (眞 正の) 齢し、 是れ 其の 衰亡の 兆候なら ざるべ か 

らす。 (十月) 

氣焰の 要求 

余輩 は 新聞紙の 批評に 依て 余輩の 方針 を 左右 せらる i 者に 非す、 然れ ども 時には 其 言 ふ處を 聞く も 亦 

益な きに 非す、 北陸の 或る 政治 新聞が 本誌 第 四十 六號を 評する の 語に 曰く、 
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近來氣 焰揚ら ざる は遣憾 也、 內村 主筆 健在なる や 否や 

と、 余輩 は 勿論 余輩の 雜 誌に 於て 多くの 缺 點を認 むる 者、 爲 めに 讀 者の 希^ を充 たす 能 はざる は余翬 

の慚 愧に堪 へざる 處 なりと す。 

然れ ども 氣焰を 揚げよ との 註文 は 余輩の 甘受し 難き ものな り、 そ は氣焰 とは必 すし も 熱 罵 嘲の み を 

云 ふに 非す して、 余輩の 心中に 貯藏 する 無限の 悲憤 を 指す もの なれば なり 、余輩に して 若し 余 楚の欲 

する が 儘に 余輩の 悲憤 を 吐露 せんと 欲せば 太平洋の 水 を 悉く 墨汁に 磨り 立て i 之 を 綴る も询ほ 飽き 足 

ら ざるべし、 若し 余輩の 好む 處を言 はしめば 余！ S は 日木國 民が 堪え # ^、ぬるまでに 共 罪 を 摘 指す る を 得 

るな り、 然れ ども 腐敗に 腐收を 重ねし 斯國 or 其 政事，： と敎育 家と 新聞記者、 彼等の 墮落 は旣に 不可 

濟の 程度に 達し、 彼等 は 擲るも 感ぜす、 罵る も 憤らす、 口と 筆と に 仁義 公道 を唱 へて、 { 糸に 歸 りて 一 

度び 酒杯 を 手 を 執れば 忽然と して 俗の 俗た る 醜の 醜た る 凡骨 漢の 本質 を顯 はす 者な り、 此 類に 向て 仁 

を說き 義を唱 へんと す、 之 を 徒勞の 業と 稱 はすして 何ぞ や、 余輩が 近 來氣焰 を 揚げざる に 至りし は此 

國 民に 關 する 余輩の 大 失望に 原因す、 救齊の 希望 殆んど 絶え、 悪事の 外 彼等に 就て 言 はんと 欲する 處 

なきに 至りし を 以て、 筢 望の 極 余輩 は 沈默を 守る に 至りし のみ、 彼等 は 余輩より 「氣 焰」 を 要求す、 

然れ ども 余輩 は 之 を 彼等に 供す るの 要な し、 敢て問 ふ 日本 全 國の幾 百 千 を 以て 箅 へらる、 新聞 雜誌巾 

氣焰を 揚げざる 者 幾 干 か ある、 自由 黨の 機關 新聞 は 進歩 黨 員に 對 して 「氣 焰」 を 揚げ、 進歩 黨义 負け 

す 劣らす 反抗的 r 氣焓」 を揚 ぐ、 今や 日本 全 國は將 に 氣焰の 爲に消 儘 されん とする 狀 態を呈 する にあ 

らす や、 此 時に 當て r 氣焰」 を 揚げん とす、 是れ 俗物に 倣 ふこと なり、 余輩 不肖な りと 雖も豈 に 彼等 

の 筆鋒に 倣 ふ 者な らん や、 彼等が 氣 焰を揚 ぐる 時 は 余輩の 之を牧 むる 時に して、 余顰は 彼等に 對 する 


憎惡 の餘り 常に 彼等と ；止 反對 の 歩武 を 取らん と 欲する 者な り。 

淺見 薄 識 の 徒 は 悲憤 懷慨の 文に 於て する にあら ざれば 氣 焰を認 むる 能 はす * 彼等 は 火 を睹て 火と 知る 

の 外、 水に 火 あり、 氷に も熱氣 ある を識ら す、 余輩が 社會と 俗人と を 熱 罵 すれば 彼等 は 余輩の 氣焰揚 

がれり と 云 ひ、 太古 を 論じ、 自然 を究 むれば 彼等 は 余輩の 氣焰絕 えしと 思 ふ、 憫 むべき かな 彼等よ、 

彼等 は 埃 及、 巴 比倫 尼亞の 歷史に 日本の 今日 を 讀む能 はざる 乎、 彼等 は アツ シリ ャ、 羅 馬の 運命に 日 

本の 未來を 卜し 能 はざる 乎、 余輩が 恐懼 心痛の 中に 綴りつ k ある 與國 史談 (本 全集 第一 卷收 錄。 此の 時 

「獨 立雜 誌」 に 每號揭 載 中であった— 編者) は 彼等に 乾燥無味の 歷 史的 事實を 供す るの 外に、 警世 的敎訓 

を與 へざる 乎、 是れ 或は 余輩の 文の 拙な きに 由るな るべ けん も 彼等の 冷淡に して 薄情なる 事 また 彼等 

をして 斯 くも 無感覺 ならしむ る 一 大 原因なら ざる を 得す. - 然り 余輩 は齊 度すべからざる 彼等に 與 ふる 

の 福音 を 有せす、 彼等 は 滋養 ある 食物に 優りて 火酒 煙草の 類 を 要求す る 者な り、 彼等に 醉 ふて 狂 はん 

こと を 欲する 者に して、 醒めて 自覺 せんこと を 欲せす、 「氣 焰々々 」 と、 彼等 は躬 から アル コ ホル 屮 

毒 を 求む る 者な り。 

然れ ども 日本 腐敗せ りと 雖も 未だ 全く 醉死 せす、 日本人 中尙ほ 沈着の 淸 士を存 す、 諸士は 憤る を 知て 

亦宥 むる を 知る 者.、 罵る のみなら す 亦 静かに 學 ばんと する 者、 熟 火の 怒を發 すると 共に 亦 澄 泉 を 汲ま 

ん とする 者たり、 余輩 は 實に此 等の 淸士 と共に 語らん と 欲す、 然れ ども 夫の 「氣 焰」 を 以て 消燼 され 

ん こと を 欲する の 徒 は 余輩の 雜 誌に 手 を觸れ ざる を 可とす。 I 十 一 月) 
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獨 立と 失敗 

耶蘇 敎會の 或 者、 余輩が 外國宣 敎師义 は我國 の貴顯 紳士に 賴ら すして 余鬵の 業に 從事 する を て頻り 

に 余輩の 成功 を 危ぶみ、 言 を 放ちて 其 失敗に 終らん こと を豫 一一 一一 〔す、 余輩 は 勿論 彼等と： E 等の 關係 なき 

者、 彼等の 評判の • 如き は 余輩に 取りて は 異邦人の 其れに 異ならす、 然れ ども ナザレの 耶蘇 を 信す ろと 

揚言す る 彼等の 此 態度 は 以て 彼等が 乞食 族の 立 なる 檫 本なる を 示さ る v^。 

失敗 乎、 成功 乎、 彼等の 聖書 は此 事に 就て 彼等に 河 を敎 ふる 乎、 < ^攀の n 夜敬讀 する g^, 害に して 彼等 

の ものと 異ならす ば、 余輩 は 其 中に 人に 依賴 して 成功せ よとの 敎 訓を發 見す る 能 はす。 

彼等の 稱 する 成功せ る 事業と は 如何なる 者 を 指す か、 同志 社 大風， -か、 靑 山學院 か、 靑年會 館 か、 化 (他 

今や 寂寞 を 極む る 彼等の 敎會堂 か、 外人に 賴り貴 顯に鎚 りて 斯 くも 大成功 (？) を 奏せし と、 是 等の 

汚 機なる 補助 を. 斥けて 大 失敗 を 招く と は 一 一 者 孰れ か 基督教の 敎義に 適 ふ ものなる や、 敢て 彼等の 敎海 

を 乞 はん。 (十一月〕 

面白き 事と ッ マ ラナ キ事 

面 C き 事と は 未来と 永遠と に關 する 事に して ッ マ ラ ナキ 事と は 現在と 現世と に關 する 事な り、 n く 政 

治、 曰く 法律、 曰く 實 業と、 其 名の 如何に 大 にして 其實の 如何に 小なる よ。 (. 十一 力) 

我 の 靈 籍 


我 は 我の 肉體に 於て は 日本人な りと 雖も 我の 靈 魂に 於て は此 世に 於け る 何れの. 國籍 にも 屬 せざる もの 

なり、 卽ち 我の 本 我 は 現世 以上の ものにして、 是を 縛る に 唯 だ 心靈の 法則 あるの み。 (十 一 月) 

脫 世と 救濟 事業 

先づ 現世 を 離れて 天國の 人となり、 然る 後 再び 此^に 降り 来りて 衆生 を 救 はんの み、 現世 以外に 存在 

を 有せざる 者が 其 救濟を 語る 如き は、 是れ 泥中に 潜んで 汚 濱を唱 ふるの 類な り、 之 を 抱腹絕 倒と 稱は 

すして 何ぞ。 (十 一 月，) 

新 思 想 

〇 余 は 余の 密室に 籠り、 余の 腹中 を 探りて 新 思想 を 得ん とせり、 然れ ども 探て 當ら す、 掘って 見出す 

事 能 はす、 余は爲 めに 失望せ り、 獨り聲 を 放て 曰く、 「余 は 終に 筆を投 ぜん」 と。 

〇 余 は 余の 密室 を 出たり、 余 は 新鮮なる 空氣を 呼吸せ り、 余 は 輝け る 太陽 を 見たり、 余 は，：：： き 新 裳 を 

装へ る 富士山 を 望めり、 而 して 余 は 余の 心中に 新 思想の 芽す を覺 えたり、 余 は獨り 心に 語て 曰く、 

「余 は 此感を 紙に 寫 して 世に 示さん」 と。 

〇 余 は 余の 友を訪 へり、 彼と 共に 事業 を 談じ麁 食 を 分て り、 友愛 的 同情 は 余の 思惟 を 刺激し、 余 は 余 

の 胸底に 新 思想の 蒙 勃た る を 感じたり、 余 は 余の 友に 語て 曰く 「余 は 世に 頒 つべき の 新 希望 を 有す」 

と 0 

所感 及び 感想 (明治  一二 十二 年レ  六 九 五 
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〇 途に舊 友に 會 せり、 彼 は 微笑 を 以て 余を迎 へたり、 彼の 握手 は 緊且溫 なりき、 余 は 彼の 安否 を 問へ 

り、 彼 叉 余の 健康 を 祝せ り、 吾等 は戲語 二三 を 交へ て 別れたり、 而 して 余 は 余の 心 奥に 新 思想の 湧出 

する を 見たり、 而 して 余 は 獨り地 を 叩て 曰く 「同情なる 哉、 友愛なる 哉、 是れ新 思想の 泉 源な り」 と。 

〇 余 は 家に 歸 りたり、 而 して 苒び 余の 密室に 籠りたり、 筆 は 余の 思 ふが 儘に 動け り、 思想 は 余の 熟慮 

を 待た すして 流れ出で たり、 余 は 獨り聲 を 放ちて 曰く 「余 は 未だ 文筆 を 魔せ ざるべし」 と。 

〇 然り、 新 思想と は 新鮮なる 思想な り、 吾人に 新 希^ を 供す る 思想な り、 鬱憂的 思想、 絡-ま： 的 思想 は ■ 

其 如何に 嶄 新奇拔 なる にもせ よ、 是れ新 思想に は あらざる なり、 吾人に 新生 命 を 供す るの 思想、 吾人- 

に 新 計畫を 促す の 思想、  羽翼 を 張りて 中天に 翔らん とする の冀 慾を與 すの 思想、 余 は是の 如き を 新 思！ 

想と は稱 ふなり、 夫の 乾燥無味、 責 むる を 知て 慰む る を 知らす、 智識 を 供す ると 稱 して 情 を 動かさ . 

る 思想の 如き は 其考證 の 如何に 該博なる にもせ よ、 余 は 之 を 陳腐 老朽の 思想と 言 はんの み。 

〇 思想、 感情と 成る に 非れば 行爲と 成て 現 はれす、 單 純なる 思想 は 乾 的 思想に して 勇壯 寛大なる 行 爲 _ 

の 其 中より 出るな し、 所謂 無 宗敎的 思想なる もの は 無情なる 田 4 想たり、 之に 不滿 あり、 失び ありて、 _ 

世 を 益し 民 を 利す るの 思想に 非す。 (十 一 月)  j 

俗人との 爭を 避く る 法 

俗人との 爭を 避く る 法 は 彼等が 欲する が 儘に 彼等 をして 吾人の 有する 些少の 金錢を 取らし むる にあり、 

彼等が 吾人より 求めん と 欲する もの は 是を 除いて 他に あるな し、 彼等 は 萬理を 求めん と 欲せす、 永遠 _ 

の 生命の 如き は 彼等の 念頭に だに 浮ばざる ものな り、 偶むべき 彼等 は 僅々 百年に 足らざる 肉 身の 快樂 


と 名 譽とを 追求す る ものたり、 彼等 は實に 寡慾 小兒の 如き ものにして、 金塊 二三 を 手に 握る を 得ば 彼 

等の 凡ての 慾^ を充 たす を 得る 者な り、 吾人 何ぞ 深く 彼等 を憐 まざる、 彼等の 總理 大臣た ると 大藏大 

臣 たると、 將た又 豪商た ると 敎育 家た ると、 哲學 者た ると 封 巾 間た ると を 問 はす、 彼等 は 皆此地 以上に 

希望 を 懐く 者に あらす、 余輩 は 切に 彼等の 爲 めに 彼等 は 凡て 正 一 位總理 大臣た らん 事 を 願 ふ 者な り。 

(十 一 月) 

俗人に 對 する 態度 

余輩 は 終生 俗人と 平和 條約を 締結せ ざるべし、 余輩 は 常に 彼等の 裁判人 叉 は 警察官た るの 地位に 立ち、 

彼等の 罪 を 鳴らし、 彼等の 惡を钆 し、 彼等が 天に 對し、 人に 對し 不義 不淨の 徒た る 事を證 明して 已ま 

ざるべし、 余輩 は 敵地に 陣を 布く の 覺悟を 以て 彼等の 間に 住し、. 彼等より 何の 求む る處 なくして. 余 

輩の 一 生 を 終 へんと 欲す。 (十 一月) 

成功と 失敗 

成敗 は 人の 眞價 を定 むる の 標準に 非す、 若し 爾 らんに は 楠 正 成 は 大逆 無道の 臣 にして 足 利 尊 氏 は 聖賢 

君子たり しなり、 前者の 忠臣たり し は 世俗 を排 して 失敗に 終りし が 故な り、 後者の 國賊 たりし は 時勢 

を 利用して 成功 を 謀りし が 故な り、 忠臣と 云 ひ 國賊と 云 ふ は 其 正義に 據 りて 失敗に 終りし と 否と に 

るの み. リ 

所感 及び 感想つ 明 冶 三十 二 年)  六 九 七 
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成功と は 俗人の 受け 納る X 處 となり しの 謂に して、 失 耽と は 其 排斥す る處 となりし の 謂たり、 而 して 

人 は 能く 自己に 類似す る 者 を 愛する もの たれば 俗人の 嘉納 許諾 は 常に 事業家の 俗化 を 意味す、 依て 知 

る、 吾人に して 若し 俗人の 忌避 嫌惡 する 處 となる にあら ざれば、 吾人 は 基督 を師 とし、 ソクラテス、 

正 成 を 友と する の 人に あらざる 事 を。 (十 一 月) 

雜感雜 憤 

〇 思想 は考 へ て 出る ものに あらす して 行て 來る ものな り、 斷 じて 行 へ ば 思想 は 之に 作 ふて， *^ 出す、 3:3 

想の 枯渴は 常に 薄志弱行の 兆と 知るべし。 

〇w 人と も 平和 を 結ばん と 欲する 者 は 何人 を も 友と し 有つ 能 はざる 者な り、 敵 を 作る の覺 悟な き 者 は 

友愛の 眞情を 味 ひ 得ざる 者な り。 

〇CI 本國の 要する もの は外國 人に 賴ら ざる 基督 敎 なり、 其 組合 敎會 なると、 メソヂ スト 敎會 なると- 

監督 敎會 なると、 『日本 基督 敎會』 なると 將た 亦た ュ 一一 テリ ヤン、 ュ 一- バ ー サ リスト 派た ると に 論な 

く、 外國 人の 補助に 依て 存立す る 基督 敎は 到底 n 本 國を救 ふの 力なき 者な り。 

〇 余輩 は 基督 敎を 信す る 者な り、 然れ ども 宣敎師 的 基督 敎を 信ぜざる 者な り、 某 督敎を 信す ると 宜敎 

師 に服從 すると は 一 一 者 全く^ 物な り、 然り 余輩 は 基督 敎を 信す る 者なる が 故に 宣敎師 的 基督 敎を 排斥 

する 者な り。 

〇 英 人が トラ ンスバ ー ルを壓 し 米 人が 非 律 賓を攻 むる の 精神 は我國 に布敎 する 一 ー國 の官； 敎師の 多くが 


彼等の 信仰 を 余輩の ヒに强 ゆる 精神な り、 一 一 者 同じく 非 基督 敎 的の 精神に して， V 卢 "輩 は 飽くまで 之に 抵 

抗 せざる を 得す。 

〇 如何に 眞理 たれば とて 余輩 は强 ひられて 之 を 信ぜん と はせ す、 自由 制度な り、 基督 敎 なり、 余輩 は 

余輩の 自由 撰擇を 以ての み 之 を 受納す る を 得べ し、 文明 を强 ゆるが 爲 めに は 强壓を 以てする も 可な り 

との 英米人の 今日の 態度 は 非理の 最も 甚だしき 者な り。 

〇 英人 何者 ぞ、 米 人 何者 ぞ、 余輩 は 彼等の 鬼神に あらざる を 知る、 彼等と 雖も必 しも 勝つべからざる. 

者に あらす、 アツ シリャ も 亡びたり、 羅馬も 滅びたり、 英阈も 亦た 亡びざる の理 なから ざらん や、 其 

國 富み 兵 强 きが 故に 抵抗し 難き ものな りと 信す る 者 は 未だ 天に 神 あり、 宇宙に 眞理 ある 事 を 知らざる. 

者な り。 (十二月〕 

思 想 と 實 行 

〇^35-に語るべき思想なき時は我の沈默を守るべき時なり、 語るべき 事な きに 語る、 是れ 虚偽 を 語るな 

り、 我 は單に 紙面 を賑 はすの 目的 を 以て 虚偽 を 語り 我と 人と を 欺かざる べし。 

〇 語るべき 事な き 時 は 行 ふべき 時な り、 紙上の 論述、 壇上の 辯 論の， みが 人た る 者の 能事に あらす、 筆 

と ^{1 と は 思想 を傳 ふるの 具にして 之 を 行 ふの 器に あ らす、 我に 若し 唯 だ 思想 の 宣傳す べきの みあり て 

之 を 行 ふの 能力た かりせば 我 は 實に憐 むべき 者な り。 

〇 我 は國務 の處理 すべき 事な きが 故に 我に 爲 すべき 事な しと 思 ふべ からす、 庭前の 塵 を 掃 ふ 事、 是れ 

1 の高尙 なる 事業な り、 婢 僕に 一 臂のカ を假す 事、 是れ 亦た 大なる 慈善事業 なり、 我れ 事を爲 さんと 

所感 及び 感？ ス胡治 三十 二 年)  六 九九 
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欲せば 事業 は 我が 周圍 に堆稜 して 我が 全力 を擧て 之に 當るも 我 は 我が 任 を盡し 得ざる べし。 

〇 大事 業 をのみ 成さん と 欲する 者 は 大事 を爲し 得ざる のみなら す 亦た 小事 を も 爲す能 はす、 我に 忠 赏 

に 小事 を爲 さんと 欲する の 心 ありて 我 は 能く 大事 を 成し 遂 ぐる を 得るな り、 世に 小人 ほど 大事 を爲さ 

んと 焦心る 者な し、 耶 利米亞 その 弟子 巴 錄を誡 めて 曰く、 爾尙 爲レ己 、求-一大事 1 乎、 毋 レ求レ 之と、 夫の 

東洋の 英雄と 稱 して 大事 を 求めて 小事 を輕ん する の 徒 は 共に 事 を 謀る に 足らざる 者な り。 (十二月： > 

祈禱の 勢力 

世に 金銀の 勢力 あり、 政權の 勢力 あり、 智識の 勢力 あり、 然れ ども 未だ 祈禱の 勢力に は 及ばざる なり、 

是れ實 に 誠意の 勢力に して 山 を も 透し、 岩 をも碎 くの 勢力な り、 批の 大事 業と 稱 へらる- - もの は 皆な 

祈禱の 力に 依て 就り し 者な り、 祈禱の 力に： 1^ ら すして 建てられし 國家は 虚偽の 國家 にして 永久 不變の 

基礎の 上に 据えられ しものに 非す、 祈禱の 力に 依らす して 成りし 美術に 天の 理想 を傳 ふるもの あるな 

し、 祈禱は 精神的 生命 を 得る 唯一 の 秘訣な り、 故に 祈禱 なきの 國 民より 大政 治、 大 美術、 將 た亦大 -ズ 

字、 大發 見、 其 他 大と稱 すべき もの X 何物 も 出で 来るべき 箸な し。 (. 十二月 J 

興 s^、 錄 

國家を 改造す るの 勢力に 議 曾に 非す、 新聞紙に 非す して、 眼に 見えす 耳に 聞えざる 隱密に 在る 祈禱の 

士 なり、 彼れ あらん か、 幾多の 風波 國 家の 船體を 打つ も 破船 沈 沒の忠 なけん、 彼れ なからん か、 最も』 


完全なる 憲法 も 之 を 救 ふに 足らざる べし。 

〇 國家 衰亡の 徵は 富の 減少に 非す、 智識の 表 退に 非す して、 偉人の 出ざる にあり、 伊藤博文 侯 以上の 

政治家 を 出さす、 森 槐南氏 以上の 詩人 を 出さ る 日本 帝 國の未 來に怕 るべき 事 多し。 

〇 僅々 八 萬の 人口 を 有する トランス バ ー ル、 地球の 陸 面 六 分の 一 を 有する 大英國 と 兵 を 交 ふ、 而 して 

世の 才子 論客 は 謂 ふ是れ 無謀の 擧 なり、 杜國の 運命 旦夕に 迫れり と、 然れ ども 杜人は 宇宙の 主宰なる 

神に 賴 りて 起ちし 者、 成敗 如何の 如き は 彼等の 少しも 意に 介せ ざる 所なる べし、 成功 を 確め ざれば 起 

たす、 失敗 を 懼れて 動かざる が 如き は 彼等 神 を 信す る 民の 爲す能 はざる 所に して、 亦 彼等の 行爲が 

『國民 新聞』 記者の 如き 世俗的 才子の 了解し 能 はざる 所なる べし。 

〇 自由 は竞に 壓濱し 得べ からざる なり、 其シ ー ザ ー の 手に 依て 萊因 河口の 地より 掃攘 されん とする や 

令の 和 蘭人の 祖先た る ネルビ 人の 防禦す る 所と なり、 チュ， 'ト ン 民族 は 終に 服從の 民と ならす して 止 

みぬ、 その 西班牙 王フ リップ 二世の 手に 依て 再び 歐洲 全土より 拭 ひ 去られん とする や、 今の ボ ー ァ人 

の 祖先なる 十六 世紀の 和 蘭人の 八十 年間に 涉る 苦戰を 以て 保守す る 所と なり、 自由 は 彼等の 中に 榮ぇ 

て 終に 大西洋 を 渡りて 新 大陸の 處女 林に 犬なる 美果を 結ぶ に 至れり、 斯くて 和 蘭人 種 は 1 ー囘 まで 人類 

の 自由 を 危殆の 中より 教ひ 出せり、 誰か 知らん、 自由 は 第三 囘の 救助 を斯 民の 子孫なる 南阿の ボ ー ァ 

人に 待たん と は、 羅馬人 その 倨傲の 極に 達して ネルビ 人 之 を 挫き、 西班牙 人 その 暴威 を逞 ふす るに 至 

りて 和 蘭人 之を碎 き、 而 して 今や 英人 その 暴慢の 極に 達せん として ボ ー ァ 人大膽 にも 其 矯正の 任に 當 

る、 偉大なる かな 和 蘭人 種、 自由 は 彼等に 負 ふところ 甚だ 多し。 

0 人類の 希望 は 一 時 は 西方に ありき、 華 成 赃頓、 リン コル ンの 米國は 過去 百年 間 自由の 惟 一 の隱 家な り 

所咸 V 及び 感想へ ^治 三十 二 年)  七 〇一 
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き、 然れ ども ガリ ソ ン、 1 ヱ ル、 ホヰッ チャルの 偉物の 失せ 盡 せし 人 フ 日、 此 自由の 鄕土も 殆んど 全 

く 物質 化し 去らん とする に當て 自由 は 其 居住の 地 を 南半球に 轉 ぜんとす るが 如し、 西 を 以て 柬を救 ひ 

し 攝理は 今や 南 を 以て 北 を 救 はんとしつ、 あるが 如し、 余輩が 滿腔 溢る、 ばかりの 同情 を 以て ボ ー ァ 

人の 成功 を 祈る は 人類 全體の 救齊を 祈れば なり。 

〇 日本 は 終に 日本人 を 以て 救 ふ 能 はす、 是れ悲 むべ くして 而も 亦た 否むべからざる 事資 なりと す、 然 

れば とて 俗化せ る 英米の 宣敎師 が 如何に 彼等の 死 的 基督 敎を 傳播 すると も此國 民の 復活すべき^ なし、 

余輩 是を思 ひ 彼 を 想 ふ 時に 殆んど 絶望の 極に 沈まん とする ことなき に 非す、 X 布 望 は 日本に 絶へ たり、 

英 國米國 亦た 賴 むに 足らす、 余輩の 希望 は 南 亞非利 加 ー點の 地に 存す、 カラ ハリ 沙漠の 煌々 たる 處、 

ォ レ ン ジ 河の 西に 流る、 の 邊、 是れ 自由が 新たに 全地 球 を 潤さん が爲 めに 湧き出る の處 にあら す や、 

精 金と 金剛石との 多量 を 世界に 供す る 南阿の 地 は 亦た 黄金の 思想 を 人に 供す る 自由の 鄕 土に 非す や。 

(十二月〕 

決斷錄 

〇 『我 は 弱き 時に 强 し』、 强 き者强 きに 非す、 弱き者 必 しも 弱き に 非す、 祌に賴 る 者は强 きなり、 己 

に賴る もの は 弱き なり、 詩人 ダビデ 曰く 「或 者 は 騎馬に 賴り、 或 者は戎 車に 頼る、 然れ ども 我 は 我が 

主なる 神に 賴 らん」 と。 

0 我等 は 國を救 ふの 術 を 知らす、 然り之 を 救 ふ 能 はざる なり、 國家 救濟の 如き は 人力の 能く 爲し 得る』 


所に あらす、 我等の 爲し 得る 事 は 確信 其 儘 を 語る 事な り、 目前の 義務 を 果たす 事な り、 之 を 語り 之 を 

果して 國家は 終に 滅亡す ると も是れ 我等の 罪に は あらざる たり。 

〇 我等 は 其 結果 如何に 思慮 を 配ば る ことなく 大膽 に事實 有の 儘 を 語るべき なり、 惡は 如何なる 形を帶 

も 惡と稱 ひ、 善 は 如何に 世に 擯斥 せらる、 も 善と 稱へ、 榮 ふるが 爲に惡 を 友と せす、 衰 ふるが 故に 

善 を 捨てす、 我等の 標準 を 世の 鑑定 以上に 置き、 瞭 せす、 橈ます、 惡と戰 ひ、 善と 與 すべきな り。 

Q 事實其 物が 天よりの 福音な り、 神の 豫 言たり、 國家 は雜誌 記者の 論說に 依て 亡ぶ る ものに 非す して、 

其 政 治 家 敎育家 の 墮落 腐敗 に 因て 亡ぶ る ものな り、 賄賂の 贈與が 公然と 政 治 家 間に 行 はる i 是れ 最も 

明 {E なる 亡 國の徵 にあら す や、 此徵を 褐げて 亡國の 近き を說 く、 是れ 記者た る もの-本職に 非す や、 

余輩 は 今より 一 署大 膽に此 地に 存在す る 凡ての 罪惡に 就て 語らん と 欲す。 

〇 人に 憎まれん 事 を 怕れて 其 罪惡を 語り 得ざる が 如き は 卑怯の 最も 甚だしき ものな り、 世に 正義 を唱 

へて 人に 愛せられし 者の 如き は 末だ會 てあらざる なり、 正義 を唱 へん 乎、 世に 憎まる .1 のみ、 世に 愛 

せられながら 正義 を唱 へ ん とする は 罪 を 犯しながら 天國に 人らん と 欲する が 如き 冀望 にして、 全く 望 

み 得べ からざる 事たり、 余輩 は 常に 『人望 ある 正義の 唱道 者』 の 本性 を怪む ものな り。 

〇 『物 を稱 ぶに 其眞 正なる 名 を 以てすべし』、 ran  ^^^^ l>y  their  true  names! 偽善者 は 彼の 文學 

博士なる と大 學敎授 たると に關 せす 偽善者と 稱 すべし、 姦夫 は 彼の 總理 大臣と 內務 大臣た ると を 問 は 

す 姦夫と 稱 すべし、 變節漢 は 彼の 才子た ると 能文家た ると に關 せす 變節 漢と稱 すべし、 惡 人は惡 人な 

り、 吾人 は 彼等が 高位 高官の 人た るが 故に、 彼等に 與 ふるに 善人の 名稱を 以てすべ からざる なり。 

〇 若し 社會に 制裁な くんば 余輩 は自 から 裁判人な らんの み、 軟弱なる 社 會は變 節 者 を 指して 俊才 傑物 
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と 做し、 之に 社交的 絶交 を 申 渡さ る も 余輩 は斷 じて 彼の 親交 を 斥け、 彼 を 呼ぶ に 彼の 眞 正なる 名 を 

以てし、 彼に 對 する 余輩の 滿 腔の 憎惡を 表すべき なり。 

〇 善 は惡と 同時に 行 ふべ からす、 第三 面に 罪 惡獎勵 的の 記事 を 載せて 第一 面に 社會 改良 を 論す るが 如 

き、 左手に 賄賂 を 受けて 右手 を擧 げて國 家經綸 策を贊 する が 如き、 盜贼 的に 財を貯 へて 慈善 的に 之 を 

消費 せんとす るが 如き、 是れ 皆惡と 同時に 善 を 行 はんとす る 事に して 如 斯を稱 して 余 5^ はま、 正の 爲善 

と は 云 ふなり。 C 十二  ==0 

クリスマスの 感 

『嗚呼 クリス マ スょ、 クリス マスよ、 汝は復 た 歸り來 りし か、 凡て 汝の 喜び を 以て、 凡て 汝の 悲しみ 

を 以て』 

我 は クリス マ スは 何の 爲な るか を 知らす、 其 基督の 降誕 日な りとの 說の 如き は 史學の 充分に 證 明し 得 

ると ころに あらす して、 我 は 之が 爲に此 日 を 記憶 せんとせ す。 

0000000000000000000000 曹攀99，9督999 誊誊 書， »  »  »  »  » 

クリリ マス は 神聖なる 友情に 捧げられし 祝日な り、 是れ 特刖に 友人 を 思 ふの 日な り、 廣き 地球の 向 

に 散布す る 吾人の 朋友 を紀 念す る爲 めの 日な り。 

其 嬉しき 日なる は 我 も 亦た 友.. < を 有すれば なり、 勿論 多き にあら す、 彼等 を 我の 五指 を 以て 數へ盡 し 

得べ し、 然 ども 是れ 天が 我に 賜 ひし 最も 貴重なる 寶物 なり、 我 は 彼等 あるが 故に 此 薄情の 世に 存在す 

る を 得るな り、 彼等 あるが 故に 我 は 能く 我が 凡ての 悲痛 を 忍ぶ を 得るな り、 世界に 十四 惊の人 ありと 


雖も 彼等 は 我に 於て 何 か あらん、 我 は 我が 五 人の 友 を 十四 憶の 異人 遠 人に 勝て 愛するな り、 人 は 四千 

萬の 同胞 を 有する と 誇る なれ ども 我は斯 くも 夥しき 『同胞 親友』 ありと は 思 はす、 我 は 一年に  一 E を 

是等 少数の 我が 友人の 爲 めに 消 费 せんと 欲す、 而 して 囂々 然 たる 俗 塞 を 避けて 翠澗 屈曲して 寒 林の 間 

を 流る.^ 邊に我 は斯く 我が 友人の 爲に 祈らん、 

神よ、 汝が 我に 賜 ひし 是 等の 友人 を惠み 給へ (玆に 一 々彼等の 氏名 を列舉 すべし) 彼等 をして 今 

日 も 恙なから しめよ 彼等の 中 病める 者 あらば 汝の醫 癒 を 彼等に 與 へ よ、 彼等の 中 義の爲 に 責めら 

る k 者 あらば 汝の 慰藉 を 以て 彼等 を勵 ませよ、 彼等の 中 貧に 苦しむ もの あらば 彼等 をして 汝に於 

ける 無限の 富 を 認めし めよ、 願く ば 我が 汝の 掌中に ありて 日々 の 指導 を受 くるが 如く、 彼等 を も 

今日 汝の 特別の 保護の 下に 置き 給へ、 而 して 彼等 も 我 も汝が 我等に 命じ 給 ひし 此 世の 職務 を忠實 

に 了へ し 後 は、 願く ば 汝の祝 幅に 依て 汝の 限りなき 靈の 王國に 人る を 得、 此 世の 汚 より 悉く 洗 

ひ 去らる i を 得て、 汝 と共に 在りて、 永久に 汝の 光輝 を樂 ましめ 給へ 

タリ ス マ スの悲 いき は 我に 失 ひし 友人 あれば なり、 或は 旣に 我に 先ち て 纏を此 地に 遺して 天上の 人と 

なりし あり、 彼等 在 まさ るが 故に 我は此 世に 於て 寂寨 を感 する ゃ大 なり、 然れ ども 我 は 永久に 彼等 

と^れし と は tr せす、 我 は 詩人 ホヰッ チヤ ー の 語 を 繰り返して 云 ふ 

IJOV (-ー  ニニ th  二  5JII.11,  J/-alth  二 こ Ih  tnisl, 

！, M> 一  11 で wliovo,  s< ョ一， dl(>w  nio つ t ン\、 (一  llluHl. 

來 生の^ 在 を 信す ると 云へば 我 は 我が 國の 博士 達に 笑 はれん なれ ども、 然り とて 我 は 我が 誠實の 友の 

永久に 此 美麗なる 宇宙より 消え失せ しと は 信す る 能 はす、 世の 博士 達 をして 大 政府の 庇 保の 下に 彼等 
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の 研究 (？) を繼鑌 せしめよ、 弱き 貧しき 我 は 我が 友の 未来 存在 を 信じて 疑 はざる べし、 此 世に 多く 

友 を 有する 者は此 信仰 を懷 くの 要はな けん、 然れ ども 我等 如き 此 世に 關係 斟 き 者 は 未來觀 念な しに は 

一 日 も 存在し 能 はざる なり、 多く も あらざる 友 を 一 人 失 ふ 事 は 我等に 取りて は 一 1^ 遠く 此 世より 離る 

る 事な り、 我等 も 何時か 此 無情 残忍なる 國と社 會とを 去り、 我等に 先立ちし 我等の 友と： E 處 かにて • 科 

び相會 する 事と 信 すれば 我 は クリス マ スが來 る 毎に 我が 心に 溫き 友情 を 以て 失せに し 我の 親友 を 記憶 

するな り。 

故に 死せ し 友 は 左程に 悲しむ に 足らす、 實に 悲しむべき は 精神的に 死せ し 友な り、 或は 主義の 戰鬪に 

堪えす して 富と 榮 との 迹を 追求して 今 は 藩閥 政府の 忠實 なる 扠隸 となれ る あり、 或は 信仰 を 菜る こと 

敝 展を棄 るが 如くに 易く、 昨の 熱心なる 基督 信徒に して 今 は 腐敗 坊主の 頃 使す る處 となる 者 あり、 或 

は 我と 固く 獨立を 約しながら. ^マ は殆ん ど外國 人の 足 を 接吻して 毫も 恥と せざる が 如き もの あり、 昨 は 

平民の 友たり し 者に して 今 は 貴族の 封 £• 間た る 者 あり、 昨 は 神を拜 せし 者に して 令 は 黄金 を拜 する 者 あ 

り、 昨 は 國利を 謀りし 者に して 今 は 自利 自ハ 盆の 外 何物 を も 省みざる 者 あり、 嗚呼 我 は 一時 は 彼等 を 我 

が 友と 呼び 做せし を 恥づ、 彼等 ：£ 莨に 我 祌と國 と 主義と を 辱 かしむ る 者、 我 焉んぞ 彼等の 爲に 萬斛の 

淚を灑 がざる を 得ん や、 我 は 過ぎに し タリ ス マ スに 曾て 彼等 を 我が 友と 呼んで 彼等の 爲に 祈りし 事 あ 

りき、 今と 雖も我 は 彼等の 爲に 祈らざる に 非す、 然れ ども 彼等の 成功 を 祈る に 非す して 彼等の 悔改を 

■  OCCOOOOOOOCOOOOCOOOOOOOOO 

祈らざる を 得ざる 我が 心の 苦し さよ、 世に 悲しき 事と て 生きながら 友人 を 失 ふが 如き は あらす. タリ 

ス マ ス の堪へ 難き 程 悲しき は 我に も此 種の 損失 あれば なり。 

『嗚呼 クリ ス マスよ、 クリスマスよ、 汝は復 た 歸り來 りし か、 凡て 汝の 喜び を 以て、 凡て 汝の 悲しみ 


を 以て』 (十二月) 


明治 三十 三年 二 九 〇〇 年) 

憂國 者の 新年 

『門 松 は 冥途の 旅の 一 里 塚 

目出度 も あり 目出度 もな し』 

新年に なりたれば とて 必 しも 目出度き 事 を 語る の 要はな かるべし、 目出度き 事た きに 目出度 事 を； 暗る 

是れ封 E 間者 流の 爲す 所な り、 目 出た からざる 事 多き 今日 余輩 は 世俗に 傚 ふて 祝 辭慶語 を 放たん と はせ 

す。 

第 十四 議會 なる もの は問會 中の 由 なれ ども 余輩 は 其 議事 を讀 まんと もせす、 蓋 は國利 民福が 彼等 軟 

議員の 討議に 依て 來 らんと は 決して 信ぜ ざれば なり、 彼等の 議 すると ころ 區々 たる 小事に あら ざれば 

粉々 たる 醜 事の み、 帝 國議會 なる もの は 今や 日本に 有て 無き も 同然の ものたり、 此 無能 議會 有て 余輩 

は慶語 を 放たん と 欲する も 得す。 

所感 及び 感想 (明治 三十 三年)  七 〇 七 
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唇 は 新に 年 は 革 まれり、 然れども：^^むは依然として革まらす、 人 は朽果 つべき 肉體 的快樂 の 外に 形而 

上の 無限の 喜樂 ある を 知らす、 本願 寺の 門跡す ら賤妓 を落藉 せしめて 妾と なす のん マ 日 余 の 慶賀す ベ 

き 事 は何處 にある 耶。 

然り 余輩 は 新年に 人る も歡ぶ 者に 非ら すして 寧ろ 悲しむ 者たり、 慶 する 者に 非す して ふ 者な り、 汝 

太平 を 謳 はんとす る 者 は 謳へ よ、 余輩 は眞 面目に 我國の 今日 を 想 ひ 見て 歡聲 を揚 ぐるの 動機 を 一 つも 

余輩の 心中に 發見 する 能 は. ざ るを奈 w せん。 (一月) 

新世紀 を迎ふ 

第 二十世紀 は 来れり、 余輩 は 謹んで 之 を 奉迎す。 

余輩 は 勿論 その 如何なる 世紀なる や を 知らす、 然れ ども 之に 就て 唯 だ 一事 を 知る、 卽ち其 過去の 世紀 

の連續 にして 均しく 進歩の 世紀なる こと 是 なり、 歷史は 其 大勢に 於て 決して 逆流せ す、 二十世紀 は 過 

去 六 千年間の 人類 苦审の 結果 を 全滅に 歸せ しむる の 世紀に あらざる は瞭 かなり。 

進歩と は 勿論 眞现の 進 步を謂 ふなり、 幸福の 增進、 智識の 普及、 自由の 擴張、 正義の 勝利、 是れ な 

進 牛〉 の 現象な りと す、 人類 は 新世紀の 来る と共に 汽車に 乘 るを歇 めて 徒行せ ざるべし、 亦た 書 を燬て 

劍を 事と せざる べし、 亦た 憲法 政治 を廢 して 君主 獨裁 政治に 囘ら ざるべし、 ^た 道 德と宗 敎とを 案て 


て 腕力と 譎詐と に賴ら ざるべし、 世に 獸的 時代の 囘復 を豫ー 百す る 者 ありと 雖も 余輩 は斷 じて 其 說に同 

せす。 

猶ほ柘 くべき の 亜細亜 大陸 あり、 其 西北 部 一 干 三百 g: 十 萬 方 哩は露 人の 手に 依て 人類の 幸福なる 住所 

と 化せられん としつ i あり、 松 花 江 沿岸 六十 萬 方哩の 滿洲の 沃野 は 今世紀 間に 於て 一大 麥 園と 成る を 

見ん、 支那 は 保全 せらる- -も 或は 菜た 分割 せらる k も 今せ 紀の 未だ 其 半ばに 達せざる 前に 新 文明 は 其 

廣漠 たる 土地 を 襲 ひ、 鐵路數 條崑崙 の嶺を 貫き 揚子江の 流を橫 ぎり、 東洋 思想 を 其 根據の 地に 破碎 し、 

以て ク n ンゥ H ル、 リン コル ンの唱 へし 自由 平等の 大義 を 天 山 以東 太平洋に 至る までの 地に 布く に 至 

らん、 喜 麻拉亞 以南の 二 大半 島 は 或は 其 迷信 的怫 敎を廢 し、 或は 其 僧 族 的 婆羅門 敎を棄 て、 理に合 ふ 

て然 かも 情に 深き 人類 的 敎现を 信す るに 至らん、 土-耳 古 若し 其 迷 を 解か すん ば 亡 さるべく、 波斯 若し 

其 愚 を覺ら すん ば 分 たるべし、 亞細亞 若し 自 から 改め すん ば 他の 革む る 所と ならん、 『時』 は 愛國的 

怠慢 を 許さす、 第二 十せ 紀は亞 細亞の 運命 を 決する 世紀たら む。 

南阿に 新 共和 國 興りて 黑人 大陸の 悉く 英 人の 乎に 落つ る を 許さ るべ し、 溱洲に 新 合衆國 起り て 人類 

の 自由 は 更に 一 潛の鞏 同 を 致さん、 兩 米の 地 旣に 自由の 鄕 土と なりてより 玆に 一 百年、 其- 冉び 强壓の 

手に 渡され ざるべき は 勿論たり、 第 二十世紀 は四 大陸に 跨る 自由の 蕃殖 を 以て 開かる、 なり、 其 第 十 

九 世紀の 始めに 於け る 半 大陸の 占領に 比して 如何なる 進歩 ぞゃ。 

第一 一十 世紀 は 貴族 制度の 全滅 か 若く ば 著しき 減殺 を 以て 終るな らん、 蓋 は 進歩 は權 力の 普及 等分に 外 

たら ざれば たり、 權 力が 貴族 を 去て 平民に 移る 時に 進歩 あり、 英 蘭ニ國 の宗敎 改革の 如き、 佛國の 革 

命の 如き、 日本の 維新の 如き 一として 此 現象に あらざる はなし、 新たに 貴族 制度の 定めら る、 は 確か 

所感 及" ひ 感想 (巧 治 三十 三年)  セ〇 九 
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に國 家の 退歩 を 示すな り、 特權を 有する 貴族の 進歩 は 人類 全體の 退歩に 異ならす、 第二 ト 紀は 過去 

六十 世紀の 大業 を繼 ぎて 貴族 制度 を 剿 結す るに 至らん。 

國；！ ^的 差別の 減 除の 如き も 新世紀に 於て 起るべき 現象の 一 たるべし、 人 は 其 奉す る 主義に 依 て^るべ 

きものに して 地理 的 位置 又は 人種的 差異に 因りて 團體を 異にすべ きものに 非す、 最終の 勝收は 善人と 

惡 人との 間に 決せら るべ きものに して、 一 國 民と 他の 國民 との 間に 爭 はるべ きものに あらす、 前^紀 

の 末期に 於て 幾ん に唱 へられし 愛國 心なる もの は 今世紀の 終り に^て 空しく^の 嘲弄 物と して 葬られ 

ん 0 

若し 夫れ 社 食が 要する 他の 改革に 至りて は 土地 所有 權疲 止の 如き、 通貨 制度 革 除の 如き 資本家に 對す 

る 利益 制限の 如き は 其 主 もなる もの たるべし、 而 して 干 S 百年 間の 苦爭の 後に 奴隸 制度 を 禁歇し 三百 

年間の 流血 を 以て 敎權 政權を 雨つな がら 覇者の 手より 囘復 せし 人類 は 殘餘の 弊 事 陋習 を も 全く 除かで 

は 止まざる ベ し G 

然れ ども 其 之を爲 すの 法 方 は先づ 吾人 自身 を 革む るに 在り、 劍に 依り 黨を 結ぶ の 法 方 は 他の 弊習と 共 

に 棄却すべき ものな り、 第 二十世紀 は 更に 一 暦の 精神的 世紀 たるべし、 愛と 眞理 とに 基かざる 改革 は 

改革の 如くに 見えて 改革に あらす、 仁 は 身 を 殺して 爲 すべき もの 豈に他 を 害して 行 ふべき ものな らん 

や、 吾人 は 新世紀に 於て 嘗て 詩人の 夢想せ し 愛の 實カを 試め さんと 欲す。 (一月) 


〇 余輩に 新年の 感 とて 別に あるに 非す、 余輩に 取て は 今年 も 去年 も來年 も、 過去 も 現在 も未來 永遠 も 

少しも 異なる ことなし、 始 なき 終な き 神 を 信す る 者 は 「時の 變. 一 なる ものより 全く 救 ひ 出されし 者な 

ら ざるべ からす。 

〇 新年が 來 りたれば とて 急に 新しき 人となり 得る ものに 非す、 更生 は 新年と 共に 來る 者に 非す して 何 

時 にても 斷乎 たる 決心より 来る ものな り、 昨年の 一 月 一 日に 革 進 を 期した る 我國の 政治 界、 敎 育界、 

道 德界は 其 年末に 至りて 如何な る狀態 を 呈 せし ぞ、 強固た る 意志の 決行に 依らす し て 新年 をし て 吾人 

を 新たなら しめんと す、 是れ 薄志弱行 者の 夢想す ると ころ、 新 失望 を 作る の 種た る は 言 はすして 明か 

f。 

〇 年と 共に 企畫 し、 年と 共に 失望す、 新年 宴會に 盛んた る 希？ 51- を 述べて、 忘年 會に 女々 しき 谶悔を 語 

る、 是れ 吾人の 常習な り、 吾人 は 決して 彼等に 傚 ふべ からす。 

〇 余輩の 歡喜は 松飾りと 共に 起ら す、 屠蘇 一杯に 國 民の 蘇生 は 来ら じ、 吾人 は 生命の 泉 源に 達して 始 

めて 照々 たる 永久の 春光 を迎 ふる を 得るな り、 此 春光に 逢 はすして 靑歳 佳節 は 語る ベから す。 

〇 然れば 一陽来復 と共に 新生 命 を 尋ね 求めよ、 浮氣 なる 此社會 と汝の 去就 を俱 にす る 勿れ、 此春 或は 

汝の 最終の 舂 なるや も 計る ベから す、 今にして 直に 汝の 浮虚の 生涯 を 革む るに 非 すん ば、 汝は 終生 永 

久の 春光の 何物た る 乎 を 知得ざる べし、 歡喜 なき 生涯 は 則ち 死せ る 生涯な り、 人生 は 春 を 以て 始まり 

春 を 以て 終るべき ものな り、 汝願 くば 再び 春を迎 ふるの 必要な き 春を迎 へよ。 (一 月) 


一い -. ノー  厂、 A ひ 感 SK 明治 三十 三年)  七 一 1 
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二た び 新年に 入る . 

本誌の 世に 現 はる、 や 背て 或る 肥 後人が 評せし 如くに 「大形 寥々 の 冊子、 薄紙 を 格子に 貼付した るが 

如き もの」 なりき、 余輩の 敵 人 は 其 失敗 を豫 言し き、 余！ K の 友人 は 其 夭折 を 憂慮せ り、 徙に余 辈が前 

持主の 手 を 離れし 際の 如き 余輩の 世事に 暗き を 見て 余輩の 知人に して 余 i ^の 前途 を 危ぶまざる もの は 

なかり き、 余輩と 雖も 勿論 討死 を覺 悟して 此戰鬪 に 臨みし 事 なれば、 余輩の 失敗 を 預言す る 者 ある を 

見ても 余輩 は些 しも 驚 かざりき。 

然れ ども 如何なる 理由に や 東京 獨立雜 誌 は 未だ 死滅せ ざるな り、 啻に 死滅せ ざるの みならす、 歳と 共 

に彌々 成長の 兆 を 示せり、 數 干の 讀者は 今 も 尙ほ誠 實に余 鞏 の 事業 を贊 し、 余 W も 亦 未だ 余輩の fB は 

んと 欲する 所 を 言ひ盡 せし と は 思 はす、 余輩 は 尙ほ數 年の 生命の 本誌に 賦與 せらる-を 信す、 余輩 は 

尙 ほ懼れ すして 余輩の 戰鬪 を繼綾 せん。 (一月) 

- 日本に 於け る 外交の 困難 

余 は 未だ 嘗て 外務大臣 となりし 事な し、 亦た 爲 らんと 欲する 者に 非す、 然れ ども 二三 囘 外交の 衝に當 

りし 事 あれば、 日本 國の 外務大臣 となりて 外！： と對岭 する の 地位に 立つ 人 を 深く 推察す る 者な り。 

第 一 囘は 越後 新 潟に 在りて 某 私立 學 校に 敎 頭たり し 際に 十 一 人の 外國宣 敎師を 相 V" に鬪 ひし 事 ありき、 

余 は 不肖ながら も 北 越の 同胞 百 萬 人の 威權を 重んじ 彼等 宣敎師 の 暴^ を 抑 へんと せし も 如 3： せん < ^の 


同胞なる 越後 人士 は黨を 結び 互に 相閲 ぎつ 、あり、 余と 余の 敵手た る外國 人と を自黨 の爲に 利用 せん 

こと をのみ 謀り 敢て 日本人の 權利を 主張 せんと はせ す、 爲に 余の 憂國的 企圖は 全く 畫 餅に 歸し、 其 結 

果余は 新 潟 を 去らざる を 得ざる に 至り、 又 余の 長たり し 學校は • 科び 外人の 乎に 落ちて 終に は錢 校の 悲 

運に 陷れ り、 當時余 は 心に 決して 曰く 「余 は 終生 日本の 外交官と はなら じ」 と。 

第一 一 囘目は 萬 朝 報に 英文 記者たり し 時に ありき、 余が 幾囘 となく 余の 國 人の 爲に辯 じ 彼等 外人の 非 を 

橋 めんと する や、 日本に 於て 發行 する 十有餘 種の 外字 新聞 は箠. 鋒 を 揃 へ て 余 を攻擊 すれ ども 日本 國中 

百 餘 種の 同胞 新聞記者 にして 一人 も 余の 爲に 聲援を 揚げし 者な く、 自由 黨の 機關 新聞 は 進歩 黨を 罵り、 

進歩 黨 亦た 自由 黨の 失敗 を擧げ 得意 然 たる 等 何時もながら 蝸牛 殼 上の (1- に 汲々 たる 計り、 彼等の 中 一 

人の 来りて 余の 對 外的 筆鋒 を拨 けんとせ し 者な かりき、 余 は 幾 囘か重 園の 中に 陷り、 終に 彼等 外人に 

歩 を 譲らざる を 得ざる に 至れり。 

斯くて 余の 實驗 する 所に 依れば 日本人 は强 敵に 對 して 一 致 結合す るの 民に 非す、 彼等 は 朝鮮人 乃至 支 

那 人に 對 して は 擧國 一 圑 となりて 傲然と して 當る事 ある も、 英人 又は 米 人 或は 露 人 等に 對 して は 向 ふ 

を 張る の勇氣 なく 互に 責を 他に 嫁し、 自身 は 白々 しく も 批評家の 地位に 立ち 無責任の 言辭を 弄して 當 

n;^ 者を責 むる のみ、 如斯 勝手 放題の 民 を 後 根に して 列强 と對峙 せんとす る 我國の 外務大臣の 地位 は 決 

して 羨む ベ きものに 非す、 故に 余 は將來 如何なる 境遇に 立つ こと ある も 日本 國の 外交官と はたらざる 

べし、 余 は 信す 余と 均しき 經驗を 有する の士は 亦た 余と 同じき 意 念な らんこと を。 (一月) 


所感及_^.感想(明治三十三年)  七 一 
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〇 

罵 詈 の 命 

聲 あり、 曰く 『罵れよ、 罵れよ、 汝 罵て 弛む 勿れ、 是れ 腐敗 死に 至らん とする の 社 曾な り、 其 全癒の 

希望 は單に 痛罵に あり、 罵る ベ き 者 を 罵らす ば 天 罰 或 は 汝 自身 に 及ばん、 汝篤晉 の 言 の 過激に 涉 らん 

こと を 恐る X 勿れ、 蓋は汝 若し 世界の 凡ての 言語より 篤 詈の語 を 借り 来りて 此民を 罵る も 未だ 悉く 其 

罪 惡を數 へ盡す こと 能 は ざれば なり、 是れ 偽善の 民な り、 虚飾の 民な り、 無情 無慈悲の 民な り， 汝宜 

しく 人道の 爲 めに 罵るべし、 然り汝 の 愛する 斯 民の 爲 めに 罵るべし』 と。 

我卽ち 答へ て 曰く 『我 之を勉 めん』 と。 (一月 ソ 

肓 目の 民 

盲目の 民と は 智識な きの 民を稱 ふるに 非す して、 智識 を 有しながら 之 を 使用す るの 意志 を 有せざる 者 

をば 云 ふなり、 是れ 所謂 『明き盲 目』 なる 者に して、 世に 憐む ベく 悲しむべき 者に して 彼等の 如き は 

あらす、 憲法 は 制定 せられて 自由 は 日々 に 減退し、 軍備 は擴 張せられ て 國權は 年毎に 萎縮し、 富 を 有 

しながら 國民は 饑娥に 泣く、 是 れぞ眞 正の 盲目の 民に して 之に 過ぐ る 悲觀の 他に あるな し。 a 月) 


軟體 動物 國 

太平洋の 沿岸 は 無脊椎動物の 發達を 以て 有名な りと は 動物 學 者の 余輩に 報す る 所なる が、 其 西北 隅に 

位する 島 帝國に 於け る軟體 動物の 近頃の 發 育に 余輩の 耳目 を 驚かす に 足る もの 多し、 其 政治家 は 強硬 

主義 を 執る と稱 する 者と 雖も、 其 外皮の 一枚 を剝ぎ 見れば 紛 ふべき なき 無赞椎 動物に して 主義なる 硬 

骨の 彼等の 體軀を 支 ふるな く、 小 笠 原 島に 棲息す ると か 聞 ゆる 章魚の 類の 如く、 試に 利刀 一 下 彼等の 

身に 及べば 一 固形物の 刃 尖に 觸る X あるな し、 其 敎育家 は 口々 に盡 忠の臣 たりと 呼稱 すれ ども 一 滴の 

黄金 液 を 注げば 溶解し 得る こと 诲鼠、 蛞蝓の 如く、 其 文學者 や、 哲學 者の 輩 は 皆な 烏賊、 "が i に 類す 

る軟體 なる は 云 ふまで もた し、 其 干城た る 軍人 すら 今や 利 劍を內 に蓄ふ 麒麟、 犀、 象の 伍を脫 して 唯 

だ 外面に 刺 針 を 装 ふ 螺螺の 族た る 者 あるに 至りて は實に 悲歎の 極と 言 はざる を 得す、 有 脊椎 硬骨 動物 

の 繁殖 は 該帝國 に 於け る 目下の々. 1^ 務と謂 ふべ し。 (一月 ソ 

日本に 於て 富 を 作る の 法 

日本 今日の 社會に 於て は 富 を 作る の 法た る、 國 民の 弱 點に乘 する の 一途 あるの み、 其狹 11 なる 道德心 

を 利用して 忠君 愛 國を說 き 家產を 作る 國學者 あれば 之 を 上梓して 暴 富 を 極む る 出版 會社 あり、 其 傲慢 

心に 附 込み 富 國强兵 を 看板に 揭げ國 家的敎 育を授 くと 呼號し 盛大 を 致す 私立 學校 あり、 此祕法 を 以て 

學 者と 敎育 家と 新聞記者 等と は 公然 富 を 作れ ども 國 民の 道德は 日に 萎微 して 衰退に 陷り、 衰退 は卽ち 

墮 落とな り、 今や 明治の 代 三十 三年 を 加 ふるに 至りて 國 民の 道 德は其 初年に 比し 三十 三倍の 下落 を來 
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すに 至り、 而 かも 墮 落の 速度 猶ほ彌 々甚 しからん とす、 學 者と 教育家と 政治家と 新聞記者 とが 國 民の 

膏血 を 吸盡し 終に また 乘 すべきの 1  ぉ點 なきに 及んで 國家は 最後の 死滅の 聲を 揚げん かな〕 二") 

淸 濁の 別 

腐敗せ る 社會に 於て 最も 良く 成功す る もの は 自身 已に 腐敗せ る ものたり、 現 社會に 於て 最も 多 數の黨 

員 を 有する 政黨、 最も 多くの 發兌數 を 有する 新聞 雜誌、 最も 多くの 信徒 を 有する 寺院と 敎會、 最も 多 

くの 學生を 有する 學校等 は總て 腐敗せ る 者と 見て 可な り、 斯の 如き 社會に 在て は 失敗 は 反って 純潔の 

證 にして、 人" まなき を 以て 高潔の 徵 候と 看做すべき ものと す。 (一月 .：> 

早熟の 弊 

齢 未だ 四十に 達せざる も 早く 旣に革 進々 歩 を 叫ぶ を 止めて、 老成 を氣 取り 建設 ゃ修蘩 を唱 ふ、 是れ支 

那學を 以て 養成され し 我國に 於け る 時論 記者の 僻 習に して 余輩 は 深く 彼等の 早熟 を憫 ますん ば あらす、 

余輩 はグ ラッド スト ン の 如く 青年時代に 於て は 保守主義 を唱 ふる も老 ふるに 從っ て 益々 革 進 主義 を唱 

ふべ く、 余輩が 現世の 戰鬪を 終へ て 永遠の 墳墓に 入らん とする 時 は大聲 疾呼 急進主義 を唱 ふべき もの 

とす、 世に 忌むべき ものにして 老爺 根性の 如き は あら じ、 殊に 若 翁 根性に 至て は 其 醜陋、 以て 絞ぶ ベ 

きものな し。 

*  *  *  .X- 

己れ 靑年を 爆 動して 終に 今日の 地位に 至りながら、 他に 靑年 を勵 ます 者 ある を 見れば 1  乙を稱 して 靑年 


を塌 動す る 者な りと 謂 ふ、 依て 知る 彼が 嘗て 靑年 を塌 動せ し は 一 に 彼が 今日の 地位 を 得ん が爲 めな り 

し を、 彼等 は 煽動 を 目的と せざる 活眞理 の 宣傳の 何たる を 知らす、 故に 彼等 は 活動せ る 者 を 見れば 其 

何人た る を 問 はす 靑 年の 煽動 者と 呼稱 す、 彼れ 老毫 せる 隱居 連中 は旣に 尊重すべき 靑 年の 血氣 をば 忘 

却した るな り。 (一") 

我が 今年の 計畫 

〇 我 は 敢て金 を 儲けん 事 を計畫 せざる べし、 儲けん と 欲して 儲けし 金 は 我 は盜み 取りし ものと 見做す 

べし、 我 は 唯 だ 大瞻に 勇壯に 正義 を 行 はんと 欲す、 之 を 行 ふに 因て 我に 與 へらる-もの を 以て 滿 足せ 

ん、 是れ 我が 正當の 所有に 霉 すべき もの なれば なり。 

〇 我 は 我が 過去の 失敗 を 顧みて 我の 不遇 を 歎かざる べし、 我 は單身 我が 前に 在る もの を 見て 一直線に 

前進すべし、 我 は 永久に 現世に 存在す る 者に 非れば 殘る 歳月の 間に 我 は 一 つたり とも 多くの 善 を爲さ 

ん 事を努 むべ し。 

〇 我 は 我に 關 する 他人の 批評に 意 を 留めざる べし、 我 は元來 神の 僕に して 人の 奴隸 にあら ざれば 神ん 叩 

惟れ 重ん すべく 紛々 たる 褒^に 惑 ふが 如き 事 あるべ からす、 我 は 傍に 人た き 里に 在る の 心 を 以て 神 命 

の 儘に 猛進 せんと 欲す。 

〇 我 は 決して 失望せ ざるべし、 縱し惡 人跺愿 すると も 我 は 現世の 救濟を 望んで 已 まざるべし、 生々 の 

神が 宇宙 を 主宰し 給 ふに 世の 腐敗に 失^す るが 如き は、 我の 努めて 爲 すべから ざる 事な り。 

〇 我 は 世の 人望 を 博 せん 事 を 計らす して 人 を 愛せん 事を努 むべ し、 我 は 我が 愛 心の 增 長して 我が 敵 を 
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も 能く 愛し 得る の 程度に 達せん 事 を 希 ふ。 (： 一 月ソ 

新 思想 を 得る の途 

悉く 愁念を 結てば 新 思想 は淸 泉の 如く 噴出す、 富貴 を 致さん とする の 慾、 人望 を 得ん とする の 慾、 人 

に 愛好 せられん とする の 慾、 事業に 成功 せんとす る 等の 雜 多の 慾 念 を 絡て、 何物 も 余 章の 心 志 を抑壓 

する ものなければ、 思想 は滾々 として 湧出で >- 止まる 所 を 知らざる が 如 けん、 社會 の反對 を怕れ て、 

人の 批評 を惲 かって、 吾人の 心 志 は 束縛 せられて 高 想 妙 5 心の 其內 より 生るべき 害な し、 先づ慾 念の 1^ 

粹 より 脫 して 吾人 は 始めて 自由の 人となり また 思想の 人と は 成り 得るな り。 (一 月) 

悪むべき 基督 敎徒 

〇 實に 迷惑 至極なる は 基督 敎 徒の 訪問な り、 彼等の 多く は 外國宣 敎師に 由て 乞食 化せられし 者 なれば 

彼等 は 何物 か 乞 ふ 所な くして 決して 余輩 を 訪問せ ざるな り、 或は 人生 問題の 解 釋を乞 ふ 者 あり、 或は 

家政 整理の 途を敎 へられん 事 を 乞 ふ 者 あり、 或は 說敎义 は 演說を 乞 ふ 者 あり、 或は 宗敎雜 誌への 投書 

を 乞 ふ 者 あり、 乞 ふ 事なければ 決して 余輩の 門 戶を窺 ふ 事な き 彼等 も 乞 ふ 事 あれば 鐵面 皮に も 何時た 

りと も 訪ひ來 るな り、 余輩 は玆に 彼等に 告げん、 余輩 は敎會 又は 傳 道き 社より 給 を 受けて 安閑と 此 

世に 棲息す る 牧師 傳道師 の 類に あら ざれば 彼等 は 濫りに 余輩に 来りて 余輩 を烦 はし 余輩の 責 重なる 時 

間 を 奪 は ざらん 事 を。 


o 余輩 は 暴々 本誌に 於て 表白せ し 如く 我國の 基督 敎會 なる ものに 何等の 關係 なき 者な り、 余輩 は 目 F 

我國に 在留せ る外國 宣敎師 中に 一人の 友人 を 有せざる 者、 亦た 有せん とも 欲せざる 者な り、 余輩 は き 

がら 大工の 子な りし ナザレ のィ H スの 弟子と 稱 して 恥と せざる 者 なれ ども、 我國に 於け る 現 時の 某. 督 

敎 徒なる 者と 同 一 視 せらる- -事を 以て 甚だ 迷惑に 感 する 者な り。 

〇 見よ、 彼等 無 主義 無 信仰の 徒、 權門 勢家と あれば 頭 を 垂れ 腰 を 曲げて 其贊 成と 補助と を 乞 ひ、 ^に 

捨てられ 人に 卑しめら る、 者と あれば 之に 種々 の惡名 稱を附 して 彼等の 社會 より 排斥す、 彼等 は眞心 

を 以て 神 を 信す る 者を迎 ふる 事を爲 さす、 此 せに 勢力 を 持つ 人の 迹を 追求す る 者な り、 彼等の 勢力が 

臼 々 に 衰退して 今日は 殆んど 全く 俗人の 信用 を さへ も 失 ふに 至りし は 公義 人道の 爲 めに 深く 祝すべき 

事なら す や。 

•〇 其 奉す る 主義の 如何 を 問 はすして 何人 を も 友と せんとす る點は 殆んど 娼婦の 行爲に 異ならす、 蟲夫 

たれ、 無神論者 たれ、 貪慾の 輩 たれ、 其 少しく 社會に 頭角 を 現 はす 者に 對 して は 待つ に 紳士の 禮を以 

てし、 之に 講演 を 依頼して 俗衆 を惹 かんとし、 其 贊助を 求めて 虚勢 を 張らん とす、 是れ なん 若し 基督 

敎 の特徵 とならば 基督 敎とは 如何に 卑しむべき ものなる ぞ、」 

〇 汝等聖 き 名 を濱す 者よ、 汝等は 基督 敎徒 にあらざる 也、 汝等は 民衆 を 蠱惑す るの 徒な り、 汝 等は此 

國に 於け る 基督 敎の傳 播に大 妨碍 を與 ふる 者な り、 汝等は 何故に 一 日 も 早く 汝 等の 某 者が 爲 せし 如く 

藩閥 政府に 降て 其 御用 記者と ならざる、 或は 銀行の 番頭と 成りて 高き 俸給 を樂 しまざる、 或は 相場師 

となりて 堂 島、 蠣殼 町に 輸贏 を爭 はざる、 汝等 狐狸の 族に して 綿羊の 装を爲 すが 故に 余輩 は甚 しく 汝 

等を惡 むな り、 若し 汝等 にして 汝 等の 眞 性を顯 はさん 乎、 余輩 は 返て 汝等を 憐れまん。 
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0 基督 曰 ひ 給 はす や、 『我 父の 家 を 貿易の 家と する 勿れ』 と、 然るに 汝等は 神の 敎會と 靑年會 と學校 

とに 於て 霉從 を敎 へ、 依 賴を勸 む、 汝等は 神の 力に 勝って 金の 力 を 信じ、 仰 篤き 者に 勝って 勢力 お- 

る 者 を 貴ぶ、  汝等は 度量 廣 きを 誇て 俗人と 結び、 社會 改良 を 口にして 奇利を 射ん とす、 基 将敎は 確か 

に汝 等に 因りて-辱められ、 汝等 在る が 故に 人類の 救 濟は遲 滞 せらる、 汝等 曷んぞ 速に 神の 家 を 去て 汝 

等の 舊 後なる 俗 寰 に歸ら ざる。 ( 一 =0 

虚偽 的 基督 敎徒  - 

余， の 目撃す る處に 依れば 神の：！ 在 を も碌々 解せ す、 罪の 事、 基督の 事 を も 少しも 解せ ざるに 自 から _ 

基督 敎徒 なりと 稱 する 者 あり、 彼等に 問へば H く 3： 教師の 牧 する 何 敎會の 信者な りと、 然るに 彼等 は 

牧師なら ざる.^ 繁の 許に 訪來 りて 此 等の 初歩 的 敎義に 就て 尋問す、 卽ち 彼等 は單 純なる 根本的 敎義す 一 

ら 解せ ざるに 潜 越に も自 から 基督 敎 徒と 稱 して 世に立つ 者な り、 彼等 は卽ち 明. C なる^ 善 者な り、 彼 一 

等が づ自 から 基督 信徒たら ざる を 表. E せざる 以上 は 余輩 は 彼等に 何物 をも敎 ふる 能 はざる なり、 旣 一 

に 一種の 詐 偽の 罪 を 犯しつ i ある 彼等 自稱 基督 敎 徒が 神の 存在、 基督の 贖罪 を 解し 得ざる は 勿論の .s^- , 

なり。  ； 

*  *  一 

世に 现解カ を 以ての み宗敎 を 解 せんとす る 愚人の 多き は 悲しむべき： 3^ なり、 彼等 は 宗敎を 神^と 混じ *ー 

之 を究 むる に 法律 學 或は 動物 學を修 むる の 心 を 以てす、 彼等 は 宗敎の M 物た るか を 知らす、 故に 彼等 


は 終生 宗敎を 解し 得ざる 者な り、 惟り 異 しむ 世の 宗敎 家なる 者が、 此單 純なる 理を すら 解せ すして、 

少しく 宗敎を 口にし、 社會 改良 を唱 ふる 者 あれば 喜んで 彼を迎 へ、 彼に 洗禮を 授けて、 彼の 姓名 を 彼 

の 會員 名簿に 記 人し 以て 得 々 然 たる もの ある を。 

,》  * 

余輩 は大 なる 神學 者に して 今 は 米 相場師とまで 墮 落せし 者 ある を 知る、 余輩 は 基督 敎的 哲學 者に して 

今 は 公然と 無神論 を唱 へて 憚から ざる 博士 ある を 知る、 余輩 は 基督 敎的 政治家に して 惡に與 みし 善に 

逆 ひて 恬 として 恥ぢ ざる 人 ある を 知る、 卽ち 知る 宗敎 は學 問に あらざる 事 を、 神 は 頭腦を 以て 理解し 

得る ものに あらざる 事 を、 理會カ を 以て 得し 宗敎 はまた 理會カ を 以て 棄 つるに 至らん. 日本 國に 今日 

夥多の 墮落 基督 信徒の ある は、 彼等の 宗敎 なる ものが 心 裡の聖 殿より 入りし ものに 非す して、 彼の 殘 

忍に して 傲慢なる 頭腦 より 入りし もの なれば なり。 

彼等 は 余輩に 『神の 存在の 證 據を與 へよ』 と 迫る、 余輩 は卽ち 彼等に 斯く答 ふる あるの み、 『我に 汝 

の 父の 存在の 證據を 示せよ、 若し 汝は 父な くして 生れし 者な りと 信す るなら ば 我 は 汝の狂 を 笑 はんの 

み』 と、 淺薄 汚據 なる 彼等 は 神の 存在 を 以て 宗敎 問題な りと 考ふ、 彼等 は 其單元 的眞理 なる を 知ら ざ 

るな り、 單元的 眞理の 證明を 要する 如き は 數學に 於ても 宗敎に 於ても 敎 ゆべ からざる 者な りと して 排 

斥すべき のみ。  . 

余 鞏斯く 彼等に 答 ふれば 彼等 また 曰 ふ 『然 らば 我 は 救 はれざる 者なる 乎、 我れ 救 はれす とならば 神 は 
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甚だ 不公平なる 者なら す や』 と、 彼等 は 己れ の 救 はれざる を 以て 神の 罪に 歸 せんとす、 彼等 は 自己の 

不完全 を 責めん と はせ す 却って 祌を怨 む、 如斯 して 神の 存在 を 知らん と 欲す、 彼等の 到底 濟 度し難き 

ものなる 事 は 復た言 はすして 明かな り。 

先づ 己れ の 罪を悔 ゆる 者 は 神 を 識るを 得ん、 神 を 知識 的に 理會 して 然る 後に 行 を 改めん と 欲する 者の 

如き は 終に 神 を 識るを 得す、 また 行 ひを改 むる を 得 じ、 祌 とは實 に如斯 ものな り、 祌は懶 け 書生の 玩 

弄 物に あら ざれば 彼を識 らんと 欲する 者 は 宜しく 應 さに 謙 讓自遍 の 心 を 以てすべ きなり。 

俗 的 基督 敎 徒の 或 者 近頃 余 に 問 ふて 曰く 『君の 學 校に はフハ ント (基本 金) は 幾許 ある 乎』 と、 余 

輩 は 彼に 答 ふらく 『無限な り、 同志 社 は 二 千 萬圓を 有すと 聞く  (其 多分 は外國 人と 我國の 貴族と より 

募りし もの)、 然 かも 余攀 は 造物主に 頼る 外に 一 物 を 有せす』 と、 時に 彼等 は 呆然たり き、 卑しむ ベ 

き 俗物、 彼等 は 神 を 信す ると 稱 して 實は 金力 を 信す る 者な り、 金力に 依て 代表され ざる 神 は 彼等に 取 

て は、 價値 なきものな るが 如し、 俗 醜の 極た る もの 實に 憎むべし、 接近す ベから す。 (一月) 

燈 前 沈 思 

〇 國を治 むる 事 は 左程の 難事に あらす、 難事と は 蓋し 我意 を 支配す るに あり、 愁を抑 ふるに あり、 位 

を輕ん する にあり、 心の 富 を 樂んで 身の 榮光を 恥と する にあり、 英傑 は 政治家の 中に 求むべき 者に 非 


すして 反って 小農 小賈の 間に 尋 ぬべき 者なる は 全く 之が 爲め なり。 

〇 余 は 目下 十數 名の 小 女 を 統治す る 者なる が (この 時 * 私立 女子 獨立學 校の 校長であった— 編者 ：}、 之 を 爲 

す は！^ かも 大國を 治む るが 如くに 困難な り、 若し < ^の 心裡に 一片 私慾の 存 する あらん 乎、 纖； 一! なる 小 

女子と 雖も 容易に 余の 命 を 重んぜざる なり、 然れ ども 余に して 先づ 余の 心より 私慾 を 根絶 せん 乎、 <^ 

は眞 正の 意味に 於て 彼等の 牧者と なり、 < ^は 彼等 を 愛し、 彼等 も 亦 能く 余の 聲を聽 くたり、 ，^,^41^ 

す、 此 無私の 心 を 以てすれば、 大帝 國の 治に 臨む も 之 を 御す るに 何の 難き 事 や あらんと。 

〇 信仰 は單 一なら ざるべ からす、 深遠なら ざるべ からす、 廣大 ならざる ベから す、 而 して 確固たら ざ 

るべ からす、 狹 にして 自國 以外に 出で ざる 信仰の 如き は 抑 も 我 國を救 ふに 足らざる のみなら す、 亦 

た 我 自身 を も 救 ふに 足らざる ものな り、 單ー 、 遠大、 確固の 信仰 を 有する に 至らん 事 こそ 余の 唯一 の 

熱望 なれ。 

〇 余 は 神 を 信じ、 救 主 を 信じ、 奇跡 を 信す、 蓋 は 神た く、 救 主な く、 奇跡た くして は 此世は 救 はるべ 

しと 信す る 能 は ざれば なり、 若し 單に 自然と 人爲 とに 依て 斯國が 救 はるべし とならば 余 は 全く 失望せ 

ざる を 得す、 然れ ども 余 は 世に 石を變 じて アブラハムの 子と 成す を 得る 全能の 神 在りと 信 すれば、 彼 

の 奇跡に 依て 能く 斯 偽善 國も眞 正 の 君子 國と た ら ざらん やとの 希望 を懷く 者な り。 

C 力 ー ライル 曰く 『余 は 未だ 死人の 復活せ し 奇跡 を 見し 事な しと 雖も 新たに 人の 世に 生れ 來 るの 奇跡 

を幾囘 か目擊 せり』 と、 偉人の 生 出 は 確かに 奇跡な り、 然り 奇跡の 最も 大 たる ものな り、 文部省と 數 

萬の 偽善 的敎育 家に よく 一  人の 人物 を 作り出す こと 能 はす、 然れ ども 神 若し 意に 稱は 立ち所に 數百 

千 人の 偉人 を 斯國に 出す 事 を 得ん、 余 は n: 夜に 偉人の 輩出 を 祈りて 息ます。 (二月) 
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M 理の實 用 

〇 眞理を 人に 傳 ふる は 偉大なる 事業な り、 i: 曰 は ィヱ ス 基督、 ヤコ ブの 井の 傍に サ マリヤの 婦と 語り、 

彼女に 傳 ふるに 精神的 宗敎の 奥義 を 以てせり、 彼女 は 直に 走り 歸て胆 に 救世主 を 視しを 同鄕の 人々 に 

傳 へければ、 村人 擧て新 幅 音に 接する を 得たり と、 人 或は 少女に 眞 理を傳 ふる を 以て 實に 小事な りと 

做す 者 あれ ども、 余鞏は 彼等の 中 或は ル ー テル、 或は ク ロム H ル、 或は リ ン コル ンを 哺育す る 者 あら 

んを信 すれば、 彼 輩に 授 くるに 余輩の 有する 最善 最美 の敎 義を以 て す る を 怠た らす。 

〇 偉大なる は 眞理の 勢力な り、 是れ 一粒の 芥子の 如し、 之 を 地に 播く時 は 凡百の 種よりも 微小 なれ ど 

も、 旣に播 いて 萌え出れば 凡百の 野菜よりも 大 且つ 互 にして、 空の ill 其 蔭に 極む ほどに 成り 行くな り、 

國を 輿す の途、 文明 を 作る の 方 も 人心に 眞现 を械ぇ 付く るより 他に あるべ からす。 

〇 我に 眞理 あり、 叉 我が 眞理 を聽 くの 人 ありせば 我 は 旣に大 事業家と 爲 りし 者な り、 其 人の 何人た る 

乎 は 我の 關 する 所に あらす、 路傍に \ィ む 乞丐 たれ、 未だ  一 丁字 を 解せ ざる 小 女 たれ、 神の 形に 像ら れ 

て 造られた る 以上 は、 我 は 之に 眞理の 注入 を 努めて、 其 決して 無益の 業に あらざる を 知る、 我に 取て 

最も 悲しむべき 事 は 我に 君寵の なき 事に あらす、 亦た 貨財の 施與 すべき ものな き 事に も 非す して、 我 

は 我が 生命 を 賭しても 之 を 他に 傳 へんと 欲する 程の 眞理と 確信との 我が 心 裡に存 せざる 事な り、 旣に 

之 あらん 乎、 我 は 富に 於て は 陶漪に 優り、 位に 於て は 大臣の 上に あるな り。 

〇 世に 義人な し、 一人 も あるな し、 人と して 此 世に 生れ 来りし 者に して 祌 明に 對 して 罪人なら ざる は, 


なし、 國王然 り、 僧侶 然り、 男兒然 り、 ：t^ 女然 り、 若し 人に 歸す るに 完全 無 缺の性 を 以てする もの あ 

らば、 蓋 は 確かに 偶像 崇拜の 一種と 云 ふべ し、 羅馬 人の 皇帝 崇拜、 s< 主敎 徒の 法王 崇拜、 英米人の 婦 

人 崇拜は 皆な 之 を 行 ふ もの.^ 品格 を 毀損し、 其德 性の 墮落を 来らし、 其 智能 を 鈍らし、 終に は 心身の 

束縛 を 招きて、 國-ジ 東の 滅亡、 社會の 壌亂を 呼ぶ こと-なり 了るな り、 人 は 悉く 祌に對 しての 罪人に し 

て、 而 して 神の 救濟を 要する 者なる を 知りて こそ、 吾人 は 始めて 人生の 大秘義 を 解せ りと や IS はん。 

〇 旣に 一 個の 義人 を 留めざる 人世より 理想的 人物 を 求めん と 欲す、 是れ 英雄 崇拜 なる 迷信の 依て 興る 

一大 源 因に して- 多くの 誤解と、 失望と、 災禍と は此 病的 人生 觀に伴 隨し來 る、 彼の 天女 を 婦人の 問 

に 求めて 失戀 せる 可憐の 男子、 蛀ー私 無慾の 標本 を 政黨の 首領に 望んで 恥辱の 淵に 沈： t する 政治. い 巧 法 

主 を活佛 として 拜し、 一た び 其 獸慾漢 なる を 悟りて 疑惑の 衢に 彷徨す る 宗敎家 等 は、 皆た 神 を 知らす" 

人生の 眞訣を 解せ ざるより 救 ふべ からざる 此 悲境に 陷 りし 者な り、 人 動もすれば 眞理 なる もの k 無用 

を 喋々 する 者 あれ ども、 余輩 は 眞理缺 乏の故 を 以て 幾多の 衆が 絕望の 奈落に 永遠の 死を悲 みつ k ある 

を 知る が 故に、 余輩の 力の 在らん 限り、 余輩の 知り 得し 總 ての 眞理を 余輩の 同胞に 頒た すして 息まん 

や、 是れ 余輩が 天と 人と に對 する 最大の 義務たり と 信 すれば なり。 

〇 人の 失敗す る や 彼 はな 法を錯 りし を 悔いて、 絶へ て 其 精神に 誤謬 ありし を覺ら す、 矣ぞ 知らん 誤謬 

的 方法の 實は 誤謬 的 精神に 起 丙 する ものなる 事 を、 意志 先 づ錯雜 して 適正なる 計畫の 出で 来るべき 害 

なし、 明瞭なる 意思 は 智慮 ある 方法 を 生む ものた る は 何人も 理解し 得る に 非す や。 

〇 若し 眞 正に/、 生 を 解釋し 得ん 乎、 吾人の 執るべき 方針、 吾人の 從 事すべき 事業 は 求めす して 吾人の 

前に 現出し 來 らん. i 咄途の £J. 崎 を 歎ち 資力の 足らざる を 息 ふるが 如き は 未だ 人生の 何たる を 知らざる 
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の證 左と 見るべき なり。 (二月) 

『道』 

まと は 可ぞ。 

道と は 空々 漠々、 雲に 駕 して 天 空に 飛 昇す るが 如き ものに 非す、 明理 正確、 是々、 非々、 否た々々、 

然 り々々、 是れ 道な り、 是 より 以外の もの は 邪道な り、 然り、 罪惡 なり。 

汝盜む 勿れ、 虚言 を 吐く 勿れ、 遂淫 する 勿れ、 人 を 敬 ふて 之 を 利用す る 勿れ、 、 、 、 、 、道と は赏に 

斯の 如き もの、 決して 曖昧模糊 を 許さす、 その 明瞭 疑 ひなき こと 天日 も 及ばざる なり。 

故に 道に 達する の途は 他に あらす、 人 膽に眞 直に 此 明大なる 途を步 むに あり、 彼の ェ風を 凝らす とか 

稱し禪 堂に 結 坐して 幽裡を 夢み、 或は 學海 を跌涉 すると か唱へ て 空理 を鬪 はすが 如き は 決して 道に 達 

する の途に 非す、 醉 ふて は 賤妓の 膝に 枕しながら 覺 めて は 磾榻に 凭れて 淸 風に 臥す と 云 ふ 華、 或は 懶 

坐して 園 碁の 遊戯に 神の 吾人に 賜 ひし 貴重 無 極の 時間 を 徒 消しながら 半睡の 問に 悟道 を； おる 者の 如き、 

如何ん ぞ 神の 意志に して 人類の 律法た るべき 純淸 潔， n なる 此 宇宙の 大道に 達し 得ん や。 

道を識 るは眞 面目の 業な り、 是れ 正に 齋戒 沐浴して 探るべき ものな り、 是れ讀 書して 求むべき ものに 

非す して、 勞 働して 然る 後に 得べき ものな り、 是れ P ハ想 して 幽暗 裡に究 むべき ものに 非す して、 HE 

して，：：： 日赫々 の F に尋 ぬべき ものな り、 蓋 は 道 は 心の にして 腦の 場に 非 ざれば なり、 赏 行の：^ にし 

て 冥 想 の 霉に非 ざれば なり。 


悟道 を 以て 技術の 一種と 見做す が 如き もの は 實に惡 魔な り、 彼 は 之に 依て 道德を 實行界 以外に 驅逐 し" 

s 々世人 をして 仁 t おならざる も 賢人な りと 思 はしめ、 勤勉なら ざる も 君子な りと 稱せ しむ、 夫れ 俳優 

ocoooooooooooooooooooooooooooooo^oo  ^  A  A  A  A  A  ^  A  A 

に 在りて は實 德に缺 くる 處 ある も 其 技に 長す る あれば 名-優た りと 謂 ふ を 得べ し 然れ ども 人 は 不品行 

きか：^ き i^AEI.^」i ユ". ^き」 ャひ^ 卜、 彼の 禪學を 修めし 人に して 譎計 詐術に 富み、 S 呉 

理を 口にしたがら も 人 を 災禍に 誘導す る を 以て 意と せざる 一 種の 悟道 者 ある は、 吾人の 此 言の 不當な 

ら ざる を證し 得て 餘り あるた A り。  - 

本  .X-  * 

道 は 直に 良心に 訴 ふべき ものな り、 徒らに^ 穀的 趣味 を 惹起す もの - 如き は 道と 稱 せらる ベ きものに 

あらす、 〈を か！^」 い 4^4! わや^ 感は 吾人 か 罪に 關 する 羞恥の 感 なり、 故に 先づ Ifs" 人に 深き 悔改の 念 を 喚 

び 起さ ^ る 道 は 邪道な り、 是れ眞 の 道に は 非す、 吾人 を 精神的に 傲慢なら しむる もの、 吾人の 過失 を 

II 瓜 ふに 迷 理の細 網 を 以てする もの は、 吾人が 眞 正の 悟道に 達する の途 を遮斷 する 毒 霧と 云ぶべし、 伊 

太 利 人の 諺に 曰く 『より 善き 者 は 善き 者の 敵たり』 (T1 moKlio  (-  U ニ01 1)210)、 道の 大敵 は 

喃々 として 道 を 語る も眞 個に 道 を說き 得ざる 者な り、 卽ち道 を 以て 道の 體面を 汚損す る ものたり。 

偽學 者、 惡人、 懶漢、 俗物 者 流が 彼等の 良心に 大 苦痛 を 感 する ことなくして 樂 しみ 得る の 道を愼 めよ 

幾多の 奸 物の 良心に 魔睡 藥の效 力 を 奏する 禪宗、 幾多の 偽善者と 軟骨 漢に 痴情 的 愛 心 を 注 人して 安心 

立命 を 夢想せ しむる 官ー 敎師的 基督 敎、 東洋 豪傑 を氣 取り、 能く 飮み、 能く 戲れ、 能く 國事 を談 する も 
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米 一粒 を も 實際的 社き に 供給し 得ざる 幾多の 徒に 尙ほ 達士偉 傑の 誤 想 を 起さし むる 老莊の 末學、 、 、 

ヽ 、 、 、是等 は 皆な 人 を 蠱惑す る ものな り、 國を 亡す ものな り、 眞理の 進步發 逹を碍 ぐる ものな り、 

甚 しい 哉 自ら 潜して 道と 呼び、 宗敎 と唱へ 漫に責 重なる 名稱を 濫用す る 事 や、 吾人 孜々 として 露理の 

聖域に 達せん と 志しつ、 ある 所の もの、 豈 彼等の 美名に 眩 迷され て 吾人の 靈魂を 其 誘惑 的 指導に はす 

ぺけん や。 (二月) 

〇 

救 はれざる 人の 心中 

何となく 悲慘 なり、 春來 りて 花 は^く も其榮 華の 時期の 短き を 思 ふて は 飛 花！： 落の 歎を發 し、 枝 頭に 

佳 禽の囀 づるを 聞きて は 鴛鸯の 契り 長から ざる を 恨み、 明： n; に對 して は 孤獨寂 塞の 懷を 述べ、 江河に 

臨んで は 流水の 逝きて 復 た歸ら ざる を哭 す、 風籟は 悲哀の 曲 を 奏し、 波 清 は 苦痛の 聲を揚 ぐ、 物と し 

て 彼に 死 ある を 告げざる はなく、 事と して 彼に 無常 を傳 へざる はたし、 彼に 歡喜 なきに 非す、 然れど 

も 彼の 常 性 は 悲哀な り、 彼 は 激憤し 或は 悲歌す、 之 を：^ ら すの 術 は 逸 興と 遊 宴と にあらざる はなし、 

彼 幼に して は 父と 母と を 怨み、 長 じて は 兄と 友と を 怨み、 老いて は 子と 社 倉と を怨 む、 癒す ベから ざ 

る 彼の 心中の 悲哀 は 之 を 他に 遣る の途 なければ 彼 は 其 原因 を 他人に 歸し、 以て 聊か 彼の 憂愁 を 減殺せ 

ん こと を 努む、 彼 は 終日 終夜に 幸運の 彼の 身に 到來 せざる を 啷 ち、 他人 を 以て 凡て 彼に 勝りて 幸 幅な 


る 者と 考へ、 彼 自身 は 低に 在る もの- -內 最も 不幸なる 者と 思念す、 彼 は赏に 謝恩の 念を缺 ける 者に し 

て、 彼の 口に 贊 歌なる ものな く、 彼の 心に 港へ 難き の喜樂 ある ことなし、 世に 润 むべき ものにして 救 

はれざる 人の 如き は あら じ、 噫 世間 何ぞ斯 種の 人の 多き や。 (二月) 

救 はわし 者の 心中 

其 中に 閑 日 巧 ありと 云 ふ も 足らす、 寧ろ 歡樂の 永遠に 渉る もの ありと 云ぶべし、 彼 は 朝 暾に對 して は 

欣喜の 聲を 揚げ、 新月の 西 天に 懸るを 見て は 希望 心裡に 動く、 碧空の 際り なき は 彼の 福 社の 限りた き 

を 示し、 青山の 巍々 たる は 彼の 希望の 確固たる を證 す、 彼 は 雪 を 見て 彼の 心の 其 • の 如く 白 からん を 願 

ひ、 雨に N きして 神 恩の 其の 如く 豊かな らんこと を 欲す、 彼 は 風の 蕭々 たるに 神霊の 形な くして 反りて 

效 験の 著しき を 思 ひ、 彼 は 波に 漂 ふ もせ 路難を 意と せす して 彼岸に 神の 天國を 望む、 彼 は 死 を 怕れす 

して 反りて 之 を 喜ぶ、 蓋 は是は 彼に 取て は 新 生涯に 人る の 門 なれば たり、 彼 は 身の 不幸 を 悲します し 

て 反て 之を樂 しむ、 蓋 は 是れは 彼 をして ー警 彼の 神に 近づけし むる もの たれば なり、 彼 は 今 世に 生れ 

來 りし を 悔ゐ す， 蓋 は 彼に 此處に 天の 救 1^ に與 かり、 自己 を自覺 する を 得て 神 恩の 無窮なる を 認識す 

る を 得 たれば なり、 彼 は 他人 を 羨ます、 蓋 は 彼 は 彼の 心に 足りて 他に 求む る 所なければ なり、 彼 は 他 

人 を 恨ます、 蓋 は祌が 彼に ド せし 恩惠は 他人が 彼に 加へ し 害 を 度 ふて 尙ほ餘 り あれば なり、 彼 は 死 を 

急がす、 蓋 は 彼に 取りて は 此世は 天國の 一部分と なりたれば なり、 彼 は 勞働を 愛し、 善業 を 愛し、 勤 

學を嗜 む、 彼に 取りて は 生命 は喜悅 の連績 にして 寤 より 寝に 至る まで 贄歌 は斷 えす 彼の 口に あり、 波 

は 夢に 無窮の 榮光を 夢み、 覺 めて は 魔 鳥と 共に 希望 を唱 ふ、 彼 は 宇宙 を 解し、 歷史を 解し、 萬 有 は 凡 
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て 調和 を 以て 一 屮心點 の 周 園に 囘轉 する を 見る、 彼 は 禱るも 一 も 求む る 所な くして 唯 だ 感謝 を述 ぶる 

あるの み、 歡喜、 希望、 感謝、 是れ 彼の 生命 其 物にして、 彼 は 今 は 老朽 死に 抵 るの 肉體の 中に 宿る も 

のなる を覺ら す。 

世に 羨むべき ものにして 救 はれし 人の 如き は あら じ、 然れ ども 噫 世間 如 斯の人 能く 幾人 か ある 。つ」 月) 

君子 國に 於け る 正直の 憤 値 

曾て 拜金宗 國と稱 せらる X 米！； に 在りし 時、 彼 1： に 於て は 正直 は 一 ヶ月 ki: 弗 (二百 圓) の愤爐 ありと 

の 事 を 聞きし が、 東洋の 君子 國 たる 口 本に 於て は 今日の 處、 正直 はー錢 一 厘の 憤 値 もない、 人 は 彼の 

有する 公 ij^ 證書 又は 株券 等に 依て 價値を 定められ、 彼が 正直なる 事 は 彼に 惯を附 ける 虚 ではない、 反 

つて 之 を 減す る ものである、 素早く 切 廻って、 虛首 をつ くべき 時に ついて、 物事に 餘り 屈託し ない こ 

と は 君子 國今 n! に 於け る 最も 價 ある！；；： 爲 である、 我葷は 勿論 金 錢の憤 値がない とて： 止 直 は 拾て ない 積 

り だが、 去りと て 君子 國 今日の 狀態は 決して 給 構な もので はない と ふ。 (三月) 

正義の 贊成 

正義 は贊 成す る 計りで はいけ ない、 正義 は赞 成して 之 を 行 はなければ ならない、 正義の 贊成は 誰でも 

する、 惡魔 でもす る國會 議員で もす る、 然し 之 を 行 ふ 者 は 滅多にない、 我輩の 主張 とても 爾 ふだ、 之 

を赞 成して 貰 ふ 丈け では 餘り 有難く はない、 之を大 膽に實 行して 貰 はなく つて は； Ifi ら ない、 然し 正義 

を赞 成して 不義 を實 行す る 者の 多い に は 實に困 まる。 (三月) 


英 國に對 する 日本人の 同情 

肥 後生れ の 或る 文士に して 薩長 政" 时の 謳歌 者 某、 南阿に 於け るブ， "ァ 軍の 敗. 贿を 聞いて 其 同僚に 告げ 

て 臼へ る や ふ r 獨立雜 誌 社 は 何ん ぞ此際 トランス バ ー ルに 向け 弔電 を發 せざる や」 と、 彼の 意 蓋し 彼 

が英 軍の 勝利 を豫 期せし に (而 して 何人 か此 事を豫 期せ ざり し者ぞ ある) 菜 して 其の 如く 成り行きし 

を InJ- て斯く 嘲笑 を發 せし なるべし。 

然り、 余輩 はブ ー ァ 人に 向けて 電を發 する 事 あらん も、 彼の 兒玉 某の 鼙に做 ふて 英圃 女皇に 向け 祝 

電を する が 如き 愚 をば 爲 さぐるべし、 我國 滞留の 英國 紳士 某 此事を 聞き 竊に笑 ふて 曰く 「余 は兒玉 

なる 人 を 憎み はせ じ、 然れ ども 彼に 向って 別段に 感謝の 意 を 表する の 必要 を 感ぜす」 と、 英 人の 度量 

實に嘉 みすべき かた" 

ホ  ■:<• 

ネ  氺 

a バ ー ッ元 十一 一 萬の 精鋭 を 率 ひて 南阿の 土：^ 兵 三千 を生挨 にす、 之 を 聞く や 祝電 を發 して 英國の 勝 

利 を I 只す、 是れ豈 に 常 陸 山が 小兒を 捻り 遣し たれば とて 彼に 向て 仰々 しく 祝 辭を與 ふるの 類なら す や- 

斯 かる 場合に 於て は 捻り潰されし 小兒に 向けせ 辭を呈 する こそ 普通人 情に 適合した る行爲 ならす や。 

日本人 固有の 仁慈 義俠の 性 を 殆んど 全く 放棄せ し 明治 今日の 日本人 中に ブ ー ァ 人に 同情 を 寄す る 者の 

所感 及； i 感想 (胡 治 三十 三年)  七三 I 
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多 からん 事 は 余輩の 曾て 豫 期せ ざり し 所な り、 藩閥 政府に 屈伏し、 非理と 知りながら も增稅 案に 贊成 

し、 罪惡 と竊附 きながら 傳奸 淫猥の 輩 を 戴いて 國 (豕的 罪惡を 犯しつ. i める 今 H の 日本人が、 弱くして 

義 しき ブ ー ァ人を 斥けて、 强 くして 不正なる (此 場合に 於て は) 英國に 媚びつ  >- ある は 決して！ ^ しむ 

-  >  拳き •  • 鲁鲁 參1 き鲁参 きき  厶厶 厶厶ムム厶厶厶厶 厶厶  <"<1<<1<-1<1 厶ニ 

に 足らざる なり 內 治の 精神 は 亦 實に對 外の 精神な り、 内に 强 者に 阿ねり 弱者 を壓 する 輩が 外に！？ し 

厶厶厶 ム厶厶  <1<1<"<1<1<3 厶厶厶 ヘーム <3厶<1<厶  <1  *;1<1<1 厶厶厶 0  < "厶  <1<1<3<-<1*1<.-.^  J 

て は 弱者に 同情 を 表し 强 者の 暴 惡を 責め 得る の理 あらん や、 日本人今日の英國に對する追從；^^^?!^^ 

厶厶  <1<«<1厶<3 厶 

も睹 易き ものな り リ 

抑 も 日本人 は 何が 故に 英國に 向って 同情 を 表する や、 是れ 彼等が 南阿 戰爭の 因て 起り し 原 を 究め、 是 

非 正邪の 別 を 明かに し、 而 して 後 英國の 處置を 以て 正當 なりと 信す るが 故の 行爲 なる 乎、 例 を 都下 幾 

十 種の 日刊新聞の 論說に 見よ、 其  一 二 を 除く の 外 は 皆な 悉く 英國 方に して、 其 彼等が 英を贊 する に 於 

て も 一 定の 意嚮 あるな く、 唯 だ 異口同音に 此の際 英 國を贊 して 他日の 報 答 を 萬 一 に 僥倖 せんとす る も 

のに あらす や、 曰く  r 英 1： は 我に 利益 ある 友人な り」 と、 曰く  r 英國は 世界の：：： 取 强國な り、 其感 を 

害 ふべ からす」 と、 n く  r 英 にして 敗れん 乎、 倫敦に 於け る 金利 は 暴騰し、 我 貿易 を 妨げ、 亦 我國： び 

文の 軍艦 製造 を遲延 せし むる 虞れ あり」 と、 卽ち 彼等 は 皆な 利と 不利と に 依て 彼等の 般の 事件に 處 

する 者な り、 彼等の 此の 行 爲に徵 しても 正義 人道の 念て ふ もの 今や 微塵 ほど も 彼等の 心底に 跡 を SS 

めざる 事 を 知る ベ し。 

氺  .....^ 

.X-  * 

實に怕 るべ きもの は 今の 日本人の 心事な り、 彼等 は 利益 ある ものと さへ 見れば 惡 魔と 雖も往 きて 結^ 


し、 與 みして 利益な きものと 認 むれば 犬 使と 雖も之 を追拂 ふ、 彼等 は 日常 利 不利 を 以て 大小 を 打算す、 

彼等 は 交際の 方針に 於て 然 かする もの、 唯り 英國 に對 しての み然 かする ものに あらざる なり。 

ネ  .： や 

然れ ども 憐れに も 彼等 は 未だ 英 人の 性格 を 知らざる なり、 英人 腐敗す と雖も 未だ 彼等の 如くに は 腐敗 

せざる なり、 ミ ル トン を 誦し オル ヅォ スを 暗ん する 英國民 は 未だ 全く 阿 詔 追從を 好む の 民に は あらす、 

:}^ゃ、ゃ，^^の理由を以て抗^んゃ、 彼等に 反って 彼等に 抵抗す ハリ者 を 敬す るな り、 彼等の 强に 媚び 彼等 

の 富に 服す るが 如き は、 是れ 反て 英人 一 般の 好意 を 買 ふの 法に は 非ざる なり。 

*  *  ネ  ぶ 

OOOOOOOOOCOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO  参鲁 参き きき 参翁參 参参肇 

令 日 彼等に 同情 を 表し 置きて 他日 彼等の 吾人に 對 する 同情 を 買 はんとす、 是れ名 は 同情 なれ ども 實は 

卑劣なる 商賣 根性に して 同情の 名を附 すべから ざる ものたり、 若し 個ん 間の 交際に 於て 我の 富 榮を目 

△  <! 厶 厶厶厶  厶 二  △△△△△△  A  AAA-IA^JAAAAAA  <1<1<1<1<〕*1<1ム<1厶<3 厶厶 

的に 我に 同情 (？) を 表する 徒 あらん 乎、 我 は 反って 彼の 卑劣 を 怒り、 彼の 面に 唾棄すべき にあら す 

厶 • 一  .1 △  二  d  A 厶 ，1 △ .1 厶 △ 厶厶 A 厶 

や、 高貴た る 國民も 亦た 爾 かせ ざらん や。 

英國に 元来 正義 愛 國の士 多し、 今や 彼等に 國 家の 存在 を 賭しても 正義 を實行 せんとせ し故グ ラッド ス 

ト ン 氏の 勇 と 信仰な しと 雖も、 彼等の中には此戰爭の終局を吿ぐるを待ちて大に現政」^^に迫らんと 

用意し つ、 ある もの あり、 ジ H ムス、 ブライス は 過日 議院に 於て 述べて 曰く r 戰爭に 勝ちて 後の 英國 

の狀 態に 憂慮すべき 事 多し」 と、 英國 若し 永き.^ 來 にまで 其榮 光を籀 棲すべき 國 ならん に は (余輩 は 

切に 斯く あらん 事 を 希 ふ)、 其國 民が 擧 つて 此 不義の 師を 起せし サ リス ベリ ー、 チヤ ムバ ー レン 輩の 

所感 及び 感想 (明 冶 三十 三年)  七三 111 
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罪 を 問 ふの 時 は 来らん、 而 して 英國 民が 自己の 罪過 を悔 ふる 時 は 其 嘗て 罪過 を 犯せし 際に 彼き に 向つ 

て 同情 (？) を 表したり し 虚偽の 友人 を賤 しむる 時に して、 吾人 は 其 際に 及んで 如何にして -冉 び 彼等 

の 歡心を 買 はんとす る や。 

，： 个  x- 

一一： 一口 あり 曰く  r 英人 信すべし、 英國 信す ベから す」 と、 國家は 卽ち國 民の 組織す る もの なれ ども 國 家の 

行動 は必 しも 國 の 意思の ある 處を 代表す る ものに 非す、 殊に 英國の 如き 憲政の 美 は 殆んど 其 極度に 

達せん とする 國 柄に 於て おや、 政 "肘 をして 無能力なら しむる は 憲政の 美果の 一なる は 政 法 平お の！^々 

i? 道す る 所な り、 政府に依賴する事の至て少き英人は亦政"^!を以て其意思を發表せんとは努めざるな 

り、 是れ 英國の 政府が 常に 英人 一 般の 良心 以下の 行爲に 出づる 理由な りと す。 

-X-  -》 

英國 政府に 依頼して 愚 を 演ぜし 實例は 最近 史に 於て は 千 八 百 六十 年に 於け る 丁 抹阈と 干 八： n 七 卜 八た 牛 

に 於け る 土 耳 古の 失策な りと す、 前者 は 英國の 拨助を 賴んで 妄りに 獨 填の 二 强と兵 を 交へ 其豫 期せし 

援助の 到らざる が爲 めに 戰 敗れて 空しく 邦土の 三分の 一 を 失へ り、 後者 も 亦 英！： の 後援 を 恃んで 露！； 

と 戰ひ殆 んど國 家 壞滅の 厄 運に 瀕せり、 r 英人 信すべし 英國 信す ベから す」、 英國を 賴んで 露たり^ 

なりに 當 らんと する 者 は復た 丁抹、 土 耳 古の 轍を展 まざる ベから す、 豈 深く 戒心す る 所な かるべ けん 

や。 

然れ ども 才子の 頓辏 する 現今の 日本 國は 決して <^silif の此 一一 一一 n に聽 かざるべし、 彼等 は 一度に 英 1： に依賴 


して 何事 を か 仕出来さ れば 息まざる べし、 然り 彼等 は 今日 こそ 英國の 歡心を 買 ひ 置く の 好 時機な り 

と 信す るな り、 行けよ 偽善者 輩、 汝 等の 思 ふが 儘に 此の 美 匿なる 父祖の 國を處 置せ よ、 而 して 他日 不 

<JA 厶<3 厶厶 厶厶  <ム<^  △△△△△<!  厶<"厶<1 △△ ム厶 △△△△<! 厶 

義に贊 せし 天罰が 汝 等の 頭上に 臨む 時、 汝 等の 俗智に 富みし 事を悔 ひよ。 (三月) 

正義と 腕力 

余 華 は 正義 は 最終の 勝利者で あると 確信して 居る、 然し 正義が 勝利 を 得る の 方法 は 世人の 期す る處と 

は 全く 違 ふて 居る、 正義 は 決して 腕力に 訴 へて 勝つ 者で はない、 正義 は 常に 負けて 勝つ ものである、 

是れ 正義の 正義と して 顯 はれん 爲 であって、 若し 正義 以外の 力 を 借りて 勝つならば 世に 正義の 資力 を 

信す る 者 は 無き に 至る であら ふ、 丁度 義人が 貧に り 世に 宭 めら れて 始めて 其 光輝 を 放つ やうに、 正 

義も 腕力の 保護す る 所な きに 至って 始めて 其眞正 の 價 値を顯 はす も の で あ る 。 

,x-  * 

昔時より 今日に 至る まで 正義が 腕力 を 以て 勝った 例 はない、 ソ クラ テ スは雅 典の 共和 國 中で 最も 義し 

い 人で あつたが、 時の 勢家の 毒殺す る 所と なつ. た、 然し 正義 は 之が 爲に 負けて 仕舞 は爲 なかった、 負 

けない 所ではない、 正義 は 彼の 死に 依て 一 際の 勢力 を 得た、 若し ソクラテスが 死な k かったならば ブ 

ラト ー も セネカ も 世に出で i 大膽に 正義 を へたかった であら ふ、 希臘 文明なる もの、 中に 正義と 云 

ふ 観念 を 最も 多く 注 人した も の IH 莨に ソ ク ラ テ ス の 死 で あった。 

所感 及び 感想 (g- 治 三十 三年」  七三 五 
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基督の 生涯 も 亦た 同じ 事で ある、 ュダ 人と ビ ラトと は 潔白なる 彼 を 十字架に 釘け て 殺して 仕舞った が、 

ュ ダ ャと羅 馬と は 間もなく 滅亡して 基督の 勢力 は 今日 年に 月に 增進 しつ -. - ある、 若し 基督が モ ハ メッ 

トの やうに 兵 を 起して 羅馬を 平げ たら 何 ふであった らふ、 基督 敎 なる もの は 早く 旣に 消へ て 仕舞った 

に 相違ない、 實に 世に は 義人 ほど 强 いもの はない、 亦た 正義 を 亡す 爲に 義人 を 殺す が 如き 拙劣なる 方 

法 はたい、 正義 は 義人の 死に 依て 其 根據を 一段 固く する、 義人が 殺される 每に 正義 は 凱歌 を 揚げる も 

ので ある。 

不義が 常に 腕力 を恃 むは 其 不義なる を 知る からで ある、 若し 正義と 覺 らば 腕力 を 用 ふるの 必要 はない- 

腕力 を 以て 正義 を强 ひんと する 者 は 世間に 往々 あるが、 之 は 未だ 正義の 何者た る を 了解し ない 者で あ 

るリ 

基督 敎國の 民で ありながら 是 しきの 事が 解らない と は實に 驚く の-外 はない、 爾 ふして 今 は 彼等の 中の 

基督教の 敎 ，1 までが 「腕力の 福 昔」 を唱 へて 居る、 扭 育に ライマン、 アボットと 云 ふ 組合 敎會の 牧師 

が 居る が、 彼な ど は 盛んに 基督 敎俾 道の 爲に 非律賓 群島の 征服 や、 南阿 二 共和 國の鎭 壓を唱 へて 居る- 

我 圃 に 於ても 彼の 說を 信じて 居る 基督 敎の 敎師は 大分に 居る そうだ、 實に 呆れた もので は 無い か。 

然し 我々 は 決して 恐る k に 足らない、 正義 は 依然た る 正義であって、 縱し 負けても 正義で ある、 勿論 

我々 の 普通の 人情と して 我々 は 正義が 腕力に 訴へ ても勝たん_61^を151^.-むけれども、 是は 正義 其 物の 爲を 


思 ふての 冀 151- ではない、 正義の 爲を 思へば 正義 は 一 度漬 される 方が 宜ぃ、 是は 正義 必勝の 方法で ある 

からで ある、 俗人に は 未だ 不義に 負けて 世に 勝つ と 云 ふ 大眞理 は 解らない、 是は 基督 敎の 奥義で あつ 

て 畢竟 は 人類の 救 とか、 社會の 改善と か 云 ふ 事 も 皆た 此 深い 眞理 〇 中に 籠って 居る ので ある。 

-X-  か 

-x-  .X- 

基督が 殺されて 基督の 敎が 起り、 和 蘭の 良民 二十 餘萬 人が 西班牙 王の 虐殺す る 所と なって、 和 蘭 共和 

國 なる ものが 起て、 亦た 夫れ が 間接の 原因と なって、 英國に は 淸黨の 革命 戰爭が 起り、 米國 にも 獨立 

戰爭が 起って、 夫れ が爲に 世界の 形勢 は 全く 一 變 した、 西班牙 を 潰した もの は 一 昨年の 米 西 戰爭に 於 

ける 米國 ではなく して、 實に 百年 前に 西班牙 人が 殺した 二十 餘 萬の 無辜の 民で ある、 暴力 を 以て 義 

人を壓 した 時に 不義の 權カは 其 衰亡の 途に 就く ので ある。 

英吉利 とても 同じ 結果 を 見る に 至る であら ふ、 彼の 如き 强大 たる 國家は 腕力 を 以て は 到底 之 を 潰す 事 

は 出来ない、 然し 神 は英國 の强を 挫かん 爲に トランス バ-ル の やうな 小國を 起して、 之に 正義 を唱へ 

しめて、 而 して 後に 英國の 清す 所と ならしめ 給 ふので ある、 英國 勝ち 杜國 破れて 而 して 後に 杜 國の唱 

へし 自由 獨 立の 主義 は 普く f 界を 感化す るに 至り、 英國は 其 天の 定めし 壌 減の 境に 臨む ので ある、 余 

輩が 斯く云 ふの は 今や 杜國の 運命の 旦夕に 迫る の を 見て 負惜 みに 云 ふので ない、 是は 確乎 動す ベから 

ざる 歷 史上の 事實 であって、 而 かも 亦た 人生の 一 大祕義 であると 信す るからで ある- U 一一 月) 
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現世の 眞價 

一 

現世 は 俗人に 屬し、 過去と 未来と は 義人に 屬す、 過去に 在て は 俗人 は 其 本性 を 看破せられ、 擰 奸邪智 

の 者と して、 國の賊 として、 人類の 敵と して 歷史の 面 上に 汚辱 を留 む、 未来に 在て は 彼 は 神の 臺 前よ 

り 放逐され、 常闇の 域に 惡魔 と共に 居り、 痛哭 切齒 して 彼の 俗人たり し を 歎く、 彼が 現世に 於て 半 .fd 

年 問の 娱樂を 夢み る を 得た る は、 過去と 未来と に 於け る 彼の 永久の 羞辱を 償 はんが 爲 めの 上天の 恩惠 

に 由ら すん ば あらす。 

牛 羊の 將に 屠られん とする や、 屠 者 先 づ之を 養 ふに 膏 il の 餌 料 を 以てし、 其 筋 を 肥し、 其 肉を豐 にし、 

雨る 後に 之 を 屠殺す、 天が 現批に 於て 俗人 を 惠むも 亦た 此の 如し、 彼れ 現世 以外に 毫の價 似た き 者， 

彼の 身躺に 血と膏 との 加 へらる k や、 彼 は 幾 柯 もな くして 屠場に？ かる、 若し 俗人に して 彼の 富貴の 

何が 爲に 彼に 許さる i を 知り 得る 者な らんに は、 彼 や 恐懼 戰懷 して 一夜の 安 を さへ 樂 しみ 能 はざる ベ 

し 0  i 

現世に 於て 勢力 を 得る 者は禍 なる かな、 現世に 於て 人望 ある 者は禍 たる かな、 現世に 於て 成功す る^ 一 

は禍 なる かな、 現世に 於て 義人と 稱 ばれ 忠臣 愛國 者と して 崇めら る、 者は禍 なる かな、 現世に 於て お 

寵を恣 にし 位高く 勳 重き 者は禍 たる かな、 現世に. 於て 法主、 監督、 坊主、 宣敎師 の 類に 熱 信 ^たりと 一 


譽 めら る i 宗敎 〔\ ぶは禍 なる かな、 此 故に 現世に 於て は 不人^なる を：^ しとす、 逆臣 國賊 として 追 せ 

らる、 を 好し とす、 失敗す る を 好し とす、 位 無く 爵 もな きを 好し とす、 パリ サイ 的 宣教師の 輩に 神 を 

瀆す 者と して 斥けら る、 を 好し とす、 蓋 は 現世に 於け る 迫の 狀態は 未來に 於け る榮 光の 徵 にして、 

吾人 は 現在に 濫樓を 纏 ふと も、 過去と 未来と に 於 マ 王冠 を 戴く を 得べ ければ なり。 

若し 俗人た るの 悲運 を 歎す る 者な らんに は、 是れ 俗人に 非ざる たり、 俗人の 俗人た る は 其 俗人た る を 

自覺し 能 はざる に存 す、 彼 は 俗人た る を 以て 天理に 適 ふ ものな りと 信じ、 俗 以外の 士を 以て 例外 奇異 

の 者な りと 做す、 恰も 旦 ありて 夕 を 知らざる^ 蝣の 如く、 俗人 は 其 短 生涯の 前後に 永遠 無窮の 生命 あ 

る を 知らす。 

現世に 勢力 を 得ん と 欲して 何事 も墮 落せざる はなし、 讀 者の 數を. おいさん と 欲して 雜 誌と 新聞紙と は墮 

落し、 王侯貴族の 赞助を 得ん と 欲して 學 校と 敎會と は墮 落し、 忠ぼ 愛國 者と して 世に 目 せられん と 欲 

して 敎育 家は墮 落し、 領土 を擴 めんと 欲して 國 民は墮 落し、 俗人の 嗜好に 投 ぜんと 欲して 美術と 文學 

とは墮 落す、 現 f と墮 落と は 二者 相 離るべからざる ものにして、 希び- 1 を 現世 以外に 置かす して 一 ：1 貴な 

る 事 あるな し、 神聖なる 事 あるな し。 

要は 全く 現せ を棄 るに あり、 權カを 卑しむ にあり、 俗人 を 憎む にあり、 希 を 堅く 現せ 以外に 繁 ぐに 

あり、 蓋し 現世 は 志士に 滿足を 供す るの 處に あらす、 是れ其 供 せんとす る榮 華と 快 樂とを 放棄して 以 
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て 天上の 更に 大 なる 榮 華に 與 らんが 爲 めの 試鍊所 たるに 外なら ざるな り。 

氺  .： 小 

ホ  * 

此を救 ふの 途は 眞理を 信じて 其 爲に斃 る i に 在り、 成功と 勝利と を 現世に 期して 其 救濟は 望む ベから 

す、 *1 に救濟 事業の 擧ら ざる 所以 は 其 之に 從事 する 者に 失敗の 大覺 悟なければ なり。 (四月) 

不平 家 を 慰む 

世に 惡人も あれば 善人 も ある、 惡魔も 居れば 天使 も 居る、 無慈悲 貪 愁の人 も あれば、 憐愛 無私の 人 も 

ある、 暴風雨の 日 も あれば、 晴 〈仝 一 塵 を 留めざる 日 も ある、 人の 死ぬ 日 も あれば 人の 生る  >- 日 も ある、 

悲しき 時 も あれば 喜ばしき 時 も ある、 闇黑も あれば 光明 も ある、 我等 は 決して 失 §-45 すべきで ない。 

死 を 以て 物の 終結 だと 思 ふの は 間違 だ、 物の 終結 は 死で なくして 生で ある、 惡を 以て 世に 最も 强 きも 

ので あると 想 ふの は 間違 だ、 世に 最も 强 きもの は惡 にあら すして 善で ある、 我等 は： E も 此國ー ケ國に 

生れて 來 たもので はない、 此國に 善人と 同情者と がなければ シ ベリ ャ流寬 中の 口 シャ 人の 中に も、 故 

, 國防衞 中の トランス バ ー ル 人の 中に も 我等の 友人 は澤山 居る、 我等 は义 何も 此 世界に のみ 生れて 來た 

者で はない、 我等 は此 世に 於て は 殺さる. - とも 他の 世に 於て 復活す る ことが 出来る、 詩人 ミルトン は 

彼を穷 しむる 壓制 家に 對 ふて 云 ふた- r 汝は實 に 余の 生命 を 奪 ふの 權を 有す、 然れ ども 余 も 亦 汝の如 

き 者を卑 むの 權を 有す」 と、 我等 は 腕力 を 以て 俗人に 抵抗す る 事 は 出来ない、 然 かし 我等 は 心より し 

て 彼等 を 卑しむ 事が 出来る、 我等 は 確かに 彼等よりも 强ぃ 者で ある。 


彼等に は 金と 位と が あり、 我等に は祌と 思想と が ある、 彼等 は 新聞紙 を 讀んで 喜ぶ も 我等 は 詩 を讀ん 

で 慰む、 彼等 は 鉄 獵と稱 して 天然 を 損 ふて 快と なす なれ ども 我等 は 野 花 を 手に 取て 天然と 共に 語る、 

彼等に 飮 酒の 友 ありて 我等に は 精神の 友が ある、 幸福なる 者 は 決して 彼等に 非す して 我等で ある" 

夫れ だ-か ら 我等 は 喜ぶ ベ き で あ る ， 感謝す ベ き で ある、 我等 は 世 を 憎む ベ き で はなく て 返て 之 を憫む 

べきで ある、 我等 は 及ぶべき 丈け 彼等の 爲 めに 盡 すべきで ある、 不平 家 は實は 我等に 非す して 彼等で 

ある、 酒と 淫 とに 耽ける に 非れば 愉快 を此 世に 得る 能 はざる 彼等 こそ 實に大 の 不平 家で ある。 

此社會 に對て 不平 を唱 ふが 如き は 我等が 未だ 眞の 幸福の 何たる 乎 を 解さない からで ある、 我 を 大臣に 

爲 して 吳れ ぬと か、 我に も 博士の 號 を吳れ ぬと か、 我が 文章 を 高 價に買 ふて 吳れ ぬと か 云 ふて、 不平 

を唱 ふるやう では 未だ 人生の 旨い 所 を 味 ふこと は 出来ない、 そんな 不平 {豕 は 極めて 下等の 不平 家で あ 

0CO0COO0OOCOCOO0OOO00CO 

つて、 我等の 相手と 爲 すに 足らない、 圃 王の 子 は 乞丐が 譽 めて 吳れな いとて 氣に 留めない、 神の 子 は 

俗人 の 稱 贄を以 て 別に 有難い ものと も 思 はない。 

「我等 は (大 の) 王の 子供で ある」、 故に 貴公子の 態度 を 以て 俗人 を 偶 れんで 遣らなければ ならない I 

然るに 彼等が 我等 を 戴いて 吳れ ぬと て 不平 を唱 へる やうで は 我等 は旣に 「王子」 たるの 特權を 放棄し 

た 者で ある。 (raco 

闇裡の 光明 

或る時 は 心 緖惧惱 の 中に 終日 を 達る ことがある、 政府 を 見て 失 $51- し、 政黨を 見て 失 i^w し、 新聞紙 を 見 
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て 失 &i し、 敎育 {X 示 敎家を 見て 失き： し、 亦 我 身 を 省て 失^す、 彼我 孰れ を 見ても 失望の 種なら ざる は 

ない、 或る時 は 實に身 も 靈も消 入る ばかりに 失望す る。 

*  ネ 

ホ  ネ 

然したがら 冀望は 何時もながら 上より 来る、 神の 存在 を 認めて 冀望 は復び 我等の 心に 歸り來 る、 神が 

在す 問は此 世界が 全く 俗化し 去る の 虞 はない、 ッ ラン スバ ー ルの 副大統 頭故ジ ュ ー ベルトが 英： を マ 

ジュバ の 丘に 攻めん とて 家 を 出し 時に 彼の _ ^に 語て 曰 ふた 辭が ある、 卽ち 『英 1： は强 けれども 神は英 

岡よりも 强ぃ』 と、 我等 も 狐 獨此罪 惡社會 に當る 時に 此 信仰 を懷 かなければ ならない。 

何時か 此社會 も 天然の 法則に 隨て 壌れ て 了 ふで あらう、 何時か 軍艦と 丘 ハ隊と 巡 茶と を 以て 維持され て 

t "る 政府 は 倒れて 了 ふで あらう、 正義 發顯の 時 は 吃度來 る、 神の 裁判の 日 は 必す來 る、 我^ は 忍んで 

其 佳節の 到來を 待つべき である。 (四") 

思想と 文士と 報酬 

〇 思想の 溢 出 を阻礙 する もの は 慾 念と 名譽 心と である、 是れ さへ 根絶 すれば 思想 は 1^ 々として：^ き 出 

で 止せざる ものである。 

〇 思想 を 得ん ために は 何にも 必 しも ダン テゃシ H ク ス ピャ を 一 1 むに は 及ばない、 愁念 のない 人の 思想 

は. 其れ 自身に て旣に 詩歌 的で ある、 大.^-のーー；ー11を引州したり、 誰も 知らない 難 を 使 ふたりして 文^.: 


を 以て 自 から 氣 取る 者の 如き は 到底. 取る に 足らない 文學 者で ある。 

〇 世の 要求す る 所の もの は 深い 込 入った る 思想で はなく して、 淸ぃ 透明なる 思想で ある、 そして 是は 

無慾の 人の みが 供す る 事の 出来る 思想で ある、 宇宙と 人生と は 無私 無慾の 人の 眼に 如 3： に 映す る もの 

なる 乎、 是れ 何人も 知らん と 欲する 所で ある。 

〇 眞理 は 萬卷の 書 を 讀み悉 したれば とて 解る もの で は た い、 心の 眼 を 塞ぐ もの は 實は慾 念 で あ つ て 學 

問の 不足で はない、 慾 念 を 取り除い て 見れば 吾等 は 何ん な麗 はしい 宇宙に 棲息して 居る 者で ある 乎が 

解る、 そうた ると 路傍の 野草まで が 吾等の 歡 喜の 種と なる、 様棠 花の 一 技が 吾等に 滿 腹の 冀望 を與へ 

て 吳れる やうになる、 慾 念の 覊 終より 脫 して 吾等 は  一 丁字 を 解し 得ざる も 尙ほ大 詩人 大 E 心 想 家と なる 

事が 出来る。 

〇 ホ ！• マ ー の 大作 とても 他で はない、 是 は希臘 民族が 未だ 文明て ふ 人造 的 装飾 術を發 明せ ざる 前の 彼 

等の 思想 を 綴った ものである、 其內 に哲學 もなければ 美術 もない、 希臘人 有の 儘が イリヤ ッド であり、 

ォ デ シ 1 で ある、 純粹 たる 思想 は 實は文 藝の發 達と 共に 消滅す る も の で あ る。 

〇 それで あるから、 若し 大 思想 を 得ん となれば、 若し 大文字 を 出さう と 欲へば、 吾等 は ルッソ ー の 所 

謂 天然 有の 儘に 立歸ら ねばならない、 卽ち 無邪氣 6 野蠻人 とならなければ ならない、 文 を 以て 世に 鳴 

らんと 欲する が 如き 慾 念 を 結たなければ ならない、 卽ち宗 敎のカ を 借りて 吾等の 邪 意 我 慾 を 殺して 了 

はたければ ならない、 さう さ へ すれば 文學の 復興 は 吾等の 間に 期して 俟 つべき である、 さう さへ すれ 

ば 吾等 は 淸ぃ大 なる 思想 を 出すまい と 思 ふても 出さす に は 居られない 樣にな る。 

〇 せに は 文士の 不遇と か稱 して 世が 文人 を 待遇す るに 薄い と 云 ふて 不平 を 鳴らして 居る 文學 者が ある 

所感 及び 感想 (明治 三十 三年)  >  七 Elll 
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、 

さう だ、 「文士の 不遇」 と は 定めし 社會が 文士に 金 を拂ふ 事が 足らない と 云 ふの だら うが、 そわ は然 

し 餘り立 派た 不平と は 思 はれ な い 。 

〇 文士の 報酬と は 實は金 を 以て 箅 へる 事の 出来る もので はない、 ミルトンの 丁 S 阜を 金に 積ったら 幾何 

であらう と 思 ふか、 之 を 千 萬 圓と云 ふた 所が 決して 高く はない、 思想と 金と は 全く 原 質が 違 ふて 居る 

から、 金の 高 を 以て 思想の 價値を 秤る 事 は 出来ない、 世に は 金 を 出して 原稿 を 買 はふと 云 ふ 人が ある 

が、 之 は實は 文士に 對 して 甚だ 失敬なる 申 分で ある、 吾等 文士 は 全世界の 富を與 へられても 吾等の 思 

想を賣 る 事の 出来る もので はない、 吾等 は 吾等の 思想の 使用 を 出版 會 社に 許して 遣る まで ある、 彼 

等が 吾等に 拂ふ 金に 思想の 代價 ではなく して、 彼等が 吾等に 對 して 抱 藏 する 欽慕の 情 を 代表す る もの 

たるに 過ぎない 害の ものである、 自 から 卑下して 出版 會 社の 雇人と たりし 文學 者の 如き は實は 文士の 

禮を 以て 遇する に 足らざる 者 なれば、 不遇 は 彼の 受 くべき 適 當の 待遇であって、 彼 は 之 を 以て 不平 を 

唱 ふるの 資格な き 者で あ る。 

〇 文士の 報酬と は 出版 會 社が 彼に 拂ふ 金で はない、 叉， が 彼に 向て 呈 する 讚 賞の 辭 ではない、 文士の 

眞 正の 報酬 は 彼が 天より 受 くる 思想 其 物で ある、 之 を 受けし 時の 彼の 歡喜、 之 を 筆に りし 時の 彼の 

滿足、 又 之 を 世に 公に する を 得て 多少の 同意 者 を 得し 時の 彼の 快樂、 是れ千 百 萬^ 金に 勝る の 報酬で 

ある、 是 さへ あれば 文士 は滿 足すべき 者であって、 是れ 以上の 報酬 を 要求す る 者の 如き は 筆 を棄て 何 

にか 他の 業に 轉す るが 宜しい。 

0 新く 云 ふて 余輩 は 何にも 文士た る 者 は 哥，！ に 所謂 「お人好し」 と爲 り、 義俠 をハ湫 取て 出版 會 社の 云 ふ 

が 儘に なれと 云 ふので はない、 文士 は 文士の 威嚴を 維持す るが 爲 めに は 自身 額 を 定めて 會 社に 出金 を 


命す る 事が あっても 宜しい、 是を爲 す は 何にも 金が 欲しい からで はない、 是は 彼等 俗物に 吾人 文士た 

る 者の 尊敬すべき ものなる 事を敎 へんが 爲め である、 文士が 報酬 を 要求す るの は 世の 冷遇 を 歎じて 

はなく して 其 無 禮を憒 て ある、 彼 は 罰金 を 課する の 心 持 を 以て 出版 會 社に 報酬 を 迫る まで ある。 

〇 斯くて 主 は實は 文士であって、 從は實 は 出版 會社 であるべき 害で ある、 會社は 文士に 事 ふべき 害の 

ものであって、 文士 は會 社に 雇 はるべき： i! の もので はたい、 文士と 會 社との 關 係は靈 魂と 肉體 との 關 

係で あるべき 害で ある、 靈魂は 肉體を 主るべき ものであって、 肉體に 仕事して 其 命令に 服すべき もの 

ではない、 墮か 人間と は靈魂 を肉體 の奴隸 となす 者の 謂 ひで ュ かって、 墮落 文士と は 出版 會 社に 雇 使せ 

らる  >- 者の 名稱 である。 (五月) 

責任と 能力 

我等 は 責任の 重い の を 決して 歎すべき ではない、 責任の 在る 處に は必す 之に 伴 ふ 能力が ある、 意氣地 

無し、 ャクザ 者の 類 は 責任の 輕ぃ 者の 中に 多い。 

責任 は 人 を 重く する ものである、 愚人 も 責任 を 負 はせられ ると 賢人と なる、 世に 責任 を 免が れんと 欲 

する 人 ほど 馬鹿な もの はない、 彼は自 から 選んで 馬鹿と なる ものである。 

.X.  -X- 

•X-  ネ 

華族に 馬鹿の 多 いのは 彼に 擔ふ べきの 責任が 寡い からで ある、 日本の 社き に 放蕩 者 や ャクザ 者が 末ッ 

所感 及び 感想 (明治 一 一一 十三 年)  七 E 五 
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子の 屮に多 いのも 亦た 之が 爲め である、 責任の ない 處には 智慧 も 決斷カ も： 势氣 もない、 ^族 を 庇 保し 

て 政府 は 愚 族 を 作りつ i あるので ある、 末 ツ子 を 可愛がって、 多くの 日本の 親 達 は 不幸 兒を签 成しつ 

つ あるので ある。 

今の：：： 本人 は 何んでも 責任の 寡く して 傣 給の 多い 位置 を 欲しがる、 卽ち 彼等 は 馬鹿にな るに は 取 も 適し 

たる 位置 を 望む、 そして 實際 馬鹿者の 數が 此國に 於て 年々 增加 しつ、 ある は 明..：！： なる isiH 貰で ある、 政 

府、 き 社、 學校、 敎會 孰れ も 馬鹿者の 養成 所でな いのは 齡ぃ。 (五月) 

正直なる 愚人 

世に £ 直なる 愚人 ほど 憐れなる もの は 無い やうに 思 はれる、 彼 は 何人に も 馬鹿にせられ、 何人に も 利 

用 せらる、 彼 は 自分が 正直で 爾 かも 愚で あるから 他の 人 は 誰でも 一止 直で あると 思 ふて 居る、 故に 彼 を 

欺く は 最も 容易の 業であって、 彼 は 常に 世の 才子の 餌食と なる 者で ある。 

然し. 化 直で あるから 彼， は 頑固で ある、 彼に 人 を 見る の 明が 無い 代りに、 亦た 人に 許す の 度量が 無い、 

彼 は 正直 一 方で 此世を 渡る 者で あるから、 如何 ほど 利益 を 以て 誘導 せらる.. -も 容易に 之に 應 じない、 

彼 は 俗人に 取て は 茶 だ與 みし 易い 者で あるが、 然り とて 彼 は 亦た 御し 易い 者で はない、 彼は赏 は 俗 社 

會 の：^ 介 物であって、 彼 あるが 故に 多くの 才子と 策士と は廣々 迷惑 を感 する 者で ある。 


然しお 終の 勝利者 は實は 正直なる 愚人であって 才子で はない、 彼 は 一 本鎗で 一 直線に 進む 者で あるか 

ら 多くの 間違 は爲 すけれ ども、 何う か 斯う かして 彼の 目的 點に 達する、 馬鹿正直の者が節を政』^-に* 

つた 例し は 無い、 彼 は 之 を賣ら ない ので はない、 喪れ 得ない ので ある、 馬車 馬の やうな 彼の 一?^ なわば 

彼 は 萬 障 を 飛越しても 彼の 目的地に 達し やうと する。 

余 筆 は 信す 正直に して 愚なる 者 は 在天の 神の 特別に 憐み 且つ 愛し 給 ふ 者なる 事 を、 聖書に 斯う 書いて 

ある 『正しき 人に 患難 多し、 然れど 神 は 皆な その 中より 彼 を 助け 屮 I し 給 ふ』 と。 (五月) 

傳 道の 決心 

最も H ライ 事 は 大政： m 家と 成つ て圃 を： m むる 事で もた ければ、 大文學 者と 成って 國 民の 思想 を 左右す 

る 事で もた ければ、 叉 大道 德 家と 成つ て 人類 を 感化す る 事で もたい、 最も H ライ 事 は謙遍 なる 心を以 

づて眞 の 神 を 信す る 事で ある、 凡て 貴き 事、 凡て 美しき 事、 凡て 勇ましき 事、 凡て 偉大なる 事 は此信 

仰に 籠って 居る、 然るに 世に は 大政 治 家、 大文學 者、 大道 德家 とならん と 欲 ふ 者が 多くして 眞の祌 を 

信じ やうと 欲 ふ 者が 少ない、 世に 英雄 大家の 少な いのは 全く 之が 爲め である。 

•  ...  .X-  ...  * 

我に 慈愛の 心た き は 神が 我が 心に 宿らない からで ある、 我に 恐怖の 心 ある は 神が 我と 共に 在 まさない 

所感 及び 感想 (明治 三十 三年)  七 巧 七 
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からで ある、 我に 美の 觀念 乏しく、 宇宙と 人生と を樂 しむ 事が 出来な いのは 我の 眼が 閉ぢて 神 を 見る 

事が 出来ない からで ある、 我に 歡 喜な く勇氣 なく 希望な く、 常に 重荷 を 負 ふて 遠路 を步 むが 如き 感ぁ 

る は 我れ が祌を 離れて 獨 りで 歩む からで ある、 而 して 惟り 我の みならす、 國 民と 雖も社 會と雖 も、 祌 

を 信ぜす 神 を 離れて 之に 活ける 道 德と談 ゆる 希望との あり やう 苦 はない、 眞の神 を 知る 事 は 我 一 人に 

取りても 我が 國 民に 取りても 最も 肝要なる 事で ある。 

余翬は 今後 ー署 明白に 余輩の 宗敎に 就て 談 らんと 欲す、 是れ 何にも 余輩に 余輩が 作りし 信徒 を 牧容す 

る爲 めの 敎會 あるが 故で はない、 余輩 は 余輩 自身の 爲 めに 弟子 を 作る の 必要 は 更にない、 然し 余 は 

余輩の 宗敎を 除いて 此國を 救 ふの 術 を 一 つも 知らない、 余輩 は 經濟を 以て も 政治 を 以て も 亦 世に 稱す 

る敎 育なる もの を 以て も 此社會 は 救へ やうと は 思 はない、 余輩の 國家 救. 1^ 策なる もの はル ー テル、 ノ 

ッ タス、 ウエス レ ー の それに 均しく、 宗敎宣 傅の 一 事の 外に はない、 保羅は 基督の 一 i 昔 を 以て 恥と し 

ない と 云 ふたが、 余輩 も 彼に 傚 ふて 今より  一 & 5 大膽 にて 幅 昔の 傳播 者と なら ふと 思 ふ。 

ホ  * 

然し 言 ふまで もな く 余輩の 之を爲 さんと する は 余輩が 敎會ゃ 外 W 傳道會 社の 補助 を 受けん と 望む から 

ではない、 是 等の 團體に 封す る 余輩の 態度 は 今後 も 以前と 同じ 事で ある、 則ち 全くの 無關 係で ある、 

神の 眞理と 世に 所謂 敎會 なる ものと は 全くの^ 物で ある。 (五月) 


神の愛す る もの 

祌は 平民 を 愛する、 彼 は 平民 を 愛する 貴族 を 愛する、 彼 は 平民の 權利を 保護す る 王 { 至 を 保護す る、 故 

に 平民の 幸 幅 を增進 せんと 努めざる 貴族に して 永く 其 權威を 維持せ し 者 はない、 平民の 光榮を 計らな 

い 王室に して 長久に 其尊榮 を持續 せし もの ある を 聞かない、 平！ i;- の爲 である、 平民の 爲 である、 尊榮 

と 恥辱、 幸福と 不幸と は 一 に 彼 を 愛する と 愛せざる とに 由て 定まる ものである。 

ネ  * 

偉大なる 事と は 平民の 爲 めに 盡す 事で ある、 貴族の 特權を 切， り 下げて 平民の 權利を 仲ば した 希 臘のソ 

n ンは 偉大なる 政治家であった、 平民の 味方と なって 豪族の 暴 を 挫いだ 怫國の ルイ 第 十 一 世 は 偉大な 

る國 王であった、 平民の 貧 を 歎 かせられて 難 波の 宮殿に 推察の 淚が灑 がれし 仁德 天皇 は 偉大なる 天皇 

であった、 平民た る を 以て 無上の 榮光 なりと 信じ、 君主の 與 へんと せし 位階 勳章を 糞土に 比せし 英國 

の グラッドストン は 偉大なる 人物であった、 平民の 爲 めに 世界最大の 共和 國を 建設した 米國の ヮ シ ン 

トン は 偉大なる 軍人であった、 平民の 生涯 を 歌 ひし バ ー ンスは 偉大なる 詩人であった、 農家の 狀態を 

畫 くに 妙 を 得し 佛國の ミレイ は 偉大なる 畫家 であった、 平民の 爲 である、 平民の 爲 である、 平民の 爲 

に 歌 はない 詩人、 平民の 爲に戰 はない 軍人、 平民の 爲 めに 形 筆 を 執らない 畫家、 平民の 爲に樂 器に 手 

を觸れ ない 音樂 者、 平民の 爲に法 を 立てない 代議士、 平民の 安全 を 計らない 警察官、 平民の 權利を 保 

護し ない 司法官、 平民の 心 を 以て 心と 爲 ない 酉 王、 彼等 は 凡て 小さき 人物で ある、 彼等 は 人類の 進歩 

所感 及び 感 SKS 治 三十 三年)  七 四 九 
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勝 に 名 を 留めざる 人物で ある。 

-X-  ♦ 

最も 榮光 ある 冠 冕 は 金剛石 を 以て 鏤られ たる 冠 冕で はない、 最も 光榮 ある 冠 冕 は 平 ni- の 感謝 ゥ ぉを以 

て 潤された る 冠 冕で ある、 世に 最も 貴き もの は 慈悲心であって、 ぉも^^しきものは自負心でぁる、 上 

を 仰いで， 鼓へ、 下 を 俯して 榮ふ、 盛衰 榮 辱の 岐る k 處 一目 瞭戲 一 である。 

ホ  .X- 

平民 を 愛すれば 天の 神に 近づき、 貴族 を崇 むれば 神より 遠 かる、 凡ての 高尙 なる 道德は 平民 を 友と す 

るより 来り、 凡ての 偽善と 惡德と 腐敗と は 貴族に 媚從 する に 由て 生す、 社 食の 腐 耽 を 歎す る： よ、 汝 

は 敗の 原因 を 知る に 難から す。 (六月) 

平民の.： 疋 義 

平， とは必 しも 貧乏人と 云 ふこと ではない、 せに は 大金 持で 純粹 なる 平 が ある、 米 II の アンド リュ 

1 力 ー ネギ ー の 如き は 其 一 人で ある、 又 平民と は 町人と 云 ふこと でもない、 英 圃のシ ャフッ ベリ ー 

卿の やうた 人 は 身 は 貴族で ありたがら 大の 平民であった、 之に 反して 我國の 御用商人の 如き は 身に は 

一 の 官職 を も帶び ざれ ども 其 根性に 至て は 純粹の 貴族で ある。 

*  ネ 

平民と は實に 神と 自力との 外に は 何ものに も賴ら ざる 者の 稱號 である、 强：^ の 庇 保に 依て 身 を 立てん 


とは爲 さす、 政府の 威力 を 利用して 富 を 作らん とは爲 さす、 位階 勳章を 以て 其 身の 賤 しき を掩 はんと 

は爲 さす、 唯 だ 公平なる 鼓爭と 自己の 力量の 有り 丈け を以 て此 世に 處 せんとす る 者の 稱號 である" (六 

月) 

平民主義の 眞 栢 

平民主義と は 何も 必 しも 貴族と 富者と に反對 する 事で はない、 是は 時と 場合と に 依て 其爲す 所で ある 

が、 然し 夫れ は 其 消極的 半面た るに 過ぎない、 平民主義の 眞 相は實 力の 養成に 在る のて ある、 眞の祌 

を 信じ、 宇宙の 眞理を 探り、 智能 を 磨き、 常識 を强 め、 人に 賴ら すして 神と 己れ とに 頼って 事 を爲し 

得る の 力量 を蓄 ふる 事で ある、 平民主義 を 以て 單に 貴族 撲滅 主義の やうに 見做す 者 は 未だ 此 主義の 何 

た る を 知ら ざ る 者で ある。 

日本 圃に 四 千 萬 以上の 平民の 籍に屬 する 者が あるから とて、 同数の 眞平， おが 此國に 有ら ふと は 余擎は 

決して 思 はない、 名 は 貴族で ありながら 實は 平民で ある 人が 稀に は if る やうに、 名 は 平民で ありた が 

ら實は 貴族の 末派で ある 者 は澤山 有る、 貴族の 生涯 を 羨む 者 は實は 皆な 貴族の 奴隸 であって、 高貴な 

る 平民の 籍に 連なるべき 者で はたい、 眞の 平民と は 平民の 位置 を 以て 滿足 する のみなら す、 平民た る 

を 以て 無上の 榮 とする 者で ある。 
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然し 眞の 平民 は其數 は^だ 少 いが 其 勢力 は 非常に 強い ものである、 彼 は 宇宙の 大能を 託せられ たる 者 

であって、 萬 物 は 凡て 彼の 命に 從ふ ものである、 彼 は 地上に 於け る祌の 代表者であって、 人類 は-せに 

彼の 命を聽 くに 至る、 此事 はナザ レ の大 平民 ィ H ス キリス トが 今や 世界の 王の 王と して 仰がれつ 、あ 

るの を 見ても 分る、 叉 英國ゃ 北米 合 衆國の やうな 平民 圃の 手に 世界の 全 權が歸 しつ k あるので も 分る _ 

平民と は 最も 能く 自然の 法則に 合 ふたる 民で あるから、 彼が 地上に 最.. -權を 得る に 至る は 當然の 次第 

である。 

華族に 列せられ て 數萬圓 の 金 を 政府より 賜 はるの は 名譽の 事で も あらう が、 然し 己 わの 腕に 頼って ..0 

圓の金 を 稼ぎ 出す 事 は 之に 勝る の名譽 である、 何故と 云へば 爵は 一 國の 政府の 與 ふるものであって、 

人造 的で あるの みならす、 亦た 局部 的の 名譽 に過ぎない、 然るに 正直なる 勞 働の 結 51- は 野に 實る 3^ 穀 

の 如き もの、 卽ち 吾人が 天然と 共同して 作る ものである、 贈物の 價値は 之 を 贈りし 者の 大小に 依て 異 

なる もの なれば、 宇宙 萬 物の 主宰なる 祌 より 賜 はりし 百圓は 一 小國 より 貫 ひし 數 萬の 金よりも 贵ぃ事 

は jm ふまで もない。 (六月， 一 

破 壌 者 

釋迦は 婆羅門 敎 の破壞 者であって、 基督と 保 雜とは 猶太 敎の 破壤 者であった、 ダンテと サ ボナ nl ラ 

とル ー テルと は羅 馬加特 カ敎會 を波壞 し、 ブラウンと ゥ H スレ ー とジ ョルジ フ ホック スとは 英闺の 


監督 敎會を 破 壌した、 破 壌す る こと は 時と 場合と に 依て は 決して 惡ぃ 事で はない のみなら す、 甚だ 必 

要なる 事で ある、 若し 西 鄕南洲 や 大久保 甲 東が 舊幕 時代の 日本の 社會 を破壞 しなかったら 如何で あつ 

たら ふ、 我等 日本人 は 今日 此頃 も猶ほ 中古 時代の 迷夢の 裡に 昏睡して 居った では あるまい か、 破 壌 を 

恐れる の は 老人 根性で ある、 進步を 愛する 者 は正當 なる 破壞 を歡迎 すべき 箸で ある。 

樹の 芽が 出る 時には 樹の皮 を 破って 出て 来る ではない か、 筍が 登 天の 勢 を 以て 竹林に 英氣を 放つ 時に 

は 上 の 土塊 を 破て 來る ではない 乎、 世に 破 壌な しの 改良 事業な ど X 云 ふ 者の、 あり やう 箸 はない、 

先づ 破る にあら ざれば 新芽 は發 かない、 先づ 毀つ にあら ざれば 新 社會を 建設す る 事 は 出来ない。 

*  -X- 

*  .X- 

曾て H ドヮ ー ド ケャ ー ド なる 人が 詩人 ダンテ を 評した 語が あるが、 夫れ に 斯う 云 ふて ある 「ダンテ 

は 加特カ 敎會の 精祌を 透察して 終に 之 を 壌 はした」 と、 凡て 物 は 其 精神 を 透察 せられて 其 外形 を 維持 

する 事の 出来ない ものである、 基督が 猞太敎 を 壌 はした の も、 レッシングが ル I テルの 建てた 基督 新 

敎に大 打擊を 加へ たの も 皆な 此 法に 依った ので ある、 宗敎も 政治 も 外部よりの 攻擊位 ひで 容易に 壌れ 

る もので はない、 然し 明白に 其 建設 當 時の 精神 を 透察 せられて、 其 之 を 蓋 ふが 爲に 作られた る 敎會乂 

は 制度なる もの は 微塵に 毀 はれて 仕舞 ふ ものである。 

山！. 

藩閥 政" 时を毀 はす 者 は 維新 當 時の 精神 を發 揮して 之 をして 更に 一 潛 透明なら しむる 者で ある、 『五ケ 

條の御 誓約』 なる もの をド  >  の 詰りまで 論究 すれば 如何様なる 自由 制度で も 此國に 採用す る 事が 出來 
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る、 親鸞 il^J 如の 精神 を發揚 して 今日の 本願 寺 は 一 门も永く其存在を綾ける15^^の出來るものでは無ぃ。 

依て 知る 精神的 事業なる もの は 其 素質に 於て 破壞的 事業なる を、 前者 を獎勵 すると 稱 して 後者 を禁壓 

する は是れ 恰も 火 を 燃して 然る 後に 之に 水 を 注ぐ の 類で ある、 破壞が怖はければ精祌的_5^^業を全く林：小 

止す るが， 冗し い、 精神的 活動と 保守的 苟 安と は 二者 同時に 得られる もので は 無い、 今の 爲政 { 水ゃ宗 敎 

.:M は此 明瞭なる 心理的 事實を 能く 心に 留めて：.^ Si かねば ならない。 (六月) 

第三 年期に 入る 

本號を 以て 本誌 は 其 第三 年期に 人る、 朝に 人望 を 博して 夕に 廢刊の 悲運に 遭 ふ 新聞 雜誌 多き： ：！ 木 八，：：： 

の 社會に 在て、 三年 は 一 小雜 誌の 生命と して 決して 短き 年月に あらす。 

余 鞏は此 社 會が余 |Sf に柯の 求む る 所有て 今日まで 本誌の 存在 を 許せし 乎 を 知らす、 然れ ども 其 未だ 之 

に 向て 死刑 を宣吿 せざる を 見れば、 余 ila^ より 猶 ほ^に か 聞かん と 欲する 所 あるが 如し。 

余輩 亦 何 を か 曰 はんや、 余輩 は 更に 一 曆 明白に 一 曆大瞻 に 余輩の 確信 を 語らん のみ、 余 辈は环 を 人の 

首に 閉ぢて 心 を 天の 默 示に 開かん と 欲す、 智惠 を授 くるの 人 一 人もなき日本今日の社會に於て<^^^は 

人 言 を 顧る の 全く 不必要なる を感 す。 

毀つべき もの を 毀ち、 建つべき もの を 建て、 敎會を 毀つ も 神の； 大國を 建てん とし、 藩閥 政」 おに 不忠な 

る も n: 本 闕に忠 ならん と 欲す、 心に 欺く 所な くして、 余輩 は 不忠、 不ダ .f、 亂臣、 國賊、 破 せら 


る 、も 決して 意に 介せ ざるべし。 

v.^ 輩 は 切論 本誌の 永 綾を预 言せ す、 然れ ども 其 核 かん^り は 余輩の 此 決心 は 動かざる べし。 ニハ =^) 

『自 由 黨』 

我 日本 國に 自由 黨 なる 政黨が ある、 是は板 埒 退 助、 片 岡健吉 たど 云へ る 人々 の樹 てた 政黨 であって、 

其黨 員の 數 から 言へば、 日本 第一 の政黨 であるとの 事で ある、 然し 名が 自由 黨 であるから 自由 を i? 道 

する 黨派 であると 思 ふと 大 間違 だ、 日本 國の 自由 黨は 自由 を唱 ふる 黨派 ではなく して 自由 を赍 る黨派 

である、 斯んた 自由 黨は 伊太利へ 行く も、 西班牙へ 行く も 決して 見る 事 は 出来ない、 實に 世界の 七奇 

の 一 つであって、 富士山の 聳 ゆる 日本 國に 此黨派 ありと は 亦 奇異なる 事で ある。 

それ も 其 害よ、 自由の 何たる 乎 を 少しも 解し ない 國に 出た 自由 黨 だもの を、 一 體 自由 黨 など 始め か 

ら 名を附 けたの が 問 違な ので ある、 何故に 『忠君 愛 國黨』 と 名を附 けなかった のか、 何故に 『至誠 黨』 

とで も銘を 打って、 支那の 偽善 道德を 代表し なかった のか、 愁にコ ロム ゥ H ルゃ ワシントンの 贵 重し 

た 自由の 名 を 取って、 之 を 自由で も 何でもない 彼等の 黨 派に 附 けたの が、 抑々 彼等が 今日の 不始末 を 

演す るに 至りし 始めで ある、 自由と は 論語 や 孟子に 載せて ある 語で はない、 板 垣 伯 達に 此 貴重なる 名 

を 濫用され て は、 淸黨 祖先 は 地下に 憤慨して 居る に 相違ない。 
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下落， ド落、 ドサ， r 日毎の 下落、 M ハ；^ の ドナ： r 明治の 初年に はま さか 斯 くまで も 自由 は 下 T.?w して は lig 

ら なかった、 自由の 眞似 事で はあった が、 然し 少し は 自由ら しい 自由であった、 然し 今日の 自. E は M 

ん であると も 決して 自由で はない、 全黨 派の 良心に 熨斗 を附 けて、 是をシ ー ザル、 コ ロム ゥ エルなら 

ぬ 伊藤博文 公に 奉らん とする に 至て は、 自由の 滑^ 剌も其 極に 達した と 云 はなければ ならない。 

ホ  * 

然しながら 唯一 つ 困った 事に は、 國に 自由がなければ 其 國は竞 に は 亡びて 了 ふ、 自由 黨は惜 むに 足ら 

ない、 是れ旣 に死黨 であって、 斯んな もの i 失えて 了 ふの は、 國 家の 爲め 返て 賀 すべき 事で ある 乎 も 

知れない、 然： J 嗚呼 日本 を 如何せん である、 其 社 會の墮 落 は、 今年 は 昨年より 甚だしく、 來年 は个年 

より 甚 しいに 相違ない、 猶太の 預 一一 一一 I： 者 M レ ミヤが 曰 ふた 「人々 其 友人 を 疑 ひ、 其 兄弟に 信 を §|d かす」 

と は 日本 今日の 狀態 ではない か、 そうして 自由の 衰退と 道德の 腐敗との 間に は、 極々 緻密なる 關 係が 

- あるで はない 乎、 日本の 道德 論者 は、 此 明白なる 事 赏を辨 へないで、 荐 りに 道德の 腐敗 を 歎.：： る、 

彼等 は國に 良心の 自由が ないから それで 其 道德が 腐敗す るので ある こと を 知らない、 彼等 は强 的敎 

育 を 施して、 而 して 此國を 君子 國と なさう として 居る、 彼等 は 種 を 蒔かす して 實を得 やうと 爲 て- る、 

彼等の 道德 論の 日々 に 喧しき に 係 はらす、 國 民の 道德が 日々 に 下落して 來 るの は 全く 是が爲 である。 

然し 何にも 驚く に は 足らない、 自由の ない 國に 自由 黨 のな いのは、 风の蔓 に 茄子が 實ら ない のと M 然 

である、 自由なる もの は實は 日本 國の大 禁物で ある、 日本 國には 蓄妾の 自由 は ある、 然し 良心の. m:.H 

はない、 如 斯き國 に 於て 自由が 萎微 して 了 ふの は 決して 奇異で はない。  - 


然し 我等 は 如何と もす る 事は屮 z 来ない、 今や 國 民, 一致して 墮 落に 向て 進みつ i ある、 日本人 は 今 は 

^^ーTかゃ^'^ト4J^-でかI^5ぃぃひ、 穰 濁に 沈む のを稱 して 愛 國と云 ふて 居る、 此勢を 以て 進めば、 今年 

は 自由 黨の 死滅 を 見、 明年 は 進歩 黨の 絶息 を 見る 事で あら ふ、 我等が 祖先より 承け： S ぎ 来りし 凡ての 

善き 事 は、 年と 共に 消へ 失せて、 明治が 齢 五十 を 加へ る 頃 は、 日本人の 精神なる 者 は 影 も 形 も 無くた 

るので あら ふ。 


〇、 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇。 


然しながら、 嗚呼、 然しながら & . 

支那 主義 


i  (六月) 


睦 軍 は獨逸 式で、 海軍 は英 式、 美術 は 伊太利 式で、 衣服 は 佛蘭西 式、 外物 は 凡て 歐羅巴 式で、 道德 丈^ 

け は 支那 式と は實に 驚く 外ない、 歐洲 人の 身體に 支那 人の 靈魂を 注ぎ込んだ 者、 是が 卽ち个 口の 日本； 
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人で ある。 

支那 人たり し 丁 汝昌が 率 ひし 北洋 艦隊 は、 比較的に 歐羅巴 的な りし 日本 艦隊の 爲に 全滅せられ たで は 

ないか、 然 らば 某 侯 某 伯の 如き 重に 支那 的敎 有に 依て 成長せ し 人の 統治 を 受けて 居る 日 木の 繭 {| が、 

全然 歐羅巴 的なる 英國ゃ 露國と 衝突す る 折に は、 丁 汝昌が 威海 衞に 於て 遭 ひしゃうな 運命に 遭 ふの 危 

險は あるまい か、 二十世紀の 競 爭場裡 に 於て は、 支那 的なる は 總て收 北の 徴候で ある、 支那 的 政治、 

支那 的敎 育、 支那 的 道德、 是れ 皆な 國 〈7^ を 滅亡に 導く ものである。 

心に もない 誇大の 言 を 於ち、 言語が 綺麗で さへ あれば 心まで が淸ぃ 事と m 心 ひ、 政府に 對 して ：21 抗を i? 

へる おがた ければ、 夫れ で國ク A が 泰平で あると 想像し、 何んでも 無事に 一生涯 を 送らん とする 卑： g 根 

性、 是が卽 ち 支那 人の 根性で ある、 進歩よりも 平和 を 愛し、 眞理 よりも 安 を 愛し、 若し 外忠の 我に 

迫るな くば、 3： 時 迄 も 安臥 せんとす る、 是れ亦 支那 人の 根性で ある、 余聚は 無謀なる 共和主義、 粗； Is^ 

なる 社會 主義 を 懼れる 者で あるが、 然し 是等 とても 支那 主義 を 懼れる 程に は懼れ ない、 共和主義の 爲 

®  ®  S  r?) (ふ 3  0  5  ®  ©  ®  0  s つ， >  G  3  0  (。リ (A  G>  3  (ぶ ®  ？)  10  (。-  G  ©  ®  3  (。) 

めに 斃れた 國の例 はない が 支那 主義の 爲 めに 亡びた 國の例 は澤山 ある、 國家的 生命 を 減殺す るに f 取 も 

厶<,1厶么厶厶<.-厶厶<<1厶厶<3厶<3厶厶<"厶<3<1厶厶  厶 

效 力の ある もの は 支那 主義で ある、 支那 主義 は 支那 人の 愛 奥す る 阿片の 如き ものであって、 其 結 2^ は 

陲的 平和 を來 たす と 同時に、 亦 la- 的 生命 を 1  おめ 終に は國民 をして 死に 至らし むる 者で ある。 

*  .X.  *  .X- 

西^ の 肉由 主義、 獨立 主義な ど は、 神經を 刺激して 返て 生命 を强 める ものである、 之に：2^して支那の 


服； 主， は、 一時 は 吾人に 平和と 安眠と を 供す る なれ ども、 然も 吾人の 神經を 鈍らし、 竞には 吾人 を 一 

して 不能者たら しむる 者で ある、 日本に 於け る 支那 主義の 採用が、 漸次に 其 國家的 生命 を减 殺しつ ふ： 

ある は、 火を瞎 るよりも 明かなる 事實 である。 

ホ  ...  ネ 

人 は 曰 ふ 漢字 を 魔 すれば 日本の 國家は 滅亡 せんと、 余輩 は 曰 ふ 若し 然 らば 日本の 國家は 終に 亡びざる 

ベから すと、 支那 文字に 生命の 基礎 を 据えし 國 家は禍 なる 哉、 そ は 優勝劣敗の 天則 は 支那 文字の 永績. 

を 許さ 5. れば なり、 死と 浮沈 を 共に する 者 は 死す、 死すべき 支那 文字に 依て 阈〈¥ 的 生， V 、叩 を繁 がんと 欲 

する 者 は竞に 死せ ざるべ からす。  k 

文字 は 支那 文字 を 用 ひ、 道德は 支那 道德に 依る 事 なれば、 其靈 魂が 支那 靈魂 である 事 は 言 ふまで もな 

い、 然し 若し 日本人の 靈 魂の 入 替が 日本 國の 存在 上 必要で あると ならば、 日本人 は 支那 文字と 支那 道 

德とを 全然 排斥せ ねばならぬ。 「六月) 

人の 愛と 幸 福 

君寵と 人望と は 一 般に 幸福の 基ゐ である やうに m 卞 かて 居る 人が 多い、 君に 愛せられて 民に 仰が るれば- 

夫れ で 人生の 幸福 を總て 身に 享 けた 者の やうに 思 ふ 人が ある、 然し 是は 決して 雨う ではない。 一 

如 tE- なる^ とても 人であって 神で はたい、 君の 心の 變り易 いのは 普通 一般の 人と 異なる 所 はない、 ® 

w 感及. ひ 感想 eg 治 三十 三年)  七 五 九  一 
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に 恩 を 承け て 暮に死 を 賜 ふと は、 幾度と なく 東洋 諸 邦に 於て 行 はれた 事で ある、 君に 愛せら る、 に は 

^の 心に 投じなければ ならない、 賢人 必 しも 君寵 を 蒙らない、 獰人必 しも 君寵な しと は 云へ ない、 故 

に臣 たる 者の 品性 は 君寵の 有無 を 以て 定める 事 は 出来ない。 

人望 とても 同じ 事で ある、 君 一人の 寵が當 てに ならぬ やうに 民 萬 人の 仰望 も賴 みに はならない、 國尺 

の 趣好なる もの は 流行 衣の 變る やうに 常に 變る ものである、 今年の 愛 國者は 明年の 國賊 である、 常に 

民の 人望 を 失 はない 政治家 は、 大抵 は 世と 共に 移り行く 封 巾 間 流の 人物で ある、 何時 迄 も 人望 を 檠ぐ人 

で奸 物で ない 者 は 滅多にない。 

幸と は 神に 愛せら る 仕事であって、 不幸と は 神に 棄 てられる 事で ある、 心の 眼 を 以て 神 を 見る 事が 出 

來て、 彼 を 我が 父と 呼ぶ 事が 出来て、 我等 は 始めて 眞 正の 幸福の 何物た る 乎 を 知る 事が 出来る、 是は 

ー點の 不幸の 伴 はざる 幸福であって、 貧富 盛衰の 變遷 のない 幸福で ある、 神に 愛せられし 我等 は、 富 

んで 一 曆 深く 彼の 愛 を 知り、 貧して 亦 彼の 祝福 を感 する 事が 出来る、 神に 愛せら る k 事 は赏に 人生の 

幸福の 總て^ ある。 (六月〕 

東洋 の 大地震 

來 たぞ、 來 たぞ、 東洋の 大地震が 來 たぞ、 是 は早晚 何時か 一度 は 必す來 なくって はならぬ ものである 

が、 然し 斯う 早く $ やうと は 思はなかった、 是は 一 は 天が 南 阿邊の 自由 か 民の 叫 號の聲 かれて、 


斯 くも 時機 を 早められ たの かも 知れない。 

若し 天 山 以東 太平洋に 至る 迄の 地 を ー體と 見做すならば、 支那 は 五臓 を藏 する 胸部 腹部であって、 朝 

鮮ゃ暹 羅安南 は 其 手足た るに 過ぎたい、 日本の 如き も 東洋の 腦髓 であるか も 知れない が、 然し 消化 機 

と 血液循環 機と を 具へ ない 頭 は 役に立たない、 支那 は 亡びても 日本の 獨立は 未来永劫 變る ことな けん 

たど 云 ふ 人 は、 未だ 生理 學の 初歩 を も 知らない 人と 言 はたければ ならない。 

然るに {■ 九 世紀の 末期に 方て 日本に 伊藤博文 侯、 陸 奥宗光 伯な ど 云へ る博學 多才の 人が あった、 i 等 

は 馬關條 約なる もの を 結ぶ に 方て 日本の 利益ば かり を 顧みて 支那の 利益 を 少しも 考 へなかった、 f 等 

は 卽ち當 時の 專門醫 の 如き 者であって、 腦病を 癒す 爲 めに は 肺 や 胃腸の 健全 を 少しも 思ない 者で ある" 

彼等 は 東洋の 主腦 たる 日本に 一時の 全癒 を來 した、 然し 之が 爲に その 胃揚 たる 支那 は枯衰 して 其 死滅 

は 今や 旦夕に 逼 つて 来た、 東洋 復活 を 名と して 始めた 日 淸戰爭 なる もの は、 今から 見れば 實は 東洋 死 

滅の爲 めの 戰爭 であった。 

支那 を啖て 日本 を 肥さう とした 日本の 愛國 者が 目を醒 すべき 時は來 つた、 軍艦 は 出来 上った、 陸軍 は 

四十 萬に 達した、 サァ是 から 如何して 此大 軍艦と 大 軍隊 を 使用して 東洋と 日本との 獨立を 維持す る だ 

らう 乎、 此所 日本の 經綸 家の 手腕の 見所で ある。 

所感 及び 感想 (明治 三十 三年)  七 六. 1, 
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大丘 〈を 出さん 乎、 列國の 感情 を 害する の 恐れ あり、 出さ^らん 乎、 何の 爲に 兵備 を增 せし ぞ、 尺 の靑 

血 を 絞って 軍備 を擴 張せ し は 軍人 を悅 ばす 爲 めの 方策に は あら ざり しならん、 軍備 は 遊戯と して は餘 

りに 高價 なり、 日本の 如き 貧乏 阈は如 斯き遊 戲の爲 めの 出費に 耐 ゆる ものに あらす。 

ホ  み 

進取 的 態度 を 執らん 乎、 列國と 衝突の 虞れ あり、 保守的 態度 を 取らん 乎、 國 ^ の 攻搫を 如何せん、 進 

まんと して 進み 得す、 退かん として 退き 5!： す、 進退 維れ ベロる と は 昨ん r 夜毎に 藩閥の 老路に 惡夢を 促す 

好 題目なら んリ 

國家 主義と 稱 して 外國の もの は 何んでも 取れる 丈け 取て 來て 內國を 富まさん とする 大 誤謬 主義が、 此 

悲 むべき 境遇 を 東洋の 天地に 來 たせしたり、 支那 を 救て 以て 日本 を 救 はんな ど 上 K ふ 主義 は、 我が！： 

人の 笑 \lt する 所と なりし 故に、 支那 は 亡びて 日本まで も 危機に 迫る に 至りし 也、 國家 主義の 害毒なる 

もの は實に 如斯、 余輩が 之 を 蛇蜗視 する も 亦 ならす や。 

人 は 蒔きし もの を 刈り取らざる ベから す、 日 淸戰爭 は 東洋に 滅亡の 種 を 蒔け り、 而 して 戰、 局 を 終て 

玆に五 年、 其實は 熟して 淸 朝の 滅亡と ならん とし、 支那の 分割と して 終らん とす、 鳴 呼是れ 誰の 愆ぞ 

や。 

.》  -X- 

然れ ども 支那と 共に、 多分 東洋と 共に、 滅亡に 歸 する もの は 支那 道德 なり、 東洋主義 なり、 此近 i^、 


此 主義に 依て 成りし 日本の 藩閥 政府の 如き は 支那と 共に 滅亡すべき ものたり、 亡ぶべき もの.， 亡ぶ る 

亦慶 jsi- たらす や、 余輩 は 日本に も 支那に も 東洋に も 列强、 鋒 を 連ねて 来る も 亡すべからざる もの ある 

を 信す、 清朝 亡びて 後に、 藩閥 政」 时 幾れ て 後に、 總 ての 偽善、 總 ての 虛儀虚 禮、 總 ての 人 爲的權 威の 

東洋の 天地より 消え失せて 後に、 眞 正の 日本 國は東 诲の濱 に 立つ に 至り、 眞 正の 朝鮮と 眞 正の 支那と 

は 相 和して 白山 崑 の 麓に 起り、 其 時 は 15- 洋人は 偽善者の 支配 を 受けす して、 眞 人の 配ドに 服す るに 

至らん。 

來れ東 作の 危機、 余輩に 之に 耐 ゆるの 確信 あり。 (六月) 

我 を 作る 二 元 素 

我に 東洋 的、 保守的、 退嬰的、 因循 的、 偷：： M 的、 恐怖 的 元素 あり、 我 は 之 を 我が 祖先より 受け、 我の 

接觸 せし 支那 的 思想より 得たり、 然れ ども 我 は 之を惡 み、 之を賤 しみ、 如斯 卑屈 分子の 我 裏に 在る を 

恥づ、 我の 進歩の 遲々 たる は、 我に 此 東洋 的 元素 あれば なり、 我が 思想の 常に 沈 1^ 一し 易く して、 我に 

登 天的大 希け 1- なき は、 我の 社 會と敎 育 家と が、 我に 注入せ し此 支那 的 元素に よれり、 我の 悲愤し 易き 

條慨し 易き も、 亦 同一 の 壓抑的 理由に 依ら すん ば あらす、 我に して 若し 我心 裡の 奥. 1^ より 此 東洋 的ー兀 

素 を根絕 する にあら ざれば、 我 は快澗 たる、 希 に 富み 且つ 歡 喜に 滿 つる 進取 有爲の 人た る を S!: ざる 

べし G 

ik- 感々 び 感想 (明治 三十 三年)  お 六) 一一 
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然れ ども 幸に して 我に 亦、 西洋 的、 ァリ ヤン 的、 進取 的、 遠望 的、 革新的、 超自然的： 儿素 あり、 我 は j 

之 を 我が 多少 學び 得し 西洋 文學 より 得たり、 オル ヅォ ス、 ブライアン 卜の 詩編より 得たり、 我 は 殊に I 

之 を 我の 信ぜし 基督 敎の 敎訓 より 得たり、 之 あるが 故に 我は此 絶望的 社會に 在る も其吞 下す る 所と な 

らす、 夭氣 地上 を蔽 ふて 晝尙ほ 暗き 時と 雖も、 尙 ほ雲& 5 を排 して H 光 を 仰ぐ を 得る たり、 我が 悲哀の - 

下に 歡喜 あり、 我が 憤怒 を 支 ゆるに 愛 心 あり、 我 は 强壓を 憚らす して 自由 を唱 へ、 我 は 死の 後に 望む V 

而 して 我の 之 を爲す は、 我が 本来の 性と 周 園の 境遇に 依る に 非す して、 我が 幸に して 接觸 する を し ， 

輸 人的 新 元素に 因るな り。 

山^  ホ  _ 

鳴 呼 東洋 的 元素なる かな、 是れ我 を 殺す ものな り、 嗚呼 西洋 的 元素なる かな、 是れ我 を 活かす ものな 

り、 而 して 我 は 信す、 洋の 東に あるが 故に、 東洋なら す、 洋の 西に 在る が 故に 西洋なら すして、 後 を 

顧る 者 は 東洋に して、 前 を 望む もの は 西洋なる 事 を。 (六月，) 

我の 物  一 

我に 我の 物 あるべき 害な し、 我 は 神の 僕に して 我が物 は總て 神の 物な り、 我の 家、 我の 妻子、 我の 事 ： 

業、 我の 生命、 是を 我の 物と 稱ふは 人と 社會 とに 對 して 稱 ふに 止て、 神と 萬 有に 對 して 稱 ふに 非す、 

神に 對 して 稱 はん 乎、 我 は 一 物 を 有せざる 者な り。 (六月 ン  ； 

我の 事業  ， 


人 は 我の 事業 を 語る、 過る かな、 我に 或る 他の 者より 委託され たる 事業 あり、 然れ ども 我の 事業なる 

もの 一 も あるな し、 我 は 彼の 番頭の 如き ものにして、 我の 責任 は 彼の 家 を處理 する に 方て 忠實 なる に 

あり、 我の 利 を 計らん が爲 めに 簡 くに 非す、 彼の 榮光 を顯 はさんが 爲 めに 竭 すなり。 (六月) 

0  憤 

ビス マ ー クは 曰く、 「我 を 嘲る 者 ある も 我れ 彼 を 免す を 得べ し、 然れ ども 我が 皇帝の 名 を 損する^ あ 

らん 乎、 我 は 彼に 假借 する 所な かるべし」 と、 我 も 亦 HI はんと 欲す、 「我の 名 を 汚し、 我の 利 を： i§ ぐ 

る 者 ある も 我れ 自由に 彼を恕 する を 得べ し、 然れ ども 我が 神の 聖 意に 逆 ひ、 彼の 攝理を 妨げん とする 

者 あれば 我れ 彼を排 して 息まざる べし」 と、 我に 私忿 なる ものな からん と 欲す、 然れ ども 我に 神の 爲 

めの 熱心なる もの ありて、 我 は 彼の 聖殿 を淸 めん 爲に は、 彼の 人類 を 救 はんが 爲 めに は、 金鐵を ぎし 

て も. 猶餘り あるの 憤怒の 我に あらん 事 を 欲す。 (六月) 


所感？ び 感想 (明治 三十 一 一一 年)  セ 六 五 
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溝 寅 

一二 卩  、L 


力 r 日の 困難 

(，叨 治卅 一 年 七ガ十 ： = 相 州 葉. H 一 a- 期 M,- 校に 於て) 

私に は 或 意味から 言 ひます ると 亞米利 加から 歸 つて 来まして 今年で 丁度 十 年になります るが、 其 問に 

私に 取りて は 日曜日 卽ち 安息日と いふ やうな もの は 一 一年に 一 度し か來 ない。 一 週間に 一 度 づ.. ，來 るべ 

きものが 二 年に 一度し か 来な いのは どう 云 ふ もの かと 云 ふに、 此節 は宗敎 上の 御 話 を 爲し叉 宗敎を 共 

にす る 方々 と 一 緒に なって 私が 話 を 致す こと は 私に 取りて は實 際に 夏期 學 校の 時より 外は來 ない。 夫 

で 夏期 學校 は關 東と 關西 とに 交る く あるので 私は關 西が 大嫌 ひであります から 關 西の方へ は 行き ま 

せぬ (大笑)。 關 東で 無くて は 殆ど やらぬ 事に 規則 を 極めて 居ります から 了 度 一 一年に 一 度で 無くて は 

私の 順が 廻って 來 ない。 夫 故に どうか 今年 は關 東です から 出て 下さいと 賴 まれる 時には 少し は ll、r- て 

私 は ヶ年は 行き ませぬ 杯と 言 ひます が實は 腹の 屮 では 嬉しい (大笑)。 何故と 言へば 私に は敎會 とい 

ふ ものが 無い、 ^幌を 出て 以來 何處の 敎會も 私の 氣に 人った 敎會 はない、 けれども 矢 張 人 である 故 


か 友達が 欲しいです、 何處か 私の 考を 話し 諸君の 考を 聞く 所 を 欲しい。 夫で 多くの 方々 には祌 さまが 

一 週間に 一 度づ i さう 云ふ樂 みを與 へる けれ 共 私に は 其 樂をー 一年に 一 度づ 、與へ て 下さる〕 さう 云 ふ 

有様に 居ます 私です から 今晩 どう 云 ふ 話 を 致したら 宜しい か 分らない。 一 週 問に 一 度づ i 說敎 をす る 

ので も 言 ひ 切れない 程 言 ひ 度い 事が あるのに、 一 一年に 一 度し か 来ない 安息日の 事故 隨分 言へば 言 ふ 事 

は澤山 あるので す。 けれ 共 亦 さう は實 際に 話す 時がない。 依て 私の 管 見から して 今日の 社會に 自分の 

身を處 する 上より 考へ て、 今日は どう 云 ふせの 中で あるか、 私 は 諸君と 共に どう 云 ふ 時に 生れて 來て、 

どう 云 ふ國に 働いて 居る ので あるか、 此 等の 問題に 付て 私 は 始終 獨 りで 苦心して 居る もので 御座いま 

すから、 先づ其 有の 儘 を 御 話し 致したい と E 心 ひます。 

勿論 此御話 を 致し ますれば、 私 は 前から 申 上げて 置きます けれ 共、 私は實に絕^5-^的の結論に達したけ 

れ ばなら ない、 吾々 は 極めて 苦しい 所に 居る と 一一 ：ーロ はなければ たらない。 若し 今晩 一 度の 會合 であるな 

らば. 私 は 諸君に 其 苦しい 御 話ば かり をして 歸ら なければ たらたい。 然し 私 は 勿論 苦しい とば かり は 

思って 居ない、 實に 苦しい 世の中に 生れて 来て とんでも 無い 時に 天が 私 を 斯んな 所へ 遣 はし 給うた と 

思 ふけれ 共、 併し乍ら 义 夫に 應す るの 方法が あると 自分で は考 へて 居ます。 又 どの やうな 苦しい 境遇 

にしろ 夫に 勝つ 所の 力が 何處 かに 備 へられて あると 信じて 居ます。 夫れ ですから 私の 御 話 は tm?? さ ly 

(悲釗 ) で 初めて smedy  (喜劇) で 終る ものです。 

そこで 「ケ は」 とい ふ 事に 付て 今晩は 御 話 を 致したいです が、 御 承知の 通り 今日 を 知る とい ふ 事 は 難 

屮の 難で ある。 斯ん なむ づ かしい 問題 は 外に はない。 己 を識る ことが 最もむ づ かしくて 人 を識る こと 

の 方が やさしい と 同じ やうに、 過去 を 知る こと、 或は 未來を 知る こと は 左程む づ かしい 事で は 無い。 

0 演  .七 六 七 
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丁度 外國 人が 日本 を 見ました 時に 公平な 考 が出來 て、 叉 吾々 が 外！： を 見る 時に 外國 人の 見る ことの 出 

來 ない 所 を 見る ことが 出来る やうに、 過去と 未来と は 犬に 見易い 所が ある。 けれ 共 我々 の 住って tig る 

ケ 日と 此 所と を 知る ことのむ づ かしい 事 は 何人も 承知して 居る。 併しながら 义是程 大切な 問題 は 無い。 

過去の 事 は 我々 が 之を歷 史的に 又は 參考 的に 學 ぶので 厶 ります けれ 共、 若し 誰 にても 我々 は 今日は ど 

う 云 ふせの 中で あるか、 どう 是に處 して 宜 いかと 云 ふ 事を敎 へて 吳れる 人が あるならば、 我々 は 何 よ 

りか 夫 を 知りたい。 私 は 毎朝 起る と 一 番に プラト ー、 ァ リスト ー トル 、バウ 口、 ョハ ネの 書いた もの 

を讀 みさうな もの だが、 實 際白狀 します ると、 私の 家に 居る 書生さん が 知って 居ります が、 私の 朝 起 

きて 一番に 讀む もの は 何で あるかと 云へば 矢張り 新聞紙で ある。 何故 新聞紙 を讀 むの か、 今日が 知り 

たいから である。 誰が 內閣を 組織した とい ふやうな 事 は 詰らない 事で ある けれ 共 矢張り 知りたい。 

の 戰爭で ネル ソ ンが 勝った とか、 或は 彼が 西班牙の 艦隊 を 西 印度から 逐 ふて 来たと かいふ こと を む 

事 も 面白い 事で ある。 併しながら 其 面白味 は サン ブ ソン 將 軍が サ ン チヤ ゴ の 港の 外で 西班牙の 艦隊 を 

打 崩した とい ふ 事に 絞べ ると 百 分の 一に 足らない、 我々 に 取りて は 「今日」 程 大切な 問題 はない。 亇 

日 を 知る は 過去 を 知る やうに 容易くない、 然し 是に 就て 多少の 公平なる 考を 得る ことの 出來 たいこと 

は 無から うと 思 ふ。 

何れの 時代 にても 苦しく 無い 時代 は 無かった と 思 ふ。 百年 前に 生れた 人 も、 三百 年 前に 生れた 人 も、 

其 時代に 處 して、 其 時代の 責任 を 負うて 居った のです から、 勿論 時代相 應の 困難 はあった に 相違ない。 

けれ 共 過去の 歷. 5:<と 今日の 實 際と を 出来る 丈け 公平に 考へ て 見る と、 今日 此 十九 世紀の 終り は 十八 世 

紀の 終りよりも 困難た 時で あると 言 はなければ ならない。 百年 前の 文明 國の 人が 世の中 を どう 見て 25  , 


つた かと 言 ふに、 丁度 佛蘭西 革命の 時であって、 實 に歐羅 巴は慘 憎 たる 屮に 31? つて 何事 も 波壞の 時代 

であった。 そこ は 我々 の 方が 幸 幅の 位地に 居る かも 知れない。 成程 戰 (学 も ありまし たが、 怫蘭 西の 樣 

に 諸 强國が 皆 寄って 包擊 をな したと 云 ふやうな 位地に 我々 は 居ない 事 は 確かで ある。 けれ 共 我々 が當 

時の 怫蘭西 人 英吉利 人 を 羨んで 已 またい 一 つの 譯が ある、 夫 は 何で あるかと 一一； 一 n ふと、 トル 世き. のきい 

の 人に は 確かに 先き が 見えて 居った、 或は 見えて 居らす とも 彼等 は 見えて： 115 ると 思って 居った、 卽ち 

目的が 定まって 居った から實 に 幸！  g な 者であった。 ヲ ルズヲ ルス は 「プレル ー ド」 とい ふ 彼の 詩の 中 

に 「十八 世紀の 終りの 人に は 人生 其 物が 希望で ある、 卽ち 今日 活 きて 居る 事が 極樂 である、 此世 では 

何事 も 人間に 屮 I 來な いこと は 無い」 と 云うた。 勿論 斯う 云 ふ 確信が あつたから こそ 佛國 革命の やうな 

大瞻な 事 を やった ので ある。 其 確信の 無い 者と 較べ て 見れば 彼等 は實に 幸福な 者で あつたと 思 ひます 。- 

我々 今日の 有様と 十八 世紀の 終りの 佛蘭西 人 英吉利 人の 有様と は 其點に 於て 確かに 違 ふ。 彼等 は戰爭 

をした が 目的が ハ ッ キリと 分つ て 居て 爲 したので ある。 然れ共 今日は 目的と 云 ふ もの は チット も 無い。 

我々 はどうな るかと 云 ふ 事は大 問題で ある。 夫で 是は 何も 日本ば かりで はない、 西洋 各國に 於ても、 

昔し の宗敎 上の 観念 も、 哲學 上の 思想 も 唆って 仕舞 ひ、 總 ての 社會 制度が 土臺 から 壞 はされ たので あ 

る。 ソ レデ壞 はされ たと 同時に 先き が 見えた くな つた。 是 からどうな つて 行く かと 云 ふ 疑問が 人の 心 

に滿 ちて 来た。 此點に 於て は 十八 世紀の 終りの 人の 方が 我々 よりも 仕 合せであった。 斯く明 に 行 先 

が 見えて、 人 問の 爲 すべき 事が 分って 居った と 云 ふこと は實に 我々 の 羨む 所で ある。 個人ば かりで な 

く 社 會全體 が 一 つの 大目 的に 向って 進んで 行った と 云 ふ 事 は 實に羡 ましい 事です G 

夫から 比 絞の 爲 めに 尙ほ "rC 年 溯って 見ます と、 卽ち 十七 世紀の 終りの 有 樣を考 へて 見ます と、 卜 七 世 
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一紀の 中頃に 有名な ゥ H ス トフ ァリャ の 平和 條約 は！^ ばれ、 「一二 十 年 戰ハ^..」 は 終り を 告げ、 和 蘭、 佛 

西に 於て は宗敎 改革が 始まって 大變な 時代であった。 シテ其 時代の 人に も 亦 一 つの 大 H: 的が あった，」 

夫 は 何であった かと 云 ふに 卽 l,>clitisll  ril)el.t.y 政治 上の 自由 を 得る とい ふ桌 でありました。 卽ち I 

じ 世紀の 終りに 當 て歐羅 巴人 は 一 偭 人と いふ ものの 特權を 認めた。 靈魂を 持って おる 人 問に は 夫れ 川 

應の權 利を與 へねば ならない と 云 ふ 事 は 彼等の 中に 定說 となった。 夫が 彼等の 重なる 目的： あつたか 

ら 祈：： 學も宗 敎も產 業 も 凡 て 其 一方に 傾いた。 其點に 於て は 十七 世紀の 終りの 人の 方が 今 n の. 我々 より 

も 仕 合せで あつたと 思 ふ。 卽ち 社會に 一 つの 方針が あった。 夫で 更に 卜 六^ 紀、 卜 五 世紀の 事 を； おる 

と： 向，： n いです けれ 共 限りが 無い 事です から 止めます。 が 何しろ 我々 の 彼等と 途 ひます 所 は、 我々 はケ 

！ n 疑問 を懷 きながら 一 世紀 を 終りつ k ある。 彼等 は 成程 今：：： 我々 から 見た 時には 我々 程の 知 識 も 無く、 

彼等の 考は 誤って 居た 事 もあった が、 何しろ 彼等に は 一 つの l.uuu.l;.  i 二 m があった、 卽ち 彼等 を+乂 

する 思想が あって、 彼等 は 其 思想に 支配され て ：i5 つた。 そこで 西洋の 護に 「¥lppy  is  m;ui  that. 

-i  n-  hi き」 と 云 ふこと があります、 卽ち 「一 つの 傾向 を 持った 人 は 仕 合せで ある」 と 云 ふこと です。 

傾向の ない、 何處へ 行く か 分らない 人 程不仕 合せな 人 は 無い。 それと：： 1： じく、 一  つの 现想を 持った 時 

はは 仕 合せで ある、 理想の 無い 時代 は不仕 合せな 時代で ある。 今日は どう 云 ふ 時代で あるかと -4 ふに、 

现 想の 無い 時代で あると 云 はなければ ならない。 ii も 我々 に 明， HI に 時勢の 方向 を 示して aK れる 人が た 

い。 文明 世界 を 動かす 理想 は少 しづ i 見えて 來る やうに 考 へられます けれ 共、 夫 はま だ 僅かな 人 を 動 

かすに 止って、 佛蘭西 革命の 時に ありし が 如く^ 界の人 を 全體に 動かす やうな 理想で はない。 さぅ.！^ 

ふ 時代に 我々 は 生れて 來 たので あるから、 ソ レ から 來る 我々 の W 難と いふ もの は實は 度々 G: 分で. M 分 


を憐む 程で ある。 ベ.' や 何れの 阔 人に も 「誰か 私に 行 先 を；； 小して 吳れ ぬか」 とい ふ 非常な 熟 5r か ある。 

尖で 私共が 米 利 加 逢へ 行きましても 此 苦痛の 聲を 聞かない 所 はない。 彼等 は 新しい 說を 立てる 人が 

ありま すれば 總 ての 手段 を盡 して 其 人から 新しい 說を 聞きたがる。 我々 口 本人が 行きましても、 何 か 

神様が； 日本人に 特別な 思想で も與 へて 置いた 様に 思 ふて 頻りに 私共の 說を 聞きたがる。. 實に ス ヰデン 

ボル グと云 ふ 哲學者 はさう 云 ふ考を 持って 居った。 日本と は 一 百 ひません けれども、 私 は ス ヰデ ン ボ ル 

グの說 を 能く 研究した 人から 聞き ましたが、 彼の 說 いた 敎の 中に、 M 時 か 地球 面 上に 今まで 文明 國の 

人が 知らたい 國 民が 出て 來る、 而 かも 其 國民は 歐羅 巴人の 夢にも 見ない 所の 思想 を 持つ て 耽の 屮に出 

て來 ると 云 ふ 事が 書いて ある さう だ。 或 時 私が スヰデ ン ボル グの 或る 信者に 會 ひました 時に、 彼の 云 

ふに は 「どうも 日本が 其國 では 無い かと 思 ふ、 日本が 此 迷うて 居る 十九 世紀に 一 つの 理想 を與 ふべき 

國 では 無い かと 思 ふ、 私 は 貴君の 說を 聞きたい」 と 言って 私 を 親切に 待遇した ばが りで 無く、 私の 心 

の屮 にある もの を總て 得ようと 思って icn を 折つ た 人 が あ り ま す 。 さ う 云 ふ 時 ^ で あります から、 何し 

ろ此 十九 世紀の 終り は 人類が 悉く 一  つの 時代精神が たくして 迷うて 居る 時代で ある-。 斯う 云 ふ 時代に 

我々 が 生れて 来た。 モット 早く 生れて 來れ ばせ かった けれ 共 さう 云 ふ譯に 行かな くって 〈い へ 口せ にも 

コ ンナ 時代に 生れて 来たので ある。 

時代 はさう 云 ふ 時代と して 次に 我々 の 位地 を考へ て 見たい。 我々 は 皆 日本人と して 生れて 來た。 さう 

云 ふ 苦しい 時代に 日本と 云 ふ圃に 生れて 來 たので ある。 夫で 日本と いふ 國 はどう 云ふ國 であるかと 云 

ふこと は 問題が あまり 明 rtl 過ぎて 諸君に 語る 迄 も 無い。 「日本と いふ 國は 日本と 云ふ國 である 」 と j:;" 

つ 一 、答 を齊 ます 丈け の ことで あるか も 知れない。 し 之 を 世界 全體 から 考 へた 時には 日 木 は 決して J 

0  m  七. V 1 
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樣當り 前の 國 では 無い と 云 ふ 事 は 能く 分って 居ります。 那 威人で あるに した 所が、 或は 瑞典人 e ある 

にした 所が、 或は 和 蘭人、 白 耳 義人で あるに した 所が、 我々 の 今日の やうな 奇態な 位地に は 居らない。 

赏は 私の 書いた 詰らない 『地 人 論』 にも 日本の 特別なる 位地 を 論じて s:^ いた。 私 は ァノ本 を 書いて 八：' 

で 五 年 程になります けれども、 依然 其 說を變 へない。 卽ち 日本の 位地 は 東西 文明 を 結 付ける もので 

ある、 地理 學上其 位地に ある ものであると いふ 說は變 へない。 日本の 歷史 がさうな つて 來た、 ：：： 本の 

人種が さうな つて 來た、 とい ふ說は 矢張り 『地 人 論』 に 書いて 置いた 通り 今. 猶ほ 信じて 居ります。 日 

本 は 最も 犬なる 大陸と 最も 犬なる 大洋との 問に 居る が 爲に其 氣候は 世界に 三つと は 無い 激烈なる 氣^ 

であります。 日本の 氣 候と 云 ふ もの は臺灣 より 仙臺 まで、 卽ち 北緯 四十 度まで を 掛けて、 成點 から 云 

ふと 世界中 斯んな 惡ぃ氣 候 は 無い。 マダ ガス カルが 惡ぃ、 又 西 印度が 惡 いと； 百 ひます けれ 共、 仏は少 

し 西 印度の 經驗 があります が、 そこの 人に 聞く と 日本 程 惡ぃ氣 候で はあり ませぬ。 日 木の 氣 候の ？；^ い 

事 は 到底 外國 人の 考に 及ばない 所です。 日本 は亞細 亜大陸、 卽ち 世界で 最も 犬なる 大陸と、 太： 个作と 

いふ 最も 犬なる 诲 との 問に 立って 居る。 故に 其 空氣に 激動が 多い。 さう 云 ふ 地理 學 上の 位地で あると 

同時に、 义 文明の 二つの 種類の 間に 我々 が 立って 2^5 る。 卽ち霄 ふまで もな く 支那 的 文明と 歐羅巴 文明 

との 1? に 我々 は 立って 居る。 夫れ で此 事が どれ 程に 我々 を 苦しめる かと 云 ふこと は 御 互に 今 = ^に 非 

常に 感じて 居る。 支那 人の 場合に 成て 見ます ると、 度々 支那 人に も 聞いて 見、 又 支那 人の 事 を 能く 知 

て 居る 人に 聞く も、 彼等 は 我々 より 餘程 安樂の 人民で ある 様です。 成程 支那 人の 考 にも 此 節に 至て 

は 段々 文明の 思想が 這 入って 来たと E 心 ひます が、 併しながら 新 思想 は 支那 人の 社會 制度 を變 動し ない、 

彼等 は孔 夫子の 敎を 信じ、 又は 孔子 以來這 入って 来た 色々 の宗敎 を： 一:- する 上に 於て、 ^に 我々 が 今 


經験 する やうな 種々 な 困難に は 出 遭 はない。 彼等の 社會 制度 は チャント 定 つて 居る から、 英吉利の 镓 

になる とか、 佛蘭 西の 樣 になる とか、 世界の 大强國 の 中に 自分の 國を 列べ ると か 云 ふ樣な アム ピショ 

ンは 彼等の 中には 起らない。 彼等の 社會 制度 は チャント 定 つて 居る、 夫 故に 其 事が 彼等の 商業 上に も. 

現 はれて 彼等の 商賫の 方針 は定 つて 居る。 支那の 商人が 橫濱で 取引す るに も 我々 の やうな 不規則な 

と はしない。 彼等 は 一 致して 賣る 時には 一 緖に寶 り、 買 ふ 時には 一 緖に買 ふ。 或は 約束 を 守る、 相互 

に 助けて 破產 させない やうに する。 此 等の 點に 於て は 彼等の 方が 我々 よりも 大變 進んで 居る。 是れ何 

でも 無い、 彼等の 制度 は 定まって 居る からで ある、 方針が 定まって 居る からで ある。 しながら 我々 

はさう でたい。 我々 は 文明 國 になる 事が 出来る、 列國の 中間に 我々 を 進める 精神が あり、 氣 性が ある。 

歐羅 巴の 第一 等國と 同じ やうになる ことが 出來 ると 思うて 居る。 夫で 斯う 云 ふ 野心 を 持て 居る から、 

夫れ ならば 日本人 は 西洋人と 同じ やうに、 心の中から腦の組立まで此欲^11^|を遂げる丈けのカ量を持っ 

て 居る かと 言 ふと、 夫 は 全く 遠って 居る。 能く 言 ひます 事で、 日本人 は大 そう 進歩 思想に 富んで 居る、. 

支那 人 杯と 較 ぶる と大變 進歩 思想に 富んで 居る と 申します けれ 共、 ^し 少し 世の中の 實 際に 常って 見 

まする と 日本人 は 實際肚 の 中で は 甚だ 保守的の 國民 であると 云 ふこと が 能く 分る。 

日本人 はしき りに 自由と いふ 語 を 使 ひます。 然し 日本人の 言 ふ 自由と 英語の liberty と は 大分 違 ひま 

す。 夫で 今日は 英語の 解った 人 は リバ チ 1- 卽ち 自由の 何たる 乎 を 知ります るが、 少しも 解らない 人 か 

ら兒 ると、 自由と は 天子 樣に對 し 謀叛で も 企てる 事の 樣に思 はれる ので ある。 3^ しながら 自由と 云. 

cooo-oc-oooooooooooooooooooooooooooooooo 

事 は 、七靈 の 自由 を 云 ふので あって 是は 深い 宗敎上 の 信念から 出て 來 たもの で ある こと を 認めて 居 る 人 

は 至て ない。 私 は 先日 或る 有名なる 政治家と 會 うた 時に 斯うい ふ 問答 をた した、 「足下 は 日本に 於： 
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て 中お 法 政治が 實際行 はれる と 御 なさい ます か」。 「行 はれようと m 心 ひます， P 「併し 欧羅巴で は 

自. S は 基督 敎の踢 物 だと 一 般に 信ぜられて 居ります が 夫れ は 御 承知です か」。 「夫 は 承知です、 f 

基督 敎 以前に も 希 臘ゃ羅 馬に 憲法 政治 は 行 はれました」。 「夫れ は少々 事 實が遠 ひませ う、 八， '日英！： 

に：：：： はれて 居る 自由 制度た る ものと 基督 敎 以前の 自由 制度なる ものと は 其 根 木 を 異にして は り ませ 

ん乎、 ケ 日歐羅 巴で 唱 へられます，！ H 巾なる もの は 基督 敎と歷 史的に 深い 關係を 持つ て 居る ものなる^ 

は 御 承知で せ う」。 「夫 は 承知 で す」。 「併し 日本人の 中には 基督 敎と いふ ものが 無いで はあり ませ 

ん乎、 某 敎 なしに 今日の 自. E 政體 なる ものが 實際行 はれませ うか」。 結局 談話 は 是れで 絶えました。 

此 isi^ は 我等 日本人に 取て は. K に 大切な 問題です。 自由 制度と 云 ひ政黨 ^ 閣と いひ、 其 起源 は. K に 大切 

な 問題です、 自由 制度と 云 ひ 政 黨內閣 とい ひ、 其 起源 は實 に^ 人的 自由 (porsmE  liberty) とい ふ 心 

靈 上の 大發 見に 因る ものである。 自由と は靈魂 (slml) に 付いた ものである、 これ を 英語で i 一 l(livi- 

とい ふ、 卽ち indivkliiMe と 云 ふ 事で 「分つべからざる もの」 とい ふので ある、 卽 ち-: 魂なる 

もの は：^ 會學 上の Unit  0 早 位) である、 是に 自由 選擇 と是 に附隨 する iii: なる ものが 附 いて ある。 亇 

日歐羅 巴で 云 ふ 所の 自由なる もの は此 individual  responsibility 卽ち^ 人的 责 任なる ものより 割リ w 

された る ものである。 

歐羅 巴で も此觀 念が 八/日の 如くに ra: まるまでに は 千 八 百年 も掛 つた。 中古 時代の 干 三 t 年と い ふ もの 

は-莨に 此 (：：^ めの 準備て あった、 中古 時代の 深い 心靈 上の 經驗 がなくて は 自由なる もの は屮 Z て來 なかつ 

0  0  0  0  0  C 

たに 相違ない。 

そこで 日 木に は 斯く云 ふ 自由の 觀念 があります か。 我々 の 自^ 制」  1  又， なる もの は歐羅 巴人の 腐 似 では.』 


ありま せんか c 卽ち 我々 は 自由の 形體を 欲する 者で 其 精神 を 知. ら ない 者ではありません か。 若し 此儘 

で 日本人が 進み ますれば： c 本の 憲法 政治なる もの は 世界 歷史に 其 失敗の 實例を 供す るに 至る ので は あ 

りますまい か。 丁度 先刻 も 御 話した 通り 日本 は 最大々 陸と 最大 大洋との §1 に橫 たはる いでありまして 

摔太 海峡と. いふ 淺ぃ 海で 亞細亞 大陸から 別れて 居る、 丁度 亞細亞 の 屮：； 張 所の 如き ものである 如く  (ナ、 

笑)、 其 通り 日本人 は 其 外形の 文明に 於て こそ 支那 朝鮮 滿洲 等より 離れて 居ります る けれ 共、 其內心 

に於ては樺太海峽ょりも灣ぃ海で亞細，亞大陸と結び付けられて11^^:ると言はなければなりませ，，し。 卽ち 

我々 は 外形の 欧羅巴 人で 內 心の 亞細亞 人です。  . 

夫れ で 我々 は此 困った 時代に 此 困った 國に 生れて 來た 者で ある、 所が 私に 取て は 尙ほー っ闲 つた 事が 

ある、 其れ は 何で あるかと いふに 私 は 基督 敎を 信じた と 云 ふ 事で ある。 

お 日 或る 外 國宣敎 師に會 うた 所が 其 人 は 頻りに 私 を 賞め 立てて 云 ふに 「貴君 は實に 幸福の 人で ある、 

貴君 は 神様の 特別の 御惠に 依て 千 萬 人の 中より 選 まれて 早く 神の 幅 昔 を 信じ： 大國の 尺と なられた、 貴 

君は此 率に 就て 深く 神に 感謝 致さなければ ならない」 と 曰うた。 併し 私 は 彼に 答へ て 申しました、 

■  -  :c  .  .  <">厶<3<"厶<<1厶厶，<1厶*5<-<1厶<"<"<1?1厶厶<3厶<1厶<"<:ム厶厶<1 

其 様に 只め て， 卜さるな、 私に 取りて は 基督 敎を 信じた 事 は 幸福の 事で なくして 大 不幸の 事です。 

昔し 希臘の 或る 哲學者 は 神に 向て 感謝した 事が 三つ あると 一一-一口うた さう です。 一 っは禽 として 生 

れ來ら すして 人間と して 生れ 来りし 事 0  二 は 女と して 生れ 来らす して 男と して 生れ 来りし 事。 三 

は 異邦人と して 生れ 來ら すして 希 職人と して 生 れ 來 りし 事であった そ うです。 私に 取 て は 同じ 樣 

に悔 ゆる 事が 三つあります。 第一 は此 世に 生れて 來た 事です (大笑)、 生れなかったならば 斯ん 

な 苦し. い 目に は會 はたかつ たでせ う。 第二 は 西洋へ 行った 事です、 生れても 西洋へ 行かな かつ た 
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ならば 日本 國の惡 き 所が 見えす して 其 改革の 要 を 認めなかった でせ う。 而 して 第三の 大 失錯 は 基" 

督敎を 信じた 事です、 若し 是 さへ 信じなかった らば 大 理想の 私の 心に き屮 いづる 樣な 事はなくて 

矢張り 世と 共に 忠君 愛國論 位を唱 へて 滿 足して 居った であり ませう。 

此樣云 ひましたら 其宜 敎師は 非常に 驚きました。 「貴^、 夫れ は 大曆違 ひます、 貴 11;^ は 死んだ 後に- 大. 

岡に 行きます」 と。 私は义 彼に 答へ ました、 「私に 取りて は天國 はどうで も宜 い、 私 は 今の 苦痛で； 大 

阔の 喜び を 忘れて 居ります」 と 申しました (火 笑 )o 

冗談ではありません、 本當 です。 此！： に 於て 基督 敎を 信じた 事 は實に 不幸の 事です、 身を處 する 上に 

非常の 困難 を 来たす 事です。 前に も 申 上た 通り 樺 太 海峡の やうな 淺ぃ海 を 以て ：5i 細 ：5； 大陸から 離れて 

, お る此國 のこと 故、 日 木 は 其 地现學 上の 位 に 於ても、 其國 民の 思想に 於ても 確かに 東洋の 一部分で 

す。 然るに 基督 敎は 西诈 から 来た 者で 西洋 を 作った 者 は 基督教で あるから、 基督 敎を信 すれば 精神的. 

に 西洋化 さる、 ので ある。 勿論 之 を ii:- じたれば とて 私 は 日本 を 捨てた と 云 ふので はない、 否な 前より 

も 深く 日本 を 愛する 樣に 成った ので ある。 併しながら 私の 思想に 是が爲 めに 大變 動が 来り、 私 は 心の 

奥底から 東洋主義 を 擲げ捨 つる 様になつ たの は 確で ある。 夫れ から 来る 苦痛 は 私が 基督 敎を 深く 信す 

れば 信す る程增 して 來る。 或 人 は 信仰 復活に 會 ふと 「嗚呼 嬉しい」 と 云 ふて 噪 ぎます けれども、 ^に 

△ 厶<3 厶 厶厶厶 △<"△ 厶 A<AA 厶  <厶< 

取て は 信仰の 增す時 は 苦痛 の 增す 時で あ る U 

世に は隨分 不平 家が 澤山 ある、 併し 私共 基督 敎を 信す る 者の 様な 不平 家の ありよう 苦 はない。 何故と. 

なれば 基督 敎は 思想の 根本に 大變動 を來す ものであるから である。 丁度|5;米利加人の用ふる1&1§:頭^^^^ 

きの 鋤の 樣な もので 地ド三 w 尺の 深さまで を 掘り返す からで ある。 卽ち 私共の 心の 中に 人つ て 人/ま 


で 嘴れ し 事の なき 感情に 腐れ、 思想 を 其 根底に 於て 引っくり返 すからで ある。 故に 是が爲 めに 神經は 

非常に 鋭くなる。 私共の 理想が 非常に 高くなる。 夫れ と 同時に 私共 自身の 缺點が 明かに 解って 來 るし 

又 社 會の缺 點も歷 々と 解って 來る。 斯くて 自身に 就ても 社會に 就ても 不平と 不滿 足と が 重なって 來 る。， 

來な いのは 如何 かして ゐ るので ある。 此 苦痛 を 感ぜない 人 は 基督 敎を じた 人で はない。 夫れ 故に 私 

は； S 日 讚美歌 計り 歌って 少しも 苦痛 を 感じない 所謂 基督 信者なる 者 を 見る 時に 其 人の 信仰 を 疑 ふ 者で 

ある。 

如 此く此 理想の 無い 時代に 生れ 来て、 日本と いふ 西洋と 東洋との 混合 兒の樣 なる 國に 生れ 來て、 搗て 

加へ て 基督教と 云 ふ 困った 宗敎を 信じた 事 なれば、 我々 の 今日に 處 する 困難と いふ もの は實に 古今 未 

贫 有と 云 はなければ たらない。 何事 も單 純と 確實 とを缺 くが 口 本 今日の 狀態 である。 西洋 主義で もな 

ければ 東洋主義 でもない。 外面 は歐羅 巴で 內部は 支那で ある。 故に 斯うい ふ 時代に 在て、 微かな りと- 

も或單 純なる 信仰に 依り、 或る 確乎たる 理想 を實行 せんと すれば 我々 と社會 との 衝突 は 免れない。 0 

し是は 私共が 喧嘩 好きだから 衝突す るので はない、 丁度 子供が 柱に 頭 を 打付けて 其 柱 を 叱て 撲 ぐる や 

うに、 是は打 付かった 小 兒の惡 いので 動かない 柱の 惡 いので はない (大笑)。 それならば といって 我 

我 は 時世の 爲 めに 確信 は 曲げられな、，。 實に斯 の 様な 時. 世に 在て 衝突な しに 圓 滑に 此世を 渡る 人は大 

へ カ怪ぃ 人物で あると 言 はなければ ならたい。 私 は 若し 此 時代に 此國に 生れ 來て眞 面目に 基督 敎を 信す 

る 人で 衝突な しに 此世を 巧く 渡り 得る 人が あるなら ば 其 人から 其 工夫 を 聞きたい。 或る時 はさう い ふ 

阒滿な 人が あると 聞い て 行って 見る と頓ん でもたい 損 をす る 事が ある。 斯う 云 ふ 人 は 頭腦の 狂って 居 

る 尺 で たけれ ば 基督 敎も何 にも 持つ て 居ない 人 で あ る と 云 ふ 事を發 見した。 如何に 博識 多才の 人 で も、 

0 演  七お 七 
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若し 其 人が 眞 面目の 人なら ば此？ ^沌 たる 時世 を 衝突な し. に 切り 拔 けられよう おはない。 

ど-..'  うちし に 

然 らば 我 々 は： したら 宜 いか。 我々 は 時せ に降參 すべき もの であるか。 或は 直に 進ん で 討死す ベ き で 

あるか、 此處樣 上の 戰 略に 就て 私 も 少し は考 へて 居ります から 明日 それ をお 話し 致したい と ひます 

(拍手〕。 (演述 )  - 

附記 昭和 二 年 七月 二 卜 九 n、 同じ 葉 山に 於て 舊 稿の 編 1:^ を 終る。 昔の 葉 山 は 今や 消えて 跡な し。 

當時三 歳の 幼； たりし 我が 一 子 は 今 は 成長して 北海道 大舉 の敎授 たり、 而 して 彼の 女兒は 一二 歳に し 

て个 我と 此葉 山に 化り。 時 は 移り 世は變 る、 然し 神の 一一 H は變ら す。 n 本！： の 闲難は 依然として：：；： す 

然し 減ぜす して す 一方で ある。 然れ ども 我等 は 失^し ない。 我等 は 救 扬の道 を 知る。 个も 昔の. g 

くに 其宜 傳に從 察する。 而 かも 靜 かに、 新聞紙に 廣 ^Ic せす して"： (、u 上の 附 ..ST 未發 表。 卜- 揭の 溝：： W 

は 此の 時の 編纂に. i ，い"" ；i 者、) 


今日に 處す るの 道 

(明ュ E 骨 一 年七ガ 十二 H 相 州 葉 山 夏期 學 校に 於て) . 

さきに 「今日の 困難」 と 題して 述べた る 如く、 我等は殆んど古往今來朱だ_甘て有らざる所の逆流に^£ 

さざる 可から ざるの 地位に 立てり。 然 らば 如何にして 今日の 困難に 處 すべき か。 此 はまた 容《 ^なら ざ 

る 問題な り。 され ど 過去の 歷史 は、 幸に 斯る 問題 を解釋 する の 鍵を與 ふるな りレ 


nl 的 を 失 ひて 人心 安ん する 所な き 時代に 於て、 而も 奇態なる 境遇に 生れ 落ちた る-: .1!: 等と、 其の _ ？？. 情 > も 一 

同う する 國民は 5^ して 誰ぞ。 近世の 歐米各 圃に之 を 見出す 可から す。 遠く 溯りて 二三 世紀に 至らば、 ： 

^だ 人， 日の 時世と 相似た る もの あり。 則ち 曰 木と 羅馬 帝！： と を 比 if する は 己に 陳腐の ことに 爨 する がー 

如しと 雖、 尙ほ 我等 を敎訓 する 所 は 毫も 其の 力 を 失 はす。 

羅馬 帝阔は 地中海 帝 1： なり。 其の 互に 敵視せ る 沿岸 諸阈の 政權を 中央に is^ めたり。 我 邦 も 昔時 封建 刺 一 

度の ドに 在り て は 、 他 藩の 人士 は 之 を 異邦人 の 如く 待遇し たりし かど も、 遂に 中央 集權の 制度 を 取 る. 一 

に 至れり。 隨て 藩閥 思想の 漸を 追うて 消え 薄らぐ と共に、 一 代 を 支配した る 理想 も 又 何時と たく 其 P 一 

影を隱 すに 至れる は 匕む を 得ざる 勢と 言ぶべし。 其の 變 動の 情 態、 二者 酷し く 其 趣き を 等しく す。 一 

宗敎 上の 情 態 を 案す るに、 猶太に は 猶太の 祌 あり、 希 臘には 希 臘の神 あり、 一一 メデャ に は 二  メデャ のー 

神 あり、 ゴスに は ゴスの 神 あり、 西班牙に は 西班牙の 神 あり、 各々 獨自 ー侗の 宗敎を 有し、 ロ傳 的の 

制度 を 維持して 之 を 遵守したり。 され ど羅 馬帝國 起る に 及んで、 所謂 羅馬 法なる もの を 制定し、 斯る， 

宗敎と 制度と を 打破し、 世界的の 法律 を 創作して 之 を 全國に 布き 行 ひ 以て 其の 統一 を 計りたり。 され. 一 

ど 其の 法律 は 如 M に完 美せ りと も、 之を實 行す るに 當っ て、. 先 づ之を 神聖なる ものと なす 權能 なくん； 

ば 遂に 其の 功 を 奏す 可から す。 此に 於て か 「アポ テオ セス」 卽ち人 を 神と して、 以て 此權 能に 代 へん 

と勉 めたり。 羅馬人 は 自然に 此事を 企てた るに あらす、 實に窮 して 已むを 得ざる に 出で たるな り。 ：：： ル 

よりして 幾多の 改革 行 はれ、 統一 も 亦 成れり、 され ど 之 を 維持す る 權カは 久しから すして 一お へ、 民心： 

惰弱に 流れて 社 會の制 弛み、 風俗 は 紊亂し 道德は 地に 墜ち、 其の 腐敗 は 殆んど 名狀す 可から ざる 有樣ー 

に 立ち至れり。 ストア 派の 哲學 之が 矯正に 力 を盡さ ざり しに 非す と雖、 大廈の 倒る X や 能く 一木の 玄ー 

ft 演  七 七 九  一 
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ふる 所に 非 ざり き。 蓋し 此は 宛然 我國の 現狀を 語る の 心地す るを覺 ゆ。 鳴 呼我圃 は古羅 馬の 树收 を. 舟 

演 しつ k ある ものに 非ざる なき か。 

此 時に 當り 基督教 は 新しき 精力 を谋 へて、 羅 馬 帝 國に渐 く 其の 勢 を 張りぬ。 而 して 基督 敎は 半ば 羅ぉ 

を 助け、， 半ば は 之 を破壞 したり。 基督 敎は羅 馬の 世界的 法律 を 善しと して 之が 實行を 助けたり。 人 問 

は 神の 子 なれば 其の 本来の 性に 於て は同權 なる を 認め、 勞 役者 も 王者 も 更に 上下 の^を 置かす。 故に 

此點に 於て は羅馬 人の 思想と 相 一 致せり。 され ど 基督 敎は 一 方に 於て 人 を 神と する が 如き 思想 を飽ま 

で 打撃して、 舊來の 制度 を 悉く 破毀したり。 實に 吾等 は 憲法 若く は 法律に 對 して 忠義 を盡す 者な り。 

され ど 世の 人と は 其の 精神に 於て 大に 異なる 所な きを 得す。 今日 多少 識見 ある 人々 にして 基督 敎を 

定 する 者 は 稀たり、 否な 彼等 は 進んで 之 を 取らん とす。 され ど 彼等の 取る 所 は 半面の 基督 敎 にして、 

其の^ 界的 人類 主義 を 多と するな り。 其の 根本に 立ち入らば 或は 國體を 傷く る ものな ど？？ へて、 遂に 

之を棄 てんとす。 抑 も斯の 如き 考は羅 馬 人と 同じく 明かに 自家 撩 着の 見た る を 免れざる なり。 

され ど羅 馬と 我！： と 事情 を 異にする 所 は、 第一 國 土に 於ても 其の 二十 分の 一 に 及ばざる なり。 特に 我 

圃には 基督 敎の m 心 想已に 冥々 の裡に 其の 勢力 を 占め 文明の 內容は 基督 敎に負 ふ 所 極めて 多き なり。 然 

るに 羅 馬の 當 時に 在って は 基督 敎は獨 力 以て 其の 根本に 之 を 注入せ ざる 可から す。 且つ 我國は 列阈の 

感化 あるが 故に 寧ろ 内より 出です して 外より 來り、 羅馬は 外より 來ら すして 内より 出で ざる 可から ざ 

りしな り。 其の 他人 lt;、 國語 などの 同じき と Hi: じから ざるの：； _ な^あり。 此を 以て 見れば 我等の 位置 は 

犬に 羅 馬の 基督 敎 徒よりも 困難 少なき 境遇に ありと 言 ふべき なり。 

然 らば 二 叫 f 紀 a- の ikb 督敎 徒が 取りた る 方針 は、 また 吾等が 今日の 困難 に^するの：^ き 4 タ おとた」 - に 


足る もの あらん。 彼等 は 終に 強大なる 羅 馬の 天下 を 覆へ して、 根底より 其の 帝國の 改革 を 遂げた リ。 

そ は 如何にして 其の 改革 を 成功せ るなる や、 吾等 は 叉 如何にして か 能く 我 國の舊 風 を 打ち 填つ こと を 

や I： ん、 此は實 に 吾等が 二十 年来の 大 問題に 非す や。 之 を 知らん と 欲せば、 去って 中古 時代 卽ち 暗黑時 

代の 歷史に 溯りて 研究す る 所な か る 可から す。 

中古 時代 は 僧侶の 時代な り、 神と 親しく 交通す る こと をつ とめ、 宗 敎の大 問題に 思 を 凝した る 時代な 

り。 世上 或は 之 を 暗黑の 時代と して 不注意に 看過す る 者 ありと 雖、 今日の 歷 史家 は 深く 此 時代に 心 を 

用 ひ、 十九せ 紀の 文明 を 作り出せる 者は此 時代に して、 實に 文學、 哲學 などの 美 はしく^ 養せられ た 

る 畠、 又は 之を饒 かに 蘊蓄せ る 倉庫と も 貴ぶ に 至れり。 暗黑 時代に 當 りて 基督教 徒が 取りた る 主義 は、 

寺院 制度 を 設けて 世より 隱遁 せる ことなりき。 而 して 此 制度 は 下って はナボ レ ォ ンの 時にまで も 行 は 

れ、 殆んど 干 三百 年間に 渉れる も. のな り。 かく 宗敎 を社會 より 分離す る は、 歐 洲の發 明に 非す、 印度 

め宗敎 より 出で たりと 說く者 あり。 そ は 兎にも角にも、 此事 實が歐 洲を敎 化する に與 つて 大にハ あり 

し は 決して 疑 を容る 可から す。 或は 寺院 制度 を 攻撃し、 彼等 は 進んで 取る の 氣象を 養 はす、 只 引 込み 

• 思案に のみ 暮れ、 世 を 恐れ 人 を 疑 ひて 山に 遁れ たり、 怯懦なる も亦甚 しからす やと。 され ど 寺院に 引 

籠りた る 者の 屮に は隨分 偉大た A る 人物 も 少なから ざり しなり。 アンプ ス、 ク リソス トム、 トマス 

ァ クイ ナス、 ァゥ ガス チンた ど 其の 思想と 力量と 優に 一世 を 風靡す るに 足るべき 人物な りき」 然るに 

彼等 は 神が 己に 命じた る 事業の 非常の 事業た る を 悟り、 帝國を 根本より 破 壌す る は 一 朝 一 タの 事に 非 

す、 岩石 を破壞 せんとす るに も先づ 其の 中心まで 深く 穴 を 穿ちて 後、 ダイ 十 マイト を 以て 爆裂せ しむ 

る こと を 得べき なり、 八：' 日 は 深く 其の 準備 をな し、 潜勢力 を 養うて 一時に 大 改革 を 成し遂げざる.^ か 
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ら すと 思惟せ るな り。 此は 基督 敎の 遁世 主義と 佛敎 の遁せ 主義の 根本的 相違の 在る 所な り。 一 は戰は 

んが爲 に 遁れ、 他 は戰を 厭うて 遁る。 見よ ルゥ テル、 サ ボナ ti ラ、 カル ビンな どの 改单的 i ^火、 は何處 

にて 之 を 得た る。 紛々 たる 俗 魔を脫 却して 悠々 たる^ 世界に 逍遙 自適す と 見 ゆる 寺院の 裡に其 の 激烈 

たる 精 祌を蓄 へたる に 非す や。 思 ふに 彼等が 取りた る 方針 は 甚だ 賢き 方針に して、 若し 其の 他の 方針 

を 取りて 世に 向 ひたらん には必 すゃ大 なる 失败に 了り たるな らん。 

顧みて 我 國の傳 道 事業に 於け る 過去 十 年 問の 歷史を 憶へ。 我等 基督 敎 徒の 一大 弊. おは 人 を 導く を：^ よ 

り も 急 要た る 事と 心得、 右の 手に 受けた る 物 は 左の 乎より 直ちに 之を與 へ、 更に 自ら 之 を 心に 蓄へ て 

培養し 成長せ しむる の考 なき ことなり。 故に 敎會の 實カは 未だ 發 達せざる に 早く 数多の^ 衆 は 企てら 

れ、 男女の 學校は 到る 處に 設けられ、 孤 兒院、 嬌 風會、 新聞 雜誌 等、 恰も 春 草の 萌出 るが 如き 勢を以 

て 見る が 中に 世に 現 はる。 され ど 基督 敎は斯 る 事業 熱の 熾なる 割合に 其實カ を. 4" 進せ す、 I 年 前の 

徒と 今日の 信徒と 3^ して 幾何の 差違 あるか。 敎勢 不振の 原 闪を究 むる 者 多し、 され ど 基 ：$! 敎 徒が 世 を 

調和 せんと 力めた る こと 確かに 其 一 理由と して 數ふ べきに 非す や。 Tals  I  f 主義 は 決して 世 

を 感化す る 所以に 非す。 基督 敎は惡 をして 正義の 足下に 屈服せ しむる 敎 たり。 我英； 諸 を 汝に狄 ふるが 

故に 汝の靈 魂 を 我に 與 へよ と 言 ふ は、 貿易の 市場に 行 ふべき 事に して 基督 敎の傳 道に 用 ふべき 卞： に 

非す。 アン ブロ ー ス は 、ン ヲ ド 、ン ャ ス が 罪 を 犯した るを嚴 しく 資 めて、 眞實 其の 悔改 むる に 及ぶ まで は 

決して 聖晚餐 を 守らし めざり き。 今 口 の 基督 敎徒 は氣 慨を缺 き、 輕々 しく *1 と 調和す。 故に. ：= しく 五！： 

等 は羅馬 人の 基督 敎に傚 ひ、 飽くまで 世と 戰ひ、 不義 を 取り .t: き、 彼等 を 從せ しむる にあら すん ば 

一 歩 も 譲らざる 覺悟 を定 むべき たり。 


社 會と宗 敎とを 分離す る は 之と 共に 種々 の 弊害 を 招くべし。 され ど 修養な き は 基督 敎の 勢力 を； 1^ むる 1 

の 基な り。 今日の 時世に 對 して！ ；- 取 も 必要なる は、 之と 戰を 挑んで： 史に禱 する ことなく、 勝算 歷々 と j 

して 胸中に ありと 自覺 する に 足るべき 勢力 を蓄 ふること なり。 他日 轟然と して； 大下を 爆裂せ しむる 

.4S 、を 今日に 養 はざる 可から す。 我が 今日に 處す るの 道 は 一 に此に 在り。 或 人 バイ ロンと ゥ オル ヅゥォ 

ルス を 評し、 彼は是 よりも 熟 情の 人たり き、 そ は 彼が 社會の 改革に 與 みし、 身 を 希 獵の獨 立： 來に 投じ. 

て 死せ るに て も 知 る ベ し と 。 然 れど 我を以 て 之 を US- るに 其の 少年 時代の 行動に 徵す るに、 ゥ オル ヅゥ 

オル ス の氣質 はバ ィ 口 ン よりも 更に 熱情の 人たり し は 明かな り。 只 彼 は 其 熟 情 を 抑へ て ライ ダル 山に. 

隠遁した るの み。 バ ィ 口 ンはバ ィ 口 ン たるの 事業 をな し、 ゥ オル ヅゥ オル スはゥ オル ヅゥ オル ス たる < 

の 事業 をな したり。 共の 事業の 功 緩 は 之を數 •「：： 年の 後に 牧め得 べきの み。 凡そ！^ 仰 的 熟 心 は 一 時に 非 一 

常なる勢を以て，；5^興することぁらん。 され ど 其の：^ 仰 我が 腹の 中に ひ 込みて、 我が 血と なり 我が 肉 一 

となる は 1 一十 年 三十 年の 經驗を 積まざる 可から す。 今日 吾等の 學 ぶべき はバ ィ ン の 如く 一  時の 熟 心 _ 

に馳ら れ て獨立 軍に 投 ぜんよりも、 ゥ オル ヅゥォ ルスと 共に 靜 かに 山に 遁れて 深く 思想 を 養 ひ 信仰 を 

毅 ふの 大切た る こと を感 ぜす や。  一 

(此 筆記 は 一 應内村 氏の 校 閱を經 たる ものたり. )o  (i 音 新報 JD 一 
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吾 人の 希望の 土 


(明治 卅 一 年 七月 相 州 葉 山 夏期 學 校に 於て) 


我等 は 主義に 於て 彼等と 

迫害 を 企つ る も 亦 當然の 

所信 を； 大 下に 行 ひ、 改革 

佘 何ともす.. H- からざる を 


我等 を 取り 園む 所の 社會 は、 悉く 刃 を 向けて 我等に；^ せんとす る社會 なり 

異なり、 確信に 於て 彼等と 違 ふ、 彼等が 忌み 恐れ、 疑 ひ 憎み、 壓制を 計り 

ことなるべし。 我等 は實に 四面楚歌 を 聞きつ i ある 者な り。 此 間に 立ちて 

を社會 人心の 裡に 遂げん と 欲する は、 蓋し 至難の 業に して、 また 獨 力の 能 

感ぜ すん ば 非す。 

事情 斯の 如し 悲觀せ ざらん と 欲する も 得す、 樂 天な らんと 願 ふ も 能 はざる もの あり。 大隈； ^は 3:;?=|=- に 

て も 成し遂げ 得ざる ものな しと 自覺 すと 傳ふ。 され ど 此方 針な き 時代に 生れ、 奇態なる 社 會に處 して 

我等 は 到底 思 ふ 事 を 行うて、 之 を 成し遂げ 能 はざる の、 1 ^を 見る よりも 明かなる を 知る。 而 して 悲観 

は 我等 を 結 望の 淵に 陷れ、 絕^11-は遂に我等を自殺せしめすんば已まざるべきか。 世界 は^々 として 唯 

物 主義の 潮流に 押し流されん とする 時に 當り、 之に 杭し 之 を 抑 ふるの 勢力 は あらざる べき か。 我等 は 

孤兒の 如く 頓 みら る-者 もな く、 勵 まさる.^ 者 もな く、 慰めら る. -者 もな く、 社會の 片隅に 小さく^ 

りて 居らざる 町から ざる か。 敎會 や、 文學 や、 家庭 や、 時々 我 を 慰め 働 まさざる に 非す と雖、 尙ほ今 

. 日 の 如き 苦々 しき 戰爭に 於て は、 其の 力の： だ 微弱なる を覺ぇ すん ば あらす。 


然 らば 山の 如き 怒濤 狂瀾の 捲き 寄せ、 洗 ひ 去る も、 泰然と して 獨り 岩石の 突立て るが 如き、 犯す 可 か 

らす、 動かす 可から ざる 希 ひ！ - の土臺 は、 世に 遂に 求む 可から ざる ものなる か。 かくて 疑 ひ 惑 ひたる の 

末、 信仰 を 失 ひ、 敎會を 去り、 主義 を拋 ち、 道德 の城壘 を も 明け渡し、 冑を脫 ぎて 敵に 降る に 終る 者 

往々 にして 之 あり、 叉憐 むべき に 非す や。 

され ど 吾輩 は 決して 希望の 土臺 のな き 者に 非す。 此は 則ち 最も 古く、 最も 普通に、 而 かも 最も 堅固な 

る土臺 にして、 ダンテの 歌 ひたる 所、 カント、 フィヒテの 論じた る 所、 セ キス ピィャ の說 ける 所 『神 

在す』 て ふ 一 語の 中に、 その 凡て を 含蓄す るな り。 卽ち 英語の "00(1,  he  is" なり。 神 は 存在す る 者 

なり。 存在と は 始め 又 終り を 含まざる 義 なり。 其の 永遠に^ 在す る 所の 神 は、 實に 吾等 を 離る、 こと 

遠から す、 吾等 之に 於て 生き、 之に 於て 存 する こと を 得るな り。 され ど 余輩の 信す る 神 は、 希 職の 神 

の 如く 自然の 一 部分に 非す、 人間より 稍. -智德 の 優れたる ものに 非す、 神 は 宇宙と "identify" し 得 

べき ものに 非す、 世界 は 神に 屬 して 其の 支配 を受 くべき ものたり。 或は 二元論 を唱 へ、 善惡ニ 神の 存 

在す る ありて、 互に 相 衝突す との 觀念を 抱く 者 あり。 然るに 余輩の 有する 祌の觀 念 は、 善の 力が 終に 

惡の 力に 打 勝ち、 不義が 正義の 足下に 屈服す るに 至るべき こと を 分明に す。 他の 神 は 人間と 親類たり- 

然れ ども 我が 祌 は 自然と 隔離し、 人 問と も 隔離す。 神 は 神たり、 人 は 其の 權 下に 支配 せらる。 

み兀rl^なる存在者卽ち之を神と謂ふ。 かく 完全 圓滿 にして 絕對 無限なる 人間以上の 神な りとの 觀念 は、 

取り も 直さす 其の 神が 世界に 遍在す る こと を 包含す。 而 して 其の 世界に 遍在して 近く 吾等 を 支配す る 

神 こそ、 我等が 希望の 土臺を 置くべき ものに 非す とせん や。 我等が ゥ オル ヅゥォ ルスの 詩 を 愛吟し、 

其の 人物 を 慕 ふ 所以 は、 彼が 『英國 如何に 腐敗 を 極めたり とて、 尙ほ神 は 之 を 支配した まふな り、 神 
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の 世界な，；； ば 罪惡の 勢力 如何に 當り 難き が 如しと 雖、 遂に は 神の 支配の 下に 服從 する 時來 らん』 との 

確乎たる 希望と 信仰と を 把持した る 所に 在りて 存す。 

勝に 乘 する 軍勢と、 北げ 走る 軍勢と は、 其の 意 氣込を 異にせざる 可から す。 我等の 屬 する 所 は 敗北す 

べき 運命 を 有する 軍勢に 非す、 遂に 勝利 を 占むべき こと 疑な き 軍勢な り。 ル. "テル をして ウル ムスの 

會 堂の 屋根の 瓦 悉く 惡 魔と 化したり とて、 我何ぞ 恐れん やとの 勇氣を 鼓舞せ しめたる 所以 は、 彼が 我 

が 立つ 所 は眞理 たり、 神 は 之 を 祝福す べしとの 一片の 確信 を懷 きたる に 由る に 非す や。 神 は 天の 高き 

に存 せど も、 尙ほ 近く 人間に 接し、 之 を 支配し 之 を 安 慰し、 之 を奮勵 せしめた まふな り。 宛 かも 我等 

が 心に 得る 所 あり 安ん する 所 あるに 及びて は、 之 を 他人に も 分與し 又救濟 せんとの 志 を 起す が 如きな 

り。 祌は 到底 人智の 量り 知る 可から ざる 至大の 愛 を 港へ て 其の 愛 を 人間に 注 人 せんとした まふたり。 

『神 我等と 共に 在り』 て ふ 思想 は、 如何に 大 なる 慰めと 力に て あるべき ぞ。 印度に 戰( 半 ありし 昨、 英 

軍ラク ノォの 城に 籠る。 戰利 少なく 圍を 受けて 彌< 久しき に涉 りければ、 糧食 渐く盡 き、 志氣 また 銷 

沈 せんとす るに 至る。 此 時に 當り、 蘇 格 蘭の 一 兵卒、 耳 を 地に 附 けて、 故國の 音樂の 響く を 聞き、 遙 

かに 援兵の 來る こと を 知り、 城 中爲に 蘇生の 思 をな したる こと あり。 然り 我等 も 亦 信仰の 耳 を 地に 附 

けなば、 健かに 萬 軍の 主たる 神の 援兵 は、 fs- ましく 我等の 許に 来りつ」 ある を聽き 得べき なり。 $ 

は 日淸戰 爭の當 時に 於て、 此戰 爭ゃ必 すし も 正義の 戰 にして、 文明 を 東洋に 扶植す るに 於 てれ ふ 所 多 

きものな りと 思惟せ しかば、 始 よりして 遂に 我 軍の 勝利に 歸 すべし と 信じたり。 wi^ せる 哉、 戰は 非常 

め 光榮を 以て 勝てり。 米圃が 西班牙と 戰端 を？ 1 くに 至れる は、 人道の 爲め 正義の 爲 めて ふ 動機に 某. く A 

サ ン チヤ ゴ に 於て 米の サ ムプソ ン將 軍の 艦隊が ：-?,>(1 is  marching:  on: を 歌 ひつ 、、決 戰し *  國 


の 艦隊 を 全滅に 歸 せしめし は、 また 宜 ならす や。 昔時 はク！ 1 ムゥ H ルの 配下に 一 武官 あり、 ダンバ ァ. 

の 野に 轉戰 し、 勳功 少なから ざる 身に て ありし かど、 不幸に して 敵の 爲に 重傷 を 蒙り、 . ？惜戰 場の 露 

と 消えなん とせり。 彼はク ロム ゥェ ルと 血緣の 者たり しかば、 クロム ゥェ ル 特に 事の 此に 及べる を惜 

み、 往 きて 之 を 慰む C 然るに 武官 毫も 己が 死 を 憂 ふる 色な く、 クロムウエルに 謂うて E  く， 願く は 我 

が 爲に惜 む 勿れ、 我が 傍に 堆く 積み重ね たる 屍 を 取り 片 づけて、 神の 敵の 奴け 亂る &樣を 見せしめよ、 

我 は 其の 樣を 見つ i 快く  P ハす べしと。 我等 時に 或は 未だ 功 成らす して 中道に 驚る. iT」 あらん、 され 

ど 我等が 與 する 軍勢 は、 凱旋の 聲 勇ましく、 ； 大地 を 震動せ しめつ- - ある を 記憶す べきに 非す や-い 我等 

の 業 は 希？ ^なき 事業に 非す、 祌 我等と 共に 在る の 事業たり。 豈に叉 偸 快たら すと せんや。 二 

日本の 家庭 組織  . 

明治 骨 一 年 十月 六日 東京 赤 坂 業 南 坂 敎會に 於け る 演。 「護 敎」 記者の 筆 ..x- に 係る。 

西洋 諸國に 於け る 慈善の 話 を 聞けば、 か、 る 事の 此 世界に あり やと 疑 ふ 心 も 起らざる にあら す、 倫敦 

にて は 富 K 承の 息女、 朝な 々々諸家より パンの 屑 を 集め 来りて、 美味なる ソップ を 調へ、 て 貧民 を賑 

はす。 さる^：！-は月世界か、 木星 界に でも ある 事なら す やと 思 はる、 なり。 

請ふケ 少しく 日本の 家庭 を畫 かんか、 貧富 を 問 はす、 家々 に (サ あり、 昂 じて はお 家 騒動と たる もの こ 

れ。 され どこれ は 已むを 得ざる 事、 (1^ あれば 必す 面倒 ある 事よ と、 誰し も 諦め をる たり、 姑 は 嫁 をく 
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さし、 嫁 は 姑 を惡し ざまに 吹聽 す。 この 紛擾 小なる に似て 小なら す、 蔭に て 蜜の 食 ふ 如くに 一家 を惱 

ますな り。 世人 はかの 政事 家活氣 なし、 かの 新聞記者 議論 揚ら す、 かれ 說敎師 熟 情なし と^む。 而し 

て 彼等の 〈多 鮭が、 栗柹を 荒す 蟲の 如き ものに、 蠶 食し 1115 らる i を 省みす。 何 位 何爵何 大臣の 3- 掛 立派 

なる 所 も、 此蠢に 俊され つ k あり。 かく i?- 嘩の 中に 事業い かで 舉 らん。 社 會に屮 Z づる 所、 發 する 所 は、 

此 貪ひ餘 したる 殼 のみ、 人 を 動かさん 氣 その 中に 宿らん や。 我 邦に て 驚くべき は 家に 厄介者の 多き 

事な り。 もとより 一事に 當る ものが 妻子 を 養 ふ は當然 たり、 親の をる もよ し、 ^^のをるも先づ可し、 

父の 姊 とその 子、 叔父の 子、 わが 兄弟の 子、 母の 弟と その子と、 さながら 臺灣の 樟樹を 見る に 似たり。 

一本 立の 樟 あれば、 之に 纏 はる 蔓は幾 筋と いふ 限り を 知らす。 身分宜しければ->^しきほど、 此 係累 は 

夥しく ii; ゑ まさるたり。 人 や \ も すれば 云 ふ。 佛國の 人口 四千 萬 我國と 均し、 獨逸は ral 干 八 Kn^sr 我 

より さまで 多から す。 米國 とて 我 二倍 以上の 人民 を 有し 居る にあら す、 然 らば 卽ち我 は 以て 米の キ、 

獨佛と 伯仲す る ほどの 事業 は 成さん に 難から じと。 諸君 記憶せ よ、 そ は 人口と いふ 口の 數 なり、 働く 

手の 數には あらす、 彼に ありて は 四千 萬と すれば 八 干 萬の 手 働く に、 我に ありて は 半の 四 干 萬 も 働か 

ざるな り。 口 は 多 けれど 手 は 少し。 十分の 一 が 働く とすれば、 我 邦 は 四 •Kn 离 人より 稼ぎ人な し、 ：TM 分 

の 一 ならば 四 萬 人な り。 多き は 居りても、 居らす とも {d, しき やうの 5^ のみ、 この もの 共、 船の スクリ 

ュ-に 海草の 引つ か、 りて、 速力 を 減ぜし むる 如く、 胸く 人々 の 足 乎に 纏 ひて 進歩 を 4- む。 W 心 ひき や 

東洋の 君子 國に斯 る ものの あらんと は。 

我國の 家庭 制度 を 案す るに、 親 は 子 を 生みて 之 を 養 ふ (時には 駝鳥の 如く 沙漠に 卵 を 生み 離しに する 

も あれ ど )o 子 は 親に 對 して 無限の 責任 あり。 親は資 あらす。 子が 成長して 三十 圓の 月給 を 得る 頃、 


親に して 月 二十 圓の 勤務 あれば、 一家 は 五十 圓 にて 生活 を 立てん。 然るに 老いた る 親、 その 勤務 を 1^ 

ひ、 兒の 三十 圓 のみに て暮 さんと 云へば、 子 は 今少し 勤め 給 はらす や、 此家は 父君の 建て 給へ る もの、 

半途に して 荒廢を 招く 可から すと 勸 むる 能 はす。 かく 云へば 不孝 者と なるな り。 然るに 兩親 のみなら 

ば 可し。 親に 三人の 子 ありと せよ。 親は隱 ai? し、 ニ人の"：^^-は未だ自立す可からす。 この場合に 長兄 は 

二 弟の *1 話を爲 さざる を 得す。 勞働は 苦し、 倒 かすに 齊 めば 誰し も 其方 を擇 ぶ。 然るに 頼るべき 父 は 

わが 兄に 身 を 寄せたり。 こ、 を 以て 父に よりて：： 几に 鍵る。 一本の 綱 あれば 第一に 父に 1! り、 第二に そ- 

の 兄弟す がるな り。  これ 猶 l-PJ なり。 この 兄弟 妻を娶 り、 子 を 生み、 事業に 失敗して 歸れ ば、 畏 兄 はわ 

が 兄弟の 妻子 を も 引受けざる 可から す。 此綱强 け わば 強き ほど 鎚る者 多し。 

我 知れる 華族な どの 1^ 介 多き 事. いはん 方な し。 則ち 綱强 ければ、 その 斷れ るまで 懸 るたり C 我 貧富 は 

細き 麻絲に て 一人 を舉 ぐる もの あり、 釣瓶 繩 にて 十 人を舉 ぐる も あるに 譬 へつべし。 十 萬圓の 身代 あ 

る 家に て は、 弟 を 分家せ しめんと すれ ど、 ^は 三萬圓 下で は 分る \ は 嫌な りと 云 ひ、 三百 圓の 家に て 

は、 家 弟 百 五十 圓の 分配 を 請求す _】 

かく 蟲に喰 はれ 居る を 以て、 如何 ほど 富む も 人に 施さざる たり。 日本人が 公共心に 乏しき のみたら す、 

家庭 制度 之を然 らしむ。 リビング スト ー ンの 如くに、 父母 をす てて 傳道 すれば 不孝 者な り。 父母 在せ 

ば 遠く 遊ばす。 滿洲へ ゆきて 幅 昔を傳 ふる は 止めて、 親 を 養 ふた リ。 わが 『義理』 とい ふ 語 は、 意味 

極めて 深し。 この 義理 は缺 かれぬな り。 もとより 西洋の 家庭より 我家 庭の よき 事 あり。 しかも 活動 は 

彼に 在りて 我に 無し、 親理 にて ギリ/ \ 縛られて は、 財布 も 心 も餘裕 たき ぞ かし。 學藝は 歐洲に 及ば 

ね ど、 杜會 制度の 最も 發達 したる を米國 となす。 泰西の 社會 にても 義理 は 行 はる、 了お を 助けた る 力 
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1 ライルの 如き もの 少 からす。 され ど 泰西の， は 信す。 第一、 我 は 神に 負へ る 義務 あり。 ^-:,」 にね 

へる 義務 あり。 我 は.^: たる 神に 事へ ざる 可から す。 叉 その 造り 給へ る 己 を 高く せざる ベから す。 旣に 

人 は 自ら を處 置すべき 義務 あり、 こ、 を 以て 人に 賴る事 ほど、 恥 かしき は 無し。 この 念の^ はれた る 

事 幾 代、 今に 至りて 愈. -强 し。 英獨 たどに は懒族 あれ ど、 米に は實に 少し" わが 知れる K:! 萬 弗 以.^ _の 

產 ある.： 氷， の 少女、 親に 娘り て勉强 する は 恥 かしと て、 夏休み 毎に 年々 避磬地 旅館の 給 让 をた し、 以 

て 勉學を 成し遂げたり。 こ は 極端なる 例 なれ ど. 米 人 は 此心掛 を 喜ぶな り。 また ある 女子大れ. つに 卒業 

式 ありき。 何處 にても； t 人 は 美服 を 好む も のぞ。 然るに 當日 第一 等の 賞 を 得て 卒業すべき 婦人 赤貧な 

り。 寫字 などして 從來學 費 を 支へ をり しと 云 ふ。 學 成りて 卒業 せんとす るに 當り、 剩す所 僅に 一 弗の 

み。 友人 之を憐 みて 我に 御身 を 助けさせ 吳れ ややと 請 ひたれ ど、 少女 諾 せす。 已むを 得す、 少女の 部 

屋に、 拾 弗の 金 を 友人より として 投じお きしに、 其 後心附 ける 少女 は、 これ は 我物なら す、 學校 にて 

要用の 事に 使 はれた しと 校長に 屈け 出で、 自ら は 餘れる 一 弗 を 以て 吳服 店に 赴き、 更紗の 布 を購ひ 一 

夜に 仕立てて、 之 を 式場の 衣と なし、 見事なる 論文 を讀 みて、 暍采場 裡に席 を 去りぬ。 され ど 你大な 

るは此 少女より、 この 少女 を 賞 讚し、 我國 にか. -る 清き 少女 ありと 誇る 米！： の社會 なり、 I 双-風な り。 

わが 明治 女學校 や、 神 P 女學院 にて、 ，H 地の 浴衣、 槌 めた る帶 にて 卒業式 を： ひふ もの あらば、 滿 lir 

を拍 ちて 之 を 笑ぶべし。 

我 は 勞働を 恥ぢ、 彼は勞 働せ ざる を 恥づ。 屋根屋の 乎傳、 左官の 乎 間 取 も 恥に あらす。 故に ト 人の 中 

七 八 人 は 我 綱 を 握るな り。 我 は然ら す。 こ、 に 不和 起らざる を 得す。 これ 我國 にて は 義现と 愛と が 判 

然し- 4 ら ざれば なり。 日本に は 弟 を 助く る は 兄の 義理な り。 いやながら も 助けざる を 得す。 かくして 


不和の 種-は、 與 ふる 時 旣に播 かる- - なり-。 泰西に て は 弟が 兄に 補助 を 請 ふ. 時、 弟 二十歳 以上たら ば、 

汝 働くべし 云. ひ、 社 會も之 を至當 とす。 惡き兄 は 弟 を 門前 拂に する も あり。 しかも 兄に して 善良な 

る 基督 信徒-ならん か」 こ >- に 我よりも 年少に して 精力 足らざる 人 あり、 我 喜びて 助けん， 他人 にても 

助くべき に、 まして 弟なる を やと。 子女の 養育 も然 り。 我に 在りて は、 捨てお く譯 にもなら ねばと、 

義理に よりて 爲し、 彼に 在りて は、 神の 賜へ る もの、 我 之 を 漂泊 させん 事 天に 對 して 濟 ますと てた す、 

泰西に は 我 圃の繼 兒氣質 とい ふ ものな し。 我らの 目より 見れば 不思議なる ほど、 11 母と 權， 子との 仲が 

善き なり。 惡 きも 罕には あれ ど、 睦 しき 方が 多し。 旣に 他人の 子 を すら 汚れた る を 厭 はで 身 體を洗 ひ 

やるな り、 んゃ我 子と なれる もの を や。 母は繼 子と 友人の 如くに 遊ぶな り。 親 を 養 ふも然 り。 あ. - 

我 親 今や その 働き を 終 へんと す、 活動の 時 は 過ぎたり、 之に 奉仕す る こそ 我特權 なれと。 彼ら は 愛に 

由り て爲 す、 義理に よりて 爲 さざる なり。 

願く は 義理の 覊 雜を脫 し、 愛に よりて 相 助けん。 しかせば 所謂 地 は 天に 向 ひ、 天 は 地に 向ふ樂 境たら 

んレ 出来るだけ 厄介に ならん とい ふが 如き 卑しき 心を脫 せよ かし。 され ど 余 は 急激なる 改革 を 諸君に 

求む るに あらす。 我等 豈 親に 向 ひ 姑に 對 して 謀反 せんや。 これ 二 千有餘 年の 事、 彼等の 罪に あらざる 

たり。 た 1- 我等 は 其 子に、 其 父兄に 賴 らんと する 勿れ。 西洋 にても キリスト 時代に は、 我國 より は遙. 

かに 窮 なる. 家族制度 を 有しき。 しかも 今日は かくの 如し。 我等 は キリストの 謀反せ ざり しが 如く、 

謀反せで之^^導かん。 主の 心 だに あらば、 ：：a. ぶ/日に 處 すべく。 以て 未 來をも 善くすべし 云々"" 

『護 敎』 記者 曰く、 當 日の 講演 一 (小 畸弘道 氏) は 諄々 として、 天の 一方に 義を行 ふ 民衆 樂土 ある 

を 示し、 一は わが 足下に 陷 1! 井の ある を說く * 殊に 內村 氏の 犀利なる 観察、 誠に 以て 多と すべし。 一 
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派の 士 はか、 る 事 を擧げ て、 基督 敎 徒が 國風を 破る とい はん。 しかも 勉 むべき 人類に して、 花の 卜 

臥の み を 喜 び を ら んに は、 花 散り 香 消えて 後 やい かん。  (i 敎， . 」 

著者 曰 ふ、 當 時の 『護 敎』 記者 は 山路 愛山 Sf; なりし と 記憶す。 君の 注意、 謝する に餘り あり。 余 

が 今日 附記 せんと 欲する 所 を盡し 得て 餘り あり。 昭和 二 年 七月 二十 七：： I  C 此の 附 未 發表— 編者」 

力 ー ライルの 婦人 觀 

(一 番町敎會^；^人會に於て：) 

iyn 敏村 先生に 靑年會 で 遇 ひました 時に、 本 tn 當會 で演說 をして 吳れ ないかと 云 ふ 突然の 御 注文 を 蒙. 

つた。 れま でも 諸 所の 演說會 へ 先生に 巧みに 引出された 事 は 幾度 も ある。 所が 叉 今度 も 同 じ 方法で 

釣り出され さう になった。 ^し 今度 は 私の 方 も 先度より は些と Iie: くな つて 容易に 請 合はなかった。 私 

は 先生に 向って 「若し 貴君が 私の 演說 に對 して 私に も 同じ 様た 勞働を 以て 酬いて 下さるならば 造り ま 

せう」 と 中し ました。 所が 先生 は 「ソ レは嫌 だ」 と 云 ふ 御 答へ であった。 故に 私 も 貴君が 嫌なら 私 も 

請 合 はない といって 斷 つた。 依て 種々 談判の 結果、 先生 は 私の 獨立雜 誌に 二 K 半の 原稿 を 贈ら う と 云 

ふ II い 約束 をされ たので、 ソ レ ならば 私 も演說 をしょう とい ふこと で、 …… 實は 正直の 話が さう 云 ふ 

ih、、」 令 日 は 此處に 出る ことにな りました。 ^し ソレと 同時に 私に 起った 問題 は、 ：e を 御 話したら {且 か 

らうと 云 ふ 事であった。 何分 卽 座に 考案 も 出ません ので 甚だ 困り ましたが、 今 直ぐに 演題 を 極めて SK. 


れと云 ふこと でありました から、 其 時に 一 番 早く 私の 腦に 浮んだ 題、 卽ち 『力 ー ライルの 婦人 觀』 と- 

云 ふ 事に 就て 御 話 を 致さう と 御 約束 をした のであります。 けれども 後で 考 へて 見る と、 此題を 差 上げ 1 

たの は些 私の 考 へが 足らなかった かと 思 ひました。 何故で あるかと 云 ふに、 私 は 今日の 日本 婦人、 殊！ 

に 此敎會 の 婦人 方の 學識の 程度に 就て 疑 ひ を 持つ ので はない が、 併しながら 今日 此國の 婦人、 否、 世 一 

の 中 のん が 斯様な 事 を 一 般に唱 へる 事 は 甚だ 少ない と 思 ふ。 勿論 ライル， は 何う 云 ふ 風た 人で あつ 一 

たとい ふこと は、 『阈 民の 友』 『世界の 日本』 などの  一 二の 雜 誌に 出た こと は あるが、 ^^したがら婦ー 

人の 方々 へ 力 ー ライルの 事た ど を 御 聞に 達した 所が、 ^より 馬 琴の 婦人 觀、 或は 山陽の 婦人 觀と云 ふ 

様な もの を 御 話す る やうに 面白味 を 以て 迎 へられない 事 は 解り 切って 居る 事と 思 ひます。  ： 

けれども 此事を 皆様の 前、 殊に 婦人 方の 前に 持ち出す の も、 或點に 於て は 甚だ 有益で あらう と考 へま 

す。 ソ レは i: う 云ふ譯 であるかと 云 ふに、 力， ー— ライ— ルと云 ふ 人物の 事廣に 就て 直接に 論じませんでも- 

文人と しての，^^^^^, ル， と 彼の 細君との 關係 として 御 話 を 致した たらば 普通の 問題に もな り、 丑つ 又 一 

ソ レに囚 つて 抑- 文學 者と 云 ふ もの の 細君 は 如何なる 思想 を 持つべき もので あるか、 叉 文人の 細君 は 

幸か不幸か、 又 或は 文人の 細君 は 何う したら 其 夫 を 助ける ことが 出來 るかと 云 ふ 様な 事 を 研究す る こ： 

とが 出来る だら うかと 思 ひます。 ソレ 故に 私 は 特^に 力 ー ライルの 文章な ど を引證 して、 彼が 斯う 云： 

ふ 婦人 觀を 持って 居った と 云 ふ樣な こと は 御 話し 申すまい と 思 ひます。 ソ レを御 話しす るに は 他に 適 一 

當な 場所が ある、 私 は 此處は 爾ぅ云 ふ 事 を 論す る 場所で はない と 思 ひます。 併しながら 今 云 ふ 文人と 

彼の 妻と 云 ふこと に 就て 御 話 を 致す 前に、 大體カ ー ライル と 彼の 細君と の 關係は 何 ふ 云 ふ 風で あ つ ん卜ー 

かと 云 ふことの 御 話 を 致し、 ソ レ から 全 體に涉 つたら 大 へんに 御 話の 順序が 宜 からう と 思 ひます。 
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，力 I ライル， と 云 ふ 人 は 蘇 蘭 土の 人で 生前 は 非常に 人から 厭 はれた が、 其の 死後に 至って は大に 世人 か 

に 尊敬 せられた 人で ある。 而 して 私共 此 人の 傳を讀 むと 毎 も 奇異なる 感を 起す、 何故かと 云 ふに、 力 

1- つ ィル がま 曰いた 幾多の 書の 中に、 亦 彼の 傅 記の 中に、 二つの 著しい 事が ある、. ソレは 何かと 云 ふに- 

i.- づ 第一に、 西洋の 文學^ として 知られて ある 人で 婦人の 事 を 書かない 者 は^ん ど 一人 もない、 謙れ 

でも 呰な 女と 云 ふ も. のに 就て は 理想が 有る、 誰れ しも 人 問の 理想の 高尙 なる もの を 書く とき は： g 人 を 

出す、 婦人の 理想 無き 文人と て は 殆んど 無い、 所が、 英吉利 文學の 大ク， 殊に 韻文 的 散文-おと 名 を 付 

けられて、 近世に 一 人 か 一 一人 かと 稱 せらる、 此カ ー ライルの、 机上に 積んで 山 をな すの 著書の 中に 婦 

人の 理想に 就いて 述べた ものが 一 つもない。 私共 力 ー ライルの 著書 を 請む とき は、 薪んで 居る 中は氣 

が附 かないが、 讀んだ 後に 考へ ると 其 事に 氣が附 く。 シ H タス ビヤの 著書 中には 多くの 女が 擧げて あ 

つて 其 中には 立派な 婦人 も あれば、 惡ぃ 人 も あり、 美人 も あれば、 醜 も ある。 けれども 力 I ライ 

ルの 作に は 始めから 終りまで 請んで 見ても 彼の 理想的 婦人と も稱 すべき 者 は 一 人 も 無い、 勿論 其屮に 

婦人の 事が 書いて ないで はない が、 其 事 はいつ でも 嘲弄 的 誹 誇 的で ある。 或は 母親 を 賞め る 時 は 自分. 

の 母親 を 褒め、 妻た る 者を贊 める 時 は 自分の 妻を譽 めて ある、 併し 其 外に 「是れ が 私の 理想の 女で あ 

る」 と 云 ふこと は 書いて ない。 今 之 を 他の 文學 者に 比べて 見る と 力 ー ライル は 全く 婦人の 考 への 心に 

浮んだ ことの 無い 人の 樣に 見える。 他の 多くの 文學 者に はソ レソ レ it 一. 想 的の 婦人が あって、 ゾ レが立 

派に 書い-て あるが、 力 ー ライルに 限って 是が 無い、 只 若し 例外 を 一 百ったなら 「サァ タル リサ ー トス」 

… … 力 ー ライルの 自叙 傳 とも 稱す ベ き此 書の 中に ブ 1 ル i^、 ン， と 云 ふ 婦人が あって、 其 婦人が 自分 を 嫌 

つ て 或 貴族と 結婚 をした と 云 ふこと が 書いて ある。 是れも 婦人と 云 ふ もの は 詰らぬ ものであると 、- ふ 


こと を 嘲弄 的に 書いた ので、 是れ彼の^^^_^とすぺき婦人、 卽ち 理想の 人と して 書い： {ん ので はない" J 

モウ 一 つの 不思議な ie^ は、 力 ー ライルの 傳記を 讀んで 見る に、 彼れ の 婦人に 對 する 思想が 日本人の 田， 

想と 能く 似て 居る ことで ある、 ソレは 何かと 云 ふに、 力 ー ライルの 考へ では、： i 人 は 男子 を 助けべき 一 

ものにして、 決して 男子から 特別の 尊敬 を受 くべき もので はたい と 思って 居た。 英吉利 民 挨姝に 亞术ー 

利 加 人の 女 を 大切に する のと、 力，" ライルの おへと は 全く 反對 して 居る、 世界 各 國の中 一番 女 を 大切 一 

にす るの は米國 である。 米國 では 婦人 を 大切に する の は 紳士た る ものの 職分の やうに 考 へられて る „ 

ソ レ 故に 假令 家に 在って は 夫婦喧嘩 をしても、 集き の 場所に 行けば 我 席 は 無くても 之 を 婦人に 讓る」 一 

而 して 若し う 云 ふ 事 をし ない もの は 男らしい 奴で 無い と 亞米利 加 人 一 般は考 へて 居る。 或は 家庭の 一 

^^だ紊れて居る人でも、 婦人に 對 して は 最も 行儀 正しく、 伴て 外に 出 づれば 恰も 婦人の 家臣 か、 僕の 

樣 になって 婦人 を 抉け る。 之 を 紳士た るの 性質で あるかの 樣に考 へて 居る。 此習憒 は 從來の H 本人が- 

其 婦人 を賤 しめた 考 へと は 全然 反對 して 居る。 ^したがら 日本で も 今日 稍此 風に 傾いた 人が 時々 在つ 

て、 現に 我々 の 知人 巾に も 多少 此考へ を 持つ 人 を 見る ことがある。 亞米利 加に 於て 女 を 尊ぶ の 甚だし-一 

き は、 自分の 妻の 嫌 ひな 人 は 如何に 自分の 親友で あっても 絶交して 了 ふ ことがある。 ソ レ は 普通 どう 一 

して 遣る かと 云 ふに、 結婚の 後に 人 を-城に 招く 時、 或は 結婚の 披露 を するとき に、 細君に ならう と 云 一 

ふ 女に 向て 「私の 友人 は斯 く/ \ である」 といって 其 姓名 を 示します と、 細君に 鈴 筆 を 執って、 r 此- 

人に 可し、 此人は 不可」 といって 自分の 嫌 ひた 人の 名に 點を 打つ、 すると 夫た る 人 は その 細^の 指定 

通りに、 細君の 嫌つ たん は縱ひ 自分の 親友で あっても 招待 狀を發 したい、 「モウ 彼の 人と は 生涯の 御， 一 

暇 乞で ある」 と 極めて 了 ふ ：：： 此風 に^うて 現に 日本で も 其眞似 をした 者が ある、 我々 の 友人の 中に 一 
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も 一 一 一人 有ります …… けれども 是れは 亞米利 加 にても 澤 山に 在る 例で はたい が、 , にさう： .ム ふ 例が sf 

はる- - ほど 婦人と：： ムふ もの を 尊ぶ ので^る。 所が 力 ー ライルに 至って はソ レも 全く 反對 して； lig つて、 

其 やうな 考 へ を 持つ こと を 力 I ライル は 茶 だ賤ん だので ある、 最初 力 ー ライルが 其 細君と なった 婦人 

に 贈った 結婚 約束の 手紙 を讀 むと 能く 此 事が 解る。 力 ー ライルの ^はい ン H, ン ゥェ— ル，， シュ攘 と 云うて. 

蘇 蘭 土の 名家の 令嬢で、 家柄 は 勿論、 敎育も 有り、 性質 も高尙 であり、 容貌 も 美、 財産 も 多少 あり， 

1 として 缺 くる 所な き 婦人で、 立派な 人の 妻と なるべき 資格 を 十分に 持った 婦人であった。 此： 人， こ. 

が， ー ライルと が 結婚した き考へ を 以 て 書簡 の 往 (恨 を し た 、 其 時 力 IT フ IV ル I がゥェ ル 、ン ュ 嬢に 贈った 齊 

の 中に 西洋人と して は實に 奇異なる 考 へ が 書いて ある。 

貴女が 私の 妻になる 意なら ば 私の 生涯の 幸 幅此上 もない 審 である。 けれども 私の 考へ では 女が？； の 

家に 来たならば 妻た る もの は 良人に 服從 すべき ものであると 云 ふこと は 御 承知 か。 貴女が 私の 妻と- 

なった 以上 は 私の 好む 所 は あなた も 悉く 之 を 好み、 私の 嫌 ふ 所 は 貴女 も 共に 避けて 貰 ひたい。 ^.1^し 

0  0  0  0  0  0  0 〇 〇 0  0  0 あな た つ おつ. -r ん OOOOOOOOOO 

私が 嫌 ひであるなら ば縱ひ 貴女の 母親で も 一 切 家に 寄せない、 ソ レ でも 貴女 は 私の 家に 嫁く 御. ゆにみ 

が 有る か。 

と 云 ふ 意味の 文面で 有った。 隨分 是れは ひどい 注文で ある。 貧困なる 女、 敎 育の 無い 女、 財 化の 無い 

女に 對 して 霄 ふこと ならば 少し は 許せる が、 併し、 財產も 位地 も 敎育も 性質 も 更に 間然す る ことなき 

婦人に 斯う 云 ふ 趣意の 手紙 を 贈った。 所が ジ H ン ゥ H ルシ ュも怜 倒 過ぎる 位の 女 故、 幾度 か 思案し 

て 幾度 か.^ 談 にならん とした、 叉 力 ー ライルから 「私の 一；； 一 II ふこと が 貴女の 心に 落ちないならば M うか 

遠慮なく 斷 つて 貰 ひたい、 私 は 今後 贵女を 友人と して は 交 はるが 妻と して は迎 へる ことが 出來 ない」 


と 云って 其 事 をく ど/ \. しきまで 書いて 遣った。 「若し また 貴女が ソ レを 承諾して 私の 家に 来るなら 

ば、 生 貝 女 は 私の 爲 めに 一身 を 犠牲に して 生涯 を 費さなければ ならない、 而 して 私の 嫌 ひな もの は 貴女 

の 母親さんでも 家に 寄せる こと は 出来ない」 と 云 ふこと を 繰り返し 往復した が、 それでも 雙 方で 何 か 

見込む；^ があった と 見えて、 結婚の 約束が 成立って 遂に 夫婦に なった。 ，テ其約束の中には些細た_?^ま 

で …… ！ i 婚の 式日の 約束まで 書いて あって 都合 七 八筒條 ある。 順序 はつい 忘れ ましたが、 婚の 日に 

は 何う 云 ふ 衣服 を 着る とか、 何時 何 處で出 遇 ふと か、 何^から 一 一人で 馬車に 乘 つて 注く とか 云 ふ 様な 

こ ひで、 其 七 箇條の 中の 終り 條か其 前の 條に 「どうぞ 敎會 から 歸途に 貴女と 一緒の 馬車の 中で 4! 煙 サ；； 十 

一本 を 吸 ふこと を 許して ください」 と 云 ふ 事まで 書いて ある。 此事は 小さな 事の やうで あるが、 西洋 

では 婦人の 前で 堙草を 吸 ふの は 失敬の 事で ある。 殊に 結婚の 日に 一 つ 馬車の 中で 花嫁の 前で 卷 煙す を 

吹く は 無禮の 事で あるが 併し 是も 「女と 云 ふ もの は 男に 服從 したければ たらない」 と 云ふ考 へから 此 

箇條が 加 へ られ たものと 昆 える。 

デ 女と 云 ふ ものに 對 しての 力 ー ライルの 考へは 英吉利 人 全體の 上から 考 へたら 大 へんに 違って i5 つた" 

ソ コ で 愈々 結婚 をして 夫婦と 成った 後 は 夫人に 對 して 力 ー ライル は 彼の 約束 を 幾分 か 緩めた かと 云 ふ 

に、 實に 前の 首 葉 通りに 之を實 行した。 一番に 實 行した の は 何で あるかと いふに、 其 時分に 力 I ライ 

ルの言 ふに は 「私 は 一 の 宣教師で ある。 勿論 宣敎. 師 といっても 私 は 貴女 を 亞弗利 加 や 印度に 連れて行 

かう と 云 ふので はない。 私の 福音 を傳 へんと する もの は 異鄕に 在る 人に は 非す して 此 英吉利に 在る 俗 

/、に 神の 幅 昔を傳 へたい ので ある。 だから あなた も 其 意で 居らなくて はならぬ。 ソレに 就て は 都の 俗 

塵の 地で は 不可から..：^ るべ く 人間の 居な. い、 交通の 絕 えた 寂寞 土地に： tH ま はう と 思 ふが、 貴女 はソ レ 

m お  七 九お 
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を 承知す るか」 と 云 ふ 事であった。 ジ H ンも 固より 良人に 服從 すべき 約束で 末た 事故 之 を 担む 事 は 出 

來 なかった。 ソコ で ，ク ラ ー ゲン パト ックと 云うて 令 でも 汽車 場から 七 哩も奥 ；… 其 時分に は 汽車 も 通 

じて 居らぬ 時であった から 書簡 を 出す にも 七 哩も往 かなければ ならす、 隣家と いっても ニ哩も 離れて 

居る やうな 人里の 遠い 山奥に 住った。 曾て H マ ー ソ ンと云 ふ 人が 力 ー「， ィ— ルの隱 家 を 訪ねて 往 つた 所 

が、 馬車に _ ^つ て 田 舍道を 稍 久しく 行く と、 そ の 近 の 行き詰りが 力 ー ライル の 家で あ つ たと 云 ふお で 

ある。 さう 云 ふ 寂しき 田 舍に引 込んで 高等の 敎 育を享 け、 ：：： ルれ から 社會の 勢力 を 持た うとした； 1 人が、 

自分の 社交 上の 冀ひ" ^ は 皆 悉く 拋 つて、 七 年の 問此山 ii の 僻地に 力 ー ライルと 只 二人で 暮 した。 後で 力 

1 ライルが 自分の 細君の 傳を 書い 中に 其 時の 有様が 書いて あるが、 實に此 七 年の 間の 生涯 は 彼女に 取 

て は 多分 今日 本の ド婢 でも 是れ 程賤 しい 職分 を 課せら る 、 こと はなから うと 田 4 はる、 程の もので あつ 

た。 其 日々 の 業務 は 勿論、， 麵 鉋を燒 き、 皿 を 洗ひ淨 むる 等の 家事の 用は當 然としても、 其 外 1^ たい 處 

を：： ：！ 除す る 職分まで を 此高尙 なる 婦人に 申し付けた。 而 して 自分 は 何 をす るかと いふに、 世の 屮の事 

は 一切 棄却て、 常に 形而上の 所に 居た。 ソ レで此 家に 出入す る もの は 時々 郵便配達が 来る のみで、 其 

他に は 一人の 出 人る もの もなかった。 其 郵便の 來る時 は、 英吉利、 佛蘭 西、 獨逸、 太 利 のな 问尙な 

る 雑誌が 澤山來 た。 なほ 其 外に 自分の 持って 居った 僅かの 金 は 皆 書籍の 爲 めに 消費して 郵便の 來る度 

に^みの 書物が 澤山屆 いた。 1  母に ソレ 等の 書に 依って 勉强 をし、 偶.、 おが 出る 時に 倫 孰 Hlncw^v 

邊の雜 誌に 寄書 をして 原稿料 を 取って 生活の 料と して 居った。 其 外 自分 は 家の-事に ほ 些とも 關 しな 

い。 又 細君 は ソレと は 全く 反對 に、 固より，； ：2 等の 敎育 を享 けた 婦人 故、 音樂は 巧みに、 詩文に も 長 じ 

てお るので あつたが、 んレ 等の 事 は 悉く 腦 中より 棄 てて、 只 己れ と 失との 衣禽 住のお にの み 係って 居 


つた。 若し 一 人の 男子が 一 人の 立派なる 女子 をお 隸 使した と 云 ふこと があった ならば 力 —ライル ほど 

酷なる 者 はたかった らうと 思 ふ。 若し 叉 一 人の 女が 男子の 爲 めに 自分の 冀 望と 快樂と を拗 つて 盡 した 

と 云 ふ 事が あったならば ジ H ン，— ゥェ ル シ ュ位 能く 盡 した 者 は 無から うと 思 ふ。 ソ レでカ ー ライル 夫 

^！は田舍に引籠って人と談話を交ゅる事もなく、 眞 個に 遁世 的に 生涯 を 送った、 ，ェ マ.' ソンが 訪ねて 

:Jti つたと きに 力 ー ライル 夫婦が 「天外より 人が^ ちて^た」 といって 禮を 述べた とい ふ 位に さびしく 

世 を 送った ので ある。 然るに 金が 不足 故 生計に 困難な ので 已むを 得す 後に は 倫敦に 出て 來た。 其 後に 

は 大分 生活 も樂に 成り、 少し は 交際 も 出来る 様に 成った が、 併しながら 力 ー ライル は 非常に 人 嫌 ひ を 

する 人で 成るべく 世の中の 人 を 避けようと したから 夫人の 好みに 應 する こと は爲 さたかった。 人が 來 

れば 夫の 方から 人 嫌 ひ をして 「彼れ はつ まらない 扠 である、 其 は穢ぃ 奴で ある」 と. 云って 自分の 好か 

ぬ 人 は 遠慮 會釋な く はねつけ たので、 来る 人が is^ 永く 交際 をす る ことが 出来ないで 了うた。 ソレ 故に 

リ おど 社交的 の 生涯 は 力 ー ライル 夫婦に は 無 か つ た。 

此事 はさて 措い て 力， I ライルと 彼の 細君との 仲ら ひ は 何う であった か、 夫婦の 情は佝 うであった かと 

云 ふに、 其 問 は 甚だ 不和が ちで 常に 衝突 をして i5 つたと 云 ふ。 力 I ライル が 倫敦に 出てから や シュ， ボ 

ん. 1; ンと云 ふ 貴族に 知られて、 その 人が 非常に 力 ー ライル， を 尊敬した。 力 ー ライルが 文筆に 從 事して 

疲れし 時 は 自分の 別莊に 招いて 御馳走 をして 其勞を 慰めた。 ソレ が. 爲 めに 細君 を 家に 殘して 一. 週 問 も 

一 一週間 も 逗留して 歸 つたこと が a 々有る。 或は 湯治に 往く 時分に も、 自分が？ 場から 歸 つて 來る 口、 

r 度 汽車が 人り 違へ る 時分に 細君が njl 治 場に 往 つたと 云 ふやうな 事が 二度 も 三度 もあった」 而 して 終 

に 波 女の 死んだ 時 は 力 ー ラ ィ ルは H デ ゾ ボ ルグ に演說 に 注った 留守中であった。 ， 高貴た る 思想 を 持ち、 
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立派なる 敎育を 受けた る この 得難き 妻を娶 つて、 其赛 に對 する 力 ー ライル， の處置 は如斯 であった。 ソ 

レ 等の 車 は 力 ー ライル 嫌 ひの 人が 「力 ー ライ i ルは 婦人に 無禮を 加へ た」 といって いつも 彼れ を 非難す 

る， である。 勿論 力 ー ライル は 怒り 易き 人であった から、 食 $ の 時分に 珈排が 冷え 過ぎて 居る の、 肉 

の 煮方が 硬 過ぎる のとい つて 自分の 意の 如くたら ぬ 時 は、 椅子に 腰 を 掛けて 居って、 食 ネのヒ に 茶碗 

や 皿の 有る にも 頓着な く 之を轉 覆させた ことた ど は 幾度 もあった と 云 ふ。 只 細君 を 殿 打た とか、 虐待 

したと かいふ 事は聽 きません。 ^し 英吉利 人、 亞米利 加 人の 考 へから 言 ふと 力 ー ラ— ィルは 細君に 對し 

て は 無禮千 萬で あつたと 言 はなければ ならない。 であるから 米英 等の 婦人 中には 力，^^ ィ— ルは. 貧に 酷 

い 人であった、 人 を蹈み 付けに した 人で あつたと 云うて、 力 ー ラ— ィ— ル， と 云 ふ 名 を  一一 一一 c はる、 さへ 嫌 ひ 

た 人が ある。 

私 は 決して 力 ー ライル を聶 負す るので はたい、 併し ジ H ン ゥ H ルシ ュと云 ふ 婦人 も 敎育は 十分に あ 

り 立派な 婦人で はあった が從 順の 婦人ではなかった と 云 ふこと も兹に 述べなくて はならない。 其 例 は 

或 時 力 ー ライルが 細^に r コ ンな 冷たい 珈琲 を飮 ませられて は 困る」 と 言ったら、 細君 は 忽ち 眞 つかに 

爆った 火 を 挟んで 珈琲 茶碗の 中に 入れて r 是れで ま いか」 といった と 云 ふ 話が ある。 此 liej- を て も 

彼女 は從 順の 女でなかった こと は 解って 居る、 故に 强ちカ ー ライルが 婦人の 權利 を蹂躏 したと はい へ 

たいと 思 ふ。 ソ レ で全體 から 見れば 力 ー ライル， の 家庭 は 常に 不愉快であって 彼女 も 時には 自分の 不平 

を 友人に：^ らして • 「女た る もの は 決して 天才の 人と 結婚す る もので はない」 と 云うた とのこと であ 

る。 けお ども 今一 つ 述べて 置かなければ ならな いのは、 力 I ライル 夫婦 は 誠に 不和 不睦の 様であった 

が、 しかし ゲ； に 尊敬し なかった かと 云 ふに- ソレは 決して さう ではなかった C 「天才の 人と は 決して 


結婚す るな」 といった ジ H ン ゥ H ルシ ュが叉 人に 向って 「我 夫 は 英吉利 第一 の學 者で ある」 と言う 

て 居た。 叉 力 ー ライルが 彼の 妻に 對 しての 考 へに 「我妻は普通の^^人ではなぃ、 實に 得難き 婦人で あ 

る、 且つ 其 先祖 は 有名なる 改革 家の ジョン，， ノックスであって、 祖父 は 蘇 蘭 土の 有名なる 醫師 である、 

ジェ ン— ゥ —H ルシュ は是れ 等の 貴むべき 遣傳を 持ち、 其 歷史が 彼女の 血液の 中に 交って 居て 英吉利に 

と は 出ない 婦人で ある」 と 云うて 心に は 深く 彼女 を 尊重して 居た。 デ其 細君の 死後 は 彼 は 殆ど 二 年 

の 間 苦悶して 「私 は大た る罪滅 をし ない 中 は 此世を 逝る 事 は 出来ない」 と 言って、 他の 文學 上の 仕事 

は 一 切棄 てて 細君の 傳を 書い. た。 然るに 其傳は 細君の 傳に 非す して 自分の 傳の 如き ものである、 其 一 

部分 は 彼女に 奉りし 頌德 表の 如き もの、 他の 部分 は 自分の 罪の 懺悔 文の 如き 者に して、 文人の 自叙 傅 

として は 是れ位 貴重の もの はな、、， と 云 ふ。 然れ ど大體 から 見る 時 は 力 ー ラ— ィ W 夫妻 は 誠に 不愉快の 生 

涯を 送った 者と 云 はたければ ならぬ。 

所で 今玆に 力 ー ライルの 如き 婦人 觀を 持った 人が 同じ 文學 者の 中に あるか、 他に 力 ー ライルの やうた 

例が あるかと 云 ふ 事を考 へて 見れば 餘裎 面白い。 私 は 不幸に して 未だ 日本の 文人の 家庭 を 探究した こ 

と はない が、 西洋の 主なる 文學 者の 中で 力 ー ライ— ル， に 善く 似て 居た 人 は ダ—； T テ である。 ダン— テ— の 細君 

は， ソクラテス の 細君の やうな 過激な 婦人であった、 併し 彼女が 嫉妬 不貞の 婦人で あつたと 云 ふこと は 

虚 であった と 云 ふこと は 解って 居る、 併し乍ら，.^ テ. は 彼の 家庭に 於て 偸 快でなかった と 云 ふ 事 も 解 

つて 居る、 ソレは 何が 故であった かと 云 ふに、 ダノテ の 思想 は 力 ー ライルに 似て 居り、 希望が 力，^ c^- 

ィ ルの樣 であった。 又 ダンテより 尙ほ 一 曆ヵ ー ライルに 似て 而も 全く 性質の 異な つた 妻を娶 つたの は 

ジョン ソ ン である。 力 ー ライルと ジ ヨン ソ ンとは 同じ 性質の 人で ある、 エマ ソ ンが會 て 此兩人 を 評し 
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て 「若し ジョン ソ：： をして 百年 後に 生れし めしなら ば、 全く 叫り の樣な 人であった らう」 と 霄 

つた。 殊 に ジ ョ— の 婦人に 對 する 考がカ ー ライルに 能く 似て 居った。 ボズ— ゥ— エルの 「ジョン ソ 

傅」 に 書いて あるのに、 ジ IT^: ン t は 極く 醜き 人で、 毎時で も 頭髮が 蠟燭の 火に 燒け 焦げて 居ない こ 

とはなかった と 云 ふ。 又 道 を 通る 時 は 瓦斯 燈の 柱に 必す手 を 付けながら 步 行く 癖のあった 人であった。 

又 家の 前に 人 を 俟っ時 は 靴の 踵で クル/ \ 廻って 居る 癖が あった。 成程 彼の 寫眞を 見ても 彼 は 餘程醜 

い 人で あつたと 見える。 或 時 彼の 友人が 「君の 細君に 相當な 婦人が あるから 娶ッ たら 如何」 と 云 ふか 

ら、 彼 は 直に 其 女 を 見に 注った。 所が、 「成程 どうも 娘も宜 いが 能く 考 へて 見る と 私 は 彼の 女よりも 

あの 女の 母親 を 貰 ふ 方が 宜 いと 思 ふ」 といった。 ソレで 衆く の 人が 吃驚して 仕舞った。 然るに 此 母親 

も 寡婦であった ので、 忽ち 相談が 纏って、 娘 を 貰 はう としたの を廢 して 娘の 母親 を赏 つた、 時に ジョ 

,、v ^は 二十 六 歳で 彼女 は 十六 歳であった、 例に 依って 或る 敎會で 結婚の 式を擧 げた。 其 頃 は 力 ー, 

一 P^.VT の 時の 様に 馬車に 一 所に 乘 るので はなく 馬に 乘 つて 往 くので あった。 所が 先生 何 か文學 上の 思 

想が 腦の 中に 浮んだ と 見えて、 今日 結婚の 式を擧 げた こと も 何も 忘れて 了って、 細君 を 後に 置いて ド 

ン ドン 獨 りで 来て 仕舞った。 後から 細君が 馬に 乘 つて 大きな 聲を舉 げジョ II ン— &を 呼んで 「今日 郞^ 

は 私を迎 へて 置きながら その 私 を 置いて 往 つて 了 ふと はどう 云ふ譯 か」 と 言れ て 花嫁に 叱られた。 ソ 

レがジ ョ >r:T ンが 彼の 細君に 叱られた 第 一 番 であった。 ^しながら 此 細君 は 從 順にして 能く 彼女の 夫 

に 事へ た。 曾て 或 人が 詩人 ミルトンに 就て 婦人の 敎 育の 事に 關 する 彼の 意見 を聽 かんとて r 贵君は 婦_ 

人に は 語 學と云 ふ もの は どれ だけ 敎 へたら 宜 いと 思 ひます か」 と 問うたら、 、「ル i トン は 答へ て 「婦人 

に は 語 學はー つ あれば？^ 山で ある、 則ち 自分の 生れた 國の語 さへ 知って 居れば 澤山 である、 英吉利 邊 


で 婦人が 佛蘭西 語 伊太利 語 等を學 ぶの は 誠に 無益な ことで ある」 と 言った。 同じ やうに 腰巾着の 如く 

に 始終 ジ ヨン ソ ンの 下に 附 いて 居た ボズ エルと いふ 人が 或時ジ ヨン ソ ンに 向って 「良人と 妻との 敎育 

は どの位の 程度で 宜 いもので 厶 ります か」 と聽 きました ときに、 ジョン ソン— は 答へ て 「妻と 云 ふ もの 

は 夫に 適當に 劣って 居なくて は 不可」 と 言った。 所が ボズ エル はク— ヨンソンに 向って、 「どうも 先生、 

私 は此點 だけ は 先生と 說を 異にしなければ なりません」 と 言った。 叉 或 時ボズ H ルが ジョン I ソ—、 V の 許 

を訪 うて 「私 は 今日 或る 婦人の 演 說を聽 きました」 と 申しましたら、 ジョン ソンの 申し ましたに 「ァ 

ァ 左様です か、 婦人が 演說 する の は 丁度 种が 後足で 立つ 様な もので 出来ない 事ではありません けれど 

も 甚だ 見と もない もので 厶 ります」 というた。 ジョ ン ソン はまた 女が 文 學に從 事す る こと を大 暦に 嫌 

つた。 どれ 程 嫌った かと 云 ふに、 彼の 生れた 村で ブリュ ストッキング (女 文學 者) が 或文學 上の 一 の 

雜 誌を發 行した 事が ある。 其時ジ ョ ン ソン は 日本で 言へば 加 藤弘之 先生と でも 云 ふ 様な 有名な 先生で 

あった。 然るに 此大 先生が 女の 立てた 小さな 會を 相手取って 激烈に 之 を攻擊 した。 先生から 見れば 實 

に 取る にも 足らぬ もの を斯 くも 熱心に 攻擊 した。 コ レを 見ても ジ ヨン ソ ンが どれ 程 女が 文 學に從 事す 

る を 嫌う たかを 窺 ひ 知る ことが 出来る。 叉 或時ク H 1 力 派の 或る 若き 婦人が ジ IT ン ソンの 許に 文 を 持 

つて 來て添 刪 を 乞うた 事が ある。 時に 先生の 云 ふに 「私 は あなたの やうな ものの 文 を 直す 暇がない、 

叉 甚だ 好まない から 御斷 りします」 と 言った、 然るにな ほ 頻に賴 みました けれど、 どうしても 承知し 

なかった。 ソコで 婦人 は r ソレ では 貴君の 說を 聞きたい」 と 雷ったら、 「私 は あなたの 様な 者に 聽か 

せる 說は 持たない」 と 雷った。 此位 烈しく 言 はれても、 餘程 忍耐の 强ぃ 女で あつたと 見えて、 尙も質 

問を續 けて 「貴君 は來 世の 在る 事 を 信じます か」 と 問うた ので、 いかなる T ン ヨンソン も 之に は 答へ な 
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ぃ譯 にい かなくな つた。 「如何にも 私は來 世の 在る こと を 信じます」 と 云うた。 r ソレ なら 此世 では 

贵君 と共に 御 話 をす る こと は出來 ないなら、 來 世に 於て ゆる/ \ 御 話 を 致し ませう」 と 一一：； II うた。 然る 

に ジョン ソン は 彼女に 答へ て 云 ふやう 「いや 私 は眞平 御免 を 蒙りたい、 私 は 馬鹿者と は何處 でも 話す 

る 事 は 嫌です」 と 云って 遂に 其 婦人 を 追ひ歸 して 了った と 云 ふ 事です。 斯く^ 人に 對 して は隨分 荒ッ 

ぼい 人であった、 所が 只 一 つ 不思議な の は、 左程に：^ 人を輕 しめた 人で あつたが、 自分より 二十歳 も 

年長の 細君に は 非常に 深切であって、 其 妻が 死んだ 後まで も 彼の 未来の 希望 は 何であった かと 云 ふに、 

只 天 國に往 つて テ， チ ー (細君の 名) に 遇 ひ 度き ことで あつたと 言 ふ。 何時でも^— カリと 云 ふ 名が 彼の 

棒に 上る とき は、 彼 は 彼女 を懷ひ 起さない ことはなかった。 ノゾ lnr^>r ^は 非常に 艱難 苦勞 をした 人で 

あって テチ 11 と 云 ふ 一 人の 女の 名が 彼の 生涯に 取って は 恰も 沙漠の 中の オアシスであった。 斯くて 婦 

人 全 體に對 する 行動 を 見れば 力 ー ライルと ジ ョ— S 屮—， v と は 能く 似て 居る が、 其 妻に 對 する 感情 は 同じ 

く 相反して 居った、 ジ ヨン ソ ンが 彼の 妻と なりし 一 人の 寡婦に 對 する 感情 は 如何にも 女で も 是れ程 迄 

に は 優しく はない と 思 ふ 程であった。 其 點はカ ー ライル， と は 全く 異っ て 居った。 けれども 一 ー人の細！^?; 

の 性質 も 亦 全く 違って 居って、 テチ ー のジ ヨンソン に 事 ふる は 誠に 彼の 思 ひ 通りに 己れ の 全身 を 捧げ 

て 彼 を 弟 か 子の 様に 思って、 彼の 好 憎 を 悉く 辨へ、 彼の 嫌 ひな 事 は 自分 も 避け、 好む 所 は 自分 も 共に 

好み、 ジョン ソン をして 毫も 不滿足 を 感じさせ たんだ、 爲に 〔冬 M も 至って 幸福であった。 -frl— ライル，. 

は 智力の 發 達した 女を娶 つた 故に 互に 不平 は 絶えす、 彼の 家庭 は 常に 不和 勝であった。 斯様に 同じ 思 

想 を 持った 人が、 全く 違った 性質の 女を娶 つて、 一方 は 幸 幅に 他の 一方 は 不幸の 人で 終った と- 14 ふ 事 

は文學 上の 面白い 事實 であると 考 へます。 


乃で 抑々 此 話柄 は 何う 云 ふ 事 を 私共に 敎へ るかと 云 ふに、 今から 良人 を 求めら る i 婦人 方、 また 嫁 を 

娶 らうと せらる X 文學者 も傍聽 諸君 Q 中に あらう が、 …… 勿論 文學 者と い へば 必す しも ジョ ン ソン や 

力 ー ライルの 樣な 人の みで あると 云 ふので はない、 多くの 文學 者の 中には 種々 なる 人が あります から 

決して 一様に 云 ふので はない が、 今此 二人の 文學 者に 就て 思 ひ 起せば、 元来 文人と 云 ふ ものに 二つの 

種類が ある、 則ち 一 は 文 を樂む 人、 他 は 文の 事 は 忘れて 自分が 懷く 所の 大 理想 を 世に 實行 せんとす る、 

則ち 文より は 思想 を 主と する 人との 二つが ある。 能く 文學 者と 稱ふ もので、 小說を 書いて 書店に 賣り、 

原稿料 を 貰つ て 後 は 保養 場 に往 つて 寢て 居る と 云 ふ やうな 人が あ る 、 こ れは 則ち 文 を 樂む人 で あ らう 

と 思 ふ。 叉 理想 を 主と する 者 は 小說を 書かう が 歷史の 事實を 書かう が、 ソレは 樂んで 文 を 弄ぶ のでな 

く、 自分に 一 の 主義 目的が あり、 ソ レを 達しよう とする に 就て 文學を 機械に 使 ふと 云 ふ考の 人で ある 

ので、 雨う 云 ふ 人が 私の 考 へて 見る に 文學者 的の 婦人 を娶 るの は隨 分の 問題で ある、 世の中に は 男に 

も 女に も 文學を 以て 西洋で 謂 ふ 「デセ ント ライフ」 卽ち 「綺麗な 生涯」 を 送りたい、 何も 非常な 樂を 

して 榮耀榮 華 を 極めたい と 云 ふので はたい が、 別に 身邊の 不自由 もた く 只 馬車の ー臺 位は備 へて 安樂 

に 世を途 りた いと 云 ふ考を 持つ 人が あります C けれども 力 ー ライル、 ダ ン テ の やうた 人 は文學 者と い 

つても 其 實文學 者で はない、 沸る が 如き 一 つの 大目 的 を 持つ 人で、 其の 目的 を 達せん とする 外に は 何 

事 も 思 はない、 勿論 自分の 細君 を 犧牲に 供した ばかりでなく、 自分の 事 も 思 ひ はしない、 如何程の 文 

才を 持っても、 一身の 榮達 出世 を 想 はない、 貧に 甘んじて 只 一 つの 主義 を 遣り通し たいと 思って 居る 

ので ある。 旣に 自分 を棄 てて 居る から 自分の 妻の 幸福 を 思って 居な いのは 寧ろ 當然の ことで、 自分の 

妻が 自分 をして 安心して 事業 を させて 吳れ、 ば宜 いと 思って 居る。 然るに 斯様なる 文人に 配した る 妻 
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が、 「夫た る 者 は 私に 快樂を 供すべき である、 好き 家に 住 はすべき である、 私に 樂 器の 一 つ 位 は 與ふ 

べきで ある、 私に 下婢 を 侍せし むべき である、 ^に 美き 衣服 を 着せべき である」 などと 云ふ考 へ を 持 

つて 居られて は 細君に 家の 事 を 依頼して、 安心して 事業に 從事 する 所ではな く、 細君の 爲 めに 苦勞を 

致さなければ ならない。 ソレ ですから 私の 考 へて 見ます るに、 今一 人の 文學 者が ありまして 妻 を迎へ 

ん とする に當 つて、 若し 其 人の 考が 文筆 を 主と する にあるならば、 其 目的 相應の 妻を迎 へる が {且 い。 

^し 若しも 「私が 筆 を 執る は 歷史を 書かう が、 小說を 書かう が、 ソレ を道樂 にす るので はない、 只是 

れを 機械に 使って 私の 抱く 所の 主義 を 天下に 履行し、 理想 を完 うしょう」 と 云 ふ考の 人が、 安泰に 文 

學を 弄ばん とする 冀望を 持った 婦人 を娶 つたならば、 其 人 は 非常に 不幸なる 生涯 を 送る であらう と 思 

ふ。 又 41 人に も 言 ひ盡 されぬ 不幸 を來 たす であらう と 思 ふ。 此點 から 言 ふと、 力 ー ライルに は 矢狠り 

ジ ョ ンソ ン 夫人の 如き 女が 適當 であった ので、 ソ レ たらば 力 ー ライル も 幸福なる 生涯 を 〈$| る ことが 出 

來た であらう と 思 ふ。 けれども 別に 自分の 主義 目的な どと 云 ふこと はなく して 多少 文學を 弄ば うと 云 

ふ 人、 卽ちカ ー"7^— ゃジ ヨンソンの 様に 家が 貧しく して 文筆 を 以て 生活し なければ ならない と 云 ふ 

ので はなく して、 相當の 財産の 有る 人が 妻を迎 へ る 時には 高尙な 思想 を 持った ジ H ン ウエルシュの 

様な 妻を迎 へる は敢て 危險の 事で はない。 婦人が 夫を擇 ぶに も 亦 其 心 を 以て、 一概に 自分が 文學 者で 

あるから 文學 者の 家に 嫁がう と 思って は 大變に 違 ふ。 文學 者に は 前に 申した 二つの 種類が ある C 一  の 

大目 的が あって 文筆 を 執る は 生活の 爲め ゃ道樂 ではない と 云 ふのと、 文筆 を樂 しまう と 云 ふのと は大 

へんに 違 ふ。 能く ソ コ の區 別を爲 して 考 へない たらば ダン テゃカ ー ライルと 同じ 樣 な危險 心配に 陷り 

はしない かと S わ ひます。 私 は 爱にカ ー ライルの 辯 護 もせす、 又 彼 を 非難 もしない。 ^しながら 此事は 


靑年 諸君の 大に鑑 むべき 事柄で あると 思 ふ。 叉旣に 妻を帶 つた 男子に もせよ、 良人に 配した る 婦人に 

せよ、 此 邊の覺 悟が ありまし たたらば 大いに 忍ぶ ことが 屮：： 来ようと 思 ふ。 若し 或る 敎 育の ある 婦人の 

夫が 力 ー ライルの やうな 人であって、 「我 夫 は 多年の 間 蓄積せ し 深き 學 問が ありながら 斯 くまで 困苦 

を 凌いで 居る からに は、 私が 自分の 學 問を棄 てる 位 はたんで もない」 と 云ふ覺 悟が あれば 幸福に 生涯 

を 送る ことが 出來 ると 思 ひます、 力 ー ライルの 生涯が 我々 に敎 へる 所 は此邊 にある と 思 ひます。 

〇 一 番町敎 會とは 今の 富 士見町 敎會の 前身で ある。 當時私 はかの 敎會： a に 其 牧師な りし 植村 正久君 

と は 至って 親しかった。 私が 君と 君の 敎會と を 助けた の は 此機會 計りではなかった。 後年に 至り 植 

村 君が 非常に 私 を 嫌 はる- -に 至りし 其 ぽ由は 今に 至る も 私に は 不明で ある。 然し そんな 事 は 如何で 

も 可い。 君 も 私 も 正しい と 思 ふ 事を爲 したので ある。 

〇 「力 1 'ライルの 婦人 觀」 と 云 ふやうな 事 も、 是も亦 どうで も 可い 問題で ある。 若い 時には 斯んな 

問題に 頭を惱 ます 者で ある。 如何したならば 幸福なる 生涯 を途り 得る 乎と は靑 年男 女 第一 の 問題で 

ある C 之に 對 して 私 は 今 は 答へ て 曰 ふ、 幸福 を 念頭に 懸 くる 勿れ。 義務、 義務、 義務、 それ 丈け で 

ある。 そして 義務の 遂行に 伴 ふて 幸福 以上の 深い 高い 祝福が 求めざる に 我 身に 臨み 來 るので ある。 

昭和 二 年 七月 二十 三日 葉 山に 於て。 (此の 附記、 未發表 —編者) 
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神 田演說 『日本の 今日』 


『日本の 今 曰』 と は 去る 五日 广 明治 三十 二 年 十一 =0 神 田なる 帝國敎 育會に 於て 開かれし 社會敎 育演說 

會に 於て 爲 せる 余の 演說の 題目であった、 余に 取て は是が 今年 東京に 於て 余の 爲 せし 始めての 公 11 演 

說 であって 余 は 余の 友人なる 介 石 松 村 君に 引出されて 巳む を 得す 此講 壇に 上った ので ある、 松 村 氏 は 

當 日の 主人公 たれば 余に 先んじて 演壇に 現 はれ 『讀 書』 と 云 ふ 題に 就て 匹 十分 餘り も：：^ ベら れた、 余 

は久 振りに て 氏の 演說を 聞き、 氏が 此 術に 於て 著しき 進歩 を爲 されし を悅ん だ、 卽ち氏 も 年を取る に 

從 て變遷 極り なき 現 時の 政治問題に 就て 語る を 息め て、 事物の 眞髓に 人て 永遠に 涉る 物の 精神 を 世に 

傅 へんと 試みら る i を 見て、 犬に 余の 志を强 ふした。 

當日は 朝 未明より 日本晴れの 好天 氣、 秋 空 一 塵 を 留めす と 云 ふ 一 ケ 年に 一 曰か 二日より 多く は あら ざ. 

るの 天 氣模樣 なりし 故、 差し も廣き 帝國敎 育會の 講堂 も 殆んど 立錐の 餘 地な きまでに 聽講人 を 以て 充 

たされた、 而 して 余に 取りて は久 振りの 演說 であった 故に 何ん となく 薄 氣味惡 く 感じた、 余 は 何より 

も 素 見 連 を 嫌 ふ もの なれば、 若し 傍聽 人の 內に 一 人たり とも 余の 常に 呼稱 する r 懶け 書生」 なる もの 

あらんに は 余 は 余の 語の 汚されん 事 を 恐れて 自由に 所信 を 述べる 事の 出來 ない 者で ある、 余 は に 力 
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1 ライルに 倣 ふて 口演 を 嫌 ふ ものである、 而 して 力 ー ライルが 之 を 嫌 ひし は 俗人の 傍^ を 怕れて r あ 


つたそう だ。 

余の 當 日の 題 は 今日の 新 問 記事の 歷 史的 攻究と でも 稱 すべき ものであった、 卽ち余 は 今日の 新聞紙に- 

現 はる i 社會の 出来事より 日本 現 時の 社會的 生命 を 診察 せんと 試みた ので ある、 演說は 一 時間と 一 一十 

分 程に 渉った、 余の 爲 した 最も 長き 演說 であって、 傍聽 諸君に 對 して は 甚だ 氣の 毒であった。 

余 は 今 爱に此 演說の 凡て を 報す る 事 は 出来たい、 然り 報す るの 必要 はない、 人 は 面と 相對 すると 隨分 

無用の 事 を澤山 語る ものである、 雜 誌に 書く 時には 努めて 簡潔 を 守る けれども 演說 となれば 大分 戯言 

も 云 ふ、 そ は 時 は 紙よりも 安價な ものであるから 少し は 無駄口 を 語ても 罪 は 割合に 少ない からで ある 0- 

『日本の 今日』、 云 ふまで もな く德義 地を拂 ひ、 信賴 すべきの 誠實 とて は あるな く、 罪 惡は社 會に充 

ち滿 つる も 之 を 憤て 起て 之 を 矯めん とする 者な く、 實 業界に 信用 失せ、 政治 界は 賄賂の 贈與を 以て 恥 

とな さす、 國家 道徳の 淵源た るべき 敎育界 すら 俗人 跋扈の 衢 となり、 社會 到る 處に 確信と 誠意と は 全 

く 跡を絕 つに 至りし 狀態を 述べ、 我國を 佛國に 比し、 米國に 較べて、 確かに 我の 彼等に おる の事實 を. 

擧げ、 終に 甚だ 悲歎の 極ながら 日本 は社會 的に 旣に 死した る 者たり との 斷案を 下した. - 

余 は 日本 今日の 社會を 泥土 際限な きの 不 忍の 池に 較べた、 其 水面に は 紅蓮の く を 見る も 其 水底 は 汚 

泥 極り なくして 地球の 中心 點 にまで 達するな らんとの 余の 想像 を. 述べた、 怫國の 社き の 腐て 居る 事 は 

夫の ドライ フ ュ ー ス 事件に 照して 見ても 分る、 然れ ども 其 腐敗に 限り ある 事 は 小說家 ゾラの 如き 正義 

の士 ある を 以て證 明され た、 米國の 社會も 同じ やう だ、 其 非律賓 征伐 は 確かに 不義の 戰爭 である、 然 

れ ども 米國の 未だ 全く 社會 的に 死せ ざる は米國 人中に 幾多の 淸士 ありて 此 不義の 戰 爭に對 して 激烈な 

る 反 對を唱 へ つ-あるので 分る、 然るに 日本に 在て は 不義 は 不義と して 認めら る \ も 之に 對 する 反抗 
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はない、 1: だれ 其 社き 的 生命の 死滅せ し 兆候で ある。 

而し て此審 は 五 C 等の 日常の 交際に 徵 しても 分る、 今 n は 吾等の 依賴 すべき 人と て は 殆どない、 共に 身 

を 逆境に 處す るに 足る の 人 はない、 位高く 勳威 しき 日本 國の 君子 だと 思 ふて 其 人に 依賴 すれば 犬に 失 

|5卞： する、 彼 も 矢張り 俗人であって 衷に 確固たる 信仰 を備 へた 人で はない、 學者も 同じ 事 だ、 敎育 {豕 も 

宗敎家 も 大抵 ソ ン たもの だ、 彼等が 口に 正義 公道 を唱 へる 者で あ. るから 矢張り 心の中に も 聖賢 君子で 

あると 思 ふと 大 間違 ひだ、 彼等 も 矢張り 泥土 際限な き 者の 種類で、 岩の 如き 確信 を 有つ 者で はない。 

斯の 如く 口 本 今日の 社會 は道德 的に はケ ー ォス (混沌) である、 「地 は 定形な く赎 くして 暗黑 淵の 面 

にあり」 と 云 ふやうな 狀態 である、 自由 黨も 腐って 居れば 進歩 黨も 腐って 居り、 帝 國黨も 腐って 居り、 

無 所屬黨 も 腐って Si? ると 云 ふ有樣 である、 故に 現 時の 政黨を 以て 國家 を扬 はんな ど k は 飛んでも ない 

事で ある、 然 らば 我等 は 如何にして 宜しい か、 此國は 終に 扬 ふべ からざる 乎、 志士の 此 f に處 する 術 

は 如何、 是れ 目下の 大 問題で ある。 

000000000000000000000 

然し 爰に 吾等 を 慰む るに 足る 一 つの 事實が ある、 卽ち H 本 今日の 狀態は 決して 日本に 限る もので はな. 

いと 云 ふ 事で ある、 過去の 世界 歷史を 調べ て 見れば 日本 八：' 日の 如き ケ ー ォス に陷 りし 國は幾 個 も あつ 

た、 紀元前 後の 羅 馬が 丁度 斯んな ものであった、 叉 十八 世紀の 終りより 十九 世紀の 始めに 懸けた る 英~ 

國の狀 態 も 略 ぼ 斯んな ものであった、 叉 和 蘭に も 斯んな 絶望的 時期が あった、 而 して 其國民 等が 是等 

の 場合 を 如何にして 切り 拔け たかと 云 ふ 事 は 歷史が 我等に 傳 ふる 最も 貴き 敎訓 である、 ヲ ルヅヲ ス の 

詩 を 請んで 見る と 英國當 時の 有様が 能く 分る、 彼 は佛國 革命の 結果に 依て 歐羅巴 全 體幷に 彼の 英阈の 

救 はれん 事 を みし も 其 事 成らす して 全く 失望した、 依て 此 事に 就て 彼の 妹の 勸 めに 從ひ、 地上の 聖. 


人 國を斷 念して 彼の 心中に 新 王國の 建設 を 始めた、 彼 は 英國ゥ H スト モアランドの ライ ダル 山に 引 籠 

つて 彼の 隱退的 新 事業に 從 事した、 而 して 彼の 偉大なる 作に 依て 何十 萬の 英國 人が 自由と 幸福と を囘 

復し、 終に 今日の 世界 大 なる 英國を 作る に 至つ たかは 少しく 今世紀の 英 人の 思想 發達史 に 注意す る 者 

の 何人も Irw むる 處 である。 

然 らば 日本 今日の 混濁の 世に 處す るに 如何すべき や、 今爱に 聊か 余の 方針 を 述 ベ む。 

先，、 つ 第一 に 此社會 に 依る を輟 むべき である、 腐敗せ る 社 會に賴 て 腐敗せ る 社 會を扬 はんと 欲する は是 

れィム ボッシ ビリチ ー (不可能) を 要求す る 事で ある、 生命な きの 社會に 自治 自 救の 望 は 無い、 口 本 

の 社 會は途 に 吾等の 親むべからざる ものと 成った、 實に悲 い 事で ある。 

第二、 若し 社 言と 他人と は頓み 得すと ならば 吾等 は 吾等 自身に 賴る のみで ある、 是れ實 に 吾等 を 支 ふ 

るに 足る 唯一 の土臺 石で ある、 敎育 家に 依る 品性 養成 は絕 望で ある、 然れ ども 吾等 は 吾等 自身に 賴て 

少しく 吾等 を 改良す る 事が 出来、 叉 隨て社 會をも 改良す る 事が 出来る、 爱に叉 吾人の 注意すべき 事が 

ある、 卽ち 吾人が 國 家救濟 だと か、 社會 改良 だと か 云 ふ 事 を 企てる 事を輟 める 事で ある、 國家 ゃ社會 

は 容易に 改良す る 事の 出来る もので はない、 若し 出来る と 思 ふなら 諸君の 中 何人な りと 先づ 同僚 四 五 

人の 人 を 改良して 見 給へ、 其 何ん と六ケ 敷い 事で ある 乎 は 直に 分る、 余は此 頃に 小なる 女學校 を預っ 

て る 者で ある、 而 して 今日の 處 生徒 は 十三 四 名に 過ぎない が、 其 改良 は 余の 全力 を 要して 尙ほ 力足 

ら ざるの 事業で ある、 然るに 多くの 人 は 直接の 同胞 一 一三 人 を 救 ひ 得ざる に 燬んに 國家救 濟を唱 へ る、 

是れ 笑止の 至で はない か、 力 ー ライル は 彼の バ ー ンス傳 の 終に 「國を 救 はんとし、 社 會を救 はんとす 

るが 如き は 愚人の 業で ある、 余 は先づ 余の 目下の 責任 を盡 さんの み」 と 言 ふた、 吾等 は 漸くに して 吾； 
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等 自身 を 救 ひ 得る 者で ある、 然るにせ に は 四千 五 百 萬の 同胞 を 救 ひ 得べ しと 信す る 人が あるそう だが、 

余 は 如 斯き人 を 正氣の 人と 認 むる 事は屮 I 来ない、 故に 直に 彼に 巢鸭 病院 (註、 巢鸭 病院 は 今の 松澤精 

； t 病院の 前身) に 入りて 祌經的 治療 を 受けん 事を勸 めんと 欲す。 

第三、 然れ ども 人間と 云 ふ 者 は 彼れ 自身 を も 救 ひ 得ない 者で ある、 彼 は 何 か 他に 賴 るべき ものな くし 

て 立つ 事の 出来ない 者で ある、 是れ 普通の 心理 學の 結論であって 余が 爱で 述べる まで もない、 彼が 人 

たるの 威權を 得る に 至らん と 欲せば 彼 は先づ 動かすべからざる 或 者に 賴ら なければ ならない。 

爱て 至て ゴッド を 信す るの 必要が 出て 来る、 然し ゴッドと 云へば 何んだ か宗敎 臭く 思 はれる、 日本人 

は 全 體に宗 敎は大 嫌 ひだ、 彼等 は 正義 を唱 へ、 道 德 を 叫ぶ けれども 神と か ゴッドと か 云 ふ 者の 必要 を 

じない、 然し ゴ ッド なくして は 吾等 は 自身 さへ も 救 ふ 事 は 出来ない、 何故と ならば ゴ ッド なる 者 は 

Self-existent  weing  (自存 者) であって、 他に 倚らす して 存在す る 者で あるから である、 佛敎 徒の 或 

者が 云 ふ 如く 「若し ゴ ッドが 存在す るなら ば其ゴ ッドは 誰が 造った 乎」 と 云 ふなら ば、 彼等に まだ ゴ 

ッドの 何物なる 乎 を 知らない 者で ある、 他に 依て 造られし 者 或は 他の 支配 を受 くる 者はゴ ッド ではな 

い、 ゴ ッドと は 宇宙の 依て 以て 立つ 處の 者であって、 是に 依ての み 吾等 も 確乎 不拔 動かざる 者と なる 

ので ある。 

此處は 勿論 神の 存在 を 論究す るの 場所で はない， 然しながら 吾等が 先づ 此不變 不動の 實在 物に 依る に 

非れば 吾等 自身 さへ も 救 ふ 事が 出来ない と 云 ふ 事 は玆に 述べて 置かねば ならない 事で あると 思 ふ。 

併し 此 後の 事 は 言 はない、 言 ふと 全く 宗敎 演說 になる の處が ある、 然しん 「述べし 三ケ條 の自救 法と も 

稱 すべ きものは日本今日の社會に於て吾等に取ては目前の<?.4務でぁると云ふ事丈けは諸！^^^も承知する 


だら うと 思 ふ。 

斯の 如くに して 先 づ國家 救齊叉 は社會 改良 を 止めて 自己 改築に 從事 すれば 終に は 日本 雨の 再建 も 全く 

望みの ない 事で はない と 思 ふ、 是れ實 に 詩人 ヲルヅ ヲスの 改善 策であって 亦 力 T ライルの 取った 方針 

である、 而 して 其 西洋 諸圃に 於て 大成功 を 奏せし 事 は歷々 の事實 であれば、 吾等 日本人 も 今日より 此 

法の 實 施に 着手 すれば 遠から すして 此腐， 肚 極まれる 社 會をも 復活す る 事が 出來 やうと 思 ふ。 

斯く觀 じ 来れば R 本の 未來 とても 希望 多々 である、 何にも 日本 國を救 ふに 日本人 全 體が獨 立 自治の 人 

となる の 必要 はない、 今日 只今 此 堂に 集まれる 五六 百 人の 諸君が 各自 悉く 硬骨 男子と なりて、 海中の 

岩石が 地球の 屮 心に 附着す るが 故に 滿潮 と共に 進ます 千 潮と 共に 退かす、 侃と して 其 孤獨の 地位 を 守 

る やうに、 諸君 も 動かすべからざる 實在 物に 賴て、 打て ども、 毆け ども 動かざる 大 個人と なる を 得ば 

日本 國の 救濟は 易々 の 事で ある、 今日の 要は 强き 個人性 (individlmlity) の 養成に あるので ある、 是 

れ 余が 今日 諸君に 告げん と 欲する 余の 所 §マ 一で ある。 

先づ 是が當 日の 演說の 大意で ある、 實 際の 處は爱 に 書いて ある 處 より 少し は 面白かった らうと 思 ふ、 

併し 別に 天下 を轉 倒す る やうた 大演說 でなかった 事 は 言 ふまで もない。 

附言 隨分强 い 事 を 言うた ものである" 然し 常識 を 離れたかった と 思 ふ。 余 は爱に 述べた る此 主義 

だけ は 之 を 一貫して 今日に 至った と m ャふ。 二十 八 年 前に 爲 したる 此演說 である。 思へば 懷 かしく あ 

る。 年 は 取りた る も 世に も降參 せす、 信仰 も棄 なかった。 孤軍 奮鬪 三十 年。 神に 倚賴 みて 勝利の 生 

涯を 終る 事が 出來 やうと ふ。 昭和 二 年 七月 二十 八日 記す。 (此の 附首 • 未 發表. - 編者， } 
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き 


余 は 歌人に あらす、 故に 歌道 は 余の 全く 辨 へざる 所な り、 余 は 石 狩 川に 鮭 を 漁りし こと ある も 富の 

緒 ii: の 清き 流れと やら を 汲みし ことなし、 札 幌嶽に 野葡萄 を 食 ひし こと ある も淺香 山の 故き 跡 やら 

を i_ ぬみ しこと なし、 常に 自ら 謂へ らく、 雅致の 感 念に 缺乏 する 者に して 余の 如き は 世界に 稀れ なり 

と。 故に 古人の 秀作に 接する も， 其 字句の 美、 着想の 妙 を 覺る能 はす、 徒らに 金玉 を 冗^ 視す るの 

偏 ありて、 風流 男女の 憤怒に 觸れ しこと 今日まで 其の 幾囘 なりし を 知らす。 蓋し 余の 歌 名 (余 も 亦 

歌 名 を 有す) 『ぎ 意氣』 の號 は、 余の 無風 流 を 咎められし 余の 親友 植物 學者 ドクトル 宮部金 吾 氏の 余 

に 賜 はりし-お 名な りと す。 そ は 氏 はん フ こそ は 日本 屈指の 植物 學者 にして 米の グレ ー、 獨のサ ー クス、 

露の マキシ モ ヴィッツの 跡 を 踏み、 大は石 狩 平原の 檢、 と^ 松、 かつら 樹 より 小 は札幌 市街に 惡臭 

を 放つ 馬糞 上の 黴菌に 至る まで、 悉く 氏の 學識の 材料と して 徵發 さる \ なれ ども、 余が 北地學 窓の 

下に 四 年 問の 永き、 氏と 寢食を 共に せし 頃 は、 氏 は 一 角の 歌人に て ありき と 聞かば、 氏の 令名 を 斗 


にす る 者の 深く 驚く 所な らん、 氏 は 自ら 一 二三 樓 主人と 號し、 數次嘯 風 弄 月に 氏の 感慨 を 放 たれた 

り。 或 時の 事な りき、 余 等 四 年生 は、 第一 囘 卒業生の 招待に 與 かり、 豚肉 玉葱の ゴッタ 汁 を 饗せら 

れし 時、 先輩 諸氏が、 今 は 校則の 覊 雜を脫 して 自由の 身と なられし を 鼻に かけて 痛く 威張られ しか 

ば、 余 等 在校生 は 悔しさ 骨髓に 徹し、 何 かな 善き 復謦を 取り 吳 れんと 思案し つ k ありし 間に、 今の 

ドクトル 時の  一 二三 樓 主人： ir  了 首の 名吟 をサラ /\ と 書き 綴りて 先輩 諸氏の 前に 投げ出されたり。 

其 歌に 曰く、 

業卒 へて 今 は 世の 身と なりぬ とも 

忘 るな 先き の 昆布 で 茶 ば な し  - 

と、 實 にや 勢力 を も 入れす して 天地 を 動かし、 眼に 見えぬ 鬼神 を も 憐れと 思 はす は、 斯の敷 島の 道 

の效 力と やら、 流石に 威張り 上げし 先輩 諸氏 も、 此 風流 才子の 一句に 腰 を 折られ、 後 は 積の 如く 謙 

遍 となり、 終夜の 快 戲を余 等と 共に せられし 事 ありき" (註に 曰く、 先輩の 一人 某氏 は、 在校 屮ラ 

ンプの ホヤの 上に て 北海道 産の 昆布 を 燒 き 、 之 を 靨 り な が ら 談話 さる k を 好み た り し な り) 

後 二三 年 を經て  一 二三 樓 主人 は 何 思 ひけん、 余の 爲 めに 購 ふに 古今 ins 鏡 五 冊と 和歌 布^ 能 山不美 

四 W と を 以てせられ、 氏の 變ら ざる 愛 心の 記念と して 余に 贈られたり。 余は當 時是れ 氏が 余の 無意 

氣を誡 しめんとの 面當的 贈物な りと 思 ひし こと もな きに は あら ざり しも、 其 有益の 書なる と、 氏が 

余の 無二の 親友なる との 故 を 以て、 余 は是を 珍蔵して 身邊を 離さす、 春 去り 秋 来り、 十 有 五 年後の 

今日に 至る も、 常に 余の 机 邊に橫 はる もの は此 書な りと す。 

明治 十七 年、 余に 獨り米 國流竄 の途に 就く や、 余の 輕き 革匏の 中に 運びし 書 は、 基督 敎の バイブル 
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と、 む、 L、 ブレ ー ス氏著 『慈惠 觀念發 達^』 と、 太平 記と 宮部 氏惠 贈の 古今 集と なりき。 而 して 

彼 地に 漂流す る こと 四 年、 錢 なき 友な き 境遇に 迫りし 時、 余 は 幾 li: となく 此等四 種の 翳 を繙讀 し、 

ィ ザャ、 M レ ミヤの 预雷 書に 消 入る ばかりの 51  布 望 を 復せ しと 同時に 業 平、 貫 之の 美 句に 苦痛 を 忘 

れ、 故國の 古へ を 忍びて、 其 將來の 大光榮 を 余の 想像に 畫 きたりき。 

古今 集の 牧 むる 所 總て干 首 二十 卷、 是れに 悉く 余の 駄馬 評を附 する は、 反て 古人に 對し襄 清の 罪 を 

免 かれざる べし。 只 其 中 余の 感に 觸れ、 余が 今日の 社 會に處 する に當 りて、 余に 多少の 慰藉と 敎訓 

とを與 へし もの 數十首 を 撰び、 是に附 する に、 余の 思觀を 以てし、 本誌 讀 者の 覽に供 する こと k は 

なしぬ。 

源の まさす み 

谷風に 解く る 氷の ひまごと に  . 

打ち出る 浪ゃ 春の 初花 

宇宙 素是れ 生體、 深く 之を窮 むれば 其 中に 有機 無機、 生物 死物の 別 あるた し。 山 は 地 を 支 ふる 骨盤な 

り、 水 は 之 を 養 ふの 血 精な り、 而 して 川 は 之を疏 通す るの 血管な り、 結氷 を 解く の 力 は、 堅 蕾 を-椀ば 

すの 力に して、 浪は 花の 大 にして 稍々 粗なる 者の み。 岩間に 进る春 潭に當 年の 初花 を 認めし 歌人の 偉 

想 は、 今人 も尙ほ 及ばざる 所な り。 

*  ,:十 

*  * 

藤 原 琴： 个 


春 ゃ疾き 花や 遲 きと 聞き 刖 かむ 

鶯だ にも 鳴かす も 有る かな 

舂は 更生 革新の 時期に して、 花 は 其 兆、 鶯は 其豫言 者な り。 革新 は已に 至りし 乎、 至りし も 未だ 兆候 

の 現 はれざる にや。 豫言 者の 出で 來て 吾人に 之 を 告げん 事 を 欲す。 歌人の 意、 蓋し 今日の 腐 败社會 に 

於け る 吾人 翹望の 意を述 ベ しも の たるべ し。 

大江 千里 

0 の 谷より 出 づ る聲 なく は 

_ ^來る こと を 誰か 知ら まし 

豫言 者が 彼の 幽居より 聲を 揚げて、 革新 時期の 到來 を吿げ 且つ 之 を 促す に 非 ざれば、 何人か^ 零 蟄居 

の 冬 は 去りて、 陽 和 活動の 春の 来る を 知らん や。 ァ モ スが 彼の テコアの 茅屋 を 去りて、 サ マリヤ 街頭 

に權門 勢家の 罪 惡を唱 へ、 改悔釐 革の 聲を 揚げ ざり しなら ば、 何人 か イスラ H ルに 希望 更生の 時期の 

到達せ し を 知り 得ん や、 四 山 歳 未だ 寒う して 除冬秀 木に 懸る 頃、 一陽来復の 希望 を 囀 づる鶯 の 聲は美 

はしき かな。 彝 倫社 會に絕 えて 世に 淨潔 ある ことたく、 人に 改善の 希望 失する 時、 歡 喜の 音信 を傳 へ、 

平和 を 告げ、 救 ひの 到来 を 語る 者の 足 は 山の 上に ありて 如何に 美 はしき かた〕 

源 定 之 

常 盤なる 松の 綠も春 くれば 
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今 一 しほの 色 まさりけ り 

歲突 1 うして 松柏の 调 むに 後る-を 知る、 逆境に 苦悶 を 忍ぶ 志士の 高 節の 慕 はしき かな" 然れ ども 松柏 

も 春に 遭うて 其綠 葉に  一 I の 光輝 あるが 如く、 志士 其 節 を 全うして 佳 運に 會 する 時に 亦  一 3^5の光榮な 

きに あらす、 霜雪の 屮に 在りて は 他と 共に 湖 ほれす、 春陽に 會 して は 他と 共に 新装 を^く るを辭 せす， 

三冬に 黛 色を脫 せす して 繁 節に 彩色 を帶 びす。 春の 貴き は 櫻 花の 爛燈 たるが 爲 めにあら すして、 松葉 

め 蒼々 たるが 爲め なり、 革新の 貴き は 衆愚が 鼓腹す るの 爲 めにあら すして、 潔 士が光 榮の冠 を 戴く に 

至る が爲 めな り。 

業 平 朝臣 

ちはやぶる 神代 もき かす 立 田 川 

か ら く れ な ゐ に水染 ると は 

1： だれ 古今 集中 最大の 作な りと 信す、 造化 を 奇廣視 する の觀、 詩想の 絕顶と 云 ふべ し。 紅葉 散りて 立 田 

川を眞 紅色に list る處、 是れ 神の 代に も 聞かざる の奇觀 なりと 云 ふに あり。 余 は 業 平 朝 lil- が、 如何な 

る 動機より して 此壯 句を發 せし や を 知らす、 而も 詩人 は往々 彼の 知り 盡 さ、. -る眞 理を歌 ふ もの なれば 

此作 亦未來 永劫に 至る も 竭す能 はざる の 妙 義を歌 ひし ものと 見て 可な らん。 余は餘 りの 嘆賞に 勝へ す 

曾て 左の 如き 拙劣なる 文に 此歌 を譯 したりき。 

Ag;es  of  goils  centuries  ago, 

NeYel-  Knew  tlvif*  prcxlij^y  ； 


Tls  "rn-tsutas  stream  crlmscn 丄 l.ycfl, 

with  Kn-ra.s  pl.ociolw  vennilion. 

世に 唯物論 者 あり、 總 ての 奇蹟 を 否定す、 曰く 是れ 人類の 無識 より 來る 妄誕 なりと。 f に 俗人 あり、 

事物の 價 値を定 むる に必ゃ 貨幣の 數を 以てす。 叉 近頃 は 新神學 者なる もの ありて、 古 を 計る に 總て今 

を 以てし、 今 は 萬 物 皆 悉く 單調 一様 なれば、 古代に 異様 卓 結の 現象 ありし ことたし とせり。 然るに 業 

平の 詩人 服 は、 遙に此 等坦的 人種の 上に 達し、 立 田 川の 紅葉に 神代 も 未だ 曾て 聞 かざりし 奇観 を if -、 

最大 奇蹟 を 現在に 認めて、 過去に 偉鑌の ありし を 疑 はす、 造化 を 活ける 神の 工作と して 信憑 敬 長す る 

に 至れり。 誠に 實に 造化 其 物が 最大 奇蹟な り、 蒼穹を 映す る 水面、 岩 を 刳る の 流水、 而 して 之 を染む 

るの 紅葉、 若し 之 をし も奇 積なら すと するならば、 何物 か 奇蹟と 稱ふを 得ん 乎。 年毎に 芙嶽が 白 冠 を 

. 戴く を 見る も、 其奇を 賞し 其 異に 驚かざる 者 は、 死人が 復活す る を 見る も、 賞 嘆 驚 駭の聲 を 揚げざる 

べし。 力 I ライル 曰く 「余 は 未だ 死人の 復活せ る を 見やと 雖も、 幾囘か 嬰孩の 生れ 來るを EB- たり」 と。 

蓋し 人の 新たに 生れ 來 るの 現象 は、 更に 生る X に 優る の 偉観な りとの 意なる べし。 通常なる が 故に 奇 

なら ざ る に 非す、 吾人 は 奇異な る 宇宙 に 樓息し つ k あるたり。 而 して 世 は 進歩と 共に 日々 に 益々 奇な 

り、 異常 は 過去に ありと 謂 はんより は、 寧ろ 現在 幷に 未来に ありと 云 ふべき なり。 立 田 川の 奇蹟 を 賞 

.. せし 者 は、 世に 奇蹟 ある を證明 さる X の 要な し。 嗚呼 偉大なる かな。 

業 平 朝 臣 

植ゑ しう ゑば 秋な き 時 やさ かざ ら ん 
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花 こそ 散らめ 根 さ へ 枯れめ や 

-. 是れ 信仰 確信の 歌な り。 眞理の 種 を 世に 扶植し 置かむ、 宇宙が 轉 倒し、 地球が 其 軌道 を 失 ひ、 四 期の 

循環 止みて、 地が 焦土と 化する 時 はい ざ 知らす、 此 宇宙が 存在し、 夏 去り 秋 来りて、 菊花. S び 香ばし 

き 間 は、 眞理 は眞理 にして 替 はる ことた" し。 縦し 寒 冬と 共に 其 花 は 散る と雖 も、 縱し 俗人 横行して 正 

氣 時には 屈する こと ある も、 眞理の 盤根 は、 人心の 深 底に 透徹して 枯る \ ことなし。 r 汝の 糧食、 

(麥 種) を 水の 上に 投げよ、 多くの 日の 後に 汝 再び 之 を 得ん」 と。 

貫  之 

ち はや 振る 神の いがきに 這 ふ 葛 も 

秋に は あへ すう つら ひに けり 

. 余は此 歌に 現 はる.^ 貰 之 朝臣の 神に 關 する 觀念を 好ます、 彼 は 神 を 以て 萬 物と 共に 變遷 する 者と 見做 

したり。 然れ ども 神 はせ と共に 移り 變る 者に あらす、 神に 永久 盡 きざる の 生命力 あり、 故に 神に 賴る 

. こと は 終生 變ら ざる ことなり。 祌と 宇宙と を 混同し、 或は 神 を 宇 {a の 一部分な りと 信ぜし は、 我祌近 

の 一大 缺點と 云 はざる を 得す。 祌は 宇宙の 上に あり、 之 を 支配し、 或は 之 を 變更し 得る の 力 を 有す、 

是れ 神の 神た る 所以な り。 余 は 莨 之 朝臣の 詩的 天才に 服す る 者な りと 雖も、 彼の 宗敎的 信仰に 反對す 

る 者たり。 

然り、 不完全なる 祌に賴 みて、 偽りの 祌に 凭りて、 吾人に 秋と 共に 變 ふの 危險 あり。 縱し身 は 其 一：^ 

とたり て 特種の 恩 惠に與 かるに もせよ、 時運の 變遷 は、 竞に 吾人 を 其 衰^の 流 勢と 共に 撈ひ 去る を 如 


何せん-〕 不變不 拔の精 祌を養 戌 せんと 欲せば、 四 期と 共に 遷ら す、 時運と 共に 變ら ざる 心 を 把持 せん- 

と 欲せば、  吾人 は眞の 神に 賴ら ざるべ からす、 『か- -る人 は 水流の ほとりに 植 ゑし 樹の、 期に 至りて 

實を 結び、 葉 も 亦 凋まざる ごとく、 其 作る ところ $1 さかえん』、 智者と 貴人と は、 節を賣 り、 主義 を- 

曲ぐ るの 時 も あらん。 然れど 返りて 眞の祌 に 賴る者 は、 世々 永遠 變る ことた けん。 

小 野 小町 

うた、 ねに 戀 しき 人 を 見て しょり 

夢て ふ もの は 頼み そ め て き 

是れ戀 歌の 秀 として 傳 へらる、 驚き入り たる 次第な り。 若し 然 らんに は、 日本人の 愛 (戀) に は國の 

愛な く、 眞理 〇 愛 なく、 人道 人類の 愛た くして、 單に 男女の 痴情 的 愛 あるの み。 若し 然 らんに は、 小. 

野 小町 は 今 代の 女 郞文學 の 祖師に して、 和歌なる もの は 骨な き髓 なき 柔弱なる こと、 ，海月、 蝸输の 如 

き粹 人、 貴族、 惰 族の 類の 玩弄物な り。 辭 句の 配列 術 を 以て 歌學 たりと 信す る 人 は、 行きて 小町 を崇 

拜 せよ。 然れ ども、 詩歌に 萬 有の 調和 を 求めん と 欲する 者 は、 行きて イブセン、 ホイットマンに 學べ -> 

ホ  * 

古今 集 千 首 1 不卷、 中五卷 三百 六十 一 首、 卽ち 三分の 一 以上 は戀 歌な りと す。 勿論 其內に 純潔なる 愛 

情 を 詠 ぜし者 全く 無き にあら す、 而も 其 多數は 淸淨を 尊ぶ 家庭に 於て 高呤を 許すべからざる もの、 若 

し 其雅詞 麗句 を 取り除けば、 實 に醜猥 口にすべ からざる 痴情な りと す。 第 十三 卷 第二 十九 篇業平 朝臣 

の 「人に 逢 ふて 朝に 讀 みて 遣し ける」 と 題す る 一首の 如き は、 確かに 放埒 者の 汚 想を傳 へし 者に して.， 

€ 筆  八 二  I 
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此 種の 日本 文學 が、 我が 國 民の 偉 想 を陶銘 する に與 かりて 力 ぁリし は、 決して 疑 ふべき にあら す。 實， 

に 水 1;^ 烈 公が 明 倫 和歌 第 を 編 幕す るに 當 りて、 戀歌は 二 切 之 を 撰 用せ ざり しとの 一 事 は、 我國に 於け 

る文學 的大英 斷と稱 せざる を 得す。 余の 家嚴 深く 此に息 ふる 所 あり、 曾て 源氏物語が、 我 國諸學 校の. 

敎科 書と して 採用 せらる-を 聞き、 左の 一首 を賦 したり。 

こ と ば こそ 妙 たれ こと は い た づ ら に 

人の 心 をみ だし もやせん 

學生 を^ fi! ならしむ るの 故 を 以て、 ゴ ー ル ドス ミスの ヴヰカ ー、 ォブ、 ゥェ ー クフィ ー ルドの 講？ を- 

官立 學 校に 禁ぜし 文部省が、 紫 式部、 業 平 朝臣の 作 を 許し、 且つ 愛國心 養成の 一 助と して 其 攻究 を 我 

が學 生に 强 ふるに 至りて は、 余の 全く 解し 得ざる 所な り。 シ^-クスピァの作、 バイ ロンの 製に 風俗 壞 

亂 的の 文字な きに 非す、 而も 日本 文學の 明白に 淫縱を 促し、 直接 間接に 放肆 を獎勵 T るに 比すれば、 

犬に 優る 所 ある を 見る。 余が 重き を戀 歌に 置かざる は、 戀情其 物 を 否定す るに あらす して、 寬平、 延.、 

喜の 我國の 歌人の 愛情な る もの は、 以て 後世の 龜鑑 になすべからざる もの あ る を 知れば なり。 

.......  * 

よ み 人 しらす 

；炭 なれば やどに る 蚊 遣 火の 

ゾ つまで 我 身 下 燃に せむ 

能く 小 不平 {豕 の 心事 を 歌 ひし ものたり、 消え もせす、 燃え 上り もせす、 僅に 爐邊の 蚊 群 を逐瘦 する に. 

足る の 酸 氣を發 する のみ。 不平 を懷 かん 乎、 何ぞ K 砲 的なら ざる、 何 ぞ蚊族 を逐鎮 せす して 懒族惰 族-』 


にして 民を璧 する もの を碎 かざる〕 或は 霧 島、 櫻 島と なり、 地下の 蠻氣を 噴 3^ して 四邊を 震動す る も 

可な り、 ふべき は 蚊 遣 的の 小 悲憤な り、 而も 此 種の 不平 家 今や 全國に 普し。 

* 

よみ 人 しらす 

行水に かす 書 く よりも はかなき は 

思 はぬ 人 を 思 ふ なりけ り 

失望の 極と は、 感覺 たき 國 民の 爲 めに 盡す ことなり。 是れ波 上に 字を寫 すの 類、 徒勞の 業と は 實に此 

事 を 云 ふなり。 義理 を吿 ぐる も 水の 如くに 聞き流し、 惟利 維れ 意 を 注ぎ、 惟 名 維れ 追 ひ 求む。 之 を 浮 

薄の ：！^ と稱 する は是 れが爲 めなる べし。 

.:个  * 

よみ 人し ら す 

打ち わびく 呼 は む 聲に 山彥の 

應へ ぬ 山 は あら じと ぞ思ふ 

自由 革新 を 呼ぶ も 一 向應ぜ ざる 國民 なりと 雖も、 若しも 一 生 懸命に なりて 怠らす 熱心に 改革の 聲を續 

けたらん に は、 など か 些少の 反應 たりと もなから ざらん や。 國 民の 無 祌經 なる は 言 ふまで もな けれど 

も、 亦 其 改革者の 忍耐に 乏しき も、 亦 革新 事業の 擧 がらざる 一 理由たり と 云 はざる ベから す。 警鐘 を 

打ち 續 けよ 、 然 らば 惰民も 眠より 覺む る た る ベ し 。 
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よ み 人 しら す 

春 立 て ば 消 ゆる 氷の 殘 り な く 

君が こ. -ろは 我に 解け た む 

人 は 不遇 艱難の 地位に 在りて、 互に 相 誤解す る 者な り。 幾多の 水 論 は 早魃の 時に 起り、 幾多の. 族の 

不和 は 不景氣 の 結果と して 生す。 然れ ども 一 陽 来復と 共に 結氷の 殘 りた * く 解く るが 如く、 脊 雨 地 を？^ 

して 水論熄 み、 商況 頓に 囘復 して 一家 晏然 たるに 至る。 是れ必 すし も 人 は 利 慾に のみ 支配 せらる、 も 

のなる が 故に あらす して、 冬と 共に 凋れ、 春と 共に 起つ は 彼 も 亦 造化の 一部分と して 免れざる 所な り Q 

然れ ども 歳 寒う して 松柏と 共に 凋まざる もの は 幸 幅な り、 そ は 春暖と 共に 彼の 綠 葉に 一層の 光榮 あれ 

ばな り。 

よみ 人し ら す 

人知れぬ 思 ひ を 常にす る がた る 

ふじの 山 こそ 我 身たり けり 

日本人が 日本 國を 愛する に 常に 此 歌の 如くた るべ し。 漫 りに 愛國を 口にし、 世に 愛！： 者； a せられん と 

する 今の 愛國者 は、 資に 富士山 を 以て 彼の 愛 國的檫 準と なさ、. -る ものな り。 富士山 は默 して 愛 國 を 喧 

傅せ ざるな り。 而も 巍々 として 千秋に 錄ぇ、 毅然として 皇基を 護る、 彼の 如く 方正に、 彼の 如く 純潔 

に、 毀譽 褒貶の 中に 卓立し、 地に 築く 深く 天に 接する 近く、 以て 萬 邦の 敬 する 所と なりて、 吾人 は 

始めて 眞 正の 日本人と 稱 する を 得る たり。 阿 曲 詔 從の士 は實に 富士山の 前に 漸死 すべきな り。 


.  よ み 人 し ら す 

わ だつ みの かざしに させる.：： たへの 

浪 もて ゆ へ る あは ぢ しま 山 

偉 想に 乏しき は 日本 歌の 最大 缺點 なり。 日本人 は 戀を歌 ひ、 梅， 櫻、 8^ 麥、 女郎花、 鶯を歌 ふに 巧な 

りし も、 大川、 大嶽、 大陸、 大洋 を 歌 ふの 偉 想 を 有せ ざり し。 山邊赤 人の 富士山 を詠ぜ しもの を讀 む- 

に、 コ レリ ッヂが アルプス 山 を 詠ぜし 如き、 南米 詩人 ファン ゴ トイが、 アンデス山脈 を 歌 ひしが 如 

き 偉 想 を 其 中に 認 むる 能 はす。 若し 夫れ 宇宙の 運行に 止 息な く、 事物 循環 移 遷の宏 想偉觀 を詠ぜ しも- 

の として は、  余の 知る 所 を 以てすれば 寂 蓮の 「むらさめの 露 もま だ 乾ぬ 稹の 葉に」 の 一首 を 除きて、 

他に 之に 類す る 雄篇の 曰 本 歌人の 筆に 成りし もの ある を 知らす。 業 平 朝臣 は、 造化の 奇跨 的なる を 詠 

する に當 りて、 彼の 題目 を 立て ざり し。 我が 邦人の 詩歌 的 詩想の 函庭 的た A る は、 余の 常に 嘆 惜して 自ゃ 

まざる 所な り。  .  . 

然るに、 こ i に 余輩の 探り 求めし 偉 想に 近き 一 麗句の 無名の 歌人に 依りて 余輩に 供せられ しあり、 題： 

目 は周圍 九十 五哩、 面積 二百 二十 五 方 哩に涉 る 淡路島な り。 而 して ほ 薔薇の 花圈 が、 诲 神の 巔顶を 飾 

るが 如く、 白浪の 一連 鎖が、 此 南海の 仙 島を繞 るの 狀は、 日本 詩歌の 中に 稀に 見る 所の 雄 想な りと す。 

余 は 歌人が 彼の 吟詠の 題目と して 二百 方哩の 淡路島 を擇 びて、 七 千方哩 の四國 全島 を擇ば ざり しを惜 

む" 或は 更に 進みて 大 八洲の 最大 島なる 八 萬 六 干 方哩の 本土に 詠 及せ ざり しを惜 む。 然れ ども、 淡路 

1 國を 一 眸に瞰 下し、 之を繞 結す るに お 銀の 一 連鎖 を 以てせし の 詩的 觀 念に 至りて は、 余の 深く 嘆賞： 

m 筆  <  二 五 
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する 所な り。 吾人の 詩歌 的 観念 は 益々 偉大なら ざるべ からす、 lin 人の 屮にヒ マラ ャ山幷 に 楊子；： d を 歌 

ふの 詩人な かるべ からす。 

ネ  *  *  本 

よみ 人し ら す 

m 心 ふ どち 團座せ る 夜 はからに しき 

に V 

斷 まく をし き も の に ぞ ありけ る 

日本人の 友情 を 詠ぜし 歌と して、 余 は斯の 如く 極麗の 他に ある を 知らす。 余 は幾间 とたく 此 混：？ を，^ 

の 友人 ドクトル  一 二三 樓 主人の 前に 繰り返し、 以て 彼 と共にせ し圑座 親交の 快 を； ^2 りし かば、 彼は餘 

りに 五月 蠅 とや 感じ けん、 余に 附す るに 「無意 氣」 の 外に 「！g 錦」 なる-お 名 を 以てせり。 然れ ども、 

余 をして 此 名吟 を嘆赏 措く 能 は ざら しめし もの は、 實に 彼の 溫き 友情な りと す。 今や 親友 四散し、 或 

は 旣に骨 を 北辰 直下に 埋めし あり、 或は 新 英 の 丘に 眠る ありて、 今 は 獨り大 都 寂寞の 裡に 在りて- 

友情 は 乾き 去りて 膽汁 のみ 滴々 たる 時に 際して、 此 一 首 を 復誦し て^ろに 懊舊 の淚 なき 能 はす。 

よ み 人 しら す 

いにし へ の 野 巾の 淸水 ぬる けれど 

木の こ 、ろ を 知る 人ぞ 汲む 

世 は 我を棄 つる も、 我 を 識る者 は 我を棄 てす、 國人は 我 を 迫害す る も、 我の 眞情を 汲む もの は 我 を.！： i 

らす、 意々 の 衆愚 は 我の 盛衰 を 以て 我 を毀譽 す。 眞 率の 親友 は、 失敗の 故 を 以て 我 をぎ 判 かす。 衆 eg 


の褒ぉ 我に 於て 何 か あらん、 我に 親友の 同情 あれば 足れり。 .^^^^^ 

,K ろ め 

、い の ち だに 心に か た ふ 物たら ば 

何 か 別れの かなし からまし 

日本人の 悲的 人生 觀は、 最も 明白に 其 離別 を 詠ぜし 歌に 於て 顯 はる。 『もろともに. 鳴きて と めよ き 

りん \ す、 秋の 別れ は惜 くや は あらぬ」 一。 『みし 人の 煙と なりし 夕より、 たぞ むつ ましき 廬 がまの 浦 jP 

實に 消え入る ばかりの 悲哀、 若し 優しと いは ^優し けれども、 さても 女々 しきの 限りたら す や。 余 は 

支那 人の 『所 志 在 功名 離別 何 足 歎』 の是に 勝りて 更に 賞すべき を覺 ゆ。 離別 は 苦痛な り、 然れ ども 

苦痛の 巾に.^ 壯 なる 慰藉な かるべ からす。 古今 集の 離別 歌の 如き は、 實に平 維 盛の 出陣 を 詠ぜし 如き 

ものの み〕 余 は 之に 反して、 余の 父が 余が 米 國流竄 の途に 上りし 時に、 余 を 送る とて 讀み 吳れし 歌の 

幾 倍 か-おまし くして 且つ 希望 多き を認 む。 . 

聞きし のみ まだ 見ぬ 國に祌 しあわ ば 

行け や 我が 子よ なに 惧 るべき 

叉 基督 敎 徒の 離別の 歌と して 常に 唱 へらる \ 左の 一 句の 如き も、 我の 古歌に 勝る 萬々 なり。 

】 ゴ it  wo  sJiall h1 二 1 一一つ lo.-urHl  in  Isal. チ 
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Aud  hope  s  meet  again. 

ホ  ホ  *  * 

安部 敬 信 

大空 を 照り ゆく バし淸 ければ 

雲 かくせ ども ひかり 消な くに 

是れ 西洋 文學に 於て は 普通の 詩想な りと す。 日月の 大 i 仝に 懸る あれば、 雲の 之 を隱す こと ある も、 之. 

を 消す こと 能 はすと は、 何人も 感じ 易き 天然 的 現象な りと す。 然れ ども 普通なる が 故に、 其 深 直の 意 

味 は 減少せ ざるな り。 吾人 は 太陽の 赫々 たる を 知る と雖 も、 陰 雲の 之 を 掩ふを 厭 ふこと 切なる が 如く、. 

正義 は 最終の 勝利者 なること を 知る と雖 も、 奸物偽 族の 跳梁 跋 雹を感 する こと 其し。 字宙は 神明 掩護 

の 中に ありて ふ 信仰 は、 n 々に 吾人の 胸裡に 固守すべき ものな り。 正義 隱蔽の 八/日に 當 りて、 人 は 

常 に 雲上の 大光 を 忘 る ベ か らす。 

*  氺 

•X-  * 

伊  勢 

飛鳥 川 ふちに も あらぬ 我 宿 も 

瀨に變 り ゆく 物に ぞ ありけ る 

是れ 無情の 家主に 追 ひ 立てられて 厘々 轉居 する 都下 無数の 漂流 人の 心中 を詠ぜ しもの なるべし。 可憐： 

の 借家人、 彼等に 國家 ある も 住家 あるな く、 過重の 家 税を拂 ふ も 常に 奴 僕の 非禮を 以て 遇せら る。 春 

去り 秋來 り、 是の ：2： 閣仆れ て 彼の tS: 閣起 つと 雖も、 常に 變 りなき は 彼等の 運命な り。 飛鳥 川の 岸と 共 


に移遷 し、 此の 閻魔 王と 戰ひ、 彼の 女 夜叉と 激語 を 交へ、 東遷 西 移 帝都の 貸家 を 悉く 借り 畫 して 了る。 

若し 天上に 彼等 を迎 ふるの 家な かりせ ば 、 彼等 は 生きし 甲斐 た き 者たり。 

.: 十  .V 

よ み 人 し ら す 

よの 中： ii いづれ かさして 我 が な ら む 

ゆきと ま る を ぞ 宿と さ だむ る 

世の 家な くして 流寓 する 者 を 慰めし 歌な り。 逼羅國 に 曾て 一 人の 乞食 あり、 彼れ 一 日 彼國壯 置なる 宮 

殿の 傍に 横臥す。 偶々 國王 出で k 散策 を 取る。 醜 奴の 宮殿 を 汚す を 怒り、 卽時返 去 を 命す、 曰く、 

.「 汝 漂流の 徒よ、 汝は 我が 父祖 傳來の 此壯殿 を 汚す ベから す」 と。 時に 乞食 は 身 を 起して 曰く、 「我 

を 漂流の 徒と 稱ふは 何故 ぞ、 汝も亦 漂流の 徒たら す や」 と.^ 王 怒りて 其 故 を 問 ふ" 彼れ 答へ て 曰く、 

「汝 は此 宮殿 を 以て 父祖 傳來の ものな りと 言へ り、 然れ ども 汝も亦 暫く 此 堂に 留まりて 亦 之 を 汝の子 

孫に 讓る ものたり、 汝は 此處に 留まる 數年、 我 は 一夜 を此廂 下に 過ごせし のみ、 我と 汝 との 別 は、 只 

滞留の 長短に あるの み」 と。 王 語 塞がり 彼を責 むる の 言な く、 厚く 物を與 へて 彼 を 去らし めたり と 云 

ふ。 

凡 河 內躬， 祖 

世 を 捨て i 山に 入る 人山 にても 

た ほ 憂き 時 は いづち ゆく ら む 
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-是れ 世の 瞭 病なる 遁世 家を誡 めし 名吟た < り とす。 人生 憂苦の 原因 は、 神明と 和合せ ざる 心に 在り.' 然 

る を 山に 遁れ て此 憂苦より 脫 せんと 欲す、 是れ痛 傷 を 砂漠に 癒さん とする の 類に して 愚の 極と 稱せ ざ 

るべ からす。 II 養 勿論 時には 要な きに あらす、 然れ ども 靜 養の 目的 は、 休養 後の 活動に 在り.。 世は捨 

つべき ものに あらす して 救 ふべき ものな り。 遁世 家 ほど 臆病 且つ 我儘なる 者 あるな し、 歌人の 一首 此 

種の 『懷慨 家』 を 篤 倒し 去りて 妙な り。 

*  ：个 

兼 藝 法師 

か た ち こ そ 深山 かくれの 朽木 なれ 

心 は 花に なさ ば なりなん 

心神 は必 すし も 其 之を藏 する 形 體に顯 はれす、 華 装の 贵 公子に して 貧 慾 無情 虎狼の 如き あり、 醜 額の 

偉 sf- 子に して 梁嫩 慈愛 處 女の 如き あり、 特に 我國 今日の 如き 偽善者 横行の 社會 にあ リて に、 人の 外貌 

は 彼の 內 心の 正 反 對と觀 て 誤る こと 勘し。 容顔の 美 は 粉 芳水を 以て 作る を 得べ し。 然れ ども 心中の 

花 は 眞理の 賜 ものな り、 爵位 金帛は 白痴 を 擧げて 貴族と なす を 得べ し、 然れ ども 落魄 不遇の 徒 を舉げ 

て 溫容の 君子たら しむる 者 は、 實に 眞理の 功たり とす。 爵位 棄却すべし、 眞 睡 渴 望すべし。  


秀  亩 

世の中に 我に も 似た る 人 もがな 

生きて 甲斐な きこと を 語らん 

是れ 太閤 秀吉 の述懷 なりと して 世に 傳 へらる。 彼の  一 *i の 事業より 稽ふる も、 其誤傳 ならざる を 知る 

に 足らん。 人 或は 彼の 無學 文盲の 人な りしが 故に、 彼 を 以て 文 學の嗜 たき 人と 見做す 者 ありと 雖も、 

彼の 感情の 深厚に して、 彼の 欲望の 濶大 なりし より 察すれば、 彼 は 生れな がらの 詩人な りし を 知る ベ 

し。 函嶺の 一 眸に關 東の 中心 點を 江戸に 定めし 彼 は、 『函 根路を 我れ 越え 来れば 伊豆の 诲ゃ 沖の 小島 

に浪の 寄る 見 ゆ』 と 詠 ぜし實 朝 卿に 優る 詩人たり し を 知るべし。 京都 を 捨て、 伏 見に 築き、 難 波の 舊 

都に 關西 中國の 凝望 點を發 見せし 彼 は、 確に 詩人 的 本能に 富みし 人な り。 彼は學 ばす して isj 物の 眞髓 

に 達せし 人な り。 彼 は 詩人が 甲 を 被りし 者ナ X りき。 故に 彼に して 普通の 日本語 を 解し、 叉 五 七 文字 を 

時々 耳に したりと せん 乎、 彼 亦數次 彼の 感慨 を 彼の 自己流の 和歌に 發 表せし こと は 決して 疑 ふべき に 

あらす。 彼が 後陽成 帝の 行幸 を 彼の 聚樂 第に 仰ぎし 時に、 諸 公卿 大名に 先んじ、 制に 應じ、 歌 を 簾ぎ 

しとの 事 は、 彼に 取りて は 決し、 て爲し 得難き の 業に は あら ざり しならん。 然れ ども、 英雄たり、 詩人 

たりし 彼 は、 人生の 奥義 を 解せ し 人に は あら ざり し、 彼 は此 一句に 依りて 彼の 人生観の 如何に 絕筌的 

にして 無意義たり しか を 表白せ り。 我の 七道 を 平らげ、 朝鮮の 三 道 を 合し、 支那 四百 餘州を 震動せ し 

めし 彼 は 彼の 心の中に 於て は、 彼 は 何の 爲 めに 此 せに 生存せ しゃ を 解せ ざり し 人な リき。 故に 彼 は 死 

の寢 床に 就く や、 遣 孤 を 彼の 友人に 託する と共に、 彼の 終生の 事業の 一として 見る に 足るべき ものた < 

.き を， 漑し、 六十 七 年の 夢の 一生 を 歎じて 曰く、 
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露と たち 露と 消えぬ る 我 身なり 

浪速の こと は 夢の 世の中 

と" 是れ 飽き 足る 程まで も 君寵に 浴せ し 詩人 ゲ ー テが Was  sclleu  alio  die  schmel.z  imd  GKicl<: 

(我に 此 歎と 喜と ある は 何の 爲めぞ や) との 愁聲 を發 せし と 同一、 力 山 を 拔き氣 世 を 蓋 ふ 英雄 も、 其 

心に 尙ほ 癒すべからざる の i 仝 乏を感 する 所以 は、 そ も 何に 存 する や。 『空 の 空、 空の 空なる 哉、 都て 

空 なり』、 支那 人を遼 東の 野に 破りて、 旅 順と 威海 衛とを 屠りて、 大勳 位に 敍 せられて、 然る 後に、 

空の 空、 空の 空なる かな、 生きて： E の 甲斐 ありし を 知らす、 城 北の 丘臺に 一片の 御影石 を 留めて、 碑 

商に 贈位の 文字 を 彫み、 以て 秋風の 歎 を 千載に 傳 へんの み。 

氺  ホ 

-》  * 

淸 水の 次郞長 

ろ..、 

六 でな き 四 五と も 今 は 飽き はて \ 

先 だっさい にあ ふぞ 嬉しき 

彼なる は 正 一 位 豐臣秀 吉の辭 世、 是れ なる は 東海の 俠客、 博徒の 頭 梁 次郞長 臨終の 作たり。 彼れ な 

る 者 は 愁恨を 千載に 遺して 死し、 此れなる 者は來 世に 彼の 最愛の 妻に 逢 はんと 欲する 喜 悅を懊 きて 逝 

けり。 干戈に 天下の 權を爭 ひし 大 英雄 は 獨り 寂寞と して 九泉の 旅程に 上り、 殺 子に 勝敗 を 決せし 博徒 

は 反て 希望の 明 土に 臨む。 英雄 錦 得に 臥して 一人の 慰藉の 靈の來 りて 彼の 憂 闇 を 照らすな く • 伙 客死 

褥に 就きて 亡妻の 天使と なりて 來 りて 彼 を 愛の 樂 土に 招く あり。 死に 臨みて 功名 榮華 何の 用 か ある。 

. 死 三 5 みて 1,」：^/、 を 去らざる もの は 愛な り。 吾人 は 愛に 依りて 死す る を 得べ し、 功名に 依りて 瞑す る を 


遍 

得す。 


如何にして 夏 を 過さん 乎 


夏 は 休養の 時期で あると 云 ふ、 然し 休養の 時期 なれば とて、 惰眠 を 貪る の 時期と 云 ふので ない、 神 は 一 

特別に 浪費すべき 時期 をば 造らない、 休養 も 一 種の 仕事で ある。  ： 

休養と は 身體と 心の 洗濯 を 云 ふので ある、 常々 は 心に 適 はぬ 仕事に 從 事し、 身に 合 はぬ 職 を 取らねば 

ならぬ が此 世の中で ある、 故に 夏の 問 は 或は 一 ヶ月 間、 或は 一 週間、 若し 止むな くんば 一 日な リ とも 

我と 我の 本性に 立 還. り、 身體の 機械に 多少の 修繕 を 加へ、 秋風 立つ と 同時に 又 世の中に 出て、 義務の 

戰爭 を繼續 せん 爲 めの 用意 を爲 すので ある、 故に 夏期 は 成るべく 丈け 市街の 人家 多き 所 を 去り、 山間： 

に 谷川に 水 淸き邊 か、 叉 は 海 濱に水 天旁髴 たる 所に 天然の 美と 我の 眞 我と を樂 むが 宜ぃ、 然し 今日の 一 

如く、 津々 浦々 まで 俗人の 跋凰 する 時には、 止 を 得す 田家に 宿怕を 賴んで 牛ゃ鷄 と共に 天然 的 生涯 を 一 

送る も宜 い、 何れに しろ 我々 の 心 を 腐らす る もの は 俗人 なれば、 俗人の 居る 所 は 如何なる 仙境 幽邃の- 

地 なりと す る も 少しも 休養 の 用 はたさない。 

社會學 者の 說 によれば 社會 なる もの は 人類に 必要 ありて 成りし もの だそう だが、 叉 人類 を 窘める 者の 

中に 社會の 如き もの はたい、 社會 あれば こそ 禮 儀なる もの ありて、 お 役人 樣だ といへば 詰らない 人 だ， 
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と 知っても 適當の 禮を盡 さねば ならす、 華族 だとい へば 如何に 放蕩 無賴の 方で も マサカに 貴樣 呼り を 

する 譯には 行かない、 殊に 日本の 如き 社會 にあり て は 義理と 云 ふ 身 を 縛る 强き繩 ありて 何事 も 思 ふま 

まに ならぬ が 日本人の 生涯 なれば、 縱令 何程 善き 理想が ありても 是を行 ふ 事 もなら す、 只 心に 思 ふば 

かりで 行 ふこと は 甚だ 困難 だ、 故に 此の 如き 社會 にの み 棲息 すれば 心身 自ら 萎縮して 竟には 天 與の自 

,s なる ものが 如何なる もの か を 忘る i 様になる、 故に 我々 は 夏期の 休業 を 幸と し、 此虚俵 虚禮を 以て 

支配 せらる &社會 を 去り、 少しく 野 蠻的か は 知らね ども 天然 赤裸々 の 有様に 立 還り、 人に 對 して は 語 

り 得ぬ こと を 山に 對 して 訴へ、 社會に 立て 述べ 得ぬ 事 を诲に 向て 獨り 叫び、 我 は社會 の扠隸 にあら す 

して 矢 張 神の 作りし 天然の 子供なる こと を 再び 自覺 する が宜 い、 斯くて 失せん とする 自主 自由の 観念 

を 取 返し、 我 を 護る に祌 ある を 知り、 我 を 導く に 天然の 法則 ある を 確め るなら ば、 . 再び 社會の 塵に 歸 

る 時には 男 は 男らしき 女 は 女らしき 女と たりて， 俗人の 足下に 踐み附 けらる- -の忠 はたき やうに 

たる。 併し 休養と て必 すし も 山に 登り 海に 降る に は 及ばない、 今日の 如く 避暑 旅行の 時には 金 持 や 俗 

人 は 夏になる と 大抵 避暑 場に 往て 了から 都會の 空氣は 存外 清くなる、 花時に 上野 や 向島 を散步 すると 

る ものと して 悲憤の 種と ならない もの はない が、 夏に なれば 都の 公園 は 貧乏人の 專有 物と なる、 川 

端に 出で 川風に 曝さる.^ も 一興 だ、 內 庭に 朝早く 錄を 愛づる も快樂 だ、 何れにせよ 夏 は 貧乏人の 時節 

だと 一一-一口 はなければ ならない、 炭屋 の支拂 をす る 心配 も いらない、 八十 錢の 軍衣 一枚に て 塞 さ を 感じな 

い、 實に難 有い 時節で ある、 故に 此時を 利用して 生命の 洗濯 を爲 さんと すれば 都 會紛雜 の 所に 居ても 

大に 身と 心との 休養 を 計られな いこと はない。 

• 炭 は六ケ 敷い 桌は 出来 な パ と ふ、 勿論 クド くし い 事 は 夏向きで はない、 故に 平 の 雑 業 は 成る ベ 


く 打 捨てる が 宜しい、 されば とて 前に も 曰 ふ 通り 我々 は 惰眠 を 貪りて はならない、 惰眠 は 身體を 休め 

る もので なくして 反て 之 を 害する も だ、 適當の 勉强は 反て 身體の 利益で ある、 只 何事 を爲 にも 憋 せら 

なければ 宜しい、 若し 面白い と 思 ふて 研究す おば 哲學の 如き も 最も 適した る もの だと 思 ふ、 外圃 にて 

は 語 學硏究 は 夏期 休業 中の 流行 物と 成て 居る、 簡易な 歷史の 如 も 心の 靜 養に は 極く 善く 適 ふ もの だ、 

只 夏期の 研究 物が 平素の 研究 物と 異なれば 宜しい、 哲學者 は 哲學を 放棄す るが 宜しい、 文學者 は小說 

を讀 むこと を歇 めて 動物 學 でも 研究す るが 宜しい、 官吏 や 商人な ど は 常に 人の 御 愛憎 取りに のみ 從事 

して 居る もの なれば 夏期 休業 中には 少しく 道 德宗敎 の 書物で も 繙て獨 立 心の 養成 を 計る が しい、 學 

校敎師 など は 順序 正しき 研究 法に 狗て 外語 國 語の 原理で も學び 置く たらば 秋風 立つ と共に 彼の 智識 は 

一 1^ 增 進して 彼の 威嚴は 一 曆 高き を覺 ゆるだろう、 何れにしても 懶け てはいけ ない、 夏 は 小 說を讀 む 

もの だと 限て は 居らない、 小 說を讀 んで惰 情 を 刺激 すれば、 休養の 休養た る 目的 を 失って 身心 共に 衰 

ふると も 健康 を增す こと はない。 

然し 夏期 の 特別の 研究 物 は 天然 其 物で あ る 、 博物 學は 夏期 獨特 の 學 問で あ る 、 夏期 は 身 を外氣 に 曝ら 

すべき 時 なれば、 我々 は此 時に 親しく 天然と 交 は る ベ き で あ る 。 

最も 簡易に して 何人に も 解り^き は 地理 學 で あ る , 勿論 政 治 地 理を云 ふので はない、 政 治 地 理は政 治 

問題と 共に 冬期 議會の 開設 屮地圖 の 上面に 於て 學 ベば 澤山 だ、 我々 の 心 を 養 ふ もの は 天然 地理で ある、 

又 地理と 云 ふて 名勝 探 撿と云 ふので はない- それ は粹 人と 稱ふ懶 け 者の 仕事で 眞 面目に 人世 を 送らん 

とする志士の爲すべき15^ではなぃ、 我々 は 富士山 を 肴に 酒 を 飮む人 を 天然 を 愛する 人と は 言にたい、 

此 地球 は函庭 ではない、 富士 や. □ 山 は 築山で ない、 地理と は 讀んで 字の 如く 地の を 研究-^.' る學 問で ■ 
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ある、 卽ち 地に も： 大然 の现が ありて、 富士山 は 伊藤 侯の^ 莊に 景色 を 添 へんが 爲 めに 造られた もので 

はなく して、 人類が 其 完全の 域に 達せん が爲 めに 備 へられた もので なければ ならぬ、 卽ち 富士の 地理 

と は富士 の； 1^ 在の 现由を 究める ことで ある、 此の 山の 起因 如何、 此 山の 噴出が 口 本山 系の 構造に ぼ 

せし 結果 如何、 常 十； と 國：： ^思想、 富士 と！ n 本歷. 5r  界に 於け る 富士山の 位置、 是れ此 名山に 關 する 

肝要なる 題目の 五六で ある、 我々 は 我々 の識 量. 2： に 於て 多少の. 註解 を是 等の • 問題に 向て與 ふること が 

中い 來る、 其顶 に攀ぢ 登る も、 其 麓 を 遊す る も、 是 等の 大 問題 を 常に 心に 留めて 置かなければ 地理 學 

の 與味は 茶 だ 薄い ものである。 

山に は 山の 學 問が あり、 川に は 川の 學 問が ある、 山の 高低 を 計る も 一 つの 面. G ぃ學 問で ある、 必 すし 

も 測量機械 を 用 ひすと も，： しい、 何れの 山に も 急 斜面と 緩 斜面と が ある、 其 傾度の 度合 ひ 如何 は 森林 

繁茂の 厚薄、 雨量 凝結の 多寡に 大關 係が ある、 其れが 爲 めに 物産の 多 塞 性質に 關係を 及ぼし、 村 ^の 

輿廢、 家の 聚散まで が 微かの 地理 的 理由に 依て 支配され る ものである。 

足 柄 山の 絶頂に 登り 新羅 三郞 が^の 秘曲 を與 かりし と傳 ふる 場所に 立， て 過去 一 一 干 年 問の H 本 歷史を 思 

ひ见れ ば函根 山系なる ものが 如 3： 程 我國の 歷史を 支配せ し 乎 を 知る ことが 屮 I 來る、 此 一 脈 は 南洋の ラ 

ド：： ン 群島 邊 より 起り 來り、 小 笠 原 島と なり、 ^豆の 大島 となり、 党に 天 城 山と なりて 本土に 顯 はれ、 

富 士の東 麓に 於て 口 本圃を 東西に 分斷 して 居る、 西なる は 肥 後と 薩 摩と 長 州と に 凝結し、 其少 1^ 大友 

棒 山 高 島 等の 諸 雄 を 起し、 t 曰 長け て 慾 深く、 日本 國の 道德 なき 智略 を 代表し、 東なる は 相 校に 兩.^ に 

陸 奥に 其 精 を 鈍め、 新田、 北 畠、 高山 (彥九 郞)、 蒲 生の 諸賢 を 出し、 日本 國の 純潔なる 良心 を 代^ 

する、 西が 勝てば 國に is 操 絶え、 束が 勝てば： に德 操が 起る、 我々 は函根 山に 登る たび 毎に 今の 時勢 


を 憤らない 事 はない。 

地質 學は 地理 學 よりも 六ケ 敷い、 地理 學は 地球の 表面の 學 問で、 此 地球 を 人類の 棲 家と して 研究す る 

學問 である、 而 るに 地質 學は 地球の 發育風 子で 大分 込み入った 學問 である、 然し 火山の 事 や 湖水の こと - 

や、 山嶽 彫刻の 事 は 普通 智識 を備 へた 者の 充分に 樂し むことの 屮：； 来る 事柄で ある、 年々 ー囘宛 東京 附 

近の 湖水 を 見舞て、 竟に 日本 湖水 誌の 編篡を 企つ る も 一 興で あら ふと 思 ふ。 函 根の 蘆の 湖、 赤 城 湖、 

日光の 中 禪寺湖 等、 何れも 日本 特有の 火山 湖 なれば、 志 賀重昂 氏の 日本 風景 論と 地學雜 誌、 地質 學雜 

誌 等に 顯 はれた る 地 學的案 2: 記 やうの もの を 嚮導に、 且つ 若し 出來得 ベ くんば レ クル ー スの 『地球 論 1 

ラム セ ー 氏の 『山 湖 起 論』 を にして 是 等の 湖水 を 探究す るなら ば、 鎌倉逗 子等に 惰眠 を 貪る 政： m 

家 共の 得て 探り 難き 快 樂を覺 ゆるな らんと 思 ふ？ 

星學 は： 炭 期 研究の 好 題目で ある、 殊に 市街に 炎熱 を 凌がねば たらぬ 者に 取て は 惟 一 の 自然 學 だと 一 百 は 

なければ ならない、 勿論 星宿の 美 は 冬期が 一番 だ、 有名た る オラ イオン 星 は 冬で なければ 其 壯大の 美 

を 窺 ふこと が 出来ない、 la, 叉 蒼 空の 晴れ渡り たる も 冬が 第一 だ、 然し 素人 天文 學 者に 取て は 夜る 夜中 

袭氣に 露され て戶 外に 立って 居る 勇氣 がない、 依て 夏の 散策の 時間 を 利用して 少しく 天體の 配置 を 窺 

ふ も 利益の 甚だ 多い 事 だと 思 ふ、 勿論 込み入った 事 は 解らない、 然し 誰れ にも 七曜 星 は 見附 かる、 是 

を 星學の 方で は大熊 星と 云 ふそう だ、 大熊 星に 劍と 尾と が ある、 劍の 指す 所が 北極星 だ、 尾の 指す 所 

にァ ー クチ ュ ラ スと云 ふ 第 一 等 星が ある、 北極星 は 又 他の 小 星と 共に 小 熊 星 を 作る、 大熊 星の 眞 中の 

星から北極星を通して直線を引け、^1^其線はカ シ才ピ ャと云 ふ 六つの 星より 成る 星宿 を 通り 拔 けて ぺ ゲ 

1 サスと 云 ふ 殆んど 正方形 を 形造る 美しい 星に 當る、 アンド 口  メグ はべ 、ゲ 1" サ ス に鑌 いて 其 終る 所 は 
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ベ ル シャ スの三 星 だ、 ペルシャ スは 一 方 は 力べ ラと云 ふ 一 等 星 を 指し、 他の 一 方に はお 名た る ブライ 

ァ デ スが ある、 プ ラ ィァ デスの 內の ハル シ オン 星 は 或 天文， 者 の說 によれば 星界の 中心 點 だと 云 ふの 

だ、 勿論 此位 ひの 事 は 大抵の 天文 書に は 出て 居る、 併し 是 しきの 事 を も 知らない 文 學者ゃ 政治. おは 

山 ある、 彼等 は 森 羅萬象 だと か、 熒々 たる 列 宿 だと か、 群 星 何燦々 だと か 云 ふ 支那 流の 形容 11 を 使つ 

て學 者ぶ る けれども、 大抵 は 星の 事 は 何ん にも 知らない 奴 共 だ、 乂 天文 學の 研究 は 我々 の 腹 を 太く す 

二  *  丁い、 

る もの だ、 細々 しい 事 を 捨て 上 于宙と 永遠の 事 を 思 ふやう にさせる、 故に 我！： の 論者な どに は m や 

想 上の 最妙藥 だ、 日本 國は廣 い大國 だと 思 ふ 者 は 如何う だ、 我々 の 頭上に 輝く ァ ー クチ ユラ スは此 地 

球から 152, 「二 3,  500,  000,  000 哩の 距離の 外に あると 聞いたら 驚 くだらう、 北極 Ei*- は是に 殆んど 1  一- 

の 距離に 於て あるの だ、 一 秒 時間に 十八 萬 六千哩 (光線の 速力) を 以てする もァ ー クチ ュ ラス 迄：：；： く 

に は 二十 六 年 も か k ると， いふの だ、 然し 是は 一番 近い 星の 一 つ だ、 我々 人類 はこん な 廣ぃ卞 に 化ん 

で 居る の だ、 我々 は 世界の 巿民 どころ ではなく 宇宙の 住民 だ、 然るに 一 も！：.：： 本、 二 も！： {豕 とい ふて、 

我々 を 僅々 1 一十 萬哩に 足らない 此 邦の 內に 押し込んで しまう と は餘り 情けない、 故に 能く； 大文 學を硏 

究 すると 詰らない 不平 も 起ら なくなる、 岩 崎が 一 惊萬圓 の 財産 を 溜めた とて M うする もの か、 此地 

其 物が 宇宙の 塵の 如き もの だ、 我々 に 一寸の 土地 所有 權が 無い とて 別に 悲しむ に 足らない、 オラ ィォ 

ンも 我物、 プライア デス も 我が物と 思へば 我々 は 王公 貴族に 優る 金 持 だ、 我 は 帝王の 冠 を 戴かざる も 

我 頭上 ァ ー クチ ュ ラスの 邊に 『北 冠』 と稱 ふる 七つの 星が 冠の 形 をな して 輝いて Si5 る、 地上に は 俗人 

共が 跋 する から 我々 は 天 を覷 いて 無限 無邊無 方の 宇宙 を 我が 〔来と 定 むる が出來 る、 我々 は  んで 

此 んな微 いさな 世界 は 俗人 共に SK れて やる 事が 屮ぃ來 る、 我々 に は 第 一 等 星より 第 卜 三等星まで 算 へ て 


凡 四千 三百 萬 程の せ界が ある、 三 井が 日本中の 礦山を 買占めた 所が 月の 世界一 つに も 足るまい、 $1 藤- 

博 文 侯が 威張った 所が 水星 や 木星に 於て は 何とも 思 ふて 居ない、 P 仏して や ハ ルシ オン の 中心 點 から： 0- 

たらば 貴族 や 豪商の 內 幕に は 何ん な 猿たい 事が あるか も 知れない、 故に 是 等の 點 から 考 へて 見ても： 人 

文學の 研究 は 身心 休養の 爲 めに 最も 適當の もの だと 忍 ふ。 

礦物學 は 地質 學の 一 科で ある、 然し 一 つの 特別の 學科 として 硏究 する 事が 出来る、 躋物學 とし 言へば 

何だか 六ケ 敷い 學 問の 様に 思 はれる、 金、 銀、 白金、 イリ ヂゥ ム、 銅、 鈴、 鐵、 錫 等に 關係 する 學問 

で、 山師 ゃ礦 山師の 研究すべき もの X 様に 思 ふ 人が 多い、 勿論 是は 藏 物學の 一部分な るに は 違 ひない、， 

然し 礦 物と は 責金屬 ば かり を 云 ふ もので はない、 庭の 飛石 も曠 物な れ ば 泉水の 中の 水 も礦 物で あ る 、 

或る 意味から 言へば 我々 の 常に 呼吸す る 空 氣も鑌 物 だ、 礦 物と は S い 者 だと 云 ふなら ば 水銀 は藏 物で 

はない、 氷 は 水の 固 結せ しもので 其 結晶 性に 於ても 其 折 光 性に 於ても 立派な 礦物 である、 格魯密 母に 

此 地上に 於て は 最も 固い 礦 物の 一 つで あるが 太陽の 表面に 於て は 瓦斯 體 として 存在して 居る、 故に S 

ぃ軟 いは 鏔 石と 非礦 物との 15^ 別に はならない、 我々 は 實に礦 物 を 呼吸して 隨物 を飮ん で、 鹽、 曹達 等 

の 礦石 を 嘗めて、 終に は 地に 葬られて 自ら 礦 物と 化する ものである、 地より 叩：： て 地に 歸 るが 人生 なれ 

ば 我々 は礦 物より 出で \礦 物に 歸る者 だとい ふこと が 出来る、 礦物 學は實 にん 類學の 始めと 終りで あ 

る 0 

世に立 派なる ものと 云へば 人 は 必す寶 石、 貴金属 を 指さす、 瑪琐、 黄琼、 瓊 HT 綠玉、 靑玉、 金剛石、 

粹玉、 翡翠と 云へば 必す 帝王の 冠 を 飾る もの、 貴族 寵臣の 胸に 輝く ものと して 人々 の 一般に 羨む もの 

である、 故に 支那 人の 言語に も、 立派な 御殿の 事 を 玉 殿 又は 玉 堂と いひ、 綺麗な 部屋の 事 を瑤齋 とか、： 
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« 室 とか 云 ふ. そうだ、 東洋 諸國に 於て 下等 婦人が 王侯貴族の 恩顧 を 蒙り、 一 躍して貴婦人たるを5^,ャ 

に. 至れば、 世人 は瑶の 輿に 乘れ りと て 彼等 を 羨む、 英國 女皇の 宮殿の 一 は 水晶 ii  ，と 名付けて 世 に 

有名な. 者で ある、 印度に は 寶石を 以て 囘々 敎の經 典 を 字々 悉く 壁に 鍋め た 宮殿が あるそう だ、 德川將 

Sef 家の 日光、 上野、 芝の 御 靈屋は 多く 純金 を 用 ひし ものとの 故で、 nlj- る 人 毎に 其 壯大に 驚かない 者 は 

ない、 其れ故に 富と 責と は必 す寶 石に 現 はる. - 事と 思 ひ、 勳章を 持つ 軍人 は是を 胸に ぶら下げて、 是 

れ 見よ がしに 往還 を濶 歩し、 貴族の 令孃 とか 紳商の 令夫人と か稱 へば、 必す 金剛石の 二つ や 二つ を 身 

に 着け ざれば 贵族 紳商の 家の 者で はない と 思 ふの が 日本 今日の 狀態 である。 

然し 我々 は 少し 曠物學 を 研究して 斯んな 迷から 脫 せねば ならない、 水晶 宮に 住む もの は英國 の女皇 ば 

かりで はない、 我々 平民 下々 の 土百姓 までが 悉く 地球と 稱 する 此 立派なる 水晶 宮に 住で 居る ので ある、 

それが 嘘で あると 思 ふなら ば 朝早く 起て 草の 上に 止まる 露 を 見る がよ い、 其 太陽の 光線 を 折 解して 七 

色の光を放っ處は女^：ェの額に輝く金剛石も是れまでだ、 又は 斧 を 以て 足の 下に 在る 石 を 割って 見 給へ、 

其 ^ に. 石英 霧の 諸喊 物が 或は アメシストと たりて 紫色 を 現 はす あり、 ， 我 は瑪琐 色を帶 ぶる あり、 時に 

或は 其 中に 碧玉 石、 玉 火 石の 類に 見當る ことがある、 齊 通の 石墨 も 其 に 雲母、 石英、 長石の 三藏物 

が ありて 是れ亦 立派な 曠物 である、 冬に なれば 水 は 結晶して 六花 形の 礦 物と 化し、 聖 彼得堡 にあり 

と傳 ふ露國 皇帝 陛下の 『氷 宮』 ならで 何れの 賤の 伏屋まで が氷宮 又は 水晶 宮と 化する ので ある、 雲表. 

に 虹の 顯 はる X あり、 瀑布に 七色の 懸る あり、 激湍は 玉 を 散らし、 魚 躍て 贊曠燦 めく 我々 の 住する 此 

地球 こそ 實に 一 大玉 殿に して、 眼 を 開いて 能く 之を窮 むれば 其 中に 住する 我々 は $1 悉く 王公 貴族なる： 

こと を自覺 する ことが 出来る。  ， 


, ^、は 植物 學だ、 是は夏 期 特^の 學課 である、 曠物學 は 四 期 何れの 時節 にても 研究す る 事が 屮ぃ來 る、 然 

し 航物學 は 夏の 專門 である、 勿論 冬 は 水仙 も あり、 山茶花 も ある、 春 は 幅 壽草、 紫雲英が ある、 秋 は 

其 七草と 多くの, しき 草木と が ある、 然し 愤生は 熱帶 地方が 本場で ある やうに、 夏 は 特^に 草木の 時 

節で ある. 寒帶 地方 も 年に 一度 は 靑絲の 絨氈を 以て 布き 詰めら る X ので ある、 若し 草木が 茂らな けれ 

ば-. 3- が 来ても 夏で はない、 サハラの 砂漠に は 夏と いふ 偸 快な 時 はない と 思 ふ、 太陽 計りが 夏を來 すと ■ 

出い) ふと 違 ふ、 夏の 夏た る 所以 は 天然が 綠り の 衣 を 着て hli: 々 人類 は 其 人造 的 密室 を 出で 、 再び ァダ ム 、 

ィ ー ブの古 態に 復り、 H デ ンの樂 園なら で 天然 自然の 樂 園に 出で、 綠樹の 下に 宿り、 綠草を 綴りて 着、 

花冠 を 戴きて 人間の 萬 物の 王た る を知覺 し、 宮殿 瑶窒の 人爲的 俗習 を拋 つて、 草に 座し、 森に 跪きて、 

自 然を 通して 直に 自然の 神に 接する ので ある、 冬は礦 物的 時期で、 嚴 格なる 法則と 社交的 束縛の 時期 

である、 是 に反して 夏 は 生物 的 時期で、 自由と 生命と、 或る 範圍內 に 於て は氣儘 勝手の 時期で ある、 

而 して 植生 は實に 自由の 友人で ある C 

勿論 植物に も 色々 ある、 蘭の 如き、 薔薇の 如き、 萬 年靑の 如き、 告 盆栽と 稱 して 窒內の 草木 なれば 多く 

は贵族 輩の 賞翫 する ものにして、 人類 を 以て 例へ て 見れば 了度藝 娼妓の 如き ものである、 故に 大喂： £、 

作 東男の 如き 歷々 の 方 は 冬の 塞 中で も 草木の 美 を 賞せられ て、 身と 心と を 慰まれる と 聞く、 然し 神 は 

我々 平民の 爲 めに 澤山 平民 的 植物 を 造られた、 冬 去て より 冬來 るまで 我々 は溫窒 を 建築せ すと も 充分 

に 花 葉の 美 を 賞す る ことが 出來 る、 堇茱 ばかりで も 日本に 一 一十三 種 も あるそう だ、 紫雲英、 蒲公英、 

A!  み .： ュづな お； -ニ 1 こ M こ ベ 

樱草は 何れも 侮るべからざる 花 だ、 人 は 野草と 名 づけて 卑しめる けれども、 酢漿 草、 養、 車 前、 繁縷 

等 も 少 し く 意 を 注 い で 之 れ を窮む れ ば 愛す ベ く 尊む ベ き 植物 で あ る 、 其 路傍 に 潜ん で 人 に 踐ま れ 唾 き 

望 筆  .  八 四| 
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されながら 默 して 花 を 開く の狀は 如何にも 平 尺の 心 を 表 する もので、 是を见 て： 1： 情の 念の 起らざる- 

もの は眞 正の 平民で はな. いので ある、 故に 詩人 バ ー ン. スは 野菊に 對 して 彼の 悲憤 を： 加へ、 ヲル ズヲス 

はセ ランゲン (白 屈茱) に 向て 彼の 滿足を 述べた ので ある、 殊に 夫の 雑草と 呼ばれて 人に 嫌 はるる. お 

草 を 見よ、 鳥が 整 毎、 藤、， 括樓、 蕺の 類、 其 見るべき の容 たきに 關 せす、 其耐. 力の 如 W に强 きょ、 W 

つても 切っても 又 生へ、 踐 まれ やうが、 打た か，；； ようが、 田鬧 を橫領 して： S 花 貴^ をして 額 色た から. 

しむ、 是れ ぞ實に 植物界の 賤 徒にして 之 を 平 げんと する は 殆んど 人力の 及ぶ 所でない 様に 見える、 m. 

むべき 下等の 民に 同情 を 有する もの は、 是 等の 雜 草に も n: じく ：！： 感 を^せ すに は 置け ない、 彼等 は充 

分に 深き！ S 究を 要する もの で ある。 

松と か、 梅と か、 樱 とか 云へば、 文人 ゃ粹 人が 今日まで 幾度と たく 駄吟 を發 して め 立てた もの だか 

ら我々 は 今 特別に 械物舉 的 の 注意 を與 ふるに 及ばない、 我々 平， は 槐南森 先生 の やうな 詩人で もな け 

れば粹 客で もない から、 三 保の 松原 や 陸 前の 松 島に 松の 樹を 見に 行く に 及ばない、 我々 は 憲法 發 布と 

共に 日本 國の 自由の 平民と 成った もの だから、 『やぶから し』 や 『どく だみ』 の樣な：个尺^：^-を硏究し 

たければ ならない。 

其 次 は 動物 學だ、 是は廣 ぃ舉問 だ、 先づ第 一 人間が 動物 だ、 故に 人類 學は 動物 舉の 一 科で 或は 人類 動 

物 學と稱 ふが 適當 だと 思 ふ、 人類 C 物) にも 種々 種類が ある、 狐の 様な 奴 も あれば の やうな 奴 も あ 

る、 猫 も あれば 犬 も ある、 蛇の様に 二 枚の 舌 を 使 ふ 奴 も あれば 蛞瑜の やうに：. W の 無い 奴 も ある、 鴻の 

樣に 誰に も 可愛がられる 人 も あれば、 ，蚊の 様に 誰に も 嫌がられる 者 も ある、 祈；：， 者ス ヰヂン ボルダの 

說に 依れば 物界は 凡て 心界を 代表す る もの だと 云 へば 世に は 少なくても 動物の 種類が ある 丈け の 人物- 


の 種類がなくて はならぬ、 故に 南 亞米利 加に， 懶獸 CHlctlo と稱 する 奇態な 獸 類が あると 知れば 其 代ぶ ^ 

する 人物が あるに 相違たい、 而 して， た 日 今頃 口 本の 箱 根 や 大^ や 鎌 倉ゃ逗 子に 行つ て 見る と 南亞米 利. 一 

加まで 行かす とも 此の 獸類 を澤山 見る ことが 出来る、 卽ち 人生に 是ぞと 云 ふ 貴重なる もの を貢獻 する. 一 

ことなしに、 責族 とか、 豪商 だと か 崇められて 此 せに 棲息す る 無用 人類 (動物) は 皆 懶獸の 種類で あ 一 

る、 印度に は 虎が 居る そうだが 日本に は 猫と 狐と が 居て 虎 や 獅子の やうに H ラ ィ獸類 も 人類 も 居らな- 

い さう だ、  然し 狼 は 日本に も澤山 居る、 彼等は群を爲して政黨と云ふものを作って！^^るそぅだ、 猿 も 一 

居る、 外國 宣教師の 眞 似を爲 して 布 敎に從 事し 居る 基督教の 牧師 共 は 猿の 類 だ、 1:1^も1^5る、 光明 を 避- _ 

けて 此 世に 存在して 居る か 居らぬ やうに 狐 2^/ \ して # を 渡る 者 は の 類 だ、 斯の 如くに 其阈の ® 一 

物 を 窮めて 其 人物 を 知る は 甚だ 面白い 研究 だ、 人類 動物 學は茶 呑 話の 好材料 だ。  一 

#v 乳 動物 學 は 少し 我々 の 手に 適 はない、 故は是 は先づ 冬期の 博物館 フ！： の 研究と して 残して 置く が宜 レー 

い、 類學も 非常に 有益な 學問 なれ ども 是は秋 か 春が 好 時節で 夏に は 少し 不向きの 學？？ である、 夏. 0 

きの 動物 學は云 ふまで もな く 魚類 學 である、 夏と 水と は緣の 近、、 もので 水と 魚と は 同 一 體 である、 _H«^ 

は 特別 に 魚類 を 知る の 時節 で あ る 。 

人 は 多く 诲 水浴に 行く、 行て 何を爲 すかと 尋 ぬれば 大概 は 小 說を讀 みに n  く、 『今戶 心中』 だと & 

n 二日 巧』 だと か 云 ふ小說 家の 夢に 上りし 夢を見に 行く ので ある、 而 して 偶々 焦 類に 接する も 僅に 膳 一 

の 上に て 接する 迄 で、 鲷 は 嘗ぃ とか、 錢 は まづ いと か 評する に 止って 其 宇宙 に 人類に 對す る 關 係に 一 

至て は 措て 問 はざる ばかりでなく、 問 はんと 欲する 聖き 観念 も 起さない。 

物 を It する に金錢 的なる は 官吏と 商人で 割烹 的た る は文學 者と 宗敎. まだ、 ：1 と 蝶と は嘗 いから 贵 い、. 一 
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ベ. やか は.， ぎ は 無味い から 不用 だと 云 ふ は 彼等 批評 { 秋の 筆法 だ、 彼等 は 他人の 著作 や 行爲を 評す,^ 

にこの 筆法 を 以てする もの だから、 魚類 を 見る にも 同じ 1^1 見 を 以てする の だ、 彼等の 職分より すれば 

彼等 は 少なくも {恭 美的に 水産物 を 評する が當然 なれ ども、 珊瑚と 露 珠とを 除いて は 彼等 は 海 巾に 突 的 

：:^ 在 物を發 見す る 事が 出来ない の だ、 魚類 學 上より 論 すれば 黑 鯛 は眞 ，1 よりも 善く 蜩族 (sparklafo 

を 代^す る もの なれ ども、 彼等 は 後者の 前者に 勝る の 料理 的 價値を 知る が 故に、 (1M」3ell を 求めて 黑 

鯛 を 斥ける ので ある、 故に 我輩 は 彼等に 魚類 學の 研究 を勸 めたい ので ある、 卽ち 彼等の 職分 相 1- に 彼 

等が 彼等の 貪 はんとす る 魚類の 智識 的 價値を 知て、 是を 口に 味 ふと 同時に 亦 心に 味 ふの 快樂を 得させ 

たいので ある。 

曰 本 は 魚類 學 者の； 大國 である、 狹き 一 國.？ ：に斯 くも 多種 多 類の 魚類の 產殖 する 國は 他に はない、 a: だれ 

又國家 論者が 世界に 向て 誇る に 足る の 一事で ある、 東海の 產と、 口 本 海の 産と、 北海の 産と は 自ら 逮 

うて： IJ^ る、 東海に は 印度洋の 產が 多く、 北海 は 北太平洋の 產に 富んで 居る、 東海の はたた てた ひ、 n 

本 4 の あぶらっこ、 北海の たら、 にしん、 ごっこ 等 は 孰れ も 代表的 魚類で ある、 ベら、 はた、 て だ i-. 

たかの はだ ひ 等 は 印度洋 を 代表し、 た. i、 おひよ， i^、 ごっこ、 にしん 等 は 北太平洋 を 代表して ：5 る、 

卽ち ^類學 的に 觀 察する も 日本 は 印度洋と 北太平洋との 接 觸點に 位して 居る、 卽ち 西洋文明の 粹 を鍾 

めた る米國 と、 東洋 文明の 淵源た る 印度との 接 觸點に 位して 居る ので ある、 是は 何も 牽强附 會の說 で 

はない、 其 植物 も 鳥類 も 同じ 事 を 示して 居る、 博物 學の 大家 アガシが 始めて 瑞 西から 米 國に來 て其植 

物 を 見て 米！： の 朱 來を豫 言した と 云 ふ 事 は 決して 奇異の 業で はない、 正 當に之 を 解 すれば； 大然物 は歷 

もの 豫 一一：； " である〕  . 


a 本の 淡水に あゆ (鮎)、 ハ でえ (縧) なる 二種の 魚類が ある、 鮎 は 玉 川が 名産で、 縱は 北海道 を 除い 

て全國 至る所に i5 る、 然し 此 二種の 魚類 は 世界 何れの 處 にも 蕃殖す る もので はない、 是は實 に 日本 群 

島の 特産物で ある、 口 本 以外の 國 にして 此 二種の 淡水魚 を產 する 國は 臺灣 島ば かりで ある、 數百 里の 

诲上を 隔てた る 臺灣の 川 や 湖に 此 日本 特産の 淡水魚が 居る と は 奇態で はない か、 然し 是は 事實で 有つ 

て 種々 政治 上に も參考 になる 事で ある、 勿論 鮎が 臺灣に 居れば とて 臺灣 は必す 日本の 領土た るべき も 

のと は 言 へ ない、 施政の 方針 宜しき を 得た ければ 臺灣は 偖 置き、 四國 でも 九州で も 永久に 保^す る こ 

と は 出来ない、 ^^しながら同ー の 天然 的 境遇 は 同一 の 習慣 制度 を 許す ものである、 薹灣は H 本人の 支 

配し 難い 園で はない、 日本が 臺灣を 治む る は 西班牙が 玖 瑪ゃボ ー トリ コを： 一 E めし 様な 難い 事で はない 

^だ、 是を： m むる 事の 出来な いのは 全く 當局 者の 無能に 依る と 言 はなければ なら な い 。 

魚類 學も 能く 考 へて 研究 すれば 此んな 事まで を 我々 に 知らせる、 實に 面白い 學問 ではたい か、 然るに 

世に は St と との 一!il:^ さ へ 碌に 知らない 人が 多い、 兩者 共に 細長い 魚で 蒲燒 とど ぜぅ 鍋と は附き 物で 

あるから 鱸 は 鰻の 類 だと 思 ふ は大違 だ、 鎗は鲤 の 類であって、 鲋、 うぐ ひと 親類 だ、 外形の み を 以て 

物 を！： 斷 すると 此んな 誤謬に 陷り易 い、 僕の 手帳に 書いて ある 曰 本 産の 魚類ば かりで さへ 五：. c 九 I 九 

種 あるから、 勿論 一 夏に 是を んな 調べる 事 は 出来ない、 然し 诲濱ゃ 山川に 遊んで 只 食 ふ 事ば かりに 

注意し ないで、 動物 學書 一 冊を懷 にして 釣たり 掬 ふたりす る 魚 を 少しく 科學 的に 攻窮 して 見る たらば 

思 ひ 掛けない 高尙 たる 利益 を 得る に 相違ない。 、 

魚類 學の次 は軟體 動物 學だ、 海に は梭 尾螺、 石 決 明、 貝 子 あり、 陸に は 蝸牛、 蛞输 あり、 章魚の 如き 

水 界の壓 制 家 あれば、 眞珠 貝の 如き 殉敎者 あり、 軟體 動物 學っ 一" IrmKtoo 一  名 榖類學 (ci.hol- さ 0 

a  m  >< 四 五 
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は^だ 奇麗な 學問 である。 

ni 比 蟲學は 農 學士松 村 松 年 氏の 著作の 出で. - より、 日本人の 好んで 研究すべき 學問 となった、 裳 華 _ 房に 

就て  一 W を 求めて 此面 C い 科學の 研究に 夏 を 過す も宜 い、 蠕蟲學 (Helminthology) も 亦；？ 益な 學問 

だ、 其 他 沙嗎、 海膽、 海 盤 車、 海 Kn 合 等の- HJ 刺 類 は海濱 滞在 者の 注意 を惹 くに 足る もの たれば、 小說 

と 政治家の 駄！ と を 止めて 是 等の 美く しき 自然 物に 宇宙の 眞 理を讀 むがお い。 

天然 を科學 的に 研究す る こと は 方法 其 直しき を 得れば 左程 難い 事で はない、 適 〈凡の： び 意と 勉強と を以 

て すれば 普通の 能力 を 具へ たる 人で 天然 學の 大意 を 了解し 得ない もの はない と 思 ふ、 綱 は a 一類の 一種 

にして 硬骨 類に 屬し、 棘 緒 類 巾の 一 族 棘 K 族の 一 種た る こと は 之 を 言 ひ 表 はす 文字 こそ 難け わ、 之れ 

を動物學書に依て探り屮^^ことは決して難ぃことではなぃ、 科學 研究に 必要なる 態」 はへ. は 勉强と 力 4 耐と 

である、 是れさ へ あれば 誰れ でも 科學 者と 成る ことが 出来る。 

然し：： だれ 丈け では だ 詰らない と 思 ふ、 我々 は 天然 物の 配列 分布 效 用と を 知りたい；^ りで はなく 共^ 

味 を 知りたい、 日 木 產の械 物 は 何千 種 あると か、 其 鳥類 は 大陸 産の ものと 如何なる 關係を 持って 1:^ る 

とか 云 ふやうな 問題 は 面，：：： い！^ 題 なれ ども 是を 知た 計りで 其 人類に 及ぼす 感化 力、 共 如何なる 深い 意 

. ^を 我々 人 問 に敎 ふるものな るか を 知らなければ 我々 は 未だ 天然 を 知らない ものと 一 K はなければ なら 

ない、 "大然 は 書物の 如き ものである、 其 幾 干 萬 種の 藏物 動植物 は 文字の 如き ものである、 勿5lli^;I物を 

讀 むに は 文字 を 知らなければ ならない、 然し 文字 を 知り たれば とて 未だ 其 害 物が 解った とはい へない、 

我々 は 文字に 依て 顯 はれた る 思想の 註解 を 要する ので ある。  』 


is にも 述た 通り 天然 物 は 心靈の 示現で ある、 心の 物に 顯 はれた ものが 天然で ある、 我々 は 肉 服 を 以て 

心 を 見る ことが 出来ない が 物に 顯 はれた る 天然 物に 依て 之 を 見る ことが 出來 るので ある， 孰れの 國語 

に 於ても 狼なる 語 は 食肉 獸の 一種の 動物 を稱 ふるば かりで はたく、 食 焚、 强愁、 猛惡の 人 を 指す 語と 

成って 居る、 鳩 は 從順を 意味し、 蟥は 勤勉 を 意味す、 天然 物に 夫々 道德 的： a に宗敎 的の 意味の ある こ 

と は 少しく 意 を 注 い で 之 を 研究せ し 者の 疑 ふ 事の 出来な い 事 で あると 思 ふ。 

斯く云 ふと 世に 所謂 科學 者なる 者 は 我々 を資 めて 云 ふ、 科學は 想像力の 干涉を 許さたい、 科 學は嚴 格 

だる もので 其れ 自身の 法則の 外 は 詩人の { や； 想の 如き 者の 立ち入る 事 を 堅く 禁 する ものであると 臼 ふ、 

. 我 々も 勿論 其 事 を 承知し て 居る、 聖書と ァ リスト ー トルの 著書と のみ を以 て 天然 物 を 研究す る 時代 は 

早 ゃ旣に 過ぎ去った、 ^しながら 我々 人類 は科學 の奴識 ではない、 我々 は 科學を 利用して 大然物 を 利 

川 す る ものである、 我々 は 科學 に 依て 天然 の 意味 を 探ぐ る もの で ある、 科學は 我々 の 研究の 方法で 有 

つて 終 US: の 目的で はない、 世に 所謂 (Iry  s(-icn<s  (乾燥無味の 科學) なる もの は科學 以外の 眞理を 探 

らたい 科學を 指す ものである、 天然 物 を科學 的に 丈け 探究す る 事が 科學の 職分と ならば 科學と は實に 

せ， i らな いもので ある。 

そこで 天然 詩人の 必要が 來 るので ある、 詩人 は 天然の 註解 者で ある、 詩人 コ レリ ッヂが 「科 の 正 反 

對は 歌で ある」 と 云 ふたが 彼 は 其 時 何 を 言 ふて 居った か 知らなかった ので ある、 詩 は科學 の； 止反對 

どころ ではなく 其 結局で あるので ある、 勿論 詩人に も 幾らか 種類が ある、 森槐南 先生 も 詩人 なれば ヲ 

ルヅ ヲスも 詩人で ある、 酒 を 飲んで 詩 を 作る 人 も あれば 斷 食して 詩 を 作る 人 も ある、 李 C は 一 斗に 詩 

:c: 篇を： £っ たそう だ、 遊藝の 一 つと 見做さる、 枕 山槐南 派の 詩 は 科學の 正反對 であるの みならす、 亦 
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. ^る 意味に 於て は 倫 现學の 反對 である。 

私 は 支那 や 日本に も 天然 的 詩人 は 居らない と は 云 はたい、 村上佛 山の 西^に 題す る 詩の 中の 「這 裡赤 

心 元 可 重、 由来 藍 面 亦 何 憎」 の 聯句 は 確かに 西瓜の 表顯 する 天然 的 眞现の 一 面 を 歌 ふたもの だと 思 ふ、 

「梅の 花 春より 先き に^きに けり、 見る 人 稀に 雪 は 降りつ、」 の 一 句 は 能く 梅の 特性 を 歌 ふたもので 

ある、 王 維の 「春 桂 問答」 の 短句の 如き 常 盤 樹を歌 ひし 詩と して は 立派な ものである。 

問 春 桂、 桃李 正芳 華、 年光隨 虔滿、 何事 猶無 花。 

春 桂 答、 春 華， ザ」 幾久、 風霜 搖落 時、 獨秀君 知不。  、 

其 外 和漢の 書 を 探 ぐれば 此 類の 詩歌 は澤山 あると 思 ふ、 併しながら 天然の 何者た る を 得して 熟き し 

て大然 物の 詩的 3S1  〈现を 採らん と 試みし 詩人 はま だ 支那に も 日本に も 出て 來た； 3^ はない と 思 ふ、 私 は iiw 

は 科學の 結局で あると 述べた、 併し 或る 場合に 於て は 詩 は 科學の 先達 者で あると いはなければ たらな 

い、 古代の 天然の 觀察は 悉く 詩歌 的であった、 印度の 毗佗經 の 如き もの、 波 斯のゼ ント經 の やうな も 

の は 大概 宇宙 を 詩人 的に 觀た ものである、 併しながら 今日 欧米に 於て ボッボ ッと顯 はれ 來 たる 犬 然詩 

人た" る もの は科學 以前の 詩人と は 全く 異っ たもので ある、 彼なる 者 は小兒 の.： .H 由觀 であって、 詩的た 

りしに は 相違な かりし も 無意識の 想像であった、 是 に反して 今日の 天然 詩人なる もの は 熟慮 靜 思の 老 

人 の 天然 観で あ つ て 意志と 道理と の 上に 建て る 超科學 的靈覺 とも 稱 すべ きもの で あ る。 

此 種の 詩人 は歐 米に 於ても 多く は 無い、 獨 逸の ゲ ー テは 一 大 天然 詩人たり し は 彼の 科學的 |3 識を 以て 

も 知る ことが 出来る、 然し 彼の 專門は 美術であって 天然に 醉 ふが 如き 熱心 は 彼に は 無かった と 思 ふ、 

其 他 勿論 詩人と して 多少 天然 を 歌はなかった 者 は 無い、 然し 純粹の 天然 詩人と して は 私 は 英吉利の ヲ 


ル ヅヲ スと亞 米 利 加の ト n 1 と を 指さなければ ならない。 

ヲル ヅヲス の 名 は 今 は 大分 r:: 本人の 口にする 所と なった、 然し 歎 か はしい 事に は 未だ 彼の 作 は 多く 日 

本人の 請む 所と ならない、 それ も 尤も、 西洋の 詩と いへば 必す戀 愛の 詩な りと 一概に 誤 想して 過去 十 

五六 年間 西洋 文學の 普及 を 妨げし 薩長 政府の 施せし 敎 育の 結 某と して 邦人が 再び 昔し に 還て 魏徵杜 子 

美の 作 を 口吟す るに 至て、 ヲルヅ ヲス、 テ 一一 ソン を 殆んど 全く 忘る-に 至りし は 決して 怪しむ に 足ら 

ない、 故に 今日まで ヲ ルヅヲ スを我 國の讀 書 社界に 紹介せ し 人 は 余の 敬愛す る 宫崎湖 處子を 除いて は 

余の 記憶に 上る 人 は 一 人 もない、 殊に 彼の 作 を 不完全ながら も 邦文に 譯 せんと 試みし 人の 如き は 結え 

て 無い、 故に 我 日本人 は ヲルヅ ヲスの 名 を 聞いて 居れ ども 彼が 如何なる 思想 を 持ちし 人なる 乎 を 知ら 

ない、 偶々 彼 を 評する 者が あれば 彼 を隱遁 者の 一人の 如くに 見做し、 彼 を バイ ンと 比較して 臆病者 

なりた ど.. 罵りし 人 もあった、 ヲルヅ ヲスの 人物 竝に 彼の 天然 観に 就て は 私 は 今爱に 語らん と 欲する 

ので はない、 私 は 消夏 法の 一 つと して 彼の 作の 研究 法 を 語れば 可い ので ある。 

ヲルヅ ヲスの 作と して 一一！ 一口へば 誰も 先づ "Excursion" を 語る、 然し 是は 長篇で 且つ 中には タド^ \し 

い 所があって、 夏の 讀み 物に は 甚だ 不適 當 だと 思 ふ、 彼の 自傳 とも 稱す べき "prelude-* は 非常な 大 

作で ある、 其 內_ にある 天然 物の 觀察 は實に 著しい ものである、 霧の 中に 牧羊者 を舰 ひし 時の 感の 如き 

は 聖書の 默示も 是れ迄 かと 思 はれる ものである、 然し 此篇も 大分 哲學 的に して 海 濱に身 を 涼風に 曝し 

ながら 讀 むに は 少しく 堅 過ぎる と 思 ふ、 其 他"； LaodaBLia,  "  *、(xle  to  ！ mmortality  " 等 は 天然 歌と は 

少しく 言 ひ 兼ねる。 

初學者 がヲル ヅヲス を樂ま ん とする に は 彼の 小品に 於て する に 若く は な い 、 其詞も 自ら 簡易 に し て 其 

^ 筆  八 ほ 九 
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思想 も 直感的な るが 故に 少しく 英語 を 解す る 人に は 左程 骨 を 折らす して 是を味 ふこと が出來 ると 思 ふ、 一 

有名なる 彼の *-:Dafro(lils" (水仙 花) の 如き は 其 一 つで ある、 

谷と 小山の 上に 高く 懸る 

浮 雲の 如くに 獨り遙 ひし 時  一 

意 はす も 余 は 花の 一 群 を 見たり  ； 

黄金色の 水仙 花に 遭へ り  一 

湖水の 邊 りに 樹木の 下に 

風に 吹かれて 踊りつ.^ ある 

天の川 原に 燥く 星の  ； 

熒々 として 相聯 なる 如く 

彼等 は 灣の緣 に 沿 ふて 

菜て しなく 水の 端に 仲び ぬ 

余 は 一目に 一千 を算 へぬ  一 

頭 振りつ i 踊れる 花 を、  _ 

小波 も 亦 彼等と 共に 踊れり 

. 然し 彼等 は 波に 劣ら ざり き 


斯 くも 樂 しき 朋友と 在りて 

詩人 は樂 しからざる を 得す、 

余 は 眺めたり、 凝視め たり、 然し 

余の 得し 富 を 知ら ざり き 

以後 幾囘 となく 詩 思に 沈み 

獨り 榻に橫 はりし 時 

彼等 は 余の 心に 映りて 

單獨の 時の 慰藉と はなり ぬ 

其 時 余の 心 は 歡喜を 以て 溢れ 

水仙 花と 共に 踊りぬ 

是れ 勿論 僅に 其 一 つで ある、 『c 屈 菜』 『雛菊』 の 如き は皆此 類であって、 是を 誦して 詩句の 美 を 知 

るの みならす、 亦 深き 心靈的 眞理を 知る 事が 出来る。  一 

次 は 亞米利 加の ト Thoreau である、 彼の 名 は ヲルヅ ヲスの 名よりも 尙 ほー曆 日本人に は 知られ： 

て 居らない、 彼 は 非凡の 天 然 詩人 で あ つて 彼の 観察 の 深淵な る は 彼の 作 を讀ま たい もの は 到底 窺 ひ 知 一 

る 事が 出来ない、 彼 は 詩人と 稱 する も 彼 は 韻文 を 多く 書いた 人で はない、 彼の 文 體は稍 力 ー ライルの 一 

文に 似て 氣焰萬 丈 と で も 評す べき もの で あ る 、 然し 彼が 天然 を 讀むゃ 其 眞意を 穿ち、 最も 通常なる 天- 

然 物に 最も 高尙 なる 最も 深遠なる 眞理を 認めた る 所はヲ ルヅヲ スも& ばない 所が ある、 彼の 作で 有名； 
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なる もの は 「ワルデ ン、 一名 林 中の 生涯」 と 名く る ものであって、 實に 非常の 作と 言 はなければ なら 

ない、 是は 彼が 直に 天然に 接せん が爲 めに 彼の 居住地なる 馬州コ ン コ ルドの 附近 ワルデ ン 地と 稱 する 

湖の 邊 りに 躬ら 小屋 を 建て、 こ k に 二 年間 居住せ し 其 實驗を 書いた 者で ある、 池 を 論じ、 森 を 評し、 

魚 を觀、 鳥 を 察した る 記事であって 一 讀再讀 して、 我々 の 日々 RI に 觸れ、 耳に 聞く ものが 如何に 深き 

眞理を 含む ものなる か を 我々 に 示す に 至て は、 私 は 未だ 斯の 如き 書に 手 を 接した 事 はない、 彼 は 彼の 

愛する ヮ ル デ ン 湖と 其姊妹 湖なる ホ ワイト ボンド を 讚して：！！ ふた、 

ホワイト ボンドと ヮ ル.. テンと は 地球の 表面に 輝く ニ大 水晶で ある、 卽ち 光の 湖で ある、 若し 彼等 

が 永久に 凝結す るなら ば、 而 して 捥ぎ 取られる 丈け の大 さであるなら ば、 彼等 は 多分 人の 榜ひ去 

る 所と なりて 寶石 として 或る 帝王の 冠 を 飾らん が爲 めに 賣らる i であら ふ、 然れ ども 水なる が 故 

に、 ぼつ 大き 過ぎる が 故に、 而 して 我々 と 我々 の 子孫との 爲 めに 地に 据ゑ附 けられて 有る が 故に 

我々 は 彼等の 價値を 認めた い で 反 て 印度 產 の 金剛石 を 求む るので ある、 彼等 は 市場に 曙ら さる > - 

には餘 りに 淸く ある、 彼等の 屮には 腐敗 物がない から 肥料に はならない  何に、 天 國 だと、 

®  3  ©  3  (ふ 3  (二 つ 0  3  0  ©  ®  ©  3  ^  © 

天國を 語る 者は此 地球 を 辱める 者 だ。 

彼が 梟の 聲を 聞いて、 是は 情婦 情夫が 相 共に 自殺 を 謀る 時の 悲鳴で ある、 愛らしく も 甚だ 悲しく ある 

と 一 百 ひ、 叉 は： g の 聲は醉 倒 者の 醉歌 なりと 評し 其 聲を眞 似て tr-l.-roonk,  tl.-r-l.couk  (飮 め々々) と 

云 ひしが 如き、 同情 を 池の 鱸 魚に 寄せ、 森の 狐に 寄す る 所、 實に： 大然 物の 友人と は 彼 を 謂 ふなるべし 

と 思 はる、 彼の 著 は Walden の 外に 「 コンコ ルド： に メリ マ ック 川に 於け る 一 週 問」 が ある、 F  'B  • 

サ ンボ ー ンの 彼の 傳は 甚だ 面. R き 書な りと 3b ふ。 


地文 學蔷、 地質 學書、 天文 學書、 曠物學 書、 動物 學書、 植物 學 書の 中 孰れ か 一冊と、 ヲ ルツ ヲス 詩集 

一冊と トロ ー の 『ワルデ ン』 一き， と ありて 我々 は 偸 快な 夏 を 送る 事が 出来る、 偶 まに は 午睡 も 宜しい" 

壯 一一 C 大語も 宜しい、 少し は 罪の無い 人物評 も 宜しい、 朝露 を拂 つて 園 や 畑に 農業の 眞似 事を爲 すは甚 

だ しい、. 然し 夜 は勉强 しないで 談話の 爲 めに 消費す るが 宜しい、 而 して 晝の業 を 終へ て、 ^足なる 

、、し を 以て； ^.^i 感謝 を 捧げて 眠に 就けば、 新しき 人となりて、 朝 を迎へ 且つ 秋を迎 ふる 事 力 出來る 


過去の 夏 

お 上 州の 夏 

い たづら に 過ごす 月日 は 多 けれど 

花見て 暮らす 時 ぞ す く な き 

夏 は 一年に 一 度づ. -來る もの たれ ども 悅ば しく 暮らせし 夏と ては少 きものな り、 我等に 悲歎の 記憶す 

べき もの 多し と雖 も、 歡 喜の 記 錄に留 むべき もの し、 曾て 嵐 山の 櫻 を 見て 

三年 經し心 の 傷 は 癒え やらで 

花.^ く 毎に 痛みつ るかな 
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の悲 聲を發 せし こと ありし が、 騎蕩の 春 も 心に 血走る 傷の 存 する ありて は 淸新翠 光の 快 を 人に 供す 

る ことなし、 春然 り、 秋然 り、 冬然 り、 夏 もまた 然 から ざらん や、 蓮池肇 光の 雅興も 人情 浮薄の 故 を 

以て 其 喜 樂を奪 ひ 去られし こと 幾 囘ぞ、 人生 五十、 多く は是れ 悲慘歎 痛の 經歷 談、 渺茫 たる 沙漠に 點 

點の靑 所を認 むる のみ。 

氺  -X- 

余の 記憶すべき 喜ばしき 夏 は 余の 十一 一三 歳の 時に 始まれり、 余の 家 は 時に 上 州 高 崎に ありて 余 は 3： 時 

しか 殺生の 快 樂を覺 りたれば、 夏來る 毎に 余 は 其 附近の 山川に 河 魚の 捕 璲に餘 念な かりき、 余の 父 は 

< ふが 讀書を 放棄して、 築、 掬 手、 钩 等の 製造 修 緩に 從 事す る を 見て 甚だ 不興の 面 を 示せし と雖 も、 

余の 全心 は碓 氷、 烏兩 川の 水産物に 在りし 事 なれば 厳父の 些少の 叱責の 如き は 余の 省みる 處 にあら ざ 

りし、 余 は 今日 尙ほ 其當時 余の 捕獲せ し 魚類の 名 稱竝に 常習 を 悉く 記憶す、 前に もせて 述べし が 如く 

余の； 大然學 に 心 を 寄す るに 至りし は 實に此 時に 於け る 余の 水 族の 觀 察に 基け り、 余 は 鮎 を 知れり、 春 

は 按摩 釣りと 稱 する 法 を 以て 是を捕 鍵し、 夏 は 乾 水 術 を 施して 是を 得たり、 而 して 年 經て後 鮎の 何 魚 

たる か を 知りし 時 は 余の 喜び は譬 へんに 物な かりき、 其 脂 緒 は 鮭 魚の 一 種た るを證 し、 其 秋期に： や： り 

て 川 を 下り 春 期 w び是に 上り 来る は 確かに 鮭 族の 常習なる を 知れり、 余 はき 魚 を 知る、 彼に 數種ぁ 

りて、 腹部に 銀色 を帶 ベる を ガラツ バヤと 稱 し、， 腹 緒 長く して 體艉 の兩 面に 紅黑の 斑を呈 はし、 鰓 蓋 

にね 粒 五六 點を 留めし を 萍慶縧 と 呼びたり、 叉 ガラツ バヤの 小なる 者 を ャナギ ハヤと も 云へ り、 余 は 

後 ：= 焦類學 書に 照し 此 三種の 異種の. 類に あらざる を 認めたり、 かの 辨慶縱 なる もの は ガラツ バヤの 

庵 卵 期に 達せし ものにして、 其 外形の 異 狀を呈 する は 産卵期 節に 於け る 鮭^ 魚と 異なる ことなし、 殊 


に 彼れ 辨慶 維が 性 甚だ 鈍く、 余の 如き 未熟の 漁 者に すら 容易く 捕獲 せらる &を 思へば 彼が ガラツ パ ャ 

の老耄 せし ものなる を 知る に 難から す、 縧は 魚類 學 上の C1I1. ま hth.ys にして 我 邦の 産に ra 種 ありと. 

. の 事 なれ ども、 余の 舊友 たる 烏 川の 產は O.platypus たらん と 信す、 縧は 鮎と 同じく 日本 群島 特産の 

魚類に して 大和魂と 共に 世界に 向て 誇る に 足る ものな らん。  . 

クキも 又 余の 友人の 一人な りき、， 彼は大 さに 於て は 河 中の 王な りき、 彼 を 本縧と 稱んで 彼が 余の 釣に 

懸 りし 時 は 余 は 電流の 余の 全身に 響き渡る を覺 えたり、 彼れ 時には 赤腹と 稱し、 又 北海道に 於て はゥ 

グ ヒと稱 ベり、 彼の 始めて 學者 社界に 知れら し 者 は 相 州 箱 根の 產 にて ありければ 斯學の 泰斗 アルべ ル 

トグン テル 氏 は 彼 に 附す る に J」euciscus  ^wp^^^^s.oi^^ の 名 を 以てせり、 然れ ども 彼 は 日本 至る所に 存 

し、 殊に 余に 取りて は 上 州 烏 川に 於ての. 知己 なれば 余 をして 若し 彼に 名稱を 奉らし めしなら ば 余 は 彼 

に附 する に Kozulsusis の 名 を 以てせし ならん、 彼 は 餘り味 佳き 魚に あらす、 然れ ども 釣 漁 者に 取り 

て は 倔强の 獲物な り。 

鳗は 余の 友人と 呼ぶ を 得す、 そ は 彼の 怜倒 にして 滑 かなる 到底 愚鈍 余の 如き 者の 手に 落つべき 者に は. 

あら ざり き、 然れ ども 余 は 余の 從 兄と 共働して 兩三囘 之 を 捕 ふる を 得たり、 而 して 之 を 獲し 時の 欣喜. 

雀躍 は 今日なら ば 藩 閱黨の 首領の 首級で も 獲る に 非 ざれば 實驗し 難き ものな りしと 思 ふ、 余 は 1  べに 就 

て 多くの 疑問 を懷 けり、 彼 は實に 余の 從 兄が S 次 余に 吿 げしが 如き 一度 は 山の 芋と 化して 而 して 後 魚 

類と 變 する ものた る や、 彼 は 其 形に 於て 蛇の 如くなる が 故に 其 生殖 法に 於ても 里人の 說 くが 如く 蛇に 

效 ふて 兒魚を 口より 吐く ものたり や、 而 して 余 は *<• に 其 時クビ M 1 以来の 世界の 大學者 を 困し めし 難 

問 を 余の 幼な 心に 運ら しつ. M めり しなり、 鳗魚產 卵 法の 發見 は實に 近世 動物 學の 大功 1^ にして 其 完結 
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を 見る に 至りし は實に 過去 一年間の 事な りと す、 我の II は歐 米産の ものと 異なる ことなく  Anguilla 

ザ ostoniensiw たる 米 國的名 稱を附 する を 以て 常と す、 伊 國は鰻 魚の 名產 地に して ヴ- 一一  スの 古市に 

近き 所に 世界最大の 簽鰻池 あり、 ，11 は ハヤ、 鮎と 異なり 純然たる 世界的 魚類 なれば 國 家主 碗 者の 擯斥 

すべき ものたり。 

^魚 は 泥水に 棲む ものと 淸 水に 生息す る ものとの 二種 あり、 前者の 一種 を佛 鍵と 稱し、 汚水の 巾に 

殖し、 軟： 皮に して 一 つの 定形 を 具へ ざる 見惡き 動物な りき、 淸 水に 接む もの は シマド 、チャウ 或 

は 廳の羽 ドヂゃ ゥと稱 し、 骨 稍 ra: く、 鰭尾自 から 整然たり き、 然 かして 名 こそ 魚 なれ、 泥 的なる は 

學名を Misg.usus  auguillicaudatus と稱 し、 淸 的なる を cobitistaenia- と 云 ひ、 兩者 共に n や (族の 

下位に 立つ 者 なれ ども 淸^ の 差 は 著しく 其 外形 幷に 內臟： g つながらに 於て 顯 はる.^ を 見るべし、 依て 

知るべし 驗魚 (屬 吏) 必 しも 泥水の 產 にあらざる： * を、 シ マド ヂャゥ ありて 淸 流に 游： 冰し 屬吏屮 時に 

は 又 硬骨漢 あ る を 示す が 如し。 

餘 免に も亦淸 の 二種 ありたり、 其 最も 善く 世人に 知らる &者は 濁水の 產 にして、 佛驗と 同一 の 境遇 

に る ものな り、 口 邊に四 本の 鬚 あり、 上なる 二 本 は 長く して 下なる は 短し、 肉に 脂肪 多くして、 外 

皮の 組織 叉 能く 佛驗の それに 似たり、 然るに 爱に 彼の 兄弟と も稱 すべき ギ 、ありて 其 形狀に 於て は 確 

かに^ 的たり しと 雖も、 汚濁の 水 を 避けて 好んで 流水に 棒み、 且つ 鯰の 靑黑 色なる に 反し、 美麗なる 

黄金色 を 帶ぴ、 一見して 以て 淸潔 にして 且つ 快活なる 魚なる を 知る に 足れり、 特に ギ、 は 其せ 緒と 胸 

緒と に 利 劍を帶 び、 是に觸 る i 者 をして 一種 云 ふべ からざる の 疼痛 を 感ぜし めたり、 故に 余 は 幼時よ 

り^ を 憎んで ギ 、 を 怖れたり 0 


外に 石 伏 魚 あり、 力 マッカ あり、 赤い べんた に黑ぃ ゑった ありき、 鲤、 鮒、 麥魚は 何人も 知る 處、 而 

して 余の 魚類 界 なる もの は此等 十数 種に 限られ、 長き 夏の 日に 友と 互に 語るべき 事 は 唯 是等有 瞵の族 

に 就ての みなりき.、 曰く 何の 誰 は 幸 幅な り、 彼はケ 日 何十 目の 鳗を 得たり、 余は殘 念たり し、 余 は 今 

日 尺餘の クキを 釣り 落したり きと、 鮎と 縱とは 余の 夢に 上り、 ， 鰻と^と は 余の 希望 を 紫ぎ、 魚 籃に溢 

る k 雜魚を 得ん とする より 外に 余に 野心 は存せ ざり き。  , 

嗚呼 幸福な りし 時よ、 余の 師と 父と は 余の 遊惰 を 責めたり、 然れ ども 彼等 は 余が 此時 如何なる 大學問 

を爲 しつ X ありし か を 知ら ざり し 也、 博物 學 何物 ぞ、 是を 書籍に 學ぴ、 教場に 聞く のみが 博物 學には 

あらざる なり、 米國の 天然 詩人 ト B 1 曰く、 『：.^ と 獵とは 直接に 天然 物 を 知る の 最良 法な り』 と、 .ル 

ィ アガシの 博物 學的大 智識 は 彼の 故國 なる 瑞西 の 溪流 に 於け る 魚類 の 採集 観察 を 以て 始まりし と 云 ふ 、 

支那の 眞宗 皇帝が 勸學の 文 を 作て 『富家 不用 買 良田、 書中 自有 千鍾 粟』 と敎 へし は 彼の 支那 的 思想 を 

述べし に 止て、 近世の 學 問なる もの は 多く は 書籍 以外に ある こと を 知らざる に たり、 鮎の 何物た る 

を 知る は 鮎の 字の 出處を 知る に 優る の學 問な り、 雨 航雜錄 に は 香魚と 云 ひ 泥 月 魚と 稱し、 雁蕩山 志に 

細鳞 魚の 名 ありと 知りて 吾人の 鮎に 關 する 智識 は 少しも 增進 せす、 眞 正の 智識 は 實驗を 以て 始まる、 

余の 天然 物の 愛 は 烏、 碓氷兩 川の 天 念 物 の 観察 を 以て 始ま れ り 。 

余 は 上 毛の 地に 何の 負ふ處 なし、 其 人物 は 余の 概ね 尊敬 を 表する 事 能 はざる 處、 是に絹 絲の產 ありて、 

時には 新田 德 川の 如き 諸 傑 を 出 だせし 事 ありと 雖も、 今 曰の 上 州 人なる 者 は 多く： li 是 れ輕躁 浮薄の 徒、 

彼等 は俠を 以て 誇る と雖も 西南 人種の 黯を 挫く の勇氣 なく、 喜んで 九州 人の 敎 化に 與 かり、 節 を賣る 

肥 人の 如く、 信 を 破る 薩 人に 類し、 關東 人に して 自由 平等の 使命 を 忘却せ し 者と は 成れり" 
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然れ ども 山の 聲 えん 限り、 川の 流れん 限り 總 ての 祝福 は兩 川の 魚類の 上に あれよ、 願く は 其 水 は 愈々 

淸 くして、 其產は 愈々 畳 かならん 事 を、 彼等 は 余 を 造化の 靈 殿に 導け り、 彼等 を 通して 余 は 余の 造化 

の 神に 詣れ り、 余 は 上 州の 地と 人と を 忘る ベ けれども 其 魚類 をば 忘れざる べし。 

g 北海道 の S 

東京に 來り てより は 是ぞと 云 ふ 面，： n き 夏 はな かりき、 只： 复 毎に 上 州に 歸 省して 烏 川の 魚類と 舊 交を溫 

むる のみな りき、 然れ ども 札幌に 到りて より は 人生の 快樂は ー歷の 趣味 を 加へ、 春夏秋冬に 個々 特^ 

の^ 樂 ありて 在學 ra: 年 問 は 夢幻の 裡に 過ぎたり き。 

北 地の 冬の 長さ は 友情の 溫 かさ を 以て 償 はれ、 夏の 短 かさ は 天然 物の 成長の 速 かさ を 以て 頤 はる、 錢 

兩 海岸の 介 拾 ひ、 小 樽 手宫の 古物 發掘、 高 島 海底の 魚介の 観察、 山に コクハ あり、 野葡萄 あり、 畑に 

甜瓜 あり、 西瓜 あり、 南瓜 あり、 藤 茄は其 味に 慣れて より は菓 物の 王と して 何人も 賞美す る もの、 牛 

^は 新鮮な り、 飲水 は 澄 冽たり、 夏期と 快 樂とを 聯想せ しむる もの は 大磯鎌 倉に 非す して、 札 幌石狩 

なり、 殊に 余の 始めて 北 地に 行きし 頃 は 俗人 は 寒 を 恐れて 其 地 を 踏む もの く、 炭 鑛の利 は 多く 世に 

紹介せられ すして 其 名 は 未だ 市場に 唱 へられす、 故に 余の 午睡 を 破る の 汽^な く、 余の 想像 を亂 すの 

醜 話な く、 夏 毎に 有 儘の 天然 は 山野 を 横領し、 遠く 汽 力の 便 を藉ら すして、 郊外 到る 處に處 女 林に 人 

る を 得たり、 室に 歸れば 机上 博物 學 書の 堆を爲 す あり、 校門 を ar 、つれば 鹬の群 は 余 の 足下に 翔り 來 

て 秋 候 黄 叢の 到 來を吿 る あり、 時には 月下に 裸馬に 鞭ち、 三更 人靜 なる 頃 塵 翻 飛 騰の快 を 貪る あり、 

余 は 余の 一 生 中 會て此 自由の {仝 氣を 呼吸せ し 事 ある を 感謝す、 余 は實に 札幌に 在て は 夏 毎に 西瓜 胡瓜 


の 如くに 成殖 せり、 天然の 法則の 外に 余 を 縛る の 束縛 あるな く、 蝶の 如く 飛び歩き、 野犬の 如く 徨ひ 

廻り、 校 園の 菓 物に 肥えて、 石 狩 川の 魚に 飽 けり。 

札幌に 於け る 第一 の 夏な りき、 余 は 親友 三 名と 共に 余の 始めての 探檢的 遠征 を 試みたり き、 彼等の 一 

人なる 廣井 大臀は 常に 山師 的 大望 を懷 くの 人な りき、， 彼 は 豐平川 水源 近き 所に 金塊の 溪 谷に 露出す る 

を 妄想し、 荐 りに 余 等を勸 めて 彼に 尾從 して 其 探究に 從は しめんと せり、 彼 曰く 「若し 金塊の 存 する 

たき も 鶴 冠 石 は 確かに 有り、 其 紅 黄色 を呈 して 河岸 到る 所に 露出す る は 余の 請 合 ふ 所な り、 吾人 之 を 

獲て 犬に 利す る處 あるべし、 有珠 山道 を 沿 ふて 豐平川 を 溯る 七 里、 定山溪 の邊に 至れば 足れり」 と、 

余 等 勿論 彼れ 平素の 大言壯 語 を 知れば 彼の 夢想に 信 を 置きし に は あら ざり しも、 兼ねて 定山溪 の 硫黄 

泉に 浴 せんとの 希望 を懷 きし 事 なれば、 彼の 提議 を 採用して 彼の 指導 を 仰ぐ こと i せり。 

時に 文明 未だ 深く 北海道に 入らす、 豊 平の 桁 橋 を 渡り、 右に 折れて 白 石 村 を 過ぎ 川の 右岸に 沿 ふて 

森林 を 通過 すれば マ コ モ ナイの 試驗 農場に 出づ るな り、 公道 は此 處に盡 き、 原始的 山林 は 此處に 始ま 

れり、 溫泉 行きと は 云へ、 車 あるに あらや、 駄馬の 通す るに 非す、 山道 七 里、 余輩 一週 日の 糧を 荷擔 

し 行かざる を 得ざる 事 たれば 此行 決して 風流 人の 勝地 探求の 類に あら ざり き、 殊に 陰森密 葉の 間に 蚋 

多く、 其 中 を 通過 せんと 欲せば 面部 を蔽 ふに 西洋 婦 人の 爲す 如く 面 衣の 類 を 以てせざる ベから す、 黎 

明； 1^ 装して 校 を 出で 白 石 村に 至て 夜の 明くるに 會 ひぬ、 顧みて 同行者の 装束 を檢 すれば、 藤 田なる は 

背に 大鍋 一 侗を負 ひ、 釣竿 三 四 本 其 左右より 突出し、 而 して 全身 を蔽 ふに 綿絲 製の 蚊帳 を 以てす、 廣 

井生 は 腰に 藏物 試掘 用の 鐵鎚 を帶 び、 小 鍋 一個 を 肩に 掛： 5:、 釣竿 蛟帳又 藤 田 生に 異なる 事た し、 宮部 

生の 背嚢に， M あり、 砂糖 あり、 梅干 あり、 且つ 麵雜 菓子 少々 ありし と覺 ゆ、 而 して 釣竿 蚊帳 叉 前 二者 
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と 異ならす、 而 して 余 は 米 二 升 を 課せられ、 三尺 帶 にて 是を 肩に 掛け 釣竿 蚊帳 他の 三者の 如し、 惟 ふ 

壽、 水 三年 舂 二月 熊 谷、 平 山、 梶原、 岡 部 等の 關東 武士が 一 の 谷 城門に 肉迫して 平家の 腰 拔け共 を 威嚇 

せし 時 は 余輩 此四 人の 如くに 装 はれし ならん、 斯くて ミス マ ッブ邊 にて 麵飽と 砂糖と より 成る 晝食を 

了へ、 密林 蔦蘿の 間 を 押し 行けば、 午後の 二 時 頃 目的地なる 定山 溪の溫 泉に 達しぬ。 

1 行 つ 一 浴して 廣は 流に 至り 釣 を 垂れ、 藤 は 直に 炊事に 着手し、 宫と 余と は 薪水の 命 を 被る、 而し 

て廣は 彼の 大 jm にも 似す^ 1 尾 を も 得る 能 は ざり しの 故 を 以て、 夕食の 副食物の 缺乏を 告げし かば、 

余 等 は 止 を 得す 野生の 菌類に 依る ことに 一 決せり、 斯くて 麁貪滿 腹 夜に 至れば 余 等 一 人づ、 起座して 

荒 熊 の 襲 擊に備 へ、 他 は鼾聲 高く 忽ち 華胥 の 境に 入りぬ。 

翌日 廣に 尾從 して 川 を 溯る、 金塊 を 求めん 爲め なり、 然れ ども 金塊 は 愚か 鶴 冠 石 だも發 見す る 能 はす、 

唯瘦 しものと て は 「馬鹿の 金」 と稱 する 硫化 銅の みなりき、 貴 金屬の 探求 此に歇 み、 殘餘の 一週 日 は 

余 は の持來 りし プ 口 クタ ー 氏の 名著 ether  Worlds  than  (他の 世界) なる 話 的 天文 書の 嗜讀 

に 耽り、 金と 鶏冠 石と を 忘れて 思念 を 億 萬 里 外の 他界に 馳せ、 溪澗水 滑 かなる 處に熒 々とし 宿 星の 映 

する を 見て、 余の 小と、 宇宙と 其 造 主の 大とを 憶 ひ、 靜 思默考 以て 余の 過去と 未来と を考 へたり き。 

歸途余 等の 討論 題 は 「食物と して 菌類の 價 値に 就て」 にて ありき、 椎茸 一片 は 牛肉 一片 以上の 滋養分 

を 含む と は 余 等が 其 頃 講義 1 至に 於て 學 びし 處、 然るに 余 は 其 不消化 を唱 へて その 實 際の 效 力の 迚も ャ 

肉に 及ばざる を 述べたり、 然るに 藤 生 は 痛く 余の 說に 反對 し、 貪 品と して 菌類の 貴重なる は 其 窒素！^ 

に 富む のみに 由ら す 亦 其 消化の 容易なる に 依る との 理を 主張せ り、 双方 勿論 證跡 なきの 水掛論 なれば 

何時 その 終を吿 ぐべ くと も 見え ざり しが、 藤 生竟に 議を提 して n く 「余 は 校に 達する の 前必す 放 糞 を 


催す なるべし、 其 時 余 は 直に 之 を 分析して 以て 余の 說の 確實 なる を證 せん」 と、 余は悅 んで此 議を諾 

し 一 時 も 早く 彼の 排屎の 時期の 到来 せんこと を 待てり。 

斯くて 話頭 を 他に 轉じ、 進む こと 里餘 なりし と覺 ふ、 藤 生 放屎の 催し ある を吿 ぐ、 彼 は 直に 路傍の 叢 

林 中に 入り、 力 を 籠め て 彼の 生理 學的 試驗を 始めし が 如し、 而 して 余 等 三人 は路に \ィ み、 結果 如何 を 

待 受けたり、 暫時に して 彼 は 叢 中より 出で 来りぬ、 余 は 直に 彼に 問 ふて 曰く 「試驗 如何」 と、 正直な 

る こと 金鐵の 如き 彼 は 頭 を 左方に 傾けて 低聲 余に 答へ て 曰く 「僕 は 負けた」 と、 余 は 彼に 問 ふに 試驗 

法の 如何な りし を 以てす、 彼 曰く 「余 は萁 塊の 上に 放尿して 其內 部を檢 せし に 余の 昨夕 啖 ひし 菌類 は 

形體其 儘に て存 せり」 と、 余 も 又 深く 彼の 誤 說を責 むる ことなく、 一同 哄笑、 藤の 正直 を 賞め、 絶愉 

結 快を稱 呼しながら 其 日の 黄昏 頃 校舍に 達しぬ。 

慕 はしき 往時の 事蹟よ、 正直なる 藤 は 今 は 逝て 此 世の 者に あらす、 余と 濟 f の 企圖を 約して 今 は 北辰 

の 下に 眠る、 聞く 定山溪 街道に 八 「は 昔時の 不便た く、 車馬 一 走 安座して 以て 仙境に 達する を 得べ しと、 

唯 疑 ふらく は 往時の 無邪氣 なる 快 樂の其 處に存 せんこと を、 神 は 森 を 作りて 人 は 其 間に 道路 を 開 塾せ 

り、 而 して 世俗 滔々 として 道路に 由て 延漫 す、 文明 は 凡ての 點に 於て 幸福なる 者に 非す、 熊の 襲擊は 

懼る べしと 做す も、 旅亭の 女主の 贊語を 聞く に 優る、 今日の 避暑なる ものに 眞 正の 休養な き は 3： 人 も 

認む る處、 北海の 處女 林に 天文 書を繙 きしが 如き は 東京 市外 三百 里 以內に 於て 求め 得べき の 快 樂に非 

す。 

札幌に 於け る 第三の 夏 は 余 は 叉 之 を 藤 生と 共に 銷過 せり、 事 は 農學校 附屬の 農場に 排水管 設置の 爲め 

の 測量 を 行 ふに ありき、 目的 は 一 一人 各 金 四 拾 圓を貯 へて チヱ ムバ， 'ス の 百科 字典 を購 はんとす るに あ 
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りき、 余 等 は敎授 ブルックス 氏に 迫り 余 等の 勞働 賃銀 一 時間 八 錢を增 して 拾錢 となさん 事 を 乞 ひしに、 

氏 は II 々ながら も此 請求 を容れ しかば、 我等 は 一 日 十 時 問 働きて 五 旬日 餘に 我等の 目的の 资に 得ん と 

計算せ り、 毎朝 五 時に 起き、 轉鏡儀 を 肩に し曉 露を排 して 測量 地に 達し、 正 六 時を吿 ぐる や、 我等 は 

直に 其 日の 業に 着手せ り、 藤 は 器械に 據り、 余 は 鎖 引と なり、 竿 持と たり、 彼の 指揮に 從て 沼地 を奔 

走し、 勞働十 時 問に して 午後 六 時に 至て 止みぬ、 始めの 程 こそ 百科 字典 欲し さに 熟さ も 苦し さも 忘れ 

たれ、 身 は金鐵 にあら ざれば 余 は十數 日に して 炎！^ の 冒す 所と なり、 一時 勞働を 中止せ ざる を 得ざる 

に 至れり、 斯 くして 苦しき 夏 は 過ぎて 待ちに 待ちた る 勘定日に 至れば 藤 は 一 一十一 一圓 餘を 得て 余 は 僅か 

に 九圓を 得しの みなりき、 是れ 余に 取りて は 目的 額の 五分の 一 に 過ぎ ざり しが 故に 百科 字典 は 依 措き 

英和 字書 を さへ 碌々 購ひ得 ざり しと 雖も、 而 かも 余の 額に 汗して 働き 得し 金な りと 思へば 其 贵さ喩 へ 

んに 物な かりき、 勿論 其 一部 は 百足 饅頭と 稱 する 札幌 名物の 爲 めに 消費され しに 相違な し、 然れ ども 

其 大部分 は 確かに 智能 發 達の 爲 めに 費され、 勞 働の 道 德的價 値 を學び 得しと 共に 胃 的腦的 雨つな がら 

に 益す る處 ありし は 余の 今日に 至る とも 忘る 能 はざる 處 なり。 

校 を 出で.^ 後 は 左程 面， 口き 夏と て はな かりき、 一 夏 は 實弟達 三郞と 兄弟 一 一人 單衣 一 枚 を 以て 之 を 過せ 

し 事 ありき、 之れ 北海道の 夏は單 衣な くして 通過し 得べ しとの 余の 假說 を實驗 せんが 爲め なりき、 然 

れ ども 縱令 北緯 四十 三度に 位する 札 幌の事 なれば とて、 夏 は 夏に して 袷 衣の みに て 能く 忍び 5：: べきに 

非す. 故に 我等 兄弟 は 一枚の 單衣を 互に 相 交換し、 兄、 家に 在る 時 は 之 を 弟に 讓り、 弟 は. に歸 りて 

又 之 を 兄に 渡せり、 然れ ども 我等 は 終に 强情 にも 他の 單衣を 買 ひ 求め ざり き、 其 報と して 苦熱 去て 秋 

風の 至りし 時 は 我等 兄弟 は 例年に 勝る の 淸冷を 感じたり き。 


余 は 北海道に 夏 を 過ごせし 事 凡て 八囘、 其 問 曾て 避暑なる もの を 試みし 事な く、 會て 海濱に 惰眠 を 貪 

るの 必要 を 感ぜし ことなし、 是れ 夏の 熱から ざるの 故に 非す して、 俗氣 未だ 北海の 天地 を 襲 はざる の 

前な りし かば、 余の 身心 は 曾て 疲勞を 感ぜし 事な く、 智能 感能 常に 健全に して 休養の 要 を 感ぜ ざり し 

に 由る、 そ は 疲勞は 交際 場裡 の心勞 より 來る ものにして、 正 當の勞 働より 來る ものに あら ざれば なり。 

慕 はしき 札幌 時代 は 去れり、 然り慕 はしき 札 幌其物 は 失せり、 神威 岬 以北 俗人な しと 誇りし アイヌ 人 

の 石 狩 平原 も 今 は炭鎮 線路の 之 を橫斷 する ありて、 井上 蟹甲將 軍の 其將 たる あれば、 高島吞 象の 北海 

の 巨利 を併吞 する あり、 天^が 日本 帝 國の爲 めに 遣せ し 唯一 の 原始的 樂園も 終に 文明の 不幸より 免 か 

る、 能 はす、 トイ ビラの 水淸 きも 之を飮 むの 淸士 なく、 ヱ 一一 ハの山 高き も 之 を 望む の潔士 なし、. 唯 惟 

ふ 札 挽 市外に 一 片の 石の 苦 蒸す ありて、 逝きに し 友の 靈を留 むる 事 を。 

下 米 國の夏 

余 は 米國に 於て 三囘の 夏を銪 過せ り、 而 して 夏 は 一 夏 毎に 有益に して 記憶すべき ものな りき、 第一 囘 

の 夏、 卽ち干 八 百 八十 五 年の 夏 は 余 は 之 を マ ッサチ ュ ー セ ッ ト州、 グロ，' ス タ巿に 過ごせり、 ベ ン シ 

ルバ 一一 ャ州 白痴 院に 於け る 八 ヶ月 間の 勞働は 余 をして 非常に 疲勞 せしめ たれば、 余 は 休養 を 一一 ュ ー フ 

ァ ゥ ン ドラ ンド の 漁場に 求めん とて グ 口 1 スタ ー 市に 到りし なり、 此處に ゥヰル コック ス 氏なる 水產 

調査 官の 住し たれば、 華盛頓 なる スミソ 二 アン 學 院長べ ャ ー ド 氏よりの 紹介 を 以て 氏の 助力 を藉 りて 

グ巿の 漁 事 を 視察す ると 共に 英佛ー 一圃の 爭論 地なる 一一 ュ ー フ ァゥ ン ドラ ン. Kfi 場への 渡航の 便 を 求め 

ん とせり。 
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グ B  ,1 スタ ー の たる 馬 州の 東端 アン岬より 程遠から ぬ 所に あり、 リン、 サ レム、 ベ  >リー 等の 有名 

なる 市街 を經て ボストンより g: 十 哩餘の 東に あり、 人！：！ 三 萬、 港 灣廣く rz:: つ 深く して 大船 を容 る. 1 に 

足る、 市 は 東西 二部に 別れ、 诲岸 到る 處に 351. 頭 を け、 漁船の 輻輳 は 我が 北海道に 於て すら 觀ざ りし 

.0, 余 は ゥヰル コックス 氏の 指導に 依て 其 地方 漁業の 大略 を 知る を 得、 H; っ巿. 2： 屈指の 漁業 家に 知己 

を 得て、 數 日なら すして 產業 上の 視察 を 了る を 得たり。 

然れ ども 余の 此 地に 來 りし は 漁 事を學 ばんが 爲 めに は あら ざり し、 余 は： 大職 として は 心中 旣に 故國發 

途の時 水産業 を 放棄したり、 余 は 人生の 大 問題に 解答 を 得ん が爲 めに 米圃に 渡りし なり、 余 は リ 

ング ブ レ ー ス 氏の 名著 『慈善 觀念發 達史』 に 由て 人生の 目的 は 慈善事業に ありと 念じたり き、 然る 

に 斯業に 從事 する 八 ヶ月に して 余 は 余の 靈魂 を扬 はんが 爲には 慈善事業 たる もの i 全く 無效 なる を 悟 

りたれば、 爱に 余の 思想界に 一大 變動を 生じ、 是を靖 むる に 非 ざれば 余 は < 水の 身の 進退 を 如何と もす 

る 能 はざる に 至れり、 是れ 余が 一時 ペン シ ルバ ニヤ 州に 於け る 余の 恩師 を辭 して、 產業 視察の 名の 下 

に此漁 市に 隱れし の 理由な りと す。 

心中の 煩悶と 囊 中の 缺乏と は 余 をして 計畫の 一一 ュ ー フ アウン ド ランド 行 を斷 念せ しめたれば、 余はグ 

:11 スタ ー 市に 留まり、 一 日 三囘其 附近 を 逍遙し、 或は 大^の 上 に^し、 或は 山 嘴に 烟辦を 望み、 或 

は 大西洋の 怒濤の 來て 厳を嚙 むの 所に 跪き、 祈り 且つ 叫び、 求め つ； 太の 門 を 叩きたり き、 ，、/H こそ 

は 形式的 宗敎は 余の 殆んど 省みざる 處 となり、 度々 宣教師の 牽 より 無 宗敎 者視 せらる、 こ ともあれ、 

ト五年 前の 余 は實に 熱心なる ァ ー メン的 基督 信者な りければ、 余 は < ^の 人生 問題の 解釋を 求めん とす 

るに 當 りて 自由に 外形 上の 儀式に 賴 りたり き。 


馬 州の 丘陵 到る 處に 多く 靑 漿果 を 産す、 取て 之 を 食 ふ も 何人の 咎 むる たし、 勿論 獨り 異鄉 に. 客た る 事 

なれば 訪ふ て來る の 人 ある ことなく、 讀ん で は考 へ考 へて は讀む の 外 余の 注意 を惹 くも のなかり けれ 

ば、 余 は 重に 散策 を 郊外に 取り、 脣の黑 くた るまでに 天然 菜の 美味 を嘗 ひたりき、 新英 州の 氣候 たる 

： 炭 時の 溫度は 時として は 窒內に 於て 百度に 達する こと ありと 雖も、 空氣 に？ i 潤な き 爲め蒸 熟を感 する 

こと 勘く、 炎天と 雖 も日蔽 なくして 郊外に 徨ふを 得るな り、 夏時 巖 上の 祈禱 とし 云へば 何やら 苦 業の 

如くに 聞 ゆる なれ ども、 余に 取りて は アン岬 附近の 此 逍遙 は 心に 苦悶 こそ ありし たれ、 身 は周圍 の： 人 

然 を樂 しみ 少しも 苦痛 を感 ぜ ざ り き 。 

斯くて 異鄕に 心身の 慰 癒 を 求めつ. i ありし 時、 余の 財囊は n 々に 益々 空 缺を吿 ぐるに 至りし かば、 余 

は 此缺を 補 はんが 爲 めに 何に かの 業に 從事 せざる ベから ざるに 至れり、 然れ ども 瞎 野に 安 慰 を 探りつ 

つ ありし 者に 利益 ある 勞 働の 供 せらるべき 害た く、 若し 余の 苦悶の 聲 にして 經 齊的價 値な くんば、 余 

に 取りて は 只の 一仙 を 獲る の途 なかり したり。 

玆に 於て か 余 は 余の 旅 宿の 一室に 於て 余の 悲憤 其 儘 を 余の 不完全た る 英語に 綴りたり、 余 は 余の 論文 

の爲 めに 二 週日 を 消費せ り、 而 して 稿 成て 後是を 余の 友なる ハリス 夫人に 送り、 彼女の 校閲と 紹介と 

を 得て 世に 公に する を 得し もの、 是れ 幸に して 少く 彼國 思想界の 注意 を 喚び し 『大和魂 卽ち 日本の 精 

祌』 なる 論文な りと す、 其 發刊は 翌千八 百 八十 九 年 二月に 在りて 其 報酬と して 金貨 四十 弗の 余の 手に 

送られし は尙ほ 一 ヶ月の 後に ありし と雖 も、 余の グ n 1 スタ ー 滞在費 は 余の 愛國 心の 發表を 以て 度 は 

れ、 余 は竟に 他人に 負ふ處 なくして 有益なる 三 週日 を新英 州の 此の 勝地に 送る を 得たり？ 

余はグ a 1 スタ ー 市に 於て 何の 得し 處 ありし 乎、 余 は 其廣大 なる 漁 事 を 視察したり、 鍵、 婧、 カジ キ 
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鮪の 保 _t ^法 を H 撃せ り、 余 は 魚 膠 製造所に 抵て大 に 學ぶ所 ありたり、 漁船の 構造、 山 鹽の使 川 法 等 叉 

余の 深き 注意 を惹 けり、 然れ ども 余の グ 口— スタ， "に 於て 學 びし 主なる 事實は 地と 海との 事に 非す し 

て 天と 靈 との 事に て ありき。 

Like  Elijah  at-  *  }l(>rdyH  cavo  alou(i  ; 

And  a 又. oritle  voice  comes  tlu.ougll  tlie  wild. 

Like  a  fathol-  consoling  Iils  fretiul  clnid. 

That  Tbauishos  l>iuorllf-ss,  wrath  Jlnd  foar. 

Saving  二 r-ul  is  (Lslallt, Imt  God  is  uoar  . 

余 は 海路 グ 1 スタ ー を辭 して ボ ス トンに 向へ り、 而 して 汽船 其灣 口を出 づる頃 余の 幾囘 となく 復誦 

せし 聖句 は實 に是れ なりき、 『人の 義 とせら る- -は 信仰に 由て 律法の 行に 由ら す』、 余 は 其 秋 を 以て 

ァ マ ス ト大學 に 入れり、 而 して 余の 人生 觀は此 時より 全く 一 變 せり" 

米國に 於け る 第二の 夏 は 余 は 之 を 彼國に 於け る 余の ホ ー ム とも 稱 すべきべ ンシ ルバ 一一 ャ州 H ルゥ ヰン 

白痴 院に 於て 消費せ り、 夏期 試驗の 終りし 頃 院長 ドクトル、 ケル リン 氏 は 頻りに 余に 書 を 贈りて ：11  く 

『汝、 余の 待遇に 堪 ゆる 能 はすして 余 を 捨て 新 英洲に 到れり、 然れど 今夏 は必す 再び 余の 許に 來て余 

及び 此地 にある 汝の 凡ての 友人 は 如何に 汝を 愛する 乎 を 試みよ』 と、 而 して 氏 は 余の 貧 を 知り たれば 

余の 此歸省 をして 易から しめんた めに 五 弗の 金券 一 枚と 鐵道 切符 一 枚 を 贈りたり、 < ^は 異鄕に 在て.^ 

を 愛する 如 斯き人 ありし を 意 ひ、 心中 無限の 慰藉に 充 ちて、 業 を 了へ しゃ 否や 直に 紐 育 费府， を 經てェ 


ル ゥヰン なる 余の 恩人の 家に 歸れ り。  .^pfw^ 

院長の 余に 對 する 彼の 實 子に 對す るが 如く、 先づ 余の 健康 を 問 ひ、 余の， 全體 に肉附 きし を 喜び、 且つ 

問 ふて 曰く 『汝新 英洲に 於て 何 を 得し や、 汝は彼 地に 於て 余に 優る の汝の 友人 ある を發 見せし や』 と、 

彼 は 院內の ー窒を 余に 供し、 余 をして 彼の 傍に 食せ しめ、 客人の 到る； 母に 余 を 紹介し、 余の 再 來を喜 

ぶ 恰も 父が 其 子の 歸省 を悅 ぶが 如くな りし。 

ケル リン 氏 は 余の 無爲 にして 彼の 待遇に 安ん ぜ ざる を 知れり、 故に 彼 は 再び 余 をして 人院者 看護の 住 

に當 らしめ、 且つ 慈善事業の 調査 を 命じ、 余 を敎へ 導く と共に 余 をして 彼の 厄介者た るの 感を 起さに 

らし めん 事 を 努めた リ、 彼 は 又 余に 少しく 測地 的 技術の ある を 知り たれば、 彼の 管理の 下に ある 院內 

三百 H 1 クルの 地に 高低 測量 を 行 はんため、 余 を 費 府に遣 はして 金 百 弗 を 投じて 轉鏡機 一 基を購 はし 

めたり、 余 は 此璣械 を 得て 余に 最も 適合の 職 を 得 たれば、 白痴の 兒童屮 智能の 稍ゃ發 達せし もの 二三 

を 撰び、 彼等 をして 余の 助手たら しめ、 善き ドクトルの 指揮の 下に 測地の 業に 從 事したり き。 

此院に 遊びし 日本人 は 余の 前に 田 中 不一 一 IS 氏 ありたり、 余の 後に 留岡幸 助 氏と 瀧の 川 白痴 院長 大須賀 

氏 ありたり、 而 して 今や かの 院に 遊ぶ もの は H ル ゥヰン 停車場に 到り、 左に折れて 小溪を 渡り、 迂囘 

して 小山 を 登り 行くな らん、 此 道路た る 院長と 余との 共同 設置に 係る ものにして 彼が 余の 名 を 永久に 

院內に 留めん が爲 めに とて Uchimurariitin  Koad  (內 村道) と 命名せ しもの なり、 彼 は 曰へ り、 『羅 

fe- にァ ピア ン道 ありて 其 建設者の 名に 今日に 至て 滅 せす、 我 院又其 測量 師 たりし 內 村の 名を留 むる の 

道路な から ざらん や』 と、 余 は 又 灌水 管 設置の 爲 めの 下 測量 を 行せ り、 又 院と境 を 接する 黑 人の 所有 

地の 境界 を 定めたり、 時に 黑人 余の 黄色人種 たる を 見て取り けん 彼の 持說を 執て 動かす、 院領 凡そ 百 
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坏餘を 要求せ り、 余之を院長に^！^りしに、 彼 は 首肯して 曰く 『憐 むべき 黑人、 彼 は 貧な り、 宜しく 彼 

の爲 めに 讓る べし』 と、 强 者に 對 して は 儼として 動かざる < ^の師 は；^ 者と 貧者と に對 して は唬 きこと 

，此の 如し。 

院長 一日 余 を 彼の 事務 { 至に 呼ぶ、 抵て 彼の 命 を 問へば、 彼 は 曰 ふ、 『汝今 H 費府に 至り、 此品 をヮル 

ナット 街の 取引所 〇〇 に 渡た せよ』 と、 余 は 其 物 を 取り 揚げ 見れば テキサス 太平洋 鐵 道の 額面 五 弗 

(一 萬圓) の 株券な りき、 余 は 縢の 緖切 てより. I：： て斯る 大金 を 手に したる 事なければ 心配の 餘り 院-长 

に 吿げて 曰く 『先生 此 大金 を 余に 委ぬ、 余に して 若し 是を 拐帶し 去らば 先生 如何と する』 と、 時に 院 

長 余の 面 を 眺め 笑て 曰く、 『ヨシく、 持ち去れよ、 汝は 人類の 爲 めに 之 を 善用す るの 途を 知れり』 

と、 余 は 彼の 命 を 奉じ 市に 至りて 後 株券 を 指名の 仲買 商に 渡せり、 而して其日の夕刻余は院に^！りし 

も 院長 は 背て 余に 株券の 成 行に 就て 問 ひし 事な く、 其 際 余が 持歸 りし 受取 證 書なる もの は 彼の 圃に於 

ける 取引 書類の 標本と して 近頃まで 余の 手に 存 せり、 米國に 於け る 師弟 間の 信認に 實 に如斯 きもの あ 

斯くて 八月 は 過ぎて 校に 歸 るの 時に 至り たれば、 院長  一 n< ^を 事務室に 招き、 彼の ポケットより—. 弗 

の 金券 二 枚 を 取 出し、 之 を 余の 掌に 押し 附 けて 曰く 『是れ 汝の勞 倒の 結 なり、 少しく 汝の學 资を補 

ふ を 得ん』 と、 余 は 落 淚の裡 に 彼に 謝し、 翌日 W び 彼と 彼の 家族と を辭 して 新英洲 の校舍 に歸れ り。 

敬慕せ る師 よ、 ■  H ル ゥヰン 山上 今や 君の 面影な く、 唯 蔦蘿の 君の 坡墓を 飾る のみな りと 間く、 君の 指 

導を受けし余は君の希望に^て！^？；の事業に從事し能はざるを悲しむ、 然れ ども 君よ、 東京 獨立雜 誌 亦 

君の 思念 を傳 へざる ものに 非す、 君よ、 願く ば 此：^ I に顯 はれた る 余の 微； {^ なる 慈惠的 事業 を享 けよ。 


米！： に 於け る 第三の 夏、 余 は 是をァ マ スト 大學の 寄宿 舍に 於て 過ごせり、 時に 余 は 同大 學の 業を卒 へ、 

熟慮の 結果、 祌學の 深 所に 足 を 人 れんと 決心し たれば、 余の 語學 上の 缺を補 はんが 爲 めに 余 は 此の 夏 

勞働を 廢し勤 學に從 事したり、 勿論 夏期 休業 中の 事 なれば 余 を 助く るに 教師の あるな く、 余 は 獨り辭 

典 と 文 法 書に 依賴 して 希臘 、希 伯 来の 兩 一一 rr 語に 通達 せんと 勉 めたり き G 

開校 中 は 一 山に 集 ひ 来る 衆徒 は 六 百 を 以て 算 へられ、 鐘聲 毎に 講堂 出 人の 喧騷 はさながら 馬 廐の それ 

にも 相似たり、 敎 師の惡 評、 生徒の 失敗 談、 野球場 裡の懸 引 話し 等に て、 校 山 到る 處に靜 思 默考の 場 

所な きも、 今や 休校と 同時に 群 童 悉く 故山に 歸り、 さし も廣き 校內に 僅に： n 本人 一人 を留 むる のみな 

りき、 余 は 實にニ ヶ月の 永き 夏 を 松林の 栗鼠と 共に 校 山の 上に 消費せ り、 日 は 東の 方 ペラム 山上に 登 

り、 西の方 熱 紅 を 漲らして ベル タシャの 山 端に 沒 せり、 ホ リヨ ー ク 山脈に 余の 視線 を 南に 遮り、 トム、 

『糖 塊』 は 北方に 聳えたり、 コネ クチ カットの 挺 流 は 西方 三 哩を距 るの 邊に銀 板 を 延べし が 如くに 輝 

き、 つ トレ—、 ノル ザムプ トンの 饒野 は^ 下に 連り て、 銀河の 兩 岸に 耕地 靑々 たり、 朝に 鹿餉を 了へ 

て獨り 綠樹の 下に 来れば 松林の 栗鼠 も 樹の實 を 抱きて 彼等の 朝飯に 忙 はしく、 余が 楓林の 陰に 坐して、 

希伯來 動詞 轉 化の 復習 を始 むる 頃 は 彼等 は 旣に枯 洞に 退て 仲夏の 炎熱 を 避く るが 如し、 學に 倦めば 樹 

陰に 緩 歩し、 タ陽赫 々として 西 山に 沒 する 頃 は 大瀛の 水 を 隔てた る 彼方の 故國の 事な ど 思 ひ 出し、 鄕 

信 を 手に しながら 鑾次其 安全 幸福 を 祈りたり、 此夏は 余に 取りて は 全く 勤學 修養の 夏な りき、 余 は 希 

伯來 語に 於て は 博士 グリ， 1 ン の編暮 せし nu.osrmatlly の 一 部 を讀み 了り、 希 職 語に 於て は 約 翰傳を 

tn 讀し 得る に 至れり、 外に-一 ュ ー ハ ムブ シャ 山中に 友人 を訪 ひ、 ノ ー スフ ィ ー ルドに ム —ディ ー 氏の 

夏期 學 校に 出席せ しも、 是れ 共に 勤學 中の 挿話に 過ぎ ざれば 爱に揭 ぐる こと を 止めぬ。 
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グ a スタ ー と エル ゥヰン と アマ スト、 ロング フエ ー 口 ー の 歌 ひし 海と プライア ントの 讚へ し 森よ、 汝 

等 は 余の 心靈に 自由 を 供せ しと 共に 又 余 をして 不幸なる ものと ならしめ たり、 汝の 水に して 余の 足 を 

洗 は ざり しなら ば、 汝の 陰に して 余 を 宿さ りしなら ば、 余 は 何時までも 東洋の 君子と して、 新 天地 

を 夢想す るた く、 新 理想 を懷 くな く、 鍋牛穀 的愛國 心に 甘んじ、 智者と して 崇められ、 國士 として 迎 

へられし ならむ、 汝等は 余に 大西洋 岸の 自由 を與 へて 太平洋 岸に 於て 余 を 不快の 者たら しめたり、 余 

は汝 等に 恩 を 謝する と 同時に 亦汝 等に 訴 ふる 處 たくん ば あらす。 

余の 今年の 讀書 

余 は 今年 も 又 多少の 讀 書を爲 せり、 そ は 余に 取りて は讀 書の 外 之れ ぞと云 ふ道樂 なければ なり、 讀霄 

と 散 やく 書籍に 讀. i し 事を步 きながら 考 へる 事、 s:,^ れ余 をして 此 せに 存在せ しむる 唯一 の快樂 なり， C 

す。 

勿論 雜 誌の 編輯に 從 事し、 殊に 過る 夏より は 一 貧乏 女 學校を 預かりて より、 余 は 余の 讀 書の 時 問を是 

等の 事業の 爲に 多く 奪 はれし を悔 ゆ、 余の 終生の 冀望は 閑散の 地に 於て 妨 き^いに 昏ト i わ，^^ い、 

Give  iiie  a  no(>k  I  a  y.osl rok 『余に 幽 僻と 良き 書を與 へよ』、 是れ實 に 余の 熱望の 聲 なり、 

余 は 死す る 前に 一 年たり とも 如斯の 極樂的 境遇 を 味いた きものな り。 

斯くて 今年 は 多くの 書 を 讀む能 は ざり し、 个 年に 於け る 余の 讀 書の 多く は 夏期休暇 中に 爲 せし ものな， 


り、 是れ 余に 夏期休暇 ありし に 依る に 非す して、 學 生の 歸省屮 余 は 學校內 に 在て 多くの 靜肅 たる 時 問 

を 持つ を 得しに 依るな り、 其 他 は 余 は四圍 喧噪の 中に て讀 めり、 或は 汽車の 中に て讀 めり、 或は 試驗 

施行 屮敎 場に 於て 讀 めり、 或は 病床に 在りし 間に 讀 めり、 余 は 書を讀 まざる の 日 は 損失の n と 見做す 

者たり、 余 は 食 ふべき の 食物な きも 二三 日 を 忍ぶ を 得べ し、 着るべき の 衣服な きも 左程 困難な りと 思 

はす、 然れ ども 讀 むべき の 書籍た き 時 は 余は大 饑饉 を感 するな り、 故に 些少の 牧人 も 其 大部分 は 之 を 

書籍の 爲に投 するな り、 余の 家に 財貨と て は 一 つも あるた し、 唯 だ 架上 數百 冊の 書の ある ありて、 是 

れ 余と 余の 家族の 誇 る 寶 物たり。 

扨て 余 は 今年 何を讀 みし 乎と 云 ふに、 余の 讀 みし 書 は 概ね 英書たり したり、 余 も 少し は 和漢の 文 を， 

し 得ざる に は あら ざれ ども 英語 を 解し 得る に 至りて より は 和漢の 書 は 何となく 味 ひなき に 至れり、 余 

は 勿論 幾囘 とたく 太平 記 を 復誦す る 者な り、 平家物語 は 余の フ HI ポリットの 一 なり、 古文 眞寶と 唐 

詩選と は 常に 余の 座右に あり、 その他 時には 新刊 物に 目 を 曝さ ^- るに 非す (多く は 批評の 爲 め)、 然 

れ ども 余 は 表白す、 余 は 一 枚の 和漢の 書を讀 むに 對 して 五十 頁の 英書 を讀む 者なる 事 を、 余の 女學生 

は 常に 余に 語て 曰 ふ、 「先生 は 何時でも 洋書の みお 讀 みなさる」 と。 

英語 を 除いて 余の 能く 解し 得る 歐羅巴 語 は 一 つも あるな し、 獨逸語 は 字引と 頸 引き なれば 少し は 解し 

得る も 十 年 以前に 米國に 於て 敎師の 助 を 得て、、 ゲ ー テ、 シ ルレ ル、 レッシングの 作を讀 みし 以來 殆ん 

ど 之 を 等閑に 附せ しの 故 を 以て 今 は 余に 取りて は殆 んど不 解の 國 語と たれり、 希 臘語は 僅に 新約聖書 

の 拾 ひ讀み を爲し 得る に 止って、 ホ ー マ ー、 へ ti ド ー タス を 彼等の 麗 はしき 原語 を 以て 讀 むの 力 を 有 

せす、 希 伯 來語は 僅に 其 文法的 組立 を 知る に 止て 是れ 亦ゲセ 一一 ァス (字典) に賴 るに あら ざれば 創せ 
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- 初期の 文章  八 七 二 

記 一章 を さへ 碌々 解し 得る の 力 を 有せす、 佛語 は單に 猫と 犬と を 解し 得る のみ、 伊語 は 白と 黑と を^ 

ち 得る に 過ぎす、 余の 外國 語の 智識 は斯 くも 恥し きまでに 狹 隙なる ものにして、 余 も 若し 少しく 我意 

を 曲ぐ るの 術 を 知りし ならば 斯 くまで も 無 學には あら ざり しならん と 獨り自 から^つ こと あり。 

斯く詮 じ 来れば 余の 不自由た く 解し 得る 外 國語は 唯 だ 一 の 英語 あるの み、 是れ 余が 宏大 無 邊の西 作 m:- 

想 を 观く爲 の 唯一 の 眼孔な り、 余 は 希伯來 人の 聖書 も 多く は 其 英譯に 於て 讀 めり、 獨 逸人の 折" 學 思想 

も、 西班牙 人の 滑稽 も、 怫蘭西 人の 神學 思想 も、 ^太 利の 詩歌も^ 其 英譯に 於て 讀 めり、 是れ 十九 世 

紀の 末期に 當て此 f に 生れ 来りし 者に 取て は 實に憐 むべき の狀 態な りと 雖も、 而も 余の 父が 余の 家の 

貧 を^み すして 余に 少 くと も歐羅 巴 語の 一 つ を 仕込み 吳れし 事 は 余の 今日 深く 感謝す る 所な り、 そ は 

世に は 身を國 民の 代議士の 地位に 置きながら 英語 さへ も 解し 得す、 ダンテ、 セル ベン テス を その 原； 仏 i 

に 於て 解し 得ざる のみなら す、 dog は 『犬』 にして 彼等の 如き 無節操 漢を 指す の 語なる を 知らす、 

fcol は 『馬鹿』 にして 彼等の 如き 無學 文盲の 徒 を 意味す るの 詞 なる を 知らざる 人 さへ ある を 思へば、 

-がシ ェクス ピャ、 ヲルヅ ヲス、 力 ー ライル を 彼等の 原語に 於て 讀むを 得る はへ.；^ に 取りて は 身分 不相 

應の 幸福と 云 はざる を 得す。 

斯くて 余の 今年の 讀書は 多く は 英書たり しなり、 余li昨年の暮ょり今年の春に懸けて頻りに^太利；^ls 

の 研究に 從 事せ り、 余 は 余の 友人 山縣 五十雄 氏より 彼の サゥ ヱル 氏の 伊太利 文典 を 借り 来り、 伊語 を 

英譯 し、 英語 を 5- 譯し、 大凡 六 ヶ月 問 4^ んど 他事 を 省みす して 此 研究に 從事 せり、 余 は 二 個の 冃的を 

以て 此 愉快た る 研究に 從事 せり、 其 一 つ は 余の 特愛 詩人なる ダンテ を 彼の 原語に 於て 讀 まんと する の 

愁望 なりき、 其 一 ーは余は本誌に於て外國語研究の精神幷に方法を余の讀者に紹介せんと；^！-みっ 、あり 


I 


し 頃 なれば 余 は 自身 を讀 者の 地位に 置かん が 爲に自 から も此 研究に 從事 せし なり、 而 して 余 は尠 から】 

ざる 快樂と 利益と を此 研究より 得たり、 神曲の W 名なる 一節に して 地獄の 門に 彫 まれし 銘文 を 伊太利 一 

語に て 解し 得し 時 は 余 は 飛び立つ 程 嬉し かりき。 

汝此 門に 人らん とする 者 は 凡て 汝の 希望 を 拾て よ  二 

殊に spo 一. ョ SI の 一語の 如き、 n;,!. れ南歐 人種の 特 愛の 詞 にして 其 音と 云 ひ、 意味と 云 ひ、 英語の hopej 

に 譲んで 迎も味 ひ 得ざる 所 ありき、 今や 新年 来復と 共に 少しく 事業の 閑を覺 ゆる 事 なれば 余 は 再び 此 

偸 快た る 研究に 取懸 らんと 欲す。  一 

伊太利 語の 研究と 共に 余 はダ ン テ傳 を復讀 せり、 乂  .cutry なる 人の 著せし 『タ ス 力 ン 共和 圃』 一 

と 題す る ダンテの 故國 たる フ 口，' レ ン スの歷 史を讀 めり、 是れ 甚だ ッ マら なき 書な りし かば 余 は 痛く 一 

其爲 に投ぜ しニ圓 五十 錢を惜 めり、 他に ハ ント 氏の 伊太利 史を購 ひし も 未だ 其 儘に 書棚の 上に 留め置： 

きて 余の 伊太利 熱の 復活 を 待ち て 之 を 貪ら んと 期しつ \ あり。 

今年の 春 頃な りき、 友人 某 は 余に 告げて 曰く 「神 田 某 書店に ブ ン セ ン氏著 ccd  in  History  (『歷 史 

に 於け る 神』) の 古本 あり、 日本 國中君 を 除いて は 他に 此書を 要する の 人 はなけ む、 君 何故に 之 を購ー 

はざる」 と、 余 は 彼に 答へ て 曰く 「余 も是れ ある を 知る、 然れ ども 其 高 價を怕 れて今 口まで 躊路 せし- 

たり、  君 其價を 知る や」 と、 彼 は 知らす と 答へ き、 然れ ども 彼の 注意に 依り 余は此 書の 先： 大的 におに 一 

屬 すべき ものなる を覺 り、 余の 妻に 謀りて 彼女の 贄成を 得、 金 五 圓を懷 にして 雨 を 冒して 直ちに 神 田； 

に 至りぬ、 至れば 渠の書 は 依然として 架上に 曙され ながら 余の 來るを 待ち受け しが 如し、 余 は 懼る懼 一 
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る 之 を 余の 手に 取りて 見れば 紛 ふべき なき 哲理 的歷史 の大 著述たり、 若し 新たに 之 を 英京 倫敦に 注文 

せんに は 金貨 ー磅 (拾 圓) を價 する の 書な り、 余 は卽刻 若し 五圓 以下なら ば 之を購 はんと 決心せ り、 

余 は 店の 小僧に 其價を 問へ り、 彼 は 答て 闩く  n 一圓な り」 と、 「大本 二 冊で ニ圓 か」 と 押して 問へば 

r 然り」 と 答 ふ、 余の 慾 心は增 長し ぬ、 余 は 壹圓五 拾 錢に直 切りぬ、 小僧 は 承諾し ぬ、 余 は 余の 目的 

の 書 を 買 ひ 取りぬ、 斯くて 余 は 余の ライブラリ ー に 二 個の 寶物を 加へ たり 

ブ ン セ ン 男の 『歷史 に 於け る 神』 Vou 13uuseii ビ Gctt  in  del-  Gexchichte、 是れ今 を距る 三十 三年 前 

の 著に して 勿論 新刊 物と 稱 すべき ものに 非す、 其 記載す る歷 史上の 事實に 至て は旣に 陳腐に 屬 する も 

の 多し、 然れ ども その 歷史 をして 神聖た る ものと ならしめ、 希 臘古哲 の 所謂 「歷史 は 正義 を 大書せ る 

ものな り」 との 言を證 明す るの 書と して は史 學の經 典と して 仰ぐべき ものな りと 信す、 其初卷 五十 九 

頁に 涉る 緒言の 如き、 一 讀再 讀三讀 して 豐圓 五十 錢は 愚か 干 萬 金 を 拂ふも 得難き の 言たり とす、 其 人 

物と 社 會の關 係 を 論す る や、 二者 相续た ざれば 大國 民の 輿らざる を陳 ベ、 偉人 を 出さ る 社會の 不幸 

を 歎じ • 偉人 を 出せし も 其 使命 を 解し 得ざる 國 民の 悲運 を說 き、 左の サブ ライムの 言 を發す 

，二 le  iuaividuai  for  tho  ufu-lou,  tlio  nation  fcr  Humauity,  Humanity  lor  GO(l ; but 

Individual ls lu  (J:(l,  juid  ("cd  in  each  ^5^^^^^^^^^^^ this  is  the  supremo  L;iw  cf  0x.ist2lce 

lu  the  tidal  wjivo  ot-  tho  (一 ：u,(-I-lvo  KJlce- 

個人 は國 家の 爲め、 國家は 人類の 爲め、 人類 は 神の 爲め なり、 然れ ども 备侗人 は 直に 神に 在て 神 

は 直に 各個 人に あり、 是れ 人類なる 集合 體の 潮流に 於け る 存在の 大法な り。 

初卷 四百 頁 は 主として 東洋史 を 論す、 猶太 史、 印度 史、 支那 史、 波 斯史、 皆た 誦すべ し、 企の 與國史 


談を 綴る に當て 余が 此 書に 負 ふ 所 ある は 勿論な り、 第二 卷五百 頁の 過半 は 希 臘史を 論す、 其 深さ 廣さ 

に 余の 如き 者の 窺 ひ 知るべからざる 所 多し、 後半 は 羅馬を 論じ、 チュ —トン 民族 を 論す、 之 を 讀んで 

古代史 は 活ける 福音と なるな り。 

余 は 大凡 1 一ヶ月 を此 書の 熟讀に 消費せ り、 今年の 春より 夏に 懸けての 余の 腦髓 はブン セ ン 男の 占領す 

る 所たり しなり、 彼の 感化 力に 依て 余 は 幾囘か 余. の 胸中に 鬱勃たり し 怒 氣を抑 ゆる を 得たり、 吾人の 

失望 を 癒す の良藥 として 哲理 的 歷史の 如く 效菜 ある もの は あら じ、 ブ ン セ ン 男の 大著 九 百 頁 は 今尙ほ 

余の 精神的 與奮劑 として 存 しぬ。 

斯くて 余 は 東 台の 櫻 をブン セン 男と 共に 観ぬ、 彼の 哲理に 伴 はれて 余 は 杖を曳 いて 龜井戶 の 藤 花 を 賞 

しぬ、 此 良師 を 得て より 古代 は 余に 取りて は 一 曆慕 はしくな りぬ、 余 は 再び 現代の— 殊に 日本の 現代 

の ー 如何に ッ マラな きものなる 乎 を 感じぬ、 與國 史談 を 綴て 本誌の 讀 者に 見えん と 欲する の 刺激に 一 

に此 哲理 的 史家より 得し ものな り。 

斯くて 春 は 過ぎて 夏 は 来たり、 余 は巿ケ 谷なる 借 宅 を 去りて 市外 角 害 村の 女子 獨立學 校に 轉 じぬ、 地 

は 高燥に して 水は淸 く、 四隣 遠く離れて 孤獨を 守る に 好く、 邸內 多くの 雜草を 生じ、 また 摑の林 あり、 

殊に 校 舍百餘 坪 を 余の 家族 六 人に て 占領せ し 事 なれば 閑雅 淸寧謂 はん 方な し、 後 寂 塞を覺 ゆるの 餘り 

余 は 佐 藤 迷 羊 氏を勸 めて 余 等と 共に 同居せ しむる に 至りぬ、 余 は 一 時 は 前 校長の 後を繼 いで 新たに 責 

任 を 負 ひし を悔 ひし も、 其 報酬と して 此處に 屈強の 讀書地 を 得て 心竊に 余の 神に 感謝した りき。 

久しく 市街に 彷徨して 復 たび 青草 生 ひ 茂る の 地に 歸り來 りし 事 なれば 余の 自然 を 愛する の 心 は 長き 陲 

眠より 覺 めしの 感 ありて 余 は 直に 湖水 詩人の 全集 を 取 出し、 低聲 一番 余の 愛篇數 齣を吟 じたり き、 繁 
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樓、 酢獎 草に 余の 同情 を 寄せ、 薺 を 手に して (v-llal-uine を吟 じ、 ヲ ル ヅォス の Ihl.iH.V に 類す る 我 

の 雛菊 を 見て r 單淡 にして 高尙 なる 生 _|^」 を 思 ひ、 雜草 中に 兒女 と共に 较草を 採り 得て 俗 中 亦た 潔 上 

:ii5i 人の 在る を 想 ひ、 藜，" 鳥^ 苺 を 見て 賤民 暴徒の 勢力 を 思へ り、 余の 天然 熟は頓 に. 蝌 しぬ、 余はヲ 

ル ヅォス 全集の みに て は滿 足し 能 はざる に 至れり、 直に 余の 邸內の 天然 物に 接せん と の 慾 望 は 又々 <^ 

の 胸中に 湧き 来りぬ、 爱に 至て 余 は 天然 書 四 五 册を購 ひ 来りぬ、 松 村 任 三 氏 編著の 植物 名彙、 同 和漢 

洋對譯 本草 辭典 は 外 國語を 以て 曉 得せし 余の 植物 的 智識 を 余の 國 人に 向て 談 する 時の 便益 を 供し ぬ、 

又 札 幌在學 以来 余の 放棄せ し 此學を 復習 せんが 爲 めに 余はフ ー 力 ー 氏の 英國 植物 篇 一 冊 を 購ひ來 り 彼 

我の 植生 を 比較して 彼の 想 を 言 ひ 現 はすに 我の 物 を 以てせん 事 を 努めたり、 木 誌に 揭 げし 「如何にし 

て 夏 を 過さん 乎」 なる 三囘の 論文 は 余の 此 時の 感に 照して 草せ しもの なり 

拾 も 好し 余の 天然 熱 上騰の 此 時に 當 て米國 なる 或 友人 は 余に 渠の國 の 天然 詩人へ ンリ ー、 D 、ト 

の 名著 「ワルデ ン 一名 林 中の 生涯」 なる 書 を 贈り 越せり、 余 は 飢渴眞 理を慕 ふ 者の 心 を 以て 此書 を迎 

へたり、 其 如何なる 書た る 乎 If 炭 期の 本誌に 長々， こ 述べ i ^きたれ は 玆に賛 せす、 然れ ども 其 =1^ を 請み 

しが 故に 余 は 一 Iln の淸 涼を覺 えたり との 事 は 此處に 重復し 置く の 要 ありと 信す。 

然れ ども 天然 は 永久に 余の 心 を 養 ふに 足ら ざり し.、 ヲル ヅォス すら 天然 は 人格 養成の 爲め なりと：： へ 

り、 世に 植物 學 者なる 植物の 外 何物 を も 研究せ ざる 人 は あれ ども、 余の 如き 感情的 人間 は 植物の み を 

以 一 一 營養的 にも 智能 的に も 到底 永く 接 息し St ベ きに 非す、 故に 余 は 久しから すして， 力の 植物 學書を 投 

棄 せり、 而 して 異鄉を 去て 故 鄉に歸 るの 心 を 以て 余 jf フル タ ー クの傳 記 書に 到れり。 

プル タ ー クは傅 記 著者の 始祖に して 彼の 著述 は傳記 書の 經典 なり、 ブル タ ー クを讀 ますして 傳記を 口 


にす る 勿れと は H マ ソン 始め 其 他の 學 者の 公言せ し 所、 ある 英國の 支那 學 者が 司 馬遷を 指して 「東洋 

の プル タ ー ク」 と稱 ひし を 見ても、 プル タ ー クと傳 記 書と は 如何に 緻密なる 關係を 有する ものなる 乎 

を 知る に 足らん、 古來 汗牛充 楝も啻 ならざる 傳記 書類 中 プル タ ー ク のみ は幾囘 も誦讀 して 怠 を來さ 

ざるの 書な り、 プ ルタ ー クを讀 ますして 傳記書 を 綴らん と 欲する 者 は 聖書 を讀 ますして 宗 敎を談 じ、 

力 ン トを讀 ますして 近世 倫理 說を 解かん とする 者と 云 ふべ し。 

プル タ ー クの 諸傳 巾べ リク リ ス傳は 特に 注意 を惹 くべ きものな りと 信す、 そ は 著者の 理想的 人物 は實 

に此 人に 存し たれば なり、 ペリ クリス は實 に希臘 文明が 產 出せし 最大 最 美の 産物な りしな り、 武と文 

と を 兼ね、 智と 略と に 富み、 哲理 を アナ クサ ゴ ラスに 受け、 音樂を ダモンに 學び、 神 を 畏れて 迷信な 

らす、 武に 長け て 粗暴なら す、 民の 權利を 重んじて 彼等の 放肆なる を 許さす、 國權を 最も 廣 遠なる 而 

も 最も 神聖なる 意味に 解し、 彼の 雅典國 を 以て 萬 世に 龜鑑 たるべき 模範的 國 家と 爲 さん 事 を 努めたり、 

..m して 彼 は 幾分 か此 偉大なる 目的に 達する を 得たり、 歷史 有りて より 以來 十九 *1 紀 末年の 今日に； 4- る 

も.^ だ "I" て ペリ クリス の雅典 共和 國の 如き 完全に 最も 近き 國家 ある を 見る 能 はざる なり、 メディチの 

フ D 1 レンス は德に 於て 缺 くる 所 あり、 ク：： ムゥ エルの 英國は 美に 於て 缺 くる 所 あり、 伊藤博文 侯の 

日本の 如きに 至て は智に 於て 德に 於て 美に 於て 全然 比 絞 以外に あり、 若し 世に 完全なる 政治， 1 の 存在 

せし 事 あらんに は、 彼 はべ リク リスより 完全なる 能 は ざり しならん、 若し プル タ ー クが傳 記者の 模範 

たらば ベ リク リス は 政治家の 模範た らん。 

模範的 傳 記者の 筆 を 以て 模範的 政治家の 性行 を畫 きし もの、 是をプ ルタ ー クの ベリ クリス 傳 なりと す、 

之 を 偉 觀と稱 せんか、 極 美と 言 はん 乎、 -は傳 記 其 物を此 處に寫 すより 外に 之 を 余の 讀 者に 傳 ふるの 

^ 筆  -  八 七 七 
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術 を 知らす。 

余 は 三 四囘べ リク リス 傳を復 請せ り、 其 一 讀は 政治 新 M 干 萬 枚を讀 むに 勝る の 政治 智識 を 吾人に 供す 

る ものな りと 信す、 余 は 未だ 曾て 政治 學 なる もの を 修めし 事な し、 然れ ども ブル タ ー クの ベリ クリス 

傳は 余に 此學の 秘訣 を傳 へて 尙ほ餘 り ある ものな りと 信す るな り、 政治 他な し、 國民 を其榮 光の 块に 

，くに あり、 而 して 之を爲 すに ベリ クリスに 習 ふの 外 他に 途 あるべ からす、 遠大なる 理想 を 懐き、 

く 國民を 信じ、 寛大に して 5:^ 斷勇壯 なる、 是れ 政治家た る 者の 備ふ べき 特性な りと す、 若し 夫 れん， n 

我國に 於て 稱 する 政治家なる 者に 至て は 彼等 を雅典 の^人べ リク リスに 比して 兩 者の 差 は 月と 避との 

異なり、 哲人と 野蠻 人との 别 なり。 

f!5 風に 臥しな が ら ブル タ ー クの ペリ クリス 傳を 誦し 終りし 頃 桑 港なる 博士 ハ リ ス 氏 は 余が 肯 てより 禳 

まんと 欲して 熱望せ し： t 人 H ド モ ン ト、 ヂモ， 'リ ン ス の 名著 A  qi 一二 i  tient  la  SUK;l.iorit6  des  Ai グ么 こ- 

s;l\:us の英譯 Ai お Ic-saxcn  supericrity  :  to  wbit  it  is  allp なる 書 を 余の 許に 贈り 越せり、 恰も 

好し、 余 は 比 時 丁度 揚加 答：： 儿に Si りて 褥 中に 病 を 養 ひつ  ありし 頃な りければ 余 を 阻害す る 者な きを 

幸と し、 四 日間 續け讀 みに 此書 を讀み 了り たりき、  が 今年 讀 みし 書の 巾に 「面白」 しと 稱 すべき も 

の は 實に此 書な りと す。 

『英 民族の 優勝と 其 原因』、 是れ 如何なる 事 を 論述せ しも のぞ、 佛！； 人に して 其敵國 たる 英國の 侵 勝 

を 語る、 其 事 其れ 自身 旣に 奇異な り、 彼 は 如何にして 彼の 自國 を^して 彼の 敵國を 褒めん と はする ぞ 

世に も 奇異なる 愛 國者は ある もの かな、 日本に て愛國 者と 稱 へ ば 文 學 博士 井上哲次郎 氏の 如く 自國を 

贊め 揚げて 外圃を 卑下す る 者 を- K ふなれ (尤も 海外 留學中 は 自國の 恥 を 外人の 前に 曝す こと ある も)、 


愛國 心の 熱烈なる 佛國 人に して 此事 あらんと は 何人も 夢想せ ざり し 所、 然るに 兹 に大膽 なる 渠の國 の 

學者 ありて 懼れ す、 臆せす、 自國の 非 を 指摘して 敵 國の是 を 賞 讚す、 余 は卷を 終へ て 之を搏 上に 措き 

嘆 じく 曰く、 「鳴 呼 偉大なる 哉佛蘭 西、 汝は 未だ 偉大なる 未来 を 有す、 汝は此 明 を 有する 祈：： 學者を 有 

す、 汝の革 進 は 期して 待つべき なり」 と。 

デモ.' リンス 氏は此 名著に 於て 佛英 兩國 の社會 を〕 取 近の 社 會學的 法則に 照して 解剖せ しなり、 彼は怫 

國 衰退 を 其 貴族的 制度に 歸 着し (名 は 共和 國 なる に關せ す)、 佛 人が 政府に 賴 るの 深き、 終に 個人的 

意志 を 消耗す るに 至りし を說 き、 所謂 國家 主義なる もの i 其 根底に 於て 死滅 的なる を 看破せ り、 之に 

反して 英國は 名 こそ 王國 なれ 實は 最も 進歩せ る 共和 國 にして ni- 衆 各個 は 自己に 賴 らんこと を 努めて 政 

府に 依て 事を爲 さん こと を 計らす、 臣は 君に 鍵ら す、 子 は 父の 懷に隱 れんと せす、 各人 其 活動の 15!: 域 

を 全世界に 求む るが 故に、 世界 は 終に 英 民族の ホ ー ムと 化する に 至りし の 順序 を 述べたり、 余 は實に 

毎 章を讀 了る 毎に 何人 か 余の 生國に 就て 書きつ、 あるに は あらざる 乎 を 疑へ り、 王國 たり、 共和！： た 

り、 其 名 は 吾人の 關 する 處 にあら す、 然れ ども 政府に 賴り、 責 族を瞻 仰し、 國家 主義て ふ 名稱の 下に 

個人的 意志 を抑壓 して 個人 活動の 動機と^ 域と を 萎縮す るの 國は 其佛國 たると 獨國 たると 菜た 亦た 日 

本國 たると を 問 はす、 終に 侗人國 なる もの 排除す る 所と なりて 衰頹 死滅の 天則に 從は ざる を 得ざる 

に 至る を 思 ふて 余 は 獨り褥 中に 襟を沾 ほし 憂國 の情禁 する 能 は ざり し。 

佛國の 批評家 ジュ ー 几、 ラメ 1- スル此 書 を 評して 曰く 「是 れ實に 悲痛の 書な り、 然れ ども 佛國 たる 

者 は 何人も 之を讀 まざる ベから す」 と。 而 して 余 は ラメ ー スルに 和して 曰 はんと 欲す 「曰 本國 民た る 

者 も亦然 り」 と、 誰か 此書 を譯 して 我 邦人に 紹介す る 者ぞ。 

e 筆  £ 九 
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英 民族 優勝 論を讀 終りて 以來余 は 未だ 之 ぞと云 ふ 面 C き 書に 接せす、 秋に 入りて より は 與！： 史談の や 

稿に 忙 はしく、 レノ ー モン、 HI リン ソン、 セ イス 等の 著書 を復讀 する の 要 を 感じ、 爲 めに 他に 樂諕 

する の 閑 を 得 ざり し は事實 なり、 太 古史の 研究た る實に 乾燥無味 砂を嚙 むに 等しき ものにして 之れ を 

面白く 綴らん 事 は 死 骨に 生命 を 吹き 入る k が 如く 難し、 大册數 部 を讀盡 して 得る ところ 僅に 數 事項に 

過ぎす、 夫れ も 多く は瞭說 たるに 止まりて 一史 家の 決定せ し 所 は 他の 史家の 否定す る 所と なり、 ^人 

後學. 者 は 孰れ を 取て 孰れ を 捨て、 可なる 乎 を 知る に 困し む • 之 をバビ 口 一一  ャ史义 は アツ シ リヤ^と- 15 

ふと 雖も英 國史义 は 佛國史 を 研究す るが 如き 信賴 する に 足る 史料の 多く 吾人に 供 せらる. 1 に 非す、 史 

家數 年の 探究の 結 は 僅に 一 年代 を 確定せ しに 止まる の 類に して 讀盡 せし 書卷の 割合に 史的 事 實の少 

量なる は 亦 巳む を 得ざる に出づ るな り。 

南阿 戰爭は 余に 讀書 上の 新 題目 を 供したり、 余 は： 再び 余の 特 愛の 書の 一 なる モット レ ー 氏 著 「和 蘭 共 

和國 勃興 史」 を 取 出し、 目下 尙ほ 其復讀 中な り、 三卷干 五；. H 餘 頁の 大冊 なれば 之 を通讀 する に少 くも 

一 ケ ci: 問 を： するな り、 义 近頃 同氏の 著に して g: 卷ニ千 頁の UnitcHl  Netherlands 米國 より 來 着した 

れば、 余は來 春の 讀物 として 此寶物 を 架上に 眺めつ- - あり。 

若し夫れ南阿戰(；！^に關する雜誌上の記事に至ては<^は 一 つも 之 を 見遁す ことなし、 「南半球 に^ける 

人類 自由の 復舆」 是れ 今日 余が 全 注意 を 傾く るの 大 題目たり とす。 

斯くて 明治 二十 二 年 は 終らん とす、 雑誌 を 三十 六號 出せし こと、 書籍 を 四 五 干頁讀 みし こと、 是れ僅 

に 余の 今年の 事業な りしな り、 余 は 勿論 明年 は<^ に 取りて は 如何なる 年なる 乎 を 知らす、 然れ ども 余 

の 眼の 開き 在らん 限り は 余は讀 書を廢 せざる ベし- 余 は 成るべき 丈け 眼力 を 節 W し、 貴重なる 視力と 


時間と を 害 多くして 益斟き 新聞 雜誌 等の 懶讀に 消費す る 事な く、 未来 永遠にまで 余 を 離れざる の 智識 

を 余に 供す る 大 著述の 熟 讀に從 事 せんと 期しつ i あるな り。 


百姓 演說 

人と 人 

眼 あり、 鼻 あり、 二 本 足で 羽がなければ 人 は 人た るに 相違ない、 彼 は 猿に 非す、 馬に 非す、 亦た 牛に 

も 非ざる 事 は 動物 學 者の 鑑定 を续 たす して 直ぐ 分る、 然も 人に も 幾 等 か 種類が ある、 孔子 も 人 なれば 

我國の 政治家 も 人で ある、 一 一 萬 卷の書 を 讀み盡 せし と 云ふグ ラッド スト ンも人 なれば 東京 日々 新聞、 

京華 日報の 外は些 しも 他の 文字に 眼 を觸れ ない と 云 ふ 人々 も ある、 それ故に 先づ 人の 種類 を 調べ て 見 

なければ 四千 萬 有ろ ふが 五 千 萬 有ろ ふが^に 驚く に は 及ばない、 支那に は 四 億 萬の 人が 有る そふ だが 

其 多分 は 豚の 類で あると は 能く 日本の 愛國 者の 唱 ふる 所で ある、 力 ー ライル はシ ェクス ピャ 一 人は英 

國に 取て は 1 一億 五 千 萬の 人口 を 有する 印度 帝國 よりも 貴い と 云 ふたが 實に爾 うだら』 と ふ。 

能く 我輩の 聞く 所 だが、 日本の 人口 は 四千 萬餘 であって、 英國の それよりも 多く、 佛國と は 殆んど 同 

數で、 僅かに 獨 逸に 劣り、 叉 伊太利に 勝る と 云 ふこと である、 是は 勿論 頭の 數を箅 へて 曰 ふたのに 相 

違ない、 成る 程 人口が 四千 萬 あれば 四千 萬 人前の 米 を 食 ひ、 大凡 そ 五十 年 置き 位に は 四千 萬 本の 石塔 

を 建てる に 相違ない、 然も それで 必 しも 日本 は英、 佛、 獨、 伊と 同等の 國 であると は 云へ ない、 見 給 
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へ 日本に 滞留す る歐羅 巴人 は 僅々 一 一千 人に 過ぎない けれども 九 個の 日々 新聞 を 支 へ て 居る ではたい か、 

叉 信 州の 輕 井澤、 野 州の 日光、 山城の 比 彀山等 彼等 C 哲人 種の 避暑 場に 於て は 毎年 百 ん餘 の歐米 人が 

集合 すれば 直に 特^ 郵便配達 は 開かれ、 通運 會社は 夏期 出張所 を 設け、 西洋 食品店、 西洋 冼？ f 屋等は 

勃々 として 起り、 宛 がら 一 市街が 開かれし の觀が あるで はない か、 卽ち 彼等の 百 人 は 我等 日本人の 二 

千 或は 三千 人の 消費 力 を 有し、 彼等 日常生活の 狀態は 平均 我 國の勒 任官 以上の 資格 ある こと を 示して 

居る ではない か。 

それ だから 人に も 色々 種類が あると 云 ふので ある、 我 も 人な り 彼 も 人たり など-威張ても 駄目 だ、 彼 

は 一 日少 くも 一 圓の 料理 を 食て 居る のに 我 は 十錢で 食て 行ける やうで は 彼 は 我の 十 人 分の 人で あると 

云 はなければ ならない。 

然も 是は單 に 肉體の 方面から 云 ふた 計りで あるが、 智識の 程度から 云 ふても 歐米 人の 西 干 萬 は 決して 

日本人の ra 干 萬の 比べ 者で はない、 見 給へ、 日本に 雜誌 らしい 雑誌が 幾 個 あるか、 殆ん どない と 云 ふ 

て も宜ぃ 程で はない か、 そふして 有る 者と て は 實に微 々たる もので、 若し 少し 六ケ 敷い 事 を 書けば 直 

きに 賣れが 止まる と 云 ふて、 藝 者の 寫眞を 人れ たり、 文學 博士の 投書 を 請 ふたりして 子供 驅 しの や ふ 

な もの 計りで 漸く 支へ て 行く ので はない か、 彼の 博 文 館の 太陽 雑誌が 英 のコン テンポラリ ー、 米の フ 

ホ I ラム、 伊の ヌォバ アン 卜 口 ヂ ャに對 比する もの だと 云 ふたら 恥 かしくて 穴 へ でも ：- お 人って 仕舞 ひ 

たい 程で ある、 日本で は雜 誌の 購買力が 足らない 計りで はない、 其 讀解カ もない ので ある、 g; 干 萬 人 

が 寄って たかって 漸く サッと 少年 世界 や 中學新 誌の 類 を 四 五萬册 消化し つ i あるので ある、 賁に憐 む 

べき 有様で はない か。 


然し 是も亦 宜しい、 人はパ ン のみ を 以て 生きる ものに 非す とのこと なれば 米の 飯 を 食 はふが 麥のパ ン 

を 食 はふが、 それ は 彼の 人格に 取って 左程 大切な ことで はない、 日本に も 大抵 毎日 精 養 軒 や 帝 國ホテ 

ルの 西洋 料理 を 食って 居る 華族 や 御用商人 等が ある けれども、 去りと て 彼等の 中に 一ん のグ ラッド ス 

ト ンのゃ ふな 政治家 や ピ.. -ボデ 1- の や ふな 慈善家が 有る とのこと は 聞いた 事 はない、 亦た 智力の 點に 

於ても そ ふだ、 ソ 太 利に は 自分の 姓名 さへ 書け ない ものが 幾千 萬と 云 ふ 程澤山 あると 云、 ふに 日本に は 

七 ケ國の 外 國語を 誤謬な しに (？) 解し 得る と 云 ふ文學 博士 井上哲次郎 氏の や ふな 人 も ある、 一 日の 

中に 百 一 發の 博士 を 製造し 得る 日本 國は 決して 無學 文盲の 國と云 ふこと は 出来まい。 

故に 若し 我輩が 日本に 人がない と 云 ふなら ば 西洋 料理 を 食 ふ 人がない と 云 ふので はたい、 叉 博士 學士 

の 類が 居らない と 云 ふので はない、 言 ふまで もな く 人の 人た る は 彼が 西洋 料理 を 食 ふて 居る からで は 

ない、 叉金緣 眼鏡に フロック コ， I トを 着けて 居る からで はない、 若し 爾ふ ならば 猿で も 牛で も 馬で も 

隊 でも 國會 議員と たるの 資格 を備 へて 居る と 云 はなければ ならない、 若し 叉 帝 阈大學 を 卒業して、 そ 

れ から 大學院 に 人り、 文部 高等官の 間 を 奔走し、 外國に 留學を 命ぜられて 然る 後に 博士の 稱號を 奪 ひ 

取れば それで 人と なる 事が 出来るならば、 封 m 間で も、 泥棒で も、 骨 も 良心 も 何ん にもない 腰拔け 野郎 

でも、 少しく 常識 を備 へたる 者 は 立派の 博士と なる 事が 出来て、 終に は 分科 大學長 位まで 攀ぢ 上る こ 

とが 出来る、 之れ を 見ても 人の 貴き 所以 は 彼の 食す る 食物に 依る のでな く、 また 彼の 名 を 冠す る 位階 

稱號に 因る のでない 事が 分る。 

人の 人た る は 勿論 仁慈 相愛の 性 を備へ て 居る からで ある、 之を備 へたる 者 をん と 云 ふて 之 を備へ て 居 

らたい 者は獸 類と 類 を 同 ふす る 者で ある、 目が あり、 鼻が あり、 足が 二 本で、 それに 被らす るに 大禮 
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服 を 以てすれば それで 人間が 出来た と 思へば 大問違 ひだ、 其 上に、 或は 夫れ なくと も、 心に 神の 大慈 

を 感じ、 人生の n 呉 意 を 解し、 神の 前に 謙遜なる 者と 成って 人に 對 して 恩 惠 深き 者と 成って 始めて 人 問 

となる ので ある、 それまで は、 金が 有ら ふが、 位が あら ふが、 學 問が あら ふが 人の 人た る 資格 を備へ 

た 者で はない。 

日本に は此 資格 を 儲へ た 者 は 幾人 居る か、 之が 最も 大切なる 問題で ある、 日本に 四 干 萬の 人口が ある 

に は 相違ない、 卽ち ra 干 萬の 口が あって、 每 日米の 飯 を 嚼み碎 いて 居る に は 相違ない、 然し 若し 玆に 

人 ありて 貧；！^ 學校 でも 建て や ふとす る 時に、 衆人に 率先して 其 事業 を 助けん とする 人 は 幾人 あるか、 

藝 者に 十圈の 纏頭 を與 ふるに 少しも 躊躇し ない 紳士 は 幾人で も あろ ふけれ ども 私立 學 校に 喜んで 五圓 

の 金 を 寄付す る 者 は 幾人 もない、 愛國 者の 評判 を 取らん 爲 めに 日 淸戰爭 の 時に 二三 萬 圓の金 を 政」 肘に 

獻納 した 者 は 少し はあった が、 戰爭を 利用して 幾 十 百 萬の 金 を 儲けた 御用商人 でさへ 資金 を 投じて 一 

中 學校を 建った 人 はない、 卽ち 日本人の 問に は 人類 を 愛する 動機から して 國の爲 め、 社 會の爲 め、 M 

胞の爲 めに 盖 さんと する 人 は殆ん どない、 故に 日本の 金持ちより 金 を 釣り出さ ふと 思へば 其 利 慾 心に 

訴 ふるに 非 ざれば 其 名 譽心を 動かす より 外に 方法 はない、 純粹 なる 愛人 的 慈善事業 など は我聚 まだ U 

本人の 中に 見た 事 はない。 

然るに 此事を 知らないで 日本に も 四千 萬の 人口が あるから 其 中に 人類 的 大事 業が 起るべき 害 だと W わ ふ 

て、 J りに 奔走，^ て 居る 人が あるの は 笑止 千 萬 だ、 .fs 丁度 猿 か 群 ん で；^ か 1^ き^-やか.^ きいい 

同然で S\J 底 行 はるべき 事で はない、 人らしい 人が 居な いんだ もの を、 其 中から 人の 事業ら しき is^f 業の 

起って 來な いのは 勿論 だ、 世に は 人 を 見る 力の ない 者が 澤山 ある もの だが、 此 日本 國に 於て は 有志. 3^ 


才子な ど i 持 囀 さる X 人に 大抵 この 技倆が 缺 けて 居る と 思 ふ。 

それ だに 依て 日本の 今日に 在て は 學校ゃ 病院 を 作る ことより は 先 づ人を 作る ことが 第一 の 必要 だ、 人 

のない 間 はいくら 金が あらう が學 問が あら ふが 人らしい 事業 は 何ん にも 出来ない、 四千 萬 口で はいけ 

ない、 四千 萬 人に 成らなければ ならない、 見 給へ 和 蘭 は 僅かに 四百 萬 人の 小國 たれ ども 日本 國に 五六 

倍 も ある 植民地 を 有し、 其 他 有名なる レイデン 大學を 始めと して 百 五十 餘の大 中學を 有つ のみなら す、 

下民 保育の 方法に 至て は萬國 之に 及ぶ もの はない とのこと である、 また 瑞西は 山中の 小國 であって 其 

人口 は 僅かに 三百 萬 程で ある けれども、 人ら しき 人の 多い 爲め にや、 其 自由 制度 は 世界中 最も 完全な 

る ものであるとの 事で ある、 人 一人 は 猿 百萬疋 よりも 貴い や ふに， 眞理を 愛し、 神と 人と を 敬 ふ 人 は 

上等 料理 を 食 ふて 其餘 には賤 女に 戲る X にあら ざれば 野外に 鳥 獸を獵 して 天然の 美 を 毀損す るの 外、 

何の 藝 なき 我國の 華族の 如き 者の 千 百 萬 人よりも 貴い と 云 はたければ ならない、 勿論 動物 學 上より 云 

へば 英國の グラッドストン も 人であって、 我 邦の 小山 久之助 氏 も 同じく 人で ある、 又 統計 學 上より 云 

へば 一 一 者 共に 政治家で あるに は 相違 あるまい、 然も 全能 全智の 神の 眼より 視給ふ 時には 我阈の 小山 久 

之 助と 英國の グラッドストンと は 同一 の 人で 同一 の 政治家と は 認められ まいと 思 ふ、 頭數 さへ 備 はれ 

ば それで 議會が 組成され る もの だと 思 ふは大 間違 ひだ、 議會 にも 色々 の 種類が ある、 南米 ブラジルの 

乙厶乙 <|ニ<】<3<1 厶 AAA 厶厶 厶厶厶  厶<3厶<3厶乙<1ニ<31厶厶厶<<1<"厶ム<3.1  厶厶厶 

林 中には 猿が 相 集って 會議 する そふ だ、 そうして 若し 猿の 議會 なる ものが あるならば、 猿の やうに 毛 

厶厶 AAA  厶<"厶厶厶厶<3<1<3厶厶厶<1<<1厶<"厶<1<厶<<1<<1<1厶厶 

は 生へ て 居らぬ が、 猿の 如き 心 を 有つ 二 本 足の 動物の 議會も あると 云 ふ 事が 出来る。 

それ だに 依て 人 を 作らなければ 何ん にも 出来ない、 學校も 出来ない、 政府 も 出来ない、 人たら ざる 人 

の 作った 文字 は 大抵 女 郞文學 だ、 人 を 作る こと を 努めないで、 敎會を 作ら ふと か、 社會を 作ら ふと か、 
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あせ  びっくり 

國 〔ネを 作ら ふと か 云 つ て愁 つて 居る 人が 多い に は實に 愕然 仰天 だ。 


百 姓 演 說 

金と 幸 福 

何が 幸で 何が 不幸で ある 乎 は 誰に でも 直ぐ 解る 問題の やうに 見へ る、 世間の 人 は 人が Kz 人まで 幸と 

は 金 持になる 事で、 不幸と は 貧に 苦しむ 事で あると 信じて 居る、 然し 少し 深く 考 へて 見る と 以上の 定 

說は 全く 當 てになる もの で はない 事が 分 る、 今少しく 其 理由 を 述 ベ や う。 

金が 澤山 あれば とて 夫れ で必 しも 幸 一 1 であると 思 ふの は大 間違で ある、 成る 程 金が あれば 旨い もの も 

喰へ る、 美い もの も 着られる、 金 さへ あれば 家 無し 猴 となって、 廣ぃ都 を 隅から隅まで 家主に 追 ひ 立 

てられる 心配 はない、 金が あれば 旅行 も屮 I 来る、 夏 は 避暑、 冬 は 避寒、 金が 澤 山あって 茶代 を 澤山振 

り 撒けば こそ 今日の n 本に 於て は快樂 なる 旅行が 出来る のであって、 金な くして 如何に 東洋の II？； 子國 

なれば とて 誰れ 一 人我 等 を 顧みて 吳れる 者 はない、 夫れ だから 明治 昭代の <lr 日 は 誰も 彼 も 金 を 欲しが 

る、 位階 勳章も 金で 買へ ない 事 はない、 金 權を捤 る 事 は實際 政權を 握る 事であって、 金 さへ あれば 堂 

堂た る 大政 府をも 自由にす る 1* が 出来る そふ だ、 今の 學士ゃ 博士 を 始めと して 敎育. ：}r 宗教家、 新聞 

記者に 至る までが 何よりも 金 を 欲しがる の は 決して 無理の 事で はない。 

然し 夫れ ならば 金 さへ あれば 何んでも 買へ るかと 云 ふに、 夫れ はそう ではたい、 政" 5 も 政黨も 議院 も 


::\uf  士も買 ふ 事の 出来る 金で 買へ ない もの はない 害の やうに 見へ るが、 實際は 決してそう ではない、 

先づ 第一 に 健康 は 金で は 買へ ない、 金 さへ あれば 醫 者が 自由にな るから 健康 も 金で 買へ ると 思 ふの は 

大 間違 だ、 醫者は 健康 を與 へて 吳れる 者で はない、 醫 者の 爲る ことの 出来る 事 は 天然 力の 援助 を 借り 

て 損ねた 健康 を 少しく 本に 囘へ すまで f ある、 若し 金で 健康 を 買 ふ 事が 出来るならば、 何故に 金 持に 

病身が 多い か、 常に 醫 者の 弗 箱と なって 醫學 社會を 肥やす もの は 貴族 や 縉紳の 類で はない 乎、 若し 貧 

乏 人の やうに 上流 社會の 人き が 皆ん な 健全であった たらば 醫者樣 達 は， ？<抵 餓え 死んで 仕き^ で^ら ふ。 

金で は 健康 を 買 ふ 事 は 出来ない のみなら す、 金 は 全體に 健康 を 害ね る ものである、 ナボレ オン 大帝が 

云 ふた 事が ある 「食 ひ 過ぎて 死ぬ る 人 は 食 ひ 足らす して 死ぬ る 人よりも 遙に 多い」 と、 空腹 は 人體に 

害 は ある けれども 滿腹 ほど は 害 はない そうだ、 胃の 腑をー つの 化學 機械の やうに 思 ふて、 ビ ー ル、 ブ 

ラン、 デ—、 ホ ヰスキ ！•、 正宗と 何んでも 注ぎ込み、 牛肉、 鶴 肉、 羊肉、 豚肉と 何んでも 詰め込んで、 

夫れ で 消化 作用 を强 ゆる 事 だから 金 持の 胃の 腑は堪 まらない、 彼等の 消化器が 忽ち 狂 ひ 出して 終に 又 

金 を 以て 健康 を囘復 せねば ならぬ やうになる、 金 を 以て 健康 を 害ね て 金 を 以て 之 を囘復 する、 貴族の 

身 體は毀 はしたり、 作ったり する 土人 形の やうな 物であって、 金 あるが 故に 彼等 は此 起死 囘 生の 苦痛 

を 受けねば ならない。 

0  0-00  0  000000000000000000 

智識 も亦必 しも 金で 買へ る ものと 思 ふと 大 間違 ひだ、 成る 程 金がなければ 小學 校へ も 這 入れない、 中 

學と大 學とは 今日の 所では 金の 濫用 所であって、 高い 月謝 を拂 ふて ボ ー ト 漕ぎ や、 兵 式 體操を 稽古す 

ると 云 ふの が 今の 敎育 である、 ^に 文部省の 高等官に 賄賂 を 贈る と 云 ふので は あるまい が、 赏 際の 所 

金が 無くて は 博士の 號は 勿論、 年 傣 僅々 八百圓 しか 價 しない 學士 の號 さへ 得られない、 貧と 無 學とは 
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附 きもの i やうに 見へ て、 學とは 金の 智 化した もの やうに 思 はれる のが 今： n の 社 會の狀 態で ある。 

然し 之に 引き 換 へて 貴族 金 持の 子弟に 白痴の 多 いのは 我々 の 注意すべき 事實 である、 學 位さへ 得らる 

るなら ば、 千 萬 金 をも惜 ます 投じ やうと 云 ふ 貴族 達の 子弟が 自轉 車に 乘る 事と 小鳥 を擊っ 事の 外は學 

業 更に 進歩 しないの は是れ 何故で ある 乎、 我々 の 犬に 攻究すべき 問題で ある、 華族 學 校から 大學 者の 

出た 例 は 未だ 曾て 我國に はない、 華族と 云へば 大抵 は 「馬鹿」 なる 形容詞 を附 する が 通常であって、 

平凡の 智識 を 具へ た る 者が 華族 社會 で は 貴族院 議員と し て選舉 せらる k との 事で ある。 

縦し 叉 金力 を 以て 大學を 卒業す る 事が 出來、 後 は 此の 國の 習慣に 從 つて 獨 逸に 四 五 年間 留學 して ドク 

トルの 鍍金 を 掛けた にもせ よ、 夫れ で必 しも 學 者と なれる 者で はない、 學 者と は活 たる 百科 字典で 

はたい、 支那 日本 流の 學 者の やうに 何んでも 物事 を 博く 知る のが 學 者の 本分で はない、 學者は 物の 理 

を辨 へなければ ならない、 卽ち 一物と 他物との 關係を 明かに 爲 さなければ ならない、 只 凡ての 智識 を 

ゴ ッ タ 雑ぜに 頭暖に 押し込ん だって 夫れ で學 *； と 成った ので はない、 世に は 雨う 云 ふ學者 はないで は 

ない、 僕 等の 見る 所では 帝 國大學 邊の學 者の 多數は 雨う 云 ふ 種類の 學者 である、 卽ち活 きたる H ンサ 

イク £1 ぺ ディ ャ である、 引證の IH^ 域の 廣ぃ 者が 學者 として 仰がれる のであって、 何故に 石 は 石で 人 は 

人で ある 乎た ど 云 ふ 事 を 攻究す る 者 は 狂人の 中に 箅 へられる、 夫れ であるから 常識の 有る 人から 見る 

と是 等の 學者は 飛んでも ない 事 を 云 ふて 居る、 基督 敎は 其經 典が 少 いから 學 ぶに 甚だ 簡單 なる 宗教で 

あるな ど 上 K ふ說が 彼等の 中に 行 はれる、 故に 實は 今日 世に 稱 する 學 者なる もの 程 迂遠なる 者 はない 

事 を 知って 事 を 知らないと は 今の 多くの 學 者の 謂 ひであって、 彼等 は 矢張り 明き盲 人の 一種で ある。 

眞 正の 學は 天よりの 賜物で ある、 -ー ュ ー トン は 學識に 依て 引力の 大 理を發 見した ので はない、 之はィ 


ン スビレ ー ショ ン として 天より 彼に 臨んだ 眞理 である、 勿論 學識 がなければ 彼 は 其 大眞理 なる 事を認 

め 得なかった に 相違ない、 然し 學識 計りで 全 宇宙 を 一統す る 此大眞 理を發 見した ので はない、 高等科 

學は詩 術の 一 種で ある こと は 少しく 科學發 見史を 調べて 見る と 分る、 アル キミ デ イスの 比重 量發 見よ 

り エヂ ソン、 マルコ 一一 ー の 近- の發 見に 至る まで 科 學的大 發見は i$3 たィ ン スピ レ ー ショ ン 作用に 依て 

成った ものである、 金 を 以て 買 はれた る 詩に 詩ら しき 詩の ないやう に、 金 を 以て 募集され たる 發 見に 

文明 £ ！大進 か.^」 ^ したる 發 nss たい、 金儲け を 目的と して 明治 政府の 要求す る 倫理 敎科書 を 書く 事 は 

出來 るし、 源氏物語の 註 釋を緣 る 事 は 出来る けれども、 金 を 目的と して ダンテの 「神曲」 も ミルトン 

の 「失 樂園」 も 書かれなかった、 世に は學問 以上の 學 問が ある、 雨う して 此學問 以上の 學問は 到底 金 

で 買へ る もので はない。 

名譽 も亦必 しも 金で 買へ る もので はない、 見 給へ、 總選舉 の 時の 政治家 共の 狼狽 を、 彼等 は： E を EE 的 

にして 此 馬鹿らしき 競 爭の爲 めに 祖先より 讓り 受けし 貴重なる 財 產を蕩 費す るので あるか、 彼等 は 何 

にも 必 しも 代議士と なって 節を賣 つて 一儲け 仕 やうと 云 ふので はない、 儲け づく では 容易に 彼等の 如 

く 狂人 じみた る 事の 出来る もので はない、 彼等 は實に 金よりも 欲し， い 者が ある、 夫れ は卽 ち名譽 であ 

る、 代議士と なって 國 政に 參與 する 事が 出来き 大臣 を も 呼び 棄 てに する 事の 出来る 名譽 である、 彼等 

は 學問を 有た ざれば 博士と なりて 天下に 鳴る の 野心 を 抱く 事が 出來 ないから、 セメて は 代議士の 肩書 

を 得て 政界に 狗走 せんと 頻りに 憋 るので ある、 世に 名譽 ほど 高價 なる もの は 無い、 代議士の 肩書 を 得 

ん ために は 愚 夫 は 萬 金 を も 惜しい と は 思 はない、 金で 名 譽が買 へ るなら ば 彼等 は 身代 を 傾けても 之 を 

得ん と 努める ので ある。 
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然し 名譽は 金で は 決して 得られない、 金で 得られた もの は 代議士 か縣會 議員の 名稱 であって 名譽 では 一 

ない、 名稱と 名譽と は詞は 能く 似て 居っても 實は大 に 違 ふて 居る、 名譽は 人物の 眞價に 伴 ふて る も 一 

のであって、 是は迎 も 金で 買へ る もので はない、 若し 名譽が 金で 買へ る 者 なれば 株屋 も 釋迦ゃ 孔子と i 

成る 事が 出来る、 名譽 とは眞 理の傳 達者 叉は實 行者と 成る 事の 出来る 品位であって、 是は 造物主の 外、 一 

何人も、 物 も 人に 與 へる 事の 出来る もので はない、 正三位の 位と 陸軍 大將の 職と が 西鄕降 盛の 名 譽- 

ではたかった、 彼の 名譽は 維新の 大 理想 を 日本人に 供した るに あった、 引力の 法則 を發 見せし の 名譽、 一 

阿弗利加の 土 蠻に幅 音を傳 へしの 名譽、 平民主義 を 維持して 之を實 行せ し 等の 名譽は ある けれども、 

代議士と 成りし の名譽 とか、 正 二位 大勳位 を 賜 はりし とか 云 ふ 名譽の あり やう 害 はたい、 名 譽とは 精 

祌 的の ものであるから、 之 は 物質 を 代表す る 金で 買へ る もので はない。  I 

勿論 安心 は 金で 買へ る もので はない、 買へ ない 所ではない、 金 は 安心 を 取り去る ものである、 金 は 決 一 

して 惡 いもので はない、 然し 安心 を與 へる もので 無い 事 丈け は 確かで ある、 人 は 金 を 得て 同時に 資任 

を 託される 者で あるから、 若し 安心が 彼の 欲する ものなら ば 彼 は 金 を 得ない が 宜しい、 怫蘭 西の 或る 

政治家が 「何 處で 安眠 を賣 つて 居る 處 はない か」 と 云 ふた 事が ある、 金 持に は 土藏も ある、 別 莊もぁ 

る、 衣 物 も ある、 馬車 も ある、 然し 安心 丈け は 決して 無い、 金で 安心が 買へ やうと 思 ふは餘 りに 馬鹿 一 

氣 切った 思考であって、 此 事に 就て は玆で 永々 しく 述べる の 必要 はない。 

夫れ だから 金 持になる 事は必 しも 幸の 事で はない、 多くの 家 は 金の 有りし が 故に 倒れた、 多くの 人 は 一 

金 を 持ちし が 故に 身 を 崩した、 金 故に 紛爭の 結へ ない 家 はいくら も ある、 金 あるが 故に 病 を醣 し、 金 

あるが 故に 學問を 怠たり、 金 あるが 故に 心に 喜び も 平安 もない 人 は 世間に 澤山 ある、 金が 幸， 幅の 基で 一 


あるた ど \ は 虛の結 頂で ある、 勿論 幸福 は 金に 伴 ふて 居る、 然し 貧に も 伴 ふて 居る、 貧富の 間に， S は 

あるが、 然し 之 は 決して 幸と 不幸との 別で はたい。 
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筆 を 執る 問 は- 冉び演 說は爲 すま じと 幾囘 となく 決心 は爲 したりし も、 懇切なる 依 賴に遭 へ ば 否む に 由 

なく、 叉 も仙臺 なる 忠愛 之 友俱樂 部の 招待に 接し、 終に 辯 說の惡 魔に 誘 はれ、 其 演說會 に 臨まん が爲 

めに 去る 十日 東京 を發し 東北の 都へ と 旅立ちぬ。 

「一 個の 石に て 二 羽の 雀 を 殺せ」 との 諺 を服麼 し、 主義 發 表と 同時に 地理 學の 智識 を增 さんと 思 ひ、 

態々 途を 新開の 常盤鐵 道に 取れり、 午前 六 時半と 云 ふに 上野 を發 し、 富士山の 雪に 朝暾の 反射す る を 

弓手にば 1- み、 汽車 は筑波 を目當 てに 北方 指して 進行し ぬ、 隅 田と 利根と 霞ケ 浦、 稍々 河ら しき 河 を 渡 

り、 海ら しき 水に 添 ひ、 日本 第一 の 平原なる 武藏野 は 蝸牛の 這 ふ 如き 列車 を 以てする も 三時 問餘 にて 

橫斷 する を 得、 友 部に 至れば 水戶 平原に 入り、 加波筑 波の 方 尖塔 形の 外 は 他に 賞すべき もの もな く、 

光园 卿の 水 戸の 停車場に は 着せり、 千 波 沼に 傍へ る水戶 公園 は 梅花 旣に 芳香 を 放てる 様子、 然し 此行 

の 目的が 思想 開 陳に 有て、 名勝 地探檢 にあら ざり しが 故に、 余 は 文人 粹 客の 怠惰 的 希^ を 起さす、 是 

が水戶 かとば かり 思 ふて 煤烟 と共に 之を觀 過したり。 ， 

久慈川 を 渡り、 眞弓 山の 南端 を繞 りて 濱邊に 出れば、 懍 ^ き 太平洋、 しかも 此 正反對 岸が 桑 港の 在る 
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虚と 知れば、 在米の 十 年 前の 昔 は 忍ばれて、 今 は 藩閥 政" 肘と 自由 黨 との 配下に ありて、 ひ 度き 桌も 

言 ひ 得ね ど、 彼の地に 在て 四 年の 間 思 ふ 存分に 自由の 空 祭 を 呼吸せ し 事な ど 思 ひ 出し、 叉 も 持病の』 坩 

癀が 起らん とせし も 汽車の 中と て 筆 も 執れす、 只 太平洋 面に 向って 久し振り にて 獨り 『美 はしき 自由 

の i』 の 一節 を唱 へ、 以て 遙に 彼岸 五 千 萬の 自由の 民に 余の 友情 を 表しぬ。 

汽車 は 洋に傍 ふて 眞直 北に 向て 進み、 高 萩 を經て 平に 至れば、 是れぞ 海道 第一 の 街、 然し 是が 第一 

と ありて は 磐 城國萬 歳と も唱へ 難く、 製造 場 あるな く、 大船の 繁 がるな く、 對 岸の 桑 港、 ボ ー ト ラシ 

ドに 比して 亦 も 悲憤慷慨の 種と ならざる はなし、 後 は 原 町、 中 村、 亙理、 只 丘陵の 起伏して 其 問に 小 

平原の 散布す るの み、 是 では 富 國强兵 も 如何 かと 餘 計な 心配 を 漏し にき、 黄昏に 逢 "隈を 渡り、 岩 沼に 

東北 線に 合し、 午後の 七 時半と 云 ふに 長 町 停車場に 至れば、 高等 學 校の 制服 着けた る 學生三 四 氏 余の 

車に 人り 来りて 余を迎 へられたり、 平常 單獨を 愛する 鷺の 如き 余に も 此歡迎 者 ありと 思へば 何となく 

嬉しく、 開陳すべき 思想 は旣に 余の 胸中に 溢れ 来て、 余 は 旣に演 說場裡 に 入りし 感 ありき、 仙臺 停車 

場に 於て は 更に 多くの 友人の 歡迎を 受け、 余 も 馬鹿 貴族の 一 人に て は あらぬ かと 心 竊に疑 ひつ」 諸氏 

に繞圍 せられつ k 仙臺 ホテルに 投じたり き。 

偖演說 はと 聞けば、 明日 紀元節の 午前.^ 時 第二 高等 學 校の 講堂に 於て 〇〇〇〇〇 の 後な りとの 事、 是 

はシ タリ、 高等 學 校の 講堂に 於て 然 かも 紀元節の 朝、 捣て 加へ て 〇〇〇〇〇 の 後と よ、 時勢 も變れ ば 

變る もの かな、 囘顧 すれば 今 を 去る 八 年 前、 一月 九日 東京 本鄕 なる 第一 高等 學 校の 講堂に 於て …… 不 

敬漢、 國賊、  然るに 明治 卅ニ 年の 紀元節に 余 を 招て 亦 も 高等 學 校の 講堂に 於て 余の 演說 を^ か 

んとは  


然れ ども 是れ 忠實 なる 日本 國の 市民と して 余の 乘 すべき 機會に 非す、 余 は旣に 一 講堂の 神聖 を 汚せし 

者 (汚せし と稱 せられし 者)、 いかで か 再び 同 一 の 危險を 冒す ベ けんや、 殊に 今日の 余 は 八 年 前の 余 

に 非す、 余の 幼少 時代より 持 来りし 觀念は 幸に も 八 年 前に 全然 破碎 せられ たれば、 余 は 今 は 純然たる 

日本 國の 一 平民と 化し、 富士山に 腰 を 掛けて 太平洋に 足 を 洗 ふの 思念 を 以て 此 世に 存在す る 者、 余 は 

余の 主張 を 開陳 せんとす るに 當て 神聖た る 講堂 を 好ます とて、 平民の 集會 場た る 他の 會場を 要求した 

りき、 委員 諸氏 は 反 鼓し ぬ、 曰く 準備 旣に整 ひ、 校長 旣に歡 諾を與 へたり と、 然れ ども 余 は 頑として 

動 かざりき、 曰く 余 は 再び 神聖なる 高等 學 校の 講堂 を 汚さ、 るべ しと、 委員 諸氏 は 閉口せ り、 然れど 

も 余の 決心 は 動 かざりき。 

暫時に して 委員 は 報じ 来りぬ、 諸氏 は 余の 懇切-なる 乞 ひ を納れ て、 余の 爲 めに 高等 學 校の 講堂 を斷は 

り、 別に 五城 館樓 上の 廣間を 借 入れたり と、 時に 余の 滿足 は喩 へんに 物な く、 此！^ 快なる 報知 を 得て 

より、 歡呼 ー齊に 余の 窒に 起り、 時 針 十の 字 を 指す 頃まで 戲言 諧謔 ホテルの 屋根 を 突き 拔く 斗り。 

明 くれば 明治の 三十 二 年 二月 十 有 一 日、 憲法 發布 式の 十 年紀と 申す に、 國旗 は翩々 として 朝暾に 輝き、 

仙臺 市街 は 宛然 都の 錦 を 副 へ ぬ、 頓て八 時 を 半時 過れば、 委員の 一 一三 氏 は 余を迎 へ ん爲に 余を訪 へ り、 

爱に 出陣の 用意 をな し 諸氏に 伴 はれて 會 場に 至れば、 樓上旣 に 聽者を 以て 滿 つと 吿 げらる、 日と 時と 

は 紀元節の 朝、 場所 は仙臺 市の 五城 館、 題 は 『東北 人士の； 大 職』、 聽者は 東北擇 り拔 きの 青年、 周圍 

旣にィ ン スピレ ー ショ ン的 なり、 余に 開陳す べきの 事な から ざらん や。 

諸 余 は 東北に 来て 東北 人士の 美 所 を述て 諸君に 媚びん こと を 恥づ、 此所は 諸君 を褒 むべき の 

所に あらす、 諸君の 缺點を 指すべき の處 なり、 余 は 日本人 を譽 める に 之 を 外國に 於て し 日本に M 
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てより は 重 もに 其 缺點を 摘 指す る を 以て 職と せり、 東北 人士 を譽め 立てん と 欲せば 是を肥 後の 熊 

本に 於て 爲すも 可な り、 仙臺に 於て 爲す ベから す 云々 

斯 くも 無愛想に 始めし 演說、 然し 惡詈雜 言 は 智識 を 供す る ものに あら ざれば、 < ^はギ ョ ー 氏の 地 人 論 

を 引き、 欧羅巴 大陸が 人類 發 達に 最も 好く 適合す る ものなる を陳べ ハ ー バ ー ト大學 敎授シ M 1 ラ 1 氏 

の 言 を 引き、 歐洲の 動植物の 米溱兩 大陸の ものに 優る 二三 世紀 早き を 述べ、 兗に 我：：： 本國に 論及して 

其 天然 物より 評する も、 優に 東洋 第一 等の 國 なる 所以 を 語り、 以て 少しく 忠 l^f; 愛國 者を氣 取りたり。 

發達は 二種の 動作 を 要す、 結合な り、 分離な り、 歐洲に 於て は 前者 は アルプス 山 以南の 地に 強く、 

後者 は 其 以北に 力 あり、 結合 は 主として 情 性の 作用たり、 然れ ども 分離 は 常に 強硬なる 意志の 發 

動より 来る、 結合な からん か、 國家 勿論 壌亂 すべし、 侗 人的 意志 弱 からん 乎、 圃ッぉ を 支 ゆる 往石 

なき を 如何せん、 强き情 性と 强き 意志と は 大人物 大國 〈豕を 作る に 必要な り 

其 例と して は 西班牙 を 引き、 伊太利 を 引き、 バ ー ク、 グラッドストン を 引けり、 又 鍋^の 發生學 まで 

を 引きて 余の 論 城 を 築かん とせり、 

情 性 は 南方に 發 達し、 意志 は 北方に 於て す、 太古 歷史， に 溯れば 埃 及 は 情慾の 阈 にして、 其^ 北に 

當 りし アツ シリャ は 意志の 國 なりし 

是を埃 及 印度の 植生に 稽へ、 其當 さに 然るべきの 所以 を 述べたり、 而 して.^ の 知り 得る 限りの 事 i 莨 を 

集合し 來て、 我國の 完全なる 發 達は强 固なる 意志の 注入 を 要する を說 き、 而し て歷史 よりす る も 地理 

よりす る も、 東北 人士 は 意志 注入の 大任に 當ら ざるべからざる を 論じ、 薩長 人の 阔{_ ^主義なる 者 は 韮 

大蒜 等 南方 葱 性の 植物 を 多食せ し 人種の 情 的 政略なる を 述べ、 個人なる 者の 尊く して 贵き 所以 を 述べ、 


終に 臨んで 東北 人士 中 西南 人の 尻に 附從 し、 其奴 僕と なりて 東北 日本 雨つな がら を 辱 かしむ る 者なる 

を 憤り、 手と 足と に 力を入れ、 聲を 張り 擧げ挙 を 握りながら 擅 を 下れり。 

先づ是 にて 午前の 職務 を 終へ、 午後に は 忠愛 之 友俱樂 部に て は 特^に 基督 信徒の な C ありたり、 N% す 

る 者 五十 餘名、 中に 宜敎師 w 名 程 を 見受けたり、 余の 午後の 演題 は 「共& 督敎 徒の 俗化」 にて ありき、 

度量 海の 如き 柳 下惠的 信徒の 增殖を 怒り、 吾人 は 度量 井戶の 如く 深 からん こと を 要すと 遠慮 會稃 もな 

く、 獨立雜 誌 的の 議論 を 試みたり、 後一 人の 牧師 先生 立て 余の 論を駭 されし も、 < ^は 生来 喧嘩 を 好む 

者に あら ざれば、 謹んで 口 を噤て 語ら ざり き。 

斯くて 尙ー 日 仙臺に 留まり、 翌十 三日 再び 蝸牛 的 汽車に 索 かれ、 夜 八 時 家に 歸れば 「獨 立」 第 贰拾戴 

號の 校正 は 余 を 待ち 居りて 余 は 直に 再び 元の 雜誌屋 と は 成りぬ。 

近縣 歩行 

本誌 の 如き 區々 たる 小雜誌 の 編輯 に 從 事す る 間 は 近 縣 旅行 な ど と は 思 も 寄らす、 ^し 時 は 彼岸な り 、 

校正 日に は 未だ 一 一日の 問 あり、 偶に は 郊外の 空氣を 呼吸す る も 思想 養成の 爲 めの 利益な らんと 思 ひ、 

彼岸の 中日と 申す に 社員 一 名と 共に 近縣步 行と 出かけぬ。 

新橋に 至れば 川 崎 大師の 緣日 とやら にて 停車場 は 雜沓を 極めぬ、 我等の 乘り 込みし 列車 は 長き 事 伊吹 

山 を取卷 きしと 云 ふ ifliA の 如し。 其內に 積み込まれし 人類 は 三千 人に 達した らんと 思 If れ たり。 依て 

余 は 同伴者に 告げて 曰く 「試に 忍 ひ 賜へ、 此 長き 列車に 澤庵漬 の 如くに 詰め込まれ しんが 一 人づ. X 我 
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雜 誌を讀 むと 思へば 我等 未だ 全く 失望すべき にあら す」 と、 之 を 語て 我等の 意氣 頗る 昂然たり き。 

川 崎に 於て 乘 客の 過半 數と 別れ、 後 は 三等 汽車 も 別 仕 立の 特等 列車の 如くに 感ぜられ、 摸の 危險な 

しに 半睡 を 貪れば、 汽車 は 我等の 目的地なる 藤 澤驛に 達しぬ。 此 所に 車 を 下りて 先づ 遊行 寺に 參し、 

彼岸 會の 莊嚴 なる 讀經 を脫 t しながら 拜聽 し、 後 背後の 長生 院に小 栗 判官 照 天姬の 古墳 を訪 ひ、 其 池 

野庄 司が 天狗と 闘て 椀ぎ 取りし と傳ふ 天狗の 爪なる もの は 鲛の齒 なりとの 鑑定 を 下し、 後町 家に 出で 

余の 舊友鈴 木眞齋 氏を訪 へり。 氏 は 今 職 を 神奈川 縣徵毒 病院に 執らる i 者、， 熟 心なる 基督 信者に して 

剛直なる 地方 醫師 なり。 氏 は學士 又は 博士の 號を 有せす、 然れ ども 氏 は 正直 有の 儘 を 表， H する を怕れ 

ざる 者な り。 彼れ 曾て 東京湾の 東岸 鹿 野 山麓に 居 を 構へ、 氏の 忠實 なる 細君と 共に 僻陬に 眞理の 光 を 

放てり、 余 は 始めて 此好 知己 を 彼 地に 得たり。 今 再び 彼等と 此 所に 會 して 八 年の 星霜の 我等の 赤心 を 

變ぜ ざる を 知れり。 我等 は徵毒 病の 國家 生命に 及ぼす 害毒 を 論ぜり。 醫 師道 德を談 じ、 基督 敎會の 俗 

化 を 語り、 其 他の 高談 まハ 笑に 友情 を溫 むる こと 二 時問餘 にして、 我等 は 彼等の 供せられ し 腕 車に 乘じ、 

夏期の 再會を 約して 彼等 と^れたり。 有名なる 境 川に 沿 ふて 江の 島 街道 を 下り、 片？^ の 龍 口 寺に！^! u 

蓮の 舊蹟を 尋ね、 此 所に 車を辭 し、 片；！ 饅頭に 胃 腑を充 たし、 腰 越 を 過ぎて 相模洋 の洋々 たる を 右 乎 

に控 へ、 春の 日光 を 頭上に 戴いて 詩歌と 宗敎と 歷史と を出鳕 目次 第に 論じながら 七 里 ケ濱を 漫歩せ し 

は此 世の 極樂の 一部分 かと 思 はれて、 言ひ盡 されぬ 程 有難 かりき。 行 合 川と 田邊 池と は 亦 日莲傳 に. H 

緖 深き 所、 是れ 見逃がすべき にあら すと て 我等の 足 を留て 探りぬ。 極樂寺 坂に 近けば 其 天然に 美 はし 

き 地 は 早 ゃ旣に 俗人 原の 別莊と 化する を 見たり。 鎌 倉に 入れば 是ぞ 紳士 紳商の 出張所 かと 思 はれて、 

日本に 於て 最も 眞 正なる 意味に 於て 平民主義 を 行 ひし 鎌 倉 政府の 跡 も 今 は 全く 貴族 化せられん とし、 


廣元、 泰時. 時賴 等の 靈は 如何に 地ド にて 憤慨し 居るな らんと 思 ひ 遣られて 殘念 なりき。 日、 豆 相の 

山に 沒 して 我等 は宮の 下の 或る 旅館に 投じぬ、 砂塵 を 被りし 儘の 我等の ことなれば、 館主 は 我等に 金 

錢的價 値の なき を 見て取り けん、 我等 二人 を W 疊半 の小窒 に 押し込めたり。 彼 は 勿論 我等の H 本 第一. 

の 惡ロ言 ひとは 悟ら ざり しなり。 我等 も 亦 茶代 を 投じて 彼等の 好意 を 買 はんとす るが 如き 卑劣漢に あ 

ら ざれば 卞ん じて 一 夜の 冷遇 を 受けたり。 我等 は 彼等 請求 通りの 代 價を拂 ひたり。 然るに 我等が 餘分 

の 茶代 を與へ ざれば とて 食 ひ 逃げで も爲す もの i 如くに 我等 を取极 ふは不 f 千 萬なら す や、 怪しから 

ぬ 者は實 に我國 今日の 旅館なる ものな り。 然れ ども 彼等に 此惡弊 を 醸せし 者は實 に我國 の貴顯 紳士て 

ふ 卑怯者 共な り。 彼等 は 愛 相て ふ 小人の ォ ベンチ ャラ なしに は 生； 4： し 得ざる もの なれば、 孤兒ゃ 寡婦 

を惠 むに 甚だ 吝 なれ ども、 旅亭の 女 將婢僕 等に 與 ふるに は 甚だ 寛大なる 者な り。 彼等 紳士 輩が 茶代の 

惡風を 我 國に釀 して 以來、 旅行て ふ もの は 甚だ 不愉快なる ものと なり、 天然の 美 は 到る 所に 存 すれ ど 

も淳樸 なる 氣風 は將に 地を拂 はんとす、 忌ま，/ \ しき 限りに こそ。 

然+ ども 人 は 人に して 天然 は 天然な り。 朝に 旅館の 門 を 出 づれば 花 は 笑 ひ 鳥は謠 ふ。 彼等 天然 物 は 吾， 

人，^ り 茶代 を懇 求せ すして 吾人 を 款待す るに 甚だ 親切な り。 東 向して 滑 川の 溪 流に 沿 ひ 進めば 麗春花 

到る 所に 紅 を 布き、 蒲公英、 堇、 まめぶ しの 類、 春 未だ 早き に 道に 沿 ふて^き、 朝 比奈の 切通に 冽 泉 

玉の 如き を 賞し、 此 所に 三 浦 半島の 分水嶺に 達し、 坂道 を 東に 下て 金 澤鄕に 入る。 

武州 金澤の 八景、 內 川の 暮雪に 野 島の 夕 照、 乙 艫の 歸 帆に 洲 崎の 晴嵐 Etc.  etc. 之 を 金 龍院の ー覽亭 

より ド瞰 して 一 見の 價値 なきに あらす、 函庭 的の 小 風景、 之 を 望んで 絶句 一 篇を拷 り 出す に 難から す。 

是れ實 に 小人 物を惹 くに 足る の 地、 伊藤 侯が 常に 此地を 愛せら る k は 全く 是が爲 めなる べし。 侯の^ 
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莊は野 島の 北 麓 松林の 中に あり、 亦 侯の 來遊 せらる- - 有名た る 旅亭 東屋なる もの も 新聞紙の 報す るが 

如く、 新たに 增 築の 榮を 蒙り、、 余輩 此 地に 遊ぶ 者 をして 東洋の 天地に 亦此函 庭 的 風景と 人物と ある を 

思 はしむ。 神 は 天地 を 作り、 人 は 之 を 汚す、 金澤 八景 も 今や 淸士の 杖 を. くべき 所に あらす、 喧。 

尙も 我等の 步 行を續 け、 能 見 山に 登りて； 冉び 八景 を眸視 し、 お 船 山に 連山 連 谷の 美 を 賞し、 右折して 

山 を 下れば 名に し 負 ふ 杉 田の 梅林、 海に 臨み 山 を 負 ひ、 外人の 稱 する 所謂 ミシ シピ灣 なる もの を 一面 

に 見晴す 所、 是を小 須磨叉 小 明 石と 稱 する も 不適 當 ならざる べし。 桃花 旣に 笑を呈 する の 頃、 寒梅の 

香 をび- 1 むべき の 時には あら ざれ ども、 妙法 寺 內の良 木 未だ 全く 香を牧 めす、 照 水、 雙龍、 斜 窓の 古老 

は 餘香を 其 枝に 留めて 我等の 来訪 を 待ちし が 如し、 余 は 之 を 見て 餘 りに 嬉し かりければ、 左に 惡歌 一 

首を賦 しぬ。 

來て 見ん と 我 を 待ちし か 梅の 花 

彌 生の 技に 香 をば 留めて 

杉 田に 査 食し、 此 所より 橫濱 まで 船に 乘 らんと せし も、 花時の 旣に 過ぎさり し 頃 なれば 训に 一艘 を 仕 

立ざる を 得すとの 事 なれば、 二 錢五厘 を 投じて 草鞋 一足 を購 ひ、 之 をば 舟と 車と に 代用し、 靴 をば 繩 

もて 手に 提げ、 橫濱 指して 歩行 を續 けぬ。 根 岸 瀧 頭に 至り、 堀 切りに 沿 ふて 左折 すれば 見 上る 計りの 

谏瓦 作りの 大 建築物 あり、 是ぞ 如何なる 大 製造 場な らんと 思 ひ 近づき 見れば、 豈 計らん ゃ神奈 川縣廳 

の 監獄 署 にて ありき。 ^婆に 在て は 茅屋に 住し、 獄に投 ぜられ て は 宏莊に 臥す、 監獄 學の 進歩 も 結 瘠 

なること なれ ども 罪人の 住所が 良民の { ぶよりも 立派な りと は餘り 釣り合 ひの 善き 事と 稱ふ ベから す、 

然し 若し 改善 は先づ 地獄より 爲 すべし との 事 なれば 余輩の 喙を容 る、 限りに あらす。 


斯くて 橫濱 市外に 草鞋 を脫ぎ 捨て 雜誌 記者の 本 體に復 し、 兩足に脚塾六七粒を作りて^^^引きながら 

象に 歸 りし は 其 日の 午後 丘 時 頃な りき。 

善 光寺 詣り 

遠くと も 一 度 はま ゐれ善 光寺 

救 ひ 給 ふ は 彌陀の 誓願  - 

余の 如く 明治の 日本に 生れ 来り、 理屈な しに は 佛敎は 勿論、 懦敎、 神道、 基督 敎、 其 他 如何なる 宗敎、 

如何なる 倫 现をも 信ぜざる ものに 取りて は、 彌陀の 誓願 なれば とて 態々 善 光寺に 參詣 せんとの 菩提心 

の發 るべき 害 もな し、 余 は 後生の 救 濟に與 からん が爲 めに は、 彌陀の 誓願 を 要せざる のみなら す、 乂 

何人、 何 神の 助 を も 要せす、 只 普通の 人道 を 正直に 眞 面目に 實 行し、 地獄へ 行く も 極樂へ 行く も 意に 

介す るた く、 單心 直行、 天命 惟從 へば 行くべき 所に 行くな らんと 信す る 者 なれば、 余の 善 光寺 參詣な 

る もの は 伊藤 侯の それと は 異なり、 罪障の 懺悔 未来 救 濟の爲 めに は あら ざり き。 

時は彌 生の 末つ 頃、 東都の 春に 花 は 散りて、 東南より する 時候 風 は熱濕 を持來 すの 候と たり、 旣に藩 

閱 政府の 壓 迫の 下に 困し む 吾人 をして 尙ほ 一 暦の 倦怠 を 生ぜし むる 時期と たり たれば、 少しく 都 城の 

俗塵 を 避けん と 望み 居りし 頃、 信 州 上田なる 友人の 許より 来て 演說を 聞かせよ との 事 なれば、 昨年 以 

來の 約束の 事に も あり、 合せて 嶺！ g: に 再び 春 を 賞す るの 快 も ある ことなれば、 公義 半分 利 慾 半分の 動 

機よりか は 知らね ども、 何しろ 此 招聘に 應 する こと、 なり、 去月 卄 七日 午前 八 時 四十 五分 上野 出發の 
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事と はなり ぬ。 

途は 普通の 中 仙 道、 高 崎に 至る まで は 平々 坦々 たる 線路、 洽も 日本の 思想界 を 走る が 如し、 烏 川を橫 

ぎれば、 二十 五 年 前の 昔 は 忍ばれて、 食て 其 地に 娥鬼 大將 たりし 頃此 川に 漁し、 其 鮎、 維、 と 親 

交 を 結び、 後、 グン テル、 デ ー デル ライン 等の 魚類 學 者の 指導 を 得て 少しく 世界の 辚族を 究めし 頃、 

余 をして 故人 を學 ぶの 感 あらしめ しもの は 實に此 川の 產 なりし。 斯く 念す る 暇 もな く、 汽車 は 又碓氷 

川 を 渡れば 其 水の 烏 川に 比して 淸淨 にして 且つ 溫暖 なる が 故に、 同種の 麟族も 其 外形に 於て 相 異なる 

を 知りし は、 余が ダ ー ゥヰン の 『原種 論』 を讀 みし 十餘年 前にて ありし ことなれば、 余が 早くより 進 

化 論 を 信す るに 至りし は此ニ 川に 負 ふ 所 齢し とせす。 松 井田、 橫 川に 至りて 稍々 仙境に 人る の觀 あり、 

碓氷 山道に 懸れば 春陽 今や 旣に其 溪谷を 襲 ひ、 躑躅 花 は 所々 に 紫 玉 を 鏤めて 枫樹、 棺 林の 問に 萬 象の 

春 を 印し、 四面 風靜 かにして 車中 尙ほ翠 湖の 湍鳴を 耳に する を 得たり、 登て 輕 井澤に 達すれば 瞬間に 

して 東 溪の靑 色 は 結えて、 淺間 下しに 春 未だ 案 一く、 枯 草地 を掩 ふて 再び 冬に 復 りしの 感 ぁリ、 然れ ど. 

も 見 上 ぐれば、 淺 問嶽、 西北の 方面より 蟠 屈し 来りて 東南に 向て 其 角を呈 はす、.！^ も 信越の 山嶽が 精 

を此 山に 鍾 めて 東 向して 關 平原に 伏在す る 罪障、 邪 惡を瞋 睨す るが 如し、 杏 掛に兩 淺問を 側面に 望 

み、 御代田に 至て 南 信の 諸嶽に 見え、 小 諸、 田 中と 下りて、 干 曲の 盤谷狹 くして 愈奇 なり、 斯くて 午 

後 五 時 上田に 達し、 車 外に 諸 友の 歡迎を 受け、 停車場 を 離れて 市街に 入れば、 穴 賢、 處々 に 余の 名 は 

大書 せられて、 演說會 は 今夕 午後の 七 時 劇場 中 村 座に 於て と 行々 しく も 書き 曝ら されたり。 

談話と 休憩と に 三時 間 を經過 すれば、 長路 の疲勞 未だ 癒えざる に 余は釗 場の 演臺に 引き出されたり。 

是ぞ 余が 芝居小屋に 於て 余の 愚見 を演 べし 第二 囘 目の 經驗 にして、 第一： i- は 明治 十六 年 春、 ケは米 相 


場師、 其 頃 は 熱心なる 基督 敎の 敎師 なりし 金 森 通 倫 氏に 誘 はれて 東京なる 千歳 座の 基督 敎演說 會に臨 

み、 橫井、 金 森 等 正統派 諸 聖賢の 說 を拜聽 せし 後、 宜敎師 タム ソン 氏の 指名に 依て 余は會 衆の 前に 引 

き 出され 閉會の 祈禱を 捧げ しめられ しこと ありき、 其 時の 辛 さ 苦さ は今 に尙ほ 忘れ 難く、 耶蘇 敎師に 

は 終生 たるま じとの 感を 起せし 程な りしが、 八， '又 計らす も 芝居 演說 を爲 さねば ならぬ 場合と なり， 戰 

戰兢々 薄 水を踐 むが 如きの 念 を 以て 余 は 其の 演臺に 登りに き。 

聽 衆に 五百餘 名と 註せられ、 東京 名士の 高 說に耳 を 殺 へられし 人士な りと 聞けば 余の 戰 溧 は 一 服甚 し 

く、 只 何時の 通り 正直 一 途と心 を 定め、 余の 有り得る 限りの 精 を 誰せ り。 題 は 「最大 問題」、 是れ過 

去 或は 現在、 或は 未来の 最大 問題に あらで、 人と して ある 間 は、 個人と じて、 社會 として、 國家 とし 

て、 總て 人間 叉 は 人間の 組織す る 團體に 取ての 最大 問題の 何たる 乎 を 論ぜん 爲 めの 題たり し、 卽ち人 

類の 最大 問題 は 殖産 工業 等の 經濟 問題に あらす、 軍事 問題に あらす、 智識 問題に あらす して、 人類の 

最大 問題 は道德 問題な りと 確言し、 然る 後に 余の 知る 數 個の 例 を引證 して 余の 提說を 辯 じたり しなり、 

. 勿論 取る に 足らざる 平 論、 『太陽』 記者の 耳に 達せし ならば 义 も干篇 一 律の 御呵を 蒙る ベ けれど、 然 

れ ども 是れ當 夜の 余の 有ち し 丈け の 福 昔たり しなり。 唯 其 中に 一 一三の 普通の 眞理は 在りし 事と 信じた 

れば 別に 良心に 恥づる 所な く、 左の 如き 結論 を 以て 余が 當 夜の 義務 を 終へ ぬ。 

余 は 道德は 人、 國家、 人類の 最大 問題な りと 述べたり、 然れ ども 余 は玆に 道德其 者に 就て 少しく 

辯ぜ ざるべ からす、 朱 子學を 以て 養成され し 日本人 は道德 とし 云へば 謹慎 を 謂 ふが 如くに 忍 ひ、 

身 を 立て 道 を 行 ひ、 他人に 損害 を懸 くるた く、 淸淨 潔白 天地に 恥づ るな きの 生涯 を 送り 得ば 是れ 

道德を 全うせし ものな りと 信す、 是れ 勿論 道德 ならざる に 非す、 然れ ども 是れ國 を 作り、 社會の 
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幸福 を增 進す るの 道德 にあら す、 道 德の極 は 其 積極的 事業に 在り、 己を淸 うする に 止まらす して 

進んで 罪惡に 沈める 他の 人 を 救 ふに あり、 僅に 個人的 義務 を盡 すに 止まらす して 進んで 社 會の公 

益 を 計り、 眞 と美と 善と をして 益此 世に 普から しむる に 在り、 己れ の 子弟 を敎 育し 以て 父たり 兄 

たるの 義務 を果 したれば とて、 未だ 人たり 市民た るの 義務 を盡 したりと 云 ふべ から-す、 .告 人は衷 

0000000000000000000000 

に 溢れて 外に 與 ふるの 道 德心を 養 はざる ベから す、 歡喜 なり、 希^たり、 起業 心なり、 是れ 同じ 

く 道德心 にして、 道 德とは 必す しも 謹 愼服從 の 如 き 消極的 德性 のみ を 云 ふに あらす。 

斯くて 壇 を 下れば 余 は 重荷の 余の 肩より 落ちし を 感じ、 輕車 一 走 直ちに 余の 旅 宿に 引取りたり。 

明 くれば 廿 八日、 日本晴れの 好天 氣、 『勞 働の 後に 休息 は 快し』、 今日は 余の 日 たれば 之 を 善 光寺 詣 

りに 消費 せんと 勇み立ち、 朝に 館 を 出て 上田 停車場に 至り 四方 を眺 むれば、 是ぞ實 に 天然の 阆形劇 

場、 北なる は太郞 山、 西と 東と に^れ、 上野 ケ原を 其 東 麓に 接へ、 東なる は 烏帽子 岳、 淺 間と：： 一 根 尾 

と は 其 後に あり、 干.^河を隔て、南に小牧の&-^^-ぁり、 耕耘其 頂きに 達し、 雌祌、 雄祌、 冠 着の 諸 山 

は 南西に 傑 立して 鹽 E 莊を其 間に 包む、 干 曲の 燭流は 此檑盆 形の 地に 入て ar つるに 道な きが 如し、 輕 

井澤より 來 りし 汽車に 乘り、 千 曲 を 其 右岸に 沿 ふて 下れば、 上田と して 開けし 溪壑は 窒贺、 51； 鼻と し 

て 閉ぢ、 坂 木と して 又 開け、 磯部と して 义閉 づ、 川に 沿 ふて 叉 川 を 離れ、 S ー蜒 たる 軌道、 翠峯に 臨み、 

絶壁に 對し、 篠 井に 於て 川 中島の 冲積警 に 達する 迄 は 我 邦 稀に 見る 所の 絶景な り。 

長 野に 着し、 其 II 余の 目的地なる 善 光寺に 至れり、 如來 本堂 は 高さ 十 丈 表 十五 間 奥行 二 卜 九 間 三尺の 

大搆 造、 而も 淺草觀 音 堂、 京都 本願 寺の 如き 俗 味を帶 びす、 是ぞ三 國傳來 の 如来 本尊 を藏 する 大 伽藍 

にして、 日本に 怫法 有て 以來の 梵刹な りと 傳ふ。 余 は先づ 本堂に 登て！ S を脫 し、 偶像に 對 してに あら/ 


す、 熱心に 眞 面目に 是に 向て 敬崇を 奉つ る 余の 同胞に 對 して 余の 滿 腔の 敬禮を 亥し、 後 壹錢を 投じて 

守 札 三枚 を 受け、 亦 ー錢を 捧げて 御 階 境 廻りの 特 權に與 かり、 寺 僧の 指示に 從ひ、 獨り階 境をド りて 

暗中に 臨めば、 忽ちに して ダンテの 詩篇に 讀 みたり しが 如き 地獄に 下りたり、 聞く 心に 獸心 を蓄 ふる 

者 は 此獄を 5r つる 時 は 必す獸 身に 化すと、 然れ ども < ^は 外 國 宣教師 を 怒らせし 事 ある も 未だ 阿 彌陀如 

来に 不敬 を 加 へ し覺 えな ければ^に 良心に 不快 を感 する 事た く、  H 第 一 角 を 廻りし 頃 他に： M 行者 一 人 

もな きが 爲め餘 りに 寂し かりければ、 余 は 臆病の 餘り 大喝 ー聲 ハレ ー (hlll.nl.v!) と 亞米利 加 流の 呼. 

號を發 せり、 斯 くして W び 日光に 出で 来れば 余 は 熊に も あらす、 狼に も あらす、 亦 蛇に も あらす して" 

矢 張 普通の 口 本人なる を 知れり、 堂內を 逍遙す る 一時間 餘 にして、 獨り 再び 歩 を 停車場に 向けて 運び 

ぬ 0 

斯くて 其 日 は-おび 上田に 諸 友の 媞 待に 與 かり、 夕刻に 尙ほ ー囘の 談話 會を 開き、 時勢と 道德と 宗敎と 

を 語り、 翌朝 歸 東の 汽車に 投すれ ば 中に 東京た る 一 友人と 橫濱 なる 一 外 國宣敎 師の乘 合 はせ しかば、 

俗話に 碓氷、 淺 間の 莊美を 忘れ、 途中^に 益す る こ ともなく、 其 日の 誰彼 時 頃 に^び 東都の 巢に歸 り 

ぬ，」 

始めて 日光 を 見る 

日本 男子に して、 若 かも 關東 人に して、 年 四十に 垂ん として 沫だ 日光 を 見す と は 野暮 も 亦 甚だしから 

す や、 日光 を 見す ば 結搆を 語る ベから すと 云 ふ、 然るに 余の 如く 今 は 止む を 得すして 文筆の 業に 從事 

a 筆  九 〇 三 


初 a- . の 夂 章  九 on 

• し、 光華 を 語り、 赫 奕を談 する 者に して 旅行 半日の 距離の 內 にある 日光 を 見す と は 免すべからざる 宰 

とたす 人 も あらん、 曾て 米 國留學 中、 アマ スト 大學 卒業式の^ a 日、 敎 頭の 招待 會に 臨みし 時、 ポスト 

ンの 紳士 某 あり、 余の 日本人なる を 見て、 來て 余と 握手して 曰く 『余 は 曾て 貴下の 本國に 遊びし 者， 

日光の 壯觀實 に 貰すべし』 と、 余 は 少しく 赤面の 餘り 彼に 答へ て 曰く、 『恥 かしながら 余 は f 一 XT に對 

して 白狀 せざる を 得す 余 は實は 未だ 日光 を 見す』 と、 時に 彼 は 驚いて 曰く 『日本に 生れて CI 光 を 見す 

. とよ！』 時に 余の 傍に 立てる 他の 一 紳士 あり、 余の 窘 迫の 狀を 見て 氣の 毒に や 思 ひけん、 かの 神士に 

吿て 曰く、 『君此 日本 紳士の 日光 を 見ざる を 以て 怪しと 爲す 勿れ、 余 は ボストンの 紳士に して 二十 年 

間 かの 市に 住して 未だ 一 囘もバ ンカ， - ヒルに 其 記念 塔 を 見し ことなき 人 を 知る、 人 は Is- 角に 接近の 名 

所 を 探究す るに 急がざる が 如し 5 と、 時に 余 は 透かさす 此の 紳士に 鑌 いて 曰く 『余の ボス トンに 至り 

• しゃ、 到^ 當日、 余 は 他事 を 措て 先づ バン 力 ー ヒルに 登り、 革命 時代の 勇士の 魂 を 吊 ひたり』 と、 斯 

くて 余 は 思 はす も 余の 友人の 助言に 依りて 交際 場裡の 恥辱より 免 かれたり き。 

然るに 故 圃に歸 てより 爱に十 有 一 年、 鐵路の 便 は 開けて 日光 は 東京 人士の 公園と 化せし に 係 はらす、 

余 は 未だ 一 囘も其 地 を 踏みし 事た く、 心竊 かに 思へ らく、 『日光の 美と て 何に か あらん、 北海に 稻 铺- 

峠の 楓 樹林 を 賞し、 猿留 山道より 襟 裳 崎の 階段 を 作して 海に 終る の 偉觀を 見し もの は^に 日光に 其肚 

美 を 見る の 要た し、 寧ろ 其 費 を 節して ヲルヅ ヲスの 詩集 壹 冊を購 ふに は 若 かす』 と、 斯くて-炭 來り、 

夏 去りし も 未だ 日光 を 見す、 文に 從事 する 爱に六 七 年、 日光 を 見す して サブ ライム を 語り 來 りしに 

に不 都へ り をば 感ぜ ざり し。 

. 渚て 日光に 至りて 見れば 先づ 余の 法 意を惹 きし もの は 德川 家の 宗廟に 非す して 外國 人と 占 川 市兵衞 tii 


. との 感化 力と にて ありき、 市街 到る 處に 日本 美人の 寫 n 典を鬻 ぎ、 骨董品 を 速ね たるに 東洋 漫遊の 赤 髯- 

紳士の 好 尙に投 ぜんが 爲 めたり、 料理屋 あり、 東京 十字 屋の 支店 ありて 耶蘇 敎 書類 を鬻 ぐに あらで 

(東京 本店 も亦然 り) 今 は 俗の 俗化せ る洋 人相 手の 印刷物 を賣 捌くな り、 神橋 を 架せ る大 谷川 を 渡れ 

ば此 所に 足 尾 銅山より 來る 牛車 鐵 道に 接し、 溪谷を 遡る 事 二 里餘、 幾十囘 となく 鑄 銅 を 運搬せ る 牛車 

に 遭遇せ り、 是ぞ我 國の銅 王 巿兵衞 公の 寶車 にして 彼の 七 人の 妾 を 養 ふが 爲 めの 礦物た りと 思へば 

餘り 心地 善く は 感ぜ ざり し。 

< ^は 勿論 華 嚴の瀑 を 見たり、 關東 第一 の 瀑布たり と傳 ふ、 日光の 偉觀第 一 と稱 すべき ものな り、 中禪 

寺 湖の 吐 口にして 大 谷川の 始まる 所な り、 後に 二 荒 山を控 へ、 前に 松 倉 山を當 て、 直立 五十 餘丈 驀ら 

に 落る き は 終日 見盡 して 尙ほ 飽き 足らざる の感 あるなら む、 華厳と 相對 して 阿？ IT 方 等、 般若、 等に 

額 色た し、 彼等 は區々 たる 小 瀑布、 攝の箕 面、 越の 奈江も 彼等に 勝る も 劣る 處 なし、 日光 は華嚴 在て 

の ものなる べし、 是を 日光と 稱 せし は 其瀑 面に 現 はる k 七色 景の故 を 以て か、 華嚴を 賞し、 中 禪寺湖 _ 

面に 雲霧 を排 して 月の 登る に會 し、 一 一 荒が 丹 靑松倉 を 腰に 擁して 其 圓頭を 五 千 尺の 高き に擡 ぐる を 見 

て- 日光に 遊びし 價は旣 に 償 はれし の感 あり、 德川 家の 宗廟の 如き は 是を觀 る さへ 疳瘕の 種たら ぬ は 

たく、 如何に 日本 美術の 粹を鍾 めしもの なれば とて、 全圃 民の 膏血 を 絞りて 成りし 此大 構造、 是れ實 

に德川 氏の 名譽 にあら で 恥 を 千載に 傳 ふるものなら す や、 人の 偉大た る は 彼の 墳墓の 壯宏を 極む るが 

故に 非す して、 彼が 人類の 爲 めに 盡 せし 功 鑌の大 たるに 由ら すん ば あ.？^. グ、 ボト マック 河邊バ ー ノン 

山の 地に 一 小 丘 を 留めし ヮ シ ン トン は 日光の 地に 壓 制の 大 記念 を 遺せし 家康家 光に 優る 數卜百 等の 大 

人物な りし は 言 はすして 明かな り。 

m  0  九 0 五 


初期の 文 章  九 〇 六 

斯くて 余 は tn 光に 至りし も 特に 得る 處 なく、 唯 華厳の 瀑布 を 余の 記憶に 彫み て、 不平 だら/ \{ 永に 歸 

りぬ 0 


曳杖錄 

基督の 神なる こと を 奇蹟に 證 する もの あり、 非な り、 基督の 神た る こと は 其 無我 無私なる に 在り、 自 

己て ふ 観念の なきに あり、 奇蹟 從て來 る、 奇蹟 は 末な り 本に あらす、 醫 者の 患者に 對し 深遠なる 病理 

を發 見す る は 其の 最も 無我 無私なる の 時な り、 政治家が 國家 百年の 大計 を畫し 或は 曠世の 大經綸 を 案 

出す る は 其の 最も 自己て ふ觀念 のな き 時に あるが 如し。 

*  ネ  ホ 

人の 爲に 計る、 人の 爲に盡 くす、 是れ 偉大なる 観念な り、 所謂 義人の 安んじて 瞑 H: し 得る は 之が 爲め 

なり、 國 家の 爲 めに 盡 くさん とする もの あり. 社 會の爲 めに 盡 くさん とする 者 あり、 或は 身 萬の 富 

を累 ねて 嘗て 隣人 を 顧みざる もの あり、 鳴 呼何ぞ 語る に 足らん や、 ュ -ー テリアン 敎の 長所 此に 在り、 

基督 敎の 光榮 なり。  . 

ネ 

贖罪 論、 固より 一朝 一 夕の 談 にあら す、 然れど 贖罪 は事實 なり、 單に 議論に あらす。 唯 罪を感 する 極 

めて 切なる 時に のみ 始めて 之 を 悟 得する を 得ん、 所謂 西に も 東に も隱る k 所な き 程に 感 罪の 情、 切な 


るに あら すん ば、 約翰傳 第二 章 ト六節 は 得て 解すべからざる なり。 

本  ネ 

ホ  本 

f 雜馬書 時には 註解た くして 首より 尾に 至る 迄 一 讀 了解し 得る こと ぁリ、 是れ 自己の 實驗錄 なれば なり、 

經歷談 たれば なり、 然れ ども 時には 註解なければ  一 言 章 も 納得し 能 はざる こと あり。 

.X-  * 

宗敎 家に して 金 を 儲けて 然る 後事 を 行 はんとす る もの あり、 抑々 末な り、 是れ 信仰 ある もの i たす 所 

にあら す、 昔 者 白 耳義の ブラッセルに 天主 敎の ー惯 あり、 一夜 聖母 マリアが 市中に 一大 寺院の 建設 を 

彼に 命す るを感 す、 彼 乃ち 楝梁を 召し 命じて 新 寺院の^ 計 を 作らし む、 楝 梁！？ の 威望と 其 歳入と を 計. 

り 相當の 仕樣 書 を 製し 行きて 之を呈 す、 僧 一見 忽ち 大喝、 叱して 曰 はく、 吾れ 苟も 命 を 聖母に 受け、 

兹に 寺院 を 建^せん と 欲す 宏大 壯麗 宜しく 圃 無比なる べし、 个 此の 小計 畫 夫れ 何 を かなさん と、 直 

ちに 之 を 裂きて 地に 搦っ、 楝梁 恐れす 徐に案 を 叩て 問 ふて 闩く、 可な り、 但請ふ 之 を 思へ、 師何 くよ 

り此 費用 を 得ん とする や、 言 未だ 終らす、 僧 叫んで 曰く、 祌 命の 存 する 所何ぞ 費用の 出 途を問 はん、 

費用 は 宇宙 自ら 之 を 出さん のみ、 唯 汝は汝 の 力に 於て 能 ふ 丈け の 偉なる 麗 なる もの を 設計せ よと、 聲 

色 共に 勵し。 棟梁 乃ち 思 を 凝らし 考を煉 り 設計 偉 麗を盡 くす、 愤之を 見て 曰く 可な りと、 已 にして 資 

の 葉り 来る 者陸續 として 絡え す、 設計の 建築 悉く 成りて 而も 猶數萬 フラン を餘 せりと 云 ふ、 乃ち 之き 

以 て 貧 人に 施せり。 寺院 は 今 猶ほブ -rc,, ッ セルに 存 すと 云 ふ。 

■X-  * 

ァガ シ は 篤信なる 動物 學者 なり、 常に 大計 畫を なす を 以て 名 あり、 或 人 曾て 告げて 曰く 卿 之 を 行 はん. 

m 筆  丸 0 七 


-ぉ 期の 文 章  九？、 

と 欲せば 先 づ金を 儲く 可し と、 彼 答て 曰く  Ihave  no  time  fcr laakinj,、  sonev  (予は 金儲けす るの 餘 

暇な し) と、 當時 恰も ブラ T ンルの 開國に 際す、 ァが シ是を 聞き 其 地の 動物 を 研究 せんと 欲す、 情 勃々 

禁する 能 はす、 卽 ち計畫 して 曰く、 汽船 一艘、 畫ェ 幾人、 石盤 師 幾人、 曰く 何々 何々 …… 云々 と、 時. 

人 之 を 笑 ひ 詰る に 經費を 得る の途を 以てす、 答て 曰く 余 は必す 之を與 へらる べしと、 而 して ra^ して 其 

1  一一 一口の 如し、 遂に 滿 載の 動物 を 獲て 歸航 せり、 彼 は アミ ー バ より 人間 迄の 標本 を 陳列せ る 博物館 を は 立 

せんこと を 望めり、 而 して 實に彼 は 其 生前に 其 希望の 現實 にせら る- -を 見たり、 博物館 はな， -S; ほ 米 國 

ケ ム ブ リ ッ ジ に 在り 。 

或 人 嘗て 博士 ジョン ソンに 問 ふて H  く、 君 生涯に 於て 最も 樂 しかりし は 何れの 時ぞ と- 答へ て 臼く、 

酒 を 被りて 亂醉淋 滴たり し 時 之れ のみと、 蓋し 博士 は 酒歸に 上らん か敎 壇に 上らん かに 付て 撰擇に 惑. 

ひし 人な り、 曰く 余 をして 壇上に 說敎 せしめん 乎、 余 は 發狂を 免れ ざり しならん と、 此人 にして 此霄 

あり。 人 宜しく 彼の 坦懷を 察すべし。 

米 園に 有名なる 狀師 某氏 あり、 仲買に して 而も 非凡の 宗敎 家な り、 余 嘗て 彼の 家に 宿せし こと あり、 

氏 食 t 十に ありて 諧謔 百出 談笑 縱橫殆 んど當 るべ からす、 余 謂へ らく 此人 何の 宗敎 家た る處か あると。 

而 して 氏孜々 として 日に 法律 事務 を 執り、 夕食後 飄然 去て 近隣の 貧 { 豕を訪 ひ 其 贏ち し 所 を 頒ち亦 銖錙 

を餘 すなし、 余 漸く 氏の 眞の 得道 者た る こと を 知れり。 


獨の 詩人 リヒテル は 曰へ り、 世に は 神 ほど 諧謔 を 弄する ものな しと、 嗚呼 是れ眞 に 神 を 知れる 者の 一一 11C 

なり、 神と 親しむ ことの 至れる ものな り、 祌は King* に 非す して Father なり。 

.X-  .^  . 

*  ，：々 

舊約 聖書に 人 は 神 を 呼ぶ に イシイと 稱 する を 得べ しと 云 ふ 句 あり、 蓋し イシイ は 希伯來 語に して 英語 

の husband  (夫) の義、 然れ ども 夫と 明から さまに 呼ぶ 程淺 薄に 用 ゐられ しに は あらす、 我國 に， おて 

妻の 夫に 對し アナ タと稱 ぶが 如し、 アナ タ-, ^此語 無量の 意味 を 含める にあら す や、 英譯の 聖書 特に 之 

を譯 さ， ずして ィ シィ となす、 當を 得たり と 云 ふべ し。 

保羅 天幕 を 作りつ i ある 間、 人 多く は稱 する に必す 謹嚴 小心 翼々 道を說 きしな らん を 以てす、 余 謂 ふ 

に 然 ら す、 彼の 此 間 奇談 快 語 抱腹絶倒す べき もの 多 かりし ならん と、 英譯 の 聖書 此 を 認む る 能 はす と 

雖も 而も 希臘 語の 原書 往々 其 痕跡な きに あらす、 < ^は 希 ふ。 余 は 死に際し 哄笑 一番 以て 瞑目し 得ん こ 

と を 0 

天地の 未だ 成らざる や 渾沌 壅塞晝 なく 夜な し、 是れ大 暗黑大 悲哀の 極なら す や、 而 して 天地の 整成實 

に 此の 如きの 後に あり、 人の 生 S 、叩 を 得る 亦當 さに 此の 如き ものた くんば あらす、 豈に 朝に 道 を 聞き 夕 

に嘵 るの 易 事な らん や。 

i< の 煩悶す る、 是れ 神の なし 給 ふこと なり、 之が 解 を 人に 求む る は 不可、 宜しく 自ら 之 を 解くべきな 

隨 筆  九 0 九 


初期の 文章  九 I 〇 

聖靈の 凡ての ものに 優りて 貴き 所以の もの は、 神の 吾人に 加へ 賜 ふ 恩寵の 恩寵た る こと を 知らし むる 

が 故の み。  (『基 f 敎 新聞』) 一 

一 

. 『淚襟 集』 を讀む  • 

余輩 は 近頃 善き 書に 接する 稀たり、 善き 書と して 余輩の 机上に 橫 たはる もの は 多く は 古き 書な り、 曰 

く バイブル、 曰く プレル ー ド、 曰く ラオ ダ ミヤ、 近來 刊行の 書類に 至て は 余輩 は復た 欺かれん こと を 

怖れて、 多く 服 を 注がざる を 常と す。 

然るに 頃日 東京 裳 華 堂 主人、 余鞏に 寄す るに 其發 行に 係る 偉人 史 叢の 一なる 大石良 雄傳を 以てせり、 - 

長 田 權次郞 君の 著に 成る もの、 卷 尾に 小 野 寺 十內の 『淚襟 集』 を 載す、 余輩 之 を 手に して 放つ 能 はす-: 

讀んで 是れ實 に 日本 男子の 筆に 成りし ものなる 乎 を 疑 ひたり。  ゾ  一 

嗚呼 日本 武士と は斯如 ものな りし か、 情 あり、 ！ 1^ あり、 愛 あり、 義 あり、 歌 あり、 誠 あり、 勇 ある は I 

勿論、 胸間に 勦 京 を 輝かす を 以て 誇らす して、 武士の 理想 を實 行す る を 以て 名眷 とす、 逆 遇に 處 して 一 

閑日月 心中 自 から 春風 騎蕩、 花爛 爆た る あり、 『虫 同然の 小 家の 者 共、 又 籠城して 運 を 開く 可き た - 

めの 事に も 無 之、 唯 城 中に て 各 自滅の 覺悟 にて 候』 と、 武士と は 自家の 小なる を 知て 自 から を 輕 しめ 一 

t 社界に 逆賊 視 さる- -も 自滅の 覺悟を W て 良心の 使命に 服從 する 者を稱 ふなる が 如し、 日本 武士の』 


榮光 爱に存 せす して 何ぞ や。 

彼の 妻に 對す るの 情 亦 何ぞ濃 かなる、 勇 有て 此 愛情 あり、 古代の 日本 武士 は 此點に 於ても 歐洲 古代の 

ナイト ラフ ント に讓ら ざり し、 

十六 日までの 便 を 委しく 聞き、 めつ らしく 逢見た る 心地に て、 卷か へし * そろ/ \ と 見 申 候、 そ もし、 以前の 

如くに、 左の むねの 下いた みて， 左 をし きて はねる 事なら ず、 みゃく もっかれ たると て、 慶安殿 藥給リ 被 申 

候 由. 尤に存 候、 氣 のっかれ、 左 こそ 其はづ にて 候 * 何事 を 思 ひても、 身よ はりて ならぬ 事に て 候， 便す く 

なき 身に なり 候へば、 すく やかに ていかよう にても 世 を 渡る 事、 かんやう の覺 悟に て 候. 病 をお す 事 もな く、 

よく ノ\藥 のみ 可 被 申 候、 心からい かう おとろ へ 可 被 申 候と、 す もし 致 候， 一人いた はしく 思 ふ 計りに て疾 

妻 を 思 ひ 遣る 如斯、 彼 は 死す るの 前日まで 彼女 を 思 ひ、 彼女 を 慰め、 彼女に 彼の 詠 を 送り、 亦 彼女の 

詠 を 受けて、 露命の 將に盡 きんと する 時の 唯一 の 慰藉と せり。 

□ 方のう た、 取 わき 逢坂の^ 哀れの よし、 よく 聞た まふと 存候、 其 元の 歌， さてと かんじ なみた せき 

あへ す、 人の 見る目 も、 聞かとに一?5^をの むと言ふ心にて、 幾度 か 吟し申 候、 おくの 歌 贈り 可 申 候、 是に 付て 

も. 必欲 をす てなくて， 絕ず 詠み 可 被 申 候、 欺と もす き 間に 書きて 送り 可 申 候 * 道中に て は くたびれても * 

外に まきる.^ 事なくて、 欲 を も あんじ 候へ 共、 是に 着て は、 五十人に 餘る 同志の 人々 入 替々々 每 日出 會て， 

心の 隙 一寸 もな く. ひとり しづかに して 居る 事なら で， 歌 も 取し めて あんじ もなら す 候. た ♦  、見る 事 聞く 事 

に 付て、 其 元の 有 樣を思 ふ はかりに て、 次第に かんそに 成 行 候 はんと 思 ひやり て * いにしへ 世に ありし 時， 

中島 ふんり うが 留守 をみ る やうに こそと ひくら へ 申 候、 思 ひても いひても 盡 まじく 矣筆 に も 及ば ぬ 事に て 
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. 歌 は 彼 井に 彼の 同士の 特 愛の 美術たり し、 大石 內藏を 始めと して、 大撟文 吾、 原 元 辰、 間 光延、 皆い 

つか どの 歌人な りし、 彼れ 富士の 裾野に 朝暾を 仰いで 左の 歌 あり 

浪 間より 伊豆の 海面 さ ゆる 日の 光り を か はす ふしの 白雪 

是れ三 ヶ月 以內に 死 を 決して 都に 入りし 一 老爺の 述懐と は 思 はれす、 然れ ども 江戸に 入りて 見れば 萬 

事 悲歌の 種なら ざる はなし、 都市 人心の 浮薄なる 元祿の 昨日 明治の 今日 少しも 變ら ざるが 如し。 

枕 かる ゆかりの 草も枯 はて-霜 におき ふす 武藏野 の 原 

然れ ども 彼の 事 就て 後、 卽ち謦 敵の 頸に 義務の 刃 を 加へ て 後、 彼 は 又 和樂の 人と なれり、 彼 は 彼の 妻 

に 書き 途て細 川 家邸內 にあり て 歌 を 『いか ゐ事 詠し ちらし 申 候』 と 云 ひ、 同家の 鄭重なる 御馳走に 與 

かりて 『此 せより 極樂 にいたり たると 思 ふば かりの くわけい にて 候』 と 戲れ、 彼の 子息 幸 右衛門と 共 

に 死 出の： 路に 立つ を悅び 

まよ はしな 子と 共に 行く 後の世に 心の やみ も 春の 夜の 月 

と 喜樂の 一 聲を 遣して 歸 るが 如くに 死に 就きし 狀は 古代の 聖者の 死 狀と雖 も 是には 愈ら ざり しと 信す。 

余 華に 赤穗 義士と 人生 觀を 異にす、 然れ ども 余輩 も 日本 武士の 家に 生れし 者、 志 念の 高 且つ 貴き に 至 

て は實に 彼等の 如くなら ざるべ からす、 余輩 は 劍を帶 びざる 軍人な り、 余輩 も 『虫 同前の 小 家の 者 共、 

又 籠城して 運 を 開く 可き ための 事に も 無 之』、 然れ ども 各 自滅の 覺悟を 以て 守るべき の 信仰た きに あ 

らす、 元祿 時代 は 去て 明治時代 となり、 士は劍 を棄て 十露盤 を 取り、 武士 は變 じて 商 〔永の 番頭 社の 

役員と なる に 至りし と雖も 余輩 如何で か 櫻 花と なりて 此土 に^きし、 日本 武士の 根性 を 去る ベ けんや、 

^輩 は 亦 文な き 歌な き、 婦人 を 敬せ ざる 軍人 を賤 しむ、 是れ 野猪の 軍服 を； i ひし 者に して 眞^の 日本 


武士に あらざる なり、 日本 武士 は 詩人の 劍を 取りし 者な り、 カム パル ヂィの 戟戰に 騎士の 長と なりて、 

故 國の爲 めに 戰 ひし 詩人 ダンテの 如き 者たり、 希 臘の獨 立 軍に 投じ てん 叩 を 終へ し 詩人 バ ィ ンの 如き 

者たり、 詩な き 軍人 は 野人に して 武士に あらす、 武士 はゼン トル マ ン なり， 卽ち 人類の 最も 高尙 なる 

者な り。  • 

『米 國ぺ ン シ ル バ 二 ャ州 東部 白痴 院第 四十 五 年報』 

院長 ドクトル バ ー 氏より 贈らる、 本院 は 記者が 米國 在留 中 第二の ホ ー ム として 出入せ し 所、 今や 此 

報 を 得て 懷舊の 感に堪 へす、 余の 恩人 前 院長 ドクトル ケル リン 氏 は 四 年 前に 此世を 去り、 現 院長 は 

余の 在職 中の 同僚に して 余の 尤も 敬愛す る 友人な り、 全院 今や 八 百 九十 一名の 入院 生 あり、 六十 餘名 

の 役者に 依て 支配 さる。 昨年度の 總 歳入 贰拾萬 六 干餘弗 (我 四 拾萬圓 以上)、 支 拂拾八 萬弗餘 (三 拾 

七 萬圓餘 )、 中 六 萬 弗 は ペン シルバー ーャ 州の 支出に 係り、 ヒラデルヒャ」^^亦ニ萬七千餘弗を寄附す、 

白痴 一人 一 ケ 年の 扶持 費 は 百 拾 七 弗に して 一 週間 三 弗 一 一十 六 仙の 割合な り、 卽ち 我の 六圓 六十 錢に當 

り 一 日 平均 大凡 一 圓の 割な り。 

ベ ンシ ルバ 一一 ャ州は 今 は 更に 西部に 同一 の 規模に 成りし 白痴 院 一個 を 有す、 一 慈善 院を支 ふるに 十 

萬圓を 支出して 吝 まざる 彼國の 富裕と 義氣と は 深く 羨むべき にあら す や。 外に 州 立 瘋癲 病院 七 個 あり、 

其 他 盲 啞院、 感化院の 類擧 ぐるに 遑 あらす、 日本人の 或 者 は 云 ふ、 白皙 人種 は 今や 衰亡 期に 近づきつ 

つ ありて 大和民族 は 其 後 を 襲 はんとす と、 余 は 其 然る や 否や を 知らす、 然れ ども 堂々 たる 大帝 國 がー 
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つの 國立 瘋癲 病院 を 有せす、 其 有する 盲啞院 なる もの は微々 として 算 ふるに 足らざる ものなる を昆 て- 

其 振興の 現象の： E 處 に^する や を 知らす、 吾人が カラ 威張りす る を 止めて、 眞 面目に ^氣に 彼我の 國 

力 道義心 を 比较. すれば、 余 は 未だ 遽に 彼の 衰亡と 我の 勃興と を 信す る 能 はざる なり。 (內村 生 謹； t) 

戰士 の祈禱 

黑人 文士 バウル * ダンバ I 氏の 近作 を意譯 せし ものな リ。 

過る 頃 我れ 或る人の 祈る を 聞け り。 

『全能に して 當る ベから ざる 神よ、 

願く は 我 をして 爭鬪を 避けし め、 

爾、 我の 爲 めに 戰ひ 給へ』 と。 

我 は 自身 偽善者 なるや も 知らす、 

叉斯く 祈りし 人の 反て 義人なる や も 知らす、 

然れ ども 我の 祈禱 は戰士 の祈禱 なり、  . 

願く は戰 ふの 勇氣を 我に 與 へ よと。 

我 は爾が 我が 爲 めに 途を 開き 


我が 前より 强 勁の 敵 を排ひ 給へ と 願 はす。 

我 は 只、 ァ 、神よ、 夜と なく 晝 となく 

戰 ふの 勇氣を 我に 給へ と 祈る。 

敵 人我に 逼る 時に 我 をして 惧れ慄 くな く 

又 怯 者の 敗 を 取ら ざら しめよ。 

我 は 只 願 ふ、 我が 劍の 鈍らざる がた め 

戰 ふの 勇 氣を 我に 給へ と。 

我 をして 常に 我が 背 を 敵に 示さ らしめ 

我が 鎧 を 磨きて 常に 堅 甲に 我が身 を 固めし めよ 

我 は 願 ふ、 神よ、 我れ 正義の 打 擊を加 ふる 爲に 

戰 ふの 勇 氣を 我に 給へ と。 

而 して 日暮れて、 戰鬪 終る 時に 

死の 寢窒に 我 を 導き 給 ひて、 

勝敗 孰れに 決する も 只 我に 給 ふに 

戰後 永久の 休息 を 以てせよ。 
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物 の 前 後 

(ホレ ー 二 ヤス. ボナ， 氏の 作 ：T15  Diviiio  Or き r-- に據 ,>o 

眞 なる 事 は 先にして 美なる 事 は 後な り 

美なる 事が 先にして 眞 なる 事が 後なる に 非す 

先づ 有の 儘の 森と 岩と 澤と ありて 

然る 後に 香 はしき 美 はしき 園 は あるたり。 

善なる 事 は 先にして 美なる 事 は 後な り 

美なる 事 は 先にして 善なる 事 は 後なる に 非す 

先づ 荒き 野に 固き 種 を 下して 

然る 後に 花 は 開き 枝 は 茂る たり。 

喜ばしき 事 は 先にして 悲しき 事 は 後なる に 非す 

悲しき 事 は 先にして 喜ばしき 事 は 後に 來る なり 

1 度び は淚に 咽び て (そ は 泣かざる 者と て は 世に なければ) 

然る 後に 憂 を 忘れて 躍り 喜ぶな り。 


ひかり  くら や， 5 

光 は 先にして 暗 は 後に 来るべき ものに あらす 

先づ暗 黑を經 過して 然る 後に 光明 は 臨むな り 

先 づ 黑雲 天を掩 ふて 然る 後に I 兒顯 は る 

先づ 一 度び 墓に 降りて 然る 後に 天に 昇る たり。 


ムニ】 

雜  # 

風雨 摟 主人に 與ふ 

余 は 謹んで 『時論』 紙上に 於け る 足下の 開 書を讀 めり、 足下の 眞 率なる 文體 よりす る も、 亦 余に 寄せ 

らる、 多量の 友情より する も、 余 は 確かに 足下 は 正直 眞 面目の 君子た る を 信す。 X 布く は 次囘余 吿ぐ 

る こと ある 時 は、 足下の 有せら る& 普通 日本人の 名 を 以てして、 妓樓 の名稱 めきた る 匿名 を 以てせ ざ 

らん 事 を、 是れ 余の 切に 足下に 願 ふ 所な り。 

「大形 寥々 の 冊子、 薄紙 を 格子に 阽附 したる が 如き もの」 云々、 實に汗 背の 至りに 堪 へす、 百科 辭典 

大 の 『太陽』 雜 誌が 金 拾 七錢て ふ廉 價を以 て讀 者に 配布 さ る \ 文運 降 盛 の 个 日に 於 て 『東京 獨立雜 誌』 
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の 如き は實に 存在の 理由な きものな り。 然れ ども 世に は 埃 及の ピラミッドよりも 希臘の アテネの 像 を 一 

望む 者 も あらむ、 余輩の 抱負 も亦大 ならす や。 

余 は 快男子 を 以て 自ら 居る ものに あらす、 叉 新 日本の 力 ー ライル を 以て 任す る ものに あらす。 < ^は 書.. 

齋の隱 者な り、 余の 罵 源の 常に 枯渴 する は是 れが爲 めな り、 世 は旣に 明治の 昭代に して 1: は：. しに 金 』 

無缺の 君子 國 ならす や、 余輩 チン コ II の 如き 者、 革新 を哮 ゆる も 何 か あらん。 故に 「出陣に 常り、 勉 一 

めて 轡を 緊張し、 徐ろに 天下の 視 聽に聳 へんと する」 如き 口 子め きたる 舉動 は、 余 は眞 似せん と 欲す 

る も 能 はざる 所、 足下 若し 余より 大 運動 を 冀 望せば 失望すべし。 『東京 獨立雜 誌』 は 余 翠の書 齋錄た 

るに 過ぎす、 革新 若し 其內 より 來る あらば、 是れ ナザレの 僻村より 世界的 大 革命の 來 りし 類と 見て. 5- ： 

ならむ。  ； 

肥 後人 征伐に 關 する 御注意 難 有く 拜 承す。 余の 肥 後人 を 見る 博士 ジ ヨン ソ ンが蘇 格 蘭人 を！ ：3- しの 類な 

り。 余 は 余の 標本 を 肥 後人に 覚めし までにして、 肥 後人 全 體を棑 斥す る 者に あらす。 肥 後 は大阈 なり、. 

其 屮に數 多の 善人な しと せんや。 然り 余の 親友 二三 は 實に肥 後人な り (ジョン ソンの 親友 ボズゥ H ル i 
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は 蘇 格 蘭人な りし S 余 は 常に 天地 棒大の 氣は粹 然として 肥 州に 鍾 まる ものと：^ する 者な り、 然るに 一 

今や 足 F の 譴責に 遭 ふ、 余 は 謹んで 未来永劫 決して 肥 後人 を惡 口せ ざるべし、 惟り 疑 ふ足ド 御自身が 一 

AAAAAAAAAAA 

肥 後人に あらざる なき 乎 を。  一 

余 は "a: び 紙上に 於て 足下と 相 見えん と 欲す、 時 ド濛々 たる 天！^、 界子阈 目下の 狀 態の 如き あり、 ^そ _ 

れ 自愛せ よ〕  (明治 三十 K 牛 六： ：0 一 


本誌に 對 する 批評  一 二  ， 

OOCOOOOOOOOOO 

其 一 雜 誌の 體面 をな さぐる との 事 

答 雜 誌の 體 面と は、 如何なる もの を 申す ものなる や、 道德に 標準 あり、 美術に 模型 ある 如く、 雜誌 

にも 雜 誌の 體 裁の 標準 ある ものに や。 若し ありと すれば、 如何なる 雜 誌が 信憑すべき ものなる ぞ。 余 

輩の 見る 所 を 以てすれば、 道德を 始めと し、 政治、 文學 何事 も 無 政」 吋の 有様に 於て ある 我 日本 帝國の 

今日に 於て は、 雜 誌の 標準なる もの も、 個々 獨特の 自己の 標準に 據 るより 外に 道な からむ。 
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聞く によれば、 府 の 或る 私立 學 校に 於て は 大に玆 に 見る 所 ありて、 遠から すして 雜誌 編輯 學の 一 
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科 を 設け、 汎く 世の 子弟 を此 道に 敎導 すると 云 ふ、 定めし 入學 者の 多き ことなるべし！ 
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其 二 誌面 甚だ 淋しき との 事 

答 淋しき とは賑 かなる ことの 反對 なり。 而 して 賑 かなる ものの 實 例を擧 ぐれば、 人形 町の 水 天宮、 

淺 草の 觀昔、 京 極の 金 比羅、 神樂 坂の 毘 沙門、 さて は 木 挽 町の 歌舞伎 座、 日 比 谷の 衆議院 呰賑 かなら 

ざる はなし。 怪獸の 観せ 物 あり、 手品 あり、 猿芝居 あり、 洋犬の 手 踊 あり、 賣 卜者 あり、 玩弄物 屋ぁ 

り、 飴屋 あり、 汁 粉屋 あり、 天麩羅 屋 あり、 其の 雑沓なる 迚も 『東京 獨立雜 誌』 の 及ぶ 所に あらざる 

は、 記者の 十分に 承認す る 所な り、 然れ ども、 余擎の 知る 所 を 以てすれば、 釋尊は 悟道 せんが 爲 めに 

待合に 上り 給 はすして 靈鷲 山に 上り 給へ り、 甲斐の 身延 山、 山城の 比 i£ 山 等 悔悟 解 脫の地 は、 決して 

賬 かなる 所に あらす、 寂寞 必す しも 無用の 證には あらざる べし。  (明治 三十 一 年 七月.) 

雜錄  九 一 九 


東京 蜀立雜 Hi 時代  九 二 〇 

俗き 基督 敎 

耶 蘇 敎 活 論 大藏 將英著 Ms 握遞断 

熟讀 せざる 書 は 批評せ すと は 余輩の 讀 者に 向て 約せ る 所な り、 爾來 不幸に して 余輩の 熱讀 すべき 書 を 

得 ざり しが、 近頃 一大 名著 を 得たり、 本書 は 則ち 是れ なり、 著者 は從六 位勳六 等の 役人に して 卷 首に 

寫 ぼ； 銅 版 の 大禮服 着用 の 自像を 掲げたり、 恰も 德行 比な き 本願 寺 の 御門 跡 様が 慈悲 忍 辱 の 法衣 殺しく 

門徒の 前に 立つ と 一般、 其 殊勝ら しき 尤 らしき 御面相、 唾した き 心地 ぞ する、 高批 を 加へ たる 面々 は 

法學 博士 和 田 垣 謙 三、 正 五位 前 勅任 事官 竹越與 三郞、 同志 社 校長 橫井時 雄、 日本 俾道會 社長 長 田 時 

行、 牧師 宮川、 平 岩、 土 井 等、 其 肩書の くど/ \ しき、 ま ハ笑喷 飯せ ざる を 得す、 著者 批評 {哝 の 肩書に 

猶 一 署嚴 しき 侯爵と か 伯爵と か ありた らんに は 定めし 滿 足本懷 なりし ならん、 事此に 及ば ざり し は 遺 

憾の極 か。 耶蘇 敎活 論と は略此 底の 名著な り、 いで 愈 本論 を 窺 はんかな。 

著者 自稱 して 「十 餘年來 斯道 を 研究し 之 を 聖書に 考へ之 を 儒佛に 照し 之 を 道理に 訴へ之 を 人事に 證し 

精 思 反覆の 餘 確信す る 所 積て 此書を 成す」 とせり、 丁寧な 者な り。 第二 章 耶蘇 敎の 本領 は 何の 見る ベ 

き 者な し 死 論の み、 但し 牘罪論 は 新奇の 卓論 (？) か、 名號確 持の 功 德を稱 し 「我 瞬の 兩木願 寺 派 其 

他 淨土宗 の 信者 幾 百 萬の 人 は 之 を 信じて 安心し 其 結果 E 多の 財物 集まり 大 伽藍 は 到る 處に聳 立つ を 見 

れば 贖罪 說も國 人の 信じ 得べ からざる ものに あらす」 とせり、 財物なる ilT 大 伽藍なる 哉、 义 「凡人 

自ら 小と して 其 心 小兒の 如くな りし 時 は 耶蘇の 贖罪の 約束 は 之 を 信す るに 腸 せざる べし」 と、 著者 


は 贖罪 を 信じ 又 履 罪 を 得る を 以て、 易々 の 事と なし、 必す しも 苦悶 煩 惑 を 要せす、 死の 薩淚の 谷を涉 

る を 要せざる が 如し、 難有說 法と 云 ふべ し、 是れ活 論なる 所以 か" 著者 は 此敎の 本領 を 明示す と 云 ふ、 

之 をし も 本領と いは 以ての外の 僻事な り。 

第： 二 章 耶蘇 敎の餘 弊 を 論じ 耶蘇 敎の 傳道師 なる 者 は 小 簾 曲 謹 偏 僻 迂遠の 徒と なし 「智略 電の 如く 善く 

勢 を 觀て機 を 制し 謀 を 設けて 功を牧 むる 如き 偉人 物」 を 起さん と 欲する が 如し、 ス バラ シキ ものな り。 

餘 弊の 例と して 樊煙飮 酒 劇場 三 枝 藝者を 非と する を 非と し、 此等を 呼んで 「外面 的 拘束 條規」 とたし、 

「之 あるが 爲 めに 中等 以上の 人に して 社會に 活動す る 者 は 略 斯敎の 善良なる こと を認 むる も、 之に 入 

る 時 は 社會の 活動に 便なら ざる を 以て 敢て其 門に 入らざる 者 あり、 其 人の 爲 にも 敎 會の爲 めに も惜む 

べき ことなり」 とせり。 讚美に 琴 胡弓 (三味線) を 用ゐ、 聖餐式に 切 餅 日本酒 を 主張し、 耶蘇 敎を以 

て 平民主義 となす もの を 誤りと なし 「元来 平民主義 叉 は 貴族 主義と 云 ふが 如き 瑣末なる 區刖 をた す も 

のに 非す」 とたし、 「耶蘇の 言語 は 重複に して 露骨 過激」 となす、 恰も 田舍 廻りの 道具屋が 田 翁 野 娘 

に 向て 此は 危險に 非す して 安全な り 不便に 非す して 德用 なりと 切りに 其效能 を贊述 して、 此 耶蘇 敎な 

る 道具 を押賣 せんとす るが 如し、 恰も 家族 中の ァ マサ レ 者が 悔し紛れに 道路の 人 を捉へ 怨言 喃々 自家 

の 酸體を 暴露す るに 似たり、 淺 ましく 片腹痛き 限りたり。 圓 轉滑脫 濁流に： 冰 ぎて 燭波を 揚げん とする 

は 著者の 特質に して 亦 其 理想なる が 如し、 吳に 親しみ 越に も 宜しく、 以て 此敎 の大 繁昌 を來 さんと す 

る ものの 如し、 稱 して 大々 的 俗 的 基督 敎の 唱道 者と や 云 はん 乎。 

第 四 章 個人に 於け る 耶蘇 敎の 必要 を 論じて 「子弟の 敎育」 にあり 結婚に 在り、 r 歐米 人の 信 を 得て 交 

際 上 便なる 爲め」 にある とせり、 是れ豈 個人に 必要なる 點 ならん 耶、 「アダム スの 家に 客」 となり 
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「夫婦 余 を 親愛して 日夕 居 を 共に し 食 を 同う し 情交 骨肉の 如く」 ありし 「熱心なる 耶蘇 敎の 者」 な 

る 著者の 如き 俗界の 人に のみ 必要な り、 ？ー丑 他人 を 額 かしむ るに 足らん や。 

第五 章國 家に 於け る 耶蘇 敎の 必要 は 「罪 惡を 未發に 防ぎ 風俗 を淳 正にす る爲 めに 耶蘇 敎の德 育 を圃內 

に 普及せ しむ」 るに あり、 「國 の 信用 厚き に 至りて 國 家經齊 上に 益 ある 著大な」 らしむ るに あり、 

r 議會を 調和」 せし むる 「策」 を 行 ふに ありと せり、 而 して 「鬚 眉 丈夫 をして 後へ に 瞠若たら しむ」 

る點に 於て 淸少納 言 を 褒め、 著者の 「師 として 聖經の 幾分 を學 びた る」 「良人と 議論 を上ド する」 女 

博に に 頌德表 を 奉つ る あり、 終りに 八 犬傳を 非難す る あるが、 是れ こそ 奢 者の 稱 ふる r 活讀」 を こそ 

すべき もの なれ、 要するに 自家 大禮服 着用の 寫眞 版を卷 首に 揭 ぐる 從六位 勳六等 底の 著、 阿世 媚 俗の 

醜 論陋說 固より 一 讀の價 なきの みならす、 紙價 騰貴の 今日、 刊行^ 在の 理由な きものな り、 評者 亦责 

に讀 みし を悔 ゆ、 然れ ども 強て 世に 行 はんと 欲せば、 須 らく 先 づ俗的 基督 敎 若く は 耶蘇 敎 俗論と 改題 

する こそよ けれ、 余輩 は 比 つまらなき 一書 を 辯 難す る を 以て 自ら 得たり とする ものに あらす、 殊に 所 

謂 基督 敎界の 名士に して、 此に 向て 議論 明確 云々 の 評語 を 下す を 見る に 至て は、 啞 然として 自失せ す 

んば あらす、 所謂 基督 敎界の 名士の 價値 夫れ 知るべき のみ。  (明治 二十 一 ；宁 八") 

記者と 讀者 

讀 者の 或る 者 は、 余 擎に書 を 贈り、 へぶ 輩の 缺點を 指示して 闩く、 「余 は 足 F を 敬慕す る 能 はざる なり」 

と。 此 種の 讀者 は、 余葷が筆を執るは世に敬^0^せられんが爲なりと思はる、が如し。 然れ ども 敬慕せ， 


らる、 と 否と は、 余輩の 全く 意に 介せ ざる 所な り。 余輩 は难 余輩の 言 はざる を 得ざる こと を 言 ふの み。 

然り、 或る 場合に 於て は、 余輩 は此 種の 讀 者に 敬慕せられ ざる を 以て 却て 名譽 なりと 信す る 者たり。 

◎ 人 ^何物 か、 敬慕 何物 か、 正理を 語れば 足れり、 叉 正 理を學 ベば 足れり。 記者と 讀 者との 關係 をし 

て 私人と 私人との 關 係たら ざら しめよ。 余輩 は 余輩の 爲 めに 此雜 誌の 讀 まれん こと を 欲せす して、 余 

輩の 語る 眞理 の爲 めに 讀 まれん 事 を 欲す。 

0 未開 國に 於け る 人と 人との 關係 は、 凡て 私人 的な り、 開明の 度 を 進む るに 從 ひて、 人 は 公人 的關係 

を增 して 私人 的關 係を滅 す。 凡ての 行爲 を判斷 する に 私人 的 僻 眼 を 以てす、 是れ 未開の 兆たり、 蠻風 

の餘 習な り。 

0 余輩 は 未だ 日本人と して 名と 姓と を 有せざる 者 ある を 聞かす、 然るに 余輩に 達する 書に、 何々 生と 

か 何々 居士と か、 支那 人 か 印度人の 如き 名の 多き は 何故 ぞ。 余輩 は 勿論 寄信 者の 承諾な くして 其實名 

を 紙上に 暴露せ ざるべし。 然れ ども 匿 者 は as に 余輩に 對 する 不信 實を 示す ものたり。 故に 余輩 は 匿名 

の 書 狀に對 して は 多く 重き を 置かす。 

◎ 余輩 は 敬慕 家 を 索 求せ ざる も、 深切なる 批評家 を歡迎 す。 余輩 勿論 缺點 多き 者たり、 而 して 本誌 は 

記者の 屬 のみに あらす して 亦讀 者の 霉 たり。 故に 讀 者が 記者に 忠告す るに、 同社 員の 心底 を 以てせら 

るれば、 余輩の 力量 內の 改良 は實 行し 得る に 難から す。 記者 は讀 者の 婢僕 にあら す、 是に 改善 を 促す 

に 適 當の禮 儀た かるべ からす-。 

©然 り、 余輩 は已に 多くの 眞友を 有する を 感謝す。 彼等 は 余輩の 缺點を 認めて 之 を 余輩に 忠吿 する を 

憚から す。 彼等 は 余輩に 代 價を拂 ふ を 以て、 余輩 を 思想の 販賣 人な りと 思 はす。 彼等 は 余輩と 共に 余 
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輩の 唱道す る 主義の 普及 を 計らる k 者な り。 故に 余輩 は 彼等に 對す るに 花客の 觀を 以てせす して、 同 

志 同胞の 感を 以てするな り。 此 種の 讀者 一人 を 有する は、 世の 所謂 敬慕 家なる もの 干 萬 を 有する に 優 

るたり。  (明治 三十 一 年 十月 J 

文士と 報酬 

本 月 八日の 國民 新聞 は 「虚言 を 云 はぬ 生」 なる 人よりの 投書と して 左の 記事 を 載せたり。 

內村鑑 三さん の 所へ 何様 か 一 夕 講演 を 願 ひたい ものです がと 賴 みに 行ったら まだ 話の 本領に も 人 

ら ない 中に 己の 主義 は 金 をよ こさな けり や 何 處へも 行かない 主義 だ それ も三圓 より 少なくて はい 

かぬ と 切り出された 

然り余 は本鄕 中央 會 堂の 牧師 波 多 野 傳四郞 氏の 親展 を 以て 余 を 訪問し、 余に 一 夕の 演說を 依 核せられ 

し 某氏に、 右の 記事の 如き ものと、 余の 之 を 主張す る 理由と を 語れり、 而 して 氏 を 除きて 他に 此事を 

jflS りし ことなければ、 此 投書 は 氏の 手より 出で しに あら ざれば 氏の 口より 出で しもの なること は 明か 

たり。 事の 是非 は 暫く 措き、 余が 友人の 紹介 を 以て 余を訪 ひし 人なる が 故に、 親しく 余の 書 齋に迎 へ 

て 語りし 事 を、 斯 くも 麗々 しく 世に 公に する 氏： g に 氏の 如き 我國の 基督 信徒の 行爲 は、 余の 解す る 能 

はざる 所な り。 

然れ ども 余は此 事の 世に 發 表せられし を以 つて 恥と せざる なり、 そ は 余 は 余の 勞 働の： 止 當の 報酬 を 要 

求した るに 止まれば なり。 醫を學 びし 者が 診察料 を 請求し、 法を學 びし 者が 鑑定料 を 請求 すれば とて 


社 會は之 を！^ ます。 然るに 文士が 十數年 又は 數十 年に 涉る 彼の 思考の 結果 を 世に 供す るに 當 りて、 正 

ooooo〇oooooooooooooo〇 

當の 報酬 を 要求し たれば とて 何の 怪 むべき 事 か ある。 若し 文士が 彼の 思想に 依て 衣食す る を 得すと な 

OO0 つつ 0000000000000000  {^3cs>®©®c5<^(=)®®(。)sf^3f^0，.l>3(。Jf=)c^® 

,a」 ま 彼 は 何に 依て 比 世に 棲息す ベ きものなる ぞ* 彼が 勞 働の 正直た る 報^に 依て 衣食せ ざれば こそ ヒ 
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む を 得す 或は 此 貴族に 依り、 或は 彼 紳商 を賴 み、 或は 藩閥 政" 肘の 補給 を 仰ぎ、 或は 外國 宣教師の 支給 
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に與 かるに 至る にあら す や、 外 は獨立 君子の 風 を 装 ひ、 內は婢 僕 同様の 生活 を 導き 以て 志士 仁人の 

風を氣 取る。 是れ 東洋 偽善 國の 風習と して は 貴ぶべき か は 知らね ども、 之 を 余輩の 常識に 照し 見て、 

余輩 は 其の 決して 褒 むべき ものに あらざる を 知る。 

然れ ども 一事 余の 事に 就き 我 邦人に 注意すべき あり、 卽ち 正當の 報酬 を 要求す る 辯 士を賤 み、 彼 も 亦 

OODOOOO〇〇ooo  COOOOCCOOCOOOCOCCC 

之を受 くる を 恥と なす 間 は、 我國に 於て 公 開演 說の發 達 は 望む 可ら すとの 事是れ なり。 說敎は 宗敎家 

の 敎勢擴 張の 爲 めの 方便と して 存 するなら む、 演說は 野心家の 徒黨 集合の 爲 めの 方法と して 行 はるる 

ならむ。 然れ ども ヂッケ ンスの 如き 者の 出で 来りて 彼の 戲 作に 聽 衆に 哄笑の 快 を 供す るが 如き、 或は 

H マ ソンの 如き 者 ありて 沈思 默考の 結果 を 壇上より 公衆に 分與 する が 如き は、 我國に 於て は 望む ベ か 

らす。 余の 不肖なる 勿論 ヂッケ ンス、 H マ ソン を 以て 自ら 擬 する 者に あらす、 而も 今日 迄幾囘 となく 

講壇の 任務 を 課せられ、 其の 結果た る 或は 一 日の 間 暇 を 專任敎 師に與 ふるに とどまり、 或は 數 日に 涉 

る 講義 を擔 任し、 僅かに 往復の 費用 を辨 する に 足る の 支給 を 受けし が 如き は、 余の 如き 漂流 無 賴の徒 

に 取りて は 決して 永久に 堪へ 得べき ものに あらす、 故に 余 は 他に 率先し、 玆に數 年間 此 主義 を實 行し 

來 りしな り。  (明治 三十 一 年 十月 ；} 

m  0  九 二 五 
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文學士 高山 林次郞 先生に 答 ふ 

(『太陽』 第 四 卷第戚 拾甙號 登載の 開 書に 對し) 

拜啓、 毎々 御 評判に 與 かり 難 有 仕 合に 奉 存候。 御 承知の 通り、 博士 ジョン ソンの 巾され し 如く、 記者 

は：^ の 名の 評判に ：！^ て 衣食す る 者に 有 之、 依て 小生の 如き も 先生の 如き 文士 ありて、 絶えす 御：^ 判 被 

下に あら ざれば、 直ちに 幾戟に 迫る 者に 御座 候處、 御蔭 を 以て 近 來は文 學商賣 も 大分 繁：： ：： 仕 候、 是れ 

偏に 先生： に 先生の 如き 御 世話好きの 方々 の 賜物な りと 信じ、 感謝の 至りに^ 候。 

偖 今囘は 特別の 御 訓誡 を 被 下、 貴重なる 『太陽』 雜 誌の 紙面 を 多量に 御 塞ぎ 被 ド^^、 小生の 光榮此 

上な き 事に 御座 候。 先生より 始めて 賞 讚め きたる 御詞を 頂戴 致せし 事故、 M とたく 薄 氣味惡 く 感じ 候 

へ 共、 忠愛 一徹の 先生の 言な りと すれば 萬 更御戲 一一 一一：： とも 受取り 難く 何れに しろ 『萬 朝 報』 記者の 贊詞 

にも 劣らぬ 御擔ぎ 上げと 被存、 小生 も 何となく 大文學 者と なりし 樣被感 候。 

小生の 經 世論 を 愚論と 御 斷定の 段、 御尤 至極に 存候、 是れ 實に殘 念ながら 井上 文學 博+ の御黧 陶に與 

かられし 先生と、 小生との 間に 萬 事に 付昆解 を 異にする 所以に して 歎 か はしき 次第に 御』 I- 候。 小. の 

0000  0O0OOOCO0  000000  OCOOC0OOOOOC  一  O0OCO0OOO00 

暗愚なる、 理想と 實 際と を 識別す るの 明な く、 理想と は是れ 直ちに 實 際に 施すべき ものな りと 信じ、 

△  △<"△△  A 厶厶厶 △△<"△<: 厶厶厶 厶厶厶 AAA 厶厶 厶厶厶 厶<"-1<3<3<1<"<1<1 厶厶厶 厶<" 

腦の 一 隅に 理想 を存 して 他の 一 隅 を 以て 實際を 語る が 如き は、 小生 は此 種の 人 を 以て 經世 〔I と 稱せざ 

るの みならす、 嘘つき 又は 偽善者と 呼ぶ 者に 御座 候。 國 家の 利益 なれば 日 木 主 1§1 を唱 へよ、 兆」 督敎を 

排せ よと 申す 筆法 は、 眞理其 物 を 目的と する 文士 哲人の 最も 恥づ べき ことと：^ 候。 厲现を 國{ 玖の め 


に 利用 せんとす ると、 國，； ^を 眞现 に服從 せしめん とすると は、 同じき 樣に 見えて 其 實相距 る 甚だ 遠き 

ものに 有 之 候。 然れ ども 哲學 者に して、 文學 者に して 而も 經世 家なる 先生の ことなれば、 此邊の 所 能 

く 能く 御 含み 置き 被 下 候 は ^ 小生 共の 大 幸福に 御座 候。 

目下 紙價 騰貴の 時に 際し、 斯 くも 長たら しく 御 返事 申 上ぐべき に は 御座な く 候へ 共、 當 今の 如き 無事 

太平の 時に 際し、 御 互に 筆 を 下す の 宿題に 窮し候 折 柄、 曾て 本誌の 讀 者に 約せ し 如く 令囘 こそ は 虚偽 

を 語らん より は 寧ろ 白紙 を 供 せんとまで 決心 罷在 候處、 幸に も 先生の 御開 書に 接し、 斯 くも 紙面 を 塞 

ぐ を 得し は 是れ亦 先生の 恩惠の 致す 所と 感謝 仕 候、 尙ほ 後來は 直ちに 本誌に 御 寄 送 被 下 候ても 一 向 差 

支 無 之、 如何に か 紙面の 都合 を 致し、 五號 文字 にても 御玉 章 を 載す る樣 取り計ら ひ 可 申 候、 但し 本誌 

は 創業の 際 なれば 博 文 館主が 呈 する 如き、 多分の 御 報酬 は 致 兼 候 間、 右 御 心得 置 被 下 度、 此段願 上 候 

頓^。 

十 一 月 五日 夜  内村鑑 三 拜 

批評家 諸君と 語る  . 

或は ダンテと なれと 云 ひ、 或は 大 憤慨 を 吐け と 迫り、 或は 大 改革 を 起せと 註文 さる。 嗚呼 なさけなの 

批評家 殿よ、 ダンテた る は 縱令小 ダンテと なる にもせ よ、 『太陽』 雜 誌に 文事 を 評する が 如き 氣樂な 

る粹 人め きたる 事業に あらす、 人 を 地獄に 逐ひ 遣って 其 苦痛 を 探らし め、 自身 は 花の 都に 留まりて、 

其 昔 信 を 聞かん と 欲する は、 餘り 仁者の 沙汰と も 思 はれす。 己れ の 欲せざる 事 を 人に 施す 勿れ、 日本 
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に 在りて 日本 主義 を唱 ふれば 何も 苦しき 事 はなし。 余輩 は此 種の 批評家より、 地獄 廻り を 請求 せらる 

るの 責任な し。 

大憒慨 を 吐け とよ、 嗚呼 大 憤慨 を 吐けば 大 不敬 漢、 國賊、 亂臣と 呼ばる、 は 愚か、 少しく 筆が 廻り 過 

ぐると、 巢鴨 か市ケ 谷に 於て 本願 寺 敎誨師 の 御 說法を 聞かねば ならぬ を 御 承知の 上の 御 註文なる か。 

若し 此御 註文 をな さる &方 にして、 吾輩の 身替 りに 立ち、 日本に 於ても 支那に 於け るが 如く、 受刑の 

代人 を 許す に 至らば、 余輩 も 大膽に 御 註文に 應 すべき なれ ども、 何が サテ 置き 只 一 つ ほか 持たぬ 生命、 

國の 大事と ならばい ざ 知らす、 批評家 諸君の 眠氣覺 しの 爲 めに、 此危險 を 冒して 大 憤慨 は 吐け ぬな り。 

大隈 伯の 攻擊、 三菱の 惡ロ 位が 大 憤慨の 絕 頂なる べし。 氣焰は 萬 丈とまで 上る を 要せす して、 三菱 銀 

行の 屋根の 巔邊に 達すれば 澤 山なる べし。 是は 『大日 本』 雜 誌に 於け る 假面堂 主人と やら 申さる i 北 

京 朝廷の 政治家ら しき 方に 申す。 

西洋 文學の 眞髓を 供せ よとの 御 註文 も、 無益の 御 註文な りと 信す。 基督 敎の バイブル は、 故 フルべ ッ 

キ、 ブラウン 等の 諸氏に 依りて 二十 年の 昔、 可な りの 日本語に て 旣に我 邦人に 供せられ たり。 而 して 

横濱に 於て は、 一大 出版き 社は晝 となく 夜と なく、 其 印刷 製本に 從事 しつ、 あり。 西洋 文學の 眞髓は 

彼處 にあり、 諸君 何ぞ 直ちに 行きて 之 を 求めざる。 『新 小說』 を 讀むを 止めて、 『文 藝俱樂 部』 を繙 

くを廢 して、 少しく 此 思想の 寶 庫に 人り て は 如何。 若し 諸君に して 此耐 忍と 熱心と さへ あれば、 諸お 

は、 吾人 を 待た すして、 泰西 文學の 眞髓を 手に する を 得るな り。 


大文學 出で よと！ 是れ日 淸戰爭 以来の 註文な り。 然れ ども 余輩 は 其 今日の 日本より 決して 出で 來ら 

ざる を豫言 せり、 而 して 八/^ ほ 斯く豫 言す る ものな り。 今日の 日本より 大文學 を 要求す る は、 南洋の 

食 人 島に ミルトン、 シュ ー タス ピャ を覚 むる の 類な り。 藩閥 政府の 十 數年來 執り 来りし 敎 育の 方針な 

る もの は、 大文學 の 産出 を 殊更に 防遏 する にあり き。 而 して 余輩 も 日本 阈の 忠良なる 民と して、 務め 

て大文 學を產 出せざる べし、 否な、 日本の 大文學 は旣に 世に出で しなり。 井上 文學 博士の r 宗 敎と敎 

. 育の 衝突」、 是れ ミルトンの 『敎育 論』 に 優り、 ぺスタ n ジ ー の 『ゲル トル ー ド』 に 勝る の 大著 作に 

して、 未来永劫 世界 文學の 中に 數 へられ、 時と 共に 其 光 を 放ち、 世と 共に 其 明 を 加 ふるの 作な り。 或 

は 加 藤 博士の 『人權 新 說』、 近く は 石 川舜台 師の徵 文、 是を しも 日本の 大文 學と稱 せす ば、 何 をか稱 

し 申すべき。 明治の 日本人 は、 大文學 を 有する 餘 りに 多き が 故に、 之に 飽き 足らす して 尙ほも 新たな 

る 大文學 を 要求し つ i あるな り。 而 して 或は 妓樓に 於て、 或は 待合 茶屋に 於て、 大文學 は 毎日 吾人の 

女 郞文學 者に 依りて 製造せ られつ i あり。 批評家 諸君 何 を 苦み て 他に 大文學 を 求めら る X ぞ。 

•x-  .;个 

ホ  山 

「尙ほ 一 曆眞 面目なれ」、 r 眞 面目の 結晶 體 たれ」 等の 御 註文 も、 容易に 應じ 難き 註文な り。 誰か 遊廓 

の 地に 在りて 孔孟の 仁義 人道 を講 する 者 あらん や。 楚に 入りて は 楚に從 ひ、 齊に 入りて は 齊に從 へ、 

と は 古人の 格言なら す や。 遊廓 地に 入りて は遊廊 地に 在る の 態度 を 取らざる ベから す。 或る 口癖 惡し 

き 批評家 は、 今日の 日本 國を 以て 世界の 遊廓 地な りと 稱 せり。 そは餘 りの 酷評なる ぺけれ ども、 其 昔 

時の 君子 國に 非す して、 上 は 其總理 大臣より 下 は 商 估： a に 其 番頭に 至る まで、 悉く 妾を蓄 ふるの 阈柄 

雜 九 二 九 
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なる は、 新聞紙の 記事に 依りて 明かな り、 斯の 如き 社會に 在りて、 獨り 眞劍眞 面目た る は、 獨り干 里 

の 馬に 鞭ち て 敵陣に 向 ふの 類な り。 鸞輿 在 前霉車 在 後、 吾獨乘 千里 駿馬、 將 安之 乎と は 漢の文 帝の 古 

知 ：n にあら す や。 四圍呰 悉く 浮氣 にして、 貴賤 僧侶 皆ォ ペッカ 主義 を 捧持す るの 時に 際して、 余^の 獨 

り眞 面目な らんこと は、 余輩の 忍ぶ 能 はざる 所な り。 

余輩の 親友に 肥 後人 某 あり、 曾て 余輩に 吿げて 曰く、 『日本 國は 到底 義人の 血 を 以てせ ざれば 拯ひ難 

し』 と" 余聚は 彼に 答へ て 曰く、 『嗚呼、 然る か、 然 らば 君 先 づ命を 致せ』 と。 時に 彼れ 苦笑して： n 

く、 『余 は先づ 君の 義に 死す る を 見て、 然る 後に 余の 計 を 定めん』 と。 他人に 切腹 を勸 めて、 自身 は 

安閑 日月 を 送らん とす、 日本人の 勸吿 なる もの は槪ね 皆斯の 如し。  (明治 三十 一 年 十 一 刀) 

批評家と 語る (再び) 

單調 とよ、 千篇一律 とよ、 然り 余輩の 言 はんと 欲する 事 は 多 辯 を 要せす して 明かな り、 「嘘 をつ く 勿 

れ」、 「胡 魔 化す 勿れ」、 「外面 を 飾る 勿れ」、 「正直 なれ」、 「眞 面目なれ」、 「卞 子ぶ る 勿れ」、 r 懶惰 ける 

勿れ」、 r 媚 ぶる 勿れ」、 「良心の 聲を 揉み消す 勿れ」、 「人の 面 を惧る 勿れ」、 「名利の 爲 めに を 爲す勿 

れ」、 其 他 之に 類す る もの、 余輩に 若し 萬 年の 生命 ありと する も、 余 華の 此 世に 在らん 限り は、 < ^楚 

は是 等の 言 を 重複して 歇 まざるべし。 而 して 余輩の 讀者 にして 旣に 正直 勤勉、 謙遞 剛毅の 人と 成り、 

余輩の 此 等の 言 を 要せざる に 至る 者 あれば、 是 れ余葷 の 目的の 達せられし 事に して、 余？ の滿足 歡ぃ乂 z 

此上 あるな し。 余輩 は 彼等に 乞 ふに 此雜誌 を 永久に IT 緩 せられん こと を 以てせす、 < ^楚は 及ばすな が 


らー つの 俾道的 目的 を 有する. 者 なれば、 世の 仁人 子に して 心身の 改善 更革を 要せざる 人に 取りて は、 

此雜 誌の 全く 要な きものなる 事 は、 余輩の 充分に 識認 する 所たり。 

然れ ども 余 Sf は 未だ 此 誌の 廢刊の 要 を 見ざる なり、 余輩 は 未だ s: 千 萬の 同胞が 悉く 嘘 をつ かざる、 正 

直、 眞 面目、 他人の 利益 を 先にして 自己の 名利 を 後に する、 仁人 君子と 化したり と は 信す る 能 はざる 

なり。 余輩 は 未だ 此 東洋の 君子 圃に 於ても 「嘘 をつ く 勿れ」 て ふ 幅 昔 を宣傳 する の 必要 を認 むるな り。 

而 して 嘘を吐く 者 は緣日 商人に 限らす して、 或は 天下の 經綸を 論す るて ふ 政治家 中に も、 眞现の 蘊奥 

を究 むる て ふ大學 生の 中に も、 神の 福 昔を宣 べ傳 ふるて ふ 基督 敎の傳 道師屮 にも、 其 他哲學 家中に も、 

文學者 中に も、 何 所に も、 此所 にも、 君子 國臻る 所に 存在す る 間 は. 余輩の 唱 ふる 「嘘を吐く 勿れ」 の 

福音 は 未だ 全く 此國に 要な きものと 謂 ふべ からざる なり。 

r 竊む 勿れ」、 是れ 倫理 學 上の 最も 單 純なる 原理、 誰か 之を辨 へざる 者， か ある、 而も 君子 國の 人お な 

り、 竊 むが 如き 是れ 盗賊の 所業な り、 是れ 大和民族の 爲すを 恥と する 所、 忠孝 を 以て 國宣の 基礎と 定 

むる 斯民 にして、 竊 むが 如き、 偽 はるが 如き 所業の あるべき 害な しと。 

*  -X- 

然り、 實に然 り、 隣人の 金を竊 みて 法律 的 刑罰 を受 くる 者 は 甚だ 少數 たるが 如し。 東京 一市の 盜賊は 

巢 鴨市ケ 谷の 宏壯 なる 監獄 を充 たす の 外に 多く 見當ら ざるが 如し。 然れ ども 竊 むて ふ 事は必 すし も竊 

盜 强盜詐 偽の 類 を 謂 ふに 止まらす、 他人の 作 を 知らぬ 額して 文に 緩る 文士 は、 確に 竊盜 罪の 一種 を 犯 
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せし 者な り、 シャツの カツ フ に 答 辯 を 書き込みて 試験の 席に 臨み 以て 及第の 燒 倖に 與 からん と 欲する 

學生は 確かに 盗賊の 一種な り、 心に 誠 實の存 するな きに、 古人の； 一 ic を 引き、 能辯の 術に 賴り、 以て 他 

を勸誘 化導 せんと 試む る 本願 寺の 談義 僧 も、 耶蘇 敎の 傳道師 も、 確かに 詐僞師 の 一種に して 亦 盗賊と 

類 を ：！^ ふす る 者な り、 國 民の 愛國 心に 訴 へて 鑄 鐵會社 を 起し、 不正 鐵管を 製して 百 萬の 都民 を 欺きし 

者 は、 縱令 法律 的に は 無罪 放免と なりし と雖 も、 倫理 學 的に は 紛れ もな き 盗賊な り、 些の黄 .2: の爲め 

に選擧 人に 委託され し 貴重の 權 利を賣 却す る 代議士 は、 盜名を 蒙む る も 決して 之を辭 する 事 能 はざる 

者たり。 其 他 眞理に 不忠なる 哲學 者、 國 民の 膏血 を资る 貴族、 小 li- を 虐げ 大農 豪商、 是等 は余荣 の 

倫理 學的 類^に は、 盗賊の 種類と して 分別 さる i 者に して、 此 等が 裁 減せ ざるまで は、 余 Jiaf は r 竊む 

勿れ」 の 首 を. めざる 決心な り。  (明治：： 一十 スキ 十二月) 

歷山 大帝 傳を讀 みて  愛史 生 

0 近刊 セ ンチ ユリ ー 雜 誌の 揭る コル ネル 大孽 希臘語 敎授べ ン ジャミ ン アイド ホヰラ ー 氏の 筆に 成 

る ァレキ サン ダ ー 大帝 傳は 近來 稀に 見る 處の歷 史的 大 論文な り、 二 干 三百 年 以前の 太古に 溯り、 有り 

と 有らゆる 證 跡に 照して、 昨 曰の 人を畫 くが 如くに 此 大人物 を讀 者に 紹介す る處、 專 門歷史 〔永が 公衆 

の爲 めに 盡 すに、 斯 くも 深切なる は實に 羨む に堪 へたり。 

0 ァレキ サン ダ ー 兵 を 提げて 希臘に 人る、 雅典、 スパ ー タ、 テベ ス、 コ リンス、 悉く 降 を 乞 ひ、 或は 

物 を 贈り、 或は 足ドに 伏して 彼の 臣下た るの 意 を 表す、 獨りコ リン 卜 市外 クラ 一一 ャムの 地に 一竹 人の 


住する あり、 彼れ 来て 大帝の 健康 を 祝せ す、 大帝 竊に 彼の 剛毅 を 敬し、 自 から 行て 彼 を 見る、 哲人 時 

に 或る 學 校の 門前に 日光に 浴し つ- -ぁ りしが、 大帝 は 文武の 諸 官を率 ひて 彼の 傍に 立ち、 彼に 吿て曰 

く 「余 は 帝王 ァレキ サン ダ ー なり」 と、 折！： 人 少しく 頭 を 擡げて 答へ て 円く 「余に 不平 家 ディ ォゼ 一一 ス 

なり」 と、 彼 其餘を 語ら ざり ければ、 大帝 は 更に 語を續 けて 曰く 「余が 足下の 爲 めに 爲し 得べき 事 を 

告げよ」 と、 哲人 答て 曰く 「願く は 足 ドと足 ドの從 者と は 余の 前に 立て 日光 を 遮ぎ る 勿れ」 と、 面晤 

玆に 終る、 大帝 驚き 心大に 哲人 を 敬し、 彼の 從臣に 語て 曰く、 「我れ 若し ァレキ サン ダ ー たら すん ば 

デ ィォゼ 一一 ス たるべし」 と〕 

嗚呼 大 なる ァ レキサ ンダ ー、 大 なる ディ ォゼ 二 ス。 

0 ァレキ サン ダ ー に 一大 目的 ありし、 卽ち 彼れ 自身 は 正 當の希 職人なら ざり しも、 希 臘諸邦 を 結合し、 

是を强 固なる 一大 團體 となし、 之 を 率 ひて 波斯帝 1: に 攻め 人り、 希 臘的新 文明 を 亞細亞 大陸に 布かん 

と 欲する にあり き、 彼れ 二十歳に して 父の 位を繼 ぎ、 全力 を此 一 大方 向に 向け、 竟に 印度 以西 地中海 

に 至る までの 地 を 全然 希臘 化せし めたり、 彼 は ナボレ オンの 如き 名利 的 野心 を懷 きし 者に 非す、 彼 は 

文明 頒布の 爲 めに 彼の 父より 讓り 受けし 強大なる 武力 を 使用した りき、 彼の 大 なりし は 彼の 武功に 依 

るに あらす して、 彼の 理想の 高尙 にして 偉大な りしが 爲め なり、 彼 は ァ リスト ー トル を師 とし、 師の 

高遠なる 理想 を 全地に 施かん と 務めし なり、 若し 兵 を 用 ひんと ならば 少く とも ァ レキサ ンダ ー の 如く 

なるべし、 只 武功に 誇り、 武威 官； 揚を 目的と する が 如き は、 武人た るの 天職 を 知らざる ものな り。 

0>歴 山 大帝 常に 小事 を 嫌 ふ、 彼れ 常に 彼の 侍者に 語て 曰べ 「我れ 若し 偉大なら すん ば 零 屑なる べし」 

と、 彼 は 全世界の 改造より 小なる 事業に 彼の 意 を 留め ざり し、 是れ 彼が 未だ 十五 六 歳の 頃 彼の 心中に 
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定めし 決心な りしと 云 ふ、 是れ彼 をして 彼の 故國 なる マ セド- 一 ャを さへ 多く 顧み ざら しめし 理. m と 一 K 

はざる ベから す、 r 單獨の 目的 を 有する 者 は 幸福な り」、 歷山王 は 世界 改造て ふ單獨 の？：！ 的 をお せり、 

故に 彼 は 彼の 名を大 ならしめ、 亦 彼の 故 園なる マ セド 一一 ャの 名を大 ならしめ たり、 マ セド 一一 ャを 捨て、 

殆んど 之 を 顧み ざり し 歷山王 は マ セド 二 ャの 最大 出産 物な り。  (s^ 治 二十 二 年 二月) 

當世 倫理  大俗生 

◎ 據を 吐く も 可し、 娃に 耽ける も 可し、 自己と 他人と を 欺く も 可し、 只 忠臣 たれ、 愛國者 たれ、 忠と 

愛と は 凡ての 罪 惡を掩 ふ ものなる を 知れ。 

0 酒と 煙草と は 小 兒に害 あり、 大人に 害な し、 懶 惰と缺 席と は 生徒の 禁物な り、 敎師の 禁物に あらす、 

敎師 たる 者 は 毎週 一 囘必す 虚病を 使 ふの 特權を 有す、 學 生の みは 年 •tc 年中 一 日 も. 缺勤 せざる を 可とす。 

0 日本に は 日本の 眞理 あり、 西洋の 眞理必 すし も 日本の 眞理 にあら す、 物理の 學に 至て は 古今東西 渝 

る ことなしと 云 はん、 然れ ども 倫 现道德 の學に 至て は 彼 は 彼に して 我 は 我な り、 米阈が 隣邦 封の 助 を 名 

として 竟に 南洋の フィリッピ ン 群島 を 併有す るに 至りし は 確に 盗賊の 所業な り、 然れ ども： H 本が 朝鮮 

誘導 を 名と して 臺灣を 占領し たれば とて 決して 君子！： たるの 名 を 汚したり と 云 ふ を 得す。 東西 倫理の 

異なる 斯の 如し。 

0 個人主義 は國 家の 大敵な り、 我れ 我が 昇給 を 祈り、 我が 利 達 を^む も、 我 は 國 〔糸 主義 を 1? へて 個人 

主義 を 執ら ざれば 我 は國賊 にあら す、 逆臣に あらす、 個人主義と は 博愛主義の 謂 ひなり、 佛敎、 基督 i 


敎 等外 敎の謂 ひなり。 自利 を 計り、 自 榮を畫 する が 如き は是 を^ 人 主義と 稱ふ ベから す。 

◎ 子を責 むる に は 何事に よらす 必す 不孝 を 以てすべし。 臣を責 むる に は必す 不忠 を 以てすべし。 弟 を 

貴む るに は必す 不遍を 以てすべし。 是れ 彼等 をして 終に 完全 無缺の 君子たら しむる の 道な り、 少者に 

向て 同情 を 表する が 如き は 彼等 を橫 着なら しむる の途 なり。  (： 明治 三十 二 年 二月.) 

片  一一 一一 C  苦 言 生 

0 國も餘 り 深く 愛すれば 國賊 となり、 宗敎 も餘り 深く 信 すれば 異端と たる、 日本の 如き 國 柄に 於て は 

何事 も宜ぃ 加減なる を 宜しと す。 

◎ 平 將門は 平民の 友な りしと も 言 ひ、 叉 大逆 無道の 臣な りしと も 云 ふ、 是れ 史的 精神が 我國 民の 中に 

普及して 後に 決せら るべき 面. R き 問題な り。 

0 楠 正 成 とても 今の 忠臣 愛國者 連に 擔ぎ 上げら るべき 人物に あら ざり し は 曾て 本誌に 揭 げし 『正 成 

傳』 (著者の 文に 非ず— 編者 ソ にて 明かな り、 彼 は智仁 勇の 士 なりし と 云 へば 今日 所謂 常 識 に 富みし 人 

に 相違な かりし ならん。 

0 大阪朝 nr 新聞 頃 口  r 淸國 と其鐵 道」 なる 有益なる i を 掲げ、 其 終りに 我當路 者の 淸國 に對 する 無 

能 を 嘲り、 結論して 曰く、 「日本 も 第一 一の 布哇 となりて 新 建 第一 一の 米國 (支那) に 合併 せられん のみ」 と。 

◎ 「第二の 布哇」 ！ 此言 にして 若し 五六 年 前に 發 せられん か、 井上哲次郎 博士、 高山 文學士 等の 諸 

愛國 者の 筆 的 打 拳 は 雨の 如くに 『朝日』 記者の 頭上に 加 へられし ならん。 そ は國を 辱し むる の 稱號と 
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して 是の 如き は あ ら ざ るべ ければ なり。 

0 然れ ども 公平に 史的 眼光 を 放って 日本 今日の 狀 態を觀 察すれば 其 中に 幾多の 布 i.- 的 現象 を發 yiMl,.- 

に 難から す、 讀者若し余の言を疑は^-布哇史 一 冊を購 ふて 之 を ー讀 せよ。 

◎ 布 哇の發 見 竝に發 達が 日本の 開放に 與 りて 力 ありし は歷 史上の 事實 なり、 而 して 日本が 勃興して M 

界に 雄飛 せんとす る 頃、 布哇は 米國に 併呑せられ たり。 

0 日本の 興起が 支那の 開放 を 促せし こと も歷 史上の 事實 なり、 支那が 第二の 米國 となりて^ 界に 雄飛 

する 頃 は グヅ- すると 日本 も 其 合併す る 所と ならん との 『朝日』 記者の 心配 も 全く 杞憂に あらす。 

◎ そ は 日本人 とても 肉體を 着けた る 人間 なれば 必す國 家 的に 死せ すと も斷 一一 一一 I： し 難し、 指導 其 道 を 過 ま. 

れば 日本 とても 布 t: の 轍を踐 むに 至る や も 知れす、 是 れ愛國 者の 深く 注意すべき ことなり。 

◎ 然れ ども 若し 革 めんと ならば 今日の 如く 3： 時まで も 愚 頭 愚 頭して は 居られぬ なり、 そ は 東方 亞細亞 

の fra 洋 化せら る-" は 百年 千年の 後に あら ざれば なり、 今日は 實に 日本の 生死 を 決する の 秋な りと 余 は 

度々 思 ふなり。 

©  r 汝は死 せんこと を 欲して 活 きんこと を 欲せす」 と は 猶太の 或る 愛國 者が 其！； 人 を 罵りし 一一 H なり、 

若し ィザ ャ、 H レ ミヤの 如き 熱誠なる 愛阈 者の 我 邦に 顯 はる i ならば 同一 の； 諳調を 以て 我！： の 當路者 • 

文學 博ト； 敎育 家、 宗教家の 類 を 罵るな らん。 

0 然れ ども 何 は 扨 置き、 藩閥 政府の 强 ひし 支那 教育の 中に 過去 十四 五 年間 を 過ごせし 我！； おの 事 なれ 

ば： E が 與國で 何が 亡 國か其 邊の處 は 少しも 感ぜざる が 如し、 何でも 軍艦が 澤山 出来て、 世界に 向て 威 

張る 事が 出来れば 夫れ で！： が 興った 樣に 信す る 連中が 多き 事 なれば、 革 進 を 今日に 於て 唱 ふる は 隨分 


困難な り。 

0 現實 主義が 東洋 壌亂の 原因 だと は 本誌の 寄書 家中 村諦梁 氏の 說 にして 亦歐 米諸學 者の 中に 行る \ お 

說の 如くに 見 ゆる、 日本 を 救 ふとに 此現實 主義より 國民を 救 ふの だと 余 は 思 ふ。 

0 併し 其が 大事 業で 大 困難 だ、 此 種の 救 齊に從 事 せんと 欲せば 國賊 異端 等の 名を國 から 頂戴す る 位 

の 事は覺 悟の 上で なければ ならない、 勳章を ブラ 下げ 恩給に 與 かりながら 日本 國は 迚も 救へ ない、 是 

を 思 ふと 苦言 生の 如き も 夜 も 眠られない 事が 度々 ある。  (g さ； 一 十二 年 六月； 

時感  關東生 

文部と 外務 

文部 は 內に對 する 府な るが 故に 對外硬 を 主張し、 外務 は 外に 對 する 府な るが 故に 對外 軟を唱 ふ、 前者 

は國家 主義 を 採て 後者 は 世界主義に 據る、 同一 の 政府に して 相 乎の 强， おに 從て 執る 所の 主義 を 異にす- 

是れ 政府の 威信 を 表す るの 途 にあ らす。 

日本 國の愛 1： 者 

日本 國の 愛國 者と は外國 人に 對 しての 愛 國 者に あらす して 內！： 人に 對 しての 愛 國者 なり、 彼等 は： M に 

愛國を 誇る を 知て 外に 是を 宣揚す る を 知らす、 日本 東京に 於て は 基督 信徒の 撲滅 を 主-張し、 獨逸 伯林. 

に 於て は 日本 婦人の 缺點を 摘 示して 得々 たりし 某文學 博士の 如き は 其 好例な り。 

至 誠 
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「至誠 を 吐露して 大日 本 帝！： 人士に 徼す」 て ふ 題 E の： 卜に 大廣 吿を爲 して 天狗 煙草の IK 用 を 勧む る は 

東洋 煙草 大王 岩 谷 松 平氏な り、 「有朋 惟 至誠 あるの み」 とて 藩閥 政府の 持績を 計る は 陸軍 大將 山縣有 

朋侯 なり、 其 他 板 垣 伯 は 至誠 を 以て 彼の 自由 黨を 吹聽 し、 石 川 舜さ師 も 至誠 を 以て 護法 を說 く、 鳴 呼 

至誠、 至誠、 至誠、 余 葦 は 其 今日 3： を 意味す るの 語なる や を 知る に 困し む。 

人爵と 天爵 

父は從  一； ii 前內 大臣 輝弘 公、 母 は前關 C 人道 准 二 后 鷹 司 政 SI 公の 七 女、 然るに 其 子忠順 侯に は：： 卜 人 

の 妾 あり、 其 孫忠敬 公亦國 民の 龜鑑 たるに 恥づ べきの 行爲多 かりし となり、 如何に 日本 國の 階級 なれ 

ばと て、 人爵 は 以て 天爵の 保 證には あらざる が 如し。  (明治 一一！ 十二 年 六：： 0 

た ら しめば 文學 (gsMS) 

余 をして 若し 總理 大臣たら しめば  獨立子 

余 をして 若し 日本 園の 總理 大臣たら しめば、 余 は 余の 施政 第一 の 事業と して 箱 根の 勝地 を 化して 一大 

國； 1^ 的 公園と なすべし、 余 は先づ 國」 肘 律より n お 本 迄 新たに 鐵道 を布設 し、 本より 宮 のド、 のドょ 

り 一方 は 蘆の 湯、 箱根驛 へ、 他の 一方 は 姨„.| へ 向け 新たに 道路 を 11 鑿し 是に爲 車鐵道 を布設 するな る 

べし、 且又 七 ni! 到る 所に 公的 浴 湯 を 建築し、 或る 簡易なる 法則の： 卜に 何人も 自由に 入浴 湯治す るの 便 

益 を備 ふるなる べし、 而 して 毎週 ー囘 東京 I 組に 名 古屋邊 より 箱 根遊覽 列車なる もの を發 し、 取 低々 額 

の 賞金 を 以て 四民 何人も 此 天然の 偉 觀を樂 しむの 快樂を 供す るなる べし、 义 公園 內には W く藝 娼^ 


s 巾 間 等 風俗 紊亂 の 嫌 ひ ある 人物の 人る を 禁じ、 此處に 都會の 汚氣に 接する ことなくして 芙蓉峰 の 藍 湖 

鏡面に 映す る を 眺め、 大 地獄に 地質 學的大 現象 を 目撃し、 以て 神 心 休養の 爲 めの 靜地を 此處に 作るな 

るべ し、 斯くて こそ 余 は 民に 對し、 天に 對し 此美國 の總理 大臣た るの 本職 を盡 せし 事と 信 すれば、 余 

は 余の 本心に 於て 無上の 怏 樂を感 する ことな らんと 念 ふ。  (明治 三十 二 年 六月) 

奇 人奇語  獨立生 

◎ 我 一人い くら 悶 ぼいても 日本 國は 救へ たい、 日本 も 他の 國と 同じ様に、 成る 様に は 成る であらう、 

『上帝 は 天に 在せ り、 地上の 事 憂慮す るに 足らす』 だ、 爲 すべき 丈け の 事を爲 して 他 は 之 を 上帝の 乎 

に委 ぬるが 智慧の 絶頂 だ。 

0 同志 社 を 始めと して 靑山 學院、 明治 學院其 他の 外國 人の 資金に 依て 建てられた 基督 敎 主義の 學校は 

段々 と 死期に 近いて 来た、 實に殘 念の 至り 氣の 毒の 至りで ある、 然し 故 新 島襄氏 其の 他の 諸 先生に は 

是れ しきの 事に 先見が 付かなかった か 知らん、 斯く なり 行く は 分り切った 事で あつたに。 

0 神と 俗と に^せ 事 へんと する 事程怕 しい 事 はない、 俗の みに 眼 を 注ぎし 一 1 澤 先生の 敎育 事業 は 稍 成 

功で あるのに、 基督 敎諸 先生の 事業の 斯 くも 失敗に 終らん とする の は 全く 彼等が 二人の 主に 事 へんと 

厶 <<3<3<"<<"厶<1<<1厶ム<1<1厶厶厶<1<"厶厶厶<"<1.^<1<1厶厶<" 

した 爲 であった に 違ない、 同志 社の 運命 を 見ても 余 は 一 i? 聖書の 敎訓の 意味 深き を 悟る 者で ある。 

◎ 若し 余が 諸 光生なら ば 余 は斷然 政府と 手を切て 仕舞 ふで あらう、 而 して 余 は爰に 全く 文部省の 干渉 

を 受けざる 平民主義の 學校を 興す であらう、 政府の 役人と なる ばかりが 日本人の 能事で はない、 商業 
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界、 工業界、 文 學界皆 悉く 誠意 實 力の 人 を 要する ではない か、 我々 は 政府の 保護 を 受けす とも 眞 面目 

.  厶  <"<1<3厶< -厶厶 <3<1 厶厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶厶  <1<3 厶厶 A 厶 <3<1 

の 人 を 作る 事が 出来る、 眞實に 日本 國の爲 めに 盡 さんと 欲すれば 政 "吋の 特^ 認可の 如き は 反て 妨害に 

なる、 今や 我 國の敎 育 は 舉て虛 僞虚禮 に 走る 際、 基督 敎 徒が 其 刷新の 責に當 らん 寧は實 に^まし い 事 

である。 

◎ 併し 此んな 大膽な 事 は 基督 敎界の 諸 先生より は 決して めない、 今日 若し 此 事が 彼等に 出来るなら 

ば 彼等 は 今日までに 恥辱の 上に 恥辱 を 加へ なかった に 相違ない、 神様 を 惟 僅かに 半分 丈け 信ぜし 諸 先 

A  A  A  A 厶  <1<3<1 厶  <1<J 厶厶厶 A<" 

生 は 終に 政^の 踐み漬 す 所と 成った。  (明治 三十 二 年 十月) 

腐敗 錄  小 憤慨 生 

〇 腐ったり、 腐ったり、 能く も 腐った るかな 日本 今日の 社會、 華族 腐り、 平： li^ 腐り、 官^ 腐り、 代議 

士 腐り、 坊主 腐り、 牧師 腐り、 敎師 腐り、 學生 腐り、 腐らざる 部分と て は 北より 南まで 束より 西まで 

探究に 探究 を 盡すも 見出す 能 はす、 預ー百 者 ィザャ がー 一： 一 a ひし 『頭 は 病まざる 所な く、 其 心 は 疲れ 杲 たり、 

足の 趾 より 頭に 至る まで 全き 所な く、 只 創痍と 打傷と 腫物との みなり』 との 語 は 蓋し 日本 八/日の 如き 

社 會の狀 態 を 云 ひし ものな らん。 

〇 國民は 政府に 賴 り- 新聞記者 は 政黨に 頼り、 敎師は 文部 劣に 賴り、 宗敎家 は 本願 寺に あら ざれば 外 

國 傳道會 社に 賴る、 獨立 あるな し、 自主 自信なる もの あるな し、 日本人 は 其 社交的 關 係に 於て 旣に獨 

立 を 失 ひし 者な り、 如斯 くにして 彼等 は 如何にして！： 家 的 獨立を 維持 せんとす る や。 


o 疑 察、 疑 察、 疑 察、 親子 相 疑 ひ、 兄弟 相 疑 ひ、 親任す べきの 朋友な く、 同僚 相 信ぜす、 四隣 相妬視 

す、 是 れ^子 國 にあら すして 獰人國 なり、 美國 にあら すして 不味 國 なり、 万：に相信賴するの情：^^^なく 

し て 豈 人生 の 大 幸福 を樂 しむ を 得ん や。 

〇 雨して 叉 政略よ、 今日の 日本人 は 政略の 外に 事を爲 すの 途を 知らす、 政治家 輩の 政略 は 彼等の 商賫 

柄と して 恕し 得べき も、 敎育 家の 政略、 宗敎 家の 政略、 哲學 者文學 者の 政略に 至って は實に 醜の 醜な 

る もの、 然れ ども 今や 君子 國 孰れの 處に 至る も、 孰れの 學 校に 於ても、 孰れの 寺院 敎會に 於ても、 然 

り 孰れの 家庭に 於ても (若し 家庭なる もの ありと する も)、 此 醜の 醜た る 政略の 行 はれざる はなし、 

嗚呼 醜なる かな 今日の 君子 國。 

〇 正義 仁 迸 を 高らかに 要求しながら、 是を其 身に 强 ひらる- - あれば 忽 にして 過激 極端の 悲鳴 を發 す、 

地方 瀨 族の 一種た る 有志 家なる 者 は 重に 此類 なり、 彼等が 改革 を 政府に 迫る が 如き は 實に越 權の絕 頂 

にして 彼等 は 舌 を 含んで 永久に 沈 默を守 るべき ものな り。 

〇 懶け 書生、 街頭に 月 琴を彈 じて 俗 謠を歌 は ざれば 田舍 新聞の 記者と なりて 地方に 改新 釐革 を唱 ふ。 

國家 衰亡の 徵は 最も 著しく 此 現象に 顯 はる。 

〇 其 他 憤るべき もの 千 萬に して 足らす、 然れ ども 今 は 謹んで 之 を 語らす。 (明治 三十 二 年 十 一 月) 

年 賀 狀 

友人 は 年毎に 減少す る 事と 思 ひしに 計ら ざり き 今年 は 1 一 百 本餘の 年賀 狀を 受けたり、 是も雜 誌 編輯に 
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從事 する 功德の 一 つなり と 思へば 餘り惡 しく は 感ぜざる なり、 お づ其內 最も 著しき もの i 二三 を擧ぐ 

れば  ， 

最も 圓滿 にして 優麗 なりし は 自由 黨の 名士 「世界 之 日本」 主筆なる 竹越與 三郞！ の賀辭 なりと す、 其 

文に 曰く 

朝來萬 象雍和 四海 を迎 ふ、 伏して 老臺の 萬 福 を 惟 ふて 慶暢 に堪 へす、 兹に 恭しく 歳 端の 贺辭を 奉 

る再拜 

以て 明治 文 體の好 標本と して 後世に 傳ふ べし、 氏が 當時 第一流の 交際家た る は 此辭に 照して 明かな り、 

但し 此文は 活版に 附 せられし もの なれば 之 を 余 一 人に. 送られし 好意と 思へば 己惚 の絶顶 なるべし。 

實に 意外な りし は 文學士 高山： i 次 郎君の 雇主なる 博 文 館主 人大撟 新太郞 氏よりの 賀狀 なりと す、 しか 

も 氏 は 余に 二通の 賀狀を 寄せられたり、 一つ は 活字 摺の ものにして 余の 靑 山なる 奮寓へ 宛てられ、 他 

の もの は 氏の 親筆に 成りし ものと 覺 しきもの にして 角 害た る 余の 本宅へ 宛て 送られたり、 勿論 余の 如 

き 亂臣國 賊は此 愛 國的大 出版 會社 とん r 日まで 3： の關 係の ありし 事な しと 雖も、 去りと て 余 は 未だ 肯て 

同 館に 對し惡 意を懷 きし 事なければ 此ー 一 偶の 賀狀に 對し余 は 恭しく 玆に 氏が < ^に 送られし 好意に 應酬 

する 所 あらんと す。 

次に 最も 意外に 感ぜし は 日本 女子大 學校 創立 事務所 成^ 仁藏！ _ ^よりの 賀辭 なりと す、 氏 は 十 有 一 一年の 

昔 越後 新 潟に 在て 外 國宣敎 師と與 し、 余が 基督 敎 主義 を 執らざる との 故 を 以て 痛く 余 を 苦しめし 人な 

り、 ん：' は 氏 自身 は 基督 敎には 甚だ 淡，：：： たる 人に して、 大和の 豪族 土 倉 某と 俱に、 我 國の贵 顯紳+ を；？ Is 

合 ひ 女子大 學 設立に 盡瘁 せらる &由 なれ ども、 余 は 十 年来の 氏の 醜 敵に して 一 も 氏より 賀 狀を受 くる _ 


の 理由 を發 見す る 能 はす、 氏と，^ と は 過去 も 現在 も 行動の 方針 を 全く 異にする 者、 氏が 外國宣 敎師に 

與 みせし 頃 は 余 は 氏と 彼等と に反對 し、 氏が 貴 顧と 紳士と に賴ら る、 今 口、 余 は 亦た 氏と 彼等と に 反 

抗 する 者たり、 余 は 氏の 事業の 如き もの、 此國に 於て 榮ぇ ざらん 事 を 願 ひ、 氏 も 亦た 余の 事業の 如き 

もの k 狂 盛な らん 事 を 望み 給 はざる べし、 余 は 氏が 余に 寄せられし 賀詞の 何の 意に 出し ものなる や を 

知る に 苦しむ。 

然れ ども 是れ 構に ニーの 例外た るの み、 他の 二百 餘通は 友人 同 卜： よりの 露 情を傳 へし ものにして、 殊 

に讀者 諸君より 特训に 寄せられし 貿 儀の 如き は 余の 深く 感謝す る 所の ものな り、 余 は兹に 一 々諸 十； の 

姓名 を 揚げす と雖 も、 深く 之 を 余の 心肝に 鈴し、 以て 余の 今年 中の 慰藉と なさん と 欲す。 

(.叨 治 三十 三年  一 3 

爐邊 時事 談  獨立生 

〇 如何です、 政治家 達、 此 寒天に 二人 挽の 人力車で 大臣の 訪問、 實 業.： の會合 等に 御 奔走で 少し は此 

金 甌無缺 の 君子 國も 改善の 途に 就きました か、 此 聰明なる 國：^ は 國事を 擧げて 諸^に 委ね、 諸^より 

嚷， むに 政治 法律 は 勿論、 敎育、 道德、 宗敎に 至る まで 人生 萬般の 改革 を 以てします、 若し 神様が 諸お 

の 心屮を 知り 給 ふやう に國 民が 諸君の 御 技量 を 知りますならば 彼等 は 決して 如斯 宏大た る 注文 を 諸 II； 

に爲 さたい に 相 逢ありません が、 然し 幸に も 諸君 は 神なら ぬ此國 民の 間に 御 生れな さりました から 諸 

君の 金緣 眼鏡と フ ッ ク コ. ー トと ドラ 聲と 虚勢と を 以て 胡 魔 化 的に 威張て 此せを 御 渡りな さる 事が 出 
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来るのは諸！！^；に取ては御芽出度の限りと私は諸君に御祝ひ申上ます。 

.〇 义诸も 宗敎， ：kA 諸君、 諸君の 御寺と 敎會と は 如何です、 宗敎 法案が 議會を 通過され て は大變 なりと 騷 

ぐ や う で は n;^ 衆齊度 は 甚だ 覺 束な いではありません か、 宇宙の 大道なる もの は 政 治 家 輩に 左右 せ ら る 

べき 者で ない 事 は 諸君 も 御 承知で せう が、 私な ど は 萬 一 政府が 宗 敎を嚴 林： やうが 餘り 苦に は 致し ま 

せん. 積り で厶 います、 曾て フラ ン クリンが 申しました 通り 政府の 保護 を 受ける やうな 宗敎は 無用の 宗 

敎 とたり しもので あるから 返て 世の中から 消へ て 了った 方が 宜 いとの 事であります が、 實に 雨う でし 

て、 諸君の 唱道す る佛敎 なる もの は 日本に 於て は旣に 不用 物と なりし 者で あるとの 事 は 諸君の 御 運動 

に 依て 私共に は 能く 分りました。 

〇 乂基 督敎會 の 先生方に 申 上ます、 諸君 は イツ モ ながら 宣言の みなさり まして、 一 として 勇ましき 御 

生涯 を 御 示しに なりません が、 如何です 明治 も 第三 十三 年に なりました から 少し は 正氣に 御成り 遊ば 

して は、 親睦 會だ とか、 歡迎會 だと か、 追悼 會だ とか、 共勵會 だと か 云 ふて 遊び事ば かりな さって、 

正氣眞 面目に 罪 惡と戰 ひ、 神に 賴て獨 立 を 全 ふせられなければ 諸君 も 矢張り 浮 女 同然の 生涯 を 送り 遊 

ばして は、 愚圖々 々すると 天國 ならぬ 他の 處へ 行きます ぞ。 

〇 次に 敎育界 の 諸 先生 達、 十有餘 年の 諸君の 御 勤勞に 依て 無数の 忠臣 愛 國者を 御製 作に なり ましたの 

は 諸君の 御 功勞と 深く 日本 國に 代て 諸君に 御禮申 上ます、 斯 くも 國尺  一： M が 金力 を賤 しみ、 虛榮を 白 

眼視 する に 至り ましたの は 全く 諸君の 薫陶 其 宜しき を 得た からでして、 諸^も 邦人 今日の S1 德的 状態 

を御覽 遊ばして サゾ かし 御滿 足で ございませう、 承はれば國家敎育の先導者たる文科大學長文學^^士 

井上哲次郎 氏に は 先般 萬 朝 報へ 英文の 書翰 を 寄せられ しが、 僅かに ra 十七 行の 英文 中に 二十 餘の 文法 


的 誤謬が ありし のみなら す、 其 文 體と云 ひ、 思想と 云 ひ、 實に 能く 日本の 敎育家 を 代表す る 者 なれば 

とて 或る 西洋人の 如き は 之 を 本 園の 新聞に 送りて 日本人の 智識の 程度 を 彼等の 國 人に 紹介した との 事 

であり ますが、 實 以て 日本 國の 名譽 ではありません 乎、 之 も 元々 基督 敎國の 文明 を 斥けられ、 國粹の 

美を擧 げんと て 枕 草紙、 源氏物語の 攻究 を靑 年子 弟に 勸 めら れし 先生方の 御 骨折の 結果と 思へば 諸： S 

の 御 盡カも 大抵で は厶 いません。  • 

〇 シテ叉 新聞記者 諸君に 申 上ます、 諸君のお 庇 陰 を 以て 國 民の 思想 も 大分 高まり 來り、 當 時は舆 論な 

る もの は 失せて 迹 なきに 至り、 紙上 唯一 の讀 物と は 囘向院 に 於け る 相撲の 勝負と までに 成り上がり ま 

したの は是叉 甚だ 結構た る 事ではありません 乎、 日本 國今 日の 理想的 英雄 は 實は平 重 盛 又は 楠 正 成で 

はなく して、 常 陸 山、 梅の 谷、 荒 岩、 小 錦、 鳳凰 等の 力士で あると は 英雄 崇拜も 日本 國に 於て 其 絶頂 

に 達した と 申され やうと 思 ひます、 彼等 肉 有って 學と德 とに 缺 くる 者、 若し 牛が 人^と 成って 生れ 來 

りましたならば 明治時代の 日本に お A 拜 される だら うと 思 ひます、 昔時 は 埃 及に 於て アビ ス^ 拜 なる も 

のがありまして 白色 無垢の 牛に 國尺 全體が 崇敬 を 奉った そうです が、 アビ スも今 は 明治の 八 /ほ曰 木 人 

と 成て 生れて 来なかった 事 をサゾ かし 悔いて 居り ませう。 

0 實に 何事 も賀 すべき 事 計りです、 政治と 云 ひ、 宗敎と 云 ひ、 敎 育と 云 ひ、 文 學と云 ひ、 一 として ii 

然 する 所はありません、 是で露 西亞が n 下 新造し つ i ある 軍艦 を 悉く 旅 順 港に 集めまして、 八 「年中に 

西 比 利 亞鐵道 を 落成 させて 今！： ：！ 旣に 太平洋 附近に 集合し つ i ある 十 一 餘 萬の 陸兵に 更に 二三 十 萬 を 加 

へましたならば、 少し は 面白き 問題 も 出て 來て 政治家、 新聞記者 其 他の 諸君 達 も 更に 一 增の御 多忙 を 

御 感じに なり ませう、 先づ それまで は 御 安心で 何 を 御 喋べ りな さろう が、 何 をお 書きな さろう が、 誰 
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も 諸^ を 御 咎め 申す 者はありません から、 今の 間 は御隨 意に 御 運動 遊ばされて 御 蓄財が 專ー だと ひじ 

ます。  (叨治 三十 三年 二  =o 

名 貸し 商賫  笑 肥 生 

金貨し あり、 夜 其 蒲團 貸し あり、 禮服 貸し あり、 馬車 人力車 货 しあり、 是れ 皆な 正直なる 商賫 として 

目 せらる i が、 昭代の 世の 有難 さ、 今 は 名 貸し 商資の 盛に 行 はる k に 至れり。 

他人の 著述に 位階 叉 は 學位附 きの 名 を 貸して 其の 利益の 分配に 與 かる 貴族と 官吏と 學 者と あれば、 外 一 

國 人の 建てし 學 校に 名 を 貸して 些少の 補給に 與 かる 基督 敎 信者 あり、 會 社に 名を货 して 株券の 贈與を 一 

受け る 政 治 家 の 如き は 言 はす もがな。  _ 

代議士た るの 贵きは 之に 由て 國 政に 參與 する の特權 を附與 せられし が 故の みに あらす して、 之 を片書 ； 

に 利用して 或は 鐵道會 社 を、 或は 埋立會 社 を 自身 は 一 文な しにて 起す 事 を 得る の 勢力 を與 へられ たれ 

ばな り、 學士の 稱號の 貴き は 之に 深き 學識の 伴 ふが 故に 非す して、 之を片 書に 利用して 或は 屮 1 版^ 社 

に 雇 はれて 其 機關雜 誌に 愚論 を 吐露しても 世の 排斥す る 所と ならす、 或は 地方の 中學 校に 敎鞭を 執て 

年俸 八 九 百圓の 俸給に 有 附く事 を 得れば なり、 外國 人より 洗禮を 受けて 基督 敎信^ となる は 之に 依て 一 

靈魂 永遠の 救 濟に與 かりし が 故の みに 依る 者に 非す して、 「土着の liilH 者」 なりとの 故 を 以て、 或は 一 一 

躍して 數萬圓 の 财產を 有する 宣教師 學 校の 名義 校長と なりて 日本 紳士 錄に其 名 を 記入 せらる &に おり， 

或は 病院に 長たり、 敎會に 牧師た る を 得て ボ ー ィ、 コックの 類より 尊敬 を 仰ぐ に 至れば なり" 


蓄財の 第 一 途は 名を寶 るに ありとの 事な；， ば、 一 度び 其惯 格の 定まる や、 之 を貸與 して 優に 一 家 を 支 

ふるに 足る、 金と 夜具 蒲 圍とは 之を货 して 紛失す るの 慮 ありと 雖も、 名に 至て は是れ 無形の 財產 にし 

て、 之 を 持つ は數 Icr 圓の公 债證書 を 所有す るに 勝る 也。 

嗚呼 名なる *r 名なる 哉、 貴族の 列， に 加 へんとの 相談 を 受けて 「我に 寧ろ 上等の 煙草 一 箱を與 へよ」 と 

の 一言 を 以て 之 を 1^ けし ト ー マス、 力 ライ.^、 終生 單純 たる ミス トル を 以て 此上 なき 名譽と 信ぜし グ 

ラッド スト ー ンの 如き は、 今日の 日本人の 眼より 見れば 馬鹿者の 骨頂と 稱 せざる ベから す、 博士 は少 

くも 二 千 圓の價 値 あり、 學士は 八 百圆、 {ぇ 敎師學 校の 校長と あれば：： T  A の 學位を 得る は 容易に して- 

少しく 牛馬の 忍耐 を權續 する を 得ば D、  P  (神學 障 上) の 聖號も 得難から す、 名 を 貸して 渡世す る 者 

は 幸 一 i なる かな、 彼 は 正直なる 勞 働に 從 事せ すして 娥 死す るの 忠 なければ なり。 (明治 三十 三年 二 

怒 るまい ぞ (新 福音)  獨 立 生 

怒るまい ぞ、 怒るまい ぞ、 如何なる 事が ありと も 怒るまい ぞ、 怒る は 健康に 害 あるの みならす 又た 財 

政に も 害 あり、 笑 ふ 門に は福來 るとの 事 なれば、 余輩 は 如， 何なる 場合に 於ても 一一 コ/ \ 然として 此曲 

を經 過すべき なり。 

偽善者 國政を 握る も： E にか あらん、 余輩 は 彼等に 向て 憤怒 を發 すべから ざるな り、 之を爲 して 余！ Issp^ 

は 不敬の 罪 を 以て 钆 さる \ に 至る や も 計られす、 余輩 は 唯 幅 笑して 天下 を 彼等の 爲す 所に 任 かし、 以 

て 余輩の 安全と 健康と を畫 すべきな り。 神の 敎會は 封 ホ問者 流の 手に 委ねられ、 同一 の 口 を 以て 讚美 欹 
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と 阿諛と 虚言と は唱 へらる、 も、 余 Sjaf は 決して 怒るべからざる なり、 之を爲 して 余輩 は 過. 拔家を 以て 

詐 せられ、 終に は 無神論者 を 以て 遠 けらる、 に -rli るべ し、 余輩 は此 場合に 於ても 笑て 肥る の 政略 を 取 

り、 愚物 先生に 大聖 人の 稱號を 奉り、 以て 余輩と 余輩の 家族との 安全と 幸福と を 計るべき たり。 . 

余輩に 度量 大海の 如き ものな かるべ からすと 云へば、 余輩 は 泥 诲を飮 み、 魔界 を 消化し、 ゅ狄 腹して 以 

て 「仁慈 寬容」 を 謳歌すべき なり。 

以上 は 余輩が 近頃 基督 敎の 或る 先生より 聞く を 得たり しもの なり、 之を閱 ひて 余輩 は 新 福 昔に 接せし 

の感 あり たれば 記して 以て 之 を 余輩の 讀 者に 分つ、 きし 之 を 服 i? するとせ ざると は讀者 ist; か 意き 如 

何に 依る ものと す。  (明治 三 卜：： 一年 二  n-) 

基督 敎界の 諸 先生に 吿く  角 答 生 

春光 稍 や 見るべく して 時 漸く 花期に 人らん とす、 諸君 幸に 健在な り や、 余輩 今突爾 として 諸 li:; に ホ：： げ 

ん とする もの あり、 請 ふ 暫く 聽 け、 諸君 何 ぞ.冉 び 資 を 信徒 間に 募りて 貴顯 招待 會を催 ふさ る、 13 想 

す 昨年 諸君が 一 たび 此 無上の 妙案 を帝國 ホテルに 試みて より、 諸君の 事業 は頓に K 盛の 域に 進み、 <, 

や 諸君の 敎會は 信徒 を 以て 溢れ (？ )、 諸君の 學 校は學 生充滿 して 敎 場の 狹 L 谳を 吿げ (？ )、 諸 の 

靑年會 に 信仰 復興 は 炎々 として 燃 上り (？ )、 諸君の 新聞 雜誌は 天下の 同情と 贊 成と を 惹 きて、 市上 

の 紙價爲 めに 暴騰す るに 至らん とす (？ )、 過去 一 年間の 好 成 鑌實に 以上の 如し、 ァ 、諸お 何ぞ 尺 

竿頭 一歩 を 進め、 更に 奮發 する 所 あり 大々 的 成功 を 得る 事 を 講ぜざる！ 予輩 は玆に 至りて 少しく 


兑のぁ る 所を陳 ぜんと 欲す るな り、 先づ 今年 の 贵顯 招待き の \tc 場 は 帝國ホ テ ル を 借らす し て 兩國 橋畔 

の 趣 淸樓に 於て する を 可とす、 是れ 一 は SS 君の 招待に 應す る贵顯 紳士の 更に 一 曆饒 多なら ん爲 にして、 

二に は 亦た 彼等に 諸君の 意を傳 ふるに 於て it からざる 便益 あらん を 以てな り、 諸君の 彼等 を 遇する 宜 

しく 度量 大海 を吞 むが 如くなら ざるべ からす、 決して 平素の 細心に 疑惑す る 底の 事 あるべからざる な 

り、 心苦しき 法衣な どは脫 却して ぉ蠶 ぐるみ の 時 装に 更へ、 諸君の 胸襟 を披 いて、 杯盤 獻酬の 間に 彼 

等と 歡 笑すべき なり、 興 を 助けん が 爲には 妓をも 招くべく、 封 巾 間 を も 命すべし、 嘗て 爲 したる 如き 席 

上 自家 C 敎義 (？) を 語り 客 情 をして 轉た 寂寞たら しむる の 失態 を 慎 しむべし、 話題 は單 に社會 問題 

に 止め、 株券の 高下 を談 じ、 外資 輸入の 事 を も 謀り、 注意して 日常 百般の 狀 態より 如何せば 务自の 生 

計が 高進 せらる.^ 乎の 問題 を も議す ベ き な り 、 其 宗敎上 の 事に 及んで は 最後に 能く 彼等 意向 の 所在 を 

^ひ 置き、 他日 諸君が 運動 奔走す る 時に 當て圓 活に辯 じ 得らる べきに 注意す る を 要す、 余輩 は 堅く 爾 

か；；：： す、 i.^" し 諸君に して 幸に 余輩の 言 を 納れ、 軟風 嫋々 墨堤の 櫻 花. 雲 を 疑 ふの 時、 佳-反 を 卜して 

(成るべく：：！ 曜日 を 可とす) 龜淸樓 上に 第一 ー囘 基督 信徒 貴顯 招待 會を 張らん に は、 年 を 出です して 

口 本 全 圃 は 諸君の 宗門に 歸し、 奇運大 に 到りて 政治 界に 財界に 其 他 諸君 を^つ 椅子の 累々 として 生じ、 

Js^ の 威信 傳へ すして 行 は， れ、 ^は 現在の 儘に して 全く 天 岡と 爲り 了す るの 感 あるが 如きに 至らん。 

泰光疾 きこと 飛梭の 如し、 依途爲 めに 空しく 好 櫞會を 逸する たからん 事 を 謹んで 吿ぐ。 

(明治 三十 三年 三月， - 
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『行 儀 見習』  ，  ， 

青年 男子 は 株式 會 社の 役員た らんと 欲し- 靑年 女子 は 貴族の 家庭に 仲働きと ならん と 欲す、 悲しむ ベ 

きかな。 

貴族の 家庭に 奉公す る を 『行儀 見習』 と 云 ふ、 『行 俄』 なる 文字の 濫用 も爱に 至て 其 極に 逹 せりと 謂 

ふべ し、 若し 我國 今日の 責 族の 家庭に 於け る 奉公 を 行儀 見習と 稱 ふべ くんば、 3： 故に 〇o〇 に 奉公す 

る を も 然か稱 せざる、 其 淫猥 を敎 へ、 不義 不德 を傳 ふるに 於て は 二者 何の 異なる 所 か ある、 < ^^は 

人が 其 名の 美なる が爲に 幾多の 無垢の 婦女子 を 貴族の 家庭に 投 する を 見る 毎に 悲歎に 堪 へざる おなり。 

『行儀』 と は {C 粉塗沬 術の 修練な り、 芝居 見物 法の 研究な り、 俳優の 面相 批評 學 なり、 而 して 研究 此 

に4^まりて身に大侮辱を被むるに至らざれば幸福なり、 贵 族の 家庭に 於け る 行 偶 見^と は 之より 以上 

の ものに あらざる なり 0 

氺  * 

貧 (豕の 家庭に 女王と なる は責 族の 家庭に 妄婢と 成る に 勝る、 然るに 責族國 の 悲し さに は f の 婦女子た 

る もの i 慾 望 は 貴族の 庶子の 母た らんと する に 在りて、 貧家の 家庭に 正子 を 育まん 事に あらす、 1^ 女 

子 も爱に 至りて は 其 天使の 如き 職分 を棄て 牧場に 於け る 牡牛 牡 馬の 類に 化した る 者と 稱ふ べし。 

(明： ii; 二十 三^ il==0  I 


文久 生れの 感  角 苦 生 

〇 僕 もね 今年 は 数へ 年で 四十に 成った もの だからね、 東洋 流で 云へば 初老に 入った の だそう だ、 然し 

僕 なぞ はね、 日本に 生れた けれども 東洋人で も R: 木 人で もない からね、 十 位で 老人に は 成らない よ。. 

〇 僕の 居った 米國 などで はね、 男 は 三十まで がボ ー ィ (小 供) でね、 三十から 五ト までが ヤング メン. 

(靑 年) さ、 五十に 成って 漸く 一人前の 人となり、 夫れ から 七十まで が、 働き盛り だと 云 ふよ、 老 と- 

か 翁と か 云  はれる に はね、  少く とも 七十に 成らなければ ならない よ、 僕 も此事 丈け は米國 人に 傚 はふ. 

と 思 ふて 居る。 

〇 然しね、 實際 日本人の 早く 老人に 成る に は 驚く よ、 僕の 知って 居る 人た ぞ でね、 闪 十に 成る と 確か 

に 老人に 成った 人 は 大分 あるよ、 彼等 は 大學を 卒業して からと 云 ふ もの は 滅多に 本 なぞ は 手に 取らな 

い、 勿論 文 學士は 文 學の本 を 見る し、 ェ學 十-は ェ學の 本を讀 むさ、 然し 夫れ はね 彼等が 商賣 がら-しむ. - 

を 得すに 讀 むので、 何も 靈 性の 修養 を 目的に 讀 むので はない、 素と/ \ 彼等に 智識 を 永遠に 求めん な. 

ぞと云 ふ考へ はない、 只 だ 此^で 彼等の 學士叉 博士の 位地 を 保たん とする ばっかりに 過ぎない のさ、 

だから 目的 通りの 學 位が 得られて、 望み通りの 月給が 取れる と、 夫れ で 彼等 は 勉强を 一切 息め て 仕舞 

ふ、 彼等 は 晩酌と 云ふ惡 ぃ習惯 で 貴重な 夜間 を 潰したり、 また 交際々々 と 云って 彼等の 金と 時 問と を 

大方 消費して 仕舞 ふよ、 彼等で もね 一 人 分の 人間 だから、 まさかに 交際と 勉强と を 一 緖に 遣る 事 は 出 

來 ないから ね、 元来 は 書物に 使 ふべき 金 を 皆ん な 酒代に して 飲んで： H 舞 ふの よ。 

〇 金 は 得なければ たらん し、 學問は 足らな.、. さ、 だから 彼等 は 種々 に 巧んで 金 を 取ら ふとす る、 彼等- 
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は.； in 分 C 肩書 附 きの 名 を 本屋に 貸して、 著 はし も爲 ない 本の 上前 を 刎ねる し、 一 週 時に 三十 時 問と か 

TO: 十 時 問と か 云 ふ 時間 を 方々 の學 校で 切賣 して 敎授 料の 百 か 百 五十の 金 を 儲ける よ、 僕の 知って 居る 

米！； 歸 りの 哲學の ドクトルで、 一 日の 中に ナショナルの 第三 リ ー ダ ー を 三度 敎 へる 人が ある、 主^^^は 

3： であら ふと、 目的 は 何で あら ふと、 ソんな 事に は 頓着し ないで 金に 成る と來 たら 何ん な 雜誌ゃ 新聞 

紙に でも 筆 を 取る 文學 者が ある、 文科 大學 出の 學士に 博 文 館で 钣を貪 ふて 居る 者の 澤山 あるの は 全く 

之が 爲 めさ、 彼等 は 何でも 他人が 目を附 けない 西洋の 雜誌ゃ 著述 を 矢嬉に 引出して 来て、 3： か 獨 創の 

意兒 でも 發 表する やうに 魔々 と 書き立てる、 爾 ふして 何う か、 斯う か 月々 百圓 足らす の 金 を 儲けて 漸 

く 彼等の 「文士」 の 地位 を 維持して 居る よ、 ー體 彼等 は學 問で 世 を 渡る のでな ふて、 才氣で 以て 胡麻 

化すの だから、 彼等の 注意の 十分の 八 以-上 は 交際と か 何とか 云 ふ 事に 費やして さ、 た ッた殘 りの 一分 

か 一 一分 を讀 書に 費す のよ、 彼等 は實に 先天的の 俗物で 生れな がらの 老人で ある。 

〇 元来 目的の 小さい 者 は 早く 老衰す る もの だよ、 此 小さた 島國に 生れて、 其國 の 輿？」 に を 得る 位で 滿 

足す ると 云 ふ 了見 だからね、 四十に も 成る と老 ぼれ て 仕舞 ふの は 當然の 儀 さ、 また 政府の (1 夙赞 に！ S つ 

て、 五位と か、 四 位と か 云 ふ、 狐 か鷺と 同様な 名譽が 得られる と、 夫れ で 小 躍して 喜ぶ やうた 者 共が 

早く 學問 を廢 めて 仕舞 ふの も 最も 至極 さ、 彼等で もま さかに 早く 老人に 成り 度い と 云 ふので は 無から 

ふけれ どもね、 彼等の 小 慾から 自然に 雨う 成る のさ、 彼等 は實は 公俊 f! ほ 書の  一 二 萬圓も あれば それで 

彼等の 總 ての 希望 を充 たす 事の 出来る 小 慾の 者 共 だからね。 

〇 早く 安氣に 成って 居 食が 爲 たいと は、 下は藝 者屋の 老母より 上 は歷々 の 贵顯方 博士 學士 達までの 唯 

1 の X 布^で ある、 人生 最大の 目的 は 彼等に 取て は 忠臣 愛國 者と して 仰がれながら 大政" 吋の 保護の ドに 


安樂に 老年 を 送らん とする にあり、 樂隱 居の 生涯 は 彼等の 最も 羨む 生涯であって、 若し 働かす して 樂 

Iri- にして 置いて 吳れる 者が あれば、 彼等の 多 數は歳 はま だ 三十で も 一 一十で も樂隱 居になる こと を辭 

さないだ らふ。 

〇 以上が 先づ 普通 日本人の 生涯 だと 思 ふが、 僕たん ぞは 有難い 事に 生涯 は 聞いても 怕 ろしい、 世の中 

で M が 苦しい 乎と 云って ね、 書物が 讀 めなくなる 程 苦しい 事 はなく、 亦た 何が 恐ろしい と 云って ね、 

働く 事の 出來な くなる 程 恐ろしい 事 は 無い と 思 ふよ、 死ぬ の は 何時 死んでも 宜しい が、 鎧 を 着けた 儘 

で 討死した、； こ m 心 ふの さ、 何も 西 行 法師の やうに 五月の 花の 盛りに 死にたい と 云 ふので もない がね、 

世の 惡人原 や 俗物 共と 戰鬪 しながら 死にたい と 思 ふよ、 僕 も 此點は 聊か 正 成 兄弟と 同感 だ、 七 度び 人 

問に 生れ 變 つて 國賊で はない、 俗物 共を囊 殺に して 見たい。 

〇|5円 年よ、 靑 年よ、 何歳に 成っても 靑 年よ、 縱 令ひ此 世に 三千 年生き 長ら へて 見た所で ね、 我々 の 思 

ふ 所 を 皆ん な 成し遂げる 事の 出来る もので はない、 若しも 我等の 十 か 五十の 短 かい 生涯で、 目的が 

逹 せらお る なぞと 思 ふような らば、 夫れ は 飛んでも ない 了見 違 ひと 云 ふ 者 だ、 人生の 全部が 先づ 我々 

の 小學校 時代であって、 我々 は 死んで 始めて 本當の 生涯 を 始める 者で あるから、 七十に 成ら ふが 八十 

に 成ら ふが、 我々 は 常に 青年の 希望 を懷 くべき である、 頭に 白 毛の 生へ て來 るの は 老人に 成った 徵で 

はなく して 我々 が 希望の 域に 近づいて 來た 兆候で あるから 我々 は 冬の 仕舞に 春の 木の芽の 萌すを 見て 

喜ぶ やうに、 歳 を經る 毎に 益々 若くなる べきで ある、 若く たると は 勿論 伊藤 侯 や、 井上 伯の やうに 靑 

年 時代の 不品行 を繼續 すると 云 ふ 事で はたく して、 智識 を 愛する 益々 篤く、 勞働を 愛する 愈々 切なる 

_^^-でぁる。  (明治 三ト 三年 四 刀.) 
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〔見 聞 錄〕 

俗事 錄 

◎ 自由 黨 とやら の片 岡健吉 氏、 選ばれて 衆議 院議 となり、 國 民協會 とやら の 元田肇 氏：： 1： じく 其副議 

長たり。 而 して" 时 下の 各 新聞 は 特別に 號 外を發 して 此 細事 を其讀 者に 報す。 年年歳歳 花 相似、 歳歳 年 

年 人 不同、 新議會 毎に 議長の 變更は 當然の 事な り。 

0-幅澤 先生、 彼の rg- の 里」 の 別莊に 朝野の 紳ぃ數 お 名 を 招き 大園 遊/ t! を 催す。 聞く 主客 席^ まる や、 

先生 起て 先づ i ェ經の 一章 を誦 蘭し、 某 侯 地に 跪きて 是 天の 祝福 を 祈り、 後、 來^ の紳丄 紳商 备其胸 問 

に 蒂られ たる 淸想 切 わ を 吐露し、 終日 一言の 金儲け 問題 等に 涉 りし ことなく、 近 3^;;:^ とも 姊 勝なる 會 

介たり しと 云 ふ 

0 谷 子爵 敎育界 風紀 振 肅に關 する 建議案 を 帝 國議會 に 提出せられ たりと。 .3:1: 人 は 疑 ふ 縱令議 食の 萬 能 

力 を 以てする も、 共 議決に 依りて ぺスタ ロジ、 ヘルベルト、 フレ ー ベル 等の 輩 を 出す ことの^だ 難き 

を、 寧ろ 政ュ S 界 風紀 振肅案 を 提出 せられん に は。 

志 社學校 は：：：：々 に 其 最終 期に 近づきつ k あり、 肥 後 的愛國 心と Kli 米 利 加 的 基督 敎 との 配 八：： になり 

し此 校に して、 此 境遇に 立ち 到りし は 決して：^ むに 足らす。 今や 亞米利 加 的 半面 は 已に放 屮：： せられて、， 


肥 後 的 半面 僅に 氣息 を存 す。 基督 敎の 聖書に：：： はく 『凡て 我 この 言 を 聽て行 はざる 者 を、 沙の 上に 家 

を 建てた る 愚なる 人に 譬 へん、 雨ふり 大水いで 風 ふきて 其 家を撞 てば 終に は、 倒れて その 傾覆 大 なり』。 

◎ 總理 大臣 侯爵 大勳位 伊藤博文 公、 彼れ の 施政の 方針 を 衆議院に 演說 す。 余輩 謹んで 其 筆記 錄を 拜讀 

する に、 一つの ミルトン 的の 天に 昇る が 如き 偉 想な く、 チャタム 的の 抱 世界的の 博覽 博識の 迹を認 む 

る 能 はす。 然れ ども 侯に して 若し 余輩の 批評に 答へ て 「聽く 者 も 聽く者 だから」 と 言 はる k たらば 余 

亦 河 を か 言 はん。 

◎ 聞く 伊籐 侯、 故 陸 奥 泊の 提議 を れ、 代議士の 歳費 を增 して ニ千圓 となさん とする の 議案 を 當議會 

に 提出 せんとす と。 余輩 も 深く 其 議を贊 す。 余葷の 近隣に 一 落魄 代議士 あり、 人、 彼の 身分 を 問 ふ も、 

彼秘 して 語らす。 近隣 互に 相 評して 曰く、 彼 は 相場師な らんと、 或は 三- 代 一 百な らんと。 而 して 査公 

彼の 本性 を窮 むる に 三日三夜 を 消費せられ たりと 云 ふ。 彼 は 朝寐て 太陽の 東天に 高く 懸るを 悟らす、 

只 毎夕 盛装して 車を驅 りて 何れへ か密み 行く を 見る、 彼は债 鬼に 逐 はれて 此の 窮狀 に陷 りし 者な りと。 

宜 なる 哉 慈悲心と 愛國 心と に 富む 伊藤 侯が、 此案を 議會に 提出 せんとす るに 至りし は。 語 を 寄す 三百 

の 代議士 諸君、 同類 相憐 むの 心より して 一 つの 反對 たくして 速に 此案を 通過 せられよ。 

0 大倉 喜八郞 氏の 銀婚 祝貿會 は、 我國 交際 社會 C 俗界と 云 ふ を 憚る) 近来の 大出来 事な り。 氏 は 一 方 

に 於て は 氏の 財産の 中より 五十 萬圓を 割きて 私立 商業 學校 設立の 資に 供し、 以て 充分に 氏の 道德 念に 

滿足 を與へ 置き、 他方に 於て は 三日間に 1 る 古 八， 未せ 有の 大園 遊會を 開き、 伊藤 總理、 大山 元帥、 鍋 

島 侯^ を 始めと して 朝野の 紳士 縉商數 干 名 を 招き、 彼等 をァ ル コ ホル 潰に せん 許りの 大饗應 をせられ 

しと 云 ふ。 若し 余輩の 理想 を 言 はしめば、 紳 L の アル コ ホル 潰 丈け は 御慶 止と たし、 其 料 を も 八：： せて 
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公益事業に 消费 せられん こと は 望まし けれども、 . ^、りと て 若し 此利慾 一方の 社會 より、 突如， として、 

ビ ー ボヂ Ml、 ス チブン ジラ ー ドの 如き 無私 無 愁の大 慈善 {豕 を 出した らんに は、 御 當人を 始めと し 

て國民 一同 目 を 廻す の 恐 あれば、 先づ 此の 位 を 以て 上々 吉々 と 言 ふより 外な し、 鶴 龜々々 。 

0 高 田 签次郞 なる 藥劑師 或る 娼妓と 共に 劇藥を 服して 情死 を！： る、 彼の 遣 書中に 左の 辭ゅ あり、 

斯く すれば 斯 くなる もの と 知りながら 

やむ に やまれぬ 腐れ 魂 

陋 と 知りながら 陋を行 ふ、 世 豈獨り 彼れ のみな らん や。 此  一 ii: 以て 藩閥 政" 肘に 適合すべし、 政 黨に應 

用すべし、 彼等 も 亦斯く すれば 斯 くなる ものと は 知りながら、 情實 にから まれて 痴愚に 陷 りつ、 ある 

者な り、 憐 むべき かな。  广 明治-:; 卜 一年 六： 》-〕 

0 徵 毒と 愛 國心 大橋家 博愛 堂の 發賣に 係る 資藥 太陽 丸は徽 |母、 よこねの 速 治 根 切の 妙藥 にして、 其 

太^ 劑は 淋病 消 渴の專 門 根治 薬な りと (以上 鐵道 馬車^の 廣 吿に據 る)。 而 して 同家 博 文 館の 發行に 

係る太陽雜誌は世界的非國家主義を撲滅する爲めの^^取良劑なるが如し。 前者 は 我が 國 民の 身 體を 癒し、 

後者 は 其 精神 を 治す。 曰 本 臣民に して 徽毒、 よこね、 淋病 を 患へ、 併せて 愛國 心に 乏し き^は、 ^行 

きて 大 橋 家 謹製 の 賣 藥と雜 誌と を 買 ひ 求められよ 〕 

◎ せ 拔どぜ う 是れ 夏期に 際して 東京 市屮 到る：^ に揭 げらる、 板たり。 鱸 魚旣に 軟骨 動物たり、 然ー 


るに 此軟 物より 其 骨 を拔き 去る、 是れ軟 をして 更に 軟 ならし むる ものな り。 然も 其髯の 依然として： 

する を 見れば、 未だ 全く 其 天然 性 を 抜き去り しに は あらざる が 如し。 骨 拔どぜ う、 政治. ：}J^ と 官史、 軟 

屮 の軟、 玉子 トジ として 食 ふに 佳し、 其 他に 用な し。 

0 政變 流石の 日本 も、 世界 進步の 大勢に は 杭し 切れぬ ものと 見え、 其 藩閥 政府 は 仆れ、 政 黨內閣 は 

端緒 を 開きたり。 然し 天 保が 天 保に 代りし こと \ 田 心へば、 训に 嬉し くもなし。 

0^ 睾 術の 應用 農 商務省に て 馬 種 改良の 目的 を 以て、 脫辜 法なる もの を 設け、 一方に は外國 より 善 

良なる 種馬 を購 人す ると 同時に、 他方に は 內國產 の 牡 馬の 辜 丸 を拔き 去り、 以て 大に惡 馬 根絶の 途を 

畫 せられつ i ありと 聞く。 これに 就て 余 の E 心 出す 事 一 つ あり。 米 國の神 經醫學 者 某 は社會 より ほ痴 

の 種 を 根絶 せんが 爲め、 同一 の 脫辜法 を 白痴 子の 上に 施さん こと を 提議せ しに、 大 に彼國 學者杜 

の 注意 を惹 きしこと ありき。 余輩 嘗て 此事を 本邦 人 某に 吿 げしに、 彼 は 直に 答へ て 曰く、 是れ 妙策な 

り、 何ぞ 直ちに 之 を 本邦の 惰弱 貴族の 上に 施さ、.. ると。 余輩 は 之 を 聞て 呆然たり き。 

◎ 载婦 表旌會 金 澤の別 墅に春 猶淺き 桃李 を 弄する 大勳位 侯爵の ある 世に、 貞婦 いし子の ある を れ 

ば、 吾人 は 蜻蜓洲 の正氣 未だ 全く 減せ ざる を 知る。 世汚隆 なきに あらざる も、 正氣 時に 光 を 放つ を 止 

めざる を 見れば、 吾人 大に 心を强 ふす る ものた くんば あらざる なり。 新聞紙 は、 已に^ Ig の 出 所 經歷 

を 報す る， に 怠ら ざり し を 以て、 余輩 は 此に贅 する の 要た し。 

六：：：： 卄 七日、 麻布 敎育會 の 催しに 係る^; g の 表旌會 は、 麻布 南山 學 校に 開かる、 余輩 行きて 此に 列す 

るの 榮を 得たり。 あらゆる 腐敗の 魂瞻を n 縫し、 ，2 く 塗りて 美 を 装 ふ M 會 社の 第 X 囘 記念き の 盛 式に 

列す るよりも、 に 虎狼の 爪牙 を藏 し、 外に 綿羊の 柔和 を 飾り、 鎖 椎子を 着込みての 開襟 的の A 黨 B 
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會 の大实 食に 臨む よりも、 其榮 たる や 萬々 なり。 式場の  一 二 町 手前に、 ニ隊の 生徒 旗 を 擁して 立つ あ 

り、 蓋し 參式 者を迎 ふるの 意 か。 會 場なる 學 校の 門の 外側に は、 數 名の 紳士 ありて 入場券 を- 取るリ 

此處 中々 の 混雑に て、 時し も 近来 稀なる 炎天に 汗に 浸りて 周旋 せらる i は 有り難し〕 來. M か 但し^ 通 

りか 余輩 人 場の 間際に、 黑塗 馬車の 門前に 来る ありき。 式場 は 同校の 玄關 にて 演臺： にいし 子に 少：5 贈 

の 夜具 蚊帳 は 所 善き 程に 据 ゑら れぬ。 側に 會の 正客なる いし子 は旣に 几に 椅 りて 坐せ り。 後に 發起人 

の 席 U ッ乂， けられ、 左右に 特別 来賓の 座 列れ り。 前 一 面の 運動場 は、 卽ち會 衆の 座席に して 竹の^に て划 

されぬ、 藤棚と 簀張日 除 は 時に とりて 中々 の 用 をな し、 其 上に は 各國旗 章の 微風に 飜 へる あり。 余 

の 至りし 頃 は 早 五 百 人 許りの 會衆 あり、 多く は小學 校の 生徒に して、 婦人 令孃の 類も少 からす。 一；； 時 

半、 式 はき 衆 合唱の 『君が代』 にて 始まりぬ。 次で 司會 者た る黑 田綱彥 氏の 演說 あり、 約 一時 問に 涉 

りていし 子に 付きて 語る こと 殆ん ど餘蘊 なし。 但 生徒 連中の 喧噪、 洽く會 衆の 耳に 達せし めざり し は 

遺憾な りき。 次で 麻布 敎育會 長、 津田仙 君の 祝詞、 司會 者の 祝 歌 朗讀等 あり。 其 間小學 生徒の iF 歌 あ 

り、 會の爲 めに 特に 作りた る 新曲な りと か、 何れも 感すぺ きもの あり。 いし子 は 始終 淚 なりき。 思 ふ 

に 其 謙遜なる 心 は、 其 行の 斯 くまでせ の 同情 を惹 き、 時の 贊賞 を受 くべ しと は 念 は ざり しなるべく、 

今や 目前 此盛 式に 列して は、 萬 感潮出 固より 然るべき もの あらん。 終りに 阪正臣 氏の 作歌の 摩 1^3^ 

あり、 歌詞 演奏 大に人 を 動かす に 足る。 天皇陛下、 皇后陛下の 萬歲に 次ぎて いし子 萬 歳 を へて、 兹 

に 式 は畢ん ぬ。 時に 午後 五 時。 後に 階上の 刖窒 にて、 發起者 特^ 来賓の いし子に 向 ひて 挨接 あり。 余 

輩 はいし 子の 感泣 一言の 語な かりし と、 僅に 人に 扶 けられて 諸人に 接する を 見る のみな りき。 因に 云 

ふ 此會の いし子の 爲 めに 醵 集贈與 せる 金額 はれ 七 ト圆以 h:、 外に 前記の 家具 數點 あり。 近来の 美 is^ 盛 


會と 云ぶべし。 义參列 者に は 表旌會 記念の 菓子 を頒 てり。 

◎ 內外 新聞記者 懇親 會 槪 して 內外 人士の 共同して 事 を 爲すは 困難な りと は、 世上 一般の 定論なる が、 

兹に 當會の 如き は 極めて 滿 足なる 結果 を牧め はる もの- - 如し。 其 第 一 囘は旣 に 五月 廿九 H 上野 精 養 軒 

に 問 かれ、 第二 囘は 去る 六月 卄 六日 午後 五 時より 橫濱 クラブ ホテルに 開かれたり。 來會者 は 日 木 人 十 

一名 外人 八 名に して、 會則を 議定し 役員の 選 擧を行 ひたり。 俱樂 部組綠 となす は 追ての 事と なし、 當 

分の 內 少なくも 二 ヶ月に 一 囘宛 東京 叉 は 橫濱に 於て きな 门 する ことに 定め、 役員に は 高 橋 (タイム ス)、 

小手 川 (理財)、 內衬 (獨 立)、 ブル ー ク (ヘラルド：、、 ブラウン (メ ー ル) の 五氏當 選したり。 了 

りて 一同 食卓に 就き、 島 田、 田 口、 ァ ー ノ ルド 諸氏の 演說 あり、 歡を盡 して 散會 せし は 午後 九 時半 頃 

なりき。 當 日の 來會者 は 前記 諸氏の 外に、 土屋 (時事) 松 本 (大日 本) 津田 (農業) 佐久間 (世界 之 

日本) 磯邊 (屮外 英字新聞) 山縣 (萬 朝) テナント (ガゼット) へ ー (同上) シ ュ レ ー、 テル (ィ ー ス 

タン ゥォ ー 心ド) アダム (、アド ヴァ ー タイ ザ ー) 等の 諸氏な りき。  (明治 三十 一 年 七 

◎ 名 勝地の 俗化 ：！： く 日光、 曰く 箱 根、 ：： く 沼津、 ：11 く 興津、 曰く 大？ T 曰く 鎌 倉、 曰く 逗子、 呰是 

れ 古來靜 養の 地、 幽思淸 想 を 練る に 適す、 今や 則ち 然ら す、 最も 形勝の 地 を 占む る は 彼等の^ 莊 にあ 

らす や、 最も 便 達の 利を專 にす る は 彼等と 彼等の 同 臭に あらす や、 惡風 一た び此 地に 人り てより、 民 

風 朴を 去りて 奸狎と 化し、 質素 渐く 虚飾 を 帶び來 る、 俗氣 粉々 吐 三 斗 を 催す、 浩 歎に 勝 ふ. F けん 

雜 0  九 五 九 
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や。 

0 敗 倫の 一族 米國 にジュ ー ルスなる 了： 派 あり、 一族 四百 餘 人の 白痴 を 出し、 害毒 を 社會に 流す こと 

甚し。 『萬 朝 報』 の 記事に 依れば 我 帝都に 吉田 安兵衛と いふ もの i 夫妻 あり、 夫 は 藝妓甘 木と 情死 を遂 

げ、 妻 は 講談師 某 を 男妾と し、 其 長女 は 益 田 孝 氏の 妾と なりて 私 生兒を 生み、 次女 は 元帥 大將侯 山 

縣有朋 公の 妾と なりて、 目白 臺椅 山莊の 公の 本邸に ありと 云 ふ。 若し 敗 倫の 性 も 他の 疾病と 同じく、 

遺傳 的に 傳播 蕃殖す る ものな りと せば、 我國の 未来に 實に 怖るべき もの ありと 言 はざる ベから す。 

◎ 二 光景 相 州 葉 山に 来りて 觀 るべき もの 二つ あり、 一は 相 模洋を 隔て X 望む 不二 山に して、 他 は 秋 

田夫 人が 自刃 を 遂げし と 云 ふ 白壁の 土藏 なり。 前者 は 天然 的 日本、 神の 造りし 日本、 理想的 口 本、 純 

潔 無 瑕の 日本 を 代表し、 後者 は 貴族的 日本、 俗人 的 日本、 墮落 紳士の 日本、 多 慾 無情 不義 不賁の = 水 

を表顯 す。 二者 相對 して 余輩の 悲憤 更に 大 なり。 

0>今 昔の 待賓法 昔し は 朝鮮の 使節 を 遇する に、 平 賀源內 を 出して 「さし 昇る」 の 一 雄篇 を吟ぜ しむ- 

今 は 露國の 皇族 を 款待す るに、 梶木 敏太郞 とい ふ もの X 新 粉 細工 幷に小 林 猫 八と いふ 者の 物 3m 似 を 御 

覽に 供す (本 月 九日の 時事 新報に 依る)、 昔の 榮譽、 今の 恥辱、 實に 吾人の 比 絞すべき なし。 人 は 

日本 帝 國の爲 めに 深く 此事 ありし を悲 む、 噫。 

0 フ レノ  II ジ ー 獵 官を爭 ひて、 然も 候補者の 多き を 見、 其 落選 を必 として 先 づ落膽 する おあり。 或 

は 四方に 經營 し、 八方に 奔走し、 口 を 以て 夜に 繼ぎ、 形容 祜稿、 額 色愼悴 する 者 あり。  < 水 ^は滿 ^の 

同情に 堪 へす、 爲 めに 謹んで 一 策 を 諸 公に 獻す。 下 谷 竹 に 白 陽 館と いふ もの あり、 フレ ノロ ジ ー を 

營む、 此は 西洋の 卜 術に して 百 發百屮 無 疑と 稱す、 年齢に 毛髮 三本 を 添へ て 送れば 町な りと」 は 


勸む、 諸 公幸に 鼻下の 長髯 を割拔 して 以ニ」 之 を 試みよ、 割拔 三本 未だ 以て 諸 公の 看板 を 損せす して、 

而も 最も 其 目的 を 達する の捷徑 なれば なり、 敢て獻 す。  - 

0 貧閱 鼓聲 ドン ドン、 門付け をな しつ X 來る 一群 あり、 之 を 見れば 亂髮 肩に 及び 黃埃 面に 滿っ、 檻 

镇總 かに 身を蔽 ひ、 足に 冷釵 草履 を 穿つ、 年 齒三旬 を 超え 皆 餓鬼 を 背負 ふ、 何等の 艷容 なく 矯態 なし。 

然れ ども 手に 紅 紫の 布片を 把り、 店頭に 止まりて 上下に 振 廻す を 見れば、 自ら 以て 舞 姬に擬 する 者の 

如し。 愍憐 も玆に 至りて 滑稽の 極と 化す。 矯態艷 容を装 はす 而も 公然 舞！ S を 以て 白晝 大道 を 流し 行く 

所以の もの は、 彼等 は單に 貧民の 妻たり と 云 ふ 唯一 の權利 あるが 爲 めなら す や。 之を稱 して 貧閱 とや 

云 はん。 頃者黨 人の 獵官に 狂奔す る を 見る に、 吾人 亦此感 なき 能 はす、 彼等の 自ら 推薦す るロ實 は、 

彼等が 多年 苦節 90 を 守りたり と 云 ふ、 唯 一 の 口上なる が 如し。 

◎ 基督 敎 夏期學 校 相 州 三 浦 半島の 一角、 葉 山の 勝地 を 卜して 第十囘 基督 敎 夏期 學校は 去る 八日より 

開かれぬ、 講師 は植 村、 小 崎、 押 川、 元 田の 諸 敎師、 及び 松村內 村の 二 氏と 外に 此程來 朝の 宣敎師 二 

名な り。 本社の 主筆 內村 は、 素より 何れの 敎會 にも 關 係な きも、 基督 信者と して 委員の 請に 因り、 ト 

一 日より 出校して、 十四日 迄 滞在し、 前後 三囘の 講演 をた せり。 其 演題 は 「今日の 困難」、 「今日に 處 

する の 道」、 「吾人の 希望の 土臺」 等に して、 東西の 思想 我國に 輻湊し 一 定の 理想な く、 今日 最も 其 混 

亂紛接 を 極む、 志士 今日に 處す るの 道 は 潜勢力 を蓄 ふるが 爲 めに 寺院 返隱 主義 を 執る に 在る を說 き、 

而も 吾人の 希望 は 光輝 ある 者に して、 正義 は 最後の 勝利者た る こと X、 神の 經綸を 補 翼す る を 以て l^j" 

人の 希望の 土臺と 論述せ り。 其 大意 は 翁 本誌に 揭ぐ べし、 玆に 夏期 學校 にっきて 余輩の 尤も 注意 を惹 

きたる こと は、 日本 基督 敎 ぉ円 年の 眞 面目なる こと i、 像 想 外の 進歩 をな したる ことなり。 彼等 は 疇 昔 
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信者の 如く 宣敎師 崇拜の 徒に あらす して、 別に 一 個の 高潔なる 思想 を 把持す。 彼等 は 其數に 於て は^ 

だ 微弱なる も、 其 精神と 其 熱心と は實に 侮る 可から ざる もの ありて 存す。 .rii: 人 は 基督 敎靑 年の 阁體 が、 

將 來我國 の道德 上に 一 大變 動を來 たす こと を 岡く 信じて 疑 はす。  (明治 三十 一 ギ 七月： * 

勃  々  不平 生 

◎ 出来る もの は、 軍艦と 兵營と 公债證 書との み、 人物の 出来るな く、 新 製造 物の 出來 るな し、 如此に 

し て 國家 衰退 せ す ん ば 奇福 と 云 ふべ し。 

0 公愦責 出、 外資 輸 人と 云へば、 何やら 貿易の 盛なる が 如く 聞 ゆる なれ ども、 是 れ隱れ なき 借金の^ 

加な りと 知れば、 ^に賀 すべき i^lf に 非す。 

0 何人も 精神的 革新の 必要 を 語る も、 自ら 進んで 其 業に 從事 せんとす る 人 ある を 聞かす、 二人の ダス を 

蓄へ て 恥と せざる 5i 東： u 代：， m 男 さ へ、 國 家に 宗敎の 必要 を唱 へらる- 

◎ 今や 命 を 捨て 、も 國を救 はんとす る 者 ある を 聞かす。 お づ財產 を 作りて 而 して 後に 悠々 と 社 會の培 

正 を 計らん とする 者 多し。 故に 吾人 は 云 ふ、 今 tE の 日本に 滅亡の 兆 ありと。 

◎ 大政」 肘の 威厳と 全國： の 協同 を 以てすら、 改良す る 能 は ざり し我國 の德敎 は、 一私人の 如何と も爲 

し 得べき に 非す、 此上は 立つな り、 仆れ るたり、 只 其 成り行きに 放 する 外な しと 多くの 人 は 云 ふ。 

0 政論の I 卯らざる ケ 日の 如く 甚 しき はなし、 然れ ども" だを國 民の 惰弱に 歸 する は 非な り。 知らす ゃ艇 

制 は 常に 自由 村議 を防遏 する ものなる こと を。 今日の 沈滞 亦 藩閥 政 "肘の 施せし 偽善 敎 育の 結果な りと 


謂ぶべし。 

o 舊幕 人に 依りて せられん と 望みし 薩長 政お 罪惡史 は、 反て 時事 新報 記者の 筆に 依り て^に 供 せら 

る、 世間の 事 は 凡て 斯の 如き ものな り" 

0 外に 自由 民 權の來 襲 を惧れ て、 頻 に亂臣 賊子の 剿滅 を 園れば、 內は 社會の 腐敗 は 殆んど 其 極に 達し、 

人 は 下等 怏樂 のみ を 追求して、 公論 正義 を 事と せざる に 至る。 天然の 法則に 任せす して 人爲的 政略 を 

以て 國家を 調理 せんとす る 者の 所業 は、 常に 斯の 如き ものたり。 

◎ 社會 の 罪惡 を 暴露す る に當 りて は、 常に 義 -S の 心と 筆と を 以て す ベ し。 若し 之を爲 さすして 反て 快 

樂を說 き、 之 を 得る の 道 を 示す が 如き 者 あらば、 其 結 たる 竞に惡 を 勸め惡 を獎勵 する に 至る、 豈に 

深く 愼ま ざるべ けんや。 

0山縣^£三郞氏に持たせたきものは親友なりと 『敎育報知』 記者 は 首へ り。 敢て問 ふ山縣 氏に 果して 

親友な きか。 親ナ 必. すし も 偏狭なる ケ n の 敎育界 のみに 存在す る ものに あらざる なりこ 

(明治 三十 一 年 九月.) 

0 政 黨內閣 成りて 爱 に三ケ ：=^、 國民は改善進步を渴^1^^.-るも彼等は朱だ 一 善事 を も 決行す る 能 はす、 

风の蔓 に は 茄子 は 實らぬ 事と 見 ゆ、 齒 き 事に こそ。 

◎;i 澤 先生の 『藩閥 政" 时』 愈 出で、 愈" 妙、 その 彼等が 支那 道 德を國 民に 强 ゆるに 至りし 道筋 を述ぶ 


る や、 彼等の 肺腑に 入りて 痛快 限りなし。 先生 曰く 

: 史らに ー步を 進めて は、 英米^ 等の 政治 書 講習 を 以て 子弟 を 外道に 導く ものな りと宜 言し、 文部 

大臣 を 更迭して 理化專 門の ルには 仁義 道德 忠信 孝悌の 孔孟 主義 を擔ぎ 出し、 下 は小學 より 大中平 

校 ま ーク、 全く 之 を周孔 時代の 支那 人 化せし めんと 企てたり 

乂 曰く 王 命の 下に 立ち nl- に 臨めば 天下 何者か 之に 反抗す る を 得ん と は、 曾て 伊藤が 西 京に ありて 

本願 寺の 坊主に 說 論した る 言に 依りて 證明 せらる 可し、 卽ち其 言に 曰く * 政治家 は 君に 依り 坊上 

は阿彌 陀に賴 みさへ すれば、 國民を 治め 檀徒 を 度す る 事 は 更らに 難き 事な し。 本願 寺の 如き も 財 

政 困難 若しくは 大 改革な ど、 s 門徒の 問題と なれ ども、 阿彌陀 さへ 信じて 之に 一向 歸 依の 色 を 示 

一。) ©  ©  ®  S  ©  3  ©  ©  ©  3  3  ®  ®  3  ©  © 

せば、 ig 徒の 財 寶は皆 寺院に 集まるべし 云々 と 

是ぞ卽 ち.^. 生の 慧眼に 映す る 藩閥 大臣の 國家敎 育なる ものの 淵源に して、 一 國の 子弟 を 擧げて 悉く 支 

那ん たらし めんと 欲せし 藩閥 政 麻の 注文に なりし 敎育 制度な りと 知らば、 其 有り難た 味 も 大分 減す る 

なるべし。  . 

0 ァ ー ノ んド嬉 なる 米 園の 美 婦人、 サン チヤ ゴの 诲戰に 於て 武勇の 名を擧 げし ホブソン 中尉 を、 或る 

宴 會の席 h に 於て 接吻せ しとて、 彼の 國の 新聞 問題と なれり。 或る人 曰く、 若し 內藤 恥叟 先生 をして 

此事を 評さし めば 『禽獸 の行爲 なり』 と 罵らる. - ならん。 然れど 男性に て ありながら、 婦女子の 動作 

を慣 ふが 故に 持て 噺 さる \ 俳優の 類 を 敬慕して. 4- まざる、 我 國の美 婦人の 行 爲に較 ぶれば、 少しく 勝 

る 所 ありと 吾人 は 思 ふ。 

◎ 元帥 山縣侯 の機關 新聞に して 極端の 帝政 主義 を唱 ふる 『京華 日報』 は 僅に 三百の 讀者を 有すと 云 ひ、. 


殆ど 米國 流の 自由 平等主義 を唱 ふる 幅澤 先生の 『時事 新報』 は 日 木 第一 の 新聞と してせ に迎 へらる、 

是れ亦 時勢の 一 兆候なる べし。 

© 『世界 之 日本』 雜誌 は、 新装 を 纏うて 生る、 何時もな が、 しの 好 雑誌な り、 只 其の 論 一が する 題目より 

推す とき は、 或は WorhUy  Japcm とならん かの 虞れ あり。 記者 夫れ 慎めよ。 

◎ 同雜誌 第貳卷 第ず 號に誤 摩 嘉四之 助なる 仁の、 井上 降 土 を 其 記者に 紹介す るの 文 あり。 中に 左の 一 

逸 1?^^ を 載す。 

井上 氏 は 古今 無 雙の大 義士に 候、 此 人は獨 逸べ ル リンに て 獨逸語 公 會演說 を 試みて、 ai 本の 婦人 は 凡べ て賣 

婢-婦 の 如しと し， ィザナ ギィザ ナミの 君 は 蕃夷の 子な リと 放言し * 日本人 同士に 攻擎 せられ， 一命 も危 ふか 

リし所 を， 一枚の 謝罪 文に て濟 ましたる 人に 候 * 此 謝罪 文 は， H 本 公使館の 入口に 張って、 公衆に 示め した 

れば. 之れ を 見た る 人 多 かろべ L。 

余輩 も 曾て 其當時 伯林に 在學 せし 親友 某より 同 一 の 事 を 聞け り。 然れ ども 井上 氏に 取りて は餘 りの 事 

と 思 ひ、 深く 之に 信 を 置 かざりき。 若し 井上 氏 或は 氏の 辯 護 者に して 此怪事 を 辯 解す るの 勞を 取らる 

るなら ば、 我 國民幾 百 萬の 氏の 敬慕 家 は 氏の 爲に大 に 心 を 安ん する なるべし。 (明治 三十 一 年 九月) 

罪 な き 恶：： ：  小 憤慨 生 

0 敎育 (永 腐り、 政治家 腐り、 新聞記者 腐り、 大臣 腐り、 坊主 腐り、 神主 腐り、 牧師 腐る。 嗚呼 然らば 

日隹は誰に依りてか敕.-^-れん、 "：^ 里ん 坊に 依りて か、 立ちん坊に 依りて か。 
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0 腐りし と 云 ふ は 少しく 劇に 過ぎん、 寧ろへ コ タレたり と 云 ふの 當れ るに 如かす。 彼等の 淺 なる 道 

德的 素養 は、 主我 心強き 新 文明の 爲め にへ コ タレし なり、 安積 炅齋 流の 人生観 を 以て、 此 劇烈なる 十 

九 世紀の 社會に I 位む、 E 一 ュ にへ コ タレざる を 得ん や。 

◎ 然れ ども 今に 至りて 彼等 改 むる も 國 家の 爲 めに は 無益な り。 彼等 は：.」 に 已れを 誤り、 日本 阈の 子弟 

を 誤り、 又將 に！： 家 全 體を誤 まらん としつ、 あり。 過る 十 年間 は、 實に 我國に 取りて は國 まに 新生 命 

を 吹 人す るが 爲 めの：：；^ も 肝要なる 時期な りき。 然るに 進軍 を 吹くべき 時に 彼等 は 返 歩 を 命じ、 11 放 を 

主張すべき 時に 彼等 は 閉鎖 を 施行せ り。 彼等の 流せし 害毒 は、 延びて 干 战の 後に 至り、 人の子 孫 

は 深き 怨恨 を 以て 彼等 を 見ん。 

◎ 善 を 呼んで 惡と稱 ふる 者は禍 なる かた、 惡を 呼んで 善と 稱 ふる 者は禍 なる かた、 進歩 を 呼んで 退歩 

と稱 ふる 者は禍 なる かな、 退歩す る を 見て 進歩し つ k あると 信す る 者は禍 なる かな、 周孔 時代の 支那 

人の 道德を 修めて 一 一十 世紀に 一位まん と 欲する 者は禍 なる かな、 智と德 とに 依らす して 丘ハに 依りて 阈を 

衞 らんと 欲する 者は禍 なる かな。 嗚呼 禍な るかな、 日本の 今の 政治家と 敎宵 家。 

◎ 小事に 善に して 大事に 惡 なる は 今の 日本人な り、 洒掃應 待、 起.^ 進退と か稱 して、 帽子の 取り 樣、 

敬禮の 仕樣、 御辭 儀の： H 樣 等に 嚴 格に して、 虚言 を 吐く を 揮から す、 慾 を 以て 恥と たさ や、 人道の 大 

綱 を条る も、 禮儀 作法 さへ 能く 盡 せば、 忠良の 民と して 迎 へらる、 馬鹿々々 しき^りに こそ。 

(明：！ 一十一 年 十 力) 

下界の 觀察 


OS 本 在住の、 ン ルレ ル某、 日本 今日の 狀況を 其 木國の 或る 雜 誌に 書き送り たる 一 文中、 圖らす も 日本 

靑年 一般の 傾向に 關 して、 左の 記事 を 作れり。 

n 本の 古 習舊慣 は、 實に 彼等 を齊 束す、 然れ ども 彼等に して 此窘 束より 脫 せん 乎、 彼等 は 同時に 

其 道德的 謹慎より 脫 するな り。 故に 彼等 は 定見 定 行なく、 萍々 焉 として 五里霧中に 彷徨す、 (ん 

が 實例は 東京に 於け る if の 書生の 間に 求む る を 得べ し。 彼等 は 俊秀なる 才能 を をす、 然れ 

校より 學 校に 遷り、 職業より 職業に 轉す、 彼等 は遷々 轉々 を 事と して 曾て 成功， i^t^!!} か 5^,^- い、 

厶厶  <"厶<  厶厶厶 AAAAA-A 厶厶 AAA  <1 厶厶厶 厶厶 厶厶<1<1厶ム 厶厶 -  <J< ^厶 厶厶 <"<3 

而 して 彼等の 終り は 新聞記者と 化し 去りて、 社 會出來 事の 小 批評 や 人の 過失の 穿 養 を 以て 能事と. - 

ム厶 q  △ 

なすな り。 

頂 門の 一 針と 云ぶべし。 

◎ 村 井 兄弟 商會 は、 過日の, 魂 社 臨時 大祭に 際し、 其 所製卷 煙草 ヒ In 1 と 引替 進呈の 切符 三 萬 枚 を. 

散布せ り。 其辭に 曰く、 以て 忠魂 義魄を 慰めん とすと。 神 は 非禮を 受けす と 云へ り、 故に 余輩 は 思 ふ， 

如何に 現金 實 利の 明治の 今日の 世の中 なれば とて、 此に 奉祀 せらる i 忠魂 義魄 が、 之を享 けて 慰み を 

感 すると は 思 ふ 能 はざる なり。 吾人 は 反て 此商會 ^獻納 物い i きて は、 i 等と 雖も、 iiil^::!^ れで 

出す のみなら す、 叉 如何なる 祟り を や 下す なきや を 恐る- - たり。 其れ か あらぬ か、 之れ が 拾得 を爭ふ 

群衆の 一 名 は、 誤て 濠 中に 陷 りて 一 命 を 失 ひしと たリ。 昔 者 神の 祭 禮を受 くる や 人間の 犠牲 を 要む， こ 

云へ り、 吾人 勿論 今日の 昭代に 此 かる 迷信 を 抱く ものに あらす と雖 も、 而も 鬼. に 角、 夫の 兄弟 商^よ 

りと 聞きて は、 此奇特の事も忠魂義魄は決して喜ばざるべきを；：：^^るゃ切たり。 

(明治 二十 一年 十 一 =-> 
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下界の 觀 察 

0 掃き溜め 黨 天下の 名士、 陸檨 として 憲政 黨に 人る、 余輩 は 其 遂に 掃き溜め 黨 となり 終らん こと.^ 

恐るな り。 

0 痴情 的 至誠 至誠と よ、 夫の 賤妓の 痴情に 負けて、 身 を 墨 田の 水底に 沈む る^ 郞も 亦： や： 誠の 人と 謂 

ふ を 得ん。 小 義に强 くして 大義に 弱く、 情婦 ある を 知りて 人類 ある を 忘れ、 小心. 冀々 たるの みに して 

雄志 勃々 たるな し。 自由 豈斯の 如き 人 を 待ちて 天 ドに} 位まん や。 

©黨 人の 知事 時事 新報の 傳 ふる 所に 依れば、 馬車 鐵 道の 賃金 引き上げに 同意 を與 へたる もの は、 時 

の 府知事 肥 嫁 龍な りと す。 近頃 公娼？, は 置の 縣令を 群 馬 縣に發 したる もの は、 時の 縣 知事 草 刈 親 明な り 9 

此の 如き は 累年 國 家の 爲 めに 苦節 を 守りたり とか 稱 する 黨派 出身 知事の 手腕なる 乎、 然 らば 吾人 は氣 

の 毒ながら 彼等 は 永劫 苦節 を 守りて 草 野の 間にの み 奔走し、 決して 政治に 與 から ざらん こと を 望ま ざ 

る を 得す。 猿芝居の ill は、 物を與 ふるの 後 は、 決して 其 藝を演 する ものに あら ざれば なり。 

◎ 自由 伯の 自由 板 垣 伯の 子に 鋒太郞 とい ふ 者 あり、 性 淫逸 放肆、 伯 之 を 憂へ て 基 1^ 敎 牧師 某に 託し 

て 訓誡 を 請 ふ、 已 にして 鋒太郞 稍く 改 むる 所 あり、 乃ち 爲 めに 松 本 春 雪の 女 弟 を 娶り將 に 基督 敎會 

堂に 於て 其 結婚式 を擧 げんと す、 偶々 監獄 敎謀 師事 作 沸騰して 怫敎 徒の 氣焰當 る， ベから ざる を 見る や、 

伯 倉皇 色 を 失 ひ、 遂に 此擧を 停めし む、 後 西本願寺の 法主 川を帶 びて 柬京に 来る や、 事に 因りて 伯 を 

其 邸に 訪ふ、 伯 懇談 頗る 懇數を 極む。 已 にして 伯 法主 を 導きて 佛堵； に 到り、 其 祖先の 爲 めに 懇ろに 謓 

經 勤行 せんこと を 請へ り。 事畢り 法主 辭し歸 るの 後， 秘書官 を馳 せて 厚く 謝せし め、 尋で 告げて 曰く、 


明年 貧民 救 恤金を 以て： 大 下に 賑 さんと 欲す、 請 ふ 貴 山 を 煩 はして 數萬金 を 散す る を 得ん と。 自由 伯の 

社交、 其 自由 概ね 此の 如し。  (明治 三十 一年 十二お) 

傍 若 無 人 

0 圃家 主義、 日本 主義の 徒 を 目して 狹陋可 笑と 嘲り、 世界主義の 遠大 を 知らす と 罵りながら、 ォんじ 

て 一宗 派、 しかも 々たる 儀式の 爲 めに 友 を 憎み、 他を排 して 宗敎の 能事 畢れ りと する 耶蘇 敎徒 あり。 

馬鹿 も此位 なれば 寧ろ 滑稽な り。 

0  r 我が 名 死し、 我が 名譽は 地に 墜 つる も 意と する に 足らす、 唯 だ 伊太利 をして 存 せしめば 可な り」、 

と は是れ 伊太利の 建國 者、 イン マヌエル 皇帝の 良臣 カブ ー ル 伯の 心情たり き。 試に 吾人 をして 吾國の 

大 政治家、 大 策士の 腸 を擇出 吐露せ しめば、 曰く、 「我が！： 亡び、 我が 同胞 は 驚る、 も 意と する に 足 

らす、 唯 だ 我が 一 身 をして 存 せしめば 可たり」、 と。 

0 誰か 哥. I を 罵り 人の 罪 を 爆 露す る 者 を 目して、 悉く 惡德、 破壞の 徒たり とい ふ。 然り 心中に 至誠な く 

して 人を議 する は是 れ惡德 なり 破壞 なり。 而 かも 熱誠より 發 する 義憤 は、 常に 天下 を 罵倒す る を辭せ 

す。 罪惡を 見て 勃然として 怒る 能 はざる 者 は、 中に 誠な き 輕薄漢 か、 然ら ざれば 薄志弱行の 徒の み。 

0 憲政 黨の 名士、 前の 群馬縣 知事、 宫城縣 代議士 草 刈 親 明 氏、 縣の奧 論 を 無視し、 主務 省の 命に 背き、 

專斷 にも 公娼 設^の 縣 令を發 布せ り。 事旣に 惡むぺ し。 而 して 氏 は 中 江 篤 介、 宮部褒 等等 公娼 運動 者 

と 共謀して 妓樓 より 數萬 金を牧 賄せ りと. 峰す。 斯く ありて こそ 寇政黨 の 名士た るに 恥ぢ す。 政 "肘 は 草 

雜 0  九 六 九 
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刈 氏の 官を 免じ 古 莊嘉門 氏 をして 其 後 を 襲 はしめ、 尙ほ. 2： 務 警 保 ほの {は 吏 平 岡 氏に 命じて 旣發縣 令 を 

取消 さしめ、 賄 胳牧受 の眞面 IE を 調 _ ^一し、 若し 罪跡に して 分明なる に 至らば、 刈 氏 は 刑事上の 罪人 

たるべく、 屮：： d 氏 等 以下の 人々 も 召喚せられ、 爱に 一 大 疑獄 を 生すべし と。 歌 あり、 口く 

上 毛の ^ 馬の 縣 しこ 草の 

刈 る を も 待た で 茂る と は あた  (明治：： 一十 一 年 十二 刀) 

美 と 醜 と  笑 U 生 

0 大 快事 

蘇丹ゴ ルドン 紀念學 校、 其 名 巳に 美たり、 而 して 米 國の 富豪 ァス トル 氏 先 づ五萬 金 を 投じて 其舉を 

す。 世界 は 必す しも 公娼 設置 問題と 草 刈 親 明 1!?; とのみ にあら す、 悅 ぶべき かな。 

卵の 東洋 

に は 山 縣內閣 と 自由 派との 提携 成りて、 大喂 と進步 派と は 勢力 以外に 放逐 せられん とし、 外に は英 

獨、 露の 協商 成りて、 支那の 分割 は 今や 將に事 實と爲 りて 現 はれ 來 らんと す。 小に 勝ちて 犬に 敗る と 

は斯の 如き を 云 ふなり。 

◎ 無 比の 道德 

親の 爲め とならば、 女子が 其 操 を 破り、 身 を 汚辱の 街に 暢すも 恥なら す。 阈の爲 めと ならば、 政黨が 

其 公約 を 破り、 大臣が 其 主張 を 曲ぐ る も 不義なら す。 日 木 道徳 はせ 界 無比と 云ぶべし。 


o 中 江 篤 介 氏の 人生観 

一 時 は 自由の^ 道 者と して 新 思想の 宣傳 者と して、 我國の 政界 幷に文 界に其 名 噴々 たりし 中 江 篤 介 氏 

は、 近頃 群馬縣 公娼 設置 事件に 關聯 し、 人の 氏の 行 爲を訾 る もの ありし とて、 左の 如く 辯 明され し 由 

『萬 朝 報』 に 見えぬ。 

が賤 業者と 關 係した といって 惡く いふが、 職業に 贵賤 はない 箸 だ、 犬の 皮 を 刹ぐ でも 猫の 皮 

を剝ぐ 奴で も、 造 物の 眼から は 皆 平等 だ、 盗賊と 詐偽 さへ 仕なければ、 其 外の 金儲け は 何でも 遣 

る、 獄が 起れば 獄 にも 坐す る、 天下の 人 盡く之 を 非と しても、 自ら 信じて 疾 しくなければ、 せじ 

て 其宽を 受ける のさ、 此頃予 が 政治 も 文學も 捨て 仕舞て 利 是れ觀 ると 訾る もの も あるが 其 通り だ 

天下 何物 か 金なら ざらん や だ、 八 「の 內閣も 議會も 皆 金で は あるまい か、 

余輩の 爱に中 江 氏の 此著 るき 表白 を 載す るの 所以 は、 明治 令 日の 志士の 人生観なる もの を、 千載の 後 

の. 五！； 人の子 孫に 傅へ て、 以て 彼等の 史的 稽査の 材料に 供 せんが 爲め なり。 

0 孰か眞 にして 孰 か 偽 

「有 朋 不敏 唯々 至誠 邁往 百難 を排 して 同志の 士 と帝國 唯一 の 進路に 提携 伴 行す る あるの み」 と 總理大 

臣山縣 侯は霄 ひ、 「我 黨 今や 大に 忍んで 國 家の 爲 に盡瘁 せたければ たらぬ」 と 『自由 黨 總理』 板 垣 伯 

は 云 ふ。 然るに 中：： d 篤 介 氏 は 「今の 內閣も 議會も 皆 金で あるまい か」 と 言 ひ、 星 派の 人と やら は 「元 

來 今の 代議士に 節操 ある もの は藥に 仕度く も 見當ら ぬ」 と 言 ひ 居る 出な り。 孰か眞 にして 孰 か 偽なる 

か 、 < ^輩 隱遁者 の 切に 聞かん こと を 欲す る ：阱 なり。 

0 自由主義 本願 寺に 入る 
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堂々 たる 大政 黨さ へ 政府に 屈服 盲從 する の 際、 常々 は意^^ボ地なしの絕頂とまで評せらる & 本願 寺の ：！；^ 

徒に 此事 ありと は、 板 垣 死す (精神的に) とも 自由 は 死せ ざるの 證 なる 平。 築地なる 本願 专 正門の 方 

向 變更の 件と やらに て、 大法 主の 仰せと て 惟 命 是從ふ 能 はすと て、 ボ ー プの命 を 拒みし 者 多し との 

は、 自由 民隨を 蛇蝎 視 せらる、 石 川 舜台師 等の 深く 憤慨 せらる k 所なら む。 C 明治 三十 一 年 十二  =o 


下 界 の 觀 察 


笑 殺 生 


0 無 學 議 員 

衆議院議員 にして 歐羅巴 語の 一 を も 解し 得る 者 は 僅に 其 十分の 一 なりと 云 ふ、 宜べ なり、 彼等の 決議 

が 常に 亞 細 亞的 にして、 退歩 的に して、 現在 的に して、 偏 隅 的なる は。 

◎ 密議 政體 

代議 政體と 能辯 術と は、 兩者相 待て 離るべからざる ものな り、 然るに 其 大臣なる 者 は 朗読： 浙說の 外 は 

何も 出来す、 其 議員なる 者 は 怒鳴 嘲罵の 外 何も 言 ひ 得す、 彼等 は 公議 明 論 を 公演す るの 技 を 有せ ざれ 

ば、 國 家の 大事 を畫 する に、 凡て皆待合茶屋の密{l^bに於てす。 

◎ 「否な」 と 言 ひ 得る 人 

ブル タ ー ク傳に 昔し 希 職の 或る 國王 は、 彼の 宰相 を 撰ぶ に當 りて 常に 「否た」 と fB ひ 51： る 人 を 求めた 

り， と あり。 そ は 「否な」 と 言 ひ 得る 人 は、 主張 あり、 確信 ありて、 信任す るに 足る の 人 なれば なり。 

何事 にても 勢家の 命と あれば r 然り」 と 答へ、 衆論と あれば r 然り」 と應 する 人 は、 骨 もな く、 腸 も 


なく、 海月 同様の 無脊椎動物 なり、 嗚呼 「否な」 と： 一 X ひ 得 るん、 ， すの 衆議院に 僅に 三 名、 譽 むべき か 

な此小 少敫、 鄙むべき かな 此 大多数。 

o 神なら ぬ 松 方 伯 

大藏 大臣 松 方 伯 は 代議士 某の 質問に 答へ て、 r 將來の 事は祌 ならぬ 身の 知る よしな し」 と 言 はれし. E リ 

伯が 神に あらざる は 何人も 知る 所 なれ ども、 神なら ぬ 余輩の 如き も 日本 財政の 將來は 之 を 知る に 難 か 

らす。 此 貧乏 國 にして 此 軍備 擴張 あり、 財政の 紊亂は 當然の 事な り、 地租の 增徵 位に て 此國カ 不相應 

の 武装 を 永 模し能 はざる は 分り切た る 事な り、 これし きの 事の 分らざる 者 は 神に あらざる は 勿論、 常 

識を 供へ たる 人に も あらす。  (明治 三十 一年 十二月〕 

惡 口の 言 ひ 初め  小 憤慨 生 

◎ ナ 一一、 In:: が來 たと、 七の 日が 原稿 日で、 三の 日が 校..^ 日で、 五の 日が 發梵日 だ、 雜誌商 賣を爲 し 

居る 者に は 歳暮 も 新年 も 同じ 事 だ。 

0 暇が あれば 勉强 する までよ、 馬鹿た 近縣 旅行な どに 出掛 1: る 時 も 金 も ある もの か、 ダンテの 一 In; も 

研究す る 方が 餘ッ 程增 しだ。 

◎ 新年 宴會 たん ど は眞平 だ、 醉漢の 醜體を 見た つて、 心理 學 研究の 材料 を 少し 得る 位 ひで、 外に 3： ん 

にも 役に立ち はしない、 ソレ よりか 內に 居て 紀州 蜜柑 を 刹きながら、 政治家 共の 惡 口よ、 腸 を 燃って 

笑 ふに は 之に 愈る 事 はない。 

雜 0  九 七 111 
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0 新年の 希^だ と、 义 歳の 終に たると 感慨 だと か 何とか 稱 して 失望 を 述べる 癖に、 年の 始めに は 泣て 

も宜 いから、 年の 末にな つたら 少し は 滿足を 語る 15?!?- の出來 るよう にケ から 用心したら 善から う。 

◎ 駄目 だ、 駄目 だ、 駄目 だと 云 ふ 奴が 皆ん な 駄目 だ、 宗敎家 だと か、 精神 家 だと か稱 へて 事 を 爲す時 

に は、 世の 俗人と M: じく 法 方と 策略との み 講じて、 信仰と 精 祌とを 顧みざる もの は i^:: 駄 n なんだ、 コ 

ン ナ 者に 改革 も 何も 出来る もの か。 

©ナ 一一、 精神 一 發 何事 か 1^ ら ざる だ、 君 は 其 通り 自分で： 一::5 じて 居る のか、 ナゼソ ンナラ 政： m 家 共の 1： 

を 叩く の だ、 ナゼ金 持の 補助 を賴 むの だ、 僕 は 策略 家の 精神 談は大 嫌 ひだ。 (i^ 治 三十 二 年 一 

虛 鱧 國 の 新 年  」拊 0 生 

0 新 正に 遭 ふて 友の 安否 を 問 はんと 欲する M 情 あるに あらす して、 罩に 世間 竝の 義理 を盡 さんと 欲す 

故に 凡ての ロ實を 作りて 歳暮 年始の 禮 より 免れん と 欲す。 ：： く近縣 旅行、 曰く 業務 多端、 曰く 3:、  口 

く： E と。 帝都の 新聞紙 歳末 歳始に 際すれば 此 t: の 虚偽^, =： 的の 廣吿文 を 以て 數面を むる を 常と す。 

之 をば 虛禮國 の 新年と や 申すべき。 

◎ 我の M 情を傳 へんと 欲せば 贈物 ある も 可し、 無き も. し、 然るに 手に て は 年末 年始の 禮を述 ぶる 

を 得すと は是れ 何人のお めし 處ぞ。 年と 共に 贈物 品の 華麗に 赴く は、 蓋し 人心の 浮薄に 赴く の 好 徴^ 

なるべし。 

◎ 人 にして 顯 職に 登れば 年. 末 年始の 廻 禮者は 彼の 門前に 巿を 作す、 然れ ども 彼れ 一 度 不遇の 地位に： 卜 


れ ば！： 一  の 門前 は^ 羅を 張るべし。 依て 知る 人の 彼 を 訪ふは 敬禮を 彼に 向て 表せん が爲 めにあら すし 

て、 彼の 厚遇 を 受けん が爲 めなる こと を。 

Q 今年 も 相變ら すと、 卽ち 今年 も 相 變らす 我 を 保 庇せ よと なり、 今年 も 相 變らす 我が 爲 めに 利益 牧得. 

の途を 供せ よと なり。 今年 も 相 變らす 我が 品 を購ひ 我が 店 をして 繁：： ：： せしめよ とたり。 而 して 今年 も 

相 變らす 主義の 爲 めに 鬪 はんと か、 信賴相 離れざる べしと か、 此國此 を 相 共に 一歩たり とも 改善の 

域に 導かん と 云 ふが 如き、 ^なる 高尙 なる 誓約と 希望と を.？ せす。  (明治 三十 二 年 一 月) 

世 道の i 木  大俗生 

主義 は 主義、 商 賫は商 費、 理想 は 理理、 實 際は實 際、 宗敎は 講堉； より 講じて 金儲け は 店頭に 於て す、 

眞 面目なる 時 あり、 面 rz: ならざる 時 あり、 文士と して 詩文 を 評する 時 あれば、 經世 象と して 政策 を 

獻 する 時 あり、 博愛主義 は 詩人と して 唱ふ べし、 國家 主義 は實務 家の 必要な り、 人 は 常に 極端に 走る 

ベから す、 中庸 は 慮^の 大祕訣 なり、 人を責 むる に 理想 を 以てする あり、 义實際 を 以てする あり、 之 

を 臨機 應變の 策と は 云 ふなり、 萬 事 都合よ きを 以て 方針と すべし、 終生 不易の 主義の 如き は 之 を 口と 

筆と にす るの 外 は 決して 心に 確守す ベから す。 

*  ネ 

若し 理想が 實 際に In はれたら ば大變 ならす や、 人が 己 を 愛する 如く 其 隣人 を 愛する に 至り、 劍 は改禱 

されて！. 鋤と たり、 精 祌は卞 東に 愈て 重んぜら る i にせら ば、 そ.；^ こそ 杜 きの 大事 變な るに 相違な し、 

m  九 七 五 
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然らば 富 丄も八 島 も 敷. * も廢 艦と なりて 11 港 場の 藏船 として 利用 さる、 に 至るべく、 爲 めに 數 干の 海 

軍 士官 は 職 を， Ji- ふて 路頭に 迷 ふなるべく、 陸軍 十三 師團 の兵營 はさ 家と なりて 備荒貯蓄 米で も藏 する 

に 至るべく、 爲 めに 肥馬に 跨る 將軍 武官の 方々 は雜誌 記者の 從 者とまで も 落ちねば ならぬべし。 土 

^士が 不用と なりて は國會 議員 は 飯が 食へ ざるべし。 其 他/十日の 社會 組織 は ー變 して 待合 茶屋 も不川 

となり、 愛 國屋も 不用と なり、 只悅ぶ 者は眞 面目に 胸く 百 性、 轔 じ、 其 他 彼等の 勤勞を 慰藉 奨勵 する 

少数の 文僕敎 僕に 止まる に 至る ベ し。 

ネ  -》 

：ャ  * 

改革と は 他ん の 改革 を稱 ふるもの にして 我 自身 の 改革 を稱 ふるに あ らす、 語を換 へて 言 へ ば 社 會が從 • 

順 柔和と なりて、 我れ 飮むも 我 を 咎めす、 我れ 娃 すれ ども 我が 事 を新閜 紙上に 揚げす、 我れ 懒 ける も 

我に 給す るに 畳 かなる 倚祿を 以てし、 我れ 愚なる も 我を國 民の 龜鑑 として 祟む るに 至る を 言 ふなり。 

-X-  .:小 

水  -X- 

社會を i_ 只め よ 我を責 むる 勿れ、 我 は 善人 (比 絞 的〕 なり、 我 は 革む るの 要な し。 社會は 腐敗せ り、 社 

會を 改造せ よ、 改革 を 我に 迫る 勿れ、 我 は 我が 妾を廢 する 能 はす、 我 は 我が 輸入 酒類 を禁 する 能 はす、 

願く は 我れ のみ は 例外たら しめよ 國家息 ふべ し、 社會歎 わ. べし、 然れ ども 我れ のみ は改 むる の 要な し、 

然り改 むる 能 はざる なり。 

ネ  .：个 

氺  ，k 

何事 を爲 すに も 先に 立つ 者 は 金な り、 故に 如何なる 手段に 依る も 先 づ金を 作れ、 然る 後に 公ハ数 _8 ^梁に 

從事 する を 得べ し。 一方に 於て は 女郞文 學を發 行し、 他のお 面に 於て は 文 學士を 雇 ひ來て 忠君 愛國、 . 


國 家主 義を唱 へしむ、 "：.^ れ 今の 世に 當て君 國の爲 めに 惟一 の 法な り。 C 明治 三十 二 年： さ 

『末 謙 人糞 事件』  笑 肥 生 

0 『末 謙 人糞 事件』 と は 近頃 奇異なる 文字の 配列なる が 之に 解 釋を付 すれば、 日本 國の 貴族 末 松 謙 澄 

なる 人が 憲政 黨 と名づ けられた る 政黨に 入り 明治の 三十 1 一年 一 月と 申す に 黨勢擴 張の 爲め 陸奥國 い： 円 森 

に 下りし 時、 憲政 本黨 と名づ けられし 他の 政黨 の壯士 の襲擎 する 所と なり、 將 さに 人糞 を 浴せられ ん 

とせし なりと いふ 0 

◎ 昔 は 楠 正 成長 柄杓 を 以て 熱 糞 を 敵の 頭上に 注いで 千 早の 城 を 全うし、 今 は 進歩 黨の 策士 樽 詰の 冷 糞 

を 投じて 自由 派の 驍將を 却 かす。 古今の 智謀 同一 轍、 進歩 黨に 策丄 多し と は 余輩 今日 始めて 之 を 知る 

を 得たり。 

0 人奠 事件に 題して  . 

陸 奥の 雪に 黄金の 花 きて  ， 

匂ひぞ わたる 末の 松 やま 

on: く 新年 贺 すべし、 11  く 祭 節 祝せ ざるべ からす、 曰 何 曰 何、 且つ 云 ふ 祝すべき が 故に 醉は ざるべ か 

らす、 狂せ ざる は賀 せざる なりと、 靳 くして 日 東國の 前途に 於て 祝すべき 事件の 益增 加す ると 共に 國 

の 酒量 も 亦增加 せんとす、 余が 如き 小膽 なる 非 「愛 國者」 は此 上に 慶事の 此の 國に加 はるな きを 希 

ふ、 n 東大 帝 國が醉 倒し 去らん こと を 恐 るれば なり。 

雜 錄  九 七 七 
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祝 節に は 酒宴な かるべ からす、 酒宴に は酌妓 なかる ベから す、 的 奴に は妖 色な 力る ベから す、 此 等の 

もの 完備 すれば 會衆皆 大杯 を 擧げて 萬 歳 を 三 呼す、 其 祝 聲は木 氣に發 する か、 醉 興に 出る か は 問 ふ を 

须ゐ す、 曰 木 大帝 國の 新年 萬 歳！  治 三十 二 年 1=0 

世 は樣々  笑 肥 生 

0大 谷 派 本願 寺の 三十 一 一 年度 歳出 豫箅 は總 ii 一 一十 七 萬 四千 餘圓 なりと 云 ふ。 實に 盛な りと 云ぶべし。 

其： s: 法主： に 役僧の 妾宅 維持費と して 幾許が 消費され、 其 幾分が 德敎 建設の 爲 めに 使用 さる &ゃ< ぶ^ 

の 甚だ 聞か まほし き 所な り。 

0 若き 東洋の 大 英雄 こそ 顯 はれ けれ、 神 田邊の 或る 學生 二人、 小川町の牛肉^^常盤亭に上り， 醉亂の 

餘り 酒樽 二 個 を 引き倒し、 地上に 淸酒を 1^ へて、 愤の 刑に 處 せられし と 云 ふ。 彼等 は 未来の 總现大 

臣 なるべし。 

0 米國に 於て は 大學の 卒業生に して、 最も 多き 給料 を 取る 者 はべ ー スボ ー ル戰士 なり， 我國に 於ても 

學問を 放棄して 土 恢場裡 に 表 はれし 力士 常 陸 山 はへ ボ舉 上に 勝る 數十 百倍の ノ 6 と 利と を 博せ り， 肉 身 

毅ふ べし、 智能 磨く を： #1- せす。 

◎ 基督 敎 靑年會 幹事 丹お 淸次郞 氏が 渡米の 途に 就かん とする や、 日本の裘商^||澤榮 一 氏が 氏の 爲 めに 

特训の^^刖會を閒きたりとて、 該敎に 因み ある 新聞 雜誌は $1 悉く 4- れ見 よかし に此 事を揭 げたり。 お 

し 我國に 於け る 基督 敎 近時 衰退の 原因 を 探らん ならば^.^ 宜しく 此邊に 注意な さるべし。 


(明治 三十 二 年 二  Ho 

墓督敎 徒の 貴顯 招待 會 

0 我國の 基督 敎徒は 又もや 上流 社會の 取り込みに 從事 せん 爲め來 る 三月 中旬 を 期して 帝國 ホテルに 一 

大會合 を 開き、 朝野の 責顯 紳士に 出席 を 乞 ひ、 以て 大に是 等 俗人 物の 同情 を 買 はんと 計畫 しつ i あり 

と 聞く。 苦々 しき、 馬鹿/ \ しき 次第と 謂 ふべ し。 

◎ 彼等 は 耶蘇 基督の 弟子な りと 云 ふ。 然 らば 少しく 聖書 を 開いて 彼等と 語らん、 猶太 國の宰 一一 コ デモ 

と 云 ふ 人 は 夜竊に 耶蘇の 許に 来て 彼の 敎を乞 ひしと なり、 耶蘇 は靈間 招待 狀を發 して エルサレムの 旅 

館へ 彼國 の贵顯 紳士 を 招いて 彼の 敎理の 淸聽を 乞 は ざり しなり、 耶蘇 基督と 我！： の 基督 敎徒 たる 者， こ 

相 異なる 事 此の 如し。 

◎ 聖書 雅各書 第一 一章 第五 節 以下に 曰く  . 

我が 愛する 兄弟よ 聽け、 神に 此 世の 貧者 を 選びて 信仰に 富ませ、 己 を 愛する 者に 約束し 給 ひし 所 

の 國を嗣 ぐべき 者と ならしめ 賜 ふに あらす や。 然るに 爾等 貧者 を藐視 たり、 爾等を 凌 虐げ また 裁 

判 所 に曳 くもの は 富者 に あ らす や。 彼等 は爾 等が 稱 へ ら る & 所の 美名 を 纛す者 に 非す や " 

日木國 の贵顯 紳士と は 何者 ぞ、 彼等の 多く は 妾を蓄 へて 恥と せざる 者に あらす や、 彼等の 多く は. 

案 を 通過せ しめて、 ド民を 困し むる 者に あらす や、 彼等 は 基督 を 憎み (事實 上) ，、. '日まで 幾囘 となく 

基督 敎徒を 迫 寄せし 者に あらす や、 然るに 今や 此徒を 招いて 其赞！ 1： を 乞 はんとす、 我國の 基醫敎 徒な 

0  0  九 七 九 


東京 獨 立 雑？ 時代  九 <G 

る 者 は 當に救 I 主 耶蘇 某督の 前に 愧 死すべき なり。 

0 基督 は 貧者の 友な り、 蓄」 安家の 敵な り、 壓制 家の 敵な り、 基督に して 今日 我國に 在さん 乎 >  彼に 彼 

が 嘗て 繩を 以て 鞭 を 作り、 神の 聖 殿より 牛 羊を賫 り兩換 する 者 を逐攘 し、 「我が 父の 家 を 貿易の. ぶと 

なす 勿れ」 と大聲 疾呼して 彼等 を 叩き 屮：； し 賜 ひしが 如き、 彼 はな： 'rz 我等の 贵顯紳 土  S 行爲を 怒りて 止 

み 賜 はざる べし。 

0 基督 敎は其 初めより、 ド より 上 を 感化せ し宗敎 なり、 然り 基督 敎は 特別に 下 尺の 宗敎 たり、 是れ何 

れの國 に 於ても 上流 社會 が斯敎 を嫌惡 する の 理由な り、 然るに 我國に 於て は 故 新 島 襄氏を 初めと して、 

今の 敎界 の先辈 とやら 稱 せらる る 人々 に 至る 迄、 皆 頻りに 佛敎徒 神道 家に 傚 ふて 上に 取り 訥れら れん 

こと を 願 ふ。 基督 敎 徒の 俗化し 去て 今日の 無氣 力に 陷 りし は 全く 是が爲 めな り」 

0 然れ ども 人 は 人に して 我 は 我な り、 我 はドコ まで も 大工の 子な りし 平 耶蘇 基督の 弟子た らんと 欲 

す、 帝國 ホテルに 貴顯紳 土に 敎现の 贊同を 乞 はんと 欲する 者 は 行て 之を爲 せ、 然れ ども 我 は 如 斯非基 

督敎的 運動 を 助く る爲 めの 鑲ー 文 も 有せざる なり、 我の 基督 敎は 蓄妾-ぶに は 甚だ 不向きの 宗敎 たり。 

厶厶  <-厶<1<  A  A  厶厶  厶<厶<1 厶厶厶 <a 厶厶 △ 厶厶 △△<!△ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  厶厶厶 厶<3 

吾 は 之 を 大工、 左官、 百姓、 獵師 に說き 得る も 之 を我國 今日の 費 顯純士 の 前に 述 ぶる は、 眞珠を 豚の 

<△<" 厶  <"厶<3 厶 厶厶厶  <1厶<3<"<1ム厶 し厶 <^<1 厶厶 △<! 厶厶厶 △ 

前に 投す るの 感 あれば、 我 は 努めて 如斯 馬鹿々 々しき 運動に 與 から ざらん と 欲す リ 

つ 明治  一二 十二  二  =0 

黨人 政治  獨 立 子 


o 貧乏 かと 思へば 帝室へ 二 干 萬^ を獻納 し、 議員の 歳费と 高等官の 倚 給と を增加 せんとし、 金 持 かと 

思へば 地租 を 引上げ、 郵便 稅を 引上げ、 醬油稅 を 課せん とす、 現 政府と 自由 黨の爲 す 處に漠 として； 

人の 捕捉し 難き もの 多し。 

◎ 山 縣內閣 と 自由 黨 との 交涉成 りしと 聞く 毎に、 <^^lr ソット して 身の 毛の 傑つ を覺 ゆ、 そ は 乂も人 

民の 權利は 緊縮 せられん 乎と 思へば たり、 自由 黨、 卽ち の 自由 を 束縛す る黨。 

◎ 『至誠』 なる 板 垣 伯 は 自由の 何物た る 乎 を 知らざる 人たり と は 余輩の 度々 述べし 處 なり、 左 も ある 

べし、 彼 は ピム、 ハム プ， テンの 自由 を 究めし 人に 非す して 、橋に 東洋 的の 治國 平天ド 主義 を 西洋風に 

行 はんと 試みたり しのみ、 老 伯の 至誠 愛すべし とせん、 然れ ども 歷史は 淺見の 正直者と して <:3 分の 間 

彼の 名 を 其 紙面に 留めん。 

◎ 若し 剛情なる が 英雄の 一 特徴な りと ならば、 星亨君 は 確に 其 一人たり、 彼 は； 大を れす亦 人 を 敬 は 

す、 伊太利 語と 西班牙 語との 法律 書 を讀 むとの 故 を 以て 初 學の學 生を嚇 す、 i1 れ ども 彼が 仁慈の 政治 

家に あらす して、 亦 謙遍深 考の學 者に あらざる は、 彼の 一 講話 を 聞て 知る を 得べ し。 

0自 由黨は 或る 明， ほなる 積極的 經綸の 有て^ 在す る 者に あらす、 彼 は 進歩 黨てふ 政敵 有ての み 存在す 

る たり、 卽ち 彼は單 に 消極的に 存在す るの みに して、 其 政敵の 難る & と共に 四 支 a 裂に 終る 者たり、 

積極的 事鑌の 一 つも 此黨の 手に 依て 擧ら ざる は 全く 是が爲 めな り。 

◎ 彼等 頻りに 「新 財源」 を 語る、 然れ ども 別に 新 鎮山を 開 i^- せんと 云 ふに あらす、 又は 新 領土 を 得ん 

と. ぶふに あらす、 只 現在の 國 民の 囊 中より 稅金を 絞り出す 新ら しき 方法 を講 する のみ、 我と 我 腕を啖 

はん 乎、 或は 我の 股を啖 はん 乎、 是れ 彼等の 稱 する 財政問題 なり、 腕 を 食 ふ も 身 體は祜 死すべく、 股 
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東京 s 立 雑 Sli 時代  九 八 一： 

を 食 ふ も 同じ、 彼等 黨人 は與 ふる を 知らす して 奪 ふ を 知る の み、 供給す る を 知らす し て 割 取す る を 知 

るの み、 彼等 は 到底 消費者た る を 免 かれす、 他に 物 を 庵す るの 道 を 知ら ざハ〕 彼等 は 法雜を 作て^ 尺 か 

財 を 枯らす の途を 知る のみ。 

<0宗 像 壇の 浦 公 再び 世に出て 靑森縣 知事たり、 肥 後人 萬歲、 靑森縣 人 萬 歳、 仁政 は 今や 將に陸 奥の 地 

に 施されん とす。  (明治 三十 二 年 二お) 

日本と 英國 

n 本 東京に 於て 板 塩 伯の 自由 黨 と山縣 侯の 武斷 內閣 とが 相 結託して、 郵便 稅增 加の 案 を 建て、 將に是 

を 議會に 提出 せんとす る 時、 英國 倫敦に 於て はへ 一一 力 ー ヒ I トン 氏の 敎 導の 下に 帝！： 壹 片 郵便 稅案 

は國會 兩院を 通過し、 一 一：^ 洲竝に 希望 峯を 除く の 外 は帝歸 何れの 地に 達する も 普通 信書 登 通に 付き 僅に 

我の ニ錢を 以て 送る を 得る に 至れり、 是れ 實に從 前の 稅 金に 比して 六 割の 輕減 にして、 其 大帝！： の 結 

團强固 を 計る に 偉大の 效カ ある は 言 ふまで もな し。 

n 本 は重增 して 英國 は輕 減せ り、 是れ 彼の 益々 大 たらん として 我の 益々 小な らんと する の 前兆に あら 

ざるた き 乎。  (： 明治 三十 二 年 二月，.) 

廣吿 文の 硏究 (一)  X  C 平丄 


◎ 新聞に 廣吿 すると は 嘘を吐く と 云 ふこと に は あら-ざるべし、 然るに 君子 國に 於て 近來 流行す る廣吿 

文に 士君子 的たり と 認め 難き もの 多き は 如何の 理由に や。 

0 近頃 「本邦 唯 一 之 社會學 研究 雜誌」 との 目標の 下に 『社 會』 雜 誌の 廣吿は 出で たり、 是れ社 會學研 

究會 なる もの i 機關雜 誌の 由に て、 其會 長に は 東洋 有名の 大學 者智德 兼備の 加 藤弘之 先生 を 戴き、 委 

員と して は文學 博士 元 良 勇次郞 先生 あり、 近頃 歸 朝せられ し 斯學專 門の 高木 正義 氏 あり、 是等 知名の 

人士の 執筆 せらる X 雜 誌の 廣吿と あれば 嘸 かし 謙讓節 言の ものな らんと 思 ひしに、 豈 計らん や、 之 を 

讀み 下せば 實に 左の 如き 辭 あり、 

社會 si- して 研究し 得べき 乎、 蓋 社會の 事、 變轉 錯綜 を 究め、 生滅 起伏 端倪の 這 あら ざらん とす、 

而も 一 度 皮相の見 を 捨て 以て 事態の 深奥に 徹 入せ むか、 一 貫の 法理 儼として 動かざる もの 存し、 

社 食 は 之に 由て 動き 之に 由て 進み、 之に 由て 立つ、 社 會竟に 研究し 得べき 也、 社會 果して 指 し 

得べき 乎、 旣に 社會の 紛^た る 現象 を 討尋して 法理 を發 見し、 社會の 動く 所以、 進む 所以、 立つ 

C  0  0  0  OOOOCOOOO  0  0  ©  ©  ®  ©  ©  0  ©  ®  CD  (-> つ) 

所以 を曉 得す、 社會の 運行に 針路 を 標示せ しむる 蓋し 掌 を 反すが 如きの み、 社會亦 指導し 得べき 

也 云々 (檢點 は 余輩 自ら 附せ しもの なり.) 

嗚呼 如何なる 告白 ぞ、 余輩の 無學に 由るな らん 乎 は 知ら ざれ ども、 余輩 は 社會學 なる ものが 斯 くも 進 

步 せる 科學 たりし こと は 未だ 曾て 聞かざる 處な り、 「社 會の 運行に 針路 を 標示せ しむる 蓋し 掌 を 反す 

が 如きの み」 と 聞て は 流石の ス ペン サ ー 氏 も 日本に 於け る 社 會學の 進歩に は 一驚 を 樊 する たらん、 是 

れ恰 かも 數十 年に 涉る骨 がらみ の 惡疾を 一 服に て 全治す と吹聽 する 賣藥 の廣吿 文に 稍 や 似た る處 ある 

が 如し、 田 舍の讀 者を赫 かすに は 多少の 功 能 は あるべ けれども、 若し 同一 の 廣吿文 を 英文 又は 佛 文に. 
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譯 して 倫 敦か巴 里の 新聞に 出すならば、 狂人の 沙汰な りと て 何人も 取り合 はざる べし、 ？ 博. H 先生 逮- 

は 余 iaf の 此言を 以て 罵晋惡 口の 類と 見做さる k や。 

◎ 序に 余 華 は 諸 先生 達に 伺 はんとす、 蓄妾 は 社會學 上の 面，：：： き 問題の 由 たれ ども、 八， =： の 如く！： 尺 舉. 

て 嘘 を廣吿 する に 至りし は IT; 化れ 亦 何等の 理由に 依る ものに や、 此噓 つきの 精神の 發動 する 所以 を 探究. 

し 「掌 を 反すが 如くに」 此 憎むべき 惡習を 我 邦の 社 食より 根絶す るの 方法 を 標示 せらる k ならば、 ：： だ 

れ實に 諸 先生が 斯國斯 民に 盡 さる k 一  大事 業と や 巾 さむ。 

©义 近頃 發刊に 成りし 一 ニニの 敎育雜 誌の 廣 告文 を拜 見す るに、 責任 ある 記者 先生の 名は秘 して 示さす.. 

返て 贊成 家と か, して 數 多の 知名 大家の 名 を 列ね たり、 是 れ亦此 君子 國の 習慣と して 余^の 常に 歡ば 

ざる 處 なり、 新閜雜 誌に 最も 大切なる もの は 記者 彼 自身な り、 贊成 家の 如き は 一時の 客分の 如き： の 

み、 然るに 是を 先にして 彼 を 後に す、 是亦 嘘つきの 一種に あらざる なき 乎、 余 は 孰 r 々惟る に 我國に 

敎 育の 進歩せ ざる： S 貧に 是に從 事す る 者の 誠實の 缺乏に 由ら すん ば あらす、 3s莨有の儘に：^!iらすして 

虚飾 外装 是れ務 む、 敎 育て ふ もの は 何んで あると も 虚偽の 注入に は あらざる べし、 然るに 今や 其 指^ 

の 大任に 當 らんと する 雜誌 にして 世の 商资的 方法 を 川 ひ、 大家の 名を惜 りて 讀者 5::- 用 を？ 貝 はんとす 

るが 如き は、 事旣 に非敎 育に して、 其 終に 國民 はサテ 置き 一 小童 を も 感化せ すして 止まん こと は是 れ. 

余輩が 是等雜 誌 の爲 めに 大に 心配す る 所な り。  r 明：^  二十 二； や 三 力) 

廣吿 文の 研究 (二)  N  C 平士 


◎ 京都なる 村 井 兄弟 商會の 上等 卷 煙草 廣告に 雇 外 1： 拔師五 人の 名 を 揚げたり、 n く アポ スト ！• フヒ 

リップ、 ソ クラ テ アンデレ、 ザハ ー アンドレ フヒ リップ、 ジ ョルヂ ィ ー マイ ドニ、、、 テ ー 

エル ダラ ハムと、 今 言語 學的 に是 等の 固有名詞 を； jJT 察する に、 二人の フヒ リップ は 英人を 父に 葡萄 

牙 人 を 母に 持ちし 者なる が 如く、 マイ ドー 一の 父 は伊國 人に して 母 は英國 人なる が 如く、 グラ ハム は 純 

粹の英 國人か 或は 米 人なる が 如し、 ザ ハ ー なる 仁の 素性 は 之 を語學 的に {# にす る 能 はすと 雖も 孰れ 甫 

1^ 人種なる は 其 名に 依て 明かなる が 如く、 或は 西、 葡兩 國 の 血を雜 えし 仁なる か。 

0 斯 くも 雜種的 外 1： 人の 姓名 を 揚げて 其 社の 隆盛 を我國 人に 廣吿 する は 何が 故ぞ、 村 井 商會は 確かに 

我 學者社 會に沈 默的 侮辱 を 加 ふる 者なら やや、 彼 は 我 帝 國大學 出身の 理學 士理學 博士 中 是等雜 種 的 外 

11 人に 數等 勝る の 良 技師 ある を 知. ざる 乎、 是れ實に忠^^；愛國の本旨に反するものならすゃ、 或は 村 

井 兄弟の 如き 者に 使役 せらる k 理學士 は 我 國には 存在せ すと 云 ふ 人 も あるな らん も、 余輩の 観察に 依 

れば博 文 館主 人に 雇 はれて 文筆 を 振 ふ 文 學士も ある ことたれば、 傳給 如何に 依りて は 喜んで 村 井 兄弟 

の 招聘に 應 する 理學士 も 無き に は あらざる べしと 信す、 是れ 余輩の 謹んで 村 井 兄弟に 注吿 する 處 なり。 

0 排外 精神の 盛た る 口 本國に 於て、 外國 人の 名の 尊崇 せらる i は 驚く に堪 へたり、 村 井 商 食が 特に 外 

國 技師の 名を揚 ぐるが 如き は 全く 邦人の 此弱點 に附け 込みし 事と 信す、 余輩 は 外 1: 人中に 許 多の 馬鹿 

者を發 見せり、 故に 今日は 外國人 なれば とて 決して 信任せ ざるな り、 況んゃ 西、 葡、 伊 等 劣等！： の 人 

に 於て を や、 然るに 理學 博士 何の 誰と 云 はすして アポ スト 口 ー とか、 ァ ンデレ とか^べ 立 つれば 我 邦 

人の 信任 を 買 ふに 足る とは實 にた さけた き 次第たら す や、 斯くて は 日本 國の獨 立 も 如何 成り 行かん と 

n 木 主 やね 者に あらざる 余輩 も 心配に 塔へ ざるな り。 
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0" だに て m 心ひ屮 Z す審 あり、 我國の 陸軍 部 ti: にて は 兵卒より 土官に 成り 上りし 者 を 和製 士官と 稱 ふやに 

聞け り、 何物 も 上等品 を 舶来と 云 ひ、 劣等 口 § を 和製と- K ふ、 我 國家を 辱し むる 實に 之より 甚だしき は 

たし、 余輩 は赏に 悲憤 懍慨 に堪 へす。  (， 明， 治 二十 二 年 三 n:) 

近事 錄 

0 余の 舊 知人 〇〇〇〇 君 頃 口 突然 余の 寓居 を訪 ふ、 相互に 久潤を 述べし 後、 ^は.^ に 問 ふて 曰く、 r 贵 

公 (君の 肥 後 的 句 調な り) 近頃 重に 誰と 會談 する や」 と、 余 は 答へ て 曰く、 「使徒 保羅、 ダンテ、 ヲ 

ルヅヲ ス、 力 ー ライル」 と、 君 曰く  r 然 らば ケ 人の 共に 語るべき たき か」 と、 余 は 曰く r 殆 んど然 り」 

と、 時に 話頭 は 他に 轉ぜ り。 

0 余 は 君に 問 ふて 口く、 「君 は近來 n 本 主義 を 主張す と 聞く、 余 は 在米の 頃より 君 は 人類 主義の 人な 

りと 信ぜし に、 此 報に 接して 竊に 君の變 說を怪 めり」 と、 君 闩 く  r 然り、 然れ ども 日 木 主義に も 数 派 

あり、 < ^の 如き、 〇〇 君の 如き は宏 量の 日本 主義 を唱 ふる 者に して c〇、 〇〇 等の 如きと は 全く 說を 

異にせり、 余 等 は 頃 G 彼等の 仲間 を脫 せんとす、 余の n, が 主義た る 者 は！：：：^ 的知覺 を閒發 し、 以て 大 

に 人類 全 體の發 達を援 けんとす るに あり」 と、 余 は 君に 應 じて n  く 「若し 然 らんに は 常識 ある n 木 人 

にして？ 1^ の 說に贊 せざる 者 あらん や、 君 も 知らる i 通り 余 も 其點に 於て は 過激た る 日本 主義者の 一 人 

なり、 然れ ども 何故に 諸君 は 之に 日本 主義の 名を附 せられし や、 4- れ 旣に此 主義 をして 狹 ならしむ 

る ものなら す や」 と、 君 曰く  r 然り、 余 は 最初よ リ此 名に 反對 せり、 然るに 〇〇、 〇〇 等 は <5 ^の 言 を 


用 ひすして 終に 是を發 表せり、 余 は 實に此 主義の 爲 めに 此事 ありし を惜 む」 と、 此に 於て か 我等の 心 

中 少しく 相 融和せ しが 如し。 

©余 は復た 話頭 を轉 じて 曰く、 「君 近頃 憲政 本黨に 入りし と 聞く、 政 海 目下の 景 P れ 如何」 と、 君 は 曰 

く、 「余 は 久しく 病 を 以て 大 磯に 療養せ り、 故に 未だ 多く 政 客に 接せす、 敢て問 ふ 貴公 も 亦來て 今日 

の 政 海を淸 むる の 意な き 乎」 と、 余 は 曰へ り 「<- は此 種の 無益の 事業の 爲 めに 消費す るの 時間 を 有せ 

す、 百年 足らす の 人生、 是を 太陽 を 射る が 如き 徒勞の 業に 浪費す ベ けんや」 と、 君 は 曰へ り 「然 らば 

貴公 は 如何なる 方法に 由て 此世を 救 はんとす る 乎」、 余 は 曰く 「余 は 復た之 を 君に 吿 るの 必要た き 事 

と 信す、 イエスキリストの 方法 是 なり」 と (因に 記す 君 は 曾て 余と 共に 基督 敎を 信じ 且つ 之 を 攻究せ 

し 人、 余 は 未だ 君 今日の 信仰 を審 にせす と雖 も、 余の 人生 觀は 君の 前以て 知られし 事な りと 思へ り)、 

君 は 時に 頻りに 亞拉 比亞の 預言者 マホメット を 賞 贊し、 一 雷の 基督に 及ぶ 處な かりき。 

◎ 我等 は 次に 支那 を 論じ、 東洋 を談 じ、 其 大略に 於て は兩 者の 意見に 大差な きが 如くな りし、 斯くて 

茶 を り忿 中の 菓子 を 嚼り盡 して 後、 他日の 會合を 約して 別れた f き。 

0 翌日 余 は 山縣悌 君に 祌田 事務所に 會す、 君 曰く 「余 は 昨日 午後 松 源 樓敎育 時論 五 W 號祝 貿會に 於て 

〇〇〇〇 氏に 會 せり、 氏 は 衆人の 面前に 高聲に 語て 曰く 「企 は 今日 鑑 三と 相 見たり」 と、 余 は 之 を 聞 

て 少しく 报 する 虚 あり、 { 糸に 3t りて 近事 錄を 乍る。  治 三 卜 二 年 三月- 
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學位錄  〇 〇 ゆや.. - 

◎ 農學士 ば、 か、 氏 あり、 彼の 本職の 我が 國に 於て 餘り 喪れ 口の 好から ざるより、 竞に身 を 宗敎界 に 

投 ぜんとの 野心 を 起し、 一 日 刺 を 通じて ュ 一一 テリ ヤン 敎師サ 木を訪 ふ。 某 其 名刺 を撿 すれば 羅馬 文卞 

にて 何 之 誰 N.  rr. と 書き入れられたり。 某 は 其 何の 號を 示す 者なる や を 解す る 能 は ざり しも、 ムゲ 

に ".E 會を謝 結す る も無禮 なりと 感じ たれば、 客 を 彼の 書 齋に延 いて 一 面の 上程よ く 其 申込み を斷 はり 

たり、 後、 叉 某 あり、 忭の宜 敎 師を訪 ひし 時に、 彼 は 右の 名刺 を かり 出し プノ  G. の 何 を _ ^示す る も 

のなる や を 問 ひしに、 客 は 傾 首 暫時に して 噴 笑して 口 へる やう、 先生 是は No- 二： i\iishi  (5- 设學 十，) の 

略稱 です と、 時に 彼れ 宣教師 は應 へて 口く、 「嗚呼 然り、  < ；-も 亦 彼の 風采に 依て、 彼の N?Ga ご ishi 

(無 學士) たる を 認めたり」 と。 其 後 N.  P の 略語 農學士 間に 用 ひられ、 凡て 意氣 地な き 農學. ^を 

ば J^,CT. とは稱 へぬ。 

o 洋行 歸 りの 或る ドクトル は 彼が 海外に 於て 得し 學 位に 加 ふるに、 日本 政府の 附與 する 博 土の 稱を W 

て せんと、 今や 大學 院生 徒と 共に 博士論文の 製作に 餘念 なしと 云 ふ、 日本 國の 博士の 號も 今や 其 公 1^ 

證書 と共に 大分 時價を 騰げ來 りし 者と 見 ゆ。 (彼れ ドクトル は旣 に文學 博士の 號を 授かりし と 開く)。 

◎ 受けて 名譽 ある 學位 あり、 受けす して 反て 名譽 ある 學位 あり、 牛 津大學 の D.C.L. (法學 博士) の 

如き、 伯林 大學の M.UC 醫學 博士〕 の 如き、 之 を 受けて 何人も 不名 譽を感 すべきに あらす、 然れど 

も米國 西部 諸 州に 於け る大學 (？) の附與 する 學 位の 如き、 西班牙 大學、 墨 西 其 大學の 校く る學 位の 

如き は、 之 を 受けて 却て 恥辱 を來す もの なれば、 莨 ふて 之 を 返納す る 方 反て 學 者の 名 春なる べし、 余 


輩 は 我 帝 國大學 の 附與す る 學 位な る ものが 世界の 智識 的 市場 に 於て、 幾千の 價恢を 有す る ものな る を 

知らす と雖 も、 其 今 n まで 巴 里、 倫敦、 伯林 等學？ E の 本場に 於て 餘 りに 持て 離されざる を 知れば、 左 

程 懇望す ベ き學 位に あらざる を 信す、 故に 之を受 くる も 別に 骨 界的名 として 甚 ぶべ きものに あら Vj 

るべ し 0 

0 英蘭 銀行の 振 出切 手と ならば、 五大洲 何れの 地に 到る も 券面 慣額を 以て 何時たり とも 通用す る を は 

べし、 然れ ども 三 井 銀行 や、 安田 銀行の 通 券に て は、 欧米 到る 所に 通用 差 支な しと は 言 ひ 難し" 學位 

亦然 り、 日本 文學 土の 稱號 は是を 有する 者に 太陽 雑誌の 文學 記者た るの 資格 を 供し、 又は 地方 (口 木 

圃 内に 限る) 尋常 屮學 校に、 和文 を講す る 位 ひの 學カ を保證 する に 足る ベ けれど、 一度 崎， 蛉洲の 境界 

を 越 ゆれば、 三文の 價値 もな きものな るが 如し。 近頃 或る 濠洲の 大學 校に 於て 年傣八 干圆の 物理 學敎 

授を 探しつ i ありと て、 米國諸 州の 學士 までが、 其 招聘に 應 ぜんと 運動し つ X あるが、 我 帝 國大學 出 

の 理學士 にして、 我 こそ は 其 任に 當 らんと 申出し 者 ありし を 聞かす、 是れ卽 ち 我 國の學 位なる 者の 通 

用區 域の 此 邦土に 限れる の 一 證 にあら す や。 

◎ 若し 農 學士が N.G. ならば、 文 學士は B.G.、 法 學士は H.  二..、 理學士 は K.G.、 文學 博士 li  r. 

H.、 法學 博士 は H.H.、 理學 博士 11K.H. なるべし。 是を 前述 農 學士の 例に 從 つて 解釋 せんに、 B. (や. 

は Bcwing.-Gal,ush.i と 讀んで 低頭 學士 と譯 すべく、  H.  G. は Hun お y-Galuvslii と讀 んで飢 ゑた る 

學 士と譯 すべく、  ii.  二- は Kap;l(.ious-(£...ushi と 請んで 強欲 (學士 たるべく. 從 て文學 博士 は 低頭 博 

士  (ォ ペッカ 博士と 請むべし) となり、 法學 博士 は 暴食 博 十： となり、 现學博 十； は 金 溜め 博士と なる ベ 

し、 是に 於て 乎 我 國 の學位 制度 は 完全 を 告げて 是に與 かる 者 は 3： 人 も 逢 賢 君子と して 崇めら る k に； ムヒ 

^ 錄  九 < 九 
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. らん。 C 惡ロ多 罪)  (叨ム 三十 二； ヰ； -:=o 

0 西班牙の， 舣相サ ガス タは 「玖 瑪、 非 律賓、 何の 惜 いこと ある もの か、 ナ ー 一一 未だく カロ リ ン^. 13 

も あるし、 カナリ ー 群島 も ある わ、、，」 と 威張り 居候 狂畫 の、 英國の 或る 雜 誌に 有 之 候 零落せ りと 

はいへ、 流石 大國 の大將 かなと 小生 感服の 外 無 之お i!^ 费增加 案 提出の 當時、 此 財源 を 奈何 せんと- g を 

痛め やれ 所得 稅率 を增 すの、 蓄妾 稅を 課すの、 牧防稅 を 課すのと 噪 ぎし は 有 之 候へ 共、 何れも シ ミツ 

タレの 極に て、 鳥 國 根性 何時もながら 仕方なく 候。 r ナ ー  一丁 畜士ゃ 八 島 も ある わ、 むらくも、 干歲ど 

れ だって it2 新しい ぞ、 捨て 資り にした 所が 半 m は 請 合な もの さ、 - ;. 河 も商賣 だからな」 と 或る人に 

申 候 由、 之れ に はさす が 小生 も アツ ケに 取られ 暫時 茫然 致 候、 但し 上下 擧 つて 取り ッ くら、 溜め ッく 

らの 今日、 やはり 我 II にも 此 種の 達觀者 あるかと へば そ ろに 嗜 しき 次第に 御座 候。 

r 明治 三十 二 年 三 》:) 

Is も 基督 敎 徒の 俗 的；. S 動に 就て  獨立子 

0 『子爵』 板お 一 鋒太郞 たる 仁 は 如何なる 貴公子な るか は 知らね ども 彼の 宗敎的 信仰より 評すれば 敎^ 

の 門番 位 ひが 彼の 適當 なる 地位なる べし、 然るに 此人 を擔ぎ 上げ、 而も 持ち もせぬ 爵位まで も 持たせ 


て 彼 を貴顯 招待 會發起 人の 一人と たす 所、 此處 等が 我國个 n の 基督 敎 徒なる もの i 呉 相 を 穿ちし 所な 

るべ し。 

0 ^ に： 男壯 なる 行爲の 誇 る ベ きたく、  乂 偉大なる： 仰 の， 佌 に 表す ベ き た く 、 唯 誇 るべき もの は 衆議 

議長と して 片！； 他士 口 氏の 基督 敎 信徒なる あり、 自由 黨總務 委員の 一 人と して 江 原素 六 氏の 同一 の 宗教 

を 信す ると 稱 する あり。 叉 は^ 澤榮 一氏が 斯 敎を贊 成せり とか、 大隈重 信 氏に 演說 を依賴 したる とか 

にあり。 憐む べし 我 同の 基督 敎 信徒、 彼等 は 彼等の 敎祖は 貧家の 子な りし leSf を 全く 忘却せ しが 如し。 

0 余輩が 斯く 明々 白々 に 彼等の 非 基督 敎的行 爲を攻 むれば、 彼等 は 匿名の 書 を 飛ばして 頻に 余輩に { せ 

恕の德 たきを 資む。 彼等 は雜誌 記者なる 者 は 一 種の 公的 職務 を帶 ぶる 者なる こと を 知らざる なり。 余 

輩 は 勿論 他人の 假 人的 秘密 を 曝露す るが 如き 所業に 出で ざらん こと を務 むべ し" 然れ ども 余輩 は旣に 

公に せられた る 罪過 は那 邊に存 する も 之れ を攻禁 して 悼らざる たり。 余 の 記載せ し事實 に誤譯 あら 

ば 之 を 示せよ、 余輩 は 喜んで 之 を 訂正 刪 除 せん、 唯 婦女子の 如くに 陰に て 眩 を 止めよ _ し 

◎ 妾を蓄 へぬ 位が 基督 敎 徒の 特徵 にあら す、 彼等 は 勇敢なる べきな り〕 今日の 如く 腐敗せ る 社會に 向 

て は 何れの 方面よりも 戰 (命 を 挑むべき なり。 然るに 之 を 爲す能 はすして 平和の； g 音を述 ぶる とか 稱し 

て 頻りに 權門 勢家の 贊 助を賴 む。 彼等の 如き は實に 平和 を亂す 者な り。 -Gentlcmon  cry  pea(.e, 

メ vlion  there  is  no やつ aco  ！"  fi:? 冶 三十 二 年 三 H: ソ 
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園遊會 の漏聲  獨立生 

余の 庭前 を 越えて 近隣の 神士の 組織す る 矢 來俱樂 部なる もの あり、 近頃の ことたりき、 樱花滿 開の 時 

を 卜し 闺遊會 を 開き 藝妓救 卜 名 を 招いて 半日の 紳卜； 的 豪遊 を 試みられたり、 時 恰も 余 犖の校 正 En に 常 

りければ 余 華 は 其 iH: 噪に 大分 迷惑 を 感じ たれば、 少しく-斗 を 候け て 彼等 藝妓の 謠ふを 聞きし に 左の 如 

きもの は < ^輩の •  斗に 達せり。 (但し 都々 逸 節な り) 

0 駄目 だ駄 n だよ、 ドウしても 駄目 だ、 

支那の 分割 は 目の まへ だ。 

◎ ぉ廢 めお 廢 めよ、 眞面 目 の 筆 を、 

とても 社 會は聽 きやせぬ C 

0 なに をク ョ-, \ 川端 柳  . 

國の 亡ぶ を 見て くらす。 

時に 拍手喝采 一時に 起り、 醉狂 せる 日本 紳士 は聲を 揚げて 叫べり、 口  くヒャ くと。 

(明治 三十 二 年 四=0 

鳥類の 硏究  •  N  0 學士 

0 最近の 調 杏， に 依れば 全世界に 存 する 鳥類の 數は 二 +四 族、 二 干 二 五十 五屬、 一 萬 干 九 百 卜 叫；^ 


たりと 云 ふ。 其 內に鶯 あり、 雲雀 あり、 伯勞 あり、 鵠 1^ あり、 蠟嘴鳥 ありて 吾人に 歡喜を 歌 ふと 知ら 

ば 世界 は 宛然 樂園 の 如き ものなる を 知るべし。 

0 鳥類に 關 する ^だ 有益なる 書 は英國 人の 手に 依て 出で たり、 べッグ ー ド 氏の 『鳥類の 構造と 分類』 

(The  f-^tructul.e  an-1  Classification  ot  SI. (Is, l)y  Fl.§k  E.  weddard.) なる 書 は 五 百 五十 頁 餘の巾 

冊たり と雖も 鳥類 學 者に 取りて は、 最も 便益なる 書なる が 如し。 曩に はグン テル 氏の 『魚類 研究 人 門』 

ありて 吾人に 新 寧の 大意 を與 へしが 如く 今 又此著 ありて 吾人の 自然 研究に 趣味 を 供す る 益々 多 からん 

とす。  (明治 三十 二 年 SHO 

隨聞 隨筆錄  笑 肥 生 

◎ 聞く 德富猪 一郎 氏 曾て 基督 敎を 信じて 夙に 之 を 捨て、 平民主義 を唱 へて 旣に 之を廢 し、 今は荐 りに 

帝國 主義 を唱へ 居らる-と 云 ふ。 誰か 知らん 氏が 帝國 主義 をも捨 つるの 日 も 亦 遠き にあら ざらん こと 

を、 「智者 は變 す」 と は 西洋の 讓 なれ ども、 去りと て 主義、 宗敎は 古草 鞋を捨 つるが 如く 容易に 捨っ 

べき ものに は あらざる べし。 

0  二十 年  一 口の 如く 我國に 於け る官 ー敎. 師的敎 育の 爲 めに 身心 を 捧げられし 本多庸 一氏 は、 日本 人 問 

題に 關 して 近頃 時事 新報 記者に 語て、 「日 木の：^ 人 は モット 生意氣 にしなければ ならぬ」 と 言 はれ、 

义 「婦人に は 出来る 丈け 世に 處し、 事を爲 すと 云 ふ 意 氣と實 力と を與 へる 樣に しなければ ならぬ」 と 

云 はれし 由に 聞け り、 實に御尤千萬の御^！！^なれども、 去りと て 今日 迄 幾多の 腰拔け 男子 を 養成し、 何 

转 0  九九 三 
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か新說 でも 唱 へれば 異端 論者 だと か、 危險物 だと か稱 へて 何でも 敎師の 語る 事 を 御 無理 御尤と 信ぜし 

者 を 熱心なる 善良なる 正統 的 信者と 見做し 來 りし 宣 敎師學 校の 校長の 御意 見と して は 只 驚き 人る の 外 

なし、 男 hsj は從 順に il 立て-女子 は 生 意 氣に仕 立よ と は 米國に 於て さへ も 未だ 曾て 聞かざる の敎 育の 

方針な り、 ミツ シ ヨン スク ー ルに 在て 氣 骨の 骨拔き 泥驗と 化せられつ i ある 男 生徒 は 是を閜 て 當に愧 

厶 △  <3  二 厶厶 

死すべき なり。 

0 宣敎師 某 曾て 言へ る あり、 曰く 「男、 亞米利 加 宜しい。 女、 日本 宜しい」 と、 蓋し 彼 は 彼の 妻 君 

(勿論 米國 婦人) の爲 めに 痛く 苦しめられし 人な りしと 云 ふ。 何 は 偖^き 余輩 は 生 意氣の 婦人.^ け は 

眞平 御免な り。 ミルトン、 保羅、 彼 得の 理想的 婦人 は宣敎 師學校 製造の 生意氣 JS 人と は 思 はれす、 哲 

、マハンが きの 最！ を 稱んで r 亞 細亞」 と 命名せ し は 彼女の 亞細亞 的 從順を 賞しての 故な りと 

9  9  9  0000000  0  000000000000000000  ®®®®®®©0®S0®® 

聞け り、 婦德は 亞細亞 に 於て 最も 善く 發達 せりと は 余輩の 確信な り、 西洋 的の 男子と 東洋 的の 女子、 

一 一 者相婚 して 完全の 家庭 は 成らん。  (明治 三十 二ず .fi 月ソ 

雜誌 博士の 敎訓  笑 肥 生 筆 記 

◎ 賣れ る、 美人 晝を捅 めば 賫れ る、 忠君 愛國 論を唱 ふれば 賫れ る、 博 文 館の 『文 藝俱樂 部』 と 『太陽』 

と を 見 賜 へ 。 

0 宗敎の 事 を 書き 賜 ふな、 吃 度賫れ ない、 殊に 耶蘇 敎の事 を 書き 賜 ふな、 何時でも 時世 向きの 事 を 書 

き 賜へ、 日本人 は 宗敎に は 極く 冷淡 だと 云 ふ こと を 心に 留給 へ 。 


◎ 何でも ッ マラ ナイ、 馬鹿げた 事 を澤山 書けば：^ 度賫れ る、 君が 上出来 だと 思った 時 は 最も 不屮 I 來な 

時で、 君が ッ マラない と 田 心った 時が 讀 者が 最も 喜ぶ 時 だと 知り 給へ。 

0 何んでも 紙面 を賑 かに 爲し 給へ、 固 くるしき 事 は 叮成少 いのが 宜ぃ、 然し 無くて はィケ ない、 餘り 

骨 を 折らす して 讀 める 様な 物 を 以て 塡め 給へ。 

◎ 僕 は 精神 だと か 主義 だと か 云 ふ 事に は^に 頓着し ない、 併し 雜誌を 能く 賣 らうと 思へば 先づ 以上の 

如き 方針 を 取らな け れば いけた い と 思 ふ。  (明治 三 十 二 年 六： } 

粹 人の 口 調  笑 肥 生 筆 記 

0 ナー 一社 會の 改良 だ、 ソレ は眞平 御免 だ、 斯う 云 ふ社會 だから こそ 詐僞 見た 様な 商賨も 出来る し、 海 

豹の 樣に澤 山女 を 持ても 誰も 何ともい はない の だ、 君 は 東洋の 日本 國は 世界の 極樂 園なる を 知らない 

のか。 

0 ナ 一一 國が 亡ぶ ると、 ソ レは餘 計な 心配 だ、 〇〇〇 が 此國を 取らう と 〇〇〇 が 取らう と マサカ 富士山 

を 引つ こ拔 いて 持て 行き はしめ い、 僕なん ぞは 生命と 財産と さへ 安全 なれば 外の 事 は 餘り構 はない よ。 

◎ さう さ、 僕 だっても 忠君 愛國 だと か、 社會 改良 だと か 云 ふこと を 口にする さ、 爾ぅ言 はなければ 世 

間 並の 交際が 出来ない、 然し 其れ は 其れと して 商賣 は商賣 だ、 社會 はどうな らうと 是に應 する の 商策 

は ある もの だ〕 

◎ マァ、 其ん たに 氣を 揉み 玉 ふな、 1^ る樣 に？ か 成らない よ、 金 を 儲けながら 國を救 ふの 途も たいい 

0  0  九九 五 
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も 限る めえ。  (明治 三 t-f: ハ =0 

敎 界 雑 .^  .  • 無 敎 き ^. 

0 余鞏が 或る 地方に 於て 基督 敎界の 俗化 を 語りし 結 菜と して 二. 一二の 信者が 或る 敎會 を脫 したりと て^ 

りに 眩く 牧師 ありと 聞く、 意氣 地な き 牧師 殿 かな、 余 iss- の 一 囘の 談話 位に て 信者に 逃げ出さる k 樣な 

事で は 牧師 殿 平生の 感化 力 も 餘り大 なる ものと は 思 はれす。 

0 或 人 余輩に 問 ふに メソヂ ストなる 名稱の 意義 を 以てす、 余輩 彼に 答へ て 曰く  メソヂ スト は英； おの メ 

ソッド (方法〕 なる 語より 來る、 故に 之 を 方略 派と 譯 して 可な らん、 卽 ち貴顯 招待 會の 主動 者の 如き 

是れ なりと。  (明治 三十 二 年 六：^,) 

蚊々 錄  立腹 生 

0 金が 有っても 智識が 無くて は 可ない、 知 E 識が 有っても 精神が 無くて は 可ない、 金が 大分お つて 知 H:^ 

も 相應に 有って 精神の 微 ともない の は 今の 日本 だ。 

◎ 有る、 有る、 金儲けの 精神が ある、 敵懷 心と か稱 する 野蠻 人に も、 獅 にも 虎に も ある 精神の 様な も 

のが ある、 然れ ども 精神の 精神た るべき もの、 卽ち 西洋人の 所謂 Enthusiasm  for  numauity  (人類 

に對 する 熟 心) とか 或は Expulsive  Power  cf  Love  (愛の 掃淨 力) とか 稱 すべき もの は 薬に したく 


もない。 

o デ オシ ィ 氏の 東京 政 ：m 學 校に 於け る 演說に 曰く 「國民 を 導く の 大道に 至て は 國を問 はす、 時代 を 問 

はすして 唯々 一 あるの み、 卽 ち英國 をして 隆盛 を 得せ しめたる もの 叉 日本 帝國 をして 盛大た る を 得せ 

しむべき のみ、 此 大道に 據る、 是れ 國を經 する の 謂な り」 と、 是れ 常識な り、 是 に反對 する 人 は 日 

本 主義 を唱 へらる. -我 邦の 諸 先生の み。 

◎ 君子 國に詐 偽師 多くして 宗敎界 に 偽物 奸物 多し とは變 な事實 なり、 然れ ども 兩者 共に 疑 ふべ から ざ 

る事實 なる を 如何せん。 

0 佛敎を 公認 敎 として 何う する、 日本 國民 をして 悉く 大谷 光尊、 石川舜 台の 諸^ 人を學 ばし めんと す 

るか、 余 *f は釋 尊の 教訓に 服從 する 事 ある も， 人偷の 大道に 戻る 多妻 蓄妾の 禽獣 的 制度 をば 採用せ ざ 

るべ し。  C 明治 三十 二 年 六月，) 

政 糞 員と 犬  排黨生 

o 政 黨の黨 の 字 は 尙ほ黑 しと か、 或は 黑 きを^ ぶと か讀 むべき ものなる が 如し、 而 してせ 一は 晦な りと 

云 へば 晦冥 は 古 來黨員 原の 特性なる が 如し。 

◎ 以上の 字義より 推す 時 は、 國憲黨 を 黑犬黨 と讀み て 字義 意義 兩っ ながら 其當を 得た る もの と 云 ふ ベ 

し、 故に 其 意義より 推す 時に 自由 黨は白 犬 黨と讀 み、 進歩 黨は 斑， 色 犬黨と 讀んで 可な らん。 

◎ 故に 其實に 於て は政黨 の競爭 と は 犬の 瞳き なり、 是れ^.^^^、  0.  犬 等 四 足有尾 の 黨：： 共の 爲す所 
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にして 萬 物の 靈 たる 人の 從 事すべき ことに あらす。  C 明治 三十 二 年 六月) 

譎計 詐術  角 箸 生 

0 輿論の 反抗な どに は 少しも 頓着せ ざる 藩閥 政府 も 倫敦巿 場に 於け る 其 不信用と 来て は 少し は 閉口せ 

しなるべし、 俗人 は 過失 を 見て 過失と 認 むる 能 はす、 其 損耗 を 招ぐ を 見て、 始めて 過失なる を 知る、 

日 淸戰爭 の 過. IK なりし は 其 終局 後 五 年の 今 日英 國倫敦 市場に 於て 宣告せられ たり。 

0 ベ レ ス フォ I ド 卿の 日本に 來る や， 朝野 擧て彼 を歡迎 す、 謂へ らく、 日英 同盟 彼に 依て ならん と、 

然るに 彼れ 故 國に歸 てより 直ちに 矛を轉 じて 日本 を 非難す、 曰く 其 陸軍 は 歐洲の 强國と 輸贏 を 決し 得 

る ものに あらす、 曰く 其 財政 は 1^ を 措く に 足らす と、 爱に 於て か 曩に彼 を饗應 せし 者 は 彼の 不實を 怒 

り、 英 人の 頼むべからざる を悔 ゆ。 

◎{n 氏の 不實は 憎むべし、 然れ ども 利 を 以て 我を迎 へし 者 を 遇する に 親友の 交際 を 以てす、 我 も 亦 利 

慾の 民た る を 失 はす * 利 を 以て 我 を 誘 ひし 者 は 貴むべし、 然れ ども 利 を 以て 誘 はれし 者 も 未だ 以て資 

なしと 言 ふ を 得す。 

◎ 大膽に 我の 缺點を 摘 示す る 者 あれば、 我の 敵 人たり として 之 を 斥け、 甘言 以て 我に 贊詞 を呈 する 者 

あれば 勳賞を 贈りて 其 友誼 を 求む、 所謂 日本 最 負の 外人なる 者 は 概ね 皆鄙吝 貪慾の 徒なる 事 を 日本人 

は 未だ 知らざる が 如し。 

◎ 橫濱 なる 某 外字 新聞記者 を 使嗾し、 書 を倫敦 タイ ムスに 寄せて、 我國 財政の 章 固 を吹聽 せしめ、 然 


る 後 幾 旬なら すして 公債 を倫敦 市場に 放て 外資 を 募る、 英人 如何に 愚な りと 雖も、 其 手 は 桑 名の 燒き 

給、 虚を 以て 世界の 信用 を 博 せんとす る 策士の 心 術、 推 量られて 憐れな り。  - 

0 日本の 女子の 或 者 は 人格 を備 へたる 人類に 非す して 男子の 快樂の 用に 供 せらる、 器具たり と は 余 琴： 

の 曾て 耳に せし 所なる が、 今や 其 男子、 爾 かも 其 大臣、 博士 等が 弗 liT 而も 藝妓の 弗 111 たりと 吹聽せ 

らる、 女子 も 女子 なれば 男子 も 男子な りと 謂 ふべ し。  r 明治 三十 二 年 七月) ： 

掃蠅錄 二)  角 害 生 1 

0 基督 敎界 のニ大 厄介物と は 西 京の 同志 社と 東京の 青年き 館と たり、 1 一 者 共に 砂の 上に 立てられ たる 一 

家、 其 今日に 至りし は當然 のこと なり。  一 

◎ 成功 を 望む が 失敗の 始めな り、 失敗 を覺 悟して こそ 成功 は來る なれ、 今日 辱 を 天下に 爆す もの は 多 一 

くに 是れ 前に は 大成功 を畫 せし ものな り。  一 

◎ 若し 敎育は 『人』 を 作る ものな りと ならば、 廣き 日本 帝國 內に敎 育と 稱 すべき もの はたけむ、 其 大.： 

學は 嫉妬 陷 の 場所な りと 傳 へられ、 中 學小學 は 俗人の 巢窟 として 知らる、 日本 は實 に無敎 育の 國な. - 

り J  一 

0 俗人 は 俗人 を 生む、 恰も 蛙 は 蛙 を 生む が 如し、 俗敎師 ありて 俗 生徒 あり、 天下 何物 か 如 斯き睹 易き 一 

もの あらむ や。  一 

0 失敗 は 日本 政府の 惟一 の敎師 なり、 彼等 は 智者の 言 を 聞かす、 民の 聲に耳 を 傾けす、 然れ ども 大失. 
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败 (多く は 外交的) に 食す るに 及んで 始めて 其 過失 を 悟る、 余輩 は 其幾囘 となく、 失敗 を 軍： ねん こと 

を 願 ふ。 

0 宣敎師 某 あり、 或る 信徒 を 評して 曰く， 彼 は確實 なる 信仰 を 有す、 然れ ども 彼 は 事業の 方針 を 誤れ 

りと、 而 して 彼れ 宣敎師 の 事業 を 見る に 一 として 成功せ しもの あるな し、 負惜 みの 强きは 外國」 X 敎師 

たり。 

◎ 岡 山 孤兒院 の贄成 家に 今 は 侯爵夫人、 55 爵 夫人 等 あり、 盛な りと 云 ふべ し。 rs 治 三十 二 年 七お) 

掃蠅錄 (二)  角^ 生 

◎ 若し H マ ソン の 例に 傚 ひ 日本 今日の 代表的 人物 を推擧 せんに は 余輩 は 政治家と して は 勿論 仁義 人^ 

に は 全く 無頓着なる 伊藤 侯 を 摘ぐ るなる べし、 哲學 者と して は 忠君 愛 國說の 外 別に 辯 護すべき の眞理 

90 を 有せざる 井上哲次郎 氏 を 指名すな るべ し、 宗敎 家と して は 東 本願 寺の 石 川舜ム n 師を擧 るなる 

べし、 出版業者 として は 博 文 館主 人 大撟佐 平氏 を、 實業 家と して は 雨宮敬 次郞氏 を、 1^ ん として は 高 

島辆之 助 氏 を、 詩人と して は 伊藤 侯の 腰巾着た る 森槐南 先生 を、 理財 {i^ として は 勿論 松 方 正義 伯 を 推 

すなるべし、 是等 大人物 ありて 此 大帝 國 あり、 東洋に 新 强國の 起り しも 決して 故な きに あらす。 

0 今や 肩に は金モ ー ルを 着け、 胸に は 勳章を ブラ 下げた る 泥棒が 富 國强兵 を 口に 唱 へながら，：：： 喪に 橫 

行す と 新聞紙 は 報す、 是れ だから 眞 面目に 人道 を唱 ふれば 鬼に 嗤 はる X は 勿論の 事、 八/の 時に 官位と 

忠君 愛 國とを 利用して 金 を 儲けざる 者 は 馬鹿者の 土 乎 ® なり。 


◎ 乞食 は 三日 爲 せば 忘れ 難しと かや、 外圃 傳道會 社の 釵を 三日 貪 ひし 者 は 其 依頼 根性 を 絶つ 能 はすと 

A 厶厶 △< "厶厶 厶<"ム<4厶^ 厶厶 <3<3<3<3<<1 

は 或 人 の我國 今日の 基督 敎 徒に 就 て の 觀 察な 0 。 

0 自分が 乞食の 類 だから 食 を 乞 はない 人 を 見る と變人 だと か、 奇人 だと か 評判 を 立つ る は 乞食 社界の 

一. 股の 習慣な り、 併し 何とい はれても 乞食の 仲間入り は眞平 御免な り。 

◎ 乞食の 類 は 基督 敎徒 ばかりで はない、 只管に 藩閥 政府の 保護に 與 らんと 努めつ k ある 我國の 怫敎陡 

の 如き も 立派な 乞食 だ、 彼等が 基督 敎を 排斥す る の は 乞食が 乞食 を 排斥す るの 類 だ。 

0 俗人の 俗の 字 は盜贼 の賊の 字と 同音な りと いふ、 左 も あるべし、 俗人 は 其 根性に 於て 紛 ふべき たき 

盗賊の 一種 なれば なり、  r 明治 三十 二 年 八リ) 

時報  角^ 生 

◎ 或 人の 評に 日本 近時の 出版物に して、 帝國 又は 大日 本の名 を附 せる 者に 碌な もの はたへ き 由た リ、 其 

一 例に や 近頃 大 日本中 學會と 云ふ會 にて は豫約 出版の 法 を 以て 專ら 戰史を 出版す と號 し、 廣く备 町村 

役場に 依頼し、 豫約金 を 取 立てし 俊、 今 は 其會は 解散して 迹形 なきに 至りし と 云 ふ 『大日 本』 の 名 を 

利用して 國民を 欺きし もの は 尙ほ此 他に も澤山 あり。 

〇：n 本國の 代議士と たるの 資格に 三つ ありと 大阪 朝日 は 曰 ふ、 鐵 面なる 事 其 一、 横暴なる 事 其 二、 利 

を 攫む に 巧なる 事 其 三たり と、 斯くて こそ、 君子！： は签々 其 特質 を發 揮し、 世界 萬 國來て 其 規模に 傚 

ふに 至るな らん。 

0  一  〇〇 一 


東^濁 立雜誌 時代  1CC-; 

0 近頃 世 を 去りし 西班牙 國前 自由 黨總理 H ミリ ォ、 カステラ 氏 は歐洲 有名の 雄 辯 家に して、 歷^^^家に 

して、 言語 學者 にして、 之に 加 ふるに 高尙 勇敢なる： 主々 義者 なりし、 彼 を 我 阈の現 自由 黨總理 板 ほ • 

退 助 君に 比して 吾人に 遞色 なき 能 はす。 

0 英國に 於ても 仁義 公道 を 主張して 小國 トラ ン スバ ー ル の爲 めに 辯す る 者 は 侵略 主義者より 國賊 の^ 

を 以て 篤ら る，^ と 云 ふ、 人情 は 何處も 同じ もの かた、 人道を自國の爲めに利用する者は愛國^<_:にして 

他 國の爲 めに 唱道す る 者 は國賊 となるな り、 然れ ども 我 同の 如きに 在て はん マ ゃ此 種の 國賊 すら も 無き 

に 至れり。 

◎ 美術 批評家 ジ ヨン ラスキン は n へり、 に 怖る ベ きものと て 惡魔を 見て 惡 魔と 認め 得ざる 者の 心 

の狀 態の 如き は あら じ」 と、 利 慾の 外 無一物の 政治家 を 戴いて 彼等の 惡 魔なる を認 むる 能 はすして 是 

に 阈政を 任 かする 國 民の 心の 狀 態の 如き も 亦 怖るべき 憫れ むべ きものなら す や。 

0 チヤ I レス、 ラム ミス 氏 曰く、 歷^ 有て 以來英 民族の 如く 橫柄 にして 高慢に して 他人の 說を 許容せ 

ざる 者た しと、 余輩 は 氏の 一 百 を 我國に 在留す る 同 民族の 宣敎師 に 於て- 徵 する を 得るな り、 異敎 徒の 信 

仰 を 蔑視し、 是を 許容せ ざるに 於て 余 は 他に 英米 一 一 國の宣 敎師の 如き もの ある を 知らす。 

◎ 然れ ども 高慢なる も 彼等 英 民族に 恕す べき ことなしと せす、 米國 人が 今年 上 半季 間に 彼等の 大中學 

に 寄附せ し 金額 は 積んで 三千 萬 弗 (六 千 萬圓) に 達せし と 云 ふ、 是を 高慢に して 公益事業の 爲 には少 

しも 寄附せ ざる 我國の 貴族 豪商 共に 比すれば、 彼の 優 我の 劣 は 言 はすして 明かな り。 

广 明治 三十 二 年 八 =o 


時の 兆候  小 憤慨 生 

〇 德富猪 一 郞氏は 今 は 全く 平民主義 を 捨て 公然と 貴族 を 辯 護し、 市 原 盛 宏氏は 第 一 銀行の 副 支配人と 

なり、 金 森 通 倫 氏 は 米穀 取引所の 理事の 一人と なり、 而 して 彼等の アル マメ ー トル (母校) なる 同志 

社大學 たる もの は氣息 奄々 として 人 その 有る や 無き や を 疑 ふ、 基督 敎的 人物の 製 出 を 以て 目的と せし 

斯校 にして 多く 此 種の 人物 を 屮：： す、 ，.卢 "輩が 故 新鳥襄 氏の 人物に 就て 疑 を 置く に 至りし も 亦た 全く 理由 

たきに 非す。 

〇 政府に 依て 衣食す る 忠君 愛國 論者、 外國宣 敎師に 依て 衣食す る 基督 信徒、 本願 寺に 依て 衣食す る佛 

敎徒は 均しく 皆 怪しき 人物たり、 若し 彼等の 總ては 狐狸の 類に 非す とする も 彼等の 多数 は 之に 類似す 

る 者なる 事 は 余輩の 信じて 疑ざる 所 也。 

〇 世に 憐 むべき 者の 中に 敎 育の 方針 を 誤られた る 者の 如き は あらす、 彼 は實に 終生の 不具者と たりし 

者な り、 彼 は 彼の 敎師に 依て 人生 を 誤解せ しめられし 者に して、 彼 は 之が 爲に 宇宙 萬 物の 敵と 成りし 

者な り、 人に 賴る を敎 へられて 神に 頼る を敎 へられす、 自身に 有" 餘 るの 潜勢力の 有る を敎 へられす 

して、 何事 も 他力に 依る の 秘訣 を 授けら る、 余輩 は^に 乞食 的 博士 學士の 如き 悲觀 ある を 知らす。 

0 無宗 敎的敎 育と は 無 主義 無節操の 敎育 なり、 智識 を 授けて 之 を 使用す るの 靈魂を 授けざる 敎 育たり _ 

卽ち 兵卒に 良き 武器 を 授けて 彼の fs- 氣を 鼓舞せ ざるが 如き 敎 育たり、 讀者 若し 余輩の 此言を 疑 は^ 今 

日 我國に 存在す る 夥多の 药 iii 的 博 t 學士の 類 を 見よ、 彼等 を 智識 的 機械と 稱 すべし、 意思 を 有する 人 

類と は稱 すべから す。 

辨 续  一 〇〇 三 
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〇 議會旣 に兒戲 たり、 其 議決せ る 法案の 亦た 兒戲 たる は 怪しむ に 足らす、 而 して 議會 の；： 儿：^ たるに 之 

に 依て 表せら る k 國家 の 兒戲 たる を證し , ^せ 一， 、- ¥^ の： て 以て 建つ 根本的 W 心 想 の 亦た 兄！^ た る を 

f す。 

〇 代議 政體は 行政 權 監督 を 目的と して 素 まりし ものに 非す、 代議 政體は 一 種の 高^なる 人生 觀を 以て 

^まりし ものたり、 之に 行政 權の 監理 を委 ぬるに 至りし が 如き は 抑 も 末たり、 其 木な くして 其 末 を 全 

ふせんと せし 我圃 の議會 が無爲 無能、 殆んど 見る 影 もな きに 至りし は 當然の 事な り。 

〇 若し 其 父祖の 功勞に 依て 授かりし 位階 を剝 奪し、 其^せる フロック コ ー トを剝 ぎ 取り、 其 胸 問に 着 

けたる 勳章を 奪 ひ、 天然 有の 儘の 裸體 とたして 我 1： 新 華族の 或 者 を 吾人の 前に 立た しめしな らば 彼 f.. 

は 如何に 滑稽 的實在 物な らん、 希臘 の哲學 者が 曾て 一一 一一" ひし 「羽毛 を 有せざる 二 本 足の 動物」 と は 蓋し 

此等裸 體の新 華族 を 意味して ならん、 其腦を 割き 見れば 其內に 智識 あるな く、 其 心臓 を 抉り 見れば 深 

情の 其 中に 貯 へらる k なく、 其 腸 は 腐り 「 其 骨 は 軟化し、 只 見る 一 侗の 肉塊、 之を碎 いて 田園の 肥料 

となす の 外、 廣き 宇宙に 何の 用 もな きものた らん、 惟り 悲しむ 是等驚 塊に 等しき 者に 贵 族の 名 稱を奉 

り、 彼等 を 養 ふに 秣草を 以てせす して 佳酒 美 肉 を 以てし、 彼等 を 園 ふに 獸 阁 を 以てせす して 宫 殿に 等 

しき 高屋を 以てする 國 民の 實に憐 むべき 者なる 事 を。 

〇 物價 騰貴 は 確かに 亡國の 一 兆候な り、 日本 國民は 外 國に對 して 其 强を装 はんが 爲に 上下 舉て 饑餓に 

迫らん としつ k あり、 世に 虛榮 程高價 なる もの はなし、 萬 骨 枯れて 一 將功 成る にあら すして、 國尺娥 

え て 國 威海 外 に揚 ると は 日本 今日の 狀態 をば 稱 ふに ぞ なん。 

on 本閹は 敵軍の 來 襲に 依て は 決して 仆れ ざる も、 食物の 缺乏に 依て 仆る. 1 事 も あらん、 偽人跋 し 


貴族 紳商 悉く 國內の 甘 汁 を 吸 ひ してお 衆 は 穴.^ 腹の 故 を 以て 終に 食物 を 敵國に 借る の 悲境に 陷ら ざる 

とも 保し 難し、 現に或る外國雜化iの如きは：：：本に於ける物價i^赏の此機會を利用して、 日本人 u 用品 

供給の 爲に 一 大財團 を 起すべし と其國 人に 勸む るに 至れり、 實に 寒心すべき 事に こそ。 

Q 前代 朱 聞な りと 傳 ふる 露 國の le 比 利 l?^. 鐵 道は來 るな マ 年 を 以て 全通 せんとし、 其 我國に 隣せ る 滿洲の 

沃野 六ト 萬方哩 (日本 帝 國の四 倍大) は擧て 耕地と たらん とする 今日に 際して 日本の 帝 國議會 は w を 

爲 しつ & ある 乎、 曰く 高 刺 (K 取締法 案、 曰く 腐敗 議員 出席 停止 決議案と、 世界の 地理と 歷史 とに 暗き 

もの は實に 幸福なる かな、 文明の 光輝 四鄰に 逼り來 るの 時に 際して 家 內の鼠 征伐に 汲々 たる は羡 まし 

き 程の 盲目 漢と謂 ふべ し。 

C 歐米 各國に 於け る 識者 間の 目下の 大 問題 は 南阿に 於け る英 杜戰爭 なり、 そ は 是れ大 强國の 運命に 關 

する 大 問題に して、 其結朵 如何に 由て 世界 勢力の 權衡に 大動搖 を 起す ベければ なり、 然るに 東洋の 文 

明國 たる 日本 國に 於け る 目下の 大 問題 は 橫濱埋 立 事件な り、 醜類 排斥 問題た" り、 彼に 在て は 世界 問题 

を 以て 大 問題と なし、 我に 於て は 黨派的 問題 を 以て 大 問題と なす、 「日本 國は 其れ 自身に て ー寰宇 を 

形造る」 との 或る 愛國者 揚言 は 能く 其阈： ^の 注意 を 惹く大 問題の 性質に 依て 證 する こと を 得べ し。 

(明治 三十 三年 一 力」 
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友人 加藤ト シ子を HI- ふ 

友人 加 藤 トシ子 逝く。 

彼女 は 歳 五十に して 志 を 起し、 同胞 女子の 敎育を 企て、 女子 獨立學 校 を 起し、 孜々 として 此架 業に 從 

事す る 兹に十 有 二 年、 病んで 起つ 能 はざる に 及んで 素め て歇 む、 眠む るの 前 二 週日、 彼女の 感覺. ^だ 

正確なる の 時、 余 は 彼女 を その 病 榑に訪 へり、 談 彼女の 學 校に 及ぶ や、 彼女 は 苦 を 忘れ、 意 氣昔聲 

平日に 異ならす、 其 後來を 語り 犬に 愛息 勝彌 氏； に 余に 囑 する 所 ありき、 余 は 未だ 彼女が 死".；？^ に 犯さ 

れしを 知らす、 戯れに 彼女に 語て 曰く 「我等 神 を 信す る 者に 取りて は縱令 死す る も 何 か あらん、 我等 

は 彼の 國に 至て 我等の 事業 を繼緩 せんの み」 と、 彼女 は 余に 和して n: く 「嗚呼 然り、 實に然 り、 癒 ゆ 

る も 働かん のみ、 死す る も 働かん のみ」 と、 後 彼女の 病 日々 に 革る や、 常に 家人に 告げて HI く 「我れ 

今より 天國に 行て 働かん と 欲す、 汝等も 地上に 於て 働くべし」 と。 日本 録人 にして 歳 半 百に 達して 快 

樂を意 はす、 其纖 弱の 腕 を 揮 ふて 曲の 改善 進 步に從 事す、 眞 正に 基督 敎を 信ぜし 者 は實に 此の 如き 者 

なり。 

彼女 逝て 彼女の 事業 は 死せ す、 王城の 西綠蔭 深き 所に 二 校舍の 彼女の 遺志と して 存 する あり、 几.！ れ女 

子 大學を 目的と して 輿り しものに 非す、 亦資 を诲 外に 募て 成りし 宗敎學 校に あらす、 日本の 女子 問題 

は實に 難問な り、 而 して 一 老媼獨 り 起て 是に解 釋を與 へんと 試みたり、 卽ち勞 働と 愛國 心と 基督教と 


に 依りて 日本 婦人 を 救 はんと 試みたり、 而 L て 彼女 は 僅に 其 端緖を 啓いて 逝け り、 吾人 彼女と 志 を 共 

にす る 者豈に 彼女の 事業 を玆 に中絕 せし むべ けんや。  (明治 三十 二 年 七月 ソ 

余輩 の 女子 敎育 

女文學 者、 高等官 吏の 內窒、 貴族 紳縉の 妻女 を 養成す るが 如き は 余輩の 爲し 得る 業に あらす、 余輩 は- 

日本 普通の 家に 生れ、 一 つの 特權の 誇るべき 且つ むべき なく、 唯 自動 自力、 以て 平民の 家庭 を 護り- 

進んで は 良人の 志望 を扶 け、 退いて は 貞婦の 節 を 全うせん と 欲する 日本 女子の 爲 めに 聊か 盡 さんと 欲 

する ものな り、 故に 余輩 は 外國宣 敎師の 輩が 喙を 余輩の 敎育 事業に 容る& を 許さす、 亦 貴 顧の 門 を 叩 

いて 其 贊助を 乞 ふが 如き は 余鞏の 全く 爲し 得ざる 所な り、 若し 夫れ 世に出て 玉 輿に 駕し、 或は 一 塞の 

筆に 文界の 牛耳 を 執り、 或は 外交 場裡に 才女の 腕 を 揮 はんと 欲する 我 國多數 の 麗人 貴女の 爲 めに は 刖 

に 高等 女學 校、 宣敎 師學校 等の 具 へらる i あれば、 諸子 は 彼等に 就て 學 ベば 可な り、 亦 吾人に 來て學 

ぶの 要な し 0  (. 明治 三十 二 年 七月 ソ 

『小獨 立國』 の 現況  角 害 生 

〇 『小獨 立國』 は 今や 至て 平穏たり、 大統領 は 例の 薪割と 希獵史 研究の 外 は^に 爲す事 もな く、  H々 

欠伸 勝ちに て ブラ/ \ とし！ lip れり、 迷 羊は實 母の 病 を InJ^ 舞 はん 爲 めに 故鄕！ ^前 鶴 ヶ岡に 在り、 武： は 
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信 州に て 更科薔 麥の食 ひ 過ぎの 爲め にや、 少々 腸 胃病の 氣味 あり、 只 忙しき は 事務員に して 夏の 熟さ 

を 忘れて 奔走し 居れり。 

〇 女學 部の 入 學生も ボッ. 一\ と あり、 基督 信者の 人學 志願者 あれば 我等 は吿 ぐるに 此 校の 宗敎學 校に 

あらざる が 故に、 我等より 形式的 宗敎の 望むべからざる を 以てし、 怫敎 信者の 入り 來る あれば 職員の 

多數は 心に 基督 を 信す る 者 なれば その 問 接の 感化 は 免れざる べしと 注意す、 殊に 此 校に 来る 者 は その 

華族の 令嬢た ると 紳商の 自 0 女た るに 關 せす、 獨立國 の 規律に 服し、 臺所 仕事 は 勿論、 校內の 拭き： W 除 

に從 事せ ざるべからざる 事 なれば、 一 々此 ilni 意を陳 ベて 父兄： a に 本人の 喜諾を 得て 然る 後に 人^ をト 

しつ k あり。 

〇 一 週に 二三 囘づ i 本誌 讀 者の 訪問 あり、 特に 近來 珍ら しき は 丹 波 福 知 山 在の 某氏な りき、 氏 は此炎 

天金 を鎔 かすの 候、 二百 餘 里の 長 程 を 遠し とせす して 主筆に 面 會の爲 め 此小獨 立 國を訪 へり、 氏 は：： 取 

も高尙 なる 目的 を 以て 我等 を訪 はれし なり、 面晤 一時間 餘 にして 氏の 来訪の 目的 は 達し たれば、 氏 は 

翌朝 故鄕丹 波へ 歸ら れんと せり、 然れ ども 我等 は 氏 を 留め、 氏に 東京 見物 を勸 め、 氏 をして 一夜 を 神 

W 事務所に 明かさし め、 翌日 社員 を 侍せし めて 東都の 重なる 勝地 を 巡遊せ しめたり、 然れ ども 氏の 上 

京の 目的 は 全く 形 以上 的な りしが 故に 帝都の 物質的 文明 は 少しも 氏を悅 ばす やうに も 見えす、 只 氏の 

心に 大に滿 足す る 所 あるが 如くに 見えて 滞在 二 n の 後、 氏 は 氏の 妻子の 許に 歸れ り、 誰か 言 ふ n 木に 

眞 面目なる 人な しと、 商品 仕 人の 爲 めに 上京す る 地方.. < ^士は 多 かるべ けれども 眞理 探究の 爲 めのお， •： 小 

上り は 澆乖の 今日、 例 甚だ たき 率なら む。 

〇： 复 は緩漫 時期たり、 記者の = 取 も 苦し き^は 評すべき 論すべき 問題の なきに あり、 人 あり <^s^ にお^ 


黨を 罵るべし と勸 む、 然れ ども 余輩 とても 馬 や 牛 を 罵る 程の 間拔 けに も あら ざれば 彼の 勸吿を 容れざ 

りき、 旣に道 德的觀 念 を 喪失せ る 黨派を 罵る は 屍體を 鞭つ と 同然な り、 帝 國黨然 り、 日本の 社 會亦然 

ら ざらん や 0  . 

〇 日本 國 外なら ば何處 でも 宜 いから、 3: にか 變 動が 始まれば 宜 いと は 編輯 局 一般の 希望たり、 是れな 

にも 此 機に 乘 じて 我國の 或る 有名なる 政治家に 傚 ふて 我等 も 火事場泥棒 を 働かん と 欲する が爲 めに 非 

す、 我等 は 二十世紀 と共に 一大 進歩の 人類の 歷史の 上に 臨るべき を 信す る 者 なれば、 其 到来 を 待つ こ 

と實に 炎天に 雲霓を 望む が 如し、 其 序幕 は佛蘭 西に 於て 開かれん 乎、 或は 西班牙に 於て か、 或は 米國 

に 於て か、 何れにせよ、 浦 安 國と稱 する 此 日本 國 より 始まらざる は 確かな らん。 

0 然し 何が 何んでも 懶 けて 居て はたらぬ なり、 故に 小 獨立國 に は 懶獸は 一疋 も 居らぬ たり、 語 學の硏 

究 あり、 古代史の 研究 あり、 宗敎 上の 感話 あり、 哲學 上の 討論 あり、 我等 は 日本 國の 政治の 外 は 何事 

に 限らす 討議 辯 論す るな り、 かくて 我等 は 秋の 到る を 待ったり、 對抗 運動の 始まる 時機 を 待ったり。 

(八： 一 一十 七日 朝)  (明治 三十 二 年 九月) 

『小獨 立國』 の 現 、況 第二 報  角笞生 

〇 秋冷と 共に 事業 は 稍 活氣を 加へ ぬ、 販賣部 は， 新讀 者の 日々 に 多き こと 賫 切れ 號數 の旣に 五六に 達せ 

し を 報す、 新 出版物の 着手 あり、 新 記者 招聘の 計畫 あり、 孰れに しろ 秋 は 雜誌屋 喜悅の 時期たり。 

C 女子 部 は 去る 十 一 日 四 名の 無給 教師と 二 名の 薄 耠敎師 と 十 有 七 名の 若き 純淸 なる 勞働 者と を 以て 開 

^  0  「o〇 九 
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かれたり、 萬 事 t„ ^だ 静肅 にして 圓滑 なり、 裙欽袖 を 絡げ て洒掃 庖廚の 事に 從ひ、 縫 を 習 ひ 學を受 く、 

食後に 唱歌 あり、 高談 あり、 一週 ニ囘 有志の 祈禱會 あり (ァ ー メン連 驚く 勿れ)、 而 して 夕 七 時 を 報 

すれば 校內肅 として 殆んど 人な きが 如し、 讀書 執筆に 聊か 障礙 なし、 今後 一 旬を經 過せば 尙ほ 一 暦の 

進歩と 整理と ある 目論見な り。 

〇 余に 取りて 女子 敎育は 今度が 臍の緒 切て 以來 始めての 經驗 なる が、 男子 敎 育よりも 一 潛 興味 多き が 

如し、 女子 は 男子 (日本の) の 如く 生意氣 ならす、 能く 命令 を 重んじ、 靜肅 にして 從順 なり、 殊に 文 

部 省令なる もの i 女子 敎育を 束縛す る こと 甚だ 少 ければ 今日の 日本に 在て は 自由 敎育を 施す に は 女子 

に 限る と 信す るな り、 依て 以來は 獨立雜 誌 も 女學雜 誌の 一種と ならん かな どの 杞憂 を 懷く者 あらんな 

れ ども 夫れ 丈け は 無用の 心配なる べし。 

0 本校 は 重き を 手藝敎 育に 置いて 其 餘暇を 以て 智育 を授 くと は其敎 育の 方針なる が、 さりと て 知 H 育に 

於ても 他の 女學 校に 一 步 を讓ら ざらん とする は 校 內に三 ra: 百 冊の 能く 撰びた る 和漢 洋の 書籍 を 蓄へ有 

るに 依て 知るべし、 英國 百科 字典 あり、 モット レ ー、 口 ー リン ソン、 ギゾ ー 、ダイヤ ー 等の 史， 論 亦 

具 はる、 敎：！ 間に は 度々 高尙 なる 社 會學、 言語 學 上の 議論 あり、 少し 手に 餘る やうな 女學 者が やって 

來 れば宜 いと は 彼等の 屢次發 する 歎聲 なり。 (九月 十七 日夕)  (S 治 三十 二 年 九 力) 

歲の暮  獨立生 

0 暮が 来ても 別に 忙しい 事 はない、 料理屋 や 仕 立 屋には 一 文の 借金 もなければ、 亦た 新年の 來客 接待 


の 用意 をす るの 必要 もたい、 只 活版屋と 本屋と に 少しの 拂ひを すれば 夫で 歳が 取れる ので ある。 

C 嬉し いのは 近頃 来着の 新刊 物が 机の 周 圍に轉 がって 居る 事で ある、 是が暮 から 春へ 懸けての 火樂し 

みで ある、 是れ さへ あれば 年 も 忘れられ るし、 新年 も迎 へられる、 室 內で觀 劇の 偷 快と は此 事で ある。 

C 二十世紀が 來 やうが 三十 世紀が 來 やうが、 そんな 事 は 少しも 怕く はない、 我等 は 来年 も 今年の やう 

に 神 を 長れ て 出来 得る 丈け 同胞 人類の 爲 めに 盡 すまで ビ ある。 

C 今年 は 何を爲 した かと、 獨り 己れ に 尋ねて 見る と 別に 是ぞと 云 ふて 大事 業を爲 さなかった 事 は 確.；" 

である、 大凡 十 萬部餘 りの 雜誌を 配付した、 六 七 千 部の 著述 を 國內に 蒔き 散らした、 事業と 云 ふ は 先 

づ 之れ シキ である、 然し 之で も 何も 爲 さなかつ たより 好い と 思 ふ、 世に は 國{豕 人類の 爲 めに は 何も 爲 

さない 處 ではない、 到る 處に 腐敗と 罪惡の 種を播 きながら 一 年 三百 六十 五日 を 終る 者 もま ぼ 山 あるそう 

だ 、 彼等に 铰 ベて 見れば 我等 は大に 天に 謝す ベ きで ある e 

C また 一 つ ある、 一 つの 女學校 を半ケ 年間 預かった、 そうして 其 維持の 爲 めに は 我等 は 貴族 や 宣敎師 

の 處へは 補助 請求の 爲に 一 度 も 伺候し なかった、 是れ 丈け は 自分で も隨 分の 大事 業で あつたと 思 ふ、 

殊に 我等と 共に 歡んで 困苦 を頒 つの 敎員 あり、 此 困苦の 中に 薰陶を 受けん と 欲する の 生徒 ある を E 心へ 

ば此國 とても 未だ 全く 捨てた もので はたい G 

C 来年 は 何うた つても 宜ぃ、 今年 丈け 淸淨 潔白で さへ あれば 先づ 夫れ で澤山 だ、 金 はたく も { 几い、 此 

腐り 切った 社會に 友人の 無い 位 は 平 氣の平 左衞門 だ、 我等に 爲 すべき 天職 あれば 外に 何もい らたい、 

故に 我等 は 歳暮に な つ て も 嬉しくて 堪らな い 。 

0 宇宙 は 生き-^ として 實に 喜ばし い^だ、 生 は 日に 月に 年に 死に 打ち勝ちつ、 あるので ある、 藩閱 
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政府 も 遠から すして 屹度 遣れる に 相違ない、 壓 制と 偽善と は 此.： 于宙に 永く^ 在す るの 特權を 有たない 

ものである、 何も 我等が 論文 を 書いて そうして 彼等 を 潰す と 云 ふので はない、 {-H 由 萬 物の 造 主が 彼等 

を 殺し 給 ふと 云 ふので ある、 我等 は 唯 だ 神に 贊 成す るまで^ ある。 

0 實に嬉 いで はない か、 我等 は 斯んな 良い 世の中に 存在して 居る ので ある、 正義 必勝の 世の中に 存在 

して 居る ので ある、 偶に は 正義 は 負ける 事 は ある けれども 是 はた f 負ける 眞似 をす るまで ある、 去 

る 十九 世紀 間に ナボ レオン を 始めと して 其 他の 壓制家 を 大分 平げ て やった から 來るニ 卜^ 紀には 亦た 

貴族 純 商の 如き 懶族を 根 コソぎ 平げ て 遣らなければ ならない、 我等 は 遠大 無限の 希望 を 以て 新年 を迎 

へやう と 思 ふ、 讀者 諸君 もッ マラな き 悔言を 繰 返す 事 を 止めに して 我等と 共に 歡 喜の 春を迎 へ. 給へ。 

.  (明治 三十 二た や 十二：： =0 

『小獨 立國』 の 新年  獨立生 

〇 四隣 太 だ 靜寂 なり、 唯 だ 四 五の 友人 燼を 園んで 時事と 人生と を談る あるの み。 

〇 禁酒 禁煙の 『小獨 立國』 に 籠城す る 事 なれば、 客の 訪ふ ある も敢て 屠蘇 を 振舞 ふ 心配 を 要せす、 唯 

だ 刻 移れば 燒餅を 盆に して 彼の 消化 力 を 試め すの み、 故に 俗人 は 之 を 怕れて 我等 を訪 はす、 我等 も 亦 

彼等 を 嫌へば 一 曆嚴密 に 我等の 『國 法』 を實 施して 彼等の 出入 を 制限す。 

Q 机上に 橫 たはる 新刊 物と 外 來雜誌 は 我等に 萬 邦の 狀勢を 報じ 来る、 我 倚の 同情 は 南阿の ボ ー ァ 人に 

在り、 我等 は 日夜 彼等の 成功 を 祈りて 已 まざるな り、 『小獨 立國』 の 主なる 談柄は 南阿に 於け る厲正 


の 小 獨立國 の 建設な り、 彼 は 强慾飽 くな き英 人に 園 まる、 恰も 我等が 英 人に 類す る、 (然も 其膽 力の 

結 無なる) 薩肥 人種の 抑壓の 下に あるが 如し、 我 は 彼に 同情 を 寄せ ざらん とする も 得す。 

0 我等の 新年 实會は 八 百 松の 樓 上に 於て せす、 植 半に 於て 問 かす、 摑 林の 下、 竹叢の 裡、 群雀 嗜々 と • 

して 新 陽に 囀す る處に 我等の 質素なる 親睦 會は 催さる.^ なり、 纏て ラ ン： フは點 ぜられ 同輩 圑 座して 

『百人一首』 を^^ふゃ堂屋殆んど張り裂けんとす、 是ぞ 我等の 無 酒 無煙の 懇实 にして 赤心 を 吐露し 眞 

情 を 通す るの 效果に 至りて は、 銀 燭の下 杯盤の 間に ォ ペッカ を 陳述す る有髯 無情の 族 輩が 到底 量り 知 

る 所に あらす。. 

〇 『小獨 立阈』 は廣漠 たる n 本 帝 國內に 僅々 千 五 •Kz 坪餘の 領土 を 有する 雨た る國 なる が此 國 の 習 m 

は 口 本！： の それと 異なり、 『B 內には 酒と 煙草 は 禁ぜられ、 鄙^なる 談話の 如き 若し 之 を 口にする 

もの あれば、 針會 (『小 獨 立國』 の) 制裁 甚だ 嚴 なり、 斯 『國 民』 は惡 魔と 貴族と を 仰がす して 在天 

の眞 神を拜 せん 事 を 努め、 一 週に 三た び必す 聖書 を 研究す、 然 かも 外國宜 教師の 如き は 其 內に屮 ：： 入す 

る 事 全くな く、 從て宜 敎師的 基督 敎 徒の 如き は 俗人に 均しき 待遇 を 以て 此 民に 迎 へらる、 我等 は 日本 

國 の 法樣を 重んじ、 謹んで 其 岡體を 奉戴し、 其 課する 煩雜 なる 諸 稅を納 むる の 外 は、 凡て 其汚據 なる 

社交的お 慣を 斥け、 其紊亂 せる 風紀に 感染せられ ざらん 事を努 む、 卽ち 『小獨 立國』 は 改造せ る 新 日 

木 國の小 模範 を 以て 自ら 任す る ものにして、 彼等 は 干 五 百 坪の 此 小！： より 十五 萬 方哩の 大帝 國を 感化 

せんと す る 大計 畫を懷 く 者な り。 

C 祌 と共に すれば 我 一 人 は 世界よりも 大 なりと かや、 まこと 彼と 共に すれば 千 五 百 坪の 小 國も卜 五 萬 

方 哩の帝 1： より，； I！ に大 たり、 日 比 谷 原頭の 蛙 群 何 を 議決し たれば とて 彼等に は 宇宙の 法則の 一 點ー聱 

^  0  .  1 〇 一 三 
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をす ら變更 する の權 能と 勢力の 有るな し、 『小獨 立國』 の爐邊 會談に 一種 侮るべからざる ォ ー ソりチ 

1 ある を 知らん。  (明治 三十 三月 一 力」 

今 H 此頃  角 害 生 

个日此 頃の 偸 快 さよ、 冬 は 去て 鶯は早 ゃ旣に 庭前に 来て 朝 毎に 春の 希望 を 歌 ひつ i あり、 近隣の 梅 

林 は 悉く 香を發 ち、 余輩 をして 杖を曳 いて 一 々之 を 訪問す るに 遑 なから しむ、 朝 は 太陽に 先んじて 起 

き、 東天の 背 金色 を 銅盥の 底に 映しながら 齋戒 沐浴の 禮を 終へ、 簡單 なる 祈 禱に學 生 一同 を 食に 就か 

しめ、 窒に歸 て 伊太利 文 一句 を 誦すれば 余の 朝餉 は旣に 卓上に あり、 之を終へて倫敦.電報を\^に取り 

數 滴の 淚を 南阿なる ブ ー ァ 人の 爲 めに 流し、 正義 必勝の 信 を 固め、 書齋に 人て 日々 の 業に 就ば 過去 六 

r 年 問の 歷史は 余の 眼の 前に 開る、 あり、 之に 全 注意 を 奪 はる i 事 一時間 餘 にして、 筆と 紙と を 以て 

する 余の 戰爭は 始まるな り、 獨り 机に 對 して 喜 憂 交々 起り、 窒內は 紙片 散亂 して 時に 或は 小關ケ 原の 

觀 あり、 午後 は 不相變 の 散歩、 落 合の 鏡 橋より 西の方 甲武鐵 道の 土 堤 を經て 十二 社 熊 野 神社の 森 を 遠 

- ゆにす るの 邊は 余の 特 愛の 風景な りと す、 斯くて 身 を 外氣に 曙して 胃の 腑に大 なる 空虚 を 生じ、 「空腹 

は 最も 善き 健胃劑 たり」 との ドン キホ ー テ 物語に 於け る サン コパ ン ザの. 言 を 思 ひ 出し、 < ^餐に 山海の 

味を感 すれば、 六 時 卞の鈴 鳴に 伴 はれて、 敎窒に 入り 少女に 倫理と 宗敎と を 語る、 一 時間に して 又 

窒に歸 れば懷 敷き ラ ンプは 余を迎 へ、 余に 尙ほ寢 前 二 時 問の 讀書筆 硯の快 あらしむ、 斯くて 幸福なる 

1 nz を 終て 义 も簡單 なる 感謝と 共に 眠に 就けば 明朝の 希望 は 余の 心を滿 たして、 余 をして 床 中に 覺ぇ 


す 「人生 是 喜樂」 の聲を 放た しむ。  (明治 三士 一一 年 三月) 

近火  角华： 生 

0 去る 卄 日 午後 六 時 三 十分 本社 編輯 所の 隣 地なる tn 本 基督 敎會角 害 講義 所より 火事が 始 つた、 本 所 は 

風下に 當 りし _3 ^とて 一杯に 火の 子 を 蒙リ、 憐れに も 此小獨 立國の 本部 も 烏 有に 歸 せんとせ しも、 幸に 

近隣 諸 友と 消防 夫との 雍 力に 依て 火災の 難 を 免 かる、 を 得し は實に 有難 かりし。 

〇 然し〕 取も氣 毒たり し は 余の 書棚に 安 坐せ し 力 ー ライル、 ダンテ、 モット レ ー の諸師 なりし、 余 は 火 ■ 

亊と 聞く や、 先づ 本誌 第 六十 三號の 原稿 を 取り出したり、 若し 之 を 失 はん 乎、 或は 少 くも 一 囘 丈け は 

讀者 諸氏と 相 見えざる に 至らん こと を 虞れ たり，、 然し 原稿 を懷 にして 後 は 余 は 全力 を 前記 諸 先生の 立 

退に 注ぎたり、 家具 衣類 は 全く 灰 儘に 歸せ しむる も 諸 先生 丈け は 之 を 救 はんと 努めたり、 余に して 若 

し 諸 先生な くば 余 は，； H 人となり しなり。 

C 諸 先生 は 庭 上に 投げ出されぬ (諸 先生 余の 無禮を 許せ)、 而 して 余の 友人 は 之 を 受取りて 危難 以外 

の 處に持 運び たれば 諸 先生の 屮 一人 も 異變 なき を 得たり、 然れ ども 翌日に なりて 一 1 諸 先生の 玉體を 

檢し 奉れば、 力 ー ライル 先生の コ n ムゥ H ル傳は 甚く 泥に 塗れ、 海外より 近着の モット レ ー 先生の 如 

きも ミス ボラ シキ までに 汚され、 價格 大凡 其 半 を 減ぜられし は實に 情けな かりき、 ダンテ 先生の 二 冊 

物 も 日本 角 害の 泥土 を 蒙りて 彼 の^太 利 的 美貌 を 失へ り。 

C 基督 敎會 よりの 出火に 斯 くも 獨立雜 誌の 編輯 局 を 荒されし は 常 々余輩が 我國に 於け る 牧師 傳道師 等 
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基督 敎會の 高 德を惡 口せ し 某 報な りと 思へば 余輩 は 別に 致し方な し、 殊に 力 ー ライル、 ダンテの |g 先 

生 迄が 此 火事の 爲 めに 此 汚辱 を 蒙りし は、 諸 先生が 常に 余輩 を敎 咬して 敎 會と敎 役^と か稱 する 西洋 

風の 情 侶と を 攻撃せ しめしが 故に 諸 先生が 蒙りし 刑罰な りと 思へば 諸 先生に 於て も^に 憤怒し 給 ふ 事 

はな かるべし、 然れ ども 師 たる 諸 先生と 弟子た る余葷 と は 幸に して 無事なる を 得 たれば 師弟 相 共に： 史 一 

に  一 ¥ の 精 氣を養 ふて、 世の 凡ての 醜類に 當る所 あらんと 欲す。  ， 

CR 本國に 住しても 基督 敎會を 隣家に 持ちて は 何に やら 米 國の寺 町に でも 住む やうな 心地す るな り、 一 

火事 を ^,1 して 隣 {豕 に 害 を 加 へても 牧師 先生が 來て 正式の 謝辭 二百 を 述べる ではなく、 只 末派の： 徒 一 一 

人 を 送りて 敎會は 貧乏な りとの 故 を 以て 儀式 一 片の 謝辭を 述べし のみ、 之 も 常々 より 余 が 普通の 人 一 

，こ は 認めざる 基督 敎 徒の 行 爲 なりと 忍 へば 深く 怪しむ に は 足らざる ベ けれども、 去りと て 世に は 支那 一 

道德 にもお る 基督 敎 ありと 思へば 餘り 心地好く は 感ぜざる なり。  c.s^;la:; 一十三 年 三ガ) 一 

『小 獨 立國』 の 宗 敎 

〇 小 獨立國 に は 宗敎的 生涯なる もの は絕へ て 無い やうに 忍 ふて 居る 人が ある さう だが、 夫れ は大 なる 

間違で ある、 勿論 我等の 內に宜 敎師的 基督 敎 なる もの は 痕跡 だ も 無い、 我等 は 聖日 を 守る とか 稱 して、 一 

日曜： n に は 犬に も 左官 も 一 切 邸內に 入れない など 云 ふやうな 愚 は 演じない 積り である、 我等 は 亦た 宜 

敎師の 御機嫌 を 取らない 計りで はたく、 彼等に 向て は 寧ろ 反抗的 態度 を 取る ものである、 若し 聲 高く 

讚美歌 を唱 へ、 常識に 反する 事と は 知りながら もッ マ ラ なき 儀式 を 罔 守す る 事が 基督教であるなら ば、 


勿論 我等の 中には そんな もの は 少しも 無い。 

〇 然しながら 若し 我等が 信す る 通り 基督教と は 神と 彼の 遣 はし >- 基督 を 信す る 事で あるたら ば、 我等 

は 我等の 宗敎的 生涯に 於て の 牧師 や 傅 道師の 類に 一 歩 も讓ら ない 積り である、 我等 は 毎朝 1 母 夜祈禱 

を爲 る、 我等 は |ゃ： 書 を硏究 する、 我等 は 一週 三 囘宗敎 的 集會を 開く、 爾 うして 我等 は 常に 宗敎的 思念 

を 以て 我等の 事業に 從事 する、 我等 は 朝から 晚 まで 神 を 離れない 積り である、 我等の 談話の 主なる 題 

E は 神と 彼の 眞现 とで ある、 我等 は 神の 聖書 を 以て 我等 日常の 出来事 を 判じ、 病む 時、 癒 ゆる 時、 喜 

ぶ 時、 悲しむ 時、 常に 神の^ 在 を 認めて 居る 積り である。 

〇 我等 は祌 を懼れ 基督 を 愛する 者で あるから 我等の 中に 明 C なる 惡人 偽善者のお 在 を 許さな. い、 我等 

は此 目的 を 以て 我等の 中より 數人を 放逐した、 我等 は會 員の 減ぜん 事 を 權れて 或る 基督 敎會の 牧師に 

傚 ふて、 妾を蓄 ふる 者 や 不義の 利 を 貪る 者 を 我等の 內に 留めて 置かたい、 我等 は惡 人と あれば 面前に 

彼等 を. 食め る、 我等 は 平和の 破壞を 恐れて 俗人 を 庇 保す るが 如き は 一 切爲 さない 積り である C 

0 若し 我等の 宗敎的 生涯 を 疑 ふ 者が あれば、 彼 は 宜しく 木曜日 か 日曜日の 晩に 此小獨 立 國に來 て 見る 

べしで ある、 雨う すれば 我等が 如何なる 福音 を官； 傳 しつ K あるか、 我等 は ドレ 丈け 神と 基督と を 信す 

るか、 我等 は實際 ドレ 丈け 神に 頼りつ \ ある 乎が 能く 解る であらう、 他人の 事に 頭を惱 ます 我 國の基 

督敎徒 も 一 一三 日 我等と 居 を 共に するならば 我等の 宗敎的 生涯に 關 する 彼等の 疑念 も 直きに 解ける だら 

うと 思 ふ。 

C 宗敎的 生 とよ、 之 は 何にも 貴顯 紳商 を帝國 ホテルに 招待す る 事で はな、、、 之 は 何にも 靑年會 事業 

ゃ敎會 事業に 奔走して 金と 會 員と を 募集す る 事で はない と 思 ふ、 之 は 何も 亦 讚美歌 を 歌ったり、 儀式 
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1 【1 の說敎 を爲す 事で はない と 思 ふ、 我等の 見る 所に て は 宗敎的 生涯と は 神の愛 心 を 宇宙 幷に 人生の 

凡ての もの \ 中に； g る 事で あると 思 ふ、 神に 依て 動き、 我等の 生命 を 神に 於て 有つ 事で あると 思 ふ、 

若し 我等に 世人に 示す 爲 めの 外見 的 宗敎が 無いならば、 夫れ は 我等に 宗敎が 無い からで はなく して、 

我等の 宗敎が 比較的に 內 心的で あるから である、 昔より 今日に 至る まで 眞 正の 宗敎家 は 世の 廣吿 的宗 

敎 家より 不信者 視 せられた 者で ある、 我等 は 勿論 取る に 足らない 者であって、 到底 昔の 聖賢 君子な ど. 

と 肩 を 比べる 事の 出来る 者で はない が、 然し 我等 も 今の 直 敎師ゃ 信者 共に 不信者 視 せらる.， を 見て、 

心密かに 神に 感謝 せざるを得ない。  (明治 三十 三年 五 力) 


訣. 別之辭 

獨 立 雜 誌 の 最 後  e 村鑑三 


獨立雜 誌 社員 は 皆な 獨想 自信の 人な り、 彼等 は 正 理と信 すれば 天下 を 敵と して 立つ を辭 せす、 ^んゃ 

社長の 霄 の 如きに 於て を や、 余 は 深く 余の 神に 感謝す、 余の 統轄の 下に 筆 を 執られし 諸氏に して 一人 


も 余の 弟子と 成りし 者の たかりし 事 を、 余 は 諸子の 正直と 勇膽 とに 敬服し、 諸子が 能く 獨立雜 誌 記者 

たるの 資格 を 終りまで 全うせられし を 喜ぶ。 

近頃 余の 女子 獨立學 校に 於け る 或る 公的 行爲 にして 社員 諸氏の 大に 非難 を 表せられ しもの あり、 故に 

余 は 止む を 得す、 諸氏 を 以-て 余の 判事と なし、 諸子に 乞 ふに 余の 行 爲に對 して 公平に 審判 せられん 事 

を 以てせり、 諸氏 は 悅んで 此の 乞 を 容れ、 精議 三日の 後、 諸氏の 判決 を 余に 示されたり、 然るに 余 は 

不幸に して ss 氏の 此 判決に 服す る を 得す、 諸氏の 勤勞を 謝する と 同時に 之 を 諸氏に 返上した りき。 

然れ ども 事兹に 至れば 諸氏と 予とは 相 共に 同社 を 組織す る を 得す、 社員の 分離 は實に 止む を 得ざる に 

至れり、 若し 事の 順序より 云へば 余 一 人 去て 本社 を 諸氏に 委 ぬる は 最も 適當 なりし なるべし、 然れど 

も是れ 事實上 直に 此社 を破壞 する 事に して ss 氏と 雖も亦 忍びざる 所なる べし、 然れ ども 本社の 共和 的 

性質より 考 へて 其 社長 は 這般の 如き 理由 を 以て 社員 諸氏に 退社 を 命す るが 如き 權利を 有せす、 依て 止 

む を 得す 之 を 諸氏に 協議し、 余 を 以て 社務 整理 者と 定め、 先づ 諸氏 をして 金錢 的の 損失な からしめ、 

矛 ハに讀 者 諸氏 をして 損害を被る 事な からし めんと せり、 而 して^ 議玆に 成て 余輩 は淚を 揮て 相 分れ、 

諸氏 は 各 其 適從の 方向 を 取り、 余 は 獨り獨 立雜誌 社に 止り、 而 して 後に 一 は 諸氏に 對 する 友誼 上、 二 

に は 余の 年来の 企 圖を充 たさん 爲め 玆に 東京 獨立雜 誌 を廢刊 す、 讀者 諸氏に 對 して は 余 は 

叉 別に 報 ゆる 所 あらんと 欲す。 

お 輩淸議 公道 を以 て 天下に 立つ 者、 說を 共に して 相 合し、 之 を異 にして 相 別る、 は 天下 に 對す る 余輩 

の 義務な り、 余 は 今 諸氏と 別る k に 臨み 寂 塞悲慘 殆んど 忍ぶ 能 はすと 雖も、 亦 天父の 余と 共に ある を 

m デれば 余 は 余の 有らん限りの カを竭 して 余の 職責 を充 たさんと 欲す、 余輩の 度々 述べし 如く 余輩に 
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^に < ^輩の 事業なる もの あるな し、 余輩 は罩 により 高き 者の 奴 僕に して 唯 恐 懷謹愼 して 彼の 委託 こ 反 

かざらん と 欲する 者の み、 余輩 は 神の 事業に 從 寧して 成功し- 自身の 業 を 目的と して 失收 す、 巾の 

業な らん か、 微力 恐る、 に 足らす、 人の 事業な らん か、 百 萬の 兵に 一 塵の 力なし。 

語を舊 同僚 諸氏に 寄す、 諸氏 願く は 余に ある 多くの 缺點を 免せ よ、 余 は 頑愚に して 怒り 易く、 幾度 か 

諸 に 厚情に 背きし 事 あらん、 然れ ども 余の 祈禱は 常に 諸氏の 後に 從 ふなり、 諸氏 亦 余の 爲 めに 祈て 

止む 勿れ、 此骨 は實は 誤解の 世たり、 眞實の 人 も 互に 相 解し 得ざる は 人世の 大隆 事と 云 はざる を "ザ 4,,、 

然れ ども.， jn 人の 望む 國は今 世に 於て あらす して 來 世に 於て あり、 而 して 凡て 誠實 なる 者、 凡て 人の 善 

を 忍うて 惡し きを 思 はざる 者、 凡て 愛 を 以て 律と する 者、 凡て 謙遞 なる 者、 總て 柔和なる 者 は、 告な 

何時 力 彼 所に 相會 して、 今 に 於け る 凡ての 誤謬 を 悟り、 驕を 去り、 謙を迎 へ、 神の 如き 者 とん.^ りて、 

永久の 友誼 を 繼 緩す る を 得 ベ し 。 

諸氏 それ 健 f れ。  as 


第二 卷 內容 年譜 

初期の 文章 

流窟錄 

一 ，n 痴の敎 育 國民之 友 第二 三三號 明治 二十 七 年 (一八 九 四 年〕 八月 謦世雜 著再錄 

二 新 英洲學 校 生涯 國民 之友自 第二 四 〇 號至 第二 四ニ號 明治 二十 七 年 二八 九 四 年) 十二  蒈 #i 雜著 

再錄 

三 亞米利 加 土人の 敎育 國民之 友 第二 五一 號 明治 二十 八 年 (一八 九 五 年) 一月 警枇雜 著- 冉錄 

明治 二十 四 年 二八 九 一年) 

慈善家 チヤ ー レス、 口 ー リング、 ブレ T ス氏 逝く 六合 雜誌 年月 不詳、 推定 一一 ヨリ 此處- ー敉ム 小 

憤慨 錄 (上) 再錄 

我が 信仰の 表白 六合 雜誌第 一三 ー號 十一月 小 憤慨 錄 (ヒ) 再錄 

ダ ン テ と ゲ ー テ 六合 雜誌第 一三 ニ號 十二月 

未來 観念の 現世に 於け る 事業に 及ぼす 勢力 某督敎 新聞.： 不詳 聖書 之 研究 第一 五四號 大正 二 年 二 

第二 巻 内容 年 1911 
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九 一 三年) 五月 再錄 

明治 二十 五 年 二八 九 二 年) 

日本 國の 天職 六合 雜誌 第一 三六號 四月 

誤解 人物の 辯 護 六合 雜誌 第一 四三號 十一 ガ 小 愤慨錄 (ヒ) 再錄  . 

明治 二 十六 年 二 八 九 三年) 

文學 博士 井上哲次郎 君に 呈 する 公開 狀 敎育 時論 笫 二八 五號 三月 小 憤慨 錄 (上) 再錄 

明治 二 十七 年 二 八 九 四 年) 

露國 美術家 ニコライ、 ガイ 國民之 友 第二 二 九號六 =^ 小 愤慨錄 (ヒ： - W 錄 

豈 惟り 田 村 氏の みたらん や 國民之 友 第二 三ニ號 七月  - 

基督 信徒の 特徵 六合 雜誌 第一 六三號 七月 小 愤慨錄 (上) 再錄 

ロ淸戰 爭の義 (譯 文) 國民之 友 第二 三四號 九月 小 愤慨錄 (下.) 再錄 

世界 歷史 に徴 して 日 支の 關係を 論す 揭載雜 及 年月 不詳 * 推定-一 ヨリ 此處- ー收ム 小 憤慨 錄 f 下：^ 綠 

日 淸戰爭 の 目的 如何 國民 之友笫 二三 七號 十月 小 愤慨錄 (下 ソ 再錄 

志 賀重昂 氏 著 『日本 風景 論』 六合 雜誌 第一 六八號 十二月 

明治 二十 八 年 (一 八 九 五 年) 

精神的 敎 育と は 何ぞ 國民之 友 第二 四五號 一刀 小 愤慨錄 (上) 再錄 


農夫 亞麼 士の言 國民之 友 第二 五三 號六刀 小 愤慨錄 (ド ：} 再錄 

宗敎の 必要 六合 雜誌第 一 七四號 六月 小 愤慨錄 (： 上 ) ：冉錄 

何故に 大文學 は 出ざる 乎 國民之 友 第二 五六 號七刀 警价雜 著再錄 

如何にして 大文學 を 得ん 乎 國民之 友 第二 六 五號十 =^ 勢世雜 再錄 

明治 二 卜 九 年 二 八 九 六 年) 

樂 しき 生涯 國民之 友 第二 七七號 一月 小 愤慨錄 (下 ) 1^ 錄 

寒中の 木の芽 國民 之友笫 二八 四號 二月 

時勢の 観察 國民之 友 第三 0 九號 八月 0s^s 

日蓮 上人 を 論す 警世 雜著初 載 

西洋文明の 心籙 界之 日本 七月 • 十 一月 (上) ノミ小 憤慨 錄 (丄) 再錄 

i 界の 日本 世界 之 H 本 九月 

問答 一 一三 福 昔 新報 第五 九號 八月 

永生の 冀望 福音 新報 笫七 ニ號 十一 力 小 愤懊錄 (上 レ再錄 

寡婦の 除夜 福音 新報 第 七八號 十二月 小 憤慨 錄 00 再錄 

(附) 

灾學の 研究 普通 學 講義 錄 所載. 年月 不詳 小 憤慨 錄 (上) 再錄 

第二 卷 内容 年. ま 
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第二 卷 内容 年 ま  一 〇 二 四 

農業と 社會 改良との 關係 農 棠雜^ 所載， 年月 不詳 小 愤慨錄 (下) 再錄 

簡易なる 慈善 揭載雜 誌 不詳 (年 パハ 明治 二十 四 年 十二 刀？ ：} 小 愤慨錄 (上) 錄 

文學 局外 觀 ef. 稻 田文學 所載 * 年月 不詳 小 愴慨錄 (卜：) 再錄 

明治 三十 年 (一八 九 七 年) 

* 印 は 『小愤 慨錄』 再錄の ものな ろ を 示す C 

* 膽汁數 滴 基督の 復活 を 祝 ふ 席に 臨みて 時弊 談 余 は 基督お H 徒に あらず * 米 國詩入 * 膽汁餘 滴 〔八 

面 鋒 1 (ソノ 中 * 小なる 慾 5-  .X. 新 理想の 必要 * 政府 0、 外の 政府 * 冀望 ある 階級.) 【よろ づ】 【八面 鋒】 

友人の 辯 護に 就て * 傳記學 の硏究 【八面 鋒〕 (ソノ 中.〉 = 惜惡の 念 * 憎 惡の念 を 表する 法) 【警世 小言 

*. 不平 論 余が 今年 中の 讀書 

(以下 略) 

東 京 獨立雜 誌 時 代 

〇 印 は 『獨立 短 言』 一 冉錄の ものなる を 示す。 

所 成 及び 威 想 

明治 三十 一 年 (一 八 九 八 年) 

失望と 獎勵 主義 獨立 吾 入の 言責 頭 察. 心 熱 C 出 俗界 何故に 書く 乎 『笑て 肥れ』 0 死活の 岐 

東京 獨立 雜誌笫 一 號 六月 十； u 


隔敗 せる 部分 可憐の 貴族 二種の 貴族 平民の 特權 最も 需要 多き 者 0 不能 策の 豐富 時感 米國と 

西班牙 ^^獨 立雜誌 第二 號六ガ 二十 五：！： 

〇 誤解の 恐怖 過信の 利益 根本的 改革 C 常に 腦 中に 一大 問題 を蓄 ふべ し 0 恥 かしき 政治と 恥 かしから 

ざる 政治 東京 獨立雜 誌 第三 號 七月 十 H 

〇 再び 吾人の 目的に 就て 〇 宗教と 政治 0 世界 化さる k の 意 グラッドストン 氏の 死 状と 葬式 東京 獨立 

雜誌 第四號 七" 二十 五： w 

0 自由の 祌 C 譲渴の 恐怖 今の 蓄妾 C 全 體の絕 望 0 逭德 心の 蕴蓄 0 ュ ー モルと サ タヤ 0 超 國家的 

文學 Qi なき 不平 C 惡 意な き惡ロ 東京 獨立雜 誌 第 號 八月 十：：： 

◦ 宗教と 科學 内と 外と 東京 獨立雜 誌 笫七號 九 力 十日  ， 

0 二種の 忠愛 C 秋風 到る 0 自由の 生涯 新鄕 土の 建設 賴 むべき 者 ni{ の聲 0 政治家の 信仰 物 0 外 

よりす る 改革 〇 曰 木 國の大 恥辱 (し 日本と 亞細亞 0 淸 明の 域 こ 非 愛國的 愛國心 0 記者の 避くべき 事 

東京 獨立雜 誌 第八號 九月 二十 五日 

0 初秋 默想 東京 獨立雜 誌 第九號 十月 五：！ I 

偉人 を覓む ◦ 完全なる 小人 大學 敎授ケ ー ベル 氏 0 失望 中の 希望 鳥類と 俗人 柬京獨 立 雜誌笫 十號十 

月 十五 日  . . 

C 決心 〇國 を 救 ふの 道 〇 政治 を 作る もの 0 賴む ベから ざる もの 策士の 寄 合に 同志 社 事件 〇 秋夜雜 

第二 卷 内容 年譜  一 o!5 


第二 券 内 i$ 年譜  一〇 二 六 

感 東京 獨立雜 誌 第 十一 號十カ 二十 五日 

海の 東西 帝 國大學 の衰凋 0 國民 思想の 改革 0 老物 0 余輩の 欲する 改革 0 宗旨ち が ひ 東京 獨立雜 

誌 第 十二 號十 一 月 五日 

◦ 弛む 勿れ ドレ ヒュ ー ス 事件の 眞相 r-- 國家對 正義 中 阿 大學校 靈魂 不滅の 科 學的證 明 雜感 東京 稱立 

雜誌第 十三 號十 一 月 十五 日 

破壞と 建設 雜感雜 憤 東京 獨立雜 誌 第 十四 號 十一月 二十 五日 

0 社會の 征服 『自由 黨 總理， il 板 垣 伯 兩雄 着眼の 差異 東京 獨立雜 誌 第 十五 號 十二 ガ 五日 

0 國に竭 すの 途 0镯 逸 帝國眞 正の 建設者 0 大 著述と 小 著述 0 『批評家』 0 秋の 歌 0 初冬. 獨語 東 

京 獨立雜 誌 第 十六 號 十二月 十五 = 

0 進め C 人類の 愛 歳末の 辭 新年の 獨立雜 誌 山 縣悌三 郎君と 別る 東京 獨立 雑誌 第 十七 號 十二月 二十 

五日 

明治 三十 二 年 (一 八 九九 年) 

〇 革新 第一 着 0 革新の 術 0 何 をか畫 せん 0 今年の 生涯 0 誠實 の獎勵 Q 歡 喜の 生涯 0 責 重なる 時 

間 0 寛大の 性 C 諸の 惡 事の 根 新 曰 本 同志の 士 長壽 余輩の 爲し 得る 事 東京 獨立雜 誌 第 十八 號ー 

月 五日 

0 勞働 oli 立 C 信仰 同志 社 0 傳道師 たれ OH 本に 缺乏 する もの C 人と 八 英領 コ ロム ビヤ 學 


ヶ J 、；に 於け る 瑞典國 東京 獨立雜 誌 第 十九 號ー 十五 = 

C 入物 崇拜の 害 0 英國 人の 偉大なる 理^  ◦ 先師 シ ー リ ー 先生 を湊ふ C 『懐慨 家 Ji  ◦ 佛敎 復興の 方法 

羅量』 と 『偏狭』 東京 獨立雜 誌 第二 十號 一月 二十 五 H 

C 義務的 道德 ◦  二種の 道德 〇 東洋 的社會 組織 過去と 未来 〇惡 魔 ◦ 神 。人. 東京 獨立雜 誌 第二 十 

一 號 二月 五 U 

0 單， 獨と 友誼 東京 獨立雜 誌 第二 十二 號 二月 十五： Z 

0 團體と 個人 G 憲法の 濫用 0 國家對 個人 0 『國 家』 .， 想像 0 謀叛 人 OH 本の 美術 C 大 詩人の 心 

事 東京 獨立雜 誌 第二 十四 號 三月 五：：：： 

◦ 改良の 始まる 所 0 我の 責任 0 改革の 難易 0 吾人 活動の 區域 0 力， - ライルの 言 ◦ 東洋 的 英雄 C 

原因と 結果 〇 希 望ー點 東京 獨立雜 誌 第二 十五 號 三月 十五 日 

〇 愛國 心の 抑壓 〇 我が 叫 號の聲 0 貧者の 爲 めの 政治 C ソクラテスの 遺志 C 余輩の 要む る讀者 0 愛 

顧の 要な し 0 新 勢力の 製 出 0 積極的 事業の 半面 0 義憤 0 今の 憂世 家 藩閥 諸 公の 大事 業 非 律賓と 

曰 本 主義と 行爲 東京 獨立雜 誌 第二 十六 號 三月 二十 五 H: 

春曉夢 〇 救 濟の途 C 我 を"」 す もの 伊太利 を憐む 東京 獨立雜 誌 第二 十七 號四月 五： n 

〇 觀 花の 感 C インス ビレ ー ショ ンの絕 ゆる 時 0 歎 はしき 世の中 0 慰む る 者 東洋の 未来 記 東洋 衰亡 

の 源 因 モンテス キヤの 言 國家 的道德 としての 忠孝 東京 獨立雜 誌 第二 十八 號 四月 十五 n 

第二 卷内 (谷 年譜  一〇 二 七 


第ニ卷内1^?:年ま  フし 二. ハ 

◦ 人生の 旨 趣 0 報酬 0 心靈の 自由 俗/、 の德育 我の 態度 吿 白と 實際 C 國を强 うする の途 C 我意 

と 天意 0 吾人の 責任 次に 来るべき 時代 0 文樂 者と 文學者 0 宥恕の 美 0 金錢 問題 東京 獨立雜 誌 第 

二十 九號 四月 二十 五日 

〇 淸淨 潔白 0 我の 日本 0 政治の 眞似事 0 宗教の； in 的 C 傳 ふべき の眞理 CH 本 を 救 ふの ％ 督敎 |g 

立雜 誌と 上流 社會 文士の 述懷 柬京獨 立雜誌 第：： 一十 號五 = ^五 = 

〇 民を濟 ふの ニ途 〇¥: 事の 時 0 不平と 不足 C 我が 救 主 C 進步 と返步 0 倫理の- SS1 缄 0 芝お を觀 る 

の 害 0 腐 壞の徵 候 0 恥 かしき 名： 稱 C) 舉 問の 快樂 G 著者の 慰藉 on 立の 價値 〇 學 問と 精神 0 恥 

づべ きもの 無比の 國家 吾人の 貢獻物 東京 獨立雜 誌 第三 十一 號五ガ い 五 = 

〇 記者の 祈 fi  0 眞 理を識 るの 法 0 今の 新聞紙 0 新聞記者の 自省 0 警責 と建德 川上 大將 逝く 精神 

的 英雄 〇 帝國 主義 罪の 結果 C 基督教と 虛 一一 一一 n  0 信 神と 普通 倫理 0 名 譽か不 名譽乎 俗人 統御の 途 

辯 明 ^&、京獨立雜誌第三十ニ號五"ニ十五= 

發刊 一週 年 同志の 同盟 吾人 を援 くる 者 名稱 と事實 平民の 忠愛 心 日 本の 英雄 政治と 道德 OH 本 

/、の 宗敎觀 0 プル タ ー クの 言 東京 獨立雜 誌 第三 ト 三號人 パ五 ：！： 

〇 西洋の 物質主義と 東洋の 現實 主義 0 婦人 を 遇する の途 0 此の世 0 不平の 極 0 豫言 せんの み 0 罪 

惡の 種類 慈善の 種類 東京 獨立雜 誌 第三 四號 六月 十五 ni 

0 詩/、 の事荣 〇 英雄の 心事 を 知る の特權 〇 我の 恩/、  C 神 を 信ずろ 事 0 喊敗 せる もの 0 改善の 途 


o 日本 入の 特性 0 實權と 責任 0 政略 的 民族 o;n 本の 政治家 0 人望 を 得る の 法 ◦ 偽 人 0 支那の 壞 

滅と 日本の 未来 0 支那 道德の 性質 〇 言行一致 東京 獨立雜 誌 第三 五 號六刀 二十 五 y 

〇 眼の 善惡 〇 眞理 は劇藥 なり 0 勞 苦と 責任 0 ボ スェ ー と フ干不 ロン 0 金 錢を擭 るの 法 0 奇異なる 

言語 0 道德と 精神との^ 別 ^京 獨立雜 誌 第三 六號 七月 五 W 

〇 眞理の 感化 力 0 我が 師 耶蘇 基督 0 ノ， 'ブル なれ 0 完全なる 慈善 0 依 賴的搦 立 0 曰 本に 於て 慈善 

事業の 揚ら ざる 理由 0 我が 信仰 0 出來 得る 事 0 三省の 意義 0 下劣なる 國家 主義 東京 獨立雜 誌 第三 

七號 七月 十五 = 

0 誰 を か 友と せむ 0 仁 0 慈 惠と接 立 0 交際と 共同 0 宗敎を 信ずる 理由 0 支那 主義 0 人の 質問に 

對 へて 東京 獨立雜 誌 第三 八號 七月 二十 五日 

〇 休養の 在る 所 0 希望の 在る 所 ◦ 感謝すべき 事 0 信仰と 愛國心 0 益な き 宗教と 教育： 0 事業の 大小 

〇 『耶蘇』 0 入に 依る の 愚 0 『運動 一 0 金錢を 要せざる 事 案 0 俗人の 勢力 0 自由 競爭 G 麥藁帽 

子 〇 死敎 東京 獨立雜 誌 第三 九號 八月 五：：！ 

〇 金と 神 0 語るべき 事な し 0 第二の 善 0 自存 0 眞理と 其實行 0 自身の 改革者 0 文と 文學者 0 

寧ろ 憫察すべき 者 0 日本人の 倫理 0 義理と 義務 〇 孰れ か 君子 國 なる 耶 東京 獨立雜 誌 第 四 一 號八カ 二 

十五 H 

◦ 讀 むべき もの 0 終に 平安な し 0 偉大なる 時代 0 事業の 大小 0 最も 看 出し 難き もの 0 基督の 神な 

第二 卷 内容 年譜  IO  二 九 


第ニ卷內容年^1？  -  CHC 

る 理由 〇 演劇的 社會 0 志士の 爲 すべき 事 0 望むべからざる もの 理想と 事業 一 「文明の 爲 めの 占領』 

東京 獨立雜 誌 第 四ニ號 九月 五 H 

0 擴 張と 改良 ◦ 余輩の 秋 0 辛酸 流浪の 生涯 曰 本 今 曰の 聲 敎 育と 完敎 新 宗教の 發明家 東京 獨立雜 

誌 第 四三號 九月 十五：：：： 

〇 余輩の 目的 0 黨 入と 義人 0 積極的 倫理 0 勇者の 道德 0 政治 學 上の 二 大說 〇 沈默 の說敎 0 希望 

の 秋 〇 神の 事業 〇 待命 0 東洋の 社會 組織 ◦ 余輩の 恥づ べき 事 康京獨 立 雜誌第 四四號 九月 二十 五 口 

〇 憫 むべき 事 多し C 政黨の 本質 0 曰 本 國を救 ひ 得る 者 0 惡友 C 怕 るべき 委任 0 帝都の 悲觀 0 單 

純なる 眞理 つ 曰 本/、 の 欲する もの こ 學界の 盲 0 交際の 道 0 交友 を 求む 0 破康恥 東京 獨立雜 誌 第 

四五號 十月 五： H 

〇 余輩の 目的 0 我の 犬なる 理. ra  () 失敗の 文字 0 天意の ま M  0 神と 人 0 秋の 好 友 0 平靖 0 義入 

と黨入 (再び) 0 眞理 と亡國 0 且雇 取と 政治家 C 日本 國と 0: 本人 東京 獨立雜 誌 第 四- パ號 十月 十五：：： 

0 日曜日の 夕 記者 根性 小說 家と 教育家 東京 獨立雜 誌 第 四七號 十月 二十 五 = 

氣焰の 要求 還 立と 失敗 面白き 事と ツマ ラナ キ事 我の 靈籍 脫 世と 救濟 事業 東京 獨立雜 誌笫四 八號十 

一 月 五日 

0 新 思想 俗 入との 爭を 避く る 法 俗人に 對 する 態度 C 成功と 失敗 柬京獨 立雜誌 第五 G 號 十一月 二十 五：：！ 

0 雜感雜 憤 0 思想と 實行 0 祈 躊 の 勢力 鬼 京 獨立雜 誌 第五 ー號 十二 ガ 五：：： 


興敗 錄 决斷錄 東京 獨立雜 誌 第五 ニ號 十二  十五 

0 クリス マ スの感 東京 獨立雜 誌 第五 三號 十二" 二十 五日 

明治 三 十三 年 (一 九 ()〇年) 

憂國 者の 新年 新世紀 を迎ふ こ 新年の 感 二た び 新年に 入る R: 本に 於け る 外交の 困難 東京 獨立 雑誌 第 

五四號 一 月 五日 

罵詈の 命 盲目の 民 軟體 動物 國 日本に 於て 富 を 作る の 法 淸 濁の 別 早熟の 弊 我が 今年の 計畫 新 思 

想 を 得る の途 惡 むべき 某 督敎徒 東京 獨立雜 誌 第五 五號 一月 十五 U 

虚偽 的 基督 敎徒 東京 獨立雜 誌 第五 六號 一刀 二十 五日 

燈前 沈思 眞理 の實用 東京 獨立雜 誌 第五 七號 二月 日 

0 『道』 東京 獨立雜 誌 第五 八號 二月 十五 日 

0 救 はれざる 人の 心中 0 救 はれし 者の 心中 東京 獨立雜 誌 第五 九號 二月 二十 五： W 

君子 國に 於け る 正直の 價値 正義の 贊成 東京 獨立雜 誌 第 六ー號 三月 十五： w 

英 國に對 する R 本人の 同情 正義と 腕力 東京 獨立雜 誌 第 六ニ號 三月 二十 五日 

現世の 眞價 東京 獨立雜 誌 第 六三號 21：：=： 五： w 

不平 家 を 慰む 東京 獨立雜 誌 第 六四號 四" 十五 日 

闇裡の 光明 東京 獨立雜 誌 第 六五號 四" 二十 五： n 

SM ー卷 内容 年 SW?  1CM 一二 


第二 卷內容 年： ま  一〇三 二 

思想と 文士と 報酬 責任と 能力 柬京獨 立 雜誌第 六 六號五 五 

正直な 愚人 東京 獨立雜 誌 第 六七號 五月 十五 

傳 道の 決心 東京 獨立雜 誌 第 六八號 五月 二十 五日 

0 神の愛す る もの 0 平民の 定義 0 平民主義の 眞相 0 破壤者 東京 獨立雜 誌 第 六 九 號六カ 五：：！ 

第三 年期に 人る 『自由 黨』 支那 主義 入の 愛と 幸福 來京獨 立 雜誌笫 七 〇 號 六月 十五 H 

東洋の 大地震 我 を 作る 二 元素 我の 物 我の 事業 聖憤 東京 獨立雜 誌 第 七ー號 六月 二 卜 五= 

Is  演 

今日の 困難 東京 獨立雜 誌 第三 四號 第三 五號 明治 三十 一年 (一八 九 八 年) 六 力 十五 R、  = ^五 = 獨立 雜談再 

錄 

今日に 處- るの 道 ； i 昔 新報 第 一 六 一 號 明治 二十 一年 ( 一 八 九 八 年」 六 刀 二十 九日 

吾人の 希望の 土臺 來京獨 立 雜誌第 六 號明ュ S 三十 一年 (： 一 へ 九 八 年) 八" 二 卜 五 =1 

日本の 家庭 組， 1 護敎 (揭載 號數不 §0 小 愤慨錄 ド再錄 

力 ー ライルの 婦人 觀 東京 獨立雜 誌 第：： 八號笫 ニ九號 明治 二十 二 年 (一八 九九 年ソ 四月 卜 五 H、  二十 五日 

獨立雜 談再錄 

祌 田演說 『曰 本の 今日』 ^a-京獨立雜誌笫四九號明治三卜ニ年 (一 八 九九 年) 十 一 お 十五 H 


古今 築 擅 評 柬京獨 立 雜誌笫 一 ー號、 第一 ニ號 * 第一 三號、 第一 四號， 第一 五號 明治 三十 一年 二 八 九 八 年) 

卜お 二 卜-, 十一 力 五 H, 十五：：：. 二十 五 十二月 五日 獨立^^£興再錄 

雜 詠雜感 ず： 京 獨立雜 誌 第 一 六號明：^^三十 一年 二 八 九 八 年) 十二月 十五 = 獨立短 言 再錄 

如 二して- を 過さん 乎 東京 獨立雜 誌 第三 七號、 第三 八號、 第三 九 號明ュ £ 三十 二 年 (一 八 九九 年〕 七月 

十五 口- 一： 十五：：：：、 八月 五：：！ 獨立 雜談再 .錄 

過去の 夏 東京 獨立雜 誌 第 WO 號. 第 四 ー號、 二 號明ュ 一十 二 年 二八 九九 年) 八月 十五 日. 二十 五 

九月 五日 獨 立ャ； £ 興再錄 

余の 人 r 年の |蹟童 曰 東京 獨立雜 誌 第五 ニ號 第五 ニ號 明治 三十 二 年 〈一八 九九 年) 十二お 十五 サ五 = 獨立 

與再錄  、 

百姓 演說 /、と 人 ia^ 兄 獨立雜 誌 第五 八號 明治 三十 三年 (一九 c〇 年し 二お 十五 H 獨立雜 談再錄 

百 生演說 金と 幸福 東京 獨立雜 誌 第 六五號 明治 三十 三年 「一九 ◦〇 年) 四月 二十 五日 獨立雜 談冉錄 

東北 紀行 來ケ に獨立 雜誌笫 二三 號 明治 二十 二 年 二八 九九 年) 二月 二十 五 n 獨立 iiS 興； 冉錄 

近 縣步， 行 東京 獨立雜 誌 第二 七號 明治 三十 二 年 (二八 九九 年.〕 四月 五 H 獨立涛 興 #錄 

善 光寺 詣り 東京 獨立雜 誌笫三 一 號 明治 二十 二 年 ( 一 八 九九 年) 五月 十五 = 獨立 與再錄 

始めて 闩光を 見る 東京 獨立雜 誌 第 四 〇號 明治 三十 二 年 二 八 九九 年，) 八月 十五 H 

曳杖錄 某骨敎 新聞 笫七 八三號 明治 三、 十 一年 (一 八 九 八 年〕 八月 十九 H 


第二 卷內容 年 ま  一 § 一お 

『淚襟 集』 を讀む 東京 獨立雜 誌 第 (一四 號 明治 三十 二 年 (一 八 九九 年〕 三月- i» - 

『米 國ぺ ゾ シ ルバ 二 ャ州 東部， n 痴院第 四十 五 年報』 東京 獨立雜 誌 第二 九號 明治 三十 二 年 (一八 九九 

年ン 四月 二十 五 H 

戰士 の祈禱 東京 獨立雜 誌 第一 ー號 明治 三十 一年 二八 九 八 年) 十月 二十 五日 

物の 前後 東京 獨立雜 誌 第 四 C 號 明治 三十 二 年 二 八 九九 年 ：- 八月 十五 日 

雜 錄 

广以 下略)  . 
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